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経営学部シラバス

シラバスとは？
シラバス（Syllabus）とは、皆さんが本学部で学習を進めるに当たり、自主的

な履修計画の参考として作成しているものです。
この冊子には、本年度に開講する経営学部設置科目の授業の概要・到達目標、

授業内容及び成績評価の方法等を記載しています。
皆さんは、この冊子をよく読み、どのような科目を受講するか検討し、履修科

目を決定することになります。
本学部の教育目標は、「グローバル経営人材」と「価値創造人材」の育成です。

そのために教室内での授業だけではなく、実践・実習教育にも力を入れていま
す。「卒業に必要な単位数」は「経営学部便覧」に記載しているとおりですが、
定められた単位を修得するだけではなく、自分の目標・目的を定め、それに沿っ
た学習を心がけてください。

多角的にものごとを見る眼を養い、時代の趨勢を読み解き、自分の人生を切り
開くきっかけを掴んでください。

記載項目の説明
科目ナンバー
科目名
「メディア授業科目」においては、科目名の最後に〔M〕が付きます。

担当者名

単位数 履修開始年次 開講期 開講キャンパス

〈概要〉学問分野や学習項目などを統括的に記載しています。
〈到達目標〉科目を習得することによって学生が身につけることができる知識や素養

技術を記載しています。

各回の授業内容を記載しています。

履修する上での心構えや注意事項、授業の進め方、語学検定試験スコア条件、前提
履修及び同時履修が望ましい科目、他に履修することが望ましい科目等の情報を記載
しています。

予習や復習についての情報、読んでおくべきテキストなどを記載しています。

著者名・書名・出版社の情報を記載しています。

書籍・文献リストを記載しています。

成績評価基準及び方法について記載しています。

履修上必要な学生への情報を記載しています。

試験やレポート等の課題に対するフィードバックの方法について記載しています。
7．課題に対するフィードバックの方法

8．成績評価の方法

9．その他

6．参考書

5．教科書

4．準備学習（予習・復習等）の内容

3．履修上の注意

2．授業内容

1．授業の概要・到達目標
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【経営学部ディプロマ・ポリシー】

目指すべき人材像

学最初の経営学部として創設されました。以来、常に社会を牽引する経営人材を輩出してきました。現在の教育

理念は、「グローバル経営人材」と「価値創造人材」の育成です。複眼的視点をもって、ローカルからグローバ

ル、営利から非営利にわたる幅広い経営課題を発見・解決し、新しいビジネス環境の開拓から、日常業務の価値

を見いだすことに至るまで、組織体をリードできる「個」の強い人材を養成していきます。

経営学科は、予測が難しい環境のなかでも、革新と創造により、企業をはじめとする経営主体の価値向上を探

求できる人材を育成します。

会計学科は、会計というグローバルビジネス言語を用いて組織体の社会的価値を創造・評価することができる

人材を育成します。

公共経営学科は、行政組織や公共サービスを担う組織を通して、社会課題を発見・解決できる人材を育成しま

す。

具体的到達目標

経営学部では国内から国際社会まで幅広く活躍できる人材育成のため、以下の能力の獲得を目標にします。

経営学科到達目標

会計学科到達目標

公共経営学科到達目標

　明治大学経営学部は、高度経済成長を目前に控えた1953年に、経営教育の必要性という時代の要請に応え、私

（1）高い倫理観とリーダーシップ

（2）歴史的・地理的・文化的背景や多様な人間の特性を理解して協働する能力

（3）英語・会計・ＩＣＴスキル

（4）経営に関する理論・知識を理解し、実践する能力

（5）多様な環境において課題を発見し、解決する能力

（6）経営に関わる諸理論の理解を踏まえ、経営主体・経営資源・経営環境に関する具体的知識・データに基づい

て経営課題を発見・分析する能力

（7）経営主体・経営資源・経営環境に関してその多様性と普遍的構造を、歴史・地理・文化など多様な視点から

理解し、企業の社会的使命の達成と経営課題の解決に向けて主体的・組織的に構想・実践する能力

（6）会計の専門用語とデータを適正に用いて、組織体とその事業活動にかかわる人々との円滑なコミュニケー

ションを図る能力

（7）組織体の状況や活動を会計データにもとづいて可視化し、その社会的価値の創造や評価を主導する能力

（6）ローカルからグローバルにわたる社会課題を調査・分析し、営利・非営利、官民を含めた多様な主体の協働

による解決策を提示する能力

（7）社会課題の解決に有効な公共サービスのマネジメントを理解する能力
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し、本学学則に定める期間内に在学し、かつ卒業要件単位数を満たした者に学士（経営学）の学位を授与しま

す。

【経営学部カリキュラム・ポリシー】

教育課程の編成理念

経営学部では「グローバル経営人材」と「価値創造人材」の育成という教育目標を実現するために、知識と体

験を有機的に組み合わせることで、多様なビジネス環境に対応できる人材や豊かな人間性を育む教育課程を編成

します。

教育課程の構成

教育課程は、教養科目、外国語科目、学部必修科目、学科専門科目、基礎専門科目、体育実技科目などにより

構成しています。

営に関する学修を進めるための第一歩となる経営総論を配置し、そして、秋学期に各学科名を冠した経営学、会

計学、公共経営学を配置することで、学科選択に資するとともに、各学科での学修を進めるための基礎力を養い

ます。さらに、グローバル経営人材の育成のために英語スキルと英語による専門科目を組み合わせたＧＲＥＡＴ

（Global Resources English Applied Track）、価値創造人材育成のために課題発見・解決能力を高めるフュー

チャースキル講座（アクティブラーニング)、公認会計士や税理士資格の取得を目指すトラックなど、主体的・

能動的に学べる科目やトラックを配置し、インパクトの高い初年次教育を行います。

ようにして、多様な価値観と実践力を養います。

ています。授業で学修したことを活用して、調査研究、プレゼンテーションや論文作成など、総合的な能力を養

います。

経営学科は、経営理論、経営管理論、経営組織論、企業論、経営科学、人事労務、経営史に関する科目群を設

置しています。

会計学科は、世界に通用する会計および経営に関する知識・スキルを環境・社会・ガバナンスの視点から体系

的に修得できる科目群を設置しています。

　 3 学科とも、教養科目、外国語科目、学部必修科目、学科専門科目、基礎専門科目、体育実技科目などを履修

2023年 4 月 1 日改正

公共経営学科は、行政経営や、国際協力・スポーツ・健康・福祉などの公共サービスのマネジメントを修得で

きる科目群を設置しています。

教育課程の特長

（1）1 年次に学部学科教育の内容を理解して 、 2 年次から学科に所属します。

　学部教育の中心的な役割を果たす演習は 2 年次秋学期からの 2 年半タイプと 3 年次からの 2 年タイプを設置し

　また、フィールドスタディやグローバル・サービスラーニング等による体験学習も 4 年間を通して履修できる

せています。学科には 2 年次より所属し、専門分野を学びます。 1 年次には、学部必修科目として、春学期に経

　 1 ・ 2 年次には広い視野とアカデミック・リテラシーを育成するために、教養分野とリテラシー教育を充実さ
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─互いの人権を尊重し、ハラスメントのない学部に向けて─
新入生の皆さん、在校生の皆さん、入学・進級を果たされ、それぞれの新しい生活に向け決意を新たにしてい

ることでしょう。

さて皆さんは明治大学の建学の精神を知っていますか。「権利自由」、「独立自治」です。これらは大学の基本

姿勢を表現したものです。本学で学び、本学で働いているすべての人々がお互いに「人格を認め合い」、「個人と

して尊重される」ことは建学の精神の神髄です。言い換えれば、相手の人格を傷つける行為、蔑む行為、すなわ

ちハラスメント行為は、学ぶ権利を奪うことになり、建学の精神を蝕むことです。こうした観点から、明治大学

ではあらゆる形の人権侵害とハラスメント行為とは無縁なキャンパスをめざしています。

しかしこの実現は、「言うは易く行うは難し」の言葉通り、簡単ではありません。学生と教員、職員と教員、

学生同士、教員同士、職員同士、多様で複雑な人間関係のなかで知らず知らずのうちに相手を傷つけてしまうこ

とがあるのです。とても残念なことですが、経営学部もハラスメントと無縁ではありませんでした。教授会はそ

の度に、目を覆うことなく、正面から受け止め、真剣に議論し、必要な対応をするなど毅然たる姿勢をとってき

ました。特にこの数年間は多くの時間を割いて議論を重ねてきましたし、研修会ももちました。もちろんまだ万

全ではありません。しかし、われわれはあらゆる種類のハラスメントを許さないこと、被害者の立場にたって議

論を重ねること、そして被害者の救済のために必要な措置をとること、これまで重視してきたこのような三つの

態度を、今後とも、いやこれまで以上に堅持していきたいと考えています。

経営学部の学生の皆さん、皆さんは自分の能力を高めるために日々勉学に励んでいることでしょう。しかし同

時に、自立した人間として、社会のルールを守り、互いの人権を尊重し、ハラスメントを「しない、させない、

許さない」姿勢が求められています。安心して学ぶことができる快適な環境を形成・維持・発展させるために、

以下のように行動して下さい。

1 ．学期初めにキャンパス・ハラスメント対策委員会編『ハラスメントのないキャンパスへ』を配布しますの

で、ぜひ読んで下さい。

2 ．互いの人格を認め合い、ハラスメントを「しない、させない、許さない」姿勢を持つだけでなく、第三者

としてハラスメントに遭遇したら、見て見ぬふりはしないで下さい。

3 ．ハラスメントに遭遇したら、ハラスメント対策室や学生相談室、教員、事務室などに速やかに相談して下

さい。

（2）学科間の垣根は低く、他学科の講義や演習を履修できるなど、ゆるやかな学科制を採用することで、複眼的

思考に優れた人材の育成を図ります。

（3）教養教育から各学科の専門教育まで、多様な演習教育を実践しています。

（4）ＧＲＥＡＴや学部独自の段階的留学・海外体験プログラムを用意して、国際化を推進しています。

（5）机上における知識だけでなく、体験から学ぶことを重視し、フィールドスタディやフューチャースキル講

座、グローバル・サービスラーニングなどの科目を設置しています。

（6）公認会計士や税理士資格の取得を目指す学生をサポートするトラックを設置しています。

（7）ＴＯＥＩＣやＴＯＥＦＬの学内実施や日商簿記検定の団体受験など、資格取得を推進しています。

（8）短期留学プログラムＩＢＰ（International Business Program、アメリカ）及びＩＳＩＢＭ（International

Summer Institute of Business Management、カナダ）を実施しています。

（9）カナダのビクトリア大学とのデュアルディグリー・プログラムを行っています。
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明治大学２０２３年度学年暦 
 

春 学 期 ４ 月 １ 日 （ 土 ） ～ ９月１９日（火） 

入 学 式  ４ 月 ７ 日 （ 金 ）   

学 習 指 導  ４ 月 １ 日 （ 土 ） ～ ４ 月 ７ 日 （ 金 ） 

授 業 期 間 

 ４ 月 ８ 日 （ 土 ） ～ ７月２１日（金） 

前半集中開講科目（Ｓ１）※ ４ 月 ８ 日 （ 土 ） ～ ６ 月 ２ 日 （ 金 ） 

後半集中開講科目（Ｓ２）※ ６ 月 ３ 日 （ 土 ） ～ ７月２１日（金） 

臨時休業 (休講)日  ５ 月 １ 日 （ 月 ） ・ ５ 月 ２ 日 （ 火 ） 

休日授業実施日①  ７月１７日（月）  〔 海 の 日 〕 

補 講 日 ① ※土曜日の通常時限を利用 ５月１３日（土） ・ ５月２０日（土） 

補 講 日 ② ※土曜日の通常時限を利用 ７ 月 １ 日 （ 土 ） ・ ７ 月 ８ 日 （ 土 ） 

定 期 試 験 ※予備日を含む ７月２２日（土） ～ ７月３１日（月） 

夏 季 休 業  ８ 月 １ 日 （ 火 ） ～ ９月１９日（火） 

秋 季 卒 業 式  ９月１９日（火）   

秋 学 期 ９月２０日（水） ～ ３月３１日（日） 

秋 季 入 学 式  ９月１９日（火）   

学 習 指 導  ９月１５日（金）   

授 業 期 間 

 ９月２０日（水） ～ １月２３日（火） 

前半集中開講科目（Ｆ１）※ ９月２０日（水） ～ １１月１４日（火） 

後半集中開講科目（Ｆ２）※ １１月１５日（水） ～ １月２３日（火） 

休日授業実施日①  ９月２３日（土） 〔 秋 分 の 日 〕 

休日授業実施日②  １０月９日（月） 〔スポーツの日〕 

補 講 日 ① ※土曜日の通常時限を利用 １０月２１日（土） ・ １０月２８日（土） 

補 講 日 ② ※ 全 日 補 講 の み 実 施 １月１９日（金）   

補 講 日 ③ ※ 全 日 補 講 の み 実 施 １月２３日（火）   

大 学 祭 週 間 ※当該期間中は全日休講 １１月１日（水） ～ １１月７日（火） 

明 大 祭 １１月３日（金） ～ １１月５日（日） 

生 明 祭  １１月３日（金） ～ １１月５日（日） 

創 立 記 念 祝 日  １１月１日（水）   

臨時休業 (休講)日  １月１３日（土）   

冬 季 休 業  １２月２５日（月） ～ １ 月 ７ 日 （ 日 ） 

創 立 記 念 日  １月１７日（水）   

定 期 試 験 ※予備日を含む １月２４日（水） ～ ２ 月 ３ 日 （ 土 ） 

春 季 休 業  ２ 月 ４ 日 （ 日 ） ～ ３月３１日（日） 

卒 業 式  ３月２６日（火）   
 
※各学期の前半集中・後半集中開講科目の利用は、一部の授業で７週完結授業を導入する学部に限る。 

※大学祭週間中の授業休講措置は全キャンパスに適用する。ただし、大学院、専門職大学院において大

学祭週間に授業を実施する場合がある。 
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曜日 日 月 火 水 木 金 土 曜日 日 月 火 水 木 金 土

1 0 20 21 22 23

2 3 4 5 6 7 8 24 25 26 27 28 29 30

9 10 11 12 13 14 15 1 2 3 4 5 6 7

16 17 18 19 20 21 22 8 9 10 11 12 13 14

23 24 25 26 27 28 29 10 15 16 17 18 19 20 21

30 22 23 24 25 26 27 28

1 2 3 4 5 6 29 30 31

7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4

5 14 15 16 17 18 19 20 5 6 7 8 9 10 11

21 22 23 24 25 26 27 11 12 13 14 15 16 17 18

28 29 30 31 19 20 21 22 23 24 25

1 2 3 26 27 28 29 30

4 5 6 7 8 9 10 1 2

6 11 12 13 14 15 16 17 3 4 5 6 7 8 9

18 19 20 21 22 23 24 10 11 12 13 14 15 16

25 26 27 28 29 30 17 18 19 20 21 22 23

1 24 25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7 8 31

9 10 11 12 13 14 15 . 1 2 3 4 5 6

16 17 18 19 20 21 22 7 8 9 10 11 12 13

23 24 25 26 27 28 29 14 15 16 17 18 19 20

30 31 21 22 23 24 25 26 27

1 2 3 4 5 28 29 30 31

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

8 13 14 15 16 17 18 19 4 5 6 7 8 9 10

20 21 22 23 24 25 26 11 12 13 14 15 16 17

27 28 29 30 31 18 19 20 21 22 23 24

1 2 25 26 27 28 29

3 4 5 6 7 8 9 1 2

10 11 12 13 14 15 16 3 4 5 6 7 8 9

17 18 19 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

授業回数 授業回数
14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

学習指導日

休日 臨時休業（休講）日

休日授業実施日 土曜通常時限使用補講日

定期試験日（予備日を含む） 完全補講日（秋学期のみ）

大学祭週間 明大祭：１１月３日（金）～１１月５日（日）

※大学祭週間中は全キャンパス休講 生明祭：１１月３日（金）～１１月５日（日）

後
半
集
中
開
講
科
目

S
2

後
半
集
中
開
講
科
目

F
2

1

2

12

3

7

9

明治大学２０２３年度学年暦 
全キャンパス共通

【　　春 学 期　　】 【　　秋 学 期　　】

9

前
半
集
中
開
講
科
目

Ｓ
１

4
前
半
集
中
開
講
科
目

F
１
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経営学部授業科目一覧
科
目
区
分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
デ
ィア
授
業
科
目

英
語
授
業

単
位
数

履
修
開
始
年
次

本
年
度
開
講
な
し

特記事項

学
部
必
修
科
目

経営総論 Principles of Business Administration 併設 2 1 2021年度以降入学者
経営学 Business Management ● 2 1 2021年度以降入学者
経営学Ａ Business Management A ● 2 1 2020年度以前入学者
経営学Ｂ Business Management B ● 2 1 2020年度以前入学者
会計学 Accounting ● 2 1 2021年度以降入学者
公共経営学 Public Management 2 1 2021年度以降入学者
近代経済学Ａ Modern Economics A 併設 2 1
近代経済学Ｂ Modern Economics B 併設 2 1
簿記論Ⅰ Bookkeeping I 2 1 2020年度以前入学者
簿記論Ⅱ Bookkeeping II 2 1 2020年度以前入学者

教　
　
　
　
　
　

養　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目

言語思想Ａ Language and Thought A 2 1
言語思想Ｂ Language and Thought B 2 1
社会思想 Social Thought 2 1
倫理思想Ａ Ethical Thought A 2 1
倫理思想Ｂ Ethical Thought B 2 1
宗教思想 Religious Thought 2 1
哲学基礎論 Basic Philosophy 2 3
哲学 Philosophy 2 3
数学Ａ Mathematics A 2 1
数学Ｂ Mathematics B 2 1
統計学Ａ Statistics A 2 1
統計学Ｂ Statistics B 2 1
生物学Ａ Biology A 2 1
生物学Ｂ Biology B 2 1
物理学Ａ Physics A 2 1
物理学Ｂ Physics B 2 1
化学Ａ Chemistry A 2 1
化学Ｂ Chemistry B 2 1
自然科学思想史Ａ History of Natural Scientific Thought A 2 1
自然科学思想史Ｂ History of Natural Scientific Thought B 2 1
自然人類学 Physical Anthropology 2 1 ●
文化人類学 Cultural Anthropology 2 1
生理学Ａ Physiology A 2 1
生理学Ｂ Physiology B 2 1
健康科学Ａ Health Science A 2 1
健康科学Ｂ Health Science B 2 1
スポーツ・レジャー・レクリエーション論 Theory of Sports, Leisure and Recreation 2 1
現代社会とスポーツ Modern Society and Sports 2 1
トレーニングの科学 Science of Exercise Training 2 1
レポート・論文作成法 Academic Writing 2 1
言語表現論 Theory of Language Expression 2 1
手話コミュニケーション（初級）Ⅰ Elementary Sign Language Communication I 1 1
手話コミュニケーション（初級）Ⅱ Elementary Sign Language Communication II 1 1
手話コミュニケーション（中級）Ⅰ Intermediate Sign Language Communication I 1 1 ●
手話コミュニケーション（中級）Ⅱ Intermediate Sign Language Communication II 1 1 ●
外国文学（英米） Foreign Literature（British and American） 2 1 ●
外国文学（ドイツ） Foreign Literature（German） 2 1
外国文学（フランス） Foreign Literature（French） 2 1
外国文学（中国） Foreign Literature（Chinese） 2 1 ●
日本語論Ａ Japanese Linguistics A 2 1
日本語論Ｂ Japanese Linguistics B 2 1
日本文学Ａ Japanese Literature A 2 1
日本文学Ｂ Japanese Literature B 2 1
日本文学（現代） Japanese Literature（Contemporary） 2 3
西洋史（総論） European History（General） 2 1
西洋史（各論） European History（Special Studies） 2 1
法学Ａ Law A 2 1
法学Ｂ Law B 2 1
地理学Ａ Geography A 2 1
地理学Ｂ Geography B 2 1
政治学Ａ Political Science A 2 1
政治学Ｂ Political Science B 2 1
社会学Ａ Sociology A 併設 2 1
社会学Ｂ Sociology B 併設 2 1
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科
目
区
分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
デ
ィア
授
業
科
目

英
語
授
業

単
位
数

履
修
開
始
年
次

本
年
度
開
講
な
し

特記事項

教　
　
　
　

養　
　
　
　

科　
　
　
　

目

Global Issues A Global Issues A ● 2 1
Global Issues B Global Issues B ● 2 1
心理学 Psychology ● 2 1
心理学Ａ Psychology A ● 2 1 2021年度以前入学者
心理学Ｂ Psychology B ● 2 1 2021年度以前入学者
教養演習Ａ Liberal Arts Seminar A 2 1
教養演習Ｂ Liberal Arts Seminar B 2 1
外国語教養演習Ａ/
Liberal Arts Seminar in Foreign Languages A Liberal Arts Seminar in Foreign Languages A ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

外国語教養演習Ｂ/
Liberal Arts Seminar in Foreign Languages B Liberal Arts Seminar in Foreign Languages B ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

外国語教養演習Ｃ/
Liberal Arts Seminar in Foreign Languages C Liberal Arts Seminar in Foreign Languages C ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

外国語教養演習Ｄ/
Liberal Arts Seminar in Foreign Languages D Liberal Arts Seminar in Foreign Languages D ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

日本事情 Japanese Culture  & Society （for international students） 2 1 外国人留学生のみ履修可
経営総合講義Ａ Introduction to Business Management A 2 1
経営総合講義Ｂ Introduction to Business Management B 2 1

外　
　
　
　

国　
　
　
　

語　
　
　
　

科　
　
　
　

目

英語（初級）Ａ Elementary English A 1 1

①【コミュニケーション英語】
②【国際教養英語】
①【GREAT:English for Business Studies I A】
②【GREAT:Academic Reading and Writing A】

英語（初級）Ｂ Elementary English B 併設 1 1

①【コミュニケーション英語】
②【国際教養英語】
①【GREAT:English for Business Studies I B】
②【GREAT:Academic Reading and Writing B】

英語（中級）Ａ Intermediate English A 併設 1 2
【EM Comprehensive English】
③【GREAT:English for Business Studies II A】
④【GREAT:Academic Writing II A】

英語（中級）Ｂ Intermediate English B 併設 1 2
【EM Comprehensive English】
③【GREAT:English for Business Studies II B】
④【GREAT:Academic Writing II B】

ドイツ語（初級）Ⅰ Elementary German I 1 1 a・b
ドイツ語（初級）Ⅱ Elementary German II 1 1 a・b
ドイツ語（中級）Ａ Intermediate German A 1 2 指定クラス・選択クラス
ドイツ語（中級）Ｂ Intermediate German B 1 2 指定クラス・選択クラス
フランス語（初級）Ⅰ Elementary French I 1 1 a・b
フランス語（初級）Ⅱ Elementary French II 1 1 a・b
フランス語（中級）Ａ Intermediate French A 1 2 指定クラス・選択クラス
フランス語（中級）Ｂ Intermediate French B 1 2 指定クラス・選択クラス
中国語（初級）Ⅰ Elementary Chinese I 1 1 a・b
中国語（初級）Ⅱ Elementary Chinese II 1 1 a・b
中国語（中級）Ａ Intermediate Chinese A 併設 1 2 指定クラス・選択クラス
中国語（中級）Ｂ Intermediate Chinese B 併設 1 2 指定クラス・選択クラス
ロシア語（初級）Ⅰ Elementary Russian I 1 1
ロシア語（初級）Ⅱ Elementary Russian II 1 1
ロシア語（中級）Ａ Intermediate Russian A 1 2
ロシア語（中級）Ｂ Intermediate Russian B 1 2
韓国語（初級）Ⅰ Elementary Korean I 1 1
韓国語（初級）Ⅱ Elementary Korean II 1 1
韓国語（中級）Ａ Intermediate Korean A 1 2
韓国語（中級）Ｂ Intermediate Korean B 1 2
日本語（作文・読解）Ⅰ Japanese（Composition and Reading） I 1 1 外国人留学生のみ履修可
日本語（作文・読解）Ⅱ Japanese（Composition and Reading） II 1 1 外国人留学生のみ履修可
日本語（速読・精読）Ａ Japanese（Rapid Reading and Careful Reading） A 1 2 外国人留学生のみ履修可
日本語（速読・精読）Ｂ Japanese（Rapid Reading and Careful Reading） B 1 2 外国人留学生のみ履修可
TOEFL Reading TOEFL Reading ● 1 1
TOEFL Listening TOEFL Listening ● 1 1
TOEFL Speaking TOEFL Speaking ● 1 1
TOEFL Writing TOEFL Writing ● 1 1
TOEFL Preparation A TOEFL Preparation A ● 1 1
TOEFL Preparation B TOEFL Preparation B ● 1 1
English Exam A English Exam A ● 1 1
English Exam B English Exam B ● 1 1
Genres of Writing Genres of Writing ● 1 1
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科
目
区
分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
デ
ィア
授
業
科
目

英
語
授
業

単
位
数

履
修
開
始
年
次

本
年
度
開
講
な
し

特記事項

外　
　
　
　

国　
　
　
　

語　
　
　
　

科　
　
　
　

目

Speech and Debate Speech & Debate ● 1 1
英語スペシャルスタディＡ Special English Study A 1 1
英語スペシャルスタディＢ Special English Study B 1 1
英語表現論 English Expression 1 1
英語コミュニケーション初級Ａ Elementary English Communication A 1 1
英語コミュニケーション初級Ｂ Elementary English Communication B 1 1
英語コミュニケーション中級Ａ Intermediate English Communication A 1 1
英語コミュニケーション中級Ｂ Intermediate English Communication B 1 1
英語コミュニケーション上級Ａ Advanced English Communication A 1 1
英語コミュニケーション上級Ｂ Advanced English Communication B 1 1
ドイツ語コミュニケーション初級Ａ Elementary German Communication A 1 1
ドイツ語コミュニケーション初級Ｂ Elementary German Communication B 1 1
ドイツ語コミュニケーション中級Ａ Intermediate German Communication A 1 1
ドイツ語コミュニケーション中級Ｂ Intermediate German Communication B 1 1
ドイツ語コミュニケーション上級Ａ Advanced German Communication A 1 1
ドイツ語コミュニケーション上級Ｂ Advanced German Communication B 1 1
フランス語コミュニケーション初級Ａ Elementary French Communication A 1 1
フランス語コミュニケーション初級Ｂ Elementary French Communication B 1 1
フランス語コミュニケーション中級Ａ Intermediate French Communication A 1 1
フランス語コミュニケーション中級Ｂ Intermediate French Communication B 1 1
フランス語コミュニケーション上級Ａ Advanced French Communication A 1 1
フランス語コミュニケーション上級Ｂ Advanced French Communication B 1 1
中国語コミュニケーション初級Ａ Elementary Chinese Communication A 1 1
中国語コミュニケーション初級Ｂ Elementary Chinese Communication B 1 1
中国語コミュニケーション中級Ａ Intermediate Chinese Communication A 1 1
中国語コミュニケーション中級Ｂ Intermediate Chinese Communication B 1 1
中国語コミュニケーション上級Ａ Advanced Chinese Communication A 1 1
中国語コミュニケーション上級Ｂ Advanced Chinese Communication B 1 1
International Business Program 

（語学研修） A
International Business Program  

（Language Training） A ● 1 1 International Business Program
（実習） A　とセット履修

International Business Program 
（語学研修） B

International Business Program  
（Language Training） B ● 1 1 International Business Program

（実習） B　とセット履修

体
育
実
技
科
目

体育実技Ａ Physical Education A 1 1
体育実技Ｂ Physical Education B 1 1
選択体育実技Ａ Physical Education Elective A 1 2
選択体育実技Ｂ Physical Education Elective B 1 2
学外選択体育実技Ａ Outdoor Elective Physical Education A 1 2
学外選択体育実技Ｂ Outdoor Elective Physical Education B 1 2

外
国
語
専
門
科
目

外国書講読Ａ Reading in Foreign Languages A 2 3 2020年度以前入学者
外国書講読Ｂ Reading in Foreign Languages B 2 3 2020年度以前入学者
ビジネス英語Ａ Business English A ● 2 3 2020年度以前入学者
ビジネス英語Ｂ Business English B ● 2 3 2020年度以前入学者
ビジネス・プレゼンテーションＡ Business Presentation A ● 2 3 2020年度以前入学者
ビジネス・プレゼンテーションＢ Business Presentation B ● 2 3 2020年度以前入学者

実
習
関
連
科
目

International Business Program 
（実習） A

International Business Program  
（Practical） A ● 2 1 International Business Program 

（語学研修） A　とセット履修
International Business Program 

（実習） B
International Business Program  

（Practical） B ● 2 1 International Business Program 
（語学研修） B　とセット履修

キャリア形成入門 Introduction to Career Development 2 1
グローバル・サービスラーニングＡ Global Service Learning A 2 1
グローバル・サービスラーニングＢ Global Service Learning B 2 1
リサーチ・リテラシーＡ Research Literacy A ● 2 1
リサーチ・リテラシーＢ Research Literacy B 2 3
フィールドスタディＡ Field Study A 2 1
フィールドスタディＢ Field Study B 2 1
フィールドスタディＣ Field Study C 2 2
フィールドスタディＤ Field Study D 2 2

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

ＩＣＴエレメンタリー ICT Elementary Course 併設 2 1
ＩＣＴベーシックⅠ ICT Basic CourseⅠ 併設 2 1
ＩＣＴベーシックⅡ ICT Basic CourseⅡ 併設 2 1
ＩＣＴ統計解析Ⅰ ICT Statistics AnalysisⅠ 併設 2 1
ＩＣＴ統計解析Ⅱ ICT Statistics AnalysisⅡ 併設 2 1
ＩＣＴデータベースⅠ ICT DatabaseⅠ 併設 2 1
ＩＣＴデータベースⅡ ICT DatabaseⅡ 併設 2 1
ＩＣＴメディア編集Ⅰ ICT Media ProcessingⅠ 併設 2 1
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科
目
区
分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
デ
ィア
授
業
科
目

英
語
授
業

単
位
数

履
修
開
始
年
次

本
年
度
開
講
な
し

特記事項

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

ＩＣＴメディア編集Ⅱ ICT Media ProcessingⅡ 併設 2 1
ＩＣＴアプリ開発Ⅰ ICT Application DevelopmentⅠ 併設 2 1
ＩＣＴアプリ開発Ⅱ ICT Application DevelopmentⅡ 併設 2 1
ＩＣＴコンテンツデザインⅠ ICT Contents DesignⅠ 2 1
ＩＣＴコンテンツデザインⅡ ICT Contents DesignⅡ 2 1
ＩＣＴ総合実践Ⅰ ICT Total PracticeⅠ 2 1
ＩＣＴ総合実践Ⅱ ICT Total PracticeⅡ 2 1

演
習
科
目

演習Ⅰ Seminar I 2 2
演習ⅡＡ Seminar IIA 2 3
演習ⅡＢ Seminar IIB 2 3
演習ⅢＡ Seminar IIIA 2 4
演習ⅢＢ Seminar IIIB 2 4

全
学
共
通

総
合
講
座

全学共通総合講座Ａ Interdepartmental Lecture A 併設 2 1
全学共通総合講座Ｂ Interdepartmental Lecture B 併設 2 1
全学共通総合講座Ｃ Interdepartmental Lecture C 併設 2 1
全学共通総合講座Ｄ Interdepartmental Lecture D 併設 2 1

各　
　

学　
　

科　
　

基　
　

礎　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

簿記論Ⅰ Bookkeeping I 併設 2 1 2021年度以降入学者
簿記論Ⅱ Bookkeeping II 併設 2 1 2021年度以降入学者
簿記技能 Bookkeeping Skills 1 1 2021年度以降入学者
Business Presentation  A Business Presentation  A ● 2 3 2021年度以降入学者
Business Presentation  B Business Presentation  B ● 2 3 2021年度以降入学者

ビジネス英語A/Business English A Business English A ● 2 3 2021年度以降入学者
使用言語により科目名称が異なる

ビジネス英語B/Business English B Business English B ● 2 3 2021年度以降入学者
使用言語により科目名称が異なる

Fundamentals of Management Ａ Fundamentals of Management Ａ ● 2 2
Fundamentals of Management Ｂ Fundamentals of Management Ｂ ● 2 2
Fundamentals of Management Ｃ Fundamentals of Management Ｃ ● 2 2 ●
Fundamentals of Management Ｄ Fundamentals of Management Ｄ ● 2 2 ●
Transcultural Business Communication A Transcultural Business Communication A ● 2 2
Transcultural Business Communication B Transcultural Business Communication B ● 2 2 ●
Strategic Business Communication A Strategic Business Communication A ● 2 2
Strategic Business Communication B Strategic Business Communication B ● 2 2
経済原論Ａ Principles of Economics A 2 1
経済原論Ｂ Principles of Economics B 2 1
ビジネス・エコノミックスＡ Business Economics A ● 2 3
ビジネス・エコノミックスＢ Business Economics B ● 2 3
Japanese Economy Japanese Economy ● 2 1
経済史Ａ Economic History A 2 1
経済史Ｂ Economic History B 2 1
日本経済史Ａ Japanese Economic History Ａ 2 1
日本経済史Ｂ Japanese Economic History Ｂ 2 1
経営史Ａ Business History A 2 1
経営史Ｂ Business History B 2 1
経営統計学Ａ Business Statistics A 2 3
経営統計学Ｂ Business Statistics B 2 3
経営基礎数学Ａ Basic Mathematics for Management A 2 1
経営基礎数学Ｂ Basic Mathematics for Management B 2 1
社会調査法 Social Research 2 1
経営社会学 Managerial Sociology 併設 2 3
経営心理学 Managerial Psychology A ● 2 2
産業生理学Ａ Industrial Physiology A 2 3
産業生理学Ｂ Industrial  Physiology B 2 3
経営と環境Ａ Business Management and the Environment A 2 3
経営と環境Ｂ Business Management and the Environment B 2 3
経済地理学Ａ Economic Geography A 2 3
経済地理学Ｂ Economic Geography B 2 3
マーケティング基礎論 Basic Marketing 2 2
企業の社会的責任論/Corporate 
Social Responsibility Corporate Social Responsibility ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる

情報化社会論Ａ Information Society A 2 1
情報化社会論Ｂ Information Society B 2 1
ネット・ビジネス論Ａ/
Internet Business A Internet Business A ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる
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科
目
区
分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
デ
ィア
授
業
科
目

英
語
授
業

単
位
数

履
修
開
始
年
次

本
年
度
開
講
な
し

特記事項

各　
　

学　
　

科　
　

基　
　

礎　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

ネット・ビジネス論Ｂ/
Internet Business B Internet Business B ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる

コンテンツ・ビジネス論Ａ/
Contents Business A Contents Business A ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる

コンテンツ・ビジネス論Ｂ/
Contents Business B Contents Business B ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる

戦略経営情報システム論 Strategic Management Information Systems 2 3
ビジネス法 Business Law 2 1
会社法Ａ Corporate Law A 2 3
会社法Ｂ Corporate Law B 2 3
手形法・小切手法 Bills and Notes Law and Cheques Law 2 3
財産法 Property Law 2 3
税法 Tax Law 2 3
労働法 Labor Law 2 3 ●
イギリス文化論 British Culture 2 3
アメリカ文化論/American Culture American Culture ● 2 3 ● 使用言語により科目名称が異なる
ドイツ文化論 German Culture 2 3 ●
中国文化論 Chinese Culture 2 3
東南アジア文化論 Southeast Asian Culture 2 3 ●
東欧文化論 East European Culture 2 3 ●
フランス文化論 French Culture 2 3 ●
日本文化論 Japanese Culture 2 3
海外経営事情Ａ Foreign Business Affairs A 2 1
海外経営事情Ｂ Foreign Business Affairs B 2 1
海外経営事情Ｃ Foreign Business Affairs C 2 1
海外経営事情Ｄ Foreign Business Affairs D 2 1
経営文献研究Ａ Studies in Business Literature A 2 3 ●
経営文献研究Ｂ Studies in Business Literature B 2 3 ●
基礎専門演習Ａ/Core Subjects Seminar A Core Subjects Seminar A ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる
基礎専門演習Ｂ/Core Subjects Seminar B Core Subjects Seminar B ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる
基礎専門演習Ｃ/Core Subjects Seminar C Core Subjects Seminar C ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる
基礎専門演習Ｄ/Core Subjects Seminar D Core Subjects Seminar D ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる
基礎専門特別講義Ａ/ 
Core Subjects Special Lectures A Core Subjects Special Lectures A ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

基礎専門特別講義Ｂ/ 
Core Subjects Special Lectures B Core Subjects Special Lectures B 併設 ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

基礎専門特別講義Ｃ/ 
Core Subjects Special Lectures C Core Subjects Special Lectures C ● 2 1 ● 使用言語により科目名称が異なる

基礎専門特別講義Ｄ/ 
Core Subjects Special Lectures D Core Subjects Special Lectures D ● 2 1 ● 使用言語により科目名称が異なる

経
営
学
科

必
修
科
目

企業論Ａ Corporation Theory A ● 2 2 2020年度以前入学者
企業論Ｂ Corporation Theory B ● 2 2 2020年度以前入学者
経営管理論Ａ Management Theory A ● 2 2 2020年度以前入学者
経営管理論Ｂ Management Theory B ● 2 2 2020年度以前入学者

経　

営　

学　

科　

専　

門　

科　

目

企業論Ａ Corporation Theory A 2 2 2021年度以降入学者
企業論Ｂ Corporation Theory B 2 2 2021年度以降入学者
経営管理論Ａ Management Theory A 2 2 2021年度以降入学者
経営管理論Ｂ Management Theory B 2 2 2021年度以降入学者
経営哲学Ａ Management Philosophy A 2 3
経営哲学Ｂ Management Philosophy B 2 3
経営戦略論Ａ Management Strategy A 2 3 経営学科・会計学科共同設置
経営戦略論Ｂ Management Strategy B 2 3 経営学科・会計学科共同設置
Innovation Strategy in Japan A Innovation Strategy in Japan A ● 2 3
Innovation Strategy in Japan B Innovation Strategy in Japan B ● 2 3
イノベーション・マネジメントＡ Innovation Management A 2 3
イノベーション・マネジメントＢ Innovation Management B 2 3
マーケティング・マネジメントＡ Marketing Management A 2 3
マーケティング・マネジメントＢ Marketing Management B 2 3
グローバル・マーケティング論Ａ Global Marketing A 2 3
グローバル・マーケティング論Ｂ Global Marketing B 2 3
Strategic Marketing A Strategic Marketing A ● 2 3
Strategic Marketing B Strategic Marketing B ● 2 3
雇用関係論 Employment Relations 2 3
労使関係論 Industrial Relations 2 3
企業内教育論 In-firm Training 2 3
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科
目
区
分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
デ
ィア
授
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単
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数

履
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始
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次

本
年
度
開
講
な
し

特記事項

経　
　
　
　
　

営　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

専　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

能力開発論 Human Resource Development 2 3
中小企業論 Small and Medium-sized Businesses 2 3 経営学科・公共経営学科共同設置
ベンチャービジネス論 Start-up Enterprise 2 3 経営学科・公共経営学科共同設置
経営学史Ａ History of Management Theories A 2 3
経営学史Ｂ History of Management Theories B 2 3
国際経営論Ａ/ 
International Management A International Management A ● 2 3 経営学科・会計学科共同設置

使用言語により科目名称が異なる
国際経営論Ｂ/ 
International Management B International Management B ● 2 3 経営学科・会計学科共同設置

使用言語により科目名称が異なる
経営組織論 Organizational Theory 2 3
組織行動論 Organizational Behavior 2 3
財務管理論 Financial Management 2 3 経営学科・会計学科共同設置
現代コーポレートファイナンス論 Modern Corporate Finance 2 3 経営学科・会計学科共同設置
生産管理論Ａ Production Management A 2 3
生産管理論Ｂ Production Management B 2 3
人事労務管理論Ａ Human Resource Management A 2 3
人事労務管理論Ｂ Human Resource Management B 2 3
ナレッジ・マネジメント論 Knowledge Management ● 2 3
経営技術論 Technology Management 2 3
技術戦略論 Technology Strategy 2 3
Strategic Analysis of Japanese Companies A Strategic Analysis of Japanese Companies A ● 2 3 ● 経営学科・会計学科共同設置
Strategic Analysis of Japanese Companies B Strategic Analysis of Japanese Companies B ● 2 3 ● 経営学科・会計学科共同設置
経営情報論 Information System in Management 2 3 ●
リスクマネジメント論 Risk Management 2 3 ●
経営文化論Ａ Business Culture A 2 3
経営文化論Ｂ Business Culture B 2 3
国際経営史Ａ History of International Business A 2 3
国際経営史Ｂ History of International Business B 2 3
日本経営論Ａ Japanese Management A ● 2 3
日本経営論Ｂ Japanese Management B ● 2 3
日本経営史 Japanese Business History 2 3
日本企業者史 Japanese Entrepreneurial History 2 3
Comparative Business Management A Comparative Business Management A ● 2 3
Comparative Business Management B Comparative Business Management B ● 2 3
比較経営論（アメリカ）Ａ Comparative Management（America） A 2 3 経営学科・会計学科共同設置
比較経営論（アメリカ）Ｂ Comparative Management（America） B 2 3 経営学科・会計学科共同設置
比較経営論（西欧）Ａ Comparative Management（Western Europe） A 2 3
比較経営論（西欧）Ｂ Comparative Management（Western Europe） B 2 3
比較経営論（ロシア・東欧）Ａ Comparative Management（Russia and Eastern Europe） A 2 3
比較経営論（ロシア・東欧）Ｂ Comparative Management（Russia and Eastern Europe） B 2 3
比較経営論（中国）Ａ Comparative Management（China） A 2 3
比較経営論（中国）Ｂ Comparative Management（China） B 2 3
Transcultural Management A Transcultural Management A ● 2 3
Transcultural Management B Transcultural Management B ● 2 3
経営学外国書講読Ａ Business Management Reading in Foreign Languages A ● 2 3 2021年度以降入学者
経営学外国書講読Ｂ Business Management Reading in Foreign Languages B ● 2 3 2021年度以降入学者
経営学特別講義Ａ/
Special Lectures on Business Management A Special Lectures on Business Management A ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

経営学特別講義Ｂ/
Special Lectures on Business Management B Special Lectures on Business Management B ● 2 1 使用言語により科目名称が異なる

経営学特別講義Ｃ/
Special Lectures on Business Management C Special Lectures on Business Management C ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる

経営学特別講義Ｄ/
Special Lectures on Business Management D Special Lectures on Business Management D ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる

Information Ethics Ａ（GSBA） Information Ethics Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Information Ethics Ｂ（GSBA） Information Ethics Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Information Science Ａ（GSBA） Information Science Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Information Science Ｂ（GSBA） Information Science Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
E Commerce Ａ（GSBA） E Commerce Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
E Commerce Ｂ（GSBA） E Commerce Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Organizational Behavior Ａ（GSBA） Organizational Behavior Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Organizational Behavior Ｂ（GSBA） Organizational Behavior Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Strategic Management Ａ（GSBA） Strategic Management Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Strategic Management Ｂ（GSBA） Strategic Management Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Transnational Management Ａ（GSBA） Transnational Management Ａ（GSBA） ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置
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科
目
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分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
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経
営
学
科
専
門
科
目

Transnational Management Ｂ（GSBA） Transnational Management Ｂ（GSBA） ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置
Human Resource Management Ａ（GSBA） Human Resource Management Ａ（GSBA） ● ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置
Human Resource Management Ｂ（GSBA） Human Resource Management Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Family Business Ａ（GSBA） Family Business Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Family Business Ｂ（GSBA） Family Business Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置
International Marketing Ａ（GSBA） International Marketing Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
International Marketing Ｂ（GSBA） International Marketing Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Service Marketing Ａ（GSBA） Service Marketing Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Service Marketing Ｂ（GSBA） Service Marketing Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Corporate Finance Ａ（GSBA） Corporate Finance Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Corporate Finance Ｂ（GSBA） Corporate Finance Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Investments Ａ（GSBA） Investments Ａ（GSBA） ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置
Investments Ｂ（GSBA） Investments Ｂ（GSBA） ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置

会
計
学
科

必
修
科
目

財務会計総論Ａ Introduction to Financial Accounting A ● 2 2 2020年度以前入学者
財務会計総論Ｂ Introduction to Financial Accounting B ● 2 2 2020年度以前入学者
管理会計総論Ａ Introduction to Management Accounting A ● 2 2 2020年度以前入学者
管理会計総論Ｂ Introduction to Management Accounting B ● 2 2 2020年度以前入学者

会　
　
　

計　
　
　

学　
　
　

科　
　
　

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

財務会計総論Ａ Introduction to Financial Accounting A 2 1 2021年度以降入学者
財務会計総論Ｂ Introduction to Financial Accounting B 2 1 2021年度以降入学者
管理会計総論Ａ Introduction to Management Accounting A 2 1 2021年度以降入学者
管理会計総論Ｂ Introduction to Management Accounting B 2 1 2021年度以降入学者
中級簿記論 Intermediate Bookkeeping 2 2
上級簿記論 Advanced Bookkeeping 2 2
財務諸表論Ａ Theory of Financial Statements A 2 3
財務諸表論Ｂ Theory of Financial Statements B 2 3
現代会計基準論Ａ Accounting Standards A 2 3
現代会計基準論Ｂ Accounting Standards B 2 3
監査論Ａ Auditing A 2 3
監査論Ｂ Auditing B 2 3
国際財務報告論Ａ International Financial Reporting Theory A 2 3
国際財務報告論Ｂ International Financial Reporting Theory B 2 3
英文会計 Accounting in English 2 3 ●
Basic Accounting Ａ Basic Accounting A ● 2 1
Basic Accounting Ｂ Basic Accounting B ● 2 1
Financial Accounting Ａ Financial Accounting Ａ ● 2 3
Financial Accounting Ｂ Financial Accounting Ｂ ● 2 3
原価計算論Ⅰ Cost Accounting I 併設 2 1
原価計算論Ⅱ Cost Accounting II 併設 2 1
原価管理論Ａ Cost Management A 2 3
原価管理論Ｂ Cost Management B 2 3
マネジメント・コントロールＡ Management Control A ● 2 3
マネジメント・コントロールＢ Management Control B ● 2 3
Management Accounting Ａ Management Accounting Ａ ● ● 2 3
Management Accounting Ｂ Management Accounting Ｂ ● ● 2 3
経営分析論Ａ Financial Statement Analysis A 2 3 ●
経営分析論Ｂ Financial Statement Analysis B 2 3 ●
会計情報システム論Ａ Accounting Information Systems A 2 3
会計情報システム論Ｂ Accounting Information Systems B 2 3
環境会計論Ａ Environmental Accounting A 2 3
環境会計論Ｂ Environmental Accounting B 2 3
税務会計論Ａ Accounting for Taxation A 2 3
税務会計論Ｂ Accounting for Taxation B 2 3
公会計論 Public Accounting 2 3 会計学科・公共経営学科共同設置
ＮＰＯ会計論 NPO Accounting 2 3 ● 会計学科・公共経営学科共同設置
会計史Ａ Accounting History A 2 3
会計史Ｂ Accounting History B 2 3
法人税法Ａ Corporation Tax Act A 2 3
法人税法Ｂ Corporation Tax Act B 2 3
会計学外国書講読Ａ Accounting Reading in Foreign Languages A ● 2 3 2021年度以降入学者
会計学外国書講読Ｂ Accounting Reading in Foreign Languages B ● 2 3 2021年度以降入学者
会計プロセミナーＡ Professional Seminar on Accounting A 2 1
会計プロセミナーＢ Professional Seminar on Accounting B 2 1 ●
会計プロセミナーＣ Professional Seminar on Accounting C 2 1
会計プロセミナーＤ Professional Seminar on Accounting D 2 1 ●
会計学特別講義Ａ Special Lectures on Accounting A 併設 2 1
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科
目
区
分

科目名（正式名称） 科目名（英文科目名称）

メ
デ
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授
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科
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英
語
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特記事項

会　

計　

学　

科　

専　

門　

科　

目

会計学特別講義Ｂ Special Lectures on Accounting B 2 1
会計学特別講義Ｃ Special Lectures on Accounting C 2 1 ●
会計学特別講義Ｄ Special Lectures on Accounting D 2 1
経営戦略論Ａ Management Strategy A 2 3 経営学科・会計学科共同設置
経営戦略論Ｂ Management Strategy B 2 3 経営学科・会計学科共同設置
国際経営論Ａ/ 
International Management A International Management A ● 2 3 経営学科・会計学科共同設置

使用言語により科目名称が異なる
国際経営論Ｂ/ 
International Management B International Management B ● 2 3 経営学科・会計学科共同設置

使用言語により科目名称が異なる
財務管理論 Financial Management 2 3 経営学科・会計学科共同設置
現代コーポレートファイナンス論 Modern Corporate Finance 2 3 経営学科・会計学科共同設置
Strategic Analysis of Japanese Companies A Strategic Analysis of Japanese Companies A ● 2 3 ● 経営学科・会計学科共同設置
Strategic Analysis of Japanese Companies B Strategic Analysis of Japanese Companies B ● 2 3 ● 経営学科・会計学科共同設置
比較経営論（アメリカ）Ａ Comparative Management（America） A 2 3 経営学科・会計学科共同設置
比較経営論（アメリカ）Ｂ Comparative Management（America） B 2 3 経営学科・会計学科共同設置
Corporate Finance Ａ（GSBA） Corporate Finance Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Corporate Finance Ｂ（GSBA） Corporate Finance Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Investments Ａ（GSBA） Investments Ａ（GSBA） ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置
Investments Ｂ（GSBA） Investments Ｂ（GSBA） ● 2 3 ● 大学院経営学研究科共同設置
Advanced Financial Accounting Ａ（GSBA） Advanced Financial Accounting A（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Advanced Financial Accounting Ｂ（GSBA） Advanced Financial Accounting B（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Financial Statement Analysis Ａ（GSBA） Financial Statement Analysis Ａ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置
Financial Statement Analysis Ｂ（GSBA） Financial Statement Analysis Ｂ（GSBA） ● ● 2 3 大学院経営学研究科共同設置

公
共
経
営
学

科
必
修
科
目

公共経営学Ａ Public Management A ● 2 2 2020年度以前入学者
公共経営学Ｂ Public Management B ● 2 2 2020年度以前入学者
行政経営論Ａ Administrative Management A ● 2 2 2020年度以前入学者
行政経営論Ｂ Administrative Management B ● 2 2 2020年度以前入学者

公　
　

共　
　

経　
　

営　
　

学　
　

科　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

行政経営論 Administrative Management 2 2
行政経営戦略論 Administrative Strategy 2 3
Introduction to Public Management Introduction to Public Management ● 2 3
Basic Solution Approach to 
International Public Management

Basic Solution Approach to  
International Public Management ● 2 1 ●

Applied Solution Approach to 
International Public Management

Applied Solution Approach to 
International Public Management ● 2 2 ●

Social Impact Investment Social Impact Investment ● 2 3
Business for Social Impact Business for Social Impact ● 2 3 ●
公共思想論 Public Philosophy 2 2
公共歴史論 History of the Public 2 2
公共表現行為論 Representation of Publicness 2 2
生活文化論 Life Culture 2 2
地域公共論 Regional Management and Society 2 2
情報公共論 Information Technology and Public Sector 2 2
現代健康論 Health and Disease 2 2
住まいと仕事の地理学 Geography on Housing and Work 2 2
公共セクター経済論 Public Sector Economics 2 3
公共マーケティング論 Public Sector Marketing 2 3
社会会計論 Social Accounting 2 3
非営利組織論 Nonprofit Organization 2 3
社会的企業論 Social Enterprise 2 3
中小企業論 Small and Medium-sized Businesses 2 3 経営学科・公共経営学科共同設置
ベンチャービジネス論 Start-up Enterprise 2 3 経営学科・公共経営学科共同設置
ＮＰＯ経営戦略論 NPO Management Strategy 2 3
ソーシャル・ファイナンス論 Social　Finance 2 3
サステナブル投資論 Sustainable Investment 2 3 ●
ＮＰＯ会計論 NPO Accounting 2 3 ● 会計学科・公共経営学科共同設置
協同組合学 Cooperative Associations 4 3 ●
公益事業論 Public  Utilities 2 3
公共ガバナンス論Ａ Public Governance A 2 3
公共ガバナンス論Ｂ Public Governance B 2 3
行政評価論 Public Sector Evaluation 2 3
自治体財政分析論 Local Government Financial Analysis 2 3
地方財政論 Local Government Finance 4 3
地域活性化論（講義）Ａ Community Development （Lecture） A 2 2 地域活性化論（実習）Ａとセット履修
地域活性化論（講義）Ｂ Community Development （Lecture） B 2 2 地域活性化論（実習）Ｂとセット履修
地域活性化論（実習）Ａ Community Development （Practical） A 2 2 地域活性化論（講義）Ａとセット履修
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公　

共　

経　

営　

学　

科　

専　

門　

科　

目

地域活性化論（実習）Ｂ Community Development （Practical） B 2 2 地域活性化論（講義）Ｂとセット履修
公共交通と地域社会 Public Transportation and Communities 2 3
観光事業論Ａ Tourism Industry A 2 3
観光事業論Ｂ Tourism Industry B 2 3
ツーリズム・マネジメントＡ/
Tourism Management A Tourism Management A ● 2 2 使用言語により科目名称が異なる

ツーリズム・マネジメントＢ/
Tourism Management B Tourism Management B ● 2 2 使用言語により科目名称が異なる

公会計論 Public Accounting 2 3 会計学科・公共経営学科共同設置
国際開発論/International Development International Development ● 2 3 使用言語により科目名称が異なる
国際協力ＮＧＯ論 NGO's International Cooperation 2 3
コミュニティ・ビジネス事情 Community Business Affairs 2 3
ライフスタイル・マネジメント論 Life-style Management 2 3
福祉マネジメント論 Welfare Management 2 3
医療マネジメント論 Medical Management 2 3
自治体マネジメント論 Local Government Management 2 3
スポーツ・マネジメント論 Sports Management 2 3
スポーツマーケティング論 Sports Marketing 2 3
アウトドア組織マネジメント論 Outdoor Organization Management 2 3
公共経営学外国書講読Ａ Public Management Reading in Foreign Languages A ● 2 3 2021年度以降入学者
公共経営学外国書講読Ｂ Public Management Reading in Foreign Languages B ● 2 3 2021年度以降入学者
公共経営学特別講義Ａ Special Lectures on Public Management A 2 1
公共経営学特別講義Ｂ Special Lectures on Public Management B 2 1
公共経営学特別講義Ｃ Special Lectures on Public Management C 2 1 ●
公共経営学特別講義Ｄ Special Lectures on Public Management D 2 1 ●

教
職
専
門
科
目

日本史概論 Introduction to Japanese History 2 1 教職課程履修者対象
東洋史概論 Introduction to Eastern History 2 1 教職課程履修者対象
西洋史概論 Introduction to Western History 2 1 教職課程履修者対象
地誌学概論 Introduction to Topography 2 1 教職課程履修者対象
人文地理学概論 Introduction to Human Geography 2 1 教職課程履修者対象
自然地理学概論 Introduction to Physical Geography 2 1 教職課程履修者対象
法律学概論 Introduction to Law 2 1 教職課程履修者対象
哲学概論 Introduction to Philosophy 2 1 教職課程履修者対象
倫理学概論 Introduction to Ethics 2 1 教職課程履修者対象
職業指導 Vocational Guidance 2 1 教職課程履修者対象
日本国憲法 The Constitution of Japan 2 1 教職課程履修者対象



Ⅱ　講義内容





1　学部必修科目

1
　
学
部
必
修
科
目
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科目ナンバー：（BA）MAN196J

経営総論〔Ｍ〕
【特設】

原田　将・早川　佐知子・平屋　伸洋

2 単位 1 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　経営学・公共経営学・会計学を初めて学ぶ学生に，それぞれの学科領域の基礎
的な事項を体系的に概説し，入門的な学習をスタートさせる。

【到達目標】
　秋学期の経営学・公共経営学・会計学の学習へと進むための基礎的な知識と学
習方法を習得する。

２．授業内容
　各分野の授業内容は，以下の通りです。クラスによって学習の順番が異なるた
め，第1回授業で確認すること。
　対面クラス（対面授業科目）は14回の授業全てを対面にて，オンラインクラス

（メディア授業科目）は14回全てをオンデマンド型で実施します。
【各分野の授業内容】
　経営①経営と企業
　経営②革新（イノベーション）と経営戦略
　経営③管理（マネジメント）
　経営④組織
　公共経営①公共経営学の基礎
　公共経営②ウェルフェア・ミックス
　公共経営③多様なセクターの連携・協働
　公共経営④多様な公共経営の分野
　会計①会計との歴史
　会計②会計とマネジメント
　会計③会計とディスクロージャー
　会計④会計とファイナンス

【授業計画】
　第1回　イントロダクション
　第2回～５回　各分野の授業（クラス別）
　第６回～９回　各分野の授業（クラス別）
　第10回～第13回　各分野の授業（クラス別）
　第14回　まとめ

【学習順】
クラスA：経営分野→公共経営分野→会計分野
クラスB：会計分野→経営分野→公共経営分野
クラスC：公共経営分野→会計分野→経営分野

＊オンライン（メディア授業）クラスは，「クラスA」の順番で学習します。

３．履修上の注意
　この科目は1年生春学期の学部必修科目です。６つの対面クラス（対面授業科目）
と1つのオンラインクラス（メディア授業科目）に分かれており，全ての対面クラ
スの1年生は受講するクラスがあらかじめ指定されています。

メディア授業科目の対象者は，再履修学生と在宅受講特別配慮学生です。これ
らの学生への毎回の授業資料は，火曜日1限を目途にアップいたしますので，そち
らを確認してください。

【質問・相談について】
　各クラスには，各分野の授業を担当する授業担当教員と，最終的に成績評価を
行うクラス担当教員がいますが，授業内容に関する質問はもちろん，病欠や忌引
きなど個別に相談をしたい場合，基本的には授業担当教員に行ってください。
　対面クラスでは教室にて直接，オンラインクラスではOh-o!Meijiの「アンケート」
機能を用いて受け付けます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習を行う必要はありません。毎回の授業に参加し，そこで示される資料を確
認しながら授業後に復習し，内容の理解・定着・向上に努めてください。

５．教科書
　教科書はありません。経営学部教員が作成したオリジナルの教材を用いて授業
を進めます。

６．参考書
　各回の授業で，必要に応じて参考書を示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　対面クラスで出題される課題については，授業内に解説いたします。

オンラインクラスで出題される課題については，Oh-o!Meiji上に採点結果を掲示
する予定です。

８．成績評価の方法
　対面クラス：各分野33点満点（会計分野は34点満点）の定期試験100%で評価し
ます。

オンラインクラス：各分野で出題される動画に関するクイズやリアクションペ
ーパー等の提出やオンライン試験（経営分野33%，公共経営分野33％，会計分野
34％）で評価します。
＊対面クラスにおいては，分野ごとに定期試験受験の前提となる課題を出題する
場合があるので，各分野の教員の説明をしっかり確認すること。
＊オンラインクラスでの動画に関するクイズやリアクションペーパーは，分野に
よって出題方法や成績評価対象とするかどうかなど，対応が異なる場合があるの
で，各分野担当教員からの説明をしっかり確認すること。
＊対面クラスの定期試験は対面形式で，オンラインクラスの定期試験はオンライ
ンにて実施します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN191J

経　営　総　論

早川　佐知子・鳥居　陽介・平屋　伸洋

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　経営学・公共経営学・会計学を初めて学ぶ学生に，それぞれの学科領域の基礎
的な事項を体系的に概説し，入門的な学習をスタートさせる。

【到達目標】
　秋学期の経営学・公共経営学・会計学の学習へと進むための基礎的な知識と学
習方法を習得する。

２．授業内容
　各分野の授業内容は，以下の通りです。クラスによって学習の順番が異なるた
め，第1回授業で確認すること。
　対面クラス（対面授業科目）は14回の授業全てを対面にて，オンラインクラス

（メディア授業科目）は14回全てをオンデマンド型で実施します。
【各分野の授業内容】
　経営①経営と企業
　経営②革新（イノベーション）と経営戦略
　経営③管理（マネジメント）
　経営④組織
　公共経営①公共経営学の基礎
　公共経営②ウェルフェア・ミックス
　公共経営③多様なセクターの連携・協働
　公共経営④多様な公共経営の分野
　会計①会計との歴史
　会計②会計とマネジメント
　会計③会計とディスクロージャー
　会計④会計とファイナンス

【授業計画】
　第1回　イントロダクション
　第2回～５回　各分野の授業（クラス別）
　第６回～９回　各分野の授業（クラス別）
　第10回～第13回　各分野の授業（クラス別）
　第14回　まとめ

【学習順】
クラスA：経営分野→公共経営分野→会計分野
クラスB：会計分野→経営分野→公共経営分野
クラスC：公共経営分野→会計分野→経営分野

＊オンライン（メディア授業）クラスは，「クラスA」の順番で学習します。

３．履修上の注意
　この科目は1年生春学期の学部必修科目です。６つの対面クラス（対面授業科目）
と1つのオンラインクラス（メディア授業科目）に分かれており，全ての対面クラ
スの1年生は受講するクラスがあらかじめ指定されています。

メディア授業科目の対象者は，再履修学生と在宅受講特別配慮学生です。これ
らの学生への毎回の授業資料は，火曜日1限を目途にアップいたしますので，そち
らを確認してください。

【質問・相談について】
　各クラスには，各分野の授業を担当する授業担当教員と，最終的に成績評価を
行うクラス担当教員がいますが，授業内容に関する質問はもちろん，病欠や忌引
きなど個別に相談をしたい場合，基本的には授業担当教員に行ってください。
　対面クラスでは教室にて直接，オンラインクラスではOh-o!Meijiの「アンケート」
機能を用いて受け付けます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習を行う必要はありません。毎回の授業に参加し，そこで示される資料を確
認しながら授業後に復習し，内容の理解・定着・向上に努めてください。

５．教科書
　教科書はありません。経営学部教員が作成したオリジナルの教材を用いて授業
を進めます。

６．参考書
　各回の授業で，必要に応じて参考書を示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　対面クラスで出題される課題については，授業内に解説いたします。

オンラインクラスで出題される課題については，Oh-o!Meiji上に採点結果を掲示
する予定です。

８．成績評価の方法
　対面クラス：各分野33点満点（会計分野は34点満点）の定期試験100%で評価し
ます。

オンラインクラス：各分野で出題される動画に関するクイズやリアクションペ
ーパー等の提出やオンライン試験（経営分野33%，公共経営分野33％，会計分野
34％）で評価します。
＊対面クラスにおいては，分野ごとに定期試験受験の前提となる課題を出題する
場合があるので，各分野の教員の説明をしっかり確認すること。
＊オンラインクラスでの動画に関するクイズやリアクションペーパーは，分野に
よって出題方法や成績評価対象とするかどうかなど，対応が異なる場合があるの
で，各分野担当教員からの説明をしっかり確認すること。
＊対面クラスの定期試験は対面形式で，オンラインクラスの定期試験はオンライ
ンにて実施します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN191J

経 営 学〔Ｍ〕
【2021年度以降入学者対象】

佐野　正博・石塚　史樹・古川　裕康・
宮田　憲一・山崎　　憲・谷口　　諒

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　経営学という学問領域は，多様なテーマ領域から構成されていますが，それらは，企業の内部について主に学
んでいく経営管理論系と，社会などの外部と企業との関係を中心に考えていく企業論系に大きく分けられます。
　経営管理論系とは，経営者が企業や組織をどのように運営していったらいいのかに関わる学問領域です。具体
的には，マーケティングや生産管理，人事労務管理，組織行動，財務管理，経営戦略，経営組織などの領域から
成り立っています。一方，企業論系とは，経営者や企業が社会において果たす役割に関わる学問領域です。例えば，
法律と会社形態，コーポレート・ガバナンス，企業家論，ベンチャー企業や中小企業論，経営史，国際経営，労
使関係やCSRといった領域から成りなっています。
　この講義では，春学期の初歩的な経営学の学習をふまえて， 2 年生以降の専門的な学習に向けて，経営学の主
要テーマに関する基礎的な知識を学びます。具体的には，「経営総論」 3 パートのうちの「経営」パートで学んだ，
4 つの大きなテーマである「経営と企業」，「革新と戦略」，「管理」，「組織」を，それぞれ 3 回に分けて，事例を
用いながら，関連する専門領域の基本的な理論や考え方とともにより深く理解していきます。

【到達目標】
□�企業や組織を運営・管理するための体系，および関連する理論と実践課題を理解し，基本的な概念を用いて企

業経営や企業活動について論理的に説明することができる。
□各専門領域の基本概念や理論と具体的な事例の関係を理解し，具体と抽象を行き来する思考力を養う。
□�2 年生以降のゼミや専門科目を履修するための基本的な知識を身につけ，様々なテーマからなる経営学という

学問領域の中で，自分が興味・関心をもつ専門領域をみつける。

２．授業内容
【イントロダクション】
　第01回：序論と「経営と企業」　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□経営総論の復習，授業全体の目的と概要について解説します。

【テーマ 1 ：会社と企業】
　第02回：企業の性格と種類　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�企業形態（会社の種類）や，そのなかでも代表的な株式会社の特徴について学ぶとともに，「所有と

経営」，コーポレート・ガバナンスの基本について解説します。
　第03回：世界と日本の企業　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□まず，世界の大企業を紹介したうえで，そのなかでの日本の大企業の位置づけを確認します。その
うえで，なぜ企業は大きくなるのか，また進化する中小企業の特徴などについて学びます。

【テーマ 2 ：イノベーションと戦略】
　第04回：経営革新　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�企業が進化する際の必要条件ともいうべき革新（イノベーション）の概念や基本的理論を実例とと

もに学びます。
　第0５回：経営戦略　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�企業が競争優位を獲得するうえで必要な経営戦略について，戦略の体系，戦略の策定・実行の過程，

戦略のタイプなどについて学びます。
　第0６回：マーケティング　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�市場（消費者）を強く意識した戦略ともいうべきマーケティングについて，その定義，4Pなどの基

本的考え方を身近な事例を通じて学びます。
【テーマ 3 ：モノとヒトのマネジメント】
　第07回：モノづくりのマネジメント　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�質の良いモノを効率的につくるためには，合理的なマネジメントの手法が必要になります。また，

漸次，その手法を向上させてゆく継続的な営みも必要です。そうしたモノづくりの手法に関して学
びます。

　第08回：人事労務管理　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�企業の社会的役割を実際に担っているのは，人間です。そのヒトのマネジメントである人事労務管

理の歴史や目的について学びます。
　第0９回：モチベーションと創造性の発揮　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�ヒトが創造的な営みに向かうには「やる気」（モチベーション）が必要です。どのようにしたらモチ

ベーションを高めることができるのか，またヒトが配置される組織が創造性を高めることがなぜ必
要なのかについて学びます。

【テーマ 4 ：組織のマネジメント】
　第10回：リーダーシップと組織文化　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�ヒトや組織を一定の目的に向けて導くリーダーシップについて，学びます。また組織の特徴ともい

える組織文化について，その変革の必要性なども含めてまなびます。
　第11回：組織の基本形態〔メディア授業　（オンデマンド型）〕
　　　　　□�ヒトが配置される組織はいかにして成立するのかという根本的な問題から，組織の定義，組織づく

りの原則などについて学びます。
　第12回：経営組織の構造と変革　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�組織と外部環境，組織の諸形態，組織変革とその事例などについて説明し，発展的組織のあり方を

考察するための基礎を学びます。
【企業の新たな課題（テーマ 1 の 3 回目授業）】
　第13回：企業と社会　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　　　　　□�社会的存在としての企業は，自ら関連する社会的問題をどのように捉え取り組んできたのか，また

その存在感を増す機関投資家とその行動の変化などについて学びます。
【経営学の総括】〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第14回：「経営学への扉」をひらく： 1 年生で学んだこと， 2 年生から学ぶこと
　　　　　□授業全体の総括と経営学部の関連専門科目を紹介します。
※最新の研究動向をふまえて一部講義内容を変更する場合があります。

３．履修上の注意
・この講義は，メディア授業科目として開講されます。授業はすべて，講義動画をOh-o!�Meijiシステムを通じて配
信するオンデマンド型で行います。授業動画は毎週火曜日にOh-o!Meijiシステムを通じて配信し，当該学期の 1 月
末日まで視聴を可能とする予定です（配信曜日を変更する場合は事前にお知らせします）。
・毎回の授業動画に対する課題や試験等を通じて出席や理解度確認を行い，意見交換の場としてOh-o!Meijiクラス
ウェブのディスカッション機能，教員への質問・相談窓口としてクラスウェブのアンケート機能を活用する予定
です。詳細については，クラスウェブの「シラバスの補足」などで適宜お知らせします。
・この講義は学部必修科目です。あらかじめ指定されたクラスでの受講となりますが，シラバス，講義内容，成績
評価などはすべて同一となります。
・初回の講義に必ず出席（視聴）して，詳しい授業内容や受講のルール，質問方法等について確認してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：・事前に配布される講義資料に必ず目を通して授業に臨んで下さい。
　　　　・補足資料がある場合は，必ず資料を確認してから授業を視聴してください。
　　　　・翌授業回の内容が，企業経営における位置や，それまでの授業内容との関係について考えてみて下さい。
　復習：・授業後に講義資料やノートをもとに復習してください。
　　　　・理解が不十分な点は，授業動画を再度視聴するなどして授業内容の理解定着・向上に努めてください。
　　　　・不明な部分があれば所定の方法から質問してください。
　　　　・�データベース（日経テレコン等）を使って，授業内容に関連する新聞雑誌記事やニュースを探してみ

てください。

５．教科書
　教科書はありません。オリジナルの教材を用いて授業を進めます。

６．参考書
　『経営学への扉　［第 ５ 版］』明治大学経営学研究会編（白桃書房）201５年。
　『考える経営学』中川功一ほか著（有斐閣）2021年。
その他参考書については，各回に必要に応じて紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　オンラインテスト，課題レポート，試験などを合算して総合的に評価します。詳細は，秋学期開始の際に「シ
ラバスの補足」でお知らせします。

９．その他
・本講義ではOh-o!�Meijiシステムを頻繁に利用するので，都度クラスウェブを確認するようにしてください。
・なお，本講義の発展的な科目は， 2 年次に履修できる経営管理論A・Bおよび企業論A・Bになります。

科目ナンバー：（BA）ACC191J

会 計 学〔Ｍ〕
【2021年度以降入学者対象】

石津　寿惠・鈴木　研一・千葉　貴律 ・
大槻　晴海・長野　史麻・浅野　千鶴

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　この授業では，組織体の経営において会計が果たす役割についての知見を広めるために，
会計の二大領域である管理会計と財務会計における特徴的な分野をより具体的に学びます。
　管理会計は，組織内部の経営者や管理者，さらには従業員が，組織内外の状況の把握，経
営や業務上の問題に対処する判断，経営戦略や経営計画の立案，業務の遂行，業績の把握と
評価を行う際に必要とする情報を提供することを目的とする会計の領域です。また，財務会
計は，組織外部の利害関係者（投資家，債権者，取引先，国や地方公共団体など）が，組織
体の経営状況や活動内容を知るために必要な情報を開示し提供することを目的とする会計の
領域です。
　この授業は会計学の入門として，これら2つの領域に関わる基礎的な知識とスキルを，代
表的な事例を題材とした講義と演習によって，理論的かつ実践的に学修します。

〈到達目標〉
　この授業での到達目標は，次の4つです。

（1）管理会計と財務会計の役割や特徴を理解し，それぞれの領域における基本概念を説明す
ることができる。

（2）財務諸表や統合報告書などの報告書の役割や特徴，関係を理解し，組織体の状況に関す
る基本的な情報を読み取ることができる。

（3）会計情報を用いた基本的な分析方法を理解し，組織体の現状や問題点を明らかにするこ
とができる。

（4）組織体の経営における財務管理，意思決定，業績評価，情報開示について理解し，それ
らに会計情報を活用することの有効性を説明することができる。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション〔メディア授業（オンデマンド配信型）〕

会計学科卒業生によるメッセージ／「経営総論」の復習／授業方法の説明など
　第 2 回　コストビヘイビアと収益性分析（1）〔メディア授業（オンデマンド型）〕

原価とは何か／オペレーティング・レバレッジの収益性への影響
　第 3 回　コストビヘイビアと収益性分析（2）〔メディア授業（オンデマンド型）〕

コストビヘイビアによる原価の分類／オペレーティング・レバレッジを活用した
戦略の立案

　第 4 回　商品開発と会計（1）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
商品企画から生産準備までにおける管理会計の役割と手法

　第 ５ 回　商品開発と会計（2）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
初歩的なVE（価値工学）の実践と原価企画の活用方法

　第 ６ 回　マネジメントコントロールとは（1）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
経営戦略の実行とマネジメントコントロール

　第 7 回　マネジメントコントロールとは（2）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
マネジメントコントロール・システムのフレームワーク

　第 8 回　制度的ディスクロージャー（1）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
意思決定有用性と受託責任の表明／会社法と金商法の情報開示の仕組み

　第 ９ 回　制度的ディスクロージャー（2）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
有価証券報告書の入手方法・情報内容／財務諸表の構成と分析手法

　第10回　非制度的ディスクロージャー（1）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
企業の情報開示における非財務情報の重要性／環境報告書，CSR報告書，統合報
告書の内容

　第11回　非制度的ディスクロージャー（2）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
統合報告書等の入手方法・情報内容／統合報告書等の構成と分析・活用手法

　第12回　非営利組織のディスクロージャー（1）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
非営利組織における情報開示の意義・必要性／非営利組織の活動内容・経営状況
など

　第13回　非営利組織のディスクロージャー（2）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
非営利組織の事業報告等の入手方法・情報内容／事業報告等の構成と分析・活用
方法

　第14回　まとめ〔メディア授業（オンデマンド型）〕
会計の未来

３．履修上の注意
　この授業は 1 年次秋学期の学部必修科目です。 ６ つのクラスに分かれており，全ての 1 年
生は受講するクラスがあらかじめ指定されています。本シラバスは全クラス共通で，いずれ
のクラスも授業内容に違いはありません。
　授業はすべてオンデマンド型で実施します。授業動画は毎週水曜日の午前９：00に配信さ
れます。履修生は各自，オンライン授業を受講するための環境を整えてください。
　授業に関する質問・問合せ・トラブルなどは，クラスウェブの「ディスカッション」へ投
稿してください。また，クラスウェブにアクセス不能な場合やクラス担当教員に個別に相談
がある場合は，授業用のメールアドレスに連絡をしてください。
　詳細については，初回の授業ならびにクラスウェブの「シラバスの補足」で説明します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習を行う必要はありません。各回の授業後に小テストまたはレポートに取り組み，授業
内容の理解の定着および向上に努めてください。

５．教科書
　教科書はありません。オリジナルの教材を用いて授業を進めます。

６．参考書
　各回の授業で，必要に応じて参考書を示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　レポート（7５％）と平常点（2５％）にもとづいて，総合的に評価します。
平常点は小テストの点数と授業動画の視聴状況により評価します。

９．その他
　初回の授業は，必ず出席（視聴）してください。
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科目ナンバー：（BA）ACC191J

公 共 経 営 学
【2021年度以降入学者対象】

菊地　端夫・小関　隆志・塚本　一郎 ・
久保　善慎・武藤　桂一

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　授業の概要：私たちの社会は，気候変動や災害，貧困や飢餓，国際紛争など，
深刻な問題を数多く抱え，いずれも早急な対応が求められています。他方，これ
らの社会問題の解決をすべて政府や国際機関に委ねることは困難であり，民間の
企業や非営利組織，地域社会といった社会の構成メンバーがみんなで連携・協働
しながら，よりよい社会を築くために前進していかなくてはなりません。公共経
営学は，個別の企業の利益や発展というよりも，社会全体の利益や発展のための
マネジメントを研究する学問分野です。こうした公共経営学の考え方は，公務，
非営利組織，営利企業，いずれの分野でも幅広く役立ちます。
　この講義では，春学期の「経営総論」で紹介した，公共経営学に関する内容を
少し深めて，公共経営学の基礎的な概念・理論を整理するとともに，講義の後半
では各論として，いくつかの分野（スポーツ，医療・福祉，地域活性化，国際協力）
に即して，公共経営学の具体像を見ていきます。
到達目標：公共経営学の基礎的な概念・理論を理解するとともに，公共経営学の
考え方に即して，社会問題の解決に向けて考察し，議論することができる。

２．授業内容
　第 1 回　�イントロダクション：授業進行・成績評価方法の説明，「経営総論」の

復習など
　第 2 回　�公共性と公共経営：公共性・公共経営とは何か，公共経営学の基本的

な考え方
　第 3 回　�社会課題と解決の方法論：公共経営学による社会課題へのアプローチ

の方法
　第 4 回　�民間営利セクター：企業がどのように社会責任を果たし，社会貢献を

行うか
　第 ５ 回　�民間非営利セクター：非営利組織や協同組合などの特徴，社会的役割，

課題
　第 ６ 回　�公的セクター（ 1 ）：行政機関による経営の特徴，守備範囲，多様性，

地方自治
　第 7 回　�公的セクター（ 2 ）：公務員制度，行政への市民参加，行政への監視・

情報公開
　第 8 回　�官民連携のマネジメント：行政機関と企業，非営利組織との多様な連

携のあり方
　第 ９ 回　�サステナビリティ：持続可能な社会に向けた国内外の取り組みの動向

と課題
　第10回　金融：官民連携やサステナビリティ向上のために金融が果たすべき役割
　第11回　�スポーツのマネジメント：スポーツ組織におけるマネジメントの必要

性と機能
　第12回　医療・福祉のマネジメント：医療・福祉制度の持続可能な運営のあり方
　第13回　�地域活性化：地域の課題と，活性化のために社会的企業に期待される

役割
　第14回　�国際開発／まとめ：途上国が抱える諸課題と，開発援助，各主体の取

り組み

３．履修上の注意
　この講義は 1年生秋学期の学部必修科目であり，学科選択の参考にするとともに，
今後の公共経営学科専門科目につなげるための導入部と位置づけられています。
　後半にはグループ・ディスカッションがありますので，積極的に授業に参加し
てください。
この講義は ６ つのコマに分かれており，各コマの担当教員はそれぞれ異なります
が，シラバスは共通で，講義内容や成績評価などはすべて同一です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業後に資料を振り返り，不明な部分があれば質問してください。また，次の
回の内容について資料や参考書に目を通しておいてください。

５．教科書
　講義の際に資料を配布します。

６．参考書
　毎回の講義の際に指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　Oh-o�Meijiシステムを利用してフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　定期試験（５2％），レポート（30％），グループ・ディスカッション（18％）の
合計で成績評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ECN111J

近 代 経 済 学 Ａ

藤江　昌嗣・三上　真寛・栗田　健一・山下　裕歩

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業は，初めて経済学を学ぶ経営学部生を対象として，経営
学や現実の経営実践を理解するために必要なミクロ経済学の基礎を
解説する。ミクロ経済学は，市場価格を参照する個々の家計や企業
の行動から，市場において需要と供給が均衡し，希少資源が効率的
に配分されるメカニズムと，それが市場全体にもたらす厚生を分析
する学問分野である。この授業では，特に企業経営との関連が深い，
消費者の効用，企業の利潤と費用構造，市場における競争などの事
項に重きをおきながら，市場の失敗についても解説する。

〈到達目標〉
　ミクロ経済学が前提とする個人観，家計（消費者）と企業（生産
者）の行動様式，価格メカニズムとしての市場像などを中心に，ミ
クロ経済学の基本的な視座と概念を修得し，経営との関連において
経済現象を理解・説明できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　ミクロ経済学における以下の理論的事項を学修する。ただし，現
実の経済事象や経営との関連を併せて説明するため，学修の流れや
補足事項は担当教員が変更することがある。
　第 1 回　ミクロ経済学の対象と方法
　第 2 回　市場メカニズムと需要・供給
　第 3 回　家計の行動と需要曲線
　第 4 回　企業の行動と供給曲線
　第 ５ 回　短期・長期の概念と費用構造
　第 ６ 回　部分均衡と資源配分
　第 7 回　無差別曲線と予算制約線
　第 8 回　代替効果と所得効果
　第 ９ 回　等産出量曲線と等費用曲線
　第10回　総収入曲線と総費用曲線
　第11回　一般均衡と資源配分
　第12回　比較優位と国際分業
　第13回　独占と独占的競争
　第14回　市場の失敗

３．履修上の注意
　ミクロ経済学は個々の経済主体の行動から市場全体の秩序を考え
る分野であるので，その理解には知識や思考の体系的な積み上げが
不可欠である。授業には毎回必ず出席すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業内容を十分に復習して次の授業に臨むこと。

５．教科書
　担当者から指示する。

６．参考書
　担当者から指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内において，適宜，レポート課題または小テスト等に関する
フィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　定期試験（５0％），レポート課題または小テスト等（５0％）により，
上記目標の達成度を総合的に評価する。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）ECN111J

近 代 経 済 学 Ｂ

藤江　昌嗣・三上　真寛・栗田　健一・山下　裕歩

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業は初めて経済学を学ぶ経営学部生を対象として，経営学
や現実の経営実践を理解するために必要なマクロ経済学の基礎を解
説する。マクロ経済学は，生産，所得，消費，投資，政府支出，輸
出入，貨幣量，利子率，物価，失業率などの経済変数の関係によっ
て，一国全体の経済状況を分析する学問分野である。この授業では，
特に企業経営との関連が深い，企業部門と家計部門を結ぶマクロ経
済循環，セイ法則と有効需要原理，政府による財政金融政策などの
事項に重きをおきながら，経済政策の限界についても解説する。

〈到達目標〉
　マクロ経済循環における家計・企業・政府・海外部門の関係，財・
貨幣・労働市場の需給，経済政策の目的と手段などを中心に，マク
ロ経済学の基本的な視座と概念を修得し，経営との関連において経
済現象を理解・説明できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　マクロ経済学における以下の理論的事項を学修する。ただし，現
実の経済事象や経営との関連を併せて説明するため，学修の流れや
補足事項は担当教員が変更することがある。
　第 1 回　マクロ経済学の対象と方法
　第 2 回　国民経済計算とマクロ経済循環
　第 3 回　財・サービス市場における需要と供給
　第 4 回　有効需要原理と乗数メカニズム
　第 ５ 回　貨幣市場における需要と供給
　第 ６ 回　信用創造と乗数メカニズム
　第 7 回　IS-LM分析
　第 8 回　財政金融政策
　第 ９ 回　労働市場における需要と供給
　第10回　AD-AS分析
　第11回　物価水準
　第12回　国際収支と為替レート
　第13回　経済成長
　第14回　経済政策の有効性

３．履修上の注意
　マクロ経済学は様々な経済変数の関係から一国全体の経済状況を
考える分野であるので，その理解には知識や思考の体系的な積み上
げが不可欠である。授業には毎回必ず出席すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業内容を十分に復習して次の授業に臨むこと。

５．教科書
　担当者から指示する。

６．参考書
　担当者から指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内において，適宜，レポート課題または小テスト等に関する
フィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　定期試験（５0％），レポート課題または小テスト等（５0％）により，
上記目標の達成度を総合的に評価する。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）ECN116J

近代経済学Ｂ〔Ｍ〕 三 上 真 寛

2 単位 1 年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
　※これは再履修者等を対象とする特設クラスのシラバスです。

〈概要〉
　この授業は，初めて経済学を学ぶ経営学部生を対象として，経営学や現
実の経営実践を理解するために必要なマクロ経済学の基礎を解説する。マ
クロ経済学は，生産，所得，消費，投資，政府支出，輸出入，貨幣量，利
子率，物価，失業率などの経済変数の関係によって，一国全体の経済状況
を分析する学問分野である。この授業では，特に企業経営との関連が深い，
企業部門と家計部門を結ぶマクロ経済循環，セイ法則と有効需要原理，政
府による財政金融政策などの事項に重きをおきながら，経済政策の限界に
ついても解説する。

〈到達目標〉
　マクロ経済循環における家計・企業・政府・海外部門の関係，財・貨幣・
労働市場の需給，経済政策の目的と手段などを中心に，マクロ経済学の基
本的な視座と概念を修得し，経営との関連において経済現象を理解・説明
できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　マクロ経済学における以下の理論的事項を学修する。ただし，現実の経
済事象や経営との関連を併せて説明するため，学修の流れや補足事項は担
当教員が変更することがある。
　第 1 回　�マクロ経済学の対象と方法　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 2 回　�国民経済計算とマクロ経済循環　〔メディア授業（オンデマン

ド型）〕
　第 3 回　�財・サービス市場における需要と供給　〔メディア授業（オン

デマンド型）〕
　第 4 回　�有効需要原理と乗数メカニズム　〔メディア授業（オンデマン

ド型）〕
　第 ５ 回　�貨幣市場における需要と供給　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 ６ 回　�信用創造と乗数メカニズム　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 7 回　IS-LM分析　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 8 回　財政金融政策　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回　�労働市場における需要と供給　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第10回　AD-AS分析　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第11回　物価水準　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回　国際収支と為替レート　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第13回　経済成長　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第14回　経済政策の有効性　〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この講義はメディア授業科目として開講され，授業はすべて，授業動画
をOh-o!Meijiシステムを通じて配信するオンデマンド型で行う。授業動画
は授業実施日（水曜日とする）の前日までに公開し，当該学期中の視聴を
可能とする。なお，授業動画についてウェブ上での課題提出を求め，受講
および理解度の確認を行う。また，クラスウェブを活用して履修者からの
質問や意見を共有し，意見交換を促す。教員への質問・相談窓口のリンク
をクラスウェブに掲載する。
　ミクロ経済学は個々の経済主体の行動から市場全体の秩序を考える分野
であるので，その理解には知識や思考の体系的な積み上げが不可欠であ
る。授業は毎回必ず受講すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業内容を十分に復習して次の授業に臨むこと。

５．教科書
　『マクロ経済学：基礎へのアプローチ』三上真寛著（学文社），2020年。

６．参考書
　特に指定しない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　クラスウェブを活用して，適宜，レポート課題または小テスト等に関す
るフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　オンライン試験（５0％），レポート課題または小テスト等（５0％）により，
上記目標の達成度を総合的に評価する。
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）ECN116J

近代経済学Ａ〔Ｍ〕 三 上 真 寛

2 単位 1 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
　※これは再履修者等を対象とする特設クラスのシラバスです。

〈概要〉
　この授業は，初めて経済学を学ぶ経営学部生を対象として，経営学や現
実の経営実践を理解するために必要なミクロ経済学の基礎を解説する。ミ
クロ経済学は，市場価格を参照する個々の家計や企業の行動から，市場に
おいて需要と供給が均衡し，希少資源が効率的に配分されるメカニズム
と，それが市場全体にもたらす厚生を分析する学問分野である。この授業
では，特に企業経営との関連が深い，消費者の効用，企業の利潤と費用構
造，市場における競争などの事項に重きをおきながら，市場の失敗につい
ても解説する。

〈到達目標〉
　ミクロ経済学が前提とする個人観，家計（消費者）と企業（生産者）の
行動様式，価格メカニズムとしての市場像などを中心に，ミクロ経済学の
基本的な視座と概念を修得し，経営との関連において経済現象を理解・説
明できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　ミクロ経済学における以下の理論的事項を学修する。ただし，現実の経
済事象や経営との関連を併せて説明するため，学修の流れや補足事項は担
当教員が変更することがある。
　第 1 回　�ミクロ経済学の対象と方法　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 2 回　�市場メカニズムと需要・供給　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 3 回　家計の行動と需要曲線　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 4 回　企業の行動と供給曲線　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ５ 回　�短期・長期の概念と費用構造　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 ６ 回　部分均衡と資源配分　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 7 回　無差別曲線と予算制約線　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 8 回　代替効果と所得効果　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回　�等産出量曲線と等費用曲線　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第10回　総収入曲線と総費用曲線　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第11回　一般均衡と資源配分　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回　比較優位と国際分業　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第13回　独占と独占的競争　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第14回　市場の失敗　〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この講義はメディア授業科目として開講され，授業はすべて，授業動画
をOh-o!Meijiシステムを通じて配信するオンデマンド型で行う。授業動画
は授業実施日（水曜日とする）の前日までに公開し，当該学期中の視聴を
可能とする。なお，授業動画についてウェブ上での課題提出を求め，受講
および理解度の確認を行う。また，クラスウェブを活用して履修者からの
質問や意見を共有し，意見交換を促す。教員への質問・相談窓口のリンク
をクラスウェブに掲載する。
　ミクロ経済学は個々の経済主体の行動から市場全体の秩序を考える分野
であるので，その理解には知識や思考の体系的な積み上げが不可欠であ
る。授業は毎回必ず受講すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業内容を十分に復習して次の授業に臨むこと。

５．教科書
　『ミクロ経済学：基礎へのアプローチ』三上真寛著（学文社），2020年。

６．参考書
　特に指定しない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　クラスウェブを活用して，適宜，レポート課題または小テスト等に関す
るフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　オンライン試験（５0％），レポート課題または小テスト等（５0％）により，
上記目標の達成度を総合的に評価する。
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　特になし。



2　教養科目

2
　
教
養
科
目



― 28 ―

科目ナンバー：（BA）PHL111J

言 語 思 想 Ｂ 岡 部 英 男

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　言語思想Bでは，言語思想Aに続いて，近代・現代の言語思想を
中心に考察する。出発点は17世紀のロックが唱えた観念の記号とい
う言語観であり，それを見たあと，ロックの提出した言語の不完全
性の問題をどのように解決するかという18世紀の課題をたどる。そ
して，ダーウィンの進化論を受容して科学になろうとした十九世紀
の言語思想を概観し，ソシュールの構造言語学がもたらしたギリシ
ア以来の根本前提（言語代用説）の崩壊を考察する。最後に，ソシ
ュールの個人を超えた言語構造という発想と多くの共通性をもつウ
ィトゲンシュタインの言語ゲームという発想について考察する。

〈到達目標〉
　言語思想と，それに流れ込むさまざまな考え（哲学思想，進化論
など）との関係を理解し，言語の社会性について理解を深めること。
具体的には，言葉はモノや観念のたんなる代用品ではなく，貨幣に
よく似た交換のためのツール・システムであることの理解が，授業
の目標である。

２．授業内容
　第 1 ～ 2 回：�ロック（観念の記号としての言語，事物と観念と言

葉の関係，言語の不完全性としての恣意性・私秘性，
救済策）

　第 ３ ～ ４ 回：�コンディヤック（言語と認識の起源，自然的記号と
人工的記号，他者への共感，原初の自然語・身振り
言語からの類推によって生じる人工語）

　第 ５ ～ ６ 回：�ホーン・トゥック（観念の数と言葉の数，必要語と
短縮語，思弁的学問から経験科学への移行，語源研
究の意味）

　第 7 ～ 8 回：�フンボルト（言語の二側面＝内的言語感覚と音声，
民族の言語，言語の役割，言語と思考の関係，言語
の四類型，言語の優劣）

　第 ９ ～10回：�1９世紀の言語思想・ミュラー（言語変化の説明，ダ
ーウィンの進化論と言語思想，自然選択説の長所と
短所）

　第11～12回：�ソシュールの構造言語学（言語記号＝シニフィアン
とシニフィエ，言語構造・ラングとパロール，共時
的と通時的，言語における価値としての連辞関係と
連合関係，交換，言語代用説の破壊）

　第1３～1４回：�ウィトゲンシュタインの言語思想（ピクチャー・セ
オリー，言語ゲーム，幻想と治療）　まとめ

３．履修上の注意
　お話しする内容は日本語の文献にはほとんど書かれていないものも
多いので，ノートをとることが重要です。特別外国語の知識は必要あ
りません。私語を控え，まじめに授業に取り組むことが重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業では，予習よりも復習に重点を置いてほしい。毎回配布
するプリントを読み返し，ノートを整理すること。Oh-Meijiで毎回
配信する授業資料を読み返すこと。また，新しい気になる言葉があ
ったら書き留めるなど，言葉への関心をつねに持っていること。

５．教科書
　教科書はとくに用いませんが，ほぼ毎回プリントを配布します。

６．参考書
　参考書は，必要があればその都度指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストを実施した次の授業で，設問と答えについて解説する。

８．成績評価の方法
　試験の成績（70％）と出席・小テスト（３0％）。小テスト（1回６点）
は５回予定。授業にまじめに取り組まなければ，出席しただけでは，
小テストはできません。

９．その他

科目ナンバー：（BA）PHL111J

言 語 思 想 Ａ 岡 部 英 男

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　言語思想Aでは，言語は事物を正確に表現するのか，恣意的な設
定に基づくにすぎないのか，という古くからの問題意識の下に，言
語の本性と働きについて唱えられた古代・中世・近世の言語思想を
中心に考察する。一方はプラトンの自然主義的言語観と，後の計算
言語・コンピュータ言語へと至る聖書のアダムの言語という考え方
であり，他方はアリストテレスの規約主義的言語観である。だがい
ずれも，言葉は事物や観念の代わり・代用品であるという前提（言
語代用説）を共有しており，そうした言語代用説を考察することが
目的である。

〈到達目標〉
　言語思想と，それに流れ込むさまざまな考え（イデア論，神と人
間の関係，社会観など）との関係を理解し，言語の社会性について
理解を深める。

２．授業内容
　第 1 回（前半）：言語思想の歴史の概略，および一年間の予定
　第 1 回（後半）～ 2 回：�プラトンの「クラテュロス」（名前の正

しさ，慣習説・自然本性説・真理を模倣
するものとしての言語）

　第 ３ ～ ４ 回：�聖書のアダムの言語（言語の誕生の神話としてのア
ダムの命名，言語の起源と分化，「バベルの塔」の
物語の意味）

　第 ５ ～ ６ 回：�アリストテレスの言語慣習説（合理的思考の基礎と
しての言葉，論理学，世界と心と言葉の関係，名前
と指示対象との関係を安定させるものとしての慣
習，例外としてのメタファー）

　第 7 回：�アダムの言語とその問題群（完全言語の探求），デカル
ト（言語と理性，記憶の補助手段としての言語）

　第 8 ～ ９ 回：�ホッブズ（符号と記号，計算の道具としての言語，
記憶とコミュニケーション，思考の計算の一般化と
しての社会契約・ゲーム理論）

　第10～11回：�ライプニッツ（記号の必要性，普遍言語とコンピュ
ータ言語，人間の思考のアルファベット，盲目的思
考，普遍記号法）

　第12回：キャクストン（国語の成立）
　第1３～1４回：�ポール・ロワイヤル文法（言語に先立つ思考，それ

を表現する一般文法，言語合理主義，チョムスキー
のデカルト派言語学）　まとめ

３．履修上の注意
　お話しする内容は日本語の文献にはほとんど書かれていないものも
多いので，ノートをとることが重要です。特別外国語の知識は必要あ
りません。私語を控え，まじめに授業に取り組むことが重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業では，予習よりも復習に重点を置いて学習してほしい。
毎回配布するプリントを読み返し，ノートを整理すること。Oh-
Meijiで毎回配信する授業資料を読み返すこと。また，新しい気に
なる言葉があったら書き留めるなど，言葉への関心をつねに持って
いること。

５．教科書
　教科書はとくに用いませんが，ほぼ毎回プリントを配布します。

６．参考書
　参考書は，必要があればその都度指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストを実施した次の授業で，設問と答えについて解説する。

８．成績評価の方法
　試験の成績（70％）と出席・小テスト（３0％）。小テスト（1回６点）
は５回予定。授業にまじめに取り組まなければ，出席しただけでは，
小テストはできません。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）PHL111J

社 会 思 想 枝 村 祥 平

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　社会の現実を把握するための思索，理想的な社会を模索する思索
が，古代から現代にいたるまで凝らされています。それらの思索の
あとをたどり，現代社会の諸問題についてとらえ直す機会を提供し
ます。

〈到達目標〉
　社会思想の基礎知識を得たうえで，現代社会についての新たな視
座を獲得する。

２．授業内容
　第 1 回：ガイダンス
　第 2 回：民主主義（古代～近代）
　第 ３ 回：民主主義（1９世紀以降）
　第 ４ 回：アナーキズム
　第 ５ 回：保守主義
　第 ６ 回：家族
　第 7 回：教育
　第 8 回：表現の自由とメディア
　第 ９ 回：福祉
　第10回：共有
　第11回：刑罰
　第12回：政教分離
　第1３回：国家・文明と繁栄
　第1４回：世界市民主義

３．履修上の注意
　リアクションペーパーが講義各回にあるので，出席は重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　電子媒体なりで配布した資料に，速読でいいので目を通しておい
てください。

５．教科書
　使用しません。資料は必要に応じ電子データを配布します。

６．参考書
　講義中に適宜紹介していきます。

７．課題に対するフィードバックの方法
　リアクションペーパーを読んだ結果得た所見を，総括的に講義に
てお話します。

８．成績評価の方法
・リアクションペーパー　３　x�1４�=�４2％
・期末テスト　５8％
・ボーナスポイント課題あり

９．その他
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科目ナンバー：（BA）PHL111J

倫 理 思 想 Ａ 宇田川　尚　人

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　科学技術の進歩は「倫理」にどのような影響を与えるのだろうか？　この問いに対
して，この授業では，主に応用倫理学の立場から，生命倫理，環境倫理，情報倫理，
そして全く新しい「脳神経倫理」からのアプローチを紹介してみたい。
　医療現場において加速度的に進化する技術。急激な悪化が懸念される地球環境問題。
そしてメディアの中で方位なく氾濫する情報としての知識。こうした状況のもとで崩
れゆく古い価値観に直面し，今，倫理学はその本質的な見直しを迫られている。時代
や状況に依存することのない人間本来の生き方と，先端技術や経済機構が突き付ける
極めて「時代的」な問題状況の狭間で，何が今見直され，新たに問われ，基礎付けら
れなければならないのか？この授業では，こうした問題に対する様々なアプローチを
整理しつつ分かり易く解説し，各自が自ら考えるための素材と知識を提供してゆきた
いと考えている。

〈到達目標〉
　この授業で学習した倫理的視点に基づき，今日の世界で起こっている様々な問題の
いずれに対しても，自分なりの見解を持てるようになること。

２．授業内容
　 1 .��情報倫理の諸問題　―　フェイクニュースの時代，「いいね」（評価）を必死で求

めて，本当の自己を失ってゆく人々
　 2 .�何が「本当」なのか？�―�主観的「現実」と客観的「事実」の間で
　 ３ .�ネットの中で，SNSで，増殖する「バーチャルな私」�―�非本来的自己
　 ４ .��「現実」を侵食するバーチャルリアリティーと「現実」を拡張するアドバンスト

リアリティー
　 ５ .��それでも，バーチャル化され得ないものとして最後に残る「私」のアイデンティ

ティーと「責任」
　 ６ .�生命倫理の諸問題　―　先端テクノロジーと倫理　―
　 7 .�安楽死と尊厳死の差異
　 8 .�「私」をめぐる諸問題のコアとしての「人格」概念
　 ９ .�「人格」はどこに？パーソン論と生物学的ヒト論の対立
　11.�脳科学と倫理　ー　再生医療と脳科学の衝撃　ー
　12.�Enhanced�Bodyがもたらす新たな可能性と倫理
　1３.�スマートドラッグによる「記憶」の改竄と「心」の在処
　1４.��脳科学の解明によって消し去られる「自由」意志　「それでも私は・・・」と叫

ぶ脳あるいはゴーストのささやき
　＊　本年度は環境倫理学は取り扱わない

３．履修上の注意
　倫理思想AとBは，（それぞれ単独でも履修可能ではあるが，）内容的には相補関係に
ある。このため，基本的には双方を履修することを前提とした講義内容になっている。
また通常は，基礎倫理学から応用倫理学へという流れが一般的と思われるが，本講義
では敢えて，具体的で分かり易い「応用倫理学」の諸問題の解説（倫理思想A）から出
発し，その後に，それらの根底にある倫理の基礎づけという哲学的問題（倫理思想B）
に取り組んでゆくというスタンスを取っている。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目を通し，
　1）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
　2）理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。また，
　３）�配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明された「概念」

や「キーワード」は必ずメモを取り，
　４）�それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際に読み込

むこと。

５．教科書
　教科書は使用しない。
　プリントを必要に応じて，Web（Oh-o!�Meiji）上にUPする。
　紙媒体で授業中に配布する場合もある。

６．参考書
　参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の課題に対するフィードバック（質問への回答，間違いの指摘，優秀な考察例の
紹介等）は，原則として翌週の授業内で行う。学期末レポートの返却は希望者に対し
てのみ行う。

８．成績評価の方法
　毎回のMS�Formsでの課題（または�リアクションペーパー�）（３0%）と学期末のレポ
ートか試験（70%）で成績を評価する。
　試験かレポートかは学生の希望を重視するが，受講者人数が100人以上になった場合
は試験とする可能性が高い。
　またonline授業になった場合は自動的にレポートとする。
　 ３ 分の 2 以上の授業への参加をレポート提出および期末試験受験の最低条件とする。
＊　MS�Formsでの課題（またはリアクションペーパー）は単なる出席表ではないので，
書かれた内容の理解度，適切な質問
　　等の度合いに応じて，ー2～＋2点の間で平常点として加点してゆく。
＊　レポートまたは試験いずれでも５0点以下は不可とする。

９．その他
　倫理思想Aに関しては，受講希望者が多く，プレゼンテーションに適切な教室を使用
することが出来ないことが多い。
　そこで人数制限はしないが，安易な気持ちで受講する学生がないように，今年度も
採点基準を倫理思想Bより厳しくする。
　本気でこの学問を学びたいと思う学生の受講を歓迎する。

科目ナンバー：（BA）PHL111J

倫 理 思 想 Ｂ 宇田川　尚　人

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　悪とは何か？　倫理とは何か？　自由とは何か？　これらの問に対する古来からの
倫理学者・哲学者の答えの内には，基調底音として一貫して変わらぬ部分と，その時
代ごとの価値観により彩られた（いわば主旋律としての）展開部分とが常に混在する。
音楽を奏でる時その両者のハーモニーが求められるように，倫理を語るときにも常に
この両者の関係を見失わないようにする必要がある。この講義ではこの様な観点から，
近代から現代に至る倫理思想および哲学の（一見不協和音の羅列とも見える）流れの
中にも，ハーモニーが存在することを明らかにしてゆきたい。

〈到達目標〉
　講義で紹介される思想の論理構造やその有効射程距離の検証を各自が追体験・追思
考すること。またそうした思考訓練を通して，具体的な状況の中で「自己」と「社会」
との関係を倫理的に分析し考察する能力を身につけること。

２．授業内容
　 1 .��悪とは「何かが欠けている」ことなのか？　（善の欠如，思いやりの欠如，自制

心の欠如，知識の欠如？）
　 2 .�カント�―�自由と倫理
　 ３ .�悪はすべての人の心の内に？　―良心と悪
　 ４ .�根源悪とは何か？
　 ５ .�悪への自由と人格の自己実現への自由
　 ６ .��人格形成論と機械仕掛けのマリオネット達（＝SNS時代の「情報に流され自分で

ものを考えない人々」）
　 7 .�フロイト�―�無意識と倫理
　 8 .�エス・自我・超自我　―�無意識の欲動って何？
　 ９ .�偶然と環境が欲動を縫いあわせ人格を作る？　カント�vs�フロイト
　10.��後期タナトス論（自己破壊衝動と攻撃性）が突きつける倫理への課題（何故人は

Net社会でより攻撃的になるのか？）
　11.�レヴィナス�―�他者と倫理
　12.��他者理解の限界（外部性）と人には解ってもらえない私の心（内部性）vs「同調

圧力」と「承認欲求」
　1３.�逆説的な「他者の為に」と私のアイデンティティー
　1４.�ニヒリズムと倫理　消極的ニヒリズムと積極的ニヒリズム

３．履修上の注意
　倫理思想AとBは，（それぞれ単独でも履修可能ではあるが，）内容的には相補関係に
ある。
このため，基本的には双方を履修することを前提とした講義内容になっている。また
通常は，基礎倫理学から応用倫理学へという流れが一般的と思われるが，本講義では
敢えて，具体的で分かり易い「応用倫理学」の諸問題の解説（倫理思想A）から出発し，
その後に，それらの根底にある倫理の基礎づけという哲学的問題（倫理思想B）に取り
組んでゆくというスタンスを取っている。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目を通し，
　1）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
　2）理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。また，
　３）�配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明された「概念」

や「キーワード」は必ずメモを取り，
　４）�それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際に読み込

むこと。

５．教科書
　教科書は使用しない。
　プリントを必要に応じて，Web（Oh-o!�Meiji）上にUPする。
　紙媒体で授業中に配布する場合もある。

６．参考書
　岩波新書　中島義道「悪について」
　三笠書房　鈴木　晶「世界一わかりやすいフロイト教授の精神分析の本」
　勁草書房　佐藤義之「レヴィナスの倫理」
　その他の参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の課題に対するフィードバック（質問への回答，間違いの指摘，優秀な考察例の
紹介等）は，原則として翌週の授業内で行う。学期末レポートの返却は希望者に対し
てのみ行う。

８．成績評価の方法
　毎回のMS�Formsでの課題（または�リアクションペーパー�）（３0%）と学期末のレポ
ートか試験（70%）で成績を評価する。
　試験かレポートかは学生の希望を重視するが，受講者人数が70人以上になった場合
は試験とする可能性が高い。

　 ３ 分の 2 以上の授業への参加をレポート提出および期末試験受験の最低条件とする。
＊　MS�Formsでの課題（またはリアクションペーパー）は単なる出席表ではないので，
書かれた内容の理解度，適切な質問
　　　等の度合いに応じて，－2～＋2点の間で平常点として加点または減点してゆく。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）PHL111J

宗 教 思 想 枝 村 祥 平

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現代日本において，宗教はマイナーなものだと思われるかもしれ
ません。深入りしている人はいるけどそんなに多いわけじゃないし
胡散臭い新興宗教が多いんじゃないか，と思う人もいるでしょう。
しかし，宗教は依然として世界の多くの人々の心を動かしていま
す。それだけでなく，日本には宗教の長い伝統があり，私たちの心
に消し去ることのできない大きな影響を残しています。宗教を学ぶ
ことは，国際化への重要な一歩であるとともに，私たち自身を知る
手がかりをも与えてくれると言えるでしょう。

〈到達目標〉
　1．�キリスト教，イスラム教，ヒンドゥー教などを学ぶことを通

じて，これらの宗教が信じられている国々とそこに住む人々
を知る手がかりを得る。

　2．�神道や仏教を学ぶことにより，日本における長い宗教の伝統
を知り，それが今にどうつながっているかを知る。

　３．�様々な宗教の共通点を模索し，現代人が持ちうる宗教心とは
何かを考えるようになる。

２．授業内容
　第 1 回：ガイダンス　宗教をなぜ学ぶのかについて考える。
　第 2 回：�世界観　宗教が私たちの世界観をどう形成してきたかを

みる。
　第 ３ 回：�儀礼と社会形成　宗教における儀礼を具体的にみてい

き，それらが社会形成にまで関わることをみる。
　第 ４ 回：�戒律　宗教がどのような戒律（守るべきルール）を示し

てきたか，それらが私たちにどう影響を与えているかを
考える。

　第 ５ 回：�神秘体験　宗教者たちが語るところの神秘的な体験や，
それを重視する考え方（神秘主義）について学ぶ。

　第 ６ 回：神道I　日本に古くからある神道を概観する。
　第 7 回：神道II　国学者たちの思想と神仏習合について学ぶ。
　第 8 回：�仏教I　仏教を概観し，原始仏教がどんなものだったか

をみる。
　第 ９ 回：�仏教II　日本で盛んな大乗仏教を，空や菩薩といった概

念を手がかりに学ぶ。
　第10回：�ヒンドゥー教　インドで盛んであり仏教とも関わりが深

いヒンドゥー教を学ぶ。
　第11回：�キリスト教I　キリスト教を，ユダヤ教とともに歴史を

さかのぼって概観し，イエスの教えを学ぶ。
　第12回：�キリスト教II　カトリック教会とプロテスタントについ

て学ぶ。
　第1３回：�イスラム教I　キリスト教と並び多数の信者を世界中に

もつイスラム教を学ぶ。
　第1４回：�イスラム教II　『コーラン』が他宗教をどう評価してい

るか，スンニ派とシーア派の違いは何かなどを学ぶ。

３．履修上の注意
　リアクションペーパーが講義各回にあるので，出席は重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　電子媒体なりで配布した資料に，速読でいいので目を通しておい
てください。

５．教科書
　使用しません。資料は必要に応じ電子データを配布します。

６．参考書
　講義中に適宜紹介していきます。

７．課題に対するフィードバックの方法
　リアクションペーパーを読んだ結果得た所見を，総括的に講義に
てお話します。

８．成績評価の方法
・リアクションペーパー　３x�1４�=�４2％
・期末テスト　５8％
・ボーナスポイント課題あり

９．その他
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科目ナンバー：（BA）PHL311J

哲 学 基 礎 論 枝 村 祥 平

2 単位 ３ 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　哲学は，新しい人間観・世界観を生み出そうとする知の営みであ
り，古代より現代まで続いています。前期では古代ギリシアでよく
論じられ，かつ現代でも重要な基礎的問題を扱います。

〈到達目標〉
　1．�善，幸福，快楽などについて考えることで，個人として生き

る指針の手がかりを得る。
　2．�政治参加や社会制度などの意義を考え，社会人として生きる

指針を模索する。
　３．宗教，教育，芸術を哲学的視点から考える。

２．授業内容
　第 1 回：ガイダンス　講義の概要を伝える
　第 2 回：�善く生きるI　プラトンの著作を手がかりに，ソクラテ

スが考えたところの吟味を続ける生き方を学ぶ。
　第 ３ 回：�善く生きるII　アリストテレスを手がかりに，幸福と快

楽の概念を学ぶ。
　第 ４ 回：�善く生きるIII　快楽だけが善いものだとする考え方とそ

の問題点を学ぶ。
　第 ５ 回：�善く生きるIV　人生や歴史にストーリーを見出す物語論

と，それを超えようとする哲学を学ぶ。
　第 ６ 回：�社会人・市民として生きるI　形式的な道徳と，そうで

ない道徳を対比して学ぶ。
　第 7 回：�社会人・市民として生きるII　アリストテレス，ロック

などを通じて政治参加の意義について考える。
　第 8 回：�社会人・市民として生きるIII　プラトン，ロールズなど

を通じて理想的な社会制度について考える。
　第 ９ 回：�社会人・市民として生きるIV　自然法思想と法実証主義

について学ぶ。
　第10回：�哲学と宗教I　哲学者たちが宇宙全体をどう理解してき

たかを学ぶ。
　第11回：�哲学と宗教II　トマス・アクィナス，スピノザなどを通

じ，人格神論と汎神論を学ぶ。
　第12回：�哲学と宗教III　仏典における「宗教」をreligionと対比

しながら学ぶ。
　第1３回：�哲学と教育　厳格な教育と自由にさせる教育，及びそれ

らの長所・短所を考える。
　第1４回：�哲学と芸術　プラトン，ライプニッツ，カントなどの美

学を学ぶ。

３．履修上の注意
　リアクションペーパーがあるので，出席は重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　電子媒体なりで配布した資料に，速読でいいので目を通しておい
てください。

５．教科書
　使用しません。資料は必要に応じ電子データを配布します。

６．参考書
　講義中に適宜紹介していきます。

７．課題に対するフィードバックの方法
　リアクションペーパーを読んだ結果得た所見を，総括的に講義に
てお話します。

８．成績評価の方法
・リアクションペーパー�３�x�1４�=�４2％
・期末テスト�５8％
・ボーナスポイント課題あり

９．その他

科目ナンバー：（BA）PHL311J

哲　　　　　学 枝 村 祥 平

2 単位 ３ 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　哲学は，新しい人間観・世界観を生み出そうとする知の営みであ
り，古代より現代まで続いています。後期では近代ヨーロッパから
現代まで論じられ続けている重要な問題を扱います。17世紀に自然
科学は大きく発達し，それに伴い科学はどの程度正確な知識をもた
らすのか，そもそも知識とは何かが問われました。また国家が肥大
化するにつれ，改めて社会や国家のあり方が模索され，国々が織り
成す歴史がどのようなものかが問われたりもしました。このクラス
を科学技術が発達し複雑化した世の中にいる私たちが生きる指針を
得るきっかけにしたいと思います。

〈到達目標〉
　1．�私たちの知識がどのような根拠をもっているのかを考え，意

見や学説などを批判的に捉えることができるようになる。
　2．�私たち自身について考えをめぐらせることで，自分自身ひい

ては人間についてより深い理解を得る。
　３．現代大変発達している自然科学を，その根拠に遡って考える。
　４．�ダイナミックに動いている歴史について，哲学的視点から考

える。

２．授業内容
　第 1 回：ガイダンス　講義の概要を伝える
　第 2 回：�認識論�I　デカルトによる懐疑など，近代認識論の重要

事項を学ぶ。
　第 ３ 回：�認識論�II　真理の基礎付け説と整合説を通じて，現代の

あるべき認識論を探る。
　第 ４ 回：�自分とは？�I　デカルト，ヒューム，カントなどを通じ

て，近代の自我論を学ぶ。
　第 ５ 回：�自分とは？�II　ライプニッツやフロイトなどを通じ，無

意識の領域について考える。
　第 ６ 回：�自分とは？�III　現代の心の哲学を手掛かりに心身問題

について考える。
　第 7 回：�哲学と科学�I　科学を捉える上で重要な二つの立場（科

学的実在論と現象主義）を学ぶ。
　第 8 回：�哲学と科学�II　クーンを手掛かりに，科学の歴史的な発

展について考察する。
　第 ９ 回：�哲学と科学�III　ハイデッガーなどを手掛かりに，科学

に対する批判的視点を学ぶ。
　第10回：�哲学と科学�IV　ニーチェ，フーコーの思想，及び彼ら

の影響を受けた社会構成主義を学ぶ。
　第11回：�哲学と歴史�I　ヘーゲルを手がかりに，歴史や哲学史の

流れのつかみ方を考える。
　第12回：�哲学と歴史�II　マルクスやフクヤマを通じて，経済に着

目した歴史哲学を学ぶ。
　第1３回：�哲学と歴史�III　戦時中の日本人哲学者による歴史哲学

を学ぶ。
　第1４回：哲学と歴史�IV　戦後の日本人による歴史哲学を学ぶ。

３．履修上の注意
　リアクションペーパーが講義各回にあるので，出席は重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　電子媒体なりで配布した資料に，速読でいいので目を通しておい
てください。

５．教科書
　使用しません。資料は必要に応じ電子データを配布します。

６．参考書
　講義中に適宜紹介していきます。

７．課題に対するフィードバックの方法
　リアクションペーパーを読んだ結果得た所見を，総括的に講義に
てお話します。

８．成績評価の方法
・リアクションペーパー　３�x�1４�=�４2％
・期末テスト　５8％
・ボーナスポイント課題あり

９．その他



― ３３ ―

科目ナンバー：（BA）MAT151J

数　　学　　Ａ 高 澤　陽太朗

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
<概要>�経営・経済学の理論を学ぶ際に必要な数学の基礎的な部分
を，経営・経済学上の例を通して学ぶ。数学Bと比較して，数学A
では特に論理や数学の基礎的な用語の定義を扱う。
<到達目標>�経営学やその他周辺分野で登場する数学的内容を自分
で調べて理解できるようにするための土台を形成することを目標と
する�。

２．授業内容
1 .�集合①
2 .�命題計算
３ .�述語と真理集合
４ .�集合②
５ .� 2 変数以上の述語
６ .�述語と数学的論証 1
7 .�述語と数学的論証 2
8 .�写像・関数（定義）
９ .�写像・関数（様々な関数・多変数関数）
10.� 2 項関係
11.�順序集合
12.�集合の要素と個数
1３.�数列 1
1４.�数列 2

３．履修上の注意
数学の初歩から学ぶため，高校数学の理解度が低くても問題はない。
ただし，毎回課題があるためそれをこなす必要があることに注意。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習の必要はないが，復習として各回の演習課題に取り組むこと。

５．教科書
『論理と集合から始める数学の基礎』嘉田勝（日本評論社）

６．参考書
特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法
各課題の解答解説は次の回に行う。

８．成績評価の方法
各回に出題される小レポート�100%

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAT151J

数　　学　　Ｂ 高 澤　陽太朗

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
<概要>�経営・経済学の理論を学ぶ際に必要な数学の基礎的な部分
を，経営・経済学上の例を通して学ぶ。数学Aと比較して，数学B
では特に経済・経営で必要な必要最小限の数学のツールを学ぶ。
<到達目標>�経営学やその他周辺分野で登場する数学的内容を自分
で調べて理解できるようにするための土台を形成することを目標と
する�。

２．授業内容
1 .�集合と関数
2 .�極限と関数の連続性
３ .� 1 変数の微分
４ .�多変数関数
５ .�多変数関数の微分
６ .�ベクトルの基礎
7 .�ベクトルの計算
8 .�行列によるデータの表現①
����� 1 .�表データとエクセル
����� 2 .�ベクトルを並べたものが行列
９ .�行列の計算①
10.�行列の計算②
11.�行列によるデータの表現②
����� 1 .�連立方程式・回帰などの紹介
12.�逆行列
1３.�線形回帰
1４.�数理最適化と行列

３．履修上の注意
数学Aを受講していることが望ましいが，数学の初歩から学ぶため
高校数学の理解度が低くても問題はない。
ただし，毎回課題があるためそれをこなす必要があることに注意。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習の必要はないが，復習として各回の演習課題に取り組むこと。

５．教科書
『経済学で出る数学�高校数学からきちんと攻める』尾山大輔・安田
洋佑著（日本評論社）

６．参考書
特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法
各課題の解答解説は次の回に行う。

８．成績評価の方法
各回に出題される小レポート�100%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAT151J

数　　学　　Ａ 船 越 正 太

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営・経済の理論を学ぶ際に，基礎的な数学の知識は理解を深め
る上で必要不可欠なものであることはいうまでもない。本講義で
は，高校での数学とは一味異なり，損益分岐点や線形計画問題を始
めとして，経営や経済の問題への応用を重視しながら，文系でもこ
れからの時代に対応して数量化されたデータを扱う数学的な手法に
慣れてもらうことを目指す。

〈到達目標〉
　様々な具体的な例題や演習を通して，経営・経済の理論に必要な
数学の基本的な知識や考え方を学ぶことを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：損益分岐点
　第 2 回：ドル・コスト平均法
　第 ３ 回： 2 次関数
　第 ４ 回：指数関数
　第 ５ 回：対数関数
　第 ６ 回：微分係数と導関数
　第 7 回：導関数の計算
　第 8 回：いろいろな関数の導関数
　第 ９ 回：微分法のまとめ
　第10回：経済学での微分
　第11回：数列
　第12回：漸化式
　第1３回：関数の増減と極値問題
　第1４回：総合演習
　＊講義内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　中学高校数学と，大学における発展的な数学を文系数学の立場か
ら見通しよく整理して講義する。数学は理論を積み上げていく教科
なので，一度遅刻，欠席するとまったく理解出来なくなることがあ
る。熱意を持って受講することを希望する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習については，教科書の次回講義予定の章をよく読んで，分か
らない箇所をまとめておく。復習については，講義のあったその日
のうちに基本公式などの重要事項について十分に復習するととも
に，理解できなかった点を整理し，質問の準備をすること。講義で
出題した例題と演習問題は，解答を見ずに再度自分で解いて見るこ
と。想定学修時間：1回の授業につき，予習・復習それぞれ2時間程
度。

５．教科書
　『例題と演習で学ぶ　文系のための数学入門　第 ４ 版』藤本佳久
著（学術図書出版社）2017年

６．参考書
　以下の参考書も自習用に推薦する。
　『経済・経営系　数学概説　第 2版』竹之内脩著（新世社）200９年
　『改訂版�経済学で出る数学�高校数学からきちんと攻める』尾山
大輔・安田洋祐著（日本評論社）201３年

７．課題に対するフィードバックの方法
　演習課題の解答解説については，Oh-o!�Meiji�を通じて配信する
ため，確認すること。

８．成績評価の方法
　定期試験（６0％）と平常点（４0％）により評価する。出席回数が
著しく少ない者，遅刻，早退及び無届欠席が多い者には単位を与え
ない。就職活動（企業説明会参加を含む）のための授業欠席は公認
欠席としては認めない。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAT151J

数　　学　　Ｂ 船 越 正 太

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営・経済の理論を学ぶ際に，基礎的な数学の知識は理解を深め
る上で必要不可欠なものであることはいうまでもない。本講義で
は，高校での数学とは一味異なり，損益分岐点や線形計画問題を始
めとして，経営や経済の問題への応用を重視しながら，文系でもこ
れからの時代に対応して数量化されたデータを扱う数学的な手法に
慣れてもらうことを目指す。

〈到達目標〉
　様々な具体的な例題や演習を通して，経営・経済の理論に必要な
数学の基本的な知識や考え方を学ぶことを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：行列の定義と加法・減法・実数倍
　第 2 回：行列の乗法
　第 ３ 回：行列の乗法の性質
　第 ４ 回： 1 次変換
　第 ５ 回：逆行列
　第 ６ 回：連立 1 次方程式と行列
　第 7 回：掃き出し法
　第 8 回：掃き出し法による逆行列の求め方
　第 ９ 回： 2 次および ３ 次の行列式
　第10回：行列式の展開
　第11回：行列式の性質
　第12回：逆行列の公式とクラメルの公式
　第1３回：産業連関問題
　第1４回：総合演習
　＊講義内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　中学高校数学と，大学における発展的な数学を文系数学の立場か
ら見通しよく整理して講義する。数学は理論を積み上げていく教科
なので，一度遅刻，欠席するとまったく理解出来なくなることがあ
る。熱意を持って受講することを希望する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習については，教科書の次回講義予定の章をよく読んで，分か
らない箇所をまとめておく。復習については，講義のあったその日
のうちに基本公式などの重要事項について十分に復習するととも
に，理解できなかった点を整理し，質問の準備をすること。講義で
出題した例題と演習問題は，解答を見ずに再度自分で解いて見るこ
と。想定学修時間： 1 回の授業につき，予習・復習それぞれ2時間
程度。

５．教科書
　『例題と演習で学ぶ　文系のための数学入門　第 ４ 版』藤本佳久
著（学術図書出版社）2017年

６．参考書
　以下の参考書も自習用に推薦する。
　『経済・経営系　数学概説　第 2版』竹之内脩著（新世社）200９年
　『改訂版�経済学で出る数学�高校数学からきちんと攻める』尾山
大輔・安田洋祐著（日本評論社）201３年

７．課題に対するフィードバックの方法
　演習課題の解答解説については，Oh-o!�Meiji�を通じて配信する
ため，確認すること。

８．成績評価の方法
　定期試験（６0％）と平常点（４0％）により評価する。出席回数が
著しく少ない者，遅刻，早退及び無届欠席が多い者には単位を与え
ない。就職活動（企業説明会参加を含む）のための授業欠席は公認
欠席としては認めない。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）STA111J

統 計 学 Ａ 藤 江 昌 嗣

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　統計学は，基本的には，データ・情報のまとめ方を主たる内容と
する記述統計と確率論をベースとする推測統計によって構成される
が，IT�化の進んだ現代において，伝統的な調査に基づく統計のみ
ならず，業務記録やさまざまな調査・アンケートによるデータ・情
報が存在している。ビッグデータもその一つと言えよう。
　こうした特徴や差異をもつ統計・データ・情報を対象に，統計的
手法と統計的ものの見方・考え方の適用可能性について説明してい
く予定である。電卓を必携とする。

〈到達目標〉
　本講義では，初めて統計学を学ぶ学生に統計学の初歩的知識すな
わちデータのまとめ方とデータ間の関係の測度についての知識を獲
得してもらうことを目的とする。

２．授業内容
　第 1 回　講義計画の説明
　第 2 回　社会科学における実証方法について（統計学小史）
　第 ３ 回　数の分類とデータの尺度構造
　第 ４ 回　データのまとめ方（度数分布表やグラフの作成方法）
　第 ５ 回　データの位置の測度（1）最頻値，中央値，算術平均
　第 ６ 回　データの位置の測度（2）調和平均，幾何平均，分位数等
　第 7 回　散布度（範囲，分散，変異係数等）
　第 8 回　レポート・プレゼンテーション
　第 ９ 回　標準化変量�z�と�３σ（シグマ）のルール
　第10回　変化率，指数，比率，寄与度・寄与率
　第11回　関連係数�Q
　第12回　相関係数�r
　第1３回　順位相関係数Rho
　第1４回　総括

３．履修上の注意
　毎回，演算を行うので，テキスト・電卓を忘れないこと。
　また，テーマに即して適宜報告を行ってもらう。
　オンディマンド（ZOOM）で実施する回もあるので，年度初めに
確認すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマに即して適宜，テキストの該当部分を予習すること。
　また，演習した内容を十分に復習すること。

５．教科書
　藤江『ビッグデータ時代の統計学入門』，学文社，2021年。

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席を前提として，授業中の発表や課題レポートを評価資料とす
る。（定期試験４0％，レポート６0％）

９．その他
　特になし

科目ナンバー：（BA）STA111J

統 計 学 Ｂ 藤 江 昌 嗣

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　統計学は，基本的にデータ・情報のまとめ方を主たる内容とする
記述統計と確率論をベースとする推測統計によって構成されるが，
IT化の進んだ現代において，伝統な調査に基づく統計のみならず，
業務記録やさまざまな調査・アンケートによるデータ・情報が存在
している。こうした特徴や差異をもつ統計・データ・情報を対象に，
統計的手法と統計的なものの見方・考え方の適用可能性について，
説明していく予定である。電卓を必携とする。

〈到達目標〉
　本講義では，初めて統計学を学ぶ者に統計学の初歩的知識を獲得
してもらうことを目的とする。具体的には，推測統計的なものの見
方・考え方，手順を経営統計・データ・情報を対象に獲得すること
を目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　講義計画の説明
　第 2 回　確率論と確率的見方，確率の公理(1)
　第 ３ 回　�確率論と確率的見方，確率の公理(2)�　オンディマンド

（ZOOM）
　第 ４ 回　条件付確率とベイズの定理(1)
　第 ５ 回　条件付確率とベイズの定理(2)
　第 ６ 回　�分布と確率分布，二項分布，ポアソン分布，超幾何分布　

オンディマンド（ZOOM）
　第 7 回　正規分布(1)
　第 8 回　正規分布(2)
　第 ９ 回　t�分布
　第10回　χ2（カイジジョウ）分布
　第11回　区間推定と点推定　オンディマンド（ZOOM）
　第12回　統計的検定(1)
　第1３回　統計的検定(2)
　第1４回　総括

３．履修上の注意
　毎回，演算を行うので，テキスト・電卓を忘れないこと。
　また，テーマに即して適宜報告を行ってもらう。
　オンディマンド（ZOOM）で実施する回もあるので，年度初めに
確認すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマに即して適宜，テキストの該当部分を予習すること。
　また，演習した内容を十分に復習すること。

５．教科書
　藤江『ビッグデータ時代の統計学入門』，学文社，2021年。

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席を前提として，授業中の発表や課題レポートを評価。（定期
試験４0％，レポート６0％）

９．その他
　資料
　政府統計資料等
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科目ナンバー：（BA）CBI111J

生 物 学 Ａ 福 原 敏 行

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代社会は，ウイルス，遺伝子組換え食品，クローン生物，iPS
細胞など「生物学」に関する話題で満ちており，「生物学」に関す
る基礎的な知識は欠かすことは出来ません。生物学Aでは，「生物
学」の基礎となる細胞の構造や機能，細胞の機能を担う遺伝子

（DNA,�RNA）やタンパク質の構造やはたらきを学習し，「生物学」
に関するさまざまな話題を理解するための基礎知識を得ます。
　生物の基本単位である細胞の構造と機能を理解し，細胞機能をに
なう遺伝子とタンパク質のはたらきに関する基礎的用語を理解する
ことができることを到達目標とします。

２．授業内容
　第 1 回　生物（生命）とは
　第 2 回　生命の分子
　第 ３ 回　細胞の構造
　第 ４ 回　細胞の機能
　第 ５ 回　細胞呼吸・光合成
　第 ６ 回　生体膜と核輸送
　第 7 回　中間試験
　第 8 回　遺伝・遺伝子・染色体・細胞分裂
　第 ９ 回　DNAの構造・複製
　第10回　遺伝子発現
　第11回　遺伝子発現調節
　第12回　遺伝子工学・バイオテクノロジー
　第1３回　PCR検査
　第1４回　期末試験

３．履修上の注意
　高校の「基礎生物学」の知識を前提として講義を行います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　高校の「基礎生物学」や参考書などで自習・復習してください。

５．教科書
　特に定めません

６．参考書
　『エッセンシャル・キャンベル生物学』池内昌彦・伊藤元己・箸
本春樹　監訳（丸善）。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　講義毎のレポート課題　５0%
　中間試験　　　　　　　2５%
　期末試験　　　　　　　2５%

９．その他

科目ナンバー：（BA）CBI111J

生 物 学 Ｂ 福 原 敏 行

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　生物学Bでは，生物学Aで学習した基礎知識をもとに，バイオテ
クノロジー，ウイルス，ゲノム，遺伝子クローニング，遺伝子組換
え植物，クローン生物，iPS細胞，RNA干渉などの生物学に関係す
る最新の話題をとりあげ，生物学的な見方・考え方を紹介します。
　身近な生命現象や生物学関連技術に関する話題を理解し，自らの
意見を述べることができることを到達目標とします。

２．授業内容
　第 1 回　講義の概要　バイオテクノロジーとは
　第 2 回　食品とバイオテクノロジー
　第 ３ 回　酵素反応，触媒，医薬品
　第 ４ 回　感染症治療薬
　第 ５ 回　ウイルス，新型コロナウイルス
　第 ６ 回　ウイルス病治療薬，ワクチン，抗体
　第 7 回　中間試験
　第 8 回　農業，品種改良
　第 ９ 回　遺伝子発現制御，ホメオティック変異
　第10回　分化全能性，iPS細胞，クローン生物
　第11回　遺伝子組換え生物
　第12回　遺伝子組換え植物
　第1３回　植物バイオ，ゲノム編集生物
　第1４回　期末試験

３．履修上の注意
　高校の「基礎生物学」の知識を前提として講義を行います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　高校の「基礎生物学」や参考書などで自習・復習してください。

５．教科書
　特に定めません

６．参考書
　『カラー図解�ＥＵＲＯ版�バイオテクノロジーの教科書（上）・

（下）』小林達彦�監修（講談社）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　講義毎のレポート　５0%
　中間試験　　　　　2５%
　期末試験　　　　　2５%

９．その他



― ３7 ―

科目ナンバー：（BA）BPH171J

物 理 学 Ａ 奥 出　信一郎

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この世は物質，熱，光，音，電気に満ちており，それらが連綿と絡み合って複雑な
現象が起きています。実はこれらは全て例外なく10個にも満たない基本的な物理法則
に従って生起しているのです。これらの物理法則はいずれも簡潔で美しい数式で表現
されています。近年，計算機の性能が飛躍的に向上したため，これらの基本的な数式
に基づいて，相当複雑な現象であっても数理的な計算機シミュレーションで理論的に
再現できるようになってきました。今まさに産業界ではこの数理科学が大々的に活用
されはじめています。特に今，生物学と物理学が地続きになりつつあり，将来的には
新しいビジネスモデルが生まれてくるかもしれません。

〈達成目標〉
　この様な状況を鳥瞰図的に見る能力をつけるために，物理の基礎を小学校の算数か
ら出発して説明していきます。

２．授業内容
　第 1 講　�新幹線が東京を出て，新橋，品川，武蔵小杉，・・通過していくとしましょう。

何人かで手分けして各地点で通過時刻を時計で測り，隣接する 2 地点の間
の距離を地図で調べ，各区間を通過するのにかかった時間を後で集計すれ
ば，区間平均速度（区間距離÷区間通過時間）が計算できます。通過順に
平均速度を並べると，平均速度が次第に増加していく（＝加速度）ことも
分かります。これが「差分」の考え方です。差分の区間を際限なく細かく
したのが微分です。

　第 2 講　�方眼紙を使ってデカルト座標を理解しよう。微分の公式を，小学生の算数
を用いて導き出そう。

　第 ３ 講　力，速度，加速度，質量，作用と反作用，力のつりあい，を理解しよう。
　第 ４ 講　�一定の短い時間区切り，Δｔ，の間の平均速度を，ｖ，とすると，Δｔ秒

の間に進んだ距離，Δｘ，は，Δｘ＝ｖ・Δｔ　で与えられます。0秒から
T秒までの間の，Δｘ　たちを足し合わせると，0秒からT秒までの間に進ん
だ距離，X　が得られます。Δｔを無限に小さくしてΔｘを足し合わせる事
を，積分と言います。

　第 ５ 講　コンピュータープログラミング
　第 ６ 講　高校の数学　　exp
　第 7 講　高校の数学　　sin�cos
　第 8 講　重りをつけたバネの振動　　単振動
　第 ９ ，10講　�熱力学1，2　　熱エネルギーと運動エネルギー。石炭を燃やす蒸気機関

や，ガソリンを燃やす自動車のエンジンは，熱エネルギーを運動エネ
ルギーに変換する熱機関です。産業革命が起きた時，究極の熱機関を
目指す努力の中から，熱力学が生まれました。熱は高温から低温に流
れる・気体は高圧から低圧に流れる・・・これがエントロピー増大の法則
です。エントロピー増大の法則を，簡潔な数式で表現してみよう。

　第11講　�電荷を帯びた物体を二つ並べると，それらの物体の間に力が働きます（ク
ーロン力）。「電場が時間変化するとその周りに磁場が発生する（これは基
本的な物理法則の一つです）。このようにして生じた磁場が時間変化すると
その周りに電場が発生する（これも基本的な物理法則の一つです）。その電
場が変化すると・・・」このように電場と磁場の時間変化が際限なく互い
が互いの原因となって連綿と連鎖し，空間中を進んでエネルギーを運んで
いくのが電磁波です。電磁気学に親しもう。以上の現象は，sin�cos�を用い
るとエレガントな数式で表現できます。

　第12講　�ニュートン力学の限界：　原子核の周りを電子が回っていると言って良い
のでしょうか（世界に先駆けた長岡半太郎モデル。オランダ人のボーアの
理論）？原子の理解を阻んだ，電磁気学とニュートンの力学のパラドックス。
製鉄所の溶鉱炉の中の温度測定のために現場で考案された経験則を，ボル
ツマンの法則を用いてドイツ人のプランクが完璧に説明した。プランクの
大胆仮説によって誕生し，シュレディンガーの波動関数（これも基本的な
物理法則の一つです）で定式化された量子力学が，電磁気学とニュートン
の力学の間のパラドックスを解決。ここまで理解すると，地球温暖化現象
のメカニズムが物理で明瞭に分かります。

　第1３講　�量子力学の基礎方程式であるシュレディンガー方程式を，サイン・コサイ
ン・タンジェント・指数関数を用いて表現してみよう。

　第1４講　�気体の性質を剛体球でシミュレーションしよう。エネルギー準位をサイコ
ロの目に見立ててモデルを作ると，熱力学の公式を，エレガントな数式で
表現できます。これが，統計力学

　第1５講　地球温暖化と，それを解決するための最先端テクノロジー

３．履修上の注意
　小学生の算数レベルから始めて，順番に，物理学の基礎を解説していくので，極力，
欠席しないように頑張って毎回出席してください（ないしは，アップしたオンデマン
ドビデオを抜かさずすべて見てください）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習は必要ありません。気になったところがあれば，講義が終わったら，講義ノー
トに目を通しましょう。質問歓迎。

５．教科書
　指定しません。

６．参考書
　『楽しい高校物理』�Kindle版�　（Amazon）電子ブック。
　奥出　信一郎�(著),�村松　真砂子�(イラスト)

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　学期末の試験で100％決めます。必要に応じて，講義の後に小テストを実施し，小テ
ストの成績は学期末の試験に加算します。追試が必要な場合は，追試にかわって，レ
ポート提出になります。

９．その他

科目ナンバー：（BA）BPH171J

物 理 学 Ｂ 奥 出　信一郎

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　真空管，電子回路，ラジオ，トランジスタ，レーザー，ＬＥＤ，光通信，
スーパーコンピューター，インターネットなど，産業界における物理学の
活用事例をいくつか紹介するとともに，それらが，どうして産業界を激変
させ力を持っていたのかを，作動原理に遡って簡単に紹介します。ここで，
物理学Aの講義で学んだ物理学の知識があれば，作動原理がサクサク理解
できます。また，昨今の，化学と物理学の融合，生物学と物理学の融合の
動向と基礎研究の最先端の事例を簡単に紹介して，将来新技術が出現する
可能性の一端をご紹介します。もちろん，現時点では物理学は万能ではあ
りません。塩の塩からさを理解するには実際に舐めてみるしかありませ
ん。数式をいくら睨んでも塩からさは実感できません。これが現代物理学
で扱いきれていない最たるものです。現代物理学の限界と，これからあり
うる展望を述べます。物理Aで学んだ物理数学が，どのように，就職後の
仕事に役立つかのケースを想定して，実例をあげて解説します。

〈達成目標〉
　過去における新技術の出現と，その時の，企業経営者の苦悩と興奮が，
物理学の知識によって，よりリアルに理解できるようになる事を目指しま
す。また，将来の新技術出現に注意を払う事が可能となる，最低限の技術
的素養を身につける事を目指します。物理Aで習った物理数学が，就職後
の仕事で役立つ可能性が高いケースを紹介。

２．授業内容
　第 1 講　金融工学
　第 2 講　カイ二乗法とニューラルンウェットワーク　
　第 ３ 講　�電子回路，真空管，ラジオ，レーダー。電子計算機。第二次世

界大戦の勝敗を分けたエレクトロニクス技術。
　第 ４ 講　�レーザー開発物語。白熱灯，蛍光灯。1９６0年：レーザー物語：

え？コヒーレント光？何に使うの？
　第 ５ 講　技術革新と事業構造改革。過去の事例報告
　第 ６ 講�　風雲の日本の半導体産業とその凋落
　第 7 講　スーパーコンピューターを用いた光合成メカニズムの理論研究
　第 8 講　�スーパーコンピューターの産業利用。最先端のハイテク新素材

開発競争の最先端事情�
　第 ９ 講　�基礎的な計測技術。シンクロトロン・ラディエーションとspring�

8。核磁気共鳴とNMR。赤外分光。超高感度質量分析ほか。
　第10講　�物理学的手法の経営への応用（経営工学）1　QC七つ道具と散

布図
　第11講　物理学的手法の経営への応用（経営工学）2�相関と重回帰分析
　第12講　�物理学的手法の経営への応用（経営工学）３�数学的手法を用い

た生産計画の最適化　
　第1３講　�物理学的手法の経営への応用（経営工学）４�毛コンピューター

プログラムを用いた在庫管理
　第1４講　音の物理学。各地の風鈴の音を，フーリエ変換法を用いて解析
　第1５講　a試験　b講義全体の振り返りと試験の正答解説

３．履修上の注意
物理学Bは自己完結していて，予備知識は必要とはしませんが，　物理学A
を履修していると，物理学Bの講義が何倍にも楽しくなります。是非物理
学Aをも受講しておいてください。
物理学Bでは，主に，産業界で物理学が用いられている具体事例を中心に
解説します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習は必要ありません。ひっかかる点があったら，講義が終わった後，
講義ノートに目を通してみましょう。質問大歓迎。

５．教科書
　指定しません。

６．参考書
　『楽しい高校物理』�Kindle版�　（Amazon）電子ブック。
　奥出　信一郎�(著)，村松　真砂子�(イラスト)

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　学期末の試験で100％決めます。必要に応じて，講義の後に小テストを
実施し，小テストの成績は学期末の試験に加算します。追試が必要な場合
は，追試にかわって，レポート提出になります。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）BCH191J

化　　学　　Ａ 久冨木　志　郎

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【概要】化学Aでは，化学の基礎となる原子や分子の構造やそれら
の性質について学ぶ。講義全体を ３ つに分割し，最初の ４ 回の講義
では，原子と分子について学ぶ，続く中盤の ５ 回では化学結合につ
いて，さらに，最後の ５ 回では無機物質について学ぶ。

【到達目標】化学Aでは中学や高校で学んだ，原子や分子に関する
内容に立脚し，化学の概念についてさらに詳細な知識を習得する。
具体的には次の３点を目標とする。
I.�原子の構造や元素の性質を説明できる。
II.分子を構成する化学結合の様式について説明できる。
III��無機物質の構造について説明ができる。
上記内容の理解により，これらと経済との結びつき，例えば放射能
汚染問題や新素材開発に関するコストの問題の解決につながる広い
視野を，履修学生が手に入れる一助とする。

２．授業内容
第 1 回：原子と分子(1)�aのみ：化学とは
第 2 回：原子と分子(2)元素：原子・分子
第 ３ 回：原子と分子(３)原子量・分子量：元素の周期表
第 ４ 回：原子と分子(４)原子の電子構造：放射性元素
第 ５ 回：化学結合(1)イオン結合:�共有結合
第 ６ 回：化学結合(2)分子の構造
第 7 回：化学結合(３)分子間力①
第 8 回：化学結合(４)分子間力②
第 ９ 回：化学結合(５)金属結合
第10回：無機物質(1)元素の分類：非金属単体
第11回：無機物質(2)非金属の水酸化物と酸化物：金属単体
第12回：無機物質(３)金属の化合物
第1３回：無機物質(４)錯イオン
第1４回：無機物質(５)金属イオンの定性分析

３．履修上の注意
教科書に基づいて講義を実施する。他に必要な資料はOh-o!Meijiに
配布する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
各講義回の単元を履修した後，内容理解のため，演習の解答に取組
む。講義の前後で，教科書の演習の解法の予習・復習をしておくこ
とが望ましい。

５．教科書
『一般化学（四訂版）』著�長島・富田，（裳華房）

６．参考書
『Catch�UP　大学の化学講義　-高校化学とのかけはし（改訂版）』
著�杉森・富田，（裳華房）

７．課題に対するフィードバックの方法
各講義回の次の回に，前回出題分の課題の解説を行う。

８．成績評価の方法
各講義回の単元に関する小テスト（６0%）各章終了時のレポート

（４0%）を合計し成績とする。レポートは，化学に関連した経済に
ついてのトピックを出題する。

９．その他
特になし。

科目ナンバー：（BA）BCH191J

化　　学　　Ｂ 久冨木　志　郎

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【概要】化学Bでは，物質の状態や化学反応および有機化合物つい
て履修する。最初の ５ 回の講義では，物質の状態である，気体，液
体，固体の性質について学ぶ。続く ５ 回では，化学反応について学
び，さらに最後の ４ 回では有機化学の基礎について理解する。

【到達目標】化学Bでは，中学あるいは高校で学んだ，物質や化学
反応に関する内容に立脚し，化学の概念についてさらに詳細な知識
を習得する。具体的には次の ３ 点を最終目標とする。
I.�物質の状態や性質について説明できる。
II.�化学反応速度や化学平衡がについて説明できる。
III.�有機化合物の構造について説明できる。
上の内容を理解することで，これらと経済との結びつき，例えば環
境汚染や再生可能エネルギー問題解決につながる広い視野を，履修
学生が手に入れる一助とする。

２．授業内容
第 1 回：物質の状態(1)物質の状態：気体
第 2 回：物質の状態(2)液体・溶液
第 ３ 回：物質の状態(３)希薄溶液の性質
第 ４ 回：物質の状態(４)コロイド
第 ５ 回：物質の状態(５)固体
第 ６ 回：化学反応(1)反応速度
第 7 回：化学反応(2)化学変化とエネルギー
第 8 回：化学反応(３)化学平衡
第 ９ 回：化学反応(４)酸・塩基反応
第10回：化学反応(５)酸化還元反応
第11回：有機化学の基礎(1)有機化合物
第12回：有機化学の基礎(2)有機化合物の化学式
第1３回：有機化学の基礎(３)異性体
第1４回：有機化学の基礎(４)有機反応

３．履修上の注意
教科書に基づいて講義を実施する。他に必要な資料はOh-o!Meijiに
配布する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
各講義回の単元を履修した後，内容理解のため，演習の解答に取組
む。講義の前後で，教科書の演習の解法の予習・復習をしておくこ
とが望ましい。

５．教科書
『一般化学（四訂版）』著�長島・富田，（裳華房）

６．参考書
『Catch�UP　大学の化学講義　-高校化学とのかけはし（改訂版）』
著�杉森・富田，（裳華房）

７．課題に対するフィードバックの方法
各講義回の次の回に，前回出題分の課題の解説を行う。

８．成績評価の方法
各講義回の単元に関する小テスト（６0%）各章終了時のレポート

（４0%）を合計し成績とする。レポートは，化学に関連した経済に
ついてのトピックを出題する。

９．その他
特になし。
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科目ナンバー：（BA）PHL151J

自然科学思想史Ａ 河 村　 豊

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　自然科学の活動は，市民生活や企業経営，国家政策にとって，ますます大きな影響を果たす存在になっ
ている。自然を探究することで手に入れた成果物は，ときには，人々に常識を越える知識を提供すること
で思想的転換をもたらし，成果の一部を応用することにより新規の生産技術や軍事技術も生み出してき
た。さらに近年では，「イノベーション」を目的とした研究開発に大規模な予算・資源を投入するだけで
なく，企業戦略や国家政策の重要な対象として，科学研究が取り扱われるようになっており，世界の各企
業や各国家が研究開発をめぐって激しく競い合う事態を発生させている。また市民レベルにも影響を及ぼ
している。こうした事態を背景に，「科学」についての知識としては，自然法則や実験手法などの内的特
徴を学ぶに止まらず，科学の社会的機能を冷静に分析することが強く求められるようになっている。それ
ゆえ，科学を戦略的に考える経営者，政策的に考える政府官僚の立場からだけでなく，自然科学の影響を
受ける人々の立場，利用者の立場，支援者の立場からも，冷静に分析することが求められている。この講
義では，「自然科学思想」について，科学の思想的側面も含め，さらに科学の経済的，政治的，社会的，
工学的側面などにも触れながら，歴史的に「科学」を分析していく予定である。

〈到達目標〉
　「自然科学思想史Ａ」では，歴史的分析の時代範囲としては，古代から18世紀までの時代を取扱い，そ
の時代に自然科学の活動を担った人材層や，サポートをした社会階層，影響を受けた社会階層，さらに，
科学的活動に対して抑圧的に対応した社会階層にも注意を向けることにする。こうした歴史的分析によっ
て，科学活動に関わる，神話的，宗教的，思想的役割，あるいは知識を手にすることの政治的権威，実用
的動機などを，具体的に明らかにしてみたい。自然科学研究の進展には，探求者・研究者の個人的な知的
好奇心や天賦の才能が不可欠ではあるが，自然科学の歴史は天才の歴史のみでは語れず，彼らを取り巻く
社会環境に大きく依存している。資料や遺物を利用した歴史的調査から見えてくることは，自然科学の歴
史が，文化史という一領域に制限できないほどの多様な社会的活動の一つであることを確認したい。分析
手法としては，「後知恵の誤謬」，「正当化の圧力」を避けるなど，歴史手法の基礎を学ぶことも含む。

２．授業内容
　※授業すべてと期末試験は対面授業で行う。ただし，第 7 回目に中間試験を設定し，この回のみ，教室
に来ることなく，設定された期間内にOh-o!Meijiシステム上で行われる，オンデマンド形式授業＋試験（出
題と解答）に参加する必要がある。
　第 1 回：講義概要について説明
　　　　　�講義方法など。科学に関わる現状：科学技術，研究開発，科学技術政策，科学の推進者など
　第 2 回：科学と技術の起源
　　　　　最古の技術，経験的知識，自然認識と技術知，わざと手段，自然観の起源など
　第 ３ 回：古代文明の科学・技術
　　　　　権力者と知識独占，神話的自然観，ヒッタイトと製鉄法など
　第 ４ 回：古代ギリシャの科学
　　　　　脱神話的自然観，タレス，ピタゴラス，プラトン，アリストテレスなど
　第 ５ 回：古代ギリシャ・ローマの科学
　　　　　アレクサンドリア，ムセイオン，アルキメデス，ローマ科学，エピクロス学派
　第 ６ 回：アラビア語の科学
　　　　　ペルシャ科学，イスラム教，バグダッド，智恵の館，医学，幾何学など
　第 7 回：中間試験（オンデマンド形式）
　　　　　教室に来ることなく，所定の期間内にOh-o!Meiji上で受講・解答提出
　　　　　第 ６回目までの授業内容を振り返る。中間試験問題出題。設定した期間内に受験すること
　第 8 回：西欧・スコラ科学
　　　　　プラウ，十字軍， 1 2 世紀ルネサンス，修道院，大学，仮言的論証など
　第 ９ 回：イタリア・ルネサンスと科学
　　　　　フィレンツェ公会議，ヒューマニスト，高級職人，ダ・ビンチなど
　第10回：大航海時代の科学
　　　　　航海術，地理的発見，インド航路，西回航路，探検旅行，天文学など
　第11回：スコラ科学改革派
　　　　　コペルニクス，天動説，地動説，科学と宗教，ケプラーなど
　第12回：科学革命（1）
　　　　　ガリレイ，アリストテレス自然学，実験と観察，地動説，宗教裁判など
　第1３回：科学革命（2）
　　　　　F.ベーコン，ニュートン，帰納法，演繹法，力学的自然観，科学制度など
　第1４回：ａ：授業の振り返りとまとめ，ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　①毎回の講義ごとにリアクション課題を出題し，出席カードとともに回収する予定。②第7回目に中間
試験を設定し，こちらは，教室に来ることなく所定の期間�にOh-o!Meiji上のこの科目の「クラスウェブ」
に掲載される解説授業動画等をもとに，Web上で解答を提出する。③最終授業回に実施する期末試験は，
教室での対面形式となる。④講義用資料等は上記「クラスウェブ」に掲載するので，事前のダウンロード
が不可欠。また，資料には穴埋め問題や論述問題が準備されており，これらの内容の一部を「リアクショ
ン課題」，「中間試験問題，「期末試験問題」に利用する予定。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の講義で扱った課題については，講義後に自分で調べるなどして，その意味を納得するようにして
ください。疑問があれば，教員の主張を鵜呑みにせず，積極的に質問するようにしてください（質問歓迎）。

５．教科書
　今年度より以下の教科書を利用する
　河村豊，小長谷大介，山崎文徳編著『未来を考えるための科学史・技術史入門』北樹出版

６．参考書
　講義でプロジェクターに利用するPPT資料は簡易PDF版にして，Oh-o!Meijiのクラスウェブに掲載する
予定。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業中に提出をお願いする「課題」，および中間試験については，それにかかわる情報を，当該科目のク
ラスウェッブ上に掲載する予定である．
1．�「課題」については，その問題を同ウェブに掲載するので，それを利用して再提出することが可能であ

る．公欠扱いの場合は出席者と同等の評価，それ以外の欠席の場合は，減点をするが適切に評価する．
2．�「中間試験」については，非対面，クラスウェッブ上で実施する．（1）試験実施にかかわる情報，（2）

試験問題および関連する情報，（３）試験後における解答例，全体の成績結果分布などの情報，につい
てを，同ウェブに掲載する予定である．

８．成績評価の方法
　講義で実施するリアクション課題（出席票を利用する予定）に対して合計20％，中間試験で３0％，期末
試験を５0％として，評価する。

９．その他
　この講義は対面授業で実施するが，同時にOh-o!Meiji上の「クラスウェブ」も活用する。上記に説明し
ているように，授業で利用する資料，提出してもらう課題等，中間試験，期末試験などに関わるアナウン
スおよび資料などは，印刷物としては配布せず，すべてデジタルデータでWebに掲載する。したがって，
事前にデータをダウンロードするなどして，電子機器を授業中に持ち込むことを推奨する。対面形式での
授業中には，毎回出題される課題に対応するために，教科書の他，デジタル資料の参照と講義の聴講の両
方をおこなっていただきたい。

科目ナンバー：（BA）PHL151J

自然科学思想史Ｂ 河 村　 豊

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　自然科学の活動は現代社会の中で大きくその役割を変貌させた。「自然科学思想史Ａ」で論じたように，
古代科学や近代科学は，その科学的活動によって入手できた自然法則や自然観によって，人々の常識に変
更を加え，思想的転換をもたらし，さらに新規の工芸技術や生産技術，軍事技術を生みだしてきた。1９世
紀以降では，「科学技術」（科学依存型技術：Science�based�Technology）が登場することで，科学と社会
との関わりは，宗教・哲学・思想との関連性よりも，技術・経済・政治との関連性を強めてきた。その大
きな原因は，18世紀末から登場した「ベーコン的科学」にある。近代科学までは主として，天文学，力学，
数学，医学，植物学，地理学などが，公認された自然科学部門であった。これらの自然科学は，植民地経
営で世界に進出し始めた西欧においては，国家経営の手段でもあった。それに比べて，「ベーコン的科学」
とは，静電気，磁気，熱，光，液体，気体などを改良された実験装置（摩擦起電機，方位磁石，熱機関，
温度計，レンズ，真空ポンプなど）を利用した物理諸科学となる知識であり，電気通信や漂白工程などへ
の応用が容易な知識であった。本格的な科学応用技術の時代が訪れることになった。この変化を理解した
人々は，科学に対する態度を大きく変化させることになる。応用のために基礎研究を推進しようとする

「科学イデオロギー」という現象も発生する。1９世紀以降の「自然科学思想史」は，こうした技術的な関
わりを軸にして，「科学と社会」から「科学技術と社会」という関係が生み出され，21世紀へと変化してく。
この講義では，1９世紀から21世紀までの科学および科学技術の歴史を扱うことになる。

〈到達目標〉
　「自然科学思想史Ｂ」では，技術を介した科学を中心に，科学の社会的活動を扱う。そのためは，18世
紀の「産業革命」における科学と技術の関係性を理解することから始める。17世紀の近代科学は18世紀の
産業革命に小さな影響しか与えなかった点を確認してもらう。科学応用技術の誕生を招いた18世紀末の

「ベーコン的科学」がどのようなものなのか，その後に展開する「古典物理学」などがどのように発展し
ていくかを，科学の内的な特徴や大学に実験室や研究所が設置され，新たに「Scientist」（科学者）とい
う名称が登場する。さらに，企業による基礎研究の取り込み，国家による基礎研究の支援体制の構築など
が，国家間の経済競争や軍事競争，戦争などを背景に進展する。こうした社会背景を考慮することで，現
代科学の展開を理解することを予定している。毎回の講義を通して，科学についての「技術化」，「専門化」，

「職業化」，「産業化」，「制度化」，「ナショナル化」，「軍事化」，「政治化」，「巨大化」，「政策化」，「軍民両
用化」などの現象を理解する。

２．授業内容
　※授業すべてと期末試験は対面授業で行う。ただし，第 ６ 回目に中間試験を設定し，この回のみ，教室
に来ることなく，設定された期間内にOh-o!Meijiシステム上で行われる，オンデマンド形式授業＋試験（出
題と解答）に参加する必要がある。
　第 1 回：講義概要についての説明
　　　　　イントロ。理性の時代と科学，ニュートン力学の展開，ベーコン的科学の台頭
　第 2 回：イギリス産業革命と科学
　　　　　産業革命の起源と近代科学，マニュファクチュア，道具から機械へ，発達した機械
　第 ３ 回：産業革命期の科学
　　　　　イギリスとフランス，シビル・エンジニア，エコル・ポリテクニーク，ラプラス物理学
　第 ４ 回：第二次科学革命
　　　　　応用可能な物理学，ガルバーニ，ボルタ，多様な現象の発見，古典物理学の誕生
　第 ５ 回：科学依存型技術の登場
　　　　　科学応用産業の登場。化学応用と酸アルカリ工業，物理応用と電信工業
　第 ６ 回：中間試験（オンデマンド形式）
　　　　　教室に来ることなく，所定の期間内にOh-o!Meiji上で受講・解答提出
　　　　　第 ５回目までの授業内容を振り返る。中間試験問題出題。設定した期間内に受験すること
　第 7 回：1９世紀ドイツの科学技術
　　　　　科学大国への道，ＴＨ，実験研究，ジーメンス社，国際電信，帝国物理工学研究所
　第 8 回：1９世紀アメリカの科学技術（1）
　　　　　発明大国の形成，アメリカン・システム，エジソン社，電気照明，エジソン・システム
　第 ９ 回：1９世紀アメリカの科学技術（2）
　　　　　電気利用の拡大，技術競争，技術更新，エジソンの失敗，企業内研究所設立
　第10回：20世紀初頭イギリスの科学技術
　　　　　マルコーニ社，船舶無線，国際無線，通信主権，イギリスの通信政策，無線と戦争
　第11回：第一次世界大戦と科学技術
　　　　　科学者と戦争，新兵器，実用電子管，電子管の規格化，航空機用無線電話
　第12回：第二次大戦と科学技術
　　　　　新兵器開発の国家プロジェクト，物理学者の兵器開発動員の必然性，電波兵器，核兵器
　第1３回：冷戦期の科学技術
　　　　　軍産学複合体，アメリカとソビエト，核軍拡と科学，ベトナム戦争と電子戦争，
　第1４回：ａ：授業の振り返りとまとめ，ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　「自然科学思想史Ａ」の単位取得が望ましい。
　①毎回の講義ごとにリアクション課題を出題し，出席カードとともに回収する予定。②第６回目に中間
試験を設定し，こちらは，教室に来ることなく所定の期間にOh-o!Meiji上のこの科目の「クラスウェブ」
に掲載される解説授業動画等をもとに，Web上で解答を提出する。③最終授業回に実施する期末試験は，
教室での対面形式となる。④講義用資料等は上記「クラスウェブ」に掲載するので，事前のダウンロード
が不可欠。また，資料には穴埋め問題や論述問題が準備されており，これらの内容の一部を「リアクショ
ン課題」，「中間試験問題，「期末試験問題」に利用する予定。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の講義で扱った課題については，講義後に自分で調べるなどして，納得することが大切.。疑問が
あれば，教員の主張を鵜呑みにせず，積極的に質問すること（質問歓迎）。

５．教科書
　今年度より以下の教科書を利用する
　河村豊，小長谷大介，山崎文徳編著『未来を考えるための科学史・技術史入門』北樹出版

６．参考書
講義で利用する（1）講義用参考資料，（2）講義用PPT資料（配布は文字のみ）については，Oh-o!�Meiji
のクラスウェブにPDFやWordデータで掲載する。教室での資料配付は行わないので，授業前にダウンロ
ードし，授業に持ち込むようにしてください。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業中に提出をお願いする「課題」，および中間試験については，それにかかわる情報を，当該科目のク
ラスウェッブ上に掲載する予定である．
1．�「課題」については，その問題を同ウェブに掲載するので，それを利用して再提出することが可能であ

る．公欠扱いの場合は出席者と同等の評価，それ以外の欠席の場合は，減点をするが適切に評価する．
2．�「中間試験」については，非対面，クラスウェッブ上で実施する．（1）試験実施にかかわる情報，（2）

試験問題および関連する情報，（３）試験後における解答例，全体の成績結果分布などの情報，につい
てを，同ウェブに掲載する予定である．

８．成績評価の方法
　講義で実施するリアクション課題（出席票を利用する予定）に対して合計20％，中間試験で３0％，期末
試験を５0％として，評価する。

９．その他
　この講義は対面授業で実施するが，同時にOh-o!Meiji上の「クラスウェブ」も活用する。上記に説明し
ているように，授業で利用する資料，提出してもらう課題等，中間試験，期末試験などに関わる資料など
は，印刷物としては配布せず，すべてデジタルデータでWebに掲載する。したがって，事前にデータをダ
ウンロードするなどして，電子機器を授業中に持ち込むことを推奨する。対面形式での授業中には，毎回
出題される課題に対応するために，デジタル資料の参照と講義の聴講の両方をおこなっていただきたい。
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科目ナンバー：（BA）ANT111J

文 化 人 類 学 岡 庭 義 行

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
本講は，文化人類学の歴史と理論に関する体系的理解を深めるとと
もに，事例の分析や解釈を通して，人類学的思考を身につけること
を目的としています。
＜到達目標＞
　事例分析に基づき文化人類学の歴史と理論について説明すること
ができる。

２．授業内容
第 1 回：イントロダクション：文化とはなにか
第 2 回：文化人類学の考え方
第 ３ 回：フィールドワークの課題と展望
第 ４ 回：進化主義の功罪
第 ５ 回：理論と方法（1）機能主義
第 ６ 回：理論と方法（2）文化相対主義
第 7 回：理論と方法（３）構造主義
第 8 回：ポスト構造主義の諸相
第 ９ 回：事例研究（1）儀礼・象徴・権力
第10回：事例研究（2）信仰と世界観
第11回：事例研究（３）来訪神と両義性
第12回：事例研究（４）多様化する性と家族
第1３回：事例研究（５）魂のゆくえ（Dualism）
第1４回：まとめと総括：省察する人類学

３．履修上の注意
関連する講義を併行して履修することが望ましい。
講義課題と資料がある場合は，Oh-o!�Meiji�を通して配布する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
講義中に指示する次回の論点整理と準備学習，及び振り返りと課題
省察を行う（各３0分程度）。

５．教科書
特に使用しない。適宜，講義資料を配布する。

６．参考書
・『文化人類学の思考法』松村圭一郎他(世界思想社)
・『文化人類学(第 ４ 版)』波平恵美子（医学書院）
　※その他，各講義テーマに基づき適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
提出課題については，適宜，Oh-o!�Meiji�を通して，関連資料を付
して全体講評を行います。

８．成績評価の方法
レポート課題（６0%），リアクションペーパー（３0%），授業への参
加状況（10％）

９．その他
文化の多様性に基づく社会の発展と構造に対する人類学的な思考領
域に関心をもって受講してください。

科目ナンバー：（BA）ANT111J

文 化 人 類 学 岡 庭 義 行

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
本講は，文化人類学の理論と方法論を学び，個別の民族誌を分析し
解釈するとともに，その成果と展望について構造的理解を深めるこ
とを目的としています。
＜到達目標＞
　文化人類学の理論と方法を用いて，さまざまな事例を解釈し説明
することができる。

２．授業内容
第 1 回：異文化理解のまなざし
第 2 回：人類学的思考
第 ３ 回：人間の営為と暗黙知の次元
第 ４ 回：参与観察と「主観」の問題
第 ５ 回：民族の視座：ディアスポラとリゾーム
第 ６ 回：状況学習理論と文化の身体化
第 7 回：ツーリズムと文化の真正性
第 8 回：近代世界システムと脱社会科学
第 ９ 回：事例研究（1）境界理論とタブーの原理
第10回：事例研究（2）神話とトリックスター
第11回：事例研究（３）仮面とアレゴリー
第12回：事例研究（４）文化帝国主義
第1３回：事例研究（５）エスノセントリズム
第1４回：まとめと総括：公共の人類

３．履修上の注意
関連する講義を併行して履修することが望ましい。
講義課題と資料がある場合は�Oh-o!�Meiji�を通して配布する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
講義中に指示する次回の論点整理と準備学習，及び振り返りと課題
省察を行う（各３0分程度）。

５．教科書
特に使用しない。適宜，講義資料を配布する。

６．参考書
・『詳論文化人類学』桑山敬巳他（ミネルヴァ書房）
・『共感へのアプローチ』渥美一弥（春風社）
　※その他，各講義テーマに基づき適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
提出課題については，適宜，Oh-o!�Meiji�を通して，関連資料を付
して全体講評を行います。

８．成績評価の方法
レポート課題（６0%），リアクションペーパー（３0%），授業への参
加状況（10％）

９．その他
人類学的フィールドワークの世界に積極的な関心をもって受講して
ください。
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科目ナンバー：（BA）BBI141J

生 理 学 Ａ 一之瀬　真 志

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　私たちの体には生きていくために必要な様々な機能が備わってい
ます。自分の体についての知識を身につけることは健康な生活をお
くるために非常に重要です。生理学Aでは，まず生理学について概
説し，その後，体液と血液，循環，呼吸，体温調節について解説し
ます。また，これらの生理機能が運動時にどのように調節されてい
るのかについても論じます。

〈到達目標〉
　生体の各組織・臓器の機能を学び，さらに生体諸器官が協調して
生体機能の維持・調節に関与していることを理解することを目的と
します。

２．授業内容
　第 1 回　aのみ：イントロダクション
　第 2 回　生理学概論
　第 ３ 回　体液と血液 1 〔人体の水分量とその組成〕
　第 ４ 回　体液と血液 2 〔血液細胞の働き〕
　第 ５ 回　循環 1 〔心臓の構造と働き〕
　第 ６ 回　循環 2 〔心臓の働きを調節するしくみ〕
　第 7 回　循環 ３ 〔血管の構造と機能〕
　第 8 回　循環 ４ 〔血管系による血流量調節のしくみ〕
　第 ９ 回　循環器疾患 1 〔心疾患，脳血管疾患〕
　第10回　循環器疾患 2 〔動脈硬化，高血圧〕
　第11回　呼吸 1 〔呼吸器系の構造と呼吸のしくみ〕
　第12回　呼吸 2 〔呼吸の調節，組織での酸素の取り込み〕
　第1３回　�体温 1 〔ヒトの体温，体温調節のしくみ，発汗のしくみ

と汗の働き〕
　第1４回　体温 2 〔熱中症が起こるしくみと予防策〕

３．履修上の注意
　内容については基本的な事項から説明しますが，解剖学や化学な
どの専門用語も含まれます。
　生理学AとBは独立した内容で構成していますが，生理学Aを履修
した後に，生理学Bを履修することでより理解が深まります。A，B
の順番で履修することを推奨します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回イントロダクションにおいて授業予定が示されるので，各
授業の前に参考図書や配布資料などを用いて予習してください。授
業後には配布資料などの該当箇所を振り返り復習をし，不明な点が
あれば授業で質問してください。

５．教科書
　教科書は特に定めません。授業中に資料を配布します。

６．参考書
　シンプル生理学（貴邑冨久子�他，南江堂），
　新訂�目でみるからだのメカニズム（境章�著，医学書院）
　標準生理学（本郷利憲�他，医学書院）

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業期間中に小テストやレポート等を課す場合には，課題提出締
め切り後にOh!-Meijiを通じて解説を配信します。

８．成績評価の方法
　平常点（20％）と期末試験（80％）により評価します。

９．その他
　本講義では，生体機能を日常生活との関連を踏まえながら分かり
易く解説します。この講義を通して，「生命現象のしくみ」の面白
さを感じてもらうとともに，健やかに生きるための知識を獲得して
もらいたいと思います。

科目ナンバー：（BA）BBI141J

生 理 学 Ｂ 一之瀬　真 志

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　私たちの体には生きていくために必要な様々な機能が備わってい
ます。自分の体についての知識を身につけることは健康な生活をお
くるために非常に重要です。生理学Bでは，骨，筋肉，神経，内分泌，
エネルギー代謝ついて解説します。また，これらの生理機能と運動
の関連についても論じます。さらに，環境がいかに生理機能に影響
を及ぼすかを，宇宙環境での生体機能の変化から解説します。最後
に老化が生理機能におよぼす影響についても解説します。

〈到達目標〉
　各組織・臓器の機能を学ぶとともに，生体諸器官が協調して生体
機能の維持・調節に関与していることを理解することを目的とします。

２．授業内容
　第 1 回　aのみ：イントロダクション
　第 2 回　骨 1 〔骨格，骨の働き〕
　第 ３ 回　骨 2 〔骨粗しょう症が起こるしくみと予防策〕
　第 ４ 回　筋肉 1 〔筋の分類，骨格筋の構造と収縮のしくみ〕
　第 ５ 回　筋肉 2 〔筋線維タイプ，筋力を調節するしくみ〕
　第 ６ 回　神経 1 〔神経系の区分，大脳の構造と働き〕
　第 7 回　神経 2 〔間脳，小脳，脳幹，脊髄の構造と働き，脳死〕
　第 8 回　神経 ３ 〔末梢神経系の構造と働き，神経伝達のしくみ〕
　第 ９ 回　内分泌 1 〔内分泌腺とホルモン〕
　第10回　内分泌 2 〔性ホルモン〕
　第11回　エネルギー代謝 1 〔食物のエネルギー，基礎代謝〕
　第12回　エネルギー代謝 2 〔活動時の代謝，肥満の原因と対策〕
　第1３回　�宇宙環境での生理学〔微小重力環境が生体機能に及ぼす

影響〕
　第1４回　�生理機能の老化〔加齢の影響，運動トレーニングによる

老化予防〕

３．履修上の注意
　内容については基本的な事項から説明しますが，解剖学や化学な
どの専門用語も含まれます。
　生理学AとBは独立した内容で構成していますが，生理学Aを履修
した後に，生理学Bを履修することでより理解が深まります。A，B
の順番で履修することを推奨します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回イントロダクションにおいて授業予定が示されるので，各
授業の前に参考図書や配布資料などを用いて予習してください。授
業後には配布資料などの該当箇所を振り返り復習をし，不明な点が
あれば授業で質問してください。

５．教科書
　教科書は特に定めません。授業中に資料を配布します。

６．参考書
　シンプル生理学（貴邑冨久子�他，南江堂），
　新訂�目でみるからだのメカニズム（境章�著，医学書院）
　標準生理学（本郷利憲�他，医学書院）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中に小テストやレポート等を課す場合には，課題提出締め
切り後にOh!-Meijiを通じて解説を配信します。

８．成績評価の方法
　平常点（20％）と期末試験（80％）により評価します。

９．その他
　本講義では，生体機能を日常生活との関連を踏まえながら分かり
易く解説します。この講義を通して，「生命現象のしくみ」の面白
さを感じてもらうとともに，健やかに生きるための知識を獲得して
もらいたいと思います。
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科目ナンバー：（BA）HES131J

健 康 科 学 Ａ 鈴 井 正 敏

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代の生活環境はたいへん便利になっています。しかし，文明社
会ではその便利な生活自体が健康に対するリスクとなっていること
を気づく必要があります。自分の健康は自分で守るものであり，よ
り高いレベルに努力して作り上げることが健やかな人生を送る原動
力になります。健康科学Aではとくに青年期のライフスタイルに関
係する身近なテーマ（アルコール，タバコ，ドラッグ，ストレス，
性感染症）を取り上げて解説します。また，最初に201９年からのパ
ンデミックである新型コロナウイルスについても説明します。悪習
慣マネジメントでは大学の時期に習慣が形成されやすい飲酒や喫煙
について，その生理作用から疾病に至る過程を，他のドラッグ（依
存薬物＝麻薬）の作用を含めて解説します。ストレス�マネジメン
トでは，社会におけるストレスの発生からコーピング，ストレスの生
理作用について説明します。性感染症では日本や世界ではやってい
る性感染症について解説し，性行動の問題について考えていきます。
　これらの内容から現代の日常生活のなかに存在するヘルスリスク
を理解することを到達目標とします。

２．授業内容
　第 1 回：�授業のイントロダクション，新型コロナウイルス

（COVID-1９）
　第 2 回：新型コロナウイルス（免疫と運動）
　第 ３ 回：悪習慣マネジメント（アルコールハラスメント）
　第 ４ 回：悪習慣マネジメント（アルコールの急性作用）
　第 ５ 回：悪習慣マネジメント（アルコールの慢性作用）
　第 ６ 回：悪習慣マネジメント（たばこと社会）
　第 7 回：悪習慣マネジメント（たばこの生理作用）
　第 8 回：悪習慣マネジメント（たばこと疾病）
　第 ９ 回：悪習慣マネジメント（依存とドラッグ）
　第10回：ストレス�マネジメント（ストレスの生理作用）
　第11回：ストレス�マネジメント（社会・心理的ストレス）
　第12回：ストレス�マネジメント（ストレス・マネジメント）
　第1３回：性感染症（日本の性感染症）
　第1４回：性感染症（HIV/エイズ）

３．履修上の注意
　内容については基本的な事項から説明しますが，医学，生物学，
化学，生理学，心理学などの理系科目の専門用語も含みます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh-o!�Meijiに資料をアップしますので，授業前にダウンロードし
てください。
　ニュースや新聞で取り上げられた健康関連の話題に注意を払って
ください。専門用語は重要ですので，分からないところは質問した
り，調べたりして理解するようにしてください。

５．教科書
　なし。Oh-o!�Meijiに資料をアップします。

６．参考書
　とくに定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　各テーマの終了後にクイズを行い，解答について解説します。

８．成績評価の方法
　期末試験（100％）により評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）HES131J

健 康 科 学 Ｂ 鈴 井 正 敏

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　健康を支える ３ 大要素である運動，栄養，休養について論じます。
健康を単に病気との関係で考えるのではなく，人生を豊かにする要
因として，積極的に作り出していくパワーは何であるのかを考えて
いきます。
　運動では競技スポーツと健康を維持・促進する運動の違いを運動
の質および量から解説します。また，運動不足と生活習慣病との関
連を論じます。栄養ではこれまで明治大学で行ってきた食事調査の
結果をもとに食事量，糖・脂肪・蛋白の栄養素バランス（PFCバラ
ンス）について解説します。さらに，肥満やそれに関連する疾患，
ダイエットの問題を論じます。休養ではオンとオフ，疲労，睡眠に
ついてその内容と機能などを解説します。授業のまとめとして，現
代社会における健康の考え方について解説します。自分自身につい
てウェルビーイングやウエルネス，持続可能な健康，豊かな人生と
は何かを考える機会にしてください。
　これらの内容から現代の日常生活のなかに存在するヘルスリスク
と健康の意味を理解することを到達目標とします。

２．授業内容
　第 1 回：授業のイントロダクション，運動（運動とは何か）
　第 2 回：運動（運動不足の影響）
　第 ３ 回：運動（有酸素運動と無酸素運動）
　第 ４ 回：運動（適度な運動とは何か）
　第 ５ 回：栄養（摂取カロリーとPFCバランス）
　第 ６ 回：栄養（肥満）
　第 7 回：栄養（栄養と疾病）
　第 8 回：栄養（ウエイト�コントロール）
　第 ９ 回：休養（休養の概念）
　第10回：休養（疲労とは何か）
　第11回：休養（睡眠）
　第12回：新しい健康の概念（健康を取り巻く環境）
　第1３回：新しい健康の概念（病気と健康）
　第1４回：新しい健康の概念（ウエルネス）

３．履修上の注意
　内容については基本的な事項から説明しますが，医学，生物学，
化学，生理学，心理学などの理系科目の専門用語も含みます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh-o!�Meijiに資料をアップしますので，授業前にダウンロードし
てください。
　ニュースや新聞で取り上げられた健康関連の話題に注意を払って
ください。専門用語は重要ですので，分からないところは質問した
り，調べたりして理解するようにしてください。

５．教科書
　なし。Oh-o!�Meijiに資料をアップします。

６．参考書
　とくに定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　各テーマの終了後にクイズを行い，解答について解説します。

８．成績評価の方法
　期末試験（100％）により評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）HES191J

スポーツ・レジャー・レクリエーション論 吉 松　 梓

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は，現代社会におけるスポーツ・レジャー・レクリエーシ
ョンの意義と役割について理解することを目的とする。このため，
主に前半はスポーツを「する」視点から，子ども時代から生涯にわ
たって，また多様な個人がどのようにスポーツ・レジャー・レクリ
エーションに関わっているかについて学ぶ。後半では，スポーツを

「支える」立場として考えるべき点について具体的に理解する。そ
して最後に，地域，自然環境などの社会的な課題に視野を広げ，ス
ポーツ・レジャー・レクリエーションが貢献できることについて事
例を通して考えを深める。

〈到達目標〉
　1．スポーツ・レジャー・レクリエーションの概念を説明できる。
　2．�ライフステージや多様な個人にとってのスポーツ・レジャー・

レクリエーションの意義と，その支援に必要なソフトスキル
を理解できる。

　３．�社会におけるスポーツ・レジャー・レクリエーションの価値
について自分の言葉で論述できる。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　スポーツ・レジャー・レクリエーションとは？
　第 ３ 回　スポーツ基本計画と近年のスポーツ動向
　第 ４ 回　子どもとスポーツ（遊びと心身の発達）
　第 ５ 回　子どもとスポーツ（体力と運動部活動）
　第 ６ 回　生涯スポーツ（健康・体力とスポーツ実施）
　第 7 回　生涯スポーツ（心の健康とスポーツ・レジャー参加）
　第 8 回　�アダプテッドスポーツ（障がい者スポーツからインクル

ーシブスポーツへ）
　第 ９ 回　スポーツ・レクリエーションのリスクマネジメント
　第10回　スポーツとインテグリティ（不正や暴力の根絶に向けて）
　第11回　地域とスポーツ・レジャー・レクリエーション
　第12回　自然環境とスポーツ・レジャー・レクリエーション
　第1３回　格差社会とスポーツ・レジャー・レクリエーション
　第1４回　aのみ：全体のまとめ

３．履修上の注意
　ペアワークやグループディスカッションなど，インタラクティブ
な手法も用いて授業を展開する。積極的な姿勢で参加すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業で小テストを行う，授業で配付する資料の予習・復習
をすること。また授業の中でスポーツ・レジャー・レクリエーショ
ンに関する最近の動向を取り上げるので，新聞やニュースなどを日
頃から確認することが望ましい。

５．教科書
　特定の教科書は使用しない。毎回の授業で資料を配付する。

６．参考書
　『教養としてのスポーツ科学』早稲田大学スポーツ科学学術院編

（大修館書店）2011.
　『レクリエーション支援の基礎』日本レクリエーション協会（日
本レクリエーション協会）2007.
　『よくわかるスポーツ文化論』井上俊，菊幸一（ミネルヴァ書房）
2020.ほか

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の授業の冒頭に，小テストの解説，リアクションシートの講
評を行う。

８．成績評価の方法
　毎回の授業のリアクションシート（2４％）と小テスト（３６％），
試験（４0％）を総合的に評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）HES111J

現代社会とスポーツ 田 中 充 洋

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　人類が長い歴史の中で作り上げてきたスポーツ文化について多角
的に解説していく。

〈到達目標〉
　現代社会におけるスポーツの持つ役割や社会への影響，技術とし
てのスポーツと個人の関わり，若者文化としてのスペクテイタース
ポーツ等について理解する。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容で進行する。
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　オリンピックと身体観
　第 ３ 回　近代スポーツの誕生（フットボールを中心に）
　第 ４ 回　スポーツと心
　第 ５ 回　スポーツと技術
　第 ６ 回　スポーツと体力
　第 7 回　スポーツと倫理（ドーピング問題など）
　第 8 回　スポーツボランティア
　第 ９ 回　スポーツ文化（学生スポーツを中心に）
　第10回　スポーツとメディア
　第11回　スポーツツーリズム構想
　第12回　スポーツフォーオール
　第1３回　スポーツ時事問題
　第1４回　a：試験
　　　　　b：講義全体の振り返り

３．履修上の注意
　授業には必ず出席し，意見交換の際には積極的に発言すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回目で講義予定を指示するが，TV/新聞やスポーツ関連雑誌
で現状を把握しておく事が望ましい。
　また，授業で配布する資料を振り返り，不明な部分があれば授業
で質問すること。

５．教科書
　特定のテキストは使用せず，毎回資料を配付して授業を進めます。

６．参考書
　ホイジンガ著「ホモ・ルーデンス」中公文庫
　アリストテレス著「ニコマコス倫理学」岩波文庫

７．課題に対するフィードバックの方法
　次回の授業で，課題の中の特徴的な見解や誤解についての解説や
学生のよくできた答案，レポート等を紹介する。

８．成績評価の方法
　期末試験（80％）を実施します。また，授業への貢献度（10%）
に加え，その時々に話題となるスポーツ問題に関するミニレポート

（10％）を総合的に評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）HES121J

トレーニングの科学 一之瀬　真 志

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　健康の維持・増進や運動パフォーマンスの向上には運動トレーニ
ングの実施は欠かせません。本講義では，運動生理学を背景とした
トレーニングについての科学的基礎，トレーニングに対する生体反
応と適応，さらに，トレーニングの種類や具体的なトレーニング内
容の決定方法，計画の建て方，効果の評価方法について解説します。

〈到達目標〉
　安全で効果的な運動トレーニングを行うために必要となる科学的
知識を身につけることを目的とします。

２．授業内容
　第 1 回　aのみ：運動トレーニングの概念と目的
　第 2 回　骨格筋の収縮と筋力の調節
　第 ３ 回　レジスタンストレーニングに対する生体反応・適応
　第 ４ 回　レジスタンストレーニングプログラムの計画法
　第 ５ 回　運動とエネルギー代謝 1
　第 ６ 回　運動とエネルギー代謝 2
　第 7 回　運動と呼吸
　第 8 回　運動と循環
　第 ９ 回　持久性トレーニングに対する生体反応・適応
　第10回　持久性トレーニングプログラムの計画法 1
　第11回　持久性トレーニングプログラムの計画法 2
　第12回　高地トレーニング
　第1３回　運動と体温調節
　第1４回　トレーニングと栄養摂取

３．履修上の注意
　内容については基本的な事項から説明しますが，生理学や化学な
どの専門用語も含まれます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回の授業において授業予定が示されるので，各授業の前に参
考図書や配布資料などを用いて予習してください。授業後には配布
資料などの該当箇所を振り返り復習をし，不明な点があれば授業で
質問してください。

５．教科書
　教科書は特に定めません。授業中に資料を配布します。

６．参考書
　運動生理学（池上晴夫，朝倉書店）
　運動生理学概論（浅野勝巳，杏林書院）
　運動生理学20講（勝田茂，朝倉書店）
　Physiology�of�Sports�and�Exercise（Wilmore�JH�et�al,�Human�
Kinetics）
　Exercise�Physiology（McArdle�WD�et�al,�Lippincott�Williams�&�
Wilkins）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中に小テストやレポート等を課す場合には，課題提出締め
切り後にOh!-Meijiを通じて解説を配信します。

８．成績評価の方法
　平常点（20％）と期末試験（80％）により評価します。

９．その他
　自分の身体の機能に興味がある人，体力・運動能力を高めたい人，
スポーツが好きな人，普段あまり運動をしてないけれど運動を始め
たいと思っている人，などには特に受講を勧めます。運動トレーニ
ングを行ったことがない人でも理解できる講義内容です。
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科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法
【全体概要】

　

2 単位 1 年次 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマの設定の仕方や議論の組み立て方，論文の文章の書き方な
ど，論文作成法を学びながら，実際に一本のオリジナルな論文を仕
上げていきます。このことによって，レポートの書き方も修得でき
ます。
　できるだけ多くの学生が，1年生のうちに履修することが望まし
い科目です。

２．授業内容
　各担当教員のシラバスを参照してください。

３．履修上の注意
　1年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は1クラスあた
り2５名の受講人数制限があります。そのため，第1回目授業までに
受講者の選考を行います。詳細は「経営学部履修の手引」を参照し
てください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各担当教員のシラバスを参照してください。

５．教科書

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
　各担当教員のシラバスを参照してください。

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提
出などが求められます。それらの平常点５0％と最後に提出する論文
５0％の総合で評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法 畑 中 基 紀

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　論文やレポートの作成には論理的思考力が必要です。これは，文章の論理を正
確に読み取ること，また，明快な論理によって構成された文章を書くことの訓練
によってつちかわれる，論証を適切におこなう能力と言い換えることができます。
そうした力を養うための，いわば頭のトレーニングに加えて，テーマの絞り込み
方から参考文献リストの作り方までを，発表・討論の方法の習得も視野に入れな
がら，段階的に，また綿密に教授します。

〈到達目標〉
　 ４ 年次に提出する卒業論文制作への基礎づくりとして，論理的文章を書くため
の基本的な考え方，資料収集法，論文作成法を理解し，実践する方法を学ぶこと
を目標とします。

２．授業内容
　主として以下の内容を学びながら実際に論文を作成していきます。
①テーマを決める
　論文を書くうえで最も重要なのは，何をどう書くかというテーマの決め方です。
図書館やインターネットを効率よく利用してみずからの問題意識を喚起しつつ論
文のテーマを絞り込んでいきます。
②アウトラインを考える
　テーマ決定の過程であつめた情報の山を，問い→論証→結論という流れに構成
してアウトライン，つまり論文のおおまかな設計図をつくる方法を学びます。
③資料の収集から執筆へ
　アウトラインにしたがって，必要な資料や参考文献を集め，執筆の材料となる
ノート（メモ）を作っていきます。この作業の結果，アウトラインを再検討する
ことになるでしょう。その後，たまったノート（メモ）を最終的なアウトライン
に合わせて構成していきます。これで自然に下書きができていきます。
④引用のマナーと方法
　レポートや論文を正しく書くためには，高校までに身についてしまった感覚と
意識を大きく変えなければならない点がいくつかあります。その中でもっとも重
要なのが，参考文献等，他人が書いた文章の中の情報の取り扱い方です。これに
は世界共通のルールとマナーがありますので，それをしっかり学ばなければなり
ません。
⑤論理的な文章を書くためのトレーニング
　上記の内容と並行して学んでいきます。第一歩は，論理的な文章を正確に読む
ことから。
⑥口頭発表のしかた，聴き方
　ゼミなどで行う口頭発表の準備過程は，上記４あたりまでは，論文作成と共通し
ます。その後の準備の仕方とプレゼンテーションの方法，そして，他人のプレゼ
ンテーションの聴き方について。

第 1 回　イントロダクション（この授業で学ぶこと）
第 2 回　論文作成の手順
第 ３ 回　事実を説明する
第 ４ 回　書き言葉の力を鍛えるⅠ／論文のテーマを決めるⅠ
第 ５ 回　論文のテーマを決めるⅡ
第 ６ 回　書き言葉の力を鍛えるⅡ
第 7 回　論文のテーマを決めるⅢ
第 8 回　パラグラフについての理解を深める
第 ９ 回　オリジナリティをつくりだすために
第10回　論理的な文章を書くためにⅠ～論拠
第11回　論理的な文章を書くためにⅡ～批判
第12回　引用のきまり
第1３回　執筆と仕上げ
第1４回　プレゼンテーションの準備と実際

　なお，状況により内容は変更することがあります。

３．履修上の注意
　 1 年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は 1 クラスあたり2５名の受
講人数制限があります。そのため，第 1 回目授業までに受講者の選考を行います。
詳細は「経営学部履修の手引」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回教室で指示する課題や調査などを確実にこなすこと。

５．教科書
　プリントを使用します。

６．参考書
　清水幾太郎『論文の書き方』（岩波新書，1９５９），澤田昭夫『論文の書き方』（講
談社学術文庫，1９77），教室で多数紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
主として教室で。必要に応じてOh-o!�Meijiでも。

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提出などが求め
られます。それらの平常点５0％と最後に提出する論文５0％の総合で評価します。

９．その他
　授業の進行の詳細は，最初の授業で説明します。また，参考文献の戦略的な検
索法などを学ぶための，図書館での実習も行う予定です。
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科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法 森 田 直 美

2 単位 1 年次
春学期 ・
秋学期

和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　論文やレポートの作成には論理的思考力が必要です。これは，文
章の論理を正確に読み取ること，また，明快な論理によって構成さ
れた文章を書くことの訓練によってつちかわれる，論証を適切にお
こなう能力と言い換えることができます。そうした力を養うため
の，いわば頭のトレーニングに加えて，テーマの絞り込み方から参
考文献リストの作り方までを，発表・討論の方法の習得も視野に入
れながら，段階的に，また綿密に教授します。

〈到達目標〉
　 ４ 年次に提出する卒業論文制作への基礎づくりとして，論理的文
章を書くための基本的な考え方，資料収集法，論文作成法を理解し，
実践する方法を学ぶことを目標とします。

２．授業内容
　第 1 回　アカデミック・ライティングについて
　第 2 回：「文語」について（レポート・論文にふさわしい語彙）
　第 ３ 回：一文一義について，および接続詞の適切な使用について
　第 ４ 回：文章校正の実践（口語表現を文語表現にあらためる）
　第 ５ 回：図書館の利用方法，および表，データの扱い方
　第 ６ 回：論文の構成について，および論説文の要約
　第 7 回：インターネットリテラシーについて
　第 8 回：官公庁が提供するデータを読み解く
　第 ９ 回：信頼できる企業が提供するデータを読み解く
　第10回：論説文を読み，小論文を執筆する
　第11回：期末課題の解説，および受講生各自でテーマを考える
　第12回：受講生各自の期末課題テーマ発表と総評
　第1３回：期末課題の執筆と添削
　第1４回：�a:半期のまとめ

３．履修上の注意
　 1 年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は 1 クラスあ
たり2５名の受講人数制限があります。そのため，第 1 回目授業まで
に受講者の選考を行います。詳細は「経営学部履修の手引」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
毎回教室で指示する課題や調査などを確実にこなすこと。

５．教科書
適宜プリントを配布します。

６．参考書
石黒圭『論文・レポートの基本』（日本実業出版社，2012年）
井下千以子『思考を鍛えるレポート論文作成法�第３版』（慶應義塾
大学出版会，201９年）

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回提出する課題に対して，次回授業で総評を伝えるか，Oh-o ！
Meijiのクラスウェブを通して個別にコメントします。

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提
出などが求められます。それらの平常点５0％と最後に提出する論文
５0％の総合で評価します。

９．その他
授業の進行の詳細は最初の授業で説明します。また，時間的な余裕
があれば，参考文献の検索法などを学ぶために図書館での実習も行
う予定です。

科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法 岡 崎 直 也

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　論文やレポートの作成には論理的思考力が必要です。これは，文
章の論理を正確に読み取ること，また，明快な論理によって構成さ
れた文章を書くことの訓練によってつちかわれる，論証を適切にお
こなう能力と言い換えることができます。そうした力を養うため
の，いわば頭のトレーニングに加えて，テーマの絞り込み方から参
考文献リストの作り方までを，発表・討論の方法の習得も視野に入
れながら，段階的に，また綿密に教授します。

〈到達目標〉
　 ４ 年次に提出する卒業論文制作への基礎づくりとして，論理的文
章を書くための基本的な考え方，資料収集法，論文作成法を理解し，
実践する方法を学ぶことを目標とします。

２．授業内容
　単なる事実の羅列や他人の説の要約は論文とはいえません。具体
的に根拠を挙げて論理的に仮説を検証する研究論文の書き方の基礎
を学びます。
　テーマの選定，文献・資料の収集と整理，仮説とアウトラインの
設定，口頭発表と質疑応答，論文作成，という一連の作業を受講生
に課し，文章の構成，論証の方法，句読点・記号のルール，引用・
注のマナー，推敲の注意点などを順次講義する予定です。
　第 1 講　イントロダクション・自己紹介
　第 2 講　テーマの決め方・文献の整理法
　第 ３ 講　図書館ツアー〔資料収集法の習得〕
　第 ４ 講　各自のテーマの発表と討論①
　第 ５ 講　各自のテーマの発表と討論②
　第 ６ 講　論文の書き方①
　第 7 講　論文の書き方②
　第 8 講　論文要旨〔1200字〕の発表と討論①
　第 ９ 講　論文要旨〔1200字〕の発表と討論②
　第10講　論文要旨〔1200字〕の発表と討論③
　第11講　論文要旨〔1200字〕の発表と討論④
　第12講　論文要旨〔1200字〕の発表と討論⑤
　第1３講　論文要旨〔1200字〕の発表と討論⑥
　第1４講　論文〔４000～６000字〕提出と講評
　※�上記はあくまでも予定であり，授業の進行によっては変更があ

ります。

３．履修上の注意
　 1 年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は 1 クラスあ
たり2５名の受講人数制限があります。そのため，第 1 回目授業まで
に受講者の選考を行います。詳細は「経営学部履修の手引」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　　毎回教室で指示する課題や調査などを確実にこなすこと。

５．教科書
　プリントを使用します。

６．参考書
　澤田昭夫『論文の書き方』（講談社学術文庫，1９77）
　戸田山和久『論文の教室―レポートから卒論まで』最新版（日本
放送出版協会，2022）

７．課題に対するフィードバックの方法
基本的には授業時にコメントしますが，ポータルのレポート・フィ
ードバック欄も使用します。

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提
出などが求められます。それらの平常点５0％と最後に提出する論文
５0％の総合で評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法 高 橋 雄 生

2 単位 1 年次
春学期 ・
秋学期

和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　論文やレポートの作成には論理的思考力が必要です。これは，文
章の論理を正確に読み取ること，また，明快な論理によって構成さ
れた文章を書くことの訓練によってつちかわれる，論証を適切にお
こなう能力と言い換えることができます。そうした力を養うため
の，いわば頭のトレーニングに加えて，テーマの絞り込み方から参
考文献リストの作り方までを，発表・討論の方法の習得も視野に入
れながら，段階的に，また綿密に教授します。

〈到達目標〉
　 ４ 年次に提出する卒業論文制作への基礎づくりとして，論理的文
章を書くための基本的な考え方，資料収集法，論文作成法を理解し，
実践する方法を学ぶことを目標とします。

２．授業内容
　第 1 回　ロジカルシンキング
　第 2 回　作文と論文の違い・論文の発想法
　第 ３ 回　テーマの決め方(1)
　第 ４ 回　テーマの決め方(2)　テーマを３つぐらい考え提出
　第 ５ 回　テーマの決定
　第 ６ 回　資料の収集・整理・分析(1)
　第 7 回　資料の収集・整理・分析(2)
　第 8 回　資料の収集・整理・分析(３)　参考文献1冊目要約提出
　第 ９ 回　論文作成法(1)
　第10回　論文作成法(2)
　第11回　論文作成法(３)
　第12回　目次の完成
　第1３回　プレゼンテーション(1)
　第1４回　プレゼンテーション(2)

３．履修上の注意
　 1 年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は 1 クラスあ
たり2５名の受講人数制限があります。そのため，第 1 回目授業まで
に受講者の選考を行います。詳細は「経営学部履修の手引」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回教室で指示する課題や調査などを確実にこなすこと。

５．教科書
　プリントを使用します。

６．参考書
　澤田昭夫『論文の書き方』（講談社学術文庫，1９77）
　ウンベルト・エコ『論文作法』（而立書房，1９９1）
　神永正博『統計思考力』（日経ビジネス人文庫，201３）

７．課題に対するフィードバックの方法
課題の提出，フイードバックは，オー明治を活用します。

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提
出などが求められます。それらの平常点５0％と最後に提出する論文
５0％の総合で評価します。

９．その他
　授業の進行の詳細は，最初の授業で説明します。また，参考文献
の戦略的な検索法などを学ぶための，図書館での実習も時間が取れ
れば行う予定です。
　原則対面授業です。
　万が一休講した時は，補講をせずに，オンラインで配信します。
　プリントの配布やレポートの提出は，オー明治を活用します。

科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法 田 原　加奈子

2 単位 1 年次
春学期 ・
秋学期

和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　論文やレポートの作成には論理的思考力が必要です。これは，文
章の論理を正確に読み取ること，また，明快な論理によって構成さ
れた文章を書くことの訓練によってつちかわれる，論証を適切にお
こなう能力と言い換えることができます。そうした力を養うため
の，いわば頭のトレーニングに加えて，テーマの絞り込み方から参
考文献リストの作り方までを，発表・討論の方法の習得も視野に入
れながら，段階的に，また綿密に教授します。

〈到達目標〉
　 ４ 年次に提出する卒業論文制作への基礎づくりとして，論理的文
章を書くための基本的な考え方，資料収集法，論文作成法を理解し，
実践する方法を学ぶことを目標とします。

２．授業内容
本授業では，いくつかのテーマで短い文章（３00～1000字程度）を
執筆することと，最終的に各自の関心に基づいた小論文（４000字程
度）を執筆することを成果とする。執筆物に対するディスカッショ
ンを行うことで，書く技術のブラッシュアップを重ねる。随時示さ
れたテーマに基づいて文章を執筆し，事前提出（Oh-o!�Meijiを利用
予定）のうえ，授業に臨むこと。
第 1 回　論文・レポートとは何か
第 2 回　文章校正から学ぶ一文一義
第 ３ ～ ５ 回　小構造・パラグラフ
第 ６ ， 7 回　トピックセンテンス
第 8 ， ９ 回　調べ方と図表の入れ方
第10回　アウトラインと引用方法
第11回　要旨のつくり方と口頭発表について
第12回　論文の検討
第1３，1４回　口頭発表

３．履修上の注意
　 1 年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は 1 クラスあ
たり2５名の受講人数制限があります。そのため，第 1 回目授業まで
に受講者の選考を行います。詳細は「経営学部履修の手引」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
示されたテーマに対して文章を執筆し，提出する（予習）
授業内でのディスカッションを通して見えてきたブラッシュアップ
すべき点を，次の文章執筆に反映させる（復習）

５．教科書
特に定めない

６．参考書
『大学生のための日本語表現トレーニング�ドリル編』安部�朋世，橋
本�修，福嶋�健伸（三省堂）

『大学一年生の文章作法（岩波テキストブックスα）』山本�幸司（岩
波書店）

『基礎からわかる�論文の書き方（講談社現代新書）』小熊�英二（講
談社）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内でそれぞれの執筆物に対するディスカッションを行うととも
に，Oh-o!�Meijiを利用したフィードバック（全体／個人）を予定し
ている。

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提
出などが求められます。それらの平常点５0％と最後に提出する論文
５0％の総合で評価します。

９．その他
初回に具体的な進行方法を説明する。執筆したものを授業内で共有
し，ディスカッションを行うため，提出期限は厳守すること。出席
日数が足りていても，文章の提出およびディスカッションへの参加
がなければ評価に値しない。
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科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法 堂野前　彰 子

2 単位 1 年次
春学期 ・
秋学期

和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　論文やレポートの作成には論理的思考力が必要です。これは，文
章の論理を正確に読み取ること，また，明快な論理によって構成さ
れた文章を書くことの訓練によってつちかわれる，論証を適切にお
こなう能力と言い換えることができます。そうした力を養うため
の，いわば頭のトレーニングに加えて，テーマの絞り込み方から参
考文献リストの作り方までを，発表・討論の方法の習得も視野に入
れながら，段階的に，また綿密に教授します。

〈到達目標〉
　 ４ 年次に提出する卒業論文制作への基礎づくりとして，論理的文
章を書くための基本的な考え方，資料収集法，論文作成法を理解し，
実践する方法を学ぶことを目標とします。

２．授業内容
【授業内容】
　『天野祐吉のＣM天気図傑作選』（朝日新聞出版）のコラムやブレ
イディみか子氏の短いエッセイなどを取りあげ，そこでなされてい
る表現の工夫やテーマの捉え方，アプローチの仕方について考えま
す。また，この授業で学ぶのは，論文の型，資料の収集方法，柔ら
かい思考です。その基礎となる，自分なりのものの見方を確立する
ことを目指します。

【授業予定】
　第 1 回　論文とは
　第 2 回　テーマと問題意識
　第 ３ 回　論文の型
　第 ４ 回　共通課題レポートの提出と論文のロジック
　第 ５ 回　資料の収集
　第 ６ 回　注と参考文献
　第 7 回　アンケートの方法
　第 8 回　論文の構成
　第 ９ 回　レジュメ作成の方法
　第10回�効果的なプレゼンテーション（TED視聴）
　第11回�レジュメ発表①
　第12回�レジュメ発表②
　第1３回�レジュメ発表③
　第1４回　論文作成の方法（まとめ）と自由課題レポートの返却
※優れた自由課題レポートは『蒼樹』18号（202３年度版）に掲載す
る予定です。

３．履修上の注意
　 1 年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は 1 クラスあ
たり2５名の受講人数制限があります。そのため，第 1 回目授業まで
に受講者の選考を行います。詳細は「経営学部履修の手引」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　レポートを作成するにあたり，段階的に課題を課します。課題を
こなして授業に臨むようにしてください。

５．教科書
　プリントを使用します。

６．参考書
　居駒永幸・畑中基紀・斎藤静隆・永野宏志編『レポート論文の
Start�Line』

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提
出などが求められます。それらの平常点５0％と最後に提出する論文
５0％の総合で評価します。

９．その他
　論文には型があります。文章を書くことが苦手でも，その型さえ
学べば論文らしくなります。しかし，それだけではよい論文とは言
えません。自らが深く思考して，はじめて文章になります。この授
業では，そのような独自の視点を持てるよう，自分の感想を持つこ
とからはじめます。

科目ナンバー：（BA）ACD191J

レポート・論文作成法 永 野 宏 志

2 単位 1 年次
春学期 ・
秋学期

和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　論文やレポートの作成には論理的思考力が必要です。これは，文章の論理を正確に読み取
ること，また，明快な論理によって構成された文章を書くことの訓練によってつちかわれる，
論証を適切におこなう能力と言い換えることができます。そうした力を養うための，いわば
頭のトレーニングに加えて，テーマの絞り込み方から参考文献リストの作り方までを，発表・
討論の方法の習得も視野に入れながら，段階的に，また綿密に教授します。

〈到達目標〉
　 ４ 年次に提出する卒業論文制作への基礎づくりとして，論理的文章を書くための基本的な
考え方，資料収集法，論文作成法を理解し，実践する方法を学ぶことを目標とします。

２．授業内容
インターネットやマスメディアに浸透する身近な物語から始めて，レポート論文の物語的部
分と非物語的部分を区別し，各自がレポート作成に向かえるように，分析力(パターンを見
出す)，発想力(各パターンを関係づける)，記述力(他人を説得するように書く)，さらに日々
変容するIT社会への基本的な対応力と批判力を身につけるのが本授業の目標です。

第 1 回：物語の流行がある【テーマ】不透明な時代に流行する群像劇的な物語パターンの紹介
　　　　�『鬼滅の刃』と『ヴァイオレット・エヴァーガーデン』の共通点と異なる点を考え

ます。
第 2 回　�物語の流行には背景がある【テーマ】ゼロ年代から流行するタイムリープ物語パタ

ーンの紹介
　　　　�『君の名は。』『時をかける少女』の似ている点と違う点を，現代の歴史背景と重ね

て検討します。
第 ３ 回：物語には定番がある【テーマ】古代から変わらない物語パターンの確認
　　　　�『スターウォーズ』と『ロード・オブ・ザ・リング』の似ている点と異なる点を考

察します。
第 ４ 回：�音楽と物語【テーマ】1.感覚記憶:ゼロ年代のMVからイベントと物語の繋げ方３パタ

ーンの抽出
　　　　�物語消費の方法/ケツメイシ『さくら』，椎名林檎『ギプス』，平井堅『瞳を閉じて』

と現代の曲の違いを検討します。
第 ５ 回：写真と物語【テーマ】2.短期記憶:写真から物語パターンを引き出す方法の紹介
　　　　�モノクロ写真，カラー写真，プリクラ，インスタが作る物語の違いと，クリエイタ

ーの情報操作の方法を確認します。
第 ６ 回：映画と物語【テーマ】３.長期記憶:未来を回想する物語が作れない理由の検討
　　　　�過去に縛るマスメディア/泣かせる映画『ニューシネマ・パラダイス』の2つのバー

ジョンを比較します。
第 7 回：�コンピュータと物語【テーマ】過去データで不可能な未来予測のためのラインの引

き方の紹介
　　　　�AIが人間を超える〈シンギュラリティ〉に対抗する方法/Apple社の10年後を予測し

てみます。
第 8 回：�現在と過去と物語【テーマ】日常のモノに住み着く過去の物語を無意識の行為から

抽出
　　　　�私たちが「割り箸」というモノを使う行為から，宗教的な情報操作を受ける私たち

を再発見します。
第 ９ 回：現在と未来の物語【テーマ】フェイクニュースと都市伝説から信じられる部分を抽出
　　　　�９.11を検討した映画『９.11の虚構』の仮説のウソ/ホントの判定を，背理法を使って

試みます。
第10回：�現在とあなたの今と物語�【テーマ】ディズニー映画『ファンタジア』から考える色

彩論
　　　　�色彩が人に及ぼす錯覚も含めた効果を検討し，私たちが今何を見せられているのか

を考えます。
第11回：学生自身による最終レポート作成プランのプレゼンテーション(1)
第12回：学生自身による最終レポート作成プランのプレゼンテーション(2)
第1３回：学生自身による最終レポート作成プランのプレゼンテーション(３)
第1４回：学生自身による最終レポート作成プランのプレゼンテーション(４)

（第11～1４回の冒頭で論文のフォーマットや作成の際の注意点を４回に分けて説明し，併せて
レポート・サンプルを配布します。）

３．履修上の注意
　 1 年次で履修することが望ましい。ただし，本授業は 1 クラスあたり2５名の受講人数制限
があります。そのため，第 1 回目授業までに受講者の選考を行います。詳細は「経営学部履
修の手引」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習:�毎回の授業でマンダラチャートを配布して埋めていただくので，そこに書いたキーワ
ードを覚えてマンダラのように動かしてください。
復習毎回の授業中に書いたマンダラチャートは回収するので，授業で書いたキーワードを書
き出しリストアップして保存しておいてください。

（※マンダラチャートとは，思いついた言葉からマンダラ状に言葉をリンクさせてキーワー
ドを作り出すマインドマップの一種です。）

５．教科書
特になし（毎回の授業時に文献や映像を提示します。）

６．参考書
小河原誠『読み書きの技法』(ちくま新書)，クリストファー・ボグラー&デイビッド・マッ
ケナ『物語の法則』(ASCII)，大塚英志『ストーリーメーカー』・同『キャラクターメーカー』
( 2 冊ともSB新書)，ナシーム・ニコラス・タレブ『ブラック・スワン』(上・下�ダイヤモン
ド社)，フィリップ・E・テトロック&ダン・ガードナー『超予測力』(ハヤカワノンフィクシ
ョン文庫)，鈴木宏昭『教養としての認知科学』(東京大学出版局)

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回配布するマンダラチャートを回収して評価し，次の回の授業冒頭にに返却して全体の講
評をします。

８．成績評価の方法
　演習形式の授業ですから，発表や討論への積極的な参加，課題提出などが求められます。
それらの平常点５0％と最後に提出する論文５0％の総合で評価します。

９．その他
この授業の応用編として，同じ教員の言語表現論（秋学期）が用意してあります。インター
ネットやAIの進化をめぐる言語環境の詳細を知りたい意欲ある学生を歓迎します。
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科目ナンバー：（BA）LIN191J

言 語 表 現 論
【全体概要】

　

2 単位 1 年次 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　「言語表現論」の全クラスに共通する基本的な概要・到達目標は
下記のとおりです。
　本講義は ６ クラス設置され，担当教員により授業内容等は異なっ
ていますので，詳細は各教員のシラバスを参照してください。

〈概要〉
　多様な形式の言語表現を知ることで，私たちの文化における表現
の意義と可能性について考察しましょう。みなさんの人生のあらゆ
る場面はコミュニケーションという行為によって成立していて，そ
こには必ず表現（表現すること/表現を読み取ること）が介在して
います。したがって，表現の力を知り，養うことは，たんに学問の
基礎としての力のみならず，人生のさまざまな局面で物事を適切に
理解し対処するための力を身につけることでもあるのです。

〈到達目標〉
　表現に対して自覚的になることの重要性を理解すること。

２．授業内容
　各担当教員のシラバスを参照してください。

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各担当教員のシラバスを参照してください。

５．教科書

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
　各担当教員のシラバスを参照してください。

８．成績評価の方法
　各担当教員のシラバスを参照してください。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LIN191J

言 語 表 現 論 畑 中 基 紀

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　書き言葉で伝えるを，テーマに実践的に学んでいきます。スポーツ
や芸能と同じように，文章表現にも基本の型というべきものがありま
す。この型をしっかりと身につけることが，伝わる表現の技術を習得
する秘訣です。この授業では文書による表現の型をいくつか学びなが
ら，同時に，「説明する」「おわびをする」ということを中心に説得の
本質について考えていきます。このため，実際に文章を読む，また書
く練習をいくつかこなしながら学習することになります。
〈到達目標〉
　上記の「型」を理解し，状況に応じて適切な文章表現ができるよ
うになること。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　敬語表現のルールとコツ
　第 ３ 回　書簡文（手紙）の型を知る
　第 ４ 回　書簡文の型を崩す
　第 ５ 回　書簡文の実例
　第 ６ 回　説明文の落とし穴
　第 7 回　説明におけるfoolproof
　第 8 回　説明の技術Ⅰ
　第 ９ 回　説明の技術Ⅱ
　第10回　説明の技術Ⅲ
　第11回　説得力を生むロジック
　第12回　〈お詫び〉の成立条件
　第1３回　釈明と心理
　第1４回　まとめ
　（内容は適宜，入れ換えや変更を行うことがあります）

３．履修上の注意
　講義形式の授業で，人数制限はありません。ただし，演習形式の

「レポート・論文作成法」とともに，できるだけ 1 年次で履修する
ことが望ましい科目です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ふだん目に触れる文章の構成や表現方法を意識することで，言葉
に対する感覚を研ぎすますようにしてください。

５．教科書
　プリントを使用します。

６．参考書
　藤沢晃治『「分かりやすい表現」の技術』2020.1，文響社。その他，
教室で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
教室で，またはOh-o!�Meijiを利用して。

８．成績評価の方法
　授業期間内の課題を含む平常点３割，期末レポート7割。

９．その他
　与えられた課題は必ず提出してください。
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科目ナンバー：（BA）LIN191J

言 語 表 現 論 森 田 直 美

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
言語による表現力の育成にはさまざまな階層・時代・ジャンルの言
語・文学に触れる機会をもつことが重要です。古語・古典文学を通
じてこそ，獲得できる語彙やレトリックがあります。
本授業では，日本語の成り立ちを学び，明治３３年まで常用されていた

「変体仮名」の読解を習得します。よって，毎回変体仮名（いわゆる
くずし字の平仮名）で記された写本を読むトレーニングをします。
さらに後半の回では，古典文学の名作を変体仮名で読むとともに，
その表現の特徴や読解ポイントについて学びます。「すぐれた表現」

「人の心に響く言葉」の本質を，自分なりに考えてみましょう。

〈到達目標〉
①　変体仮名を読み解くことができる。
②　�古典文学の名作を読み，その表現の特徴や美点について自分の

言葉で伝えられる。

２．授業内容
　第 1 回：仮名文字の成り立ちについて
　第 2 ～ ４ 回：変体仮名を読むトレーニング�初級
　第 ５ 回：中間テスト①と解説
　第 ６ ～ 8 回：変体仮名を読むトレーニング�中級
　第 ９ 回：中間テスト②と解説
　第10～1３回：�写本で古典文学の名作を読み，その表現的特徴や美

点を考える
　第1４回　a：期末テスト　b：テストの解説

３．履修上の注意
　（1）　講義形式で，人数制限はありません。ただし，演習形式の

「レポート・論文作成法」とともに，できるだけ1年次で履修するこ
とが望ましい科目です。
　（2）　講義形式ですが，変体仮名の読解習得が単位取得に必須で
す。よって，受講生は座って話を聞くだけでなく，自分の手を動か
し，変体仮名を読み解く技術を学ぶ必要があります。その習得度が
成績評価に反映されると認識して履修登録してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の予習：変体仮名読解の課題をこなす。
　各回の復習：読めなかった変体仮名を復習する。

５．教科書
　伊地知鐵男『増補改訂�仮名変体集』（新典社，昭和４1年）
必ず購入し，毎回持参すること。

６．参考書
　児玉幸多『くずし字用例辞典　普及版』（東京堂出版，1９９３年）
　上記の他，授業時に適宜紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の授業時に，読解した変体仮名の解答と解説を行います。

８．成績評価の方法
　授業への参加態度３0％，中間テスト①②３0％，期末テスト�４0％
を目安として総合的に評価します。

９．その他
　変体仮名の読解習得は，毎回の授業での積み重ねが重要です。欠
席をせず，段階を追ってトレーニングを積む姿勢が必須となります。

科目ナンバー：（BA）LIN191J

言 語 表 現 論 岡 崎 直 也

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　混迷を深める現代，私たちは人間関係の稀薄化に起因する様々な
問題を抱えている。人と人との〈あいだ〉を思考や行動の原点とし
て〈以心伝心〉を尊び，その功罪を問われた日本人の在りようも変
容を遂げた。形骸化したそれが相手への過度の依存として残るなか
で，現代日本人はコミュニケーションの危機に喘がなければならな
い。本講義では，こうした状況を踏まえて実用的文章の習熟に努め
る一方，芸術的文章の文体分析によって日本語の奥行きを見据え，
その〈こころ〉に触れる。

〈到達目標〉
　日本語表現の常識を修得し，文章の読解力・表現力を養うものと
する。

２．授業内容
　第 1 ～ 2 回　日本語と日本文化
　第 ３ ～ ４ 回　敬語のマナー
　第 ５ ～ ６ 回　日本語の語順
　第 7 ～ 8 回　句読点と記号
　第 ９ ～10回　手紙の書き方
　第11～12回　視点の位置
　第1３～1４回　文体とリズム
　演習―慣用句・故事成語・ことわざ・四字熟語・同音異義語・同
訓異義語・紛らわしい言葉の使い分け
※上記はあくまでも予定であり，授業の進行によっては変更があ
る。

３．履修上の注意
　人数制限はない。ただし，演習形式の「レポート・論文作成法」
とともに，できるだけ1年次で履修する。私語厳禁。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義形式の授業ではあるが，短い文章を多く書いてもらうため宿
題などもある。

５．教科書
　特に使用しない。プリントを配付する。

６．参考書
　居駒　永幸・ほか『レポート論文のStart�Line』おうふう。
　本多　勝一『日本語の作文技術』朝日文庫。
　三浦つとむ『日本語はどういう言語か』講談社学術文庫。
　佐藤　信夫『レトリック感覚』講談社学術文庫。
　佐藤　信夫『レトリック認識』講談社学術文庫。

７．課題に対するフィードバックの方法
優れた指摘や問題提起をしたレポートに基本的には授業でコメント
する予定

８．成績評価の方法
　期末試験〔５0％〕期間内の課題を主とする平常点〔５0％〕

９．その他
　与えられた課題は必ず提出すること。



― ５1 ―

科目ナンバー：（BA）LIN191J

言 語 表 現 論 高 橋 雄 生

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　近代・現代の随筆・日記等を鑑賞し，それらの文章の構成や表現
の分析を通して，すぐれた文章とは何かという問題を考察する。

〈到達目標〉
　本授業の目的は，名文に触れるだけでなく，自分の言葉で，自分
自身の問題意識や思考したことを，誰にでもわかるように書く，す
なわち「自己表現の探究」というところにあります。

２．授業内容
　第 1 回　文章論の担い手
　第 2 回　谷崎潤一郎「文章読本」
　第 ３ 回　三島由紀夫「文章読本」
　第 ４ 回　丸谷才一「文章読本」
　第 ５ 回　中村明「名文」井上ひさし「説明文の伝達度」
　第 ６ 回　森鴎外「独逸日記」
　第 7 回　阿部次郎「三太郎の日記」大宅壮一の日記
　第 8 回　�宮柊二「宮柊二青春日記」寿岳章子の日記（文章論に関

するレポート提出）
　第 ９ 回　文章論に関するレポートの講評
　第10回　大宅歩「詩と反逆と死」
　第11回　高野悦子「二十歳の原点」
　第12回　赤木智弘「『丸山眞男』をひっぱたきたい」
　第1３回　大庭みな子「幸福な結婚」
　第1４回　小林秀雄「信ずることと知ること」

３．履修上の注意
　講義形式の授業で，人数制限はありません。レポート・論文作成
法の授業とともに，1年次で履修することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回講義時に問題提起するので，自ら考え調べてほしい。予習よ
りも復習に重点をおいて学習してほしい。講義で取り上げる作品の
著者について，あらかじめ調べておくこと。

５．教科書
　プリントを授業時に随時配布する。

６．参考書
特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法
レポートの提出やフイードバックは，オー明治を活用します。

８．成績評価の方法
　平常点20％。1000字程度のレポートを４回で６0％。３00字程度のレ
ポート2回で20％。

９．その他
　与えられた課題は必ず提出すること。
　原則対面授業です。
　万が一休講した時は，補講をせずに，オンラインで配信します。
　プリントの配布やレポートの提出は，オー明治を活用します。

科目ナンバー：（BA）LIN191J

言 語 表 現 論 堂野前　彰 子

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　　世界のグローバル化が進んだ今日，国際語としての英語やその
他外国語の使用の機会が増えていますが，世界認識や自立した思考
には母語である日本語の使用能力の向上が必要です。日本語の適切
な活用を可能にするために，この授業では言語表現や日本語の特徴
について学びます。表記による違いが文章にどのような印象を与え
るのか，表現においてどのような工夫がなされているのかなど，言
語表現の多様性や可能性について，またそのような言葉と国家の関
係について，文学作品や広告の表現を具体例にあげて考えます。

〈到達目標〉
　言葉とは世界解釈であり，認識そのものであるという前提を理解
し，社会に向け効果的に自己を発信できる言語表現を習得すること
を目指します。

２．授業内容
第 1 回　言葉とは何か―言語学的な視点から
　　　　・TED�Conference「初めて言えた時」（デブ・ロイ）を視聴。
第 2 回　言葉の意味―言葉の二重構造
第 ３ 回　言葉の解体
　　　　・「最後の講義：みうらじゅん」（NHK番組）から。
第 ４ 回　日本語の特徴1―擬声語・擬態語と掛詞
第 ５ 回　ことばと国家1―母語と母国語
第 ６ 回　ことばと国家2―ユダヤ人とイデッシュ
　　　　・映画『家へかえろう』を視聴。
第 7 回　日本語の特徴2―キャッチコピーと四つの表記
第 8 回　日本語の特徴３―近代国家と翻訳語
第 ９ 回　日本語の特徴４―文章の要素
第10回　日本語の特徴５―小説の手法・詩の言葉
第11回　�日本語の特徴６―「なる」の思想・「はじ」の文化・「笑い」

の意味
第12回　文字とデザイン―本の装丁
　　　　・�TED�Conference「デザイン万歳」（チップ・キッド）を

視聴。
第1３回　広告の言葉―クリエイティブ・シンキング
第1４回　言葉とは何か再考―映画「婚約者の友人」から
　　　　・映画『婚約者の友人』を視聴。

３．履修上の注意
　講義形式の授業で，人数制限はありません。ただし，演習形式の

「レポート・論文作成法」とともに，できるだけ1年次で履修するこ
とが望ましい科目です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　紹介した本や配布したプリントなどに目を通してください。ま
た，授業の内容を自分の言葉でまとめるようにしてください。

５．教科書
　教科書は使用しません。授業でプリント及びレジュメを配布しま
す。

６．参考書
　丸山圭三郎『言葉とは何か』（夏目書房）
　今井むつみ『ことばと思考』）（岩波新書）
　田中克彦『ことばと国家』（岩波新書）
　柳父章『翻訳語成立事情』（岩波新書）
　和田誠『ことばの波止場』（中公文庫）
　谷崎潤一郎『文章読本』（中公文庫）
　天野祐吉編『CREATORES�TALK』（青幻社）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　成績は，平常点（３0％）と期末試験（70％）によって評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LIN191J

言 語 表 現 論 永 野 宏 志

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
※この授業は2022年度「日本文学B」の内容をIT時代の言語表現に重点化したものです。よって，2022
年度「日本文学B」をすでに受講した方は内容がほぼ重複していますので，あらかじめご了承ください。

《概要》
この授業では「言語表現」をコンピュータに関わる範囲にまで拡張します。また，コンピュータ，スマホ，
ゲーム機，VR装置等によって日々情報が伝達される「インターネットメディア」の言語システムを主な
対象とします。インターネットメディアは企業や国家だけでなく，各個人が発信し，コミュニケート可能
な双方向的なメディアです。一方で，双方向的なやりとりによって各自のデータは企業や国家に管理され，
加工を施しながらも売買され，未来を予測するコンピュータの計算力によってユーザー各自の趣味趣向す
ら企業に方向づけられて，管理する側に膨大な利益をもたらす格差構造を作り出しました。加えて，コン
ピュータを介することで，突然のクラッシュによる危機や遠隔操作による犯罪(サイバー攻撃)も日々生み
出しています。本授業では，人々の未来まで先取りするこのメディアを疑似体験しつつその未来も予想す
るために，近未来的な物語の中に身をおくという手順で進みます。扱う作品は，私たちの現在の延長とし
て未来を描いた伊藤計劃のSFです。SF世界の登場人物の視点からVR体験的に，インターネットが生み出
すサイバー空間(脳中心)と現実空間(身体中心)の間に起こる諸問題を検討する予定です。

《到達目標》
人間の知性をコンピュータの知性が超えるとカーツワイルが予測したような技術的特異点(別名シンギュラ
リティ問題)が想定されると，人間の仕事が減り，労働や消費という考え方も変わってきます。この例はコ
ンピュータが予測機械として私たちの未来に関わるようになってきていることを示しています。また，私た
ちが自由で開かれた未来を想像しづらくなっているのは，手元にあるスマホや机の上のPCが未来を先取り
してしまうからです。それゆえこの授業の目標は，私たちの身体がインターネットに接続されている点をし
っかりと自覚し，自分の未来を自分で予測し行動するインセンティブを日々の生活に与えることです。

２．授業内容
【第 1 回】�伊藤計劃紹介：本授業で取り扱う『虐殺器官』『ハーモニー』『屍者の帝国』の一部を紹介して，

伊藤計劃SFの特徴を概説します。キーワード=〈道具から環境へ，IT，BT，シンギュラリティ，
ネットワーク〉

【第 2 回】�伊藤計劃以前：インターネットの普及とともに出現したサイバーパンクSFの物語の特徴を，映
画化された作品映像を紹介しながら検討します。キーワード=〈サイバーパンク，インターネッ
ト，マンマシン・システム，人間至上主義〉

【第 ３ 回】�『虐殺器官』①：作品の序盤を紹介しながら，新しい主人公と古い物語パターンによって現実と
地続きの未来が描かれる点を検討します。キーワード=〈物語パターン，サブジェクトからエー
ジェントへ，データ至上主義〉

【第 ４ 回】�『虐殺器官』②：作品の中盤を紹介しながら，ゲーム的世界に設定された作品が，SF的未来によ
って私たちの現実を映し出す点を検討します。キーワード=〈ナノ化する技術，ゲーム的世界，
プレーヤーとキャラクター，生成文法〉

【第 ５ 回】�『虐殺器官』③：作品の終盤を紹介しながら，「虐殺の文法」がどの程度まで私たちの現実に部
分的に浸透しているのか，という点を検討します。キーワード=〈二項コード，利己的遺伝子，
利他主義，プロパガンダ・モデル〉

【第 ６ 回】�(ブレイク1)�IT社会におけるプログラマとハッカーの共通項をハッカー映画の二重性格的主人公
から分析し，実際の事件のドキュメンタリーでハッキングの規模の大きさについて考察します。
キーワード=<コメディ，英雄物語，超監視社会，二重人格的生活>

【第 7 回】�『ハーモニー』①：�作品の序盤を紹介しながら，この作品の主人公と管理社会が成り立つために
必要な現在の技術とそのSF的な進化の形態について検討します。キーワード=〈監視社会から管
理社会へ，リソース，ビッグデータ〉

【第 8 回】�『ハーモニー』②：作品の中盤を紹介しながら，この未来社会のシステムの理論的ベースについ
て検討し，理論にある盲点とシステムの脆弱性を取り出します。キーワード=〈トップダウンIT
社会の ３ 層，脆弱性，双曲割引〉

【第 ９ 回】�『ハーモニー』③：作品の終盤を紹介しながら，AIが語り手の世界の外側の世界を取り出し，外
側の世界も含めたクライマックス後の世界を予想します。キーワード=〈意識，プログラムの入
力者，ノイマン型AIの限界〉

【第10回】�(ブレイク2)コンピュータシミュレーションが主役となった日本初の近未来SF『日本沈没』
(1９7３)を分析し，未来予測のシミュレートに溺れる日常から距離を取るいくつかの方法を検討し
ます。キーワード=<シミュレーション，オープンデータ，ブラックスワン>

【第11回】�『屍者の帝国』①：アニメ版と小説版の違いを指摘しながら，1９世紀という舞台設定の物語と「屍
者」というキャラクターの特徴を検討します。キーワード=〈エージェント+リソース=ゾンビ，
スチームパンク，心身二元論，データ〉

【第12回】�『屍者の帝国』②：アニメ版と小説版の違いを指摘しながら，「計算者」というキャラクターに
託されたトランスヒューマニズムを検討します。キーワード=〈ロボット，アンドロイド，トラ
ンスヒューマニズム，不死の理論〉

【第1３回】�『屍者の帝国』③：アニメ版と小説版の違いを指摘しながら，ザ・ワンの主張とフライデーの言
葉からデータ至上主義の批判を取り出す。キーワード=〈複雑系，多様性，物語の直線性，相転移〉

【第1４回】�まとめ：インターネット環境を含むITの歴史をAI開発とSFの歴史から辿り，インターネットが
可能にするAI搭載のロボットと共生やメタバース化する私たちの近未来を予想してみます。キ
ーワード=〈有機的知性，無機的知性，問題解決，感情〉

３．履修上の注意
コンピュータに関する基礎知識（「ITパスポート」資格程度)を習得し，認知科学の基礎知識が必要な場合
が多くあります。
また，対面授業の場合，居眠り，私語，スマホいじりのような幼時からのTV視聴の習慣にとどまってい
る旧時代に属する受講者はその場で退場していただくので，心して受講するようお願いします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習：毎時間紹介する文献や動画の情報はあらかじめ目を通しておいてください。また毎回の授業でマン
ダラチャートを配布して埋めていただくので，そこに書いたキーワードを覚えてマンダラのように動かし
てください。
復習：毎回の授業中に書いたマンダラチャートは回収するので，授業で書いたキーワードを書き出しリス
トアップして保存しておいてください。

（※「マンダラチャート」とは，思いついた言葉からマンダラ状に言葉をリンクさせて発想力を高め，キ
ーワードを自分で探し出すためのマインドマップの一種です。）

５．教科書
伊藤計劃『虐殺器官』(ハヤカワ文庫)，同『ハーモニー』(同)，伊藤計劃+円城塔『屍者の帝国』（河出文庫）

６．参考書
参考文献:レイ・カーツワイル『シンギュラリティは近い』(NHK出版)，ユヴァル・ノア・ハラリ『ホモ・
デウス』(上・下巻�河出書房新社)，ニック・ボストロム『スーパーインテリジェンス』(日本経済新聞出
版社)，P・W・シンガー『戦争請負会社』(NHK出版)，スティーブン・ピンカー『言語を生み出す本能』
(NHKブックス)，リチャード・ドーキンス『利己的な遺伝子』(紀伊国屋書店)，ノーム・チョムスキー『メ
ディアとプロパガンダ』(青土社)，テッド・チャン『あなたの人生の物語』(ハヤカワ文庫)，マイケル・S・
ガザニガ『脳のなかの倫理』(紀伊國屋書店)，ジョージ・エインズリー『誘惑される意志』(NTT出版)，
金子邦彦『カオスが紡ぐ夢の中で』(ハヤカワ文庫NF)，スヴェトラーナ・セミョーノヴァ『フョードロフ
伝』(水声社)

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回配布した「マンダラチャート」を印刷したシートを回収し，次の回の授業冒頭で一括して講評し，傾
向分析，問題点，修正すべき点を指摘します。

８．成績評価の方法
a.毎回マンダラチャートを配布するので授業中に記入していただき，そこに記した単語をもとに，授業終
盤に質問を出します。最後の10分程度の時間でそれに回答していただいて出席扱いとします。(70%)
b.学期末に最終レポート(３000字以上)を出題します。(３0%)

９．その他
基礎編として同じ教員のレポート論文作成法があり，この授業は応用編としてIT方面に特化して設定され
ています。が，レポ論を受講済みでなくてもITに関する基礎知識(ITパスポート資格程度)があれば，受講
は可能です。
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科目ナンバー：（BA）LIN191J

手話コミュニケーション（初級）Ⅰ 吉 川　あゆみ
鈴 木 な ぎ

1 単位 1 年次 春学期 和泉・駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　手話は一つの「言語」，そして「文化」と言われています。日本語とは異なる文
法体系や言い回しを備えており，手話の世界に踏み込むと，その奥行きに驚かさ
れることでしょう。言うなれば手話は，聴覚障がい者のコミュニケーションツー
ルを超えた魅力を持ち合わせていると同時に，その習得にあたっては外国語習得
と同等の時間と労力，そして異文化に対峙する姿勢もを求められます。本講義で
手話そのものを学ぶ中で，文化とは何か，聴覚障がい者はどのような生活をして
いるのか等の新たな視点からアプローチし，多様性に対する理解を深め，共生の
道を模索していきましょう。

〈到達目標〉
　手話コミュニケーション初級Ⅰ～Ⅱを通して，手話での「簡単な自己紹介がで
きる」「一対一での簡単なやりとりができる」ことをめざします。

２．授業内容
〈手話実技〉
　第 1 回　導入，アイコンタクト
　第 2 回　挨拶，名前の表現
　第 ３ 回　数字，指文字
　第 ４ 回　年齢，ライフステージ
　第 ５ 回　家族構成
　第 ６ 回　月日，誕生日
　第 7 回　一日の生活
　第 8 回　学部，学科
　第 ９ 回　都道府県名，出身地
　第10回　地名，住所
　第11回　交通手段，通学方法
　第12回　店先での会話
　第1３回　ゲスト交流会
　第1４回　前期内容の確認と解説
＊手話では視覚ゲームやＤＶＤ学習，ゲスト交流会等を随時取り入れる。

〈講義〉
　第 1 回　聞こえない人に伝える
　第 2 回　コミュニケーション方法
　第 ３ 回　手話とはどういう言語か
　第 ４ 回　聴覚障害者とろう文化
　第 ５ 回　聞こえのしくみ
　第 ６ 回　音のない生活を想像する
　第 7 回　聴覚障害者の日常生活
　第 8 回　福祉機器・福祉制度
　第 ９ 回　聴覚障害者の就労
　第10回　災害時の聴覚障害者
　第11回　聴覚障害者の高等教育
　第12回　ノートテイク体験
　第1３回　ゲスト交流会
　第1４回　前期筆記試験
＊講義では実技，映像，ディスカッションを取り入れながら進める。

３．履修上の注意
　＊手話を全く知らない方を対象としたカリキュラムとなっています。
　＊定員を超えた場合は抽選が行なわれます。周知されている期日に合わせて申
し込みと登録手続きをしてください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　＊ 1 分程度の手話動画を見て暗記する（シャドーイング）宿題が課されます。
　＊授業の進度によっては自分の手話動画を自撮りしてLINE等で送る場合もあり
ます。

５．教科書
　教科書は使用しません。主として講義で配布する資料，レジュメを用います。

６．参考書
　＊岡典江・赤堀仁美『日本手話のしくみ練習帳DVD付』大修館書店
　＊全国手話通訳問題研究会『新・手話通訳がわかる本』2010（中央法規）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　＊平常点80％＋レポート10％＋前期内容の確認10％
　＊レポートの提出と確認テストの受験は必須です。

９．その他
　＊聴覚障害者と聴者の二人の講師によってすすめます。おもに聴覚障害講師か
らは手話を，おもに聴講師からは聴覚障害者の生活や聴覚障害学生の支援につい
て学びます。
　＊身の回りの表現や店先での会話を講師との対話やペアワーク・グループワー
クを通して身につけていきます。
　＊毎回の出席と積極的な授業参加が，一年後の手話スキルを左右することを念
頭においてください。

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　手話は一つの「言語」，そして「文化」と言われています。日本語とは異なる文法
体系や言い回しを備えており，手話の世界に踏み込むと，その奥行きに驚かされるこ
とでしょう。言うなれば手話は，聴覚障がい者のコミュニケーションツールを超えた
魅力を持ち合わせていると同時に，その習得にあたっては外国語習得と同等の時間と
労力，そして異文化に対峙する姿勢もを求められます。本講義で手話そのものを学ぶ
中で，文化とは何か，聴覚障がい者はどのような生活をしているのか等の新たな視点
からアプローチし，多様性に対する理解を深め，共生の道を模索していきましょう。
〈到達目標〉
　手話コミュニケーション初級Ⅰ～Ⅱを通して，手話での「簡単な自己紹介がで
きる」「一対一での簡単なやりとりができる」ことをめざします。

２．授業内容
〈手話実技〉
　第 1 回　夏休み報告
　第 2 回　校内めぐり
　第 ３ 回　色，形の表現
　第 ４ 回　店名，店頭の会話
　第 ５ 回　校内案内
　第 ６ 回　町案内
　第 7 回　教科，科目
　第 8 回　食べ物
　第 ９ 回　趣味，特技
　第10回　職業，アルバイト
　第11回　自由会話発表
　第12回　読み取り学習
　第1３回　ゲスト交流会
　第1４回　後期の内容確認
＊視覚ゲームやＤＶＤ学習，手話交流会等を随時取り入れる。

〈講義〉
　第 1 回　前期復習
　第 2 回　ろう教育の歴史
　第 ３ 回　聴覚障害児の教育と家庭
　第 ４ 回　コミュニケーションがもたらすもの
　第 ５ 回　手話での教育
　第 ６ 回　ろう運動①～ろう団体，人権
　第 7 回　ろう運動②～法改正
　第 8 回　障碍者権利条約と国内法
　第 ９ 回　手話通訳
　第10回　盲ろう者
　第11回　高齢ろうあ者
　第12回　ゲスト交流会
　第1３回　まとめ
　第1４回　後期筆記試験
＊実技，映像，ディスカッションを取り入れながら進める。

３．履修上の注意
　＊手話コミュニケーションⅠを履修した方及び同等の手話力を持つ方を対象と
したクラスです。
　＊定員を超えた場合は抽選が行なわれます。周知されている期日に合わせて申
し込みと登録手続きをしてください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　＊ 1 分程度の手話動画を見て暗記する（シャドーイング）宿題が課されます。
　＊授業の進度によっては自分の手話動画を自撮りしてLINE等で送る場合もあり
ます。

５．教科書
　教科書は使用しません。主として講義で配布する資料，レジュメを用います。

６．参考書
　＊岡典江・赤堀仁美『日本手話のしくみ練習帳DVD付』大修館書店
　＊全国手話通訳問題研究会『新・手話通訳がわかる本』2010（中央法規）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　＊平常点80％＋レポート10％＋前期内容の確認10％
　＊レポートの提出と確認テストの受験は必須です。

９．その他
　＊聴覚障害者と聴者の二人の講師によってすすめます。おもに聴覚障害講師か
らは手話を，おもに聴講師からは聴覚障害者の生活や聴覚障害学生の支援につい
て学びます。
　＊身の回りの表現や店先での会話を講師との対話やペアワーク・グループワー
クを通して身につけていきます。
　＊毎回の出席と積極的な授業参加が，一年後の手話スキルを左右することを念
頭においてください。

科目ナンバー：（BA）LIN191J

手話コミュニケーション（初級）Ⅱ 吉 川　あゆみ
鈴 木 な ぎ

1 単位 1 年次 秋学期 和泉・駿河台キャンパス
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科目ナンバー：（BA）LIT131J

外国文学（ドイツ） 竹 内 拓 史

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　ドイツ語圏の文学を参考にしながら，戦後のドイツが抱える問題
について考察する授業です。
　2012年にドイツのノーベル文学賞受賞者ギュンター・グラスが，
イスラエル政府から入国禁止措置を受けました。
その理由は，彼がある一編の詩を発表したからという一見ささいな
理由なのですが，この背景には第二次世界大戦後のドイツが抱える
大きな問題が透けて見えます。この授業では，グラスをはじめとし
たドイツ知識人（特に作家）の言論や文学作品とドイツの戦後史を
併せて見てみることで，ドイツが戦後長らく抱えてきた諸問題につ
いてドイツ知識人がどのように立ち向かってきたのか，もしくは立
ち向かってこなかったのかを考察します。
　同時に，それらの問題に対してみなさんならどう考え，どう立ち
向かうのか，もしくは立ち向かわないのかを議論してもらいたいと
思います。というのも，そららの問題の一端は私たち日本人にとっ
ても極めてアクチュアルなものであり，ドイツの抱える問題を考察
することは，日本が戦後抱えてきた（そしていまだに抱えている）
問題を考えるきっかけにもなるからです。

〈到達目標〉
　戦後のドイツと日本が抱える問題について，文学や歴史を参考に
しながら考察し議論する知識と知力を身につける。

２．授業内容
　第一回：「語られねばならぬこと」とギュンター・グラス（1）
　第二回：ドイツの歴史概説（1）
　第三回：ドイツの歴史概説（2）
　第四回：ナチスによるユダヤ人迫害
　第五回：イスラエルとイラン，ドイツの関係
　第六回：「語られねばならぬこと」とギュンター・グラス（2）
　第七回：マルティン・ヴァルザーのイスラエル批判
　第八回：ヴァルザーのイスラエル批判に対する批判
　第九回：アウシュビッツ以後に，詩を書くこと
　第十回：パウル・ツェランの詩と詩論について（1）
　第十一回：パウル・ツェランの詩と詩論について（2）
　第十二回：映画『朗読者』鑑賞
　第十三回：『朗読者』から考える戦後の問題（1）
　第十四回：『朗読者』から考える戦後の問題（2）

３．履修上の注意
　ドイツ語ができる必要はありません。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　参加者には，授業中適宜各々の見解をグループで議論してもらい
ます。授業に「参加」できるように，事前に授業内容について調べ
て授業に来てください。

５．教科書
　資料を授業時に渡します。

６．参考書
　適宜授業中に指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
参加者には毎授業ごとに，授業に関する質問を二つ以上書いて提出
してもらいます。次回の授業の冒頭で，それらの質問に対して回答
します。

８．成績評価の方法
　授業への参加及び毎授業ごとの質問の提出３0％，レポート３５％×
2の予定です。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LIT131J

外国文学（フランス） 谷 本 道 昭

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「フランス文学」と聞いてみなさんは何を思い浮かべるでしょう
か。具体的な作家や作品を知らない場合，「フランス文学，なにそ
れ難しそう。恋愛小説とか？�でもおしゃれかも。カフェとかサロ
ンとか？�でもやっぱり革命とか？」と，そのイメージは捉えどこ
ろのない，ぼやけたものになっていくことでしょう。この授業では
そのような初学者に向けて，第一に講義を通じて「フランス文学」
を大まかに理解していくことを目指します。そして第二に，翻訳を
通じて個別の作品にふれいくことで，「フランス文学・小説」の世
界に足を踏み入れてもらいたいと思います。教員自身の専門は「1９
世紀フランス小説」ですが，授業では映画の視聴なども取り入れつ
つ，複数の角度，アプローチから「フランス文学」に接近していく
予定です。

〈到達目標〉
　フランス文学についての理解を深めること。いくつかの作品を実
際に読むこと。授業で学んだことをふまえて，フランス文学，個別
の作品について論じること。

２．授業内容
第 1 回：「フランス文学」とは何か？　その歴史と地理
第 2 回：「フランス文学」のいま　わたしの「フランス文学」
第 ３ 回：日本における「フランス文学」　その歴史と現状
第 ４ 回：�日本語・文庫で読める「フランス文学」　古典の新訳を中

心に
第 ５ 回：バルザックと1９世紀前半のフランス文学　作家，作品，読者
第 ６ 回：バルザックと「小説」　『幻滅』の世界 1
第 7 回：バルザックと「小説」　『幻滅』の世界 2
第 8 回：�フローベールと1９世紀後半のフランス文学　アンチ・バル

ザックの詩学
第 ９ 回：フローベールと「小説」　『ボヴァリー夫人』の世界 1
第10回：フローベールと「小説」　『ボヴァリー夫人』の世界 2
第11回：バルザックかフローベールか　20世紀フランス文学への影響
第12回：�現代のフランス文学　ミニュイ書店の作家たち，映画を撮

る作家たち
第1３回：現代のフランス文学　日本を知る作家たち
第1４回：まとめ

３．履修上の注意
フランス語の知識は不要です。そのほかの予備知識も不要ですが，
何よりも本・作品を読むことと，漠然としていても良いので好奇心
をもって授業にのぞむことが求められます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業で取り上げる作家の主要作品については，授業期間中の「予習」
として読んでくることが求められます。

５．教科書
教科書は使用しませんが，近年刊行された翻訳書のリストを配布す
る予定ですので，各自，積極的に読書を進めていくようにしてくだ
さい。

６．参考書
授業中に指定します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
出席３0％，授業参加３0％，レポート４0％で総合的に評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LIN131J

日 本 語 論 Ａ 戸 村 佳 代

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　日本語を学ぶ外国人が増加している現在，たとえ日本語の専門家でなくとも，

「日本語の性質」や「日本語の使い方」について質問されることは珍しいことでは
ない。この講義では，現代日本語の音声と語彙を中心に，歴史的経緯を概観した
り，外国語（主に英語）との比較をしながら，普段何気なく使っている日本語の
音声や語彙に対する関心を深め，その特性を理解することを目標とする。

〈到達目標〉
　1）現代日本語の調音（発音のしかた）について理解する。
　2）日本語のアクセント・イントネーションの特徴を理解する。
　３）基本的な語彙分析の方法を理解する。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：「ヲ」は［o］？　それとも［wo］？
　　　　　―�日本人の音の捉え方/発音の地域差
　第 ３ 回：「母音」と「子音」って何が違うの？
　　　　　―�母音を決定する三つの要素
　第 ４ 回：“pudding”は「プリン」！，“water”は「ワーラー」！？
　　　　　―�子音を区別する要素
　第 ５ 回：昔の「母」は［papa］だった！
　　　　　―�音声変化/音声面からみた濁点の機能
　第 ６ 回：「母」の行方……：［papa］は元気に生きている
　　　　　―�日本語の中の“新しい”音と表記，カタカナ言葉
　第 7 回：日本語の話は�“機関銃” ！？
　　　　　―�「ン」の発音/拍（モーラ）
　第 8 回：い～ち～・に～い～・さ～ん～，……この「い」は何？
　　　　　―�フット
　第 ９ 回：「カレシ」はいるのに「カレシ」はいない……。
　　　　　―�アクセントとイントネーション/平板化，半疑問
　第10回：三色の虹？　オレンジ色のネコ！
　　　　　―�認識と語彙/文化と語彙の関係/語彙の体系性
　第11回：“rice”は「ライス」？
　　　　　―�意味素性分析/共起関係/語義
　第12回：方言出身の「ウザッタイ」
　　　　　―�現代日本語の語彙/若者言葉/他
　第1４回：まとめ
※「経営学部ゲスト講座」として，外部から講師を招いて授業を実施する場合が
ある。

３．履修上の注意
　原則として，授業時に取り組むワークシートと授業後のリアクションペーパー
の提出を必須とする。
　Oh-o!�MeijiまたはSugukiku，MS-Forms，Slido等のWebによる回答システムを
利用してクイズや出席確認を行う。
■授業にはノートPC，タブレット，スマートフォンなど，Webフォームに解答で
きる機器を持参すること。
■MeijiMailの「多要素認証」の設定を行うこと。(設定マニュアル：https://www.
meiji.ac.jp/isc/mm-mfa/）
■欠席が ５ 回以上の場合には期末試験を受けることができない。
■リアクションペーパーの提出が５回未満の場合は不合格となる可能性が高い。
■病気・怪我などやむを得ない理由により欠席・遅刻した場合（ワークシート未
提出），指定の「欠席等理由届」を提出すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　学生が提出した「リアクションペーパー」（Oh-o!Meijiの「アンケート」機能を
利用）の内容を反映して，授業の始めに，前回授業の復習を行う。
　1回前の授業資料を必ず持参し，復習しておくこと。

５．教科書
　授業時に毎回資料を配付する。

６．参考書
　伊坂淳一(201６)�『新ここからはじまる日本語学』�ひつじ書房　　￥1,９４４
　※購入は必須ではないが，授業時に該当する項目のページを提示する）
　その他，授業時に適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
「リアクションペーパー」（Oh-o!Meijiの「アンケート」機能を利用）の内容を反映
して，授業の始めに，前回授業の復習を行う。
個別の質問には「アンケート」のフィードバック機能を利用して回答する。

８．成績評価の方法
　(1)　学期末に行う試験（70％）
　(2)　平常点（３0％）
　※授業で取り組むワークシート，リアクションペーパーの内容などを平常点と
する。
　※ ５ 回以上欠席した者は期末試験を受けられない。
　※リアクションペーパーの提出が５回未満の場合には不合格となる可能性が高い。

９．その他
　○授業予定は，授業の進行に合わせて変更する場合がある。
　○学期中に外部講師による「特別講義（ゲスト講座）」を1回入れる可能性がある。

科目ナンバー：（BA）LIN131J

日 本 語 論 Ｂ 戸 村 佳 代

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この講義では，現代日本語の文の構成，文の構造と意味との関わり，日本人のコミ
ュニケーションの特徴などについて言語学的見地からの分析を行う。また，「日本語の
乱れ」として話題になる各種の言語現象などの身近なテーマを取り上げ，言語使用に
対する学生の関心を喚起する。

〈到達目標〉
　1）現代日本語の文の構造とその特性について理解する。
　2）�テンス，アスペクト，ボイス等の観点から，日本語の文と意味の特徴を理解する。
　３）言語の変化について，客観的な分析を行う。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：日本語って“ヤバイ” ？
　　　　　―�ことばの“ゆれ”と“変化” ？
　第 ３ 回：“コタエレラレル” ？�“コタエレル” ？ “コタエラレル” ？
　　　　　―�ことばの“ゆれ”と“変化” ？：
　　　　　　※ら抜き言葉，サ入れ言葉，レ足す言葉/予測できる変化/他
　第 ４ 回：日本語には「主語」がない？
　　　　　―�日本語の文の基本構造/述語と補語
　第 ５ 回：「私は山田です。」―いえいえ，「私が山田です。」
　　　　　―�「ハ」と「ガ」の使い分け
　第 ６ 回：「ＷＡ！！」～～文学を文法しちゃおう！
　　　　　―�「ハ」の本質
　第 7 回：「*彼は田中さんといっしょに結婚しました」―！？
　　　　　―�助詞の機能
　第 8 回：「今，行くよ～ぉ」～～“現在”�ではない�“今”
　　　　　―�テンス：「ル」形と「タ」形
　第 ９ 回：「日本に来る/来た時に，兄が空港に来てくれた」
　　　　　―�「タ」の本質」/“過去”ではない「タ」
　　　　　―�「一万円からでよろしかったでしょうか」
　第10回：「結婚している」の二つの意味
　　　　　―�アスペクト：「テイル」の意味と機能
　第11回：�「彼はパーティに来ていました」　v.s.　“He�was�coming�to�the�party”～～ア

リバイ成立はどっち？
　　　　　―�アスペクト：英語との比較/動詞の４分類
　第12回：「日本語にあって英語にない受動態」って，な～んだ？
　　　　　―�ボイス（態）：直接受身・間接受身/迷惑の受け身
　第1３回：「こちら，一万円からのお預かりになります」……??
　　　　　―�自動詞・他動詞/ナル表現�V.S.�スル表現
　第1４回：まとめ
※「経営学部ゲスト講座」として，外部から講師を招いて授業を実施する可能性がある。

３．履修上の注意
　原則として，授業時に取り組むワークシートと授業後のリアクションペーパーの提
出を必須とする。
　Oh-o!�MeijiまたはSugukiku，MS-Forms，Slido等のWebによる回答システムを利用し
てクイズや出席確認を行う。
■授業にはノートPC，タブレット，スマートフォンなど，Webフォームに解答できる
機器を持参すること。
■MeijiMailの「多要素認証」の設定を行うこと。(設定マニュアル：https://www.meiji.
ac.jp/isc/mm-mfa/）
■欠席が ５ 回以上の場合には期末試験を受けることができない。
■リアクションペーパーの提出が ５ 回未満の場合は不合格となる可能性が高い。
■病気・怪我などやむを得ない理由により欠席・遅刻した場合（ワークシート未提出），
指定の「欠席等理由届」を提出すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　学生が提出した「リアクションペーパー」の内容を反映して，授業の始めに，前回
授業の復習を行う。
　1回前の授業資料を必ず持参し，復習しておくこと。

５．教科書
　授業時に毎回資料を配付する。

６．参考書
　○伊坂淳一(201６)�『新ここからはじまる日本語学』�ひつじ書房　　￥1,９４４
　����※購入は必須ではないが，授業時に該当する項目のページを提示する）
　○森山卓郎『ここからはじまる日本語文法』ひつじ書房　￥2,４00
　○原沢伊都夫『日本人のための日本語文法入門』　講談社現代新書　￥7９９
　　その他，授業時に適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
「リアクションペーパー」（Oh-o!Meijiの「アンケート」機能を利用）の内容を反映して，
授業の始めに，前回授業の復習を行う。
個別の質問には「アンケート」のフィードバック機能を利用して回答する。

８．成績評価の方法
　(1)　学期末に行う試験（70％）
　(2)　平常点（３0％）
　※授業で取り組むワークシート，リアクションペーパーの内容などを平常点とする。
　※ ５ 回以上欠席した者は期末試験を受けられない。
　※リアクションペーパーの提出が５回未満の場合には不合格となる可能性が高い。

９．その他
　○授業予定は，授業の進行に合わせて変更する場合がある。
　○学期中に外部講師による「特別講義（ゲスト講座）」を1回入れる可能性がある。
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科目ナンバー：（BA）LIT111J

日本文学Ａ／Ｂ
【全体概要】

　

2 単位 1 年次 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　「日本文学�A・B」の全クラスに共通する基本的な概要・到達目標
は下記のとおりです。
　本講義は�A・B�それぞれ ３ クラス設置され，担当教員により授業
内容等は異なっていますので，詳細は各担当教員のシラバスを参照
してください。

〈概要〉
　日本文学を学ぶ目的は，日本人の思想や精神世界，あるいは心の
営みを深く理解するところにあります。日本文学から日本の伝統的
なものの見方や考え方，あるいは人間の生き方や美意識を探ってい
きます。それは文学言語を通して日本文化を知り，日本人のアイデ
ンティティを探求することにつながります。日本文学についての知
識や教養をもつことは，文学表現に対する感性を養い，私たちの生
き方を考えることにもなります。

〈到達目標〉
　日本文学とその表現の力，また，そこに表れた心と思想について
理解を深めること。

２．授業内容
　各担当教員のシラバスを参照してください。

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各担当教員のシラバスを参照してください。

５．教科書

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
　各担当教員のシラバスを参照してください。

８．成績評価の方法
　各担当教員のシラバスを参照してください。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LIT111J

日 本 文 学 Ａ 森 田 直 美

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
本授業の目的は，『小倉百人一首』の講読を通して，日本独自の美意識・
価値観や日本語表現の多彩さを学ぶことです。
現代でもかるたなどで親しまれている『小倉百人一首』は，日本の文化・
文学を代表する作品のひとつです。本授業では，各回に個別のテーマを設
け，『小倉百人一首』の収載和歌を講読します。単なる印象批評的な鑑賞
にとどまらず，技巧の特徴や表現的効果等についても解説を加えます。
和歌は言葉による日本の遺産であり，世界的に見ても非常に独自性の強い
詩歌です。三十一文字という制約の中で練り上げられた作品群を通して，
日本文学特有の表現や発想について知見を広げる機会としてください。

〈到達目標〉
①和歌文学の基礎知識（修辞や文法・語法など）を理解する。
②日本文学史における『小倉百人一首』の位置づけを理解する。
③�講読した和歌の内容，および技巧や表現の特徴について，自分の言葉で

説明できる。

２．授業内容
概ね以下の内容で進めますが，進行具合によって各回のテーマを入れ替え
る可能性があります。
　第 1 回：ガイダンス，和歌文学読解のための基礎知識
　第 2 回：�奈良時代から鎌倉初期までの和歌史概観，および『小倉百人一

首』の位置づけについて
　第 ３ 回：�『小倉百人一首』の“はじめ”と“おわり”（天智天皇�持統天皇�後

鳥羽院�順徳院）
　第 ４ 回：�時間を表現する方法（柿本人麻呂�伊勢），および古代における

「旅」（安倍仲麻呂�小野篁）
　第 ５ 回：「見立て」の歌（凡河内躬恒�文屋朝康�春道列樹�能因法師）
　第 ６ 回：「ハレ」の歌（壬生忠見，平兼盛）
　第 7 回：掛詞・序詞について（源宗于�在原行平�藤原実方）
　第 8 回：「寄物陳思」の歌（陽成院�崇徳院）
　第 ９ 回：「正述心緒」の歌（藤原義孝�藤原道雅�儀同三司母）
　第10回：宮廷女房たちの歌（清少納言�紫式部�伊勢大輔）
　第11回：小野小町と和泉式部
　第12回：「本歌取り」「物語取り」の歌（式子内親王�藤原定家）
　第1３回：�和歌から読み取る“理想的な出家僧の姿”（喜撰法師�大僧正行尊�

良暹法師）
　第1４回：�a：期末テスト

３．履修上の注意
毎回授業終了時に1５～20分程度でワークシート（講義内容の要約と小課
題）を提出していただきます。その内容は成績評価に反映されます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
第 1 回を迎えるまでの事前学習として，藤原定家と『小倉百人一首』につ
いて，高校の教科書や入門書などで基礎的事項を学んでおくこと。
各回の予習：次回扱う箇所のテキストを下読みし，作者や語句などを辞書
や入門書で調べておく。
各回の復習：ノートやプリントを整理し直し，不明な箇所は教員に質問す
るなどして明らかにする。

５．教科書
　谷知子『百人一首（全）』（角川ソフィア文庫　ビギナーズクラシックス
日本の古典，2010年）
　必ず購入し，毎回持参すること。

６．参考書
有吉保『百人一首全訳注』（講談社学術文庫，1９8３年）
鈴木日出男『百人一首』（ちくま文庫，1９９0年）
渡辺泰明編著『和歌のルール』（笠間書院，201４年）
購入する必要はありませんが，『小倉百人一首』をより深く理解するため
に有益な著書です。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回提出されるワークシートへの総評を，次回授業の冒頭で伝えます。

８．成績評価の方法
授業への参加態度（毎回提出するワークシートの内容を含む）６0％，期末
テスト４0％を目安として総合的に評価します。

９．その他
授業中の私語・居眠り・遅刻・途中退出・携帯電話やスマートフォン等の
使用は厳に慎むこと。迷惑行為が目に余る場合は退室していただき，その
回は欠席扱いとします。
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科目ナンバー：（BA）LIT111J

日 本 文 学 Ａ 高 橋 雄 生

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　人は何故に自己表出を為すのだろうか。その深部に多少なりとも
近づくこと，それが，本講義の第一のねらいである。
　具体的な作品としては，平安時代の日記文学である「更級日記」
を取り上げるが，あわせて，平安時代の文学に対する理解を深める。
これが，第二のねらいである。

〈到達目標〉
　日本の古典文学を学ぶことで，日本文化全般にわたる教養の一端
を身につけることを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　平安女流文学概説
　第 2 ～ ３ 回　漢文日記から日記文学へ
　第 ４ 回　私家集から日記文学へ
　第 ５ 回　歌物語と日記文学
　第 ６ 回　日記文学の本質
　第 7 回　「土佐日記」の形成，日記文学の始発としての意義
　第 8 回　「土佐日記」概説
　第 ９ ～10回　都鄙の文化論
　第11～12回　和歌宣揚の意識
　第1３～1４回　亡児追懐の意味

３．履修上の注意
　毎回講義時に問題を提起するので，講義内容を踏まえ，自ら考え，
自ら調べてみるという姿勢が望ましい。その成果を，４回課す，1000
字程度のレポートで発揮してもらいたい。定期試験は課さない。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の現代語訳はあらかじめ必ず読んでおくこと。

５．教科書
『土佐日記（全）』　紀貫之・西山秀人編　（角川ソフィア文庫－ビキ
ナーズ・クラシックス）

６．参考書
　『中古日本文学史』　木村正中編　（有斐閣双書）

７．課題に対するフィードバックの方法
レポートの提出やフイードバックは，オー明治を活用します。

８．成績評価の方法
　レポート1回20点。４回のレポートを課すので，合計80点。授業へ
の参加度20点。合計100点満点で評価する。

９．その他
　古典文法や古語の知識がなくても，講義内容は十分理解できるの
で，安心して履修してください。
　原則，対面授業です。
　万が一休講した時は，補講をせずに，オンラインで配信します。
　レポートの提出やプリントの配布はオー明治を活用します。

科目ナンバー：（BA）LIT111J

日 本 文 学 Ａ 田 原　加奈子

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
古典和歌を扱い，千年前の言葉や表現，感性について学ぶ。具体的
には，和歌のはじまりから平安時代を中心に和歌を読み解いてい
く。和歌は文学以外のジャンルに幅広く影響を与えてきた。和歌を
詠む者も天皇，貴族，僧侶，武士などさまざまで，背景の異なる階
級や集団が交わるための重要な表現手法であり，共通言語であっ
た。日本文化に生き，理解し，発信していくために，たくさんの和
歌に触れることで，今後の人生をより豊かに生きる基盤を築くこと
を目的とする。

〈到達目標〉
古典和歌についての基礎的な知識を備え，三十一文字の和歌と向き
合い，自分自身の経験値として読解できるようになる。

２．授業内容
第 1 回　古典和歌とは何か
第 2 回　和歌をよむために（1）くずし字
第 ３ 回　和歌をよむために（2）和歌のはじまり
第 ４ 回　『伊勢物語』（1）
第 ５ 回　『伊勢物語』（2）
第 ６ 回　『伊勢物語』（３）
第 7 回　『古今和歌集』（1）
第 8 回　『古今和歌集』（2）
第 ９ 回　『枕草子』『源氏物語』（1）
第10回　『枕草子』『源氏物語』（2）
第11回　『枕草子』『源氏物語』（３）
第12回　歌合
第1４回　総括

３．履修上の注意
　毎回授業前および授業後の課題を出す。その成果を授業内で共有
しながら，和歌を読み解くことを深めていく。提出の有無はもちろ
ん，内容も成績評価の対象。中間および期末レポートあり。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業前課題：事前に示された課題（くずし字あるいは和歌の読解）
に取り組み，その解答を提出する
　授業後の課題：当日の授業を経て，新たな気づきや疑問，自己の
経験と結びつくことなどを基本として，取り扱った和歌に関する自
分なりの読解を記録する（３00～５00字程度）。

５．教科書
特に定めない

６．参考書
『和歌とは何か』渡部泰明（岩波新書）
『和歌文学の基礎知識』谷知子（角川選書）
『和歌のタイムライン』和歌文学会出版企画委員会（三弥井書店）　

７．課題に対するフィードバックの方法
提出後の授業で共有し，受講者全員で理解を深めるための一助とす
る。中間，期末レポートには個別にコメントを付けて返却する。

８．成績評価の方法
授業への取り組み，前後の課題５0％
中間，期末レポート５0％

９．その他
授業中の私語，途中入退室，携帯・スマホの操作は認めない（検索
等の指示があった場合のみ可）。事情がある場合は事前に相談のこと。
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科目ナンバー：（BA）LIT111J

日 本 文 学 Ｂ 畑 中 基 紀

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　たんに文学を「読む」だけではなく，そのときに私たちがどう「解
釈」を行っているかを考えます。そのうえで，「批評」という行為
について学ぶことで，言葉を読む感覚と書く感覚を研ぎすましてい
くことが，この授業の目的です。
　私たちは，ページ上に並ぶ文字記号から，いったいどのようにし
て作品世界のイメージを頭のなかにつくりあげているのでしょう
か。さらにはそこに，私たちの日々の経験と同じような日常生活が
描かれていると感じたりできるのはなぜでしょうか。このような疑
問を基本テーマに，文学テクストが表現する意味について考えてい
きます。ストーリーの構築だけでなく，日常性の表象，あるいは「意
味」そのものが生成される「しくみ」を分析することによって，読
むこと，解釈すること，そして批評することについて，さまざまな
作品を読み，また時には映像を分析的に観たり，音に耳を傾けたり
しながら考えてみましょう。

〈到達目標〉
　皆さん自身が批評を書くことを試みることで，今後，文学以外の
あらゆる対象についても，つまり，世の中のあれこれを批判的に捉
えて判断できるための基礎づくりとなることが最終目標です。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　身近な言葉の文学性
　第 ３ 回　身近な言葉とレトリック
　第 ４ 回　文学の言語と音楽性
　第 ５ 回　音楽と言語のただならぬ関係
　第 ６ 回　声とイメージ
　第 7 回　感覚表現の力
　第 8 回　形式と解釈
　第 ９ 回　解釈の試み
　第10回　意味としての身体
　第11回　対立が意味を生成する
　第12回　解釈から批評へ
　第1３回　批評の参考例を分析するⅠ
　第1４回　批評の参考例Ⅱ
　（状況により変更，入れ替えを行うこともあります）

３．履修上の注意
　「当たり前だ」と思っていることの裏側にある〈しくみ〉をねば
り強く追究し発見する喜びを感じることのできる，知的好奇心のあ
る人に向いています。なお，作家や文学史に関する知識は，本を読
めば簡単に得られるものですので，この授業では重視しません。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の他にも，いくつかの作品を取り扱いますが，それらは事
前にプリントで配布します。どちらも教室で予告する期限までに熟
読しておくこと。また，教室で紹介する文献（関連する作品や参考
書）を読むこと。

５．教科書
　夏目漱石『坊っちゃん』，『門』。どちらも新潮文庫。
　この他にはプリントを使用します。

６．参考書
　川本茂雄『ことばとイメージ』岩波新書，他には教室で適宜指示
します。

７．課題に対するフィードバックの方法
教室で，またはOh-o!�Meijiを利用して。

８．成績評価の方法
　期末レポート（70％）＋平常点（３0％。授業時間内に，その日の
内容に関連した小さな課題を提示して小論文を書いていただくな
ど，受講者自身が考える機会を設けながら進めていく予定です）

９．その他
　事前に夏目漱石の『それから』も読み，さらに森田芳光監督の映
画「それから」を観ておくことが望ましい。

科目ナンバー：（BA）LIT111J

日 本 文 学 Ｂ 岡 崎 直 也

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　急激な科学の進歩と社会の合理化とによって精神を蝕まれ，国家
間の対立や世界的な大恐慌などの危機を経験した人々は〈現実〉に
不信を抱き，既成の価値観は転倒した。ために客観小説を支える文
学観も崩壊し，二十世紀文学は〈小説とは何か〉という問いを私た
ちに鋭く突きつけることになる。本講義では，そうした状況下で関
東大震災の衝撃をも受けて出発した昭和文学の様々な表現を短編小
説の具体的な読解のなかで検討したい。

〈到達目標〉
　昭和文学が探究した現代的問題を考察し，私たちの生きる時代を
問い直す。合わせて文学の精読のトレーニングで，多角的思考を養
うものとする。

２．授業内容
　講読形式の授業を想定しているが，授業時にも受講者に意見を求
める。

　第 1 ～ 2 回　明治・大正文学から昭和文学へ
　第 ３ ～ ４ 回　横光利一「蝿」
　第 ５ ～ ６ 回　葉山嘉樹「セメント樽の中の手紙」
　第 7 ～ 8 回　梶井基次郎「闇の絵巻」
　第 ９ ～11回　堀　辰雄「聖家族」
　第12～1４回　太宰　治「ヴィヨンの妻」

　＊上記はあくまでも予定であり，授業の進行によっては変更があ
る。

３．履修上の注意
　各作品ごとの授業時レポートの提出を忘れてはならない。期末レ
ポートを課すこともある。また，授業中の私語は一切許可しない。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　受講者は作品の予習に努め，常に問題意識をもって授業に臨まな
ければならない。

５．教科書
　基本的にはプリントを配付する予定である。他に文庫本などを使
用する場合もある。

６．参考書
　奥野健男『日本文学史―近代から現代へ―』（中央公論新社・新
書），デイヴィッド・ロッジ『小説の技巧』（白水社），廣野由美子『批
評理論入門―「フランケンシュタイン」解剖講義』（中央公論新社・
新書），日本近代文学会〔編〕『ハンドブック　日本近代文学研究の
方法』（ひつじ書房），三好行雄・ほか〔編〕『日本現代文学大事典』

（明治書院）

７．課題に対するフィードバックの方法
優れた指摘や問題提起をしたレポートに対して授業時にコメントす
る予定

８．成績評価の方法
　授業時レポートや質疑応答などの授業への取り組み方〔100％〕。
ただし期末レポートを課す場合もある。その場合は期末レポート〔５0
％〕，授業時レポートや質疑応答などの授業への取り組み方〔５0％〕。

９．その他
　受講生の自由で活発な発言を何よりも期待する。



― ５９ ―

科目ナンバー：（BA）LIT111J

日 本 文 学 Ｂ 永 野 宏 志

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
この授業では，AIと融合し，マンマシン・システムと化した私たち=ヒト生命体を解放するフィクション
の使い方を学びます。人間の意識と言語から作られたサイバースペースでは，無意識や潜在意識の場であ
るフィジカルスペースが切り捨てられようとしています。意識が操作可能な合理性に沿って，目的意識を
持って問題解決へ向けて日々短期的なタスクをこなすフラットなIT社会では，物語も敵味方に分断して勝
者敗者に格差化するゲーム的物語に集約されてしまいます。一方，私たちが生きるために培ってきた他の
多くの物語は深層意識の中に封じ込められています。そこで本授業では，フィジカルスペースを思い起こ
すことができる非フラット的世界を描いたいくつかの作品（スタジオ・ジブリ，宮澤賢治，夏目漱石など
の作品）を辿りながら，私たちの身体が属する凸凹の物語世界が各自の足元に潜んでいる深層意識を，「す
ぐとなりにある異世界」として探求してみたいと考えます。

〈到達目標〉
フラットなIT社会に凸凹の道や坂を作ることがこの授業のテーマです。つまり，子どもになって走り，転
び，寝転ぶ身体を新たに作り，四角ばった都市を山や海に変えるフィクションを入口にして，神話や童話
や昔話にある身体と環境が生み出す潜在意識の次元を受講者各自の身体によって体感しながらサイバース
ペースとバランスをとっていく。これらが本授業の目標です。

２．授業内容
第 1 回：<対面型>イントロダクション�キャラクターはなぜあの形なのか?
　　　　�河童，鬼，ゴジラ，ミッキーマウスたちはどうしてあの姿に造形され，私たちの世界と今も関わ

っているのかという点を，深層の感情コントロールの面から考えます。
第 2 回：<対面型>�ファンタジー世界に同居する親しさと不気味さについて
　　　　�宮崎駿監督『となりのトトロ』を中心に，親しみのあるキャラクターとその舞台となる山谷の不

気味な凸凹空間の関係が，私たちの身体の記憶と感情にどんな作用を及ぼすのかという点を考え
ます。

第 ３ 回：<対面型>�ファンタジー世界の異質さ・多様さの表現のしかたについて
　　　　�宮崎駿監督『もののけ姫』を中心に，多種多様な部族からなる神話世界を一元化する一つの強大

な歴史権力との関係を人類学の方向から考えます。
第 ４ 回：<対面型>�ファンタジー世界に現れる異界とこの世界との関係について
　　　　�宮崎駿監督『千と千尋の神隠し』を中心に，神話や昔話における深層意識的な異界が私たちの身

体が属する世界に対する役割を，水木しげる作品における妖怪学的観点から考えます。
第 ５ 回：<対面型>�ホラー作品における異界の空間的な特徴
　　　　�欧米と日本の特徴的なホラー作品の違いを比較しながら，共通の空間的な特徴としての幾何学的

「垂直空間」の上下の垂直性が，人間の住む「水平空間」に恐怖と畏れを生む宗教的な高層建築
と類似する点を考えます。

第 ６ 回：�<対面型>�古代の異界への冒険物語としての『銀河鉄道の夜』（1）
　　　　�<出発-冒険-帰還>の物語構造を異界への旅として捉え，宮澤賢治『銀河鉄道の夜』の前半部分を物

語による深層への旅として，同じ物語構造を持つ古代の英雄物語や昔話と比較しつつ考えます。
第 7 回：<対面型>�近代的な目覚めの冒険物語としての『銀河鉄道の夜』（2）
　　　　�『銀河鉄道の夜』の後半部分を，ルイス・キャロル『不思議の国のアリス』と比較しながら，夢

からの目覚めという近代的な結末の特徴について考えます。
第 8 回：<対面型>�奇妙で不気味な建築空間としての『注文の多い料理店』
　　　　�『銀河鉄道の夜』と同じ物語構造の『注文の多い料理店』の地下に降りていく建築空間から，深

層へ降りる不気味さをウンベルト・エーコ『薔薇の名前』の迷宮建築と比較しながら考えます。
第 ９ 回：<対面型>�サーカスやテーマパークの建築空間と身体とのかかわり（A）
　　　　�コメディ映画の舞台となるサーカス空間とテーマパークの類似性を，岡本太郎の民俗学的作品を

介して，子どもの深層意識とおとなの表層意識の異質な関係という点から考えます。
第10回：<対面型>�人間が猫になるコメディ世界としての『吾輩は猫である』（1）
　　　　�「神経衰弱」になった大学講師が自分を笑わせて自己治癒しようと書き始めた小説が，どうやっ

て笑いを生み出したのかを『猫』序盤と諫山創『進撃の巨人』の違いから考えます。
第11回：<対面型>�人間という巨人と凸凹な都市空間を描く『吾輩は猫である』（2）
　　　　�小さな猫の身体から見た巨大な人間が棲まう物語世界を平面を凸凹化する喜劇的世界と捉えなが

ら，ジョナサン・スウィフト『ガリヴァー旅行記』と類似する点を考えます。
第12回：<対面型>�大言壮語する猫の語りが残酷さを増す『吾輩は猫である』（３）
　　　　�『猫』終盤の人間同士の争いを日露戦争に例えて語る猫の修辞を中心に，笑いと残酷さが同居する

寓意的な喜劇の感情の切断の仕方について，ジョージ・オーウェル『動物農場』を介して考えます。
第1３回：<対面型>�サーカスやテーマパークの建築空間と身体とのかかわり（B）
　　　　�「子どもに戻る」ことと「子どもになる」ことの違いを，ウォルト・ディズニーのディズニーラ

ンドと荒川修作の養老天命反転地を比較しながら，身体と建築の関係から考えます。
第1４回：<対面型>�子どもの身体をなくした平面的なゲーム空間が作り出す狂気
　　　　�夢野久作『ドグラ・マグラ』を例に，電子的なメディアが作り出す身体のないフラットなゲーム

空間が無限リセットを繰り返すと狂気を生み出すという点を，ミヒャエル・エンデ『モモ』の時
間批判を介して考えます。

３．履修上の注意
各自の発想力をつけていただくために，毎回「マンダラチャート」を印刷したシートを授業冒頭に配布し
ます。そこにある81語を埋める空欄を全てを埋めていただいた上で，授業終盤に出題する質問に81語の中
からキーワードを ３ つ選んで回答していただいたシートを提出して出席とします。それゆえ，自分のペー
スで授業終了時までに全て埋められる時間配分を考えながら，授業に臨んでください。

（※マンダラチャートとは，思いついた言葉からマンダラ状に言葉をリンクさせて自分のキーワードを自
分で作って選び出すためのマインドマップの一種です。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習：事前学習:毎回の授業でマンダラチャートを配布して埋めていただくので，そこに書いたキーワー
ドを覚えてマンダラのように動かしてください。
復習：毎回の授業中に書いたマンダラチャートは回収するので，授業で書いたキーワードを書き出しリス
トアップして保存しておいてください。

５．教科書
特になし�（必要な文献や映像データはそのつど授業内で提示します。）

６．参考書
切通理作『宮崎駿の<世界>』（ちくま文庫），ジョーゼフ・キャンベル『千の顔をもつ英雄』（上・下，ハヤ
カワノンフィクション文庫），大塚英志『キャラクター・メーカー』（アスキー新書），河合隼雄『物語とふ
しぎ』（岩波現代文庫），井筒俊彦『意識と本質』（岩波文庫），ミルチャ・エリアーデ『シャーマニズム』（上・
下,ちくま学芸文庫），山北篤『シナリオのためのファンタジー事典』（SB�Creative），C.G.ユング『元型論』（紀
伊国屋書店），ミハイル・バフチン『フランソワ・ラブレーの作品と中世・ルネサンスの民衆文化』（水声社），
赤坂憲雄『岡本太郎の見た日本』（岩波現代文庫），荒川修作+小林康夫『幽霊の真理』（水声社）

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回回収した「マンダラチャート」の講評を次の回の授業冒頭で一括して行い，傾向分析と問題点や修正
点の指摘をします。

８．成績評価の方法
a.毎回マンダラチャートを配布するので授業中に記入していただき，そこに記した単語をもとに，授業終
盤に質問を出します。最後の10分程度の時間でそれに回答していただいて出席扱いとします。（70%）
b.学期末に創作的な記述試験を行います。�（３0%）

９．その他
宮澤賢治，夏目漱石，夢野久作の作品は「青空文庫」にオープンデータ化されていますので，以下のURL
を参照してください。
・宮澤賢治『銀河鉄道の夜』（青空文庫）https://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/４３7３7_1９21５.html
・宮澤賢治『注目の多い料理店』（青空文庫）https://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/４３7５４_17６５９.html
・夏目漱石『吾輩は猫である』（青空文庫）https://www.aozora.gr.jp/cards/0001４8/files/78９_1４５４7.html
・夢野久作『ドグラ・マグラ』（青空文庫）https://www.aozora.gr.jp/cards/0000９６/files/20９３_288４1.html

科目ナンバー：（BA）LIT311J

日本文学（現代） 岡 崎 直 也

2 単位 ３ 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　『ノルウェイの森』によって国民的なベストセラー作家となり，
海外においても日本を代表する小説家となった村上春樹は，常に時
代の変遷を敏感に感受し，文体や方法を変革してきた。本講義では，
現代の〈喪失〉をナイーブに描いて二つの物語を交響させる出発期
の村上春樹文学の代表作を具体的な分析のなかで鑑賞する。

〈到達目標〉
　私たちが生きる社会や文化の問題を同時代の作品の精読によって
考察し，合わせて多角的思考を養うものとする。

２．授業内容
　第 1 ～ ３ 回　現代日本文学史と村上春樹
　第 ４ 回　『風の歌を聴け』 1
　第 ５ 回　『風の歌を聴け』 2
　第 ６ 回　『風の歌を聴け』 ３
　第 7 回　『風の歌を聴け』 ４
　第 8 回　『風の歌を聴け』 ５
　第 ９ 回　『風の歌を聴け』 ６
　第10回　『1９7３年のピンボール』 1
　第11回　『1９7３年のピンボール』 2
　第12回　『1９7３年のピンボール』 ３
　第1３回　『1９7３年のピンボール』 ４
　第1４回　『1９7３年のピンボール』 ５
　＊上記はあくまでも予定であり，授業の進行によっては変更があ
る。

３．履修上の注意
　期末試験を受験するほか，授業時小レポートを忘れずに提出しな
ければならない。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　受講者は作品の予習に努め，常に問題意識をもって授業に臨まな
ければならない。

５．教科書
　村上春樹『風の歌を聴け』（講談社文庫），村上春樹『1９7３年のピ
ンボール』（講談社文庫）

６．参考書
　村上春樹研究会〔編〕『村上春樹作品研究事典』増補版（鼎書房），
柘植光彦〔編〕『村上春樹―テーマ・装置・キャラクター』「国文学　
解釈と鑑賞」別冊（至文堂），栗坪良樹・柘植光彦〔編〕『村上春樹
スタディーズ』01（若草書房），加藤典洋『村上春樹イエローページ』
1（幻冬社文庫），廣野由美子『批評理論入門―「フランケンシュタ
イン」解剖講義』（中央公論新社・新書），デイヴィッド・ロッジ『小
説の技巧』（白水社），日本近代文学会〔編〕『ハンドブック　日本
近代文学研究の方法』（ひつじ書房）

７．課題に対するフィードバックの方法
ポータルのレポート・フィードバック欄に記入したり，授業時にコ
メントしたりする予定。

８．成績評価の方法
　学期末試験〔５0％〕・授業時小レポートや質疑応答などの授業へ
の取り組み方〔５0％〕

９．その他
　受講生の自由で活発な発言を何よりも期待する。



― ６0 ―

科目ナンバー：（BA）HIS131J

西洋史（総論） 薩 摩 秀 登

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　主に近代以降のヨーロッパ史の流れをたどりながら，近代的な社
会の形成について理解を深める。宗教も含めたヨーロッパ特有の文
明をもとに，絶対主義時代に主権国家の概念が徐々に姿を現し，ま
た近代的な産業社会や国家体制が形成されて，それがしだいに世界
各地へも波及していったと通常は考えられている。しかし理想的な
民主主義社会を実現させたと思われた近代において，逆に階層間の
格差は拡大し，少数者が排除されるなどの問題が生じており，地域
間・国家間の紛争も多発している。近代社会とは人類の歴史の中で
どのように位置づけられるのか，西洋史を題材に考察する。

〈到達目標〉
　歴史的視点から現代世界について考察する能力を身につける。

２．授業内容
　近世から現代まで，ほぼ時代順に，毎回一つずつテーマをとりあ
げる。現在我々が当然のごとく用いている「国民」という概念が，
近代の歴史的状況の中で生み出されていく過程，近代市民社会の中
で生じた特有の問題，そして人々がこれにどのように対処していっ
たかなどが全体を通したテーマとなる。
　第 1 回　歴史研究の課題
　第 2 回　�ヨーロッパ史における宗教と社会 1 　―キリスト教社会

とは何か―
　第 ３ 回　ヨーロッパ史における宗教と社会 2 　―教会とは何か―
　第 ４ 回　�「公的な国家権力」の形成過程　―ヨーロッパにおける

君主権―
　第 ５ 回　議会を作るという発想　―ヨーロッパ社会と身分制―
　第 ６ 回　近代社会が求める人間像　―啓蒙と規律―
　第 7 回　国家が軍隊を備えるまで
　第 8 回　フランス革命　―どのような転換だったのか―
　第 ９ 回　「自由・平等の国民社会」はありうるか
　第10回　「自由・平等の市民社会」と性差
　第11回　近代社会とナショナリズム
　第12回　移動する人々への視線　―近代社会と移民―
　第1３回　補論：イスラームとは
　第1４回　全体のまとめ

３．履修上の注意
　世界史に関して高校の教科書程度の予備知識があることが望まし
い。大学入学までに世界史を詳しく学んでこなかった人には，参考
文献などで事前に学習しておくことを勧める。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業でとりあげられるのはいずれも現代社会と深くかかわるテー
マである。普段から国際問題や社会問題に関する情報に注目し，理
解を深めておくことが重要である。

５．教科書
　教科書は使用しない。

６．参考書
　長谷川輝夫，大久保桂子，土肥恒之『ヨーロッパ近世の開花』（世
界の歴史17），中央公論社，200９年
　五十嵐武士，福井憲彦『アメリカとフランスの革命』（世界の歴
史21），中央公論社，2008年
　谷川稔，北原敦，鈴木健夫『近代ヨーロッパの情熱と苦悩』（世
界の歴史22），中央公論社，200９年
　木村靖二，柴宜弘，長沼秀世『世界大戦と現代文化の開幕』（世
界の歴史2６），中央公論社，200９年
　服部良久他編『新しく学ぶ西洋の歴史』，ミネルヴァ書房，201６年

７．課題に対するフィードバックの方法
　次の回の授業において行う。

８．成績評価の方法
　授業で出される課題：70％
　期末試験あるいは期末レポート：３0％

９．その他

科目ナンバー：（BA）HIS131J

西洋史（各論） 薩 摩 秀 登

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「都市からみたヨーロッパ史」をテーマに，各時代，各地域ごと
の典型的な都市をとりあげながら，ヨーロッパの社会や文化の展開
に光をあてていく。都市は多様な人びとが集まって生活する場であ
り，多くの機能が集中している。そこでは，都市に特有の公共的な
課題に対応しつつ，それぞれの時代に適応した新しい制度や，生活
のあり方が模索されてきた。さらに都市の建築や空間の構造には，
それぞれの時代の政治，社会，文化が反映されている。実際にヨー
ロッパの歴史が展開した場を中心に観察することで，その時代の具
体的な様相を明らかにする。

〈到達目標〉
　文書史料，都市構造や建築などさまざまな題材を通して，人々が
たどってきた歴史を考察する能力を身につける。

２．授業内容
　ヨーロッパの都市にかかわる主要なテーマを毎回取り上げ，その
考察にふさわしい都市に焦点をあてて論じていく。
　第 1 回　総論：ヨーロッパ史のなかの都市
　第 2 回　ローマ帝国時代　―古代の都市生活を維持したもの―
　第 ３ 回　古代から中世へ　―生活や心性の変化を読み取る―
　第 ４ 回　中世都市の形成　―都市の中に近代が生み出された？―
　第 ５ 回　�前近代の都市における生活保障システム　―兄弟団とい

う組織―
　第 ６ 回　�儀礼・紛争・コミュニケーション　―都市の祝祭を事例

として―
　第 7 回　�自治都市と大学　―「ヨーロッパ近代の学問」が生まれ

た場―
　第 8 回　首都の都市計画　―政治都市パリ，宗教都市ローマ―
　第 ９ 回　�自治都市から自治体へ　―パリの住民生活からみた絶対

王政―
　第10回　宮廷・軍事・バロック　―絶対王政時代の都市―
　第11回　「警察」誕生以前　―都市の安全をどう守るか―
　第12回　余暇と都市空間　―「都市における快適さ」にみる近代―
　第1３回　補論：イスラーム圏の歴史に見る都市
　第1４回　補論：�イスラーム圏の歴史にみる都市（寄進制度について）

３．履修上の注意
　世界史に関して高校の教科書程度の予備知識があることが望まし
い。大学入学までに世界史を詳しく学んでこなかった人には，参考
文献などで事前に学習することを勧める。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業でとりあげられるのはいずれも現代にも通じるテーマであ
る。普段から国際問題や社会問題に関する情報に注目し，理解を深
めておくことが重要である。

５．教科書
　教科書は使用しない。

６．参考書
　桜井万里子，本村凌二『ギリシアとローマ』（世界の歴史５），中
央公論社，2010年
　佐藤彰一，池上俊一『西ヨーロッパ世界の形成』（世界の歴史
10），中央公論社，2008年
　長谷川輝夫，大久保桂子，土肥恒之『ヨーロッパ近世の開花』（世
界の歴史17），中央公論社，200９年
　谷川稔，北原敦，鈴木健夫『近代ヨーロッパの情熱と苦悩』（世
界の歴史22），中央公論社，200９年
　服部良久他編『新しく学ぶ西洋の歴史』，ミネルヴァ書房，201６年

７．課題に対するフィードバックの方法
　次の回の授業において行う。

８．成績評価の方法
　授業で出される課題：70％
　期末試験あるいは期末レポート：３0％

９．その他



― ６1 ―

科目ナンバー：（BA）LAW111J

法　　学　　Ａ 平 松 直 登

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　法学入門として，法学の基本的思考方法等を説明し，法学の全体
像（鳥瞰図）を通じて各法分野の位置づけを示した上で，民事法・
刑事法の基本原理について概論を行う。

【到達目標】
（1）法制度を体系的に理解し，基礎的な知識（基本的概念・専門用
語）を説明できること，（2）法学の基本的思考方法を身につけるこ
とができること，（３）上記を踏まえて，法的な諸問題を自ら分析・
検討できること，を目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：法とは何か／法学とは何か
　第 ３ 回：種々の法形式
　第 ４ 回：判例とは何か
　第 ５ 回：法解釈の技法
　第 ６ 回：民事法概論（1）－民事法の古典的基本原理
　第 7 回：民事法概論（2）－民事法における人
　第 8 回：民事法概論（３）－民事法における契約
　第 ９ 回：民事法概論（４）－民事手続法概論
　第10回：刑事法概論（1）－刑事法の基本的考え方
　第11回：刑事法概論（2）－刑罰の意義と種類
　第12回：刑事法概論（３）－犯罪論の体系
　第1３回：刑事法概論（４）－刑事手続法概論
　第1４回：春学期まとめ
＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　法学の予備知識は特に必要としないが，六法は必ず持参するこ
と。
　「法学Ｂ」も併せて履修することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，レジュメ等の該当箇所に目を通し，引用されている条文
やわからない言葉があれば，六法や辞典（たとえば，高橋和之ほか
編集代表『法律学小辞典〔第５版〕』（有斐閣，201６年））等を参照す
ること。
　また，授業中に配布するレジュメや参考文献の該当箇所を振り返
り，レジュメにある「確認問題」を解いた上で，翌週の授業に臨み，
不明な部分があれば質問をすること。

５．教科書
　『法学六法�2３』池田真朗ほか編集代表（信山社）

６．参考書
　『現代実定法入門〔第2版〕』原田大樹（弘文堂）

７．課題に対するフィードバックの方法
　各回の授業内課題・確認問題の解説は，Oh-o!Meijiや授業内で行
います。

８．成績評価の方法
　期末試験（70％），授業への参加態度／リアクション・ペーパー
等（３0％）

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAW111J

法　　学　　Ｂ 平 松 直 登

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　日本国憲法の基本原理について，国政を行うための機構が憲法上
どのように設計されているかを把握した上で，憲法の保障する人権
について深い理解を得ることが可能となるような授業を行う。

【到達目標】
（1）憲法学上の基礎的な知識（基本的概念・専門用語）を説明でき
ること，（2）憲法学の基本的思考方法を身につけることができるこ
と，（３）日本国憲法がすべての国民を「個人として尊重」している
意義を踏まえて，現実の憲法に関する諸問題を自ら分析・検討でき
ること，を目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション／憲法の基礎知識
　第 2 回：日本国憲法の歴史と構成／憲法改正
　第 ３ 回：国民主権と象徴天皇制
　第 ４ 回：平和主義
　第 ５ 回：国会／財政
　第 ６ 回：内閣／地方自治
　第 7 回：裁判所
　第 8 回：基本的人権（総論）
　第 ９ 回：法の下の平等
　第10回：�精神的自由（1）－思想・良心の自由，信教の自由・政

教分離
　第11回：精神的自由（2）－表現の自由，学問の自由
　第12回：経済的自由／人身の自由
　第1３回：社会権／参政権・国務請求権
　第1４回：秋学期まとめ
＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　法学の予備知識は特に必要としないが，教科書は必ず持参するこ
と。
　「法学Ａ」も併せて履修することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，シラバスを参考とし，各回の授業内容に該当する教科書
のページに目を通しておくこと。
　また，教科書および授業中に配布するレジュメ等の該当箇所を振
り返り，レジュメにある「確認問題」を解いた上で，翌週の授業に
臨み，不明な部分があれば質問をすること。

５．教科書
　『グラフィック憲法入門〔第2版〕』毛利透（新世社）

６．参考書
　『図録�日本国憲法〔第2版〕』�斎藤一久・堀口悟郎編（弘文堂）

７．課題に対するフィードバックの方法
　各回の授業内課題・確認問題の解説は，Oh-o!Meijiや授業内で行
います。

８．成績評価の方法
　期末試験（70％），授業への参加態度／リアクション・ペーパー
等（３0％）

９．その他
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科目ナンバー：（BA）GEO111J

地 理 学 Ａ 中 澤 高 志

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この講義では，人文地理学の基礎を学びます。

〈到達目標〉
　地理学とは，地表で起こっている現象を記述し，なぜそれが，そ
こに，そのようなかたちで起こっているのかを説明する学問です。
地理学はとても懐の深い学問ですが，自然現象を対象とする自然地
理学と，人間活動を対象とする人文地理学に大きく分けられます。
この講義では，地図，人口，都市に特に焦点を当てて，人文地理学
の基礎を学びます。

２．授業内容
　第 1 講　イントロダクション：地理学とは
　第 2 講　地図（一般図）について
　第 ３ 講　地図（主題図）について
　第 ４ 講　人口統計と人口地理学
　第 ５ 講　国内人口移動の地理学
　第 ６ 講　国際人口移動の地理学
　第 7 講　都市化研究
　第 8 講　都市内部構造のモデル
　第 ９ 講　メンタルマップと空間的行動
　第11講　住宅市場とゲートキーパー
　第12講　産業の経済地理学（1）
　第1３講　産業の経済地理学（2）
　第1４講　a.：試験，b：解説

３．履修上の注意
　パワーポイント，板書と配布資料に基づいて，講義を進めます。
高校で地理A・Bを受講した経験があるかないかは，この講義の理
解度にはほとんど関係しないでしょう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈準備学習〉
　私が担当する地理学関連の講義の中では，最初にこの講義を受講
することが望ましいです。この講義を履修した後に，地理学B，経
済地理学A，経済地理学Bの順に履修するとよいでしょう。余力が
あれば，他学部で開講されている地理学関連科目も受講してみてく
ださい。

〈復習〉
　毎回配布されるプリントをもとに，ノートをまとめて復習すると
理解が深まります。

５．教科書
　特に指定しません。

６．参考書
　特に指定しません。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義の中で行います。

８．成績評価の方法
　レポート３回×20点（800字程度）＋最終レポート４0点。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）GEO111J

地 理 学 Ｂ 中 澤 高 志

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　地理学とは，地表で起こっている現象を記述し，なぜそれが，そ
こに，そのようなかたちで起こっているのかを説明する学問です。
この定義からもわかるように，地理学はとても懐の深い学問です
が，自然現象を対象とする自然地理学と，人間活動を対象とする人
文地理学に大きく分けられます。この講義では，人文地理学の研究
対象の中でも，都市社会地理学という分野を中心に講義します。
　現実の都市においては，都市空間の拡大や縮小，土地利用や景観
の変化が常に起こっています。こうした都市の形態的変化を単にそ
のまま記述するだけでなく，それを社会の変化と関連づけて説明
し，理解することが都市社会地理学の目標です。
　この分野については，ノックスとピンチによる『都市社会地理学』
という優れた教科書がありますが，地理学の基礎的な知識がない経
営学部生には少々難しすぎます。それに，欧米の都市を前提として
書かれているため，日本の実情にそぐわない部分もあります。そこ
で，『ベーシック　都市社会地理学』を教科書として，講義を進め
ます。この本は，金沢大学の神谷浩夫教授が，ノックスとピンチの
教科書の日本版を創るという意気込みで執筆したものです。

２．授業内容
　第 1 講　都市社会地理学とは
　第 2 講　都市の成長と人口移動
　第 ３ 講　労働の都市空間
　第 ４ 講　社会的二極化の社会地図
　第 ５ 講　流通の発展と商業空間の変容
　第 ６ 講　ジェンダーとセクシュアリティの都市空間
　第 7 講　高齢化と医療・福祉
　第 8 講　安全・安心のまちづくり
　第 ９ 講　都市のガバナンス
　第10講　都市の文化
　第11講　東アジア型福祉国家
　第12講　住まいと仕事の地理学へ①
　第1３講　住まいと仕事の地理学へ②
　第1４講　a：試験，b：解説

３．履修上の注意
　教科書と補助資料に基づいて，講義を進めます。高校で地理A・
Bを受講した経験があるかないかは，この講義の理解度にはほとん
ど関係しないでしょう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈準備学習〉
　地理学に興味を持った方は，経済地理学A，Bも受講してください。
余力があれば，他学部で開講されている地理学関連科目も受講して
みてください。

〈復習〉
　新聞や新書などを積極的に読み，そこから得た情報を講義の内容
と関連付けるようにすると，理解が深まります。

５．教科書
　神谷浩夫2018．『ベーシック　都市社会地理学』ナカニシヤ出版。

６．参考書
　特に指定しません。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義の中で行います。

８．成績評価の方法
　レポート３回（800字程度）×20点＋最終レポート４0点。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）POL111J

政 治 学 Ａ 鎌 江 一 平

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業概要」
この授業では，昨今の政治情勢に触れつつ
簡単すぎず難しすぎない解説で現代政治と政治学の基礎を学習して
いく。政治が自分とは関係のない遠い世界の出来事ではなく，自分
の生活や将来に密接に係わっていることを，そして政治学はそれを
わかりやすく・見やすくするための学問であると感じるのをこの授
業の目的としている。

「到達目標」
上記概要を前提とし，具体的に以下 ３ つを感じてもらうことを授業
の到達目標とする。
①　知らなかった「ある事実」を知った。
②　「ある事実」に対して，一定の見方ができるようになった。
③　�「ある事実」に対して，これまでとは別の見方ができるように

なった。
Course�Summary
The� course� is� designed� to� provide� students� with� a� basic�
understanding�of�contemporary�politics�and�political�science�while�
touching�on�recent�international�affairs�with�explanations�that�are�
neither� too� simple�nor� too�difficult.�This� course�aims� to�help�
students�realize�that�politics� is�not�an�event� in�the�distant�world�
that�has�nothing�to�do�with�us.�Instead,�it�is�closely�related�to�our�
lives�and�future,�and�political�science�is�a�study�to�make�it�easier�to�
understand�actual�political�events.
Course�Objective
The�course�aims�to�achieve�three�specific�goals�based�on�the�above�
summary.

（1）�Learning�a�"certain�fact"�one�did�not�know�before.
（2）�To�be�able�to�see�"a�certain�fact"�in�a�certain�way.
（３）�To�be�able�to�see�"a�certain�fact"�in�a�different�way.

２．授業内容
第 1 回目　イントロダクション
第 2 回目　政治と政治学（1）
第 ３ 回目　政治と政治学（2）
第 ４ 回目　政治と政治学（３）
第 ５ 回目　政治と政治学（４）
第 ６ 回目　デモクラシーとは（1）
第 7 回目　デモクラシーとは（2）
第 8 回目　デモクラシーとは（３）
第 ９ 回目　デモクラシーとは（４）
第10回目　日本の政治（1）
第11回目　日本の政治（2）
第12回目　日本の政治（３）
第1３回目　日本の政治（４）
第1４回目　総括

３．履修上の注意
特になし

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業で具体的な予習・復習事項を指導する。

５．教科書
特になし

６．参考書
『政治学をつかむ』苅部直他編（有斐閣）
『ポリティカル・サイエンス事始め』伊藤光利他編（有斐閣）

７．課題に対するフィードバックの方法
随時授業で個別に案内する。

８．成績評価の方法
授業への貢献度（70％），レポート（３0％）で評価する。６0％以上
の得点は単位の取得を認める。

９．その他
特になし

科目ナンバー：（BA）POL111J

政 治 学 Ｂ 鎌 江 一 平

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業概要」
この授業では，昨今の国際情勢に触れつつ切り口を秩序と正義と
し，簡単すぎず難しすぎない解説で現代国際政治を中心に政治学の
基礎を学習していく。国際政治が自分とは関係のない遠い世界の出
来事ではなく，自分の生活や将来に密接に係わっていることを，そ
して政治学はそれをわかりやすく・見やすくするための学問である
と感じるのをこの授業の目的としている。

「到達目標」
上記概要を前提とし，具体的に以下 ３ つを感じてもらうことを授業
の到達目標とする。
①　知らなかった「ある事実」を知った。
②　ある事実」に対して，一定の見方ができるようになった。
③　�「ある事実」に対して，これまでとは別の見方ができるように

なった。
Course�Summary
In�this�course,�students�will� learn�the�basics�of�political�science,�
focusing�on�contemporary�international�politics,�with�a�perspective�
on�order�and�justice�while�touching�on�recent�international�affairs�
with�explanations�that�are�neither�too�simple�nor�too�difficult.�This�
course�aims�to�help�students�realize�that� international�politics� is�
not�an�event� in�the�distant�world�that�has�nothing�to�do�with�us.�
Instead,� it� is�closely�related�to�our� lives�and�future,�and�political�
science� is� a� study� to�make� it� easier� to� understand� actual�
international�events.
Course�Objective
The�course�aims�to�achieve�three�specific�goals�based�on�the�above�
summary.

（1）�Learning�a�"certain�fact"�one�did�not�know�before.
（2）�To�be�able�to�see�"a�certain�fact"�in�a�certain�way.
（３）�To�be�able�to�see�"a�certain�fact"�in�a�different�way.

２．授業内容
第 1 回目　イントロダクション
第 2 回目　秩序と政治（1）
第 ３ 回目　秩序と政治（2）
第 ４ 回目　秩序と政治（３）
第 ５ 回目　秩序と政治（４）
第 ６ 回目　正義と政治（1）
第 7 回目　正義と政治（2）
第 8 回目　正義と政治（３）
第 ９ 回目　正義と政治（４）
第10回目　世界と政治（1）
第11回目　世界と政治（2）
第12回目　世界と政治（３）
第1３回目　世界と政治（４）
第1４回目　総括

３．履修上の注意
政治学Aの内容を把握していることが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業で具体的な予習・復習事項を指導する。

５．教科書
特になし

６．参考書
『政治学をつかむ』苅部直他編（有斐閣）
『ポリティカル・サイエンス事始め』伊藤光利他編（有斐閣）

７．課題に対するフィードバックの方法
随時授業で個別に案内する。

８．成績評価の方法
授業への貢献度（70％），レポート（３0％）で評価する。６0％以上
の得点は単位の取得を認める。

９．その他
特になし



― ６４ ―

科目ナンバー：（BA）SOC111J

社 会 学 Ａ 山 下　 充

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　あなたは現代社会に生きていて，自信を持って「現代はこんな時代だ」，「今の
社会はこうなっている」と言うことができるでしょうか。これから現代で数十年
生きていく者として，どんな備えをすれば良いか，何を基準にどう判断しながら
生きていけば良いかを，自分の言葉で，しっかりとした根拠にもとづいてはっき
りと言えるでしょうか。社会学は近代という激動の時代，つまり「常に変化し続
ける世の中」が誕生した1９世紀に構想されました。変化は人々に多くの利益をも
たらします。そして同時に，耐えがたい混乱をも人々にもたらします。近代のこ
の特徴に注目し，それを正面から考える学問が社会学です。
　社会学の知見は，みなさんに生きる上で重要な指針を提供します。もちろん，
人によっては社会学の知見があまり参考にならないと感じるかも知れません。し
かし，多くの人にとっては「現代社会はこんな仕組みでできあがっている」とい
う知識は，複雑で変化の激しい近代社会を賢明に生きる上で大きなプラスとなる
はずです。

〈到達目標〉
　授業で学ぶ個々の領域ごとに，現代の社会がこのような仕組みで動いている，
ということを理解できるように設計しています。この授業を受けることで，家族
や友人の間で起きていること，メディアやインターネットで伝えられていること，
身の回りで起きていることが「こういうことだったのか」とはっきり見えてくる
ような授業にしたいと思います。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション，社会学とはどんな学問か。
　──現代を捉える視点──
　第 2 回　リスク社会とは何か。コロナから考える現代社会。
　──家族──
　第 ３ 回　結婚の恋愛化がもたらす社会変動
　第 ４ 回　恋愛結婚と文化資本。誰が誰に惹かれるのか。
　第 ５ 回　階級の再生産，恋愛化と離婚。なぜ離婚が増えるのか。
　第 ６ 回　再婚，同性婚，親密性の変容。結婚の形が多様になる理由はとは。
　第 7 回　中間考察�※M
　──逸脱──
　第 8 回　マートンの逸脱論，逸脱者は社会の邪魔者か。
　第 ９ 回　�デュルケムの逸脱論，レイベリング理論。意図せず逸脱を生みだす仕

組み。
　第10回　ホワイトカラー犯罪，逸脱を抑止する政策とその問題点
　──社会化──
　第11回　社会化とは何か，ヒトの発達の特徴。
　第12回　ミードの社会的自己概念，人間が社会性を持つ仕組み。
　第1３回　現代社会のアイデンティティ，偏見，差別。
　──まとめ──
　第1４回　現代社会を生きる�※M
※Mマークの回はメディア授業（オンデマンド）で実施する。

３．履修上の注意
　社会学ABの授業は，「対面授業」と「メディア授業」では，学ぶテーマは同じで
すが，学び方，事例，評価の方法などが異なりますので，対面授業を履修予定の方
は，対面授業の初回に参加するようにお願い致します。社会学Aの対面授業では，
メディア授業形式でおこなう第7回，第1４回以外では動画の配信はありません。 ４
月以降にOh!-Meiji�で対面授業とメディア授業の違いについて詳しく案内致します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh!-Meijiで配付予定の授業ノート・資料で必要な復習をおこなってください。

５．教科書
　教科書の指定はありません。授業回ごとに授業ノートと回の内容に必要な資料
を提供します。

６．参考書
　アンソニーギデンズ『社会学』而立書房。社会学のなかで最も定評があり，また，
内容的に非常にバランスがとれた教科書です。邦訳は最新版ではありませんが，
授業では英語版の最新の内容を含めて講義します。購入の必要はありません。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiおよび授業ノートを通して行います。

８．成績評価の方法
　毎回出題する理解度確認テスト（半期合計４8点）と，毎回の授業内容に関する
記述式課題（1３回分を５2点換算）としますので，この授業は定期試験はおこない
ません。【なお，Oh-o!�Meijiのテスト機能などを通して，テスト・記述課題の方式
を授業開始までに変更することがあります。Oh-o!�Meijiの初回授業を確認してく
ださい。定期試験をおこなわないことについては，変更はありません。】

９．その他
　課題に対する履修者の回答を，匿名で翌回の授業ノートに掲載することで，授
業内容をさらに深めていきます。課題は毎回ありますが，取り組みやすさを重視
し，内容理解を促進できるものとします。

科目ナンバー：（BA）SOC111J

社 会 学 Ｂ 山 下　 充

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　あなたは現代社会に生きていて，自信を持って「現代はこんな時代だ」，「今の
社会はこうなっている」と言うことができるでしょうか。これから現代で数十年
生きていく者として，どんな備えをすれば良いか，何を基準にどう判断しながら
生きていけば良いかを，自分の言葉で，しっかりとした根拠にもとづいてはっき
りと言えるでしょうか。社会学は近代という激動の時代，つまり「常に変化し続
ける世の中」が誕生した1９世紀に構想されました。変化は人々に多くの利益をも
たらします。そして同時に，耐えがたい混乱をも人々にもたらします。近代のこ
の特徴に注目し，それを正面から考える学問が社会学です。
　社会学の知見は，みなさんに生きる上で重要な指針を提供します。もちろん，
人によっては社会学の知見があまり参考にならないと感じるかも知れません。し
かし，多くの人にとっては「現代社会はこんな仕組みでできあがっている」とい
う知識は，複雑で変化の激しい近代社会を賢明に生きる上で大きなプラスとなる
はずです。

〈到達目標〉
　授業で学ぶ個々の領域ごとに，現代の社会がこのような仕組みで動いている，
ということを理解できるように設計しています。この授業を受けることで，家族
や友人の間で起きていること，メディアやインターネットで伝えられていること，
身の回りで起きていることが「こういうことだったのか」とはっきり見えてくる
ような授業にしたいと思います。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション，社会学は世の中の変化をどう捉えるのか。
　──社会的相互行為──
　第 2 回　コミュニケーションの基本構造と不安定性
　第 ３ 回　相互行為と社会的意味，ゴフマンのドラマツルギー※M
　第 ４ 回　社会的役割とは，相互行為と生きる意味
　──携帯電話・インターネット──
　第 ５ 回　なぜ携帯が大切になったのか。電話コミュニケーションの特徴。
　第 ６ 回　インターネット依存，SNSとライフスタイル
　第 7 回　�CMC（コンピュータを介したコミュニケーション）の特徴。なぜ炎上

が起きるのか。
　──マスメディア──
　第 8 回　マスメディアとナチス政権
　第 ９ 回　マスメディアよりも影響力のあるものとは。限定効果説について。
　第10回　マスメディアと世論，アクティブオーディエンス，フェイクニュース。
　──現代社会論──
　第11回　現代社会と脱工業化社会
　第12回　現代社会のマクドナルド化
　第1３回　マクドナルド化とプロシューマー
　──まとめ──
　第1４回　グローバル化の現代社会を生きる。※M
※Mマークは，対面授業ではこの回はオンデマンド授業

３．履修上の注意
　社会学ABの授業は，「対面授業」と「メディア授業」では，学ぶテーマは同じ
ですが，学び方，事例，評価の方法などが異なりますので，対面授業を履修予定
の方は，対面授業の初回に参加するようにお願い致します。社会学Aの対面授業で
は，メディア授業形式でおこなう第 ３ 回，第1４回以外では動画の配信はありませ
ん。 ４ 月以降にOh!-Meiji�で対面授業とメディア授業の違いについて詳しく案内致
します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh!-Meijiで配付予定の授業ノート・資料で必要な復習をおこなってください。

５．教科書
　教科書の指定はありません。授業回ごとに授業ノートと回の内容に必要な資料
を提供します。

６．参考書
　アンソニーギデンズ『社会学』而立書房。社会学のなかで最も定評があり，また，
内容的に非常にバランスがとれた教科書です。邦訳は最新版ではありませんが，
授業では英語版の最新の内容を含めて講義します。購入は必要ありません。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiおよび授業ノートを通して行います。

８．成績評価の方法
　毎回出題する理解度確認テスト（半期合計４8点）と，毎回の授業内容に関する
記述式課題（1３回分を５2点換算）としますので，この授業は定期試験はおこない
ません。【なお，Oh-o!�Meijiのテスト機能などを通して，テスト・記述課題の方式
を授業開始までに変更することがあります。Oh-o!�Meijiの初回授業を確認してく
ださい。定期試験をおこなわないことについては，変更はありません。】

９．その他
　課題に対する履修者の回答を，匿名で翌回の授業ノートに掲載することで，授
業内容をさらに深めていきます。課題は毎回ありますが，取り組みやすさを重視
し，内容理解を促進できるものとします。



― ６５ ―

科目ナンバー：（BA）SOC116J

社会学Ａ〔Ｍ〕
【メディア授業科目クラス】

山 下　 充

2 単位 1 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　あなたは現代社会に生きていて，自信を持って「現代はこんな時代だ」，「今の
社会はこうなっている」と言うことができるでしょうか。これから現代で数十年
生きていく者として，どんな備えをすれば良いか，何を基準にどう判断しながら
生きていけば良いかを，自分の言葉で，しっかりとした根拠にもとづいてはっき
りと言えるでしょうか。社会学は近代という激動の時代，つまり「常に変化し続
ける世の中」が誕生した1９世紀に構想されました。変化は人々に多くの利益をも
たらします。そして同時に，耐えがたい混乱をも人々にもたらします。近代のこ
の特徴に注目し，それを正面から考える学問が社会学です。
　社会学の知見は，みなさんに生きる上で重要な指針を提供します。もちろん，
人によっては社会学の知見があまり参考にならないと感じるかも知れません。し
かし，多くの人にとっては「現代社会はこんな仕組みでできあがっている」とい
う知識は，複雑で変化の激しい近代社会を賢明に生きる上で大きなプラスとなる
はずです。

〈到達目標〉
　授業で学ぶ個々の領域ごとに，現代の社会がこのような仕組みで動いている，
ということを理解できるように設計しています。この授業を受けることで，家族
や友人の間で起きていること，メディアやインターネットで伝えられていること，
身の回りで起きていることが「こういうことだったのか」とはっきり見えてくる
ような授業にしたいと思います。

２．授業内容
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施
　第 1 回　イントロダクション，社会学とはどんな学問か。
　──現代を捉える視点──
　第 2 回　リスク社会とは何か。コロナから考える現代社会。
　──家族──
　第 ３ 回　結婚の恋愛化がもたらす社会変動
　第 ４ 回　恋愛結婚と文化資本。誰が誰に惹かれるのか。
　第 ５ 回　階級の再生産，恋愛化と離婚。なぜ離婚が増えるのか。
　第 ６ 回　再婚，同性婚，親密性の変容。結婚の形が多様になる理由はとは。
　第 7 回　中間考察
　──逸脱──
　第 8 回　マートンの逸脱論，逸脱者は社会の邪魔者か。
　第 ９ 回　�デュルケムの逸脱論，レイベリング理論。意図せず逸脱を生みだす仕

組み。
　第10回　ホワイトカラー犯罪，逸脱を抑止する政策とその問題点
　──社会化──
　第11回　社会化とは何か，ヒトの発達の特徴。
　第12回　ミードの社会的自己概念，人間が社会性を持つ仕組み。
　第1３回　現代社会のアイデンティティ，偏見，差別。
　──まとめ──
　第1４回　現代社会を生きる

３．履修上の注意
　社会学ABの授業は，「対面授業」と「メディア授業」では，学ぶテーマは同じ
ですが，学び方，事例，評価の方法などが異なります。 ４ 月以降にOh!-Meijiで対
面授業とメディア授業の違いについて詳しく案内致します。授業動画配信は原則
として，「対面授業」の授業日に合わせて，月曜日の午前９：00までに行う予定です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh!-Meijiで配付予定の授業ノート・資料で必要な復習をおこなってください。

５．教科書
　教科書の指定はありません。授業回ごとに授業ノートと回の内容に必要な資料
を提供します。

６．参考書
　アンソニーギデンズ『社会学』而立書房。社会学のなかで最も定評があり，また，
内容的に非常にバランスがとれた教科書です。邦訳は最新版ではありませんが，
授業では英語版の最新の内容を含めて講義します。購入の必要はありません。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiおよび授業ノートを通して行います。

８．成績評価の方法
　毎回 2 題程度出題する理解度確認テスト（ 1 問 2 点で半期合計４8点）と，毎回
の授業内容に関する記述式課題（1３回分を５2点換算）としますので，この授業は
定期試験はおこないません。【なお，Oh-o!�Meijiのテスト機能などを通して，テス
ト・記述課題の方式を授業開始までに変更することがあります。Oh-o!�Meijiの初
回授業を確認してください。定期試験をおこなわないことについては，変更はあ
りません。】

９．その他
　課題に対する履修者の回答を，匿名で翌回の授業ノートに掲載することで，授
業内容をさらに深めていきます。課題は毎回ありますが，取り組みやすさを重視
し，内容理解を促進できるものとします。

科目ナンバー：（BA）SOC116J

社会学Ｂ〔Ｍ〕
【メディア授業科目クラス】

山 下　 充

2 単位 1 年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　あなたは現代社会に生きていて，自信を持って「現代はこんな時代だ」，「今の
社会はこうなっている」と言うことができるでしょうか。これから現代で数十年
生きていく者として，どんな備えをすれば良いか，何を基準にどう判断しながら
生きていけば良いかを，自分の言葉で，しっかりとした根拠にもとづいてはっき
りと言えるでしょうか。社会学は近代という激動の時代，つまり「常に変化し続
ける世の中」が誕生した1９世紀に構想されました。変化は人々に多くの利益をも
たらします。そして同時に，耐えがたい混乱をも人々にもたらします。近代のこ
の特徴に注目し，それを正面から考える学問が社会学です。
　社会学の知見は，みなさんに生きる上で重要な指針を提供します。もちろん，
人によっては社会学の知見があまり参考にならないと感じるかも知れません。し
かし，多くの人にとっては「現代社会はこんな仕組みでできあがっている」とい
う知識は，複雑で変化の激しい近代社会を賢明に生きる上で大きなプラスとなる
はずです。

〈到達目標〉
　授業で学ぶ個々の領域ごとに，現代の社会がこのような仕組みで動いている，
ということを理解できるように設計しています。この授業を受けることで，家族
や友人の間で起きていること，メディアやインターネットで伝えられていること，
身の回りで起きていることが「こういうことだったのか」とはっきり見えてくる
ような授業にしたいと思います。

２．授業内容
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施
　第 1 回　イントロダクション，社会学は世の中の変化をどう捉えるのか。
　──社会的相互行為──
　第 2 回　コミュニケーションの基本構造と不安定性
　第 ３ 回　相互行為と社会的意味，ゴフマンのドラマツルギー
　第 ４ 回　社会的役割とは，相互行為と生きる意味
　──携帯電話・インターネット──
　第 ５ 回　なぜ携帯が大切になったのか。電話コミュニケーションの特徴。
　第 ６ 回　インターネット依存，SNSとライフスタイル
　第 7 回　�CMC（コンピュータを介したコミュニケーション）の特徴。なぜ炎上

が起きるのか。
　──マスメディア──
　第 8 回　マスメディアとナチス政権
　第 ９ 回　マスメディアよりも影響力のあるものとは。限定効果説について。
　第10回　マスメディアと世論，アクティブオーディエンス，フェイクニュース。
　──現代社会論──
　第11回　現代社会と脱工業化社会
　第12回　現代社会のマクドナルド化
　第1３回　マクドナルド化とプロシューマー
　──まとめ──
　第1４回　グローバル化の現代社会を生きる。

３．履修上の注意
　社会学ABの授業は，「対面授業」と「メディア授業」では，学ぶテーマは同じ
ですが，学び方，事例，評価の方法などが異なります。 ４ 月以降にOh!-Meiji�で対
面授業とメディア授業の違いについて詳しく案内致します。授業動画配信は原則
として，「対面授業」の授業日に合わせて，月曜日の午前９：00までに行う予定です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh!-Meijiで配付予定の授業ノート・資料で必要な復習をおこなってください。

５．教科書
　教科書の指定はありません。授業回ごとに授業ノートと回の内容に必要な資料
を提供します。

６．参考書
　アンソニーギデンズ『社会学』而立書房。社会学のなかで最も定評があり，また，
内容的に非常にバランスがとれた教科書です。邦訳は最新版ではありませんが，
授業では英語版の最新の内容を含めて講義します。購入は必要ありません。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiおよび授業ノートを通して行います。

８．成績評価の方法
　毎回 2 題程度出題する理解度確認テスト（ 1 問 2 点で半期合計４8点）と，毎回
の授業内容に関する記述式課題（1３回分を５2点換算）としますので，この授業は
定期試験はおこないません。【なお，Oh-o!�Meijiのテスト機能などを通して，テス
ト・記述課題の方式を授業開始までに変更することがあります。Oh-o!�Meijiの初
回授業を確認してください。定期試験をおこなわないことについては，変更はあ
りません。】

９．その他
　課題に対する履修者の回答を，匿名で翌回の授業ノートに掲載することで，授
業内容をさらに深めていきます。課題は毎回ありますが，取り組みやすさを重視
し，内容理解を促進できるものとします。
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科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues A BERNINGER, GEORGE

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
Outline
��English�has�become�a�language�of�global�communication.�At�the�
university� level�we�will�use�English� to� look�at� some� important�
issues�on�the�global�level.�Global�Issues�A�aims�to�develop�students'�
English�ability�while� introducing� issues� in� the�world� today�and�
encouraging�further�exploration.�Learning�how�to�discuss�topics�
effectively�will�also�be�a�goal� for�this�course.�Students�will� learn�
from�the�teacher�as�well�as�from�each�other.
Objectives
To�develop�a�detailed�awareness�of�global�issues
To�be�able�to�discuss�global�issues�in�English
To�become�familiar�with�and�practice�a�range�of�reading�skills
To�acquire�key�vocabulary�associated�with�global�issues
To�be�able�to�participate�effectively�in�an�in�group�presentation
To�be�able�to�present�in�front�of�a�class�on�important�issues

2. Course Content
Part�1:�Introduction�/�needs�survey�/�reading�skills
Part�2:�Not�your�typical�９-to-５�job
Part�３:�Job�interview�types
Part�４:�Female�virus�writer�packs�punch
Part�５:�Into�the�heart�of�a�family�in�Casablanca
Part�６:�Travel�for�good
Part�7:�A�Kenyan�safari
Part�8:�Midterm�presentation�on�travel
Part�９:�An�interview�with�J.K.�Rowling
Part�10:�Emotional�intelligence
Part�11:�Left�brains�and�right�brains
Part�12:�The�vanishing�hitchhikers
Part�1３:�Final�mystery�presentations
Part�1４:�Final�mystery�presentations

3. Registration Requirements
Be�able�to�discuss�issues�in�English

4. Course Preparations
Students�will�read�textbook�articles.�Students�will�do�vocabulary�
exercises.� Students�will�make� a� summary� of� some� readings.�
Students�will�prepare�for�two�presentations.

5. Textbook (s)
Active�Skills� for�Reading�４�by�Neil�J.�Anderson�(Heinle�Cengage�
Learning/�National�Geographic)

6. Reference Book (s)
Have� a� good�English�English�or� Japanese�English�dictionary�
(including�electronic�dictionary).

7. How to provide Feedback to assignments
Teacher�will�provide�feedback�to�students�in�class.

8. Assessment
Evaluation�will�be�made�up�of�the�following:
Homework�from�textbook�(1５%)
Quizzes/�summaries�(10%)
Active�daily�participation�(2５%)
Midterm�presentation�(2５%)
Final�presentation�(2５%)

9. Others
��This�class�will�be�taught�in�English.�Students�will�be�expected�to�
do�about�one�hour�of�homework�each�week�on�average.

科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues B BERNINGER, GEORGE

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
Outline
��English�has�become�a�language�of�global�communication.�At�the�
university� level�we�will�use�English� to� look�at� some� important�
issues�on�the�global�level.�Global�Issues�A�aims�to�develop�students'�
English�ability�while� introducing� issues� in� the�world� today�and�
encouraging�further�exploration.�Learning�how�to�discuss�topics�
effectively�will�also�be�a�goal� for�this�course.�Students�will� learn�
from�the�teacher�as�well�as�from�each�other.
Objectives
To�develop�a�detailed�awareness�of�global�issues
To�be�able�to�discuss�global�issues�in�English
To�become�familiar�with�and�practice�a�range�of�reading�skills
To�acquire�key�vocabulary�associated�with�global�issues
To�be�able�to�participate�effectively�in�an�in�group�presentation
To�be�able�to�present�in�front�of�a�class�on�important�issues

2. Course Content
Part�1:��Introduction� /�needs� survey� /�The�Mediterranean�Diet�

(homework)
Part�2:�Healthy�living�(３�exceptional�longevity�areas)
Part�３:�Genetically�modified�food
Part�４:�Beyond�Planet�Earth/�Solar�storms
Part�５:�Star�struck�(Astronomy)
Part�６:�Language�and�Life�/�The�exodus�of�languages
Part�7:�Life�with�the�Tarahumaras
Part�8:�Midterm�presentation�on�endangered�languages
Part�９:�Unearthing�the�Past�(archaeology)�/�The�Search�for�Cleopatra
Part�10:�Wildlife�Conservation�(zoology)�/�The�race�to�rescue�koalas
Part�11:�Rhino�wars
Part�12:�Living�on�the�edge�(zoology/�ecology)
Part�1３:�Final�endangered�animal�presentations
Part�1４:�Final�endangered�animal�presentations

3. Registration Requirements
Be�able�to�discuss�issues�in�English.

4. Course Preparations
Students�will�read�textbook�articles.�Students�will�do�vocabulary�
exercises.� Students�will�make� a� summary� of� some� readings.�
Students�will�prepare�for�two�presentations.

5. Textbook (s)
� �Active�Skills�for�Reading�４�by�Neil�J.�Anderson�(Heinle�Cengage�
Learning/�National�Geographic)

6. Reference Book (s)
Have� a� good�English�English�or� Japanese�English�dictionary�
(including�electronic�dictionary).

7. How to provide Feedback to assignments
Teacher�will�provide�feedback�to�students�in�class.

8. Assessment
��Evaluation�will�be�made�up�of�the�following:
Homework�from�textbook�(1５%)
Quizzes/�summaries�(10%)
Active�daily�participation�(2５%)
Midterm�presentation�(2５%)
Final�presentation�(2５%)

9. Others
This�class�will�be�taught�in�English.�Students�will�be�expected�to�do�
about�one�hour�of�homework�each�week�on�average.
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科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues A
【GREAT】

DUPLICE, JOHN

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
The�aim�of�this�course�is�to�give�you�practice�in�using�English�to�
examine�academic�issues.�This�course�will�focus�on�Global�Issues.�
Global� Issues� A� will � introduce� students� to� international�
organizations,�specific�interests,�and�some�of�the�issues�affecting�
the�world.
　After�completing�this�course�you�should�be�able�to:
・understand�the�major�functions�of�international�organizations
・�gain�knowledge�of�how�these�organizations�work�with�nations�

and�affect�the�world
・take�part�in�discussions�on�global�issues

2. Course Content
Week�1�:�What�are�global�issues?
　Week�2�:�The�United�Nations�and�its�role�in�the�world
　Week�３�:�Topics�within�the�United�Nations
　Week�４�:��Maintaining�peace:� armaments� and� the�balance�of�

power
　Week�５�:��Maintaining� peace: � the� importance� of� just ice;�

international�organizations
　Week�６�:�Human�rights;�women's�rights
　Week�7�:�Human�rights:�children's�rights
　Week�8�:�Deep�dive�into�current�topic
　Week�９�:�Mock�debate�of�current�controversial�issue
　Week�10�:�The�environment�as�a�global�issue
　Week�11�:�The�environment�as�a�global�issue�continued
　Week�12�:�Deep�dive�into�group�project
　Week�1３�:�Group�Presentations
　Week�1４�:�Course�Review＋Exam

3. Registration Requirements
Registration�Requirements:�This�course� is�a�required�course� for�
students�on�the�Global�Resources�English�Applied�Track�（GREAT）.�
GREAT�will�only�be�available�to�students�with�adequate�English�test�
scores.� International�exchange�students�may�also�apply�to�attend�
this�course.

4. Course Preparations
Please� have� a� good� learner� dictionary―this�may� be� either�
electronic�or�paper-based.

5. Textbook (s)
None

6. Reference Book (s)
　Handouts,�the�Internet,�O-oh�Meiji!�system

7. How to provide Feedback to assignments
The�final�exam�will�be�held�on�the� last�day�of�classes.�All�papers�
will�be�submitted�on�Oh-o!�Meiji�system.

8. Assessment
Grading�and�Evaluation
　Attendance�and�class�participation:�３0%
　Homework� 1５%In-class� quizzes� 1５%Final� presentation� and�
written�report�４0%
　（NOTE:�More�than�３�unexcused�absences�will�result� in�a�fail�（３�
lates＝1�absence））

9. Others
This�course�aims� to�help�you�use�English�more� fluently�and� to�
engage�in�academic�discussions.�The�issues�are�issues�that�affect�us�
all�and�ones�that�we�all�need�to�talk�about.

科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues B
【GREAT】

DUPLICE, JOHN

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
The�aim�of�this�course�is�to�give�you�practice�in�using�English�to�
examine�academic� issues.�This�course�will� focus�on�Global� Issues�
around�trade�and�commerce�building�upon�what�was�learned�in�the�
spring�semester.�Global� Issues�B�will� introduce�students� to� the�
world�of�business�and�global�exchange�as�a�global� issue.　After�
completing�this�course�you�should�be�able�to:
・�understand�the�major� functions�of� trade�and�commerce� in� the�

world
・gain�knowledge�of�how�trade�affects�nations�and�the�world
・take�part�in�discussions�on�global�issues

2. Course Content
Week�1�:��Review� of� Global� Issues� topics� discussed� in� spring�

semester
　Week�2�:�Trade�and�commerce�overview
　Week�３�:�The�role�of�global�business�
　Week�４�:�Free�trade�and�tariffs
　Week�５�:�Trade�topic�deep�dive
　Week�６�:��Mock�debate�on�a�controversial�current�global� topic�

around�trade�and�commerce
　Week�7�:�The�environment�and�trade�（part�1）
　Week�8�:�The�environment�and�trade�（part�2）
　Week�９�:��Mid-term�quiz�and� introduction� to� transportation� in�

global�trade
　Week�10�:�Global�issues�around�shipping�of�goods�
　Week�11�:�The�role�of�energy�in�trade�and�commerce
　Week�12�:�Deep�dive�into�group�project
　Week�1３�:�Group�Presentations
　Week�1４�:�Course�Review＋Exam

3. Registration Requirements
Registration�Requirements:�This�course� is�a�required�course� for�
students�on�the�Global�Resources�English�Applied�Track�（GREAT）.�
GREAT�will�only�be�available�to�students�with�adequate�English�test�
scores.� International�exchange�students�may�also�apply�to�attend�
this�course.
Preparation�and�Review

4. Course Preparations
Please� have� a� good� learner� dictionary―this�may� be� either�
electronic�or�paper-based.�You�will�also�need�to�have�access�to�a�
computer�regularly�to�watch�lectures�and�short�videos�on�subject�
to�be�covered.

5. Textbook (s)
none

6. Reference Book (s)
Handouts,�the�Internet,�O-oh�Meiji!�system

7. How to provide Feedback to assignments
The� final� exam�will� be� held� on� the� last� day� and� the� final�
presentation�will�be�held�on�the�second�to�last�class.�Papers�will�be�
submitted�on�Oh-o!�Meiji�system.

8. Assessment
Attendance�and�class�participation:�３0%
　Homework� 1５%In-class� quizzes� 1５%Final� presentation� and�
written�report�４0%
　（NOTE:�More�than�３�unexcused�absences�will�result� in�a�fail�（３�
lates＝1�absence））

9. Others
This�course�aims� to�help�you�use�English�more� fluently�and� to�
engage�in�academic�discussions.�The�issues�are�issues�that�affect�us�
all�and�ones�that�we�all�need�to�talk�about.
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科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues A
【GREAT】

MOREAU, ROBERT

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
<summary>
In� this�course�we�will� focus�on�researching�and�critically�understanding� the�
various� global� issues� facing� the�world� and� the� role� of� different� global�
organizations� in�dealing�with� them� in� the�21st�century.�Students�will�be�able�
research�issues�such�as�poverty,�gender�issues,�health,�education,�human�rights,�
environmental�issues,�as�well�as�issues�connected�to�labor.�Students�will�research�
and�share� information�about�various� issues� in�class�discussions,�and�will�give�
short�presentations�based�on�the�information�that�they�have�researched.�
<objectives>
In�this�course,�students�will�gain�knowledge�of� important�global� issues�while�at�
the�same�time�develop�and�practice�specific�English�skills,�such�as�listening�and�
discussion.�The�course�will�assist�students� in�developing� their�vocabulary� for�
talking�about�global� issues,�as�well�as�various�academic�skills� including�note-
taking,�pair�and�small�group�discussion,�and�presentation�skills.�In�addition,�it�is�a�
goal�of�this�course�to�help�students�develop�their�researching,�and�critical�thinking�
skills.

2. Course Content
　Week�1.�Introduction�to�the�course�focusing�on�topics�and�expectations.
　Week�2.��Watching�videos�and�discussing�global�issue�topics.�Choosing�a�global�

issue�to�research.
　Week�３.��Weekly�discussions�and�in-class�notes.�Begin�group�research�project�1:�

background�information
　Week�４.��Weekly�discussions�and� in-class�notes.�Continue�research�project�1:�

Details�on�where�and�who�is�affected
　Week�５.��Weekly�discussions�and� in-class�notes.�Continue�research�project�1:�

Details�on�organizations�that�are�helping
　Week�６.��Mid-term�test,�based�on�weekly�discussions,�and�notes�taken�in�class.�

Discussing�research�and�outlining�and�practice�for�the�presentation
　Week�7.�Group�presentations�and�discussions
　Week�8.��Weekly�discussions�and� in-class�notes.�Begin� individual� research�

project� #2.� Initial�mind-mapping� and� group� discussions.� Begin�
researching�background�information.

　Week�９.��Weekly�discussions.�Continue�research�project�2:�Details�on�where�and�
who�is�affected

　Week�10.��Weekly�discussions.�Continue�research�project�2:�Details�on�who� is�
helping

　Week�11.�Sharing�project�information.�Working�on�outlines�and�PowerPoints
　Week�12.�Individual�presentations�and�discussions
　Week�1３.�Individual�presentations�and�discussions
　Week�1４.�a.�Final�Test　　　　　　　　b.�Course�Wrap-up

3. Registration Requirements
　This�course�is�a�required�course�for�students�on�the�Global�Resources�English�
Applied�Track�(GREAT).�Non-GREAT�students�cannot�take�this�course.�International�
exchange�students�may�also�apply�to�attend�this�course.

4. Course Preparations
　Each�week�you�will�be�assigned�homework�for�reading,�writing,�or�looking�for�
information�outside�of�class.�Before�and�after�classes,� review�what�you�have�
learned.�Prepare�notes�reflecting�what�you�researched.�You�will�need�an�A４�size�
notebook�for�this�class�to�prepare�notes,�which�will�enable�you�to�join�group/class�
discussions.�You�will�need�to�spend�at�least�one�hour�for�the�review�of�the�class�
and�to�prepare� the�assigned�homework�every�week.�Each�week,�you�will�have�
discussions�with�other�students,�based�on� the� information�you�have�read� for�
homework.

5. Textbook (s)
　There� is�no�textbook.�Materials�will�be�provided�as�handouts�during�class�or�
links�on�Oh-o!�Meiji.�You�should�keep�a�file�for�handouts�and�all�the�other�study�
materials�for�this�course.

6. Reference Book (s)
　None

7. How to provide Feedback to assignments
The�midterm�exam�will�be�held�in�week-６,�and�the�explanation�will�also�be�held�on�
the�same�day.
The�final�exam�will�be�held�on�the�last�day�of�classes,�and�the�explanation�will�also�
be�held�on�the�same�day.
Student�papers,�notes,�outlines,�and�other�materials�worked�on�will�be�handed�in�
through�Oh-o�Meiji.�General�comments�on�assignments�will�be�published�on�the�
Oh-o!�Meiji�system.

8. Assessment
　Class�Participation,�discussions,�reflection�writing　20%
　Project�#1�research�notes�and�presentation　2５%
　Project�#2　research�notes�and�presentation　2５%
　Midterm�test　1５%
　Final�test　1５%

9. Others
　None

科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues B
【GREAT】

MOREAU, ROBERT

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
<summary>
In� this�course�we�will�continue�building�students’� research,�presentation,�and�
discussion�skills�as�we�focus�on�critically�understanding�the�various�global�issues�
facing�the�world�and�the�role�of�different�global�organizations� in�dealing�with�
them� in� the�21st�century.�Global� issue� topics� that�students�can�research�and�
discuss� include:� climate� change,�war� and� terrorism,� gender� issues,� health,�
education,�human�rights,�and� issues�connected�to� labor.�Students�will�research�
and� share� information� about� issues� in� class� discussions,� and�will� give�
presentations�based�on�the�information�that�they�have�researched.�
<objectives>
In�addition�to�the�research�projects�the�students�will�work�on,�class�time�will�be�
used�to�continue�to�develop�and�practice�specific�English�skills,�such�as�listening�
and�discussion,�using�a�variety�of�sources�dealing�with�global� issue�topics.�The�
course�will�help�students�develop�their�vocabulary�for�talking�about�global�issues,�
as�well�as� improve�various�academic�skills� including�note-taking,�pair�and�small�
group�discussion�and�presentation.�In�addition,�it�is�a�goal�of�this�course�to�help�
students�develop�their�researching,�and�critical�thinking�skills.

2. Course Content
　Week�1.��Introduction�to�the�course�focusing�on�topics�and�expectations,�first�

discussions�on�global�issues
　Week�2.��Watching�videos�and�discussing�global�issue�topics.�Choosing�a�global�

issue�to�research.
　Week�３.��Weekly�discussions�and�in-class�notes.�Begin�group�research�project�1:�

background�information
　Week�４.��Weekly�discussions�and� in-class�notes.�Continue�research�project�1:�

Details�on�where�and�who�is�affected
　Week�５.��Weekly�discussions�and� in-class�notes.�Continue�research�project�1:�

Details�on�organizations�that�are�helping
　Week�６.��Mid-term�test,�based�on�weekly�discussions,�and�notes�taken�in�class.�

Discussing�research�and�outlining�and�practice�for�the�presentation
　Week�7.�Group�presentations�and�discussions
　Week�8.��Weekly�discussions�and� in-class�notes.�Begin� individual� research�

project� #2.� Initial�mind-mapping� and� group� discussions.� Begin�
researching�background�information.

　Week�９.��Weekly�discussions.�Continue�research�project�2:�Details�on�where�and�
who�is�affected

　Week�10.��Weekly�discussions.�Continue�research�project�2:�Details�on�who� is�
helping

　Week�11.�Sharing�project�information.�Working�on�outlines�and�PowerPoints
　Week�12.�Individual�presentations�and�discussions
　Week�1３.�Individual�presentations�and�discussions
　Week�1４.�a.�Final�Test　　　　　　　　b.�Course�Wrap-up

3. Registration Requirements
　This�course�is�a�required�course�for�students�on�the�Global�Resources�English�
Applied� Track�（GREAT）.�Non-GREAT� students� cannot� take� this� course.�
International�exchange�students�may�also�apply�to�attend�this�course.

4. Course Preparations
　Each�week�you�will�be�assigned�homework�for�reading,�writing,�or�looking�for�
information�outside�of�class.�Before�and�after�classes,� review�what�you�have�
learned.�Prepare�notes�reflecting�what�you�researched.�You�will�need�an�A４�size�
notebook�for�this�class�to�prepare�notes,�which�will�enable�you�to�join�group/class�
discussions.�You�will�need�to�spend�at�least�one�hour�for�the�review�of�the�class�
and�to�prepare� the�assigned�homework�every�week.�Each�week,�you�will�have�
discussions�with�other�students,�based�on� the� information�you�have�read� for�
homework.

5. Textbook (s)
　There�is�no�textbook.　Materials�will�be�provided�as�handouts�during�class�or�
links�on�Oh-o!�Meiji.�You�should�keep�a�file�for�handouts�and�all�the�other�study�
materials�for�this�course.

6. Reference Book (s)
　None

7. How to provide Feedback to assignments
The�midterm�exam�will�be�held�in�week-６,�and�the�explanation�will�also�be�held�on�
the�same�day.
The�final�exam�will�be�held�on�the�last�day�of�classes,�and�the�explanation�will�also�
be�held�on�the�same�day.
Student�papers,�notes,�outlines,�and�other�materials�worked�on�will�be�handed�in�
through�Oh-o�Meiji.�General�comments�on�assignments�will�be�published�on�the�
Oh-o!�Meiji�system.

8. Assessment
　Class�Participation,�discussions,�reflection�writing　20%
　Project�#1�research�notes�and�presentation　2５%
　Project�#2�research�notes�and�presentation　2５%
　Midterm�test　1５%
　Final�test　1５%

9. Others
　None
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科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues A
【GREAT】

WASH, IAN

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
Course outline
　Global�Issues�is�an�advanced-level�English�course�that�focuses�on�
our� increasingly�globalised�world.� The� course� is� designed� to�
enhance� students’� understanding�of�major� issues� and� trends�
associated�with�globalisation.� It� also� raises�awareness�of�how�
events�and�experiences�at�the�local� level�affect�those�on�a�global�
level�and�vice�versa.�Ultimately,� this�course�hopes� to�bring� its�
students�to�a�higher� level�of�consciousness�and�responsibility�as�
citizens�of�a�global�world.
Learning objectives
　One�objective� is� to�familiarise�students�with�key�global� issues�
through�English�by�completing� relevant� reading�and� listening�
assignments�inside�and�outside�of�class.�Another�goal�is�to�enable�
students�to�critically�formulate�and�express�their�own�thoughts�in�
English�through�collaborative�tasks�and�activities.

2. Course Content
　Part�1:�Introduction�and�course�outline.
　Part�2:�Article�and�discussion�（Gender）
　Part�３:�Student�article�share�（Gender）
　Part�４:�Documentary�and�fluency-building�（Gender）
　Part�５:�Student�article�share�（Gender）
　Part�６:�Article�and�discussion�（Crime）
　Part�7:�Student�article�share�（Crime）
　Part�8:�Documentary�and�fluency-building�（Crime）
　Part�９:�Student�article�share�（Crime）
　Part�10:�Article�and�discussion�（Food�Ethics）
　Part�11:�Student�article�share�（Food�Ethics）
　Part�12:�Documentary�and�fluency-building�（Food�Ethics）
　Part�1３:�Student�article�share�（Food�Ethics）
　Part�1４:�Review�and�discussion

3. Registration Requirements
　To�be�confirmed

4. Course Preparations
Overview of activities
・Reading�assignments�using�authentic�texts
・Multi-media�listening�activities�using�authentic�broadcasts
・Summarising�and�reporting�in�oral�and�written�forms
・Mini-presentations
・Group�discussions
・Fluency-building
・Collaborative�learning�tasks

5. Textbook (s)
　No�textbook

6. Reference Book (s)
　No�textbook

7. How to provide Feedback to assignments
On�lecture�slides

8. Assessment
・Active�participation:�３0%
・�Classwork�and�homework�（mini-presentations,� discussions,�

reflection�papers,�etc）:�４0%
・Student�article�share�worksheets:�３0%

9. Others
Homework policy
　Being�absent�from�class�is�not�a�valid�excuse�for�not�completing�
homework�assignments.�Even�if�you�are�absent,�you�are�expected�
to� come� fully�prepared� for� the�next� class�with� the�necessary�
materials. � Failure� to� do� this� may� result� in� penalt ies� for�
participation.�Homework�submitted� late�will�not�be�graded�or�
marked.

科目ナンバー：（BA）SOC191E

Global Issues B
【GREAT】

WASH, IAN

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
Course outline
　Global�Issues�is�an�advanced-level�English�course�that�focuses�on�
our� increasingly�globalised�world.� The� course� is� designed� to�
enhance� students’� understanding�of�major� issues� and� trends�
associated�with�globalisation.� It� also� raises�awareness�of�how�
events�and�experiences�at�the�local� level�affect�those�on�a�global�
level�and�vice�versa.�Ultimately,� this�course�hopes� to�bring� its�
students�to�a�higher� level�of�consciousness�and�responsibility�as�
citizens�of�a�global�world.
Learning objectives
　One�objective� is� to�familiarise�students�with�key�global� issues�
through�English�by�completing� relevant� reading�and� listening�
assignments�inside�and�outside�of�class.�Another�goal�is�to�enable�
students�to�critically�formulate�and�express�their�own�thoughts�in�
English�through�collaborative�tasks�and�activities.

2. Course Content
　Part�1:�Introduction�and�course�outline.
　Part�2:�Article�and�discussion�（Migration）
　Part�３:�Student�article�share�（Migration）
　Part�４:�Documentary�and�fluency-building�（Migration）
　Part�５:�Student�article�share�（Migration）
　Part�６:�Article�and�discussion�（Public�health）
　Part�7:�Student�article�share�（Public�health）
　Part�8:�Documentary�and�fluency-building�（Public�health）
　Part�９:�Student�article�share�（Public�health）
　Part�10:�Article�and�discussion�（Celebrity）
　Part�11:�Student�article�share�（Celebrity）
　Part�12:�Documentary�and�fluency-building�（Celebrity）
　Part�1３:�Student�article�share�（Celebrity）
　Part�1４:�Review�and�discussion

3. Registration Requirements
　To�be�confirmed

4. Course Preparations
Overview of activities
・Reading�assignments�using�authentic�texts
・Multi-media�listening�activities�using�authentic�broadcasts
・Summarising�and�reporting�in�oral�and�written�forms
・Mini-presentations
・Group�discussions
・Fluency-building
・Collaborative�learning�tasks

5. Textbook (s)
　No�textbook

6. Reference Book (s)
　No�textbook

7. How to provide Feedback to assignments
On�lecture�slides

8. Assessment
・Active�participation:�３0%
・�Classwork�and�homework�（e.g.�mini-presentations,�discussions,�

reflection�papers）:�４0%
・Student�article�share�worksheets:�３0%

9. Others
Homework policy
　Being�absent�from�class�is�not�a�valid�excuse�for�not�completing�
homework�assignments.�Even�if�you�are�absent,�you�are�expected�
to� come� fully�prepared� for� the�next� class�with� the�necessary�
materials. � Failure� to� do� this� may� result� in� penalt ies� for�
participation.�Homework�submitted� late�will�not�be�graded�or�
marked.
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科目ナンバー：（BA）PSY196J

心理学〔Ｍ〕 中 西　 晶

2 単位 1 年次
春学期 ・
秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　心理学は，現在『こころの科学』として多方面に展開している。そ
の一方であまりにもポピュラーになりすぎため，基礎的な知識を持た
ないままに理解したつもりになっている場合も多い。
　そこで本講義では，現代の心理学におけるさまざまな議論を紹介し，
心理学とはなにかについて正しい理解を得ることを目的とした講義を
行い，できるだけ身近な事例や実験なども交えながら授業を進める。

〈到達目標〉
　前半は主として『こころと適応』という観点から心理学の基本を紹
介する。本講義を通して，人間，とくに自分自身を知る機会とし，豊
かな学生生活を送るきっかけとなることを期待したい。後半では，主
として『こころのメカニズム』について考える。身近な事例や簡単な
実験も紹介しながら，認知，学習，対人的相互作用，社会現象などを
心理学的見地から解説する。個人の内的過程から全体社会の構成まで
一貫した目で見る視点を養いたい。また，近年進歩の著しい脳科学の
成果が心理学に与えた影響も理解する。

２．授業内容
　主として，以下のようなテーマで講義する。進捗等により若干前後
することがある。
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施する。
　第 1 回：心理学を学ぶということ
　第 2 回：心理学の歴史と方法
　第 ３ 回：発達とライフサイクル
　第 ４ 回：動機付けと情動
　第 ５ 回：性格と知能
　第 ６ 回：メンタルヘルスとカウンセリング
　第 7 回：中間まとめ
　第 8 回：感覚と知覚
　第 ９ 回：記憶のしくみ
　第10回：学習と思考
　第11回：脳と心の関係
　第12回：人間社会と人間心理
　第1３回：経営学と心理学
　第1４回：全体まとめ

３．履修上の注意
　フルオンデマンドで実施するので，十分な情報通信環境を準備する
こと。
　授業資料・課題は毎週金曜日にOh-o!Meijiにアップする。
　Oh-o!Meijiに提出された毎回のワークの結果は，個人情報を削除し
て，次回以降の授業で提示する場合がある。
　経営心理学や社会学及び経営社会学，文化人類学，産業生理学等，
人間に関する講義もあわせて学ぶとより理解が深まるだろう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　特に必要としないが，日常生活において常に問題意識を持ち，情報
を探索・収集して，自分なりの考えをまとめていく姿勢が求められる。

５．教科書
　長谷川寿一他著，『はじめて出会う心理学（第 ３ 版）』，有斐閣アルマ，
2020年

６．参考書
　日本心理学会「心理学ミュージアム」（https://psychmuseum.jp/）

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!Meijiに提出された毎回のワークの結果は，個人情報を削除して
とりまとめ，次回以降の授業で総合的なコメントする。
個別の質問・相談にはアンケート機能を利用する。
最終の全体を通した理解度確認テストにおいては，小テスト機能にお
いて解答や解説を行う。

８．成績評価の方法
　毎回の授業に応じたワークの成果（Oh-O!Meijiのアンケート機能を
使用予定）各回 ５ 点×1３回＝６５点
　最終回での全体の理解度確認テスト（Oh-O!Meijiの小テスト機能を
使用予定）３５点
合計100点満点で評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 一之瀬　真 志

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：スポーツ生理学

〈概要〉
　この演習では運動に対する身体の反応を実験・測定を通して学び
ます。運動時の生体反応は，個人の運動能力やフィットネスレベル，
健康状態などと密接に関係しています。自分の身体に関する知識を
客観的指標の測定と分析により身につけていきます。

〈到達目標〉
　運動に対する生体反応とそのしくみについての基礎的知識を身に
つけるとともに，測定データを読み解き，考察し，議論するために
必要な論理的思考力を高めることを目的とします。

２．授業内容
　第 1 回　aのみ：イントロダクション
　第 2 回～ ３ 回　運動時の循環調節のしくみ
　第 ４ 回～ ５ 回　安静時および運動時の血圧，心拍数の測定実習
　第 ６ ～ 7 回　血圧，心拍数のデータ解析
　第 8 回　運動時の呼吸調節のしくみ
　第 ９ 回　運動時のエネルギー代謝のしくみ
　第10～11回　安静時および運動時の呼吸反応，酸素摂取量の測定
　第12～1３回　呼吸反応，酸素摂取量のデータ解析
　第1４回　測定データの発表，まとめ

３．履修上の注意
　データの処理はエクセルを使用します。また，発表にはパワーポ
イントを用います。エクセルとパワーポイントの使い方は基本から
解説しますので，使ったことのない人でも大丈夫です。測定を行う
ので，履修希望者が多い場合は抽選となります。また，履修人数に
応じて測定の内容を変える場合があります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第 1 回イントロダクションにおいて授業予定が示されるので，各
授業の前に参考図書や配布資料などを用いて予習してください。授
業後には配布資料などの該当箇所を振り返り復習をし，不明な点が
あれば授業で質問してください。

５．教科書
　教科書は特に定めません。授業中に資料を配布します。

６．参考書
　運動生理学（池上晴夫，朝倉書店）
　運動生理学概論（浅野勝巳，杏林書院）
　運動生理学20講（勝田　茂，朝倉書店）
　Physiology�of�Sports�and�Exercise（Wilmore�JH�et�al,�Human�
Kinetics）
　Exercise�Physiology（McArdle�WD�et�al,�Lippincott�Williams�&�
Wilkins）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中に小テストやレポート等を課す場合には，課題提出締め
切り後にOh!-Meijiを通じて解説を配信します。

８．成績評価の方法
　平常点（３0％），発表（1５％），討論への参加（2５％），レポート（３0
％）。

９．その他
　自分の身体の機能に興味がある人，体力・運動能力を高めたい人，
スポーツが好きな人，普段あまり運動をしてないけれど運動を始め
たいと思っている人，などには特に受講を勧めます。
　※履修希望者は第1回の授業に必ず出席してください。

科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 宇 野　 毅

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：イギリスと日本

〈概要〉
比較的情報量が少ないイギリスの社会や文化にスポットライトを当
てて，日本が開国・明治維新以来お手本としてきたイギリスという
国を，オールラウンドに考察してみる。アメリカ（コーヒー）より
もイギリス（紅茶）に関心のある学生向けの授業である。
イギリスでは，2022年 ９ 月 8 日に在位70年のエリザベス女王が崩御
して時代が変わったが，そのような現代イギリス社会を中心に考察
して行きたい。

〈到達目標〉
春学期の前半は，教科書やレジュメを基にイギリスに関する基本的な
講義を，後半は，受講生が関心を持つイギリスに関するテーマについ
て，各自が簡単なプレゼンテイションの練習を行なう予定である。

２．授業内容
第 1 回　イントロダクション
第 2 回　イギリス概説（1）
第 ３ 回　イギリス概説（2）
第 ４ 回　イギリス概説（３）
第 ５ 回　イギリス概説（４）
第 ６ 回　イギリス概説（５）
第 7 回　イギリス概説（６）
第 8 回　イギリス概説（7）
第 ９ 回　プレゼンテイション（1）
第10回　プレゼンテイション（2）
第11回　プレゼンテイション（３）
第12回　プレゼンテイション（４）
第1３回　プレゼンテイション（５）
第1４回　まとめ
上記予定は，状況によっては変更されることがあり得る。

３．履修上の注意
履修条件は，イギリスに強い興味や関心があること。演習科目であ
るから，授業にはきちんと出席することが最低限の条件である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
プレゼンテイションに於いては，ウェッブの情報（オフィシャル・
サイト）を参考にする事は良いが，コピー＆ペイストは不可。

５．教科書
詳細は，授業開始時に教場で紹介する。

６．参考書
授業開講時に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
平常点（５0％）・授業への参加や貢献度・リポート等（計５0％）に
よる総合評価。ペーパー試験は行なわない予定である。

９．その他
海外渡航経験者のある諸君や留学生が受講すると，より一層多文化
に触れることができ，充実しそうな予感がする。
※履修希望者は，第1回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 金 子 敦 子

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：ビジネス・コミュニケーション演習
グローバル人材に求められるビジネス・コミュニケーションについて，プレゼンテーション
の実践を通して学びます。授業内では日本語と英語を使用します。学生によるプレゼンテー
ションは各自のニーズにあわせて日本語または英語で実施します。
目標
1.�ビジネス・コミュニケーションの特性を説明できる。
2.�マネジメントに必要な実践的コミュニケーション能力を身につける。
３.�協働的，協力的で開かれた学習スキルを身につける。

THEME:�Introduction�to�Business�Communication
Students�will�study�the�theory�and�practice�of�business�communication�essential�for�global�
managers�through�delivering�presentations.�Classroom�languages�are�Japanese�and�English.
Goals:
　1.�To�be�able�to�describe�business�communication�issues�and�topics
　2.�To�enhance�practical�communication�skills�for�global�managers
　３.�To�develop�collaborative,�cooperative,�and�open�study�skills

２．授業内容
第 1 回　�ビジネス・コミュニケーションの原則：信頼の確立　Principles�of�business�

communication:�Three�components�of�credibility
第 2 回　�メッセージの構築―AIM計画プロセスと提案書　Message�development:�AIM

（Audience�Analysis,� Information�Gathering,�Message�Development）　planning�
process�and�proposals�

第 ３ 回　�プレゼンテーションの計画－PREP（Position,�Reasons,�Example,�Position）メソッド
と視覚資料　Planning�presentations:�PREP�（Position,�Reasons,�Example,�Position）�
method�and�visual�aids

第 ４ 回　�プレゼンテーションの実施－非言語コミュニケーションとSOFTEN（Smile,�Open�
Stance,�Forward�Lean,�Tone,�Eye�Contact,�Nod）モデル�Delivering�presentations:�
non-verbal�communication�and�SOFTEN�model

第 ５ 回　学生によるプレゼンテーション（1）�（提案書�Figure�５.６）�
第 ６ 回　�準備：会社紹介　Preparing�your�presentation�*�Select�a�company�you�would�like�

to�work�with.
第 7 回　�構成（1）：自己紹介　Using�Core�Structure�and�guiding�audience�　*A�５-minute�

presentation:�Your�background�and�the�skills�you�can�offer�a�potential�employer��
第 8 回　�導入　Introducing�your�presentation:�ABCD�model�*�Prepare�and�give�the�introduction
第 ９ 回　�構 成（2）： 製 品 紹 介　Delivering�your�message�with�PEEP�*�What�is�your�main�

product�or�service?�Why�is�it�so�good?��Why�is�it�right�for�your�customers?��
第10回　�視覚資料：業界概要／業務プロセスUsing�visual�aids�*�Introducing�your�business:�

Describing�basic�processes�in�your�workplace,�a�breakdown�of�your�key�markets,�
and�recent�sales�results��

第11回　�結論：研修予算増額申請Concluding　*�A�proposal:� Increase�the�budget�for�staff�
training�

第12回　�質疑応答：新商品企画　Handling�questions　*�A�presentation�by�an�entrepreneur:�
An�idea�for�a�new�product”

第1３回　電子メールコミュニケーション�Writing�emails�
第1４回　学生によるプレゼンテーション（2）

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
毎週，授業中の議論の準備と授業の振り返りをOho!�Meijiのディスカッションで共有してく
ださい。
Students�are�expected�to�read�before�each�class�the�parts�of�the�textbook�and�prepare�for�
class�discussions.�As�a�review�of�the�session,�post�your�reflection�to�Oho!�Meiji�discussion.��

５．教科書

６．参考書
Peter�Cardon.�（2020）.�Business�Communication:�Developing�Leaders�for�a�Networked�World�
４th�Edition.�McGraw�Hill
John�Hughes�and�Andy�Mallett.�（2012）.�Successful�Presentations�Successful�Presentations.�
Oxford�University�Press�

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meiji�のディスカッションおよび授業内にフィードバックを行う。
Provide�feedback�through�Oh-o!�Meiji�（LMS）�discussions�as�well�as�in-class�discussions.

８．成績評価の方法
レポート・プレゼンテーション�（2）　４0%;�課題:�３0%;�小テスト�20%;�授業貢献:�10%
出席：1４回の授業のうち，３回を超える欠席がある場合，単位取得はできない。遅刻は３回で
欠席1回とする。
Report�and�presentation�（2）�４0%;�homework:�３0%;�quiz�20%;�contribution�to�class:�10%
Attendance:�If�students�miss�more�than�３�of�the�1４�classes,�they�will�not�receive�credits.�３�
late�arrivals�equal�1�absence.

９．その他

科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 薩 摩 秀 登

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：英語で日本史を読む

〈概要〉
　古代から中世に関する，英語による日本史の概説書を読む。どのよ
うな地域の歴史もそれぞれ固有のものであり，日本史を日本語以外で
語ることは難しい。しかし時には，日本史に固有の概念や事象を異な
る言語で説明することも必要になる。また，英語でとらえてみること
で，日本史や日本の文化について新たな発見をすることもある。
〈到達目標〉
　英文の正確な読解力を身につける。
　そのうえで，英語で読むことにより，広い視野から日本史を捉え
る力を身につける。

２．授業内容
　テキストとしては，主にR.H.P.�Mason�&�J.G.�Caiger,�A�History�of�
Japan，およびJohn�Whitney�Hall,�Japan,�From�Prehistory�to�Modern�
Timesを予定しており，主に古代から中世をとりあげる。
　第 1 回　授業の概要説明
　第 2 回　国家成立期　国の統一過程
　第 ３ 回　国家成立期　統一政権
　第 ４ 回　国家成立期　奈良時代（政治）
　第 ５ 回　国家成立期　奈良時代（文化・社会）
　第 ６ 回　平安時代　初期の政治
　第 7 回　平安時代　政治の展開
　第 8 回　平安時代　社会・文化
　第 ９ 回　武士階層の成立
　第10回　武家政権の成立
　第11回　鎌倉時代の社会・文化
　第12回　室町政権
　第1３回　室町時代の政治
　第1４回　室町時代の社会・文化
　必要に応じて，適宜，小テストを実施する。

３．履修上の注意
　テーマは日本史であるが，必ずしも日本史の詳しい知識が要求さ
れるわけではない。
　歴史に関するスタンダードな英文を読んでみたいと思う人，これ
まで日本史をあまり勉強してこなかったがここで理解を深めてみた
いと思う人，あるいは広く歴史全体に関心のある人なども歓迎する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストをしっかり予習し，いつでも訳せるようにしておくこ
と。背景となる事柄についても調べてくることが望ましい。

５．教科書
　教科書は使用しない。

６．参考書
　宮地正人編『日本史』山川出版社，2008年
　五味文彦，鳥海靖編『もういちど読む山川日本史』山川出版社，
200９年

７．課題に対するフィードバックの方法
　通常の授業において行う。

８．成績評価の方法
　平常点（授業に対する態度）100％
　小テストを実施した場合は，３0％を小テストにあてる。

９．その他
　※履修希望者は，第1回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 鈴 井 正 敏

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：自分のエネルギー消費能力を測ろう
　人間は個人によって持っているエンジンの大きさが異なります。
エンジンの大きさはエネルギー（カロリー）の消費能力であり，そ
れは酸素の摂取能力から計算することができます。この授業では自
分がどのくらいのエネルギー（カロリー）消費能力があるか，また
どのくらい脂肪消費能力があるのかを実験により調べます。
　実験では各自の最大酸素摂取量を測定します。その結果から，エ
ネルギー（カロリー）の最大消費能力，心拍数に対応したカロリー
消費量，脂肪燃焼能力と脂肪燃焼に適した運動強度，トレーニング
の目的別運動強度を推定します。実験で得られた測定結果は表計算
ソフト�エクセル用いて解析します。また，データのまとめはパワ
ーポイントで行います。エクセルとパワーポイントは基本から解説
しますので，使ったことがない人でも大丈夫です。
　自分の体力プロフィールを理解するともに，ダイエットやトレーニ
ングに最適な運動強度を判断できるようになることが到達目標です。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：人体のエネルギー代謝
　第 ３ 回：心拍数と消費カロリー
　第 ４ 回：運動のエネルギー源
　第 ５ 回：測定手順と準備
　第 ６ 回：最大酸素摂取量の測定
　第 7 回：データ解析（最大酸素摂取量の決定）
　第 8 回：データ解析（乳酸の蓄積）
　第 ９ 回：データ解析（心拍数とカロリー）
　第10回：データ解析（脂肪消費能力）
　第11回：データ解析（一日のカロリー消費）
　第12回：パワーポイント（使い方）
　第1３回：パワーポイント（データの表し方）
　第1４回：パワーポイント（まとめ）

３．履修上の注意
　実験を行うので，WEBによる事前受付となります。
　実験は最大努力で行う自転車運動です。身体負担があることを理
解してください。実験前は体調管理に注意してください。
　実験後，データ処理の授業は大学のPCを使用しますが，課題も
出しますので，PCの所持を前提としています。
　データ解析のときに欠席すると内容が分からなくなります。やむを
得ず欠席する場合には必ずディスカッションから連絡してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ダイエットやトレーニングなど，得られたデータが自分にどのよ
うに役立てられるのか考えてください。
　データ解析はやり方だけでなく，解析によって得られた結果の意
味を理解してください。

５．教科書
　なし。

６．参考書
　とくに定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度（６0％），レポート（４0％）により評価します。

９．その他
　履修希望者は第 1 回目の授業に必ず出席すること。
　本授業は，受講人数制限があるため，履修に際しては，WEBに
よる事前受付を実施します。詳細は，「経営学部履修の手引」を参
照してください。

科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 田 中 充 洋

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：ラグビーフットボール文化論

〈概要〉
　ラグビーフットボールは，12世紀から17世紀，国家・地方官憲の
度重なる禁止令に屈せず，英国国民の情熱によって継承されてき
た。そして，それは，パブリックスクールの教育政策とイギリスの
植民地政策とともに世界中に普及していった。とりわけオーストラ
リア・ニュージーラン・南アフリカでは，その国民性や風土に合致
し，現在最もラグビーの盛んな大国として世界に知られている。
　そこで，この講義ではラグビーボールに触れながら，そのゲーム
の基本的な構造やルールを学ぶ。さらに，南半球のプロラグビーを
中心に，各国の強化システム・コーチング・PR活動などを検証する。

〈到達目標〉
　ラグビーフットボールのルールと基本スキルを学ぶ。また，世界
各国のラグビー事情を紐解きながら現地の文化を理解する。

２．授業内容
　第 1 回　a：イントロダクション
　　　　　b：�フットボールの発展史（ラグビーフットボールの誕

生と世界展開）
　第 2 回：�ラグビーゲームを学ぶ1（ルール解説1：これだけは知っ

ておきたいルール）
　第 ３ 回：�ラグビーゲームを学ぶ2（ルール解説2：更にラグビーを

楽しむ為のルール）
　第 ４ 回：ラグビーゲームを学ぶ３（実技1：個人スキルa）
　第 ５ 回：ラグビーゲームを学ぶ４（実技2：個人スキルb）
　第 ６ 回：�ラグビーゲームを学ぶ４（実技３：ユニットスキルとゲー

ム）
　第 7 回：�世界のラグビー事情1�オーストラリア：アボリジニ文化，

学校体育，AIS,�リーグ＆オージールールズ
　第 8 回：�世界のラグビー事情2�ニュージーランドのラグビー：マ

オリ文化，オールブラックス
　第 ９ 回：�世界のラグビー事情３�南アフリカのラグビー：アパルト

ヘイト，スプリングボクス
　第10回：�世界のラグビー事情４�北半球のラグビー：６Nations，ラ

グビーユニオン
　第11回：�世界のラグビー事情５　日本のラグビー（TOP�LEAGUE，

大学，高校，ジュニア，7s）
　第12回：�世界のラグビー事情６　201９年ラグビーWCの検証と

202３年フランス大会の展望
　第1３回：�世界のラグビー事情7　ラグビーの精神（ノーサイド・

キャプテンシーなど）
　第1４回　a：ラグビーゲームを学ぶ５（実技４：7人制）
　　　　　b：まとめと振り返り

３．履修上の注意
　ラグビーフットボールに興味を持つ学生対象
　※履修希望者は，第 1 回目授業に必ず出席すること。（希望者多
数の場合，第 1 回目授業内での抽選となります。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業では，タックルやスクラムなどのコンタクトは行いません。
　ただし，タッチなど簡易ルールによるゲーム（実技）を予定して
います。
　ボールゲームができる程度の準備（体力・服装）をしておくこと。

５．教科書
　随時資料を提示します。

６．参考書
　2022年度ルールブック

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業終了後，全体的な講評，模範例などを紹介する。

８．成績評価の方法
　平常点（出席状況，授業への貢献度：80％）と，数回行われるミ
ニレポート（20％）により評価します。

９．その他
　※履修希望者は，第1回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 辻　 昌 宏

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：ヘンデルのオペラ

〈概要〉
　ヘンデルのオペラについて，ストーリーや楽曲の特色，リブレッ
ット（台本）の特徴について考える。オペラ・セリアの特徴を実際
の作品に即して考える。

〈到達目標〉
　ヘンデルの生きた時代を理解した上で，代表的オペラについて歌
手や演出，楽曲について理解を深める

２．授業内容
　作品ごとに，文学として，演劇として，音楽として，多面的に作
品を解析し理解を深めていく。
　参加者は，作品について作曲家の伝記的情報，台本および台本作
家の伝記的情報，原作との相違，楽曲としての特徴などについて発
表してもらう。
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回～第 ５ 回　『アルミニオ』
　第 ６ 回～第 ９ 回　『アリオダンテ』
　第10回～第11回　『ジュリオ・チェーザレ』
　第12回　まとめ

３．履修上の注意
　オンライン授業となった場合，授業内容や進め方，進度に変更が
生じることがありうる。

〈履修上の注意〉
　言うまでもないことですが，私語は厳禁です。
　質問や意見表明は歓迎ですので，手をあげて，積極的に質問し，
意見を述べましょう。

〈準備学習〉
　オペラについて関心を持ち，あらすじだけでなく，画面を注意深
く観て，どんな台詞や歌詞に，どんな音楽がついているかを注意深
く聴くこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　当該オペラのストーリをインターネットや音楽辞典を用いて確認
しておくこと。

５．教科書
　プリント配布

６．参考書
三ヶ尻正著『ヘンデルが駆け抜けた時代』（春秋社）
三澤寿喜著『ヘンデル』（音楽之友社）
クリストファー・ホグウッド著『ヘンデル』（東京書籍）

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh!Meiji�の機能を利用してコメントを付す。

８．成績評価の方法
　学期末のレポート20％，リアクション・ペーパー（複数回）３0％，
質問や意見表明など積極的な授業態度５0％

９．その他
　授業・成績評価の方法などについての詳細な説明は，最初の授業
でおこなう。
　※履修希望者は，第1回目授業に必ず出席すること。

科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 畑　 一 成

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：啓蒙主義哲学を通じて現代の環境問題と情報化社会を考察する

〈授業の概要〉
　環境問題とデジタル化社会が，欧州で最も重要な課題とされています。
それら現代の課題を，背景にある学術の歴史を通じて読み解こうとする授
業です。その際，啓蒙主義という欧州の思想潮流をとらえながら，その流
れの中で，どのように科学や哲学，芸術が発展してきたのか，そしてその
蓄積がどのように現代につながるのかを考察します。
　気候変動を中心にした環境問題は，実感に乏しいこともあり，目の前の
事象よりも，自然に対する根本的な思想や哲学がより多く語られていま
す。ドイツは，ロマン主義的な自然観と近代的な合理主義との間を揺れ動
いています。それをより詳しく理解するために，ゲーテの近代人像からは
じめて，ロマン主義やドイツ観念論の自然哲学をとりあげます。
　欧州では，環境問題に並んで情報化社会が民主主義の最大の課題の一つ
だといわれており，「自由」や「独立」といった啓蒙主義的価値をネット
ワーク上においても実現するため，「デジタル主権」が主張されています。
一人一人名前や顔を持つのが啓蒙主義的な主体なのですが，ネットワーク
上の自由を守るために，デジタル世界の主体は匿名でなければならなりま
せん。この齟齬を読み解くために，ライプニッツの普遍記号の構想等をみ
ていきます。
　授業方法は，各授業の前半に講師が，履修者に問いかけながら，文献を
読み解き，基本となる知識を講義します。その後，グループを作り，履修
者同士でディスカッションをします。

〈到達目標〉
欧州において，芸術と哲学と科学がいかに密接に絡み合っているのかを理
解する。現代的課題の背景に，どのような個々人の活動の歴史があったの
か，またどのような大きな潮流があったのかを理解する。

２．授業内容
第 1 回　�授業方法と成績評価の説明。導入：欧州の諸課題とその背景を探

る方法論
第 2 回　�グーテンベルクの活版印刷技術からルターの宗教改革，そしてア

カデミーの成立へ
第 ３ 回　ニュートンの『プリンキピア』とライプニッツの『モナドロジー』
第 ４ 回　�フランス革命の『百科全書』とスコットランド啓蒙の『ブリタニ

カ百科事典』
第 ５ 回　カントの『「啓蒙とは何か」という問いに答えて』
第 ６ 回　ゲーテの『色彩論』と『ファウスト』
第 7 回　シェリングの自然哲学とヘーゲルの体系哲学
第 8 回　ノヴァーリスの自然研究とマスメディアとしてのパノラマ
第 ９ 回　現代ドイツの環境運動と自然哲学
第10回　ライプニッツの二進法と計算機の開発
第11回　�フレーゲの概念記法からフォン・ノイマンのコンピューター・サ

イエンスへ
第12回　デジタル主権と啓蒙主義
第1３回　人間と自然とデジタル世界
第1４回　a.�試験　b.�正答解説

３．履修上の注意
受講するにあたって予備知識は必要ありません。ドイツ語ができなくて
も，哲学や科学，芸術，コンピューター・サイエンス等について知らなく
ても大丈夫です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
毎授業終わりに，次の授業の資料を渡しますので，それに目を通し，自分
の考えや疑問点をみつけてから授業に臨んでください。

５．教科書
講師が作成した資料を授業ごとに渡します。

６．参考書
『永遠平和のために/啓蒙とは何か他 ３ 編』カント（光文社古典新訳文庫）

７．課題に対するフィードバックの方法
第1４回のｂモジュールで，試験の正答解説と講評を行う。

８．成績評価の方法
期末試験：６0％（「到達目標」の記載内容を測る試験を行う）
授業への参加：４0％（課題，発表，ペアワーク，グループワーク等の参加
度や達成度を測る）
※授業への参加状況や態度によって減点する場合がある。
※授業を ３ 分の 1 以上欠席した場合，評価の対象としない。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 松 野　 裕

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：調査・研究の基礎（多様な調査・研究方法の学習）

〈概要〉
・調査や研究のための知識・情報の収集・分析の方法の学習。
〈到達目標〉
・�調査や研究のための知識・情報の収集・分析の方法の基礎を獲得

すること。

２．授業内容
　第 1 講　イントロダクション。
　第 2 講　新聞記事通時検索。
　第 ３ 講　新聞記事四紙比較。
　第 ４ 講　学術論文検索要約。
　第 ５ 講　歴史的事実の文献による確認。
　第 ６ 講　時系列データ分析。
　第 7 講　2集団の比較。
　第 8 講　クロスセクションデータ。散布図の作成。
　第 ９ ～10講　アンケート調査。
　第11講　現地調査。
　第12～1３講　聞き取り調査。
　第1４講　まとめ。

３．履修上の注意
・新しいことに挑戦したい，と思っている人向きと思われる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・宿題がでるので，丁寧に取り組むことを要する。

５．教科書
　特になし。

６．参考書
　特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業で課題を発表する時等にコメントする。

８．成績評価の方法
　ほぼ100％の出席を単位取得の前提とする。
　課題の提出状況の状況９0％，その他の活動状況10％，の割合で成
績を評価する。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 吉 松　 梓

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：アドベンチャー・ベースド・カウンセリング（自然・他者・
自己とのつながりを取り戻す）

〈概要〉
　都市化・情報化が進む現代社会において，人と自然とのつながり
は減少している。実際に先進国の成人では， 1 日の９３％を屋内で過
ごしているというデータもある。このような自然と人との断絶は，
不安や肥満など心身の問題の増加と関連していると言われている。
一方で自然の中で過ごすことは，うつ症状の軽減や精神的な疲労か
らの回復など，人の心身の健康やwell-beingに貢献することが明ら
かになっている。

〈到達目標〉
　本授業では，自然の中でのアドベンチャープログラムを用いたカ
ウンセリングを体験的に学習することを目的としている。心身と自
然とのつながりについての見立てを実施し，体育施設とキャンパス
周辺で実施できる野外活動プログラムの体験を通して，地域の自
然，他者，自己についての理解を深める。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション／描画法
　第 2 回　アイスブレイク／フルバリューコントラクト
　第 ３ 回　自然を感じるプログラム1（導入）
　第 ４ 回　自然を感じるプログラム2（展開）
　第 ５ 回　ロゲイニング1（地図とコンパス）
　第 ６ 回　ロゲイニング2（地域探索）
　第 7 回　ロゲイニング３（地域発見）
　第 8 回　プロジェクト・アドベンチャー1（コミュニケーション）
　第 ９ 回　プロジェクト・アドベンチャー2（イニシアティブ）
　第10回　プロジェクト・アドベンチャー３（問題解決）
　第11回　プロジェクト・アドベンチャー４（トラスト）
　第12回　ウォール・クライミング1
　第1３回　ウォール・クライミング2
　第1４回　全体ふりかえり／描画

３．履修上の注意
　毎回の授業は，体験的な内容となるため運動に適した服装と靴を
準備すること。グループワークを中心に実施するため，主体的・協
働的な姿勢で参加すること。
　※履修希望者は第1回目授業に必ず出席すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日頃から自分の心身の状態に気を配り，身近な自然に気づく視点
を持つこと。

５．教科書
　特定の教科書は使用しない。

６．参考書
『野外教育入門シリーズ第1巻』星野敏男・金子和正監修（杏林書院）
2011.

『Outdoor� Therapies』Nevin� J.� Harper� and�Will�W.� Dobud
（Routledge）2021.

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の授業の冒頭に，ふりかえりシートのコメントをフィードバ
ックする。

８．成績評価の方法
　授業への貢献度（４0％），ふりかえりシート（３0％），レポート（３0
％）を総合的に評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ａ 高　　　　　巖

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ『日本航空の破綻と再生』を読む

〈概要〉
髙他著の『日本航空の破綻と再生』は本格的な経営図書であるが，
企業分析力をつけるための格好の図書でもある。それゆえ，同書を
使い，企業組織を見る力をつけていく。

〈到達目標〉
2010年にJALは破綻し，僅か2年半後の2012年に再上場された。同
書では，その破綻と再生の過程を，モノ，カネ，ヒト，経営哲学と
いう観点から詳細に分析している。それゆえ，歴史的な事実に照ら
し合わせながら，分析手法を学び，さらには組織はどのように経営
資源を配分し，どのような風土（経営哲学）を構築すべきなのかも
学ぶ。本演習で目指すところは，履修学生一人ひとりが，企業を分
析する力を身につけることである。

２．授業内容
第 1 回　イントロダクション
第 2 回　学生による報告　解説と講義
第 ３ 回　学生による報告　解説と講義
第 ４ 回　学生による報告　解説と講義
第 ５ 回　学生による報告　解説と講義
第 ６ 回　学生による報告　解説と講義
第 7 回　学生による報告　解説と講義
第 8 回　学生による報告　解説と講義
第 ９ 回　学生による報告　解説と講義
第10回　学生による報告　解説と講義
第11回　学生による報告　解説と講義
第12回　学生による報告　解説と講義
第1３回　学生による報告　解説と講義
第1４回　学生による報告　解説と講義

３．履修上の注意
教養演習Bを受講することが望まれる。
企業を分析する力をつけたいと真剣に考えている学生であること

４．準備学習（予習・復習等）の内容
担当学生は，該当箇所に関するレジュメを作成し発表を行う。
授業参加者は報告該当箇所を精読しておくこと。

５．教科書
髙巖他著『日本航空の破綻と再生』ミネルヴァ書房，３800円（＋税）

６．参考書
授業時に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
各学生が行うに発表に対し，授業中にコメントする。

８．成績評価の方法
授業へのコミットメント５0%，発表内容５0%。

９．その他
　履修希望者は，第1回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ｂ 薩 摩 秀 登

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：英語で日本史を読む

〈概要〉
　近世から現代に関する，英語による日本史の概説書を読む。どのよ
うな地域の歴史もそれぞれ固有のものであり，日本史を日本語以外で
語ることは難しい。しかし時には，日本史に固有の概念や事象を異な
る言語で説明することも必要になる。また，英語でとらえてみること
で，日本史や日本の文化について新たな発見をすることもある。
〈到達目標〉
　英文の正確な読解力を身につける。
　英語で読むことにより，広い視野から日本史を捉える力を身につ
ける。

２．授業内容
　テキストとしては，主にR.H.P.�Mason�&�J.G.�Caiger,�A�History�of�
Japan，およびJohn�Whitney�Hall,�Japan,�From�Prehistory�to�Modern�
Timesを予定しており，主に近世から現代をとりあげる。
　第 1 回　幕藩体制成立期の政治
　第 2 回　幕藩体制成立期の社会
　第 ３ 回　近世の政治
　第 ４ 回　近世の社会
　第 ５ 回　近世の文化
　第 ６ 回　幕末・維新期の政治
　第 7 回　幕末・維新期の社会
　第 8 回　明治初期の政治
　第 ９ 回　明治維新と近代化過程
　第10回　明治期の社会
　第11回　明治期の文化
　第12回　第一次大戦後の政治
　第1３回　第一次大戦後の社会・文化
　第1４回　昭和初期
　必要に応じて，適宜，小テストを実施する。

３．履修上の注意
　テーマは日本史であるが，必ずしも日本史の詳しい知識が要求さ
れるわけではない。
　歴史に関するスタンダードな英文を読んでみたいと思う人，これ
まで日本史をあまり勉強してこなかったがここで理解を深めてみた
いと思う人，あるいは広く歴史全体に関心のある人なども歓迎する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストをしっかり予習し，いつでも訳せるようにしておくこ
と。背景となることがらについても，調べてくることが望ましい。

５．教科書
　教科書は使用しない。

６．参考書
　宮地正人編『日本史』山川出版社，2008年
　五味文彦，鳥海靖編『もういちど読む山川日本史』山川出版社，
200９年

７．課題に対するフィードバックの方法
　通常の授業において行う。

８．成績評価の方法
　平常点（授業に対する態度）100％
　小テストを実施した場合は，３0％を小テストにあてる。

９．その他
　※履修希望者は，春学期「教養演習A」の第 1 回目授業に必ず出
席すること。

科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ｂ 辻　 昌 宏

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：バロック・オペラ

《授業の概要》
　モンテヴェルディ，ペルゴレージ，その他の作曲家のオペラを
DVDを用いて観ながら，バロック・オペラの特徴について各自が調
べ発表する。

《到達目標》
　バロック時代のオペラの概要を知り，オペラという音楽劇の慣
習，約束事を理解し，作品や上演を味わう際の勘所を知る。

２．授業内容
　第 1 回　モンテヴェルディ 1
　第 2 回　モンテヴェルディ 2
　第 ３ 回　モンテヴェルディ ３
　第 ４ 回　モンテヴェルディ ４
　第 ５ 回　モンテヴェルディ ５
　第 ６ 回　ペルゴレージ 1
　第 7 回　ペルゴレージ 2
　第 8 回　ペルゴレージ ３
　第 ９ 回　ペルゴレージ ４
　第10回　ペルゴレージ ５
　第11回　ヴィヴァルディ
　第12回　ポルポラ
　第1３回　ヴィンチ
　第1４回　まとめ

３．履修上の注意
　授業中にDVDをかける時間には，音楽，演出，歌詞に最大限の注
意を払って観ること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　バロック・オペラおよびオペラ・セリアについて，音楽辞典やイ
ンターネットを通じて各自調べること。

５．教科書
プリント配布。

６．参考書
カーティス・プライス『西洋の音楽と社会（３）』（音楽之友社）
ジョージ・J・ビューロー『西洋の音楽と社会（４）』（音楽之友社）

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh!Meijiの機能を利用して，コメントを付す。

８．成績評価の方法
　授業中の参加（質疑応答）５割。発表およびレポート５割。

９．その他
　※履修希望者は，第1回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ｂ 真 継　左和子

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：アカデミックリスニングとノートテイキング

〈概要〉
　In�this�class,�students�will�view�authentic� lectures�using�digital�
materials,�take�notes�on�the�lecture�content,�and�use�their�notes�for�
discussion�and�other�activities.�The�topics�from�the�textbook�are�
arranged� into�units� that�match�up�with�core�academic�content�
areas�such�as�sociology,� linguistics,�business,�psychology,�public�
health�and� so� forth.� Simultaneously,� students�will� review�and�
improve�presentation�skills,�leading�to�a�formal�presentation�as�the�
final�evaluation.

〈到達目標〉
　The�purpose�of� this� class� is� to�develop� students'� academic�
language� skills� in� the� following�areas:� listening,� note-taking,�
discussion,�and�presentation�skills.�Students�explore�a�variety�of�
topics�derived�from�academic�lecture�content,�building�their�note-
taking�and�academic�discussion�skills,�and� later� review�how�to�
construct�and�give�a�formal�presentation.

２．授業内容
　第 1 回：Introduction�to�the�course
　第 2 回：Unit�1�Sociology:�Names
　第 ３ 回：Unit�1�&�quiz
　第 ４ 回：Unit�2�Linguistics:�Global�English
　第 ５ 回：Unit�2�&�quiz
　第 ６ 回：Unit�４�Business:�Success�in�the�global�economy
　第 7 回：Unit�４�&�quiz
　第 8 回：Unit�7�Social�psychology:�Sports�fans
　第 ９ 回：Unit�7�&�quiz
　第10回：Unit�９�Public�health:�Global�epidemic
　第11回：Unit�９�&�quiz
　第12回：Unit�10�Urban�planning:21st�century�cities
　第1３回：Unit�10�&�quiz
　第1４回：Final�presentations

３．履修上の注意
　Active�participation�is�required.
　Train�delay�slips�（遅延証明）�indicating�a�delay�of�only�a� few�
minutes�will� not�be� accepted.�Missing�４�or�more� classes�will�
automatically�result� in�a�failure�of�the�course�（except�for�reasons�
of�family�emergency�and�infections�such�as�covid-1９/flu）．

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　For�each�unit,�we�will�have�discussions� related� to� the� topic.�
Therefore,� it� is� essential� that� you� learn�about� the� topics� and�
develop�your�own�opinions.

５．教科書
　『Contemporary�Topics�2:�Academic� listening�and�note-taking�
skills.�（４th�ed.）』�by�Ellen�Kisslinger�&�Michael�Rost.�（Pearson�
Longman）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback�will�be�given�for�each�in-class�presentation.�Students�will�
receive�part�scores�as�well�as�written�comments.�

８．成績評価の方法
　Class�participation�（３0%）
　Quizzes,�homework,�and�mini-presentations�（４0%）
　Final�Presentation�（３0%）

９．その他
　The�class�will�be�conducted�mainly�in�English.

科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ｂ 松 野　 裕

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：調査・研究の基礎の活用（多様な調査・研究方法を用い
た論文の作成）

〈概要〉
・特定のテーマを決め，各種の知識・情報の収集・分析方法を用い
て調査・研究を行う。

〈到達目標〉
・特定のテーマについて短い論文を作成する。

２．授業内容
　第 1 講　イントロダクション
　第 2 ～1３講　�各自が研究テーマを決め，各種文献（新聞，雑誌，

書籍等）の検索や読解，時系列データの分析，クロ
スセクションデータの分析，アンケート調査，現地
調査，聞き取り調査，などの方法を用いて，調査・
研究を行ない，短い論文にまとめる。

　第1４講　まとめ

３．履修上の注意
・�教養演習Aとあわせて履修することが望ましい。（ただし，必須で

はなく，調査・研究の方法論についての指導は適宜行われる。）
・�調査・研究というものをやってみよう，と思っている人向きである。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・実際に自らが興味をもつテーマについて授業外で調べたり，考え
たり，書いたり，することが求められる。

５．教科書
　特になし。

６．参考書
　特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業で課題を発表する時等にコメントする。

８．成績評価の方法
　ほぼ100％の出席を単位取得の前提とする。
　課題の提出状況の状況９0％，その他の活動状況10％，の割合で成
績を評価する。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）IND112J

教 養 演 習 Ｂ 高　　　　　巖

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ:『AIビジネスの基礎と倫理的課題』を読む

〈概要〉
髙・清水著の『AIビジネスの基礎と倫理的課題』を使い，AIに関す
る基本的な事項を学ぶとともに，その実装に関わるビジネス上の問
題も理解する。これらと併せ，巨大デジタルプラットフォーマーが
抱える倫理的課題を整理し，新たなビジネス上のニッチを探る。

〈到達目標〉
ビジネスの現場において利用されるAIツールとはどのようなもの
か，どのような目的で導入するのか，また組織に導入するにあたり
注意すべき点は何かなど，経営学を学ぶものが知っておくべき基本
を学ぶ。

２．授業内容
第 1 回　イントロダクション
第 2 回　学生による報告　解説と講義
第 ３ 回　学生による報告　解説と講義
第 ４ 回　学生による報告　解説と講義
第 ５ 回　学生による報告　解説と講義
第 ６ 回　学生による報告　解説と講義
第 7 回　学生による報告　解説と講義
第 8 回　学生による報告　解説と講義
第 ９ 回　学生による報告　解説と講義
第10回　学生による報告　解説と講義
第11回　学生による報告　解説と講義
第12回　学生による報告　解説と講義
第1３回　学生による報告　解説と講義
第1４回　学生による報告　解説と講義

３．履修上の注意
教養演習Aを受講することが望まれる。
AIツールやAIビジネスについて強い関心を持っていること

４．準備学習（予習・復習等）の内容
担当学生は，該当箇所に関するレジュメを作成し発表を行う。
授業参加者は報告該当箇所を精読しておくこと。

５．教科書
髙　巖・清水千弘著の『AIビジネスの基礎と倫理的課題』モラロジ
ー道徳教育財団，2022年，2５３0円（税込）

６．参考書
　授業時に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
各学生が行うに発表に対し，授業中にコメントする。

９．その他
　履修希望者は，第1回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）IND112E

Liberal Arts Seminar in Foreign Languages A

KIERNAN, PATRICK・DUPLICE, JOHN・MOREAU, ROBERT・
BERNINGER, GEROGE

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　THEME�GREAT:�Study�Skills�A
　This�course�aims�to�provide�students�with�guidance�on�how�to�develop�
effective�study�habits�and� to�effectively�approach�study�at�university.� It�
includes�time�management�skills�and�strategies�and�techniques�needed�to�
accomplish�core�academic�tasks.�Students�will�also�write�a�CV�（Curriculum�
Vitae）�and�a�personal�statement�which�will�become�the�basis�for�their�first-
year�portfolio�in�the�fall.�In�addition,�students�will�have�practice�in�note-taking�
and�in�listening�to�academic�English.�Toward�the�end�of�the�semester,�there�
will�be�a�separate�English� lecture�given�by�a�guest�speaker.�Students�will�
attend,�take�notes,�and�write�up�a�summary�and�response.�During�Week�1３�
students�will�give�a�presentation�to�the�class.�There�will�be�mid-term�and�final�
tests.

2. Course Content
　Week1　�Introduction,�Part�A�Self-efficacy:�Managing�your�Success�as�a�

Student,�Chapter�1�Success�as�a� student:�Take�charge�of�your�
success

　Week2　Chapter�1�Success�as�a�student
　Week３　�Chapter�2�Gaining�the�most�from�your�course:�Engage,�Enjoy,�Excel
　Week４　�Chapter�2�Gaining�the�most�from�your�course:�Engage,�Enjoy,�Excel
　Week５　Chapter�３�Employability�and�preparing�for�your�future
　Week６　Chapter�３�Employability�and�preparing�for�your�future
　Week7　�Chapter�４�Successful�study:�Intelligence,�strategy�and�personalized�

learning
　Week8　�Mid-term�listening�test,�Chapter�４�Successful�study:� Intelligence,�

strategy�and�personalized�learning
　Week９　Chapter�５�The�CREAM�strategy�for�learning
　Week10　Chapter�５�The�CREAM�strategy�for�learning
　Week11　Chapter�６�Time�management�as�a�student
　Week12　�Chapter�６�Time�management�as�a�student,�Chapter�7�Managing�

stress�and�well-being
　Week1３　Individual�presentation
　Week1４　a.　Review　b.�Final�Test

3. Registration Requirements
　This� is�a�required�course� for�GREAT�（Global�Resources�English�Applied�
Track）�students.（GREAT 1 年次必修科目です。GREAT対象者以外の学生は履
修できません。）

4. Course Preparations
　For�this�course,�you�will�need�a�textbook.�Each�week�you�may�be�assigned�
homework�for�reading,�writing,�or� looking�for� information�outside�of�class,�
you�should�bring�it�to�the�next�class�unless�you�are�told�otherwise.�Before�and�
after�classes,�review�what�you�have� learned.�Prepare�notes�reflecting�what�
you�understood�and�what�you�did�not,�which�will�enable�you�to� join�class�
discussions.�You�will�need�to�spend�at� least�one�hour�for�the�review�of�the�
class�and�preparing�the�assigned�homework�every�week.

5. Textbook (s)
　The�Study�Skills�Handbook,�５th�edition,�by�Stella�Cottrell,�macmillan�study�
skills

6. Reference Book (s)
　Other�references�and�resources�will�be�provided�as�handouts�during�class�
or�links�on�Oh-o!�Meiji.�You�should�keep�a�file�for�handouts�and�all�the�other�
study�materials�for�this�course.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�will�be�given�through�grades�or�comments,�or�both.�

8. Assessment
　Attendance�&�Class�participation　　　　　��　20
　CV�&�Personal�Statement　　　　　　　　　　1５
　MSBA�English�lecture�note-taking�&�response　10
　Individual�presentation　　　　　　　　　���　1５
　Mid-term�listening�test　　　　　　　　　　　1５
　Final�test�（incl.�listening�test）　　　　　　　　2５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

9. Others

科目ナンバー：（BA）IND112E

Liberal Arts Seminar in Foreign Languages B

KIERNAN, PATRICK・DUPLICE, JOHN・MOREAU, ROBERT・
BERNINGER, GEROGE

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　THEME�GREAT:�Study�Skills�B
　This�course�aims�to�provide�students�with�guidance�on�how�to�develop�
effective�study�habits�and�to�effectively�approach�study�at�university.� It�
includes�time�management�skills�and�strategies�and�techniques�needed�to�
accomplish�core�academic�tasks.�At�the�beginning�of�the�semester,�there�
will�be�a� listening�test.�Students�will�create�a�portfolio�that� includes�an�
updated�CV,�a�personal�statement,�and�future�prospects.�Toward�the�end�
of�the�semester,�there�will�be�a�separate�English�lecture�given�by�a�guest�
speaker.�Students�will�attend,� take�notes,�and�write�up�a�summary�and�
response.�During�Week�1３�students�will�give�a�presentation�to�the�class.�
There�will�be�mid-term�and�final�tests.

2. Course Content
　Week1　�Introduction,�Part�B�Academic,�People,�and�Task�Management�

Skills,�Chapter�18�Memory
　Week2　After-summer�listening�test,�Chapter�18�Memory
　Week３　Chapter�8�Working�with�others:�Collaborative�study
　Week４　Chapter�8�Working�with�others:�Collaborative�study
　Week５　�Chapter�９�Developing�cultural�competence:�Learning�in�diverse�

and�international�contexts
　Week６　�Chapter�９�Developing�cultural�competence:�Learning�in�diverse�

and�international�contexts
　Week7　Chapter�10�Effective�reading�and�note-making
　Week8　Mid-term�test,�Chapter�10�Effective�reading�and�note-making
　Week９　�Chapter�10�Effective� reading�and�note-making,�Chapter�11�

Researching�and�managing�information�for�study
　Week10　Chapter�11�Researching�and�managing�information�for�study
　Week11　Chapter�12�Critical�thinking
　Week12　Chapter�12�Critical�thinking
　Week1３　Group�presentation
　Week1４　a.�Review　　b.�Final�Test

3. Registration Requirements
　This�is�a�required�course�for�GREAT�（Global�Resources�English�Applied�
Track）�students.（GREAT 1 年次必修科目です。GREAT対象者以外の学生
は履修できません。）

4. Course Preparations
　For� this� course,� you�will�need�a� textbook.�Each�week�you�may�be�
assigned�homework� for� reading,�writing,�or� looking� for� information�
outside�of�class,�you�should�bring�it�to�the�next�class�unless�you�are�told�
otherwise.�Before�and�after� classes,� review�what�you�have� learned.�
Prepare�notes� reflecting�what�you�understood�and�what�you�did�not,�
which�will�enable�you�to�join�class�discussions.�You�will�need�to�spend�at�
least�one�hour� for� the�review�of� the�class�and�preparing�the�assigned�
homework�every�week.

5. Textbook (s)
　The�Study�Skills�Handbook,�５th�edition,�by�Stella�Cottrell,�macmillan�
study�skills

6. Reference Book (s)
　Other�references�and�resources�will�be�provided�as�handouts�during�
class�or�links�on�Oh-o!�Meiji.�You�should�keep�a�file�for�handouts�and�all�
the�other�study�materials�for�this�course.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�will�be�given�through�grades�or�comments,�or�both.�

8. Assessment
　After-summer�listening�test　　　　　　　　10
　Attendance�&�Class�participation　　　　　��10
　MSBA�English�lecture�summary�&�response　10
　1st�year-Portfolio　　　　　　　　　　　　�20
　Group�presentation　　　　　　　　　　　�10
　Mid-term�test�（incl.�listening�test）　　　　　20
　Final�test�（incl.�listening�test）　　　　　　　�20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

9. Others
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科目ナンバー：（BA）IND112E

Liberal Arts Seminar in Foreign Languages C EDAMURA SHOHEI

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
THEME:�What’s�The�Good�Thing�To�Do?
This�course�aims�to�provide�students�with�opportunities�to�discuss�
specific�cases�from�real�or�fiction�stories�and�form�their�own�views�
based�on� their�values.� It� includes�presentations�by�students� to�
introduce�stories�they�want�others�to�consider�and�evaluate.�These�
stories�may�be�taken�from�their�own�experiences,�but�they�can�also�
be�picked�from�novels,�cartoons,�movies,�animations,�and�others.�
Original� fiction� stories� are�welcome.� Students�will� also�write�
reaction�papers�after�sessions.

2. Course Content
Week1��Introduction�to�the�Course
Week2��Personal�Stories�with�Relatives�and�Friends�I
Week３��Personal�Stories�with�Relatives�and�Friends�II
Week４��Personal�Stories�with�Relatives�and�Friends�III
Week５��Personal�Stories�within�Communities�I
Week６��Personal�Stories�within�Communities�II
Week7��Personal�Stories�within�Communities�III
Week8��Stories�of�the�Current�Politics�I
Week９��Stories�of�the�Current�Politics�II
Week10��Stories�of�the�Current�Politics�III
Week11��Stories�of�Historical�Figures�I
Week12��Stories�of�Historical�Figures�II
Week1３��Stories�of�Historical�Figures�III
Week1４��Review

3. Registration Requirements
All� classes�will� be� conducted� in� English� and�will� be� highly�
interactive.�Students�are�expected�to�be�prepared�to�discuss�their�
beliefs�and�feelings�about�sensitive�topics�with�others�in�the�class.�
Reading,�writing,�and�speaking� in�English� inside�and�outside�the�
classroom�are�highly�recommended.

4. Course Preparations
Students�will�be�asked�to�pre-read�the�materials�that�the�presenters�
provided�in�Oh-o!�Meiji.�

5. Textbook (s)
Resources�will�be�provided�as�pdf�files�in�Oh-o!�Meiji.

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�for�reaction�papers�will�be�provided�in�sessions.

8. Assessment
Attendance�&�Class�participation�４2
Reaction�Paper�28
Individual�Presentation�３0
100

9. Others

科目ナンバー：（BA）IND112E

Liberal Arts Seminar in Foreign Languages D EDAMURA SHOHEI

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
THEME:�Introduction�to�Philosophy
This�course�aims�to�provide�students�with�opportunities� to�read�
and�discuss�philosophical� texts.� It� includes�presentations�by�
students� to�explain�and� interpret� the�contents�of�philosophical�
texts.�Students�will�choose�philosophical�materials�that�they�would�
like�to�read,�and�we�are�going�to�cover�them�in�Week�12�and�1４.�
Students�will�also�write�reaction�papers�after�sessions.

2. Course Content
Week1��Introduction�to�the�Course
Week2��Apology�and�Crito�（Plato）
Week３��Republic�I�（Plato）
Week４��Republic�II�（Plato）
Week５��Nicomachean�Ethics�I�（Aristotle）
Week６��Nicomachean�Ethics�II�（Aristotle）
Week7��Discourse�on�the�Method�（Descartes）
Week8��Meditations�（Descartes）
Week９��Thus�Spoke�Zarathustra�（Nietzsche）
Week10��Anarchy,�State,�and�Utopia�（Nozick）
Week11��Mind:�A�Brief�Introduction�（Searle）
Week12��Selected�Text�I
Week1３��Selected�Text�II
Week1４��Review

3. Registration Requirements
All� classes�will� be� conducted� in� English� and�will� be� highly�
interactive.�Students�are�expected�to�be�prepared�to�discuss�their�
beliefs�and�feelings�about�sensitive�topics�with�others�in�the�class.�
Reading,�writing,�and�speaking� in�English� inside�and�outside�the�
classroom�are�highly�recommended.

4. Course Preparations
Students�will�be�asked� to�pre-read� the�assigned� texts�and� the�
materials�that�the�presenters�provided�in�Oh-o!�Meiji.�

5. Textbook (s)
Resources�will�be�provided�as�pdf�files�in�Oh-o!�Meiji.�

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�for�reaction�papers�will�be�provided�in�sessions.

8. Assessment
Attendance�&�Class�participation�４2
Reaction�Paper�28
Individual�Presentation�３0
100

9. Others
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科目ナンバー：（BA）IND112E

Liberal Arts Seminar in Foreign Languages C NAGAI HIROHISA

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
THEME：Basic�Seminar
Course�Description
This�course�is�designed�for�the�freshman�(1st�year�student)�to� learn�how�to�learn�in�
college,� especially� in� relationship�with� the� future�career�development.� It�aims� to�
develop�the�knowledge�and�skills�to�find,�collect�and�analyze�the�information�resources�
for� the� future�career�design.�Style�of�class�management� for� this�course� is� “active�
learning”�which�means�“learning�by�doing”.�It� is�necessary�to�involve�actively�in�class�
discussions,� group�activities� and�projects.� Each� student�will� give� an� individual�
presentation�of�introducing�the�company�“ME”�as�the�final�product�for�this�course.
Objectives�of�the�Course
*Learn�how�to�learn
*Gain�the�competence�for�collecting,�analyzing,�and�presenting�data.
*Start�designing�the�future�career�from�the�beginning!

2. Course Content
Session�1:�Knowing�yourself�and�the�career�fits�to�you
"What�and�how�should�you�learn�in�college?"
*College�is�the�place�to�develop�your�assets�for�future�career.
*Don’t�be�decided�your�future�by�the�others�but�design�it�by�yourself!
*Knowing�yourself�is�the�first�step�to�open�the�gate�for�the�bright�future.
Session�2:�Develop�your�network
*Knowing�others�to�develop�a�chance�for�the�collaboration.
*Teamwork=Collaboration�+�Empowerment�+�Commitment
*Design�your�team�Logo"�and�promotion"�poster.
Session�３:�Presentation�of�the�team�poster
*What�are�the�characteristics�of�the�members�and�sales�points�of�the�team?
*Who�are�the�celebrities�who�possess�the�same�personality�type�as�your�team�members?
*Each�team�gives�a�7�min.�team�presentation.
Session�４:�Let’s�start�thinking�about�your�career
*What�is�the�career�and�what�is�that�for?
*Watch�the�video�talking�about�one’s�career�development.
Session�５:�Search�the�type�of�careers�matched�with�your�personality
*Holland’s�Six�basic�type�of�personality�(RIASEC)
*Assess�your�RIASEC�type
*Discuss�the�results�with�the�people�who�possess�the�same�type�as�yours.
Session�６:�Presentation�by�RIASEC�teams
*Type�of�jobs�that�your�team�members�are�commonly�interested�in.
*Career�planning�to�catch�a�star.
*Each�team�gives�a�7�min.�team�presentation.
Session�7:�"Knowing�about�the�MU’s�educational�resources"
*Search�for�the�MU’s�educational�resources�that�help�to�develop�your�career.
*Organize�the�research�findings�by�“mandarart”.
Session�8:�Individual�consultation
Progress�of�individual�progress�will�be�reviewed�by�individual�consultation.
Session�９:�Presentation�of�mandart
Each�RIASEC�team�will�give�a�7�min.�presentation�to�introduce�the�research�finding�on�
MU’s�educational�resources.
Session�10:�Study�your�role�model
Research� the� factors� that�nurtured�and�developed�your� role�model�by�searching�
personal�stories�using�online�library�resources.
Session�11:�Design�your�company�“ME”
Using�self-management�tools,�assess�your�potentiality�and�design�you�as�a�president�of�
your�company�“ME”
Session�12:�Guest�Speaker
A�working�business�professional�will�be�invited�to�class�and�having�a�special�talk�on�
how�to�design�a�successful�career�life.�(Lecturer,�TBA�&�date�could�be�switched�by�the�
speaker’s�schedule)
Session�1３�Presentation�by�company�presidents�“ME”
５�min.�presentation�to�introduce�the�vision,�activities�and�goals�of�the�company�“ME”
by�each�president�(student).
Session�1４�Presentation�by�company�presidents�“ME”�(continued)

3. Registration Requirements
It�is�necessary�to�use�oral�and�written�English�the�whole�class�through.�TOEFLiBT�score�
６0�or�above�level�is�necessary�to�successfully�take�this�course.

4. Course Preparations
Reading�and�other�assignments�will�be�announced� in�class.�Assignments�should�be�
submitted�to�the�designated�sections�on�Oh-o!�Meiji.

5. Textbook (s)
There�is�no�textbook�for�this�course.�Lecture�materials�will�be�uploaded�on�Oh-o!�Meiji�
or�handed�out�in�class.

6. Reference Book (s)
Useful�references�for�sessions�will�be�introduced�in�class.

7. How to provide Feedback to assignments
First�half�of�the�academic�progress�will�be�reviewed�at�the�feedback�session�at�the�8th�
session.�Feedbacks�of�the�other�activities�and�exercises�will�be�either�handed�out�or�
returned�by�Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
Active�participation�in�class�discussions�and�activities:�５0%
Team�presentations:�３0%
Individual�presentation:�20%

9. Others
The�more�you�give�the�more�you�learn.
The�more�you�learn�the�more�you�earn.
The�more�you�earn�the�more�you�can�give.

科目ナンバー：（BA）IND112E

Liberal Arts Seminar in Foreign Languages D NAGAI HIROHISA

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
THEME：Personal�Development
Course�Description
This�course�is�designed�for�those�who�realize�that�being�employable�is�a�serious�
topic�and�ready�to�learn�all�they�can�about�themselves�and�others.�It�is�divided�
into�four�parts.�First,�provide�success�strategies�for�improving�your�personal�
and�professional�skills.�Second,�address�the�skills�for�communicating�clearly�
and�collaboratively�with�coworkers,�supervisors,�and�customers.�Third,�work�
with�team�members�using�critical-thinking�and�decision-making�skills.�Finally,�
manage�change,�develop�leadership�skills�and�moving�ahead�in�your�career.
Objectives�of�the�Course
1.�Study�what�are�and�how�to�handle�the�business�issues�in�the�real�world.
2.�Develop�professional�competency�to�manage�human�relationship.
３.�Gain�impromptus�skills�in�speech,�discussion,�actions�in�business.

2. Course Content
Session�1��Introduction:�How� to� study� this� course� to�develop�you�as� the�

professional.
Session�2��Self-Esteem:�Learn�your�special� talent�and�value� to�achieve�your�

personal�goals�effectively.
Session�３��Self-Improvement:�Plan�self-involvement� in�３�steps,�a.�Develop�a�

vision,�b.�Analyze�the�resources,�c.�Design�the�channels�to�achieve�
goals.�

Session�４��Positive�Attitude:�Develop�positive�attitudes� in�３�steps,�a.� Identify�
basic�attitude,�b.�Resolve�the�obstacles,�c.�Use�the�self-image.

Session�５�Show�and�tell�to�demonstrate�your�appealing�points.�
Session�６��Thinking�Skills:�Critical�thinking�skills�allow�to�analyze�the�problem�

logically�and�creatively�to�brings�the�sound�solution�plans.�
Session�7��Communication�strategy:�Think�about�communication�channels�and�

the�medium�of�messages� to�effectively� transmit� the� information�
between�sender�and�receive.

Session�8��Getting�Your�Message�Across:�Address�the�appropriate�questions�
and�exchange�information�effectively�with�your�counterpart.

Session�９��Conflict�Management:�Analyze�the�type�of�conflict�and�think�about�
the� positive� approach� to� solve� the� problem� effectively� and�
productively.

Session�10��Role�play:�Demonstrate�the�solution�plans�for�critical� incidents�in�
human�relations.�Small�group�will�play�a�skit�to�show�how�to�solve�
the�problem�in�the�scenario.

Session�11��Meeting�Essentials:�Identify�key�partners,�contexts�and�contents�of�
the�meeting�to�achieve�the�productive�meeting.

Session�12��Working�with�Others:�What�you�want�to�demonstrate�to�others�to�
develop�corporative�and�enthusiastic�atmosphere�in�the�team.

Session�1３��Self-Management:�Self-discipline�and�willpower�to�manage�stress�
and�improve�performance.

Session�1４��Team�Skit:�Create�an�original� scenario� to�demonstrate�how� to�
design�“personal�development”

3. Registration Requirements
It� is�necessary� to�use�oral�and�written�English� the�whole�class� through.�
TOEFLiBT�score�６0�or�above�is�required�to�take�this�course.

4. Course Preparations
Reading�and�other�assignments�will�be�announced� in�class.�Assignments�
should�be�submitted�to�the�designated�sections�on�Oh-o!�Meiji.�

5. Textbook (s)
There� is�no�textbook.�Lecture�materials�will�be�uploaded�on�Oh-o!�Meiji�or�
handed�out�in�class.

6. Reference Book (s)
Rogers,�A.�(2022)�Human�Behavior�in�the�Social�Environment:�Perspectives�on�
Development�and�the�Life�Course,�Routledge,�pp.�1-５20.

7. How to provide Feedback to assignments
Academic�achievements�will�be�reviewed�by�the�reflection�papers.�Feedbacks�
of�the�other�activities�and�exercises�will�be�either�handed�out�or�returned�by�
Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
Active�participation�in�class�discussions�and�activities:�５0%
Reflection�Papers:�３0%
Team�Skit:�20%

9. Others
This� course� is� based�on�active� learning�and� students� are�necessary� to�
proactively�participate� in�class�discussion�and�activities�(Show�&�Tell,�Role�
Play,�Skit�Play).
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科目ナンバー：（BA）IND111J

日 本 事 情 菊 地 端 夫

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講義は，明治大学で学ぶ留学生（交換留学生を含む）と，これ
から留学を検討している学生（こちらは経営学部に限る）を対象と，
日本の社会の仕組みや経済，企業の経営やマーケティング，働き方
の特徴など，日本に関する多様なテーマについて，留学生とこれか
ら留学を検討している学生（主に日本人学生を想定しているが，他
大学での交換留学を希望する留学生も当然歓迎する）の間での議論
とグループ学習を通じて，日本に関する多様な知識を得るととも
に，そういった日本の特徴を国際比較の観点から把握する視野を養
うことを目的としている。

２．授業内容
第 1 回：イントロダクション：日本社会の“常識”と“非常識”の間
第 2 回：当世若者事情の国際比較
第 ３ 回：コミュニケーションのハイ・ロー・コンテクスト
第 ４ 回：グループ学習①
第 ５ 回：グループ学習②
第 ６ 回：グループ学習③
第 7 回：グループ学習④発表
第 8 回：�日本社会と伝統文化，ポップカルチャー，クールジャパ

ン？
第 ９ 回：日本の経済と「市場」としての日本の特徴
第10回：「日本的経営」の現在と日本で「働く」ということ
第11回：グループ学習⑤�
第12回：グループ学習⑥
第1３回：グループ学習⑦発表
第1４回：まとめ講義

３．履修上の注意
　　本講義を履修できるのは留学生（交換留学生を含む）と，これ
から留学を検討している学生（主に日本人学生を想定しているが，
他大学での交換留学を希望する留学生も当然歓迎する。ただしこち
らは経営学部に限る）です。「留学を検討している」とは，漠然と
この先に留学を考えている程度で構いませんが，日本に関してより
バランスある理解に興味がある学生の履修をお勧めします。講義は
学生同士のグループ学習が中心となるので，履修者数を最大20名程
度で想定しています。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，異なるテーマをとりあげるので，受講生は事前にそのテー
マについて参考文献等を用いて下調べをしておく必要がある。ま
た，グループ学習は授業時間外にも必要に応じて実施してもらう。

５．教科書
使用しない。

６．参考書
以下をはじめ，講義内で紹介をする。
ジェームス・アベグレン，山岡洋一訳（200４）『日本の経営�新訳版』
日本経済新聞出版
ドナルド・キーン（2018）『日本人の質問』朝日文庫
清水義範（1９９５）『スシとニンジャ』講談社文庫
谷崎潤一郎（1９９５）『陰翳礼讃』中公文庫
ロナルド・ドーア（200６）『誰のための会社にするか』岩波新書
中根千枝（1９６7）『タテ社会の人間関係』講談社現代新書
マーク・ピーターセン（1９88）『日本人の英語』岩波新書
本田由紀（2021）『「日本」ってどんな国?�――国際比較データで社
会が見えてくる』ちくまプリマー新書
エリン・メイヤー，樋口武志訳（201５）『異文化理解力�―�相手と
自分の真意がわかる』英治出版�
山本七平（2018）『「空気」の研究』文春文庫

７．課題に対するフィードバックの方法
提出レポートは全体講評を行う。

８．成績評価の方法
　定期試験は実施しない。本講義の特性上，グループでの討議や発
表の準備などが多くなるため，毎回の授業での参加度（６0％），レ
ポート（４0％）で評価を実施する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）IND111J

日 本 事 情 森 永 由 紀

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本授業では留学生を対象に，日本事情を自然環境や公害問題の面
から講義する。

　あわせて受講生は，自国の自然や環境問題について日本と比較し
ながら紹介する。

　到達目標は，日本の自然を理解すると共に日本の自然の楽しみ方
を知り，かつ自然災害から身を守る方法を学ぶ。また，日本の公害
経験を学び，自国でそれらを役立てる方法を模索する。

２．授業内容
第 1 回　1．はじめに　1）なぜ日本の自然や公害経験を学ぶのか
第 2 回　　　　　　　　2）受講生による自国の自然の紹介
第 ３ 回　2．日本の自然の恵みと脅威　1）地震
第 ４ 回　　　　　　　　　　　　　　　2）火山噴火
第 ５ 回　　　　　　　　　　　　　　　３）水害・雪害
第 ６ 回　　　　　　　　　　　　　　　４）「３.11」　地震・津波
第 7 回　　　　　　　　　　　　　　　５）原発事故
第 8 回　３．防災対策　1）ハザードマップ
第 ９ 回　　　　　　　　2）「釜石の奇跡」
第10回　４．日本の公害　1）足尾鉱毒事件
第11回　　　　　　　　　2）水俣病
第12回　　　　　　　　　３）アスベスト
第1３回　５．日本の自然と文化（和食と日本の自然など）
第1４回　６．まとめ

３．履修上の注意
留学生が対象である。
授業内容はあくまでも予定であり，進捗状況などによって変更にな
ることがある。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を出すので，必ず期日までに用意する。

５．教科書
　なし

６．参考書
　適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回の出欠および授業への参加度（３0％），課題やレポート（70
％）

９．その他
　特になし
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科目ナンバー：（BA）IND111J

日 本 事 情 永 川　 聡

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
この授業は、留学生およびこれから留学を希望している学生（こち
らは政治経済学部に限る）を対象としています。日本の歴史や文化
から政治や経済にいたるまで、日本に関するさまざまなテーマにつ
いて、政治経済学部ならではの多彩な講師陣によって展開されま
す。留学生にとっては、日本に関する多様な知識を得る機会となる
とともに、海外留学を希望する一般の学生にとっても、留学先で日
本を紹介するために有用な知識の獲得につながることでしょう。

２．授業内容
第 1 回　イントロダクション（永川�聡）
第 2 回　日本の伝統遊戯を学ぶ（後藤光将）
第 ３ 回　明治日本の対外観（廣部�泉）
第 ４ 回　東アジアの近代と外来語の交流（本間次彦）
第 ５ 回　（仮屋浩子）
第 ６ 回　（加藤言人）
第 7 回　日本の政治制度─衆院総選挙の仕組みを中心に─
第 8 回　イエモトモデルから見る日本の社会構造（小西德應）
第 ９ 回　日本の報道機関、マス・メディア（水野剛也）
第10回　日本の財政（倉地真太郎）
第11回　日本の農村（小早川周司）
第12回　日本の人口と家族（中島満大）
第1３回　日本の老舗と地域産業（奥山雅之）
第1４回　日本の中小企業の経営特質（森下�正）

３．履修上の注意
定員は100名で、上記のように留学生と留学を希望する学生のため
の授業なので、次のような履修条件が設定されています。留学生は、
春学期に履修登録を行う場合、優先的に登録されます。一般の学生
は秋学期の抽選期間にエントリーを行うことができます。ただし

「留学を希望する学生」を対象としているため、一般の学生は、短
期留学派遣最低基準のTOEICスコア５５0点以上を取得している必要
があります。なお、留学生でも、秋学期に登録を行う場合には、一
般の学生と同様の期間と条件になりますので注意してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予めOh-o!�Meijiを通じて予習課題が指定された場合は、必ず予習を
行ってください。また回によっては意見の発表や、グループワーク
が課される場合もあるので、そのような場合には積極的に参加する
ように心がけてください。復習課題が課される場合も同様に、丹念
に復習を行い、提出課題がある場合には必ず期限内に提出するよう
にしてください。

５．教科書
特になし。

６．参考書
授業中に適宜紹介の予定。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
原則として毎時間終了時にリアクションペーパーの提出が求められ
ます。各回のリアクションペーパーが担当教員によって採点され、
最終的に集計された結果が期末評価となります。

９．その他
特になし。

科目ナンバー：（BA）IND111J

日 本 事 情 波戸岡　景 太

2 単位 1 年次 春学期 生田キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本授業では，さまざまなテキストを参照しながら，日本の現代史，
文化史，生活様式などを学びます。また，各授業では映画のワンシ
ーンを鑑賞したり，小説の一部分を読解することで，「日本」とい
うもののイメージがどのようにして形成されてきたかを検証しま
す。最終的に，履修者のひとりひとりが自らの日本観を更新するこ
とができるような知識と想像力を持ちうることが，本授業の到達目
標となります。

２．授業内容
［第 1 回］イントロダクション
［第 2 回］1９70年代の文化と生活：高度経済成長期（1）
［第 ３ 回］1９70年代の文化と生活：高度経済成長期（2）
［第 ４ 回］1９80年代の文化と生活：バブル景気に向かって（1）
［第 ５ 回］1９80年代の文化と生活：バブル景気に向かって（2）
［第 ６ 回］�1９９0年代の文化と生活：バブル崩壊からオタクの時代へ

（1）
［第 7 回］�1９９0年代の文化と生活：バブル崩壊からオタクの時代へ

（2）
［第 8 回］2000年代の文化と生活：クールジャパン戦略（1）
［第 ９ 回］2000年代の文化と生活：クールジャパン戦略（2）
［第10回］2010年代の文化と生活：津波の後で（1）
［第11回］2010年代の文化と生活：津波の後で（2）
［第12回］2020年代の文化と生活：コロナ禍の変革（1）
［第1３回］2020年代の文化と生活：コロナ禍の変革（2）
［第1４回］期末試験：全体のふりかえり

３．履修上の注意
　本授業で扱う映像資料の日本語レベルは，通常の語学教材よりも
難しめです。解説はできるかぎり分かりやすい日本語を使用します
が，リスニング能力や発話能力を向上させるつもりで，積極的な授
業参加を心掛けてください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　本授業では，事前に課題となる文章を読み，内容を把握しておく
ことが求められます。また，各授業のはじめには，課題文について
の確認テストを行います。

５．教科書
　授業内でプリントを配付する。

６．参考書
　授業内で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　提出された演習プリントの個別返却は行わないため，授業内で配
布する別紙に自らの答えを転記しておくこと。授業後，Oh-o!�Meiji
に授業解説スライドをアップします。

８．成績評価の方法
授業内演習と期末試験をそれぞれ５0％，合計100％を満点とする。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）IND111J

日 本 事 情 加 原　奈穂子

2 単位 1 年次 秋学期 生田キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　この講義では日本を知るうえで重要であるとともに、留学生の皆
さんにとって比較的身近な言語やコミュニケーション、ジェンダー
などの話題を中心に考えて行きたいと思います。
　まず、日本語の方言の多様性や方言をめぐる社会状況、外来語、
先住民族の言語などを見ていくことを通して、単一文化の国として
扱われがちな日本の多様性に目を向けていきます。次に、言語がわ
たしたちの認識に及ぼす影響やコミュニケーションにおける文化差
の問題を考えます。最後に、ジェンダーの視点を切り口として、日
本の教育、労働、結婚、家族といった身近な話題を考えていきます。

２．授業内容
［第 1 回］言語の多様性と危機言語
［第 2 回］言語と方言
［第 ３ ～ ４ 回］沖縄のことばと文化
［第 ５ 回］言語と社会
［第 ６ 回］言語の変化と外来語
［第 7 ～ 8 回］アイヌ民族とアイヌ語
［第 ９ 回］言語と認識・分類
［第10回］コミュニケーションと文化
［第11回］ジェンダーを考える
［第12回］ジェンダーと労働
［第1３回］結婚と家族をめぐって
［第1４回］日本の伝統を考える

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業で配布する資料を読むとともに、関連する文献などをご自身で
積極的に調べてみてください。不明な点などがあれば、ぜひ授業の
際に質問をしてください。

５．教科書
教科書を購入する必要はありません。各回、授業のレジュメを配布
いたします。

６．参考書
各回、関連の参考文献を紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
平常点（講義への出席と授業態度、毎回の授業で提出するコメント
シートの考察など）５0％と期末レポート５0％。合計が満点の６0％以
上を単位取得の条件といたします。

９．その他
講義の進め方は受講生の関心に応じて多少変更することがありま
す。
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科目ナンバー：（BA）MAN191J

経営総合講義Ａ
【フューチャースキル講座】

高 木 俊 雄

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　（1）主体性を身につける，（2）社会に興味を持つ，（３）社会で求められ
る力を理解する。この授業は，以上の３点を目的として，企業の方々と経
営学部教員によって行なわれます。授業で扱う課題は，協力企業（ 2 社を
予定）の現場で取り組まれている実際の課題です。みなさんは「リアルな
企業事例」と格闘することを通して，社会で求められている能力と，自分
の現在の力とのギャップを理解できるはずです。
　なお，この授業は，グループワークを基本としています。これは大学や
企業において，さまざまな課題に取り組む基本的なスタイルです。グルー
プワークを通して，コミュニケーション能力を培って下さい。

〈到達目標〉
　（1）主体性を身につける，（2）社会に興味を持つ，（３）社会で求められ
る力を理解する。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション（講座の目的）とマインドセット
　第 2 回　�将来企業で働くことをFuture�Skillsとして意識した大学生とし

ての学び方
（学生時代に身に付けたい考え方，グループワークとグループ分け）
　第 ３ 回　企業テーマへの取り組み方

（目的の確認，計画化，研究成果の整理，プレゼン）
　第 ４ 回　テーマA（No.1）企業Aのゲストスピーカーからのヒアリング
　第 ５ 回　テーマA（No.2）グループワーク（研究テーマの設定）
　第 ６ 回　�テーマA（No.３）企業Aのゲストスピーカーとのディスカッショ

ン
研究成果の中間発表とゲストスピーカーとのディスカッション
　第 7 回　テーマA（No.４）グループワーク（研究成果発表準備）
　第 8 回　�テーマA（No.５）研究成果の発表と企業Aのゲストスピーカー

からの講評
　第 ９ 回　テーマAの発表を踏まえて，テーマBに向けてのリセット
　第10回　テーマB（No.1）企業Bのゲストスピーカーからのヒアリング
　第11回　テーマB（No.2）グループワーク（研究テーマの設定）
　第12回　�テーマB（No.３）企業Bのゲストスピーカーとのディスカッシ

ョン
研究成果の中間発表とゲストスピーカーとのディスカッション
　第1３回　テーマB（No.４）グループワーク（研究成果発表準備）
　第1４回　�テーマB（No.５）研究成果の発表と企業Bのゲストスピーカーか

らの講評

３．履修上の注意
　連続性のあるテーマをグループで扱うので，前回までの授業の理解が不
可欠です。
　問題意識を持って，積極的に授業に参加し，不明確な点は授業中にしっ
かり確認すると共に，十分な復習や事前準備を心がけることが重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　個人ごと，ならびに，グループワークのグループごとに，復習と事前準
備をマネジメントしてもらいます。

５．教科書
　毎回講義資料を配布します。教科書は特に指定しません。
　指定のテキストを初回授業時に頒布するほか，随時講義資料を配布しま
す。

６．参考書
　必要に応じて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　実践形式の授業であることから，日々の授業への取り組みを重視し，授
業内でのディスカッション等での成果やレポートをもとに評価します。授
業への取り組み・参加４0点，報告内容３0点，レポート３0点。

９．その他
　この科目は内容により 1 年次のみ履修を認めます。
　この講義の定員は 1 クラス３６名とします。授業では， ６ 人× ６ グループ
を編成して進行します。
　履修方法等については，新入生ガイダンス期間に行う「経営総合講義A

（フューチャースキル講座）」の説明会でwebでの履修登録方法について説
明します。応募者多数の場合，抽選となります。抽選後，空きがでた場合
は，webで先着順での登録となります。
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科目ナンバー：（BA）MAN191J

経営総合講義Ａ
【フューチャースキル講座】

吉 野 有 助

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現在，企業活動を展開している協力企業2社（コロナの感染状況により 1 企業に変更
される可能性あり）と学生の主体的なグループワーク，講師のファシリテーションを
基本とする授業科目である。授業で扱うテーマは，協力企業の現場で実際に発生して
いる重要課題であり，そうした企業におけるリアルな事例の問題解決に対する挑戦を
通して，実社会で求められている能力と自分の現在の力とのギャップを理解してもらう。
　同時に，組織における様々な問題解決に取り組むための基本的枠組みであるグルー
プワークを通して，コミュニケーション能力（企業との質疑応答や講師とのメールの
やり取り等のコミュニケーションを含む），情報収集能力，問題解決能力，プレゼンテ
ーション能力を学習・強化していく。企業のゲストスピーカーからの課題提示とヒア
リング，各グループでのディスカッション，自主的な調査等を行い，最終的に協力企
業に対して研究成果のプレゼンテーションを行い，企業からの評価を受ける。本講義
は，次の ４ 点を到達目標とする。

（1）グループワークや協力企業とのやり取りを通じて，主体性を身につける。
（2）現実の企業活動を実体験することによって，社会に対する知識・関与を深める。
（３）以上の諸活動を通じて，社会で実際に求められる様々な能力を理解する。
（４）グループで物事をやり遂げ成果を出したという成功体験をメンバー間で共有する。
※�対象が 2 社から 1 社になった場合でも基本的な内容は変更しないが，あらたな内容

配分を第 1 回授業で提示する。
※�必要に応じて，マーケティング，マネジメントの必要知識，業界情報，アンケート

を始めとする調査技法等，問題解決のフレームワークや必要情報を指示・提供する
が，与えられるのではなく自ら主体的・自発的に掴み取っていく姿勢が不可欠である。

２．授業内容
　第 1 回　�授業イントロダクション（講座の目的，内容，進め方，マインドセット）

と将来企業で働くことをFuture�Skillsとして意識した大学生としての学び方
（学生時代に身につけたい考え方，グループワークとグループ分け）の説明
と共有

　第 2 回　�グループワークに必要な基本的知識・スキル（マーケティング，経営学，
調査手法等）の習得

　第 ３ 回　�企業テーマへの取り組み方の理解（目的の確認，計画化，研究成果の整理，
プレゼン）

　第 ４ 回　テーマA[1]企業Aのゲストスピーカーからの課題提示と質疑応答
　第 ５ 回　テーマA[2]グループワーク（研究テーマの設定）
　第 ６ 回　�テーマA[３]企業Ａに対する研究成果の中間発表とゲストスピーカーとのディ

スカッション
　第 7 回　テーマA[４]グループワーク（研究成果発表準備）
　第 8 回　テーマA[５]企業Aに対する研究成果の発表とゲストスピーカーからの講評
　第 ９ 回　テーマAの発表をふまえて，テーマＢに向けてのリセット
　第10回　テーマB[1]企業Ｂのゲストスピーカーからの課題提示と質疑応答
　第11回　テーマB[2]グループワーク（研究テーマの設定）
　第12回　�テーマB[３]企業Ｂに対する研究成果の中間発表とゲストスピーカーとのディ

スカッション
　第1３回　テーマB[４]グループワーク（研究成果発表準備）
　第1４回　テーマB[５]企業Ｂに対する研究成果の発表とゲストスピーカーからの講評
※進捗状況によって各回の内容の微調整を行う
※第４回，第６回，第8回，第10回，第12回，第1４回は協力企業が参加する予定。

３．履修上の注意
　連続性のあるテーマをグループで扱うので，前回までの授業内容の理解が不可欠で
あり，受け身ではなく自ら主体的に授業に参加するスタンスが求められる。原則とし
て，欠席・遅刻は許可しない。授業中のグループワークが基本となるが，授業時間外
の作業やフィールドワーク，メンバーとのコミュニケーション等が不可欠である，

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　必要に応じて提供される情報の内容で，特にグループワークに資すると思われる部
分には必ず目を通しておくこと。また，グループワークに資すると思われる知識・情
報に関しては，可能な限り積極的・多面的に収集・整理しておくこと。

５．教科書
　教科書は使用しない。必要に応じて資料や情報を提供するが，学生の主体的・自発
的な情報収集を重視する。

６．参考書
　必要に応じて授業中に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　最終報告の内容・評価に対するフィードバックは，第一義的には最終報告時に協力
企業の担当者が行うが，それをふまえて，最終報告時および最終授業で講師がフィー
ドバックを行う。

８．成績評価の方法
　試験は実施しない。授業への参加度３0％，授業への貢献度20％，最終報告内容５0％。

９．その他
　この科目は 1 年次生及び 2 年次生のみ履修を認める。定員は 1 クラス約３0名，授業
は ５ ～ ６ 人× ５ ～ ６ グループの編成で進行する。履修方法等については，新入生ガイ
ダンス期間に行う「経営総合講義A」の説明会で指示し，履修者も決定するので必ず参
加すること。
　中間発表や最終研究成果発表にあたっては，グループとして授業時間以外の作業時
間が不可欠であり，講師とのメールを通じてのコミュニケーションが求められる。

科目ナンバー：（BA）MAN191J

経営総合講義Ｂ
【フューチャースキル講座】

吉 野 有 助

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　講義（必要な情報提供とグループワークへのファシリテーション）と学生が主体的
に運営するグループワークの両輪からなる授業科目であり，実際の企業の第一線で活
躍するゲストスピーカー（対象企業は 1 社）を招き，そこで発生している重要かつリ
アルな事例の問題解決に対する挑戦をベースに，社会で求められている能力と自分の
現在の力とのギャップを理解していく。講義とグループワークを通じて，コミュニケ
ーション能力，情報収集能力，問題解決能力，プレゼンテーション能力を学習・強化
していく。
　研究テーマは対象企業によって異なるが，マーケティング論，経営組織論，組織行
動論，経営戦略論，業界研究等，必要と思われる理論的切り口を組み合わせて，対象
企業の問題解決にアプローチする。前半（ 1 ～ 7 回）では企業からの課題提示，基本
知識・スキルの習得とグループワークの実施，後半（ 8 ～1４回）で最終報告を念頭に
置いた本格的なグループワークに取り組む。本講義は，次の ４ 点を到達目標とする。

（1）グループワークや協力企業とのやり取りを通じて，主体性を身につける。
（2）現実の企業活動を実体験することによって，社会に対する知識・関与を深める。
（３）以上の諸活動を通じて，社会で実際に求められる様々な能力を理解する。
（４）グループで物事をやり遂げ成果を出したという成功体験をメンバー間で共有する。
※�必要に応じて，マーケティング，マネジメントの必要知識，業界情報，アンケート

を始めとする調査技法等，問題解決のフレームワークや必要情報を指示・提供する
が，与えられるのではなく自ら主体的・自発的に掴み取っていく姿勢が重要である。

２．授業内容
　第 1 回　�授業イントロダクション（講座の目的，内容・進め方，マインドセット）

と将来企業で働くことを意識した大学生としての学び方（学生時代に身に
つけたい考え方，グループワークと�グループ分け）と企業テーマへの取り
組み方の説明と共有

　第 2 回　�情報提供1（マーケティング等の基本知識，様々なアプローチ方法等）と予
備的グループワーク1

　第 ３ 回　�情報提供2（業界，協力企業等の情報共有とケーススタディ）と予備的グル
ープワーク2

　第 ４ 回　テーマA[1]企業Aのゲストスピーカーからの課題提示
　第 ５ 回　テーマA[2]グループワーク（研究テーマの設定とアプローチ方法の検討）
　第 ６ 回　テーマA[３]グループワーク（仮説構築と問題解決の方向性の提示）
　第 7 回　�テーマA[４]企業Aに対する研究成果の中間発表とゲストスピーカーとのディ

スカッション
　第 8 回　テーマA[５]グループワーク（ゲストスピーカーの評価を受けての軌道修正）
　第 ９ 回　�テーマA[６]グループワーク（調査の企画等，エビデンス収集の準備と問題解

決の方向性の整理）
　第10回　テーマA[7]グループワーク（調査の実施と発表スライドの作成）
　第11回　テーマA[8]グループワーク（調査の分析と発表スライドの作成）
　第12回　�テーマA[９]グループワーク（発表スライドの仕上げとリハーサル等，研究成

果発表準備）
　第1３回　テーマA[10]企業Aに対する研究成果の発表とゲストスピーカーからの講評
　第1４回　講師からの講評と全体の振り返り
※�テーマの内容や方法論，グループワークの進展度，協力企業の意向等から授業内容，

スケジュールを微調整する場合がある。第 ４ 回，第 7 回，第1３回は協力企業が参加
する予定。

※�原則的に授業は対面で実施するが，コロナの感染状況を勘案してオンライン方式に
変更される場合も想定される。その場合は，事前にアナウンスを行う。

３．履修上の注意
　連続性のあるテーマをグループで扱うので，前回までの授業内容の理解が不可欠で
あり，受け身ではなく自ら主体的に授業に参加するスタンスが求められる。またグル
ープワークは一人でも人数が欠けると大きくパフォーマンスが低下する場合があるの
で，欠席・遅刻は，原則として許可しない。
　協力企業や講師，メンバーとのメール等を通じたコミュニケーションが不可欠なの
で，あらかじめネット環境の整備をしておくと共に，コミュニケーションが求められ
た場合，スムースで迅速な対応を心がけてもらいたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　必要に応じて提供する情報の内容で，特にグループワークに資すると思われる部分
には必ず目を通しておくこと。また，グループワークに必要と思われる知識・情報は，
可能な限り多面的に収集，整理しておくこと。企業のゲストスピーカーとのコミュニ
ケーション手段を提供するので，積極的に情報の取得を図ること。

５．教科書
　教科書は使用しない。必要に応じて文献・資料や情報を提供するが，学生の主体的・
自発的な情報収集を重視する。

６．参考書
　必要に応じて授業中に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　最終報告の内容・評価に対するフィードバックは，第一義的には最終報告時に協力
企業の担当者が行うが，それをふまえて，最終報告時および最終授業で講師がフィー
ドバックを行う。

８．成績評価の方法
　試験は実施しない。授業への参加度３0％，授業への貢献度20％，最終報告内容５0％。

９．その他
　この科目は 1 年次生及び 2 年次生のみ履修を認める。授業は履修者数を勘案し， ５
～ ６ 人× ５ ～ ６ グループの編成で進行する。履修方法等については，新入生ガイダン
ス�期間に行う「経営総合講義」の説明会で指示し，履修者も決定するので必ず参加す
ること。
　中間発表や研究成果発表にあたっては，グループとして授業時間以外の作業時間が
不可欠であり，講師や企業のゲストスピーカーとのメールでのコミュニケーションが
求められる。
　協力企業に関しては現在調整中であるが，決定次第すみやかに通告する。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

アズィーズ，ハキーム

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course goals
This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary to become an effective communicator in English. We will build on these 
4 skills especially the speaking skills to help learners get accustomed to using 
English as means of obtaining information （through listening and reading） and 
communicating their thoughts （through discussion and writing）．
 
Skill objectives – By the end of the course, students will be expected to be able to:
● understand the main ideas of academic lectures, interviews, and discussions
● understand how supporting ideas are related to main ideas
● extract information from listening passages
● take notes effectively as they listen to others
● use their notes to write summaries of passages
● give opinions about different issues orally or in writing

２．授業内容
Week 1: Unit 5 Psychology
（1）   Note taking skill: Using numbered lists to organize information.
（2）   Listening activity.
Week 2: Unit 5 Psychology
（1）   Speaking skill: Asking for and giving opinions.
（2）   Listening activity.
Week 3: Unit 5 Psychology
（1）   Critical thinking strategy: Ranking.
（2）   Discuss the unit assignment
Week 4: Unit 6 Marketing
（1）   Note taking skill: Using abbreviations and symbols.
（2）   Listening activity.
Week 5: Unit 6 Marketing
（1）   Critical thinking strategy: Making judgements.
（2）   Listening skill: Making inferences.
Week 6: Unit 6 Marketing
（1）   Speaking skill: Sourcing information.
（2）   Discuss the unit assignment.
Week 7: Mid-semester Test
Oral and written mid-semester assessment will be conducted.
Week 8: Unit 7 Behavioral science
Critical thinking strategy: Generating ideas.
Week 9: Unit 7 Behavioral science
Listening activities: Looking for leaders and Tips from a life coach.
Week 10: Unit 7 Behavioral science
（1）   Speaking skill: checking for listeners’ understanding.
（2）   Discuss the unit assignment.
Week 11: Unit 8 Psychology
（1）   Note taking skill: Using the Cornell method for taking cotes.
（2）   Listening activities.
Week 12: Unit 8 Psychology
（1）   Critical thinking strategy: Organizing ideas in charts.
（2）   Discuss the final assessment.
Week 13: Final Semester assessment
Fall semester assessment test will be conducted.
Week 14: Feedback and Review
Learners will have a feedback session and a semester review session.

３．履修上の注意
As decided by the University/department.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students are expected to preview and review the course content and materials for 
approximately 90 minutes per week.

５．教科書
Q: Skills for Success Listening and Speaking Book 1 by Jaimie Scanlon （Oxford 
University Press）．

６．参考書
Q: Skills for Success Listening and Speaking Book 1 by Jaimie Scanlon （Oxford 
University Press）．

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will provided regularly on group and individual projects/assignments.

８．成績評価の方法
- Participation and Attendance: 20%
-    Assignments: 20%
-    Quizzes/Tests: 30%
-    Final exam: 30% 
-   Total 100%

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

アズィーズ，ハキーム

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course goals
This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary to become an effective communicator in English. We will build on these 
4 skills especially the speaking skills to help learners get accustomed to using 
English as means of obtaining information （through listening and reading） and 
communicating their thoughts （through discussion and writing）．
 
Skill objectives – By the end of the course, students will be expected to be able to:
●  understand the main ideas of academic lectures, interviews, and discussions
● understand how supporting ideas are related to main ideas
● extract information from listening passages
● take notes effectively as they listen to others
● use their notes to write summaries of passages
● give opinions about different issues orally or in writing

２．授業内容
Week 1: Introduction 
Introduction to the course and Meeting course mates.
Week 2: Unit 1 Business
（1）   Writing and listening for key words and main ideas.
（2）   Comparing and contrasting.
Week 3: Unit 1 Business
Distinguishing between words with similar meanings.
Week 4: Unit 1 Business
（1）   Speaking Skill: Asking for repetition and clarification.
（2）   Role play activity.
Week 5: Unit 2 Cognitive Science.
（1）   Taking notes in a T-chart.
（2）   Listening for main ideas and details.
Week 6: Unit 2 Cognitive Science
Critical thinking strategy: Providing support for a suggestion.
Week 7: Mid-Semester Test
Oral and written mid-semester assessment will be conducted.
Week 8: Unit 3 Sociology
Marking important information in notes and listening activities.
Week 9: Unit 3 Sociology
Critical thinking strategy: Deciding what is important.
Week 10: Unit 3 Sociology
Speaking Skill: Introducing topics in a presentation.
Week 11: Unit 4 Physiology
（1）   Note taking skill: Making notes using a word web. 
（2）   Listening for specific information.
Week 12: Unit 4 Physiology
（1）   Critical thinking strategy: Interpreting.
（2）    Speaking skill: Using eye contacts, facial expression and body language.
Week 13: Final assessment
Spring semester assessment test will be conducted
Week 14: Feedback and Review
Learners will have a feedback session and a review of the spring semester topics.

３．履修上の注意
As stipulated by the university/department.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students are expected to preview and review the course content and provided 
materials for approximately 90 minutes per week.

５．教科書
Q: Skills for Success Listening and Speaking Book 1 by Jaimie Scanlon （Oxford 
University Press）

６．参考書
Q: Skills for Success Listening and Speaking Book 1 by Jaimie Scanlon （Oxford 
University Press）

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedbacks are provided after every activity on group and individual basis.

８．成績評価の方法
-    Degree of Participation and Attendance: 20%   
-    Assignments: 20%    
-    Quizzes/Tests: 30%    
-    Final exam: 30% 
-    Total 100%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

ヴァジラサーン，アンディ

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary in order to become an effective communicator in English. Especially, 
the aspect of oral English is emphasized in this course. Integrating the four skills 
using appropriate textbook chosen by the instructor, students will become 
accustomed to using English as means of obtaining information （through listening 
and reading） and communicating their thoughts （through discussion and writing）
. Instructors may supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using the reading as 
a basis for oral reports and presentations of in class discussion.
　This is a listening and speaking course with a focus on vocabulary. Vocabulary 
knowledge is a key component of listening comprehension and oral expression. 
Students will learn to recognize and produce high-frequency idioms, phrases and 
expressions, which are useful in a variety of conversational situations. Classroom 
activities aim to introduce new phrases and have students actively practice in 
conversations and discussions. Written homework will give students a chance to 
reinforce and internalize their new vocabulary knowledge.

２．授業内容
　第 1回目　Course Introduction and Expectations, Interviews
　第 2回目　 Unit 1 “Getting Cold Feet” Themes: love, marriage, expressing 

anxiety, giving advice
　第 3回目　 Unit 1 “Getting Cold Feet” Themes: love, marriage, expressing 

anxiety, giving advice
　第 4回目　 Unit 1 “Getting Cold Feet” Themes: love, marriage, expressing 

anxiety, giving advice
　第 5回目　 Unit 2 “Pulling an all-nighter” Themes: school pressure, complaining 

and giving advice; Quiz 1
　第 6回目　 Unit 2 “Pulling an all-nighter” Themes: school pressure, complaining 

and giving advice
　第 7回目　 Unit 2 “Pulling an all-nighter” Themes: school pressure, complaining 

and giving advice
　第 8回目　 Unit 3 “Are we couch potatoes?” Themes: TV, home parties, 

expressing opinions; Quiz2
　第 9回目　 Unit 3 “Are we couch potatoes?” Themes: TV, home parties, 

expressing opinions
　第10回目　 Unit 3 “Are we couch potatoes?” Themes: TV, home parties, 

expressing opinions
　第11回目　 Unit 4 “A really big blackout” Themes: emergencies, expressing 

surprise, relief, regret; Quiz 3
　第12回目　 Unit 4 “A really big blackout” Themes: emergencies, expressing 

surprise, relief, regret;
　第13回目　 Unit 4 “A really big blackout” Themes: emergencies, expressing 

surprise, relief, regret;
　第14回目　Review Day
　第15回目　Examination

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1つ選び，WEB登録すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Homework will be assigned and should be submitted online or by email
　Computer, tablet, or smartphone will be needed to access homework.

５．教科書
　The textbook below will be used for Spring and Fall Semesters （different 
chapters）．
　Course Textbook: All Clear: Listening and Speaking, Level 2, 3rd edition Student 
Book
　by Helen Kalkstein Fragiadakis
　ISBN-13: 978-1413017045

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　30% Active class participation, including adherence to an English-only policy, 
and a positive attitude
　20% Homework and other assignments
　30% End of term exam
　20% End-of-Unit Quizzes

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

ヴァジラサーン，アンディ

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary in order to become an effective communicator in English. Especially, 
the aspect of oral English is emphasized in this course. Integrating the four skills 
using appropriate textbook chosen by the instructor, students will become 
accustomed to using English as means of obtaining information （through listening 
and reading） and communicating their thoughts （through discussion and writing）
. Instructors may supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using the reading as 
a basis for oral reports and presentations of in class discussion.
　This is a listening and speaking course with a focus on vocabulary. Vocabulary 
knowledge is a key component of listening comprehension and oral expression. 
Students will learn to recognize and produce high-frequency idioms, phrases and 
expressions, which are useful in a variety of conversational situations. Classroom 
activities aim to introduce new phrases and have students actively practice in 
conversations and discussions. Written homework will give students a chance to 
reinforce and internalize their new vocabulary knowledge.

２．授業内容
　第 1回目　Course Introduction and Expectations, Interviews
　第 2回目　 Unit 5 “Workaholic” Themes: Work pressure, accepting and refusing 

invitations, persuading.
　第 3回目　 Unit 5 “Workaholic” Themes: Work pressure, accepting and refusing 

invitations, persuading.
　第 4回目　 Unit 5 “Workaholic” Themes: Work pressure, accepting and refusing 

invitations, persuading.
　第 5回目　 Unit 6 “Guess Who?” Themes: Juggling school, work, family, 

expressing surprise and curiosity; Quiz 5
　第 6回目　 Unit 6 “Guess Who?” Themes: Juggling school, work, family, 

expressing surprise and curiosity
　第 7回目　 Unit 6 “Guess Who?” Themes: Juggling school, work, family, 

expressing surprise and curiosity
　第 8回目　 Unit 7 “Recycle!” Themes: Taking care of the environment, 

expressing anger, apologizing; Quiz 6
　第 9回目　 Unit 7 “Recycle!” Themes: Taking care of the environment, 

expressing anger, apologizing
　第10回目　 Unit 7 “Recycle!” Themes: Taking care of the environment, 

expressing anger, apologizing
　第11回目　 Unit 8 “The last class” Themes: Talking about future plans, vacations, 

saying farewells; Quiz 7
　第12回目　 Unit 8 “The last class” Themes: Talking about future plans, vacations, 

saying farewells
　第13回目　 Unit 8 “The last class” Themes: Talking about future plans, vacations, 

saying farewells
　第14回目　Review Day
　第15回目　Examination

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1つ選び，WEB登録すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Homework will be assigned and should be submitted online or by email.
　Computer, tablet, or smartphone will be needed to access homework.

５．教科書
　The textbook below will be used for Spring and Fall Semesters （different 
chapters）．
　Course Textbook: All Clear: Listening and Speaking, Level 2, 3rd edition Student 
Book
　by Helen Kalkstein Fragiadakis
　ISBN-13: 978-1413017045

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　30% Active class participation, including adherence to an English-only policy, 
and a positive attitude
　20% Homework and other assignments
　30% End of term exam
　20% End-of-Unit Quizzes

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

スティーブンス，サイモン

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructors may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion.

２．授業内容
　Week 1. Food : Street food, slow food
　Week 2. Food : The problem of sugar, plan a restaurant
　Week 3. Festivals : Messy festivals, and festivals in the dessert
　Week 4. Festivals : The festival of lights, organizing a festival
　Week 5.  Cities : Istanbul Walking Tour, Bogota, buses bicycles 

and People
　Week 6.  Cities : Talking about problems in big cities, finding city 

solutions
　Week 7. Midterm poster presentation test
　Week 8. Jobs : Future jobs
　Week 9.  Jobs : Wildlife photographer, interview someone about 

their job
　Week 10. Music : Music from around the World
　Week 11. Music : Music with a social message
　Week 12. Presentations
　Week 13. Presentations
　Week 14. a．Review　b．Final vocabulary test

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1 つ選び，WEB登録する
こと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation: Please do the homework to be ready to communicate 
in the each class.
Review: To review the contents of the previous class, and write the 
key points in your notebook.

５．教科書
Inspire 2, Pamela Hartman, Nancy Douglas,Andy Boon, Cengage 
Learning, National Geographic Learning
ISBN-13:978-1-133-96368-4

６．参考書
Please bring a dictionary to each class

７．課題に対するフィードバックの方法
Students will be given oral feedback on their poster or computer 
based presentations in three areas.
a） Their use of visuals, 
b） Ability to structure the presentation into a clear introduction, 
body and conclusion.
c） The use of body language to communicate their message.
Written tests will be checked by the teacher.

８．成績評価の方法
　Attendance & Participation 40%
　Presentations 35%
　Vocabulary quizzes 25%

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

スティーブンス，サイモン

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructors may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion.

２．授業内容
　Week 1. Journeys : Talking about travel, bus to Antarctica
　Week 2. Journeys : Your dream holiday, Plan an expedition
　Week 3.  Family : A famous family - Cousteau, Brazil's changing 

families
　Week 4. Family : Raising baby otters, Family debate
　Week 5.  Nature : An Adventure Bucket List, Advantages of being 

in nature
　Week 6.  Nature : Talking about the pros and cons of being in 

nature
　Week 7. Midterm test
　Week 8.  Happiness : What makes people happy ? How to be 

happy.
　Week 9.  Happiness : The happiest places in the world. An island 

paradise
　Week 10.  Conservation : Why are animals endangered ? Solving 

problems, saving animals
　Week 11.  Conservation : Saving orphan elephants, giving a 

persuasive presentation
　Week 12. Presentations
　Week 13. Presentations
　Week 14. a．Review　b．Final vocabulary test

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1 つ選び，WEB登録する
こと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation: Please do the homework to be ready to communicate 
in the next class.
Review: To review the contents of the previous class, and write the 
key points in your notebook.

５．教科書
Inspire 2, Pamela Hartman, Nancy Douglas,Andy Boon, Cengage 
Learning, National Geographic Learning
ISBN-13:978-1-133-96368-4

６．参考書
Please bring a dictionary to each class

７．課題に対するフィードバックの方法
Students will be given oral feedback on their poster or computer 
based presentations in three areas.
a） Their use of visuals, 
b） Ability to structure the presentation into a clear introduction, 
body and conclusion.
c） The use of body language to communicate their message.
Written tests will be checked by the teacher.

８．成績評価の方法
　Attendance & Participation 40%
　Presentations 35%
　Vocabulary quizzes 25%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

戸 田 博 之

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary in order to become an effective communicator in English. Especially, 
the aspect of oral English is emphasized in this course. Integrating the four skills 
using appropriate textbook chosen by the instructor, students will become 
accustomed to using English as means of obtaining information （through listening 
and reading） and communicating their thoughts （through discussion and writing）
. Instructors may supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using the reading as 
a basis for oral reports and presentations of in class discussion.
〈概要〉
　このコースでは，英語でのさまざまなスピーチやインタビュー（古典的かつ有
名なスピーチは採り上げず同時代のものを中心とする）に触れることを通じて世
界の共通語としての英語の働きとそれを習得することの重要性を理解するととも
に，英語で自分の考えを発信する力をつけることを目指す。この目的のために，
学生は，指定された英語のスピーチを聴き，話者になりきって演じる。授業内で
は，発音も含めてよりよく伝わる英語コミュニケーションの向上のための指導も
行う。学期を通じて複数回プレゼンテーションを行い，相互評価を行う。
〈到達目標〉
　1. 英語スピーチやインタビューで使用される基本的な表現を記憶し，使用できる。
　2. 英語スピーチその他，まとまった内容の話を要約し人に伝えられる。
　3.  メッセージが伝わりやすいように正しい語彙，表現を使用でき，正しい発音

ができる。
　4. 英語スピーチの基本的な流れに沿った短いスピーチができる。
　5.  他者の行なったスピーチに対し，適切な評価を行い，改善案を提言できる。

２．授業内容
　Week 1 Introduction（コースガイダンス，自己紹介）
　Week 2 Steve Jobs' 2005 Stanford Commencement Address 1
　Week 3 Steve Jobs' 2005 Stanford Commencement Address 2
　Week 4 Steve Jobs' 2005 Stanford Commencement Address 3
　Week 5 Presentation
　Week 6 Kathy Matsui, "Womenomics" 1
　Week 7 Kathy Matsui, "Womenomics" 2
　Week 8 Kathy Matsui, "Womenomics" 3
　Week 9 Presentation
　Week 10 Malala Yousafzai addresses United Nations 1
　Week 11 Malala Yousafzai addresses United Nations 2
　Week 12 Malala Yousafzai addresses United Nations 3
　Week 13 Presentation
　Week 14 Review, reflection, and discussions
　スピーチの題材については，適宜上記以外のものを採り上げる可能性がある。

３．履修上の注意
　本科目は受講人数に制限があり，履修 に際しては事前登録が必要となるので，

「経営学部履修の手引き」を 参照すること。
　This is an English writing course. The class will be conducted in English. Note 
that there is a limit of the number of students per class. To register for this class, 
refer to Rishuno Tebiki.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業の予習として，1）指定された教材ウェブサイトを視聴する　2）ス
ピーチスクリプトの内容を理解する，3）わからないところや疑問点を明確にする
等，自宅で十分に授業準備を行って授業に臨むこと。

５．教科書
　スピーチのスクリプトを適宜配布する。

６．参考書
　適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Attendance：10%
　Class participation：30%
　Presentation：60%

９．その他
　講師は，国際金融に長年携わってきたました。その経験を踏まえて本コースで
は，実社会で想定されるプレゼンテーション場面を想定した「伝わる英語でのコ
ミュニケーション」のポイントを解説していこうと考えています。また，ビジネ
スの世界で働く人の思考パターンや倫理観などについても，経験を踏まえて伝え
ていきたいと考えています。そういう意味では，このコースは，「英語を」学ぶの
ではなく，「英語で」で世界を，ビジネスを学ぶ時間として捉えてもらえればと考
えています。
　プレゼンテーションについては，学生諸君が今後生きていく上で，その成功に
欠かせない能力の一つです。相手に訴えかけ，相手を動かすための秘訣を，先人
の素晴らしいスピーチから学び取って欲しいと思っています。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

戸 田 博 之

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary in order to become an effective communicator in English. Especially, 
the aspect of oral English is emphasized in this course. Integrating the four skills 
using appropriate textbook chosen by the instructor, students will become 
accustomed to using English as means of obtaining information （through listening 
and reading） and communicating their thoughts （through discussion and writing）
. Instructors may supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using the reading as 
a basis for oral reports and presentations of in class discussion.
〈概要〉
　このコースでは，英語でのさまざまなスピーチやインタビュー（古典的かつ有
名なスピーチは採り上げず同時代のものを中心とする）に触れることを通じて世
界の共通語としての英語の働きとそれを習得することの重要性を理解するととも
に，英語で自分の考えを発信する力をつけることを目指す。この目的のために，
学生は，指定された英語のスピーチを聴き，話者になりきって演じる。授業内で
は，発音も含めてよりよく伝わる英語コミュニケーションの向上のための指導も
行う。学期を通じて複数回プレゼンテーションを行い，相互評価を行う。
〈到達目標〉
　1. 英語スピーチやインタビューで使用される基本的な表現を記憶し，使用できる。
　2. 英語スピーチその他，まとまった内容の話を要約し人に伝えられる。
　3.  メッセージが伝わりやすいように正しい語彙，表現を使用でき，正しい発音

ができる。
　4. 英語スピーチの基本的な流れに沿った短いスピーチができる。
　5. 他者の行なったスピーチに対し，適切な評価を行い，改善案を提言できる。

２．授業内容
　Week 1 Introduction（コースガイダンス，自己紹介）
　Week 2 Steve Jobs introduces iPhone in 2007 1
　Week 3 Steve Jobs introduces iPhone in 2007 2
　Week 4 Steve Jobs introduces iPhone in 2007 3
　Week 5 Presentation
　Week 6 Severn Cullis-Suzuki at Rio Summit 1992 1
　Week 7 Severn Cullis-Suzuki at Rio Summit 1992 2
　Week 8 Severn Cullis-Suzuki at Rio Summit 1992 3
　Week 9 Presentation
　Week 10 Setsuko Thurlow at 2017 Nobel Peace Prize Ceremony 1
　Week 11 Setsuko Thurlow at 2017 Nobel Peace Prize Ceremony 2
　Week 12 Setsuko Thurlow at 2017 Nobel Peace Prize Ceremony 3
　Week 13 Presentation
　Week 14 Review, reflection, and discussions
　スピーチの題材については，適宜上記以外のものを採り上げる可能性がある。

３．履修上の注意
　本科目は受講人数に制限があり，履修 に際しては事前登録が必要となるので，
「経営学部履修の手引き」を 参照すること。
　This is an English writing course. The class will be conducted in English. Note 
that there is a limit of the number of students per class. To register for this class, 
refer to Rishuno Tebiki.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業の予習として，1）指定された教材ウェブサイトを視聴する　2）ス
ピーチスクリプトの内容を理解する，3）わからないところや疑問点を明確にする
等，自宅で十分に授業準備を行って授業に臨むこと。

５．教科書
　スピーチのスクリプトを適宜配布する。

６．参考書
　適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Attendance：10%
　Class participation：30%
　Presentation：60%

９．その他
　講師は，国際金融に長年携わってきたました。その経験を踏まえて本コースで
は，実社会で想定されるプレゼンテーション場面を想定した「伝わる英語でのコ
ミュニケーション」のポイントを解説していこうと考えています。また，ビジネ
スの世界で働く人の思考パターンや倫理観などについても，経験を踏まえて伝え
ていきたいと考えています。そういう意味では，このコースは，「英語を」学ぶの
ではなく，「英語で」で世界を，ビジネスを学ぶ時間として捉えてもらえればと考
えています。
　プレゼンテーションについては，学生諸君が今後生きていく上で，その成功に
欠かせない能力の一つです。相手に訴えかけ，相手を動かすための秘訣を，先人
の素晴らしいスピーチから学び取って欲しいと思っています。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

ニシリアス，マシュー

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary in order to become an effective communicator in English. Especially, 
the aspect of oral English is emphasized in this course. Integrating the four skills 
using appropriate textbook chosen by the instructor, students will become 
accustomed to using English as means of obtaining information （through listening 
and reading） and communicating their thoughts （through discussion and writing）
. Instructors may supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using the reading as 
a basis for oral reports and presentations of in class discussion.
　Academic Listening and Speaking 1
　This course is designed to introduce students to topics from the sciences, social 
sciences and the arts, readying them for study in an English academic setting. It 
shows students how to approach these topics critically by identifying support, 
seeing where doubt is cast, and assessing what is presented. It develops student 
note-taking skills systematically, focuses on summarizing, teaches students 
naturally reduced English weak forms.
At the end of the class you should be able to:
- understand spoken English more easily
- feel more comfortable listening to lectures in English
- take notes more quickly and accurately in English
- discuss ideas in various topics in science, social studies, and the arts
- summarize short lectures in your own words
- think critically by comparing and analyzing information in readings and lectures 
on the same topics
- write simple e-mail in English

２．授業内容
　Week 1 - Class Introduction
　Week 2 - Unit 1: International Relations: The United Nations
　Week 3 - Unit 2: Environment: National Parks
　Week 4 - Unit 2: Environment: National Parks
　Week 5 - Unit 3: Space: The Solar System
　Week 6 - Unit 3: Space: The Solar System
　Week 7 - Unit 4: Anthropology: Totem Poles
　Week 8 - Unit 4: Anthropology: Totem Poles
　Week 9 - Unit 5: History: The Industrial Revolution
　Week 10 - Unit 5: History: The Industrial Revolution
　Week 11 - Midterm Test
　Week 12 - Email Writing
　Week 13 - View Movie - Star Wars Episode IV
　Week 14 - View Movie - Star Wars Episode IV

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1つ選び，WEB登録すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Participation is essential, therefore attending every class is required. A large 
part of the grade will be based on in-class participation. Vocabulary study will 
also be an important part of the course for which we will be using online learning.

５．教科書
　Academic Listening & Speaking 1 by Alastair Graham-Marr & Ben Tutcher, 
ABAX Publishing

６．参考書
　None

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Grades will be calculated as follows:
　25% Attendance - This is a speaking and listening class so you must be present 
to practice.
　25% Homework - This includes work done in the textbook as well as through 
online learning.
　25% In-Class Participation - Just attending class is not enough. You must 
actively participate.
　25% Tests and Quizzes - There will be multiple quizzes as well as an in-class 
midterm and final test.

９．その他
　None

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

ニシリアス，マシュー

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） 
necessary in order to become an effective communicator in English. Especially, 
the aspect of oral English is emphasized in this course. Integrating the four skills 
using appropriate textbook chosen by the instructor, students will become 
accustomed to using English as means of obtaining information （through listening 
and reading） and communicating their thoughts （through discussion and writing）
. Instructors may supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using the reading as 
a basis for oral reports and presentations of in class discussion.
　Academic Listening and Speaking 1
　This course is designed to introduce students to topics from the sciences, social 
sciences and the arts, readying them for study in an English academic setting. It 
shows students how to approach these topics critically by identifying support, 
seeing where doubt is cast, and assessing what is presented. It develops student 
note-taking skills systematically, focuses on summarizing, teaches students 
naturally reduced English weak forms.
At the end of the class you should be able to:
- understand spoken English more easily
- feel more comfortable listening to lectures in English
- take notes more quickly and accurately in English
- discuss ideas in various topics in science, social studies, and the arts
- summarize short lectures in your own words
- think critically by comparing and analyzing information in readings and lectures 
on the same topics
- write simple e-mail in English

２．授業内容
　Week 1 - Unit 6: Fine Arts: Ukiyoe
　Week 2 - Unit 6: Fine Arts: Ukiyoe
　Week 3 - Unit 7: Marine Sciences: Aquaculture
　Week 4 - Unit 7: Marine Sciences: Aquaculture
　Week 5 - Unit 8: Education: Time on Task
　Week 6 - Unit 8: Education: Time on Task
　Week 7 - Unit 9: Psychology: Sports Psychology
　Week 8 - Unit 9: Psychology: Sports Psychology
　Week 9 - Unit 10: Economics: Money and Trade
　Week 10 - Unit 10: Economics: Money and Trade
　Week 11 - Final Exam
　Week 12 - Email Writing
　Week 13 - View Movie - Bladerunner
　Week 14 - View Movie - Bladerunner

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1つ選び，WEB登録すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Participation is essential, therefore attending every class is required. A large 
part of the grade will be based on in-class participation. Vocabulary study will 
also be an important part of the course for which we will be using online learning.

５．教科書
　Academic Listening & Speaking 1 by Alastair Graham-Marr & Ben Tutcher, 
ABAX Publishing

６．参考書
　None

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Grades will be calculated as follows:
　25% Attendance - This is a speaking and listening class so you must be present 
to practice.
　25% Homework - This includes work done in the textbook as well as through 
online learning.
　25% In-Class Participation - Just attending class is not enough. You must 
actively participate.
　25% Tests and Quizzes - There will be multiple quizzes as well as an in-class 
midterm and final test.

９．その他
　None
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

バーニンガー，ジョージ

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
English has become a language of global communication. At the 
university level we will use English to look at some important 
issues on the global level. Global Issues A aims to develop students' 
English ability while introducing issues in the world today and 
encouraging further exploration. Learning how to discuss topics 
effectively will also be a goal for this course. Students will learn 
from the teacher as well as from each other.

２．授業内容
Part 1: Introduction / needs survey / useful class expressions
Part 2: Why learn English (Why learn any 2nd language)
Part 3: Forever single
Part 4: What's for dinner ?
Part 5: Last chance
Part 6: Take the money and run
Part 7: Traffic jam
Part 8: Midterm in group on an important issue
Part 9: For the sake of the children
Part 10: Family harmony
Part 11: Family values
Part 12: Taking care of mother
Part 13: A reward or a bribe ?
Part 14: Final issue presentations to the class

３．履修上の注意
Be able to discuss difficult social issues in English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students will read textbook dialogues. Students will learn 
vocabulary. Students will express their opinions and use requests 
for clarification, requests for confirmation and other conversation 
tools. Students will prepare for presentations.

５．教科書
Impact Issues 2 (3rd. Ed.) by Richard Day, Joseph Schaules and 
Junko Yamanaka (Longman Publisher)

６．参考書
No required reference Bring a good English English or Japanese 
English dictionary (including electronic dictionary).

７．課題に対するフィードバックの方法
Teacher will return feedback to the students directly.

８．成績評価の方法
Evaluation will be made up of the following:  Homework from 
textbook (20%)
  Active daily participation (30%)
  Midterm presentation (25%)
  Final presentation (25%)

９．その他
This class will be taught in English. Students will be expected to do 
about 45-60 min. of homework each week.

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

バーニンガー，ジョージ

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Outline
  English has become a language of global communication. At the 
university level we will use English to look at some important 
issues on the global level. Global Issues A aims to develop students' 
English ability while introducing issues in the world today and 
encouraging further exploration. Learning how to discuss topics 
effectively will also be a goal for this course. Students will learn 
from the teacher as well as from each other.
Objectives
  To develop a detailed awareness of global issues
  To be able to discuss global issues in English
  To become familiar with and practice a range of reading skills
  To acquire key vocabulary associated with global issues
  To be able to participate effectively in an in group presentation
  To be able to present in front of a class on important issues

２．授業内容
Part 1: Introduction/ Friendships
Part 2: Family harmony extra
Part 3: Special qualifications
Part 4: Spending money
Part 5: Ways of succeeding
Part 6: Good haboits
Part 7: Special topic
Part 8: Midterm in group on an important issue  
Part 9: For the sake of the children
Part 10: Cult influence
Part 11: A new change.
Part 12: Special current event
Part 13: Special current event.
Part 14: Final issue presentations to the class

３．履修上の注意
Be able to discuss difficult social issues in English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students will read textbook dialogues. Students will learn 
vocabulary. Students will express their opinions and use requests 
for clarification, requests for confirmation and other conversation 
tools. Students will prepare for presentations.

５．教科書
Impact Issues 2 (3rd. Ed.) by Richard Day, Joseph Schaules and 
Junko Yamanaka (Longman Publisher)

６．参考書
Bring a good English English or Japanese English dictionary 
(including electronic dictionary).

７．課題に対するフィードバックの方法
Teacher will provide feedback to the students in class.

８．成績評価の方法
Evaluation will be made up of the following:  Homework from 
textbook (20%)
  Active daily participation (30%)
  Midterm presentation (25%)
  Final presentation (25%)

９．その他
This class will be taught in English. Students will be expected to do 
about 45 min. of homework each week.
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

ハウエル，ブライアン

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course Summary
This class deals with all the four skills （listening, speaking, reading and 
writing） necessary in order to help students become effective 
communicators in English. In this course, the oral English will be especially 
emphasised. The chosen textbook will be used to accustom students to 
using English as a means of obtaining information （through listening and 
reading） and communication （through discussion and writing） their 
thoughts. We will be mainly working with the class textbook, but the 
instructor will occasionally supplement the book with Internet reading or 
handouts for extra reading and also reading as a basis for oral reports and 
presentations or in-class discussion. A session on Email Writing will be 
part of the course. The supplemental materials may include Email Writing, 
TOEIC and other English qualification exam materials. 
Goal to be achieved
As a result of classroom exercises based around obtaining information for 
oral and written expression, students will be able to prepare for future 
classes to be taught in English and for possible academic studies abroad 
through the new International Business Program affiliates and 
departmental programs.

２．授業内容
Week 1 Syllabus introduction/ Self-introductions
Week 2 Unit 4: Languages. Vocabulary & Reading, pp. 36-37
Week 3  Unit 4: Languages. Speaking, p.37. Small group discussions and 

mini-presentations.
Week 4  Unit 4: Languages. Listening & Grammar, p.38; Reading & 

Vocabulary
Week 5  Unit 4: Unit 4: Languages. Speaking, p.39, Ex. a-c. Debate & 

watching an interview （Meet The Expert, p.151, Ex. 4.1-4.4）
Week 6  Unit 5: Study Skills Part 1: Unit 11.5, p.114: Delivering a 

Presentation, Ex. 1-3
Week 7 Preparation for group mid-term presentations
Week 8 Group mid-term presentations
Week 9  Unit 11: Arts and media: Reading & Listening; Vocabulary, pp.106-

107
Week 10: Unit 11: Arts and media: Speaking and Writing, p.107
Week 11  Study Skills Part 2: Unit 11.5, pp.114-115: Delivering a 

Presentation, Ex.4a-4b
Week 12 Preparation for group final presentations
Week 13 Final group presentations
Week 14 Final group presentations

３．履修上の注意
Students should bring necessary stationery to all lessons, including a B5 
notebook and an additional notebook of your choosing for collecting 
vocabulary.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Homework is given regularly to help you review the class contents, and 
learn how to find materials for your own study. You need to spend the 
same amount of time as the lesson itself for self-study （preview and 
review）. Students will keep a record of all homework and classwork in a 
notebook which will be checked regularly. Homework will also include 
preparation of textbook exercises for class, vocabulary building, written 
assignments, and notes for presentations or project work.

５．教科書
"New Language Leader Intermediate" by David Cotton, David Falvey, and 
Simon Kent （Pearson Education Limited）

６．参考書
N/A

７．課題に対するフィードバックの方法
A mid-term presentation and a final presentation will count as 
examinations. There is no written examination.

８．成績評価の方法
Participation in class 30%
Homework assignments, in-class points, notebooks 30%
Presentations 40% （mid-term and final）

９．その他
N/A

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

ハウエル，ブライアン

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course summary
This class deals with all the four skills （listening, speaking, reading and 
writing） necessary in order to help students become effective 
communicators in English. In this course, the oral English will be especially 
emphasised. The chosen textbook will be used to accustom students to 
using English as a means of obtaining information （through listening and 
reading） and communication （through discussion and writing） their 
thoughts. We will be mainly working with the class textbook, but the 
instructor will occasionally supplement the book with Internet reading or 
handouts for extra reading and also reading as a basis for oral reports and 
presentations or in-class discussion. A session on Email Writing will be 
part of the course. The supplemental materials may include Email Writing, 
TOEIC and other English qualification exam materials.
Goal To Be Achieved
As a result of classroom exercises based around obtaining information for 
oral and written expression, students will be able to prepare for future 
classes to be taught in English and for possible academic studies abroad 
through the new International Business Program affiliates and 
departmental programs.

２．授業内容
Week 1 Syllabus overview. Review.
Week 2  Unit 5: Advertising. 5.1: What Makes A Good Advert? Speaking, 

Reading, pp. 46-47
Week 3  Unit 5: Advertising. 5.1: What Makes A Good Advert? Vocabulary, 

Listening, Speaking, p.47.
Week 4  Unit 5: Advertising. 5.2: Manipulating Images. Reading, 

Vocabulary. p.48; Listening, p.49.
Week 5  Unit 5: Manipulating Images: Grammar, Speaking, p.49 （>Debate）: 

Should cosmetic surgery on people under the age of twenty-one 
be made illegal?

Week 6  Unit 5.3 Advertising and Children. Meet The Expert, p.51: 
Watching an interview with Vena Raffle, p.51 （>Meet The Expert, 
p.151, Ex. 1-4）

Week 7 Preparation for group mid-term presentations
Week 8 Group mid-term presentations
Week 9  Unit 10: Trends: 10.1: It’s The New Thing. Speaking, Reading, 

pp.96-97.
Week 10 Unit 10: Trends: It’s The New Thing. Vocabulary, Writing, p.97.
Week 11  Unit 10: Trends: Trends In Fashion. Reading & Speaking, p.98. 

Vocabulary, Listening, p.98.
Week 12 Preparation for group final presentations
Week 13 Final group presentations
Week 14 Final group presentations

３．履修上の注意
Students should bring necessary stationery to all lessons, including a B5 
notebook and and am additional notebook of their choosing for collecting 
vocabulary.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Homework is given regularly to help you review the class contents, and 
learn how to find materials for your own study. You need to spend the 
same amount of time as the lesson itself for self-study （preview and 
review）. Students will keep a record of all homework and classwork in a 
notebook which will be checked regularly. Homework will also include 
preparation of textbook exercises for class, vocabulary building, written 
assignments, and notes for presentations or project work.

５．教科書
"New Language Leader Intermediate" by David Cotton, David Falvey, and 
Simon Kent （Pearson Education Limited）

６．参考書
N/A

７．課題に対するフィードバックの方法
A mid-term presentation and a final presentation will count as 
examinations. There is no written examination.

８．成績評価の方法
Participation in class 30%
Homework assignments, in-class points, notebooks 30%
Presentations 40% （mid-term and final）

９．その他
N/A
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

マークー，ジェイソン

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructor may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion. 

２．授業内容
Week 1.  Introduction, What is the course about? & icebreaking 

activity
Week 2. Unit 1---Building networks
Week 3. Unit 2---Trouble-shooting
Week 4. Unit 2---Trouble-shooting
Week 5. Unit 3---Roads to success
Week 6. Unit 3---Roads to success
Week 7. Unit 4---What’s best?
Week 8. Unit 4---What’s best?
Week 9. Unit 5---Organized chaos
Week 10. Unit 5---Organized chaos
Week 11. Unit 6---Features and benefits
Week 12. Unit 6---Features and benefits
Week 13. Final speaking tests
Week 14. Final speaking tests

３．履修上の注意
英語①A Communicationのクラスから 1 つ選び，WEB登録するこ
と。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students will be expected to review lessons and complete 
homework assignments before class to be prepared to participate 
fully in class. There will be ample group exercises and student to 
student interactions, so classroom participation is expected. 

５．教科書
Lifestyles---English for work, socializing and travel, Vicki Hollett 
and Norman Whitby, Pearson Education Limited.
ISBN# 978-1-408-23717-5

６．参考書
None

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
Grades will be assessed as follows:
.
20% Homework and Quizzes
40% In-Class Participation - Just attending class is not enough. You
must actively participate as this is a student-centered course based 
on participating in class. Attendance will also be factored into
the score.
40% Final speaking test

９．その他
The class will be conducted in English, except when Japanese 
instruction is absolutely necessary. The class will be fun and 
interactive and mistakes are not as important as achieving 
communication, so if you put in the effort and try to communicate 
in English you will succeed! 
Syllabus subject to change.

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

マークー，ジェイソン

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructor may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion. 

２．授業内容
Week 1.  Introduction, What is the course about? & icebreaking 

activity
Week 2. Unit 1---Building networks
Week 3. Unit 2---Trouble-shooting
Week 4. Unit 2---Trouble-shooting
Week 5. Unit 3---Roads to success
Week 6. Unit 3---Roads to success
Week 7. Unit 4---What’s best?
Week 8. Unit 4---What’s best?
Week 9. Unit 5---Organized chaos
Week 10. Unit 5---Organized chaos
Week 11. Unit 6---Features and benefits
Week 12. Unit 6---Features and benefits
Week 13. Final speaking tests
Week 14. Final speaking tests

３．履修上の注意
英語①A Communicationのクラスから 1 つ選び，WEB登録するこ
と。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students will be expected to review lessons and complete 
homework assignments before class to be prepared to participate 
fully in class. There will be ample group exercises and student to 
student interactions, so classroom participation is expected. 

５．教科書
Lifestyles---English for work, socializing and travel, Vicki Hollett 
and Norman Whitby, Pearson Education Limited.
ISBN# 978-1-408-23717-5

６．参考書
None

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
Grades will be assessed as follows:
.
20% Homework and Quizzes
40% In-Class Participation - Just attending class is not enough. You
must actively participate as this is a student-centered course based 
on participating in class. Attendance will also be factored into
the score.
40% Final speaking test

９．その他
The class will be conducted in English, except when Japanese 
instruction is absolutely necessary. The class will be fun and 
interactive and mistakes are not as important as achieving 
communication, so if you put in the effort and try to communicate 
in English you will succeed! 
Syllabus subject to change.



― 98 ―

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

リッター，エリック

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructors may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion.

２．授業内容
　Week 1. Unit 1: Memories, p. 4-5
　Week 2. Unit 1: Memories, p. 6-7
　Week 3. Unit 2: Life, p. 10-11
　Week 4. Unit 2: Life, p. 12-13
　Week 5. Unit 3: Viewpoints, p. 16-17
　Week 6. Unit 3: Viewpoints, p. 18-19
　Week 7. Mid-term exam: individual presentations
　Week 8. Unit 4: Problems, p. 24-25
　Week 9. Unit 4: Problems, p. 26-27
　Week 10. Unit 5: Thinking ahead, p. 30-31
　Week 11. Unit 5: Thinking ahead, p. 32-33
　Week 12. Unit 6: Imagine, p. 36-37
　Week 13. Unit 6: Imagine, p. 38-39
　Week 14. Unit 7: My world, p. 44-45
　a.　Review　　　　　　　　　b.　Final Exam

３．履修上の注意
　英語①A Communicationのクラスから 1 つ選び，WEB登録する
こと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Online homework will be assigned. Computer, tablet or 
smartphone will be needed to access homework.

５．教科書
　Breakthrough Plus 2 （2nd edition）, Miles Craven, Macmillan 
Education, ISBN: 9781380003188

６．参考書
　None

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be provided on your assignments online and in 
person in class.

８．成績評価の方法
　Homework and participation 25%
　Writing Assignments 25%
  Quizzes 25%
　Final Exam 25%
  No more than 4 absences allowed.

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

リッター，エリック

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructors may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion.

２．授業内容
　Week 1. Unit 1: Memories, p. 4-5
　Week 2. Unit 1: Memories, p. 6-7
　Week 3. Unit 2: Life, p. 10-11
　Week 4. Unit 2: Life, p. 12-13
　Week 5. Unit 3: Viewpoints, p. 16-17
　Week 6. Unit 3: Viewpoints, p. 18-19
　Week 7. Mid-term exam: individual presentations
　Week 8. Unit 4: Problems, p. 24-25
　Week 9. Unit 4: Problems, p. 26-27
　Week 10. Unit 5: Thinking ahead, p. 30-31
　Week 11. Unit 5: Thinking ahead, p. 32-33
　Week 12. Unit 6: Imagine, p. 36-37
　Week 13. Unit 6: Imagine, p. 38-39
　Week 14. Unit 7: My world, p. 44-45
　a.　Review　　　　　　　　　b.　Final Exam

３．履修上の注意
　英語①A Communicationのクラスから 1 つ選び，WEB登録する
こと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Online homework will be assigned. Computer, tablet or 
smartphone will be needed to access homework.

５．教科書
　Breakthrough Plus 2 （2nd edition）, Miles Craven, Macmillan 
Education, ISBN: 9781380003188

６．参考書
　None

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Homework and participation 25%
　Writing Assignments 25%
  Quizzes 25%
　Final Exam 25%
  No more than 4 absences allowed.

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E1 コミュニケーション英語】

リンズクーグ，アレン

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructors may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion.

２．授業内容
　Although the following items are generally installed, instructors 
have discretion to change their contents along with supplementary 
materials, according to their academic background and expertise 
as long as they fall within the course’s parameters.
　1.  Introduction, Unit 1 Meeting up （1）, Personal life, Adjectives 

for description
　 2. Unit 1 Class introduction
　 3. Unit 2 Luxuries
　 4. Unit 2 How to do presentations review
　 5. Unit 3 Nature / Pronunciation introduction
　 6. Unit 3 Life in the past
　 7. Unit 4 Presentation day
　 8. Unit 4 Travel / Mid term examination
　 9. Unit 5 Pronunciation practice
　10. Life transitions
　12. Unit 7 Celebrations
　13.  Unit 7 The hard sell （2）, Discussing the effects of adverts, 

Arguing for and against
　14. Unit 8 - Class review, reflection and examinations
　13.  Unit 7 The hard sell （2）, Discussing the effects of adverts, 

Arguing for and against
　14. a. Review, b. Final test

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1 つ選び，WEB登録する
こと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Before and after classes, spend at least one hour for reviewing 
what you have learned and practice learned expressions. Prepare 
notes reflecting what you understood and what you didn’t, which 
will enable you to join class discussions.

５．教科書
　World English 2, Cengage Publishing - 978-1-285-84870-9　
Student Book

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Attendance / In class Participation: 15%
　Weekly activities: 15%
　（1） Presentation （including research, notetaking, discussions 
and presentation） 20%
　Mid-term test - 25%
　Final test - 25%

９．その他
　If you need to contact me at anytime please send me （Allen 
Lindskoog） an e-mail in English - skoog5600@gmail.com and put 
“Meiji English”in the subject header. And also please make sure you 
put your first and last name in English in the e-mail message as 
well.

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E1 コミュニケーション英語】

リンズクーグ，アレン

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbook chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）. Instructors may 
supplement the textbook material with Internet reading or 
handouts （with summary writing） for extra reading and also using 
the reading as a basis for oral reports and presentations of in class 
discussion.

２．授業内容
　Although the following items are generally installed, instructors 
have discretion to change their contents along with supplementary 
materials, according to their academic background and expertise 
as long as they fall within the course’s parameters.
　1.  Introduction, Unit 1 Meeting up （1）, Personal life, Adjectives 

for description
　2. Unit 1 Class introduction
　3. Unit 2 Luxuries
　4. Unit 2 How to do presentations review
　5. Unit 3 Nature / Pronunciation introduction
　6. Unit 3 Life in the past
　7. Unit 4 Presentation day
　8. Unit 4 Travel / Mid term examination
　9. Unit 5 Pronunciation practice
　10. Life transitions
　12. Unit 7 Celebrations
　13.  Unit 7 The hard sell （2）, Discussing the effects of adverts, 

Arguing for and against
　14. Unit 8 - Class review, reflection and examinations

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから１つ選び，WEB登録する
こと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Before and after classes, spend at least one hour for reviewing 
what you have learned and practice learned expressions. Prepare 
notes reflecting what you understood and what you didn’t, which 
will enable you to join class discussions.

５．教科書
　World English 2, Cengage Publishing - 978-1-285-84870-9　
Student Book

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Attendance / In class Participation: 15%
　Weekly activities: 15%
　（1） Presentation （including research, notetaking, discussions 
and presentation） 20%
　Mid-term test - 25%
　Final test - 25%

９．その他
　If you need to contact me at anytime please send me （Allen 
Lindskoog） an e-mail in English - skoog5600@gmail.com and put 
“Meiji English" in the subject header. And also please make sure 
you put your first and last name in English in the e-mail message 
as well.
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科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ａ

【E1 コミュニケーション英語】
（TOEIC300点程度対象者クラス）

河内山　晶　子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） necessary 
in order to become an effective communicator in English. Especially, the aspect of oral 
English is emphasized in this course. Integrating the four skills using appropriate textbook 
chosen by the instructor, students will become accustomed to using English as means of 
obtaining information （through listening and reading） and communicating their thoughts 
（through discussion and writing）. Instructors may supplement the textbook material with 
Internet reading or handouts （with summary writing） for extra reading and also using the 
reading as a basis for oral reports and presentations of in class discussion.
〈概要〉
　英語コミュニケーション（特に会話）の優れたお手本は，名作映画のシナリオにちりばめ
られており，心に残る英語のフレーズは，名曲の中に豊かに謳いあげられています。映画と
歌という「英語表現の宝庫」を活用して，「心豊かな英語学習」をしていきます。名作を教
材化したものを使っていただく予定です。長く誰にも愛され続けてきた「オズの魔法使い」，
映画史上興行成績トップの「風と共に去りぬ」，日本人が平成30年間での最も印象深い洋画
としてあげている「タイタニック」等といった作品において，まず全体像をとらえた上で，
クライマックスシーンにおける登場人物の発話を深く掘り下げます。十分な理解がなされた
上で，表情豊かに発話して，表現を身につけます。さらにそれを活用して自分自身の気持ち
も表するという創造性も発揮していただきます。本授業が目指すのは，4技能のバランスの
とれた学習を通しての「コミュニケーション力の鍛錬」です。
さらに本授業では，映画や歌の活用だけに終わらず，ネットで入手できる無尽蔵の情報を自
ら選んで収集する「多読多聴」も取り入れます。今後の国際社会ではネット上の膨大な情報
から必要なものを選び，そのポイントを押さえて大意を把握する力が求められます。授業で
は，学んだ映画や歌に関連する分野はもちろんですが，皆さん各々にとっての「本当に知り
たいこと」をトピックにして調べていただく機会を提供します。意欲的に読み，聞き，それ
を参考にして自分で考えたことを，お互いにシェアしましょう。この楽しい体験を積み重ね
ることを通して，「英語を楽しむ態度を身につけ，英語を更に好きになる」ことが，国際的
視野での生涯にわたる自己教育の土台となることでしょう。
◆なお，シラバス欄に示しているのは，開講前に考案した「予定」であり，実際の授業では，
履修の状況や履修者の意向等の様々な点から鑑みて，内容や進度が，建設的な意味で変更さ
れることがありますのでご了承ください。
〈到達目標〉
・英語学習への関心・意欲が高まる
・名作に触れて聴解力・読解力が高まる
・発話練習で身に着けた英語表現で自身を表現でき，自身の見解も表現できる
・関心あることについて情報を収集し理解して自分の見解が言え，相互で意見交換できる

２．授業内容
　 1 回目：オリエンテーション（英語力，学習方法について考える。受講方法の説明など）
　 2 回目：作品 1の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 3 回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 4 回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 5 回目：内容の十分な理解をふまえたテーマの探求：
　　　　　①様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　 6 回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　 7 回目：作品 2の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 8 回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 9 回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　10回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　11回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　12回目：作品 3の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　13回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　14回目：評価のための課題・活動
　15回目：これからの英語学習に向けての議論

３．履修上の注意
　初回にオリエンテーション（重要）をしますので必ず出席して下さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈事前〉
　映像を視聴し，教材で指定された映像の部分の聴き取り課題に取り組む
〈事後〉
　教室で深めた理解をもとに表情豊かにセリフを反復して英語表現を身につけるとともに，
自分に関心の高いテーマに関する必要な情報を収集して多読多聴し大意を掴んだうえで，自
分の見解を述べ合う。

５．教科書
　初回に指示します。

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験　50％　　平常点（小テスト・課題提出を含む）50％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ｂ

【E1 コミュニケーション英語】
（TOEIC300点程度対象者クラス）

河内山　晶　子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, reading, writing） necessary 
in order to become an effective communicator in English. Especially, the aspect of oral 
English is emphasized in this course. Integrating the four skills using appropriate textbook 
chosen by the instructor, students will become accustomed to using English as means of 
obtaining information （through listening and reading） and communicating their thoughts 

（through discussion and writing）. Instructors may supplement the textbook material with 
Internet reading or handouts （with summary writing） for extra reading and also using the 
reading as a basis for oral reports and presentations of in class discussion.

〈概要〉
　英語コミュニケーション（特に会話）の優れたお手本は，名作映画のシナリオにちりばめ
られており，心に残る英語のフレーズは，名曲の中に豊かに謳いあげられています。映画と
歌という「英語表現の宝庫」を活用して，「心豊かな英語学習」をしていきます。名作を教
材化したものを使っていただく予定です。長く誰にも愛され続けてきた「オズの魔法使い」，
映画史上興行成績トップの「風と共に去りぬ」，日本人が平成30年間での最も印象深い洋画
としてあげている「タイタニック」等といった作品において，まず全体像をとらえた上で，
クライマックスシーンにおける登場人物の発話を深く掘り下げます。十分な理解がなされた
上で，表情豊かに発話して，表現を身につけます。さらにそれを活用して自分自身の気持ち
も表するという創造性も発揮していただきます。本授業が目指すのは，4技能のバランスの
とれた学習を通しての「コミュニケーション力の鍛錬」です。
さらに本授業では，映画や歌の活用だけに終わらず，ネットで入手できる無尽蔵の情報を自
ら選んで収集する「多読多聴」も取り入れます。今後の国際社会ではネット上の膨大な情報
から必要なものを選び，そのポイントを押さえて大意を把握する力が求められます。授業で
は，学んだ映画や歌に関連する分野はもちろんですが，皆さん各々にとっての「本当に知り
たいこと」をトピックにして調べていただく機会を提供します。意欲的に読み，聞き，それ
を参考にして自分で考えたことを，お互いにシェアしましょう。この楽しい体験を積み重ね
ることを通して，「英語を楽しむ態度を身につけ，英語を更に好きになる」ことが，国際的
視野での生涯にわたる自己教育の土台となることでしょう。
◆なお，シラバス欄に示しているのは，開講前に考案した「予定」であり，実際の授業では，
履修の状況や履修者の意向等の様々な点から鑑みて，内容や進度が，建設的な意味で変更さ
れることがありますのでご了承ください。

〈到達目標〉
・英語学習への関心・意欲が高まる
・名作に触れて聴解力・読解力が高まる
・発話練習で身に着けた英語表現で自身を表現でき，自身の見解も表現できる
・関心あることについて情報を収集し理解して自分の見解が言え，相互で意見交換できる

２．授業内容
　 1回目：オリエンテーション（英語力，学習方法について考える。受講方法の説明など）
　 2回目：作品 1の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 3回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 4回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 5回目：内容の十分な理解をふまえたテーマの探求：
　　　　　①様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　 6回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　 7回目：作品 2の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 8回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 9回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　10回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　11回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　12回目：作品 3の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　13回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　14回目：評価のための課題・活動
　15回目：これからの英語学習に向けての議論

３．履修上の注意
　初回にオリエンテーション（重要）をしますので必ず出席して下さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈事前〉
　映像を視聴し，教材で指定された映像の部分の聴き取り課題に取り組む

〈事後〉
　教室で深めた理解をもとに表情豊かにセリフを反復して英語表現を身につけるとともに，
自分に関心の高いテーマに関する必要な情報を収集して多読多聴し大意を掴んだうえで，自
分の見解を述べ合う。

５．教科書
　初回に指示します。

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験　50％　　平常点（小テスト・課題提出を含む）50％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ａ

【E1 コミュニケーション英語】
（TOEIC300点程度対象者クラス）

宮 下　いづみ

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbooks chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）.
　Instructors may supplement the textbook material with Internet 
reading or handouts （with summary writing） for extra reading and 
also using the reading as a basis for oral reports and presentations 
of in class discussion.

２．授業内容
　Week 1. Introduction , Warm-up
　Week 2. Making a call/ Successful writing
　Week 3. Opening a call
　Week 4. Taking messages / Organizing information
　Week 5. Communication difficulties
　Week 6. Making appointments / The business letter-layout
　Week 7. a. Mid-term exam b. Closing a call
　Week 8. Cross-cultural tips / Correspondence phrases
　Week 9. What makes a good presentation?
　Week 10. Signaling / Model letters
　Week 11. Visual aids
　Week 12. Body language / Writing clearly
　Week 13. Closing a presentation
　Week 14. a.　Final exam　b.　Review

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1 つ選び，WEB登録する
こと。

【重要】TOEICスコア300点程度の学生を対象としているクラスです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Students should review and be prepared to discuss weekly topics 
before coming to class.

５．教科書
　『Communicating in Business English』 （Compass Publishing）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Active participation: 10，Written assignments:15，Presentation: 
15，Mid-term exam:25，Final exam: 35

９．その他
　This will be an active class. Please feel free to ask questions after 
the class. To enhance your fluency, extensive reading is highly 
recommended.

科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ｂ

【E1 コミュニケーション英語】
（TOEIC300点程度対象者クラス）

宮 下　いづみ

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course deals with all the four skills （listening, speaking, 
reading, writing） necessary in order to become an effective 
communicator in English. Especially, the aspect of oral English is 
emphasized in this course. Integrating the four skills using 
appropriate textbooks chosen by the instructor, students will 
become accustomed to using English as means of obtaining 
information （through listening and reading） and communicating 
their thoughts （through discussion and writing）.
　Instructors may supplement the textbook material with Internet 
reading or handouts （with summary writing） for extra reading and 
also using the reading as a basis for oral reports and presentations 
of in class discussion.

２．授業内容
　Week 1. Introduction, warm-up
　Week 2. Meetings: key terms
　Week 3. Opening a meeting / The business report-layout
　Week 4. Controlling
　Week 5. Asking questions / Connecting words
　Week 6. Problem-solving meetings
　Week 7. a. Mid-term exam b. Vocabulary building
　Week 8. Golden rules / E-mail
　Week 9. First meetings
　Week 10. Talking about jobs / The perfect resume
　Week 11. Talking about interests and sport
　Week 12. Talking about movies and sage shows / Punctuation
　Week 13. Talking about business environment
　Week 14. Final exam　　　　　　b.　Review

３．履修上の注意
　英語①A Communication のクラスから 1 つ選び，WEB登録する
こと。
【重要】TOEICスコア300点程度の学生を対象としているクラスです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Students should review and be prepared to discuss weekly topics 
before coming to class.

５．教科書
　『Communicating in Business English』 （Compass Publishing）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Active participation: 10，Written assignments:15，Presentation: 
15，Mid-term exam:25，Final exam 35

９．その他
　This will be an active class. Please feel free to ask questions after 
the class. To enhance your fluency, extensive reading is highly 
recommended.
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

真 継　左和子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：Introduction to the course
　第 2回：Unit 1 Postures & eye contact
　第 3回：Unit 2 Gestures
　第 4回：Unit 3 Voice inflection
　第 5回：Mini-presentations 1　（individual）（リアルタイム）
　第 6回：Mini-presentations 2　（individual）　（リアルタイム）
　第 7回：Unit 6 The introduction
　第 8回：Unit 7 The body
　第 9回：Unit 8 The conclusion
　第10回：Mini-presentations （pair）　（リアルタイム）
　第11回：Unit 4 Effective visuals　（リアルタイム）
　第12回：Unit 5 Explaining visuals　（リアルタイム）
　第13回： Conference, review, preparations for final presentation　

（リアルタイム）
　第14回ａ：Final presentations （group）　（リアルタイム）
　　　　ｂ：Wrap up

３．履修上の注意
-この授業では，全授業の半数以下の回でメディア授業を実施する。
メディア授業の回はZOOMを利用してリアルタイム授業を行う。
-出席の確認は対面授業もリアルタイム授業も授業開始時に全ての
学生の名前を呼んで確認する。
- 4 回以上の欠席は単位認定しない。（ただし，忌引や指定感染症を
除く）。
-教員に質問・相談する際は，授業で案内する教員の個人メールア
ドレスを利用して連絡すること（初回授業時に配布するシラバスに
記載する）。
-プレゼンテーションの基礎を学ぶ。よって，授業中の積極的な参
加が必須である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
-自宅でのプレゼンテーションの練習が求められる。
-また，ペアやグループプレゼンテーションの場合はクラスメート
と連絡を取り合い一緒に準備することが求められる。
-プレゼンテーションの準備日や本番当日に欠席する場合は，ペア
やグループのメンバーと教員に必ず連絡をすること。

５．教科書
　『Speaking of Speech, New Edition』 by David Harrington & 
Charles LeBeau. （Macmillan）
授業で使用するので，必ず購入すること。

６．参考書
　授業で案内する。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内実施のプレゼンテーションにはスコアとコメント両方でフィ
ードバックする。

８．成績評価の方法
　授業参加　30％
　課題，mini presentations，小テスト　50％
　Final presentation 20%

９．その他
　授業は主に英語で行うが，適宜日本語も使用して学生の理解がで
きるように努める。
　辞書（電子または紙）を持参すること。
　定期試験は実施しない。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

真 継　左和子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：Introduction to the course
　第 2回：Unit 1 What are the options?
　第 3回：Unit 3 Job hunting
　第 4回： Units 1 & 3 review, prepare for presentation　（リアル

タイム）
　第 5回：Mini presentations 1 （individual）（リアルタイム）
　第 6回：Mini presentations 2 （individual）　（リアルタイム）
　第 7回：Unit 5 “Have I got your interest? “
　第 8回：Unit 7 Technical problems: technical solutions
　第 9回： Units 5 & 7 review, prepare for presentation　（リアル

タイム）
　第10回：Pair presentations　（リアルタイム）
　第11回：Unit 9 Cite your source
　第12回：Unit 11 Creative innovations
　第13回： Units 9 & 11 review, prepare for presentation　（リアル

タイム）
　第14回：Final group presentations （リアルタイム）

３．履修上の注意
-この授業では，全授業の半数以下の回でメディア授業を実施する。
メディア授業の回はZOOMを利用してリアルタイム授業を行う。
-出席の確認は，対面授業もリアルタイム授業も授業開始時に全て
の学生の名前を呼んで確認する。
- 4 回以上の欠席は単位認定しない。（ただし，忌引や指定感染症を
除く）。
-教員に質問・相談する際は，授業で案内する教員の個人メールア
ドレスを利用して連絡すること（初回授業時に配布するシラバスに
記載する）。
-春学期に学習したことを踏まえ，少し発展した内容としてアカデ
ミックプレゼンテーションやプロフェッショナルプレゼンテーショ
ンができるようになるのを目指す。授業参加が必須となる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　自宅でのプレゼンテーションの練習が求められる。ペアやグルー
プでのプレゼンテーションがあるので，授業外でクラスメートとコ
ミュニケーションを取り，一緒に練習等が必要。プレゼンテーショ
ン準備や発表当日に欠席する場合は，チームメンバーと教員に必ず
連絡すること。

５．教科書
　『Speaking of Speech Level 2』, by Charles LeBeau & David 
Harrington （McMillan）

６．参考書
　授業で案内する。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内実施のプレゼンテーションにはスコアとコメント両方でフィ
ードバックする。

８．成績評価の方法
　授業参加　30％
　課題，mini presentations，小テスト　50％
　Final presentation 20%

９．その他
　授業は学生の理解度に応じて，英語と日本語で行う。
　辞書（電子または紙）を持参すること。
　定期テストは実施しない。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

安 藤 和 弘

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代英国事情エッセイ集を読みながら，英語力を向上させると共
に，英国という国について学ぶ講座である。
　読むことに重点を置くが，音声面や作文の学習をも視野に入れ
て，総合的な英語力の向上を図る。辞書を使えば英語で書かれた一
般教養書を読むことができるようになること，音声面をも含めた総
合的な英語学習を効率良く行えるようになること，英国という国に
ついて大学教養レヴェルで必要となる知識を獲得することを，到達
目標として設定する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：’Preface,’ ‘A Fortunate Accident’ （1）
　第 3回：’A Fortunate Accident’ （2）
　第 4回：’Britain’s Best Ride’ （1）
　第 5回：’Britain’s Best Ride’ （2）, ’The Meaning of Bond’ （1）
　第 6回：’The Meaning of Bond’ （2）
　第 7回：’The Changing High Street’ （1）
　第 8回：’The Changing High Street’ （2）
　第 9回：’Mild and Cloudy with a Chance of Rain’ （1）
　第10回： ’Mild and Cloudy with a Chance of Rain’ （2）, ‘Expressive 

Expressions’ （1）
　第11回：’Expressive Expressions’ （2）
　第12回：’A Woman of Some Importance’ （1）
　第13回：’A Woman of Some Importance’ （2）
　第14回：a：復習テスト，b：まとめ
　以上は予定であり，若干の変更はありえる。

３．履修上の注意
　イントロダクションで受講するにあたり大事な事柄を詳細に説明
するので，必ず初回から出席すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，次の回に取り上げる教材の範囲を指定するので，辞書を活
用してその範囲の英文をしっかりと読んでおくこと。自力では読み
こなせない箇所を絞り込んで授業に臨むこと。授業時に色々な作業
を行い，ノートを取るが，授業後にノートの整理整頓をすること。
毎回学習することをその後の学習に活かし，積み重ね式で回を重ね
るごとに力をつけるという意識を常に持ちながら学習すること。

５．教科書
　Realise Britain, Colin Joyce（金星堂）。ISBN: 978-4-7647-3982-6

６．参考書
　なし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　予習状況と授業への集中度を平常点（75％）とし，学期の終わり
頃に行う復習テスト（25％）と併せて総合評価を行う。受講者数い
かんで比率を変更するかもしれないが，その場合は履修学生数が確
定した時点で，教室で通知する。無断欠席を4回すると自動的に失
格となる。

９．その他
　オフィスアワーは木曜日の昼休みとする。一週間前までにアポイ
ントメントを取っておくこと。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

安 藤 和 弘

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代英国事情エッセイ集を読みながら，英語力を向上させると共
に，英国という国について学ぶ講座である。
　読むことに重点を置くが，音声面や作文の学習をも視野に入れ
て，総合的な英語力の向上を図る。辞書を使えば英語で書かれた一
般教養書を読むことができるようになること，音声面をも含めた総
合的な英語学習を効率良く行えるようになること，英国という国に
ついて大学教養レヴェルで必要となる知識を獲得することを，到達
目標として設定する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：’Shakespeare Lives On’ （1）
　第 3 回： ’Shakespeare Lives On’ （2）, ’British Food: Better Than 

Awful’ （1）
　第 4回：’British Food: Better Than Awful’ （2）
　第 5回：’A Complicated Country’ （1）
　第 6回：’A Complicated Country’ （2）
　第 7回：’The Quite Fab Four’ （1）
　第 8回：’The Quite Fab Four’ （2）, ‘A Vulgar Custom’ （1）
　第 9回：’A Vulgar Custom’ （2）
　第10回：’The “Invention” of Sport’ （1）
　第11回：’The “Invention” of Sport’ （2）
　第12回：’Changing Classes’ （1）
　第13回：‘Changing Classes’ （2）
　第14回：a：復習テスト，b：まとめ
　以上は予定であり，若干の変更はありえる。
　この学期からの新規の履修学生がいない場合には，第1回はイン
トロダクションではなく通常の授業となる。

３．履修上の注意
　イントロダクションで受講するにあたり大事な事柄を詳細に説明
するので，必ず初回から出席すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，次の回に取り上げる教材の範囲を指定するので，辞書を活
用してその範囲の英文をしっかりと読んでおくこと。自力では読み
こなせない箇所を絞り込んで授業に臨むこと。授業時に色々な作業
を行い，ノートを取るが，授業後にノートの整理整頓をすること。
毎回学習することをその後の学習に活かし，積み重ね式で回を重ね
るごとに力をつけるという意識を常に持ちながら学習すること。

５．教科書
　Realise Britain, Colin Joyce 『イギリスふしぎ再発見』（金星堂）。
ISBN: 978-4-7647-3982-6

６．参考書
　なし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　予習状況と授業への集中度を平常点（75％）とし，学期の終わり
頃に行う復習テスト（25％）と併せて総合評価を行う。受講者数い
かんで比率を変更するかもしれないが，その場合は履修学生数が確
定した時点で，教室で通知する。無断欠席を4回すると自動的に失
格となる。

９．その他
　オフィスアワーは木曜日の昼休みとする。一週間前までにアポイ
ントメントを取っておくこと。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

石 塚　あおい

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　Week 1：Introduction
　Week 2：Tense / Present Continuous
　Week 3：Tense / Simple Present
　Week 4：Tense / Simple Past & Past Continuous
　Week 5：Tense / Present Perfect
　Week 6：Tense / Present Perfect Continuous
　Week 7：Tense / Past Perfect & Past Perfect Continuous
　Week 8： Test 1 （Present & Past & Present Perfect & Past 

Perfect）
　Week 9： Tense / Future: Simple Present & Will & Present 

Continuous
　Week 10：Tense / Future: Going to Form & Future Simple
　Week 11：Tense / Future: Future Continuous
　Week 12： Tense / Future: Future Perfect & Future Perfect 

Continuous
　Week 13：Test 2 （Future）
　Week 14：a. Review / b. Test 3 （All the Tenses）

３．履修上の注意
　この授業では英文法および慣用法を実践的に見直します。使用す
るプリント教材はupper-intermediateからadvancedレベルのもの
で，教材（練習問題も含む）の理解にはリーディング力が必要とさ
れます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配布するプリント教材は前もって目を通しておくこと。練習問題
の答え合わせ後，間違った箇所は必ず見直し，不明な点があれば授
業で質問すること。

５．教科書
　プリント配布

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度（課題を含む）： 40％
　小テスト： 60％（20%×3 tests）

９．その他
　文法を実践的に見直すことで，より高度な英語力を習得できま
す。中でも，リーディングとライティングの力を強化させたい学生
の皆さんには，より適した授業だと思われます。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

石 塚　あおい

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　Week 1：Introduction
　Week 2：Articles 1
　Week 3：Articles 2
　Week 4：Articles 3
　Week 5：Articles 4
　Week 6：Test 1 （Articles）
　Week 7：Relatives 1
　Week 8：Relatives 2
　Week 9：Relatives 3
　Week 10：Relatives 4
　Week 11：Relatives 5
　Week 12：Relatives 6
　Week 13：Test 2
　Week 14：a. Review / b. Test 3 （Articles & Relatives）

３．履修上の注意
　この授業では英文法および慣用法を実践的に見直します。使用す
るプリント教材はupper-intermediateからadvancedレベルのもの
で，教材（練習問題も含む）の理解にはリーディング力が必要とさ
れます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配布するプリント教材は前もって目を通しておくこと。練習問題
の答え合わせ後，間違った箇所は必ず見直し，不明な点があれば授
業で質問すること。

５．教科書
　プリント配布

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度（課題を含む）： 40％
　小テスト： 60％（20%×3 tests）

９．その他
　文法を実践的に見直すことで，より高度な英語力を習得できま
す。中でも，リーディングとライティングの力を強化させたい学生
の皆さんには，より適した授業だと思われます。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

岩 崎 永 一

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：Unit 1 William’s Notting Hill & ‘She’
　第 3回：Unit 2 Surreal, But Nice
　第 4回：Unit 3 A Goddess Is A Movie Star
　第 5回：Unit 4 Birthday Party
　第 6回：Unit 5 A Date With Anna
　第 7回：Unit 6 She’s Gone
　第 8回：Unit 7 She’s Back
　第 9回：Unit 8 Rude Awakening ― Ain’t No Sunshine
　第10回：Unit 9 Like me Again
　第11回： Unit 10 The Right Decision ― The Meaning of My Life 

Is She
　第12回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （1）
　第13回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （2）
　第14回ａ：まとめ
　　　　ｂ：試験
　※上記の一部は教科書の目次を転載

３．履修上の注意
　映画総合教材の教科書（松柏社）を用いて，リスニングの練習を
通じて自然な英語の音に慣れることと英国の文化を学ぶことを主な
目的とします。そのため，前期と後期で合計 2冊の教科書を使用す
ることにご留意ください。教科書についている映画のスクリプトの
全文音読や（もし可能でしたら）ペアーやグループ等での簡単なデ
ィスカッションも行いますので，積極的に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回のユニットの語彙を各自の必要に応じて確認しておいてくだ
さい。また，小テストの前には教科書の既習事項の確認の勉強をし
て頂きます。

５．教科書
　映画総合教材『ノッティング・ヒルの恋人』（新装版）松柏社
　旧版ではなく，新装版ですので，注意してください。

６．参考書
　各自の使いやすい各種の辞書（英和・英英）を毎回持参してくだ
さい。

７．課題に対するフィードバックの方法
〇小テストの結果を踏まえて解説致します。
〇Oh!Meijiの掲示板で教科書の内容についての質問に回答致します。

８．成績評価の方法
①期末試験（語彙とリスニングを主とした基礎的問題）50％
②参加 25%
③授業内小テスト 25%
※期末試験は基礎的な問題が多く，普段からきちんと行っていれば
心配ありません。

９．その他
　毎回，主な内容やストリーリーをキャッチする練習をします。そ
の後，細部の情報を聴き取る練習や部分的なディクテーションを行
います。毎回の継続的な参加により英語力を高めてください。また，
この授業を通じて膨大なインプット量の確保・口語表現の拡充を目
指してください。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

岩 崎 永 一

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：Unit 1　ふたりの男子
　第 3回：Unit 2　ウィルSPATに入会
　第 4回：Unit 3　支えが要るんだ
　第 5回：Unit 4　ウィルとマーカスの奇妙な友情
　第 6回：Unit 5　マーカスを変身させよう
　第 7回：Unit 6　初めての本物のクリスマス
　第 8回：Unit 7　ふたりが同時に恋をした
　第 9回：Unit 8　「ウソ」と「半端なホント」と「ホントのホント」
　第10回：Unit 9　お母さんへの贈り物
　第11回：Unit 10　人は孤島ではない
　第12回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （1）
　第13回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （2）
　第14回ａ：まとめ
　　　　ｂ： 試験
　※上記の一部は教科書の目次を転載

３．履修上の注意
　映画総合教材の教科書（松柏社）を用いて，リスニングの練習を
通じて自然な英語の音に慣れることと英国の文化を学ぶことを主な
目的とします。そのため，前期と後期で合計2冊の教科書を使用す
ることにご留意ください。教科書についている映画のスクリプトの
全文音読や（もし可能でしたら）ペアーやグループ等での簡単なデ
ィスカッションも行いますので，積極的に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回のユニットの語彙を各自の必要に応じて確認しておいてくだ
さい。また，小テストの前には教科書の既習事項の確認の勉強をし
て頂きます。

５．教科書
　映画総合教材『アバウト・ア・ボーイ』松柏社

６．参考書
　各自の使いやすい各種の辞書（英和・英英）を毎回持参してくだ
さい。

７．課題に対するフィードバックの方法
〇小テストの結果を踏まえて解説致します。
〇Oh!Meijiの掲示板で教科書の内容についての質問に回答致します。

８．成績評価の方法
①期末試験（語彙とリスニングを主とした基礎的問題）50％
②参加 25%
③授業内小テスト 25%
※期末試験は基礎的な問題が多く，普段からきちんと行っていれば
心配ありません。

９．その他
　毎回，主な内容やストリーリーをキャッチする練習をします。そ
の後，細部の情報を聴き取る練習や部分的なディクテーションを行
います。毎回の継続的な参加により英語力を高めてください。また，
この授業を通じて膨大なインプット量の確保・口語表現の拡充を目
指してください。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

生 越 秀 子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業では，リスニングスキルの向上に焦点を当て，テキスト
中の様々なリスニング素材を用いて概要を把握する力と重要な詳細
点を理解する力を育成します。リスニング素材はTOEFL iBTで出題
されるようなクラスのディスカッション，学生によるプレゼン，
TED TALKなどが主体です。

〈到達目標〉
1.  ディスカッション，学生によるプレゼンテーション，TED TALK
など，数分程度のリスニング素材を聞いて理解できる力を身につ
けること。

2. 自分の意見を論理的に表明する習慣をつけること。
3. ノートテイキングの基本的なスキルを体得すること。
4.  シャドーイング練習（課外学習が主体）を通じてリスニング力お
よびスピーキング力の土台を築くこと。

２．授業内容
　第 1回　Introduction
　第 2回　UNIT 1: Secret Wishes①
　第 3回　UNIT 1: 同②
　第 4回　UNIT 1:同③
　第 5回　UNIT 2: Changing Climate, Changing Minds①
　第 6回　UNIT 2: 同②
　第 7回　UNIT 2: 同③
　第 8回　UNIT 3: Unexpected Discoveries①
　第 9回　UNIT 3: 同②
　第10回　UNIT 3: 同③
　第11回　UNIT 4: The Business of Style①
　第12回　UNIT 4: 同②
　第13回　UNIT 4: 同③
　第14回　期末試験
※上記進行予定は変更になる可能性もあります

３．履修上の注意
　授業で実際にクラスメートと話し合ったトピックや，授業内容に
関連したトピックについて，授業後にクラスウエブに自分の意見を
投稿する課題が毎週出されます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　 1ユニットを 3回の授業で取り扱います。テキストの指定範囲内の
語句は事前に予習しておきましょう。また復習として，授業内で学ん
だトピックを調べたり，授業で利用したリスニング素材や映像を自宅
で再度視聴したり，授業内で指示されたタスク（シャドーイング等）
をしっかり行い，自分で英語スキルを伸ばす努力が求められます。

５．教科書
21st Century Communication Level 2
 （Cengage Learning）
ISBN 978-1-305-95545-5

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点61% （課題の提出等含む）　期末テスト39%

９．その他
　教員は，出版社勤務経験があり，現在も英語教材の企画制作，英
検・TOEIC関連の通信講座やアプリの開発，参考書の執筆などに携
わっています。プライベートでは，フットボールが好きで主にイン
グランドのプレミアリーグを見ています。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

生 越 秀 子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業では，リスニングスキルの向上に焦点を当て，テキスト
中の様々なリスニング素材を用いて概要を把握する力と重要な詳細
点を理解する力を育成します。リスニング素材はTOEFL iBTで出題
されるようなクラスのディスカッション，学生によるプレゼン，
TED TALKなどが主体です。
〈到達目標〉
1.  ディスカッション，学生によるプレゼンテーション，TED TALK
など，数分程度のリスニング素材を聞いて理解できる力を身につ
けること。

2. 自分の意見を論理的に表明する習慣をつけること。
3. ノートテイキングの基本的なスキルを体得すること。
4.  シャドーイング練習（課外学習が主体）を通じてリスニング力お
よびスピーキング力の土台を築くこと。

２．授業内容
　第 1回　Introduction
　第 2回　UNIT 5: Engineered by Nature①
　第 3回　UNIT 5: 同②
　第 4回　UNIT 5:同③
　第 5回　UNIT 6: Lending a Hand①
　第 6回　UNIT 6: 同②
　第 7回　UNIT 6: 同③
　第 8回　UNIT 7: Less is More①
　第 9回　UNIT 7: 同②
　第10回　UNIT 7: 同③
　第11回　UNIT 8: Justice in the Jungle①
　第12回　UNIT 8: 同②
　第13回　UNIT 8: 同③
　第14回　期末試験
※上記進行予定と同テキストから取り扱うトピックは変更になる可
能性もあります

３．履修上の注意
　授業で実際にクラスメートと話し合ったトピックや，授業内容に
関連したトピックについて，授業後にクラスウエブに自分の意見を
投稿する課題が毎週出されます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　 1ユニットを 3回の授業で取り扱います。テキストの指定範囲内の
語句は事前に予習しておきましょう。また復習として，授業内で学ん
だトピックを調べたり，授業で利用したリスニング素材や映像を自宅
で再度視聴したり，授業内で指示されたタスク（シャドーイング等）
をしっかり行い，自分で英語スキルを伸ばす努力が求められます。

５．教科書
21st Century Communication Level 2 
（Cengage Learning）
ISBN 978-1-305-95545-5
*前期と同じテキストです

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点60% （課題の提出等含む），期末テスト40%

９．その他
　教員は，出版社勤務経験があり，現在も英語教材の企画制作，英
検・TOEIC関連の通信講座やアプリの開発，参考書の執筆などに携
わっています。プライベートでは，フットボールが好きで主にイン
グランドのプレミアリーグを見ています。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

河内山　晶　子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　英語コミュニケーション（特に会話）の優れたお手本は，名作映画のシナリオにちりばめ
られており，心に残る英語のフレーズは，名曲の中に豊かに謳いあげられています。映画と
歌という「英語表現の宝庫」を活用して，「心豊かな英語学習」をしていきます。名作を教
材化したものを使っていただく予定です。長く誰にも愛され続けてきた「オズの魔法使い」，
映画史上興行成績トップの「風と共に去りぬ」，日本人が平成30年間での最も印象深い洋画
としてあげている「タイタニック」等といった作品において，まず全体像をとらえた上で，
クライマックスシーンにおける登場人物の発話を深く掘り下げます。十分な理解がなされた
上で，表情豊かに発話して，表現を身につけます。さらにそれを活用して自分自身の気持ち
も表するという創造性も発揮していただきます。本授業が目指すのは，4技能のバランスの
とれた学習を通しての「コミュニケーション力の鍛錬」です。
　さらに本授業では，映画や歌の活用だけに終わらず，ネットで入手できる無尽蔵の情報を
自ら選んで収集する「多読多聴」も取り入れます。今後の国際社会ではネット上の膨大な情
報から必要なものを選び，そのポイントを押さえて大意を把握する力が求められます。授業
では，学んだ映画や歌に関連する分野はもちろんですが，皆さん各々にとっての「本当に知
りたいこと」をトピックにして調べていただく機会を提供します。意欲的に読み，聞き，そ
れを参考にして自分で考えたことを，お互いにシェアしましょう。この楽しい体験を積み重
ねることを通して，「英語を楽しむ態度を身につけ，英語を更に好きになる」ことが，国際
的視野での生涯にわたる自己教育の土台となることでしょう。
◆なお，シラバス欄に示しているのは，開講前に考案した「予定」であり，実際の授業では，
履修の状況や履修者の意向等の様々な点から鑑みて，内容や進度が，建設的な意味で変更さ
れることがありますのでご了承ください。
〈到達目標＞
・英語学習への関心・意欲が高まる
・名作に触れて聴解力・読解力が高まる
・発話練習で身に着けた英語表現で自身を表現でき，自身の見解も表現できる
・関心あることについて情報を収集し理解して自分の見解が言え，相互で意見交換できる

２．授業内容
　 1 回目：オリエンテーション（英語力，学習方法について考える。受講方法の説明など）
　 2 回目：作品 1の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 3 回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 4 回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 5 回目：内容の十分な理解をふまえたテーマの探求：
　　　　　①様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　 6 回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　 7 回目：作品 2の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 8 回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 9 回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　10回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　11回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　12回目：作品 3の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　13回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　14回目：評価のための課題・活動
　15回目：これからの英語学習に向けての議論

３．履修上の注意
　初回にオリエンテーション（重要）をしますので必ず出席して下さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈事前〉
　映像を視聴し，教材で指定された映像の部分の聴き取り課題に取り組む
〈事後〉
　教室で深めた理解をもとに表情豊かにセリフを反復して英語表現を身につけるとともに，
自分に関心の高いテーマに関する必要な情報を収集して多読多聴し大意を掴んだうえで，自
分の見解を述べ合う。

５．教科書
　初回に指示します。

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験　50％　　平常点（小テスト・課題提出を含む）50％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

河内山　晶　子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　英語コミュニケーション（特に会話）の優れたお手本は，名作映画のシナリオにちりばめ
られており，心に残る英語のフレーズは，名曲の中に豊かに謳いあげられています。映画と
歌という「英語表現の宝庫」を活用して，「心豊かな英語学習」をしていきます。名作を教
材化したものを使っていただく予定です。長く誰にも愛され続けてきた「オズの魔法使い」，
映画史上興行成績トップの「風と共に去りぬ」，日本人が平成30年間での最も印象深い洋画
としてあげている「タイタニック」等といった作品において，まず全体像をとらえた上で，
クライマックスシーンにおける登場人物の発話を深く掘り下げます。十分な理解がなされた
上で，表情豊かに発話して，表現を身につけます。さらにそれを活用して自分自身の気持ち
も表するという創造性も発揮していただきます。本授業が目指すのは，4技能のバランスの
とれた学習を通しての「コミュニケーション力の鍛錬」です。
　さらに本授業では，映画や歌の活用だけに終わらず，ネットで入手できる無尽蔵の情報を
自ら選んで収集する「多読多聴」も取り入れます。今後の国際社会ではネット上の膨大な情
報から必要なものを選び，そのポイントを押さえて大意を把握する力が求められます。授業
では，学んだ映画や歌に関連する分野はもちろんですが，皆さん各々にとっての「本当に知
りたいこと」をトピックにして調べていただく機会を提供します。意欲的に読み，聞き，そ
れを参考にして自分で考えたことを，お互いにシェアしましょう。この楽しい体験を積み重
ねることを通して，「英語を楽しむ態度を身につけ，英語を更に好きになる」ことが，国際
的視野での生涯にわたる自己教育の土台となることでしょう。
◆なお，シラバス欄に示しているのは，開講前に考案した「予定」であり，実際の授業では，
履修の状況や履修者の意向等の様々な点から鑑みて，内容や進度が，建設的な意味で変更さ
れることがありますのでご了承ください。

〈到達目標＞
・英語学習への関心・意欲が高まる
・名作に触れて聴解力・読解力が高まる
・発話練習で身に着けた英語表現で自身を表現でき，自身の見解も表現できる
・関心あることについて情報を収集し理解して自分の見解が言え，相互で意見交換できる

２．授業内容
　 1回目：オリエンテーション（英語力，学習方法について考える。受講方法の説明など）
　 2回目：作品 1の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 3回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 4回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 5回目：内容の十分な理解をふまえたテーマの探求：
　　　　　①様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　 6回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　 7回目：作品 2の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 8回目：クライマックスシーン（2）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（3）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　 9回目：クライマックスシーン（4）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　　　　　クライマックスシーン（5）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　10回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　11回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：前回の続き
　12回目：作品 3の全体的把握
　　　　　クライマックスシーン（1）語彙/表現/発音/正誤問題/聴解/ロールプレイ/要約
　13回目：内容理解を踏まえたテーマの探求：
　　　　　①10回目：様々な意見（教員や友人）を受け止め，よく理解する
　　　　　②自分自身でネットリサーチして考察を深めそれをシェアしあう
　14回目：評価のための課題・活動
　15回目：これからの英語学習に向けての議論

３．履修上の注意
　初回にオリエンテーション（重要）をしますので必ず出席して下さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈事前〉
　映像を視聴し，教材で指定された映像の部分の聴き取り課題に取り組む

〈事後〉
　教室で深めた理解をもとに表情豊かにセリフを反復して英語表現を身につけるとともに，
自分に関心の高いテーマに関する必要な情報を収集して多読多聴し大意を掴んだうえで，自
分の見解を述べ合う。

５．教科書
　初回に指示します。

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験　50％　　平常点（小テスト・課題提出を含む）50％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

佐 藤 文 子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　これまでの英語の学習を基礎に，英語のニュースを理解する能力
を養うことを目的とします。
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）英語ニュースの聞き取りの練習。
　（2）テキストを使用し，単語や文法，内容を理解する。
　（3） 英語ニュースについて，グループで調べたり，ディスカッシ

ョンをする。
　（4） アップデートな英字新聞や，ネット上の英語ニュースを用い

て英語力を高める。
〈到達目標〉
　クラスのレベルにあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握で
きる。
　その内容について自分の考えを表現できる。
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。

２．授業内容
　第 1回：ガイダンス：英字新聞に見られる英語の特徴について
　第 2回：Unit 1 : Mail by Drone ―ドローンで郵便配達―
　第 3回： Unit 2 : History of General Electric ―ゼネラル・エレク

トリックの歴史―
　第 4回：Unit 1 & 2の応用とグループ・アクティビティ
　第 5回：Unit 3 :Foxes ―キツネの謎―
　第 6回：Unit 4 : Air Taxi―タクシーが空を飛ぶ日―
　第 7回：Unit 3 & 4の応用とグループ・アクティビティ
　第 8回： Unit 5:Youngest Female Pilot ―史上最年少で世界1周を

目指す女性パイロット―
　第 9回：Unit 6 : Flashfood App ―アプリでなくそうフードロス― 
　第10回：Unit 5 & 6の応用とグループ・アクティビティ
　第11回： Unit 7：:China’s　Video Game Restrictions ―オンライ

ンゲームは制限すべき？― 
　第12回：Unit 8： Giant Sequoia Trees ―セコイアの巨木―
　第13回：プレゼンテーションの指導と実践
　第14回：a: Review　b: Term-end examination

３．履修上の注意
アメリカの学生向けニュース番組『CNN 10』 を教材にし，メディア
英語に慣れていきます。学生用向けニュースといってもスピードは
かなり速いので，テキストには標準スピードの他に，スロースピー
ドのCDが付随していますからそれを使用して，練習してください。
インプットだけでなく，英語を発信する能力を養うので，積極的に
授業に参加してください。
提出物は期日までに提出してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習に関して授業中にやり方を指示しますので，十分予習を済ませ
て出席すること。
課題に関しては，教室内で提出するもの及びOh-o! Meiji上の「小テ
スト」「レポート」機能に提出するものがあります。
授業中に指示された復習をし，小テストや学期末試験に向けて準備
してください。

５．教科書
　CNN 10 －Student News-　（Vol. 11）　［朝日出版］　（2023）

６．参考書
　授業中に配布するプリントなど

７．課題に対するフィードバックの方法
課題解説を授業中に行う。
小テストは採点し返却する。

８．成績評価の方法
　①期末試験　40%
　②プレゼンテーション 20%
　③授業参加度（授業への参加・課題・小テスト）40%

９．その他
　授業には毎回出席してください。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

佐 藤 文 子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　これまでの英語の学習を基礎に，英語のニュースを理解する能力
を養うことを目的とします。
　教科書の各ユニットで次のことを行います。
　（1）英語ニュースの聞き取りの練習。
　（2）テキストを使用し，単語や文法，内容を理解する。
　（3） 英語ニュースについて，グループで調べたり，ディスカッシ

ョンをする。
　（4） アップデートな英字新聞や，ネット上の英語ニュースを用い

て英語力を高める。
〈到達目標〉
　クラスのレベルにあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握で
きる。
　その内容について自分の考えを表現できる。
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。〈概要〉

２．授業内容
　第 1回：ニュース英語にみられる英語の特徴について
　第 2回：Unit 9 : India's Pollution ―インドの大気汚染―
　第 3回：Unit 10 : Special Olympics ―スペシャルオリンピック―
　第 4回：Unit 9 & 10の応用とグループ・アクティビティ
　第 5回：Unit 11 : Training for Future Jobs ―最新の職業訓練―
　第 6回： Unit 12 : Experienced University Student ―経験豊富な

大学生―
　第 7回：Unit 11 & 12の応用とグループ・アクティビティ
　第 8回：グループプレゼンテーションの指導と実践
　第 9回：Unit 13 :Protecting Whales ―クジラの保護のために―
　第10回：Unit 14 : Collecting Honey ―ハチミツ集めとその苦労―
　第11回：Unit 13 & 14の応用とグループ・アクティビティ
　第12回： Unit 15 : Filming in Space ―宇宙ステーションで映画撮

影―
　第13回：プレゼンテーションの指導と実践
　第14回：a: Review　b: Term-end examination

３．履修上の注意
アメリカの学生向けニュース番組『CNN 10』 を教材にし，メディア
英語に慣れていきます。学生用向けニュースといってもスピードは
かなり速いので，テキストには標準スピードの他に，スロースピー
ドのCDが付随していますからそれを使用して，練習してください。
インプットだけでなく，英語を発信する能力を養うので，積極的に
授業に参加してください。
提出物は期日までに提出してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習に関して授業中にやり方を指示しますので，十分予習を済ませ
て出席すること。
課題に関しては，教室内で提出するもの及びOh-o! Meiji上の「小テ
スト」「レポート」機能に提出するものがあります。
授業中に指示された復習をし，小テストや学期末試験に向けて準備
してください。

５．教科書
　CNN 10 －Student News-　（Vol. 11）　［朝日出版］　（2023）

６．参考書
　授業中に配布するプリントなど

７．課題に対するフィードバックの方法
課題解説を授業中に行う。
小テストは採点し返却する。

８．成績評価の方法
　①期末試験　40%
　②プレゼンテーション 20%
　③授業参加度（授業への参加・課題・小テスト）40%

９．その他
　授業には毎回出席してください。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

廣 瀬 絵 美

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　本科目は，基本的な語彙力の習得と文法や文構造の理解を深め，
実践的な英語運用能力向上の素地となる基礎固めを確実に行う。教
材は TOEICの試験問題を積極的に取り入れ， 英語・資格試験に対応
できる実践力を養成する。

「到達目標」
　1． 英語コミュニケーション力の基礎となる語彙や文法を理解し，

使うことができる。
　2． 身近な話題から社会問題やビジネスに関連した内容の英語を

聞いて理解できる。
　3．自分自身や身近な話題について英語で表現できる。
　4． TOEIC等の英語試験対策を考慮しながら，発展的な英語表現

を学び理解できる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：TOEIC Listening and Reading （Travel）
　第 3回：TOEIC Listening and Reading （Travel）
　第 4回：TOEIC Listening and Reading （Dining Out） 
　第 5回：TOEIC Listening and Reading （Dining Out） 
　第 6回：TOEIC Listening and Reading （Daily Life） 
　第 7回：TOEIC Listening and Reading （Daily Life） 
　第 8回：TOEIC Listening and Reading （Entertainment）
　第 9回：TOEIC Listening and Reading （Entertainment）
　第10回：TOEIC Listening and Reading （Purchasing） 
　第11回：TOEIC Listening and Reading （Purchasing）
　第13回：TOEIC Listening and Reading （Offices）
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて，成績評価の基
準，方法及び授業計画を変更する場合があります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業は，授業30時間，予習・復習各30時間の計90時間の学修
を必要とする。
　「準備学習」
　（予習）リーディング教材を前もって読み，わからない単語は調
べておくこと。TOEICなどの英語資格関連の教材を解いてみる。
　（復習）間違えた箇所を確認し，語彙ノートを作成，暗記に努め
る。リスニングの会話スクリプトは音声ファイルを参考に音読練習
をする。

５．教科書
Giga Booster for the TOEIC L&R TEST （金星堂）

６．参考書
　『キクタンTOEIC（R） L&Rテスト SCORE 800』一杉武史 （アルク
出版）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　提出課題 20%，授業への貢献度 20%，定期試験 60%

９．その他
　授業前後に相談を受け付けます。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

廣 瀬 絵 美

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　本科目は，基本的な語彙力の習得と文法や文構造の理解を深め，
実践的な英語運用能力向上の素地となる基礎固めを確実に行う。教
材は TOEICの試験問題を積極的に取り入れ， 英語・資格試験に対応
できる実践力を養成する。
「到達目標」
　1． 英語コミュニケーション力の基礎となる語彙や文法を理解し，

使うことができる。
　2． 身近な話題から社会問題やビジネスに関連した内容の英語を

聞いて理解できる。
　3．自分自身や身近な話題について英語で表現できる。
　4． TOEIC等の英語試験対策を考慮しながら，発展的な英語表現

を学び理解できる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：TOEIC Listening and Reading （Offices）） 
　第 3回：TOEIC Listening and Reading （Clients）
　第 4回：TOEIC Listening and Reading （Recruiting）
　第 5回：TOEIC Listening and Reading （Recruiting）
　第 6回：TOEIC Listening and Reading （Personell）
　第 7回：TOEIC Listening and Reading （Personell）
　第 8回：TOEIC Listening and Reading （Advertising）
　第 9回：TOEIC Listening and Reading （Media）
　第10回：TOEIC Listening and Reading （Meetings）
　第11回：TOEIC Listening and Reading （Sales & Marketing） 
　第13回：TOEIC Listening and Reading （Seminar & Workshop）
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて，成績評価の基
準，方法及び授業計画を変更する場合があります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業は，予習・復習各30時間の計90時間の学修を必要とする。
　「準備学習」
　（予習）リーディング教材を前もって読み，わからない単語は調
べておくこと。TOEICなどの英語資格関連の教材を解いてみる。
　（復習）間違えた箇所を確認し，語彙ノートを作成，暗記に努め
る。リスニングの会話スクリプトは音声ファイルを参考に音読練習
をする。

５．教科書
Giga Booster for the TOEIC L&R TEST （金星堂）

６．参考書
　『キクタンTOEIC（R） L&Rテスト SCORE 800』一杉武史 （アルク
出版）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　提出課題 20%，授業への貢献度 20%，定期試験 60%

９．その他
　授業前後に相談を受け付けます。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

廣 田 美 玲

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　Retold版（簡単な英語に書き直した版）を使用し，18世紀後半か
ら19世紀後半イギリスで活躍した女流作家Jane Austen （1775-1817）
の代表作であるPride and Prejudice （1813）を読む。

〈到達目標〉
　＊世界文学を読み，国際教養を深める。
　＊作品が書かれた時代背景や歴史を学ぶ。
　＊ グループプレゼンテーションを通し，プレゼンテーション力や

コミュニケーション力を高める。

２．授業内容
　第 1回：オリエンテーション，作者紹介，教科書説明など。
　第 2回：Pride and Prejudice を読む （Chapter 1）
　第 3回：Pride and Prejudice を読む （Chapter 2）
　第 4回：Pride and Prejudice を読む （Chapter 3）
　第 5回：Pride and Prejudice を読む （Chapter 4）
　第 6回：Pride and Prejudice を読む （Chapter 5）
　第 7回：グループプレゼンテーション説明・準備
　第 8回： グループプレゼンテーション（1）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第 9回： グループプレゼンテーション（2）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第10回： グループプレゼンテーション（3）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第11回： グループプレゼンテーション（4）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第12回： グループプレゼンテーション（5）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第13回： グループプレゼンテーション（6）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第14回：春学期のまとめ　/　期末試験

３．履修上の注意
文学作品に興味があることが望ましい。講義と演習による授業とな
ります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）授業で指定された部分を予め読んでくること。
（復習）授業で扱った箇所と授業時に配布された資料を再読するこ
と。

５．教科書
Austen, Jane. Pride and Prejudice. Retold by Clare West. Oxford UP: 
Oxford, 2007.

６．参考書
ジェイン・オースティン著『高慢と偏見（上）（下）』中野康司訳　
筑摩書房，2003年

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて授業中に行います。

８．成績評価の方法
グループ・プレゼンテーション30％，期末試験60％，授業へのコメ
ント（リアクションペーパー）10％で評価する。
　＊試験は対面形式で行います。

９．その他
　授業総数の 3分の 2以上の出席がないと，試験を受ける資格があ
りません。また遅刻 3回で欠席 1回のカウントになります。出席管
理は厳しく行います。教科書は必ず購入し，授業に臨んでください。
　質問は授業後かメールにて受け付けます。メールアドレスは授業
時にお知らせします。
　本授業には「メディア授業」が含まれます。第 8回目から第13回
目の授業はZoomのリアルタイム配信にて行います。配信に関する
詳細Oh-o! Meiji経由でお知らせしますので，必ず確認して下さい。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

廣 田 美 玲

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　Retold版（簡単な英語に書き直した版）を使用し，19世紀イギリ
スで活躍した女流作家Charlotte Bront\u000000eb （1816-1855）の
代表作であるJane Eyre （1847）を読む。
〈到達目標〉
　＊世界文学を読み，国際教養を深める。
　＊作品が書かれた時代背景や歴史を学ぶ。
　＊ グループプレゼンテーションを通し，プレゼンテーション力や

コミュニケーション力を高める。
　＊ 2つの作品を比較することを学ぶ。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション，作者紹介，教科書説明など。
　第 2回：Jane Eyreを読む （Chapter 1）
　第 3回：Jane Eyreを読む （Chapter 2）
　第 4回：Jane Eyreを読む （Chapter 3）
　第 5回：Jane Eyreを読む （Chapter 4）
　第 6回：Jane Eyreを読む （Chapter 5）
　第 7回：グループプレゼンテーション説明・準備
　第 8回： グループプレゼンテーション（1）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第 9回： グループプレゼンテーション（2）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第10回： グループプレゼンテーション（3）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第11回： グループプレゼンテーション（4）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第12回： グループプレゼンテーション（5）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第13回： グループプレゼンテーション（6）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第14回：秋学期のまとめ　/　期末試験

３．履修上の注意
文学作品に興味があることが望ましい。講義と演習による授業とな
ります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業で指定された部分を予め読んでくること。授業時に配布される
プレゼンテーション資料に目を通し復習をきちんとしておくこと。

５．教科書
Bront\u000000eb, Charlotte. Jane Eyre. Retold by Clare West. Oxford 
UP: Oxford, 2000.

６．参考書
シャーロット・ブロンテ著『ジェイン・エア（上）（下）』　河島弘
美訳　岩波書店，2013年

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて授業中に行います。

８．成績評価の方法
グループ・プレゼンテーション30％，期末試験60％，授業へのコメ
ント（リアクションペーパー）10％で評価する。
　＊試験は対面形式で行います。

９．その他
　授業総数の 3分の 2以上の出席がないと，試験を受ける資格があ
りません。また遅刻 3回で欠席 1回のカウントになります。出席管
理は厳しく行います。教科書は必ず購入し，授業に臨んでください。
　質問は授業後かメールにて受け付けます。メールアドレスは授業
時にお知らせします。
　本授業には「メディア授業」が含まれます。第 8回目から第13回
目の授業はZoomのリアルタイム配信にて行います。配信に関する
詳細Oh-o! Meiji経由でお知らせしますので，必ず確認して下さい。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

古 川 恵 美

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4）また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ
トを利用することがある。

〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：Introduction
　第 2回：Unit 1 In Touch with Your Feelings ①
　第 3回：Unit 1 In Touch with Your Feelings ②
　第 4回：Unit 1 In Touch with Your Feelings ③
　第 5回：Unit 2 Enjoy the Ride ①
　第 6回：Unit 2 Enjoy the Ride ②
　第 7回：Unit 2 Enjoy the Ride ③
　第 8回：Unit 3 Active Lives ①
　第 9回：Unit 3 Active Lives ②
　第10回：Unit 3 Active Lives ③
　第11回：Unit 4 Food ①
　第12回：Unit 4 Food ②
　第13回：Unit 4 Food ③
　第14回：Review
※上記予定は進行度合いなどにより変更される場合があります。

３．履修上の注意
・ 世界の人々が優れたアイディアを発信するTED Talksの映像を扱

った教材を使用します。
・ 授業活動（課題・発表・ペアワーク等）への積極的な取り組みを

重視します。授業には毎回出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業ごとに指定する範囲を予習しましょう。
・ 授業で配布するプリントやクラスウェブで提示される課題に取り

組み，期限を守って提出しましょう。

５．教科書
『Perspectives 2: Student Book with Online Workbook』 （Cengage）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業への貢献度30%,　課題（提出物・発表）30%,　小テスト30%,　
学期末レポート10%

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

古 川 恵 美

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：Introduction
　第 2回：Unit 5 Work ①
　第 3回：Unit 5 Work ②
　第 4回：Unit 5 Work ③
　第 5回：Unit 6 Superhuman ①
　第 6回：Unit 6 Superhuman ②
　第 7回：Unit 6 Superhuman ③
　第 8回：Unit 7 Shopping Around ①
　第 9回：Unit 7 Shopping Around ②
　第10回：Unit 7 Shopping Around ③
　第11回：Unit 8 Effective Communication ①
　第12回：Unit 8 Effective Communication ②
　第13回：Unit 8 Effective Communication ③
　第14回：Review
※上記予定は進行度合いなどにより変更される場合があります。

３．履修上の注意
・ 世界の人々が優れたアイディアを発信するTED Talksの映像を扱

った教材を使用します。
・ 授業活動（課題・発表・ペアワーク等）への積極的な取り組みを

重視します。授業には毎回出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業ごとに指定する範囲を予習しましょう。
・ 授業で配布するプリントやクラスウェブで提示される課題に取り

組み，期限を守って提出しましょう。

５．教科書
『Perspectives 2: Student Book with Online Workbook』 （Cengage）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業への貢献度30%,　課題（提出物・発表）30%,　小テスト30%,　
学期末レポート10%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

松 野　亜希子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，英問

英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネットを利

用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベルにあっ
た自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一回目の授業で
説明する。

２．授業内容
　第 1回： イントロダクション（授業概要などの説明），アガサ・クリス

ティーの略歴
　第 2回：How Does Your Garden Grow? pp.1-2
　第 3回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.2-3
　第 4回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.3-5
　第 5回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.5-7
　第 6回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.7-9
　第 7回：a: 第 1 回復習テスト
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.9-11
　第 8回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.11-13
　第 9回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.13-15
　第10回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.15-17
　第11回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.17-19
　第12回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.19-22
　第13回：a: 第 2 回復習テスト
　　　　　b: How Does Your Garden Grow? pp.22-24
　第14回：How Does Your Garden Grow? のドラマ鑑賞

３．履修上の注意
　授業では，最初の30分はリスニング演習を行い，残りの70分はアガサ・
クリスティーの短編推理小説を原書で読みます。リスニング演習では，
BBCのニュースや著名人のスピーチなどを聞き取る練習を通して，特にイ
ギリス英語のリスニング力を向上させることを目指します。推理小説の講
読では，すべての英文を日本語に訳すことはせず，小説の内容に関する質
問が書かれたプリントを使ってあらすじや登場人物の性格などを正確に読
み取る練習をします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，次の授業で取り上げる範囲を熟読しておくこと。また，前も
ってあらすじや登場人物に関する質問が書かれたプリントを配布するので，
次の授業までに質問に対する答えを書いてくること。復習として，授業で読
んだ箇所をもう一度熟読し，不明な部分があれば授業で質問すること。

５．教科書
　Selected Short Stories of Agatha Christie （金星堂）

６．参考書
　特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度を10%，ミニクイズ（授業の最後に行う小説のあらすじ
等に関するクイズ）を15%，予習プリントの提出を 25%，復習テスト（小
説に出てきた語句や小説の内容に関するテスト）を50% で評価します。な
お， 5回以上欠席すると単位の取得が困難になります。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

松 野　亜希子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，英問

英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネットを利

用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベルにあっ
た自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一回目の授業で
説明する。

２．授業内容
　第 1回： イントロダクション（授業計画や成績評価基準等の説明, 今学

期に読む小説の背景などについての説明）
　第 2回：Triangle at Rhodes pp.47-52
　第 3回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.53-55
　第 4回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.55-58
　第 5回：a: リスニング演習（BBCニュース）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.58-61
　第 6回：a: 第 1 回復習テスト
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.61-63
　第 7回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.63-66
　第 8回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.66-68
　第 9回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.68-70
　第10回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.70-73
　第11回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.73-75
　第12回：a: リスニング演習（スピーチ）
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.75-78
　第13回：a: 第 2 回復習テスト
　　　　　b: Triangle at Rhodes pp.78-80
　第14回：a: Triangle at Rhodes pp.80-81
　　　　　b: Triangle at Rhodes のドラマ鑑賞

３．履修上の注意
　授業では，最初の30分はリスニング演習を行い，残りの70分はアガサ・
クリスティーの短編推理小説を原書で読みます。リスニング演習では，
BBCのニュースや著名人のスピーチなどを聞き取る練習を通して，特にイ
ギリス英語のリスニング力を向上させることを目指します。推理小説の講
読では，すべての英文を日本語に訳すことはせず，小説の内容に関する質
問が書かれたプリントを使ってあらすじや登場人物の性格などを正確に読
み取る練習をします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，次の授業で取り上げる範囲を熟読しておくこと。また，前も
ってあらすじや登場人物に関する質問が書かれたプリントを配布するので，
次の授業までに質問に対する答えを書いてくること。復習として，授業で読
んだ箇所をもう一度熟読し，不明な部分があれば授業で質問すること。

５．教科書
　Selected Short Stories of Agatha Christie （金星堂）

６．参考書
　特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度を10%，ミニクイズ（授業の最後に行う小説のあらすじ
等に関するクイズ）を15%, 予習プリントの提出を25%, 復習テスト（小説
に出てきた語句や小説の内容に関するテスト）を50% で評価します。なお，
5回以上欠席すると単位の取得が困難になります。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

山 高 美 和

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course Outline:
This is a foundation course in Business English with an emphasis on listening and speaking skills 
which are crucial to succeed in any workplace environment. The aim of the course is to build 
confidence in your fundamental and interpersonal Business English skills by engaging in regular 
interactive group activities.
Course Objectives:
To become well equipped with the everyday communication skills required in various workplace 
situations; to think independently; to nurture intercultural awareness and sensitivity; as well as to 
build teamwork to conduct international business effectively.

２．授業内容
The course will be conducted in English (and Japanese where necessary.)
第 1 回：Introduction to Business English【対面授業】
第 2回：Unit 1. Let me give you my card (Introducing yourself/Talking about your job) 【対面授業】 
第 3 回：Unit 1. Let me give you my card (Giving contact information) 【対面授業】
第 4回：Unit 1. Let me give you my card (Starting and ending conversations) 【対面授業】
第 5回：Unit 2. I start work at 8:30 (Saying where you're from/Reflecting and reacting) 【対面授業】
第 6回：Unit 2. I start work at 8:30 (Describing routines and schedules) 【対面授業】
第 7回： Unit 3. What does your company do? (Giving information/Asking about company 

background) 【対面授業】
第 8回： Unit 3. What does your company do? (Describing company business) 【メディア授業（リ

アルタイム型）】
第 9回： Unit 5: Can I take a message? (Talking on the phone/Answering the phone) 【メディア授

業（リアルタイム型）】
第10回： Unit 5: Can I take a message? (Controlling language/Taking a message/Ending a call) 【メ

ディア授業（リアルタイム型）】
第11回：Telephoning Activity【メディア授業（リアルタイム型）】
第12回： Unit 6. Which ones should we order? (Discussing, Describing and comparing products) 【メ

ディア授業（リアルタイム型）】
第13回： Unit 6. Which ones should we order? (Understanding advertisements/Softening language) 

【メディア授業（リアルタイム型）】
第14回：aのみ：Class Review 【メディア授業（リアルタイム型）】

３．履修上の注意
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o! Meiji システムを通じて，Zoom招待状を毎週配信し，
リアルタイム配信型授業（100分）を行う。
※最終Zoomリアルタイム型授業のみ，50分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，ブレイクアウトルームを使用した，
グループ・アクティビティを中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された教室で，
ノートパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，Zoom操作が限定され
るため，推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
Oh-o! Meiji クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）を活用
し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，及び，SNSア
カウントを履修者に，初回授業にて通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
講義では，予習，或いは復習できるPDF資料を，クラスウェブ( Oh-o! Meiji) に定期的に投稿する。
また，教材のいくつかのユニットを終えた後で，授業で学習した内容に基づいた，オンライン課題
にも，クラスウェブ上で取り組む。

５．教科書
Get Ready for International Business, Level 1, Student Book with TOEIC, Andrew Vaughan & 
Dorothy E. Zemach (Macmillan), (ISBN: 978-0-230-43325-0)

６．参考書
講義では，予習，或いは復習できるPDF資料を，Oh-o! Meiji に定期的に投稿する。

７．課題に対するフィードバックの方法
オンライン課題のフィードバックは，提出期限後に，Oh-o! Meiji システムを通じて配信する。

８．成績評価の方法
授業への貢献度（50％），オンライン課題（50％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3回で，欠席 1回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

９．その他
教員よりメッセージ (Message to class)：
I'm Japanese but have spent most of my life living in the U.K. (London) and so have acquired a 
good understanding of the English language and western culture. I shall do my best to offer 
helpful guidance to you and also try to create a positive learning environment in which individual 
contribution and teamwork become essential and are expected of every student. I look forward to 
meeting you and also hope to be a part of your learning journey so that you become more 
successful in the future.
私は幼少期から大学，そして社会人の時期を，イギリス（＝ロンドン）で過ごし，バイカルチュラ
ルな人生体験を重ねてきました。
現在，駿河台で，3・4年生用の「ビジネス英語」も担当していますが，昨年度より， 1年生のため
にも，教材の初級版を教えてみたいと思い，このコースを設けました。社会人として，海外の職場
で使える，実践的なビジネス英語や，効果的なフレーズを，毎回様々な，ペア/グループ・アクテ
ィビティを通して，楽しくビジネス英会話の練習をします。実際，就活に向けての心構えや，国際
的にも通用する社会人としての意識，そして，異文化に対する理解や，ビジネス・マナーを，自然
と身に付けていくことができるよう，丁寧にサポートしたいと思っています。
授業は，基本的には，英語で進めますが，所々，日本語でも解説すべきところはしていきます。ま
た，欧米の文化的背景や，私自身がイギリスで働いていた頃のエピソードなどにも，その都度触れ
ながら，教材を超えて色々なことを互いに考え，発信し吸収し合える，できる限りインタラクティ
ヴで豊かな授業を，皆と共にプロデュースしていきたいと考えています。イギリスや海外のことに
ついては，いつでも何でも質問してください！
私の普段の趣味は，世界のお茶，猫グッズ集め，読書，美術館巡り，クラシック音楽鑑賞，映画鑑
賞，ピアノ，海辺での散歩，宇宙とスキーです。どうぞよろしくお願い致します！

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

山 高 美 和

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course Outline:
This is a foundation course in Business English with an emphasis on listening and speaking skills 
which are crucial to succeed in any workplace environment. The aim of the course is to build 
confidence in your fundamental and interpersonal Business English skills by engaging in regular 
interactive group activities.
Course Objectives:
To become well equipped with the everyday communication skills required in various workplace 
situations; to think independently; to nurture intercultural awareness and sensitivity; as well as to 
build teamwork to conduct international business effectively.

２．授業内容
The course will be conducted in English (and Japanese where necessary.)
第 1 回： aのみ：Unit 7. Are you free on Tuesday? (Making arrangements/Making a telephone call) 

【メディア授業（リアルタイム型）】
第 2回： Unit 7. Are you free on Tuesday? (Checking information/Making an appointment) 【メデ

ィア授業（リアルタイム型）】
第 3回： Unit 8. Where’s the marketing department? (Getting directions/Prepositions of place) 【メ

ディア授業（リアルタイム型）】
第 4回：Unit 8. Where’s the marketing department? (Giving a company tour) 【対面授業】
第 5回：Unit 9. How long does the process take? (Sequencing/Describing a process) 【対面授業】
第 6回： Unit 9. How long does the process take? (Ordering a product/Checking and confirming/

Recruiting) 【対面授業】
第 7回：Unit 10. Exports increased sharply (Talking about data and graphs) 【対面授業】
第 8回： Unit 10. Exports increased sharply (Giving a presentation/Answering questions) 【対面授業】
第 9回： Unit 11. I’m leaving tomorrow (Confirming next steps/Talking about future plans) 【対面授業】
第10回：Unit 11. I’m leaving tomorrow (Degrees of certainty) 【対面授業】
第11回： Unit 12. Would you like to try some dim sum? (Entertaining guests/Offering and 

accepting or refusing food) 【メディア授業（リアルタイム型）】
第12回： Unit 12. Would you like to try some dim sum? (Giving and receiving compliments/

Thanking and responding to thanks) 【メディア授業（リアルタイム型）】
第13回： Unit 12. Would you like to try some dim sum? (Planning a social event) 【メディア授業（リ

アルタイム型）】
第14回：Class Review【メディア授業（リアルタイム型）】

３．履修上の注意
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o! Meiji システムを通じて，Zoom招待状を毎週配信し，
リアルタイム配信型授業（100分）を行う。
※初回Zoomリアルタイム型授業のみ，50分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，ブレイクアウトルームを使用した，
グループ・アクティビティを中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された教室で，
ノートパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，Zoom操作が限定され
るため，推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
Oh-o! Meiji クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）を活用
し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，及び，SNSア
カウントを履修者に，初回授業にて通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
講義では，予習，或いは復習できるPDF資料を，クラスウェブ( Oh-o! Meiji) に定期的に投稿する。
また，教材のいくつかのユニットを終えた後で，授業で学習した内容に基づいた，オンライン課題
にも，クラスウェブ上で取り組む。

５．教科書
Get Ready for International Business, Level 1, Student Book with TOEIC, Andrew Vaughan & 
Dorothy E. Zemach (Macmillan), (ISBN: 978-0-230-43325-0)

６．参考書
講義では，予習，或いは復習できるPDF資料を，Oh-o! Meiji に定期的に投稿する。

７．課題に対するフィードバックの方法
オンライン課題のフィードバックは，提出期限後に，Oh-o! Meiji システムを通じて配信する。

８．成績評価の方法
授業への貢献度（50％），オンライン課題（50％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3回で，欠席1回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

９．その他
教員よりメッセージ (Message to class)：
I'm Japanese but have spent most of my life living in the U.K. (London) and so have acquired a 
good understanding of the English language and western culture. I shall do my best to offer 
helpful guidance to you and also try to create a positive learning environment in which individual 
contribution and teamwork become essential and are expected of every student. I look forward to 
meeting you and also hope to be a part of your learning journey so that you become more 
successful in the future.
私は幼少期から大学，そして社会人の時期を，イギリス（＝ロンドン）で過ごし，バイカルチュラ
ルな人生体験を重ねてきました。
現在，駿河台で，3・4年生用の「ビジネス英語」も担当していますが，昨年度より， 1 年生のため
にも，教材の初級版を教えてみたいと思い，このコースを設けました。社会人として，海外の職場
で使える，実践的なビジネス英語や，効果的なフレーズを，毎回様々な，ペア/グループ・アクテ
ィビティを通して，楽しくビジネス英会話の練習をします。実際，就活に向けての心構えや，国際
的にも通用する社会人としての意識，そして，異文化に対する理解や，ビジネス・マナーを，自然
と身に付けていくことができるよう，丁寧にサポートしたいと思っています。
授業は，基本的には，英語で進めますが，所々，日本語でも解説すべきところはしていきます。ま
た，欧米の文化的背景や，私自身がイギリスで働いていた頃のエピソードなどにも，その都度触れ
ながら，教材を超えて色々なことを互いに考え，発信し吸収し合える，できる限りインタラクティ
ヴで豊かな授業を，皆と共にプロデュースしていきたいと考えています。イギリスや海外のことに
ついては，いつでも何でも質問してください！
私の普段の趣味は，世界のお茶，猫グッズ集め，読書，美術館巡り，クラシック音楽鑑賞，映画鑑
賞，ピアノ，海辺での散歩，宇宙とスキーです。どうぞよろしくお願い致します！



― 114 ―

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

吉 田　えりか

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，英問英答等

で内容確認をする。
　（2）文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネットを利用する

ことがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベルにあった自然
な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回： a. イントロダクション（授業の進行方法，成績評価方法，教科書，注

意事項等の説明，座席指定，自己紹介）
　　　　　b.　Getting to know game, 音楽リスニング
　第 2回： Unit 1 Mail by Drone 映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカッシ

ョン
　第 3回： Unit 2 History of General Electric 映像視聴・リスニング・内容確認・

ディスカッション
　第 4回：Unit 3 Foxes　映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカッション
　第 5回：Unit 4 Air Taxi　映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカッション
　第 6回： Try this, one more time! Japanese News in CNN　映像視聴・ディスカ

ッション・プレゼンテーション準備
　第 7回：Try this, one more time! Japanese News in CNN プレゼンテーション
　第 8回： Unit 5 Youngest Female Pilot　映像視聴・リスニング・内容確認・デ

ィスカッション
　第 9回： Unit 6 Flashfood App　映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカッ

ション
　第10回： Unit 7 China's Vidoo Game Restrictions 映像視聴・リスニング・内容確

認・ディスカッション
　第11回： Unit 8 Giant Sequoia Trees　映像視聴・リスニング・内容確認・ディ

スカッション
　第12回： Try this, one more time! CNN Heroes　映像視聴・ディスカッション・

プレゼンテーション準備
　第13回：Try this, one more time! CNN Heroes　プレゼンテーション
　第14回：a: 試験
　　　　　b: 講義全体の振り返りと試験の解説

３．履修上の注意
リスニング学習においてディクテーションやシャドウイングなどの活動を行う際
に，各自の音楽プレーヤーかスマートフォンを使います。そのためのイヤフォン
を用意してください。ただし授業中に授業に関する学習以外の目的でスマートフ
ォンを使うことは禁止します。
第1回の授業で詳細を説明しますので必ず出席してください。授業ではグループ活
動を行うことがあります。授業への積極的な参加，毎回の出席が求められます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
毎回の予習はテキスト各ユニット最初の1. Warm up, 2. 3 Vocabulary exerciseを解
いてくることです。復習は，内容を理解したうえで，音声を使って完全に聞き取
れるようになるまでリピーティングやシャドウイングを行うことです。毎回授業
の最初に復習のディクテーションクイズを行います。
プレゼンテーションは，テーマに沿って，自分たちが興味のあるニュースを探し
て紹介するというものです。人数次第で，グループか個人プレゼンテーションの
どちらかになります。

５．教科書
Fuyuhiko Sekido, Masato Kogure, Jake Arnold, Chrisopher Mattson. CNN 10 
Student News 　朝日出版社　2000円＋税
ISBN978-4-255-15695-8

６．参考書
　特にありませんが，スマホ辞書ではなく，英和辞書か英英辞書は必ず必要です。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　期末試験50%，プレゼンテーション20%，小テスト（ディクテーションクイズ）
20%，授業中の取り組み（毎回予習を行って授業に臨み，授業中は熱心に取り組
むこと）10%を合計して評価する。3分の 2 以上の出席が単位取得の必須条件です。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

吉 田　えりか

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，英問英答等

で内容確認をする。
　（2）文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネットを利用する

ことがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベルにあった自然
な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回： a. イントロダクション（授業の進行方法，成績評価方法，教科書，注

意事項等の説明，座席指定，自己紹介）
　　　　　b. 映像視聴・音楽リスニング
　第 2回： Unit 9  India's Pollution 映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカッ

ション
　第 3回： Unit 10 Special Olympics 映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカ

ッション
　第 4回： Unit 11 Training for Future Jobs　映像視聴・リスニング・内容確認・

ディスカッション
　第 5回： Unit 12 Experienced University Student　映像視聴・リスニング・内容

確認・ディスカッション
　第 6回： Try this, one more time! News about Technologies in CNN 映像視聴・

ディスカッション・プレゼンテーション準備
　第 7回： Try this, one more time! News about Technologies in CNN プレゼンテ

ーション
　第 8回： Unit 13 Protecting Whales 映像視聴・リスニング・内容確認・ディス

カッション
　第 9回： Unit 14 Collecting Honey 映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカ

ッション
　第10回： Unit 15 Filmimg in Space 映像視聴・リスニング・内容確認・ディスカ

ッション
　第11回： News Digest presentation 映像視聴・ディスカッション・プレゼンテー

ション準備
　第12回： News Digest presentation 映像視聴・ディスカッション・プレゼンテー

ション準備
　第13回：News Digest presentation プレゼンテーション
　第14回：a: 試験
　　　　　b: 講義全体の振り返りと試験の解説

３．履修上の注意
リスニング学習においてディクテーションやシャドウイングなどの活動を行う際
に，各自の音楽プレーヤーかスマートフォンを使います。そのためのイヤフォン
を用意してください。ただし授業中に授業に関する学習以外の目的でスマートフ
ォンを使うことは禁止します。
第 1 回の授業で詳細を説明しますので必ず出席してください。授業ではグループ
活動を行うことがあります。授業への積極的な参加，毎回の出席が求められます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
毎回の予習はテキスト各ユニット最初のVocabulary問題を解いてくることです。
復習は，内容を理解したうえで，音声を使って完全に聞き取れるようになるまで
リピーティングやシャドウイングを行うことです。毎回授業の最初に復習のディ
クテーションクイズを行います。
プレゼンテーションは，テーマに沿って，自分たちが興味のあるニュースを探し
て紹介するというものとニュース番組を制作するというものです。人数次第で，
グループか個人プレゼンテーションのどちらかになります。

５．教科書
Fuyuhiko Sekido, Masato Kogure, Jake Arnold, Chrisopher Mattson. CNN 10 
Student News 　朝日出版社　2000円＋税　
ISBN978-4-255-15695-8　

６．参考書
特にありませんが，スマホ辞書ではなく，英和辞書か英英辞書は必ず必要です。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　期末試験50%，プレゼンテーション20%，小テスト（ディクテーションクイズ）
20%，授業中の取り組み（毎回予習を行って授業に臨み，授業中は熱心に取り組
むこと）10%を合計して評価する。3分の 2以上の出席が単位取得の必須条件です。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

若 月 麻 美

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
この授業は，リスニングスキル向上のために相互補完的なモジュール（a）
とモジュール（b）から成る。
モジュール（a）では，英語の音韻についての基礎知識を一つ一つ学び，
聞き分けるという実践演習を行う。
モジュール（b）では，アメリカ文化を紹介する教材 American Vibes! を使
用する。
モジュール（a）では英語の音素を一つ一つ細かく学習し，聞き分けにく
い音を各自確認し，モジュール（b）で，自然な英語発話を聞き取ること
に活かすことが目標である。この二段階の難易度のリスニングを行い，モ
ジュール（b）では文字媒体の助けを借りで，教材としての英語の音だけ
でなく，自然な発話のリスニングに慣れていきましょう。
最終的には，文字媒体なしで モジュール（b）の映像教材が理解出来るよ
うになることである。教科書は，アメリカの様々な都市を紹介する形で教
科書が進んでいくため，地理，歴史など様々な面からアメリカ社会の多様
性を感じ取ることにも力を注ぐ。

２．授業内容
　春学期は，以下のスケジュールに従い授業を行う予定である。
　第 1回　イントロダクション及びHistory of Boston
　第 2回　 （a） 子 音： 破 裂 音（ 両 唇 音 ）　（b） Chapter 1: Boston, 

Massachusetts
　第 3回　 （a） 子 音： 破 裂 音（ 歯 茎 音 ）　（b） Chapter 1: Boston, 

Massachusetts （Reading）
　第 4回　（a） 子音：破裂音（軟口蓋音）　（b） Chapter 2: Maine
　第 5回　（a） 子音：摩擦音　（b） Maine （Reading）
　第 6回　 （a） 子音：摩擦音（唇歯音・歯音）　（b） Chapter 3: New York 

City 1
　第 7回　 （a） 子音：摩擦音（歯茎音・硬口蓋音）　（b） Chapter 3: New 

York City 1 （Reading）
　第 8回　（a） 子音：破擦音　（b） Chapter 4: New York City 2
　第 9回　（a） 子音：鼻音　（b） Chapter 4: New York City 2 （Reading）
　第10回　（a） 子音：側音・接近音　（b） Chapter 5: Washington, D.C
　第11回　（a） 子音：半母音　（b） Chapter 5: Washington, D.C. （Reading）
　第12回　（a） 子音まとめ　（b） Chapter 6: Charleston, South Carolina
　第13回　 （a） 英 語 の 母 音 の 基 礎　（b） Chapter 6: Charleston, South 

Carolina （Reading）
　第14回　（a） まとめ　（b） 期末試験

３．履修上の注意
単位取得のためには，リスニングを主体とするモジュール（b）の予習を
怠らないこと。

（予習の方法については第一回目授業で説明する。）
授業内で課されたクイズは，決められた時間内に提出することにより，当
該授業の出席を確認する。
期末試験を受験するためには，実施授業回数の2/3以上の出席が必要にな
る。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
モジュール（a）に関しては復習，モジュール（b）に関しては予習がよ
り重要であろう。
特に（b）の予習については，指定箇所のストリーミング映像（Online 
video）を自宅で見てから授業に臨むと良い。
訳すという行為を超えて，自分なりの理解をした上で授業を受けること。
また，定期的に語彙テストがあるので，コツコツと単語や表現を覚え積み
重ねていくこと。
ストリーミング映像内で内容から，アメリカ文化への理解を深めること。

５．教科書
（a）購入する教科書はなし。
（b）  Todd Rucynski & Yoko Nakagawa. （2020）. American Vibes, Kinseido.　

ISBN978-4-7647-4094-5
（a），（b）ともに配布物は多い。各自，管理を徹底すること。

６．参考書
初回授業時に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
平常点（授業参加及び授業貢献度）30％，クイズおよび提出物20％，期末
試験50％のパーセンテージで総合的に評価する。

９．その他
コミュニケーション手段としての英語を扱う授業であるため，インタラク
ティブであることが望ましい。
授業態度は積極性を重んじる。

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

若 月 麻 美

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
この授業では，春学期に引き続き，モジュール（a）と（b）に分
けて授業を行い，英語の音韻の知識（a）とその実際の運用（b）
を学習する。
モジュール（a）は春学期の子音から今学期では母音，そして
suprasegmentalsを学習し，英語の音の流れについて考察を深めて
いく。
モジュール（b）に関しては，アメリカ南部から西部の諸都市を巡
っていく。時おり挿入されるインタビューは，アメリカ英語の発音
の多様性を反映した生きた教材である。多様な発音を，幅広く聞き
取れるような努力をしていきましょう。

２．授業内容
秋学期は，以下のスケジュールに従い授業を行う予定である。
第 1回　 春学期の講評及び復習と秋学期導入　（b） Let's visit the 

Yellowstone　National Park!
第 2 回　 （a） 英語の母音体系と習得の困難さ　　（b） Chapter 7: 

Savannah, Georgia
第 3 回　 （a） 聞き間違えやすい母音　　（b） Chapter 8: Oswego, 

New York
第 4 回　 （a） 二重母音と長母音　　（b） Chapter 8: Oswego, New 

York （Reading）
第 5回　（a） 音節とアクセント　　（b） Chapter 9: Austin, Texas
第 6 回　 （a） 連 結 と い う 現 象　　（b） Chapter 9: Austin, Texas 

（Reading）
第 7回　（a） 連結演習　　（b） Chapter 10: Sait Jo, Texas 
第 8 回　 （a） 同化という現象　　（b） Chapter 10: Sait Jo, Texas 

（Reading）
第 9回　 （a） 脱落という現象　　（b） Chapter 11: Santa Fe, New 

Mexico
第10回　 （a） 変形という現象　　（b） Chapter 11:  Santa Fe, New 

Mexico （Reading）
第11回　 （a） 第6～9回 の 内 容 演 習　（b） Chapter 12: Arizona - 

Grand Canyon, Route 66
第12回　 （a） 強勢拍リズムとイントネーション　　（b） Chapter 12: 

Arizona - Grand Canyon, Route 66 （Reading）
第13回　（a） 音の変質（同化，短縮）　（b） Chapter 13: Los Angeles 1
第14回　（a） まとめ　（b）  期末試験
＊進捗状況により，モジュール（b）のスケジュールは変更される
ことがある。
　詳細は，授業時に指示する。

３．履修上の注意
春学期に同じ。（変更点がある場合には，秋学期初回授業で指示す
る。）
モジュール（a）で学習した英語の音韻知識を活かした発音で英語
での発言が出来ることを望む。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
春学期と同じ。

５．教科書
春学期と同じ。

６．参考書
授業中に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
春学期と同じ。

９．その他
リスニングスキルの向上のためには，自分が発音する音にも敏感で
あって欲しい。
教室内で自分が発する英語の音が，学習した英語の音に近づいてい
るかどうかを自己モニタリングすることは大切である。



― 116 ―

科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

（TOEIC300点程度対象者クラス）
岩 崎 永 一

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：Unit 1 William’s Notting Hill & ‘She’
　第 3回：Unit 2 Surreal, But Nice
　第 4回：Unit 3 A Goddess Is A Movie Star
　第 5回：Unit 4 Birthday Party
　第 6回：Unit 5 A Date With Anna
　第 7回：Unit 6 She’s Gone
　第 8回：Unit 7 She’s Back
　第 9回：Unit 8 Rude Awakening ― Ain’t No Sunshine
　第10回：Unit 9 Like me Again
　第11回： Unit 10 The Right Decision ― The Meaning of My Life 

Is She
　第12回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （1）
　第13回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （2）
　第14回ａ：まとめ
　　　　ｂ：試験
　※上記の一部は教科書の目次を転載

３．履修上の注意
　映画総合教材の教科書（松柏社）を用いて，リスニングの練習を
通じて自然な英語の音に慣れることと英国の文化を学ぶことを主な
目的とします。そのため，前期と後期で合計 2冊の教科書を使用す
ることにご留意ください。教科書についている映画のスクリプトの
全文音読や（もし可能でしたら）ペアーやグループ等での簡単なデ
ィスカッションも行いますので，積極的に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回のユニットの語彙を各自の必要に応じて確認しておいてくだ
さい。また，小テストの前には教科書の既習事項の確認の勉強をし
て頂きます。

５．教科書
　映画総合教材『ノッティング・ヒルの恋人』（新装版）松柏社
　旧版ではなく，新装版ですので，注意してください。

６．参考書
　各自の使いやすい各種の辞書（英和・英英）を毎回持参してくだ
さい。

７．課題に対するフィードバックの方法
〇小テストの結果を踏まえて解説致します。
〇Oh!Meijiの掲示板で教科書の内容についての質問に回答致します。

８．成績評価の方法
①期末試験（語彙とリスニングを主とした基礎的問題）50％
②参加 25%
③授業内小テスト 25%
※期末試験は基礎的な問題が多く，普段からきちんと行っていれば
心配ありません。

９．その他
　毎回，主な内容やストリーリーをキャッチする練習をします。そ
の後，細部の情報を聴き取る練習や部分的なディクテーションを行
います。毎回の継続的な参加により英語力を高めてください。また，
この授業を通じて膨大なインプット量の確保・口語表現の拡充を目
指してください。

科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

（TOEIC300点程度対象者クラス）
岩 崎 永 一

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 教科書を読んだり，DVD教材が付いている場合はDVDを見て，

英問英答等で内容確認をする。
　（2）本文の内容をエクササイズや和訳を通じて確認する。
　（3）ヴォキャブラリー練習を行う。
　（4） また，教科書以外のアップデートな記事等を用いるのにネッ

トを利用することがある。
〈到達目標〉
　教科書の内容を適切な速度で読んで理解できる。クラスのレベル
にあった自然な速さの英語を聴いて意味が把握できる。詳細は第一
回目の授業で説明する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：Unit 1　ふたりの男子
　第 3回：Unit 2　ウィルSPATに入会
　第 4回：Unit 3　支えが要るんだ
　第 5回：Unit 4　ウィルとマーカスの奇妙な友情
　第 6回：Unit 5　マーカスを変身させよう
　第 7回：Unit 6　初めての本物のクリスマス
　第 8回：Unit 7　ふたりが同時に恋をした
　第 9回：Unit 8　「ウソ」と「半端なホント」と「ホントのホント」
　第10回：Unit 9　お母さんへの贈り物
　第11回：Unit 10　人は孤島ではない
　第12回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （1）
　第13回：総復習およびSummary Writing, Comments, Discussion （2）
　第14回ａ：まとめ
　　　　ｂ：試験
　※上記の一部は教科書の目次を転載

３．履修上の注意
　映画総合教材の教科書（松柏社）を用いて，リスニングの練習を
通じて自然な英語の音に慣れることと英国の文化を学ぶことを主な
目的とします。そのため，前期と後期で合計2冊の教科書を使用す
ることにご留意ください。教科書についている映画のスクリプトの
全文音読や（もし可能でしたら）ペアーやグループ等での簡単なデ
ィスカッションも行いますので，積極的に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回のユニットの語彙を各自の必要に応じて確認しておいてくだ
さい。また，小テストの前には教科書の既習事項の確認の勉強をし
て頂きます。

５．教科書
　映画総合教材『アバウト・ア・ボーイ』松柏社

６．参考書
　各自の使いやすい各種の辞書（英和・英英）を毎回持参してくだ
さい。

７．課題に対するフィードバックの方法
〇小テストの結果を踏まえて解説致します。
〇Oh!Meijiの掲示板で教科書の内容についての質問に回答致します。

８．成績評価の方法
①期末試験（語彙とリスニングを主とした基礎的問題）50％
②参加 25%
③授業内小テスト 25%
※期末試験は基礎的な問題が多く，普段からきちんと行っていれば
心配ありません。

９．その他
　毎回，主な内容やストリーリーをキャッチする練習をします。そ
の後，細部の情報を聴き取る練習や部分的なディクテーションを行
います。毎回の継続的な参加により英語力を高めてください。また，
この授業を通じて膨大なインプット量の確保・口語表現の拡充を目
指してください。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ａ
【E2 国際教養英語】

（TOEIC300点程度対象者クラス）
廣 田 美 玲

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　アメリカの学生向けニュース番組CNN Student Newsをもとに作
られた教科書を用いて以下のことを行う。
　（1） ニュースを理解するための重要な単語を学ぶ。それらの単語

を使い，短文を作る。
　（2）DVDを使用し，ニュースのスクリプトを作成する。
　（3）ニュースに関する正誤問題を解き，内容を確認する。
　（4）ニュースの要約を作成する。
　（5）ニューストピックに関するグループプレゼンテーションをする。

〈到達目標〉
　＊ニュースに使われる語彙を増やす。
　＊時事的な事柄について英語で理解，表現できるようにする。
　＊正しい英語の発音を身に付ける。
　＊ グループプレゼンテーションを通し，プレゼンテーション力や

コミュニケーション力を高める。

２．授業内容
　第 1回：オリエンテーション，教科書説明など。
　第 2回：Unit 1　Mail by Drone
　第 3回：Unit 2　History of General Electric
　第 4回：Unit 3　Foxes
　第 5回：Unit 4　Air Taxi
　第 6回：Unit 5　Youngest Female Pilot
　第 7回：Unit 6　Flashfood App
　第 8回： グループプレゼンテーション説明・準備〔メディア授業

（リアルタイム型）〕
　第 9回： グループプレゼンテーション（1）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第10回： Unit 7 China's Video Game Restrictions〔メディア授業

（リアルタイム型）〕
　第11回： グループプレゼンテーション説明・準備〔メディア授業

（リアルタイム型）〕
　第12回： グループプレゼンテーション（2）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第13回： Unit 8　Giant Sequoia Trees〔メディア授業（リアルタ

イム型）〕
　第14回：春学期のまとめ　/　期末試験

３．履修上の注意
TOEICスコア300点程度の学生を対象としているクラスですので，
設定レベルに注意して受講して下さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）小テストに向けて単語を覚えてくること。授業で指定され
た部分を読んでくること。

（復習）授業で扱った箇所を再読し，疑問点を明らかにすること。

５．教科書
Sekido, Fuyuhiko, et al. CNN 10 Vol.1 １ ―Student News―. Asahi 
Press: Tokyo, 2023.

６．参考書
授業時に適宜紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて授業中に行います。

８．成績評価の方法
グループ・プレゼンテーション30％，期末試験60％，小テスト10％
で評価します。
　＊試験は対面形式で行います。

９．その他
　授業総数の 3分の 2以上の出席がないと，試験を受ける資格があ
りません。また遅刻 3回で欠席 1回のカウントになります。出席管
理は厳しく行います。教科書は必ず購入し，授業に臨んでください。
　質問は授業後かメールにて受け付けます。メールアドレスは授業
時にお知らせします。
　本授業には「メディア授業」を含みます。第 8 回目から第13回目
までの授業はZoomのリアルタイム配信にて行います。配信に関す
る詳細Oh-o!Meiji経由でお知らせしますので，必ず確認して下さい。

科目ナンバー：（BA）LAN111J
英語（初級）Ｂ
【E2 国際教養英語】

（TOEIC300点程度対象者クラス）
廣 田 美 玲

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　アメリカの学生向けニュース番組CNN Student Newsをもとに作
られた教科書を用いて以下のことを行う。
　（1） ニュースを理解するための重要な単語を学ぶ。それらの単語

を使い，短文を作る。
　（2）DVDを使用し，ニュースのスクリプトを作成する。
　（3）ニュースに関する正誤問題を解き，内容を確認する。
　（4）ニュースの要約を作成する。
　（5）ニューストピックに関するグループプレゼンテーションをする。
〈到達目標〉
　＊ニュースに使われる語彙を増やす。
　＊時事的な事柄について英語で理解，表現できるようにする。
　＊正しい英語の発音を身に付ける。
　＊ グループプレゼンテーションを通し，プレゼンテーション力や

コミュニケーション力を高める。

２．授業内容
　第 1回：オリエンテーション，教科書説明など。
　第 2回：Unit 9　India's Pollution
　第 3回：Unit 10　Special Olympics
　第 4回：Unit 11 Training for Future Jobs
　第 5回：Unit 12　Experienced University Student
　第 6回：Unit 13　Protecting Whales
　第 7回：Unit 14　Collecting Honey
　第 8回： グループプレゼンテーション説明・準備〔メディア授業

（リアルタイム型）〕
　第 9回： グループプレゼンテーション（1）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第10回： Unit 15 Filming in Space〔メディア授業（リアルタイム

型）〕
　第11回： グループプレゼンテーション説明・準備〔メディア授業

（リアルタイム型）〕
　第12回： グループプレゼンテーション（2）〔メディア授業（リア

ルタイム型）〕
　第13回：CNN Heroes （P.31）〔メディア授業（リアルタイム型）〕
　第14回：秋学期のまとめ　/　期末試験

３．履修上の注意
TOEICスコア300点程度の学生を対象としているクラスですので，
設定レベルに注意して受講して下さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）小テストに向けて単語を覚えてくること。授業で指定され
た部分を読んでくること。
（復習）授業で扱った箇所を再読し，疑問点を明らかにすること。

５．教科書
Sekido, Fuyuhiko, et al. CNN 10 Vol.11―Student News―. Asahi 
Press: Tokyo, 2023.

６．参考書
授業時に適宜紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて授業中に行います。

８．成績評価の方法
グループ・プレゼンテーション30％，期末試験60％，小テスト10％
で評価します。
　＊試験は対面形式で行います。

９．その他
　授業総数の 3分の 2以上の出席がないと，試験を受ける資格があ
りません。また遅刻 3回で欠席 1回のカウントになります。出席管
理は厳しく行います。教科書は必ず購入し，授業に臨んでください。
　質問は授業後かメールにて受け付けます。メールアドレスは授業
時にお知らせします。
本授業は「メディア授業」が含まれます。第 8回目から第13回目の
授業はZoomのリアルタイム配信にて行います。配信に関する詳細
Oh-o!Meiji経由でお知らせしますので，必ず確認して下さい。
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【GREAT:English for Business Studies(EBS) IA】

金子　敦子・デュプリス，ジョン・神藤　理恵 ・
マークー，ジェイソン・リンズクーグ，アレン

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course aims to equip the student with English skills and the 
basic knowledge needed for understanding and discussing the key 
concepts in business and economics. In EBS 1A, the student will 
learn the basic concepts of and vocabulary needed for such areas 
as management in general, work and motivation, company 
structures, cross-cultural management, recruitment, women in 
business and various sectors of the economy. The student will be 
able to understand the key concepts of and discuss basic issues in 
these areas in English.

２．授業内容
　Week 1: Introduction; 1. Management in general （1）
　Week 2: 1. Management in general （2）
　Week 3: 2. Work and motivation （1）
　Week 4: 2. Work and motivation （2）
　Week 5: 3. Company structure （1）
　Week 6: 3. Company structure （2）
　Week 7:  Reports and presentations （1） （A company you would 

like to work for） 
　Week 8: 4. Managing across cultures （1）
　Week 9: 4. Managing across cultures （2）
　Week 10: 5. Recruitment 
　Week 11: 6. Women in business 
　Week 12:  Reports and presentations （2） （management and 

diversity） 
　Week 13: 7. The different sectors of business
　Week 14: Review and final exam 

３．履修上の注意
　This is a requird course for GREAT （Grobal Resources English 
Applied Track） Students.（GREAT 1 年次必修科目です。GREAT対
象以外の学生は履修できません。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　You are expected to read before each class the parts of the 
textbook assigned by your instructor and do relevant exercises.　
As a review of the class, read aloud the parts you learned in your 
class to reinforce your understanding and internalize the 
vocabulary you learned.
　Each week you may be given a quiz or assigned homework.

５．教科書
　Ian MacKenzie. English for Business Studies 3rd Edition. 
Cambridge University Press. 

６．参考書
　Other references and resources will be provided as handouts 
during class or links on Oh-o! Meiji. You should keep a file for 
handouts.

７．課題に対するフィードバックの方法
Provide feedback through Oh-o! Meiji （LMS） discussions as well as 
in-class discussions.

８．成績評価の方法
　Assignments and quizzes: 40%; reports and presentations: 20%; 
final exam: 20%; class participation: 20%
　More than 3 absences will result in a fail （3 late＝1 absence）.

９．その他
　This course aims to develop your English proficiency which will 
assist you in business studies and business careers. Do your best 
and make this experience truly rewarding. The class will be taught 
in English.

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ
【GREAT:English for Business Studies(EBS) IB】

金子　敦子・デュプリス，ジョン・神藤　理恵 ・
マークー，ジェイソン・リンズクーグ，アレン

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course aims to equip the student with English skills and the 
basic knowledge needed for understanding and discussing the key 
concepts in business and economics. In EBS 1B, the student will 
learn the basic concepts of and vocabulary needed for such areas 
as production, logistics, product quality, products, marketing and 
advertising. The student will be able to understand the key 
concepts of and discuss basic issues in these areas in English.

２．授業内容
　Week 1: Introduction; 8 Production （1）
　Week 2: 8 Production （2）
　Week 3: 9 Logistics （1）
　Week 4: 9 Logistics （2）
　Week 5:  Reports and presentations （1） （global supply chain 

risks）
　Week 6: 10 Quality （1）
　Week 7: 10 Quality （2）
　Week 8: 11 Products （1）
　Week 9: 11 Products （2）
　Week 10: 12 Marketing （1）
　Week 11: 12 Marketing （2）
　Week 12:  Reports and presentations （2） （a product concept and 

a marketing plan）
　Week 13: 13 Advertising
　Week 14: Review and final test

３．履修上の注意
　This is a requird course for GREAT （Grobal Resources English 
Applied Track） Students.（GREAT 1 年次必修科目です。GREAT対
象以外の学生は履修できません。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　You are expected to read before each class the parts of the 
textbook assigned by your instructor and do relevant exercises.　
As a review of the class, read aloud the parts you learned in your 
class to reinforce your understanding and internalize the 
vocabulary you learned.
　Each week you may be given a quiz or assigned homework.

５．教科書
　Ian MacKenzie. English for Business Studies 3rd Edition. 
Cambridge University Press. 

６．参考書
　Other references and resources will be provided as handouts 
during class or links on Oh-o! Meiji. You should keep a file for 
handouts.

７．課題に対するフィードバックの方法
Provide feedback through Oh-o! Meiji （LMS） discussions as well as 
in-class discussions.

８．成績評価の方法
　Assignments and quizzes: 40%; reports and presentations: 20%; 
final exam: 20%; Class participation: 20%
　More than 3 absences will result in a fail （3 late＝1 absence）.

９．その他
　This course aims to develop your English proficiency which will 
assist you in business studies and business careers. Do your best 
and make this experience truly rewarding. The class will be taught 
in English.
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ａ
【GREAT: Academic Reading】

山下　佳江・真継　左和子・デュプリス，ジョン・
モロー，ロバート

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
This course aims to develop students’ awareness of their own 
reading and thinking processes so that they can be successful in 
reading college-level texts. Emphasis will be placed on building 
academic vocabulary and comprehension skills.
Objectives:
● To develop a strategic approach to reading
● To acquire good reading habits and skills
● To build confidence in reading university-level texts
● To build solid vocabulary for academic purposes

２．授業内容
　Week 1  Introduction, Part 2 Vocabulary Building, Unit 1 Learning 

New Vocabulary from Your Reading
　Week 2 Unit 2 Inferring Meaning from Context
　Week 3 Unit 3 Word Parts
　Week 4 Unit 4 Phrases
　Week 5  Part 3 Comprehension skills, Unit 1 Scanning and 

Previewing
　Week 6 Unit 2 Making Inferences and Predictions
　Week 7 Mid-term test
　Week 8 Unit 3 Paragraphs: Structure and Reference
　Week 9 Unit 4 Identifying Patterns
　Week 10 Unit 5 Reading for Study
　Week 11 Writing summaries
　Week 12 Unit 7 Skimming
　Week 13 Part 1, Unit 3 Books for extensive reading
　Week 14 a. Review　b.Final test

３．履修上の注意
　1） This is a required course for GREAT （Global Resources English 
Applied Track） students.（GREAT 1 年次必修科目です。GREAT対
象者以外の学生は履修できません。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　For this course, you will  need a copy of the textbook 

（purchased） and English-English, English-Japanese dictionaries 
（paper or electronic）. Before and after classes, review what you 
have learned. You are expected to submit all the assignments on 
the due dates and take the mid-term and final exams on the exam 
dates.　You will need to spend at least one hour for the review of 
the class and preparing the assigned homework every week.

５．教科書
Advanced Reading Power 4, by Linda Jeffries and Beatrice S. 
Mikulecky, Pearson

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be provided through grades or comments, or both. 

８．成績評価の方法
　Attendance & Class participation　　   　20
　Vocabulary notebook　　　　　　　   　20
　Mid-term test　　　　　　　　　　　 　30
　Final test　　　　　　　　　　　　　　 30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語（初級）Ｂ〔Ｍ〕
【GREAT: Academic Writing Ⅰ】

山下　佳江・真継　左和子・デュプリス，ジョン・
モロー，ロバート

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
This first-year academic writing course focuses on essay organization and sentence 
structure. For essay organization, unity and coherence, and citation will be introduced and 
practiced along with model paragraphs. For sentence structure, students will learn basic 
sentence types and parallelism. Prior to this course, students will do a summer-break book 
report (oral and written) and review elements of paragraph structure. Toward the end of the 
term, they will write an essay of five or more paragraphs. When appropriate, students will 
watch videos before the class, and their understanding will be checked at the beginning of 
the class.

【Guidelines for students taking Media Classes that include Zoom live】
To ensure that all participants can benefit from Media Classes it is important to have a 
suitable environment for taking classes. You must ensure the following conditions for 
participating in these classes:
1) A reliable computer or tablet with a stable connection to the internet: Smartphones are 
not suitable due to limited functionality. The computer must include a camera and 
microphone. 
2) Suitable software for the class: an updated version of Zoom besides common software 
such as Word and PowerPoint. 
3) A quiet workspace free from interruptions: This should be a private room in your home or 
a classroom on campus designated for taking online classes. When you take Zoom classes in 
a classroom, you must ensure that you keep a certain distance from other students so that 
your voice and other students’ voices will not interfere with each other. 
In addition to the above requirements, please keep in mind the following points:
●During Media Classes, you will, in principle, need to have your camera always turned on. 
●Particularly if you are taking writing classes, you will need to be able to type at a 
reasonable speed. An effective way to improve your typing speed is to use free online 
courses (such as https://www.typingclub.com) that teach you how to type.

２．授業内容
Week 1　Introduction, ★Book report
Part I: Writing a Paragraph, Chapter 1 Paragraph structure
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 2　Part I: Writing a Paragraph, Chapter 1 Paragraph structure
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 3　Chapter 1 Paragraph structure
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 4　Part I: Writing a Paragraph, Chapter 2 Unity and Coherence
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 5　Chapter 2 Unity and Coherence [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 6　Chapter 2 Unity and Coherence [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 7　Chapter 3 Using Outside Sources
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 8　Chapter 3 Using Outside Sources
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 9　Chapter 3 Using Outside Sources
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 10　Part II: Writing an Essay, Chapter 4 From Paragraph to Essay
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 11　Chapter 4 From Paragraph to Essay
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 12　Chapter 4 From Paragraph to Essay
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 13　Chapter 4 From Paragraph to Essay
[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 14　Review　[Media-based class (Real-time Delivery)]

３．履修上の注意
　(1) This is a required course for GREAT (Global Resources English Applied Track) students.

（GREAT1年次必修科目です。GREAT対象者以外の学生は履修できません。）
　(2) This is a Media-based course (「メディア授業科目」) and for the entire 14 weeks, the 
class will be conducted fully online through Zoom live streaming. Students will need a 
suitable computer, laptop, or tablet equipped with both a camera and microphone to 
participate via Zoom in the communicative English-based learning class.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
For this course, you will need a copy of the textbook (purchased) and English- English, 
English- Japanese dictionaries (paper or electronic). Before and after classes, review what 
you have learned. You are expected to submit all the assignments by the due dates. You will 
need to spend at least one hour out of class each week for review and for doing any 
assigned homework.

５．教科書
Longman Academic Writing Series Level 4: Essays, by Alice Oshima & Ann Hogue, Pearson

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be provided through grades or comments, or both. 

８．成績評価の方法
Attendance & Class participation　　    20
　Summer-break book report　　　　  15
　Writing assignments & other work　 35
　Essay　　　　　　　　　　　　　　 30
　　　　　　　　　　　　　　　　　 100
※There will be no face-to-face quizzes or tests.

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

宇 野　 毅

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
教科書のイギリスに関する英文の文化的な内容理解が中心となる。
英文の背後にある社会的な事象の理解に努める。

〈到達目標〉
読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重
点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
第 1回：イントロダクション Chapter1前半
第 2回：Chapter 1後半
第 3回：Chapter 2前半
第 4回：Chapter 2後半
第 5回：Chapter 3前半
第 6回：Chapter 3後半
第 7回：Chapter 4前半
第 8回：Chapter 4後半
第 9回：Chapter 5前半
第10回：Chapter 5後半
第11回：Chapter 6前半
第12回：Chapter 6後半
第13回：Chapter 7
第14回ａ： まとめ
　　　ｂ： 試験
上記予定は進行度合いなどにより変更される場合がある。

３．履修上の注意
【前期と後期を合わせて共に履修することを強く推奨】
予習をしないで授業に出席することは認めない。英文和訳のリポー
ト課題がある。
出席は重要である。授業参加が重視されるので，辞書持参でよく準
備した上で必ず出席し，授業には積極的に参加すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
前の週の教科内容を復習し，次回の準備をすること。特に，教科書
の単語の意味をよく調べた上で授業に参加すること。

５．教科書
　The View from the Brits （金星堂）

６．参考書
学習英和辞書および英英辞書。電子辞書でもよいので必ず授業に持
ってくること。
参考書は教場で指示する

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
テスト：60％，平常点：40％。
詳細は，第一回目の授業で説明する。

９．その他
授業参加を重視するので必ず出席すること。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

宇 野　 毅

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
教科書のイギリスに関する英文の文化的な内容理解が中心となる。
英文の背後にある社会的な事象の理解に努める。
〈到達目標〉
読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重
点をおきつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
第 1回　Chapter 8 前半
第 2回　Chapter 8 後半
第 3回　Chapter 9 前半
第 4回　Chapter 9 後半
第 5回　Chapter 10 前半
第 6回　Chapter 10 後半
第 7回　Chapter 11 前半
第 8回　Chapter 11 後半
第 9回　Chapter 12 前半
第10回　Chapter 12 後半
第11回　Chapter 13 前半
第12回　Chapter 13 後半
第13回　Chapter 14
第14回　ａ： まとめ
　　　　ｂ： 試験
上記予定は進行度合いなどにより変更される場合がある。

３．履修上の注意
【前期と後期を合わせて共に履修することを強く推奨】
予習をしないで授業に出席することは認めない。英文和訳のリポー
ト課題がある。
出席は重要である。授業参加が重視されるので，辞書持参でよく準
備した上で必ず出席し，授業には積極的に参加すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
前の週の教科内容を復習し，次回の準備をすること。

５．教科書
　The View from the Brits （金星堂）

６．参考書
学習英和辞書および英英辞書。電子辞書でもよいので必ず授業に持
ってくること。
参考書は教場で指示する

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
テスト：60％，平常点：40％。
詳細は，第一回目の授業で説明する。

９．その他
授業参加を重視するので必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

山 下 佳 江

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
In this class, students will develop high-intermediate English skills 
through authentic National Geographic materials. Each unit 
includes National Geographic stories, photos, videos, and 
infographics to bring the world to the class. The focus will be 
placed on reading and writing, and critical thinking. Each issue will 
be looked at deeply through the textbook materials, and students 
will think about these issues from various angles to come to a 
conclusion based o their own critical thinking process. Pairwork 
will be used occasionally for discussing these issues. Their 
performance will be evaluated based on their weekly class 
participation/attendance, homework/quizzes, and the final exam. 

２．授業内容
　Week 1: Introduction, Unit 1 Happiness
　Week 2: Unit 1 Happiness, Writing & Typing practice
　Week 3: Unit 1 Happiness
　Week 4: Unit 2 Inventive solutions
　Week 5: Unit 2 Inventive solutions
　Week 6: Review + Quiz （Oh-!omeiji）
　Week 7: Unit 3 Connected lives
　Week 8: Unit 3 Connected lives
　Week 9: Unit 4 Saving our seas
　Week 10: Unit 4 Saving our seas
　Week 11: Unit 5 Memory and learning 
　Week 12: Unit 5 Memory and learning 
　Week 13: Unit 5 Memory and learning 
　Week 14: Course Review＋Exam

３．履修上の注意
※1.  Those students who already took an English class where 

Pathways - Reading, Writing, and Critical Thinking Level 2 was 
used cannot take this class.　この授業で使用する教科書
Pathways - Reading, Writing, and Critical Thinking Level 2を使
用した授業の履修者はこの授業を履修することはできません。

※2.  Students must purchase the textbook.　 教 科 書（Pathways - 
Reading, Writing, and Critical Thinking Level 2）を購入する必
要があります。

※3.  This class will be conducted in English. この授業は英語で行わ
れます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Please have a good learner dictionary. This may be either electronic 
or paper-based.

５．教科書
Pathways, Second edition - Reading, Writing, and Critical Thinking 
Level 2 by Laurie Blass & Mari Vargo, National Geographic 
Learning, Cengage Learning

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be provided through grades or comments, or both. 

８．成績評価の方法
　Class participation and attendance: 30%
　Homework/Quiz: 30%
　Final examination: 40%

９．その他
Class participation/attendance is crucial! 
1. Three delays will be counted as one absence. Please be on time.
2.  To receive an S or A, you must attend 80% （10 out of the 13 
weeks） of the class meetings. 

3. Class participation/attendance will be noted every week.  

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

山 下 佳 江

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
In this class, students will develop high-intermediate English skills 
through authentic National Geographic materials. Each unit 
includes National Geographic stories, photos, videos, and 
infographics to bring the world to the class. The focus will be 
placed on reading and writing, and critical thinking. Each issue will 
be looked at deeply through the textbook materials, and students 
will think about these issues from various angles to come to a 
conclusion based o their own critical thinking process. Pairwork 
will be used occasionally for discussing these issues. Their 
performance will be evaluated based on their weekly class 
participation/attendance, homework/quizzes, and the final exam. 

２．授業内容
　Week 1: Introduction, Unit 6 Animals and medicine
　Week 2: Unit 6 Animals and medicine
　Week 3: Unit 6 Animals and medicine
　Week 4: Unit 7 Nature's fury
　Week 5: Unit 7 Nature's fury
　Week 6: Review + Quiz （Oh-!omeiji）
　Week 7: Unit 8 Building wonders
　Week 8: Unit 8 Building wonders
　Week 9: Unit 9 Form and function
　Week 10:  Unit 9 Form and function
　Week 11: Unit 10 Smart advice
　Week 12: Unit 10 Smart advice
　Week 13: Unit 10 Smart advice
　Week 14: Course Review＋Exam

３．履修上の注意
※1.  Those students who already took an English class where 

Pathways - Reading, Writing, and Critical Thinking Level 2 was 
used cannot take this class.　この授業で使用する教科書
Pathways - Reading, Writing, and Critical Thinking Level 2を使
用した授業の履修者はこの授業を履修することはできません。

※2.  Students must purchase the textbook.　 教 科 書（Pathways - 
Reading, Writing, and Critical Thinking Level 2）を購入する必
要があります。

※3.  This class will be conducted in English. この授業は英語で行わ
れます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Please have a good learner dictionary. This may be either electronic 
or paper-based.

５．教科書
Pathways, Second edition - Reading, Writing, and Critical Thinking 
by Laurie Blass & Mari Vargo, National Geographic Learning, 
Cengage Learning

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be provided through grades or comments, or both. 

８．成績評価の方法
　Class participation and attendance: 30%
　Homework/Quiz: 30%
　Final examination: 40%

９．その他
Class participation/attendance is crucial!
1. Three delays will be counted as one absence. Please be on time. 
2.  To receive an S or A, you must attend 80% （10 out of the 13 
weeks） of the class meetings. 

3. Class participation will be noted every week.  
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

荒 井 貴 和

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course is a comprehensive 4 skill-based English course 
which aims to further develop students’ English knowledge and 
skills through using the appropriate textbook and through 
integrating the skills of listening, speaking, reading and writing. 
Depending on the instructor, certain aspects of language may be 
more focused than others. For both obtaining information （through 
listening and reading） and communicating thoughts （through 
discussion and writing）, supplemental material with Internet 
reading or prints （with summary writing） may be used.

２．授業内容
　Week 1.  授業の紹介，ウォーム・アップ，学習のヒントと目標設

定，スピーチの作り方
　Week 2. 自己紹介スピーチ（1） ，グループ活動
　Week 3. 自己紹介スピーチ（2）
　Week 4.  テ キ ス ト Unit 1: Small Actions, Big Results - Part 1 

Listening, Vocabulary building
　Week 5.  Unit 1　Part 1 Note-taking, Speaking skills, Critical 

thinking
　Week 6.  Unit 1 Part 2 TED Talks, Vocabulary building, Note-

taking
　Week 7.  Unit 1 Part 2 Critical thinking, Presentation skills/online 

workbook
　Week 8.  Unit 2: Connecting to Nature -　Part 1 Listening, 

Vocabulary building
　Week 9. Unit 2 - Part 1 Speaking skills, Critical thinking
　Week 10.  Unit 2- Part 2 TED Talks, Vocabulary building, Note-

taking, Presentation skills
　Week 11. プレゼンテーション：Individual Presentations （1）
　Week 12. プレゼンテーション：Individual Presentations （2）
　Week 13. プレゼンテーション：Individual Presentations （3）
　Week 14.  プレゼンテーションのフィードバック，Unit 2 Part 2 

Critical thinking, 全体の振り返りとまとめ/online 
workbook

３．履修上の注意
　授業は英語で進めます。ペアやグループで積極的に英語を使って
コミュニケーションすることが求められます。学期初めに自己紹介
のスピーチを，学期最後に授業で学んだことを活用してプレゼンテ
ーションをしてもらいます。また，教科書に付随するオンラインワ
ークブックの課題に各自で取り組むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で活用する語彙や必要な内容をあらかじめ予習してください

（具体的に指示します）。授業で学んだことを振り返って，オンライ
ンワークブックを利用して復習してください。

５．教科書
　21st Century Communication 1：Student Book Split Edition 1A 
with Online Workbook　（by Lida Baker and Laurie Blass, Cengage 
Learning）

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　ペア・グループ活動を含む授業への積極的参加　30%
　個々の課題や提出物，オンラインワークブック課題　35%
　スピーチ，プレゼンテーションと評価　35%

９．その他
　授業にはテキスト（教科書）が必要です。必ずオンラインワーク
ブックのコードがついた教科書を入手しておくこと。英和・和英辞
書を準備してください。なお，受講者数や状況によって授業の進行
に変更が生じる可能性があります。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

荒 井 貴 和

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course is a comprehensive 4 skill-based English course 
which aims to further develop students’ English knowledge and 
skills through using the appropriate textbook and through 
integrating the skills of listening, speaking, reading and writing. 
Depending on the instructor, certain aspects of language may be 
more focused than others. For both obtaining information （through 
listening and reading） and communicating thoughts （through 
discussion and writing）, supplemental material with Internet 
reading or prints （with summary writing） may be used.

２．授業内容
　Week 1.  授業の紹介，ウォーム・アップ，学習のヒントと目標設定
　Week 2.  スピーチ（1）（夏期休暇の振り返りと秋学期予定につい

て），グループ活動
　Week 3. スピーチ （2）
　Week 4.  テキスト Unit 3 Going Places - Part 1 Part 1 Listening, 

Vocabulary building
　Week 5.  Unit 3　Part 1 Note-taking, Speaking skills, Critical 

thinking
　Week 6.  Unit 3 Part 2 TED Talks, Vocabulary building, Note-

taking
　Week 7.  Unit 3 Part 2 Critical thinking, Presentation skills/online 

workbook
　Week 8.  Unit 4 Music, Music Everywhere - Part 1 Listening, 

Vocabulary building
　Week 9.  Unit 4- Part 1 Note-taking, Critical thinking, Presentation 

skills/online workbook
　Week 10. プレゼンテーション：Individual Presentations （1）
　Week 11. プレゼンテーション：Individual Presentations （2）
　Week 12. プレゼンテーション：Individual Presentations （3）
　Week 13.  プレゼンテーションのフィードバック，Unit 4-Part 2 

TED Talks, Vocabulary building, Note-taking
　Week 14.  Unit 4-Part 2 Critical thinking，全体の振り返りとまと

め/online workbook

３．履修上の注意
　授業は英語で進めます。ペアやグループで積極的に英語を使って
コミュニケーションすることが求められます。学期初めに短いスピ
ーチを，学期最後に授業で学んだことを活用してプレゼンテーショ
ンをしてもらいます。また，教科書に付随するオンラインワークブ
ックの課題に各自で取り組むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で活用する語彙や必要な内容をあらかじめ予習してください
（具体的に指示します）。授業で学んだことを振り返って，オンライ
ンワークブックを利用して復習してください。

５．教科書
　21st Century Communication 1：Student Book Split Edition 1A 
with Online Workbook　（by Lida Baker and Laurie Blass, Cengage 
Learning）

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　ペア・グループ活動を含む授業への積極的参加　30%
　個々の課題や提出物，オンラインワークブック課題　35%
　スピーチ，プレゼンテーションと評価　35%

９．その他
　授業にはテキスト（教科書）が必要です。必ずオンラインワーク
ブックのコードがついた教科書を入手しておくこと。英和・和英辞
書を準備してください。なお，受講者数や状況によって授業の進行
に変更が生じる可能性があります。



― 123 ―

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

安 藤 和 弘

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代英国事情エッセイ集を読みながら，英語力を向上させると共
に，英国という国について学ぶ講座である。
　読むことに重点を置くが，音声面や作文の学習をも視野に入れ
て，総合的な英語力の向上を図る。辞書を使えば英語で書かれた一
般教養書を読むことができるようになること，音声面をも含めた総
合的な英語学習を効率良く行えるようになること，英国という国に
ついて大学教養レヴェルで必要となる知識を獲得することを，到達
目標として設定する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：’Memories of Empire’ （1）
　第 3回：’Memories of Empire’ （2）
　第 4回： ’British Business and the Strange Case of Doctor Death’ 

（1）
　第 5回： ’British Business and the Strange Case of Doctor Death’ 

（2）
　第 6回：’The Salaryman’ （1）
　第 7回：’The Salaryman’ （2）
　第 8回：’The Worship of the Individual’ （1）
　第 9回：’The Worship of the Individual’ （2）
　第10回：’The Worship of the Individual’ （3）
　第11回：’The Battle for the Schools’ （1）
　第12回：’The Battle for the Schools’ （2）
　第13回：’The Battle for the Schools’ （3）
　第14回：a：復習テスト，b：まとめ
　以上は予定であり，若干の変更はありえる。

３．履修上の注意
　イントロダクションで受講するにあたり大事な事柄を詳細に説明
するので，必ず初回から出席すること。
　学習を毎週継続することを重視するので，やむを得ぬ理由がない
限り欠席をしないこと。また，予習なしでの受講は認めない。
　必須ではないが，同教員が担当の英語（初級）を前年度に履修し
ている場合，特に受講を勧める。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，次の回に取り上げる教材の範囲を指定するので，辞書を活
用してその範囲の英文をしっかりと読んでおくこと。自力では読み
こなせない箇所を絞り込んで授業に臨むこと。授業時に色々な作業
を行い，ノートを取るが，授業後にノートの整理整頓をすること。
毎回学習することをその後の学習に活かし，積み重ね式で回を重ね
るごとに力をつけるという意識を常に持ちながら学習すること。

５．教科書
　The View from the Brits , Dennis Kiley（金星堂）。ISBN: 978-4-7647-
3706-8

６．参考書
　なし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　予習状況と授業への集中度を平常点（75％）とし，学期の終わり
頃に行う復習テスト（25％）と併せて総合評価を行う。受講者数い
かんで比率を変更するかもしれないが，その場合は履修学生数が確
定した時点で，教室で通知する。無断欠席を4回すると自動的に失
格となる。

９．その他
　オフィスアワーは木曜日の昼休みとする。一週間前までにアポイ
ントメントを取っておくこと。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

安 藤 和 弘

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代英国事情エッセイ集を読みながら，英語力を向上させると共
に，英国という国について学ぶ講座である。
　読むことに重点を置くが，音声面や作文の学習をも視野に入れ
て，総合的な英語力の向上を図る。辞書を使えば英語で書かれた一
般教養書を読むことができるようになること，音声面をも含めた総
合的な英語学習を効率良く行えるようになること，英国という国に
ついて大学教養レヴェルで必要となる知識を獲得することを，到達
目標として設定する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：’Is British Politics Based on Cricket?’ （1）
　第 3回：’Is British Politics Based on Cricket?’ （2）
　第 4回：’Changing Fashions’ （1）
　第 5回：’Changing Fashions’ （2）
　第 6回：’The Changing Media’ （1）
　第 7回：’The Changing Media’ （2）,
　第 8回：’The British Discover Food’ （1）
　第 9回：’The British Discover Food’ （2）
　第10回：’Cars with Personality’ （1）
　第11回：’Cars with Personality’ （2）,
　第12回：’The Love Affair with Gardens’ （1）
　第13回：’The Love Affair with Gardens’ （2）
　第14回：a：復習テスト，b：まとめ
　以上は予定であり，若干の変更はありえる。
　この学期からの新規の履修学生がいない場合には，第 1回はイン
トロダクションではなく通常の授業となる。

３．履修上の注意
　イントロダクションで受講するにあたり大事な事柄を詳細に説明
するので，必ず初回から出席すること。
　学習を毎週継続することを重視するので，やむを得ぬ理由がない
限り欠席をしないこと。また，予習なしでの受講は認めない。
　必須ではないが，同教員が担当の英語（初級）を前年度に履修し
ている場合，特に受講を勧める。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，次の回に取り上げる教材の範囲を指定するので，辞書を活
用してその範囲の英文をしっかりと読んでおくこと。自力では読み
こなせない箇所を絞り込んで授業に臨むこと。授業時に色々な作業
を行い，ノートを取るが，授業後にノートの整理整頓をすること。
毎回学習することをその後の学習に活かし，積み重ね式で回を重ね
るごとに力をつけるという意識を常に持ちながら学習すること。

５．教科書
　The View from the Brits , Dennis Kiley（金星堂）。ISBN: 978-4-7647-
3706-8

６．参考書
　なし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　予習状況と授業への集中度を平常点（75％）とし，学期の終わり
頃に行う復習テスト（25％）と併せて総合評価を行う。受講者数い
かんで比率を変更するかもしれないが，その場合は履修学生数が確
定した時点で，教室で通知する。無断欠席を4回すると自動的に失
格となる。

９．その他
　オフィスアワーは木曜日の昼休みとする。一週間前までにアポイ
ントメントを取っておくこと。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

石 井 千 春

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
BBCのドキュメンタリーを教材として，語彙，表現，読解，リスニ
ングを総合的に学ぶ。
トピックは「笑いは良薬となる」「帽子」「スフィンクスの鼻」「銀
とプラチナ」「アテネ」など，身近な題材を掘り下げた，興味深い
内容である。

２．授業内容
第一講： ガイダンス，Unit1　Laughter 1，ビデオの話題について

の質問に答える。2，ビデオで使われる語彙の問題を解く。
3，ビデオを観て，内容についての質問に答える。

第二講： ビデオのスクリプトを理解する。ビデオを観て，内容の理
解を深める。

第三講： Unit 2 Hats 授業内容は第一講と同じ。以下の授業も同様
の手順で進める。

第四講： 第二講同様にビデオのスクリプトを理解する。ビデオを観
て，内容の理解を深める。以下の授業も同様の手順で進め
る。

第五講：Unit 3 Sphinx's Nose
第六講：同上
第七講：Unit 4 Terracotta Warriors
第八講：同上
第九講：Unit 5 Silver and Platinum
第十講：同上
第十一講：Unit 6 Athens
第十二講：同上
第十三講：復習
第十四講：試験

３．履修上の注意
体育会の学生も，基本的に同一基準で評価する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
教科書にDVDが付いているので，自宅で繰り返し聴いて，語彙や表
現の復習をし，リスニング力を高める。

５．教科書
BBC World Profile on DVD　『BBC やさしい英語と映像で学ぶ総合英
語』　（Akira Morita 他著　南雲堂　2500円＋税）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業参加度35％，学期末試験65％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

石 井 千 春

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
BBCのドキュメンタリーを教材として，語彙，表現，読解，リスニ
ングを総合的に学ぶ。
トピックは「スカイダイビング」「さまざまな国の食事」「新宿駅の
乗客対策」「バリの寺」「リサイクル」など，身近な題材を掘り下げ
た，興味深い内容である。

２．授業内容
第一講： ガイダンス，Unit 7 Skydiving 1，ビデオの話題について

の質問に答える。2，ビデオで使われる語彙の問題を解く。
3，ビデオを観て，内容についての質問に答える。

第二講： ビデオのスクリプトを理解する。ビデオを観て，内容の理
解を深める。

第三講： Unit 8 Food and Society 授業内容は第一講と同じ。以下の
授業も同様の手順で進める。

第四講： 第二講同様にビデオのスクリプトを理解する。ビデオを観
て，内容の理解を深める。以下の授業も同様の手順で進め
る。

第五講：Unit 9 Shinjuku Station
第六講：同上
第七講：Unit 10 Bali's Temples
第八講：同上
第九講：Unit 11 Car Recycling
第十講：同上
第十一講：Unit 12 Hi-Tech Farming
第十二講：同上
第十三講：復習
第十四講：試験

３．履修上の注意
体育会の学生も，基本的に同一基準で評価する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
教科書にDVDが付いているので，自宅で繰り返し聴いて，語彙や表
現の復習をし，リスニング力を高める。

５．教科書
BBC World Profile on DVD　『BBC やさしい英語と映像で学ぶ総合英
語』　（Akira Morita他　著　南雲堂　2500円＋税）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業参加度35％，学期末試験65％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

石 塚　あおい

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に重点を
置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　Week 1：Introduction
　Week 2：Part 1: Unit 1 / New Vocabulary in Your Reading
 Part 2: Unit 1 / Making Good Use of the Dictionary
 Part 4: Reading Faster
　Week 3：Part 1: Unit 1 / New Vocabulary in Your Reading
 Part 2: Unit 1 / Making Good Use of the Dictionary
 Part 4: Reading Faster
　Week 4：Part 1: Unit 2 / Fiction and Nonfiction
 Part 2: Unit 3 / Guessing Meaning from Context
 Part 4: Reading Faster
　Week 5：Part 1: Unit 2: Fiction and Nonfiction
 Part 2: Unit 3 / Guessing Meaning from Context
 Part 4: Reading Faster
　Week 6：Part 2: Unit 3 / Guessing Meaning from Context
 Part 4: Reading Faster
　Week 7：Part 2: Unit 3 / Guessing Meaning from Context
 Part 4: Reading Faster
　Week 8：Test / Set Book
　Week 9：Part 2: Unit 4 / Word Parts
 Part 4: Reading Faster
　Week 10：Part 2: Unit 4 / Word Parts
 Part 4: Reading Faster
　Week 11：Part 2: Unit 4 / Word Parts
 Part 4: Reading Faster
　Week 12：Part 2: Unit 5 / Collocations
 Part 4: Reading Faster
　Week 13：Part 2: Unit 5 / Collocations
 Part 4: Reading Faster
　Week 14：a. Review　b. Final Exam 　ｂ： Review

３．履修上の注意
　この授業はリーディングに重点を置き，母国語の本を読むように英書を
読みこなすことを目標としています。そのため，テキストの理解に至るま
でのリーディング・プロセスに焦点を当てた授業となり，一般的なリーデ
ィングの授業とはちょっと異なるものとなります。使用する教科書のレベ
ルはTOEIC500～600程度。また，指定した英書を 1 冊読んで頂き（授業で
は扱わない），内容を理解しているかどうかをみるテストも実施します。
様々なスキルを身につけるためには，春・秋学期ともに受講して頂くのが
望ましいと思います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　練習問題で間違った箇所は必ず見直し，不明な点や納得できない点があ
れば次回の授業で質問すること。

５．教科書
　More Reading Power 3, 3rd ed. （Pearson）
　One Title from Pearson English Readers （Pearson）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回，授業の初めにTimed Readingを実施します（10点満点の全10回）。
この合計点の20％と，上記指定本の記述式テスト25％，教科書の復習テス
ト35%，そして授業貢献度20％の割合で最終評価をします。

９．その他
　春学期受講者へ： Week 2 から教科書（More Reading Power 3, 3rd ed.）
を使用しますので，それまでに各自購入しておいて下さい。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

石 塚　あおい

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に重点を
置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　Week 1：Introduction
　Week 2： Part 3: Unit 1 / Scanning and Previewing; Unit 2 / Making 

Inferences
Part 4: Reading Faster
　Week 3： Part 3: Unit 1 / Scanning and Previewing; Unit 2 / Making 

Inferences
Part 4: Reading Faster
　Week 4： Part 3: Unit 1 / Scanning and Previewing; Unit 2 / Making 

Inferences
Part 4: Reading Faster
　Week 5： Part 3: Unit 1 / Scanning and Previewing; Unit 2 / Making 

Inferences
Part 4: Reading Faster
　Week 6： Part 3: Unit 3 / Understanding Paragraphs; Unit 4 / Identifying 

the Pattern
Part 4: Reading Faster
　Week 7： Part 3: Unit 3 / Understanding Paragraphs; Unit 4 / Identifying 

the Pattern
Part 4: Reading Faster
　Week 8：Test / Set Book
　Week 9： Part 3: Unit 3 / Understanding Paragraphs; Unit 4 / Identifying 

the Pattern
Part 4: Reading Faster
　Week 10：Part 3: Unit 5 / Reading Longer Passages; Unit 6 / Skimming
Part 4: Reading Faster
　Week 11：Part 3: Unit 5 / Reading Longer Passages; Unit 6 / Skimming
Part 4: Reading Faster
　Week 12：Part 3: Unit 5 / Reading Longer Passages; Unit 6 / Skimming
Part 4: Reading Faster
　Week 13：Part 3: Unit 5 / Reading Longer Passages; Unit 6 / Skimming
Part 4: Reading Faster
　Week 14：ａ. Review / b. Final Exam

３．履修上の注意
　この授業はリーディングに重点を置き，母国語の本を読むように英書を
読みこなすことを目標としています。そのため，テキストの理解に至るま
でのリーディング・プロセスに焦点を当てた授業となり，一般的なリーデ
ィングの授業とはちょっと異なるものとなります。使用する教科書のレベ
ルはTOEIC500～600程度。また，指定した英書を 1 冊読んで頂き（授業で
は扱わない），内容を理解しているかどうかをみるテストも実施します。
様々なスキルを身につけるためには，春・秋学期ともに受講して頂くのが
望ましいと思います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　練習問題で間違った箇所は必ず見直し，不明な点や納得できない点があ
れば次回の授業で質問すること。

５．教科書
　More Reading Power 3, 3rd ed. （Pearson）
　One Title from Pearson English Readers （Pearson）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回，授業の初めにTimed Readingを実施します（10点満点の全10回）。
この合計点の20％と，上記指定本の記述式テスト25％，教科書の復習テス
ト35%，そして授業貢献度20％の割合で最終評価をします。

９．その他
　秋学期のみの受講者へ：　Week 2 から教科書（More Reading Power 3）
を使用しますので，それまでに各自必ず購入しておいて下さい。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

岩 崎 永 一

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に重点を
置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回： イントロダクション
　第 2回：  Chapter 1 The Country of Diversity （指定教科書に負っていま

す。以下，同様。），英国研究入門
　第 3回：  Chapter 2 England, Wales, Scotland, and Northern Ireland, 英

国の成り立ち
　第 4回：  Chapter 4 The Birth of Cultural Studies in the UK, 文化研究の

意義
　第 5回： Chapter 5 The Languages of the UK, 言語・英語の多様性
　第 6回：  Chapter 6 The Development of Journalism in the UK, ジャーナ

リズムの役割・本質
　第 7回：  Chapter 7 The Vessel of Worldwide Art and Culture, Chapter 4

の文化研究を引き継ぎ，英国の文化の研究
　第 8回：  Chapter 9 The History of British Democracy, 民主主義がいかし

て勝ち取られたという根本の理解
　第 9回：  Chapter 10 The British Debate about the Economy, アダム・ス

ミスおよびケインズの経済思想
　第10回：  Chapter 11 The Development of the Natural Sciences, 自然科学

と思想の関わり
　第11回：  Chapter 12 The Country of Satire, 民主主義における風刺の役

割と意義
　第12回： Chapter 13 Nature and British People, 英国の人々の自然観
　第13回：  Chapter 14 Education （Cambridge and Oxford） ケンブリッジ

大学とオックスフォード大学の教育制度とその卓越性・素晴ら
しさから学べること

　第14回ａ： 試験
　　　　ｂ： まとめ
　※上記の一部は教科書の目次を転載致しております。

３．履修上の注意
　英国研究（Area Studies）の授業となります。優れた英国研究の教科書
を用いて，英国の文化・社会・芸術等を読み解いていきます。内容の大ま
かな理解を確認・促進するTrue or Falseの問題，内容の詳細を確認する問
題，さらに，要約問題等を用いて理解力を確認した後，その他の内容を深
める，あるいは，知識事項を練習するための補充的な活動も行っていきま
す。読解においては，できるだけ辞書に頼らず大まかな内容をつかむ訓練
や特定の詳細の情報をキャッチする訓練も行います。同時に，辞書を丁寧
に引く練習もして頂き，語彙の確認も丁寧に行います。教科書本文の全文
音読や（もし可能でしたら）ペアーやグループ等での簡単なディスカッシ
ョンも行いますので，積極的に参加してください。
　前期と後期で2冊の教科書を使用することにご留意ください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回のユニットの語彙を各自の必要に応じて確認しておいてください。
また，小テストの前には教科書の既習事項の確認の勉強をして頂きます。
復習として教科書のスクリプトの音読をお勧めします。

５．教科書
Aspects of British Culture Academic Approaches　

『真実のイギリス　文化，社会，芸術そして科学』
（原田範行 / Andrew Houwen / 森田彰 著，金星堂）

６．参考書
　各自の使いやすい各種の辞書（英和・英英）を毎回持参してください。

７．課題に対するフィードバックの方法
〇小テストの結果を踏まえて解説致します。
〇Oh!Meijiの掲示板で教科書の内容についての質問に回答致します。

８．成績評価の方法
①期末試験 50%
②参加 25%
③授業内小テスト 25%

９．その他
　毎回の継続的な参加により英語力を高めてください。また，この授業を
通じて英国の文化・社会・歴史に対する理解を深め，また，深い洞察力・
思考力を養ってください。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

岩 崎 永 一

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：教科書
　Week 1 Prologue―Wedding 1
　第 3回：教科書
　Week 2 Reception
　第 4回：教科書
　Week 3 After the reception
　第 5回：教科書
　Week 4 Wedding 2
　第 6回：教科書
　Week 5 Reception
　第 7回：教科書
　Week 6 A day off
　第 8回：教科書
　Week 7 Wedding 3
　第 9回：教科書
　Week 8 Funeral
　第10回：教科書
　Week 9 Wedding 4 （1）
　第11回：教科書
　Week 10 Wedding 4 （2）―Epilogue
　第12回： 復 習 とSummary Writing, Opinion Paragraph / Essay, 

Discussion
　第13回：復習とコミュニケーション理論概説等
　第14回　ａ：まとめ
　　　　　ｂ：試験
　※上記の一部は教科書の目次を転載致しております。

３．履修上の注意
　映画総合教材の教科書（松柏社）を用いて，後期はリーディング
重視の総合学習を行います。ストーリーを理解する力，文脈を正確
に理解する力，そして，多くのidiomに触れて知識を拡充すること
を目的とします。そのため，前期と後期で 2冊の教科書を使用する
ことにご留意ください。毎回，単語と慣用表現等の確認も丁寧に行
います。教科書についている映画のスクリプトの全文音読も行いま
すので，積極的に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回のユニットの語彙を各自の必要に応じて確認しておいてくだ
さい。また，小テストの前には教科書の既習事項の確認の勉強をし
て頂きます。復習として教科書のスクリプトの音読をお勧めします。

５．教科書
　総合英語教材「フォー・ウェディング」松柏社

６．参考書
　各自の使いやすい各種の辞書（英和・英英）を毎回持参してくだ
さい。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
①期末試験 50%
②参加 25%
③授業内小テスト 25%

９．その他
　毎回の継続的な参加によりインプット量を増し，英語力を高めて
ください。また，この授業を通じて膨大なインプット量の確保・口
語表現の拡充を目指してください。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

内 田 夕 津

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は6回をオンライン（オンデマンドビデオ形式）で，8回を
対面で行います。
アメリカの学生向けニュース番組に基づいた教科書，および，副教
材Voice of America （VOA）を用いて，時事英語を学習します。ニ
ュースで使われている英語に親しみ，世界で何が起こっているかを
知る力（リスニング力，読解力，語彙力）を養います。
以下のように，対面とオンラインのそれぞれの利点を活かした授業
を行います。
・対面授業の回は，ペア・ディスカッション，グループ・ディスカ
ッションを主に行います。履修者同士の対話によって，理解が深ま
り記憶への定着度が高まります。
・VOA教材を用いる回はオンライン授業とします。各自が自分のペ
ースでリスニング力と読解力を集中的に強化するための時間です。
教室での授業と異なり，教科書よりも長めのニュースや物語に，じ
っくり時間をかけ，一人で集中して取り組むことができます。
あらかじめ指定された箇所を学習し，ワークシート提出，および，
クラスウェブでのディスカッション参加をしてください。ビデオ講
義で教材解説やフィードバックを行います。

〈到達目標〉
　 1. 英語でニュースを読むことができる。
　 2. 英語でニュースを聴き取ることができる。
　 3. ニュースの内容について論じることができる。

２．授業内容
　第 1回：オリエンテーション
　第 2回：教科書 Unit 1 ～ Unit 2　①
　第 3回：教科書 Unit 1 ～ Unit 2　②
　第 4回：教科書 Unit 1 ～ Unit 2　③
　第 5回：VOA “Fashion Truck”前半（オンデマンドビデオ授業）
　第 6回：VOA “Fashion Truck”後半（オンデマンドビデオ授業）
　第 7回：教科書 Unit 3 ～ Unit 4　①
　第 8回：教科書 Unit 3 ～ Unit 4　②
　第 9回：教科書 Unit 3 ～ Unit 4　③
　第10回：VOA “Pampered Pets”前半（オンデマンドビデオ授業）
　第11回：VOA “Pampered Pets”後半（オンデマンドビデオ授業）
　第12回：教科書 Unit 5
　第13回： VOA “Getting Young Indians to Choose Tea Over Coffee”

（オンデマンドビデオ授業）
　第14回：まとめ，期末レポート（オンデマンドビデオ授業）

３．履修上の注意
① 間違いを恐れず，授業内でのペアワークやディスカッションに参

加してください。授業態度は成績評価に大きく関わります。
②教室授業には辞書を必ず持参してください。
③ 特にオンライン授業回では，皆さんの主体的な取り組みが重要に

なります。学習方法を別途プリントで配布するので，それを参考
に学習してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，指示された課題に取り組んでください。

５．教科書
　『CNN Student News （1） CD付』
　著者：関戸冬彦ほか，出版社：朝日出版社，価格：1900円
＊副教材 VOA のプリントおよびワークシートはクラスウェブで配
布します。

６．参考書
　ありません。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への取り組み（授業参加・ワークシート・課題など）60点，
学期末レポート40点（教室での期末試験は行いません）

９．その他
　ありません

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

内 田 夕 津

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は6回をオンライン（オンデマンドビデオ形式）で，8回を
対面で行います。
アメリカの学生向けニュース番組に基づいた教科書，および，副教
材Voice of America （VOA）を用いて，時事英語を学習します。ニ
ュースで使われている英語に親しみ，世界で何が起こっているかを
知る力（リスニング力，読解力，語彙力）を養います。
以下のように，対面とオンラインのそれぞれの利点を活かした授業
を行います。
・対面授業の回は，ペア・ディスカッション，グループ・ディスカ
ッションを主に行います。履修者同士の対話によって，理解が深ま
り記憶への定着度が高まります。
・VOA教材を用いる回はオンライン授業とします。各自が自分のペ
ースでリスニング力と読解力を集中的に強化するための時間です。
教室での授業と異なり，教科書よりも長めのニュースや物語に，じ
っくり時間をかけ，一人で集中して取り組むことができます。
あらかじめ指定された箇所を学習し，ワークシート提出，および，
クラスウェブでのディスカッション参加をしてください。ビデオ講
義で教材解説やフィードバックを行います。
〈到達目標〉
　 1. 英語でニュースを読むことができる。
　 2. 英語でニュースを聴き取ることができる。
　 3. ニュースの内容について論じることができる。

２．授業内容
　第 1回：オリエンテーション
　第 2回：VOA: Halloween story 1（オンデマンドビデオ授業）
　第 3回：VOA: Halloween story 2（オンデマンドビデオ授業）
　第 4回：教科書 Unit 6 ～ Unit 7　①
　第 5回：教科書 Unit 6 ～ Unit 7　②
　第 6回：教科書 Unit 6 ～ Unit 7　③
　第 7回：VOA: Thanksgiving story 1（オンデマンドビデオ授業）
　第 8回：VOA: Thanksgiving story 2（オンデマンドビデオ授業）
　第 9回：教科書 Unit 8 ～ Unit 9　①
　第10回：教科書 Unit 8 ～ Unit 9　②
　第11回：教科書 Unit 10 ～ Unit 11　①
　第12回：教科書 Unit 10 ～ Unit 11　②
　第13回：VOA: New Year story（オンデマンドビデオ授業）
　第14回：まとめ，期末レポート（オンデマンドビデオ授業）

３．履修上の注意
① 間違いを恐れず，授業内でのペアワークやディスカッションに参

加してください。授業態度は成績評価に大きく関わります。
②教室授業には辞書を必ず持参してください。
③ 特にオンライン授業回では，皆さんの主体的な取り組みが重要に

なります。学習方法を別途プリントで配布するので，それを参考
に学習してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，指示された課題に取り組んでください。

５．教科書
　『CNN Student News （1） CD付』関戸冬彦著，出版社：朝日出版
社，価格：1900円
　＊副教材 VOA のプリントおよびワークシートはクラスウェブで
配布します。

６．参考書
　ありません。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への取り組み（授業参加・ワークシート・課題など）60点，
学期末レポート40点（教室での期末試験は行いません）

９．その他
　ありません。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

大 塚　あゆみ

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　(1)課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　(2)リスニングとスピーキング練習を行う。
　(3)ライティング練習を行う。
　(4)ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉　読む・書く・聞く・話すという 4 技能に焦点を当て，
読解能力に重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養
成する。

２．授業内容
第 1回：イントロダクション，Communication1.1
第 2 回：Communication1.2オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 3回：Communication1.3オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 4回：Communication1.4オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 5回：Sports1.1オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 6回：Sports1.2オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 7回：Sports1.3オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 8回：Sports1.4
第 9 回：Medicine1.1
第10回：Medicine1.2
第11回：Medicine1.3
第12回：Medicine1.4
第13回：Extra Practice
第14回ａ：講義全体のふりかえりとまとめ　　　　ｂ：試験

３．履修上の注意
この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，講義
動画を Oh-o! Meiji システムを通じて配信するオンデマンド型で行う。
講義動画は原則毎週火曜日に Oh-o! Meiji システムを通じて配信
し，授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回の講義
動画に対して，小テストの実施やコメントシートの提出を求め，出
席確認及び理解度確認を行う。また，Oh-o! Meiji クラスウェブの
ディスカッション機能 を活用し，意見交換の場を設ける。教員へ
の質問・相談窓口として，専用メールアドレスを履修者に通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
前の週の教科内容を復習し，不明な部分があれば授業で質問するこ
と。
次の回の内容に目を通し，準備をすること。

５．教科書
Language LEADER UPPER INTERMEDIATE, by David Cotton, David 
Falvey, Simon Kent, PEARSON

６．参考書
授業中に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
オンライン授業の場合，「課題フォーム」にて提出された課題を採
点し，コメントと解説を添付する。

「授業資料」において，毎回「前回の授業の解答と解説」を公開する。

８．成績評価の方法
授業への参加度，平常点60％，期末試験40％で評価する。

９．その他
授業参加を重視するので必ず出席すること。やむを得ず欠席する場
合は教員に連絡し，その指示に従って課題等の埋め合わせをするこ
と（オンライン授業の場合は出席登録を毎回行うこと）。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

大 塚　あゆみ

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　(1)課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　(2)リスニングとスピーキング練習を行う。
　(3)ライティング練習を行う。
　(4)ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉　読む・書く・聞く・話すという 4 技能に焦点を当て，
読解能力に重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養
成する。

２．授業内容
第 1回：イントロダクション，Literature and Film1.1
第 2 回：Literature and Film1.2オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 3回：Literature and Film1.3オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 4回：Literature and Film1.4オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 5回：Architecture1.1オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 6回：Architecture1.2オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 7回：Architecture1.3オンライン授業（オンデマンド配信型）
第 8回：Architecture1.4
第 9 回：Cultures1.1
第10回：Cultures1.2
第11回：Cultures1.3
第12回：Cultures1.4
第13回：Extra Practice
第14回ａ：講義全体のふりかえりとまとめ　　　　ｂ：試験

３．履修上の注意
この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，講義
動画を Oh-o! Meiji システムを通じて配信するオンデマンド型で行う。
講義動画は原則毎週火曜日に Oh-o! Meiji システムを通じて配信
し，授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回の講義
動画に対して，小テストの実施やコメントシートの提出を求め，出
席確認及び理解度確認を行う。また，Oh-o! Meiji クラスウェブの
ディスカッション機能を活用し，意見交換の場を設ける。教員への
質問・相談窓口として，専用メールアドレスを履修者に通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
前の週の教科内容を復習し，不明な部分があれば授業で質問するこ
と。
次の回の内容に目を通し，準備をすること。

５．教科書
Language LEADER UPPER INTERMEDIATE, by David Cotton, David 
Falvey, Simon Kent, PEARSON

６．参考書
授業中に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
オンライン授業の場合，「課題フォーム」にて提出された課題を採
点し，コメントと解説を添付する。
「授業資料」において，毎回「前回の授業の解答と解説」を公開する。

８．成績評価の方法
授業への参加度，平常点60％，期末試験40％で評価する。

９．その他
授業参加を重視するので必ず出席すること。やむを得ず欠席する場
合は教員に連絡し，その指示に従って課題等の埋め合わせをするこ
と（オンライン授業の場合は出席登録を毎回行うこと）。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

生 越 秀 子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 英文記事を読み，趣旨を理解する。
　　（リーディング）
　（2）  TED TALK（プレゼンテーション）を視聴して，その内容を

理解する。
　　（リスニング・リーディング）
　（3） 各ユニットのテーマについて，クラスメートと意見交換をする。
　　（ライティング・スピーキング）

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回　Introduction
　第 2回　UNIT 1: Why Explorer?
　第 3回　UNIT 1:
　第 4回　UNIT 1:
　第 5回　UNIT 2: Success and Failure
　第 6回　UNIT 2:
　第 7回　UNIT 2:
　第 8回　UNIT 3: Power Shifts
　第 9回　UNIT 3:
　第10回　UNIT 3:
　第11回　UNIT 4: Creative Sparks
　第12回　UNIT 4:
　第13回　UNIT 4:
　第14回　期末試験
※上記進行予定と同テキストから取り扱うトピックは変更になる可
能性もあります

３．履修上の注意
　この授業では，（A） 英文理解力を深めることと，（B） 社会の様々
なトピックについて自分の意見を明確に伝える力を育むことを主な
目的としています。
　各ユニットは800語程度の英文記事とTED TALKで構成されてい
ます。毎回リーディングの予習が必要になります。
　 1ユニットは約 3回（ 3週）の授業で学習します。
　受講生は，各ユニットのテーマについて考察し，クラスメートと
の意見交換を積極的に行うことが求められます。
　また，毎週，クラスウエブに意見を投稿する課題が出されます。
　予習や課題も含め，進んで授業に参加してスキルを伸ばそうとす
る心構えのある方はぜひ受講してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　 1ユニットを 3回の授業で扱います。テキストの指定範囲の予習

（英文記事やプレゼンテーションスクリプトの読解）を丁寧に行う
ほか，授業前後にTED TALK（各5-10分程度）の視聴をしてください。

５．教科書
21st Century Reading Level 4 

（Cengage Learning）
978-1-305-26572-1

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点61%（授業参加度，課題提出等），期末テスト39%

９．その他
　教員は，出版社勤務経験があり，現在も英語教材の企画制作，英
検・TOEIC関連の通信講座やアプリの開発，参考書の執筆などに携
わっています。プライベートでは，フットボールが好きで主にイン
グランドのプレミアリーグを見ています。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

生 越 秀 子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1） 英文記事を読み，趣旨を理解する。
　　（リーディング）
　（2）  TED TALK（プレゼンテーション）を視聴して，その内容を

理解する。
　　（リスニング・リーディング）
　（3） 各ユニットのテーマについて，クラスメートと意見交換をする。
　　（ライティング・スピーキング）
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回　Introduction
　第 2回　UNIT 5: Hope and Equality
　第 3回　UNIT 5:
　第 4回　UNIT 5:
　第 5回　UNIT 6: Backing up History
　第 6回　UNIT 6:
　第 7回　UNIT 6:
　第 8回　UNIT 7: Food for All
　第 9 回　UNIT 7:
　第10回　UNIT 7:
　第11回　UNIT 8: Future Jobs
　第12回　UNIT 8:
　第13回　UNIT 8:
　第14回　a: Review　　　　b: 期末試験
※上記進行予定と同テキストから取り扱うトピックは変更になる可
能性もあります

３．履修上の注意
　この授業では，（A） 英文理解力を深めることと，（B） 社会の様々
なトピックについて自分の意見を明確に伝える力を育むことを主な
目的としています。
　各ユニットは800語程度の英文記事とTED TALKで構成されてい
ます。毎回リーディングの予習が必要になります。
　 1ユニットは約 3回（ 3週）の授業で学習します。
　受講生は，各ユニットのテーマについて考察し，クラスメートと
の意見交換を積極的に行うことが求められます。
　また，毎週クラスウエブに意見を投稿する課題が出ます。
　予習や課題も含め，進んで授業に参加してスキルを伸ばそうとす
る心構えのある方はぜひ受講してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　 1ユニットを 3回の授業で扱います。テキストの指定範囲の予習
（英文記事やプレゼンテーションスクリプトの読解）を丁寧に行う
ほか，TED TALKの視聴 （各5-10分程度） をしてください。

５．教科書
21st Century Reading Level 4 
（Cengage Learning）
978-1-305-26572-1

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点61%（授業参加度，課題提出等），期末テスト39%

９．その他
　教員は，出版社勤務経験があり，現在も英語教材の企画制作，英
検・TOEIC関連の通信講座やアプリの開発，参考書の執筆などに携
わっています。プライベートでは，フットボールが好きで主にイン
グランドのプレミアリーグを見ています。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

押 上 玲 奈

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：Unit 2 Introducing
　第 3回：Unit 2
　第 4回：Feedback and Unit 1 Thinking about writing
　第 5回：Presentation
　第 6回：Unit 5 Requesting information
　第 7回：Unit 11 Discribing
　第 8回：Unit 11
　第 9回：Feedback
　第10回：Presentation
　第11回：Unit 12 Giving an opinion and recommending
　第12回：Unit 12
　第13回：Feedback
　第14回：Final presentation

３．履修上の注意
　教科書・辞書（電子辞書可）・配布物は必ず毎回持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回ある簡単な復習課題はOh-o！Meiji上もしくはメールにてすべ
て提出し，フィードバックコメントに応じて再提出等を行う事。その
他，学期に3回ほどのお出しする課題については，一度提出し返却さ
れた後，Feedbackを参考にしっかりと修正を行い，Presentationのた
めの準備を十分に行う事。

５．教科書
　Roger Barnard, Dorothy E. Zemach “Writing for the Real World 1 
- An Introduction to General Writing” Oxford University Press, 
\\2,814

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席（30％）〈単位修得には80％以上の出席を必要とする〉：平常
点（30％）〈授業への貢献度〉：課題（40％）

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

押 上 玲 奈

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：Unit 13 Writing about a vacation
　第 3回：Unit 13
　第 4回：Unit 13
　第 5回：Feedback
　第 6回：Presentation
　第 7回：Unit 7 Inviting and arranging to meet
　第 8回：Unit 8
　第 9回：Unit 8
　第10回：Movie Day!
　第11回：Unit 15 Applying for a job
　第12回：Unit 15
　第13回：Feedback
　第14回：Final presentation

３．履修上の注意
　教科書・辞書・配布物は必ず持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ほぼ毎回，簡単な復習課題はすべて提出し，コメントに応じて再
提出等を行う事。その他，学期に3回ほどのお出しする課題につい
ては，一度提出し返却された後，Feedbackを参考にしっかりと修
正を行い，Presentationのための準備を十分に行う事。

５．教科書
　Roger Barnard, Dorothy E. Zemach “Writing for the Real World 1 
- An Introduction to General Writing” Oxford University Press, 
\\2,814

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席（30％）〈単位修得には80％以上の出席を必要とする〉：平常
点（30％）〈授業への貢献度〉：課題（40％）

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

熊 倉 麻 名

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：a:英語でインタヴュー（ペアワーク）①　b:.1. 手紙
　第 2回：a:英語でインタヴュー（ペアワーク）②　b. 2.ファクス
　第 3回：a:グループ討論＆グループ発表の原稿作成　b: 3. メール
　第 4回：a:グループ討論結果の発表　b: 4. 電話
　第 5回：a:グループ討論結果の発表　b: 5. Appendix　ABC
　第 6回：a.最終プレゼンの説明，テーマの決定
　第 7回：a.最終プレゼン・原稿作成（PC room）
　第 8回：a.プレゼンと質疑応答，改善点確認　b: 24　履歴書
　第 9回：a.プレゼンと質疑応答，改善点確認　b: 25　応募の手紙
　第10回：a:プレゼンと質疑応答，改善点確認 b: 26　推薦状
　第11回：a:プレゼンと質疑応答，改善点確認 b: 27　面接
　第12回：a:プレゼンと質疑応答，改善点確認 b: 28. 面接結果
　第13回：a: 授業のまとめ　b: Email試験に向けた復習
　第14回：a:Email Writing試験　　　　b:試験のふりかえり

３．履修上の注意
　1．感染症対策のための大学の指針に沿って授業を行います。

（大学からの指示等により，授業内容・スケジュールを多少変更す
る場合があります。）
　2．授業では辞書が必要です。
　3． プレゼン原稿を作成する日，one drive等への保存ができない

人は各自USBを持参してください。
　4． PCルームを使いますが，自分のPCを持ってきて作成しても

OKです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　a-1:  Writingは書く力を伸ばすために自分自身で進め，チェック

を受けたら推敲して復習しましょう。
　a-2:  より良いプレゼンを目指して，発表前に原稿とパワポのスラ

イドを使って自分自身でリハーサルを行いましょう。
　　　 終了後はクラスメートからのメッセージカードを読みながら

反省点を確認しましょう。
　b:  Email Writingは予習と復習によってビジネス定型文を習得し

ましょう。

５．教科書
　Essentials of Global Business English （和名：『ビジネス英語エッセ
ンシャルズ』）　南雲堂

６．参考書
　準備・購入不要

（授業で必要な参考資料については，適宜，授業内で配布または
Oh-o ！Meijiのお知らせや授業資料に出します。）

７．課題に対するフィードバックの方法
1．提出物への教員書き込みによるフィードバック。
2．メールでのフィードバック（原稿やパワーポイントスライドの
修正依頼と修正，修正後のやり取り）。
3．発表後の振り返り（学生記入）に対するフィードバック。

８．成績評価の方法
　Writing/Presentation（原稿作成・スピーチ・Q&A）50％
　Email Writing（授業貢献，筆記試験）50％

９．その他
　諸処の事情によりスケジュールは変更されることがあります。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

熊 倉 麻 名

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：a:英語でインタヴュー（ペアワーク）　b:Emailの基本形式
　第 2回：a:英語でインタヴュー（ペアワーク）　b: 5,6 面会，予約
　第 3回：a.プレゼン概要説明，英語アンケート原稿作成
　第 4回：a:英語でアンケート調査＆回答　b: 7,8 移転，開設
　第 5回：a:英語でアンケート調査＆回答　b. 9,10 招待，回答依頼
　第 6回：a:英語でアンケート調査＆回答　b: 11 書類送付
　第 7回：a:英語でアンケート調査＆回答　b: 12 慶弔
　第 8回：a.アンケート結果をグラフ・原稿化する方法説明
　第 9回：a:発表，質疑応答　b: 13,14 会議通知，議事録
　第10回：a:発表，質疑応答　b: 15,16 購入，研修案内
　第11回：a:発表，質疑応答　b: 17,18 研修・日程報告
　第12回：a:発表，質疑応答　b: 19,20 取引関係の英語
　第13回：授業のまとめとEmail試験に向けた復習
　第14回：a:Email Writing試験　b:試験のふりかえり

３．履修上の注意
　１．感染症対策：
大学の指針に沿って授業を行います。その際には，授業内容・スケ
ジュールを多少変更する場合があります。
　2．授業では辞書が必要です。
　３．プレゼン時のパワーポイントは教卓PCから出します：
履修生は全員，プレゼン原稿やパワーポイントのファイルを教員の
メールアドレスに添付で送付しますので，メールアドレス，送付の
仕方の学習をしておいてください。（学生のPCではプレゼンできま
せん。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　a-1:  Writingは書く力を伸ばすために自分自身で進め，チェック

を受けたら推敲して復習しましょう。
　a-2:  より良いプレゼンを目指して，発表前に原稿とパワポのスラ

イドを使って自分自身でリハーサルを行いましょう。
　　　 終了後はクラスメートからのメッセージカードを読みながら

反省点を確認しましょう。
　b:  Email Writingは予習と復習によってビジネス定型文を習得し

ましょう。

５．教科書
　Essentials of Global Business English 和名：『ビジネス英語エッセ
ンシャルズ』（南雲堂）

６．参考書
　不要
（授業で必要な参考資料は授業中に配布，またはOh-o ！ Meijiのお
知らせや授業資料に出します。）

７．課題に対するフィードバックの方法
1．提出物への教員書き込みによるフィードバック。
2． メールでのフィードバック（原稿やパワーポイントスライドの

修正依頼と修正，修正後のやり取り）。
3．発表後の振り返り（学生記入）に対するフィードバック。

８．成績評価の方法
　Writing/Presentation（原稿作成・スピーチ，質疑応答）50％
　Email Writing（授業貢献，筆記試験）50％

９．その他
　諸処の事情によりスケジュールは変更されることがあります。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

小 池 知 之

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回： 英文readingへのイントロダクション　機能語，内容語

を中心に
　第 2回：分詞構文とReading
　第 3回：単文構造と節について
　第 4回：重文構造と等位接続し
　第 5回：副文構造と従属接続し
　第 6回：主語と同格構造
　第 7回：関係詞節と速読
　第 8回：副詞節と速読
　第 9回：名詞節の注意点
　第10回：形容詞節の注意点
　第11回：readingとwritingの相関性1
　第12回：readingとwritingの相関性2
　第13回：readingとlisteningの相関性
　第14回a：試験
　　　　b：講義のふりかえりと試験の解説

３．履修上の注意
　基本英文法の構築が多方済んでいることが望まれる。また指定教
科書がJapanTimes紙よりの引用なので英文自体はnaitiveによる
naitive対象の物になり高度であるので日頃より多方面にわたる英文
を読んでいることが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　指定してある教科書の予習においては構文構造の確認に重点をお
いて，また復習においては構文の再構築に基づく速読を意識して行
って欲しい。readingを日常の習慣にしてもらいたい。

５．教科書
　Amazing Japan　Christopher Valvona　朝日出版社

６．参考書
　英語で話す日本経済　講談社

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　隔週で演習を課しレポート提出を求める。これらを20％，授業へ
の貢献度10％，期末試験を70％で評価する。

９．その他
　質問等は毎授業時ないで即座にして欲しい。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

小 池 知 之

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：writingへのイントロダクション　 5文型を中心に
　第 2回：機能語とwriting
　第 3回：内容語とwriting
　第 4回：節と句の違いとwriting
　第 5回：名詞節とwriting
　第 6回：副詞節とwriting
　第 7回：形容詞節とwriting
　第 8回：topic sentenceの書き方
　第 9回：support sentenceの書き方
　第10回：conclusionの書き方
　第11回：パラグラスとエッセイ1
　第12回：パラグラフとエッセイ2
　第13回：writingにおける誤りの例
　第14回ａ：試験
　　　　ｂ：講義のふりかえりと試験の解説

３．履修上の注意
　基本英文法の構築が多方済んでいることが望まれる。また指定教
科書がJapanTimes紙よりの引用なので英文自体はnaitiveによる
naitive対象の物になり高度であるので日頃より多方面にわたる英文
を読んでいることが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　指定してある教科書の予習においては構文構造の確認に重点をお
いて，また復習においては構文の再構築に基づく速読を意識して行
って欲しい。readingを日常の習慣にしてもらいたい。

５．教科書
　Amazing Japan　Christopher Valvona　朝日出版社

６．参考書
　英語で話す日本経済　講談社

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　隔週で演習を課しレポート提出を求める。これらを20％，授業へ
の貢献度10％，期末試験を70％で評価する。

９．その他
　質問等は毎授業時ないで即座にして欲しい。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

佐 藤 文 子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　広範にわたるテーマを扱うテキストを使用し次のことを行う。
　（1）各ユニットの英語を講読し，英問英答等で内容確認をする。
　（2）単語力を増強し，語彙を定着させる。
　（3） ビデオなどオンライン教材を視聴し，インプット・アウトプ

ット量を増やす。
　（4） テーマについて深く考え，自分の意見をディスカッションや

プレゼンテーションで述べる。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：ガイダンス
　第 2回：Unit 1 Reading 1
　第 3回：Unit 1 Reading 2
　第 4回：クリティカル・シンキングの応用
　第 5回：Unit 2 Reading 1
　第 6回：Unit 2 Reading 2
　第 7回：ディスカッションの進め方と実践
　第 8回：Unit 3 Reading 1
　第 9回：Unit 3 Reading 2
　第10回：プレゼンテーションの方法
　第11回：Unit 4 Reading 1
　第12回：Unit 4 Reading 2
　第13回：プレゼンテーションの実践
　第14回ａ：ReviewおよびTerm examination

３．履修上の注意
様々なジャンルを扱うテキストを使用し，リーディング力を養いま
す。多くの演習問題を解き，語彙と文体を十分に習得します。
オンライン上の音声やビデオ教材を使用し，聴解力と発話力を養成
します。
特にクリティカルシンキングに特徴を持つテキストなので，各テー
マについて自分なりの考えを持つことが期待されます。
グループワークやディスカッションに積極的に参加してください。
学期末には英語のプレゼンテーションを行います。真剣に勉強し達
成感を味わってください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習に関して授業中にやり方を指示しますので，十分予習を済ませ
て出席すること。
課題に関しては，使用するOxfordのテキストのアクセスコードを
登録し，オンライン上で提出が可能になります。（授業時に説明）
また，Oh-o! Meiji上の小テスト機能などへの提出課題もあります。
授業中に指示された復習をし，小テストや学期末試験に向けて準備
してください。

５．教科書
　Q: Skills for Success Level 3  Reading and Writing （3rd Edition） 

（Student Book with iQ Online Practice） [Oxford UP]（2019）

６．参考書
　授業中に配布するプリントなど

７．課題に対するフィードバックの方法
課題解説を授業中に行う。
小テストは採点し返却する。

８．成績評価の方法
　①期末試験　40%
　②プレゼンテーション 20%
　③授業参加度（授業への参加・課題・小テスト）40%

９．その他
　授業には毎回出席してください。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

佐 藤 文 子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　広範にわたるテーマを扱うテキストを使用し次のことを行う。
　（1）各ユニットの英語を講読し，英問英答等で内容確認をする。
　（2）単語力を増強し，語彙を定着させる。
　（3） ビデオなどオンライン教材を視聴し，インプット・アウトプ

ット量を増やす。
　（4） テーマについて深く考え，自分の意見をディスカッションや

プレゼンテーションで述べる。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：ガイダンス
　第 2回：Unit 5 Reading 1
　第 3回：Unit 5 Reading 2
　第 4回：クリティカル・シンキングの応用
　第 5回：Unit 6 Reading 1
　第 6回：Unit 6 Reading 2
　第 7回：ディスカッションの進め方と実践
　第 8回：Unit 7 Reading 1
　第 9回：Unit 7 Reading 2
　第10回：プレゼンテーションの方法
　第11回：Unit 8 Reading 1
　第12回：Unit 8 Reading 2
　第13回：プレゼンテーションの実践
　第14回ａ：ReviewおよびTerm examination

３．履修上の注意
様々なジャンルを扱うテキストを使用し，リーディング力を養いま
す。多くの演習問題を解き，語彙と文体を十分に習得します。
オンライン上の音声やビデオ教材を使用し，聴解力と発話力を養成
します。
特にクリティカルシンキングに特徴を持つテキストなので，各テー
マについて自分なりの考えを持つことが期待されます。
グループワークやディスカッションに積極的に参加してください。
学期末には英語のプレゼンテーションを行います。真剣に勉強し達
成感を味わってください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習に関して授業中にやり方を指示しますので，十分予習を済ませ
て出席すること。
課題に関しては，使用するOxfordのテキストのアクセスコードを
登録し，オンライン上で提出が可能になります。（授業時に説明）
また，Oh-o! Meiji上の小テスト機能などへの提出課題もあります。
授業中に指示された復習をし，小テストや学期末試験に向けて準備
してください。

５．教科書
　Q: Skills for Success Level 3  Reading and Writing （3rd Edition） 
（Student Book with iQ Online Practice） [Oxford University Press]
（2019）

６．参考書
　授業中に配布するプリントなど

７．課題に対するフィードバックの方法
課題解説を授業中に行う。
小テストは採点し返却する。

８．成績評価の方法
　①期末試験　40%
　②プレゼンテーション 20%
　③授業参加度（授業への参加・課題・小テスト）40%

９．その他
　授業には毎回出席してください。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

相 馬 美 明

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。

（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
（3）ライティング練習を行う。
（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4 技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション，年間計画，諸注意など
　第 2回：Kwaidan 1, Exercise 1 PART A, Film　1
　第 3回：Film 1-2, Your Song , Questions
　第 4回：Kwaidan 2, Exercise 2 PART B, Film 3
　第 5回：Kwaidan 3, Exercise 3 PART C, Film 3-4
　第 6回：Film 4-5, Top of the world , Questions
　第 7回：Kwaidan 4, Exercise 4 PART A, Film 5-6
　第 8回：Kwaidan 5, Exercise 5 PART B, Film 7
　第 9回：Exercise 6 PART C, Film 8, レポート内容説明，指示
　第10回： Kwaidan 6,Exercise 7 PART A, The sound of silence, Film 

8-9
　第11回：Kwaidan 7, Exercise 8 PART B, Film 9
　第12回：Kwaidan 8, Exercise 9 PART C, Film 9-10
　第13回：Exercise PART A-C, まとめ
　第14回ａ： 期末試験
　　　　ｂ： 正答解説

３．履修上の注意
　リスニング・スピーキングの上達には毎日の練習が必要である。
授業中の練習に加えて教室外でも練習を行うことを心がける。指示
された課題は必ずこなし，授業には全出席する。学生は，自らの可
能性を信じ，真剣に授業に臨むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内で学習した表現の反復練習のみならず，授業外では英語で
ニュースを聞いたり，また字幕なしで映画を見るなど，普段の生活
においても意識的に英語に触れ，関心を深めてもらいたい。またそ
のことを通じ，自信をつけてもらいたいと考える。

５．教科書
　教科書は特に指定せず，毎回プリントを使用する。

６．参考書
　必要に応じ適宜，紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
できうる限り授業内においてフィードバックしたいと考える。ある
いは必要に応じOh-o!Meijiに掲載，対応したい。

８．成績評価の方法
　平常点（20％）：出席については，基本的に全出席を原則とする。
きちんと出席し，真剣に取り組む姿勢を評価したい。
　学期末試験（60％）：必ず受験すること。
　レポート（10％）：授業中に指示する内容にそって提出すること。
　プレゼンテイション（10％）：積極的に話し，聞き，発表するこ
とを評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

相 馬 美 明

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
（3）ライティング練習を行う。
（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回： 秋 学 期 予 定 確 認, Exercise 13 PART A, Wedding 

Ceremonies Expenses, We’re All Alone
　第 2回： Story 9, Exercise 14 PART B, Excellent power of memory, 

Film 1
　第 3回：Story 10, Exercise 16 PART C, Coin changer, Film 1
　第 4回：Story 11, Exercise 17 PART A, Diplomacy, Film 1-2
　第 5回： Exercise 18 PART B, プレゼンテイションについて指示，

説明
　第 6回：Story 12, Exercise 19 PART C, Film 2, She’s got a way.
　第 7回：Story 13, Exercise 20 PART A, Film 2-3
　第 8回：Exercise 21 PART B, Film 3, The Story of O-TEI
　第 9回：Exercise 22 PART C, Film 3-4
　第10回：Exercise PART A-C　まとめ, 力だめし
　第11回：プレゼンテイション[1]
　第12回：プレゼンテイション[2]
　第13回：プレゼンテイション[3]
　第14回ａ： 期末試験
　　　　ｂ： 正答解説

３．履修上の注意
　リスニング・スピーキングの上達には毎日の練習が必要である。
授業中の練習に加えて教室外でも練習を行うことを心がける。指示
された課題は必ずこなし，授業には全出席する。学生は，自らの可
能性を信じ，真剣に授業に臨むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内で学習した表現の反復練習のみならず，授業外では英語で
ニュースを聞いたり，また字幕なしで映画を見るなど，普段の生活
においても意識的に英語に触れ，関心を深めてもらいたい。またそ
のことを通じ，自信をつけてもらいたいと考える。

５．教科書
　教科書は特に指定せず，毎回プリントを使用する。

６．参考書
　必要に応じ適宜，紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
できうる限り授業内においてフィードバックしたいと考える。ある
いは必要に応じOh-o!Meijiに掲載，対応したい。

８．成績評価の方法
　平常点（20％）：出席については，基本的に全出席を原則とする。
きちんと出席し，真剣に取り組む姿勢を評価したい。
　学期末試験（60％）：必ず受験すること。
　レポート（10％）：授業中に指示する内容にそって提出すること。
　プレゼンテイション（10％）：積極的に話し，聞き，発表するこ
とを評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

高 梨　絵梨沙

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：春学期ガイダンス，ショートスピーチ
　第 2回：Unit 1 ①
　第 3回：Unit 1 ②
　第 4回：Unit 1 ③
　第 5回：Unit 2 ①
　第 6回：Unit 2 ②
　第 7回：Unit 2 ③
　第 8回：Unit 3 ①
　第 9回：Unit 3 ②
　第10回：Unit 3 ③，英語プレゼンテーション
　第11回：Unit 3 ④
　第12回：Unit 4 ①
　第13回：Unit 4 ②
　第14回ａ：試験
　　　　ｂ：春学期のまとめ

３．履修上の注意
　授業参加を重視するので，必ず出席し，クラスのアクティビティ
ーに積極的に参加すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前の週に指示する課題を中心に，次回の準備をすること。

５．教科書
　『Roadmap B1 Students' Book & Interactive eBook with digital 
resources & mobile app』 Pearson
　（Heather Jones他著）

６．参考書
　英和（和英）辞書，および英々辞書。電子辞書でもよいので必ず
毎回授業に 持参すること。
　（教室でスマートフォンを辞書の代わりに使用するのは不可とし
ます。）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点：60％。定期テスト：40％。 詳細は，第一回目の授業で
説明する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

高 梨　絵梨沙

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：秋学期ガイダンス，ショートスピーチ
　第 2回：Unit 5 ①
　第 3回：Unit 5 ②
　第 4回：Unit 5 ③
　第 5回：Unit 6 ①
　第 6回：Unit 6 ②
　第 7回：Unit 6 ③
　第 8回：Unit 6 ④，英語プレゼンテーション
　第 9回：Unit 7 ①
　第10回：Unit 7 ②
　第11回：Unit 7 ③
　第12回：Unit 9 ①
　第13回：Unit 9 ②
　第14回ａ： 試験
　　　　ｂ： 秋学期のまとめ

３．履修上の注意
　授業参加を重視するので，必ず出席し，クラスのアクティビティ
ーに積極的に参加すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前の週に指示する課題を中心に，次回の準備をすること。

５．教科書
　『Roadmap B1 Students' Book & Interactive eBook with digital 
resources & mobile app』 Pearson
　（Heather Jones他著）

６．参考書
　英和（和英）辞書および英々辞書。電子辞書でもよいので必ず毎
回授業に持参すること。
（教室でスマートフォンを辞書の代わりに使用するのは不可としま
す。）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点：60％。定期テスト：40％。 詳細は，第一回目の授業で
説明する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

戸 田 博 之

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重点を
置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　Week 1  Course orientation（コースガイダンス）, What is finance? 

Financial market overview
　Week 2 Money flow and macro economics
　Week 3 Banking
　Week 4 Insurance
　Week 5 Securities business （bonds）
　Week 6 Securities business （stocks and shares）
　Week 7 Exchange rates （foreign exchange）
　Week 8 Real estate
　Week 9 Asset management
　Week 10 Accounting and financial statements
　Week 11 Social security （pension, medical insurance etc.）
　Week 12 Financial planning
　Week 13 Presentation day1
　Week 14 Presentation day2

３．履修上の注意
　講師が国際金融に長年携わってきた経験を踏まえて，春学期は企業がそ
の活動をする上でどのようにお金を扱っているか，また，個人とお金はど
のように関わっているかという 2 つの側面から，「英語で金融を学ぶ」を
モットーにコースの運営を行う。この期には，英語で金融に関する概観的
知識を整理しながら獲得して行くことを目指す。
　秋学期には，春学期で身につけた金融の切り口を踏まえて，現在の企業
経営環境を捉える観点から，ケーススタディ方式でホットイシューを多く
採り上げ，ディスカッションの材料とする。いわば，「英語で企業経営の
課題を探る」ことを目指す。
　半期履修の場合も通年履修の場合も，積極的に授業内容を吸収し，授業
に参加することが求められるので，欠席は極力しないよう努力して欲しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予め読解課題を指定するので，授業に出席する前に読み，疑問点を整理
して来ること。また，その疑問を授業の場で実際に質問の形で講師および
他の学生に投げかける姿勢で臨んで欲しい。（ただし，事前読解の時間が
取れない場合でも，予習をしていないことで気後れして欠席することはせ
ず，授業にはしっかり出席し，その場での議論に積極的に参加して欲しい）
　適宜範囲を指定して小テストを行うので，しっかり準備して臨むこと。
また，期末にグループプレゼンテーションを実施するので，クラス内での
チームワームの醸成にも努めてもらいたい。

５．教科書
　Ian MacKenzie, English for Business Studies, 3rd Ed., Cambridge 
University Press
　上記教科書がカバーしていない部分については，講師が適宜データまた
はプリントとして配布する。

６．参考書
　適宜指示する。インターネット上の映像など，オーディオビジュアル教
材を事前の視聴なども随時指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席および授業への参画・貢献（特に質問の多さを高く評価する）: 
30%
　小テスト，宿題：30%
　プレゼンテーション：40%

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

戸 田 博 之

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重点を
置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　Week 1 Course orientation（コースガイダンス）
　Week 2 Management
　Week 3  Managing across culture （one aspect of globalized corporate 

activities）
　Week 4 Recruitment （and training） Human capital development
　Week 5 Women in business （Womenomics）
　Week 6 Product （and service development）
　Week 7 Aging society and globalization
　Week 8 English as an official corporate language
　Week 9 IT technology, internet, and AI
　Week 10 Derivatives and financial crisis
　Week 11 Global warming and climate change
　Week 12 Economics and ecology （and energy revolution）
　Week 13 Presentation day1
　Week 14 Presentation day2

３．履修上の注意
　講師が国際金融に長年携わってきた経験を踏まえて，春学期は企業がそ
の活動をする上でどのようにお金を扱っているか，また，個人とお金はど
のように関わっているかという2つの側面から，「英語で金融を学ぶ」をモ
ットーにコースの運営を行う。この期には，英語で金融に関する概観的知
識を整理しながら獲得して行くことを目指す。
　秋学期には，春学期で身につけた金融の切り口を踏まえて，現在の企業
経営環境を捉える観点から，ケーススタディ方式でホットイシューを多く
採り上げ，ディスカッションの材料とする。いわば，「英語で企業経営の
課題を探る」ことを目指す。
　半期履修の場合も通年履修の場合も，積極的に授業内容を吸収し，授業
に参加することが求められるので，欠席は極力しないよう努力して欲しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予め読解課題を指定するので，授業に出席する前に読み，疑問点を整理
して来ること。また，その疑問を授業の場で実際に質問の形で講師および
他の学生に投げかける姿勢で臨んで欲しい。（ただし，事前読解の時間が
取れない場合でも，予習をしていないことで気後れして欠席することはせ
ず，授業にはしっかり出席し，その場での議論に積極的に参加して欲しい）
　適宜範囲を指定して小テストを行うので，しっかり準備して臨むこと。
また，期末にグループプレゼンテーションを実施するので，クラス内での
チームワームの醸成にも努めてもらいたい。

５．教科書
　Ian MacKenzie, English for Business Studies, 3rd Ed., Cambridge 
University Press
　上記教科書がカバーしていない部分については，講師が適宜データまた
はプリントとして配布する。

６．参考書
　適宜指示する。インターネット上の映像など，オーディオビジュアル教
材を事前の視聴なども随時指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席および授業への参画・貢献（特に質問の多さを高く評価する）: 
30%
　小テスト，宿題：30%
　プレゼンテーション：40%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

中 村　美帆子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
教科書の各ユニットで次のことを行う。

（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
（3）ライティング練習を行う。
（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重
点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
第 1回：イントロダクション
第 2回： Voice 1 （Ride-Hailing Innovation: Creating Jobs Through 

Technology） 1
第 3 回：Voice 1-2
第 4 回：Voice 2 （Bringing Medicine to the African Backcountry） 1
第 5 回：Voice 2-2
第 6 回：小テスト1, まとめ
第 7回：Voice 3 （Saving Children in Poverty Through Music） 1
第 8 回：Voice 3-2
第 9 回：Voice 4 （The Matcha Business: A Maverick Spirit） 1
第10回：Voice 4-2
第11回：小テスト2, まとめ
第12回：Voice 5 （French Refugee Integration） 1
第13回：Voice 5-2
第14回：a. 試験, b. まとめ

３．履修上の注意
1.  NHKの英語インタビュー番組を収録した教科書を使用する。こ
の授業では教科書の前半（Voices 1-7）から 5 つのvoiceを選んで
使用する。教科書の後半（Voices 8-15）は，秋学期の「英語（中
級）B」で使用する。

2. 毎回の授業には，必ず辞書を持参すること（英和，和英）。
3.  5 回以上欠席した場合は単位を与えない。遅刻・早退は 3 回で 1
回の欠席とみなす。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習：単語や表現を辞書で調べ，練習問題を解く。
復習：内容や語彙を確認し，小テストと試験に備える。

５．教科書
『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk / NHK Direct 
Talk 世界を変える声を聞く』，Megumi Kobayashi他著（金星堂）

６．参考書
資料を適宜配布する。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストの解答・解説は，授業内に直接またはOh-o!Meijiを通じて
示す。

８．成績評価の方法
期末試験50％，小テスト30％，授業への参加度20％

９．その他
連絡先：最初の講義で示す。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

中 村　美帆子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
教科書の各ユニットで次のことを行う。
（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
（3）ライティング練習を行う。
（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重
点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
第 1回：イントロダクション
第 2回：Voice 8 （New Challenges for a Fashion Giant） 1
第 3 回：Voice 8-2
第 4 回：Voice 9 （Helping the Socially Vulnerable） 1
第 5 回：Voice 9-2
第 6 回：小テスト1, まとめ
第 7回：Voice 10 （The Danish Recipe for Happiness） 1
第 8 回：Voice 10-2
第 9 回：Voice 11 （Knitting the Future by Hand） 1
第10回：Voice 11-2
第11回：小テスト2, まとめ
第12回：Voice 12 （Towards a Zero-Waste Future） 1
第13回：Voice 12-2
第14回：a. 試験, b. まとめ

３．履修上の注意
1.  NHKの英語インタビュー番組を収録した教科書を使用する。こ
の授業では教科書の後半（Voices 8-15）から 5 つのvoiceを選ん
で使用する。教科書の前半（Voices 1-7）は，春学期の「英語（中
級）A」で使用する。

2. 毎回の授業には，必ず辞書を持参すること（英和，和英）。
3.  5 回以上欠席した場合は単位を与えない。遅刻・早退は 3 回で 1
回の欠席とみなす。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習：単語や表現を辞書で調べ，練習問題を解く。
復習：内容や語彙を確認し，小テストと試験に備える。

５．教科書
『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk / NHK Direct 
Talk 世界を変える声を聞く』, Megumi Kobayashi他著（金星堂）

６．参考書
資料を適宜配布する。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストの解答・解説は，授業内に直接またはOh-o!Meijiを通じて
示す。

８．成績評価の方法
期末試験50％ , 小テスト30％ , 授業への参加度20％

９．その他
連絡先：最初の講義で示す。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

バーニンガー，ジョージ

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Outline
  English has become a language of global communication. At the 
university level we will use English to look at some important 
issues on the global level. Global Issues A aims to develop students' 
English ability while introducing issues in the world today and 
encouraging further exploration. Learning how to discuss topics 
effectively will also be a goal for this course. Students will learn 
from the teacher as well as from each other.
Objectives
To develop a detailed awareness of global issues
To be able to discuss global issues in English
To become familiar with and practice a range of reading skills
To acquire key vocabulary associated with global issues
To be able to participate effectively in an in group presentation
To be able to present in front of a class on important issues

２．授業内容
Part 1: Introduction/ Friendships
Part 2: Family harmony extra
Part 3: Special qualifications
Part 4: Spending money
Part 5: Ways of succeeding
Part 6: Good haboits
Part 7: Special topic
Part 8: Midterm in group on an important issue
Part 9: For the sake of the children
Part 10: Cult influence
Part 11: A new change.
Part 12: Special current event
Part 13: Special current event.
Part 14: Final issue presentations to the class

３．履修上の注意
Be able to discuss difficult social issues in English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students will read textbook dialogues. Students will learn 
vocabulary. Students will express their opinions and use requests 
for clarification, requests for confirmation and other conversation 
tools. Students will prepare for presentations.

５．教科書
Impact Issues 2 (3rd. Ed.) by Richard Day, Joseph Schaules and 
Junko Yamanaka (Longman Publisher)

６．参考書
Bring a good English English or Japanese English dictionary 
(including electronic dictionary).

７．課題に対するフィードバックの方法
Teacher will provide feedback directly to students.

８．成績評価の方法
Evaluation will be made up of the following:
Homework from textbook (20%)
Active daily participation (30%)
Midterm presentation (25%)
Final presentation (25%)

９．その他
This class will be taught in English. Students will be expected to do 
about 45-60 min. of homework each week.

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

バーニンガー，ジョージ

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Outline
  English has become a language of global communication. At the 
university level we will use English to look at some important 
issues on the global level. Global Issues A aims to develop students' 
English ability while introducing issues in the world today and 
encouraging further exploration. Learning how to discuss topics 
effectively will also be a goal for this course. Students will learn 
from the teacher as well as from each other.
Objectives
To develop a detailed awareness of global issues
To be able to discuss global issues in English
To become familiar with and practice a range of reading skills
To acquire key vocabulary associated with global issues
To be able to participate effectively in an in group presentation
To be able to present in front of a class on important issues

２．授業内容
Course Contents
Part 1: Introduction / needs survey / useful class expressions
Part 2: Why learn English (Why learn any 2nd language)
Part 3: Forever single
Part 4: What's for dinner ?
Part 5: Last chance
Part 6: Take the money and run
Part 7: Traffic jam
Part 8: Midterm in group on an important issue
Part 9: For the sake of the children
Part 10: Family harmony
Part 11: Family values
Part 12: Taking care of mother
Part 13: A reward or a bribe ?
Part 14: Final issue presentations to the class

３．履修上の注意
Be able to discuss difficult social issues in English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students will read textbook dialogues. Students will learn 
vocabulary. Students will express their opinions and use requests 
for clarification, requests for confirmation and other conversation 
tools. Students will prepare for presentations.

５．教科書
Impact Issues 2 (3rd. Ed.) by Richard Day, Joseph Schaules and 
Junko Yamanaka (Longman Publisher)

６．参考書
Bring a good English English or Japanese English dictionary 
(including electronic dictionary).

７．課題に対するフィードバックの方法
Teacher will provide feedback to students directly.

８．成績評価の方法
Evaluation will be made up of the following:
Homework from textbook (20%)
Active daily participation (30%)
Midterm presentation (25%)
Final presentation (25%)

９．その他
This class will be taught in English. Students will be expected to do 
about 45-60 min. of homework each week.
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

廣 瀬 絵 美

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　本科目は，基本的な語彙力の習得と文法や文構造の理解を深め，
実践的な英語運用能力向上の素地となる基礎固めを確実に行う。教
材は TOEICの試験問題を積極的に取り入れ，英語・資格試験に対
応できる実践力を養成する。

「到達目標」
　1． 英語コミュニケーション力の基礎となる語彙や文法を理解し，

使うことができる。
　2． 身近な話題から社会問題やビジネスに関連した内容の英語を

聞いて理解できる。
　3．自分自身や身近な話題について英語で表現できる。
　4． TOEIC等の英語試験対策を考慮しながら，発展的な英語表現

を学び理解できる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：TOEIC Listening and Reading （Travel）
　第 3回：TOEIC Listening and Reading （Travel）
　第 4回：TOEIC Listening and Reading （Dining Out）
　第 5回：TOEIC Listening and Reading （Dining Out）
　第 6回：TOEIC Listening and Reading （Daily Life）
　第 7回：TOEIC Listening and Reading （Dialy Life）
　第 8回：TOEIC Listening and Reading （Entertainment） 
　第 9回：TOEIC Listening and Reading （Entertainment） 
　第10回：TOEIC Listening and Reading （Purchasing）
　第11回：TOEIC Listening and Reading （Purchasing）
　第13回：TOEIC Listening and Reading （Office）
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて，成績評価の基
準，方法及び授業計画を変更する場合があります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業は，予習・復習各30時間の計90時間の学修を必要とする。
　「準備学習」
　（予習）リーディング教材を前もって読み，わからない単語は調
べておくこと。TOEICなどの英語資格関連の教材を解いてみる。
　（復習）間違えた箇所を確認し，語彙ノートを作成，暗記に努め
る。リスニングの会話スクリプトは音声ファイルを参考に音読練習
をする。

５．教科書
Giga Booster for the TOEICL&R TEST. （金星堂）

６．参考書
　『キクタンTOEIC（R） L&Rテスト SCORE 800』一杉武史 （アルク
出版）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　提出課題 20%，授業への貢献度 20%，定期試験 60%

９．その他
　授業前後に相談を受け付けます。

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

廣 瀬 絵 美

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　本科目は，基本的な語彙力の習得と文法や文構造の理解を深め，
実践的な英語運用能力向上の素地となる基礎固めを確実に行う。教
材は TOEICの試験問題を積極的に取り入れ， 英語・資格試験に対応
できる実践力を養成する。
「到達目標」
　1． 英語コミュニケーション力の基礎となる語彙や文法を理解し，

使うことができる。
　2． 身近な話題から社会問題やビジネスに関連した内容の英語を

聞いて理解できる。
　3．自分自身や身近な話題について英語で表現できる。
　4． TOEIC等の英語試験対策を考慮しながら，発展的な英語表現

を学び理解できる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：TOEIC Listening and Reading （Offices）） 
　第 3回：TOEIC Listening and Reading （Clients）
　第 4回：TOEIC Listening and Reading （Recruiting）
　第 5回：TOEIC Listening and Reading （Recruiting）
　第 6回：TOEIC Listening and Reading （Personell）
　第 7回：TOEIC Listening and Reading （Personell）
　第 8回：TOEIC Listening and Reading （Advertising）
　第 9回：TOEIC Listening and Reading （Media）
　第10回：TOEIC Listening and Reading （Meetings）
　第11回：TOEIC Listening and Reading （Sales & Marketing） 
　第13回：TOEIC Listening and Reading （Seminar & Workshop）
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　新型コロナウイルス感染症の発生状況に応じて，成績評価の基
準，方法及び授業計画を変更する場合があります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業は，予習・復習各30時間の計90時間の学修を必要とする。
　「準備学習」
　（予習）リーディング教材を前もって読み，わからない単語は調
べておくこと。TOEICなどの英語資格関連の教材を解いてみる。
　（復習）間違えた箇所を確認し，語彙ノートを作成，暗記に努め
る。リスニングの会話スクリプトは音声ファイルを参考に音読練習
をする。

５．教科書
Giga Booster for the TOEIC L&R TEST. （金星堂）

６．参考書
　『キクタンTOEIC（R） L&Rテスト SCORE 800』一杉武史 （アルク
出版）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　提出課題 20%，授業への貢献度 20%，定期試験 60%

９．その他
　授業前後に相談を受け付けます。
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

古 川 恵 美

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：Introduction
　第 2回：Unit 1 Travel, Trust, and Tourism ①
　第 3回：Unit 1 Travel, Trust, and Tourism ②
　第 4回：Unit 1 Travel, Trust, and Tourism ③
　第 5回：Unit 2 The Business of Technology ①
　第 6回：Unit 2 The Business of Technology ②
　第 7回：Unit 2 The Business of Technology ③
　第 8回：Unit 3 Faster, Higher, Stronger ①
　第 9回：Unit 3 Faster, Higher, Stronger ②
　第10回：Unit 3 Faster, Higher, Stronger ③
　第11回：Unit 4 Cultural Transformation ①
　第12回：Unit 4 Cultural Transformation ②
　第13回：Unit 4 Cultural Transformation ③
　第14回：Review
※上記予定は進行度合いなどにより変更される場合があります。

３．履修上の注意
・ 世界の人々が優れたアイディアを発信するTED Talksの映像を扱

った教材を使用します。
・ 授業活動（課題・発表・ペアワーク等）への積極的な取り組みを

重視します。授業には毎回出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業ごとに指定する範囲を予習しましょう。
・ 授業で配布するプリントやクラスウェブで提示される課題に取り

組み，期限を守って提出しましょう。

５．教科書
『Perspectives 3: Student Book with Online Workbook』 （Cengage）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度30％，課題（提出物・発表） 30％，小テスト30%, 
学期末レポート10%

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

古 川 恵 美

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。
〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に
重点を置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回：Introduction
　第 2回：Unit 5 It's Not Rocket Science ①
　第 3回：Unit 5 It's Not Rocket Science ②
　第 4回：Unit 5 It's Not Rocket Science ③
　第 5回：Unit 6 Adapt to Survive ①
　第 6回：Unit 6 Adapt to Survive ②
　第 7回：Unit 6 Adapt to Survive ③
　第 8回：Unit 7 Outside the Box ①
　第 9回：Unit 7 Outside the Box ②
　第10回：Unit 7 Outside the Box ③
　第11回：Unit 8 Common Ground ①
　第12回：Unit 8 Common Ground ②
　第13回：Unit 8 Common Ground ③
　第14回：Review
※上記予定は進行度合いなどにより変更される場合があります。

３．履修上の注意
・ 世界の人々が優れたアイディアを発信するTED Talksの映像を扱

った教材を使用します。
・ 授業活動（課題・発表・ペアワーク等）への積極的な取り組みを

重視します。授業には毎回出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業ごとに指定する範囲を予習しましょう。
・ 授業で配布するプリントやクラスウェブで提示される課題に取り

組み，期限を守って提出しましょう。

５．教科書
『Perspectives 3: Student Book with Online Workbook』 （Cengage）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度30％，課題（提出物・発表） 30％，小テスト30%, 
学期末レポート10%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

吉 田　えりか

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）英文を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重点を
置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回： イントロダクション（授業の進行方法，成績評価方法，教科書，

注意事項等の説明，座席指定，自己紹介）
　第 2回： Unit 1 Globalization: 1.Turkish Treats （blog post） 英文読解と

練習問題
　第 3回： Unit 1 Globalization: 2.Changing Eating Habits in Italy （Essay） 

英文読解と練習問題　
　第 4回： Unit 1 Globalization: Globalization vocabulary,  Chinese Flavors 

for American Snacks（Video）語彙問題， 映像視聴と練習問題 
　第 5回： Unit 2 Education: 1. Should I Major in Business or Engineering? 

（article） 英文読解と練習問題 
　第 6回： Unit 2 Education: 2. Distance vs. Face-to Face Learning （article） 

英文読解と練習問題 
　第 7回： Unit 2 Education vocabulary, College Debt and Bankruptcy 

（Video） 語彙問題， 映像視聴と練習問題 
　第 8回： Unit 3 Medicine: 1. The Homeopathy Debate （debate） 英文読

解と練習問題
　第 9回： Unit 3 Medicine: 2. Should Healthcare Be Free? （blog post）英

文読解と練習問題　 　
　第10回： Unit 3 Medicine: Medical vocabulary, A New Way to Handle 

Allergies （Video） 語彙問題， 映像視聴と練習問題
　第11回： Unit 4 The Environment: 1. Controlling Certain Disaster 

（interview） 英文読解と練習問題 
　第12回： Unit 4 The Environment: 2. Combatting Drought in Rural Africa 

（report） 英文読解と練習問題
　第13回： Unit 4 Natural disaster vocabulary, Population and Water 

（Video） 語彙問題， 映像視聴と練習問題
　第14回：ａ：試験
　　　　　ｂ：講義全体のふりかえりと試験の解説

３．履修上の注意
　予習は必須で，予習がしてあることを前提として授業は進みます。テキ
ストは，文化・環境・グローバル化など様々なテーマに関する異なる視点
を持つ読み物を扱っています。ブログ記事やエッセイ，インタビュー記事
など多様なフォーマットの英文を読み，理解を問う問題や語彙問題を解い
たり，リーディングスキルを学んだりしながら読解力の向上を図ります。
また各ユニットの最後にはビデオ映像もあり，テーマの理解をさらに深め
つつリスニング力の向上を目指します。グループで協力して問題を解くタ
スクもありますので，積極的に授業に参加してください。
　Unit が終わったところでVocabulary Quizを行いますので，しっかり復
習して語彙力向上を目指してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　準備学習（予習）は，①テキストの語彙に関する問題を解く②本文を読
んで大体の内容を把握する③知らない単語を辞書で調べ，単語リストを作
る④内容把握問題（”While Reading”）を解くこと，です。
　（復習）は，①内容を理解したうえでよく音読すること②小テストに向
けて学んだ単語や表現を覚えることです。

５．教科書
　Alan S. Kennedy, Chris Sowton. Prism Reading Level 3, Student’s Book 
with Online Workbook. Cambridge University Press. ISBN9781108601146. 
2600円＋税

６．参考書
　特にありませんが，スマホ辞書以外の英和辞書や英英辞書は必ず必要で
す。詳細は最初の授業で説明します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　期末試験60%，小テスト20%，授業中の取り組み（毎回十分に予習を行
って授業に臨み，授業中は熱心に取り組み発表できること）20%を合計し
て評価する。 3分の 2以上の出席が単位取得の必須条件です。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

吉 田　えりか

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　教科書の各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
　読む・書く・聞く・話すという 4技能に焦点を当て，読解能力に重点を
置きつつ総合的英語コミュニケーション能力を養成する。

２．授業内容
　第 1回： イントロダクション（授業の進行方法，成績評価方法，教科書，

注意事項等の説明，座席指定，自己紹介）
　第 2回： Unit 5 Architecture: 1. We Need More Green Buildings （article） 

英文読解と練習問題
　第 3回： Unit 5 Architecture: 2. Form, Function, or Both? （essay） 英文読

解と練習問題　
　第 4回： Unit 5 Architecture: Architecture and planning vocabulary, 

Building a Green House （Video）語彙問題， 映像視聴と練習問題
　第 5回： Unit 6 Energy: 1. Renewable Energy （fact sheet） 英文読解と練

習問題 
　第 6回： Unit 6 Energy: 2. Reduce, Reuse, Recycle （essay） 英文読解と練

習問題 
　第 7回： Unit 6 Energy: Energy collocations, Wind Turbines （video） 語

彙問題，映像視聴と練習問題 
　第 8回： Unit 7 Art and Design: 1. All that Art is （article） 英文読解と練

習問題
　第 9回： Unit 7 Art and Design: 2. Photography as Art （essay） 英文読解

と練習問題　 　
　第10回： Unit 7 Art and Design: Vocabulary for art and design, A 

Culinary Art Canvas （video）  語彙問題， 映像視聴と練習問題
　第11回： Unit 8 Aging: 1. The Social and Economic Impact of Aging 

（interview） 英文読解と練習問題 
　第12回： Unit 8 Aging: 2. Saudi Arabia: The Realities of a Young Society 

（case study） 英文読解と練習問題
　第13回： Unit 8 Aging: Language of prediction, Senior Exercise （video） 

語彙問題， 映像視聴と練習問題
　第14回：a:  試験
　　　　　b:  講義全体のふりかえりと試験の解説

３．履修上の注意
　予習は必須で，予習がしてあることを前提として授業は進みます。テキ
ストは，文化・環境・グローバル化など様々なテーマに関する異なる視点
を持つ読み物を扱っています。ブログ記事やエッセイ，インタビュー記事
など多様なフォーマットの英文を読み，理解を問う問題や語彙問題を解い
たり，リーディングスキルを学んだりしながら読解力の向上を図ります。
　また各ユニットの最後にはビデオ映像もあり，テーマの理解をさらに深
めつつリスニング力の向上を目指します。グループで協力して問題を解く
タスクもありますので，積極的に授業に参加してください。
　Unit が終わったところでVocabulary Quizを行いますので，しっかり復
習して語彙力向上を目指してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　準備学習（予習）は，①テキストの語彙に関する問題を解く②本文を読
んで大体の内容を把握する③知らない単語を辞書で調べ，単語リストを作
る④内容把握問題（”While Reading”）を解くことです。
　（復習）は，①内容を理解したうえでよく音読すること②小テストに向
けて学んだ単語や表現を覚えることです。

５．教科書
　Alan S. Kennedy, Chris Sowton. Prism Reading Level 3, Student’s Book 
with Online Workbook. Cambridge University Press. ISBN9781108601146. 
2600円＋税

６．参考書
　特にありませんが，スマホ辞書以外の英和辞書や英英辞書は必ず必要で
す。詳細は最初の授業で説明します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　期末試験60%，小テスト20%，授業中の取り組み（毎回十分に予習を行
って授業に臨み，授業中は熱心に取り組み発表できること）20%を合計し
て評価する。 3分の 2以上の出席が単位取得の必須条件です。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【EM Comprehensive English】

依 田 里 花

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
「書く・読む・聞く・話す」の4技能をバランスよく総合的に力をつけるこ
とが目標です。課題になる原書購読と並行して，授業では映像を使い場面
を描写するNarrative Writingを中心に力をつけていきます。課題は多い内
容となりますが，ぐんぐんと力をつけていって下さい。

２．授業内容
　第 1回　a： Introduction
　　　　　b： Episode 1
　第 2回：Scene 1  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 3回：Scene 2  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 4回：Scene 3  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 5回：Scene 4  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 6回：Scene 5  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 7回：Scene 6  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 8回：Scene 7  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 9回：Scene 8  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第10回：Scene 9  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第11回：Scene 10（Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第12回：Scene 11（Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第13回：Scene 12（Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第14回　a： まとめ
　　　　　b： 試験
＊このシラバスは受講生と相談の上，変更されることがあります。

３．履修上の注意
力をつけるため，毎時間の課題の量が非常に多い授業となります（評価の
約70％）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
【Listening & Speaking】
・ 次週までにテキスト（ 1 頁/ 1 日）を音読練習→授業内で一斉にシャド
ーイング・録音→Oh-o! Meiji「レポート」に提出

【Reading】
・テキストの中で映像と重なる箇所にアンダーラインを引く
【Writing】
・ 授業時に配布されるワークシートを仕上げる。欠席した場合はOh-o! 
Meiji「授業内容・資料」からBlanks（空所補充）のプリントをダウンロ
ード・印刷して，音源を聴きながらディクテーションで英文を埋める。

５．教科書
Harry Potter and the Chamber of Secrets（英語・ペーパーバック）J.K. 
Rowling（著）1998（2002年映画化）
＊2023年度はシリーズ第 2巻です！
＊ 版が多様で間違えやすいため，大学の書店で購入することをお勧めしま
す。

＊春学期は前半部分を，秋学期は後半部分を扱います（春・秋別内容です）

６．参考書
翻訳『ハリー・ポッターと秘密の部屋』松岡佑子訳　静山社

７．課題に対するフィードバックの方法
音読課題：授業時に行う一斉シャドーイングの録音・「レポート」提出か
ら評価
録音：臨機応変にフィードバック（授業内・コメントから）
ワークシート：授業中にチェック→各自，各項目ごとにファイル→定期試
験前に全てを提出（追って返却）

８．成績評価の方法
・70％：授業への取り組み，課題，毎時間の提出物とその内容（質）
・ 30％：学期末試験（S→90%以上，A→80%以上，B→70%以上，C→60%以
上）

【注意】原則として，欠席は授業数の1/3回まで（遅刻 3回で 1欠席。遅延
証明書は 2回まで有効です）

９．その他
Enjoy yourself with Harry and his friends!

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【EM Comprehensive English】

依 田 里 花

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　各ユニットで次のことを行う。
　（1）課題を読み，英問英答等で内容確認をする。
　（2）リスニングとスピーキング練習を行う。
　（3）ライティング練習を行う。
　（4）ケーススタディを通じて応用能力を養う。

〈到達目標〉
「書く・読む・聞く・話す」の4技能をバランスよく総合的に力をつけるこ
とが目標です。課題になる原書購読と並行して，授業では映像を使い場面
を描写するNarrative Writingを中心に力をつけていきます。課題は多い内
容となりますが，ぐんぐんと力をつけていって下さい。

２．授業内容
　第 1回　a： Introduction
　　　　　b： Episode 1
　第 2回：Scene 1  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 3回：Scene 2  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 4回：Scene 3  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 5回：Scene 4  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 6回：Scene 5  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 7回：Scene 6  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 8回：Scene 7  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第 9回：Scene 8  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第10回：Scene 9  （Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第11回：Scene 10（Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第12回：Scene 11（Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第13回：Scene 12（Listening / Writing / Reading / Speaking）
　第14回　a： まとめ
　　　　　b： 試験
＊このシラバスは受講生と相談の上，変更されることがあります。

３．履修上の注意
力をつけるため，毎時間の課題の量が非常に多い授業となります（評価の
約70％）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
【Listening & Speaking】
・ 次週までにテキスト（ 1 頁/ 1 日）を音読練習→授業内で一斉にシャド
ーイング・録音→Oh-o! Meiji「レポート」に提出

【Reading】
・テキストの中で映像と重なる箇所にアンダーラインを引く
【Writing】
・ 授業時に配布されるワークシートを仕上げる。欠席した場合はOh-o! 
Meiji「授業内容・資料」からBlanks（空所補充）のプリントをダウンロ
ード・印刷して，音源を聴きながらディクテーションで英文を埋める。

５．教科書
Harry Potter and the Chamber of Secrets（英語・ペーパーバック）J.K. 
Rowling（著）1998（2002年映画化）
＊2023年度はシリーズ第2巻です！
＊ 版が多様で間違えやすいため，大学の書店で購入することをお勧めしま
す。

＊春学期は前半部分を，秋学期は後半部分を扱います（春・秋別内容です）

６．参考書
翻訳『ハリー・ポッターと秘密の部屋』松岡佑子訳　静山社

７．課題に対するフィードバックの方法
音読課題：授業時に行う一斉シャドーイングの録音・「レポート」提出か
ら評価
録音：臨機応変にフィードバック（授業内・コメントから）
ワークシート：授業中にチェック→各自，各項目ごとにファイル→定期試
験前に全てを提出（追って返却）

８．成績評価の方法
・70％：授業への取り組み，課題，毎時間の提出物とその内容（質）
・ 30％：学期末試験（S→90%以上，A→80%以上，B→70%以上，C→60%以
上）

【注意】原則として，欠席は授業数の1/3回まで（遅刻 3回で 1欠席。遅延
証明書は 2回まで有効です）

９．その他
Enjoy yourself with Harry and his friends!
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ
【GREAT:English for Business Studies(EBS) ⅡA】

デュプリス，ジョン・マークー，ジェイソン・
宮田　理奈子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course aims to equip the student with English skills and the 
basic knowledge needed for understanding and discussing the key 
concepts in business and economics. In EBS II A, the student will 
learn the basic concepts of and vocabulary needed for such areas 
as banking, venture capital financing, bonds, stocks, accounting 
and financial statements, and mareket structure and competition. 
The student will be able to understand the key concepts of and 
discuss basic issues in these areas in English.

２．授業内容
　Week 1 : Introduction; Banking （1）
　Week 2 : Banking （2）
　Week 3 : Venture capital （1）
　Week 4 : Venture capital （2）
　Week 5 : Bonds
　Week 6 : Reports and presentations （1）
　Week 7 : Stocks and shares （1）
　Week 8 : Stocks and shares （2）
　Week 9 : Accounting and financial statements （1）
　Week 10 : Accounting and financial statements （2）
　Week 11 : Market structure and competition （1）
　Week 12 : Reports and presentations （2）
　Week 13 : Market structure and competition （2）
　Week 14 : Review and final test

３．履修上の注意
　This is a requird course for GREAT （Grobal Resources English 
Applied Track） Students.（GREAT 2 年次必修科目です。GREAT対
象以外の学生は履修できません。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　You are expected to read before each class the parts of the 
textbook assigned by your instructor and do relevant exercises.　
As a review of the class, read aloud the parts you learned in your 
class to reinforce your understanding and internalize the 
vocabulary you learned.
　Each week you may be given a quiz or assigned homework.

５．教科書
　Ian MacKenzie. English for Business Studies 3rd Edition. 
Cambridge University Press. 

６．参考書
　Other references and resources will be provided as handouts 
during class or links on Oh-o! Meiji. You should keep a file for 
handouts.

７．課題に対するフィードバックの方法
Provide feedback through Oh-o! Meiji （LMS） discussions as well as 
in-class discussions.

８．成績評価の方法
　Class participation: 20%; reports and presentations: 20%; exam: 
20%; assignments and quizzes 40%.
　More than 3 absences will result in a fail （3 late＝1 absence）.

９．その他
　This course aims to develop your English proficiency which will 
assist you in business studies and business careers. Do your best 
and make this experience truly rewarding. The class will be taught 
in English.

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ
【GREAT:English for Business Studies(EBS) ⅡB】

デュプリス，ジョン・マークー，ジェイソン・
宮田　理奈子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course aims to equip the student with English skills and the 
basic knowledge needed for understanding and discussing the key 
concepts in business and economics. In EBS II B, the student will 
learn the basic concepts of and vocabulary needed for such areas 
as government and taxation, the business cycle, corporate social 
responsibility, exchange rates, international trade, and economics 
and ecology. The student will be able to understand the key 
concepts of and discuss basic issues in these areas in English.

２．授業内容
　Week 1 : Introduction; 22 Government and taxation （1）
　Week 2 : 22 Government and taxation （2）
　Week 3 : 23 The business cycle （1）
　Week 4 : 23 The business cycle （2）
　Week 5 : 24 Corporate social responsibility
　Week 6 : Reports and presentations （1）
　Week 7 : 25 Efficiency and employment
　Week 8 : 5 Recruitment; 2nd-year portfolio
　Week 9 : 26 Exchange rates
　Week 10 : 27 International trade
　Week 11 : 28 Economics and ecology （1）
　Week 12 : Reports and presentations （2）
　Week 13 : 28 Economics and ecology （2）
　Week 14 : Review and final test

３．履修上の注意
　This is a requird course for GREAT （Grobal Resources English 
Applied Track） Students.（GREAT 2 年次必修科目です。GREAT対
象以外の学生は履修できません。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　You are expected to read before each class the parts of the 
textbook assigned by your instructor and do relevant exercises.　
As a review of the class, read aloud the parts you learned in your 
class to reinforce your understanding and internalize the 
vocabulary you learned.
　Each week you may be given a quiz or assigned homework.

５．教科書
　Ian MacKenzie. English for Business Studies. 3rd Edition. 
Cambridge University Press. 

６．参考書
　Other references and resources will be provided as handouts 
during class or links on Oh-o! Meiji. You should keep a file for 
handouts.

７．課題に対するフィードバックの方法
Provide feedback through Oh-o! Meiji （LMS） discussions as well as 
in-class discussions.

８．成績評価の方法
　Class participation: 20%; reports and presentations: 10%; 2nd year 
portfolio: 10%; assignments quizzes 40%; exam 20% .
　More than 3 absences will result in a fail （3 late＝1 absence）.

９．その他
　This course aims to develop your English proficiency which will 
assist you in business studies and business careers. Do your best 
and make this experience truly rewarding. The class will be taught 
in English.
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ａ〔Ｍ〕
【GREAT:Academic Writing ⅡA】

山下　佳江・真継　左和子・モロー，ロバート・
ウォッシュ，イアン

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
In Academic Writing II A, students will learn to write various types of essays, including 
cause/effect essays, comparison/contrast essays, and argumentative essays, using the 
APA style they learned through Academic Writing I. They will also learn and practice 
important academic writing skills such as using synonyms, paraphrasing and 
summarizing.
【Guidelines for students taking Media Classes that include Zoom live】
To ensure that all participants can benefit from Media Classes it is important to have a 
suitable environment for taking classes. You must ensure the following conditions for 
participating in these classes:
1) A reliable computer or tablet with a stable connection to the internet: Smartphones 
are not suitable due to limited functionality. The computer must include a camera and 
microphone. 
2) Suitable software for the class: an updated version of Zoom besides common 
software such as Word and PowerPoint. 
3) A quiet workspace free from interruptions: This should be a private room in your 
home or a classroom on campus designated for taking online classes. When you take 
Zoom classes in a classroom, you must ensure that you keep a certain distance from 
other students so that your voice and other students’ voices will not interfere with 
each other. 
In addition to the above requirements, please keep in mind the following points:
●During Media Classes, you will, in principle, need to have your camera always turned 
on.
●Particularly if you are taking writing classes, you will need to be able to type at a 
reasonable speed. An effective way to improve your typing speed is to use free online 
courses (such as https://www.typingclub.com) that teach you how to type.

２．授業内容
　Week 1  Introduction, Review (paragraph writing, essay structure, APA Style, etc.)　

[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 2 Chapter 6 Cause/Effect Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 3 Chapter 6 Cause/Effect Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 4 Chapter 6 Cause/Effect Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 5 Chapter 6 Cause/Effect Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 6  Chapter 7 Comparison/Contrast Essays [Media-based class (Real-time 

Delivery)]
　Week 7  Chapter 7 Comparison/Contrast Essays [Media-based class (Real-time 

Delivery)]
　Week 8  Chapter 7 Comparison/Contrast Essays [Media-based class (Real-time 

Delivery)]
　Week 9  Chapter 7 Comparison/Contrast Essays [Media-based class (Real-time 

Delivery)]
　Week 10 Chapter 8 Argumentative Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 11 Chapter 8 Argumentative Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 12 Chapter 8 Argumentative Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 13 Chapter 8 Argumentative Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 14 Chapter 8 Argumentative Essays [Media-based class (Real-time Delivery)]

３．履修上の注意
　(1) This is a required course for GREAT (Global Resources English Applied Track) 
students.（GREAT2年次必修科目です。GREAT対象者 以外の学生は履修できません。）
　(2) This is a Media-based course (「メディア授業科目」) and for the entire 14 weeks, 
the class will be conducted fully online through Zoom live streaming. Students will 
need a suitable computer, laptop, or tablet equipped with both a camera and 
microphone to participate via Zoom in the communicative English-based learning class.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　For this course, you will need a copy of the textbook (purchased) and English- 
English, English- Japanese dictionaries (paper or electronic). Before and after classes, 
review what you have learned. You are expected to submit all the assignments by the 
due dates. You will need to spend at least one hour out of class each week for review 
and for doing any assigned homework.

５．教科書
Longman Academic Writing Series Level 4: Essays, by Alice Oshima & Ann Hogue, 
Pearson

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be given through grades or comments, or both.

８．成績評価の方法
Attendance & Class participation    20
　Essays (20, 20, 30)　　　　　　   70
　　　　　　　　　　　　　　　 100
※There will be no face-to-face quizzes or tests.

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語（中級）Ｂ〔Ｍ〕
【GREAT:Academic Writing ⅡB】

山下　佳江・真継　左和子・モロー，ロバート・
ウォッシュ，イアン

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Academic Writing II B builds on the academic writing skills developed in Academic IIA. 
Whereas Academic Writing IIA required students to write multiple papers, this course 
will focus on preparing one fully developed academic paper focusing on a topic 
introduced in their previous business and intercultural classes taught in English. 
Questions and suggested resources will be provided by the teachers of the relevant 
courses. The incremental process of the paper is important and at each stage, students’ 
work will be evaluated. The development of the paper will be done through interactive 
activities, such as pair work and group discussion, and extensive writing skills practice. 
APA Style should be used. By the end of this course students will develop academic 
writing and research skills which are necessary for producing a short research paper 
in English.

【Guidelines for students taking Media Classes that include Zoom live】
To ensure that all participants can benefit from Media Classes it is important to have a 
suitable environment for taking classes. You must ensure the following conditions:
1) A reliable computer or tablet with a stable connection to the internet: Smartphones 
are not suitable due to limited functionality. The computer must include a camera and 
microphone. 
2) Suitable software for the class: an updated version of Zoom besides common 
software such as Word and PowerPoint. 
3) A quiet workspace free from interruptions: This should be a private room in your 
home or a classroom on campus designated for taking online classes. When you take 
Zoom classes in a classroom, you must ensure that you keep a certain distance from 
other students to prevent howling effects. 
In addition to the above requirements, please keep in mind the following points:
●During Media Classes, you will, in principle, need to have your camera always turned 
on. 
●Particularly if you are taking writing classes, you will need to be able to type at a 
reasonable speed.

２．授業内容
　Week 1  Introduction, Unit 1 Preparing to write, Parts1&2 [Media-based class (Real-

time Delivery)]
　Week 2  Part 3 Doing research ※Research list due [Media-based class (Real-time 

Delivery)]
　Week 3 Part 4 Planning the essay [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 4  Unit 2 Essay Paragraphs, Part 1 Introductory paragraphs ※Outline due 

[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 5 Part 2 Body paragraphs [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 6  Part 3 Logical fallacies ※Introduction due [Media-based class (Real-time 

Delivery)]
　Week 7 Part 4 Concluding paragraphs [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 8  Unit 3 Using and Citing Sources, Part 1 Evaluating sources ※Body 

paragraphs due [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 9  Part 2 Integrating source information ※Concluding paragraph due [Media-

based class (Real-time Delivery)]
　Week 10 Part 3 Citing sources [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 11  Part 4 Using reporting verbs and phrases ※First complete draft due 

[Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 12  Unit 4 Accuracy and Clarity, Part 1 Hedging and intensifying Part 2 

Academic sentence styles [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 13 Part 3 Editing ※Abstract due [Media-based class (Real-time Delivery)]
　Week 14 Review ※Final draft due [Media-based class (Real-time Delivery)]

３．履修上の注意
　(1) This is a required course for GREAT (Global Resources English Applied Track) 
students.（GREAT2年次必修科目です。GREAT対象者 以外の学生は履修できません。）
　(2) This is a Media-based course (「メディア授業科目」) and for the entire 14 weeks, 
the class will be conducted fully online through Zoom live streaming. Students will 
need a suitable computer, laptop, or tablet equipped with both a camera and 
microphone to participate via Zoom in the communicative English-based learning class.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　For this course, you will need a copy of the textbook (purchased) and English- 
English, English- Japanese dictionaries (paper or electronic). Before and after classes, 
review what you have learned. You are expected to submit all the assignments by the 
due dates. You will need to spend at least one hour out of class each week for review 
and for doing any assigned homework.

５．教科書
　Cambridge Academic Writing Skills Student’s Book 3, by Peter Chin, Samuel Reid, 
Sean Wray, & Yoko Yamazaki, Cambridge University Press

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be provided through grades or comments, or both.

８．成績評価の方法
　Attendance & participation (20), Research list (5), Outline (5), Introduction (10), Body 
paragraphs (10), Conclusion (5), First draft (10), Abstract (5), Final draft (30)
　※There will be no face-to-face quizzes or tests.

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN121J

ドイツ語（初級）Ⅰa 赤 池　マリア

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　ドイツ語を初めて学ぶ人を対象に，ネイティブの教員により，「聞
く・話す・読む・書く」こと全般について，ドイツ語の入門的な運
用能力を養成します。

〈到達目標〉
　ドイツ語の音や響きに慣れ，独検 5 級程度の運用能力を身につけ
る。

２．授業内容
　教科書に沿って，おおむね以下のテーマについて練習します。

　第 1回：挨拶，自己紹介
　第 2回：ヨーロッパの国と言語
　第 3回：電話する
　第 4回：他人の紹介
　第 5回：家族
　第 6回：数字
　第 7回：聴く練習
　第 8回：はがきを書く
　第 9回：食習慣
　第10回：食品と値段
　第11回：買い物する
　第12回：レストランで注文する
　第13回：聴く練習
　第14回　a: まとめ　b: 試験

３．履修上の注意
　指定されたクラスで受講すること。この単位を落とすと，秋学期
の初級Ⅱa を受講できなくなるので注意してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　担当教員の指示に従い，予習・復習を行うこと。

５．教科書
　担当教員が指示します。

６．参考書
　参考書，問題集などは担当教員が必要に応じて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（授業への参加度，課題の発表，小テストなど）40％，定
期試験60％を予定しています。

９．その他
　「選択外国語」の項目に記載されている「ドイツ語コミュニケー
ション」の授業についても参照して，ぜひ参加を検討してみてくだ
さい。

科目ナンバー：（BA）LAN121J

ドイツ語（初級）Ⅱa 赤 池　マリア

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期開講の「ドイツ語（初級）Ⅰa」を引きつぎ，ネイティブ
の教員により，「聞く・話す・読む・書く」こと全般について，ド
イツ語の実践的な運用能力を養成します。
〈到達目標〉
　ドイツ語でのやりとりに慣れ，独検4級程度（もしくは国際検定
試験「スタートドイツ語1（SD1）」の準備を開始できる程度）の運
用能力を身につける。

２．授業内容
　教科書に沿って，おおむね以下のテーマについて練習します。
　第 1回：挨拶
　第 2回：住まいについて
　第 3回：家具
　第 4回：住まいの広告
　第 5回：テクストを読む
　第 6回：聴く練習
　第 7回：一日の経過
　第 8回：時刻
　第 9回：一週間のスケジュール
　第10回：約束する
　第11回：聴く練習
　第12回：趣味
　第13回：メールを書く
　第14回　a: まとめ　b: 試験
　この他に，国際検定試験「スタートドイツ語 1（SD1）」の「聞く」
「話す」に対応する内容も扱います。

３．履修上の注意
　指定されたクラスで受講すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　担当教員の指示に従い，予習・復習を行うこと。

５．教科書
　担当教員が指示します。

６．参考書
　参考書，問題集などは担当教員が必要に応じて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（授業への参加度，課題の発表，小テストなど）40％，定
期試験60％の予定です。

９．その他
　「選択外国語」の項目に記載されている「ドイツ語コミュニケー
ション」の授業についても参照し，ぜひ参加を検討してみてくださ
い。
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科目ナンバー：（BA）LAN121J

ドイツ語（初級）Ⅰb

竹内　拓史・畑　一成・大類　京子・松島　渉

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　ドイツ語を初めて学ぶ人を対象に，各クラスの担当教員が選んだ
教科書を使って，初級文法の基礎とその運用を学びます。

〈到達目標〉
　ドイツ語初級文法の土台となる最も基本的な知識を身につける。

２．授業内容
　各担当教員が選んだ教科書に沿って，おおむね以下の文法事項を
学習します。
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：発音の規則
　第 3回：動詞の現在人称変化　（1）　規則動詞
　第 4回：名詞の性・数・格，定冠詞・不定冠詞の格変化
　第 5回：動詞の現在人称変化　（2）　不規則動詞
　第 6回：前置詞
　第 7回：定冠詞類の格変化
　第 8回：不定冠詞類の格変化
　第 9回：分離動詞・非分離動詞
　第10回：人称代名詞，命令形
　第11回：話法の助動詞，未来形
　第12回：接続詞，副文
　第13回：春学期の復習
　第14回：a：まとめ　b：期末試験
　〔ただし以上のスケジュールは，授業の進度によって変更される
こともあります。〕

３．履修上の注意
　指定されたクラスで受講すること。
　この単位を落とすと，秋学期の初級Ⅱbを受講できなくなるので
注意してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各担当教員の指示に従い，予習・復習を行うこと。

５．教科書
　各担当教員が指示します。

６．参考書
　各担当教員が必要に応じて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（授業への参加度，課題の発表，小テストなど）40％，定
期試験60％の予定です。

９．その他
　「選択外国語」の項目に記載されている「ドイツ語コミュニケー
ション」の授業についても参照し，ぜひ参加を検討してみてくださ
い。

科目ナンバー：（BA）LAN121J

ドイツ語（初級）Ⅱb

竹内　拓史・畑　一成・大類　京子・松島　渉

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期開講の「ドイツ語（初級）Ⅰb」を引きつぎ，初級文法の
主要部分とその運用を学びます。

〈到達目標〉
　ドイツ語初級文法の基本的知識の大部分を身につける。

２．授業内容
　各担当教員が選んだ教科書に沿って，おおむね以下の文法事項を
学習します。
　第 1回：春学期の復習
　第 2回：非人称動詞，再帰代名詞・再帰動詞
　第 3回：形容詞の用法，格変化，名詞化
　第 4回：zu不定詞（句）
　第 5回：動詞の 3基本形，過去形
　第 6回：現在完了形
　第 7回：過去完了形
　第 8回：形容詞・副詞の比較表現
　第 9回：指示代名詞，関係代名詞（1）　定関係代名詞
　第10回：関係代名詞（2）　不定関係代名詞，関係副詞
　第11回：受動態（1）　現在形
　第12回：受動態（2）　過去形，現在完了形，状態受動
　第13回：秋学期の復習
　第14回：a: まとめ　b: 期末試験
　〔ただし以上のスケジュールは，授業の進度によって変更される
こともあります。〕

３．履修上の注意
　指定されたクラスで受講すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　まずはドイツ語に慣れることを主眼とした春学期のⅠb とは異な
り，このⅡb では授業のスピードが速くなるので，予習を欠かさな
いこと。その他の予習・復習については各担当教員の指示に従って
ください。

５．教科書
　春学期に各担当教員が選んだ教科書を引き続き使用します。

６．参考書
　各担当教員が必要に応じて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（授業への参加度，課題の発表，小テストなど）40％，定
期試験60％の予定です。

９．その他
　「選択外国語」の項目に記載されている「ドイツ語コミュニケー
ション」の授業についても参照し，ぜひ参加を検討してみてくださ
い。
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科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ａ
【指定クラス】

大類　京子・糟谷　恵次・小松　真帆

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　2学期程度のドイツ語既修者を対象に，各クラスの担当教員が選
んだ教科書に沿って中級レベルのテクストを扱い，それを通して初
級文法の復習をし，その定着を図ります。

〈到達目標〉
　秋学期開講の「ドイツ語（中級）B 指定クラス」とあわせ，ドイ
ツ語初級文法の全般的知識を身につけ，それらを運用することがで
きるようになる。

２．授業内容
　各クラスの担当教員が選んだ教科書によってテーマは異なります
が，そのテーマのテクストを使って，一年次に学んだ初級文法のう
ちまだ充分に定着していないと思われる項目を復習します。（なお

「接続法」はどのクラスも一年次には学習していませんので，この
授業で初めて扱います。）
復習する文法事項やその順序も教科書によって多少違いがあります
が，おおむね以下のような項目を取り上げます。

　第 1回・第 2回　接続法
　第 3回・第 4回　接続詞
　第 5回・第 6回　zu 不定詞（句）
　第 7回・第 8回　受動態
　第 9回・第10回　形容詞の用法
　第11回・第12回　話法の助動詞
　第13回　春学期の復習
　第14回　a　まとめ　　b　期末試験

３．履修上の注意
　指定されたクラスで受講すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各担当教員の指示に従い，予習・復習を行うこと。

５．教科書
　各担当教員が指示します。

６．参考書
　各担当教員が必要に応じて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（授業への参加度，課題の発表，小テストなど）40％，定
期試験60％の予定です。

９．その他
　「選択外国語」の項目に記載されている「ドイツ語コミュニケー
ション」の授業についても参照し，ぜひ参加を検討してみてくださ
い。

科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ｂ
【指定クラス】

大類　京子・糟谷　恵次・小松　真帆

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期開講の「ドイツ語（中級）A 指定クラス」を引き継ぎ，各
クラスの担当教員が選んだ教科書に沿って中級レベルのテクストを
扱い，それを通して初級文法を復習し，その定着を図ります。

〈到達目標〉
　ドイツ語初級文法の全般的知識を身につけ，それらを運用するこ
とができるようになる。

２．授業内容
　各クラスの担当教員が選んだ教科書によってテーマは異なります
が，そのテーマのテクストを通して，一年次に学んだ初級文法のう
ちまだ充分に定着していないと思われる項目を復習します。取り上
げる項目やその順序も教科書によって多少違いがありますが，おお
むね以下のような項目を扱います。

　第 1回・第 2回　再帰代名詞・再帰動詞
　第 3回・第 4回　関係文
　第 5回・第 6回　過去の出来事の表現（過去形，現在完了形）
　第 7回・第 8回　直接話法と間接話法
　第 9回・第10回　形容詞・副詞の比較
　第11回・第12回　直説法・接続法・命令法
　第13回　秋学期の復習
　第14回　a まとめ　　b 期末試験

３．履修上の注意
　指定されたクラスで受講すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各担当教員の指示に従い，予習・復習を行うこと。

５．教科書
　各担当教員が指示します。

６．参考書
　各担当教員が必要に応じて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（授業への参加度，課題の発表，小テストなど）40％，定
期試験60％の予定です。

９．その他
　「選択外国語」の項目に記載されている「ドイツ語コミュニケー
ション」の授業についても参照し，ぜひ参加を検討してみてくださ
い。
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科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ａ
【選択クラス】

畑　 一 成

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
「ドイツ語（中級）A」には「指定クラス」と「選択クラス」があ
るが，「指定クラス」で初級文法の学習を完結させるのに対して，
この「選択クラス」では，受講者各自の関心に従い， 6つの異なる
テーマのクラスのなかから 1つを選択して受講する。既習の文法事
項を応用し，中級レベルのドイツ語教材に取り組むと共に，適宜ド
イツのニュース等を紹介し，ドイツ語圏の社会や文化についての理
解も深める。

【到達目標】
中級レベルのドイツ語を理解することができる。ドイツ語圏の社会
や文化について，ある程度の知識と持続的な関心を有する。

２．授業内容
EUは 5 億人弱の人口を抱えながら，高い教育水準を保ち，様々な
イノベーションを産むとともに，世界の政治・経済のルール作りに
おいてアメリカに並ぶ影響力を持っている。その欧州がどの方向を
進んでいるのかを分析できるようになるため，EUで最大であるド
イツ語圏の政治，経済，研究の動向をリサーチする技能と語学力を
習得する。
第 1回　 授業方法や評価基準の説明。ドイツ語圏の情報リサーチす

るときに必要となる知識と方法論を概説。
第 2回　 政府系機関から情報を取得する仕方を学び，官報等の文章

を読解する（独政府が重点を置くテーマから選ぶ）。
第 3～ 5 回　官報の読解を進めながら，各文章の文法を再確認する。
第 6回　 ドイツ語圏の代表的な研究機関を知り，そこの機関紙等を

読解する（フラウンホーファー研究機構を予定）。 
第 7 ～ 9 回　 機関紙を読み進めながら，学術的な文章の読み解き方

を理解し，各文章の文法を再確認する。
第10回　 ドイツ語圏の主要メディアを知り，いくつかの記事を読解

する。
第11～13回　 記事を読み進めながら，様々な省略表現やレトリック

等の特徴的な文章表現を学ぶ。
第14回　a. 試験 b. 正答解説

３．履修上の注意
本授業は 1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修に
際しては事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引」
を参照のこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業後，読解した文章の意味や文法を再確認する。
・ 次回の授業で読む文章を自力で翻訳し，文法的に説明できるよう

に予習する。

５．教科書
特定の教科書は使用しない。読解する文章は講師が用意する。手持
ちの文法書を毎授業持参すること。

６．参考書
『ドイツ語学への誘い』河崎靖（現代書館）
『ハンドブックヨーロッパ外交史』岩間陽子，君塚直隆，細谷雄一
（ミネルヴァ書房）

７．課題に対するフィードバックの方法
第14回のｂモジュールで，試験の正答解説と講評を行う。

８．成績評価の方法
期末試験：60％（「到達目標」の記載内容を測る試験を行う）
授業への参加：40％（課題や発表，グループワーク等の参加度や達
成度を測る）
※授業への参加状況や態度によって減点する場合がある。
※授業を3分の1以上欠席した場合，評価の対象としない。 

９．その他
・ 格や品詞等の文法を一語一語確認しながら読み進める「精読」の

スタイルをとる。意訳が得意なAI翻訳とは相性が悪く，学習者の
ドイツ語能力を歪めてしまうため，機械翻訳を使用しないこと。

・ 実践的なリサーチを通じてドイツ語能力の向上を目指す。リサー
チをするためには，広い視野が必要であり，普段から気になるこ
とを調べる習慣を身に着けることが望ましい。 

科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ｂ
【選択クラス】

畑　 一 成

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
「ドイツ語（中級）A」には「指定クラス」と「選択クラス」があ
るが，「指定クラス」で初級文法の学習を完結させるのに対して，
この「選択クラス」では，受講者各自の関心に従い， 6つの異なる
テーマのクラスのなかから 1つを選択して受講する。既習の文法事
項を応用し，中級レベルのドイツ語教材に取り組むと共に，適宜ド
イツのニュース等を紹介し，ドイツ語圏の社会や文化についての理
解も深める。
【到達目標】
中級レベルのドイツ語を理解することができる。ドイツ語圏の社会
や文化について，ある程度の知識と持続的な関心を有する。

２．授業内容
EUは 5 億人弱の人口を抱えながら，高い教育水準を保ち，様々な
イノベーションを産むとともに，世界の政治・経済のルール作りに
おいてアメリカに並ぶ影響力を持っている。その欧州がどの方向を
進んでいるのかを分析できるようになるため，EUで最大であるド
イツ語圏の政治，経済，研究の動向をリサーチする技能と語学力を
習得する。
第 1回　 授業方法や評価基準の説明。ドイツ語圏の情報リサーチす

るときに必要となる知識と方法論を概説。
第 2回　 政府系機関から情報を取得する仕方を学び，官報等の文章

を読解する（独政府が重点を置くテーマから選ぶ）。 
第 3 ～ 5 回　官報の読解を進めながら，各文章の文法を再確認する。
第 6回　 ドイツ語圏の代表的な研究機関を知り，そこの機関紙等を

読解する（フラウンホーファー研究機構を予定）。 
第 7 ～ 9 回　 機関紙を読み進めながら，学術的な文章の読み解き方

を理解し，各文章の文法を再確認する。
第10回　 ドイツ語圏の主要メディアを知り，いくつかの記事を読解

する。
第11～13回　 記事を読み進めながら，様々な省略表現やレトリック

等の特徴的な文章表現を学ぶ。
第14回　a. 試験 b. 正答解説

３．履修上の注意
本授業は 1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修に
際しては事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引」
を参照のこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業後，読解した文章の意味や文法を再確認する。
・ 次回の授業で読む文章を自力で翻訳し，文法的に説明できるよう

に予習する。

５．教科書
特定の教科書は使用しない。読解する文章は講師が用意する。手持
ちの文法書を毎授業持参すること。

６．参考書
『ドイツ語学への誘い』河崎靖（現代書館）
『ハンドブックヨーロッパ外交史』岩間陽子，君塚直隆，細谷雄一
（ミネルヴァ書房） 

７．課題に対するフィードバックの方法
第14回のｂモジュールで，試験の正答解説と講評を行う。

８．成績評価の方法
期末試験：60％（「到達目標」の記載内容を測る試験を行う）
授業への参加：40％（課題や発表，グループワーク等の参加度や達
成度を測る）
※授業への参加状況や態度によって減点する場合がある。
※授業を3分の1以上欠席した場合，評価の対象としない。

９．その他
・ 格や品詞等の文法を一語一語確認しながら読み進める「精読」の

スタイルをとる。意訳が得意なAI翻訳とは相性が悪く，学習者の
ドイツ語能力を歪めてしまうため，機械翻訳を使用しないこと。

・ 実践的なリサーチを通じてドイツ語能力の向上を目指す。リサー
チをするためには，広い視野が必要であり，普段から気になるこ
とを調べる習慣を身に着けることが望ましい。
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科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ａ
【選択クラス】

赤 池　マリア

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「ドイツ語（中級）A」には「指定クラス」と「選択クラス」が
あるが，「指定クラス」で初級文法の学習を完結させるのに対して，
この「選択クラス」では，受講者各自の関心に従い， 6 つの異なる
テーマのクラスのなかから 1 つを選択して受講する。既習の文法事
項を応用し，中級レベルのドイツ語教材に取り組むと共に，ドイツ
語圏の社会や文化についての理解を深める。

〈到達目標〉
　中級レベルのドイツ語を理解することができる。ドイツ語圏の社
会や文化について，ある程度の知識と持続的な関心を有する。

２．授業内容
　この授業ではドイツ語の検定試験の準備をします。すでに一年間
ドイツ語を学習した学生がこのクラスに参加ができます。
　日常のさまざまなシチュエーションにおける「聞く」「読む」「話
す」「書く」を練習します。その際さらに，試験のための語彙や言
い回し，文法も学んでいきます。授業の中心となるのは，ペアワー
クやグループでの作業における「聞くこと」と「話すこと」の練習
です。
　教科書を使い，以下のテーマについて練習したいと思います。
　第 1回：イントロダクション，自己紹介
　第 2回：ストーリーを聴く，対話練習
　第 3回：職業と仕事について
　第 4回：語彙を覚えるためのゲーム
　第 5回：国と言語，プロフィールを書く
　第 6回：対話練習，手紙を書く
　第 7回：住まいについて，好みを表現する
　第 8回：ストーリーを聴く，対話練習
　第 9回：日常用品，テキストを読む
　第10回：職場の環境
　第11回：ストーリーを聴く，対話練習
　第12回：メールを読む，語彙練習
　第13回：まとめ
　第14回：レポート提出

３．履修上の注意
　積極的にパートナー又グループワークに参加することが必要で
す。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため履
修に際しては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」
を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　復習することによってなおさら上達することができます。

５．教科書
　“Menschen A 1.1　Kursbuch”　　Hueber 978-3-19-361901-3

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　テスト：60％　レポート ：40％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ｂ
【選択クラス】

赤 池　マリア

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　秋学期開講の「ドイツ語（中級）B（選択クラス）」では，春学
期開講の「ドイツ語（中級）A（選択クラス）」で受講者各自が選
択したのと同一のテーマのクラスを，原則として受講する。初級文
法全般を応用し，中級レベルのドイツ語教材に取り組むと共に，ド
イツ語圏の社会や文化についての理解をいっそう深める。
〈到達目標〉
　中級レベルのドイツ語を理解することができる。ドイツ語圏の社
会や文化について，春学期以上の知識と持続的な関心を有る。

２．授業内容
　この授業ではドイツ語の検定試験の準備をします。すでに一年間
ドイツ語を学習した学生がこのクラスに参加ができます。
　日常のさまざまなシチュエーションにおける「聞く」「読む」「話
す」「書く」を練習します。その際さらに，試験のための語彙や言
い回し，文法も学んでいきます。授業の中心となるのは，ペアワー
クやグループでの作業における「聞くこと」と「話すこと」の練習
です。
　教科書を使い，以下のテーマについて練習したいと思います。
　第 1回：イントロダクション，自己紹介
　第 2回：趣味，自由時間の過ごし方
　第 3回：ストーリーを聴く，対話練習
　第 4回：約束する，メールを書く
　第 5回：時刻，対話練習
　第 6回：ドイツの食習慣
　第 7回：メニューを読む，週末の予定
　第 8回：駅での語彙練習
　第 9回：色々な対話の聴く・話す練習
　第10回：日常のアクチヴィチについて
　第11回：スケジュールを話す
　第12回：映画を観る
　第13回：まとめ
　第14回：レポート提出

３．履修上の注意
　積極的にパートナー又グループワークに参加することが必要で
す。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため履
修に際しては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」
を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　復習することによってなおさら上達することができます。

５．教科書
　Menschen A 1.1.　　Kursbuch　Hueber出版社　ISBN: 978-3-19-
361901-3

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　テスト　60％　レポート ：40％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ａ
【選択クラス】

大 類 京 子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「ドイツ語（中級）A」には「指定クラス」と「選択クラス」があるが，「指
定クラス」で初級文法の学習を完結させるのに対して，この「選択クラス」
では，受講者各自の関心に従い，6つの異なるテーマのクラスのなかから1
つを選択して受講する。既習の文法事項を応用し，中級レベルのドイツ語教
材に取り組むと共に，ドイツ語圏の社会や文化についての理解を深める。
〈到達目標〉
　中級レベルのドイツ語を理解することができ，ドイツ語圏の社会や文化
について，ある程度の知識と持続的な関心を有する。「ヨーロッパ級数参
照枠」のA1レベルの修了試験「Start Detusch1」に対応できるドイツ語運
用能力を身につける。

２．授業内容
　第 1回　ａ：イントロダクション　ｂ：自己紹介
　第 2回　Kennenlernen（人と知り合う）　（1）
　第 3回　Freizeit（自由時間）　（1）
　第 4回　Freizeit（自由時間）　（2）
　第 5回　Freizeit（自由時間）　（3）
　第 6回　Tagesablauf（一日の行動）　（1）
　第 7回　Tagesablauf（一日の行動）　（2）
　第 8回　Tagesablauf（一日の行動）　（3）　
　第 9回　Wohnen（住まい）　（1）
　第10回　Wohnen（住まい）　（2）
　第11回　Essen und Trinken（食事）　（1）
　第12回　Essen und Trinken（食事）　（2）
　第13回　Essen und Trinken（食事）　（3）
　第14回　ａ：まとめ　ｂ：試験
　［上記のスケジュールは，場合によっては変更されることもあり得ます。］

３．履修上の注意
　本授業は1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修に際して
は事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引」を参照のこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　指定された箇所の予習をすること。また授業内で単語テストがあるた
め，地道かつ継続的な努力が求められる。

５．教科書
　藤原三枝子/ 桂木　忍 / 本河裕子/ 野村幸宏/ Anja Poller/ Rita 
Toussaint 著　『スタート! 1　―コミュニケーション活動で学ぶドイツ語
―』　三修社
＊同じようなタイトルの姉妹教科書があるので，間違えないよう気をつけ
てください。

６．参考書
　辞書を必ず携帯すること。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内で解答や補足について言及します。場合によっては，クラスウェブ
の掲示板等を使うこともあります。

８．成績評価の方法
【平常点40：学期末試験60】
　平常点は，課題や授業参加態度・貢献度，単語テスト，ヒアリング小テ
ストなどによります。
欠席や遅刻，辞書不携帯は，「授業参加態度・貢献度」に大きく影響し，
平常点からマイナスしていきます。
遅刻・欠席が一定以上の回数を超えた場合，学期末試験を受験しても，点
数に関係なく不可とします。

９．その他
　この授業は，検定試験「スタートドイツ語1」対応のクラスです。「スタ
ートドイツ語1」は，欧州評議会が定めた語学力評価基準の最初のレベル，
A1レベルを証明する検定試験です。その資格は日本国内を対象とした独
検とは異なり，ヨーロッパをはじめ世界中で通用します。「世界統一基準
の資格試験」といわれると敷居が高い印象があるかもしれませんが，その
心配はありません。試験の内容や形式，必要語彙は，ドイツの日常や身近
な話題にふれた親近感の持てるものです。1年次に学習した初級文法の知
識，表現力があれば十分合格できる試験ですから，積極的に挑戦してみる
ことをお勧めします。

科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ｂ
【選択クラス】

大 類 京 子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「ドイツ語（中級）A」には「指定クラス」と「選択クラス」があるが，「指
定クラス」で初級文法の学習を完結させるのに対して，この「選択クラス」
では，受講者各自の関心に従い，6つの異なるテーマのクラスのなかから1
つを選択して受講する。既習の文法事項を応用し，中級レベルのドイツ語教
材に取り組むと共に，ドイツ語圏の社会や文化についての理解を深める。
〈到達目標〉
　中級レベルのドイツ語を理解することができ，ドイツ語圏の社会や文化
について，ある程度の知識と持続的な関心を有する。「ヨーロッパ級数参
照枠」のA1レベルの修了試験「Start Detusch1」に対応できるドイツ語運
用能力を身につける。

２．授業内容
　第 1回　ａ：イントロダクション　ｂ：Einkaufen（買い物）　（1）
　第 2回　Einkaufen（買い物）　（2）
　第 3回　Einkaufen（買い物）　（3）
　第 4回　Familie（家族）　（1）
　第 5回　Familie（家族）　（2）
　第 6回　Reisen（旅行）　（1）
　第 7回　Reisen（旅行）　（2）
　第 8回　In der Stadt（街角で）　（1）
　第 9回　In der Stadt（街角で）　（2）
　第10回　スタートドイツ語1　模擬練習（1）
　第11回　スタートドイツ語1　模擬練習（2）
　第12回　ドイツ文化に触れる（1）
　第13回　ドイツ文化に触れる（2）
　第14回　a：まとめ　b：試験
　［上記のスケジュールは，スタートドイツ語の試験実施日によって，多
少変更がありえます。］

３．履修上の注意
　本授業は1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修に際して
は事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引」を参照のこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　指定された箇所の予習をすること。特に語彙は，授業中に行われる課題
に大きく関係するため，各自必ず調べて授業に臨むこと。

５．教科書
　藤原三枝子/ 桂木　忍 / 本河裕子/ 野村幸宏/ Anja Poller/ Rita 
Toussaint 著　『スタート! 1　―コミュニケーション活動で学ぶドイツ語
―』　三修社
＊同じようなタイトルの姉妹教科書があるので，間違えないよう気をつけ
てください。

６．参考書
　辞書を必ず携帯すること。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内で解答や補足について言及します。場合によっては，クラスウェブ
の掲示板等を使うこともあります。

８．成績評価の方法
【平常点40：学期末試験：60】
　平常点は，課題や授業参加態度・貢献度，単語テスト，ヒアリング小テ
スト，模擬テストなどによります。
欠席・遅刻，辞書不携帯は，授業参加態度への評価に大きく影響します。
遅刻・欠席が一定回数以上になると，学期末試験を受験しても，点数に関
係なく不可とします。
SD1の受験は義務ではありませんが，受験そのもので平常点への「加点」
があります。
また，学期末試験前に合格が判明すれば，学期末試験を受験する必要はあ
りません。

９．その他
　ゲーテインスティチュートで行われる「スタートドイツ語」の試験日程
や申し込みに関しては，O-meijiにて情報が公開されます。希望者はその
お知らせに従って，各自申し込み手続きを行って下さい。
　秋学期のみの受講者は，春学期からの積み重ねがないため，試験に必要
な語彙や練習が不足している状態で，スタートドイツ語1と同じ形式の学
期末試験を受けることになります。したがって，受講に関しても試験勉強
に関しても，いっそうの努力が必要になります。
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科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ａ
【選択クラス】

小 松 真 帆

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
・ 本授業では，教科書用に書き改められた伝説や物語を「ドイツ語

で読む」授業です。初級文法の知識を確認しながらドイツ語のテ
キストをじっくりと読み進めますが，積極的な取り組みが求めら
れます。

・ 本テキストの講読により，中級レベルのドイツ語を理解し，ドイ
ツ語圏の歴史や文化についての関心をたかめることを目標としま
す。

・ 積極的に取り組むことによって中級レベルのドイツ語能力を身に
つけること，そしてドイツ語圏の歴史や文化についての造詣を深
めることを目標とします。

２．授業内容
　第 1回：初級ドイツ語の復習，講読の仕方の説明・注意
　第 2回：シラー「人質」（処罰）
　第 3回：シラー「人質」（人質）
　第 4回：シラー「人質」（帰還）
　第 5回：シラー「人質」（和解）
　第 6回：作者不詳「ローエングリン」（ブラバント国）
　第 7回：作者不詳「ローエングリン」（父王の死）
　第 8回：作者不詳「ローエングリン」（騎士の登場）
　第 9回：作者不詳「ローエングリン」（忠誠と決闘）
　第10回：作者不詳「ローエングリン」（噂と疑心）
　第11回：作者不詳「ローエングリン」（結末）
　第12回：作者不詳「ローエングリン」（歌劇について）
　第13回：重要な文法事項，講読のポイントのまとめ
　第14回：a. 期末試験，b. 解説

３．履修上の注意
あくまでも「ドイツ語のテキスト」を読む授業なので，初級ドイツ
語の知識をひとつひとつ確認しながら予習復習に取り組むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ テキストのドイツ語に取り組むさいには，単語の意味を調べるだ

けでなく，自分の力で日本語の文章に移し替えてみること。
・ 伝説や物語の背景や，それらを元にした他の作品などにも関心を

広げるように。
・分からないところがあれば，その都度質問すること。

５．教科書
Diana Beier-Taguchi， 久 保 哲 司　『 名 作 イ ー ジ ー リ ー ダ ー

（Geschichten zum Deutschlernen）』　朝日出版社，1900円

６．参考書
・ 辞書（持っていない場合には授業開始までに用意し，毎回必ず持

参すること）
・初級ドイツ語の教科書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
授業への参加度，課題等40％，期末試験60％

９．その他
特になし

科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ｂ
【選択クラス】

小 松 真 帆

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本授業では，教科書用に書き改められた伝説や物語を「ドイツ語
で読む」授業です。初級文法の知識を確認しながらドイツ語のテキ
ストをじっくりと読み進めますが，積極的な取り組みが求められま
す。
　本テキストの講読により，中級レベルのドイツ語を理解し，ドイ
ツ語圏の歴史や文化についての関心をたかめることを目標としま
す。

２．授業内容
　第 1回：復習と確認
　第 2回：作者不詳「タンホイザー」（ミンネジンガー）
　第 3回：作者不詳「タンホイザー」（エリーザベト）
　第 4回：作者不詳「タンホイザー」（名人クリングゾア）
　第 5回：作者不詳「タンホイザー」（ヴェーヌスの山）
　第 6回：作者不詳「タンホイザー」（罪と贖罪）
　第 7回：作者不詳「タンホイザー」（巡礼）
　第 8回：作者不詳「タンホイザー」（歌劇について）
　第 9回：グリム童話について
　第10回：グリム兄弟「ガチョウ番の娘」（婚礼への旅）
　第11回：グリム兄弟「ガチョウ番の娘」（女中のたくらみ）
　第12回：グリム兄弟「ガチョウ番の娘」（ファラダの首）
　第13回：グリム兄弟「ガチョウ番の娘」（キュルトヒェン）
　第14回：a. 期末試験，b. 解説

３．履修上の注意
　あくまでも「ドイツ語のテキスト」を読む授業なので，初級ドイ
ツ語の知識をひとつひとつ確認しながら予習復習に取り組むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ テキストのドイツ語に取り組むさいには，単語の意味を調べるだ

けでなく，自分の力で日本語の文章に移し替えてみること。
・ 伝説や物語の背景や，それらを元にした他の作品などにも関心を

広げるように。
・分からないところがあれば，その都度質問すること。

５．教科書
　Diana Beier-Taguchi，久保哲司　『名作イージーリーダー
（Geschichten zum Deutschlernen）』　朝日出版社，1900円

６．参考書
・ 辞書（持っていない場合には授業開始までに用意し，毎回必ず持

参すること）
・初級ドイツ語の教科書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度，課題等40％，期末試験60％

９．その他
　特になし
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科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ａ
【選択クラス】

松 島　 渉

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
概要
　「ドイツ語（中級）A」には「指定クラス」と「選択クラス」が
あるが，「指定クラス」で初級文法の学習を完結させるのに対して，
この「選択クラス」では，受講者各自の関心に従い， 6つの異なる 
テーマのクラスのなかから 1つを選択して受講する。既習の文法事
項を応用し，中級レベルのドイツ語教材に取り組むと共に，ドイツ
語圏の社会や文化についての理解を深める。
到達目標
　中級レベルのドイツ語を理解することができる。ドイツ語圏の社
会や文化について，ある程度の知識と持続的な関心を有する。

２．授業内容
　本授業では，作文練習を通して既習の文法事項を捉えなおし，よ
りいっそうの理解を深める。教科書に従い授業を進めるが，受講者
の学習レベルに応じて変更する可能性がある。辞書必携。
　第 1回　導入，既習事項の確認
　第 2回　主語と定動詞，動詞の位置
　第 3回　自己紹介の文（1）
　第 4回　ドイツ語らしい語順
　第 5回　自己紹介の文（2）
　第 6回　否定文
　第 7回　好き嫌いを言う
　第 8回　冠詞の使い方
　第 9回　身体の調子を伝える
　第10回　情報の流れを考える
　第11回　過去の事を書く
　第12回　空間の位置関係の表し方
　第13回　道案内の表現
　第14回　a：試験　b：解説

３．履修上の注意
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修
に際しては事前登録が必要である。詳細は「経営学部履修の手引」
を参照のこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，予習範囲を指定し，課題を与えるのでやってくること。初
級で学んだことは既習事項として扱うので，自学自習を怠らないこ
と。一年次に使用した基礎文法教科書を見直すとよい。

５．教科書
　清野智明『ドイツ語を書いてみよう！』［改訂版］白水社, 2016年

６．参考書
　指定クラスで使用している文法の教科書を参考にすること。

７．課題に対するフィードバックの方法
　提出課題は添削して返却する。

８．成績評価の方法
　平常点50点，期末試験50点。
　平常点とは出席のみで得られるものではない。事前に指定された
問題をやっていなかったり，指名されて問題を答える際に思考の跡
がないなどが減点の対象である。期間中 2回ほど作文課題を提出す
る機会がある。課題提出の有無，その内容も平常点に含まれる。

９．その他
　何か一定の内容を外国語の文章で伝えるとき，それは一通りであ
るとは限らない。文法のルールや定型を覚えることは大事だが，た
だ作文の模範解答を暗記するだけということにならないよう注意す
ること。
　昨今人工知能の発達等により機械翻訳の精度が飛躍的に上がって
いるが，機械翻訳を通したものをただ書き写したとしてもそれはあ
なたの学習ではない。仮に機械翻訳を使うとしても，それが使用者
の能力向上に役立てられないのならば外国語学習において意味は薄
い。テクノロジーとの付き合い方をよく考えること。

科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語（中級）Ｂ
【選択クラス】

松 島　 渉

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
概要
　秋学期開講の「ドイツ語（中級）B（選択クラス）」では，春学
期開講の「ドイツ語（中級）A（選択クラス）」で受講者各自が選
択したのと同一テーマのクラスを，原則として受講する。初級文法
全般を応用し，中級レベルのドイツ語教材に取り組むと共に，ドイ
ツ語圏の社会や文化についての理解をいっそう深める。
到達目標
　中級レベルのドイツ語を理解することができる。ドイツ語圏の社
会や文化について，春学期以上の知識と持続的な関心を有する。

２．授業内容
　春学期に引き続き，作文を通して文法事項の理解を深め，より高
度なドイツ語の文章を書けるようにする。最終的には短文だけでな
く，ある程度まとまった文章を書けるようになるよう努力が求めら
れる。以下の予定に従い授業を進めるが，受講者の学習レベルに応
じて変更する可能性がある。辞書必携。
　第 1回　前置詞を使いこなす
　第 2回　時間に関する表現，予定を伝える
　第 3回　視点の取り方
　第 4回　時刻の言い方，一日の生活を表現する
　第 5回　人と物の表し方
　第 6回　自分の意見を述べる
　第 7回　話法でニュアンスを付け加える
　第 8回　いつ何をするか（複合的な表現）
　第 9回　名詞化する
　第10回　論理的な文章を書く
　第11回　ドイツ語らしい論理展開を心がける
　第12回　論理展開のある文で意見を述べる
　第13回　既習事項を使った作文練習
　第14回　a：試験　b：解説

３．履修上の注意
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修
に際しては事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引」
を参照のこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，予習範囲を指定し，課題を与えるのでやってくること。初
級で学んだことは既習事項として扱うので，自学自習を怠らないこ
と。Aで学んだ内容も既習事項とみなすのでBから受講する学生は
努力すること。

５．教科書
　清野智明『ドイツ語を書いてみよう！』［改訂版］白水社, 2016年

６．参考書
　指定クラスで使用している文法の教科書を参考にすること。

７．課題に対するフィードバックの方法
　提出課題は添削して返却する

８．成績評価の方法
　平常点50点，期末試験50点。
　平常点とは出席のみで得られるものではない。事前に指定された
問題をやっていなかったり，指名された問題を答える際に思考の跡
が見られない場合は減点の対象になる。期間中2回ほど作文課題を
提出する機会がある。課題提出の有無，その内容も平常点に含まれ
る。

９．その他
　何か一定の内容を外国語の文章で伝えるとき，それは一通りであ
るとは限らない。文法のルールや定型を覚えることは大事だが，た
だ作文の模範解答を暗記するだけということにならないよう注意す
ること。
　昨今人工知能の発達等により機械翻訳の精度が飛躍的に上がって
いるが，機械翻訳を通したものをただ書き写したとしてもそれはあ
なたの学習ではない。仮に機械翻訳を使うとしても，それが使用者
の能力向上に役立てられないのならば外国語学習において意味は薄
い。テクノロジーとの付き合い方をよく考えること。
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科目ナンバー：（BA）LAN131J

フランス語（初級）Ⅰa
【コミュニケーション】

折方　のぞみ・谷本　道昭・中村　美緒・南　玲子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業は「聞く，話す，読む，書く」こと全般について，初歩
的なフランス語の運用能力を習得することを目的とする授業です。

「フランス語（初級）Ⅰ（b）」と対をなしています。この授業では，
ひとまず日本語のことは忘れ，フランス語の「音」や「響き」に慣
れることに重点をおいています。つまり，文字中心というよりは音
声中心の学習であり，説明よりは練習中心の学習内容となっていま
す。学習を通してフランス語を直感的に身につけることを特にめざ
しています。

〈到達目標〉
　この科目が修了した時点でフランス語検定5級に合格できる程度
の語学力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　　大体の進路と内容は以下の通り。
　第 1― 4回　自分について，人について話す
　　1）イントロダクション
　　2）自分，相手，第三者の名前，住む町
　　3）名前，住む町，年令，職業，勤務地，国籍，電話番号
　　4）好き嫌い，自己紹介
　第 5― 9回　生活のしかた，時間の使い方について話す
　　1）時刻，自分の 1日の生活
　　2）自分，相手，第三者の 1 日の生活
　　3）自分，相手，第三者の 1 週間の生活
　　4）昨日したこと，先週したこと（1）
　　5）昨日したこと，先週したこと（2）
　第10―13回　空間的に位置付けながら話す
　　1）身近な物，人の位置関係
　　2）人について話す
　　3）道順，日常の移動
　　4）提案，助言の仕方
　第14回　（a）　まとめ
　　　　　（b）　試験

３．履修上の注意
　入学手続きでみなさんが各自希望した外国語選択に基づいて学籍
クラスで指定されているので，指定されたクラスの授業を履修する
こと。春学期に実施される「フランス語（初級）Ⅰ」が不合格の学
生は秋学期，同一曜日同一時間に開講の「フランス語（初級）Ⅱ」
が履修できないので注意すること。
　また，フランス語で受験した学生，フランス語既習者には「特別
フランス語」のクラスを設置しています。
　「特別フランス語」の履修を希望する者は，初回授業時に担当教
員に申し出ること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の予習，復習は必ず行うこと。特に次の回の範囲の意味内
容は辞書などを使ってきちんと調べてノートなどに各自書き出して
から授業にのぞむこと。

５．教科書
　『アクティヴ 1』白水社

６．参考書
　参考書は特に指定しません。辞書などについては授業の際に指示
します。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答提示など。

８．成績評価の方法
　平常点（40％）と期末試験（60％）を目安とします。
　課題，小テスト，中間テストなどの含め方については教員によっ
て割合が変動する可能性があります。

９．その他
　辞書を一冊必ず毎回授業に持参すること（スマートフォン不可）。

科目ナンバー：（BA）LAN131J

フランス語（初級）Ⅱa
【コミュニケーション】

折方　のぞみ・谷本　道昭・中村　美緒・南　玲子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「フランス語（初級）Ⅰ（a）」に続く科目で，基礎文法の習得を
目的とする「フランス語（初級）Ⅱ（b）」と対をなす授業です。入
門的な段階を脱して実践的なフランス語の運用能力全般の養成をめ
ざします。
〈到達目標〉
　この科目を修了した時点でフランス語検定4級に合格できる程度
のフランス語力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　大体の進路と内容は以下の通り。
　第 1― 2回　空間的に位置付けながら話す
　　1）春学期の復習
　　2）地域と天候，天気
　第 3― 6回　これまでにしたことを話す
　　1）これまでに住んだところ，以前と今
　　2）過去にしたこと
　　3）過去の出来事とその背景（1）
　　4）過去の出来事とその背景（2）
　第 7― 9回　描写する，好き嫌いを言う，欲しいものを言う
　　1）人，物を描写する
　　2）好き嫌い，理由
　　3）欲しいもの
　第10―13回　頼む，誘う，伝える
　　1）頼む，許可を求める
　　2）誘う
　　3）人の発言を伝える
　　4）手紙を書く
　第14回　（a）　まとめ
　　　　　（b）　試験

３．履修上の注意
　「フランス語（初級）Ⅰ（a）」に合格していない者はこの科目は
履修できないので注意すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の予習，復習は必ず行うこと。特に次の回の範囲の意味内
容は辞書などを使ってきちんと調べてノートなどに各自書き出して
から授業にのぞむこと。

５．教科書
　『アクティヴ 1』白水社

６．参考書
　特に指定しません。必要に応じて，授業の際に随時紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答提示など。

８．成績評価の方法
　平常点（40％）と期末試験（60％）を目安とします。
  課題，小テスト，中間テストなどの含め方については教員によっ
て割合が変動する可能性があります。

９．その他
　辞書を一冊必ず毎回授業に持参すること（スマートフォン不可）。
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科目ナンバー：（BA）LAN131J

フランス語（初級）Ⅰb
【文法】

荒原　由紀子・磯野　暢祐・永倉　千夏子・南　玲子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業はとくにフランス語の基本的な文法を学びながら初歩的
なフランス語の運用能力を習得することを目的とする授業です。

「フランス語（初級）Ⅰ（a）」と対をなしています。この授業では，
実際に話され書かれる生きたフランス語について，文法的知識を習
得し，練習問題を通してフランス語を直感的に身につけることを特
にめざしています。

〈到達目標〉
　この科目が修了した時点でフランス語検定5級に合格できる程度
の語学力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　大体の進路と内容は以下の通り。
　第 1― 5回　入門文法と文字についての知識
　　1）イントロダクション
　　2）フランス語のアルファベットについて
　　3）発音について
　　4）名詞の性と数（1）
　　5）名詞の性と数（2）
　第 6―10回　フランス語の文の仕組み
　　1）主語と代名詞について。
　　2）動詞について（1）
　　3）動詞について（2）
　　4）動詞について（3）
　　5）動詞について（4）
　第11―13回　副詞と形容詞とその形
　　1）形容詞の形
　　2）副詞
　　3）比較級，最上級
　第14回　（a）　まとめ
　　　　　（b）　試験

３．履修上の注意
　入学手続きでみなさんが各自希望した外国語選択に基づいて学籍
クラスで指定されているので，指定されたクラスの授業を履修する
こと。春学期に実施される「フランス語（初級）Ⅰ」が不合格の学
生は秋学期，同一曜日同一時間に開講の「フランス語（初級）Ⅱ」
が履修できないので注意すること。
　また，フランス語で受験した学生，フランス語既習者には「特別
フランス語」のクラスを設置しています。
　「特別フランス語」の履修を希望する者は，初回授業時に担当教
員に申し出ること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の予習，復習は必ず行うこと。特に次の回の範囲の意味内
容は辞書などを使ってきちんと調べてノートなどに各自書き出して
から授業にのぞむこと。

５．教科書
　『〈プティ〉シェリーとフランス語』　三修社

６．参考書
　参考書は特に指定しません。辞書などについては授業の際に指示
します。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答提示など。

８．成績評価の方法
　平常点（40％）と期末試験（60％）を目安とします。
　課題，小テスト，中間テストなどの含め方については教員によっ
て割合が変動する可能性があります。

９．その他
　辞書を一冊必ず毎回授業に持参すること（スマートフォン不可）。

科目ナンバー：（BA）LAN131J

フランス語（初級）Ⅱb
【文法】

荒原　由紀子・磯野　暢祐・永倉　千夏子・南　玲子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業は「フランス語（初級）Ⅰ（b）」に続く授業で，「フラン
ス語（初級）Ⅰ（b）」が履修できていない学生は履修できません。引
続きフランス語の基本的な文法を学びながら初歩的なフランス語の
運用能力を習得することを目的とする授業です。「フランス語（初級）
Ⅱ（a）」と対をなしています。この授業では，実際に話され書かれる
生きたフランス語について，文法的知識を習得し，練習問題を通して
フランス語を直感的に身につけることを特にめざしています。
〈到達目標〉
　この科目が修了した時点でフランス語検定4級に合格できる程度
の語学力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　大体の進路と内容は以下の通り。
　第 1― 6回　代名動詞・過去時制の使い分け
　　1）春学期の復習
　　2）代名動詞
　　3）複合過去形（1）
　　4）複合過去形（2）
　　5）半過去形（1）
　　6）半過去形（2）
　第 7― 9回　前置詞と代名詞
　　1）前置詞
　　2）代名詞（1）
　　3）代名詞（2）
　第10―13回　その他の時制，受動的表現など
　　1）未来形
　　2）非人称表現・受動態
　　3）条件法
　第14回　（a）　まとめ
　　　　　（b）　試験

３．履修上の注意
　入学手続きでみなさんが各自希望した外国語選択に基づいて学籍
クラスで指定されているので，指定されたクラスの授業を履修する
こと。春学期に実施される「フランス語（初級）Ⅰ」が不合格の学
生は秋学期，同一曜日同一時間に開講の「フランス語（初級）Ⅱ」
が履修できないので注意すること。
　また，フランス語で受験した学生，フランス語既習者には「特別
フランス語」のクラスを設置しています。
　「特別フランス語」の履修を希望する者は，初回授業時に担当教
員に申し出ること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の予習，復習は必ず行うこと。特に次の回の範囲の意味内
容は辞書などを使ってきちんと調べてノートなどに各自書き出して
から授業にのぞむこと。

５．教科書
　『〈プティ〉シェリーとフランス語』　三修社

６．参考書
　参考書は特に指定しません。辞書などについては授業の際に指示
します。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答提示など。

８．成績評価の方法
　平常点（40％）と期末試験（60％）を目安とします。
　課題，小テスト，中間テストなどの含め方については教員によっ
て割合が変動する可能性があります。

９．その他
　辞書を一冊必ず毎回授業に持参すること（スマートフォン不可）。
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科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ａ
【習熟度別指定クラス】

磯野　暢祐・シルヴァ，ソニア・中村　美緒・
ベルテ，ディディエ

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「フランス語（初級）」での学習の成果を受けて，各自の習熟度別
に設定されたクラスで総合的にフランス語を学ぶ「指定クラス」と，
自分の関心，目的に見合ったテーマを選択する「選択クラス」を受
講します。「指定クラス」は 1 年次の「初級」の成績にしたがって
2段階に分けられています。基本的に 1 年次で習得した内容を前提
として，その習熟度に合わせて「話す」「聞く」「読む」「書く」を
総合的に学習する「総合フランス語」クラスになっています。

〈到達目標〉
　この科目（A/B）を修了した時点でフランス語検定 3 級に合格で
きる程度のフランス語力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　進路と内容は以下のとおり。
　第 1― 5回
　　1）自分について，人について話す
　　2）名前，住む町
　　3）年令，職業
　　4）職業，勤務地，国籍，電話番号
　　5）好き嫌い，自己紹介
　第 6―10回
　　1）生活のしかた，時間の使い方について話す
　　2）時刻， 1日の生活
　　3）相手，第三者の 1 日の生活
　　4）相手，第三者の 1 週間の生活
　　5）昨日，先週したこと
　第11―13回
　　1）空間的に位置付けながら話す
　　2）位置関係
　　3）道順，移動
　第14回　（a）　まとめ
　　　　　（b）　試験

３．履修上の注意
　履修手続きにあたっては掲示に注意すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の予習，復習は必ず行うこと。特に次の回の範囲の意味内
容は辞書などを使ってきちんと調べてノートなどに各自書き出して
から授業にのぞむこと。

５．教科書
　教科書は担当講師によって異なります。
　学年初めの掲示に注意してください。

６．参考書
　参考書は特に指定しません。必要に応じて随時紹介していきます。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答提示など。

８．成績評価の方法
　平常点（40％）と期末試験（60％）を目安とします。
　課題，小テスト，中間テストなどの含め方については教員によっ
て割合が変動する可能性があります。

９．その他
　辞書を一冊必ず毎回授業に持参すること（スマートフォン不可）。
　一年次の文法教科書もあると便利です。

科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ｂ
【習熟度別指定クラス】

磯野　暢祐・シルヴァ，ソニア・中村　美緒・
ベルテ，ディディエ

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「フランス語（中級）A」に続いて，総合的にフランス語を学ぶ「指
定クラス」と，前期に選択した「選択クラス」を受講します。「指
定クラス」は同水準の複数の教科書をクラスごとに使用し，総合的
なフランス語力の向上をめざします。
〈到達目標〉
　この科目（A/B）を修了した時点でフランス語検定3級に合格で
きる程度のフランス語力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　「指定クラス」は基本的に前期の内容を継続して履修，「話す」「聞
く」「読む」「書く」をさらに総合的に学習し，とくに文法の知識の
習得とコミュニケーション能力の展開を目指します。
　大体の内容は以下のとおり。
　第 1― 2回
　　1）空間的に位置付けながら話す
　　2）地域と天候，天気
　第 3― 6回
　　1）これまでにしたことを話す
　　2）これまでに住んだところ，以前と今
　　3）過去にしたこと
　　4）過去の出来事とその背景
　第 7―10回
　　1）描写する，好き嫌いを言う，欲しいものを言う
　　2）人，物を描写する
　　3）好き嫌い，理由
　　4）欲しいもの
　第11―13回
　　1）頼む，許可を求める
　　2）誘う
　　3）人の発言を伝える，手紙を書く
　第14回　（a）　まとめ
　　　　　（b）　試験

３．履修上の注意
　履修手続きにあたっては掲示に注意すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書の予習，復習は必ず行うこと。特に次の回の範囲の意味内
容は辞書などを使ってきちんと調べてノートなどに各自書き出して
から授業にのぞむこと。

５．教科書
　教科書は担当講師によって異なります。
　基本的には「フランス語（中級）A」で使用した教科書を使用しま
すが，そうでない場合もあるので担当講師の指示に従ってください。

６．参考書
　参考書は特に指定しません。必要に応じて随時紹介していきます。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答提示など。

８．成績評価の方法
　平常点（40％）と期末試験（60％）を目安とします。
　課題，小テスト，中間テストなどの含め方については教員によっ
て割合が変動する可能性があります。

９．その他
　辞書を一冊必ず毎回授業に持参すること（スマートフォン不可）。
　一年次の文法教科書もあると便利です。
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科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ａ
【選択クラス】

折 方　のぞみ

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテーマ別に以下の
コースを設置しています。各自の興味や学習目的に従って，「時事フランス語」，
「映像と音で学ぶフランス語」，「フランスに行くためのフランス語」，「フランス語
を知るためのフランス語」「フランスを知るためのフランス語」から選択します。
本講義はそのなかで「映像と音で学ぶフランス語」をテーマにしてフランス語を
学びます。フランスの社会や文化に関する短い文章とその音声教材をベースに内
容理解力と聞き取り能力を強化し，関連映像やその他の音声素材の視聴を通して
表現力を強化します。
〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的には，実用フラ
ンス語技能検定試験の 4級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　この選択授業のテーマは「映像と音で学ぶフランス語」です。フランス社会を
多様な角度から切り取る簡単な文章とその音声教材をきっかけとして異文化を学
びつつ，そこで使われている文法や表現を自ら「使える」ようにトレーニングし
ていきます。教科書だけでなく，関連するテーマやホットトピックに関するフラ
ンスのニュース番組や映画などのコンテンツ，そしてフランス語の歌なども積極
的に副教材として取り入れ，楽しみながらフランス語を学び，実力をつけること
を目指します。中間発表として自分自身の関心のあるテーマのフランス語での短
い発表を行うなど，アウトプットの機会もあります。聞き取り・書き取りを意識
したトレーニングも行いますので，仏検などの資格取得を考えている学生にも適
しています。
　春学期のおおまかなスケジュールは以下の通りです。
　第 1回　復習，発音，オリエンテーション
　第 2～ 3回　unite 1
　第 4～ 5回　unite 2
　第 6～ 7回　unite 3　（このあたりで中間発表会を行います）
　第 8～ 9回　unite 4
　第10～11回　unite 5
　第12～13回　unite 6
　第14回　a：試験
　　　　　b：まとめ・振り返り

３．履修上の注意
　平常点は授業に「出席」すれば自動的につくものではありません。きちんと授
業に「参加」しているかどうかを重視します。
　各自辞書を必ず一冊準備し，授業にも持参すること。
（電子辞書可。スマートフォンアプリの場合は授業内の使用については許可された
時間以外は不可。）
本授業は1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際しては事
前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業では自宅学習にも重点を置いています。特に復習はしっかりと行うよ
うにしましょう。宿題は必ず自分で行い提出すること。一年次の文法の復習もし
ておきましょう。

５．教科書
　『シヴィ・ラング』
　中里まき子 ，ミシェル・サガス著，駿河台出版社。

６．参考書
　特に指定しませんが，二年次の教科書の文法説明は網羅的ではないので，一年
生の文法の教科書など，初級文法を網羅しているものを一冊準備しておくとよい
でしょう。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削や模範解答提示による指導

８．成績評価の方法
・平常点（出席，授業参加）30％
　授業への出席は大前提となります。 3 回以上の欠席をした者には単位を与えま
せん（公欠や病欠は日付入り証明書があれば考慮）。その上で，教室内での発言や
発表など積極的に授業に参加する姿勢が評価対象となります。
・提出物　20%
・中間発表　（受講人数によりますが，各自が調べた課題コンテンツの発表を予定）
・学期末試験 30％
（上記は目安で総合的に評価されます。）

９．その他
　映像や音を使って視聴覚的にフランス語を学びながら，フランスについての知
識も得られる授業です。語学学習はスポーツのトレーニングと同様で，「楽して上
達」することは難しいですが「楽しみながら上達」出来る授業にしたいと思って
います。

科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ｂ
【選択クラス】

折 方　のぞみ

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテーマ別に以下の
コースを設置しています。各自の興味や学習目的に従って，「時事フランス語」，
「映像と音で学ぶフランス語」，「フランスに行くためのフランス語」，「フランス語
を知るためのフランス語」「フランスを知るためのフランス語」から選択します。
本講義はそのなかで「映像と音で学ぶフランス語」をテーマにしてフランス語を
学びます。フランスの社会や文化に関する短い文章とその音声教材をベースに内
容理解力と聞き取り能力を強化し，関連映像やその他の音声素材の視聴を通して
表現力を強化します。
〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的には，実用フラ
ンス語技能検定試験の 4級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　この選択授業のテーマは「映像と音で学ぶフランス語」です。フランス社会を
多様な角度から切り取る簡単な文章とその音声教材をきっかけとして異文化を学
びつつ，そこで使われている文法や表現を自ら「使える」ようにトレーニングし
ていきます。教科書だけでなく，関連するテーマやホットトピックに関するフラ
ンスのニュース番組や映画などのコンテンツ，そしてフランス語の歌なども積極
的に副教材として取り入れ，楽しみながらフランス語を学び，実力をつけること
を目指します。中間発表ではフランス語で自分の興味のあるテーマについて短い
発表を行い，アウトプット力を高めます。聞き取り・書き取りを意識したトレー
ニングも行いますので，仏検などの資格取得を考えている学生にも適しています。
　秋学期のおおまかなスケジュールは以下の通りです。
　第 1～ 2回　unite 7
　第 3～ 4回　unite 8
　第 5～ 6回　unite 9
　第 7～ 8回　unite 10　（このあたりで中間発表会）
　第 9～10回　unite 11
　第11～12回　unite 11～12
　第13回　unite 12
　第14回　a：試験
　　　　　b：まとめ・振り返り

３．履修上の注意
　平常点は授業に「出席」すれば自動的につくものではありません。きちんと授
業に「参加」しているかどうかを重視します。
　各自辞書を必ず一冊準備し，授業にも持参すること。
（電子辞書可。スマートフォンアプリの場合は授業内の使用については許可された
時間以外は不可。）
本授業は 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際しては
事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業では自宅学習にも重点を置いています。特に復習はしっかりと行うよ
うにしましょう。宿題は必ず自分で行い提出すること。一年次の文法の復習もし
ておきましょう。

５．教科書
　『シヴィ・ラング』
　中里まき子 ，ミシェル・サガス著，駿河台出版社。

６．参考書
　特に指定しませんが，二年次の教科書の文法説明は網羅的ではないので，一年
生の文法の教科書など，初級文法を網羅しているものを一冊準備しておくとよい
でしょう。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削や模範解答の提示

８．成績評価の方法
・平常点（出席，授業参加）30％
　授業への出席は大前提となります。 3 回以上の欠席をした者には単位を与えま
せん（公欠や病欠は日付入り証明書があれば考慮）。その上で，教室内での発言や
発表など積極的に授業に参加する姿勢が評価対象となります。
・提出物　20%
・ 中間テスト 20％（受講人数によりますが，各自が調べた課題コンテンツの発表
を予定）

・学期末試験 30％
（上記は目安で総合的に評価されます。）

９．その他
　映像や音を使って視聴覚的にフランス語を学びながら，フランスについての知
識も得られる授業です。語学学習はスポーツのトレーニングと同様で，「楽して上
達」することは難しいですが「楽しみながら上達」出来る授業にしたいと思って
います。
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科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ａ
【選択クラス】

谷 本 道 昭

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテー
マ別に以下のコースを設置しています。各自の興味や学習目的に従
って，「時事フランス語」，「映像と音で学ぶフランス語」，「フラン
スに行くためのフランス語」，「フランス語を知るためのフランス
語」，「フランスを知るためのフランス語」から選択します。本講義
はそのなかで「フランスを知るためのフランス語」をテーマにして
フランス語を学びます。平易なフランス語で書かれた文章を教材と
し，文法項目の復習，語彙の習得，構文の取り方の練習，聞き取り
の訓練，発音の矯正などに重点を置いた授業を行います。政治経済
から芸術や環境問題まで，「フランス」を広く多様な視点からとり
あげる教科書（全20課）の学習を通じて，フランス・フランス語圏
の文化や歴史，社会への理解を深めていきましょう。

〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的に
は，実用フランス語技能検定試験の4級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　初回に授業紹介を行い， 2 回目授業からは教科書 1 課分を 2週に
分けて学習していく。 1週目に本文の聞き取りと発音練習を含む本
文講読の前半を行い，2週目に本文講読後半と付属練習問題を行う。
適宜参考教材を使用しながら文法の復習，重要学習項目の解説など
を行なう。
　第 1回：授業紹介，学習方法の説明等
　第 2回：第1課本文「光の都市」
　第 3回：第1課本文と練習問題
　第 4回：第3課本文「レーモン・ラディゲ」
　第 5回：第3課本文と練習問題
　第 6回：第5課本文「2022年大統領選挙」
　第 7回：第5課本文と練習問題
　第 8回：第7課本文「欧州グリーン・タクソノミー」
　第 9回：第7課本文と練習問題
　第10回：第9課本文「トランスアイデンディティ」
　第11回：第9課本文と練習問題
　第12回：第11課本文「成人年齢」
　第13回：第11課本文と練習問題
　第14回：a：全体のまとめ b：試験

３．履修上の注意
　語学学習では辞書をひく習慣を身につけることが決定的に重要で
す。『ディコ仏和辞典』（旺文社）『プチ・ロワイヤル仏和辞典』（白
水社）『ロワイヤル仏和中辞典』（旺文社）などの仏和辞典・電子辞
書を必ず入手し，授業に持参するようにしてください。また文法事
項の復習・確認などのために，初級で使用したフランス語教科書も
持参してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　限られた授業時間を有効に活用するために，授業中に指示された
予習課題は必ず行なってくること。わからない箇所や説明が必要な箇
所がある場合には，授業中に積極的に質問してください。試験の直前
にあわてることがないよう，各回ごとに復習を行なってください。

５．教科書
　『A la page 2023 時事フランス語2023年度版』石井洋二郎，ミシ
ェル・サガズ（朝日出版社）

６．参考書
　『フランス文法総まとめ』東郷雄二（白水社）

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題に対しては教場やオンラインでの添削指導を行います 。

８．成績評価の方法
　期末試験の点数（60%），出席，授業態度，提出課題（40%）をあ
わせて評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ｂ
【選択クラス】

谷 本 道 昭

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテー
マ別に以下のコースを設置しています。各自の興味や学習目的に従
って，「時事フランス語」，「映像と音で学ぶフランス語」，「フラン
スに行くためのフランス語」，「フランス語を知るためのフランス
語」，「フランスを知るためのフランス語」から選択します。本講義
はそのなかで「フランスを知るためのフランス語」をテーマにして
フランス語を学びます。平易なフランス語で書かれた文章を教材と
し，文法項目の復習，語彙の習得，構文の取り方の練習，聞き取り
の訓練，発音の矯正などに重点を置いた授業を行います。政治経済
から芸術や環境問題まで，「フランス」を広く多様な視点からとり
あげる教科書（全20課）の学習を通じて，フランス・フランス語圏
の文化や歴史，社会への理解を深めていきましょう。
〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的に
は，実用フランス語技能検定試験の4級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　初回に授業紹介を行い， 2回目授業からは教科書 1課分を 2週に
分けて学習していく。 1週目に本文の聞き取りと発音練習を含む本
文講読の前半を行い，2週目に本文講読後半と付属練習問題を行う。
適宜参考教材を使用しながら文法の復習，重要学習項目の解説など
を行なう。
　第 1回：授業紹介，学習方法の説明等
　第 2回：第10課本文「文学賞」
　第 3回：第10課本文と練習問題
　第 4回：第12課本文「精神的負担」
　第 5回：第12課本文と練習問題
　第 6回：第14課本文「異世代同居」
　第 7回：第14課本文と練習問題
　第 8回：第16課本文「ビデオゲーム」
　第 9回：第16課本文と練習問題
　第10回：第18課本文「運動と健康」
　第11回：第18課本文と練習問題
　第12回：第20課本文「ペール=ラシェーズ墓地」
　第13回：第20課本文と練習問題
　第14回：a：全体のまとめ b：試験

３．履修上の注意
　語学学習では辞書をひく習慣を身につけることが決定的に重要で
す。『ディコ仏和辞典』（旺文社）『プチ・ロワイヤル仏和辞典』（白
水社）『ロワイヤル仏和中辞典』（旺文社）などの仏和辞典・電子辞
書を必ず入手し，授業に持参するようにしてください。また文法事
項の復習・確認などのために，初級で使用したフランス語教科書も
持参してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　限られた授業時間を有効に活用するために，授業中に指示された
予習課題は必ず行なってくること。わからない箇所や説明が必要な箇
所がある場合には，授業中に積極的に質問してください。試験の直前
にあわてることがないよう，各回ごとに復習を行なってください。

５．教科書
　『A la page 2023 時事フランス語2023年度版』石井洋二郎，ミシ
ェル・サガズ（朝日出版社）　

６．参考書
　『フランス文法総まとめ』東郷雄二（白水社）

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題に対しては教場やオンラインでの添削指導を行います 。

８．成績評価の方法
　期末試験の点数（60%），出席，授業態度，提出課題（40%）をあ
わせて評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ａ
【選択クラス】

荒 原　由紀子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテーマ別に
以下のコースを設置しています。各自の興味や学習目的に従って，「時事
フランス語」「映像と音で学ぶフランス語」「フランスに行くためのフラン
ス語」「フランス語を知るためのフランス語」「フランスを知るためのフラ
ンス語」から選択します。本講義はそのなかで「フランスに行くためのフ
ランス語」をテーマにしてフランス語を学びます。文法や口頭表現能力を
中心に復習しつつ，平易なフランス語を読み，書き，聞き，話す実用的な
能力を総合的に身につけることを目指します。

〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的には，実
用フランス語技能検定試験の4級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　この選択授業のテーマは，「フランスに行くためのフランス語」です。
海外の国や地域へ旅に出るには，どんな知識が必要でしょうか。この授業
では，フランス語圏に行って少しでもフランス語を使ってみたいという人
の実用的なフランス語能力をさらに伸ばし，また主として現代のフランス
の生活習慣や社会の仕組みについての基礎的な知識を身につけることを目
指します。
　使用する教科書は，フランスの社会や文化をさまざまなトピック別に紹
介した 1ページのテキスト（たとえば第 1課は「フランスにおけるスポー
ツ」），そしてその文章に基づいた課題（発音や文法の練習問題：合計 3ペ
ージ）という構成になっています。各課を 2回の授業で学習するというペ
ースを目安に，授業を進めていきたいと思います。
　また，授業では毎回小テストを実施するとともに（発音・文法・語彙な
ど），1学期につき数回，フランスの社会や文化の特定のテーマに関するレ
ポートを出題します。
　 1. イントロダクション：授業の紹介
　 2. 第1課・テキスト
　 3. 第1課・課題
　 4. 第2課・テキスト
　 5. 第2課・課題
　 6. 第3課・テキスト
　 7. 第3課・課題
　 8. 第4課・テキスト
　 9. 第4課・課題
　10. 第5課・テキスト
　11. 第5課・課題
　12. 第6課・テキスト
　13. 第6課・課題
　14. a：まとめ　b：試験

３．履修上の注意
　各自辞書を必ず一冊準備し，毎回の授業に持参してください（電子辞書
可，スマートフォンは不可）。
　本授業は1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に
際しては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」を参照し
てください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　外国語能力を習得するためには，授業外の学習が不可欠です。教科書の
予習・復習を各自必ず行ってください。それを前提として授業を進めます。

５．教科書
　リリアンヌ・ラタンジオ，澤田直『ヴレマン？文法を深めながら発見す
るフランス14章（第 2版）』，三修社。

６．参考書
　 1年次に使用した教科書，特にフランス語初級（文法）の教科書を必要
に応じて参照してください。

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回教室で実施する小テストを採点し，コメントをつけて返却します。
レポートなどの提出物についても，同様です。クラスウェブ上の提出物に
ついては，コメント欄でフィードバックします。

８．成績評価の方法
　成績評価の基準は，平常点（40％）と学期末の試験（60％）を目安とし
ます。平常点は具体的には，授業への参加状況（教室内での発言・発表），
毎回の小テスト，レポートや課題などの提出物を評価の対象とします。「出
席」するだけでは平常点は付きませんので，注意してください。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ｂ
【選択クラス】

荒 原　由紀子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテーマ別に
以下のコースを設置しています。各自の興味や学習目的に従って，「時事
フランス語」「映像と音で学ぶフランス語」「フランスに行くためのフラン
ス語」「フランス語を知るためのフランス語」「フランスを知るためのフラ
ンス語」から選択します。本講義はそのなかで「フランスに行くためのフ
ランス語」をテーマにしてフランス語を学びます。文法や口頭表現能力を
中心に復習しつつ，平易なフランス語を読み，書き，聞き，話す実用的な
能力を総合的に身につけることを目指します。

〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的には，実
用フランス語技能検定試験の3級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　この選択授業のテーマは，「フランスに行くためのフランス語」です。
海外の国や地域へ旅に出るには，どんな知識が必要でしょうか。この授業
では，フランス語圏に行って少しでもフランス語を使ってみたいという人
の実用的なフランス語能力をさらに伸ばし，また主として現代のフランス
の生活習慣や社会の仕組みについての基礎的な知識を身につけることを目
指します。
　使用する教科書は，フランスの社会や文化をさまざまなトピック別に紹
介した 1ページのテキスト（たとえば第 1課は「フランスにおけるスポー
ツ」），そしてその文章に基づいた課題（発音や文法の練習問題：合計 3ペ
ージ）という構成になっています。各課を 2回の授業で学習するというペ
ースを目安に，授業を進めていきたいと思います。
　また，授業では毎回小テストを実施するとともに（発音・文法・語彙な
ど），1学期につき数回，フランスの社会や文化の特定のテーマに関するレ
ポートを出題します。
　 1. 春学期の復習
　 2. 第7課・テキスト
　 3. 第7課・課題
　 4. 第8課・テキスト
　 5. 第8課・課題
　 6. 第9課・テキスト
　 7. 第9課・課題
　 8. 第10課・テキスト
　 9. 第10課・課題
　10. 第11課・テキスト
　11. 第11課・課題
　12. 第12課・テキスト
　13. 第12課・課題
　14. a：まとめ　b：試験

３．履修上の注意
　各自辞書を必ず一冊準備し，毎回の授業に持参してください（電子辞書
可，スマートフォンは不可）。
　本授業は1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に
際しては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」を参照し
てください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　外国語能力を習得するためには，授業外の学習が不可欠です。教科書の
予習・復習を各自必ず行ってください。それを前提として授業を進めます。

５．教科書
　リリアンヌ・ラタンジオ，澤田直『ヴレマン？文法を深めながら発見す
るフランス14章（第 2版）』，三修社。

６．参考書
　 1年次に使用した教科書，特にフランス語初級（文法）の教科書を必要
に応じて参照してください。

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回教室で実施する小テストを採点し，コメントをつけて返却します。
レポートなどの提出物についても，同様です。クラスウェブ上の提出物に
ついては，コメント欄でフィードバックします。

８．成績評価の方法
　成績評価の基準は，平常点（40％）と学期末の試験（60％）を目安とし
ます。平常点は具体的には，授業への参加状況（教室内での発言・発表），
毎回の小テスト，レポートや課題などの提出物を評価の対象とします。「出
席」するだけでは平常点は付きませんので，注意してください。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ａ
【選択クラス】

磯 野 暢 祐

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテー
マ別に以下のコースを設置しています。各自の興味や学習目的に従
って，「時事フランス語」，「日常で使えるフランス語」，「フランス
に行くためのフランス語」，「フランス語を知るためのフランス語」

（1）及び（2）から選択します。本講義はそのなかで「フランス語
を知るためのフランス語」をテーマにしてフランス語を学びます。

〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。この科目
A/Bを終了した時点で，実用フランス語技能検定 3 級に合格できる
程度のフランス語力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　第 1回：導入，イントロダクション
　第 2回～第 6回：受講学生の能力や希望に応じて，まず一年次に
学んだことの復習をし，続いて 1 年次に学習しなかった文法事項を
確実に学ぶ。また，不得手な発音の口頭練習や，コミュニケーショ
ンに必要な会話表現の口頭練習を行う。さらに，理解が不十分な文
法事項等を重点的に復習する。
　第 7回：ここまで学習したことの復習とまとめ
　第 8回～第13回：具体的な文法問題を解くことによって，既習の
知識を確実なものとする。また，過去の実用フランス語検定試験の
4級に出題された問題を検討する。さらに，平易なフランス語で書
かれた文章を読解する能力や，簡単な日常会話が行える程度の，口
頭表現能力を養成する。
　第14回　a：まとめ
　　　　　b：試験

３．履修上の注意
　本授業は 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，
履修に際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手
引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　一年次に使用した文法教科書で，次回の授業で取り上げる文法事
項を確認しておくこと。

５．教科書
　朝日出版社　『初級～中級読物　ル・コリエ』　　小川･メルメ・
フロランス，久松健一共著
　秋学期も続けて使用する予定です。

６．参考書
　 1年生で使用した教科書も参照する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験50％，日頃の履修状況50％による。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ｂ
【選択クラス】

磯 野 暢 祐

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテー
マ別に以下のコースを設置しています。各自の興味や学習目的に従
って，「時事フランス語」，「日常で使えるフランス語」，「フランス
に行くためのフランス語」，「フランス語を知るためのフランス語」
（1）及び（2）から選択します。本講義はそのなかで「フランス語
を知るためのフランス語」をテーマにしてフランス語を学びます。
〈到達目標〉
　この科目A/Bを終了した時点で，フランス語検定 3 級に合格でき
る程度のフランス語力を身につけることが到達目標です。

２．授業内容
　第 1回：導入（イントロダクション）
　第 2回：非人称動詞
　第 3回：代名動詞と受動態
　第 4回：現在分詞・過去分詞・ジェロンディフ
　第 5回：指示代名詞
　第 6回：中性代名詞
　第 7回：ここまでの復習とまとめ
　第 8回：使役・放任の表現
　第 9回：知覚動詞
　第10回：間接話法と直接話法
　第11回：単純未来と近接未来，単純過去と前過去
　第12回：条件法現在と条件法過去
　第13回：接続法現在と接続法過去，接続法半過去と接続法大過去
　第14回：a：まとめ
　　　　　b：試験

３．履修上の注意
　本授業は 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，
履修に際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手
引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業には積極的に参加してほしい。
　一年次に使用した文法の教科書で，次回の授業で学ぶ項目を調べ
ておくこと。

５．教科書
　春学期に使用した次の教科書を続けて使用する予定です。
　朝日出版社　『初級・中級読物　ル・コリエ』　小川・メルメ・フ
ロランス，久松健一共著

６．参考書
　 1年生で使用した教科書も適宜参照する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験50％，日頃の履修状況50％による。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ａ
【選択クラス】

南　 玲 子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテーマ別に以下の
コースを設置しています。各自の興味や学習目的に従って，「時事フランス語」，
「映像と音で学ぶフランス語」，「フランスに行くためのフランス語」，「フランス語
を知るためのフランス語」「フランスを知るためのフランス語」から選択します。
本講義はそのなかで「時事フランス語」をテーマにしてフランス語を学びます。
教科書を中心に資料を正確に読み取る練習を行い，フランス語の上達を目指すと
ともに現代世界を生きる人としての知見を広げることを目指します。
〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的には，実用フラ
ンス語技能検定試験の 4級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　時事問題を論じたフランス語の文章の読解を通して，フランスおよびフランス
語圏の現在に触れる授業です。
　フランスの風習，フランス語圏の現在，スポーツ，文化など多様なテーマを，
教科書のなかから厳選して扱います。教科書以外にも，新聞・雑誌，音楽，映像，
ウェブサイトといった各種資料を活用しながら折々のニュースや文化・社会事情
を紹介し，フランス（語圏）を身近に感じる機会を提供します。フランス語で生
きた情報を読み取る楽しさを味わいましょう。
　教科書の各課は，テキスト（ 2 ページ）と文法問題＋読解問題（ 2 ページ）の
合計 4 ページから成り立っています。　授業の始めは，単純な例文を読んだりテ
ーマに関連した練習問題を解いたりしながら，章ごとにクローズアップされる文
法事項を確認します。その後テキストに移り，単語，熟語から文章の構造まで丁
寧に解説したうえで和訳をしていきます。
　教科書に関しては，以下のような内容で授業を進める予定です。
　第 1回　イントロダクション・フランスの現在　/　基本動詞の復習
　第 2～ 3回　復活祭の卵　/　複合過去・半過去
　第 4～ 5回　ニューカレドニアの住民投票　/　関係代名詞
　第 6～ 7回　ローランギャロス　/　人称代名詞と中性代名詞le
　第 8～ 9回　 5月 1日のすずらん　/　中性代名詞enと人称代名詞le/la/les
　第10～11回　マリでの人質解放　/　中性代名詞yとlui/leur・受動態
　第12～13回　カンヌ映画祭　/　現在分詞・ジェロンディフ
　第14回　a：学期末試験　　b：講義全体のふりかえりと試験解説

３．履修上の注意
　本授業には 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際し
ては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」を参照してください。
　履修者には，フランス語の（長めの）文章から情報を得ることに興味・意欲を
持っていただきたいと思います。もしフランス語が（まだ）得意でなくても，授
業や課題に前向きに取り組めるのであれば問題ありません。
　時事情報に関しては，初級の授業とはちがって多少特殊な語彙が出てきます。
仏和辞典で単語を調べる習慣をつけましょう（スマートフォンを使ったネット辞
書閲覧は不可。信頼のおける電子辞書またはアプリは可）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　フランス語初級で習った文法事項を復習しておきましょう。
　毎回の授業後には，課題を通してその回に学んだ事項を復習するとともに，次
回読む箇所の単語チェックをしておいてください。各課の読解問題については，
クラスウェブの「授業資料」に解答例を公開するので自習に活用してください。
　また普段から，フランス（語圏）を扱ったニュースを読んだり視聴したりする
ように心がけましょう。

５．教科書
　『アンフォ　vol.6―フランス語でニュースを読む―』　井上美穂，Florence Yoko 
SUDRE著（駿河台出版社）

６．参考書
　必修（フランス語初級，中級）の授業の文法教科書を適宜参照してください。

７．課題に対するフィードバックの方法
原則として，課題は授業中に紙で提出します。それにコメントをつけ，その次の
授業で返却します。

８．成績評価の方法
　平常点 4 割，学期末試験 6 割を目安とします。正当な理由が証明できない遅刻
や欠席は平常点から減点します。もちろん教室に「いる」だけでは「出席」とは
見なされません。受講者には，きちんと準備をし，主体的に授業に参加すること
が望まれます。
　平常点の評価対象に含まれるのは，授業への参加状況，毎回出される課題の完
成度（期限内提出を含む），教室で参照した資料についての感想・意見等です。遅
刻，欠席して時間に間に合わなかった課題も，必ず提出してください。

９．その他
　フランスおよびフランス語圏の現在に敏感になることは，「日本語や英語をベー
スに発信されている情報とは別の切り口から世界を知る」練習にもなります。フ
ランス語というフィルターを通して世界を見ると，自分が当たり前だと思ってい
た価値観を問い直すことができるからです。こうした経験は，知的活動や異文化
体験の積みかさねによって広い視野を獲得していく際に大変役に立ちます。本授
業はフランス語の上達を目指すものですが，同時に貴重な知的経験にもなること
を願っています。

科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語（中級）Ｂ
【選択クラス】

南　 玲 子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級フランス語に続く選択必修の授業です。選択クラスではテーマ別に以下の
コースを設置しています。各自の興味や学習目的に従って，「時事フランス語」，
「映像と音で学ぶフランス語」，「フランスに行くためのフランス語」，「フランス語
を知るためのフランス語」「フランスを知るためのフランス語」から選択します。
本講義はそのなかで「時事フランス語」をテーマにしてフランス語を学びます。
教科書を中心に資料を正確に読み取る練習を行い，フランス語の上達を目指すと
ともに現代世界を生きる人としての知見を広げることを目指します。
〈到達目標〉
　実用的なフランス語の運用能力の養成を目的とします。具体的には，実用フラ
ンス語技能検定試験の3級に合格する程度の力の習得。

２．授業内容
　時事問題を論じたフランス語の文章の読解を通して，フランスおよびフランス
語圏の現在に触れる授業です。
　食文化，スペインとの国境地域，ボランティア活動，季節の話題，そしてコロ
ナウィルス感染対策など多様なテーマを，教科書のなかから厳選して扱います。
教科書以外にも，新聞・雑誌，音楽，映像，ウェブサイトといった各種資料を活
用しながら折々のニュースや文化・社会事情を紹介し，フランス（語圏）を身近
に感じる機会を提供します。フランス語で生きた情報を読み取る楽しさを味わい
ましょう。
　教科書の各課は，テキスト（ 2 ページ）と文法問題＋読解問題（ 2 ページ）の
合計 4 ページから成り立っています。授業の始めは，単純な例文を読んだりテー
マに関連した練習問題を解いたりしながら，章ごとにクローズアップされる文法
事項を確認します。その後テキストに移り，単語，熟語から文章の構造まで丁寧
に解説したうえで和訳をしていきます。
　教科書に関しては，以下のような内容で授業を進める予定です。
　第 1～ 3回　ボンボン　/　条件法現在
　第 4～ 5回　イギリスが持つ漁業権　／　直説法大過去，条件法過去
　第 6～ 7回　食品ロスとの闘い　/　単純未来，近接未来，前未来
　第 8～ 9回　カタルーニャ　/　指示代名詞
　第10～11回　クリスマスマーケット　/　代名詞の語順
　第12～13回　新型コロナウィルス　/　フランスにおける「共生」とは
　第14回　a：学期末試験　　b：講義全体のふりかえりと試験解説

３．履修上の注意
　本授業には 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際し
ては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引き」を参照してください。
　履修者には，フランス語の（長めの）文章から情報を得ることに興味・意欲を
持っていただきたいと思います。もしフランス語が（まだ）得意でなくても，授
業や課題に前向きに取り組めるのであれば問題ありません。
　時事情報に関しては，初級の授業とはちがって多少特殊な語彙が出てきます。
仏和辞典で単語を調べる習慣をつけましょう（スマートフォンを使ったネット辞
書閲覧は不可。信頼のおける電子辞書またはアプリは可）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　フランス語初級と中級の前半までに習った文法事項を復習しておきましょう。
　毎回の授業後には，課題を通してその回に学んだ事項を復習をするとともに，
次回読む箇所の単語チェックをしておいてください。各課の読解問題については，
クラスウェブの「授業資料」に解答例を公開するので自習に活用してください。 
　また普段から，フランス（語圏）を扱ったニュースを読んだり視聴したりする
ように意識しましょう。

５．教科書
　『アンフォ　vol.6―フランス語でニュースを読む―』　井上美穂，Florence Yoko 
SUDRE著（駿河台出版社）

６．参考書
　必修（フランス語初級，中級）の授業の文法教科書を適宜参照してください。

７．課題に対するフィードバックの方法
原則として，課題は授業中に紙で提出します。それにコメントをつけ，その次の
授業で返却します。

８．成績評価の方法
　平常点4割，学期末試験6割を目安とします。正当な理由が証明できない遅刻や
欠席は平常点から減点します。もちろん教室に「いる」だけでは「出席」とは見
なされません。受講者には，きちんと準備をし，主体的に授業に参加することが
望まれます。
　平常点の評価対象に含まれるのは，授業への参加状況，毎回出される課題の完
成度（期限内提出を含む），教室で参照した資料についての感想・意見等です。遅
刻，欠席して時間に間に合わなかった課題も，必ず提出してください。

９．その他
　フランスおよびフランス語圏の現在に敏感になることは，「日本語や英語をベー
スに発信されている情報とは別の切り口から世界を知る」練習にもなります。フ
ランス語というフィルターを通して世界を見ると，自分が当たり前だと思ってい
た価値観を問い直すことができるからです。こうした経験は，知的活動や異文化
体験の積みかさねによって広い視野を獲得していく際に大変役に立ちます。本授
業はフランス語の上達を目指しますが，同時に貴重な知的経験にもなることを願
っています。



― 161 ―

科目ナンバー：（BA）LAN161J

中国語（初級）Ⅰa
【文法・読解】

福満　正博・野田　寛達・石野　智大・工藤　早恵・小林　光考・
蔡　娟・笹倉　一広・高橋　美千子・野本　敬・費　燕・劉　ミョウ

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中国語未習の 1年次の学生に中国語の初級レベルの教育を行う。
　発音のしかた，中国語の音節構造，ピンインの読み方・書き方，
初級レベルの短い文の読解，文法事項，簡体字の習得をめざす。

〈到達目標〉
　中国語を正しく発音できる，ピンインを正しく読め，書ける，初
級レベルの短文を中国語らしく音読でき，読解できる，文法項目を
理解する，簡体字を認識できて書けることを目標とする。

２．授業内容
　 1 年次春学期の授業は， 1 コマ100分×約14週で，おおよそ約23
時間の学習時間となる。この時間で中国語の発音のしかた，文字表
記のシステム，約500語の単語，基本的な文法事項について学ぶ。
やさしいあいさつに始まり，有用な日常会話ができ，基礎的な文が
読める能力を養成することをめざし，中国語（初級）Ⅰ（a）は，
文法事項の理解と運用，読解力の養成に重点をおく。
　（1）　 第一段階（4・5月）：中国語の発音のシステムを説明し，正

しい発音の習得をめざす。漢字の読み方を記すローマ字の
綴り方・読み方を説明し，正しく読めて書けるようする。
さまざまなあいさつ，自己紹介のしかた，中国・日本の人
名・地名を中国語でどう言うかを学ぶ。“是”述語文，“有”述
語文，動詞述語文について基本・応用を解説する。

　（2）　 第二段階（6・7月）：中国語の基本構造である各種のフレー
ズについて学ぶ。動詞と目的語，形容詞述語文，量詞，助
動詞，および各種の疑問文について基本と応用を解説し，
理解力を養成する。

　両段階を通じ，発音の習得，ピンイン（＝ローマ字表記）の習熟，
簡体字，ヒアリングとスピーキングの反復練習，単語力の増強をは
かる。また辞典や参考書の活用法についても説明する。

３．履修上の注意
　必修科目なので単位修得は必須義務である。一定回数以上の出席
が必要である。実力を養成するために積極的な授業への参加が求め
られる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をする。本文篇
に入ってからは辞典を活用して課文および文法要点の例文の意味を
調べておく。練習問題の答えをノートに書いておく。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　基本的には，春学期最終授業時に実施される筆記試験の点数によ
り成績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。
比率は筆記試験80％，発音・小テストが20％。欠席・遅刻は減点の
対象になり得る。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN161J

中国語（初級）Ⅱa
【文法・読解】

福満　正博・野田　寛達・石野　智大・工藤　早恵・小林　光考・
蔡　娟・笹倉　一広・高橋　美千子・野本　敬・費　燕・劉　ミョウ

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中国語未習の 1年次の学生に中国語の初級レベルの教育を行う。
　発音のしかた，中国語の音節構造，ピンインの読み方・書き方，
初級レベルの短い文の読解，文法事項，簡体字の習得をめざす。
〈到達目標〉
　中国語を正しく発音できる，ピンインを正しく読め，書ける，初
級レベルの短文を中国語らしく音読でき，読解できる，文法項目を
理解する，簡体字を認識できて書けることを目標とする。

２．授業内容
　 1 年次秋学期の授業は， 1 コマ100分×約14週で，おおよそ約23
時間の学習時間となる。この時間で中国語の発音のしかた，文字表
記のシステム，約500語の単語，基本的な文法事項について学ぶ。
やさしいあいさつに始まり，有用な日常会話ができ，基礎的な文が
読める能力を養成することをめざし，中国語（初級）Ⅰ（a）は，
文法事項の理解と運用，読解力の養成に重点をおく。
　（1）　 第一段階（9・10・11月）：中国語の重要な文法事項の中で

も日本人学習者にとって難度の高いアスペクト，補語につ
いて説明し，これらを含む基本的な中国語を理解できる能
力の養成をめざす。

　（2）　 第二段階（12・1月）：受け身文，使役文，処置文，比較文
の基礎を説明し，内容のある文章を正確に理解できる力を
養成する。

　両段階を通じ，発音の習得，ピンイン（＝ローマ字表記）および
簡体字の習熟，ヒアリングとスピーキングの反復練習，単語力の増
強を行う。両段階を通じ，発音の習得，ピンイン（＝ローマ字表記）
の習熟，簡体字，ヒアリングとスピーキングの反復練習，単語力の
増強をはかる。

３．履修上の注意
　必修科目なので単位修得は必須義務である。一定回数以上の出席
が必要である。実力を養成するために積極的な授業への参加が求め
られる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をする。本文篇
に入ってからは辞典を活用して課文および文法要点の例文の意味を
調べておく。練習問題の答えをノートに書いておく。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
を推奨する。
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　基本的には，秋学期最終授業時に実施される筆記試験の点数によ
り成績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。
比率は筆記試験80％，発音・小テストが20％。欠席・遅刻は減点の
対象になり得る。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN161J

中国語（初級）Ⅰb
【聴取・表現】

遠藤　絢・王　学群・蔡　娟・花井　みわ・
李　旭・李　軼倫・劉　素英

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中国語未習の1年次の学生に中国語の初級レベルの教育を行う。
　発音のしかた，中国語の音節構造，ピンインの読み方・書き方，
聴解，会話表現，作文力，簡体字の習得をめざす。

〈到達目標〉
　中国語を正しく発音できる，ピンインを正しく読め，聞いて書け
る，初級レベルの短い会話を暗誦し，簡体字を習得して漢字で書け
ることを目標とする。

２．授業内容
　 1 年次春学期の授業は， 1 コマ100分×約14週で，おおよそ約23
時間の学習時間となる。この時間で中国語の発音のしかた，文字表
記のシステム，約500語の単語，基本的な文法事項について学ぶ。
やさしいあいさつに始まり，有用な日常会話ができ，基礎的な文が
読める能力を養成することをめざし，中国語（初級）Ⅰb は，正し
い発音の習得，ピンインを正しく書ける，課文を暗誦する，表現し
たい内容を中国語で言えて書ける能力の養成に重点をおく。
　（1）　 第一段階（4・5月）：中国語の発音のしかたを学び，正しい

発音の習得をめざす。漢字の読み方を記すローマ字の綴り
方・読み方を練習し，正しく読めて書けるようする。さま
ざまなあいさつ，自己紹介のしかた，中国・日本の人名・
地名を中国語でどう言うかを学ぶ。“是”述語文，“有”述語文，
動詞述語文について聞けて書ける力を養成する。

　（2）　 第二段階（6・7月）：中国語の基本構造である各種のフレー
ズについて学ぶ。動詞と目的語，形容詞述語文，量詞，助
動詞，および各種の疑問文について聞けて書ける力を養成
する。

　両段階を通じ，発音の習得，ピンイン（＝ローマ字表記）の習熟，
簡体字，ヒアリングとスピーキングの反復練習，単語力の増強をは
かる。また辞典や参考書の活用法についても習得する。

３．履修上の注意
　必修科目なので単位修得は必須義務である。一定回数以上の出席
が必要である。実力を養成するために積極的な授業への参加が求め
られる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をする。本文篇
に入ってからは課文を暗誦し，文字を見ないで漢字・ピンインで書
けるようにする。練習問題の答えを口頭で言えるようにしておく。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
を推奨する。
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　基本的には，春学期最終授業時に実施される筆記試験の点数によ
り成績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。
比率は筆記試験80％，発音・小テストが20％。欠席・遅刻は減点の
対象になり得る。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN161J

中国語（初級）Ⅱb
【聴取・表現】

遠藤　絢・王　学群・蔡　娟・花井　みわ・
李　旭・李　軼倫・劉　素英

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中国語未習の1年次の学生に中国語の初級レベルの教育を行う。
　発音のしかた，中国語の音節構造，ピンインの読み方・書き方，
聴解，会話表現，作文力，簡体字の習得をめざす。
〈到達目標〉
　中国語を正しく発音できる，ピンインを正しく読め，聞いて書け
る，初級レベルの短い会話を暗誦し，簡体字を習得して漢字で書け
ることを目標とする。

２．授業内容
　 1年次秋学期の授業は，春学期に引き続き，中国語の正しい発音
を習得し，基本的で有用な日常会話力を養成する。中国語（初級）
Ⅱb は，初級レベル後半段階の中国語の課文を暗誦し口頭で言える，
表現したい内容を中国語で言えて書ける能力の養成に重点をおく。
　（1）　 第一段階（9・10・11月）：中国語の重要な文法事項の中で

も日本人学習者にとって難度の高いアスペクト，補語につ
いて読めて聞けて話せて書けるトレーニングを行う。

　（2）　 第二段階（12・1月）：受身文，使役文，処置文，比較文を
習得し，これらの文法項目を含む中国語を読めて聞けて話
せて書けるトレーニングを行う。

　両段階を通じ，発音の習得，ピンイン（＝ローマ字表記）および
簡体字の習熟，ヒアリングとスピーキングの反復練習，単語力の増
強を行う。

３．履修上の注意
　必修科目なので単位修得は必須義務である。一定回数以上の出席
が必要である。実力を養成するために積極的な授業への参加が求め
られる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をする。本文篇
に入ってからは課文を暗誦し，文字を見ないで漢字・ピンインで書
けるようにする。練習問題の答えを口頭で言えるようにしておく。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
を推奨する。
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　基本的には，秋学期最終授業時に実施される筆記試験の点数によ
り成績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。
比率は筆記試験80％，発音・小テストが20％。欠席・遅刻は減点の
対象になり得る。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【指定クラス】

野田　寛達・福満　正博・石野　智大・遠藤　絢・
小林　光考・蔡　娟・花井　みわ・平井　徹・李　旭

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの中国語の語彙・文法項目を含むさまざまな中国語を
聞けて話せて書ける能力を養成するための教育を行う。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を聞けて話せて書ける能力を習得し，各種検
定試験の 3級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　 1年次の授業で学んだ重要事項の復習と定着，中級レベルの読解
能力の向上をはかる。その目的のために，中級レベルで必要な文
型・語彙・文法を学び，同時に言語と不可分の関係にある現代中国
の文化・社会などについても学ぶ。

（1）第一段階（4～5月）：一年次の学習内容を復習したうえで，教
科書の本文（会話文）を利用して，会話文の音読と内容理解を進め，
あわせて練習問題に取り組んでゆく。

（2）第二段階（6～7月）：第一段階の内容を継続しつつ，さらなる
文法理解の定着を図る。

３．履修上の注意
　語学の習得には日々の継続的な学習が重要な意味を持つ。そのた
め，受講生は必ず予習・復習を行って授業に臨むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）教科書付属のCDを活用して，各課の本文を複数回音読する。
また，新出単語の字形・発音・意味を覚えてくること。

（復習）授業で習った文法事項や新出単語を見直し，理解を定着さ
せる。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
を推奨する。
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　基本的には，春学期最終授業時に実施される試験の点数により成
績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。比
率は試験80％。平常点が20パーセント。授業出席が前提である。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【指定クラス】

野田　寛達・福満　正博・石野　智大・遠藤　絢・
小林　光考・蔡　娟・花井　みわ・平井　徹・李　旭

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの中国語の語彙・文法項目を含むさまざまな中国語を
聞けて話せて書ける能力を養成するための教育を行う。
〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を聞けて話せて書ける能力を習得し，各種検
定試験の 3級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　 1年次の授業で学んだ重要事項の復習と定着，中級レベルの読解
能力の向上をはかる。その目的のために，中級レベルで必要な文
型・語彙・文法を学び，同時に言語と不可分の関係にある現代中国
の文化・社会などについても学ぶ。
（1）第一段階（9～11月）：春学期の学習成果を基礎として，引き続
き中国語の実践的能力の習得をめざす。
（2）第二段階（12～1月）：第一段階の内容を継続しつつ，さらなる
レベルアップを図る。また，中級レベルの学習の総仕上げとして，
中国語で電子メールが書けるなどの表現力を養う。

３．履修上の注意
　語学の習得には日々の継続的な学習が重要な意味を持つ。そのた
め，受講生は必ず予習・復習を行って授業に臨むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）教科書付属のCDを活用して，各課の本文を複数回音読する。
また，新出単語の字形・発音・意味を覚えてくること。
（復習）授業で習った文法事項や新出単語を見直し，理解を定着さ
せる。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
を推奨する。
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　基本的には，秋学期最終授業時に実施される試験の点数により成
績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。比
率は試験80％，発音・小テストが20％。欠席・遅刻は減点の対象に
なり得る。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他



― 164 ―

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

福 満 正 博

1 単位 2 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの中国語の語彙・文法項目を含むさまざまな中国語を
聞けて話せて書ける能力を養成するための教育を行う。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を聞けて話せて書ける能力を習得し，各種検
定試験の ３ 級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　 1 年次の授業で学んだ重要事項の復習と定着，中級レベルの読解
能力の向上をはかる。その目的のために中級レベルで必要な文型，
語彙，文法を学び，同時に言語と不可分の関係にある現代中国の文
化・社会などについても学ぶ。
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回～第 4 回：第 1 課
　第 ５ 回～第 ７ 回：第 2 課
　第 ８ 回～第10回：第 ３ 課
　第11回～第1３回：第 4 課
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　必修科目なので単位修得は必須義務です。一定回数以上の出席が
必要です。実力を養成するために積極的な授業への参加が求められ
ます。
　本授業は 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，
履修に際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手
引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をしたり，本文
篇に入ってからは辞典を活用して課文および文法要点の例文の意味
を調べておいたり，練習問題の答えをノートに書いておいたりして
みてください。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 199５
　辞典は，適当なものを授業中に推奨する。
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
適宜評価する

８．成績評価の方法
　基本的には，春学期最終授業時に実施される試験の点数により成
績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。比
率は試験８0％。平常点が20パーセント。授業出席が前提である。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

福 満 正 博

1 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの中国語の語彙・文法項目を含むさまざまな中国語を
聞けて話せて書ける能力を養成するための教育を行う。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を聞けて話せて書ける能力を習得し，各種検
定試験の ３ 級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　中級レベルの読解能力の向上をはかる。その目的のために中級レ
ベルで必要な文型，語彙，文法を学び，同時に言語と不可分の関係
にある現代中国の文化・社会などについても学ぶ。
　第 1 回：春学期の復習
　第 2 回～第 4 回：第 ５ 課
　第 ５ 回～第 ７ 回：第 6 課
　第 ８ 回～第10回：第 ７ 課
　第11回～第1３回：第 ８ 課
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　必修科目なので単位修得は必須義務です。一定回数以上の出席が
必要です。実力を養成するために積極的な授業への参加が求められ
ます。
　本授業は 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，
履修に際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手
引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をしたり，本文
篇に入ってからは辞典を活用して課文および文法要点の例文の意味
を調べておいたり，練習問題の答えをノートに書いておいたりして
みてください。

５．教科書
　「詳細は，明大サポートで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 199５
　辞典は，適当なものを授業中に推奨する。
ネットの，「Weblio中日辞典」は，便利である。
また「オンラインで使える中国語音節表」など，ネット上には便利
な参考資料がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
適宜評価する

８．成績評価の方法
　基本的には，秋学期最終授業時に実施される試験の点数により成
績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。比
率は試験８0％。平常点が20パーセント。授業出席が前提である。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

王　 学 群

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
本授業は、中国文化と生活に関する中国語のスキルを磨き、中国語によるコミュ
ニケーションの能力を高めることを目的とする。
　1978年代以後、中国では、改革開放政策の実施によって目覚ましい経済発展を
遂げている。また、最近の就職事情からみれば、中国語だけでなく、中国におけ
る固有文化やビジネス文化も理解できる人材が求められている。特に中国語検定
の資格を持つことだけで有利になる場合もある。
　このような状況の中で、現在、日本で中国語検定試験がいくつか実施されてい
る。本授業では、学習の成果を結果に結びつけるように、受講者に中国語検定を
受けるように勧める。そのため、模擬テストも授業中で実施したり、宿題として
やってもらったりする場合もある。
到達目標は次の通りである。
　1.　中国語と中国文化に対しての理解を深める。
　2.　 日中文化の繋がりを理解し、新しい視点で日中間のことを積極的に考える。
　3.　中国語の様々な表現を中級に近いレベルまでマスターする。
　4.　 中国語実力アップによって中国語検定試験 4 級に確実に合格することを目

指す。

２．授業内容
第 1回　 本授業の説明と中国語検定についての説明（場合によっては第1課の学習

もする）
第 2回　第1課（教科書）“留学”の単語と会話の学習
第 3回　第1課“留学”の語法と練習の学習
第 4回　第2課“考试”の単語と会話の学習
第 5回　第2課“考试”の会話と語法の学習
第 6回　第2課“考试”の語法と練習の学習、第3課“旅游”の単語の学習
第 7回　第3課“旅游”の会話と語法の学習
第 8回　第3課“旅游”の語法と練習の学習
第 9回　第4課“登山”の単語と会話の学習
第10回　第4課“登山”の会話と語法の学習
第11回　第4課“登山”の練習の学習、第5課“回老家”の単語の学習
第12回　第5課“回老家”の会話と語法の学習
第13回　第5課“回老家”の語法と練習の学習
第14回　今までの学習のまとめと確認

３．履修上の注意
受講者にやや中級レベルの中国語語法をしっかり学習してもらう。重要な部分に
ついて教員から説明を加える。勿論、学習内容について、受講者に質問し、答え
てもらう。
　中国語の文章、中国語の小さなドラマ・テレビ放送・ラジオ放送なども学習内
容になる場合がある。
　中国語の発音は、このような学習を通じて、より正確かつ綺麗に発音できるよ
うにする。
　また、受講者に中国における固有文化と生活を理解してもらうため、スケジュ
ールのように、それについても学習する。そして、毎回できるだけ新しい中国情
報をプリントにして受講者全員に配分する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
【事前学習】次回の学習内容（本文・語法・練習）に目を通し、新しい表現方法、
理解しにくい箇所を確認する。また新出単語と、本文の会話をスムーズに読める
ように練習し、語法の例文づくりをしておくこと。大体90分やってほしい。
　【事後学習】学習した内容（新出単語・本文の会話、語法の例文）を流暢に読め
るように練習する。また習った単語の暗記、語法の理解、中国語での例文づくり
などができるように復習すること。大体90分やってほしい。

５．教科書
『資格を目指す実践中級中国語』初版　王学群ほか（著）、光生館、￥2200円

６．参考書
　『ライセンス中国語検定 3級・ 4級』趙秀敏・冨田昇　白帝社
　『中検 4級問題集2021年版』白帝社
　『中検 3級問題集2021年版』白帝社

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiシステムを利用しての課ごとの宿題を提出してもらう。

８．成績評価の方法
基本的には，春学期最終授業時に実施される試験の点数により成績評価を行う。
比率は試験70%。平常点が30パーセント。授業出席が前提である。

９．その他
外国語の上達は日々の少しずつの努力によるもので、ぜひ毎日少しずつ中国語の
知識を覚えていこう。

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

王　 学 群

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
本授業は、中国文化と生活に関する中国語のスキルを磨き、中国語によるコミュ
ニケーションの能力を高めることを目的とする。
　1978年代以後、中国では、改革開放政策の実施によって目覚ましい経済発展を
遂げている。
　また、最近の就職事情からみれば、中国語だけでなく、中国における固有文化
やビジネス文化も理解できる人材が求められている。特に中国語検定の資格を持
つことだけで有利になる場合もある。
　このような状況の中で、現在、日本で中国語検定試験がいくつか実施されてい
る。本授業では、学習の成果を結果に結びつけるように、受講者に中国語検定を
受けるように勧める。そのため、模擬テストも授業中で実施したり、宿題として
やってもらったりする場合もある。
到達目標は次の通りである。
　1.　中国語と中国文化に対しての理解を深める。
　2.　日中文化の繋がりを理解し、新しい視点で日中間のことを積極的に考える。
　3.　中国語の様々な表現を中級に近いレベルまでマスターする。
　4.　中国語実力アップによって中国語検定試験 3級に合格することを目指す。

２．授業内容
第 1回　本授業の説明と第6課の学習
第 2回　第6課（教科書）“助人为乐”の会話と語法の学習
第 3回　第6課“助人为乐”の練習、第7課“后悔药”の単語の学習
第 4回　第7課“后悔药”の会話と語法の学習
第 5回　第7課“后悔药”の練習、第8課“租房”の単語の学習
第 6回　第8課“租房”の会話と語法の学習
第 7回　第8課“租房”の練習、第9課“公共自行车”の単語の学習
第 8回　第9課“公共自行车”の会話と語法の学習
第 9回　第9課“公共自行车”の語法と練習の学習
第11回　第10課“乒乓球”の単語の学習
第12回　第10課“乒乓球”の会話と語法の学習
第13回　第10課“乒乓球”の語法と練習の学習
第14回　今までの学習のまとめと確認

３．履修上の注意
受講者にやや中級レベルの中国語語法をしっかり学習してもらう。重要な部分に
ついて教員から説明を加える。勿論、学習内容について、受講者に質問し、答え
てもらう。
　中国語の文章、中国語の小さなドラマ・テレビ放送・ラジオ放送なども学習内
容になる場合がある。
　中国語の発音は、このような学習を通じて、より正確かつ綺麗に発音できるよ
うにする。
　また、受講者に中国における固有文化と生活を理解してもらうため、スケジュ
ールのように、それについても学習する。そして、毎回できるだけ新しい中国情
報をプリントにして受講者全員に配分する。
　授業中において、中国語作文の演習を必要に応じて行う。それについても指導
する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　【事前学習】次回の学習内容（本文・語法・練習）に目を通し、新しい表現方法、
理解しにくい箇所を確認する。また新出単語と、本文の会話をスムーズに読める
ように練習し、語法の例文づくりをしておくこと。大体90分やってほしい。
　【事後学習】学習した内容（新出単語・本文の会話、語法の例文）を流暢に読め
るように練習する。また習った単語の暗記、語法の理解、中国語での例文づくり
などができるように復習すること。大体90分やってほしい。

５．教科書
『資格を目指す実践中級中国語』初版　王学群ほか（著）、光生館、￥2200円

６．参考書
　『ライセンス中国語検定 3級・ 4級』趙秀敏・冨田昇　白帝社
　『中検 4級問題集2021年版』白帝社
　『中検 3級問題集2021年版』白帝社

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiシステムを利用しての課ごとの宿題を提出してもらう。

８．成績評価の方法
基本的には，春学期最終授業時に実施される試験の点数により成績評価を行う。
比率は試験70 %。平常点が30パーセント。授業出席が前提である。

９．その他
常に積極的に中国語で教員に話しかけたり、中国のことを聞いたりしてほしい。
勿論日本語でも構わない。
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

大 西 陽 子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　長文読解を通して中国語の読解能力を習得し，かつ文法理解と表現力を
高めることを目標とします。授業はテキストに従って進行し，概ね 2回の
授業で 1課分を進行する予定です。
　各課の内容は日本と中国の文化や考え方の違いにスポットを当てた興味
深い風習・文化などをテーマにした長文に加え，文法やリスニング，関連
クイズなど楽しく取り組める豊富な練習問題も付録されています。
日常会話においても使用頻度の高い語彙や表現が豊富に盛り込まれていま
すので，文章の読解力向上はもちろん，会話力アップにもつながっていく
ことと思います。

〈到達目標〉
　中国語検定試験 3 級，HSK 3 級レベル合格相当の文法知識と読解力をつ
けることを目標とします。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクションおよび初級文法復習
　第 2回　第1課　「日本の鬼・中国の鬼」課文・文法ポイント
　第 3回　第1課　練習問題
　第 4回　第2課　「中国のスターは高学歴揃い」課文・文法ポイント
　第 5回　第2課　練習問題
　第 6回　第3課　「黒いボタンとなでしこ」課文・文法ポイント
　第 7回　第3課　練習問題
　第 8回　第4課　「「友人」とは」課文・文法ポイント
　第 9回　第4課　練習問題
　第10回　第5課　「帰省しないのは法律違反」課文・文法ポイント
　第11回　第5課　練習問題
　第12回　第6課　「学生のバイトは是か否か」課文・文法ポイント
　第13回　第6課　練習問題
　第14回　a: まとめ　b: 試験

３．履修上の注意
　※座席は固定席にするので，自分の席に座ること。
　※ やむを得ない場合を除いて全体の 4 分の 3 以上は出席することが前

提。
　※ 正当な理由がない遅刻は 3回で欠席 1回分と見なします。60分以上の

遅刻は欠席と同等の扱いとします。
　※ 授業時には中日辞典（電子辞書でも可）を持参すること。但し携帯ア

プリの辞書は不可。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に
際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈予習〉
・必ず授業進度分の予習をして授業に臨むこと。
・予習内容は以下のとおりです（詳細については授業時に指示します）
　①音読練習（かならず最低でも1回以上は本文の音読練習をしてくること）
　②単語の意味確認（知らない単語や表現などは辞書をひいて確認すること）
　③本文の内容把握（自分なりに訳出して内容を把握しておくこと）
　④ポイント練習問題の予習など

〈復習〉
・ 授業で履修した箇所の内容，文法などがきちんと理解できたかを復習し
て確認すること。

５．教科書
　中桐典子／余瀾／吉沢ひろ子／黄暁恵　『日中異文化の出会い－中級へ
のステップアップ－』　（三修社）　2000円＋税　ISBN978-4-41043-3　C1087

６．参考書
・相原茂他『WHY？にこたえるはじめての中国語の文法書』（同学社）
・守屋宏則『やさしくくわしい中国語文法の基礎』（東方書店）
・小川郁夫『中国語文法・完成マニュアル』（白帝社）
詳細は授業時に指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験の成績（70％）および授業への参加度・提出課題等の平常点（30
％）を基準として総合評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

大 西 陽 子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期に引き続き，長文読解を通して中国語の読解能力を習得し，かつ
文法理解と表現力を高めることを目標とします。授業はテキスト後半部分
をテキストに従って進行し，概ね 2回の授業で 1課分を進行する予定です。
　各課の内容は日本と中国の文化や考え方の違いにスポットを当てた興味
深い風習・文化などをテーマにした長文に加え，文法やリスニング，関連
クイズなど楽しく取り組める豊富な練習問題も付録されています。
日常会話においても使用頻度の高い語彙や表現が豊富に盛り込まれていま
すので，文章の読解力向上はもちろん，会話力アップにもつながっていく
ことと思います。

〈到達目標〉
　中国語検定試験 3 級，HSK 3 級レベル合格相当の文法知識と読解力をつ
けることを目標とします。

２．授業内容
　第 1回　第7課　「ご馳走する時される時」課文・文法ポイント
　第 2回　第7課　練習問題
　第 3回　第8課　「家の中は全部見せる中国人」課文・文法ポイント
　第 4回　第8課　練習問題
　第 5回　第9課　「色のいろいろ」課文・文法ポイント
　第 6回　第9課　練習問題
　第 7回　第10課　「席は譲るべきなのか」課文・文法ポイント
　第 8回　第10課　練習問題
　第 9回　第11課　「七夕は8月の行事」課文・文法ポイント
　第10回　第11課　練習問題
　第11回　第12課　「おごそかと賑やか」課文・文法ポイント
　第12回　第12課　練習問題
　第13回　補充練習　長文読解に挑戦　「日本の女将・中国の女将」
　第14回　a: まとめ　b: 試験

３．履修上の注意
　※座席は固定席にするので，自分の席に座ること。
　※ やむを得ない場合を除いて全体の 4 分の 3 以上は出席することが前

提。
　※ 正当な理由がない遅刻は 3回で欠席 1回分と見なします。60分以上の

遅刻は欠席と同等の扱いとします。
　※ 授業時には中日辞典（電子辞書でも可）を持参すること。但し携帯ア

プリの辞書は不可。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に
際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈予習〉
・必ず授業進度分の予習をして授業に臨むこと。
・予習内容は以下のとおりです（詳細については授業時に指示します）
　①音読練習（かならず最低でも1回以上は本文の音読練習をしてくること）
　②単語の意味確認（知らない単語や表現などは辞書をひいて確認すること）
　③本文の内容把握（自分なりに訳出して内容を把握しておくこと）
　④ポイント練習問題の予習など

〈復習〉
・ 授業で履修した箇所の内容，文法などがきちんと理解できたかを復習し
て確認すること。

５．教科書
　中桐典子／余瀾／吉沢ひろ子／黄暁恵　『日中異文化の出会い－中級へ
のステップアップ－』　（三修社）　2000円＋税　ISBN978-4-41043-3　C1087

６．参考書
・相原茂他『WHY？にこたえるはじめての中国語の文法書』（同学社）
・守屋宏則『やさしくくわしい中国語文法の基礎』（東方書店）
・小川郁夫『中国語文法・完成マニュアル』（白帝社）
詳細は授業時に指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験の成績（70％）および授業への参加度・提出課題等の平常点（30
％）を基準として総合評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

工 藤 早 恵

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　まず一年次に習った初級レベルの文法と語彙を復習し，基礎力を固め
る。その上で，中級レベルの会話文に含まれる文法，語彙，言い回し等を
勉強し，相手の言葉を理解し（＝読む・聞く），自分の言葉を相手に通じ
させる（＝話す・書く）能力を養うように，繰り返し練習する。具体的に
は，実用的な日常会話文を扱う教科書や動画を教材として，単語確認や文
法解説等を勉強した後に，翻訳練習，作文練習，聞き取り練習などを行う。
また毎回の内容のポイントになる文等について，暗唱したり，内容確認の
課題を提出したりしてもらう。

〈到達目標〉
　日常でよく使う中級レベルの会話文を正確に訳せて・聞けて・話せて・
書ける能力の習得を目指す。

２．授業内容
　この授業は以下の内容ですすめる。
　第 1回　イントロダクション,自己紹介の表現
　第 2回　 第1課　副詞の復習と二重目的語をとる動詞・会話文（学部・

専攻・電話番号について）の音読
　第 3回　第1課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第 4回　 第2課　前置詞の復習と会話文（バイト，趣味について）の音読
　第 5回　第2課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第 6回　 第3課　経験を表す言い方と選択疑問文の復習・会話文（レス

トランにて）の音読
　第 7回　第3課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第 8回　a試験
　　　　　b試験と正答解説
　第 8回　 第4課　助動詞の使い方と「～したらすぐ」の言い方・会話文

（カラオケに行く）の音読
　第 9回　第4課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第10回　 第5課　結果補語と様態補語・会話文（カラオケ店にて）の音読
　第11回　第5課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第12回　 第6課　是～的構文・会話文（家族写真について）の音読
　第13回　第6課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第14回　a試験
　　　　　b試験と正答解説

３．履修上の注意
　毎回の授業の最後には，二人組になって会話文の音読確認や暗誦を行う。
　また簡体字やピンインを確実に覚える為の練習プリントや文法ポイント
に関する問題のプリントの提出を毎回の課題とする。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修に際し
ては事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照す
ること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回配布するプリントの練習問題などを見直しておくこと。

５．教科書
　「詳細は，Oh-o! meijiシステムで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』，守屋宏則著，東方書店

７．課題に対するフィードバックの方法
提出の課題プリントは，毎回確認し次の週に教室で返却する。
期末試験等については，正答の確認と解説の時間を設ける。

８．成績評価の方法
・ 中間試験・期末試験，提出課題，練習課題，暗唱等の点数により成績評
価を行う。

・ 比率は筆記試験，提出課題，練習課題80％，平常点（暗唱・授業への参
加度）20％。

・ 中間・期末試験と提出課題・練習課題の点数の合計で，必ず全体の50％
以上の点を取ること。

・欠席・遅刻は減点の対象になる。
・総合して60点未満は不合格になる。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

工 藤 早 恵

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの会話文に含まれる文法，語彙，言い回し等を勉強し，相手
の言葉を理解し（＝読む・聞く），自分の言葉を相手に通じさせる（＝話
す・書く）能力を養うように，繰り返し練習する。具体的には，実用的な
日常会話文を扱う教科書や動画を教材として，単語確認や文法解説等を勉
強した後に，翻訳練習，作文練習，聞き取り練習などを行う。また毎回の
内容のポイントになる文等について，暗唱したり，内容確認の課題を提出
したりしてもらう。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語の会話文を正確に読めて・聞けて・話せて・書ける
能力を習得することを目指す。

２．授業内容
　この授業は以下の内容ですすめる。
　第 1回　春学期の内容の復習
　第 2回　 第7課　単純方向補語と「少し～」の言い方・会話文（洋品店

にて）の音読
　第 3回　第7課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第 4回　第8課　把構文と複合方向補語・会話文（誕生会にて）の音読
　第 5回　第8課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第 6回　第9課　程度補語と可能補語・会話文（DVD鑑賞）の音読
　第 7回　第9課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第 8回　a試験
　　　　　b試験と正答解説
　第 9回　 第10課　duo＋形容詞と不定疑問文・会話文（夏休みについて）

の音読
　第10回　第10課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第11回　 第11課　隔たりを表す言い方と持続・会話文（学園祭について）

の音読
　第12回　第11課　ワードバンク・ドリル・会話文の暗唱
　第13回　第12課　存現文と・会話文（スキー場にて）の音読
　第14回　a試験
　　　　　b試験と正答解説

３．履修上の注意
　毎回の授業の最後には，二人組になって会話文の音読確認や暗誦を行う。
　また簡体字やピンインを確実に覚える為の練習プリントや文法ポイント
に関する問題のプリントの提出を毎回の課題とする。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修に際し
ては事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照す
ること。本授業は 1クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修
に際しては事前登録が必要である。詳細は，「経営学部履修の手引き」を
参照のこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，暗誦文や学習資料を見直しておくこと。

５．教科書
　「詳細は，Oh-o! meijiシステムで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』，守屋宏則著，東方書店

７．課題に対するフィードバックの方法
提出の課題プリントは，毎回確認し次の週に教室で返却する。
期末試験等については，正答の確認と解説の時間を設ける。

８．成績評価の方法
・ 中間試験・期末試験，提出課題，練習課題，暗唱等の点数により成績評
価を行う。

・ 比率は筆記試験，提出課題，練習課題80％，平常点（暗唱・授業への参
加度）20％。

・ 中間・期末試験と提出課題・練習課題の点数の合計で，必ず全体の50％
以上の点を取ること。

・欠席・遅刻は減点の対象になる。
・総合して60点未満は不合格になる。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

蔡　　　　　娟

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　一年次に習得した中国語の基礎をもとに，新しい語彙や表現を
徐々に加え，必要な文法事項について重点的に解説し，中級レベル
の中国語の読解力と表現力を身につけることをめざす。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語のコミュニケーション能力を習得し，各種検
定試験の 3級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　目・耳・口を使って繰り返し練習し，充実したコミュニケーショ
ンができるよう授業を進めていく。春学期は第 1 課～第 4 課を学ぶ
予定である。授業内容の目安については以下の通り。
　第 1回　イントロダクション
　第 2回～第 4回：第1課「留学」
　第 5回～第 7回：第2課「試験」
　第 8回～第10回：第3課「旅行」
　第11回～第13回：第4課「登山」
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　ネイティブの中国語に慣れるために，可能な限り中国語で授業を
行う。講義形式を主体にするが，本文を読んでもらったり，日本語
に訳してもらったり，質疑応答を行ったりし，生徒と教師とのやり
とりを重視する。授業内容が理解できているかを確認するために，
小テストを行うこともある。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　語学は予習と復習がとても大事である。そのため，単語・本文を
朗読し，覚える必要がある。発音練習のために，テキストの録音を
常に聞くように要求する。

５．教科書
　『資格を目指す実践中級中国語』，王学群ほか，光生館，2200円＋
税　ISBN978-4-332-81132-9

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　原則として，期末試験70％，平常点30％で評価する。積極的な授
業参加や随時行う小テスト等を平常点として加点していく。欠席が
全体の1/3を超えた場合，成績評価の対象外とする。欠席・遅刻は
減点の対象になる。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

蔡　　　　　娟

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　一年次に習得した中国語の基礎をもとに，新しい語彙や表現を
徐々に加え，必要な文法事項について重点的に解説し，中級レベル
の中国語の読解力と表現力を身につけることをめざす。
〈到達目標〉
　中級レベルの中国語のコミュニケーション能力を習得し，各種検
定試験の 3級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　目・耳・口を使って繰り返し練習し，充実したコミュニケーション
ができるよう授業を進めていく。春学期に続いて秋学期では第 5課～
第 8課を学ぶ予定である。授業内容の目安については以下の通り。
　第 1回　春学期のまとめと秋学期授業予定の説明
　第 2回～第 4回：第5課「実家に帰る」
　第 5回～第 7回：第6課「他人を助けることを喜びとする」
　第 8回～第10回：第7課「後悔に付ける薬」
　第11回～第13回：第8課「部屋を借りる」
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　ネイティブの中国語に慣れるために，可能な限り中国語で授業を
行う。講義形式を主体にするが，本文を読んでもらったり，日本語
に訳してもらったり，質疑応答を行ったりし，生徒と教師とのやり
とりを重視する。授業内容が理解できているかを確認するために，
小テストを行うこともある。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　語学は予習と復習がとても大事である。そのため，単語・本文を
朗読し，覚える必要がある。発音練習のために，テキストの録音を
常に聞くように要求する。

５．教科書
　『資格を目指す実践中級中国語』，王学群ほか，光生館，2200円＋
税　ISBN978-4-332-81132-9

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　原則として，期末試験70％，平常点30％で評価する。積極的な授
業参加や随時行う小テスト等を平常点として加点していく。欠席が
全体の1/3を超えた場合，成績評価の対象外とする。欠席・遅刻は
減点の対象になる。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

笹 倉 一 広

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　長文読解を通して中国語の読解能力を習得し，かつ文法理解と表現力を高めるこ
とを目標とします。概ね 2回の授業で 1課分を進行する予定で，テキスト全10課の
1～ 5課を講義する予定です。 6～10課は秋学期に後継授業で講義する予定です。
　使用するテキストは本文と注釈・語法のポイント（各課概ね15～20）が見開き
で参照できるようになっています。
　読解力のアップが授業の目標であることはもちろんですが，課文では中国の社
会や中国人の思考様式の理解も目標にします。
　下の教科書欄にあるURLで，内容レベルを確認して受講登録をしてください。
〈到達目標〉
　中国語検定試験 3 級，ＨＳＫ 4 級レベル合格の文法知識と読解力をつけること
を目標とします。

２．授業内容
・ 1 年生のほとんどの教科書は対話体の会話の課文だったと思いますが，中国語
は日本語以上に書き言葉と話言葉の差がある言語です。この授業では，短篇小
説として書かれたある程度の長さの文章を読むことを通じて，基本文法の復習
に加え中級の語法を学び，読解能力の向上を目標とします。

・ 授業では，発音練習にも重点を置いて進めていきます。読む練習もしましょう。
【授業進行予定】
　第 1回　イントロダクションおよび初級文法復習
　第 2回　第1課　「谜底」
　第 3回　第1課　「谜底」
　第 4回　第2課　「女儿今年上高中」
　第 5回　第2課　「女儿今年上高中」
　第 6回　第2課　「女儿今年上高中」
　第 7回　第3課　「楼房」
　第 8回　第3課　「楼房」
　第 9回　第4課　「未遂」
　第10回　第4課　「未遂」
　第11回　第5課　「未遂」
　第12回　第5課　「未遂」
　第13回　第5課　「未遂」
　第14回　a: まとめ　b: 試験

３．履修上の注意
・語学の授業は，毎回の授業の積み重ねが大切です。必ず出席して下さい。
・欠席は 4回までは許容します。 5回以上は単位を出しません。
　本授業は 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際して
は事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
【予習】
・必ず授業進度分の予習をしてください。
　①音読練習（ＣＤを聴く，何回か本文を音読してみる）
　②単語の意味確認（知らない単語は辞書をひく）
　③本文・ポイント例文の予習
　※ ノートもつくらず，教科書にちょいちょいと書き込んで済ませている者が多

いですが，おざなりな勉強は身につきません。
　本文や例文・問題文を筆写して，訳文などを自分で書き込み，授業で訂正して
ゆくことは手間ですが，それだけの見返りはあります。地道な努力を惜しまない
で下さい。
【復習】
・授業で履修した箇所の内容，文法など理解できたか，疑問点がないか確認。
・声に出して読む練習。

５．教科書
　相原茂 /蘇紅　著
　『ハッピーエンドの 中国ショートショート』　（朝日出版社）　2200円＋税
　ISBN: 978-4-255-45348-4
　参考URL https://text.asahipress.com/chinese/detail.php?id=1765

６．参考書
・守屋宏則『やさしくくわしい中国語文法の基礎』（東方書店）
・相原茂他『WHY？にこたえるはじめての中国語の文法書　新訂版』（同学社）
・小川郁夫『中国語文法・完成マニュアル』（白帝社）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
・定期試験50％，平常点を50％とする。
・欠席は 4回までは許容します。 5回以上は単位を出しません。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

笹 倉 一 広

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　長文読解を通して中国語の読解能力を習得し，かつ文法理解と表現力を高める
ことを目標とします。概ね 2 回の授業で 1 課分を進行する予定で，夏学期に続き，
テキスト全10課の 6～10課を講義する予定です。
　使用するテキストは本文と注釈・語法のポイント（各課概ね15～20）が見開き
で参照できるようになっています。
　読解力のアップが授業の目標であることはもちろんですが，課文では中国の社
会や中国人の思考様式の理解も目標にします。
　下の教科書欄にあるURLで，内容レベルを確認して受講登録をしてください。
〈到達目標〉
　中国語検定試験 3 級，ＨＳＫ 4 級レベル合格の文法知識と読解力をつけること
を目標とします。

２．授業内容
・ 1 年生のほとんどの教科書は対話体の会話の課文だったと思いますが，中国語
は日本語以上に書き言葉と話言葉の差がある言語です。この授業では，短篇小
説として書かれたある程度の長さの文章を読むことを通じて，基本文法の復習
に加え中級の語法を学び，読解能力の向上を目標とします。

・授業では，発音練習にも重点を置いて進めていきます。読む練習もしましょう。
【授業進行予定】
　第 1回　第6課　「人生不是演习」
　第 2回　第6課　「人生不是演习」
　第 3回　第6課　「人生不是演习」
　第 4回　第7課　「洗澡」
　第 5回　第7課　「洗澡」
　第 6回　第8課　「习惯」
　第 7回　第8課　「习惯」
　第 8回　第8課　「习惯」
　第 9回　第9課　「遗产」
　第10回　第9課　「遗产」
　第11回　第10課　「元朝领王」
　第12回　第10課　「元朝领王」
　第13回　第10課　「元朝领王」
　第14回　a: まとめ　b: 試験

３．履修上の注意
・語学の授業は，毎回の授業の積み重ねが大切です。必ず出席して下さい。
・欠席は 4回までは許容します。 5回以上は単位を出しません。
　本授業は 1 クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際して
は事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
【予習】
・必ず授業進度分の予習をしてください。
　①音読練習（ＣＤを聴く，何回か本文を音読してみる）
　②単語の意味確認（知らない単語は辞書をひく）
　③本文・ポイント例文の予習
　※ ノートもつくらず，教科書にちょいちょいと書き込んで済ませている者が多

いですが，おざなりな勉強は身につきません。
　本文や例文・問題文を筆写して，訳文などを自分で書き込み，授業で訂正して
ゆくことは手間ですが，それだけの見返りはあります。地道な努力を惜しまない
で下さい。
【復習】
・授業で履修した箇所の内容，文法など理解できたか，疑問点がないか確認。
・声に出して読む練習。

５．教科書
　相原茂 /蘇紅　著
　『ハッピーエンドの 中国ショートショート』　（朝日出版社）　2200円＋税
　ISBN: 978-4-255-45348-4
　参考URL https://text.asahipress.com/chinese/detail.php?id=1765

６．参考書
・守屋宏則『やさしくくわしい中国語文法の基礎』（東方書店）
・相原茂他『WHY？にこたえるはじめての中国語の文法書　新訂版』（同学社）
・小川郁夫『中国語文法・完成マニュアル』（白帝社）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
・定期試験50％，平常点を50％とする。
・欠席は 4回までは許容します。 5回以上は単位を出しません。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

高 橋　美千子

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　基礎的な表現や文法事項を復習しつつ，応用的な表現能力と読解
能力をバランス良く身につける。授業では，総合的な能力の養成に
重点をおく。
　基礎的な会話ができ，まとまった文章を読解できるレベルに到達
することを目指す。

２．授業内容
　 1　 1年の復習　疑問詞疑問文を復習します。
　 2　 第1課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習　　

方向補語
　 3　第1課　短文　練習問題を通した理解
　 4　 第2課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習　　

結果補語　可能の助動詞
　 5　第2課　短文　練習問題を通した理解
　 6　 第3課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習　　

兼語文
　 7　第3課　短文　練習問題を通した理解
　 8　 第4課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習　　

受け身
　 9　第4課　短文　練習問題を通した理解
　10　 第5課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習　　

是・・・的の構文　　疑問詞の不定用法
　11　第5課　短文　練習問題を通した理解
　12　 第6課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習　　

把の構文
　13　第6課　短文　練習問題を通した理解
　14　今学期の内容のまとめ　期末テスト

３．履修上の注意
　授業中の私語は厳禁であるが，グループワークの際は，積極的に
取り組むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　新出単語の意味を調べておく。
　練習問題は一年時に既習した基本的な語彙を使った文ではある
が，ピンインがついていないので，音読で困らないように発音でき
るように準備しておくこと。

５．教科書
　『中国語への道　準中級編　－浅きより深きへー』　内田・奥村・
塩山・張著　金星堂

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著（アスク出
版 2010）
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著　（東方書店 
1995）
　辞典は：『中日辞典第 2 版』（小学館）または『中日辞典第 3 版』
（講談社）を推奨する。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh ‐ o!Meijiに解答例を掲示するとともに，授業時に解説。提出物
は，訂正して返却する。

８．成績評価の方法
　試験　50%　　平常点50%
　教科書の付録の発展練習の提出，授業中にその日の内容で適宜小
テストをする。小テストを平常点とする。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

高 橋　美千子

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　基礎的な表現や文法事項を復習しつつ，応用的な表現能力と読解
能力をバランス良く身につける。授業では，総合的な能力の養成に
重点をおく。
　基礎的な会話ができ，まとまった文章を読解できるレベルに到達
することを目指す。

２．授業内容
　 1　春学期の復習
　 2　第7課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習
　 3　第7課　短文の理解・練習問題を通しての理解
　 4　第8課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習
　 5　第8課　短文の理解・練習問題を通しての理解
　 6　第9課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習
　 7　第9課　短文の理解・練習問題を通しての理解
　 8　第10課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習
　 9　第10課　短文の理解・練習問題を通しての理解
　10　第11課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習
　11　第11課　短文の理解・練習問題を通しての理解
　12　第12課　文法のポイント・解説学習　会話の内容理解・練習
　13　第12課　短文の理解・練習問題を通しての理解
　14　秋学期の総復習　期末テスト

３．履修上の注意
　授業中の私語は厳禁であるが，グループワークの際は，積極的に
取り組むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　新出単語の意味を調べておく。
　練習問題は一年時に既習した基本的な語彙を使った文ではある
が，ピンインがついていないので，音読で困らないように発音でき
るように準備しておくこと。

５．教科書
　『中国語への道　準中級編　－浅きより深きへー』　内田・奥村・
塩山・張著　金星堂

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著（アスク出
版 2010）
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著　（東方書店 
1995）
　辞典は：『中日辞典第2版』（小学館）または『中日辞典第3版』（講
談社）を推奨する。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh ‐ o!Meijiに解答例を掲示するとともに，授業時に解説。提出物
は，訂正して返却する。

８．成績評価の方法
　試験　50%　　平常点50%
　教科書の付録の発展練習の提出，授業中にその日の内容で適宜小
テストをする。小テストを平常点とする。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

野 本　 敬

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　この授業では初級で学んだ文法事項を復習しながら，教中国語中級レベ
ルの文法・表現を学び，文法・読解力・語彙力を身につけ，中国語を通じ
て中国の社会文化を理解し，自身の考えを的確に表現できるようになるこ
とをめざします。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を読み・書き・聴き・話せる能力を習得し，中国語
を通じて中華圏の異文化理解を深められる基礎力獲得をめざします。

２．授業内容
　 1年次に学んだ基礎の上に，中国語中級の重要表現を学び，徐々に中国
語で表現することを学びます。特に正確な発音と聴解を重視し，可能であ
れば適宜関連する現代中国についての文章講読も取り入れる予定です。
　授業は通年で教科書 1 冊を学習し，春学期は前半 6 課を学ぶ予定です。
授業進行の目安は以下の通りです。
　第 1回　 a：イントロダクション　b：「第1課　中国人為什麼“爆買” ？」

単語・本文音読練習・ポイント意味確認
　第 2回　「第1課　中国人為什麼“爆買” ？」本文意味確認，練習問題
　第 3回　 「第2課　中国人為什麼不習慣分開付帳？」発音練習，文法ポイ

ント・本文意味確認，第1課確認テスト
　第 4回　 「第2課　中国人為什麼不習慣分開付帳？」音読練習・本文意味

確認，練習問題
　第 5回　 「第3課　中国人為什麼説話声音大？」発音練習，文法ポイン

ト・本文意味確認，第2課確認テスト
　第 6回　 「第3課　中国人為什麼説話声音大？」音読練習・本文意味確認，

練習問題
　第 7回　1～3課関連：応用課題
　第 8回　 「第4課　為什麼不懂礼儀的中国人很多？」発音練習，文法ポイ

ント・本文意味確認，第3課確認テスト
　第 9回　 「第4課　為什麼不懂礼儀的中国人很多？」音読練習・本文意味

確認，練習問題
　第10回　 「第5課　日本人太敏感還是中国人太鈍感？」発音練習，文法ポ

イント・本文意味確認，第4課確認テスト）
　第11回　 「第5課　日本人太敏感還是中国人太鈍感？」音読練習・本文意

味確認，練習問題題
　第12回　 「第6課　為什麼中国的彷冒産品這麼多？」発音練習，文法ポイ

ント・本文意味確認，第5課確認テスト）
　第13回　 「第6課　為什麼中国的彷冒産品這麼多？」音読練習・本文意味

確認，練習問題
　第14回　a：総まとめ　b：期末試験

３．履修上の注意
　この中国語（中級）A と秋学期開講の同一曜日時限の中国語（中級）B 
は連続した内容なので，通年で選択してください。
　授業は予習してあることを前提に行います。基本的には教科書に沿って
単語・文法ポイントの確認・解説を行なった後に本文の意味確認，その後
朗読練習と練習問題の答え合せを進める形式で進めます。中国語による応
用表現には辞書が不可欠なので，授業時には必ず準備し持参すること。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に
際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　最低限授業進度分の予習を行うこと。
　1． 教科書付属音源を活用し，本文・例文は声を出して発音練習してお

くとともに耳を慣らす。
　2．わからない単語は授業前に辞書をひいて調べておく。
　3．事前に文法例文の意味・本文意味を調べ，練習問題は解いておく。

５．教科書
　『そうだったんだ！中国　慧眼看中国』李軼倫，金星堂，2021年

６．参考書
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則（東方書店）
　辞書については『中日辞典第 3版』（小学館）を推奨します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　原則期末試験70％，平常点30％で評価します。積極的な挙手による授業
参加と随時行う小テスト等を平常点として加点します。欠席が全体の1/3
を超えた場合，成績評価の対象外とするのでご注意ください。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

野 本　 敬

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業では初級で学んだ文法事項を復習しながら，教中国語中級レベ
ルの文法・表現を学び，文法・読解力・語彙力を身につけ，中国語を通じ
て中国の社会文化を理解し，自身の考えを的確に表現できるようになるこ
とをめざします。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を読み・書き・聴き・話せる能力を習得し，中国語
を通じて中華圏の異文化理解を深められる基礎力獲得をめざします。

２．授業内容
　春学期に続いて，中国語中級の重要表現を学び，中国語での表現に慣れ
ていきます。時間が許せば適宜関連する現代中国についての文章講読も取
り入れる予定です。
　秋学期は後半 6課を学び，授業進行の目安は以下の通りです。
　第 1回　 a：復習：第6課確認テスト　b：「第7課　中国人在家里不在家里

不説“謝謝”是真的嗎？」発音練習，文法ポイント・本文意味確認
　第 2回　 「第7課　中国人在家里不説“謝謝”是真的嗎？」音読練習・本文

意味確認，練習問題
　第 3回　 「第8課　中国人為什麼総是找借口？」発音練習，文法ポイン

ト・本文意味確認，第7課確認テスト
　第 4回　 「第8課　中国人為什麼総是找借口？」音読練習・本文意味確認，

練習問題
　第 5回　 「第9課　在吃飯的習慣上中国人与日本人有什麼不同？」発音練

習，文法ポイント・本文意味確認，第8課確認テスト
　第 6回　 「第9課　在吃飯的習慣上中国人与日本人有什麼不同？」音読練

習・本文意味確認，練習問題
　第 7回　第7～9課関連：応用課題
　第 8回　 「第10課　為什麼中国人什麼都問？」発音練習，文法ポイント・

本文意味確認，第9課確認テスト
　第 9回　 「第10課　為什麼中国人什麼都問？」音読練習・本文意味確認，

練習問題
　第10回　 「第11課　中国人特別重視親情是真的嗎？」発音練習，文法ポ

イント・本文意味確認，第10課確認テスト
　第11回　 「第11課　中国人特別重視親情是真的嗎？」音読練習・本文意

味確認，練習問題
　第12回　 「第12課　中国人対日本到底怎麼看？」発音練習，文法ポイン

ト・本文意味確認，第11課確認テスト）
　第13回　 「第12課　中国人対日本到底怎麼看？」音読練習・本文意味確

認，練習問題
　第14回　a：総まとめ　b：期末試験

３．履修上の注意
　春学期開講の同一曜日時限の中国語（中級）A とこの中国語（中級）B 
は連続した内容なので，通年で選択してください。
　授業は予習してあることを前提に行います。基本的には教科書に沿って
単語・文法ポイントの確認・解説を行なった後に本文の意味確認，その後
朗読練習と練習問題の答え合せを進める形式で進めます。中国語による応
用表現には辞書が不可欠なので，授業時には必ず準備し持参すること。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に
際しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引き」を参照
してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　最低限授業進度分の予習を行うこと。
　1． 教科書付属音源を活用し，本文・例文は声を出して発音練習してお

くとともに耳を慣らす。
　2．わからない単語は授業前に辞書をひいて調べておく。
　3．事前に文法例文の意味・本文意味を調べ，練習問題は解いておく。

５．教科書
　『そうだったんだ！中国　慧眼看中国』李軼倫，金星堂，2021年

６．参考書
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則（東方書店）
　辞書については『中日辞典第 3版』（小学館）を推奨します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　原則期末試験70％，平常点30％で評価します。積極的な挙手による授業
参加と随時行う小テスト等を平常点として加点します。欠席が全体の1/3
を超えた場合，成績評価の対象外とするのでご注意ください。

９．その他



― 172 ―

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

費　　　　　燕

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
［授業概要］
　中国語を 1年間勉強してきた学生を対象としている。今までに学
んだ語法知識を復習しながら，リスニングの向上を中心に授業を進
める。授業は学んだ内容を復習しながら，新しい単語，文法，表現
を無理なく段階を踏んで学習していく。

［到達目標］
・ 初級レベルよりも幅広くより深い中国語のコミュニケーション能

力とリスニング力の向上を目指す。
・ 課文に出た話題は，日中の異文化コミュニケーションを巡っての

違いやズレ，衝突を描いているため，言葉だけではなく，日中異
文化理解も深める。

・中国語検定試験で 4級に合格することを目標とする。

２．授業内容
1 回目　イントロダクション，  第1課リスニング練習
2回目　第1課文法説明，練習，第2課リスニング練習
3回目　第2課文法説明，練習，第3課リスニング練習
4回目　第3課文法説明，練習，第4課リスニング練習
5回目　第4課文法説明，練習，第5課リスニング練習
6回目　第5課文法説明，練習，中国語検定試験4級①，
7回目　中国語検定試験4級解説，第6課リスニング練習
9回目　第6課文法説明，練習，第7課リスニング練習　
10回目　第7課文法説明，練習，第8課リスニング練習
11回目　第8課文法説明，練習，第9課リスニング練習
12回目　第9課文法説明，練習，中国語検定試験4級②　
13回目　 中国語検定試験4級②解釈・これまでの学修内容について

総まとめ
14回目　 これまでの学修内容について理解度を確認するための考察

テスト

３．履修上の注意
・ 授業外の予習･復習を各自必ず行うこと。それを前提として授業

を進める。
・授業中は積極的な授業参加が求められる。
・中国語はネイティブスピーカー並みの学生には履修を勧めない。
・ やむを得ない場合を除いて全体の 3 分の 2 以上は出席することが
前提。

　※正当な理由のない遅刻は 3回で欠席 1回と見なす。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
一課入る前，その課の単語を覚える必要がある。
教科書の付属の音源を聞き，本文の音読を練習し，正確な発音で読
み，暗唱できるようにする。

５．教科書
『マンガ日中いぶこみ劇場』　相原茂等著　（朝日出版社）　

６．参考書
・ 『WHY ？にこたえるはじめての中国語の文法書』　　相原茂他　　
（同学社）

・ 『知りたいことがしっかりわかる実践中国語文法』　三潴正道著　
（朝日出版社）

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストや課題・宿題，期末テストに対し，基本授業中で解説の時
間を設ける。

８．成績評価の方法
期末試験（60％）と平常点（40％）を目安とする。
平常点の内訳：授業への参加状況及び課題・宿題などの提出物は

（20％）で，小テストは（20％）である。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

費　　　　　燕

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
［授業概要］
　中国語を 1年間勉強してきた学生を対象としている。今までに学
んだ語法知識を復習しながら，リスニングの向上を中心に授業を進
める。授業は学んだ内容を復習しながら，新しい単語，文法，表現
を無理なく段階を踏んで学習していく。
［到達目標］
・ 初級レベルよりも幅広くより深い中国語のコミュニケーション能

力とリスニング力の向上を目指す。
・ 課文に出た話題は，日中の異文化コミュニケーションを巡っての

違いやズレ，衝突を描いているため，言葉だけではなく，日中異
文化理解も深める。

・中国語検定試験で 4級～ 3級に合格することを目標とする。

２．授業内容
1 回目　イントロダクション，  第10課リスニング練習
2回目　第10課文法説明，練習，第11課リスニング練習
3回目　第11課文法説明，練習，第12課リスニング練習
4回目　第12課文法説明，練習，第13課リスニング練習
5回目　第13課文法説明，練習，第14課リスニング練習
6回目　第14課文法説明，練習，中国語検定試験3級①，
7回目　中国語検定試験3級解説，第15課リスニング練習
9回目　第15課文法説明，練習，第16課リスニング練習
10回目　第16課文法説明，練習，第17課リスニング練習
11回目　第17課文法説明，練習，第18課リスニング練習
12回目　第18課文法説明，練習，中国語検定試験3級②
13回目　 中国語検定試験3級②解釈・これまでの学修内容について

総まとめ
14回目　 これまでの学修内容について理解度を確認するための考察

テスト

３．履修上の注意
・ 授業外の予習･復習を各自必ず行うこと。それを前提として授業

を進める。
・授業中は積極的な授業参加が求められる。
・中国語はネイティブスピーカー並みの学生には履修を勧めない。
・ やむを得ない場合を除いて全体の 3 分の 2 以上は出席することが
前提。

　※正当な理由のない遅刻は 3回で欠席 1回と見なす。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
一課入る前，その課の単語を覚える必要がある。
教科書の付属の音源を聞き，本文の音読を練習し，正確な発音で読
み，暗唱できるようにする。

５．教科書
『マンガ日中いぶこみ劇場』　相原茂等著　（朝日出版社）

６．参考書
・ 『WHY ？にこたえるはじめての中国語の文法書』　　相原茂他　　
（同学社）
・ 『知りたいことがしっかりわかる実践中国語文法』　三潴正道著　
（朝日出版社）

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストや課題・宿題，期末テストに対し，基本授業中で解説の時
間を設ける。

８．成績評価の方法
期末試験（60％）と平常点（40％）を目安とする。
平常点の内訳：授業への参加状況及び課題・宿題などの提出物は
（20％）で，小テストは（20％）である。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ａ
【選択クラス】

劉　 素 英

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　この授業では、いままで習得した中国語の基礎知識をふまえて、簡単な
文章読解と実用的な会話を勉強する。授業での練習を通じて、必要な表現
と文法を勉強し、中国語の基礎力を身につける。また、中国語を学びなが
ら背景知識となる中国の現代事情を学び、国際的視野を広げ国際感覚を身
につける。
　中国語能力においては次の目標を目指す。
　簡単な意思表示を中国語で伝えるような能力を身につけ、いざという時

（旅行、仕事など）に役に立つようにする。初級から中級程度の中国語を
勉強し、この授業のA/Bを習得した段階で検定試験 4 級以上の語学力を身
につけるようにする。

２．授業内容
第 1回　 第一課　自己紹介（学習内容：「従…到…」、動詞修飾語、会話練

習）
第 2回　 第一課　自己紹介（学習内容：様態補語、二重目的語構文、練習

問題）
第 3 回　 第二課　私たちの大学（学習内容：動詞＋“在”＋場所詞、副詞

“只”、会話練習）
第 4回　 第二課　私たちの大学（学習内容：逆接表現、数量補語、練習問

題）
第 5回　 第三課　私の家族（学習内容：「愛＋動詞」、相手を表す前置詞

“給”、会話練習）
第 6回　第三課　私の家族（学習内容：“一…就…”、“就要…了”、練習問題）
第 7回　 第四課　私の家は四国にある（学習内容：形容詞修飾語、伝聞表

現、会話練習）
第 8回　 第四課　私の家は四国にある（学習内容：仮定表現、“有”の連述

文、練習問題）
第 9回　 第五課　日曜日（学習内容：副詞“才”、副詞“就”、結果補語、会

話練習）
第10回　 第五課　日曜日（学習内容：可能補語「動詞＋“得/不”＋補語」、

練習問題）
第11回　第六課　私の趣味（学習内容：“把”構文、前置詞“通過”、会話練習）
第12回　 第六課　私の趣味（学習内容：因果関係を表す構文、「除了…（以

外）」、練習問題）
第13回　習得した内容の復習
第14回　授業内テストと総括

３．履修上の注意
真面目に授業に参加し、真剣に取り組むこと。
授業中発表する時、大きい声で発言すること。
課題が出されたら期限までに完成すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
準備学習：授業内容を予習しておくこと。本文も会話も意味を調べた上、
CDを聞きながら声を出して読む練習をする。また、ポイントを事前に予
習しておく。必要時間：週 2時間以上。
復習学習：授業で説明したポイント内容を再度確認した上、本文を読み書
きできるようにし、会話を暗記できるように練習する。さらに練習課題を
しっかり完成する。必要時間：週 2時間以上

５．教科書
『学ぶ中国語・初中級編』王亜新（朝日出版社）

６．参考書
『中国語の構文』王亜新（アルク）
※購入は任意

７．課題に対するフィードバックの方法
テストや課題など実施後に、添削した上、正解を公表し、解説を行います。

８．成績評価の方法
授業に取り組む姿勢10％、課題の完成状況（暗唱、作文など）20％、中間
テスト30％、授業内期末試験40％。

９．その他
何かありましたら、メールで連絡してください。
先生のメールアドレスは以下の通りです。
suyingliujp@gmail.com

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語（中級）Ｂ
【選択クラス】

劉　 素 英

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　この授業では、いままで習得した中国語の基礎知識をふまえて、簡単な
文章読解と実用的な会話を勉強する。授業での練習を通じて、必要な表現
と文法を勉強し、中国語の基礎力を身につける。また、中国語を学びなが
ら背景知識となる中国の現代事情を学び、国際的視野を広げ国際感覚を身
につける。
　中国語能力においては次の目標を目指す。
　簡単な意思表示を中国語で伝えるような能力を身につけ、いざという時

（旅行、仕事など）に役に立つようにする。初級から中級程度の中国語を
勉強し、この授業のA/Bを習得した段階で検定試験 4 級以上の語学力を身
につけるようにする。

２．授業内容
第 1回　 第7課　旅行 （学習内容：“是…的”文、“～しながら～する”表現、

会話練習）
第 2回　 第7課　旅行（学習内容：.動詞＋着＋動詞句、副詞 “再”、練習問

題）
第 3回　 第8課　アルバイト（学習内容：動詞句の「“是”構文」、副詞“只好”、

会話練習）
第 4回　 第8課　アルバイト（学習内容：使役表現、“不仅…而且…”、練

習問題）
第 5回　 第9課　買い物（学習内容：「疑問詞＋都／也＋動詞句」、“只有～”、

会話練習）
第 6回　 第9課　買い物（学習内容：“要不然”、“…是…，就是／不過…”、

練習問題）
第 7回　 第10課　テレビを見る（学習内容：副詞“甚至”、“只要…就…”、

会話練習）
第 8 回　 第10課　テレビを見る（学習内容：“对…来说”、助動詞 “应该”、

練習問題）
第 9回　 第11課　携帯電話  （学習内容：“不論（是）…还是…”、受身表現、

会話練習）
第10回　 第11課　携帯電話（学習内容：副詞“刚”、 反語表現“不是…吗？ ”、

練習問題）
第11回　 第12課　留学（学習内容：前置詞“向”、引用を表す表現、会話練

習）
第12回　 第12課　留学（学習内容：動詞“争取”、「動詞＋了＋数量詞＋了」、

練習問題）
第13回　習得した内容の復習
第14回　授業内テストと総括

３．履修上の注意
真面目に授業に参加し、真剣に取り組むこと。
授業中発表する時、大きい声で発言すること。
課題が出されたら期限までに完成すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
準備学習：授業内容を予習しておくこと。本文も会話も意味を調べた上、
CDを聞きながら声を出して読む練習をする。また、ポイントを事前に予
習しておく。必要時間：週 2時間以上。
復習学習：授業で説明したポイント内容を再度確認した上、本文を読み書
きできるようにし、会話を暗記できるように練習する。さらに練習課題を
しっかり完成する。必要時間：週 2時間以上

５．教科書
『学ぶ中国語・初中級編』王亜新（朝日出版社）

６．参考書
『中国語の構文』王亜新（アルク）
※購入は任意

７．課題に対するフィードバックの方法
テストや課題など実施後に、添削した上、正解を公表し、解説を行います。

８．成績評価の方法
授業に取り組む姿勢10％、課題の完成状況（暗唱、作文など）20％、中間
テスト30％、授業内期末試験40％。

９．その他
何かありましたら、メールで連絡してください。
先生のメールアドレスは以下の通りです。
suyingliujp@gmail.com
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科目ナンバー：（BA）LAN151J

ロシア語（初級）Ⅰ 恩 田 義 徳

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
この授業はロシア語を初めて学ぶ人を対象とします。
初めにロシア語のアルファベットの読み方，発音のルールを学びます。
そのあとは教科書に出てきた例文の音読の練習をし
文法事項を練習問題を使って定着していきます。
目安として一回の授業で 1課づつ進めます。

〈到達目標〉
ロシア語の文字を正しく読める。
正しいイントネーションで簡単な文を音読できるようになる。

２．授業内容
　第 1回　アルファベットと発音（1）
　第 2回　アルファベットと発音（2）
　第 3回　発音の規則（1）
　第 4回　発音の規則（2）
　第 5回　1課
　第 6回　2課
　第 7回　3課
　第 8回　4課
　第 9回　5課
　第10回　6課
　第11回　7課
　第12回　8課
　第13回　9課
　第14回　a.まとめ　b.発音試験
なお，授業の内容は受講者の様子で多少変更になることがあります。

３．履修上の注意
この授業はもう一つのロシア語の授業（文法解説）と関連して授業
を進めます。
同時履修が望ましいですが，かなわない場合には各自で文法面をカ
バーする必要があります。
言語を学ぶ上で重要なのは継続することです。従って毎回出席する
ことが基本になります。
やむを得ず休む場合はなるべく事前に連絡をし，授業内容をキャッ
チアップしてください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
教科書の付属のCDを聴き，本文の音読の練習をしてください。そ
の際，カタカナのルビを読まないように気を付けてください。
文法については予習よりも復習に重点を置くよう心がけてください。
練習問題は事前に問題を解いて授業に臨んでください。

５．教科書
匹田剛監修『ゼロからスタートロシア語』Jリサーチ出版　（1400円
＋税）

６．参考書
辞書については授業中に指示します。それまでは購入を控えてくだ
さい。
電子辞書・スマホアプリについては学習の妨げになるので使用禁止
とします。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験（50％），授業参加の姿勢（50％）

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN151J

ロシア語（初級）Ⅱ 恩 田 義 徳

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
春学期開講の授業の続きとなります。
教科書の例文の音読の練習をし，練習問題で文法を定着させること
を中心に行います。
〈到達目標〉
ロシア語の基本的な文法を習得し，ロシア語の文章をスムーズに発
音できるようになることを目標とします。

２．授業内容
　第 1回　前期の復習
　第 2回　前期の復習
　第 3回　10課
　第 4回　11課
　第 5回　12課
　第 6回　13課
　第 7回　14課
　第 8回　15課
　第 9回　16課
　第10回　17課
　第11回　18課
　第12回　19課
　第13回　20課
　第14回　a.まとめ b.試験
なお，授業内容は春学期の進度，受講者の様子によって多少前後す
ることが考えられます。

３．履修上の注意
授業の開始までに各自春学期の内容を復習し，スムーズに秋学期が
始められるように準備してください。
なお，秋学期から参加する場合，教科書の9課までの内容を目安に
把握しておいてください。
事前に教員に確認を取ることが望ましいです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
教科書の付属のCDを聴き，本文の音読の練習をしてください。文
法については予習よりも復習に重点を置くよう心がけてください。
練習問題は事前に問題を解いて授業に臨んでください。

５．教科書
匹田剛監修『ゼロからスタートロシア語』Jリサーチ出版（￥1400）

６．参考書
授業中に指示します。辞書を持っていない場合は指示があるまで購
入は控えてください。
なお，学習の妨げになるので電子辞書。スマホアプリの使用は禁止
します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験（50％），授業への参加態度（50％）

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN151J

ロシア語（初級）Ⅰ 宮 内 拓 也

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
ゼロからスタートし，ロシア語の入門的事項を習得するための授業です。基本的には
文法の習得に焦点を当てます。ただし，正確に聞き，話すことができるようになるた
めに，発音，アクセント，イントネーションなどの音声的側面にも配慮し，教員が文
法事項を説明するだけでなく，学生が実際に話す時間をとります。また，授業の冒頭
では前回の内容を復習し，それをもとに新たな事項を学ぶという形式をとりますので，
必ず復習として課される練習問題を解いておく必要があります。
学期末には，簡単なことであれば，ロシア語でコミュニケーションがとれるようにな
ることを目標とします。具体的な到達目標は以下の通りです：
1）ロシア語の文字とその発音を習得する
2）教科書で扱った基礎的な単語，初歩の文法事項を習得する
3）あいさつ等を含めた初歩的なコミュニケーションができる

２．授業内容
春学期は，教科書『ゼロからスタート ロシア語 文法編』のうち，文字と発音編の全 5
課，文法編の 1 ～ 9 課を扱う予定です。理解度の確認のために適宜小テストを行いま
す。また，学生の学習状況次第では，下記の授業計画は若干の変更の可能性があります。
　第 1回　イントロダクション
　第 2回　教科書【文字と発音編】第 1課 ロシア語のアルファベットと発音
　第 3回　 教科書【文字と発音編】第 2 課 ロシア語アルファベットによる日本語の表

記，第 3課 発音の規則（母音字）
　第 4回　 教科書【文字と発音編】第 4 課 発音の規則（子音字），第 5 課 軟音記号と

硬音記号
　第 5回　教科書【文法編】第 1課「これはパスポートです。」（基本的な文の作り方）
　第 6回　教科書【文法編】第 2課「これは砂糖ではありません。」（否定文と疑問文）
　第 7回　 教科書【文法編】第 3 課「教科書（男性名詞）と新聞（女性名詞）」（名詞

の性と数）
　第 8回　教科書【文法編】第 4課「これは何ですか？」（疑問詞のある疑問文 etc.）
　第 9回　教科書【文法編】第 5課「赤いマフラー，赤いコート ．．．」（形容詞型の変化）
　第10回　教科書【文法編】第 6課「私は読書をしています。」（第 1変化動詞の現在形）
　第11回　 教科書【文法編】第 7 課「あなたはロシア語を話しますか？」（第 2 変化動

詞の現在形）
　第12回　教科書【文法編】第 8課「彼は新聞を読んでいます。」（格について）
　第13回　教科書【文法編】第 9課「私はロシア語を勉強しています。」（対格の続き）
　第14回　期末試験

３．履修上の注意
この授業は金曜 3 限のロシア語の授業（発音練習，文法練習）と関連して授業が進行
します。同時に履修することが望ましいですが，かなわない場合には各自でフォロー
する必要があります。
授業内では実際に学生が話す時間をとるため，積極的に授業に参加することが期待さ
れます。また，語学の授業であるため，内容が積み上げ式となります（以前扱った事
項が理解できていないと次の事項が理解できません）。授業への出席はもちろん，消化
不良が起こらないように，付属の音源をよく聞きつつ復習をしてください。 1 回の授
業で進む分は決して多くありませんので，少しずつ，ただし着実に力をつけていきま
しょう。もし授業を欠席した場合は，必ず自分で教科書を読み該当部分をフォローし
ておいてください （質問などがある場合には連絡してください）。
より詳細な注意事項は初回の授業で説明します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習として扱う範囲の教科書を読むこと，復習として教科書の問題を解くことを求め
ます。なお，上記の「教科書を読む」，「教科書の問題を解く」という表現は，新出の
単語を覚え（ようとす）ることや付属の音源を（何度も）聞き発音の練習をすること
等を含意しています。これを踏まえて，各授業における予習，復習は合わせて90分程
度の時間を想定しています。
詳細は初回の授業で説明します。

５．教科書
『ゼロからスタート ロシア語 文法編』匹田剛（監修），佐山豪太，光井明日香，後藤雄
介，宮内拓也，ツォイ・エカテリーナ，ヴァフロメーエフ・アナトリー（著） （Jリサー
チ出版）

６．参考書
授業において必須となる参考書はありませんが，辞書を含めて参考となる図書につい
ては必要に応じて授業内で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
復習で課される練習問題は毎回の授業の初めに解説を行います。小テストは全員に，
期末試験は希望者に採点済み答案を返却します。

８．成績評価の方法
以下の割合で評価します。
　授業への貢献度：30％
　小テスト：30％
　期末試験：40％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN151J

ロシア語（初級）Ⅱ 宮 内 拓 也

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
ロシア語の基礎的な事項を習得するための授業です。基本的には文法の習得に焦点を
当てます。ただし，正確に聞き，話すことができるようになるために，発音，アクセ
ント，イントネーションなどの音声的側面にも配慮し，教員が文法事項を説明するだ
けでなく，学生が実際に話す時間をとります。また，授業の冒頭では前回の内容を復
習し，それをもとに新たな事項を学ぶという形式をとりますので，必ず復習として課
される練習問題を解いておく必要があります。
学期末には，ロシア語で基本的なコミュニケーションがとれるようになることを目標
とします。具体的な到達目標は以下の通りです：
1）ロシア語の（簡単な）文章を正しく音読できる
2）基礎的な単語，初等文法を習得する
3）基礎的なコミュニケーションができる

２．授業内容
秋学期は，教科書『ゼロからスタート ロシア語 文法編』のうち，文法編の10～20課を
扱う予定です。理解度の確認のために適宜小テストを行います。また，学生の学習状
況次第では，下記の授業計画は若干の変更の可能性があります。
　第 1回　春学期の復習 1
　第 2回　春学期の復習 2
　第 3回　 教科書【文法編】第10課「私はロシア語で話したいです。」（特殊な変化の

動詞）
　第 4回　教科書【文法編】第11課「私の辞書は机の上にあります。」（単数前置格）
　第 5回　 教科書【文法編】第12課「昨日，あなたは何をしていましたか？」（形容詞

型変化の単数前置格と動詞の過去形）
　第 6回　教科書【文法編】第13課「イワンの教科書」（単数生格 1）
　第 7回　 教科書【文法編】第14課「私はスマートフォンを持っています。」（単数生

格 2と所有の構文） 
　第 8回　教科書【文法編】第15課「 1人の学生，2人の学生…」（複数生格 1と数詞 1）
　第 9回　 【文法編】第16課「彼女はロシア語を教えています。」（-овать動詞， 

-авать動詞）
　第10回　 教科書【文法編】第17課「今何時ですか？ ― 今は 2 時です。」（時間の表現

と複数生格 2）
　第11回　 教科書【文法編】第18課「君はイワンを知っていますか？」（単数・複数対

格（活動体））
　第12回　 教科書【文法編】第19課「これはいくらですか？ ― 32ルーブルです。」（数

詞 2）
　第13回　 教科書【文法編】第20課「昨日，私はその本を読んだ（読み終わった）。」（動

詞の体） 
　第14回　期末試験

３．履修上の注意
この授業は金曜 3 限のロシア語の授業（発音練習，文法練習）と関連して授業が進行
します。同時に履修することが望ましいですが，かなわない場合には各自でフォロー
する必要があります。
秋学期から参加する場合には，教科書の 9 課までの内容を目安に把握しておく必要が
あります。できるだけ事前に教員に確認を取るようにしてください。
授業内では実際に学生が話す時間をとるため，積極的に授業に参加することが期待さ
れます。また，語学の授業であるため，内容が積み上げ式となります（以前扱った事
項が理解できていないと次の事項が理解できません）。授業への出席はもちろん，消化
不良が起こらないように，付属の音源をよく聞きつつ復習をしてください。 1 回の授
業で進む分は決して多くありませんので，少しずつ，ただし着実に力をつけていきま
しょう。もし授業を欠席した場合は，必ず自分で教科書を読み該当部分をフォローし
ておいてください （質問などがある場合には連絡してください）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習として扱う範囲の教科書を読むこと，復習として教科書の問題を解くことを求め
ます。なお，上記の「教科書を読む」，「教科書の問題を解く」という表現は，新出の
単語を覚え（ようとす）ることや付属の音源を（何度も）聞き発音の練習をすること
等を含意しています。これを踏まえて，各授業における予習，復習は合わせて90分程
度の時間を想定しています。

５．教科書
『ゼロからスタート ロシア語 文法編』匹田剛（監修），佐山豪太，光井明日香，後藤雄
介，宮内拓也，ツォイ・エカテリーナ，ヴァフロメーエフ・アナトリー（著） （Jリサー
チ出版）

６．参考書
授業において必須となる参考書はありませんが，辞書を含めて参考となる図書につい
ては必要に応じて授業内で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
復習で課される練習問題は毎回の授業の初めに解説を行います。小テストは全員に，
期末試験は希望者に採点済み答案を返却します。

８．成績評価の方法
以下の割合で評価します。
　授業への貢献度：30％
　小テスト：30％
　期末試験：40％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN251J

ロシア語（中級）Ａ 恩 田 義 徳

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　概要
　ロシア語の基礎を終えた人を対象とする授業です。
　一年次で学んだことを復習しながら，文法の知識を補完します。
　目標
　ロシア語の基礎的な文法をしっかりと定着させ，ロシア語の表現
の幅を広げることを目標とします。
　また，日常会話でよく使われる表現をスムーズに発音できるよう
にします。

２．授業内容
　第 1回　イントロ，授業の進め方の説明，発音の復習
　第 2回　名詞の性と複数形
　第 3回　代名詞
　第 4回　形容詞の変化
　第 5回　動詞の現在形（1）
　第 6回　動詞の現在形（2）
　第 7回　動詞の過去形
　第 8回　生格（1）
　第 9回　生格（2）
　第10回　対格
　第11回　与格
　第12回　造格
　第13回　前置格
　第14課　a.まとめ　b.試験
なお，授業内容は受講者の様子によって変更になる場合があります。

３．履修上の注意
　ロシア語の基礎を終えた学生を対象とします。授業開始までにそ
れまでに学習した内容を復習し，スムーズに授業が始められるよう
に各自準備をしておいてください。
　初回の授業で進め方などの説明をするので欠席しないでくださ
い。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にプリントの練習問題を予習しておいてください。
　また，単語を覚える作業は授業時間内には行えないので，各自進
めておいてください。

５．教科書
　プリントを配布

６．参考書
　博友社「ロシア語辞典」
　辞書については授業内で説明をするので急いで買う必要はありま
せん。
　学習の妨げになるので，電子辞書，スマホアプリの使用は禁止し
ます。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験（50%），授業への参加態度（50%）

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN251J

ロシア語（中級）Ｂ 恩 田 義 徳

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　概要
　春学期開講のロシア語（中級）Aの続きになります。プリントに
従い学習を続けます。
　目標
　ロシア語の高度な文法もある程度理解でき，ロシア語の辞書を使
い自分でテキストを調べられるようにします。
　また，簡単な日常会話を行えるようにします。

２．授業内容
　第 1回　春学期の復習
　第 2回　数詞（1）
　第 3回　数詞（2）
　第 4回　数詞（3）
　第 5回　時間の表現（1）
　第 6回　時間の表現（2）
　第 7回　移動動詞（1）
　第 8回　移動動詞（2）
　第 9回　移動動詞（3）
　第10回　動詞の体
　第11回　命令形
　第12回　形動詞（1）
　第13回　形動詞（2）
　第14課　a.まとめ　b.試験
なお，授業の内容は受講者の様子を見て多少変更になることがあり
ます。

３．履修上の注意
　春学期からの継続の授業となります。
　秋から参加する学生は春学期の内容を自分で補っておいてくださ
い。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　プリントの練習問題を予習しておいてください。
　単語の意味も調べ，例文を訳せる様に準備してください。

５．教科書
　プリントを配布

６．参考書
　授業中に指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　試験（50%），授業への参加態度（50%）

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN251J

ロシア語（中級）Ａ 宮 内 拓 也

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
ロシア語の基礎的な事項を（ほぼ）習得した人を対象とした授業です。練習
問題を解くことを通じて「ロシア語初級」の授業で扱った文法事項や語彙を
着実に定着させ，さらなる文法事項と語彙を習得し表現の幅を広げます。
基本的に文法や語彙に焦点を当てますが，より正確に聞き，話すことができ
るようになるために，発音，アクセント，イントネーションなどの音声的側
面にも配慮し，教員が文法事項や語彙について説明するだけでなく，学生が
実際に話す時間をとります。また，練習問題を解きながら学ぶという形式を
とりますので，必ず予習，復習として課される練習問題を解いておく必要が
あります。
具体的な到達目標は以下の通りです：
1）基礎的な単語，初等文法をより高い精度で定着させる
2）初級レベルを超えた単語，文法事項を習得する
3）辞書を引きながら簡単な文章を読めるようになる

２．授業内容
春学期は，基本的に「ロシア語初級」の授業で扱った文法事項や語彙の着実
な定着に特に注力しつつ，さらなる表現力向上を目指します。理解度の確認
のために適宜小テストを行います。また，学生の学習状況次第では，下記の
授業計画は変更の可能性があります。
　第 1回　イントロダクション
　第 2回　名詞の性，人称代名詞，所有代名詞
　第 3回　不完了体動詞の現在形
　第 4回　前置格，動詞の過去形
　第 5回　生格，数詞
　第 6回　活動体対格，子音交替
　第 7回　与格，好意の表現
　第 8回　造格
　第 9回　動詞の体
　第10回　仮定法
　第11回　不定人称文，無人称文，普遍人称文
　第12回　移動動詞1
　第13回　春学期のまとめ
　第14回　期末試験

３．履修上の注意
ロシア語の基礎的な事項を（ほぼ）習得した人を対象とします。
授業内では実際に学生が話す時間をとるため，積極的に授業に参加すること
が期待されます。授業への出席はもちろん，消化不良が起こらないように，
未知の単語を調べたり，練習問題を解いたりといった予習，復習をする必要
があります。毎回の授業で着実に力をつけていきましょう。もし授業を欠席
した場合は，必ず自分で該当部分をフォローしておいてください （質問などが
ある場合には連絡してください）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
練習問題を解きながら授業を進めますので，練習問題を解いた上で授業に参
加することが必須となります。また，新出の単語を覚え（ようとす）ること
や音読の練習をすることも必要です。各授業における予習，復習は合わせて
90分程度の時間を想定しています。
なお，毎回の授業で予習，復習で何を行うべきかということについての詳細
は授業内で指示します。

５．教科書
使用する教科書はありません。教員が配布する資料に従い学習します。

６．参考書
『博友社ロシア語辞典』木村彰一，栗原成郎，佐藤純一，中村喜和，松井茂雄，
森安達也，桑野隆（編） （博友社）
辞書の用意が必要になります。上記の辞書を薦めますが，強制はしません （詳
細は授業中に話します）。
また，辞書以外に授業において必須となる参考書はありませんが，参考とな
る図書については必要に応じて授業内で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
練習問題は毎回の授業で解説を行います。小テストは全員に，期末試験は希
望者に採点済み答案を返却します。

８．成績評価の方法
以下の割合で評価します。
　授業への貢献度：30％
　小テスト：30％
　期末試験：40％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN251J

ロシア語（中級）Ｂ 宮 内 拓 也

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
ロシア語の基礎的な事項を（ほぼ）習得した人を対象とした授業です。練習
問題を解くことを通じて「ロシア語初級」の授業で扱った文法事項や語彙を
着実に定着させ，さらなる文法事項と語彙を習得し表現の幅を広げます。
基本的に文法や語彙に焦点を当てますが，より正確に聞き，話すことができ
るようになるために，発音，アクセント，イントネーションなどの音声的側
面にも配慮し，教員が文法事項や語彙について説明するだけでなく，学生が
実際に話す時間をとります。また，練習問題を解きながら学ぶという形式を
とりますので，必ず予習，復習として課される練習問題を解いておく必要が
あります。
具体的な到達目標は以下の通りです：
1）基礎的な単語，初等文法をより高い精度で定着させる
2）初級レベルを超えた単語，文法事項を習得する
3）辞書を引きながら簡単な文章を読めるようになる

２．授業内容
秋学期は，春学期の授業で扱った事項を前提にさらなる文法事項を学び，表
現力向上を目指します。理解度の確認のために適宜小テストを行います。ま
た，学生の学習状況次第では，下記の授業計画は変更の可能性があります。
　第 1回　春学期の復習
　第 2回　移動動詞 2
　第 3回　移動動詞と接頭辞
　第 4回　関係代名詞
　第 5回　関係副詞
　第 6回　数詞 1
　第 7回　数詞 2
　第 8回　数詞 3
　第 9回　形動詞 1
　第10回　形動詞 2
　第11回　副動詞 1
　第12回　副動詞 2
　第13回　秋学期のまとめ
　第14回　期末試験

３．履修上の注意
ロシア語の基礎的な事項を（ほぼ）習得した人を対象とします。
授業内では実際に学生が話す時間をとるため，積極的に授業に参加すること
が期待されます。授業への出席はもちろん，消化不良が起こらないように，
未知の単語を調べたり，練習問題を解いたりといった予習，復習をする必要
があります。毎回の授業で着実に力をつけていきましょう。もし授業を欠席
した場合は，必ず自分で該当部分をフォローしておいてください （質問などが
ある場合には連絡してください）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
練習問題を解きながら授業を進めますので，練習問題を解いた上で授業に参
加することが必須となります。また，新出の単語を覚え（ようとす）ること
や音読の練習をすることも必要です。各授業における予習，復習は合わせて
90分程度の時間を想定しています。
なお，毎回の授業で予習，復習で何を行うべきかということについての詳細
は授業内で指示します。

５．教科書
使用する教科書はありません。教員が配布する資料に従い学習します。

６．参考書
『博友社ロシア語辞典』木村彰一，栗原成郎，佐藤純一，中村喜和，松井茂雄，
森安達也，桑野隆（編） （博友社）
辞書の用意が必要になります。上記の辞書を薦めますが，強制はしません （詳
細は授業中に話します）。
また，辞書以外に授業において必須となる参考書はありませんが，参考とな
る図書については必要に応じて授業内で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
練習問題は毎回の授業で解説を行います。小テストは全員に，期末試験は希
望者に採点済み答案を返却します。

８．成績評価の方法
以下の割合で評価します。
　授業への貢献度：30％
　小テスト：30％
　期末試験：40％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN171J

韓国語（初級）Ⅰ 安　 垠 姫

1 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初めて韓国語を学ぶ学生を対象とし，文字，発音，文法の基礎的
知識を学習します。また，場面に応じた基本的な口語表現を学び，
会話の練習を行います。韓国文化に関する DVD などを鑑賞し，言
語と文化への理解を深めます。

〈到達目標〉
　文字ハングルの読み書きと発音の仕方を学び，あいさつ表現など
簡単な会話表現を学習します。ハングル能力検定試験５級レベルの
実力を身につけることを目標にします。

２．授業内容
　 1 . 文字と発音①
　 2 . 文字と発音②
　 ３ . 文字と発音③
　 4 . 文字と発音④
　 ５ . 文字と発音⑤
　 6 . 私はクマモトマキです。
　 ７ . 中間テスト・文化の理解
　 ８ . これは何ですか。
　 9 . いつありますか。
　10. 誰の歌が好きですか。
　11. 誕生日はいつですか。
　12. 郵便局とコーヒーショップがあります。
　1３. ３個1万ウォンです。
　14. a：まとめ，b：試験

３．履修上の注意
　外国語の習得には地道な努力を積み重ねるしかありません。予
習・復習を怠らないこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前回までの復習を十分に行う。発音練習に教材の CD を有効に活
用する。

５．教科書
　『グループで楽しく学ぼう！韓国語（201５）』朴美子・崔相振著，
朝日出版社

６．参考書
　『ポータブル日韓・韓日辞典』（小学館）または『コスモス朝和辞
典』（白水社）
　インターネット辞書　http://jpdic.naver.com/

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題や小テストなどを実施した際には，その答え合わせと解説を
行い，学生の質問やコメントに対応しフィードバックします。

８．成績評価の方法
　定期試験７0％，平常点３0％（出席率，授業態度，課題，小テスト
など）

９．その他
　連絡先：安垠姫（アンウニ）witheh@hotmail.com

科目ナンバー：（BA）LAN171J

韓国語（初級）Ⅱ 安　 垠 姫

1 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期に学んだ事項を復習し，さらに初級レベルの文法，語彙，
表現などを学習します。場面に応じた会話表現を学び，「希望・願
望」，「過去形」，「依頼」など様々な意思表現を覚えて行きます。日
本語との違いや韓国文化にもふれつつ，言語と文化への理解を深め
ます。

〈到達目標〉
　基本的な文章の読み書き，多様な文末語尾，日常会話の慣用的な
表現を学習します。ハングル能力検定試験５級レベルの実力を身に
つけることを目標にします。

２．授業内容
　 1 . 韓国語の授業は何曜日ですか。①
　 2 . 韓国語の授業は何曜日ですか。②
　 ３ . 週末に何をしましたか。①
　 4 . 週末に何をしましたか。②
　 ５ . 映画を見に行きましょうか。①
　 6 . 映画を見に行きましょうか。②
　 ７ . 中間テスト，文化の理解
　 ８ . 笑ってください。キムチ！
　 9 . 行ってみたかったです。
　10. 一人で行くことができますか。①
　11. 一人で行くことができますか。②
　12. 時間はどのくらいかかりますか。
　1３. ソウルに行って何をするつもりですか。
　14. a：まとめ，b：試験

３．履修上の注意
　外国語の習得には地道な努力を積み重ねるしかありません。予
習・復習を怠らないこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前回までの復習を十分に行う。発音練習に教材の CD を有効に活
用する。

５．教科書
　『グループで楽しく学ぶ！韓国語（201５）』朴美子・崔相振著，朝
日出版社

６．参考書
　『ポータブル日韓・韓日辞典』（小学館）または『コスモス朝和辞
典』（白水社）
　インターネット辞書　http://jpdic.naver.com/

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題や小テストなどを実施した際には，その答え合わせと解説を
行い，学生の質問やコメントに対応しフィードバックします。

８．成績評価の方法
　定期試験７0％，平常点３0％（出席率，授業態度，課題，小テスト
など）

９．その他
　連絡先：安垠姫（アンウニ）witheh@hotmail.com
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科目ナンバー：（BA）LAN171J

韓国語（初級）Ⅰ 金　 孝 珍

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は初めて韓国語を学ぶ学生を対象にしています。韓国語の
文字であるハングルの仕組みを的確に捉えられるコツをつかみ，読
める楽しさを感じて見ましょう。会話力をつけるためには単語や語
句，基本文型はとても大事です。教科書に出てくる語彙やフレーズ
などは丸暗記できるように声を出して繰り返し発音し，自然に言え
るように練習します。確実に身につけるためにその都度語彙とフレ
ーズ，文法問題を用意し，きちんと覚えられているのかチェックし
ながら進めていきます。

〈到達目標〉
　確実に韓国の文字が読め，簡単な挨拶および自己紹介ができるこ
とを目標とします。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション，朝鮮語・朝鮮半島についての紹介
　第 2回　文字編　第1課　基本母音
　第 3回　文字編　第2課　子音（1）
　第 4回　文字編　第3課　子音（2）激音と濃音
　第 5回　文字編　第4課　複合母音
　第 6回　文字編　第5課　終声（パッチム）
　第 7回　文字編　第6課　発音の変化
　第 8回　第1課　名詞文（1），助詞「は」
　第 9回　第1課　～と申します，自己紹介表現を学ぶ
　第10回　第2課　名詞文（2），助詞「が」
　第11回　第2課　名詞文の否定形
　第12回　第3課　指示詞と方向位置を表す表現を学ぶ
　第13回　文化に触れるコーナー
　第14回　a：講義　b：期末試験

３．履修上の注意
　学習の遅れにつながりますので欠席しないでください。やむを得
ず欠席する場合は前もって届けを出し，授業内容と課題を学習して
遅れをとらないようにしてください。全講義数の 3 分の 1 以上を欠
席した学生は，評価対象になりません。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，復習を行ってください。授業で習ったことを復習してから
必要に応じて小テストを行います。

５．教科書
　北原スマ子監修，金孝珍著『即！実践　楽しもう韓国語』（白帝
社）

６．参考書
　『実用日韓・韓日辞典』（成美堂）
　朝鮮語だけではなく朝鮮半島の社会・文化に関する参考書を随時
紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験60％，平常点40％（授業への参加度，小テスト，課題を
含む）

９．その他
　韓国の文化や習慣，リアルタイムの情報などにも耳を傾けて，韓
国社会全般の理解を深めていきましょう。

科目ナンバー：（BA）LAN171J

韓国語（初級）Ⅱ 金　 孝 珍

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級Ⅰ（a）で学習した基礎を土台として，より豊かな会話表現，
文法事項を学習します。習った文法や表現を使って作文をしたり，
またはペアワークやグループワークを通じてコミュニケーションを
楽しんでみましょう。確実に身につけるためにその都度語彙とフレ
ーズ，文法問題を用意し，きちんと覚えられているのかチェックし
ながら進めていきます。
〈到達目標〉
　基本的な文の読み書きと簡単な日常会話が出来ることを目標とし
ます。

２．授業内容
　第 1回　第4課　用言文のハムニダ体
　第 2回　第4課　助詞のまとめ
　第 3回　第4課　用言文のヘヨ体
　第 4回　第5課　ハムニダ体とヘヨ体のまとめ
　第 5回　第5課　用言文の否定形
　第 6回　第6課　助詞「～で」「～から～まで」「～より」
　第 7回　第6課　漢数詞
　第 8回　第7課　漢数詞を使って会話練習
　第 9回　第7課　固有数詞
　第10回　第8課　固有数詞を使って会話練習
　第11回　第8課　過去形
　第12回　第9課　過去形を用いて作文練習
　第13回　文化に触れるコーナー
　第14回　a：講義　b：期末試験

３．履修上の注意
　学習の遅れにつながりますので欠席しないでください。やむを得
ず欠席する場合は前もって届けを出し，授業内容と課題を学習して
遅れをとらないようにしてください。全講義数の 3分の 1以上を欠
席した学生は，評価対象になりません。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，復習を行ってください。授業で習ったことを復習してから
必要に応じて小テストを行います。

５．教科書
　北原スマ子監修，金孝珍著『即！実践　楽しもう韓国語』（白帝
社）

６．参考書
　『実用日韓・韓日辞典』（成美堂）
　朝鮮語だけではなく朝鮮半島の社会・文化に関する参考書を随時
紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験60％，平常点40％（授業への参加度，小テスト，課題を
含む）

９．その他
　韓国の文化や習慣，リアルタイムの情報などにも耳を傾けて，韓
国社会全般の理解を深めていきましょう。
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科目ナンバー：（BA）LAN271J

韓国語（中級）Ａ
【会話】

安　 垠 姫

1 単位 2 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「韓国語（初級）Ⅰ・Ⅱ」の履修を終えた学生を対象にします。
　既習の学習内容を復習し，さらに発展的な文法事項，会話表現を
学びます。
　社会・文化的背景や価値観によるコミュニケーションスタイルの
違いを理解し，円滑なコミュニケーションを図ることができます。
韓国文化に関する DVD などを鑑賞し，言語と文化への理解を深め
ます。

〈到達目標〉
　中級前半レベルの読解力・文章力・会話力を向上させ，韓国語ら
しい表現を身につけることを目指します。ハングル能力検定試験 ５
級～ 4 級レベルの知識を身につけることができます。

２．授業内容
　 1 . フランスから来ました。（過去形，進行形，仮定形，願望）①
　 2 . フランスから来ました。（過去形，進行形，仮定形，願望）②
　 ３ . 自己紹介（学生の発表）
　 4 .  ご家族は何名でいらっしゃいますか。（尊敬形（ダ），並列，

感嘆）①
　 ５ .  ご家族は何名でいらっしゃいますか。（尊敬形（ダ），並列，

感嘆）②
　 6 . 金ミンスさんのお宅でしょうか。（尊敬形（ヨ），確認，婉曲）①
　 ７ . 中間テスト，文化の理解
　 ８ . 金ミンスさんのお宅でしょうか。（尊敬形（ヨ），確認，婉曲）②
　 9 .  野菜が多くて体にも良いです。（否定形，変則，理由，選択意

志）①
　10.  野菜が多くて体にも良いです。（否定形，変則，理由，選択意

志）②
　11.  夏休みの時に何をするつもりですか。（予定，意志・推量，現

在連体形，目的）①
　12.  夏休みの時に何をするつもりですか。（予定，意志・推量，現

在連体形，目的）②
　1３.  夏休みの時に何をするつもりですか。（予定，意志・推量，現

在連体形，目的）③
　14. a：まとめ，b：試験

３．履修上の注意
　外国語の習得には地道な努力を積み重ねるしかありません。予
習・復習を怠らないこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前回までの復習を十分に行う。発音練習に教材の CD を有効に活
用する。

５．教科書
　『おはよう韓国語2（201５）』崔柄珠著，朝日出版社
　プリント配布。

６．参考書
　『ポータブル日韓・韓日辞典』（小学館）または『コスモス朝和辞
典』（白水社）
　インターネット辞書　http://jpdic.naver.com/

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題や小テストなどを実施した際には，その答え合わせと解説を
行い，学生の質問やコメントに対応しフィードバックします。

８．成績評価の方法
　定期試験７0％，平常点３0％（出席率，授業態度，課題，小テスト
など）

９．その他
　連絡先：安垠姫（アンウニ）witheh@hotmail.com

科目ナンバー：（BA）LAN271J

韓国語（中級）Ｂ
【会話】

安　 垠 姫

1 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「韓国語（初級）Ⅰ・Ⅱ」の履修を終えた学生を対象にします。
　既習の学習内容を復習し，さらに発展的な文法事項，会話表現を
学びます。
　社会・文化的背景や価値観によるコミュニケーションスタイルの
違いを理解し，円滑なコミュニケーションを図ることができます。
韓国文化に関する DVD などを鑑賞し，言語と文化への理解を深め
ます。

〈到達目標〉
　中級レベルの読解力・文章力・会話力を向上させ，韓国語らしい
表現を身につけることを目指します。ハングル能力検定試験 ５ 級～
4 級レベルの知識を身につけることができます。

２．授業内容
　 1 .  どうやって行けばいいですか。（許可，変則，尊敬形の過去形，

理由）①
　 2 .  どうやって行けばいいですか。（許可，変則，尊敬形の過去形，

理由）②
　 ３ . 写真添付しますよ。（可能形，過去連体形，約束意志）①
　 4 . 写真添付しますよ。（可能形，過去連体形，約束意志）②
　 ５ .  みんな一緒に歌いましょう！（意図，決まり，未来連体形，

変則）①
　 6 .  みんな一緒に歌いましょう！（意図，決まり，未来連体形，

変則）②
　 ７ . 中間テスト，文化の理解
　 ８ .  どんなアルバイトをしていますか。（義務，未来の推測，変則，

許可）①
　 9 .  どんなアルバイトをしていますか。（義務，未来の推測，変則，

許可）②
　10.  どんなアルバイトをしていますか。（義務，未来の推測，変則，

許可）③
　11.  何も聞いていませんが。（不可能形，現在の推測，変則，試し）

①
　12.  何も聞いていませんが。（不可能形，現在の推測，変則，試し）

②
　1３.  何も聞いていませんが。（不可能形，現在の推測，変則，試し）

③
　14. a：まとめ，b：試験

３．履修上の注意
　前回までの復習を十分に行う。発音練習に教材の CD を有効に活
用する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　外国語の習得には地道な努力を積み重ねるしかありません。予
習・復習を怠らないこと。

５．教科書
　『おはよう韓国語2（201５）』崔柄珠著，朝日出版社
　プリント配布。

６．参考書
　『ポータブル日韓・韓日辞典』（小学館）または『コスモス朝和辞
典』（白水社）
　インターネット辞書　http://jpdic.naver.com/

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題や小テストなどを実施した際には，その答え合わせと解説を
行い，学生の質問やコメントに対応しフィードバックします。

８．成績評価の方法
　定期試験７0％，平常点３0％（出席率，授業態度，課題，小テスト
など）

９．その他
　連絡先：安垠姫（アンウニ）witheh@hotmail.com
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科目ナンバー：（BA）LAN271J

韓国語（中級）Ａ
【文法】

金　 孝 珍

1 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　初級レベルの学習内容を復習しつつ，より複雑な表現・文法を増
やして無理なくレベルアップができるように目指します。基礎にな
る文法をしっかり身につけ，語彙を増やし，それを応用できるよう
にしましょう。確実に身につけるために1つの課が終わると語彙と
フレーズ，文法の問題を用意し，きちんと覚えられているのかチェ
ックしながら進めていきます。

〈到達目標〉
　中級レベルの文章力，会話力の取得を目標とします。

２．授業内容
第 1回　イントロダクション， 1年次学習内容の復習（ 1 ）
第 2回　 1年次学習内容の復習（1）
第3回　 第1課　-아/어 주세요/주시겠어요?（～てください/ていた

だけますか　依頼），-（으）ㄹ게요（～ます，～よ・から　
意志・約束），-고 있다（～ている　動作の進行）の文法
内容と練習問題

第 4回　第1課　会話文と復習plus
第 5 回　 第2課　-아/어서（～て，～ので，動作の先行，原因・理由），으

不規則活用，못 - / -지 못하다（～できな・（ら）れない不
可能）の文法内容と練習問題

第 6回　第2課　会話文と復習plus
第 7 回　 第3課　-아/어 보다（～てみる　試み・経験），-네요（～

ですね，ますね　感嘆・驚き），- 기로 하다（～ことにす
る　約束・決定・決心）の文法内容と練習問題

第 8回　第3課　会話文と復習plus
第 9 回　 第4課　動詞の連体形，存在詞の現在連体形， -（으）ㄴ 

적이 있다/없다（～たことがある/ない　経験の有無）の
文法内容と練習問題

第10回　第4課　会話文と復習plus，みんなでBINGOゲーム（1）
第11回　 第5課　形容詞，指定詞の現在連体形，-（으）ㄹ 거예요（?）

（～つもりです（か），～でしょう　意志・推量），-（으）
ㄹ 때，-았/었을 때 （～時，　～た時）の文法内容と練習問題

第12回　第5課　会話文と復習plus， ◆連体形のまとめ
第13回　 韓国文化コーナー（韓国ドラマやKpop，ニュースの聞き

取り）
第14回　a：講義　b：期末試験

３．履修上の注意
　学習の遅れにつながりますので欠席しないでください。やむを得
ず欠席する場合は前もって届けを出し，授業内容と課題を学習して
遅れをとらないようにしてください。全講義数の 3 分の 1 以上を欠
席した学生は，評価対象になりません。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，復習を行ってください。授業で習ったことを復習してから
必要に応じて小テストを行います。

５．教科書
　金孝珍・李英珠・北原スマ子著『もっとレベルアップ　楽しもう
韓国語』（白帝社，2022年 3 月）
　※2021年度版ではなく，2022年度版を用意してください。

６．参考書
　『実用日韓・韓日辞典』（成美堂）
　朝鮮語だけではなく朝鮮半島の社会・文化に関する参考書を随時
紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験60％，平常点40％（授業への参加度，小テスト，課題を
含む）

９．その他
　韓国の文化や習慣，リアルタイムの情報などにも耳を傾けて，韓
国社会全般の理解を深めていきましょう。

科目ナンバー：（BA）LAN271J

韓国語（中級）Ｂ
【文法】

金　 孝 珍

1 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの文法，会話表現，構文を学習します。しっかり文型
を練習した上で，その学習を効果的に行うために会話や読解，作文
などを練習します。授業では毎回語彙とフレーズの簡単な問題を用
意し，確実に覚えられているのか確認しながら進めていきます。
〈到達目標〉
　中級レベルの文章力，会話力の取得を目標とします。

２．授業内容
第 1回　 第6課　-（으）니까（～だから，～ので　理由・原因），ㅂ〔비

읍〕不規則活用，-기 쉽다/어렵다（～やすい，～のが簡単だ
/～にくい，～のが難しい）の文法内容と練習問題

第 2回　第6課　会話文と復習plus
第 3 回　 第7課　動詞，存在詞，形容詞，指定詞の連体形＋것 같다

（～ようだ　推測），-아/어 있다（～ている　状態の継続）， 
-는/（으）ㄴ 편이다（～なほうだ　傾向）の文法内容と練
習問題

第 4回　第7課　会話文と復習plus，総合練習（1）
第 5回　 第8課　-는/（으）ㄴ데（～だが，～けど，～から，～のに），

-다가（～ている途中で，～ているうちに，～ていて），-아/
어도 되다（～てもいい　許可）の文法内容と練習問題

第 6回　第8課　会話文と復習plus
第 7 回　 第9課　ㄷ〔디귿〕不規則活用，-（으）면서（～ながら），

-지 말다（～しない，～のをやめる　禁止）の文法内容と
練習問題

第 8回　第9課　会話文と復習plus
第 9 回　第10課　르不規則活用
第10回　第10課　会話文と復習plus
第11回　 第11課　르不規則活用，-거든요（～んですよ，～ですか

ら　根拠や状況の説明），-（으）ㄹ래요（?）（～ます（か）
意志）の文法内容と練習問題

第12回　第11課　会話文と復習plus
第13回　 韓国文化コーナー（韓国ドラマやKpop，ニュースの聞き

取り）
第14回　a：講義　b：期末試験

３．履修上の注意
　学習の遅れにつながりますので欠席しないでください。やむを得
ず欠席する場合は前もって届けを出し，授業内容と課題を学習して
遅れをとらないようにしてください。全講義数の 3分の 1以上を欠
席した学生は，評価対象になりません。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，復習を行ってください。授業で習ったことを復習してから
必要に応じて小テストを行います。

５．教科書
　金孝珍・李英珠・北原スマ子著『もっとレベルアップ　楽しもう
韓国語』（白帝社，2022年 3 月）
　※2021年度版ではなく，2022年度版を用意してください。

６．参考書
　『実用日韓・韓日辞典』（成美堂）
　朝鮮語だけではなく朝鮮半島の社会・文化に関する参考書を随時
紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験60％，平常点40％（授業への参加度，小テスト，課題を
含む）

９．その他
　韓国の文化や習慣，リアルタイムの情報などにも耳を傾けて，韓
国社会全般の理解を深めていきましょう。
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科目ナンバー：（BA）LAN111E

TOEFL Reading YAMATAKA MIWA

Credits: 1 Year: 1
Spring 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
Course Outline:
The TOEFL Reading course is designed for students to become engaged in various reading 
passages and reading comprehension questions covering a variety of academic subjects 
ranging from art to science. (The TOEFL iBT test is designed for students who want to 
pursue undergraduate or graduate study in English-speaking universities. However, the 
course is open to any student interested in learning and improving the English language 
skills necessary to succeed in an academic setting across the world.)
Course Objectives:
To become well equipped with the nature of TOEFL reading tasks and enhance confidence 
in reading comprehension skills.

2. Course Content
第 1 回：Introduction to TOEFL Reading (part 1) 【対面授業】
第 2 回：TOEFL Question Types (part 1)【対面授業】
第 3 回：TOEFL Question Types (part 2)【対面授業】
第 4 回：Reading: Practice Test 1 (passage A)【対面授業】 
第 5 回：Reading: Practice Test 1 (passage B)【対面授業】
第 6 回：Reading: Practice Test 2 (passage A)【対面授業】
第 7 回：Reading: Practice Test 2 (passage B)【対面授業】
第 8 回：Reading: Practice Test 3 (passage A)【メディア授業（リアルタイム型）】
第 9 回：Reading: Practice Test 3 (passage B)【メディア授業（リアルタイム型）】
第10回：Reading: Practice Test 4 (passage A)【メディア授業（リアルタイム型）】
第11回：Reading: Practice Test 4 (passage B)【メディア授業（リアルタイム型）】
第12回：Reading from an external source (passage A)【メディア授業（リアルタイム型）】
第13回：Reading from an external source (passage B)【メディア授業（リアルタイム型）】
第14回：aのみ：Class Review【メディア授業（リアルタイム型）】

3. Registration Requirements
This is a blended learning course, allowing both in–person and online interaction (i.e., live 
classes with Zoom.)
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o! Meiji システムを通じて，Zoom招待状を毎週配
信し，リアルタイム配信型授業（100分）を行う。
※最終Zoomリアルタイム型授業のみ，50分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，読解問題に取り組みながら，
その解き方の解説を中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された
教室で，ノートパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，
Zoom操作が限定されるため，推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参
加は，出席として認められない。
Oh-o! Meiji クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）
を活用し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，
及び，SNSアカウントを履修者に，初回授業にて通知する。

4. Course Preparations
You should bring your textbook and a notebook, as well as all the relevant class worksheets 
(PDF) uploaded regularly onto Oh-o! Meiji to class.
Online assignments will be uploaded onto Oh-o! Meiji to check your reading comprehension 
skills.

5. Textbook (s)
The Official Guide to the TOEFL Test, Sixth Edition, McGraw-Hill　(ETS)
(ISBN: 978-1260470352)

6. Reference Book (s)
Supplementary class worksheets (PDF) will be uploaded onto Oh-o! Meiji during the course.

7. How to provide Feedback to assignments
Individual feedback will be provided to all the students through Oh-o! Meiji.

8. Assessment
Your final result depends on the following two factors:
1) The quality of your involvement in the class activities (=50%)
2) The quality of your online assignments (=50%)
The course also covers the following other grading and attendance policies:
※ There will be no exams.
※ You will automatically fail the course if you miss three classes without providing proper 
documentation to support your absence.
※ You must submit all assignments to pass the course.
※ You will be marked absent (once) if you are late to class three times.
※ You will be marked absent if you fail to bring your textbook to class.
※ You should not participate in Zoom live-streaming classes while commuting to campus or 
taking public transport.
※ Any disruptive behaviour in class, including no participation in class activities, will result 
in you getting marked absent.
授業への貢献度（50％），オンライン課題（50％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3回で，欠席 1回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

9. Others
Message to class: This course will provide a solid foundation to students who are interested 
in TOEFL and will allow them to gradually get familiar with TOEFL Reading from all 
directions. However, it will not be suitable for those who prefer fast-paced learning.

科目ナンバー：（BA）LAN111E

TOEFL Listening DUPLICE, JOHN

Credits: 1 Year: 1
Spring 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
This TOEFL listening course is designed for students to become trained in 
typical listening tasks on a variety of topics that draw on campus-based 
situations, and a variety of academic subjects ranging from art to science 

（based on university lectures）. We will use TOEFL practice tests and 
other materials in class to build listening strategies. Students will be 
required to do out-of-class listening tasks, as well as maintain a listening 
log/vocabulary notebook.

〈objectives〉
　To become well equipped with the nature of TOEFL listening tasks and 
to enhance English listening proficiency. In addition, students will develop 
their academic vocabulary

2. Course Content
　Week 1.  Introduction to the course and TOEFL Listening Section, 

practice pre-test
　Week 2. Preparations and strategies for TOEFL Listening Section
　Week 3.  Listening Question Type 1: Comprehension questions （gist, 

content, detail）
　Week 4.  Listening Question Type 1: Comprehension questions （gist, 

content, detail）
　Week 5.  Listening Question Type 2: Pragmatic questions （function, 

attitude）
　Week 6. Listening Question Type 3: Connecting information questions
　Week 7. Mid-term test
　Week 8. Review of question types, and practice
　Week 9. Listening Practice Test 1 / Class review
　Week 10. Listening Practice Test 2 / Class review
　Week 11. Listening Practice Test 3 / Class review
　Week 12. Listening Practice Test 4 / Class review
　Week 13. Student review on learning
　Week 14. a.　Final Test　　　　　　　b. Course wrap-up

3. Registration Requirements
The TOEIC level necessary for registering for this course is around 600.

4. Course Preparations
Each week, students will do short reading and listening assignments in 
English. Students will share summaries of the listening and reading texts 
they have looked at with other students in the class. Students will also be 
able to develop their vocabulary through doing these homework 
assignments. Students may also be required to do some TOEFL test 
questions as part of their outside-of-class test preparation.

5. Textbook (s)
A notebook for vocabulary and note taking.
Educational Testing Service. （2020）. Official Guide to the TOEFL iBT Test, 
Sixth Edition （Official Guide to the TOEFL Test） （6th ed.）. McGraw-Hill 
Education.
　ISBN: 978-1260470352

6. Reference Book (s)
Educational Testing Service. （2020）. Official Guide to the TOEFL iBT Test, 
Sixth Edition （Official Guide to the TOEFL Test） （6th ed.）. McGraw-Hill 
Education.
　ISBN: 978-1260470352

7. How to provide Feedback to assignments
The final exam will be held on the last day of class. 

8. Assessment
Participation in, and quality of performance in assigned class activities　
30%
　Outside of class activities, listening and vocabulary logs　30%
　Midterm test　20%
　Final test　20%

9. Others
The TOEFL iBT test is designed for students who want to pursue 
undergraduate or graduate study in English-speaking universities. 
However, the course is open to any student who is interested to learn and 
improve the English language skills necessary to succeed in an academic 
setting across the world. There will be weekly opportunities to participate 
actively in pair or group work to build confidence in speaking skills.
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科目ナンバー：（BA）LAN111E

TOEFL Speaking YAMATAKA MIWA

Credits: 1 Year: 1
Fall 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
Course Outline:
The TOEFL Speaking course is designed for students to become trained in typical speaking 
tasks on a variety of topics that draw on personal experience, campus-based situations, and 
a variety of academic subjects ranging from art to science. (The TOEFL iBT test is designed 
for students who want to pursue undergraduate or graduate study in English-speaking 
universities. However, the course is open to any student interested in learning and 
improving the English language skills necessary to succeed in an academic setting across 
the world.) 
Course Objectives:
To become well equipped with the nature of TOEFL speaking tasks and to enhance English 
speaking proficiency.

2. Course Content
第 1 回：aのみ：Introduction to TOEFL Speaking【メディア授業（リアルタイム型）】
第 2 回：TOEFL Question 1: The Independent Task (Part 1)【メディア授業（リアルタイム型）】
第 3 回：TOEFL Question 1: The Independent Task (Part 2)【メディア授業（リアルタイム型）】
第 4 回：TOEFL Question 2: The Integrated Tasks (Part 1)【対面授業】 
第 5 回：TOEFL Question 2: The Integrated Tasks (Part 2)【対面授業】
第 6 回：TOEFL Question 3: General/Specific (Part 1)【対面授業】
第 7 回：TOEFL Question 3: General/Specific (Part 2)【対面授業】
第 8 回：TOEFL Question 4: Summary (Part 1)【対面授業】
第 9 回：TOEFL Question 4: Summary (Part 2)【対面授業】
第10回：Tackling Speaking Practice Test 1【対面授業】
第11回：Tackling Speaking Practice Test 2【メディア授業（リアルタイム型）】
第12回：Tackling Speaking Practice Test 3【メディア授業（リアルタイム型）】
第13回：Tackling Speaking Practice Test 4【メディア授業（リアルタイム型）】
第14回：Class Review【メディア授業（リアルタイム型）】

3. Registration Requirements
This is a blended learning course, allowing both in–person and online interaction (i.e., live 
classes with Zoom.)
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o! Meiji システムを通じて，Zoom招待状を毎週配
信し，リアルタイム配信型授業（100分）を行う。
※初回Zoomリアルタイム型授業のみ，50分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，読解問題に取り組みながら，
その解き方の解説を中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された
教室で，ノートパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，
Zoom操作が限定されるため，推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参
加は，出席として認められない。
Oh-o! Meiji クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）
を活用し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，
及び，SNSアカウントを履修者に，初回授業にて通知する。

4. Course Preparations
You should bring your textbook and a notebook, as well as all the relevant class worksheets 
(PDF) uploaded regularly onto Oh-o! Meiji to class.
Assignments will be uploaded onto Oh-o! Meiji. You will then present in class.

5. Textbook (s)
The Official Guide to the TOEFL Test, Sixth Edition, McGraw-Hill　(ETS)
(ISBN: 978-1260470352)

6. Reference Book (s)
Supplementary class worksheets (PDF) will be uploaded onto Oh-o! Meiji during the course.

7. How to provide Feedback to assignments
Individual feedback will be provided verbally to all the students during class.

8. Assessment
Your final result depends on the following two factors:
1) The quality of your involvement in the class activities (=50%) 
2) The quality of your class presentation assignments (=50%)
The course also covers the following other grading and attendance policies:
※ There will be no exams.
※ You will automatically fail the course if you miss three classes without providing proper 
documentation to support your absence.
※ You must submit all assignments to pass the course.
※ You will be marked absent (once) if you are late to class three times.
※ You will be marked absent if you fail to bring your textbook to class.
※ You should not participate in Zoom live-streaming classes while commuting to campus or 
taking public transport.
※ Any disruptive behaviour in class, including no participation in class activities, will result 
in you getting marked absent.
授業への貢献度（50％），オンライン課題（50％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3回で，欠席 1回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

9. Others
Message to class: This course will provide a solid foundation to students who are interested 
in TOEFL and will allow them to gradually get familiar with TOEFL Speaking from all 
directions. However, it will not be suitable for those who prefer fast-paced learning.

科目ナンバー：（BA）LAN111E

TOEFL Writing KIERNAN, PATRICK

Credits: 1 Year: 1
Fall 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
This course will focus on how to write effective essays for academic tests 
such as TOEFL. These essays are short but must be clear and logically 
structured and written in a limited time without access to reference 
materials. It is therefore a specialised genre of writing that needs practice 
to become confident and effective and able to obtain high marks for this 
section of the test. As, such understanding and practicing writing this 
kind of paper is essential for anyone looking to improve their test scores 
for this section of the test. As current TOEFL writing tasks involve other 
skills such as listening and reading these will also be practiced in this 
course in a way that should help strengthen abilities for these parts of the 
course too. 
Although the aim of this course is to develop writing and specifically 
improving TOEFL test scores in the writing section, the class will be 
taught in English in an interactive way to help prepare participants for 
the environment of universities overseas. This is done because it is 
assumed that many students taking this course may be taking the TOEFL 
test in order to study abroad. However, specific plans to study abroad are 
not a requirement for this course and students wishing to develop their 
English writing or challenge a test such as TOEFL or IELTs for the first 
time are welcome to take this course.

2. Course Content
The course will consist of brief introductions introducing the focus for 
each lesson, practice writing, peer evaluation and discussion. The 
approach draws on Wong and Preston's TIPS system outlined in their 
textbook "Winning TOELF Essays The Right Way" which will be the main 
textbook for this course. The overall plan for focal theme for classes will 
therefore be as listed below, though each class will include writing 
practice.
Week 1） Introduction
Week 2） TOEFL scoring and the methodology
Week 3-4） Full-scoring TOEFL Phrases
Week 5-6） Full-scoring sentence structures
Week 7） Review and MT test.
Week 8-9） Thematic vocabulary
Week 10-11） Idioms
Week 12-13） Student writing
Week 14 Review and final test

3. Registration Requirements
This course is an elective that can be taken as part of the GREAT program 
but open to any students who are interested in improving their writing or 
test-taking skills, especially those planning to take TOEFL or IELTS. All 
students should be comfortable taking a class taught in English.

4. Course Preparations
Students should preview and review the content of all classes and will 
also be given other assignments to complete at home during the course.

5. Textbook (s)
Wong and Preston （2017） Winning TOEFL Essays The Right Way. 
CreateSpace Independent Publishing Platform.

6. Reference Book (s)
Practice tests available online at:
https://www.ets.org/pdfs/toefl/toefl-ibt-writing-practice-sets.pdf
Other resources will be shared through Oh-o! Meiji during the course

7. How to provide Feedback to assignments
Assignments will be either submitted during class or through Oh-o! Meiji 
and feedback will be given in class or on Oh-o! Meiji according to the 
submission method.

8. Assessment
40% Participation and classwork
20% Assignments
20% MT Test
20% Final Test

9. Others
Stick with the course and try to make what you learn your own so that 
you can become confident in writing these short timed essays in 
accordance with the exam format.
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科目ナンバー：（BA）LAN111E

TOEFL Preparation A YAMASHITA YOSHIE

Credits: 1 Year: 1
Spring 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
TOEFL Preparation A introduces students to the TOEFL iBT exam 
and its different sections. The purpose of this course is to help 
students learn about the TOEFL test and to understand how to 
prepare for the test. To this end, students practice the language 
skills they need to do well on the different sections of the test and 
be introduced to some different strategies to help them with the 
test questions. A particular emphasis of this course will be showing 
students what practice they can do on their own time to improve 
their TOEFL test scores. One of the aspects of this will be how they 
can use online resources to improve their knowledge of academic 
vocabulary―which is essential for success on the test. TOEFL 
Preparation A looks at the reading and listening sections of the 
TOEFL exam.

2. Course Content
　Week 1: Introduction to TOEFL
　Week 2:  The Reading Section of TOEFL, Words for TOEFL: 

Academic World List
　Week 3:  Different Reading Skills, Words for TOEFL: Greek/

Roman Roots
　Week 4:  TOEFL Reading Question Types, Words for TOEFL: 

Subject-Specific Lists
　Week 5: Vocabulary Questions and Detail Questions
　Week 6: Other Questions Types
　Week 7: Other Question Types
　Week 8: The Listening Section of TOEFL
　Week 9: How we listen in English
　Week 10: Note-taking skills and practice
　Week 11: TOEFL Listening Question Types
　Week 12: Listening & Note-taking Practice
　Week 13: Words for TOEFL: Academic Words
　Week 14: Course Review＋Exam

3. Registration Requirements
　『履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目の
履修はできません。
　Students who do not meet the English requirement for this 
course （TOEIC 680） cannot register.

4. Course Preparations
Please have a good learner dictionary. This may be either electronic 
or paper-based.

5. Textbook (s)
Direct to TOEFL iBT by Lin Lougheed （Macmillan）

6. Reference Book (s)
Handouts, the Internet, O-oh Meiji! system

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback will be given through grades or comments, or both. 

8. Assessment
　Class participation and attendance: 30%
　Homework/Quizzes: 20%
　Final examination: 50%

9. Others
TOEFL is a high-level exam, and you cannot practice actual TOEFL 
questions until you are close to the TOEFL level

科目ナンバー：（BA）LAN111E

TOEFL Preparation B YAMASHITA YOSHIE

Credits: 1 Year: 1
Fall 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
TOEFL Preparation B introduces students to the TOEFL iBT exam 
and its different sections. This course aims to help students learn 
about the TOEFL test and understand how to prepare for the test. 
To this end, students practice the language skills they need to do 
well in the different test sections and be introduced to different 
strategies to help them with the test questions. A particular 
emphasis of this course will be showing students what practice 
they can do on their own time to improve their TOEFL test scores. 
One of the aspects of this will be how they can use online 
resources to improve their knowledge of academic vocabulary―
which is essential for success on the test. TOEFL Preparation B 
looks at the speaking and writing sections of the TOEFL exam.

2. Course Content
  Week 1:  Introduction to TOEFL. Review of Reading/Listening 

Sections
　Week 2:  The Speaking Section of TOEFL, Words for TOEFL: 

Academic World List
　Week 3: Questions 1 and 2 Speaking practice
　Week 4: Questions 3 and 4 Speaking practice
　Week 5: Questions 5 and 6 Speaking practice
　Week 6: Sounding natural in English
　Week 7: Applying notetaking to Speaking Questions
　Week 8: The Writing Section of TOEFL
　Week 9: Structuring Answers
　Week 10: Use of transition phrases
　Week 11: Supporting your ideas
　Week 12: Writing Practice
　Week 13: Speaking and Writing Practice
　Week 14: Course Review＋Exam

3. Registration Requirements
　『履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目の
履修はできません。
　Students who do not meet the English requirement for this 
course （TOEIC 680） cannot register.

4. Course Preparations
Please have a good learner dictionary. This may be either electronic 
or paper-based.

5. Textbook (s)
Direct to TOEFL iBT by Lin Lougheed （Macmillan）

6. Reference Book (s)
Handouts, the Internet, O-oh Meiji! system

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback will be given through grades or comments, or both.

8. Assessment
　Class participation and attendance: 30%
　Homework/Quizzes: 20%
　Final examination: 50%

9. Others
TOEFL is a high-level exam, and you cannot practice actual TOEFL 
questions until you are close to the TOEFL level
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科目ナンバー：（BA）LAN111E

English Exams A KIERNAN, PATRICK

Credits: 1 Year: 1
Spring 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
This course is to prepare students taking English academic exams such as 
TOEFL and IELTS. Accordingly, it will focus on introducing the question types 
found in TOEFL and IELTS as well as the strategies needed to perform well on 
these tests. The main textbook for this course is based on IELTS practice tests 
but this will be used in conjunction with the TOEFL material such as that 
found in the TOEFL test guide listed as a reference below. Both IELTS and 
TOEFL are tests designed to ensure that the English ability of students 
studying on English-based programs is adequate. This includes having 
sufficient academic vocabulary and communication skills to follow lectures, 
complete reading and writing assignments, and participate in campus life 
through English. The class will therefore be taught in English with these 
overall aims in terms of English communication in mind too. In order to do 
this each week will focus on specific examples from the tests, strategies and/
or target vocabulary or other English content. By the end of the course 
students should have both a familiarity with IELTS and TOEFL as well as how 
to prepare for them effectively.
This course, English Exams A, will focus primarily on the listening and 
reading sections of the tests. English Exams B, is a course with similar aims 
available in the Fall, will focus primarily on the speaking and writing sections 
of the course. 

2. Course Content
This course will work through the different kinds of listening and reading 
questions in IELTS and TOEFL following the structure of the tests themselves. 
The aim will be to cover the listening and reading sections of the five IELTS 
test plus other relevant materials over the course of the semester. 
Week 1~2 Introduction and general test preparation strategies
Week 3~5 Practice Test 1
Week 6~8 Practice Test 2
Week 9 Timed practice test.
Week 10~11 PracticeTest 3
Week 11~12 Practice Test 4*
Week  14 Final Timed practice test
*The specific structure of classes may vary according to the textbook used.

3. Registration Requirements
This course is open to all students with an interest in learning to take or 
improve scores academic tests such as IELTS and TOEFL. Students should be 
comfortable with taking a course taught in English and be prepared to use 
English during class. Students on the GREAT program can take this course as 
one of the required electives for GREAT.

4. Course Preparations
Students should review all classwork. Other assignments will be given as 
homework to be completed at home depending on the pace of the class and 
specific goals of the students taking the class. For example, although the main 
focus of classwork will be on examples from IELTS, those with a main interest 
in taking TOEFL will have the option to focus on TOEFL rather than IELTS 
examples.

5. Textbook (s)
To be announced during the first class. The required textbook will be used for 
both this class and the Fall class Exam English B.

6. Reference Book (s)
These are books that will be referred to in class and one may be used as the 
main textbook. They are not necessary to buy for this class but may be useful 
to help with developing your skills for specific tests.
Braverman （2021） Target Band 7 IELTS Academic Module: How to Maximize 
Your Score.
Braverman and Nicholson （2017/2021） IELTS 5 Practice Tests General Set 1 
Tests 1~5  ISBN: 0987300938
ETS （2020） The Official Guide to the TOEFL iBT test. 6th Edition McGraw Hill
Cambridge Assessment English （2021） IELTS 17 Academic Student's Book 
with Answers with Audio with Resource Bank （IELTS Practice Tests）
Other resources or suggestions for further reading will be shared through 
Oh-o! Meiji 

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback on assignments will be given during class or through Oh-o! Meiji.

8. Assessment
40% Participation and classwork
20% Assignments
20% MT Test
20% Final Test

9. Others
Do your best and keep practicing so that you can get the best possible score 
when you take IELTS TOEFL or other academic tests.

科目ナンバー：（BA）LAN111E

English Exams B KIERNAN, PATRICK

Credits: 1 Year: 1
Fall 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
This course is to prepare students taking English academic exams such as 
TOEFL and IELTS. Accordingly, it will focus on introducing the question types 
found in TOEFL and IELTS as well as the strategies needed to perform well on 
these tests. The main textbook for this course is based on IELTS practice tests 
but this will be used in conjunction with the TOEFL material such as that 
found in the TOEFL test guide listed as a reference below. Both IELTS and 
TOEFL are tests designed to ensure that the English ability of students 
studying on English-based programs is adequate. This includes having 
sufficient academic vocabulary and communication skills to follow lectures, 
complete reading and writing assignments, and participate in campus life 
through English. The class will therefore be taught in English with these 
overall aims in terms of English communication in mind too. In order to do 
this each week will focus on specific examples from the tests, strategies and/
or target vocabulary or other English content. By the end of the course 
students should have both a familiarity with IELTS and TOEFL as well as how 
to prepare for them effectively.
This course, English Exams B, will focus primarily on the speaking and writing 
sections of the tests. English Exams A, is a course with similar aims available 
in the Spring semester, will focus primarily on the speaking and writing 
sections of the course. 

2. Course Content
This course will work through the different kinds of speaking and writing 
questions in IELTS and TOEFL following the structure of the tests themselves. 
The aim will be to cover the listening and reading sections of the five IELTS 
test plus other relevant materials over the course of the semester. 
Week 1~2 Introduction and general test preparation strategies
Week 3~5 Practice Test 1
Week 6~8 Practice Test 2
Week 9 Timed practice test.
Week 10~11 PracticeTest 3
Week 11~12 Practice Test 4*
Week  14 Final Timed practice test
*The specific structure of classes may vary according to the textbook used.

3. Registration Requirements
This course is open to all students with an interest in learning to take or 
improve scores academic tests such as IELTS and TOEFL. Students should be 
comfortable with taking a course taught in English and be prepared to use 
English during class. Students on the GREAT program can take this course as 
one of the required electives for GREAT.

4. Course Preparations
Students should review all classwork. Other assignments will be given as 
homework to be completed at home depending on the pace of the class and 
specific goals of the students taking the class. For example, although the main 
focus of classwork will be on examples from IELTS, those with a main interest 
in taking TOEFL will have the option to focus on TOEFL rather than IELTS 
examples.

5. Textbook (s)
To be announced during the first class. The required textbook will be used for 
both this class and the Spring class Exam English A.

6. Reference Book (s)
These are books that will be referred to in class and one may be used as the 
main textbook. They are not necessary to buy for this class but may be useful 
to help with developing your skills for specific tests.
Braverman （2021） Target Band 7 IELTS Academic Module: How to Maximize 
Your Score.
Braverman and Nicholson （2017/2021） IELTS 5 Practice Tests General Set 1 
Tests 1~5  ISBN: 0987300938
ETS （2020） The Official Guide to the TOEFL iBT test. 6th Edition McGraw Hill
Cambridge Assessment English （2021） IELTS 17 Academic Student's Book 
with Answers with Audio with Resource Bank （IELTS Practice Tests）
Other resources or suggestions for further reading will be shared through 
Oh-o! Meiji 

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback on assignments will be given during class or through Oh-o! Meiji.

8. Assessment
40% Participation and classwork
20% Assignments
20% MT Test
20% Final Test

9. Others
Do your best and keep practicing so that you can get the best possible score 
when you take IELTS TOEFL or other academic tests.
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科目ナンバー：（BA）LAN111E

Genres of Writing KIERNAN, PATRICK

Credits: 1 Year: 1
Spring 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　In the face of globalization, practical use of English is becoming 
increasingly important particularly in business. While academic writing has 
long been the focus of English writing courses at university （as befitting an 
academic institution）, a range of very different writing tasks are required in 
the workplace such as writing email, business proposals, or reports, preparing 
promotional materials, or participating in social media. Each of these different 
kinds of writing requires a slightly different use of language reflecting the 
different purpose of the communication and the relationship between the 
writer and reader. These different kinds of writing are referred to as different 
"genres" of writing. The purpose of this course is to become familiar with a 
range of common writing tasks in business through reading examples, 
discovering the key features, and producing written examples of the genre. At 
the same time, this course is intended to raise awareness of the ways in which 
different genres of writing differ and and why so that when encountering new 
genres of writing in the future these too can be learned and imitated. 
Although the course will focus on writing, the course will be conducted to 
provide opportunities for speaking, listening, and reading in English as well 
as the main focus on writing. At the end of this course, participants should be 
able to:
　 1.  write business and personal emails, business reports, and other genres 

of writing covered in the course
　 2. understand the concept of genre, and how written genres vary and why
　 3.  apply the analysis of genre to recognise features in other genres not 

covered in the course

2. Course Content
　 1.  Course introduction and overview: What is genre writing and why is it 

important?
　 2. Comparing a business and casual email
　 3. Writing business email
　 4. Writing casual messages and texting
　 5. Job applications and CVs
　 6. Review and mid-term test
　 7. Magazine opinion columns
　 8. Personal blogs and social media
　 9. Professional blogs and social media
　10. Business proposals
　11. Business reports
　12. Professional reviews
　13. Customer reviews
　14. Review and final test

3. Registration Requirements
　Students should be comfortable with taking a class taught in English and 
using Word to write assignments.
　Eiglish requirement : TOEIC 600～

4. Course Preparations
　Each class will focus on either reading and analyzing examples of particular 
business writing genres or preparing a written example of the genre. 
Therefore, homework will generally consist of　preparing the readings in 
advance or completing the writing tasks. Other supplementary readings to 
help with better understanding the concept of genre may also be assigned.

5. Textbook (s)
　All materials for this class will be provided in class and posted on Oh-o! 
Meiji.

6. Reference Book (s)
　All reference materials for this class will be provided during class and made 
available on Oh-o! Meiji.

7. How to provide Feedback to assignments
Assignments will be posted on Oh-o! Meiji and students will submit 
assignments and receive feedback through Oh-o! Meiji.

8. Assessment
　Writing assignments 40%
　Classwork and participation 30%
　Mid-term review test 10%
　Final Test 20%

9. Others
　This is a practical English writing course open to students of all levels of 
English ability and accordingly includes tasks that are adaptable to the 
student's ability. You can learn practical English skills that may be useful to 
you at work in and gain a deeper understanding of language and 
communication. This class is not concerned with testing your English ability 
but rather with developing it in cooperation with other students.

科目ナンバー：（BA）LAN111E

Speech and Debate MOREAU, ROBERT

Credits: 1 Year: 1
Fall 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
〈summary〉
　In this course students will learn basic debating skills such as 
constructing effective arguments, refutations, and rebuttals. We will cover 
ways of effectively organizing speeches and debates. Students will 
prepare and deliver an informative speech, as well as a persuasive speech. 
In preparing the materials for this class, the students’ discussion, 
research, and public speaking skills will be developed. Students will 
actively listen to debates and speeches, make notes, and write summaries 
and reflection on what they have learned.

〈objectives〉
　The main objective of this course is to develop students’ ability to 
prepare and deliver effective, academic speeches and debates in English. 
Students will be able to prepare effective visual aids, and speak from well-
organized, key point outlines. An additional objective of the course is the 
development of students’ basic research skills, and ability to make notes 
in English from written and spoken texts.

2. Course Content
　Week 1.　 Introduction to the class, general concepts on public 

speaking, impromptu speeches
　Week 2.　 Impromptu speeches, informative speech, general concepts 

and preparation
　Week 3.　Informative speeches, preparation and practice
　Week 4.　Informative speech presentations and peer review
　Week 5.　 Informative speech presentat ions and peer review, 

introduction to persuasive speech
　Week 6.　Persuasive speech general ideas and preparation
　Week 7.　Persuasive Speech preparation and practice
　Week 8.　Persuasive speech presentations and peer review
　Week 9.　 Persuasive speech presentat ions and peer review, 

introduction to debate
　Week 10.　Debate: general structure and introduction speeches
　Week 11.　Debate: refutations
　Week 12.　Debate: conclusions and practice
　Week 13.　Final debate and peer review
　Week 14.　a.　Final debates and peer review　　　　b. Class wrap-up

3. Registration Requirements
　The TOEIC level necessary for registering for this course is around 600.

4. Course Preparations
Students will need to do some research outside of class in order to 
prepare for their speeches and debates. They will also be expected to 
review any concepts related to speech and debate preparation covered in 
the class. Students will need to practice their speeches for homework as 
well.

5. Textbook (s)
There is no textbook. Materials will be provided as handouts during class 
or links on Oh-o! Meiji. You should keep a file for handouts and all the 
other study materials for this course. Students will also be required to do 
their own online searches for information.

6. Reference Book (s)
　None

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback for the speeches and debates will be provided in the class.
Student papers, notes, outlines, and other materials worked on will be 
handed in through Oh-o Meiji. General comments on assignments will be 
published on the Oh-o! Meiji system.

8. Assessment
Class participation （notes, discussions, homework, reflections）　25%
Informative Speech　25%
Persuasive Speech　25%
Debate　25%
Grades will be based on content, organization, and the overall 
effectiveness of speeches and debates. Students will submit notes, 
summaries, self-reflections and other writings about the projects as 
required. The class participation is based on the effort that people make 
in class, completion of homework tasks, and having a positive attitude 
towards the course.

9. Others
　None
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科目ナンバー：（BA）LAN111M

英語スペシャルスタディＡ 辻　 昌 宏

1 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　シェイクスピアの時代や彼の書いた作品の言語的表現，演劇的表
現，映画的表現を複合的な視点から学んでいく。

〈到達目標〉
　シェイクスピアの生きた時代の政治や宗教改革およびその余波を
理解し，英語表現と演劇的表現を味わえるようにする。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション
　第 2回　ヘンリー8世の生涯その1
　第 3回　ヘンリー8世の生涯その2
　第 4回　ヘンリー8世の生涯その3
　第 5回　エリザベス1世の時代　その1
　第 6回　エリザベス1世の時代　その2
　第 7回　エリザベス1世の時代　その3
　第 8回　『十二夜』　その1
　第 9回　『十二夜』　その2
　第10回　『十二夜』　その3
　第11回　『十二夜』　その4
　第12回　まとめ
　上記予定は，進行具合などにより変更される場合がある。

３．履修上の注意
　ほぼ二週に一度オンライン授業（原則リアルタイム）となる。ま
た授業内容や進め方，進度に変更が生じることがありうる。
　授業参加が重視されるので，よく準備して出席し，積極的に発言
すること。
　また，履修者はシェイクスピアの作品についてプレゼンテーショ
ンしてもらう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　シェイクスピアの時代について，ウィキペディア（日本語版，英
語版）や
　文学辞典，歴史書を参照して確認すること。
　授業中に紹介する英語表現や台詞を朗読すること。

〈準備学習〉
　前の週の教科内容を復習し，次回の準備をすること

５．教科書
　プリントの予定。

６．参考書
　河合祥一郎『シェイクスピアー人生劇場の達人』（中公新書）
　森祐希子『映画で読むシェイクスピア』（紀伊国屋書店）

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh!Meiji の機能を利用してコメントを付す。

８．成績評価の方法
　平常点70％，発表およびレポート30％
　詳細は第一回目の授業で説明する。

９．その他
　授業参加を重視するので必ず出席すること。

科目ナンバー：（BA）LAN111M

英語スペシャルスタディＢ 辻　 昌 宏

1 単位 1年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　シェイクスピア作品に基づいたDVDや関連する映画を観つつ，言
語表現，演出，映画的表現について，多角的に学んでいく。
　言語表現については，適宜，原文を抜粋しながら学んでいく。
〈到達目標〉
　シェイクスピアにおける英語表現と演劇的構造を理解し，味わ
い，批評的に語れるようにする。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション
　第 2回　『ヘンリー5世』その1
　第 3回　『ヘンリー5世』その2
　第 4回　『ヘンリー5世』その3
　第 5回　『ヘンリー5世』その4
　第 6回　『ヘンリー5世』その5
　第 7回　ハムレット　その1
　第 8回　ハムレット　その2
　第 9回　ハムレット　その3
　第10回　ハムレット　その4
　第11回　ハムレット　その5
　第12回　ハムレット　その6
　第13回　ハムレット　その7
　第14回　ハムレット　その8
　上記予定は，進行具合などにより変更される場合がある。

３．履修上の注意
　 2週に1度程度，zoom 授業となる（原則リアルタイム）。授業参
加が重視されるので，よく準備して出席し，積極的に発言すること。
　履修者は，シェイクスピアの作品についてプレゼンテーションを
する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ストーリについて，インターネットや文学辞典をもちいて確認す
ること。
　授業中紹介する英語表現や台詞を朗読すること。

５．教科書
　プリント配布

６．参考書
　河合祥一郎『シェイクスピアー人生劇場の達人』（中公新書）
　森祐希子『映画で読むシェイクスピア』（紀伊国屋書店）

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh!Meiji の機能を利用してコメントを付す。

８．成績評価の方法
　平常点60％，発表およびレポート40％
　詳細は第一回目の授業で説明する。

９．その他
　授業参加を重視するので必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）LAN111M

英語表現論 辻　 昌 宏

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　オスカー・ワイルドやジェイン・オースティンその他の劇作品を
読み，その表現の特徴を味わい，理解する。

〈到達目標〉
　ワイルドやオースティンらの台詞を読み，声に出して読み，数行
を暗唱できるようにする。また，戯曲の構造を理解し，深く味わえ
るようにする。

２．授業内容
　オスカー・ワイルドやジェイン・オースティンの劇作品の名台詞
を読み，実際に声に出して朗読する。英語のリズムやレトリックを
学びながら，英語表現の工夫を少しずつ身につけていく。セリフの
抑揚や作品の流れを確認する。
　第 1回　イントロダクション
　第 2回～第 5回　ワイルドとその時代
　第 6回～第 8回　『まじめが大切』
　第 9回～第12回　『高慢と偏見』

３．履修上の注意
　オンライン授業となった場合，授業内容や進め方，進度に変更が
生じることがありうる。
　ヴィクトリア朝の英語（ごくたまに古めかしい言い回しがある）
や19世紀初頭の英語に関する知識は問わない。授業中に丁寧に説明
します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に板書するワイルドやオースティンの言葉を，意味を理解
するだけでなく，形や表現形態，比喩に関心を持って読み，何度も
朗読すること。

５．教科書
　プリントの予定。

６．参考書
　宮崎かすみ著『オスカー・ワイルド』（中公新書）

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh!Meiji の機能を利用してコメントを付す。

８．成績評価の方法
　平常点および授業参加　70％
　レポート　30％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語コミュニケーション初級Ａ 戸 田 博 之

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　今日のビジネス世界では，Eメールがコミュニケーション手段として最
重要なものとなり，一方で世界共通語としての英語の普及が著しい。この
ような環境下で，将来国際的ビジネス舞台で活躍を目指す者には，英語で
ビジネスEメールを書く力をつけることが強く望まれる。この力には，単
に言語としての英語の運用力だけではなく，相手を動かし仕事を前に進め
るためのさまざまな戦略を用いる力も含まれる。本コースでは，当初は身
近な話題を使って，後半では次第に実際のビジネス現場で見られるような
場面を想定し実際にEメールを多く書くことを通して，学習者が，英文ビ
ジネスEメールライティングの基礎を築くことを目指す。コースの運営に
当たっては，英文ビジネスEメールライティングに限らず，長年金融業界
でビジネス実務に携わってきた講師の知識，経験，ノウハウを，学生諸君
の求めに応じて提供していく所存である。

〈達成目標〉
　 1. 英文Eメールライティングの原則的なルールが説明できる。
　 2.  どのようなEメールが仕事を実際に前に進めることのできる機能的な

Eメールであるかを説明できる。
　 3.  さまざま場面に柔軟に対応しつつ，英文でビジネスEメールを書くこ

とに抵抗がない。
　 4. ビジネス現場にいる者のマインドセットを理解できる。

２．授業内容
　Week 1  Course orientation, Introducing yourself（コースガイダンス，

自己紹介）
　Week 2 Writing about work experience
　Week 3 Arranging meetings
　Week 4 Comparing formal and informal writing styles
　Week 5 Writing about plans
　Week 6 Making a polite request
　Week 7 Mid-term review
　Week 8 Asking for recommendations
　Week 9 Recommending
　Week 10 Inviting
　Week 11 Accepting invitation
　Week 12 Making an inquiry
　Week 13 Responding to an inquiry
　Week 14 a: Final exam b: Review, reflection, and discussions
　Eメールライティングの題材については，適宜上記以外のものを採り上
げる可能性がある。

３．履修上の注意
　本科目は受講人数に制限があり，履修 に際しては事前登録が必要とな
るので，「経営学部履修の手引き」を 参照すること。
　This is an English writing course. The class will be conducted in 
English. Note that there is a limit to the number of students per class. To 
register for this class, refer to Rishuno Tebiki.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　本コースの達成目標実現のためには，実際に多くの英文ビジネスEメー
ルを書くことが肝要となる。多くの課題としてのライティングにも積極的
に取組むことで，大きな効果が期待できるため，クラス内外の課題を着実
にこなすことがまず求められる。したがって，クラスに出席し，宿題を期
限内の提出を着実に行うことが，評価の最大ポイントとなる。
　さらに，ライティング能力を引き上げるために，他の学習者が書いたも
のを見て評価するという活動が極めて効果的であるため，クラス内で，こ
れを行う相互評価活動や発表に積極的に参加し，発言することも期待する。

５．教科書
　Writing for the Real World 2, Roger Barnard & Antoinette Meehan, 
Oxford

６．参考書
　適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Attendance：10%
　In-class writing and class participation：40%
　Homework submission：40%
　Final exam：10%

９．その他
　The class is taught in English with occasional Japanese use where 
deemed necessary.
　Bring your own PC to the class.

科目ナンバー：（BA）LAN111J

英語コミュニケーション初級Ｂ 戸 田 博 之

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　今日のビジネス世界では，Eメールがコミュニケーション手段として最
重要なものとなり，一方で世界共通語としての英語の普及が著しい。この
ような環境下で，将来国際的ビジネス舞台で活躍を目指す者には，英語で
ビジネスEメールを書く力をつけることが強く望まれる。この力には，単
に言語としての英語の運用力だけではなく，相手を動かし仕事を前に進め
るためのさまざまな戦略を用いる力も含まれる。本コースでは，当初は身
近な話題を使って，後半では次第に実際のビジネス現場で見られるような
場面を想定し実際にEメールを多く書くことを通して，学習者が，英文ビ
ジネスEメールライティングの基礎を築くことを目指す。コースの運営に
当たっては，英文ビジネスEメールライティングに限らず，長年金融業界
でビジネス実務に携わってきた講師の知識，経験，ノウハウを，学生諸君
の求めに応じて提供していく所存である。

〈達成目標〉
　 1. 英文Eメールライティングの原則的なルールが説明できる。
　 2.  どのようなEメールが仕事を実際に前に進めることのできる機能的な

Eメールであるかを説明できる。
　 3.  さまざま場面に柔軟に対応しつつ，英文でビジネスEメールを書くこ

とに抵抗がない。
　 4. ビジネス現場にいる者のマインドセットを理解できる。

２．授業内容
　Week 1 Course orientation, Placing an order（コースガイダンス）
　Week 2 Responding to orders
　Week 3 Dealing with a problem with an order
　Week 4 Suggesting alternative action
　Week 5 Informing and acknowledging about payment
　Week 6 Reminding someone about late payment
　Week 7 Mid-term review
　Week 8 Complaints and explaining a problem
　Week 9 Responding to an complaint and suggesting a solution
　Week 10 Checking progress on a task or project
　Week 11 Explaining progress
　Week 12 Making a proposal and giving reason
　Week 13 Responding to a proposal
　Week 14 a:Final exam b:Review, reflection, and discussions
　Eメールライティングの題材については，適宜上記以外のものを採り上
げる可能性がある。

３．履修上の注意
　本科目は受講人数に制限があり，履修 に際しては事前登録が必要とな
るので，「経営学部履修の手引き」を 参照すること。
　This is an English writing course. The class will be conducted in 
English. Note that there is a limit of the number of students per class. To 
register for this class, refer to Rishuno Tebiki.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　本コースの達成目標実現のためには，実際に多くの英文ビジネスEメー
ルを書くことが肝要となる。多くの課題としてのライティングにも積極的
に取組むことで，大きな効果が期待できるため，クラス内外の課題を着実
にこなすことがまず求められる。したがって，クラスに出席し，宿題を期
限内の提出を着実に行うことが，評価の最大ポイントとなる。
　さらに，ライティング能力を引き上げるために，他の学習者が書いたも
のを見て評価するという活動が極めて効果的であるため，クラス内で，こ
れを行う相互評価活動や発表に積極的に参加し，発言することも期待する。

５．教科書
　Writing for the Real World 2, Roger Barnard & Antoinette Meehan, 
Oxford

６．参考書
　適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　Attendance：10%
　In-class writing and class participation：40%
　Homework submission：40%
　Final exam：10%

９．その他
　The class is taught in English with occasional Japanese use where 
deemed necessary.
　Bring your PC to the class.
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科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語コミュニケーション中級Ａ 古 川 恵 美

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　優れたプレゼンテーションを扱ったTED TalksのDVD教材を使用
して，英語のリスニングとスピーキングの力を実践的に鍛えるため
の授業です。
　DVD教材と配布プリントで次のことを行います。
　（1）正確に聴き取るためのリスニング練習を行う
　（2）教材の内容をもとに英語で討論し発表する
　（3） コミュニケーションに役立つ語彙や表現を使ってペアワーク

やグループワークを行う
〈到達目標〉
　話し手が伝えようとしていることを的確に聞き取って理解する力を
つけるとともに，自らも与えられたトピックについて自信を持って話
せるようになることを目指します。リスニングとスピーキングに重点
をおいて授業を進めますが，語彙力の強化・文法事項の確認・異文
化理解の知識なども取り入れながら総合的に英語力を鍛えます。

２．授業内容
　第 1回：Introduction
　第 2回：Unit 1 Protectors ①
　第 3回：Unit 1 Protectors ②
　第 4回：Unit 2 Family Connections ①
　第 5回：Unit 2 Family Connections ②
　第 6回：Unit 3 Global Stories ①
　第 7回：Unit 3 Global Stories ②
　第 8回：Unit 4 Music ①
　第 9回：Unit 4 Music ②
　第10回：Unit 5 Good Design ①
　第11回：Unit 5 Good Design ②
　第12回：Unit 6 Inspiration ①
　第13回：Unit 6 Inspiration ②
　第14回：Review
※上記予定は進行度合いなどにより変更される場合があります。

３．履修上の注意
・ 英語を聴いたり話したりする練習に積極的に取り組み，自律的に

英語力を向上させようとする姿勢が求められます。
・ TED Talksを通して世界の人々が提起している様々な問題に関心

を持って授業に臨んでください。
・ 授業活動（課題・発表・ペアワーク・グループワーク等）への取

り組みを重視します。授業には毎回出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業ごとに指定する範囲を予習しましょう。
・ 授業で配布するプリントやクラスウェブで提示される課題に取り

組み，期限を守って提出しましょう。

５．教科書
『Keynote 2: Student Book with Online Workbook』 （Cengage）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度 30％，課題（提出物・発表等） 30％，小テスト 
30%, 学期末レポート 10％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN211J

英語コミュニケーション中級Ｂ 古 川 恵 美

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　優れたプレゼンテーションを扱ったTED TalksのDVD教材を使用
して，英語のリスニングとスピーキングの力を実践的に鍛えるため
の授業です。
　DVD教材と配布プリントで次のことを行います。
　（1）正確に聴き取るためのリスニング練習を行う
　（2）教材の内容をもとに英語で討論し発表する
　（3） コミュニケーションに役立つ語彙や表現を使ってペアワーク

やグループワークを行う
〈到達目標〉
　話し手が伝えようとしていることを的確に聞き取って理解する力を
つけるとともに，自らも与えられたトピックについて自信を持って話
せるようになることを目指します。リスニングとスピーキングに重点
をおいて授業を進めますが，語彙力の強化・文法事項の確認・異文
化理解の知識なども取り入れながら総合的に英語力を鍛えます。

２．授業内容
　第 1回：Introduction
　第 2回：Unit 7 Ethical Choices ①
　第 3回：Unit 7 Ethical Choices ②
　第 4回：Unit 8 Better Cities ①
　第 5回：Unit 8 Better Cities ②
　第 6回：Unit 9 Giving ①
　第 7回：Unit 9 Giving ②
　第 8回：Unit 10 Mind and Machine ①
　第 9回：Unit 10 Mind and Machine ②
　第10回：Unit 11 Nature ①
　第11回：Unit　11 Nature ②
　第12回：Unit 12 Discovery ①
　第13回：Unit 12 Discovery ②
　第14回：Review
※上記予定は進行度合いなどにより変更される場合があります。

３．履修上の注意
・ 英語を聴いたり話したりする練習に積極的に取り組み，自律的に

英語力を向上させようとする姿勢が求められます。
・ TED Talksを通して世界の人々が提起している様々な問題に関心

を持って授業に臨んでください。
・ 授業活動（課題・発表・ペアワーク・グループワーク等）への取

り組みを重視します。授業には毎回出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・授業ごとに指定する範囲を予習しましょう。
・ 授業で配布するプリントやクラスウェブで提示される課題に取り

組み，期限を守って提出しましょう。

５．教科書
『Keynote 2: Student Book with Online Workbook』 （Cengage）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度 30％，課題（提出物・発表等） 30％，小テスト 
30%, 学期末レポート 10％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN311J

英語コミュニケーション上級Ａ 山 高 美 和

1 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course Outline:
The course is designed to help students acquire intercultural awareness and develop the necessary 
competent English skills to interact and communicate effectively in everyday life scenarios such as 
business, studies, travel, socializing, or when dealing with people from around the world. There will be 
weekly opportunities to participate actively in pair or group work and also build general confidence in 
discussion skills on various topics.
Course Objectives:
Communicating effectively not only by simply learning to speak good English but by nurturing 
intercultural awareness, sensitivity, and politeness to ensure that cultural differences do not lead to 
misunderstanding. Relevant videos will also be shown from time to time to improve communication skills.

２．授業内容
The course will be conducted in English (and Japanese where necessary.)
The textbook is designed to be covered in two semesters (A&B). Accordingly, the following units are 
planned to be taught in course A:
第 1 回：Introduction/Unit 1. Soft skill: Positive attitude/Unit 2. Soft skill: Integrity【対面授業】
第 2回：Unit 3. Soft skill: Effective communication/Unit 4. Soft skill: Adaptability【対面授業】
第 3回：Unit 1. Planning for a Career (Preview)【対面授業】
第 4回：Unit 1. Planning for a Career (Describe someone’s background) 【対面授業】 
第 5 回：Unit 1. Planning for a Career (Interview for a job) 【対面授業】
第 6回：Unit 2. Building Character (Accept responsibility and express regret) 【対面授業】
第 7回：Unit 2. Building Character (Describe the values you live by) 【対面授業】
第 8回：Unit 3. Confronting Difficulty (Preview)【メディア授業（リアルタイム型）】
第 9回： Unit 3. Confronting Difficulty (Describe how fear affects you physically) 【メディア授業（リアル

タイム型）】
第10回： Unit 3. Confronting Difficulty (Express frustration, empathy, and encouragement) 【メディア授業

（リアルタイム型）】
第11回：Unit 4. Building Relationships (Explain how you handle anger) 【メディア授業（リアルタイム型）】
第12回： Unit 4. Building Relationships (Explore your relationships with friends) 【メディア授業（リアル

タイム型）】
第13回：Soft Skills Workshop 2: An Interview【メディア授業（リアルタイム型）】
第14回：aのみ：Class Review【メディア授業（リアルタイム型）】

３．履修上の注意
This is a blended learning course, allowing both in–person and online interaction (i.e., live classes with 
Zoom.)
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o! Meiji システムを通じて，Zoom招待状を毎週配信し，リアル
タイム配信型授業（100分）を行う。
※最終Zoomリアルタイム型授業のみ，50分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，ブレイクアウトルームを使用した，グルー
プ・アクティビティを中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された教室で，ノー
トパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，Zoom操作が限定されるため，
推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
Oh-o! Meiji クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）を活用し，意
見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，及び，SNSアカウントを履
修者に，初回授業にて通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
You should bring your textbook and a notebook, as well as a dictionary and all the relevant class 
worksheets (PDF) uploaded regularly onto Oh-o! Meiji to class. 
We will start by opening up your textbook's online assignments and work on them to gain a better 
understanding of the topics which we intend to cover as part of this course and also start building your 
English skills. This will be done from time to time throughout the duration of this course.
講義では，予習，或いは復習できるPDF資料を，クラスウェブ (Oh-o! Meiji) に定期的に投稿する。また，
定期的な課題として，教材に付属しているオンライン問題集にアクセスして取り組む。

５．教科書
Connectivity, Level 5, Student's Book and eBook with Online Practice, Joan Saslow and Allen Ascher, 
(Pearson), (ISBN: 978-0-13-746396-1)
※ The above textbook has now changed from the previous academic year.
※ You should not purchase a second-hand textbook since the digital access code for the online textbook 
and assignments has already been used and is not valid anymore.
※ The same textbook will be used for both semesters, taught as a two-part subject. As a result, it will be 
ideal if you register for the entire academic year.
※昨年度使用した教材とは異なるため，ご注意ください。
※中古教材を購入すると，デジタル・アクセス・コードが使用済みで，デジタル版教材，及び，オンライ
ン問題集に取り組むことができません。必ず新品をご購入ください。
※一冊の教材を前期と後期に分けて使用するため，可能であれば，一年を通しての履修が望ましい。

６．参考書
Supplementary class worksheets (PDF) will be uploaded onto Oh-o! Meiji during the course.

７．課題に対するフィードバックの方法
Individual feedback will be provided to all the students through Oh-o! Meiji.
課題のフィードバックは，提出期限後に，Oh-o! Meiji システムを通じて配信する。

８．成績評価の方法
Your final result depends on the following two factors:
※ The quality of your involvement in the class activities (=50%) 
※ The quality of your online assignments (=50%)
The course also covers the following other grading and attendance policies:
※ There will be no exams.
※ You will automatically fail the course if you miss three classes without providing proper 
documentation to support your absence.
※ You must submit all assignments to pass the course.
※ You will be marked absent (once) if you are late to class three times.
※ You will be marked absent if you fail to bring your textbook to class.
※ You should not participate in Zoom live-streaming classes while commuting to campus or taking public 
transport.
7) Any disruptive behaviour in class, including no participation in class activities, will result in you getting 
marked absent.
授業への貢献度（50％），オンライン課題（50％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3回で，欠席 1回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

９．その他
Message to class: This will be a small-sized class with a sociable atmosphere in which students are 
encouraged to share their thoughts on various topics. It is an ideal course for students who enjoy 
interactive activities and are also interested in learning about different cultures. They will also have my full 
support in the learning process. To register for this course, you must attend the first introductory class.

科目ナンバー：（BA）LAN311J

英語コミュニケーション上級Ｂ 山 高 美 和

1 単位 1年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course Outline:
The course is designed to help students acquire intercultural awareness and develop the necessary 
competent English skills to interact and communicate effectively in everyday life scenarios such as 
business, studies, travel, socializing, or when dealing with people from around the world. There will be 
weekly opportunities to participate actively in pair or group work and also build general confidence in 
discussion skills on various topics.
Course Objectives:
Communicating effectively not only by simply learning to speak good English but by nurturing 
intercultural awareness, sensitivity, and politeness to ensure that cultural differences do not lead to 
misunderstanding. Relevant videos will also be shown from time to time to improve communication skills.

２．授業内容
The course will be conducted in English (and Japanese where necessary.)
The textbook is designed to be covered in two semesters (A&B). Accordingly, the following units are 
planned to be taught in course B:
第 1 回： aのみ： Introduction/Unit 5. Soft skill: Decisiveness/Unit 6. Soft skill: Problem solving【メディア

授業（リアルタイム型）】
第 2 回：Unit 7. Soft skill: Leadership/Unit 8. Soft skill: Respectfulness【メディア授業（リアルタイム型）】
第 3 回：Unit 5. What's Funny? (Preview)【メディア授業（リアルタイム型）】
第 4 回：Unit 5. What's Funny? (Respond to humour) 【対面授業】 
第 5 回：Unit 5. What's Funny? (Analyze what makes people laugh) 【対面授業】
第 6 回：Unit 5. What's Funny? (Discuss when joking "crosses the line”) 【対面授業】
第 7 回：Unit 6. On the Move (Preview)【対面授業】
第 8 回：Unit 6. On the Move (Help others avoid hassles while travelling) 【対面授業】
第 9 回：Unit 8. Achievement and Intelligence (Preview)【対面授業】
第10回：Unit 8. Achievement and Intelligence (Identify your unique strengths) 【対面授業】
第11回： Unit 8. Achievement and Intelligence (Evaluate your emotional intelligence) 【メディア授業（リ

アルタイム型）】
第12回：Soft Skills Workshop 3: A Sales Presentation【メディア授業（リアルタイム型）】
第13回：Soft Skills Workshop 4 (A "How-to" Demonstration)【メディア授業（リアルタイム型）】
第14回：Class Review【メディア授業（リアルタイム型）】

３．履修上の注意
This is a blended learning course, allowing both in–person and online interaction (i.e., live classes with 
Zoom.)
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o! Meiji システムを通じて，Zoom招待状を毎週配信し，リアル
タイム配信型授業（100分）を行う。
※初回Zoomリアルタイム型授業のみ，50分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，ブレイクアウトルームを使用した，グルー
プ・アクティビティを中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された教室で，ノー
トパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，Zoom操作が限定されるため，
推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
Oh-o! Meiji クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）を活用し，意
見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，及び，SNSアカウントを履
修者に，初回授業にて通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
You should bring your textbook and a notebook, as well as a dictionary and all the relevant class 
worksheets (PDF) uploaded regularly onto Oh-o! Meiji to class. 
We will start by opening up your textbook's online assignments and work on them to gain a better 
understanding of the topics which we intend to cover as part of this course and also start building your 
English skills. This will be done from time to time throughout the duration of this course.
講義では，予習，或いは復習できるPDF資料を，クラスウェブ (Oh-o! Meiji) に定期的に投稿する。また，
定期的な課題として，教材に付属しているオンライン問題集にアクセスして取り組む。

５．教科書
Connectivity, Level 5, Student's Book and eBook with Online Practice, Joan Saslow and Allen Ascher, 
(Pearson), (ISBN: 978-0-13-746396-1)
※ The above textbook has now changed from the previous academic year.
※ You should not purchase a second-hand textbook since the digital access code for the online textbook 
and assignments has already been used and is not valid anymore.
※ The same textbook will be used for both semesters, taught as a two-part subject. As a result, it will be 
ideal if you register for the entire academic year.
※昨年度使用した教材とは異なるため，ご注意ください。
※中古教材を購入すると，デジタル・アクセス・コードが使用済みで，デジタル版教材，及び，オンライ
ン問題集に取り組むことができません。必ず新品をご購入ください。
※一冊の教材を前期と後期に分けて使用するため，可能であれば，一年を通しての履修が望ましい。

６．参考書
Supplementary class worksheets (PDF) will be uploaded onto Oh-o! Meiji during the course.

７．課題に対するフィードバックの方法
Individual feedback will be provided to all the students through Oh-o! Meiji.
課題のフィードバックは，提出期限後に，Oh-o! Meiji システムを通じて配信する。

８．成績評価の方法
Your final result depends on the following two factors:
1) The quality of your involvement in the class activities (=50%) 
2) The quality of your online assignments (=50%)
The course also covers the following other grading and attendance policies:
※ There will be no exams.
※ You will automatically fail the course if you miss three classes without providing proper 
documentation to support your absence.
※ You must submit all assignments to pass the course.
※ You will be marked absent (once) if you are late to class three times.
※ You will be marked absent if you fail to bring your textbook to class.
※ You should not participate in Zoom live-streaming classes while commuting to campus or taking public 
transport.
※ Any disruptive behaviour in class, including no participation in class activities, will result in you 
getting marked absent.
授業への貢献度（50％），オンライン課題（50％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3回で，欠席 1回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

９．その他
Message to class: This will be a small-sized class with a sociable atmosphere in which students are 
encouraged to share their thoughts on various topics. It is an ideal course for students who enjoy 
interactive activities and are also interested in learning about different cultures. They will also have my full 
support in the learning process. To register for this course, you must attend the first introductory class.
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科目ナンバー：（BA）LAN121J

ドイツ語コミュニケーション初級Ａ 大 類 京 子

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　少人数制といった利点を生かして，日常のコミュニケーションに
必要な「使える」ドイツ語の習得をめざします。

〈到達目標〉
　この「初級 A」修了時の目標は，いくつかの日常的なテーマにつ
いてドイツ語で簡単な会話ができることです。あわせて，ドイツ語
圏の社会への理解も深めていきたいと思います。

２．授業内容
　第 1回a：イントロダクション　b:アルファベートと発音
　第 2回　第1課「あいさつ」
　第 3回　第1課「出身地・居住地」
　第 4回　第1課　文法
　第 5回　第2課「自己紹介」
　第 6回　第2課「専攻・職業・国籍」
　第 7回　第2課　文法
　第 8回　第3課「持ち物」
　第 9回　第3課「数字」
　第10回　第3課　文法
　第11回　第4課「注文」
　第12回　第4課　文法
　第13回　復習とまとめ
　第14回　a：まとめ　ｂ：試験
　〔ただし上記のスケジュールは，授業の進度によっては変更され
ることもあります。〕

３．履修上の注意
　1. 履修希望者は必ず初回の授業に出席すること。
　2.  秋学期開講の「ドイツ語コミュニケーション初級 B」とあわせ

て受講することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各課の途中で語彙のチェックを，各課の終わりに重要表現につい
てのチェックをしますので，授業内に積極的に口慣らしをすること
はもちろん，復習することにエネルギーを使ってください。

５．教科書
　新倉真矢子・亀ヶ谷昌秀・正木晶子・中野有希子　著『ゲナウ！　
コミュニケーションのドイツ語　ノイ』，第三書房　

（ただし取り扱いは郁文堂書店になります。大学の教科書販売に従
って注文してください）

６．参考書
　特に定めません。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内で解答や補足について言及します。場合によっては，クラス
ウェブの掲示板等を使うこともあります。

８．成績評価の方法
　平常点【50％】，学期末の筆記・口頭試験【50％】をあわせて評
価します。
　欠席や遅刻が多い場合は，学期末試験を受けても，評価の対象に
なりません。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN121J

ドイツ語コミュニケーション初級Ｂ 大 類 京 子

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期開講の「ドイツ語コミュニケーション初級 A」を引き継ぐ
秋学期開講のクラスです。春学期に引き続き，日常の場面で「使え
る」ドイツ語の習得をめざします。
〈到達目標〉
　ドイツ語による日常的な事柄全般についての簡単な会話や聞き取
り，作文による表現ができるようになることを目標としています。

２．授業内容
　第 1回　ａ：授業のガイダンス　ｂ：・ドイツ語による自己紹介。
　第 2回　第5課「家族紹介」
　第 3回　第5課「家族について話す」
　第 4回　第5課　文法
　第 5回　第6課「趣味・余暇活動」
　第 6回　第6課「人を誘う」
　第 7回　文法
　第 8回　第7課「休暇」
　第 9回　第7課「予定が言える」
　第10回　第7課　文法
　第11回　第8課「贈り物」
　第12回　第8課「洋服を買う」
　第13回　第8課　文法
　第14回　ａ：まとめ　ｂ：試験
　〔ただし上記のスケジュールは，授業の進度によっては変更され
ることもあります。〕

３．履修上の注意
　1.  春学期開講の「ドイツ語コミュニケーション初級 A」とあわせ

て履修することが望ましい。
　2.  秋学期のみの履修希望者も，春学期開講の「ドイツ語コミュニ

ケーション初級 A」の初回の授業に出席し，授業担当者に履修
希望を伝えること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各課の途中で語彙のチェックを，各課の終わりに重要表現につい
てのチェックをしますので，授業内に積極的に口慣らしをすること
はもちろん，復習することにエネルギーを使ってください。

５．教科書
　新倉真矢子・亀ヶ谷昌秀・正木晶子・中野有希子　著『ゲナウ！　
コミュニケーションのドイツ語　ノイ』，第三書房　
（ただし取り扱いは郁文堂書店になります。大学の教科書販売に従
って注文してください）

６．参考書
　特に定めません。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内で解答や補足について言及します。場合によっては，クラス
ウェブの掲示板等を使うこともあります。

８．成績評価の方法
　平常点【50％】，学期末の筆記試験・口頭試験【50％】をあわせ
て評価します。
　欠席遅刻が多い場合は，試験の結果にかかわらず，評価の対象と
しません。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語コミュニケーション中級Ａ 畑　 一 成

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉 
 ドイツ語圏の日常生活において簡単な要件であればこなせる運用
能力を身につけるため，映像資料を使いながら実践的なトレーニン
グを行います。特に，ドイツ語を使って行動し，人と意思疎通する
ことができるようになるため，コミュニケーション能力の養成に重
点を置きます。そのため受講者同士が助け合い・学び合うペアワー
クやグループワーク中心の授業を進めます。文法の説明を受けて，
それを訓練する方法ではなく，まず言語使用を体験して，そこから
言語の仕組みを予測・発見するアクティブラーニングの授業を行い
ます。また，コミュニケーションの重要な要素であるのにもかかわ
らず，ほとんど教わることのない「振舞」や「所作」など身体言語
についても学びます。

〈到達目標〉 
  ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ1に相当するドイツ語の基礎的コ
ミュニケーション能力を獲得する。自己紹介や友人との会話，日常
的な物事に関する質疑を行うことができる。欧州における国際人と
してふさわしい振る舞いができる。

２．授業内容
第 1回　 授業方法，成績評価基準，ドイツ語学習の意義を解説する。

発音と自己紹介を練習する。
第 2回　友人の紹介と自分の生活環境についての表現
第 3回　数字を使った表現
第 4回　飲食に関する表現
第 5回　各国の特徴に関する表現
第 6回　身の回りのものに関する表現
第 7回　住居に関する表現
第 8回　一週間と時間に関する表現
第 9回　約束事に関する表現
第10回　職業に関する表現
第11回　道や建物，場所に関する表現
第12回　余暇に関する表現
第13回　食料品の買物に関する表現
第14回　a. ドイツ語のみの会話テスト　b. 解説とフィードバック

３．履修上の注意
・ 秋学期開講の「ドイツ語コミュニケーション中級B」と合わせて

受講することが望ましい。
・ 「使用する」ことで言語を習得するアプローチの授業のため，積

極的に受講者同士で対話し，学び合う姿勢が求められる。 

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習不要。ただし復習が必須なので，学習した項目を繰り返し発音
したり，音声データを何度も聞き返したりして，反復練習を行うこ
と。また，授業ごとに復習問題を課す。

５．教科書
オンライン教材：A1 Nicos Weg（Deutsche WelleのHP，又はアプ
リ「DW Learn German」）

６．参考書
ドイツ語ラジオ：DLF（Deutschlandfunk）
オンラインサイト：A1 Nicos Weg（Deutsche Welle），easygerman.
org
アプリ：DW Learn German，Seedlang: Learn German Faster

７．課題に対するフィードバックの方法
第 14 回のｂモジュールで試験の解説とフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
期末試験：60％（「到達目標」の記載内容を測る試験を行う）
授業への参加：40％（課題，発表，ペアワーク，グループワーク等
の参加度や達成度を測る）
※授業への参加状況や態度によって減点する場合がある。
※授業を3分の1以上欠席した場合，評価の対象としない。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN221J

ドイツ語コミュニケーション中級Ｂ 畑　 一 成

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉 
　秋学期の「ドイツ語コミュニケーション中級Ａ」を引き継ぎ，ド
イツ語圏の日常生活において簡単な要件であればこなせる運用能力
を身につけるため，さらにトレーニングを多彩化します。春学期と
同様に，ドイツ語を使って行動し，人と意思疎通することができる
ようになるため，コミュニケーション能力の養成に重点を置き，言
語使用から言語の仕組みを予測・発見するアクティブラーニングの
授業を行います。また，「振舞」や「所作」など身体言語について
も引き続き学びます。
〈到達目標〉 
　ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ2に相当するドイツ語の基礎的コ
ミュニケーション能力の獲得を目指す。自分の希望の伝えることや
相手の感情表現を読み取ること，より広範な日常的な物事に関する
質疑を行うことができる。欧州における国際人としてふさわしい振
る舞いができる。

２．授業内容
第 1回　春学期の復習
第 2回　天気と休暇についての表現
第 3回　服装に関する表現
第 4回　家族構成に関する表現
第 5回　スポーツに関する表現
第 6回　体調に関する表現
第 7回　将来のことに関する表現
第 8回　望まないことに関する表現
第 9回　お金と銀行に関する表現
第10回　家族仲に関する表現
第11回　近所付き合いに関する表現
第12回　ホテルと鉄道に関する表現
第13回　手紙と家賃に関する表現
第14回　a. ドイツ語のみの会話テスト　b. 解説とフィードバック

３．履修上の注意
・ 春学期開講の「ドイツ語コミュニケーション中級Ａ」と合わせて

受講することが望ましい。
・ 「使用する」ことで言語を習得するアプローチの授業のため，積

極的に受講者同士で対話し，学び合う姿勢が求められる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習不要。ただし復習が必須なので，学習した項目を繰り返し発音
したり，音声データを何度も聞き返したりして，反復練習を行うこ
と。また，授業ごとに復習問題を課す。

５．教科書
オンライン教材：A1 Nicos Weg（Deutsche WelleのHP，又はアプ
リ「DW Learn German」）

６．参考書
ドイツ語ラジオ：DLF（Deutschlandfunk）
オンラインサイト：A1 Nicos Weg（Deutsche Welle），easygerman.
org
アプリ：DW Learn German，Seedlang: Learn German Faster

７．課題に対するフィードバックの方法
第14回のｂモジュールで試験の解説とフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
期末試験：60％（「到達目標」の記載内容を測る試験を行う）
授業への参加：40％（課題，発表，ペアワーク，グループワーク等
の参加度や達成度を測る）
※授業への参加状況や態度によって減点する場合がある。
※授業を 3分の 1以上欠席した場合，評価の対象としない。 

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN321J

ドイツ語コミュニケーション上級Ａ 竹 内 拓 史

1 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉 1 年次， 2 年次で苦労して学んだドイツ語の知識を卒業ま
でに忘れてしまうのではなく，「使えるドイツ語」として自分のな
かに定着させ，一生の財産とすることをめざします。このため，ま
ず春学期は，実用的な教科書を使って1・2年次の復習をしながら，

「聞く・話す・読む・書く」こと全般の能力を高め，あわせてドイ
ツ語圏の社会への理解も深めていくことで，日常生活・社会生活に
おけるコミュニケーション能力を養成します。

〈到達目標〉教科書の内容のテーマについて，おおよそドイツ語の
みで意見の交換ができるようになる。

２．授業内容
使用する教科書は本来，初級用に作られたもので，内容も日常生活
に即した平易なものですが，それを辞書や教科書の助けを借りずに
完全に自分のものとして使いこなせるところまで練習を繰り返す点
に，この授業の特徴があります。
これまでに「ドイツ語コミュニケーション」の授業を受講したこと
のない人でも，ドイツ語の基礎知識のある人なら問題なく受講でき
ます。
適宜，映像資料も使用します。
第 1回：イントロダクション
第 2回： 第1課「簡単なあいさつができる。名前，出身地，住んで

いるところをたずね，答えることができる」　第2課「自分
や友だちの紹介をすることができる」

第 3回： 第3課「食べ物・飲み物の好き嫌いについてたずね，答え
ることができる。食べ物・飲み物の値段をたずね，答える
ことができる」　第4課「趣味やスポーツについてたずね，
答えることができる」

第 4回・第 5回： 第5課「自分の家族や親戚を紹介することができる。
職業などについてたずね，答えることができる」

第 6回・第 7回： 第6課「町の建物についてたずね，簡単な道案内
をすることができる」

第 8回・第 9回： 第7課「自分や他人の持ち物についてやりとりを
し，評価ができる。買い物の際のやりとりをする
ことができる」

第10回・第11回： 第8課「気に入った物などについて話すことがで
きる。誰に何を贈るか，話すことができる」

第12回・第13回：第9課「行き先と交通手段が言える」
第14回a：まとめ　b：口頭のテスト

〔ただし上記のスケジュールは，授業の進度によっては変更される
こともあります。〕

３．履修上の注意
1． 「ドイツ語コミュニケーション初級」「同中級」を必ずしも履修

済みである必要はありません。
2． 秋学期開講の「ドイツ語コミュニケーション上級B」とあわせ

て受講することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
日常生活で，こういうときにはドイツ語でどういうのかを考える習
慣をつけましょう。そのうえで，わからない表現を持ち寄り，参加
者みんなで検討します。

５．教科書
『ドイツ語アルファ改訂版』生駒美喜（他）（朝日出版社）

６．参考書
適宜，授業担当者から指示をします。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
平常点（授業への参加度）50％，学期末の口頭テスト50％をあわせ
て評価する予定です。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN321J

ドイツ語コミュニケーション上級Ｂ 竹 内 拓 史

1 単位 1年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉春学期開講の「ドイツ語コミュニケーション上級A」を引
き継ぐ秋学期開講のクラスです。
春学期同様，「使えるドイツ語」を一生の財産とすることをめざし
ます。秋学期の前半は，春学期に使用した教科書を最後まで学習し
ます。後半は，教科書で扱った内容が完全に使いこなせるようにな
っていることを前提として，それを他のさまざまなテーマに応用し
ていくことを学び，あわせてドイツ語圏の社会への理解もさらに深
めていくことで，日常生活・社会生活におけるコミュニケーション
能力を養成します。
〈到達目標〉日常生活や社会生活のさまざまなテーマについて，不
完全ながらもドイツ語のみで意見の交換ができる。

２．授業内容
第 1回：イントロダクション
第 2回・第 3回： 教科書第10課「一日の行動についてたずね，答え

ることができる。時刻の日常的な表現ができる」
第 4回・第 5回： 第11課「過ぎ去った出来事について話すことがで

きる」
第 6回・第 7回：第12課「休暇中の予定を話すことができる」
第 8回～第13回： 履修者の皆さんの関心に従っていくつかの平易な

テクスト（会話体を含む）を選び， 1つのテクス
トにつき 2回程度の授業時間を充てて，内容の理
解，ドイツ語での質疑応答，意見交換の練習を行
う。

第14回a：まとめ　b：口頭テスト
春学期同様，適宜，映像資料も使用します。

３．履修上の注意
春学期開講の「ドイツ語コミュニケーション上級A」とあわせて履
修することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
日常生活で常に，こういう場合はドイツ語で何というのかを考える
習慣をつけてください。その上で，わからない表現を持ち寄り，参
加者みんなで検討します。

５．教科書
前半は春学期使用の教科書『ドイツ語アルファ改訂版』生駒美喜
（他）（朝日出版社）を引き続き使用します。
後半はこちらで教材を用意します。

６．参考書
適宜，担当教員から指示をします。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
平常点（授業への参加度）50％，学期末の口頭テスト50％をあわせ
て評価する予定です。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN131J

フランス語コミュニケーション初級Ａ シルヴァ，ソニア

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Bonjour à tous,
この授業の目的は，フランス語とフランス語圏の異文化理解をし，
日常会話に使えるフランス語を習得することです。
そのために，コミュニケーションに必要なすべての能力（聞く・読
む・話す・書く）を，文法や語彙を勉強しながら，またはグループ
ワークやロールプレイをしながら，身に付けます。
ネイティブスピーカの教員と，本場のフランス語と文化を味わい，
楽しくフランス語を勉強しましょう!!!

２．授業内容
実践的な会話練習を通して実際にフランス語が話せる力を養成しま
す。円滑なコミュニケーションにより自己表現できることを目指し
ます。将来の留学や仕事に備えた，フラン
ス語会話力を磨きます。
1．授業紹介・簡単な自己紹介
2．挨拶やカフェの言葉
3．ロールプレイ・初対面の会話
4．第三者の紹介
5．ロールプレイ・自分が好きな有名人について話す
6．好き・嫌いの表現
7．ロールプレイ・あなたは何を好き?
8 ．月・曜日の表見
9．ロールプレイ・誕生日はいつ?
10．人物を描写する
11．ロールプレイ・〇〇さんは，どんな人?
12．試験に向けてまとめ（1）
13．試験に向けてまとめ（2）
14．試験

３．履修上の注意
DELF A1-A2 レベルを目指す.
フランス語で自由に表現できるために語彙を増やし書く能力も身に
つけていきます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業に積極的に参加すること，つまり，発言すること!
また，宿題などがある場合，それらをちゃんとして来ることや，毎
回授業の前に，前回の授業内容を復習して置くこと。

５．教科書
教科書を使用しない。

６．参考書
参考書は特に指定しません。必要に応じて随時紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストが返すと，それらに関する解説を設ける。
また，最終授業日に期末試験を実施し，同日に解説の時間を設ける

８．成績評価の方法
授業への参加態度と積極性の有無（ロールプレイの発表を含む）： 
40％
小テスト（全4回）: 40％
期末試験（面接試験）：20％

９．その他
授業形態：対面形式

科目ナンバー：（BA）LAN131J

フランス語コミュニケーション初級Ｂ シルヴァ，ソニア

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Bonjour à tous, 
この授業の目的は，フランス語とフランス語圏の異文化理解をし，
日常会話に使えるフランス語を習得することです。
そのために，コミュニケーションに必要なすべての能力（聞く・読
む・話す・書く）を，文法や語彙を勉強しながら，またはグループ
ワークやロールプレイをしながら，身に付けます。
ネイティブスピーカの教員と，本場のフランス語と文化を味わい，
楽しくフランス語を勉強しましょう!!!

２．授業内容
実践的な会話練習を通して実際にフランス語が話せる力を養成しま
す。円滑なコミュニケーションにより自己表現できることを目指し
ます。将来の留学や仕事に備えた，フランス語会話力を磨きます。
1 . 前期の復習
2 . 食べ物の語彙
3 . 分量表現・フランス語圏について（1）
4 . フランス語圏について（2）
5 . ロールプレイ・買い物
6 . 時間の表現
7 . 自分の一日を語る
8 . 過去のことを語る
9 . ロールプレイ・夏休み中何をしたの?
10. 試験に向けて・DELFの読解
11. 試験に向けて・DELFの聴解
12. 試験に向けて・DELFの作文
13. 試験に向けて・DELFの面接
14. 試験

３．履修上の注意
DELF A1-A2 レベルを目指す.
フランス語で自由に表現できるために語彙を増やし書く能力も身に
つけていきます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業に積極的に参加すること，つまり，発言すること!
また，宿題などがある場合，それらをちゃんとして来ることや，毎
回授業の前に，前回の授業内容を復習して置くこと。

５．教科書
教科書を使用しない。

６．参考書
参考書は特に指定しません。必要に応じて随時紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストが返すと，それらに関する解説を設ける。
また，最終授業日に期末試験を実施し，同日に解説の時間を設ける

８．成績評価の方法
授業への参加態度と積極性の有無（ロールプレイの発表を含む）： 
40％
小テスト（全3回）: 30％
期末試験：30％

９．その他
授業形態：対面形式
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科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語コミュニケーション中級Ａ ベルテ，ディディエ

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course Summary （授業の概要）
　フランス語を楽しみながら聞き，話しましょう。
　各回日常会話を通して学びます。スピーチ・アクトや様々な単語
を操りながら，効果的な方法でコミュ二ケーション・スキルを上げ
ます。
　コミュ二ケーションを通して，文化的なことも学びます。フラン
ス文化に関するエンターテイメント的性格を持ったアクティビティ

（映画，音楽，流行など）を扱うこともあります。
　このクラスのために特別に用意した教材を使用します。
Objectives （到達目標）
　コースの内容はDELFのA2や仏検 3 級を目指す学習レベルに相当
します。
　この授業の主要目的は，自分に関連することについて話しなが
ら，フランスについて発見をしていくことです。

２．授業内容
　第 1回　前年度の復習・自己紹介
　第 2回　家族について話す
　第 3回　人を描写する
　第 4回　毎日の習慣について話す
　第 5回　科目・勉強について話す
　第 6回　時間の表現を使いながら話す
　第 7回　仕事や希望する職業を言う
　第 8回　就きたい職業を説明する
　第 9回　住んでいる所・街について話す
　第10回　過去の出来事について話す
　第11回　休みの間にしたことについて話す
　第12回　経験したことについて話す
　第13回　まとめと試験準備
　第14回　a 期末試験，b 解説

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習は必要ありません。次週のクラスまでに必ず復習をしてくだ
さい。

５．教科書
　プリントを渡します。

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　学年末試験　40％，小テスト　40％，グループワークにおける貢
献度　10％，授業への参加度10％ 7 割以上の出席を必須とします。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN231J

フランス語コミュニケーション中級Ｂ ベルテ，ディディエ

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
Course Summary　（授業の概要）
　フランス語を楽しみながら聞き，話しましょう。
　各回日常会話を通して学びます。スピーチ・アクトや様々な単語
を操りながら，効果的な方法でコミュ二ケーション・スキルを上げ
ます。
　コミュ二ケーションを通して，文化的なことも学びます。フラン
ス文化に関するエンターテイメント的性格を持ったアクティビティ
（映画，音楽，流行など）を扱うこともあります。
　このクラスのために特別に用意した教材を使用します。
Objectives （到達目標）
　コースの内容はDELFのA2や仏検 3 級を目指す学習レベルに相当
します。
　この授業の主要目的は，自分に関連することについて話しなが
ら，フランスについて発見をしていくことです。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション
　第 2回　過去の習慣について話す
　第 3回　過去の状況について話す
　第 4回　食べ物について話す
　第 5回　レストランで注文する
　第 6回　未来・するつもりのことについて話す
　第 7回　計画・近い未来について話す
　第 8回　未来について話す・仮定する
　第 9回　助言を求める
　第10回　助言を言う
　第11回　意見を求める
　第12回　意見を言う
　第13回　まとめと試験準備
　第14回　a 期末試験，b 解説

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習は必要ありません。次週のクラスまでに必ず復習をしてくだ
さい。

５．教科書
　プリントを渡します。

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　学年末試験　40％，小テスト　40％，グループワークにおける貢
献度　10％，授業への参加度10％ 7 割以上の出席を必須とします。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN331J

フランス語コミュニケーション上級Ａ 折 方　のぞみ

1 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【概要】
　原則としてフランス語を最低 2 年間程度学習した人のための少人
数クラスの授業です。「上級」と書かれていますが， 2 年生の必修
フランス語の単位が取れている学生であればどなたでも問題なく受
講できます。フランス語力をますますブラッシュアップしたいひと
はもちろん，そこまで自信はなくてもフランス語をもう少し続けた
いと思うひと全てに授業は開かれています。
駿河台キャンパス開講ですので， 3年生以上でフランス語の会話表
現の上達に興味がある人に特に適しています。秋学期に開設されて
いる「フランス語コミュニケーション上級B」と一対で行われ，「フ
ランス語コミュニケーション上級A」はその基礎編として位置付け
られます。

【到達目標】
各自がそれなりの努力目標をもって学習し，その到達目標（仏検合
格，旅行会話の習得，映画を字幕なしで観る，留学準備など）に少
しでも近づければよいと考えています。

２．授業内容
　この授業では，様々なシチュエーショントレーニングを通して文
法と語彙力を身につけ，適切にアウトプットする能力を磨きます。
習ったことをアウトプットする機会が多いので，実践的な力を磨く
ことができます。フランスに関する豆知識をつけながらの学習，会
話スキットを通したトレーニングや短い文章を読んでまとめるトレ
ーニングなど，多様なコンテンツが用いられるので，飽きることな
く学習に取り組むことができるでしょう。授業の大まかな構成は以
下の通りです。
　第 1回　オリエンテーション　第0課 自己紹介
　第 2回　第1課　地域について話す
　第 3回　第1課　アクティビティ
　第 4回　第2課　場所について話す
　第 5回　第2課　アクティビティ
　第 6回　第3課　現在の出来事について話す
　第 7回　第3課　アクティビティ
　第 8回　第4課　過去の出来事について話す
　第 9回　第4課　アクティビティ
　第10回　第5課　事件について話す
　第11回　第5課　アクティビティ
　第12回　第6課 　意見を言う
　第13回　第6課　アクティビティ
　第14回　まとめ，学期末課題提出

３．履修上の注意
　辞書は必ず一冊（仏和・和仏）準備するようにしてください。電
子辞書・アプリ可。
　コミュニケーションの授業なので出席が重視されます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　基本的には復習メインの学習スタイルとなります。宿題，課題は
きちんとやりましょう。
　自分の「好き」や「興味」について発表する機会が多いので，興
味のある分野について関連するフランス語を調べてみたりするのも
よいかと思います。

５．教科書
　特に指定しません。教材プリント配布で対応します。

６．参考書
　特に指定しません。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答の提示など。

８．成績評価の方法
　平常点（出席，参加）　　50%
　各種授業内発表＆課題　　30%
　学期末到達度確認問題　　20%
　上記は目安です。

９．その他
　フランスに行けるその日を夢見ながら，フランス人と交流してい
る自分を思い浮かべてイメージトレーニングをするといいかと思い
ます！

科目ナンバー：（BA）LAN331J

フランス語コミュニケーション上級Ｂ 折 方　のぞみ

1 単位 1年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【概要】
　原則としてフランス語を最低 2年間程度学習した人のための少人
数クラスの授業です。「上級」と書かれていますが， 2 年生の必修
フランス語の単位が取れている学生であればどなたでも問題なく受
講できます。フランス語力をますますブラッシュアップしたいひと
はもちろん，そこまで自信はなくてもフランス語をもう少し続けた
いと思うひと全てに授業は開かれています。
駿河台キャンパス開講ですので， 3年生以上でフランス語の会話表
現の上達に興味がある人に特に適しています。春学期に開設されて
いる「フランス語コミュニケーション上級A」と一対で行われ，「フ
ランス語コミュニケーション上級B」はその発展編として位置付け
られます。
【到達目標】
各自がそれなりの努力目標をもって学習し，その到達目標（仏検合
格，旅行会話の習得，映画を字幕なしで観る，留学準備など）に少
しでも近づければよいと考えています。

２．授業内容
　この授業では，様々なシチュエーショントレーニングを通して文
法と語彙力を身につけ，適切にアウトプットする能力を磨きます。
習ったことをアウトプットする機会が多いので，実践的な力を磨く
ことができます。フランスに関する豆知識をつけながらの学習，会
話スキットを通したトレーニングや短い文章を読んでまとめるトレ
ーニングなど，多様なコンテンツが用いられるので，飽きることな
く学習に取り組むことができるでしょう。授業の大まかな構成は以
下の通りです。
　第 1回　春学期の復習
　第 2回　第7課　描写・比較する
　第 3回　第7課　アクティビティ
　第 4回　第8課　習慣について話す
　第 5回　第8課　アクティビティ
　第 6回　第9課　計画・予定について話す
　第 7回　第9課　アクティビティ
　第 8回　第10課　禁止や許可について話す
　第 9回　第10課　アクティビティ
　第10回　第11課　仮定・希望ついて話す
　第11回　第11課　アクティビティ
　第12回　第12課　義務・要望について話す
　第13回　第12課　アクティビティ
　第14回　まとめ，学期末課題提出

３．履修上の注意
　辞書は必ずきちんとしたものを一冊（仏和・和仏）準備するよう
にしてください。電子辞書，アプリ可。
　また，コミュニケーションの授業なので出席が重視されます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　基本的には復習メインの学習スタイルとなります。宿題，課題は
きちんとやりましょう。
　自分の「好き」や「興味」について発表する機会が多いので，興
味のある分野について関連するフランス語を調べてみたりするのも
よいかと思います。

５．教科書
　特に指定しません。授業内でプリントを配布します。

６．参考書
　特に指定しません。

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて添削，模範解答の提示など

８．成績評価の方法
　平常点（出席，参加）　　50%
　各種授業内発表＆課題　　30%
　学期末到達度確認問題　　20%
　上記は目安です。

９．その他
　フランスに行けるその日を夢見ながら，フランス人と交流してい
る自分を思い浮かべてイメージトレーニングをするといいかと思い
ます！
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科目ナンバー：（BA）LAN161J

中国語コミュニケーション初級Ａ 遠 藤　 絢

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの中国語の語彙・文法項目を含むさまざまな中国語を
聞けて話せて書ける能力を養成するための教育を行う。

〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を聞けて話せて書ける能力を習得し，各種検
定試験の3級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　 1年次の授業で学んだ重要事項の復習と定着，中級レベルの読解
能力の向上をはかる。その目的のために中級レベルで必要な文型，
語彙，文法を学び，同時に言語と不可分の関係にある現代中国の文
化・社会などについても学ぶ。
　（1）　 第一段階（ 4 月）：主として初級で学んだ重要語彙・表現・

文法項目を復習し，定着を確認する。辞典を活用するため
のトレーニングも行う。

　（2）　 第二段階（ 5月）：中級レベルの文法項目，語彙を含む課文
を暗誦し，聞けて書けるようにする。豊富な練習により実
践的能力を養う。

　（3）　 第三段階（ 6月）：基本的には第二段階と同様。さらなるレ
ベルアップをはかる。

　（4）　 第四段階（ 7月）：基本的には第三段階と同様。さらなるレ
ベルアップをはかる。

３．履修上の注意
〈履修上の注意〉
　必修科目なので単位修得は必須義務である。一定回数以上の出席
が必要である。実力を養成するために積極的な授業への参加が求め
られる。

〈準備学習〉
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をする。本文篇
に入ってからは辞典を活用して課文および文法要点の例文の意味を
調べておく。練習問題の答えをノートに書いておく。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をする。本文篇
に入ってからは辞典を活用して課文および文法要点の例文の意味を
調べておく。練習問題の答えをノートに書いておく。

５．教科書
　「詳細は，Oh-o! Meiji システムで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
を推奨する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　基本的には，秋学期最終授業時に実施される試験の点数により成
績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。比
率は試験80％，発音・小テストが20％。欠席・遅刻は減点の対象に
なり得る。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）LAN161J

中国語コミュニケーション初級Ｂ 遠 藤　 絢

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中級レベルの中国語の語彙・文法項目を含むさまざまな中国語を
聞けて話せて書ける能力を養成するための教育を行う。
〈到達目標〉
　中級レベルの中国語を聞けて話せて書ける能力を習得し，各種検
定試験の 3級レベル合格に相当する実力の習得をめざす。

２．授業内容
　 1年次の授業で学んだ重要事項の復習と定着，中級レベルの読解
能力の向上をはかる。その目的のために中級レベルで必要な文型，
語彙，文法を学び，同時に言語と不可分の関係にある現代中国の文
化・社会などについても学ぶ。
　（1）　 第一段階（ 9・10月）：春学期の学習成果を基礎として引き

続き中国語の実践的能力の習得をめざす。
　（2）　 第二段階（11月）：基本的には第一段階と同様。さらなるレ

ベルアップをはかる。
　（3）　 第三段階（12月）：基本的には第二段階と同様。さらなるレ

ベルアップをはかる。
　（4）　 第四段階（ 1月）：基本的には第三段階と同様。さらなるレ

ベルアップをはかる。中級レベルの学習の総仕上げとして，
中国語で電子メールが書ける表現力を養う。

３．履修上の注意
　必修科目なので単位修得は必須義務である。一定回数以上の出席
が必要である。実力を養成するために積極的な授業への参加が求め
られる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前に教科書付属の音源を活用して発音練習をする。本文篇
に入ってからは辞典を活用して課文および文法要点の例文の意味を
調べておく。練習問題の答えをノートに書いておく。

５．教科書
　「詳細は，Oh-o! Meiji システムで公開される一覧表を参照のこと」

６．参考書
　『基礎から発展までよくわかる中国語文法』丸尾誠著 アスク出版 
2010
　『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則著 東方書店 1995
　辞典は：『中日辞典第 2 版』小学館または『中日辞典第 3 版』講
談社
を推奨する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　基本的には，秋学期最終授業時に実施される試験の点数により成
績評価を行う。その他，随時発音テスト・小テストが行われる。比
率は試験80％，発音・小テストが20％。欠席・遅刻は減点の対象に
なり得る。出席点はない。授業出席が前提である。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語コミュニケーション中級Ａ 野 田 寛 達

1 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　会話で常用される中級程度の語彙や表現を学び，使いこなす練習
を行います。教科書の 1課を 2回にわけて学習し，前半 6課を学び
終えます。授業中に十分な練習を行い，内容への理解を定着させま
す。授業内容に関する試験とは別に，授業で学んだ表現等を用い，
グループで「大学内か大学周辺の好きな場所」を題材にして短編動
画（ 3～ 5分程度）を作り，授業の最後に発表します。動画作成を
念頭に置くことで，中国語を使って相手に情報を伝えることを意識
しながら学んでいきます。

〈到達目標〉
　中国語会話に常用される基礎的な語彙や表現を学び，限られた知
識を使って相手に情報を効果的に伝える工夫ができるようになるこ
と。グループで協力して目標を達成する力を養うこと。

２．授業内容
　第 1週　 授業の進め方，評価方法，グループ分け，第1課『自我

介绍』の単語，家族の詳しい呼称，常用会話表現（“是
～的”，“刚～”，“很会VP”，“为～VP”，“A还是B”），練習

　第 2週　 会話小テスト，第1課本文訳，聞き取り＆会話練習（家
族や自己紹介）

　第 3週　 会話小テスト，第2課『我们大学』の単語，常用時間表
現・地名，常用会話表現（“～，其中～”，“除了～以外”，
“从～到～”，“既～又～”，“从～开始～”），練習

　第 4週　 会話小テスト，第2課本文訳，聞き取り＆会話練習（キ
ャンパスの紹介）

　第 5週　 会話小テスト，第3課『学生』の単語，常用会話表現
（“离”，“有时～有时～”，“不是～就是～”，“为了”，“虽然
～但是～”），練習

　第 6週　 会話小テスト，第3課本文訳，聞き取り＆会話練習（1日
の生活の紹介）

　第 7週　 会話小テスト，第4課『好朋友』の単語，常用会話表現
（“A比B～”，“差不多”，“（可，但）还是～”，“形容詞+ 
得+不得了”，“快～了”），練習

　第 8週　 会話小テスト，第4課本文訳，聞き取り＆会話練習（私
の友達）

　第 9週　 会話小テスト，第5課『我的爱好』の単語，常用会話表
現（“通过～”，“动词+了+時量補語”，“多+形容詞”，“如
果～就～”，“动词+得（不）了”），練習

　第10週　 発表原稿提出日，会話小テスト，第5課本文訳，聞き取
り＆会話練習（私の旅行経験）

　第11週　 発表用原稿返却，会話小テスト，第6課『留学计划』の
単語，常用会話表現（“怎么也+否定”，“对～感兴趣”，“越
来越～”，“越～越～”，“还不到～”，“一点儿也+否定”），
練習

　第12週　 会話小テスト，第6課本文訳，聞き取り＆会話練習（中
国学習経験）

　第13週　動画発表日，発表後フィードバック
　第14週　a：まとめ　b：期末テスト

３．履修上の注意
　中級程度の中国語（ピンイン・声調が読めて，中国語の基本文型
を理解し，500語程度の基本語彙）を習得していること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　小テストのための復習

５．教科書
　『中国語中級テキスト听听説説』洪潔清・劉郷英（白帝社）

６．参考書
　講談社『中日辞典第三版』，『やさしくくわしい中国語文法の基礎』
守屋宏則（東方書店）

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　平常点（小テスト，授業態度等）30％，期末テスト30％，動画40％
　　動画は発音の正確さ，中国語表現の豊かさ，動画構成の創意工
夫の観点から評価する。

９．その他
　なし

科目ナンバー：（BA）LAN261J

中国語コミュニケーション中級Ｂ 野 田 寛 達

1 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　会話で常用される中級程度の語彙や表現を学び，使いこなす練習
を行います。教科書の1課を2回にわけて学習し，後半6課を学び終
えます。Aと同様に授業内容に関する試験とは別に，授業で学んだ
表現等を用い，学生が個人で自身の故郷，趣味，サークル，アルバ
イト等を題材にして短編動画（3～5分程度）を作り，授業の最後に
発表します。
〈到達目標〉
　中国語会話に常用される基礎的な語彙や表現を学び，限られた知
識を使って相手に効果的に情報を伝える工夫ができるようになるこ
と。

２．授業内容
　第 1週　 授業の進め方，評価方法，第7課『晨练』の単語，常用

会話表現（“有～在～”，“有的～有的～”，“可+形容詞+了”，
“然而（却）”，“对～来说”），練習

　第 2 週　 会話小テスト，第7課本文訳，聞き取り＆会話練習（晨
练について）

　第 3 週　 会話小テスト，第8課『中国的饭菜』の単語，常用会話
表現（“根据～不同，（也）不一样”，“以～为主”，“形容
詞+得多”，“動詞1+来+動詞2+去”，“能～吗？ ”），練習

　第 4 週　 会話小テスト，第8課本文訳，聞き取り＆会話練習（レ
ストランでの注文）

　第 5 週　 会話小テスト，第9課『选购生日礼物』の単語，常用会
話表現（“不知道～好”，“无论是～还是～，都～”，“場所
+動詞+着～”，“让+人+動詞”，“会～的”），練習

　第 6 週　 会話小テスト，第9課本文訳，聞き取り＆会話練習（買
い物に関する会話）

　第 7週　 会話小テスト，第10課『节日』の単語，常用会話表現
（“这才～“，”“正值～”，“听说～”，“其实～”，“只有～才”），
練習

　第 8週　 会話小テスト，第10課本文訳，聞き取り＆会話練習（日
本の祝祭日）

　第 9週　 会話小テスト，第11課『方言』の単語，常用会話表現
（“以为”，“特别是”，“好+動詞”，“难+動詞”，“～A是A～”），
練習

　第10週　 発表原稿提出日，会話小テスト，第11課本文訳，聞き取
り＆会話練習（道を尋ねる）

　第11週　 発表用原稿返却，会話小テスト，第12課『内蒙古之行』
の単語，常用会話表現（“从来+否定”，“正如～那\样”，“靠
～”，“不但～而且”，“能～了”），練習

　第12週　 会話小テスト，第12課本文訳，聞き取り＆会話練習（ペ
アで旅行の会話）

　第13週　動画発表日，発表後フィードバック
　第14週　a：まとめ　b：期末テスト

３．履修上の注意
　中級程度の中国語（ピンイン・声調が読めて，中国語の基本文型
を理解し，500語程度の基本語彙）を習得していること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　小テストのための復習を行うこと

５．教科書
　『中国語中級テキスト听听説説』洪潔清・劉郷英（白帝社）

６．参考書
　講談社『中日辞典第三版』，『やさしくくわしい中国語文法の基礎』
守屋宏則（東方書店）

７．課題に対するフィードバックの方法
時に課題を提示し，提出物に対して添削やコメントを行う。

８．成績評価の方法
　平常点（小テスト，授業態度等）30％，期末テスト30％，動画40％
　動画は発音の正確さ，中国語表現の豊かさ，動画構成の創意工夫
などの観点から評価する。

９．その他
　なし
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科目ナンバー：（BA）LAN361J

中国語コミュニケーション上級Ａ 遠 藤　 絢

1 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　上級レベルの中国語コミュニケーション能力の養成をはかる。

〈到達目標〉
　授業を通して，リスニング力，スピーキング力を身につける。

２．授業内容
　教材に沿って，様々な場面での会話の基礎練習を積み上げていく
中で，読む，聞く，話す能力の向上に努め，中国語における基本文
型，語彙を定着させる。併せて各分野の基礎知識を把握させる。
　春学期
　第 1回　ガイダンス
　第 2回～第 3回　短期留学
　第 4回～第 5回　空港での出迎え
　第 6回～第 7回　時間割
　第 8回～第 9回　キャンパス探検
　第10回～第11回　湖畔の早朝練習
　第12回～第13回　復習
　第14回　期末試験

３．履修上の注意
　中国語を聞く話すのが好きという学生，好き嫌いに関わりなく将
来を見据えて中国語を身につけるための努力を惜しまないという学
生の受講を希望する。授業中は積極的な授業参加が求められる。当
然のことながら正当な理由のない無断欠席は認められない。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の予習，復習を欠かさず，学習した内容を確認する。

５．教科書
　プリント配布

６．参考書
　「中国語通訳講座　基礎編」　塚本　尋・張　弘　共著　　三修社

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点60％，定期試験40％

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAN361J

中国語コミュニケーション上級Ｂ 遠 藤　 絢

1 単位 1年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　上級レベルの中国語コミュニケーション能力の養成をはかる。
〈到達目標〉
　授業を通して，リスニング力，スピーキング力を身につける。

２．授業内容
　教材に沿って，様々な場面での会話の基礎練習を積み上げていく
中で，読む，聞く，話す能力の向上に努め，中国語における基本文
型，語彙を定着させる。併せて各分野の基礎知識を把握させる。
　第 1回　復習
　第 2回～第 3回　腹痛
　第 4回～第 5回　万里の長城
　第 6回～第 7回　天安門広場
　第 8回～第 9回　値切ってみよう
　第10回～第11回　お別れ
　第12回～第13回　復習
　第14回　期末試験

３．履修上の注意
　中国語を聞く話すのが好きという学生，好き嫌いに関わりなく将
来を見据えて中国語を身につけるための努力を惜しまないという学
生の受講を希望する。当然のことながら正当な理由のない無断欠席
は認められない。授業中は積極的な授業参加が求められる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の予習，復習を欠かさず，学習した内容を確認する。

５．教科書
　プリント配布

６．参考書
　「中国語通訳講座　基礎編」　塚本　尋・張　弘　共著　三修社

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験80％，平常点20％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAN911E

International Business Program（語学研修）A MOREAU, ROBERT

1 単位 1年次 春学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course aims to provide an opportunity for students to learn 
English and experience college life overseas through selected 
short-term language/business programs at Portland State 
University （PSU）. Students will study English intensively in 
customized English language courses and through interaction with 
other students and their homestay families. Visits to companies, 
cultural and outdoor activities, time with the homestay families, 
and free time will give students opportunities to practice language 
skills and experience different aspects of overseas university life.
　The class will meet three times before and twice after the 
overseas program. The teachers will supervise students’ work 
during the program, and assess their overall performance at the 
end.
　Students who successfully complete this course will:
・ 　Be able to communicate successfully with native English 

speakers
・　Be able to function successfully in a U.S. university setting
・　Have a familiarity with U.S. culture and daily life

２．授業内容
　The IBP program consists of 3 parts as follows
　Part 1: Three class sessions for group building, defining the 
themes for student journal reflections, and other preparations.
　（I）Introductions and keys to successful study abroad.
　（II）Journal writing and themes for reflection letters to host 
families.
　（III）Final preparations and pointers for life overseas
　Part 2: Four weeks of overseas study including subjects such as 
Business English, Intercultural Communication, and English 
Conversation and Writing. Also includes homestay, company visits, 
and other activities. （Details in program syllabus）.
　Part 3 :  （I） report ing back and preparat ions for f inal 
presentations. （II） final presentations and program feedback.

３．履修上の注意
　Students participating in the IBP Course must have a strong 
desire to improve their English abilities. They must also have a 
TOEIC score of 400 or more or equivalent. A total of 20 students 
can participate in the SJSU IBP A Program （40 for IBP A 
altogether）.
　In addition to course work, students will keep a journal, in 
English, in which to note their experiences and reflections 
throughout the IBP process. The journals will be used in preparing 
the final presentations.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Regular journal writing
　Preparation of program evaluation report
　Preparation of final presentation
　Other tasks specified by the host institution

５．教科書
　Textbooks will be supplied by the host institution overseas

６．参考書
　None

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback to students will be given in class. General comments on 
assignments will be published on the Oh-o! Meiji system, after 
assignments have been handed in.

８．成績評価の方法
　The grade will be determined by attendance and participation in 
the class sessions before the overseas study （10%）; by the 
assessment done in the overseas program （70%）; and by the final 
presentation and journal （20%）.

９．その他
　In addition to the class sessions, students will need to attend 
orientation sessions and make other preparations for overseas 
study such as attending visa interviews where required.

科目ナンバー：（BA）MAN991E

International Business Program（実習）A MOREAU, ROBERT

2 単位 1年次 春学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　This course aims to provide an opportunity for students to learn 
English and experience college life overseas through selected 
short-term language/business programs at Portland State 
University （PSU）. Students will study English intensively in 
customized English language courses and through interaction with 
other students and their homestay families. Visits to companies, 
cultural and outdoor activities, time with the homestay families, 
and free time will give students opportunities to practice language 
skills and experience different aspects of overseas university life.
　The class will meet three times before and twice after the 
overseas program. The teachers will supervise students’ work 
during the program, and assess their overall performance at the 
end.
Students who successfully complete this course will:
・ 　Be able to communicate successfully with native English 

speakers
・　Be able to function successfully in a U.S. university setting
・　Have a familiarity with U.S. culture and daily life

２．授業内容
　The IBP program consists of 3 parts as follows
　Part 1: Three class sessions for group building, defining the 
themes for student journal reflections, and other preparations.
　（I）Introductions and keys to successful study abroad.
　（II）Journal writing and themes for reflection letters to host 
families.
　（III）Final preparations and pointers for life overseas
　Part 2: Four weeks of overseas study including subjects such as 
Business English, Intercultural Communication, and English 
Conversation and Writing. Also includes homestay, company visits, 
and other activities. （Details in program syllabus）.
　Part 3 :  （I） report ing back and preparat ions for f inal 
presentations. （II） final presentations and program feedback.

３．履修上の注意
　Students participating in the IBP Course must have a strong 
desire to improve their English abilities. They must also have a 
TOEIC score of 400 or more or equivalent. A total of 20 students 
can participate in the SJSU IBP A Program （40 for IBP A 
altogether）.
　In addition to course work, students will keep a journal, in 
English, in which to note their experiences and reflections 
throughout the IBP process. The journals will be used in preparing 
the final presentations.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Regular journal writing
　Preparation of program evaluation report
　Preparation of final presentation
　Other tasks specified by the host institution

５．教科書
　Textbooks will be supplied by the host institution overseas

６．参考書
　None

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be given in class. General comments on assignments 
handed in will be published on the Oh-o! Meiji system.

８．成績評価の方法
　The grade will be determined by attendance and participation in 
the class sessions before the overseas study （10%）; by the 
assessment done in the overseas program （70%）; and by the final 
presentation and journal （20%）.

９．その他
　In addition to the class sessions, students will need to attend 
orientation sessions and make other preparations for overseas 
study such as attending visa interviews where required.
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科目ナンバー：（BA）LAN911E

International Business Program（語学研修）B
【 4 年次履修不可】

DUPLICE, JOHN

1 単位 1年次 秋学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
This is a practical course which provides students with the opportunity to 
study English and to experience university life and homestay in the USA. 
Students will study general and business English on a 4-week program at 
San Jose State University （SJSU）. They will also visit local companies and 
participate in cultural activities. Students will have opportunity to practice 
their English in authentic settings with other students and their homestay 
family.
　The class will meet a total of five times: three times before the study 
abroad program to prepare students for their time in the USA, and two 
times for de-briefing and final presentations after the program abroad.
　Participation will be monitored throughout the program and a final 
grade will be given after final presentations.
　Objectives
　Students who successfully complete this course will:
　・be able to communicate more effectively with native English speakers
　・have a basic understanding of U.S. business practices and language
　・be familiar with U.S. university life and study
　・have a better understanding of life and culture in the USA

２．授業内容
The IBP course has three parts:
　Part One: Three class meetings to prepare for studying abroad
1） Introductions and orientation to study abroad and U.S. university life
2） The Homestay Experience/Information about final presentation task
3） Life in the USA - host town opportunities and cultural adjustment
　Part Two: Four weeks of study in the USA. Classes include general and 
business English. While in the USA, students are required to write Oh-o! 
Meiji internet postsl about their experiences.
　Part Three:
　1） Group discussions about experiences and preparation for final 
presentations
　2） Final presentations

３．履修上の注意
Students participating in the IBP course must have a strong desire to 
improve their English abilities. They must also have a TOEIC score of 400 
or more equivalent.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
In addition to coursework, students will keep a journal （in English） in 
which they will note their experiences and reflections throughout the IBP 
process. The journals will be used in preparing the final presentations.
Grading and Evaluation
　The grade will be determined by attendance and participation in the 
class sessions before the overseas study （10%）; by the assessment 
carried out in the overseas program （70%）; and by the journal and final 
presentation （20%）.

５．教科書
　Materials will be provided during class. Course website.
　Fuller, D. & Cleary, K. （2008） Homestay Adventures. MacMillan 
LanguageHouse.

６．参考書
Fuller, D. & Cleary, K. （2008） Homestay Adventures. MacMillan 
LanguageHouse.

７．課題に対するフィードバックの方法
Students must complete tasks specified by the host institution. Feedback 
will be provided in person and through Oh-o! Meiji.

８．成績評価の方法
The grade will be determined by attendance and participation in the class 
sessions before the overseas study （10%）; by the assessment carried out 
in the overseas program （70%）; and by the journal and final presentation 

（20%）.

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN991E

International Business Program（実習）B
【 4 年次履修不可】

DUPLICE, JOHN

2 単位 1年次 秋学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
This is a practical course which provides students with the 
opportunity to study English and to experience university life and 
homestay in the USA. Students will study general and business 
English on a 4-week program at San Jose State University （SJSU）. 
They will also visit local companies and participate in cultural 
activities. Students will have opportunity to practice their English 
in authentic settings with other students and their homestay 
family. The class will meet a total of five times: three times before 
the study abroad program to prepare students for their time in the 
USA, and two times for de-briefing and final presentations after the 
program abroad. Participation will be monitored throughout the 
program and a final grade will be given after final presentations.

２．授業内容
〈Objectives〉
　Students who successfully complete this course will:
・be able to communicate more effectively with native English 
speakers
・have a basic understanding of U.S. business practices and 
language
・be familiar with U.S. university life and study
・have a better understanding of life and culture in the USA
The IBP course has three parts:
　Part One: Three class meetings to prepare for studying abroad
1） Introductions and orientation to study abroad and U.S. 
university life
2） The homestay experience/Information about final presentation 
task
3） Life in the USA ? host town opportunities and cultural 
adjustment
4） Part Two: Four weeks of study in the USA. Classes include 
general and business English. While in the USA, students are 
required to write an internet journal about their experiences.
Part Three:
1） Group discussions about experiences and preparation for final 
presentations
2） Final presentations

３．履修上の注意
Students participating in the IBP course must have a strong desire 
to improve their English abilities. They must also have a TOEIC 
score of 400 or more equivalent. A total of 20 students can 
participate in the SJSU IBP A program.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
In addition to coursework, students write journals （in English） in 
which they will note their experiences and reflections throughout 
the IBP program. These reflections will be used in preparing the 
final presentations. Students must complete tasks specified by the 
host institution.

５．教科書
Materials will be provided during class. Course website.
　Textbook: Fuller, D. & Cleary, K. （2008） Homestay Adventures. 
MacMillan LanguageHouse.

６．参考書
Fuller, D. & Cleary, K. （2008） Homestay Adventures. MacMillan 
LanguageHouse.

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback will be provided in person and via Oh-o! Meiji system.

８．成績評価の方法
The grade will be determined by attendance and participation in 
the class sessions before the overseas study （10%）; by the 
assessment carried out in the overseas program （70%）; and by 
the journal and final presentation （20%）.

９．その他
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科目ナンバー：（BA）HES143J

体 育 実 技 Ｂ

一之瀬　真志・田中　充洋・吉松　梓・後藤　肇・後藤　洋一・
佐藤　伸一郎・佐藤　満・高梨　美奈・針ヶ谷　雅子・渡邊　新一郎

1 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　体育実技Bは，学生の身体諸機能の向上ならびに体力の増進をは
かり，将来の社会生活の活動基盤となる体力および生涯スポーツ実
践のための方法や技術・身体運動に関する科学的知識等について実
践を通して身につけることを目的としています。また，先生やクラ
ス仲間とのコミュニケーションを深めることも同時にねらいとして
います。

〈到達目標〉
　技術力の高低や得意不得意，好き嫌いにとらわれず，自分の持っ
ている技術力をいかして，スポーツそのものを楽しめる能力を身に
つけるとともに，文化や科学としてのスポーツを自分自身で享受で
きる能力を養うことを目標とします。

２．授業内容
　実施種目：バレーボール，バスケットボール，フットサルなどの
室内球技（利用施設：体育館メインホール）

（例）
　第 1 回：イントロダクション（更衣室など利用施設の説明など）
　第 2 ～ 4 回：バレーボール（基礎スキルの習得）
　第 ５ ～ ７ 回：バレーボール（チーム戦術の習得とゲーム）
　第 ８ ～10回：バスケットボール（基礎スキルの習得）
　第11～13回：バスケットボール（チーム戦術の習得とゲーム）
　第14回：他球技の紹介と授業の振り返り
　※毎時間準備運動として，敏捷性・柔軟性・平衡性・バランス感
覚などを養うトレーニングを行なう。

３．履修上の注意
　体育実技は， 1 年次必修科目で，指定された曜日，時限に各クラ
ス単位で授業を行ないます。実施種目は，使用する施設に応じた内
容の活動を実施します。
　最初の授業時間に各クラスの実技担当教員による詳細なオリエン
テーションが実施されるので，初回の授業にかならず出席すること。
　なお，運動を禁止されている者，障害者などについては，そのた
めの授業クラスを用意してありますので，入学時の学習指導の時に
申し出てください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　 4 月の学習指導時に実施される学内の健康診断を必ず受診するこ
と。
　事故やけがの予防のためにも，前日に充分な睡眠をとり，授業時
の準備運動をしっかりと行うようにして下さい

５．教科書
　特定のテキストは用いない。

６．参考書
　最新スポーツルール百科2021　大修館書店

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業終了後，全体的な講評・模範例などを紹介する。

８．成績評価の方法
　授業回数の2/3以上出席し，担当教員の認定を得なければ所定の
単位を修得することができません。成績は総合的な観点から評価さ
れます。（取り組む姿勢等の授業への貢献度８５％，レポート1５％）

９．その他

科目ナンバー：（BA）HES143J

体 育 実 技 Ａ

一之瀬　真志・田中　充洋・吉松　梓・後藤　肇・後藤　洋一・
佐藤　伸一郎・佐藤　満・高梨　美奈・針ヶ谷　雅子・渡邊　新一郎

1 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　体育実技Aは，学生の身体諸機能の向上ならびに体力の増進をは
かり，将来の社会生活の活動基盤となる体力および生涯スポーツ実
践のための方法や技術，身体運動に関する科学的知識等について実
践を通して身につけることを目的としています。また，先生やクラ
ス仲間とのコミュニケーションを深めることも同時にねらいとして
います。

〈到達目標〉
　技術力の高低や得意不得意，好き嫌いにとらわれず，自分の持っ
ている技術力をいかして，スポーツそのものを楽しめる能力を身に
つけるとともに，文化や科学としてのスポーツを自分自身で享受で
きる能力を養うことを目標とします。

２．授業内容
　実施種目：ソフトボール，サッカーなどの球技（利用施設：グラ
ウンド）

（例）
　第 1 回：イントロダクション（更衣室など利用施設の説明など）
　第 2 ～ 4 回：ソフトボール（基礎スキルの習得）
　第 ５ ～ ７ 回：ソフトボール（チーム戦術の習得とゲーム）
　第 ８ ～10回：サッカー（基礎スキルの習得）
　第11～13回：サッカー（チーム戦術の習得とゲーム）
　第14回：他球技の紹介と授業の振り返り
　※毎時間準備運動として，敏捷性・柔軟性・平衡性・バランス感
覚などを養うトレーニングを行なう。

３．履修上の注意
　体育実技は， 1 年次必修科目で，指定された曜日・時限に各クラ
ス単位で授業を行ないます。実施種目は，使用する施設に応じた内
容の活動を実施します。
　最初の授業時間に各クラスの実技担当教員による詳細なオリエン
テーションが実施されるので，初回の授業にかならず出席すること。
　なお，運動を禁止されている者，障害者などについては，そのた
めの授業クラスを用意してありますので，入学時の学習指導の時に
申し出てください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　 4 月の学習指導時に実施される学内の健康診断を必ず受診するこ
と。
　事故やけがの予防のためにも，前日に充分な睡眠をとり，授業時
の準備運動をしっかりと行うようにして下さい。

５．教科書
　特定のテキストは用いない。

６．参考書
　最新スポーツルール百科2021　大修館書店

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業終了後，全体的な講評・模範例などを紹介する。

８．成績評価の方法
　授業回数の2/3以上出席し，担当教員の認定を得なければ所定の
単位を修得することができません。成績は総合的な観点から評価さ
れます（取り組む姿勢等の授業への貢献度８５％，レポート1５％）

９．その他
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科目ナンバー：（BA）HES243J

選択体育実技Ａ
【バスケットボール】

後 藤　 肇

1 単位 2 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　選択体育実技は， 1 年次の体育実技A・B（必修 2 単位）を修得した者（ 2 ，3 ，4 年次）を対象
に開講されています。
　学生の身体諸機能の向上ならびに体力の増進を図り，将来の社会生活の活動基盤となる体力およ
び生涯スポーツ実践のための方法や技術，身体運動に関する科学的知識等について実践を通して身
につけることを目的としています。
　また，受講生同士のコミュニケーションを深めることも同時にねらいとしています。
　尚，各回の実技は「ストレッチ→スキルアップ練習→ゲーム」を基本とします。

〈到達目標〉
　バスケットボールという素晴らしいスポーツの力を借りることを通して，個人スキル，チームス
キルを向上させていくだけではなく，皆で力を合わせて練習課題やゲームに真剣に取り組む姿勢
と，ルールや規範を遵守した上で楽しさを追求する態度を体得していきます。スポーツ環境の中で，
他者の存在を尊重しながらスポーツ環境や集団をマネジメントしていくことの大切さとその方法論
を学んでいきます。

２．授業内容
　第 1 回：�授業を通した約束事項と動的→静的→動的ストレッチの学習＆実践　　チーム分け（体

育館講義室にて実施予定）
　第 2 回：ゴールへの固執　フリースペースへの移動→ミート→シューティング
　第 3 回：コーリング（キャッチボイス）とヒアリングの徹底＆ルーティン練習の学習
　第 4 回：「Look→Decision→Action!」をベースにプレー！
　第 ５ 回：チェンジ・オブ・ペースを使ってボールタッチ！（HALFコート�3�on�3）
　第 ６ 回：左右自在なドリブルワークでハンドリング向上！（両側性転移の促進）
　第 ７ 回：「パス＆ラン」でフロントコートに攻め込む！（ALLコート�５�on�５）
　第 ８ 回：「切れる」「あがる」の習慣化と「合わせ」の重要性
　第 ９ 回：スクリーンやピック＆ロールで組織オフェンスに挑戦！
　第10回：アウトナンバー（数的優位）をつくる！生かす！
　第11回：「出し」「入れ」活用！ポストプレーと内外の攻撃スペース（インサイド・アウト）
　第12回：ボールの獲得（リバウンド）と支配（ポゼッション）
　第13回：Transition（攻守の切り替え）での覚醒
　第14回：ターンオーバーの削減とゲームのペースメイク　～まとめ～

３．履修上の注意
　 2 年生以降の科目です。 1 年生は受講できません。この選択体育実技は， 2 年生から 4 年生まで
受講することができます。受講を認められた者は，直前でのキャンセルがないように十分注意して
ください。初回のガイダンス授業に必ず出席すること。
　本授業には受講人数制限があります。そのため経営学部生は，履修に際してWebによる事前受
付を実施します。詳細については「経営学部履修の手引」を参照してください。

（注）感染症拡大の状況等により，オンライン形式の授業に変更となる場合や授業形態・内容を修
正する可能性があります。
その際は，「シラバスの補足」「お知らせ機能」より訂正・追記がありますので，掲示内容を確認す
るようにして下さい。
　バスケットボールは，他のスポーツ種目にもれることなく，常にルールと規範を遵守するととも
に，安全の確保と危険の回避に留意することが不可欠な身体活動です。初回のガイダンス授業での
約束を守り，スポーツ環境の維持に全面的に協力できることを前提として履修して下さい。�尚，
授業である以上，身勝手な行動は許されないこと，サークル等の自由な活動とは異なること，教員
の注意や指示を受け入れること等を十分認識して履修して欲しいと思います。�
　各回ともに前日からの睡眠確保等，自己の体調管理に努め，体調に違和感のある場合は，無理せ
ず必ず教員に申し出て下さい。
　【厳重注意事項】�
　感染症の拡大が完全収束を迎えていない状況です。
手指消毒，マスクやマウスシールドの着用，他者との距離の確保等，感染症対策のガイドラインを
事前に確認し，登下校を含めて，罹患しない，させないを徹底した上，ガイダンス授業の内容をし
っかり守って授業に参加して下さい。�

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　本授業のシラバス（講義要項）を熟読するとともに，初回ガイダンス授業（体育館講義室を予定）
で配布する資料の内容を十分に把握した上で実技授業に参加するようにしてください。
　第二回目からの実技授業では実践性の高い練習やゲームに入っていくので，自分の身体を事前に
動かして，怪我や事故を起こさないよう心身の準備をするように努めてください。また，他の受講
学生や授業進行に迷惑をかけることのないよう，円滑かつ安全に集団行動をするためのルールや規
範を高く認識しておくことが必要となります。
　4月の学習指導時に実施される当該年度の学内の健康診断を必ず受診して下さい。
　身体的疾患や傷害・障がい，精神的疾患やその兆候がある場合，これらが疑われる場合は，事前
に担当教員に報告・連絡・相談することを約束して下さい。
　実技に際しては，指定の靴紐をつけた屋内専用のスポーツシューズと，運動に適した服装を必ず
着用して下さい。
また，運動前～運動中～終了に至るまで，水分と適度な塩分補給に努められるように，スポーツド
リンク等を準備して下さい。身勝手な行動やルールを逸脱した行為，他者（他の受講生や担当教員）
を意図的に避ける行為，ダラダラするような行動は，授業の妨げとなる上，他の受講生に迷惑がか
かり，マイナスの影響を与えてしまうので，絶対に行わないことを約束して下さい。

５．教科書
　特定のテキストは用いない。授業で配布する資料（プリント），およびOh-o!�Meiji�内の授業資料
を参照のこと。
　尚，オンライン授業変更の際には，随時，授業資料を提示する。

６．参考書
　「健康・スポーツの心理学」　青木　高　大田壽城　監修　　落合　優　編著　　建帛社

７．課題に対するフィードバックの方法
　運動技術の習得，運動技能の向上の過程においては，他の教科とは異なり，分習法と全習法を織
り交ぜながら，繰り返し反復していく必要があります。�提示する運動課題の困難度が徐々に高く
なってくるため，個人差も生まれやすくなります。�
　バスケットボールの熟練者以外の受講生に対しては個別指導を行い，運動技術の習得段階からス
キルアップの過程において，本時と次回の授業に向けてのフィードフォワードとフィードバックを
行います。�
主にキーワード法を中心とした言語的指導と板書による記述形式の指導を行い，課題に対する意識
を高めていく工夫を行っていきます。

８．成績評価の方法
　授業回数の2/3以上出席し，担当教員の認定を得なければ所定の単位を修得することができませ
ん。成績は授業への参加度６0％，授業への関与姿勢・貢献度・社会性30％，技能向上10％を基本と
して総合的な観点から評価されます。

９．その他
　経営学部生以外の学部の学生は，定員に余裕がある場合のみ履修可能です。詳細は，和泉体育館
で開催されるガイダンスでお知らせします。

科目ナンバー：（BA）HES243J

選択体育実技Ｂ
【バスケットボール】

後 藤　 肇

1 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　選択体育実技は， 1 年次の体育実技A・B（必修 2 単位）を修得した者（ 2 ，3 ，4 年次）を対象に開講
されています。
　学生の身体諸機能の向上ならびに体力の増進を図り，将来の社会生活の活動基盤となる体力および生涯
スポーツ実践のための方法や技術，身体運動に関する科学的知識等について実践を通して身につけること
を目的としています。
　また同時に，受講生同士のコミュニケーションを深めることもねらいとしています。
　尚，各回の実技は「ウォーミングアップ→スキルアップ練習→ゲーム」を基本とします。

〈到達目標〉
　バスケットボールという素晴らしいスポーツの力を借りることを通して，春学期からの履修者，秋学期
からの履修者という小さな枠にとどまることなく，環境や集団をマネジメントしていく実践力を身につけ
ていくことを目標とします。また，本授業を通じて，社会においても通用する「真のコミュニケーション
能力」を体得していきながら，仲間との結束力を高めていくことの楽しさを学んで欲しいと思います。

２．授業内容
　第 1 回：�春学期授業を通した約束事項と動的→静的→動的ストレッチの再確認＆実践　チーム分け（体

育館講義室にて実施）
　第 2 回：クリスクロスからの�3�on�2　（HALFコート）＆�ルーティン練習の再確認・実践
　第 3 回：コートバランスを保つ＆崩す（HALFコート�５�on�５）
　第 4 回：Transition覚醒の�3�on�3～3�on�2（ALLコート）
　第 ５ 回：Transitionからの組み立て�５�on�５（ALLコート1.５往復）
　第 ６ 回：ルーティン＆シークェンスの重視
　第 ７ 回：組織ディフェンスの決定とポジション役割
　第 ８ 回：自主的マネジメント①（リスク・マネジメント）
　第 ９ 回：自主的マネジメント②（タイム・マネジメント）
　第10回：自主的マネジメント③（プログラム・マネジメント）
　第11回：自主的マネジメント④（チーム・ビルディング＆マネジメント）
　第12回：自主的マネジメント⑤（ゲーム・マネジメント）
　第13回：自主的マネジメント⑥（トータル・マネジメント）
　第14回：スポーツ環境の運営とバスケットボールを楽しむこと（総括）

３．履修上の注意
　 2 年生以降の科目です。 1 年生は受講できません。この選択体育実技は， 2 年生から 4 年生まで受講す
ることができます。受講を認められた者は，直前でのキャンセルがないように十分注意して下さい。初回
のガイダンス授業に必ず出席すること。
　本授業には受講人数制限があります。そのため経営学部生は，履修に際してWebによる事前受付を実施
します。
　詳細については「経営学部履修の手引」を参照して下さい。

（注）感染症拡大の状況等により，オンライン形式の授業に変更となる場合や授業形態・内容を修正する
可能性があります。
その際は，「シラバスの補足」「お知らせ機能」より訂正・追記がありますので，掲示内容を確認するよう
にして下さい。
　バスケットボールは，他のスポーツ種目にもれることなく，常にルールと規範を遵守するとともに，安
全の確保と危険の回避に留意することが不可欠な身体活動です。初回のガイダンス授業での約束を守り，
スポーツ環境の維持に全面的に協力できることを前提として履修して下さい。�尚，授業である以上，身
勝手な行動は許されないこと，サークル等の自由な活動とは異なること，教員の注意や指示を受け入れる
こと等を前提に，これらを十分認識して履修して欲しいと思います。
　各回ともに前日からの睡眠確保等，自己の体調管理に努め，体調に違和感のある場合は，無理せず必ず
教員に申し出て下さい。
　【厳重注意事項】�
　感染症が未だ完全収束を迎えていない状況です。
手指消毒，マスクやマウスシールドの着用，他者との距離の確保等，感染症対策のガイドラインを事前に
確認し，登下校を含めて，罹患しない，させないを徹底した上，ガイダンス授業の内容をしっかり守って
授業に参加して下さい。�

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　春学期からの継続履修者，秋学期からの新規履修者の違いに関わらず，本授業のシラバス（講義要項）
と初回ガイダンス授業で配布した資料を熟読し，十分に納得した上で，第2回目以降の実技授業に参加す
るようにして下さい。
　第二回目からの実技授業では，実践性の高い練習やゲームを実施していくので，自分の身体を事前に動
かし，怪我や事故を起こさないように心身の準備に努めて下さい。また，他の受講生や授業の進行に迷惑
をかけることなく，円滑かつ安全に集団行動が行うためにも，ルールや規範の大切さを高く認識して下さい。
　4月の学習指導時に実施される当該年度の学内の健康診断を必ず受診して下さい。
　身体的疾患や傷害・障がい，精神的疾患やその兆候がある場合，これらが疑われる場合は，事前に担当
教員に報告・連絡・相談することを約束して下さい。
　実技に際しては，指定の靴紐をつけた屋内専用のスポーツシューズと，運動に適した服装を必ず着用し
て下さい。
また，運動前～運動中～終了に至るまで，水分と適度な塩分補給に努められるように，スポーツドリンク
等を準備して下さい。　本授業のシラバス（講義要項）を熟読するとともに，初回ガイダンス授業（体育
館講義室を予定）で配布する資料の内容を十分に把握した上で実技授業に参加するようにしてください。
　第二回目からの実技授業では実践性の高い練習やゲームに入っていくので，自分の身体を事前に動かし
て，怪我や事故を起こさないよう心身の準備をするように努めて下さい。
　また，身勝手な行動やルールを逸脱した行為，他者（他の受講生や担当教員）を意図的に避ける行為，
ダラダラするような行動は等，授業の妨げとなる上，他の受講生に迷惑がかかり，マイナスの影響を与え
てしまうので，絶対に行わないことを約束して下さい。尚，自主性をもって快い挨拶や準備・片付けを率
先して遂行できるように心身の準備をしておいて下さい。

５．教科書
　特定のテキストは用いない。授業で配布する資料（プリント），およびOh-o!�Meiji�内の授業資料を参照
のこと。
　尚，オンライン授業変更の際には，随時，授業資料を提示する。

６．参考書
　「健康・スポーツの心理学」　青木　高　大田壽城　監修　　落合　優　編著　　建帛社

７．課題に対するフィードバックの方法
　運動技術の習得，運動技能の向上の過程においては，他の教科とは異なり，分習法と全習法を織り交ぜ
ながら，繰り返し反復していく必要があります。�提示する運動課題の困難度が徐々に高くなってくるため，
個人差も生まれやすくなります。
　バスケットボールの熟練者以外の受講生に対しては個別指導を行い，運動技術の習得段階からスキルア
ップの過程において，本時と次回の授業に向けてのフィードフォワードとフィードバックを行います。
主にキーワード法を中心とした言語的指導と板書による記述形式の指導を行い，課題に対する意識を高め
ていく工夫を行っていきます。

８．成績評価の方法
　授業回数の2/3以上出席し，担当教員の認定を得なければ所定の単位を修得することができません。成
績は，授業への参加度６0％，授業への関与姿勢・貢献度・社会性30％，技能向上10％を基本として総合的
な観点から評価されます。

９．その他
　経営学部生以外の学部の学生は，定員に余裕がある場合のみ履修可能です。詳細については，和泉体育
館で開催されるガイダンスでお知らせします。





5　外国語専門科目
（2020年度以前入学者対象）

5
　
外
国
語
専
門
科
目

各科目のシラバスは，次の講義内容のページを参照してください。

2020年度以前入学者
対象科目名

2021年度以降入学者
対象科目名 掲載ページ

外国書講読Ａ／Ｂ

経営学外国書講読Ａ／Ｂ 12　経営学科専門科目

会計学外国書講読Ａ／Ｂ 14　会計学科専門科目

公共経営学外国書講読Ａ／Ｂ 16　公共経営学科専門科目

ビジネス英語Ａ／Ｂ Business English Ａ／Ｂ
10　各学科基礎専門科目

ビジネスプレゼンテーションＡ／Ｂ Business Presentation Ａ／Ｂ





6　実習関連科目

6
　
実
習
関
連
科
目

実習授業の運営について（注意事項）

　社会情勢・災害・感染症拡大等の理由により、安全性が確保できないと学部が判断した場合�

は、実習を中止します。

　実習を中止する場合は、履修取消を行うことがあります。中止の場合の渡航費等キャンセル料

について、自己負担が生じる可能性があります。
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科目ナンバー：（BA）MAN191J

キャリア形成入門 浅 野 千 鶴

2 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　大学時代は，学問的・専門的な知識を獲得することとともに，社会人・
職業人として，自らのキャリアを主体的に形成する準備をしていくことが
求められます。本講義では，仕事とは何か，キャリアとは何かを考えてい
くとともに，社会人として必要な，いわゆる「社会人基礎力」を醸成して
いくことを目的としています。また，経営学部としての特徴を活かし，将
来のキャリア形成の場となる企業や非営利組織についての理解を深めるた
めの分析視点の提供も行います。そのため，それぞれの分野での経験豊か
な講師陣によるオムニバス形式での授業とするとともに，ビジネスマナー
やビジョン・ロードマップという手法を用いたグループワークなど一部実
習形式を含む授業ともなっています。

〈到達目標〉
　自ら主体的にキャリア形成を考え，目的や目標を持って大学生活を送る
ことで有望な人財となろうという意識をもつこと，また社会人基礎力を身
に着けることを目標とします。

２．授業内容
　　　　日付　・テーマ・担当者
第 1回　4/12　�イントロダクション　明治大学経営学部専任講師　浅野千鶴
第 2回　4/19　�ビジョン・ロードマップ理論編（1）　　琉球大学客員教授　

藤野公子・株式会社アクセルレイト21　ディレクター　山
岡彰彦

第 3回　4/26　�ビジョン・ロードマップ理論編（2）　　琉球大学客員教授　
藤野公子・株式会社アクセルレイト21　ディレクター　山
岡彰彦

第 4回　5/10　�ビジョン・ロードマップ理論編（3）　　琉球大学客員教授　
藤野公子・株式会社アクセルレイト21　ディレクター　山
岡彰彦

第 5回　5/17　�マスコミで働くということ　フリーアナウンサー　松尾紀子
第 6回　5/24　�ビジネスパーソンとして働くということ　　グローバル人

材戦略研究所　小平達也
第 7回　5/31　�キャリアの入り口としての資格　　社会保険労務士法人

HRM総合事務所　奥瀬円
第 8回　6/7 　�組織の中でどう生きるか　　株式会社アクセルレイト21　

ディレクター　山岡彰彦
第 9回　6/14　�大学院進学という道　　明治大学経営学部専任講師　浅野

千鶴
第10回　6/21　�経営者として伝えたいこと　　　株式会社ローラン代表取

締役社長　羽石和樹
第11回　6/28　�行政で働くということ　　　国分寺市副市長　内藤達也
第12回　7/5 　�業界研究の手法　　　株式会社岡崎人事コンサルタント　

岡崎洋
第13回　7/12　�ビジョン・ロードマップ報告会　琉球大学客員教授　藤野

公子・株式会社アクセルレイト21　ディレクター　山岡彰彦
第14回　7/19　まとめ　明治大学経営学部専任講師　浅野千鶴

３．履修上の注意
　社会人基礎力の体得を目指す観点から，出席を重視し，遅刻・私語は厳
禁とします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
自らの将来について積極的に考えていく姿勢を持って授業に参加してくだ
さい。

５．教科書
　講師が必要に応じてレジュメ資料を配布します。

６．参考書
各回の講義で担当者から指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
各回の担当講師への質問についてはメールにて個別に回答するほか，
Oh-o ！Meijiのディスカッションも使用してフィードバックを行います。

８．成績評価の方法
出席確認を兼ねたリアクション・ペーパー50％と最終レポート50％を加味
して総合的に評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN975J

グローバル・サービスラーニングＡ 小 関 隆 志

2 単位 1年次 春学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
授業の概要：ビジネスマインドと社会貢献マインドを併せ持つグロ
ーバル人材の育成のために開発途上国を含む海外の様々なコミュニ
ティを拠点に実施されるボランティア実習プログラムに参加し，専
門家や教員の指導を受けつつ，主体的に具体的な社会課題を解決す
るための社会貢献活動を行う。
到達目標：経済状況や文化・生活習慣も異なる海外の現場でボラン
ティアを体験することで，社会貢献マインドを醸成し，現地住民・
学生との交流やチームワークを通じて語学力やコミュニケーション
能力，主体的な課題解決能力を強化する。

２．授業内容
（1）事前学習
派遣先の国・地域（インドネシア共和国）の事情を理解し，現地で
の活動計画を立てるために，事前学習を実施する。

（2）現地研修
インドネシア共和国・バリ島にて，孤児院での実態調査・教育活動，
現地大学で同世代の人たちとの交流・意識調査，日本語学校（社会
人対象）で生徒への日本語指導，バリ島の特徴を知るための調査

（文化・歴史・食事など）を行う。時期は 9 月中の約 2 週間を予定
している。

（3）事後研修
実習成果報告会に参加し発表を行う。

３．履修上の注意
日程及び活動内容の詳細，応募方法については，募集説明会にて示
す予定。
履修者の上限は，原則として10名とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
事前学習に参加し，派遣先の国・地域の事情，活動の意義と内容を
理解するとともに，現地での活動計画を立てる。

５．教科書
　なし

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�MeijiシステムやLINEを利用してフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
事前学習の参加状況（20％），現地研修の状況（60％），実習成果報
告会（20％）を総合して評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN975J

グローバル・サービスラーニングＢ 小 関 隆 志

2 単位 1年次 秋学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
授業の概要：ビジネスマインドと社会貢献マインドを併せ持つグロ
ーバル人材の育成のために開発途上国を含む海外の様々なコミュニ
ティを拠点に実施されるボランティア実習プログラムに参加し，専
門家や教員の指導を受けつつ，主体的に具体的な社会課題を解決す
るための社会貢献活動を行う。
到達目標：経済状況や文化・生活習慣も異なる海外の現場でボラン
ティアを体験することで，社会貢献マインドを醸成し，現地住民・
学生との交流やチームワークを通じて語学力やコミュニケーション
能力，主体的な課題解決能力を強化する。

２．授業内容
（1）事前学習
派遣先の国・地域（フィリピン共和国）の事情を理解し，現地での
活動計画を立てるために，事前学習を実施する。
（2）現地研修
フィリピン共和国・セブ島にて，孤児院での支援活動，ストリート
チルドレンへの給食配給活動などを行う。時期は 2～ 3月中の約 2
週間を予定している。
（3）事後研修
実習成果報告会に参加し発表を行う。

３．履修上の注意
日程及び活動内容の詳細，応募方法については，募集説明会にて示
す予定。
履修者の上限は，原則として10名とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
事前学習に参加し，派遣先の国・地域の事情，活動の意義と内容を
理解するとともに，現地での活動計画を立てる。

５．教科書
　なし

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�MeijiシステムやLINEを利用してフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
事前学習の参加状況（20％），現地研修の状況（60％），実習成果報
告会（20％）を総合して評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACD316J

リサーチ・リテラシーＡ〔Ｍ〕 加 藤　千恵子

2 単位 1年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　情報化社会の進展により，膨大なデータがやりとりされる昨今では，データの
収集，分析，活用に関わるデータサイエンスがより一層，重要性を増してきてい
る。このような社会に生きる私たちには，データの利活用に関わるリテラシーを
学ぶとともに，データの収集・分析のための実践的な技術を獲得することが求め
られているといえる。
　本講義では，多様なデータ収集の手段となる，量的・質的な調査の実施に必要
な知識とスキルの獲得を目指す。講義を通じた知識獲得に加えて，ExcelやSPSS等
のソフトウェアを利用した演習課題により，量的・質的なデータ分析等のスキル
の獲得を図る。
　特に，定量的調査におけるデータ収集・分析手法については，ExcelやSPSS等を
用いた分析の方法を映像付きで解説する。そのため，映像を繰り返し視聴しなが
ら，自らソフトウェアを操作して分析のスキルを身に付けることができる。また，
講義内容に関して分からないことがある場合等は，Oh-o!�Meiji�クラスウェブのデ
ィスカッション機能を利用して担当教員への質問，相談ができるようにする。
〈到達目標〉
　量的調査・質的調査に関わる基礎知識や，調査のプロセスと手法，データ収集・
分析の手法等，実際に調査を行うために必要な知識・スキルを獲得することを目
標とする。具体的には，社会調査の考え方や各種理論，調査の企画から報告書作
成までのプロセス等を学び，様々な形式での調査の実施，データの収集，量的・
質的なデータ分析と評価のスキルの獲得を目指す。知識・スキルの獲得状況につ
いては，各回の課題と，授業期間内に4回出題される演習課題（①Excel・SPSSに
よる基本統計量の計算，②Excel・SPSSによる量的データの統計解析，③ライフヒ
ストリー法・ケーススタディによる質的データの分析，④Excel・SPSSによる質的
データの統計解析）を通じて評価する。

２．授業内容
第 1回：�調査の企画，データの性質とサンプリング計画，設問設計［メディア授

業（オンデマンド型）］
第 2回：量的調査と質的調査［メディア授業（オンデマンド型）］
第 3回：量的調査の企画と設計［メディア授業（オンデマンド型）］
第 4回：量的調査のプロセスと手法［メディア授業（オンデマンド型）］
第 5回：�量的調査におけるデータ収集／Excel・SPSSによる基本統計量の計算［メ

ディア授業（オンデマンド型）］
第 6回：�Excel・SPSSによる統計解析①（ｔ検定・相関分析）［メディア授業（オ

ンデマンド型）］
第 7回：SPSSによる多変量解析（重回帰分析）［メディア授業（オンデマンド型）］
第 8回：質的調査の企画と設計［メディア授業（オンデマンド型）］
第 9回：質的調査のプロセスと手法［メディア授業（オンデマンド型）］
第10回：面接法［メディア授業（オンデマンド型）］
第11回：ライフヒストリー法・ケーススタディ［メディア授業（オンデマンド型）］
第12回：観察法［メディア授業（オンデマンド型）］
第13回：�質的調査におけるデータ収集／Excel・SPSSによる統計解析②（カイ二乗

検定）［メディア授業（オンデマンド型）］
第14回：まとめ［メディア授業（オンデマンド型）］

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，講義動画を�
Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信するオンデマンド型で行う。講義動画は原則毎
週水曜日に�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信し，授業動画は当該学期中の視聴を
可能とする。
　なお，毎回の講義動画に対して，講義内容に関連した小課題への回答を求め，
出席確認及び理解度確認を行う。また，Oh-o!�Meiji�クラスウェブのディスカッシ
ョン機能を活用し，意見交換および講義に関する質問・相談の場を設ける。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ガイダンスにおいて授業予定が示されるので，授業の前後に当該の項目を学習
すること。課題に対しては，参考書やWEBなども参考にしながら，完全に理解し
た上で回答を行うことを望む。

５．教科書
・�加藤千恵子，喜岡恵子，渋谷英雄，杉本富利，田中暢子，田村三智子，鳥谷部達，
“失敗しない社会調査法のすべて”，インデックス出版，（2010年）

６．参考書
・�石村友二郎，加藤千恵子，劉晨，“SPSSでやさしく学ぶアンケート処理�第 5 版”，

東京図書，（2020年）
・�石村貞夫，加藤千恵子，石村友二郎，“SPSSによる臨床心理・精神医学のための
統計処理�第 2 版”，�東京図書，（2015年）

・�石村友二郎，加藤千恵子，劉晨，“Excelでやさしく学ぶ�アンケート調査の統計処
理2019”，東京図書，（2019年）

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題についての解説は，翌週の授業までに�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信する。

８．成績評価の方法
　各回の小課題（50%）に加えて，講義内で 4 回の課題（50％）を出題する。こ
れらの課題の提出状況および内容を踏まえて，成績評価を行う。

９．その他
　授業で学ぶ量的・質的調査法は，マーケティングリサーチなどで使われる実践
的知識であるので，多くの学生にとって有用な授業内容であると思われる。

科目ナンバー：（BA）ACD311J

リサーチ・リテラシーＢ 加 藤　千恵子

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，調査の企画から報告書の作成までを含む，量的調
査・質的調査のプロセスを体験することで，調査の実施に必要とな
る実践的なスキルの獲得を目指す。全14回の講義の前半では，量的
調査の企画を行い，データ収集のための調査票の設計とサンプリン
グを経て，実際に調査を実施する。得られたデータについては，
ExcelやSPSSを用いた統計的な分析を行い，その結果を報告書にま
とめて発表する。講義の後半では，質的調査の企画を行い，面接や
観察といったデータ収集の方法についても検討する。データの収集
については，学外での観察，聴き取り調査等，フィールドワークの
形式で行う。得られた質的データについて，統計解析等の手法によ
り分析を行った上で，調査結果を報告書にまとめて発表する。
〈到達目標〉
　量的調査・質的調査のプロセスを実際に体験することで，調査の
企画と実施，データの分析と評価，報告書作成等のスキルを習得し，
各自が調査を実施できるようになることを目標とする。また，量
的・質的調査の特徴を理解し，調査の目的に応じて，適切な調査法
を選択・実施できるようにする。

２．授業内容
第 1回：量的・質的調査の基本的な考え方
第 2回：量的調査の企画と設計
第 3回：質問項目の検討
第 4回：調査票の設計
第 5回：サンプリングと調査実施
第 6回：Excel・SPSSによる量的データの分析
第 7回：分析結果のまとめ
第 8回：量的調査の結果報告
第 9回：質的調査の企画と設計
第10回：調査項目およびデータ収集方法の検討
第11回：�フィールドワークの実践（観察または面接によるデータ収

集）
第12回：Excel・SPSSによる質的データの分析
第13回：分析結果のまとめ�
第14回：質的調査の結果報告

３．履修上の注意
　授業には必ず出席し，例題や演習課題を自分で解決できるように
取り組むことを望む。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ガイダンスにおいて授業予定が示されるので，授業の前後に当該
の項目を学習すること。課題に対しては，参考書やWEBなども参
考にしながら，完全に理解した上で回答を行うことを望む。

５．教科書
・�加藤千恵子，喜岡恵子，渋谷英雄，杉本富利，田中暢子，田村三

智子，鳥谷部達，“失敗しない社会調査法のすべて”，インデック
ス出版，（2010年）

６．参考書
・�石村友二郎，加藤千恵子，劉晨，“SPSSでやさしく学ぶアンケー

ト処理�第 5 版”，東京図書，（2020年）
・�石村貞夫，加藤千恵子，石村友二郎，“SPSSによる臨床心理・精

神医学のための統計処理�第 2 版”，�東京図書，（2015年）
・�石村友二郎，加藤千恵子，劉晨，“Excelでやさしく学ぶ�アンケー
ト調査の統計処理2019”，東京図書，（2019年）

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題については，授業内で解説を行う。または，翌週の授業まで
に�Oh-o!�Meiji�システムを通じて解説の内容を配信する。

８．成績評価の方法
　各回の小課題（50%）に加えて，講義内で 4 回の課題（50％）を
出題する。これらの課題の提出状況および内容を踏まえて，成績評
価を行う。

９．その他
　授業で学ぶ量的・質的調査法は，マーケティングリサーチなどで
使われる実践的知識であるので，多くの学生にとって有用な授業内
容であると思われる。
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科目ナンバー：（BA）MAN295J

フィールドスタディＡ／Ｂ
【全体概要】

　

2 単位 1年次 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　フィールドスタディは，フィールドワーク（現地実習）を通じた
一次資料の収集と，それに基づくレポートの作成やプレゼンテーシ
ョンの実施を核とする実習科目である。A・Bでは，一次資料の収集，
とりわけ現地・現場の観察・体験に重点が置かれる。

〈到達目標〉
　①調査対象に即した課題設定ができるようになること。
　②�その課題に対する問題意識を深めるために文献等を検索して読

めるようになること。
　③�フィールドワークを通じて一次資料を収集し，それを分析でき

ること。
　④�独自の考察を加えたレポート・プレゼンテーションを作成でき

ること。

２．授業内容
　事前学習，フィールドワーク，事後学習の3つのプロセスからなる。
事前学習は，フィールドワークを効果的なものにするために必須であ
る。事後学習においては必ず成果物を提出しなければならない。
　フィールドワーク（現地実習・調査，講義・演習）は概略，次の
ように行われる。
　実習日程：各学期の授業開始日から授業終了日までの間に 1－ 7
日間。複数回の実習が行われることもある。なお，特別な事情によ
り休業期間に実施されること， 7日間を超えることもある。
　実習場所：主として国内。海外の場合もある。
　募集人員：最大25名（最少開講人数 4名）。
　参加費用：�交通費・宿泊費等。学部実習費よりの補助が全員に支

給される。補助はフィールドワーク終了後に支給され
るので，まず全額を自費で支払う必要がある。

　募集方法：WEB（先着）またはレポート。
　科目の性格上，授業内容，授業運営方法について，担当者による
多様性が大きいので，担当者の説明をよく聞くこと。

３．履修上の注意
　フィールドワークは集団で行うので，事前学習，事後学習も含め，
規律を守り，他の履修者に迷惑をかけないこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　担当教員による。

５．教科書
　担当教員による。

６．参考書
　担当教員による。

７．課題に対するフィードバックの方法
　各フィールドクラス内で個別，全体いずれかで講評が実施される。

８．成績評価の方法
　事前学習，フィールドワーク，事後学習の全過程を通じて評価が
行われる。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は必ず出席すること。履修登録方法に
ついては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照する
こと。
　社会情勢・災害・感染症拡大等の理由により，安全が確保できな
いと学部が判断した場合は，実習を中止する。実習を中止する場合
は，「履修取消」を行うことがある。中止の場合の渡航費等キャン
セル料について，自己負担が生じる可能性がある。
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科目ナンバー：（BA）MAN295J

フィールドスタディＡ 菊 地 端 夫

2 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：人と場所をつなぎ，まちをデザインする取り組みの実践
を学ぶ：岡山市奉還町の事例から
　本講義では，岡山県岡山市の中心商店街て展開されているまちづ
くりを題材に，フィールドワークを通じた知見や資料の収集と，それ
に基づくレポートの作成という一連のプロセスを経験する。岡山市内
の奉還町を拠点に人と人，人と場所をつなぎ，まちをデザインする取
り組みを実践している組織（本学卒業生も中心的にかかわっている企
業）を訪問し，その取り組みや考え方について学ぶ予定である。
　講義内容は大きく分けて「事前学習」，「調査実習」，「事後報告・
まとめ」に分かれる。　「事前学習」では，テーマ毎にグループに分
かれ，フィールドワーク先の下調べを実施し，グループ毎の報告に
より実習先の理解を深め，質問項目を設定する。　「実習」は，岡山
市への訪問である。　「事後報告」はグループ毎に実習先での学習
内容をまとめて報告するとともに，実習先へレポートを提出する。
　本講義により，受講生が事前学習と現地実習，事後のまとめを通
じて体験的に理解することを到達目標とする。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：訪問先の選定
　第 3回：事前学習
　第 4回：事前学習
　第 5回：事前学習
　第 6回：事前学習
　第 7回：現地調査
　第 8回：現地調査
　第 9回：現地調査
　第10回：現地調査
　第11回：報告まとめ
　第12回：報告まとめ
　第13回：報告まとめ
　第14回：報告会
　実習日程： 5月下旬から 6月上旬にかけて 3泊 4日で実施予定
　実習場所：岡山県岡山市および周辺
　募集人数：12名以内（最少催行人数 4名）
　参加費用：�約 5 万円（内訳：交通費・宿泊費）。（学部から実習終

了後に旅費助成あり）
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meij「アンケート」にレ

ポート提出の頁を設ける。「本FSの志望動機」を800
字程度でまとめ，期日までに提出すること。提出時期，
場所等の詳細は履修希望者ガイダンスで説明するので
必ず出席すること。

３．履修上の注意
　フィールドワークを初めて経験してみたい1・2年生の履修を勧め
る。調査先では，明治大学経営学部学生の代表として礼儀正しく接
すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回講義で配布する資料や新聞記事等を精読し，復習を行うこ
と。不明な点があれば講義前後に質問をすること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　特に定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　最終授業日に講評を行う。

８．成績評価の方法
　講義への貢献50％，レポート50％。現地調査へ参加することが単
位取得の条件となる。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
る。担当教員が履修希望学生の募集方法を含め詳細を説明するの
で，受講を考えている者は必ず出席すること。履修登録方法につい
ては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN295J

フィールドスタディＡ 森 田 直 美

2 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：伝統×革新　文化創造都市のものづくり

〈概要〉
フィールドスタディは，フィールドワーク（現地実習）を通じた一次資料
の収集と，それに基づくレポートの作成やプレゼンテーションの実施を核
とする実習科目である。A・Bでは，一次資料の収集，とりわけ現地・現
場の観察・体験に重点が置かれる。
本授業で訪問する富山県高岡市は，江戸時代以降，鋳物産業（特に銅器）
によって栄え，その技術や文化は現代においてもまちづくりの要となってい
る。しかし，ただ伝統を受け継ぐだけでなく，現在の社会や生活に馴染む商
品作り，および販路の拡大を意欲的に図っている点が非常に注目される。
「伝統×革新」をテーマとし，富山県高岡市の伝統産業とまちづくりにつ
いて実地調査を交えて学ぶことが，本授業の目的・目標である。

〈到達目標〉
①調査対象に即した課題設定ができるようになること。
②�その課題に対する問題意識を深めるために文献等を検索して読めるよう
になること。

③フィールドワークを通じて一次資料を収集し，それを分析できること。
④独自の考察を加えたレポート・プレゼンテーションを作成できること。

２．授業内容
概ね以下の通りに進めるが，進行過程で各回の内容を入れ替える可能性が
ある。
　第 1回　今後の授業の進め方について
　第 2回　日本遺産都市・高岡について
　第 3回　事前学習の調査分担
　第 4回　調査先の選定と取材申し込み
　第 5～ 6回　�受講生による事前学習の成果発表，およびFS実施内容の

確認
　第 7～12回　フィールドワーク（現地での講義を含む）
　第13回　フィールドワークの成果発表
　第14回　半期のまとめ
実習日程：�5 月下旬～ 6月上旬の間に 1泊もしくは 2泊で実施（具体的な

日程は訪問先との調整による）
実習場所：富山県高岡市
募集人数：10名前後（最少催行人数 4名）
参加費用：�4～4.5万円程度（交通費・宿泊費・現地での活動費など（学部

の補助あり））
募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレポート提

出の頁を設ける。詳細は履修希望者ガイダンスで説明する。
注意事項：�履修希望者は 4月のフィールドスタディーガイダンス（当授業

の紹介）に必ず参加すること。

３．履修上の注意
フィールドワークの実施方法を習得し，今後の学びに活かしたいと考えて
いる 1～ 2年生に積極的に受講してほしい。
ただし，事前学習から成果報告まで学生主体で進めるため，お客様気分で
はなく，責任もって行動することが求められる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業開始前に，経営学部のHPで過去のFS報告書を読み，フィールドスタ
ディの概要について理解しておく。
事前学習：高岡市の伝統産業とまちづくりについて，書籍やインターネッ
トによって情報収集する
事後学習：事前学習とFSを通して学んだことや考えたことを，自分の言
葉でまとめる

５．教科書
特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

６．参考書
富山県高岡市の日本遺産HP　https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/stories/�
story003/
上記の他，授業時に適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業時に適宜コメントやアドバイスを伝える。

８．成績評価の方法
事前学習・事後学習への貢献度30%，FS実施時の参加態度40％，期末レポ
ート30%を目安として総合的に評価する。
特段の理由がない限り欠席せず，FSに参加することが単位取得に必須と
なる。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN295J

フィールドスタディＢ 菊 地 端 夫

2 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：地域の潜在力を活かしたまちづくり：尾道市を中心に
　本講義では，広島県尾道市におけるまちづくりを題材に，フィー
ルドワークを通じた知見や資料の収集と，それに基づくレポートの
作成という一連のプロセスを経験する。講義内容は大きく分けて

「事前学習」，「調査実習」，「事後報告・まとめ」に分かれる。　「事
前学習」では，テーマ毎にグループに分かれ，フィールドワーク先
の下調べを実施し，グループ毎の報告により実習先の理解を深め，
質問項目を設定する。　「実習」は，広島県尾道市への訪問である。　

「事後報告」はグループ毎に実習先での学習内容をまとめて報告す
るとともに，実習先へレポートを提出する。
　本講義により，受講生が事前学習と現地実習，事後のまとめを通
じて体験的に理解することを到達目標とする。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：訪問先の選定
　第 3回：事前学習
　第 4回：事前学習
　第 5回：事前学習
　第 6回：事前学習
　第 7回：現地調査
　第 8回：現地調査
　第 9回：現地調査
　第10回：現地調査
　第11回：報告まとめ
　第12回：報告まとめ
　第13回：報告まとめ
　第14回：報告会
　実習日程：11月上旬，大学祭期間前後に 3泊 4日で実施予定
　実習場所：広島県尾道市
　募集人数：12名以内（最少催行人数 4名）
　参加費用：�約4.5万円（内訳：交通費・宿泊費）。（学部から実習

終了後に旅費助成あり）
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meij「アンケート」にレ

ポート提出の頁を設ける。「本FSの志望動機」を800
字程度でまとめ，期日までに提出すること。提出時期，
場所等の詳細は履修希望者ガイダンスで説明するので
必ず出席すること。

３．履修上の注意
　フィールドワークを初めて経験してみたい 1 ・ 2 年生の履修を勧
める。調査先では，明治大学経営学部学生の代表として礼儀正しく
接すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回講義で配布する資料や新聞記事等を精読し，復習を行うこ
と。不明な点があれば講義前後に質問をすること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　特に定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　最終授業日に講評を行う。

８．成績評価の方法
　講義への貢献50％，レポート50％。全ての現地調査へ参加するこ
とが単位取得の条件となる。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
る。担当教員が履修希望学生の募集方法を含め詳細を説明するの
で，受講を考えている者は必ず出席すること。履修登録方法につい
ては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN295J

フィールドスタディＢ 中 澤 高 志

2 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：自らなりわいを創る

〈概要〉
　フィールドスタディは，フィールドワークを通じた一次資料の収集と，
それに基づくレポートの作成やプレゼンテーションの実施を核とする実習
科目である。具体的には，企業，自治体，NPO，特定地域の住民などの具
体的な対象に即して調査課題を設定し，二次資料の収集・分析，フィール
ドワークを通じた一次資料の収集・分析，諸資料に基づく実証的なレポー
ト作成といった一連の作業を，学生が主体的に実施するものである。

〈到達目標〉
　1.�調査対象に即した課題設定ができるようになること
　2.�その課題に対する問題意識を深めるために文献等を検索して読むこと
　3.�統計などの二次資料を分析する技術を身につけること
　4.��フィールドワークを通じて一次資料を収集し，それを分析する手法を

学ぶこと
　5.�独自の考察を加えたレポート・プレゼンテーションを作成すること
今回は，フィールドスタディBとしたので， 1 年生も積極的に履修し，少
人数教育の機会を得てほしいと思う。

２．授業内容
　自らなりわいを創る
　「田舎暮らしは魅力的だが，仕事はどうする？」と考えるとき，どうし
ても「雇われて働く」という選択肢にとらわれがちである。しかし，地方
都市でも，雇われるのではなく，自らなりわいを創り出すことで，日々自
分らしく暮らしている人々が現れ始めている。今回のフィールドスタディ
では，行政の取り組みに加え，創業者の方々へのインタビュー調査を試み，
フィールドワークの面白さを味わってもらうことを目的とする。創業者た
ちのバイタリティ溢れる生きざまに接することで，オルタナティブな生活
の可能性について考えてみたい。
　事前学習の予定
　第 1回　イントロダクション
　第 2～ 3回　対象地域に関する基礎文献講読
　第 4～ 6回　地域分析
　第 7回　現地実習の準備
　実習日程： 1月末
　実習場所：長野県上田市または大分県別府市
　募集人数：20人以内（最少催行人数 4名）
　参加費用：�大学からの補助を差し引くと 1万円程度（学部から実習終了

後に旅費助成あり）
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレポート

提出の項を設ける。詳細は履修希望者ガイダンスで説明する。
　事前学習及びレポート：�おおむね隔週で実施する。事前学習では，エク

セルを使った地域分析に加え，統計データを地
図化する手法について学ぶのが特徴である。事
後にレポートの提出を求める。大学から実習費
の補助を受けるため，レポートの提出は必須で
ある。

３．履修上の注意
　担当教員は地理学を専門にしているので，場所や地域に関わる諸課題・
諸問題について調査・研究する技術を身につけたいと考えている受講者を
希望する。とくに，大教室の講義では得られない学びの場を希望する人の
積極的な参加を期待している。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この講義では，ほぼ毎回のように作業や発表が科せられるし，講義時間
外にフィールドワークに行く必要があることを認識すること。

５．教科書
　指定しない。

６．参考書
　指定しない。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義の中で行います。

８．成績評価の方法
　フィールドワーク50％，レポート50％。なお，特段の事情がない限り，
事前学習に毎回出席し，課題をこなすことが，フィールドワーク参加の前
提となる。

９．その他
　 4 月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施するの
で，受講を考えている者は出席すること。履修登録方法については，ガイ
ダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN295J

フィールドスタディＢ 高 巖

2 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：JALの歴史，安全教育，新たな経営戦略を学ぶ

〈概要〉
本講義では「JALの歴史，安全教育，新たな経営戦略を学ぶ」をテ
ーマとして，JALの統合報告書や有価証券報告書などを詳細に読み
込み，コロナなどの支障がなければ，「JALグループ安全啓発セン
ター」の見学を行う。履修者は，出された課題について発表を行な
っていく。学期末，JALの「歴史」「安全教育」「新たな経営戦略」
について，履修者はレポートを提出する。

〈到達目標〉
企業調査や企業分析などに使用する「統合報告書」「有価証券報告
書」「IR関連資料」などを履修者一人ひとりが読み込む力をつける。

２．授業内容
第 1回　イントロダクション
第 2回　学生による報告　解説と講義
第 3回　学生による報告　解説と講義
第 4回　学生による報告　解説と講義
第 5回　学生による報告　解説と講義
第 6回　学生による報告　解説と講義
第 7回　学生による報告　解説と講義
第 8回　学生による報告　解説と講義
第 9回　学生による報告　解説と講義
第10回　学生による報告　解説と講義
第11回　JALグループ安全啓発センターの見学
第12回　学生による報告　解説と講義
第13回　学生による報告　解説と講義
第14回　学生による報告　解説と講義
　実習場所：首都圏近郊（ 1 回実施）
　募集人数：10名以内（最少催行人数 4名）
　　　　　　�実習先までの交通費等（開講キャンパスから31km以

内であるため，なし）
　募集方法：WEB履修登録（4月13日13：00～4月17日9：30，先着）

３．履修上の注意
教養演習A�（テーマ『日本航空の破綻と再生』を読む）を受講する
ことが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
担当学生は，該当箇所に関するレジュメを作成し発表を行う。
授業参加者は，JALの「統合報告書，中期経営計画，有価証券報告書」
などをしっかり読み込むこと。

５．教科書
特に定めない。

６．参考書
髙巖他著『日本航空の破綻と再生』ミネルヴァ書房，3800円（＋税）

７．課題に対するフィードバックの方法
各学生が行うに発表に対し，授業中にコメントする。

８．成績評価の方法
��授業へのコミットメント50%，発表内容50%。

９．その他
履修希望者は，第 1回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＣ／Ｄ
【全体概要】

　

2 単位 2年次 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　フィールドスタディは，フィールドワーク（現地実習）を通じた
一次資料の収集と，それに基づくレポートの作成やプレゼンテーシ
ョンの実施を核とする実習科目である。C・Dでは，学生の主体的
な企画・運営と，成果物の作成に重点が置かれる。

〈到達目標〉
　①調査対象に即した課題設定ができるようになること。
　②�その課題に対する問題意識を深めるために文献等を検索して読

めるようになること。
　③�フィールド「ワークを通じて一次資料を収集し，それを分析で

きること。
　④�独自の考察を加えたレポート・プレゼンテーションを作成でき

ること。

２．授業内容
　事前学習，フィールドワーク，事後学習の3つのプロセスからなる。
事前学習は，フィールドワークを効果的なものにするために必須であ
る。事後学習においては必ず成果物を提出しなければならない。
　フィールドワーク（現地実習・調査，講義・演習）は概略，次の
ように行われる。
　実習日程：各学期の授業開始日から授業終了日までの間に 1－ 7
日間。複数回の実習が行われることもある。なお，特別な事情によ
り休業期間に実施されること， 7日間を超えることもある。
　実習場所：国内外
　募集人員：最大25名（最少開講人数 4名）。
　参加費用：�交通費・宿泊費等。学部実習費よりの補助が全員に支

給される。補助はフィールドワーク終了後に支給され
るので，まず全額を自費で支払う必要がある。

　募集方法：WEB（先着）またはレポート。
　科目の性格上，授業内容，授業運営方法について，担当者による
多様性が大きいので，担当者の説明をよく聞くこと。

３．履修上の注意
　フィールドワークは集団で行うので，事前学習，事後学習も含め，
規律を守り，他の履修者に迷惑をかけないこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　担当教員による。

５．教科書
　担当教員による。

６．参考書
　担当教員による。

７．課題に対するフィードバックの方法
　各フィールドクラス内で個別，全体いずれかで講評が実施される。

８．成績評価の方法
　事前学習，フィールドワーク，事後学習の全過程を通じて評価が
行われる。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は必ず出席すること。履修登録方法に
ついては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照する
こと。
　社会情勢・災害・感染症拡大等の理由により，安全が確保できな
いと学部が判断した場合は，実習を中止する。実習を中止する場合
は，「履修取消」を行うことがある。中止の場合の渡航費等キャン
セル料について，自己負担が生じる可能性がある。
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科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＣ カ ク 燕 書

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：日中企業の経営管理の比較

〈概要〉
　千里之行始于足下。讀万巻書・行万里路。百聞不如一見。
　教室から飛び出し，現場へ足を運び，耳を傾け，現場からの知恵
を吸収する。ビジネス最前線で活躍する方々から生きている経営学
を学ぶことを目的とする。

〈到達目標〉
　事前に既存文献を検討し，問題意識を芽生えさせ，課題を設定す
る。聞き取り項目やアンケートの問題を考え作成する。対象企業を
選びアポイントをとる。最新の情報を収集し整理するうえで，徹底
的に議論し，独自のレポートを作成する。プレゼン等を通じて，多
くの方々に最新の情報を伝え，有益のコメントをいただく。それに
より，収集力・思考力・分析力・表現力・行動力を高めるという目
標に到達するよう努める。

２．授業内容
　本フィールドスタディでは，学生を主体とする企業調査で，長野
県飯田市の企業を対象に，その組織と運営の実態を観察し，調査研
究を行う。実施に当たって，対象企業を選び，学生自ら対象企業と
交渉する。調査対象企業が決まったら，その企業に関して事前学習，
テーマ設定，調査計画の立案など，チームワークにより聞き取りと
アンケート項目を作成し，少なくとも2週間前に対象企業に届くよ
うに手配する。調査実施後，調査レポートを作成する。
　授業は下記のステップで進める。
　第 1回　調査組織作りと責任分担
　第 2回　調査企業の選定，企業と連絡の方法学習
　第 3回　実際企業とアポイントを取る
　第 4回　テーマの設定と調査計画の立案
　第 5回　調査計画の討論・修正
　第 6回　調査対象企業の調査実施
　第 7回　調査後のノートの整理，討論
　第 8回　レポートの作成・提出・発表
　実施日程：（予定） 9月
　実施場所：（予定）飯田市（長野県）
　募集人数：16名程度（最少催行人数 4 名）
　参加費用：ガイダンス及び授業にて説明
　募集方法：�レポート先着。Oh-o!Meiji「アンケート」にレポート

提出の頁を設ける。「志望動機及び調査テーマ」を800
字程度にまとめ，期日までに提出すること（詳細は履
修希望者ガイダンスで説明する）。

３．履修上の注意
　教室を離れるため，リスクを伴う。自ら学ぶ姿勢で参加し，責任
感が強く時間や約束事項を守り，規則正しい行動ができる学生のみ
募集する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　訪問企業について事前にチームで調べ，訪問事項などを作成し，
事前に送付するのである。

５．教科書
　必要に応じて資料を配布する。

６．参考書
　必要に応じて資料を配布する。

７．課題に対するフィードバックの方法
中間レポートの解説については，Oh-o!Meijiを通じて配信するため，
確認すること。

８．成績評価の方法
　学習や活動への参加態度（50％），提出レポート（50％）。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は出席すること。履修登録方法につい
ては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＣ 佐々木　　　聡

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：京都企業の歴史と現在

〈概要〉
　この授業では，日本の各地域の有力企業（製造業やサービス業）や企業
博物館・史料館を訪問し，聞き取り調査や現場の見学を実施する。なお，
感染症の状況や訪問先の都合で，全体ないし一部がオンライン見学となる
可能性もある。

〈到達目標〉
　①　経営者や従業員への聞き取り調査の方法を，実際的に学ぶ。
　②�　経営者の経営理念や従業員の仕事の理念やモットーを，聞き手とし

て概念的に再構築する。
　③�　経営者や従業員の企業家的資質（アントルプルヌールシップ）を理

解する。
　④�　経営者や従業員の理念や企業家的資質を自らの将来設計の基盤の一

部とする。

２．授業内容
　コロナ禍を経験した現在，大企業も中小企業も事業展開の見直しが進め
られている。そうしたなかで，従来の事業の強みと特長を活かしながら，
日本の伝統や文化を国際的に広く発信したり，新しい構想や技術によって
積極的なサービスを提供する企業が増えているといえよう。この授業で
は，そうした多くの企業のなかでも，京都企業に注目し，本社や製造現場
やその関係部署（企業博物館・史料館ほか）を訪問し，事業展開の歩みや
現在の経営方針，製造現場の特長などについて学ぶ。その際，経営者や現
場の主たる従業員への質問を行うことによって，より理解を深める。当該
企業の経営発展の歩みと現状を理解することで，企業の来し方の延長線上
にある近未来像も展望したい。

【事前・事後学習】　（各100分，ZOOMによるオンライン・リアルタイム型
授業）
　第 1回　今年度の予定と準備について
　第 2回　訪問先の経営史と現状①
　第 3回　訪問先の経営史と現状②
　第 4回　訪問先の経営史と現状③
　第 5回　事前学習のまとめ
　第 6回　事後学習（学習の概括と討論）

【実地調査＋講義・演習】（実習：240分×3日，講義・演習：200分×2日）
　実習・現地講義日程：�2023年 6 月から 8月の間の 3日間（訪問先の都合

優先）
　実習場所（予定：変更の可能性もあり）：�京都府（川島織物，島津製作所，

オムロン京都太陽）
　募集人数：16名以内（最少催行人数 4名）
　参加費用：�補助額（経営学部から補助あり）と自己負担について事前学

習時に説明の予定
　募集方法：WEB（先着）

３．履修上の注意
　現地調査の前には，相当な事前学習が必要であり，グループの一員とし
て責任ある学習姿勢が求められる。事前学習のプレゼンテーションと，調
査後の課題レポートは必要条件である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前学習では，訪問先についてのグループ学習とその準備と発表が必要
である。講義時間以外にも学習時間が必要である。準備の事前授業は，
ZOOMによるリアルタイム型で実施する予定である。

５．教科書
　特に指定しないが，調査対象企業の『会社史』などは事前に調べておく
こと。

６．参考書
　特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　事前学習＋平常点（20％），調査実習（60％），事後の課題レポート（20
％）として総合的に判定する。

９．その他
　 4月の初旬にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は必ず出席すること（オンラインガイダンス
の場合は，必ず内容を確認すること）。履修登録方法については，ガイダ
ンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＣ 清 水 一 之

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：中堅企業の海外戦略

〈概要〉
　ドイツと日本は世界的に輸出大国です。しかしサイモンの研究に
よるとドイツの「Mittelstand（中堅企業）」が，輸出の約�18%を担
っているのに対して，日本の中小企業は，�輸出の3%のみに留まって
いると指摘しています。ドイツでは，このような輸出を担うのが

「隠れたチャンピオン」と言われる企業群です。又の名をグローバ
ルニッチトップ（GNT）と呼んでいます。FSCでは日本のGNT企業
にアポを取り，その経営手法を事前調査及び事後検証を通じて評価
しようと考えています。

〈到達目標〉
　本プログラムは，グローバル人材育成の役割を担っている。その
ために，以下の 3点を達成目標としたい。
1．社会により文化や制度に大きな違いがあることを理解する。
2．文化や制度の差異を超えて，協力しあうための方法を理解する。
3．�交流の結果を反省し，グローバル社会での自分の生き方につい

て認識する。
コロナ対応で内容が変更されます。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容ですすめられる。
　① 4月18日：オリエンテーション
　② 4月25日：研究テーマの事前作業，研究チームの編成
　③ 5月 9日：研究テーマの事前作業，研究チームの編成
　④ 5月 7日：フィールドスタディ前の集団討議
　⑤ 6月16日：フィールドスタディ前の集団討議
　⑥ 6月23日：フィールドスタディ前の集団討議
　⑦�6 月2・3・4日：現地調査（調査企業とのアポイントメントで

変更有）
　⑧�6 月・ 7月：フィールドスタディ後の集団討議
　（講義の進捗度会い・またCovid19の関係上で，若干の修正があり
ます。）
https://www.meiji.ac.jp/koho/natural-disaster/gaiyo.html
　実習日程： 6 月2・3・4日：現地調査（＊調査企業とのアポイン
トメントで変更有＊）
　実習場所：（予定）日本国内
　募集人数：20名以内（最少催行人数 4 名）
　参加費用：�2 ～ 3 万円程度（昼食・その他　諸経費�*FSC補助有*）
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレポ

ート提出の項を設ける。詳細は履修希望者ガイダンス
で説明する。

３．履修上の注意
　受講する学生は，この主テーマに沿ったフィールドスタディを計
画し，そこから得られる研究成果を計画的に遂行し，実現させるこ
とが単位修得において必要になります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　フィールドスタディでは，グループ・ディスカッションなど学生
の自主的・主体的活動を重視し，事前学習と現地調査を一体として
行います。　（＊他大学との合同発表大会でのグループ発表が必要
になります。）

５．教科書
　特になし。

６．参考書
　特になし。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　事前準備（計画）30％，チーム作業30％，フィールドスタディへ
の参加40％によって総合的に判断する。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
る。担当教員が詳細を説明するので，受講を考えている者は出席す
ること。履修登録方法については，ガイダンス資料及び「経営学部
履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＣ 中 澤 高 志

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：地方都市の現場

〈概要〉
　フィールドスタディは，フィールドワークを通じた一次資料の収集と，
それに基づくレポートの作成やプレゼンテーションの実施を核とする実習
科目である。フィールドスタディCでは，企業，自治体，NPO，特定地域
の住民などの具体的な対象に即して調査課題を設定し，二次資料の収集・
分析，フィールドワークを通じた一次資料の収集・分析，諸資料に基づく
実証的なレポート作成といった一連の作業を，学生が主体的に実施するも
のである。

〈到達目標〉
　1.�調査対象に即した課題設定ができるようになること
　2.�その課題に対する問題意識を深めるために文献等を検索して読むこと
　3.�統計などの二次資料を分析する技術を身につけること
　4.��フィールドワークを通じて一次資料を収集し，それを分析する手法を

学ぶこと
　5.�独自の考察を加えたレポート・プレゼンテーションを作成すること

２．授業内容
　全体を通じてのテーマは，「地方創生」の現場を見ること。
　別府市でのテーマ：「地方都市のグローバル化」
　別府市は，立命館アジア太平洋大学（APU）が立地したことにより，多
様なバックグラウンドをもつ多数の留学生が暮らす街となっている。ま
た，古くから温泉観光地として知られた別府市は，今日ではインバウンド
観光の誘致に力を入れている。こうして地方都市でありながら，グローバ
ル化の洗礼を受けた別府市において，大学や市役所，地域社会はどのよう
な対応をしているのであろうか。それを通じて，多文化共生社会とは何か
について考えてみたい。
佐伯市でのテーマ：「自らなりわいを創る」
　「田舎暮らしは魅力的だが，仕事はどうする？」と考えるとき，どうし
ても「雇われて働く」という選択肢にとらわれがちである。しかし，佐伯
市のような地方小都市でも，雇われるのではなく，自らなりわいを創り出
すことで，日々自分らしく暮らしている人々が現れ始めている。そういう
人たちのバイタリティ溢れる生きざまに接することで，オルタナティブな
生活の可能性について考えてみたい。
事前学習の予定
　第 1回　イントロダクション
　第 2～ 3回　対象地域に関する基礎文献講読
　第 4～ 6回　地域分析
　第 7回　現地実習の準備
　実習日程：（予定） 8月上旬（ 3泊 4日）
　実習場所：大分県（別府市・佐伯市）
　募集人数：20名以内（最少催行人数 4名）
　参加費用：�大学からの補助を差し引くと 3～ 4万円程度（学部から実習

終了後に旅費助成あり）
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレポート

提出の頁を設ける。詳細は履修希望者ガイダンスで説明する。
　事前学習及びレポート：�おおむね隔週で実施する。事前学習では，広く

地域分析や地図化の手法の習得を目指す。事後
にレポートの提出を求める。大学から実習費の
補助を受けるため，レポートの提出は必須であ
る。

３．履修上の注意
　担当教員は地理学を専門にしているので，場所や地域に関わる諸課題・
諸問題について調査・研究する技術を身につけたいと考えている受講者を
希望する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　この講義では，ほぼ毎回のように作業や発表が科せられるし，講義時間
外にフィールドワークに行く必要があることを認識すること。

５．教科書
　指定しない。

６．参考書
　指定しない。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義の中で行います。

８．成績評価の方法
　フィールドワーク50％，レポート50％。なお，特段の事情がない限り，
事前学習に毎回出席し，課題をこなすことが，フィールドワーク参加の前
提となる。

９．その他
　 4 月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施するの
で，受講を考えている者は出席すること。履修登録方法については，ガイ
ダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＣ 藤 江 昌 嗣

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：地域企業・産業調査

〈概要〉
　本実習（「地域企業・産業調査」）では，地方産業都市を訪問し，
地域中核企業や行政（産業振興担当）でのヒアリング調査などを行
う。我が国では，経済のグローバル化が進み，国内の企業はその工
場を中国・タイ・インドネシア・マレーシア・ベトナム・カンボジ
ア・ラオス・ミャンマーなどアジア各地に移転させ，所謂「産業の
空洞化」が進んでいる。こうした動きは，アジア主導の域内相互依
存型の発展構造の形成でもある。こうした環境下，技術，新製品，
販売方法・マーケティング等において工夫を凝らし，その成果を出
している国内企業にヒアリングを行う。

〈到達目標〉
　経営者の哲学，経営戦略，人材育成，地域産業政策等について学
ぶと共に，企業現場の最前線の呼吸を体験してもらい，「ものづく
りの心」を感じ，それを具体化する力を形成する。

２．授業内容
　第 1回　講義計画の説明
　第 2回　事前学習（1）
　第 3回　事前学習（2）
　第 4回　事前学習（3）
　第 5回　事前学習（4）
　第 6回　実地調査（1）
　第 7回　実地調査（2）
　第 8回　実地調査（3）
　第 9回　実地調査（4）
　第10回　実地調査（5）
　第11回　実地調査（6）
　第12回　事後学習（1）
　第13回　事後学習（2）
　第14回　レポート報告と総括
　実習日程： 5月中～下旬（予定）
　実習場所：山形県天童市他（予定）
　募集人数：25名以内（最小催行人数 4 名）
　参加費用：�後日掲示；旅費等につき個人負担が発生する場合があ

るので注意すること。
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレ

ポート提出の頁を設ける。本調査・ヒアリングにあた
り，「何に関心を持ち，何を知りたいのか…」等を記
入したレポート（400字～500字）を，期日までに提出
すること（詳細は履修希望者ガイダンスで説明する）。

・�団体行動を必要とするので，この条件を満たさない者は履修を不
可とする場合がある。

３．履修上の注意
　地域企業・産業調査に関心を持つ学生を参加の対象とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　調査実習に出かける前に学内で訪問企業の選出作業，その後，訪
問企業についてグループで事前学習を行い，質問事項などを作成
し，事前に企業に送付する予定である。
　実習終了後，グループでレポートを作成し，発表も行ってもらう。

５．教科書
　特になし

６．参考書
　企業社史，自治体資料等

７．課題に対するフィードバックの方法
　メールを用いて行う。

８．成績評価の方法
　事前学習（20％）・調査実習（60％），事後の作業（20％）を基に
総合的に評価する。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は出席すること。履修登録方法につい
ては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＣ 古 川 裕 康

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：グローバル・ブランドの実態調査
＜概要＞
　多国籍企業が最新のマーケティング手法を実験する都市がラスベ
ガスである。この都市では世界で未だ展開されていない最新のマー
ケティングについて触れることができる。またサービス産業が世界
の中で最も進展している都市でもある。各企業の取り組みだけでな
く，街づくりという観点からもマーケティング施策について学ぶこ
とが多い場所である。インバウンド観光客獲得に関する自治体のマ
ーケティング施策に関しても極めて優れており，観光客の増加に後
押しされ，過去10年間，人口も急速に増え続けている（伸び率は全
米でTOP4に入る）。この様に企業や自治体のグローバル・マーケテ
ィング活動について実地調査する。併せて，近隣で日系企業が多く
拠点を持つロサンゼルスにおいても併せて調査を実施し，日本企業
の世界展開について深堀をする。
＜到達目標＞
　世界の現場に赴き，自身の眼や肌で世界の動向について感じても
らいたい。企業や自治体が実施している努力や課題そして特徴につ
いて，海外の動向を調査する事で理解する。

２．授業内容
第 1回　イントロダクション
第 2～ 3回　訪問先の提案と担当班分け
第 4～ 6回　視察先アポイントメントとマクロデータの収集・分析
第 7～ 8回　事前研究報告
第 9回　出発前，最終確認
第10～13回　現地調査（約10日間）
第14回　最終報告会
実習日程（予定）： 8月下旬～ 9月上旬（約10日間）
参加人数：募集人数15名以内（最小催行人数： 4名）
参加費用：�約25万円（円安や物価高の進展度合いによって増減する。

学部から実習終了後に旅費助成あり）。
募集方法：WEB（先着順）

３．履修上の注意
　本科目は海外調査を実施する。海外調査は国内調査以上に想定外
の問題が発生しやすく大きなリスクを抱える。この点を十分に認
識・理解し，大学が用意した「大学ならびに担当教員の免責条項」
に署名・捺印（未成年の場合は保護者のサイン）をすること。
　出発前に 6か月超有効のパスポート，ならびに査証（ビザ）が必
須。
　参加者一人一人が十分に貢献しながら創り上げるフィールドスタ
ディである。すべての授業について無断遅刻，無断欠席は認めない。
積極的に協働すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　フィールドスタディの充実度合いは事前準備で決まる。そのため
訪問都市に関するマクロデータ，そして展開企業に関するミクロデ
ータの双方について徹底的に事前研究を実施し，仮説を持って海外
調査に移る事。事前に構築した疑問点（もしくは仮説）を定性調査
によって検証し，最終報告会で報告する事。

５．教科書
なし。

６．参考書
Nehls,�K.� (2022),� “International�Visitors� to�Las�Vegas:�A�10-Year�
Economic� and�Cultural�Analysis� of�High-Growth�Markets”,� in�
Andrade,�P.�and�Martins,�M.L.,�Handbook of Research on Urban 
Tourism, Viral Society, and the Impact of the COVID-19 Pandemic,�IGI�
Global,�pp.144-162,�DOI:�10.4018/978-1-6684-3369-0.

７．課題に対するフィードバックの方法
メールや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュニケーション
＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr5vS1Kxjf2656

８．成績評価の方法
平常点30％，貢献度30％，最終報告40％

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は出席する事。履修登録方法について，
ガイダンス資料，および「経営学部履修の手引」を参照する事。
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科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＤ カ ク 燕 書

2 単位 2年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：日中企業の経営管理の比較

〈概要〉
　千里之行始于足下。讀万巻書・行万里路。百聞不如一見。
　教室から飛び出し，現場へ足を運び，耳を傾け，現場からの知恵
を吸収する。ビジネス最前線で活躍する方々から生きている経営学
を学ぶことを目的とする。

〈到達目標〉
　事前に既存文献を検討し，問題意識を芽生えさせ，課題を設定す
る。聞き取り項目やアンケートの問題を考え作成する。対象企業を
選びアポイントをとる。最新の情報を収集し整理するうえで，徹底
的に議論し，独自のレポートを作成する。プレゼン等を通じて，多
くの方々に最新の情報を伝え，有益のコメントをいただく。それに
より，収集力・思考力・分析力・表現力・行動力を高めるという目
標に到達するよう努める。

２．授業内容
　本フィールドスタディでは，学生を主体とする企業調査で，日本
企業を対象に，その組織と運営の実態を観察し，調査研究を行う。
実施に当たって，対象企業を選び，学生自ら対象企業と交渉する。
調査対象企業が決まったら，その企業に関して事前学習，テーマ設
定，調査計画の立案など，チームワークにより聞き取りとアンケー
ト項目を作成し，少なくとも 2 週間前に対象企業に届くように手配
する。調査実施後，調査レポートを作成する。
　授業は下記のステップで進める。
　第 1回　調査組織作りと責任分担
　第 2回　調査企業の選定，企業と連絡の方法学習
　第 3回　実際企業とアポイントを取る
　第 4回　テーマの設定と調査計画の立案
　第 5回　調査計画の討論・修正
　第 6回　調査対象企業の調査実施
　第 7回　調査後のノートの整理，討論
　第 8回　レポートの作成・提出・発表
　実施日程：（予定）10月以降の 2 泊 3 日
　実施場所：（予定）日本国内の企業
　募集人数：20名（最少催行人数 4 名）
　参加費用：ガイダンス及び授業にて説明
　募集方法：�レポート先着。Oh-o!Meiji「アンケート」にレポート

提出の頁を設ける。「志望動機」をA4一枚のレポート
にまとめ，期日までに提出すること（詳細は履修希望
者ガイダンスで説明）。

３．履修上の注意
　教室を離れるため，リスクを伴う。自ら学ぶ姿勢で参加し，責任
感が強く時間や約束事項を守り，規則正しい行動ができる学生のみ
募集する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　訪問企業について事前にチームで調べ，訪問事項などを作成し，
事前に送付するのである。

５．教科書
　必要に応じて資料を配布する。

６．参考書
　必要に応じて資料を配布する。

７．課題に対するフィードバックの方法
中間レポートの解説については，Oh-o!Meijiを通じて配信するため，
確認すること。

８．成績評価の方法
　学習や活動への参加態度（50％），提出レポート（50％）。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は出席すること。履修登録方法につい
ては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＤ 清 水 一 之

2 単位 2年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：ＥＵ企業の経営の多様性
〈概要〉
　コーポレート・ガバナンス（「企業統治」）は，比較対象になる国
の会社法を基礎としている。このテーマを参加学生に理解してもら
うために，自分で関連テーマを設定し，事前の調査と現地企業訪問
（フィールドワーク）を織り交ぜながら自主的に問題を解決しても
らう。FSCのテーマ「中堅企業の海外戦略」と関連させた内容を考
えている。フィールドスタディーD（FSD）でEU地域（特にドイツ
を中心とした）の事業所見学・インタビューを通じて，その成果を
同年代の明治大学と協定関係にあるドイツ（フランスまたはイタリ
ア）の大学生との英語による合同発表会を通じて，その比較検討を
通じて得た成果を（相互に）報告し，理解を深め，国際的な視野で
物事を見る目を養う。
〈到達目標〉
　本プログラムは，グローバル人材育成の役割を担っている。その
ために，以下の 3点を達成目標としたい。
1．社会により文化や制度に大きな違いがあることを理解する。
2．文化や制度の差異を超えて，協力しあうための方法を理解する。
3．�交流の結果を反省し，グローバル社会での自分の生き方につい

て認識する。
コロナ対応で内容が変更されます。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容ですすめられる。
　① 7月18日：オリエンテーション（春学期中の事前準備）
　②10月 3 日：研究テーマの事前作業，研究チームの編成
　③10月10日：フィールドスタディ前の集団討議
　④10月17日：フィールドスタディ前の集団討議
　⑤10月24日：フィールドスタディ前の集団討議
　⑥10月28日～11月10日：現地調査＊（変更有）
　⑦11月14・21日：フィールドスタディ後の集団討議
　（講義の進捗度会い・大学のCovid19関係で，若干の修正がありま
す。）
https://www.meiji.ac.jp/koho/natural-disaster/gaiyo.html
　実習日程：�10月28日～11月10日（訪問先企業及び訪問予定大学と

のアポイントメントにより変更有）
　実習場所：欧州連合（EU域内）加盟国
　募集人数：20名以内（最少催行人数4名）
　参加費用：�調査対象企業の所在地による（昼食・その他　諸経費�

＊FSD補助有＊）
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレ

ポート提出の項を設ける。詳細は履修希望者ガイダン
スで説明する。

３．履修上の注意
　受講する学生は，この主テーマに沿ったフィールドスタディを計
画し，そこから得られる研究成果を計画的に遂行し，実現させるこ
とが単位修得において必要になります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　フィールドスタディでは，グループ・ディスカッションなど学生
の自主的・主体的活動を重視し，事前学習と現地調査を一体として
行います。　（＊他大学との合同発表大会でのグループ発表が必要
になります。）

５．教科書
　特になし

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　事前準備（計画）30％，チーム作業30％，フィールドスタディへ
の参加40％によって総合的に判断する。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
る。担当教員が詳細を説明するので，受講を考えている者は出席す
ること。履修登録方法については，ガイダンス資料及び「経営学部
履修の手引」を参照すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＤ 藤 江 昌 嗣

2 単位 2年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：地域企業・産業調査

〈概要〉
　本実習（「地域企業・産業調査」）では，地方産業都市を訪問し，
地域中核企業や行政（産業振興担当）でのヒアリング調査などを行
う。我が国では，経済のグローバル化が進み，国内の企業はその工
場を中国・タイ・インドネシア・マレーシア・ベトナム・カンボジ
ア・ラオス・ミャンマーなどアジア各地に移転させ，所謂「産業の
空洞化」が進んでいる。こうした動きは，アジア主導の域内相互依
存型の発展構造の形成でもある。こうした環境下，技術，新製品，
販売方法・マーケティング等において工夫を凝らし，その成果を出
している国内企業にヒアリングを行う。

〈到達目標〉
　経営者の哲学，経営戦略，人材育成，地域産業政策等について学
ぶと共に，企業現場の最前線の呼吸を体験してもらい，「ものづく
りの心」を感じ，それを具体化する力を形成する。

２．授業内容
　第 1回　講義計画の説明
　第 2回　事前学習（1）
　第 3回　事前学習（2）
　第 4回　事前学習（3）
　第 5回　事前学習（4）
　第 6回　実地調査（1）
　第 7回　実地調査（2）
　第 8回　実地調査（3）
　第 9回　実地調査（4）
　第10回　実地調査（5）
　第11回　実地調査（6）
　第12回　事後学習（1）
　第13回　事後学習（2）
　第14回　レポート報告と総括
　実習日程：12月初旬（予定）
　実習場所：滋賀県，京都市他（予定）
　募集人数：25名以内（最小催行人数 4 名）
　参加費用：�後日掲示；旅費等につき個人負担が発生する場合があ

るので注意すること。
　募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレ

ポート提出の頁を設ける。本調査・ヒアリングにあた
り，「何に関心を持ち，何を知りたいのか…」等を記
入したレポート（400字～500字）を，期日までに提出
すること（詳細は履修希望者ガイダンスで説明する）。

・�団体行動を必要とするので，この条件を満たさない者は履修を不
可とする場合がある。

３．履修上の注意
　地域企業・産業調査に関心を持つ学生を参加の対象とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　調査実習に出かける前に学内で訪問企業の選出作業，その後，訪
問企業についてグループで事前学習を行い，質問事項などを作成
し，事前に企業に送付する予定である。
　実習終了後，グループでレポートを作成し，発表も行ってもらう。

５．教科書
　特になし

６．参考書
　企業社史，自治体資料等

７．課題に対するフィードバックの方法
メールを用いて行う。

８．成績評価の方法
　事前学習（20％）・調査実習（60％），事後の作業（20％）を基に
総合的に評価する。

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は出席すること。履修登録方法につい
ては，ガイダンス資料及び「経営学部履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＤ 古 川 裕 康

2 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：グローバル・マーケティングにおけるローカライズ調査
＜概要＞
　東南アジア地域において急速に人口を増加させているのがインド
ネシアである。ASEAN地域は，多国籍企業がサプライチェーンを
構築するために活用されることが多いが，当該地域で一大消費地と
して巨大な潜在力を持つのがインドネシアである。歴史的にも多く
の日系企業が進出している現場において，日系企業のグローバル・
マーケティングについて現地調査する。
＜到達目標＞
　世界の現場に赴き，自身の眼や肌で世界の動向について感じても
らいたい。企業や自治体が実施している努力や課題そして特徴につ
いて，海外の動向を調査する事で理解する。

２．授業内容
第 1回　イントロダクション
第 2～ 3回　訪問先の提案と担当班分け
第 4～ 6回　視察先アポイントメントとマクロデータの収集・分析
第 7～ 8回　事前研究報告
第 9回　出発前，最終確認
第10～13回　現地調査（約10日間）
第14回　最終報告会
実習日程（予定）： 2月下旬～ 3月上旬（約 7日間）
参加人数：募集人15名以内（最小催行人数： 4名）
参加費用：�約20万円（国際情勢の変化によって増減する。学部から

実習終了後に旅費助成あり）。
募集方法：WEB（先着順）

３．履修上の注意
　本科目は海外調査を実施する。海外調査は国内調査以上に想定外
の問題が発生しやすく大きなリスクを抱える。この点を十分に認
識・理解し，大学が用意した「大学ならびに担当教員の免責条項」
に署名・捺印（未成年の場合は保護者のサイン）をすること。
　出発前に 6か月超有効のパスポート，ならびに査証（ビザ）が必
須。
　参加者一人一人が十分に貢献しながら創り上げるフィールドスタ
ディである。すべての授業について無断遅刻，無断欠席は認めない。
積極的に協働すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　フィールドスタディの充実度合いは事前準備で決まる。そのため
訪問都市に関するマクロデータ，そして展開企業に関するミクロデ
ータの双方について徹底的に事前研究を実施し，仮説を持って海外
調査に移る事。事前に構築した疑問点（もしくは仮説）を定性調査
によって検証し，最終報告会で報告する事。

５．教科書
なし。

６．参考書
菊池武洋（2021），『インドネシアは新しい世界の扉』，創英社。
村山宏（2021），『アジアのビジネスモデル　新たな世界標準』，日
本経済新聞出版社。

７．課題に対するフィードバックの方法
メールや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュニケーション
＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr5vS1Kxjf2656

８．成績評価の方法
平常点30％，授業への貢献度30％，プレゼンテーション40％

９．その他
　 4月にフィールドスタディ履修希望者向けのガイダンスを実施す
るので，受講を考えている者は出席する事。履修登録方法について，
ガイダンス資料，および「経営学部履修の手引」を参照する事。
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科目ナンバー：（BA）MAN395J

フィールドスタディＤ 森 田 直 美

2 単位 2年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：伝統×革新　日本遺産の町のものづくり

〈概要〉
フィールドスタディは，フィールドワーク（現地実習）を通じた一
次資料の収集と，それに基づくレポートの作成やプレゼンテーショ
ンの実施を核とする実習科目である。
本授業で訪問する愛知県名古屋市有松は，江戸時代以降，絞り染め
を主要産業として栄え，その技術や文化は現代においてもまちづく
りの要となっている。しかし，ただ伝統を受け継ぐだけでなく，現
在の社会や生活に馴染む商品作りや，販路の拡大を意欲的に図って
いる点が非常に注目される。

「伝統×革新」をテーマとし，有松の伝統産業とまちづくりについ
て実地調査を交えて学ぶことが本授業の目的・目標である。

〈到達目標〉
①調査対象に即した課題設定ができるようになること。
②�その課題に対する問題意識を深めるために文献等を検索して読め

るようになること。
③�フィールドワークを通じて一次資料を収集し，それを分析できる

こと。
④�独自の考察を加えたレポート・プレゼンテーションを作成できる

こと。

２．授業内容
概ね以下の内容で進めるが，進行の過程で各回の内容を入れ替える
場合がある。
　第 1回　今後の授業の進め方について
　第 2回　日本遺産都市・有松について
　第 3回　事前学習の調査分担
　第 4回　調査先の選定と取材申し込み
　第 5～ 6回　受講生による事前学習の成果発表，FS実施内容確認
　第 7～12回　フィールドワーク（現地での講義を含む）
　第13回　フィールドワークの成果発表
　第14回　半期のまとめ
実習日程：�10月下旬～11月中旬の間に1泊もしくは 2 泊で実施（具

体的な日程は訪問先との調整による）
実習場所：愛知県名古屋市有松
募集人数：10名前後（最少催行人数4名）
参加費用：�3.5～4万円程度（交通費・宿泊費・現地での活動費など

（学部の補助あり））
募集方法：�レポートによる選考。Oh-o!Meiji「アンケート」にレポ

ート提出の頁を設ける。詳細は履修希望者ガイダンスで
説明する。

注意事項：�履修希望者は 4 月のフィールドスタディーガイダンス
（当授業の紹介）に必ず参加すること。

３．履修上の注意
事前学習から成果報告まで学生主体で進めるため，お客様気分では
なく，責任もって行動することが求められる。
また，FSに参加することが，単位取得に必須である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業開始前に，経営学部のHPで過去のFS報告書を読み，フィール
ドスタディの概要について理解しておく。
事前学習：有松の伝統産業とまちづくりについて，書籍やインター
ネットによって情報収集する
事後学習：事前学習とFSを通して学んだことや考えたことを，自
分の言葉でまとめる

５．教科書
特に指定しない。必要に応じて適宜プリントを配布する。

６．参考書
日本遺産�有松HP　https://shibori-kaikan.com/arimatsu-isan/
上記の他，適宜授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業の中で，適宜コメントやアドバイスを伝える。

８．成績評価の方法
事前・事後学習への貢献度30％，FSへの参加態度40％，期末レポ
ート30％を目安として総合的に評価する。

９．その他





各科目のシラバスは、情報関係シラバスを参照してください。

履修開始年次

ICTエレメンタリー
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ICTアプリ開発Ⅰ

ICTアプリ開発Ⅱ

ICTコンテンツデザインⅠ

ICTコンテンツデザインⅡ
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ICT総合実践Ⅱ
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8　演習科目
8　

演
習
科
目
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2年次
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4年次

　それぞれの演習のシラバスについては、Oh-o! Meijiシステムクラスウェブを参照してくださ

い。また、 2 年次に実施される「専門演習入室選考試験」については、Oh-o! Meijiシステムの

お知らせを参照してください。

演習Ⅰ
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各科目のシラバスは，「全学共通総合講座シラバス」を参照してください。
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科目ナンバー：（BA）ACC111J

簿 記 論 Ⅰ

浅野　千鶴・大塚　浩記・大野　智弘・川村　文子・
渋谷　謙作・広原　雄二・山浦　裕幸・尹　志煌

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記は企業の経済活動を貨幣数値によって組織的に記録，計算，
報告する技術である。簿記を用いることにより，企業の状況を日常
的に把握できるばかりでなく，損益計算書や貸借対照表などの財務
諸表により，企業の経営成績や財政状態を明らかにすることができ
る。そのため，簿記に関する知識は，組織の管理や活動を担う者に
とって不可欠であり，経営学部の学生は，簿記に関する基本的な知
識を確実に修得しておく必要がある。

〈到達目標〉
　商店や商業を営む中小企業における簿記上の処理について，日商
簿記検定 3 級レベル（一部2級レベルの内容を含む）の基本的な知
識とスキルを身につけることを目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問領域であるので，担当教員による
授業内容および進行順序の違いはあまりない。授業はほぼ次のよう
な内容と進度で進められる。
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　簿記の目的と種類
　第 3 回　簿記の基礎概念
　第 ４ 回　仕訳と転記
　第 ５ 回　決算
　第 ６ 回　損益計算書と貸借対照表
　第 ７ 回　現金，預金
　第 ８ 回　現金過不足，小口現金
　第 ９ 回　商品の売買
　第10回　商品の払出単価
　第11回　商品の棚卸と評価
　第12回　売掛金と買掛金
　第13回　�その他の債権と債務（貸付金と借入金，未収入金と未払

金，立替金と預り金，仮払金と仮受金，受取商品券，差
入保証金など）

　第1４回　まとめ

３．履修上の注意
　簿記の学習は積み重ねが大切である。授業には毎回必ず出席し，
授業内容を確実に理解し身につけていくことに努めてもらいたい。
また，学習に遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速やか
に遅れを取り戻すよう心がけて欲しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であ
り，前回までの授業内容に不明な点がないかを，毎回の授業前に確
認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　担当者が指示する。

６．参考書
　担当者が適宜推薦する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　担当者が指示する。

８．成績評価の方法
　基本的には定期試験の成績により評価する。ただし，担当教員に
より，出席，小テスト，宿題・課題なども評価対象として加味され
る。その場合，原則として，定期試験８0％，平常点20％で評価する。
定期試験は，すべてのクラスについて，統一問題により同一日時に
実施する。

９．その他
　授業には必ず電卓を持参すること。

科目ナンバー：（BA）ACC111J

簿 記 論 Ⅱ

浅野　千鶴・大塚　浩記・大野　智弘・川村　文子・
渋谷　謙作・広原　雄二・山浦　裕幸・尹　志煌

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記に関する知識や理解は組織の管理や活動を担う者にとって不
可欠のものである。そのため，経営学部の学生は学科を問わず簿記
の基礎的な知識を備えていなければならない。簿記論Ⅱでは，簿記
論Ⅰを踏まえてより複雑な取引を取り上げ，その簿記上の処理につ
いて学習する。また，財務諸表の概要についても学ぶ。

〈到達目標〉
　簿記論Ⅰに引き続き，商店や商業を営む中小企業における簿記上
の処理について，日商簿記検定3級レベル（一部 2 級レベルの内容
を含む）の基本的な知識とスキルを身につける。また，それととも
に，損益計算書と貸借対照表の内容が理解できるようになることを
目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問領域であるので，担当教員による
授業内容および進行順序の違いはあまりない。授業はほぼ次のよう
な内容と進度で進められる。
　第 1 回　手形の振出，受入，取立，支払，手形記入帳
　第 2 回　電子記録債権・電子記録債務，債権の譲渡
　第 3 回　有形固定資産の取得と売却
　第 ４ 回　有形固定資産の減価償却
　第 ５ 回　有価証券の種類と期末評価
　第 ６ 回　収益と費用の前受け・前払い・未収・未払い
　第 ７ 回　貸倒損失と貸倒引当金，各種の引当金
　第 ８ 回　資本金
　第 ９ 回　利益剰余金，剰余金の配当
　第10回　税金
　第11回　伝票会計
　第12回　決算修正と８桁精算表
　第13回　財務諸表
　第1４回　まとめ

３．履修上の注意
　簿記の学習は積み重ねが大切である。授業には毎回必ず出席し，
授業内容を確実に理解し身につけていくことに努めてもらいたい。
また，学習に遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速やか
に遅れを取り戻すよう心がけて欲しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であ
り，簿記論Ⅰの授業内容も含めて前回までの授業内容に不明な点が
ないかを，毎回の授業前に確認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　担当者が指示する。

６．参考書
　担当者が推薦する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　担当者が指示する。

８．成績評価の方法
　基本的には定期試験の成績により評価する。ただし，担当教員に
より，出席，小テスト，宿題・課題なども評価対象として加味され
る。その場合，原則として，定期試験８0％，平常点20％で評価する。
定期試験は，すべてのクラスについて，統一問題により同一日時に
実施する。

９．その他
　授業には必ず電卓を持参すること。



４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であ
り，前回までの授業内容に不明な点がないかを，毎回の授業前に確
認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　担当者が指示する。

６．参考書
　担当者が推薦する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　担当者が指示する。

８．成績評価の方法
　平常点と期末レポートの内容を総合して評価する。具体的には毎回
の小テストまたは簡易レポート60％，期末レポート40％で評価する。期末
レポートは，簿記論（統一）と同様，定期試験期間中に実施する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にして
新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であり，
簿記論Ⅰの授業内容も含めて前回までの授業内容に不明な点がないか
を，毎回の授業前に確認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　担当者が指示する。

６．参考書
　担当者が適宜推薦する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　担当者が指示する。

８．成績評価の方法
　平常点と期末レポートの内容を総合して評価する。具体的には毎回
の小テストまたは簡易レポート６0％，期末レポート４0％で評価する。期末
レポートは，簿記論（統一）と同様，定期試験期間中に実施する。
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科目ナンバー：（BA）ACC116J

簿記論Ⅰ〔Ｍ〕
【CAP未習者クラス】

大槻　晴海・浅野　千鶴・森田　広大

2 単位 1 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記は企業の経済活動を貨幣数値によって組織的に記録，計算，報
告する技術である。簿記を用いることにより，企業の状況を日常的に
把握できるばかりでなく，損益計算書や貸借対照表などの財務諸表に
より，企業の経営成績や財政状態を明らかにすることができる。その
ため，簿記に関する知識は，将来の経済社会で活躍するために不可欠
のものであり，会計プロフェッションとして活躍できる程度の簿記に
関する知識を確実に修得しておく必要がある。

〈到達目標〉
　日商簿記検定 3 級の知識とスキルを身につけ，簿記の基本的な処理
を行えるようになることを目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問領域であるので，担当教員による授
業内容および進行順序の違いはあまりない。授業はほぼ次のような内
容と進度で進められる。
　第 1 回　�イントロダクション，企業会計の役割〔メディア授業（オ

ンデマンド型）〕
　第 2 回　取引と仕訳〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 3 回　現金預金〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ４ 回　商品売買〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ５ 回　簿記一巡の手続〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ６ 回　売掛金と買掛金〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ７ 回　その他の債権債務〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ８ 回　手形〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回　固定資産〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第10回　収益費用〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第11回　税金〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回　�資本金，利益剰余金，剰余金の配当〔メディア授業（オン

デマンド型）〕
　第13回　伝票〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第1４回　決算〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，講義
動画を�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信するオンデマンド型で行う。
　講義動画は原則毎週月曜日に�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信し，
授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回の講義動画に
対して，小テストの実施やコメントシートの提出を求め，出席確認及
び理解度確認を行う。また，Oh-o!�Meiji�クラスウェブのディスカッシ
ョン機能を活用し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口
として，専用メールアドレスを履修者に通知する。
　簿記の学習は積み重ねが大切である。講義動画は毎回必ず視聴し，
授業内容を確実に理解し身に付けていくことに努めてもらいたい。ま
た，学習に遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速やかに遅
れを取り戻すよう心がけて欲しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にして
新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であり，
前回までの授業内容に不明な点がないかを，毎回の授業前に確認して
おくことこそが予習となる。

５．教科書
　開講時に指示する。

６．参考書
　適宜推薦する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　担当者が指示する。

８．成績評価の方法
　平常点と期末レポートの内容を総合して評価する。具体的には毎回の
小テストまたは簡易レポート６0％，期末レポート４0％で評価する。

９．その他
　受講にあたっては電卓（12桁表示のものを推奨する）を準備すること。

科目ナンバー：（BA）ACC116J

簿記論Ⅱ〔Ｍ〕
【CAP未習者クラス】

大槻　晴海・浅野　千鶴・森田　広大

2 単位 1 年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記・会計に関する知識や理解は組織の管理や活動を担う者にと
って不可欠であり，それらは将来必ず必要とされる。簿記論Ⅱでは，
簿記論Ⅰを踏まえてより複雑な取引を取り上げ，その簿記上の処理
について学習する。

〈到達目標〉
　日商簿記検定 2 級（商業簿記）の知識とスキルを身につけ，企業
の経営活動を適切に把握し処理できるとともに，財務諸表から企業
の経営内容を読み取れるようになることを目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問領域であるので，担当教員による
授業内容および進行順序の違いはあまりない。授業はほぼ次のよう
な内容と進度で進められる。
　第 1 回　�イントロダクション，現金預金〔メディア授業（オンデ

マンド型）〕
　第 2 回　手形の更改・不渡〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 3 回　�手形・電子記録債権の裏書譲渡・割引〔メディア授業（オ

ンデマンド型）〕
　第 ４ 回　有価証券〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ５ 回　固定資産〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ６ 回　商品売買〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ７ 回　引当金，収益・費用〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ８ 回　�会社の純資産（資本），税金〔メディア授業（オンデマ

ンド型）〕
　第 ９ 回　リース会計〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第10回　外貨建取引〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第11回　決算〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回　本支店会計〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第13回　連結会計〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第1４回　まとめ〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，
講義動画を�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信するオンデマンド型
で行う。
　講義動画は原則毎週月曜日に�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信
し，授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回の講義
動画に対して，小テストの実施やコメントシートの提出を求め，出
席確認及び理解度確認を行う。また，Oh-o!�Meiji�クラスウェブの
ディスカッション機能を活用し，意見交換の場を設ける。教員への
質問・相談窓口として，専用メールアドレスを履修者に通知する。
　簿記の学習は積み重ねが大切である。講義動画は毎回必ず視聴
し，授業内容を確実に理解し身に付けていくことに努めてもらいた
い。また，学習に遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速
やかに遅れを取り戻すよう心がけて欲しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であ
り，前回までの授業内容に不明な点がないかを，毎回の授業前に確
認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　開講時に指示する。

６．参考書
　適宜推薦する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　担当者が指示する。

８．成績評価の方法
　平常点と期末レポートの内容を総合して評価する。具体的には毎
回の小テストまたは簡易レポート６0％，期末レポート４0％で評価する。

９．その他
　受講にあたっては必ず電卓を用意すること。
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科目ナンバー：（BA）ACC116J

簿記論Ⅰ〔Ｍ〕
【CAP既習者クラス】

小 俣 光 文

2 単位 1 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記は企業の経済活動を貨幣数値によって組織的に記録，計算，
報告する技術である。簿記を用いることにより，企業の状況を日常
的に把握できるばかりでなく，損益計算書や貸借対照表などの財務
諸表により，企業の経営成績や財政状態を明らかにすることができ
る。そのため，簿記に関する知識は，将来の経済社会で活躍するた
めには不可欠であり，会計プロフェッションとして活躍できる程度
の簿記に関する知識を確実に修得しておく必要がある。

〈到達目標〉
　日商簿記検定2級程度の知識を身につけ，実際に企業の財務諸表
が読めるだけの知識を習得することを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：簿記 1 巡の復習�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 2 回：�貸借対照表と損益計算書の作成�〔メディア授業（オンデ

マンド型）〕
　第 3 回：貸借対照表の見方�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ４ 回：�損益計算書の見方精算表�〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 ５ 回：税効果会計1�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ６ 回：税効果会計2�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ７ 回：現金預金の会計処理�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ８ 回：銀行勘定調整表�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回：債権債務の会計処理�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第10回：�有価証券の会計処理1�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第11回：�有価証券の会計処理2�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回：�リース取引の会計処理�〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第13回：�有形固定資産の会計処理�〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第1４回ａのみ：まとめ　〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，
講義動画をOh-o!�Meiji�システムを通じて配信するオンデマンド型
で行う。講義動画は原則毎週月曜日にOh-o!�Meiji�システムを通じ
て配信し，授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回
の講義動画に対して，小テストを実施し出席確認及び理解度確認を
行う。また，Oh-o!�Meiji�クラスウェブのディスカッション機能を
活用し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，
専用メールアドレスを履修者に通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であ
り，前回までの授業内容に不明な点がないかを，毎回の授業前に確
認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　毎回レジュメを配布する。

６．参考書
　適宜推薦する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回の小テスト（６0％），期末レポート（４0％）
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　授業には必ず電卓を持参すること。

科目ナンバー：（BA）ACC116J

簿記論Ⅱ〔Ｍ〕
【CAP既習者クラス】

小 俣 光 文

2 単位 1 年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記・会計に関する知識や理解は組織の管理や活動を担う者にと
って不可欠であり，それらは将来必ず必要とされる。簿記論Ⅱでは，
簿記論Ⅰを踏まえて，企業集団の財務諸表である連結財務諸表を作
成するための簿記上の処理について学習する。

〈到達目標〉
　簿記論Ⅰに引き続き，日商簿記検定 2 級から 1 級程度の知識を身
につけ，実際に問題が解けるようになることを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：簿記一巡の復習�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 2 回：税効果会計の復習�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 3 回：�精算表と財務諸表の作成�〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 ４ 回：連結会計の基礎�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ５ 回：�投資と資本の相殺消去1�〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 ６ 回：�投資と資本の相殺消去2�〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 ７ 回：�投資と資本の相殺消去3�〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第 ８ 回：未実現利益の消去1�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回：未実現利益の消去2�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第10回：�未実現利益の消去3（税効果）〔メディア授業（オンデマ

ンド型）〕
　第11回：持分法�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回：�連結キャッシュフロー計算書�〔メディア授業（オンデマ

ンド型）〕
　第13回：株式交換の会計処理�〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第1４回ａのみ：まとめ　〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，
講義動画をOh-o!�Meiji�システムを通じて配信するオンデマンド型
で行う。講義動画は原則毎週月曜日にOh-o!�Meiji�システムを通じ
て配信し，授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回
の講義動画に対して，小テストを実施し出席確認及び理解度確認を
行う。また，Oh-o!�Meiji�クラスウェブのディスカッション機能を
活用し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，
専用メールアドレスを履修者に通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であ
り，簿記論Ⅰの授業内容も含めて前回までの授業内容に不明な点が
ないかを，毎回の授業前に確認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　毎回レジュメを配布する。

６．参考書
　適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回の小テスト（６0％），期末レポート（４0％）
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　授業には必ず電卓を持参すること。
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科目ナンバー：（BA）ACC111J

簿 記 論 Ⅰ
【特設】

崎　 章 浩

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記は企業の経済活動を貨幣数値によって組織的に記録，計算，報
告する技術である。簿記を用いることにより，企業の状況を日常的に
把握できるばかりでなく，損益計算書や貸借対照表などの財務諸表に
より，企業の経営成績や財政状態を明らかにすることができる。その
ために，簿記に関する知識は，組織の管理や活動を担う者にとって，
不可欠であり，経営学部の学生は簿記に関する基本的な知識を確実に
習得しておく必要がある。

〈到達目標〉
　商店や商業を営む中小企業における簿記上の処理について，日商簿
記検定 3 級レベル（一部 2 級レベルの内容を含む）の基本的な知識と
スキルを身につけることを目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問分野であるので，担当教員による授
業内容および進行順序の違いはあまりない。授業はほぼ次のような内
容と進度で進められる。
　第 1 回　簿記の意義と基礎，貸借対照表
　第 2 回　損益計算書，貸借対照表と損益計算書の関係
　第 3 回　勘定，取引，仕訳と転記
　第 ４ 回　仕訳帳と元帳
　第 ５ 回　決算の意義と手続， ６ 桁精算書
　第 ６ 回　現金と現金過不足
　第 ７ 回　当座預金と当座借越，その他の預金，小口現金
　第 ８ 回　 3 分法のあらまし，諸掛と返品
　第 ９ 回　仕入帳と売上帳，商品有高帳
　第10回　売掛金と買掛金，売掛金元帳と買掛金元帳
　第11回　�売掛金明細書と買掛金明細書，クレジット売掛金，前払金

と前受金
　第12回　貸付金・借入金，未収入金・未払金
　第13回　立替金・預り金，仮払金・仮受金，受取商品券，差入保証金
　第1４回　ａ：授業の総括　　ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　簿記の学習は積み重ねが大切である。授業には必ず出席し，毎回，
授業内容を確実に理解し身につけていくことに努めてもらいたい。ま
た，学習で遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速やかに後
れを取り戻すよう心掛けてほしい。
　毎回，理解できているかを確認するために，小テストを実施します。
小テストの結果は平常点に反映します。
　理解できなかったことがあれば，いつでも結構ですので，質問して
ください。メールによる質問も受け付けます。メールアドレスはsaki@
meiji.ac.jpです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，毎回，前回までに習得した知識スキルを前提に
して新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要であ
り，前回までの授業内容に不明な点がないかを，毎回の授業前に確認
しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　本講義では，下記の教科書と，理解を深める目的で問題を多く解い
てもらうために，下記のワークブックを使用します。講義では，必ず
2 冊を持参してください。最新版のものを購入してください。
　教科書：『検定簿記講義／ 3 級商業簿記』渡部裕恒，片山　覚，北
村敬子編著（中央経済社）
　ワークブック：『検定簿記ワークブック／ 3 級商業簿記』渡部裕恒，
片山　覚，北村敬子編著（中央経済社）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テストについては，解答と併せて，授業終了後にoh!meijiにアッ
プしますので，確認してください。

８．成績評価の方法
　基本的には定期試験の成績により評価する。ただし，担当教員によ
り，参加度，小テスト，宿題・課題なども評価対象として加味される。
その場合，原則として，定期試験６0％，平常点４0％で総合評価する。

９．その他
　授業には必ず電卓を持参すること。

科目ナンバー：（BA）ACC111J

簿 記 論 Ⅱ
【特設】

崎　 章 浩

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記に関する知識や理解は組織の管理や活動を担う者にとって不可
欠なものである。そのため，経営学部の学生は学科を問わず簿記の基
礎的な知識を備えていなければならない。簿記論Ⅱでは，簿記論Ⅰを
踏まえてより複雑な取引を取り上げ，その簿記上の処理について学習
する。また，財務諸表の概要についても学ぶ。

〈到達目標〉
　簿記論Ⅰに引き続き，商店や商業を営む中小企業における簿記上の
処理について，日商簿記検定 3 級レベル（一部 2 級レベルの内容を含
む）の基本的な知識とスキルを身につける。また，それとともに，損益
計算書と貸借対照表の内容が理解できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問領域であるので，担当教員による授
業内容および進行順序の違いはあまりない。授業はほぼ次のような内
容と進度で進められる。
　第 1 回　手形の振出し・受入れ，手形の取立て・支払い
　第 2 回　�受取手形記入帳と支払手形記入帳，手形貸付金と手形借入

金，電子記録債権と電子記録債務
　第 3 回　有形固定資産の取得と売却
　第 ４ 回　有形固定資産の減価償却
　第 ５ 回　有価証券
　第 ６ 回　資本金と引出金
　第 ７ 回　収益と費用の繰延
　第 ８ 回　収益と費用の見越
　第 ９ 回　税　金
　第10回　伝　票
　第11回　貸倒損失と貸倒引当金
　第12回　決算修正と８桁精算表
　第13回　財務諸表
　第1４回　ａ：授業の総括　ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　簿記の学習は積み重ねが大切である。授業には毎回必ず出席し，授
業内容を確実に理解し身につけていくことに努めてもらいたい。また，
学習に遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速やかに後れを
取り戻すよう心がけてほしい。
　毎回，理解しているかを確認するために，授業終了前に小テストを
実施します。小テストの結果は平常点に反映されます。
　理解できなかったことがあれば，いつでも質問してください。メー
ルによる質問も受け付けます。メールアドレスはsaki@meiji.ac.jpです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，毎回，前回以前に習得した知識とスキルを前提
にして新たな内容が取り上げられていく。したがって，復習が重要で
あり，簿記論Ⅰの授業内容を含めて前回までの授業内容に不明な点が
ないかを，毎回の授業前に確認しておくことこそが予習となる。

５．教科書
　本講義では，下記の教科書と，理解を深める目的で問題を多く解い
てもらうために，下記のワークブックを使用します。講義では，必ず
2 冊を持参してください。最新版を購入してください。
　教科書：『検定簿記講義／ 3 級商業簿記』渡部裕恒，片山　覚，北
村敬子編著（中央経済社）
　ワークブック：『検定簿記ワークブック／ 3 級商業簿記』渡部裕恒，
片山　覚，北村敬子編著（中央経済社）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テストについては，解答を併せて，授業終了前に，oh!meijiにア
ップしますので，確認してください。

８．成績評価の方法
　基本的には定期試験の成績により評価する。ただし，担当教員によ
り，参加度，小テスト，宿題・課題なども評価対象として加味される。
その場合，原則として，定期試験６0％，平常点４0％で総合評価する。

９．その他
　授業には必ず電卓を持参すること。
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科目ナンバー：（BA）ACC111J

簿 記 論 Ⅰ
【特設】

千 葉 貴 律

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記は企業の経済活動を貨幣数値によって組織的に記録，計算，
報告する技術である。簿記を用いることにより，企業の状況を日常
的に把握できるばかりでなく，損益計算書や貸借対照表などの財務
諸表により，企業の経営成績や財政状態を明らかにすることができ
る。そのため，簿記に関する知識は，組織の管理や活動を担う者に
とって不可欠であり，経営学部の学生は，簿記に関する基本的な知
識を確実に修得しておく必要がある。

〈到達目標〉
　商店や商業を営む中小企業における簿記上の処理について，日商
簿記検定 3 級レベル（一部 2 級レベルの内容を含む）の基本的な知
識とスキルを身につけることを目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問領域であるので，担当教員による
授業内容および進行順序の違いはあまりない。
　授業はほぼ次のような内容と進度で進められる。
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　簿記の意義としくみ
　第 3 回　簿記の基礎概念
　第 ４ 回　仕訳と転記
　第 ５ 回　仕訳帳と元帳
　第 ６ 回　決算－簿記一巡の手続き
　第 ７ 回　現金，預金（1）：通貨及び通貨代用証券
　第 ８ 回　現金，預金（2）：当座預金
　第 ９ 回　現金過不足，小口現金
　第10回　商品売買
　第11回　売上原価の算定
　第12回　商品有り高帳
　第13回　売掛金と買掛金
　第1４回　a．試験
　　　　　b．試験内容の解説

３．履修上の注意
　簿記の学習は積み重ねが大切なので，授業には毎回必ず出席し，
授業内容を確実に理解し身につけるようにしてください。
　また，学習に遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速や
かに遅れを取り戻すよう心がけてください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が積み上げられていきます。したがって，復習が重要
であり，前回までの授業内容にわからない点が生じた場合には，次
の授業の際には理解ができるように心がけてください。

５．教科書
　渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著，『検定簿記講義　3級商業簿
記』，中央経済社，最新版。

６．参考書
　簿記に関する書籍は数多く出版されているので，自分の使いやす
そうなものを実際に確かめて参照すること。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の授業で行う小テストについては，授業の中でコメントしま
す。期末試験については，試験終了後に必要な解説を行います。

８．成績評価の方法
　対面式授業であるので，全講義時間の８0％以上の出席があること
を前提とします。そのうえで，毎回の授業で行う小テスト・課題（５0
％）と，期末試験（５0％）で評価します。
　また，日商簿記検定試験の合格を理由に単位認定を求めてくる学
生がいますが，ここでいう成績評価はこの授業における評価である
ので，簿記検定試験の結果を考慮することはありません。

９．その他
　授業には電卓を持参すること。

科目ナンバー：（BA）ACC111J

簿 記 論 Ⅱ
【特設】

千 葉 貴 律

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　簿記は企業の経済活動を貨幣数値によって組織的に記録，計算，
報告する技術である。簿記を用いることにより，企業の状況を日常
的に把握できるばかりでなく，損益計算書や貸借対照表などの財務
諸表により，企業の経営成績や財政状態を明らかにすることができ
る。そのため，簿記に関する知識は，組織の管理や活動を担う者に
とって不可欠であり，経営学部の学生は，簿記に関する基本的な知
識を確実に修得しておく必要がある。

〈到達目標〉
　商店や商業を営む中小企業における簿記上の処理について，日商
簿記検定 3 級レベル（一部 2 級レベルの内容を含む）の基本的な知
識とスキルを身につけることを目標とする。

２．授業内容
　簿記論はある程度確立した学問領域であるので，担当教員による
授業内容および進行順序の違いはあまりない。
　授業はほぼ次のような内容と進度で進められる。
　第 1 回　その他の債権債務
　第 2 回　受取手形と支払手形
　第 3 回　手形記入帳と電子記録債権
　第 ４ 回　有価証券
　第 ５ 回　有形固定資産
　第 ６ 回　減価償却と固定資産台帳
　第 ７ 回　貸倒損失と貸倒引当金
　第 ８ 回　資本
　第 ９ 回　収益と費用
　第10回　税金
　第11回　伝票
　第12回　決算修正と ８ 桁精算表
　第13回　財務諸表
　第1４回　a．試験
　　　　　b．試験内容の解説

３．履修上の注意
　簿記の学習は積み重ねが大切なので，授業には毎回必ず出席し，
授業内容を確実に理解し身につけるようにしてください。
　また，学習に遅れが生じたら，「学習支援室」等を活用して速や
かに遅れを取り戻すよう心がけてください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　簿記論の授業では，それ以前に修得した知識とスキルを前提にし
て新たな内容が積み上げられていきます。したがって，復習が重要
であり，前回までの授業内容にわからない点が生じた場合には，次
の授業の際には理解ができるように心がけてください。

５．教科書
　渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著，『検定簿記講義　3級商業簿
記』，中央経済社，最新版。

６．参考書
　簿記に関する書籍は数多く出版されているので，自分の使いやす
そうなものを実際に確かめて参照すること。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の授業で行う小テストについては，授業の中でコメントしま
す。期末試験については，試験終了後に必要な解説を行います。

８．成績評価の方法
対面式授業であるので，全講義時間の８0％以上の出席があることを
前提とします。そのうえで，毎回の授業で行う小テスト・課題（５0
％）と，期末試験（５0％）で評価します。
また，日商簿記検定試験の合格を理由に単位認定を求めてくる学生
がいますが，ここでいう成績評価はこの授業における評価であるの
で，簿記検定試験の結果を考慮することはありません。

９．その他
　授業には電卓を持参すること。



― 23８ ―

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business Presentation A LINDSKOOG, ALLEN

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　This�course� is�designed� to� focus�on� the�analysis�and�discussion�of�
current�international�business�practices,� issues�and�conflicts�throughout�
the�world,�for�example�technological�advancements�and�the�impact�on�the�
world�economy,�the�cause�of�poverty�and�corruption�in�business�or�any�
other�issue�you�would�like�to�focus�on�related�to�business.
　During� the� course� you� will� have� an� opportunity� to� work� on� two�
research�projects�and�present�them�to�your�classmates.�Throughout�the�
course�you�will�be�asked�to�do� in-depth�research,�which�can�be�done�
using� the� internet,� through� field� work,� surveys� and� interviews.�
Additionally,� through�the�use�of�pair�work�and�small�group�discussions�
you�will�be�able�to�explore�in�details�your�specific�issue.
　After� the�completion�of�your�preparation�you�will� then�you�will�be�
asked�to�give� initial�presentations� in�small�groups�to�both�demonstrate�
your�knowledge�of� the�topic�as�well�as� to� inform�your� listeners�of� the�
issue.�And�finally�we�will�implement�presentation�style�in�which�you�will�
do�an�overall�presentation�in�both�an�informative�and�engaging�manner.

2. Course Content
　Class�1.�Introductions�（course�and�personal）
　Class�2.�How�to�present�and�preparation�process
　Class�3.�Choosing�a�topic�of�interest�and�brainstorming
　Class�４.�Researching,�interviews�and�surveys
　Class�５.�In�class�small�group�discussion�on�your�topic
　Class�６.�Notetaking�（summarizing�and�paraphrasing）
　Class�７.�In�class�discussion�on�the�topic,�research�and�notes
　Class�８.�Writing�a�speaking�outline�and�presentation�preparation
　Class�９.�In-class�informal�presentation�practice
　Class�10.�Presentation�style�introduction
　Class�11.�Presentation�style�practice
　Class�12.��Post-presentat ion� Q� and� A�（Quest ion� and� Answer）�

introduction�and�practice
　Class�13.�In-class�formal�presentation
　Class�1４.�Semester�class�survey�and�semester�reflection

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目の履修
はできません。また，本科目は受講人数に制限があり，履修に際しては事
前登録が必要となるので，「経営学部履修の手引き」を参照すること。
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�５00）�cannot�
take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�students�per�
class.�To�register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.

4. Course Preparations
・Attend�８0%�or�more�of�the�classes�and�arrive�on�time.
・Prepare�outside�of�class�each�week�1�-�3�hours.
・Participate�actively�in�class�each�week.
・Help�each�other�with�English�and�other�activities�in�class.
・Complete�all�assignments�on�time.
・Prepare�and�present�（2）�formal�presentations�per�semester

5. Textbook (s)
　Dynamic�Presentations�/�Mark�Powell�/�Cambridge.

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Attendance:�1５%
　In�class�participation:�1５%
　Weekly�activities:�10%
　Mid-term�and�final:�20%
　（2）�presentation:�４0%

9. Others
　If�you�need�to�contact�me�at�anytime�please�send�me�（Allen�Lindskoog）�
an� e-mail� in� English� -� skoog５６00@gmail.com� and� put� "Business�
Presentation"� in�the�subject�header.�And�also�please�make�sure�you�put�
your�first�and�last�name�in�English�in�the�e-mail�message�as�well.
　A�website�link�for�our�class�blog�site�will�be�given�out�the�first�day�of�
class.

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business Presentation B LINDSKOOG, ALLEN

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　This�course� is�designed� to� focus�on� the�analysis�and�discussion�of�
current�international�business�practices,� issues�and�conflicts�throughout�
the�world,�for�example�the�technological�advancement�and�its�impact�on�
the�world�economy,�the�cause�of�poverty�and�corruption� in�business�or�
any�other�issue�you�would�like�to�focus�on�related�to�business.
　During� the� course� you� will� have� an� opportunity� to� work� on� two�
research�projects�and�present�them�to�your�classmates.�Throughout�the�
course�you�will�be�asked�to�do� in-depth�research,�which�can�be�done�
using� the� internet,� through� field� work,� surveys� and� interviews.�
Additionally,� through�the�use�of�pair�work�and�small�group�discussions�
you�will�be�able�to�explore�in�details�your�specific�issue.
　After� the�completion�of�your�preparation�you�will� then�you�will�be�
asked�to�give� initial�presentations� in�small�groups�to�both�demonstrate�
your�knowledge�of� the�topic�as�well�as� to� inform�your� listeners�of� the�
issue.�And�finally�we�will�implement�presentation�style�in�which�you�will�
do�an�overall�presentation�in�both�an�informative�and�engaging�manner.

2. Course Content
　Class�1.�Introductions�（course�and�personal）
　Class�2.�How�to�present�and�preparation�process
　Class�3.�Choosing�a�topic�of�interest�and�brainstorming
　Class�４.�Researching,�interviews�and�surveys
　Class�５.�In�class�small�group�discussion�on�your�topic
　Class�６.�Notetaking�（summarizing�and�paraphrasing）
　Class�７.�In�class�discussion�on�the�topic,�research�and�notes
　Class�８.�Writing�a�speaking�outline�and�presentation�preparation
　Class�９.�In-class�informal�presentation�practice
　Class�10.�Presentation�style�introduction
　Class�11.�Presentation�style�practice
　Class�12.��Post-presentat ion� Q� and� A�（Quest ion� and� Answer）�

introduction�and�practice
　Class�13.�In-class�formal�presentation
　Class�1４.�Semester�class�survey�and�semester�reflection

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目の履修
はできません。また，本科目は受講人数に制限があり，履修に際しては事
前登録が必要となるので，「経営学部履修の手引き」を参照すること。
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�５00）�cannot�
take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�students�per�
class.�To�register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.

4. Course Preparations
・Attend�８0%�or�more�of�the�classes�and�arrive�on�time.
・Prepare�outside�of�class�each�week�1�-�3�hours.
・Participate�actively�in�class�each�week.
・Help�each�other�with�English�and�other�activities�in�class.
・Complete�all�assignments�on�time.
・Prepare�and�present�（2）�formal�presentations�per�semester

5. Textbook (s)
　Dynamic�Presentations�/�Mark�Powell�/�Cambridge.

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Attendance:�1５%
　In�class�participation:�1５%
　Weekly�activities:�10%
　Mid-term�and�final:�20%
　（1）�presentation:�４0%

9. Others
　If�you�need�to�contact�me�at�anytime�please�send�me�（Allen�Lindskoog）�
an� e-mail� in� English� -� skoog５６00@gmail.com� and� put� "Business�
Presentation"� in�the�subject�header.�And�also�please�make�sure�you�put�
your�first�and�last�name�in�English�in�the�e-mail�message�as�well.
　A�website�link�for�our�class�blog�site�will�be�given�out�the�first�day�of�
class.
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business Presentation A
【Advanced】

AZEEZ, HAKEEM

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course�goals:�
This�course�focuses�on�honing�learners�business�presentation�skills�using�real-world�
examples�of�business�practices� from�major�corporations.�By�the�end�of� this�course,�
learners�will�be�able�to:
Plan�presentations�being�mindful�of�their�audiences’�needs
Create�clear-cut�objectives�for�the�presentation
Assess�factors�to�construct�presentations�to�deliver�key�ideas
Keep�audience�attention�to�have�an�enhanced� introduction�with�attention-grabber�
techniques
Develop�efficient�slides,�visual�aids,�and�handouts.
Skill�objectives�–�By�the�end�of�this�course,�learners�will�be�expected�to�be�able�to:
demonstrate�inspired�presentation�skills�
create�and�deliver�effective�presentations
communicate�confidently�and�competently�with�all�types�of�audiences
explore�the�optimum�use�of�voice�and�gesture�to�create�a�lasting�impression�as�well�as�
a�variety�of�presentation�styles,�ranging�from�a�formal�speech�to�a�casual�meeting�or�
contentious�conversation

2. Course Content
Week�1:�Introduction
Course�orientation.
Discussion�Activities:�What�makes�a�presentation�good�or�bad?
Week�2:�Building�a�Brand
1.�Discussion�activities�on�building�a�brand�strategies.
2.�Group�activities�on�building�original�brands.
Week�3:�Building�a�Brand
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�４:�Product�Marketing
1.�Finding�Channels.
2.�Discuss�marketing�options.
3.�Group�activities�on�product�marketing.
Week�５:�Product�Marketing
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�６:�Product�Procurement
1.�Discuss�ordering�goods�and�product�order.
2.�Confirming�product�delivery�and�asking�for�advice.
3.�Group�activities�on�product�procurement.
Week�７:�Product�Procurement
1.�Presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�８:�Mid�Semester�Quiz
Mini-Presentation�（Topic�to�be�decided�later）
Week�９:�Sales�Presentation
1.�Discuss�sales�meetings
2.�Reporting�results
3.�Group�activities�on�Sales�presentation.
Week�10:�Sales�Presentation
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�11:�Business�Goals
1.�Discussing�market�surveys.
2.�Examining�market�survey�results.
3.�Group�activities�on�Market�surveys.
Week�12:�Business�Goals
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�13:�Final�Test
Final�In-class�Presentation
Week�1４:�Feedback�and�Review
1.�Semester�Review�Activities.
2.�Semester�Feed�back�session.

3. Registration Requirements
As�decided�by�the�faculty.

4. Course Preparations
There� will� be� group� or� individual� presentations� every� two� weeks.� Students� are�
expected�to�prepare�very�well�for�these.

5. Textbook (s)
WORK�ADVANTAGE�3�by�Joseph�Henley�（Published�by�Cengage�Learning）

6. Reference Book (s)
WORK�ADVANTAGE�3�by�Joseph�Henley�（Published�by�Cengage�Learning）

7. How to provide Feedback to assignments
Feedbacks�are�provided�after�every�activity�on�group�and�individual�basis.

8. Assessment
-�Participation�and�Attendance:�20%
-�Assignments:�20%
-�Quizzes/Tests:�30%
-�Final�exam:�30%
-�Total�100%

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business Presentation B
【Advanced】

AZEEZ, HAKEEM

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course�goals:�
This�course�focuses�on�honing�learners�business�presentation�skills�using�real-world�
examples�of�business�practices� from�major�corporations.�By�the�end�of� this�course,�
learners�will�be�able�to:
Plan�presentations�being�mindful�of�their�audiences’�needs
Create�clear-cut�objectives�for�the�presentation
Assess�factors�to�construct�presentations�to�deliver�key�ideas
Keep�audience�attention�to�have�an�enhanced� introduction�with�attention-grabber�
techniques
Develop�efficient�slides,�visual�aids,�and�handouts.
Skill�objectives�–�By�the�end�of�this�course,�learners�will�be�expected�to�be�able�to:
demonstrate�inspired�presentation�skills�
create�and�deliver�effective�presentations
communicate�confidently�and�competently�with�all�types�of�audiences
explore�the�optimum�use�of�voice�and�gesture�to�create�a�lasting�impression�as�well�as�
a�variety�of�presentation�styles,�ranging�from�a�formal�speech�to�a�casual�meeting�or�
contentious�conversation

2. Course Content
Week�1:�Analyze�different�video�presentations.
1.�Watch�a�TED�video.
2.�Analyze�and�Discuss�the�video.
3.�Feedback�Session�on�the�video.
Week�2:�Company�Basics
1.�Discuss�various�local�and�international�corporate�structures.
2.�Discuss�corporate�restructuring.
3.�Group�activities�on�corporate�structures.
Week�3:�Company�Basics
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�４:�Company�Performance
1.�Discuss�alternative�sources�of�revenue.
2.�Discuss�ways�of�improving�profits.
3.�Group�activities�on�company�performance.
Week�５:�Company�Performance
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�６:�Business�Ethics
1.�Discuss�Corporate�Social�Responsibility.
2.�What�are�different�CSR�objectives?
3.�Group�activities�on�CSR.
Week�７:�Business�Ethics
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�８:�Mid�Semester�Quiz
Mini-Presentation�（Topic�to�be�decided�later）
Week�９:�Company�Location
1.�Discuss�Location�of�a�business.
2.�Relocation�Issues.
3.�Group�activities�on�company�location.
Week�10:�Company�Location
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�11:�Corporate�Spirit
1.�Discuss�various�local�and�international�company�cultures.
2.�Team-building�activities.
3.�Group�activities�on�corporate�spirit.
Week�12:�Corporate�Spirit
1.�Group�presentations.
2.�Questions�and�Feed�back�session.
Week�13:��Final�Test
Final�In-class�Presentation
Week�1４:�Feedback�and�Review
1.�Semester�Review�Activities.
2.�Semester�Feed�back�session.

3. Registration Requirements
As�stipulated�by�the�faculty.

4. Course Preparations
There� will� be� group� or� individual� presentations� every� two� weeks.� Students� are�
expected�to�prepare�properly�for�these.

5. Textbook (s)
WORK�ADVANTAGE�3�by�Joseph�Henley�（Published�by�Cengage�Learning）

6. Reference Book (s)
WORK�ADVANTAGE�3�by�Joseph�Henley�（Published�by�Cengage�Learning）

7. How to provide Feedback to assignments
Feedbacks�are�provided�after�every�activity�on�group�and�individual�basis.

8. Assessment
-�Participation�and�Attendance:�20%
-�Assignments:�20%
-�Quizzes/Tests:�30%
-�Final�exam:�30%
-�Total�100%

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business Presentation A
【Advanced】

VAUGHAN, ROBERT

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
This� course� is� a� business� presentation� course� designed� to� develop�
communication� skills� in� English.� This� course� will� develop� students’�
preparation�and�performance�of�presentations.�Students�will� learn�what�
they� need� to� put� into� presentations� and� what� should� be� left� out� of�
presentations.� Students� will� be� exposed� to� a� range� of� dynamic�
presentation�techniques�and�will�have�chances�to�try�these�techniques�in�
class.
Course�Goals:�
Students�will�be�able�to:
Prepare�presentations.
Effectively�open�and�close�presentations.
Employ�a�smooth�structure�in�presentations.
Develop�voice�power.
Create�and�use�effective�visual�aids.
Present�facts�and�figures.
Develop�appropriate�body�language�in�presentations.

2. Course Content
Week�1.��Preparing� to�present�（４５�minutes）�Module�1A�（Opening�and�

closing）
Week�2.��Student� Presentations� from� Module� part� 1A;� Feedback� and�

analysis.�Module�part�1B�（Opening�and�closing）
Week�3.��Students�give�presentations�from�Module�part�1B;�Feedback�and�

analysis�Module�part�2A�（Smooth�structure）
Week�４��Students�give�presentations�from�Module�part�2A;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�2B�（Smooth�structure）
Week�５.��Students�give�presentations�from�Module�part�2B;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�3A�（Voice�power）
Week�６.��Students�give�presentations�from�Module�part�3A;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�3B�（Voice�power）
Week�７.�Mid-term�Student�Presentations
Week�８.��Students�give�presentations�from�Module�part�3B;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�４A�（Visual�aids）�
Week�９.��Students�give�presentations�from�Module�part�４A;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�４B�（Visual�aids）�
Week�10.��Students�give�presentations�from�Module�part�４B;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�５A�（Facts�and�figures）
Week�11.��Students�give�presentations�from�Module�part�５A;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�５B�（Facts�and�figures）
Week�12.��Students�give�presentations�from�Module�part�５B;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�６A�（Body�language）
Week�13.��Students�give�presentations�from�Module�part�６A;�Feedback�and�

analysis.�Preparation�for�final�presentations.
Week�1４.�Final�Student�Presentations

3. Registration Requirements
Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�５00）�cannot�
take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�students�per�
class.�To�register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.

4. Course Preparations
Students�are�expected�to�prepare�presentations�ahead�of�each�class.
Students�are�expected�to�incorporate�skills�studied�in�previous�classes�in�
their�presentations

5. Textbook (s)
Textbook--�Dynamic�Presentations�Student's�Book�with�Audio�CDs,�by�
Mark�Powell,�Cambridge�University�Press�（ISBN�９７８0５211５00４0）.

6. Reference Book (s)
None.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�and�grading�of� the�midterm�and� final�presentations�will�be�
provided�in�writing.
Feedback�and�grading�on�weekly�short�presentations�will�be�provided�in�
class�and�in�writing.

8. Assessment
Active�Participation�in�class�activities�20%�Mid-term�Presentation�20%
Weekly�short�presentations�４0%�Final�Presentation�20%

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business Presentation B
【Advanced】

VAUGHAN, ROBERT

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course�Outline�
This� course� is� a� business� presentation� course� designed� to� develop�
communication� skills� in� English.� This� course� will� develop� students’�
preparation�and�performance�of�presentations.�Students�will� learn�what�
they� need� to� put� into� presentations� and� what� should� be� left� out� of�
presentations.� Students� will� be� exposed� to� a� range� of� dynamic�
presentation�techniques�and�will�have�chances�to�try�these�techniques�in�
class.
Course�Goals:�
Students�will�be�able�to:
Build�rapport.
Effectively�use�various� impact� techniques� in�presentations�（rhetorical�
questions,�repetition�of�sounds,�groups�of� three�plus�one,�repetition�of�
words,�contrasts�and�opposites）.
Effectively�use�storytelling�techniques�in�presentations.
Conduct�Question�&�Answer�sessions.
Develop�appropriate�body�language�in�presentations.

2. Course Content
Week�1.��Preparing�to�present�（４５�minutes）�Module�７A�（Rapport�building）
Week�2.��Student� Presentations� from� Module� part� ７A;� Feedback� and�

analysis.�Module�part�７B�（Rapport�building）
Week�3.��Students�give�presentations�from�Module�part�７B;�Feedback�and�

analysis�Module�part�８A�（Impact�techniques）
Week�４.��Students�give�presentations�from�Module�part�８A;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�８B�（Impact�techniques）
Week�５.���Students�give�presentations�from�Module�part�８B;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�８C�（Impact�techniques）
Week�６.��Students�give�presentations�from�Module�part�８C;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�８D�（Impact�techniques）
Week�７.��Mid-term�Student�Presentations
Week�８.��Students�give�presentations�from�Module�part�８D;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�９A�（Storytelling）�
Week�９.��Students�give�presentations�from�Module�part�９A;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�９B�（（Storytelling）
Week�10.��Students�give�presentations�from�Module�part�９B;�Feedback�and�

analysis.�Module�part�10A�（Q&A�sessions）
Week�11.��Students�give�presentations�from�Module�part�10A;�Feedback�

and�analysis.�Module�part�10B�（Q&A�sessions）
Week�12.��Students�give�presentations� from�Module�part�10B;�Feedback�

and�analysis.�Module�part�６B��（Body�language）
Week�13.��Students�give�presentations�based�on�part�1６B;�Feedback�and�

analysis.�Preparation�for�final�presentations.
Week�1４.�Final�Student�Presentations

3. Registration Requirements
※「履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目の履修は
できません。また，本科目は受講人数に制限があり，履修に際しては事前
登録が必要となるので，「経営学部履修の手引き」を参照すること。
Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�５00）�cannot�
take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�students�per�
class.�To�register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.

4. Course Preparations
Students�are�expected�to�prepare�presentations�ahead�of�each�class.
Students�are�expected�to�incorporate�skills�studied�in�previous�classes�in�
their�presentations

5. Textbook (s)
５.�Textbook--�Dynamic�Presentations�Student's�Book�with�Audio�CDs,�by�
Mark�Powell,�Cambridge�University�Press�（ISBN�９７８0５211５00４0）.

6. Reference Book (s)
None.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�and�grading�of� the�midterm�and� final�presentations�will�be�
provided�in�writing.
Feedback�and�grading�on�weekly�short�presentations�will�be�provided�in�
class�and�in�writing.

8. Assessment
Active�Participation�in�class�activities�20%�Mid-term�Presentation�20%
Weekly�short�presentations�４0%�Final�Presentation�20%

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English A LINDSKOOG, ALLEN

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　This�course� is�designed� to� focus�on� the�research�and�discussion�of�
current� international� business� practices� throughout� the� world.� For�
example� the� impact� of� AI� on� jobs� in� the� future,� technology� and�
globalization.�During�the�course�you�will�have�an�opportunity�to�work�on�
two�research�projects�and�present�them�to�your�classmates.�Throughout�
the�course�you�will�be�asked�to�do�research�and�take�notes�as�well�as�work�
on�other�business�related�topics�such�as�emailing�and�product�pitches.
　Additionally,�through�the�use�of�pair�work�and�small�group�discussions�
you�will�be�able�to�explore�in�details�your�specific�issue�and�expand�your�
vocabulary�and�improve�your�Business�English�speaking�ability.�After�the�
completion�of�your�preparation�you�will� then�you�will�be�asked�to�give�
presentations�in�small�groups�to�both�demonstrate�your�knowledge�of�the�
topic�as�well�as�to�inform�your�listeners�of�the�issue.

2. Course Content
　Class�1.�Introductions�（course�and�personal）
　Class�2.�How�to�present�and�preparation�process
　Class�3.�Choosing�a�topic�of�interest�and�brainstorming
　Class�４.�Researching,�interviews�and�surveys
　Class�５.�In�class�small�group�discussion�on�your�topic
　Class�６.�Notetaking�（summarizing�and�paraphrasing）
　Class�７.�In�class�discussion�on�the�topic,�research�and�notes
　Class�８.�Writing�a�speaking�outline�and�presentation�preparation
　Class�９.�In-class�informal�presentation�practice
　Class�10.�Presentation�style�introduction
　Class�11.�Presentation�style�practice
　Class�12.��Post-presentat ion� Q� and� A�（Quest ion� and� Answer）�

introduction�and�practice
　Class�13.�In-class�formal�presentation
　Class�1４.�Semester�class�survey�and�semester�reflection

3. Registration Requirements
・Attend�８0%�or�more�of�the�classes�and�arrive�on�time.
・Prepare�outside�of�class�each�week�1�-�3�hours.
・Participate�actively�in�class�each�week.
・Help�each�other�with�English�and�other�activities�in�class.
・Complete�all�assignments�on�time.
・Prepare�and�present�（1）�informal�presentation�per�semester
　English�requirement�:�TOEIC�４00～

4. Course Preparations
For�this�course�you�will�need:
　1.�Be�ready�to�participate�in�pair�and�group�discussions.
　2.��Enthusiasm:�take�advantage�of� this�chance�to� learn�new�skills�and�

ideas.
　3.��Communication:�share�your�ideas,�questions,�and�opinions�with�the�

class.
　４.��Preparation:�before�each�class�you�need�to�read�and�critically�think�

about�issues�related�to�business.

5. Textbook (s)
　Market�Leader�Extra�-�Upper�intermediate,�David�Cotton,�Cavid�Falvey�
and�Simon�Kent�/�Pearson

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Attendance:�1５%
　In�class�participation:�1５%
　Weekly�activities:�10%
　Mid-term�and�final:�４0%
　（1）�Presentation:�20%

9. Others
　If�you�need�to�contact�me�at�anytime�please�send�me�（Allen�Lindskoog）�
an�e-mail� in�English� -� skoog５６00@gmail.com�and�put� "Meiji�Business�
English"� in�the�subject�header.�And�also�please�make�sure�you�put�your�
first�and�last�name�in�English�in�the�e-mail�message�as�well.
　A�website�link�for�our�class�blog�site�will�be�given�out�the�first�day�of�
class.

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English B LINDSKOOG, ALLEN

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　This�course� is�designed� to� focus�on� the�research�and�discussion�of�
current� international� business� practices� throughout� the� world.� For�
example� the� impact� of� AI� on� jobs� in� the� future,� technology� and�
globalization.�During�the�course�you�will�have�an�opportunity�to�work�on�
two�research�projects�and�present�them�to�your�classmates.�Throughout�
the�course�you�will�be�asked�to�do�research�and�take�notes�as�well�as�work�
on�other�business�related�topics�such�as�emailing�and�product�pitches.
　Additionally,�through�the�use�of�pair�work�and�small�group�discussions�
you�will�be�able�to�explore�in�details�your�specific�issue�and�expand�your�
vocabulary�and�improve�your�business�English�speaking�ability.�After�the�
completion�of�your�preparation�you�will� then�you�will�be�asked�to�give�
presentations�in�small�groups�to�both�demonstrate�your�knowledge�of�the�
topic�as�well�as�to�inform�your�listeners�of�the�issue.

2. Course Content
　Class�1.�Introductions�（course�and�personal）
　Class�2.�How�to�present�and�preparation�process
　Class�3.�Choosing�a�topic�of�interest�and�brainstorming
　Class�４.�Researching,�interviews�and�surveys
　Class�５.�In�class�small�group�discussion�on�your�topic
　Class�６.�Notetaking�（summarizing�and�paraphrasing）
　Class�７.�In�class�discussion�on�the�topic,�research�and�notes
　Class�８.�Writing�a�speaking�outline�and�presentation�preparation
　Class�９.�In-class�informal�presentation�practice
　Class�10.�Presentation�style�introduction
　Class�11.�Presentation�style�practice
　Class�12.��Post-presentat ion� Q� and� A�（Quest ion� and� Answer）�

introduction�and�practice
　Class�13.�In-class�formal�presentation
　Class�1４.�Semester�class�survey�and�semester�reflection

3. Registration Requirements
・Attend�８0%�or�more�of�the�classes�and�arrive�on�time.
・Prepare�outside�of�class�each�week�1�-�3�hours.
・Participate�actively�in�class�each�week.
・Help�each�other�with�English�and�other�activities�in�class.
・Complete�all�assignments�on�time.
・Prepare�and�present�（1）�formal�presentation�per�semester
　English�requirement�:�TOEIC�４00～

4. Course Preparations
For�this�course�you�will�need:
　1.�Be�ready�to�participate�in�pair�and�group�discussions.
　2.��Enthusiasm:�take�advantage�of� this�chance�to� learn�new�skills�and�

ideas.
　3.��Communication:�share�your�ideas,�questions,�and�opinions�with�the�

class.
　４.��Preparation:�before�each�class�you�need�to�read�and�critically�think�

about�issues�related�to�business.

5. Textbook (s)
　Market�Leader�Extra�-�Upper�intermediate,�David�Cotton,�Cavid�Falvey�
and�Simon�Kent�/�Pearson

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Attendance:�1５%
　In�class�participation:�1５%
　Weekly�activities:�10%
　Mid-term�and�final:�４0%
　（1）�Presentation:�20%

9. Others
　If�you�need�to�contact�me�at�anytime�please�send�me�（Allen�Lindskoog）�
an�e-mail�in�English�-�skoog５６00@gmail.com�and�put�"Business�English"�in�
the�subject�header.�And�also�please�make�sure�you�put�your�first�and�last�
name�in�English�in�the�e-mail�message�as�well.
　A�website�link�for�our�class�blog�site�will�be�given�out�the�first�day�of�
class.
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English A MASUYAMA TAKASHI

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　The�goal�of�this�intermediate�class�is�to�assist�students�to�freely�utilize�
both�written�and�oral�English.�The�students�will�learn�how�to�grab�various�
business�models�or�cases,�how�to�organize�their�own�ideas�toward�those�
models�or�cases�in�English,�and�how�to�deliver�their�speech�effectively�in�
English.�The�teacher�will�provide�the�students�with�knowledge�and�skills�
how�to�analyze�each�of�those�models�or�cases�in�a�number�of�real�world�
business�settings.�Actual�presentations�may�be�videotaped�or�taped,�and�
the�students�will�receive�feedbacks�from�the�teacher.

〈Objectives〉
　The�students�will�be�able� to� judge�the�assigned�business�situations,�
analyze�and�organize�their�ideas�in�English�and�make�impressive�reports�
and/or�presentations�by�utilizing�PC�software.

2. Course Content
　�1.�Introduction
　�2.�Getting�started～Listening/Dictation～
　�3.�Understanding�background�information
～ Luxury�brand�marketing/Mens�&�ladies�cosmetics�&�fashion�industry�
business�case�study～
　�４.�Analyzing�a�basic�business�model
～Marketing�basics～
　�５.�Developing�and�delivering�students'�own�ideas
　�６.�Group�work
　�７.�Presentation�preparation
　�８.�Presentation�practice
　�９.�Feedbacks�and�improvements
　10.�Analyzing�an�advanced�business�model
　11.�Developing�and�delivering�students'�own�ideas
　12.�PowerPoint～a�PC�software�for�visual�presentation
　13.�Presentation�preparation�&�practice
　1４.�Feedbacks�and�improvements
　Please�note� that� the�above�schedule� is� subject� to�minor�change�or�
change�in�order.

3. Registration Requirements
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�may�not�take�this�
course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�students�per�class.�To�
register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.
　English�requirement�:�TOEIC�４00～

4. Course Preparations
　Assignments�are�provided�every�week,�and�students�should�prepare�
those�tasks.� In�addition,�students�have�to�review�all�provided�materials�
after�class.�At� least�100�minute�preparation�and�100�minute� individual�
review�study�are� required.� Students� have� to�purchase� the� textbook,�
because�both�preparation�and�review�process�requires�the�textbook.�From�
time� to� time,� class� study� will� be� conducted� by� utilizing� the� ZOOM�
software,�therefore�students�must�install�Zoom�on�your�PC�in�advance.

5. Textbook (s)
　David�Cotton�and�others,�Intermediate�Market�Leader�3rd�Edition,�Extra�
with�DVD,�Pearson

6. Reference Book (s)
　Anne�Freitag,�Lawrence,�Business�Presentations,�Longman

7. How to provide Feedback to assignments
In�the�next�class�phisically,�studnts�will�be�feedbacked�directky�from�the�
teacher.

8. Assessment
　（1）� Attendance� and� class� participation:� 30%,�（2）� Presentation�
performance:�４0%,�（3）�Written�assignments:�30％
　No�credits�will�be�given�for�absences�of�1/3�or�more�classes� for�any�
reason�without�exceptions.��If�the�score�of�either�（1）,�（2）,�or�（3）�is�below�
６0%�of�each�category,�then,�no�credits�will�be�given.

9. Others
　Students�are�recommended�to�have�basic�PC�software�skills,�such�as�
Microsoft�Word�and/or�PowerPoint.�However� this� type�of�skill� is�not�
required�to�register.

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English B MASUYAMA TAKASHI

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　The�goal�of�this�intermediate�class�is�to�assist�students�to�freely�utilize�
both�written�and�oral�English.�The�students�will�learn�how�to�grab�various�
business�models�or�cases,�how�to�organize�their�own�ideas�toward�those�
models�or�cases�in�English,�and�how�to�deliver�their�speech�effectively�in�
English.�The�teacher�will�provide�the�students�with�knowledge�and�skills�
how�to�analyze�each�of�those�models�or�cases�in�a�number�of�real�world�
business� settings.� Actual� student� presentations� may� be� taped� or�
videotaped,�and�the�students�will�receive�feedbacks�from�the�teacher.

〈Objectives〉
　The�students�will�be�able� to� judge�the�assigned�business�situations,�
analyze�and�organize� their� ideas� in�English�and�report�and/or�present�
other�people�accurately,�clearly,�and�persuasively�as�much�as�possible�
using�professional�English�within�given�various�circumstances�and�time�
frames.�Also,� the�student�will�be�able�to�use�presentation�software�and�
develop�effective�visual�aids.

2. Course Content
　�1.�Introduction
　�2.�Presentation�expressions?
　�3.�Understanding�and�analyzing�business�situations�（1）
～USA�TV�show�business�case�study～
　�４.�Analyzing�a�basic�business�model
～A�televised�music�singer�audifion～
　�４.�Developing�and�delivering�students'�own�ideas�（1）
　�５.�Presentation�practice�（1）
　�６.�Feedbacks�and�improvements�（1）
　�７.�Presentation�expressions�（2）
　�８.�Understanding�and�analyzing�business�situations�（2）
　�９.�Developing�and�delivering�students'�own�ideas�（2）
　10.�Presentation�practice�（2）
　11.�Feedbacks�and�improvements�（2）
　12.�Presentation�expressions�（3）
　13.��Understanding�and�analyzing�business�situation,�and�developing�

students'�own�ideas�（3）
　1４.�Presentation�practice�（3）�&�feedbacks�and�improvements�（3）
　Please�note� that� the�above�schedule� is� subject� to�minor�change�or�
change�in�order.

3. Registration Requirements
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�may�not�take�this�
course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�students�per�class.�To�
register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.
　English�requirement�:�TOEIC�４00～

4. Course Preparations
　Assignments�are�provided�every�week,�and�students�should�prepare�
those�tasks.� In�addition,�students�have�to�review�all�provided�materials�
after�class.�At� least�100�minute�preparation�and�100�minute� individual�
review�study�are� required.� Students� have� to�purchase� the� textbook,�
because�both�preparation�and�review�process�requires�the�textbook.�From�
time� to� time,� class� study� will� be� conducted� by� utilizing� the� ZOOM�
software,�therefore�students�must�install�Zoom�on�your�PC�in�advance.

5. Textbook (s)
　David�Cotton�and�others,�Intermediate�Market�Leader�3rd�Edition,�Extra�
with�DVD,�Pearson

6. Reference Book (s)
　Anne�Freitag,�Lawrence,�Business�Presentations,�Longman

7. How to provide Feedback to assignments
In�the�next�class�phisically,�studnts�will�be�feedbacked�directky�from�the�
teacher.

8. Assessment
　（1）� Attendance� and� class� participation:� 30%,�（2）� Presentation�
performance:�４0%,�（3）�Written�assignments:�30％
　No�credits�will�be�given�for�absences�of�1/3�or�more�classes� for�any�
reason�without�exceptions.��If�the�score�of�either�（1）,�（2）,�or�（3）�is�below�
６0%�of�each�category,�then,�no�credits�will�be�given.

9. Others
　Students�are�recommended�to�have�basic�PC�software�skills,�such�as�
Microsoft�Word�and/or�PowerPoint.�However� this� type�of�skill� is�not�
required�to�register.
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English A VAUGHAN, ROBERT

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course�Summary:�This� intermediate� level�business�course�develops�the�
communication�skills� students�will�need� to� succeed� in�business�and�
enlarges�students’�knowledge�of�the�business�world.�Participation�in�the�
course�will�enable�students�to�become�more�fluent�and�confident�using�
business�language�in�preparation�for�their�careers.
Course�Goals:�students�will�be�able�to:
Take�part�in�discussions�on�international�business�issues
Develop�listening�skills�in�a�business�context
Develop�reading�skills�in�a�business�context�
Develop�language�and�the�vocabulary�for�business
Develop�business�skills
Analyse�case�studies
Develop�business�writing

2. Course Content
Week�1.��Course�overview�and�Unit�1�Brands�（Skills:�discussion,�listening,�

reading,�language�work）
Week�2.��Unit�1�Brands�（Skills:�taking�part�in�meetings,�case�study,�writing�

an�e-mail）
Week�3.��Unit�2�Travel�（Skills:�discussion,� listening,� reading,� language�

work）
Week�４.��Unit�2�（Skills:�telephoning�and�making�arrangements,�case�study,�

writing�an�e-mail）
Week�５.��Unit�3�Change�（Skills:�discussion,� listening,� reading,� language�

work）
Week�６.��Unit�3�Change�continued�Skills:�managing�meetings,�case�study,�

writing�action�minutes）
Week�７.�Mid-term�Exam
Week�８.��Unit� ４� Organization�（Skills:� discussion,� listening,� reading,�

language�work）
Week�９.��Unit� ４� Organization�（Skills:� socialising,� introductions� and�

networking,�case�study,�writing�an�e-mail）
Week�10.��Unit� ５� Advertising�（Skills:� discussion,� listening,� reading,�

language�work）
Week�11.��Unit�５�Advertising�（Skills:�starting�in�structuring�a�presentation,�

case�study,�writing�a�summary）
Week�12.��Unit�６�Money�（Skills:�discussion,� listening,� reading,� language�

work）
Week�13.�Unit�６�Money�（Skills:�with�figures,�case�study,�writing�an�e-mail）
Week�1４.�Final�Exam

3. Registration Requirements
Students�who�do�not�meet� the�minimum�English�requirement�（TOEIC�
４00）�cannot� take� this�course.�Note� there� is�a� limit� to� the�number�of�
students�per�class.�To�register�for�this�class,�refer�to�the�"Rishuno�Tebiki."

4. Course Preparations
Students�are�expected�to�prepare�for�each�class�by�reading�the�textbook�
and�completing�assignments�ahead�of�class� for�homework.�As�we�are�
studying�textbooks�units�in�order,�students�should�review�units�covered.

5. Textbook (s)
Textbook--MARKET�LEADER�（Intermediate）,�3rd�Edition�Extra,�by�David�
Cotton,� David� Falvey,� and� Simon� Kent,� Pearson� Publishing�（ISBN�
９７８12９213４７７2）.

6. Reference Book (s)
None.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�and�grading�of�the�midterm�and�final�exams�will�be�provided�on�
the�day�of�the�exams�through�software.
Feedback�and�grading�on�any�other�assignments�will�be�provided� in�
writing�by�the�lecturer�and�published�on�Oh-o!�Meiji�system.

8. Assessment
Active�Participation�in�class�activities�20%�Mid-term�exam�30%
Quizzes,�assignments,�presentations�20%�Final�exam�30%

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English B VAUGHAN, ROBERT

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course�Summary:�This� intermediate� level�business�course�develops�the�
communication�skills� students�will�need� to� succeed� in�business�and�
enlarges�students’�knowledge�of�the�business�world.�Participation�in�the�
course�will�enable�students�to�become�more�fluent�and�confident�using�
business�language�in�preparation�for�their�careers.
Course�Goals:�students�will�be�able�to:
Take�part�in�discussions�on�international�business�issues
Develop�listening�skills�in�a�business�context
Develop�reading�skills�in�a�business�context�
Develop�language�and�the�vocabulary�for�business
Develop�business�skills
Analyse�case�studies
Develop�business�writing.�

2. Course Content
Week�1.��Course�overview�and�Unit�７�Cultures�（Skills:�discussion,�listening,�

reading,�language�work）
Week�2.�Unit�７�（Skills:�social�English,�case�study,�writing�a�report）
Week�3.��Unit�８�Human�Resources�（Skills:�discussion,� listening,� reading,�

language�work）
Week�４.�Unit�８�Human�Resources�
Week�５.��Unit�９�International�Markets�（Skills:�discussion,�listening,�reading,�

language�work）
Week�６.��Unit�９� International�Markets�（Skills:�negotiating,� case�study,�

writing�an�e-mail）
Week�７.�Mid-term�Exam
Week�８.��Unit�10�Ethics�（Skills:�discussion,� listening,� reading,� language�

work）
Week�９.��Unit�10�Ethics�（Skills:�considering�options,�case�study,�writing�a�

report）
Week�10.��Unit� 11� Leadership�（Skills:� discussion,� listening,� reading,�

language�work）
Week�11.��Unit�11�Leadership�（Skills:�presenting,�case�study,�writing�an�

e-mail）
Week�12.��Unit� 12� Competition�（Skills:� discussion,� listening,� reading,�

language�work）
Week�13.��Unit�12�Competition�（Skills:�negotiating,�case�study,�writing�an�

e-mail）
Week�1４.�Final�Exam

3. Registration Requirements
Students�who�do�not�meet� the�minimum�English�requirement�（TOEIC�
４00）�cannot� take� this�course.�Note� there� is�a� limit� to� the�number�of�
students�per�class.�To�register�for�this�class,�refer�to�the�"Rishuno�Tebiki.”

4. Course Preparations
Students�are�expected�to�prepare�for�each�class�by�reading�the�textbook�
and�completing�assignments�ahead�of�class� for�homework.�As�we�are�
studying�textbooks�units�in�order,�students�should�review�units�covered.�

5. Textbook (s)
Textbook--MARKET�LEADER�（Intermediate）,�3rd�Edition�Extra,�by�David�
Cotton,� David� Falvey,� and� Simon� Kent,� Pearson� Publishing�（ISBN�
９７８12９213４７７2）.

6. Reference Book (s)
None.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback�and�grading�of�the�midterm�and�final�exams�will�be�provided�on�
the�day�of�the�exams�through�software.
Feedback�and�grading�on�any�other�assignments�will�be�provided� in�
writing�by�the�lecturer�and�published�on�Oh-o!�Meiji�system.

8. Assessment
Active�Participation�in�class�activities�20%�Mid-term�exam�30%
Quizzes,�assignments,�presentations�20%�Final�exam�30%

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English A YAMATAKA MIWA

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course�Outline:
With�an�emphasis�on�listening�and�speaking�skills,� the�course�is�designed�for�students�to�
engage� in�weekly� interactive�group�activities� in�various�workplace�situations.� It�aims�to�
enhance�confidence� in� fundamental�and� interpersonal�business�English�skills.�Relevant�
videos�will�also�be�shown�from�time�to�time.
Course�Objectives:
To�become�well�equipped�with�the�everyday�communication�skills�required� in�workplace�
situations;�to�think�independently;�to�nurture�intercultural�awareness�and�sensitivity;�as�well�
as�to�build�teamwork�to�conduct�international�business�effectively.

2. Course Content
The�course�will�be�conducted�in�English�(and�Japanese�where�necessary.)
第 1 回：Introduction�to�Business�English�【対面授業】
第 2 回：Unit�1.�Welcome�to�the�company!�(Introducing�a�colleague)�【対面授業】
第 3 回：Unit�1.�Welcome�to�the�company!�(Conversation�topics)�【対面授業】
第 ４ 回：Unit�1.�Welcome�to�the�company!�(Small�talk/Making�introductions)�【対面授業】
第 ５ 回：Unit�3.�What's�on�the�agenda?�(Running�meetings/Opening�a�meeting)�【対面授業】
第 ６ 回：�Unit�3.�What's�on�the�agenda?�(Giving�and�explaining�reasons/Closing�a�meeting)�【対

面授業】
第 ７ 回：Unit�４.�That's�a�great�idea!�(Agreeing�and�disagreeing)�【対面授業】
第 ８ 回：�Unit�７.�Best�wishes,�Thomas�Kale� (Understanding�emails/�Writing�emails/Email�

expressions)�【メディア授業（リアルタイム型）】
第 ９ 回：Unit�５.�I'll�call�you�back�(Leaving�messages)�【メディア授業（リアルタイム型）】
第10回：Unit�５.�I'll�call�you�back�(Using�voicemail)�【メディア授業（リアルタイム型）】
第11回：Telephoning�activity�【メディア授業（リアルタイム型）】
第12回：In�business�-�Redecorating�the�office�activity�【メディア授業（リアルタイム型）】
第13回：Business�networking�activity�【メディア授業（リアルタイム型）】
第1４回：�aのみ：Class�Review�【メディア授業（リアルタイム型）】

3. Registration Requirements
This�is�a�blended�learning�course,�allowing�both�in–person�and�online�interaction�(i.e.,� live�
classes�with�Zoom.)
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o!�Meiji�システムを通じて，Zoom招待状を毎週配
信し，リアルタイム配信型授業（100分）を行う。
※最終Zoomリアルタイム型授業のみ，５0分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，ブレイクアウトルームを使用
した，グループ・アクティビティを中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された
教室で，ノートパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，
Zoom操作が限定されるため，推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参
加は，出席として認められない。
Oh-o!�Meiji�クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）
を活用し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，
及び，SNSアカウントを履修者に，初回授業にて通知する。

4. Course Preparations
You�should�bring�your�textbook�and�a�notebook,�as�well�as�a�dictionary�and�all�the�relevant�
class�worksheets�(PDF)�uploaded�regularly�onto�Oh-o!�Meiji�to�class.
Online�assignments�will�be�uploaded�onto�Oh-o!�Meiji�on�a�regular�basis.�The�main�aim�of�
these�assignments�is�to�assess�your�comprehension�of�the�topics�which�we�are�learning�in�
this�course.�

5. Textbook (s)
Get�Ready�for�International�Business,�Level�2,�Student�Book�with�TOEIC,�Andrew�Vaughan�&�
Dorothy�E.�Zemach�(Macmillan),�(ISBN:�９７８-0-230-４４７９1-2)

6. Reference Book (s)
Supplementary�class�worksheets�(PDF)�will�be�uploaded�onto�Oh-o!�Meiji�during�the�course.

7. How to provide Feedback to assignments
Individual�feedback�will�be�provided�to�all�the�students�through�Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
Your�final�result�depends�on�the�following�two�factors:
1)�The�quality�of�your�involvement�in�the�class�activities�(=５0%)�
2)�The�quality�of�your�online�assignments�(=５0%)
The�course�also�covers�the�following�other�grading�and�attendance�policies:
※�There�will�be�no�exams.
※�You�will�automatically�fail�the�course�if�you�miss�three�classes�without�providing�proper�
documentation�to�support�your�absence.
※�You�must�submit�all�assignments�to�pass�the�course.
※�You�will�be�marked�absent�(once)�if�you�are�late�to�class�three�times.
※�You�will�be�marked�absent�if�you�fail�to�bring�your�textbook�to�class.
※�You�should�not�participate�in�Zoom�live-streaming�classes�while�commuting�to�campus�or�
taking�public�transport.
※�Any�disruptive�behaviour�in�class,�including�no�participation�in�class�activities,�will�result�
in�you�getting�marked�absent.
授業への貢献度（５0％），オンライン課題（５0％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3 回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3 回で，欠席 1 回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

9. Others
Message�to�class:� I�hope�the�weekly�interactive�group�activities�you�take�part� in,�help�you�
build�general�confidence�in�English�for�the�workplace�and�give�you�a�good�understanding�of�
business�etiquette�outside�your�culture�to�grow�as�a�professional.�Since�there�are�a�limited�
number�of�places�available,�you�must�register�before�the�commencement�of�this�course.�

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English B YAMATAKA MIWA

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course�Outline:
With�an�emphasis�on�listening�and�speaking�skills,� the�course�is�designed�for�students�to�
engage� in�weekly� interactive�group�activities� in�various�workplace�situations.� It�aims�to�
enhance�confidence� in� fundamental�and� interpersonal�business�English�skills.�Relevant�
videos�will�also�be�shown�from�time�to�time.
Course�Objectives:
To�become�well�equipped�with�the�everyday�communication�skills�required� in�workplace�
situations;�to�think�independently;�to�nurture�intercultural�awareness�and�sensitivity;�as�well�
as�to�build�teamwork�to�conduct�international�business�effectively.

2. Course Content
The�course�will�be�conducted�in�English�(and�Japanese�where�necessary.)
第 1 回：aのみ：Self-analysis�for�your�future�career�【メディア授業（リアルタイム型）】
第 2 回：Business�Flight�English�Part�1�【メディア授業（リアルタイム型）】
第 3 回：Business�Flight�English�Part�2�【メディア授業（リアルタイム型）】
第 ４ 回：Unit�６.�Can�I�get�there�on�foot?�(Checking�in/Asking�for�information)�【対面授業】
第 ５ 回：�Unit�６.�Can�I�get�there�on�foot?�(Giving�directions/Non-verbal�communication)�【対

面授業】
第 ６ 回：�Unit�2.�An�important�visitor�(Presentation�opening)�&�Unit�８.�That’s�a�good�question�

(Presentation�delivery�and�ending)�【対面授業】
第 ７ 回：Unit�９.�What�was�his�major?�(Discussing�job�applications)�【対面授業】
第 ８ 回：�Unit�９.�What�was�his�major?�(Reading�and�writing�a�CV/Supporting�opinions)�【対面

授業】
第 ９ 回：Unit�９.�What�was�his�major?�(Describing�experience)�【対面授業】
第10回：Unit�10.�Tell�me�about�yourself�(Giving�key�information)�【対面授業】
第11回：�Unit�10.�Tell�me�about�yourself�(Being�interviewed/Describing�your�background)�【メ

ディア授業（リアルタイム型）】
第12回：�Unit�10.�Tell�me�about�yourself�(Being�interviewed/Talking�about�your�future�and�

your�strengths)�【メディア授業（リアルタイム型）】
第13回：Business�Lunch�Etiquette�Activity�【メディア授業（リアルタイム型）】
第1４回：Class�Review�【メディア授業（リアルタイム型）】

3. Registration Requirements
This�is�a�blended�learning�course,�allowing�both�in–person�and�online�interaction�(i.e.,� live�
classes�with�Zoom.)
この授業は，メディア授業を取り入れて開講される。
メディア授業の回では，次のとおり授業を実施する。
※原則，メディア授業の前日までに，Oh-o!�Meiji�システムを通じて，Zoom招待状を毎週配
信し，リアルタイム配信型授業（100分）を行う。
※初回Zoomリアルタイム型授業のみ，５0分となる。
※なお，リアルタイム型授業では，出席確認は授業中に行い，ブレイクアウトルームを使用
した，グループ・アクティビティを中心に，実施する。
※履修条件として，ネット接続環境が継続的に安定した，自宅か，キャンパスの指定された
教室で，ノートパソコン，或いは，タブレットを使用すること。スマホのみでの受講は，
Zoom操作が限定されるため，推奨しない。また，交通機関などを利用した移動中のZoom参
加は，出席として認められない。
Oh-o!�Meiji�クラスウェブの，ディスカッション機能や，クラス用SNSグループ（期間限定）
を活用し，意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として，専用メールアドレス，
及び，SNSアカウントを履修者に，初回授業にて通知する。

4. Course Preparations
You�should�bring�your�textbook�and�a�notebook,�as�well�as�a�dictionary�and�all�the�relevant�
class�worksheets�(PDF)�uploaded�regularly�onto�Oh-o!�Meiji�to�class.
Online�assignments�will�be�uploaded�onto�Oh-o!�Meiji�on�a�regular�basis.�The�main�aim�of�
these�assignments�is�to�assess�your�comprehension�of�the�topics�which�we�are�learning�in�
this�course.

5. Textbook (s)
Get�Ready�for�International�Business,�Level�2,�Student�Book�with�TOEIC,�Andrew�Vaughan�&�
Dorothy�E.�Zemach�(Macmillan),�(ISBN:�９７８-0-230-４４７９1-2)

6. Reference Book (s)
Supplementary�class�worksheets�(PDF)�will�be�uploaded�onto�Oh-o!�Meiji�during�the�course.

7. How to provide Feedback to assignments
Individual�feedback�will�be�provided�to�all�the�students�through�Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
Your�final�result�depends�on�the�following�two�factors:
1)�The�quality�of�your�involvement�in�the�class�activities�(=５0%)
2)�The�quality�of�your�online�assignments�(=５0%)
The�course�also�covers�the�following�other�grading�and�attendance�policies:
※�There�will�be�no�exams.
※�You�will�automatically�fail�the�course�if�you�miss�three�classes�without�providing�proper�
documentation�to�support�your�absence.
※�You�must�submit�all�assignments�to�pass�the�course.
※�You�will�be�marked�absent�(once)�if�you�are�late�to�class�three�times.
※�You�will�be�marked�absent�if�you�fail�to�bring�your�textbook�to�class.
※�You�should�not�participate�in�Zoom�live-streaming�classes�while�commuting�to�campus�or�
taking�public�transport.
※�Any�disruptive�behaviour�in�class,�including�no�participation�in�class�activities,�will�result�
in�you�getting�marked�absent.
授業への貢献度（５0％），オンライン課題（５0％）
※対面形式での試験は行わない。
※公欠，病欠の申請には，証明する書類を提出することが必要である。
※合計 3 回の，書類にて証明できない欠席で，単位取得不可能となる。
※単位を取得するためには，全ての課題を提出する必要がある。
※遅刻は合計 3 回で，欠席 1 回扱いとなる。
※交通機関などを利用した移動中のZoom参加は，出席として認められない。
※教材無しの授業参加や，授業貢献度が著しく低い場合も，欠席と見なす。

9. Others
Message�to�class:� I�hope�the�weekly�interactive�group�activities�you�take�part� in,�help�you�
build�general�confidence�in�English�for�the�workplace�and�give�you�a�good�understanding�of�
business�etiquette�outside�your�culture�to�grow�as�a�professional.�Since�there�are�a�limited�
number�of�places�available,�you�must�register�before�the�commencement�of�this�course.�
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English A
【Advanced】

KANEKO ATSUKO

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　This� course� aims� to� equip� the� student� with� pract ical�
communication� skills� needed� for� management� studies� and�
application�through�implementing�written�and�oral�presentations�
and�getting� feedback� in�class.　Students�analyze�and�evaluate�
issues�and�develop�recommendations�based�on�understanding�of�
the�key�concepts�in�management�studies.
　Goals:
　1.��To� illustrate�advanced�business�communication� issues�and�

topics
　2.��To� develop� advanced� practical� communication� skills� for�

business�and�management�studies
　3.�To�develop�collaborative,�cooperative,�and�open�study�skills

2. Course Content
Production� per� 1４-week� session:� 2� quizzes,� 2� written� formal�
presentations�with�visual�aids�and/or�reports.
Formal�presentations�will�be�recorded�for�reviewing�and�grading.
Week�1�First�Impressions,�networking�（Unit�1�pp.�６-13）
Week�2�Movers�and�shakers�（Case�1）��
Week�3�Training,�clarifying�and�confirming�（Unit�2�pp.�1４-21）
Week�４�Training�at�Carter�and�Randall�（Case�2）
Week�５�Energy,�decision-making�（Unit�3�pp.�22-2９）
Week�６�Energy�saving�at�Tumalet�Software�（Case�3）�
Week�７�Student�presentations�（1）;�Quiz�1Revisions�A�（pp.�30-3５）�
Week�８��Marketing,�making�an�impact�in�presentations�（Unit�４�pp.�

3６-４3）
Week�９�Relaunching�Home2u:�a�new�marketing�campaign�（Case�４）�
Week�10�Employment�Tends,�resolving�conflict�（Unit�５�pp.�４４-５1）
Week�11��Delaney�Call-center�absenteeism�（Case�５）;�2.2�Meetings�

（pp.�A７-A８）�
Week�12�Ethics,�ethical�problem-solving�（Unit�６�pp.�５2-５９）
Week�13�Dilemmas�at�Daybreak�（Case�６）�
Week�1４�Student�presentations�（2）;�Quiz�2�Revisions�B�（pp.�６0-６５）�

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目
の履修はできません。また，本科目は受講人数に制限があり，履修
に際しては事前登録が必要となるので，「経営学部履修の手引き」
を参照すること。
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�７30）�
cannot�take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�
students�per�class.�To�register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.

4. Course Preparations
Each�week�you�are�given�an�assigned�homework.　Students�are�
expected�to�read�before�each�class�the�parts�of�the�textbook�assigned�
by�instructors�and�do�relevant�exercises.�As�a�review�of�the�class,�
read�aloud�the�parts�you� learned� in�your�class� to�reinforce�your�
understanding�and�internalize�the�vocabulary�you�learned.

5. Textbook (s)
I.Dubicka�and�M.�O’Keeffe.�（2012）.�Advanced�Market�Leader�3rd�
Edition�Extra.�Pearson

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Provide�feedback�through�Oh-o!�Meiji�（LMS）�discussions�as�well�as�
in-class�discussions.

8. Assessment
Assignments�（12）� :� ４0%;�Reports�and�presentations�（2）　30%;�
Quizzes�20%;�Contribution�to�class:�10%
Attendance�policy:�if�more�than�three�（3）�classes�are�missed�within�
a�1４-week�course,�then�the�student�fails.　3�late＝1�absence.

9. Others
　Classroom�language�is�English.

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English B
【Advanced】

KANEKO ATSUKO

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　This� course� aims� to� equip� the� student� with� pract ical�
communication� skills� needed� for� management� studies� and�
application�through�implementing�written�and�oral�presentations�
and�getting� feedback� in�class.　Students�analyze�and�evaluate�
issues�and�develop�recommendations�based�on�understanding�of�
the�key�concepts�in�management�studies.
　Goals:
　1.��To� illustrate�advanced�business�communication� issues�and�

topics
　2.��To� develop� advanced� practical� communication� skills� for�

business�and�management�studies�
　3.�To�develop�collaborative,�cooperative,�and�open�study�skills

2. Course Content
　Production�per�1４-week�session:�2�written�formal�reports�and�
presentations.　Formal�presentations�will�be�recorded�for�review�
and�grading.
　Course�Content
　Week�1�Finance,�managing�questions�（Unit�７�pp.�６６-７3）
　Week�2�Angel�investors:�Dragons�and�Angels�（Case�７）��
　Week�3�Consultants,�negotiating�（Unit�８�pp.�７４-８1）
　Week�４��New�market�opportunities�（Case�８）;�3.2�Interviews�（pp.�

A９-A12）
　Week�５�Strategy,�brainstorming�（Unit�９�pp.�８2-８９）
　Week�６��Stella�International�Airways�（Case�９）:�strategies�for�the�

skies
　Week�７�Reports�and�Presentations�（1）;�Quiz（1）�;�
　Week�８��Online�Business,�presentations:� thinking�on�your� feet�

（Unit�10�pp.�９６-103）
　Week�９��The�fashion�screen�（Case�10）�:�an�online�tailored-clothing
　Week�10�New�Business,�chasing�payment�（Unit�11�pp.�10４-111）
　Week�11�Healthy�growth�for�OTC�Tech�（Case�11）�
　Week�12��Project�Management,�teleconferencing�（Unit�12�pp.�112-

11９）
　Week�13�Creating�a�world-class�port�（Case�12）�
　Week�1４�Reports�and�Presentations�（2）�;�Review�and�Reflection�

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目
の履修はできません。また，本科目は受講人数に制限があり，履修
に際しては事前登録が必要となるので，「経営学部履修の手引き」
を参照すること。
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�７30）�
cannot�take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�of�the�number�of�
students�per�class.�To�register�for�this�class,�refer�to�Rishuno�Tebiki.

4. Course Preparations
　Each�week�you�are�given�an�assigned�homework.　Students�are�
expected�to�read�before�each�class�the�parts�of�the�textbook�assigned�
by�instructors�and�do�relevant�exercises.�As�a�review�of�the�class,�
read�aloud�the�parts�you� learned� in�your�class� to�reinforce�your�
understanding�and�internalize�the�vocabulary�you�learned.

5. Textbook (s)
　I.Dubicka�and�M.�O’Keeffe.�（2012）�Advanced�Market�Leader�3rd�
Edition�Extra.�Pearson

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Provide�feedback�through�Oh-o!�Meiji�（LMS）�discussions�as�well�as�
in-class�discussions.

8. Assessment
　Assignments�（12）:�４0%;�Reports�and�presentations:�30%;�Quizzes�
20%;�Contribution� to�class:�10%�Attendance�policy:� if�more� than�
three�（3）�classes�are�missed�within�a�1４-week�course,� then� the�
student�fails.　3�late＝1�absence.

9. Others
　Classroom�language�is�English.
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English A
【Advanced】

MIYATA RINAKO

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　This�course�introduces�advanced�business�English�skills�as�well�
as�business�concepts.

〈Objectives〉
　This�course�aims� to�acquire�advanced�business�English�skills�
needed� for � e f fect ive � and� persuas ive � Eng l ish � bus iness�
communication.

2. Course Content
　This�course�involves�discussion�and�group�work�on�business�case�
studies.
　Week�1�Introduction,�First�Impressions
　Week�2�First�Impressions,�networking
　Week�2-3�Training,�Clarifying�and�confirming
　Week�４-６�Energy,�Decision-making
　Week�７-８��Marketing,�Customer�relationship,�making�an�impact�in�

presentations
　Week�９-11�Employment�Trends,�Resolving�conflict
　Week�12-13�Ethics,�problem-solving
　Week�1４-Final�Presentation�or�exam

3. Registration Requirements
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�７30）�
cannot�take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�to�the�number�of�
students�per�class.�To� register� for� this� class,� refer� to�Rishuno�
Tebiki.

4. Course Preparations
　Preparation�for�discussions�is�required.

5. Textbook (s)
　Market Leader Advanced,�3rd�Edition,�Pearson.

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Class�participation�４0%,�Final�Exam（�written�exam�or�individual�
presentation）�５0%,�Homework�10%.

9. Others
　Positive�participation�preferred.

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Business English B
【Advanced】

MIYATA RINAKO

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　This�course� introduces�advanced�business�English�skills�and�
concepts�needed� for�effective�and�persuasive�English�business�
communication.

〈Objectives〉
　This�course�aims�to�acquire�advanced�business�English�skills.

2. Course Content
　This�course� involves�discussion,�negotiation,�group�work�on�
business�case�studies,�and�an�individual�business�presentation.
　Week�1�Introduction,�Review�of�Business�English�A,�Finance
　Week�2-3�Finance,�managing�questions
　Week�４-５�Consulting,�Negotiating
　Week�６-７�Strategy,�Brainstorming�and�Creativity
　Week�８-９�Online�Business,�New�Business
　Week10-12�New�Business,�Project�Management
　Week�13-1４-Final�Presentations,�Questions�and�Answers

3. Registration Requirements
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�（TOEIC�７30）�
cannot�take�this�course.�Note�that�there�is�a�limit�to�the�number�of�
students�per�class.�To� register� for� this� class,� refer� to�Rishuno�
Tebiki.

4. Course Preparations
　Preparation�for�presentations�required.

5. Textbook (s)
　Market Leader Advanced,�3rd�edition,�Pearson.

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Class�participation�４0％ ,�Presentation�５0％�Homework�10％

9. Others
　Positive�participation�preferred.
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科目ナンバー：（BA）MAN291E

Fundamentals of Management A ISHIZUKA FUMIKI

Credits:�2 Year:�2
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　Course�Outline:
　The�Course�is�a�general�introduction�to�Management.�Using�an�English�
textbook�popular�in�undergraduate�business�programs�of�universities�in�
the� USA,� the� course� aims� at� understanding� the� basic� concepts� and�
approaches�in�Management,�such�as�the�business-mindset,�ownership�or�
issues�of� corporate�governance,�management� roles,�production,�and�
employee�motivation.
　Course� facilitator�（lecturer）� envisages� face� to� face�（in-person）�
interactions�for�delivering�this�course�as�much�as�possible.�Nevertheless,�
all� learning�partners�are�advised� to�check�regularly�with�Oh-o!�Meiji�
system�about�changes� that� the�university�will� introduce� to�delivering�
instructions�that�are�applicable�to�all�schools�and�graduate�schools�across�
the�university.
　The�course�is�offered�mainly�to�students�in�the�business�program�who�
successfully�completed�the�Introduction�to�Management�A/B�in�Japanese.�
Lectures�are�provided�in�English.�Team�presentations�held�by�participants�
and� following� group� discussions� concerning� the� topics� featured� in�
textbook�are�scheduled�in�each�lecture.�Team�presentations�（2５�minutes）�
and� group� discussions�（20� minutes）� would� be� held� 2� times� in� each�
lecture.�Students� from�other�programs/departments� than�the�business�
administration�faculty�are�recommended�to�finish�reading�Keieigaku�eno�
Tobira（『経営学への扉』）by�the�time�when�the�class�starts.
　Goals�of�the�Course:
　�1.��To�understand�the�basic�concepts�and�approaches�in�Management�in�

English.
　�2.��To�develop� the�basic�business�mindset� so�as� to� ready� for� future�

global�business�activity�through�interactions�between�participants.

2. Course Content
　1st�Week�Course�Introduction�&�Assignment�of�Presentation
　2nd�Week�Developing�a�Business�Mindset①
　3rd�Week�Developing�a�Business�Mindset②
　４th�Week�Economics,�Money�and�Banking
　５th�Week�The�Global�Marketplace
　６th�Week�Business�Ethics�and�Corporate�Social�Responsibility
　７th�Week�Forms�of�Ownership
　８th�Week�Entrepreneurship�and�Small-Business�Ownership
　９th�Week�Management�Roles,�Functions�and�Skills
　10th�Week�Organization�and�Teamwork
　11th�Week�Production�systems①
　12th�Week�Production�systems②
　13th�Week�Employee�Motivation①
　1４th�Week�Employee�Motivation②

3. Registration Requirements
　Minimum�TOEIC�score:�around�７30
　Students�who�wish�to�enroll�in�this�course�must�attend�the�first�class�on�
course�introduction/guidance.

4. Course Preparations
　All�the�participants�are�required�to�read�the�designated�part�of�textbook�
carefully� in� advance� and� prepare� for� presentations�（including�
presentation�contents�by�PowerPoint）�and�group�discussions.�Enrolled�
students� will� be� grouped� into� ４-５� students� and� prepare� for� group�
discussions�using�extra�time�in�between�classes.
　All�the�participants�would�play�a�role�of�presenters�every�two�or�three�
weeks�（according� to� the�number�of�enrolled�participants）.�Discussion�
agendas� in�each� lecture�are� to�be�elaborated�by�presenter-group� in�
advance.

5. Textbook (s)
　Courtland�L.�Bovee,� John�V.�Thill�（2020）�Business� in�Action,�Global�
Edition,�Pearson�Education�Limited;�９th�edition.

6. Reference Book (s)
　References�are�instructed,�if�necessary.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Commitment� and� contribution� to� the� class�（including� team�
presentations�and�interactions�in�the�following�group�discussions）�:�５0�%.
　Mini�Research�Paper:�５0�%.

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN291E

Fundamentals of Management B ISHIZUKA FUMIKI

Credits:�2 Year:�2
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　Course�Outline:
　The�Course�is�a�general�introduction�to�Management.�Using�an�English�
textbook�popular�in�undergraduate�business�programs�of�universities�in�
the� USA,� the� course� aims� at� understanding� the� basic� concepts� and�
approaches�in�Management,�such�as�the�Human�Resource�Management,�
Marketing,�Product�Management,�Customer�Communications,�Accounting�
and�Financial�Management.
　Course� facilitator�（lecturer）� envisages� face� to� face�（in-person）�
interactions�for�delivering�this�course�as�much�as�possible.�Nevertheless,�
all� learning�partners�are�advised� to�check�regularly�with�Oh-o!�Meiji�
system�about�changes� that� the�university�will� introduce� to�delivering�
instructions�that�are�applicable�to�all�schools�and�graduate�schools�across�
the�university.
　The�course�is�offered�mainly�to�students�in�the�business�program�who�
successfully�completed�the�General�Management（経営総論）in�Japanese�
during�the�spring�semester�of�the�freshman�year.�Lectures�are�provided�in�
English.� Team� presentations� held� by� participants� themselves� and�
following�group�discussions�concerning�the�topics�featured� in�textbook�
are�scheduled� in�each� lecture.�Team�presentations�（2５�minutes）�and�
group�discussions�（20�minutes）�would�be�held�2�times�in�each�lecture.
　Goals�of�the�Course:
　�1.��To�understand�the�basic�concepts�and�approaches�in�Management�in�

English.
　�2.��To�develop� the�basic�business�mindset� so�as� to� ready� for� future�

global�business�activity�through�interactions�between�participants.

2. Course Content
　1st�Week�Course�Introduction�&�Assignment�of�Presentation
　2nd�Week�Human�Resource�Management①
　3rd�Week�Human�Resource�Management②
　４th�Week�The�Art�and�Science�of�Marketing①
　５th�Week�The�Art�and�Science�of�Marketing②
　６th�Week�Product�Management�and�Pricing�Strategies①
　７th�Week�Product�Management�and�Pricing�Strategies②
　８th�Week�Customer�Communication�and�Product�Distribution①
　９th�Week�Customer�Communication�and�Product�Distribution②
　10th�Week�Financial�Information�and�Accounting�Concepts①
　11th�Week�Financial�Information�and�Accounting�Concepts②
　12th�Financial�Management�and�Financial�Markets①
　13th�Financial�Management�and�Financial�Markets②
　1４th�Business�law�in�the�USA

3. Registration Requirements
　Minimum�TOEIC�score:�around�７30
　Students�who�wish�to�enroll�in�this�course�must�attend�the�first�class�on�
course�introduction/guidance.

4. Course Preparations
　All�the�participants�are�required�to�read�the�designated�part�of�textbook�
carefully� in� advance� and� prepare� for� presentations�（including�
presentation�contents�by�PowerPoint）�and�group�discussions.�Enrolled�
students� will� be� grouped� into� ４-５� students� and� prepare� for� group�
discussions�using�extra�time�in�between�classes.
　All�the�participants�would�play�a�role�of�presenters�every�two�or�three�
weeks�（according� to� the�number�of�enrolled�participants）.�Discussion�
agendas� in�each� lecture�are� to�be�elaborated�by�presenter-group� in�
advance.

5. Textbook (s)
　Courtland�L.�Bovee,� John�V.�Thill�（2020）�Business� in�Action,�Global�
Edition,�Pearson�Education�Limited;�９th�edition.

6. Reference Book (s)
　References�are�instructed,�if�necessary.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Commitment� and� contribution� to� the� class�（including� group�
discussions）�:�５0�%.
　Mini�Research�Paper:�５0�%.

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN291E

Transcultural Business Communication A KANEKO ATSUKO

Credits:�2 Year:�2
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　Given�the�globalization�of�business�and�increasing�diversity�within�the�
workforce� of� many� industries� and� organizations,� more� and� more�
managers�and�professionals�are� required� to�work�effectively�across�
borders�and�cultures.　This�course�offers�opportunities�to�practice�skills�
as�well�as�a�broad�view�of�theories,�models,�and�ideas�on�global�strategic�
positioning,�cross-cultural�understanding,�and�management.
Course�objectives:
　1.��To� develop� an� understanding� of�how� to�work� with� people� from�

different�cultural�backgrounds.
　2.��To�develop�an�awareness�of�how�to� incorporate�ethical�principles,�

personal�and�organizational�values,�and�socially�responsible�practices�
in�global�management.

　3.�To�develop�collaborative,�cooperative,�and�open�study�skills.

2. Course Content
Week�1��Preparing� to� communicate� across� cultures;� Developing�

intercultural�skills:�Describing�culture��
Week�2�Developing�intercultural�skills:�Flexible�thinking�model��
Week�3��Managing� first� meetings:� Handling� first� meetings� with� new�

professional�contacts��
Week�４��Managing�first�meetings:�Building�relationships�with�a�range�of�

small�talk�styles��
Week�５�Communicating�effectively:�Communicating�messages�sensitively��
Week�６�Communicating�effectively:�Interacting�across�cultures��
Week�７�Student�presentation�（1）�
Week�８��Managing� international�meetings:�Outlining�a�decision-making�

process��
Week�９��Managing� international�meetings:�Managing�different� types�of�

communicators�
Week�10�Becoming�a�better�listener:�Clarifying�messages��
Week�11��Becoming�a�better� listener:�Analysing�why�we� listen� to�other�

people��
Week�12��Presenting� across� cultures:� Customizing� presentations� to�

different�international�audiences��
Week�13��Presenting�across�cultures:�Analyzing�the�dynamics�of�the�Q�&�A�

phase�of�a�presentation�
Week�1４�Student�presentations�（2）�

3. Registration Requirements
※「履修のための英語要件の基準点（以下のいずれか）」を満たさない場
合，本科目の履修はできません。
Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�for�this�course�（TOEIC�
７30,�TOEFL�ITP�５00,�TOEFL�iBT�６４,�or�IELTS�５.５）�cannot�take�this�course.

4. Course Preparations
　Students� are� expected� to� preview� the� book,� prepare� response� to�
questions�for�class�discussion.　Students�submit�activity�reports�based�on�
preview�and�class�discussion�every�week.　Quizzes�are�designed�to�help�
students�understand�the�concepts�introduced�in�the�book.

5. Textbook (s)
Bob� Dignen.�（2011）.� Communicating� Across� Cultures.� Cambridge�
University�Press�

6. Reference Book (s)
　H.�Deresky,�International�Management:�Managing�Across�Borders�and�
Cultures.�９th�edition,�Global�Edition.�Pearson.

7. How to provide Feedback to assignments
Provide�feedback�through�Oh-o!�Meiji�（LMS）�discussions�as�well�as� in-
class�discussions.

8. Assessment
　Final� Grade� Policy:� Project� presentations�（2）� ４0%;� Quizzes� 30� %;�
assignments�20�%;�class�participation�10%.
　If�more�than�three�（3）�classes�are�missed�within�a�1４-week�course,�then�
the�student�fails.�Three�（3）�late�=�One�（1）�absence�

9. Others
　Classroom�language�is�English.
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科目ナンバー：（BA）MAN291E

Strategic Business Communication A KANEKO ATSUKO

Credits:�2 Year:�2
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　Successful� leaders�are�highly�effective�communicators.　This�course�
develops�an�understanding�of� the� theory�of�human�communication�so�
that�a�student�can�apply� it� in� the�organizational�setting.　The�course�
content�will� include�principles�of�relationship-building�such�as�personal�
credibility,�emotional� intelligence�and�listening�and�their�application�to�
productive� business� communication.　It� involves� developing� and�
enhancing�your�competencies�in�collaborating�in�teams,�writing�effective�
business�messages,�developing� influential�messages,�and�speaking�and�
presenting�in�workplace�settings.
　Learning�Objectives:
　-�Understand�and�build�credibility�as�a�communicator
　-��Learn�and�apply�the�theory�and�principles�of� interpersonal�business�

communication
　-��Understand�and�describe�characteristics�of�cultural� intelligence,� its�

importance�for�global�business�leaders,�and�approaches�to�developing�it
　-�Develop�and�deliver�compelling�messages
　-��Develop�critical� thinking,�collaboration,�and�productivity� in�work�

relationships

2. Course Content
Week�1��Introduction;� Establishing� Credibility:� Competence,� Caring,�

Character�（Chapter�1）�
Week�2��Interpersonal� Communication� and� Emotional� Intelligence�

（Chapter�2）:�Miscommunication�and�Active�Listening�
Week�3��EQ�（Self-Awareness,�Self-Management,�Empathy,�Relationship�

Management）�and�Maintaining�Civility�
Week�４�Team�Communication�and�Difficult�Conversations�（Chapter�3）��
Week�５�Managing�Meetings:�Active�Listening�workshop��
Week�６��Student�presentations�（1）�EQ/Team�Communication�　（2.20/�

2.21/�2.23/�3.６/�3.７/�3.８/�3.９/�3.11）
Week�７��Global� Communication� and� Diversity:� Developing� Cultural�

Intelligence�（Chapter�４）�
Week�８�Intercultural�Communication�Workshop�（A）�
Week�９��Creating�Effective�Business�Messages�（Chapter�５）:�AIM�（Audience�

Analysis,�Information�Gathering,�Message�Development）�planning�
process�and�proposals�（５.13,�５.1４）

Week�10�Applying�positive�and�other-oriented�tones�
Week�11�Improving�Readability�with�Style�and�Design�（Chapter�６）�
Week�12��Email�and�other�Traditional�Tools�for�Business�Communication�

（Chapter�７）�
Week�13�Social�Media�for�Business�Communication�（Chapter�８）�
Week�1４�Student�presentations�（2）�

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件の基準点（以下のいずれか）」を満たさない
場合，本科目の履修はできません。
　Students�who�do�not�meet� the�English�requirement� for� this�course�

（TOEIC�７30,�TOEFL�ITP�５00,�TOEFLiBT�６４,�or�IELTS�５.５）�cannot�take�this�
course.

4. Course Preparations
　Students�are�expected�to�preview�the�book,�respond�to�questions�for�
discussion,�prepare�for�quizzes,�and�develop�reports.　Students�submit�
activity� reports� based� on� preview� and� class� discussion� every� week.　
Quizzes� are� designed� to� help� students� understand� the� concepts�
introduced�in�the�book.

5. Textbook (s)
　Peter�Cardon�（2020）.�Business�Communication:�Developing�Leaders�
for�a�Networked�World�４th�Edition�McGraw-Hill

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Provide�feedback�through�Oh-o!�Meiji�（LMS）�discussions�as�well�as� in-
class�discussions.

8. Assessment
Reports� and� presentations�（2）� 30%;� quizzes� 30%;� homework� 30%;�
contribution�to�class:�10%
Attendance:�If�students�miss�more�than�3�of�the�1４�classes,�they�will�not�
receive�credits.�3�late�arrivals�equal�1�absence.

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN291E

Strategic Business Communication B KANEKO ATSUKO

Credits:�2 Year:�2
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　Successful� leaders�are�highly�effective�communicators.　This�course�
develops�an�understanding�of�the�theory�of�business�communication�so�
that�a�student�can�apply� it� in� the�organizational� setting.　It� involves�
developing�and�enhancing�your�competencies� in�collaborating�in�teams,�
writing� effective� business� messages,� developing� influential� reports,�
choosing� appropriate� communication� channels,� and� speaking� and�
presenting�in�workplace�settings.
　Learning�Objectives:
　Understand�and�build�credibility�as�a�communicator
　Learn�and�apply�the�theory�and�principles�of�business�communication
　Develop�and�deliver�compelling�reports�and/or�presentations
　Develop� critical� thinking,� collaboration,� and� productivity� in� work�
relationships

2. Course Content
Week�1�Introduction;�Revisiting�Credibility�and�AIM�planning�process�
Week�2��Global�Communication�and�Diversity:�Intercultural�Communication�

Workshop�（B）�
Week�3�Routine�Business�Messages�（Chapter�９）�
Week�４�Persuasive�Messages�（Chapter�10）�
Week�５�Bad-News�Messages�（Chapter�11）�
Week�６�Student�presentations�（1）
Week�７��Research�and�Business�Proposals�（Chapter�12）�Creating�Simple�

Survey�Questions�
Week�８��Research�and�Business�Proposals�（Chapter�12）�Creating�Effective�

Charts�
Week�９��Research�and�Business�Proposals�（Chapter�12）�Conduct�Library�

Search�
Week�10�Completing�Business�Proposals�（Chapter�13）�
Week�11�Planning�a�presentation�（Chapter�1４）�
Week�12�Delivering�a�presentation�（Chapter�1５）�
Week�13�Employment�communication�（Chapter�1６）�
Week�1４�Student�presentations�（2）�

（1５.７�Better�Horizons�Credit�Union�Marketing�Initiative,�1５.８�Promoting�
Better�Horizons�Credit�Union,�1５.９�The�Hope�Walkathon,�1５.10�Changes�at�
Marble�Home�Makeovers）

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件の基準点（以下のいずれか）」を満たさない
場合，本科目の履修はできません。
　Students�who�do�not�meet� the�English�requirement� for� this�course�

（TOEIC�７30,�TOEFL�ITP�５00,�TOEFLiBT�６４,�or�IELTS�５.５）�cannot�take�this�
course.

4. Course Preparations
　Students�are�expected�to�preview�the�book,�respond�to�questions�for�
discussion,�prepare�for�quizzes,�and�develop�reports.　Students�submit�
activity�reports�based�on�preview�and�class�discussion�every�time�they�
attend.　Quizzes�are�designed�to�help�students�understand�the�concepts�
introduced�in�the�book.

5. Textbook (s)
　Peter�Cardon�（2020）.�Business�Communication:�Developing�Leaders�for�
a�Networked�World�４th�Edition�McGraw-Hill�ISBN�９７８-1-2６0-５７13５-６

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Provide�feedback�through�Oh-o!�Meiji�（LMS）�discussions�as�well�as� in-
class�discussions.

8. Assessment
Reports� and� presentations�（2）� 30%;� quizzes� 30%;� homework� 30%;�
contribution�to�class:�10%
Attendance:�If�students�miss�more�than�3�of�the�1４�classes,�they�will�not�
receive�credits.�3�late�arrivals�equal�1�absence.

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN291E

Strategic Business Communication A MIYATA RINAKO

Credits:�2 Year:�2
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　This�course�is�a�general�introduction�to�the�practice�of�Strategic�
Communication.� Strategic� Communication� is� the� systematic�
planning�and�realization�of�information�flow,�communication,�media�
development�and�image�care�in�order�to�achieve�a�strategic�goal.
　During� the� Spring� semester,� a� variety� of� topics� related� to�
business�will�be� introduced�to�understand�the�basic�methods�of�
how�organizations�and� individuals� communicate� to�a� targeted�
audience.�Moreover,�principles�of� interpersonal�communication�
such�as�strategies� for�presentations,�meetings,�negotiations�and�
conversations�will�be�introduced.

2. Course Content
　Week1.�Introduction
　Week2.��What�is�Strategic�Communication�and�why�is�it�important?�

The�Nature�of�Communication
　Week3.�Communicating�in�and�beyond�Organizations
　Week４.�Communication�in�a�Diverse�Society
　Week５.�Cultural�Differences�in�International�Business
　Week６.�Cultural�Awareness
　Week７.�Strategic�Case
　Week８.�Listening�strategies
　Week９.��Verbal�and�Non-verbal�Messages,�Interpersonal�Strategies
　Week10.�Managing�conflict
　Week11.�Strategic�Case
　Week12.�Communicating�in�Teams
　Week13.�Practice,�Review
　Week1４.�a:�Review　b:�Final�Exam.

3. Registration Requirements
　Students�need�to�meet�the�English�requirement�（TOEIC�７30�）�for�
this�course.
　履修のための英語要件の基準点を満たさない場合，本科目の履修
はできません。

4. Course Preparations
　Positive�attitude�and�preparation�for�discussions�are�required.

5. Textbook (s)
　Communicating�at�Work,�12th�edition�,�McGraw�Hill

6. Reference Book (s)
　To�be�introduced�in�class.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Class�Participation�30�%
　Homework,�Papers,�30%
　Final�Exam�４0%

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN291E

Strategic Business Communication B MIYATA RINAKO

Credits:�2 Year:�2
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　This�course�is�a�general�introduction�to�the�practice�of�Strategic�
Communication.� Strategic� Communication� is� the� systematic�
planning�and� realization�of� information� flow,� communication,�
media�development,�and�image�care�to�achieve�a�strategic�goal.
　During� the� Fall� semester,� topics� related� to� business� will� be�
introduced�to�understand�the�basic�methods�of�how�organizations�
and�individuals�communicate�with�a�targeted�audience.�Moreover,�
students�will�practice�strategic�communication�skills.

2. Course Content
　Week1�Introduction,�Review�of�Spring�Semester
　Week2�Communicating�in�Teams
　Week3�Effective�Meetings
　Week3�Virtual�Meetings
　Week４�Conducting�Meetings
　Week５�Case
　Week６�Case
　Week７�Strategic�Presentations
　Week８�Types�of�Presentations
　Week９�Functions�of�the�Introduction,�Functions�of�the�Conclusion
　Week10�Informative�Presentations
　Week11�Persuasive�Presentations
　Week12�Research,�Review
　Week13�Presentations
　Week1４�Presentations

3. Registration Requirements
　Students�need�to�meet�the�English�requirement�（TOEIC�７30�）�for�
this�course.
　履修のための英語要件の基準点を満たさない場合，本科目の履修
はできません。

4. Course Preparations
　Preparation�for�discussions�and�presentations�are�required.

5. Textbook (s)
　Communicating�at�Work,�12th�edition.�McGraw-_Hill.

6. Reference Book (s)
　To�be�announced�in�class.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Participation�30%
　Homework,�Papers�30%
　Final�Presentation�４0%

9. Others
　Positive�attitude�preferred.
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科目ナンバー：（BA）MAN291E

Strategic Business Communication A LINDSKOOG, ALLEN

Credits:�2 Year:�2
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　This� course� is� a� general� introduct ion� to� the� pract ice� of� Strategic�
Communication.� Strategic� Communication� is� the� systematic� planning� and�
realization�of� information�flow,�communication,�media�development�and�image�
care�in�order�to�achieve�a�strategic�goal.
　During�the�Spring�semester,�you�will�be�introduced�to�a�variety�of�topics�related�
to�business.�Students�will�understand�the�basic�methods�of�how�organizations�
communicate�to�a�targeted�audience�in�order�to�change/strengthen�attitudes�and�
behaviors.
　Students�will�also�be�exposed�to�the�principles�of�interpersonal�communication,�
such�as�how�to�persuade/convince�the�target�through�presentations,�meetings,�
negotiations�and�day-to-day�conversations�from�topics�chosen�that�are�related�to�
business�or�industries.
　This�will�be�achieved�in�a�workshop-like�environment�in�which�you�will�create�
your�own�companies�from�start�to�finish.

2. Course Content
　Week�1�:�Introduction
　Week�2�:�What�is�strategic�communication�（and�why�is�it�important）?
　Week�3�:�Companies:�Facts,�How�to�do�group�presentations.
　Week�４�:�Choosing�a�company.�Research
　Week�５�:�Contacts:�Group�presentations�begin
　Week�６�:��Products�and�Services:�Describing�a�company’s�products�and�services.�

Group�presentations�continue
　Week�７�:��Welcoming� visitors:� Company� structures.� Group� presentations�

continue
　Week�８�:�Customer�service:�Dealing�with�customers.
　Week�９�:�Employment:�Employment�procedures,�job�interview.
　Week�10�:�Presentation�production:�How�to�present�（Style�and�content）
　Week�11�:��Travel:� Asking� for� directions,� making� reservations.� Individual�

presentations�begin
　Week�12�:��Orders: � Order� processes, � payments� and� terms.� Individual�

presentations�continue
　Week�13�:�Individual�presentations�finish.�Final�exam�review�and�preparation.
　Week�1４�:�Final�exam.Semester�review�and�Reflections�（What�did�we�learn?）

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件の基準点（以下のいずれか）」を満たさない場合，本
科目の履修はできません。
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�for�this�course�（TOEIC�７30,�
TOEFL�ITP�５00,�TOEFLiBT�６４,�or�IELTS�５.５）�cannot�take�this�course.

4. Course Preparations
　For�this�course�you�will�need:
　1.�Be�ready�to�participate�in�pair�and�group�discussions.
　2.�Enthusiasm:�take�advantage�of�this�chance�to�learn�new�skills�and�ideas.
　3.�Communication:�share�your�ideas,�questions,�and�opinions�with�the�class.
　４.��Preparation:�before�each�class�you�need�to�read�and�critically� think�about�

issues�related�to�business.

5. Textbook (s)
　Communicating�at�Work�-�Business�Communication:�Developing�Leaders�for�a�
Networked�World,�3rd�edition�/�McGraw�Hill�Peter�Cardon�/�McGraw-Hill�/

6. Reference Book (s)
　Other�references�and�resources�will�be�provided�as�hand-outs�during�class�
along�with�access�to�our�blog�site�which�we�will�be�using�weekly.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
・In-class�participation　2５%
・（2）�presentations�-�５0%
・homework　2５%

9. Others
　I�will�work�hard�to�make�this�course�as�valuable�as�possible�for�you�now�and�for�
your�future.�Classroom�learning�is
　You�will�need�to�work�hard�and�participate�in�class�and�with�your�classmates.
　What�do�you�need�to�do�to�be�successful� in�this�course�and�prepare�for�your�
future?
・Attend�all�the�classes�and�arrive�on�time.
・Prepare�outside�of�class�each�week�1�-�2�hours.
・Participate�actively�in�class�each�week.
・Help�each�other�in�class.
・Complete�all�assignments�on�time.
・Prepare�and�do�both�group�and�individual�presentations
If�you�need�to�contact�me�at�anytime�please�send�me�（Allen�Lindskoog）�an�e-mail�
in�English�-�skoog５６00@gmail.com�and�put�"Meiji�Strategic�Communication"�in�the�
subject�header.�And�also�please�make�sure�you�put�your�first�and�last�name�in�
English�in�the�e-mail�message�as�well.
A�website�link�for�our�class�blog�site�will�be�given�out�the�first�day�of�class.

科目ナンバー：（BA）MAN291E

Strategic Business Communication B LINDSKOOG, ALLEN

Credits:�2 Year:�2
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
　This�course� is�a�general� introduction�and�continuation�on� the�practice�of�
Strategic�Communication.　Strategic�Communication�is�the�systematic�planning�
and�realization�of� information� flow,�communication,�media�development�and�
image�care�in�order�to�achieve�a�strategic�goal.
　During�the�Fall�semester,�you�will�be�introduced�to�a�variety�of�topics�related�to�
business.� Students�will�understand� the�basic�methods�of�how�organizations�
communicate�to�a�targeted�audience�in�order�to�change/strengthen�attitudes�and�
behaviors.� Students� will� also� be� exposed� to� the� principles� of� interpersonal�
communication,� such� as� how� to� persuade/convince� the� target� through�
presentations,�meetings,�negotiations�and�day-to-day�conversations�from�topics�
chosen�that�are�related�to�business�or�industries.
　This�will�be�achieved� in�a�workshop-like�environment�where�you�will� form�
groups,�decide�upon�a�company�idea�and�create�the�company�from�start�to�finish�
and�presenting�it�to�your�classmates.

2. Course Content
　Week�1�:�Personal�objectives�and�2nd�semester�introductions
　Week�2�:�Selling:�Advertising,�discussions�and�meetings
　Week�3�:��Facilitating�a�meeting:�Agenda,� leading�Q�and�A.�（Make�groups� for�

meetings）
　Week�４�:��Facilitating� a� meeting� continued:� What� makes� for� an� interesting�

meeting?�Plan�your�group�meeting.
　Week�５�:�Environment:�Corporate�responsibility
　Week�６�:�Entertaining:�Hospitality,�invitations�and�offers.�First�group�meeting.
　Week�７�:�Performance:�Talking�about�performance.�Group�meetings�continue.
　Week�８�:��Performance�continues:�Fine�tuning�your�individual�presentations�with�

style.�Group�meetings�continue.
　Week�９�:��Time:�Managing�your�time.�Group�meetings�continue�and�individual�

presentations�begin.
　Week�10�:��Training:�Personal�development�and�training.�Final�group�meetings.�

Individual�presentations�continue.
　Week�11�:��Training:� Personal� development� and� training� continued.� Giving�

advice,�and�feedback.�Individual�presentations�continue.
　Week�12�:��Email�writing:�How�to�write�a�formal�email,�introduction�and�practice.�

Individual�presentations�continue.
　Week�13�:�Individual�presentations.
　Week�1４�:�Semester�review�and�exam.
　Semester�review�and�Reflections�（What�did�we�learn?）

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件の基準点（以下のいずれか）」を満たさない場合，本
科目の履修はできません。
　Students�who�do�not�meet�the�English�requirement�for�this�course�（TOEIC�７30,�
TOEFL�ITP�５00,�TOEFLiBT�６４,�or�IELTS�５.５）�cannot�take�this�course.

4. Course Preparations
　For�this�course�you�will�need:
　1.�Be�ready�to�participate�in�pair�and�group�discussions.
　2.�Enthusiasm:�take�advantage�of�this�chance�to�learn�new�skills�and�ideas.
　3.�Communication:�share�your�ideas,�questions,�and�opinions�with�the�class.
　４.��Preparation:�before�each�class�you�need�to�read�and�critically� think�about�

issues�related�to�business.

5. Textbook (s)
　Communicating�at�Work�-�Business�Communication:�Developing�Leaders�for�a�
Networked�World,�3rd�edition�/�McGraw�Hill�Peter�Cardon�/�McGraw-Hill�/

6. Reference Book (s)
　Other�references�and�resources�will�be�provided�as�hand-outs�during�class�and�
access�to�our�blog�site�which�will�be�used�weekly�throughout�the�semester.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
・In-class�participation　2５%
・（2）�presentations�-�５0%
・homework　2５%

9. Others
　You�will�need�to�work�hard�and�participate�in�class�and�with�your�classmates.
　What�do�you�need�to�do�to�be�successful� in�this�course�and�prepare�for�your�
future?
・Attend�all�the�classes�and�arrive�on�time.
・Prepare�outside�of�class�each�week�1�-�2�hours.
・Participate�actively�in�class�each�week.
・Help�each�other�use�English�in�class.
・Complete�all�assignments�on�time.
・Prepare�and�do�both�group�and�individual�presentations
If�you�need�to�contact�me�at�anytime�please�send�me�（Allen�Lindskoog）�an�e-mail�
in�English�-�skoog５６00@gmail.com�and�put�"Business�Presentation"�in�the�subject�
header.�And�also�please�make�sure�you�put�your�first�and�last�name�in�English�in�
the�e-mail�message�as�well.
A�website�link�for�our�class�blog�site�will�be�given�out�the�first�day�of�class.
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科目ナンバー：（BA）ECN221J

経 済 原 論 Ａ 今 井　 拓

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業概要〉
　K.Marx,1８６７,Das�Kapital（資本論）は，初めて，資本主義経済における資本家に
よる利潤獲得のしくみを解明し，資本主義社会の構造を明らかにした著作です。
この授業では，マルクスの経済分析の方法と基本的な内容を解説します。また，
現代の銀行資本の新しい役割や不動産資本の利潤獲得の方法など，マルクスの経
済理論に基づく研究のその後の重要な成果についても紹介します。最後に，これ
らの研究の成果を用いて，バブル経済の崩壊以降，今日のコロナ禍に至るまでの
日本経済の流れを説明します。

〈到達目標〉
　本講の到達目標は，資本主義の基本的なしくみや社会の構造を理解し，資本家
の利潤追求の基本的な戦略とそれが引き起こす矛盾について説明できるようにな
ること。また，産業資本，商業資本，銀行資本，不動産資本など異なる資本の役
割や機能について理解し，バブル経済期以降の日本経済の動向と現状の基本点に
ついて説明できるようになることです。

２．授業内容
　第 1 講　�aのみ：イントロダクション　経済学の ４ つの学派（ミクロ経済学・マ

クロ経済学・マルクス経済学・制度学派）と本講の立場
　第 2 講　�商品とは何か：商品の使用価値と価値，価格――外国貿易の功罪にも

触れて――
　第 3 講　�労働力商品とその基幹的矛盾――資本主義における労働者階級の状態

――
　第 ４ 講　�資本とは何か――企業の利益追求の方法について考える，長時間労働

や短時間労働・低賃金労働は何故生ずるのか？――
　第 ５ 講　�資本主義経済の発展（資本構成の高度化）と利潤率の低下―—近代と

現代の不況発生メカニズムの違いを理解する――
　第 ６ 講　a:�資本の単純再生産と拡大再生産，b:�資本の本源的蓄積
　第 ７ 講　�a:�斎藤幸平　『人新世の「資本論」』　へのコメント�b:�前半のまとめの

小テスト
　第 ８ 講　産業資本と商業資本
　第 ９ 講　銀行資本と証券資本
　第10講　土地商品と不動産資本
　第11講　�a:�貨幣制度の兌換制から不換制への転換　b:�バブル経済とその崩壊―

―日本経済の構造転換――
　第12講　�a:�ミニバブルの発生と崩壊，リーマンショックの波及��b:�不動産証券化

のしくみと機能を中心に――
　第13講　a:�アベノミクス期の日本経済――アベノミクスの狙いと効果――
　第1４講　�a:日本経済の現状と展望――コロナ禍による不況と対策，改革課題――　

ｂ：　まとめ

３．履修上の注意
　Power�Point�資料を用い，講義形式で行います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　復習として，各回の講義内容をまとめるとともに，講義のテーマについて各自
考察してみること

５．教科書
　いわゆる教科書は使用しない。毎回，レジュメと資料をクラスウエッブ上に掲
載するので，各自ダウンロード，印刷の上，持参してください。

６．参考書
　谷田庄三・野田正雄・久留間健編（1９９2）『現代金融の制度と理論』大月書店
　カール・マルクス（1９９７）『資本論』新日本出版社
　久留間健（1９９９）『貨幣・信用論と現代――不換制の理論――』大月書店
　久留間健（2003）『資本主義は存続できるか―成長至上主義の破綻』大月書店
　区画整理・再開発対策全国連絡会議（200８）『都市再生―熱狂から暗転へ―』自
治体研究社
　今井　拓（200８）「大手ディベロッパーの蓄積戦略の変化とJ-REIT」『政経研究』
第９1号
　今井　拓（200９）「大手ディベロッパーの蓄積戦略とその破たん」『経済』第1６3
号
　小西一雄（201４）『資本主義の成熟と転換』桜井書店
　田上孝一（201８）『マルクス哲学入門』社会評論社
　小西一雄（2020）『資本主義の成熟と終焉』桜井書店

７．課題に対するフィードバックの方法
授業後，期限内にリアクションペーパーを提出して下さい。担当者のコメントを
付し，受講生全体に共有します。

８．成績評価の方法
　期末試験７0点と小テスト30点を総合して評価する

９．その他
　本講では主流派経済学とは異なるマルクス経済学の特徴や優位性を重視して説
明をします。受講生はミクロ経済学など他の講義の内容と対比しつつ，資本制社
会についての理解を深めていってください。

科目ナンバー：（BA）ECN221J

経 済 原 論 Ｂ 今 井　 拓

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈講義の概要〉
　近代資本主義は，労資の階級対立の激化と貧富の差の拡大，大不況と世界大戦
により終焉に向かい，第2次大戦後，大きく変貌した現代資本制社会が成立しまし
た。この授業では，マルクスの経済理論をベースに，現代資本制社会の新しい特
徴と課題について説明し，検討していきます。第 1 に，福祉国家の役割と機能，
それによる資本主義の現代化について説明します。第 2 に，モノ生産とは異なる
サービス供給の性質について解明し，経済のサービス化によって資本主義がどの
ように変化したのか説明します。第 3 に，広告宣伝や研究開発の機能や役割を軸
に，情報・知識・文化の商品化や資本の利潤追求において果たしている役割を検
討します。最後に，グローバリゼーションとグローバルキャピタリズムについて
取り上げ，今日の資本制社会が直面している危機，それに基づく動向，改革の課
題について考察します。
到達目標
　本講の到達目標は，福祉国家の役割を軸に，現代の資本制社会の特徴について
理解し，説明できるようになること。また，サービス化，情報化・知識化による
資本主義の変化について考察し，グローバリゼーションの下における資本制社会
の動向と課題の基本点について説明できるようになることです。

２．授業内容
　第 1 講　�aのみ：イントロダクション　資本構成の高度化による利潤率の低下と

福祉国家の成立
　第 2 講　�福祉資本主義の ４ つの世界――Esping-Andersenの福祉資本主義論とそ

の発展――
　第 3 講　�労働力商品の現代的変質――賃金の労働力商品の価値からの乖離と剰

余価値の新しい概念――
　第 ４ 講　サービス労働論争――サービス労働は価値を生むか――
　第 ５ 講　サービス商品の価値論的特徴とサービス産業資本の利潤追求
　第 ６ 講　サービス経済の 3 部門の発展と資本主義経済の変容
　第 ７ 講　�a:�資本主義経済の長期推移――サービス化の条件――　ｂ：前半のま

とのめの小テスト
　第 ８ 講　情報・知識・文化商品の価値論的特徴
　第 ９ 講　�情報・知識・文化資本の範疇――広告宣伝，ブランド化戦略と研究開

発活動を中心に――
　第10講　�データ資本主義・プラットフォームキャピタリズムと知的独占・知的

所有権
　第11講　�グローバリゼーションとグローバルキャピタリズム論――新自由主義

の本質――
　第12講　a:�社会投資型福祉国家論　b:　ネグリ＝ハート『帝国』へのコメント
　第13講　�今日の資本主義の危機と動向――グローバリゼーションのふたつの道

の対抗――
　第1４講　�a:�日本資本主義の現状をどう考えるか，企業主義の変革へ向けて�b:�期

末試験

３．履修上の注意
　Power�Point�資料を用い，講義形式で行います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　復習として各回の講義内容について，A４版 1 枚程度で論述をまとめて下さい。

５．教科書
　いわゆる教科書は使用しません。レジュメ・資料を毎回，クラスウエッブ上に
掲載するので，各自ダウンロード，印刷して持参してください。

６．参考書
　カール・マルクス（1９９７）『資本論』新日本出版社
　Gosta�Esping-Andersen,1９９0,Three�Worlds�of�Welfare�Capitalism,�PRINCETON�
UNIVERSITY�PRESS
　Georg�Menz,200５,Varieties�of�Capitalism�and�Europeanization,�OXFORD
　Nathalie�Morel�et�al.,�ed..�2012,�Towards�a�Social� Investment�Welfare�State?�
POLITY�PRESS
　Pablo� Beramendi� et� al.,� ed.,� 201５,� The� Politics� of� Advanced� Capitalism,�
CAMBRIGE�UNIVERSITY�PRESS
　Kathleen�Thelen,　201６,Varieties�of�Liberalization�and�the�New�Politics�of�Social�
Solidarity,�CAMBRIGE�UNIVERSITY�PRESS
　今井　拓（200７）「サービス商品の概念とサービス産業資本の範疇の規定の為に」

『立教経済学研究』第６1巻 2 号
　今井　拓（200８）「サービス商品の価値論的特徴について」『経済理論』第４５巻
3 号
　今井　拓（2013）「医療・福祉の民営化・市場化の研究―-社会ファンドの縮減
による看護労働・介護労働の変質――」高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究
科　博士号論文
　今井　拓（201８）「労働力商品の価値論的分析―労働力価値の析出と剰余価値の
新しい概念―」『政経研究』第111号

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の授業後，一定期間内にリアクションペーパーを提出します。リアクション
ペーパーは，質問に対して応答する等，担当者のコメントを付し，受講生全体に
共有します。

８．成績評価の方法
　期末試験７0点と小テスト30点を総合して評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ECN316J

ビジネス・エコノミックスＡ〔Ｍ〕 三 上 真 寛

2 単位 3 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業は，営利・非営利を問わず経営実践に携わることになる経営学
部生を対象として，現実の経済動向の理解や経営意思決定に資する経済学
の知識を提供する。
　Ａは「ミクロ編」であり，ミクロ経済学の知識を応用して，現実の市場
の構造と経済主体の行動を理解することを目標とする。授業では，市場の
全体像を捉えるための理論的枠組みを確認した上で，市場構造と消費者・
企業の行動様式をさまざまなグラフによって可視化しながら学んでいく。

〈到達目標〉
　（1）　�ミクロ経済行動の把握のために必要な，ミクロ経済学の概念と理

論を正確に理解する。
　（2）　�ミクロ経済学のモデルに基づいて，市場の構造および消費者・企

業の行動様式を理解する。
　（3）　�消費者や企業について顕示されている情報を用いて，自らの力で

ミクロ経済行動を説明できるようになる。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 2 回　市場のモデル化　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 3 回　�需要と消費者行動（1）： 1 財モデル　〔メディア授業（オンデ

マンド型）〕
　第 ４ 回　�需要と消費者行動（2）： 2 財モデル　〔メディア授業（オンデ

マンド型）〕
　第 ５ 回　�供給と企業行動（1）： 1 財モデル　〔メディア授業（オンデマ

ンド型）〕
　第 ６ 回　�供給と企業行動（2）： 1 財 2 要素モデル　〔メディア授業（オ

ンデマンド型）〕
　第 ７ 回　中間まとめ　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ８ 回　参入と退出　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回　独占と独占的競争　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第10回　寡占（数量競争）　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第11回　寡占（価格競争）　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回　価格戦略　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第13回　製品戦略　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第1４回　まとめ　〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この講義はメディア授業科目として開講され，授業はすべて，授業動画
をOh-o!Meijiシステムを通じて配信するオンデマンド型で行う。授業動画
は授業実施日（火曜日とする）の前日までに公開し，当該学期中の視聴を
可能とする。なお，授業動画についてウェブ上での課題提出を求め，受講
および理解度の確認を行う。また，クラスウェブを活用して履修者からの
質問や意見を共有し，意見交換を促す。教員への質問・相談窓口のリンク
をクラスウェブに掲載する。
　本科目の内容はミクロ経済学の応用であるため，学部必修科目「近代経
済学Ａ」の修得を前提とするが，必要な基礎知識についても適宜確認しな
がら進行する。
　消費者や企業の行動様式を経済学の観点から理解したい者，ミクロ経済
学の体系的な理解を深めたい者に履修を推奨する。科目の性質上，日本企
業の個別具体的な事例の詳細に踏み込むものではないので注意されたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習としてOh-o!Meijiシステム上の課題に取り組み，授業後は教科書や
講義資料を十分に復習して次の授業に臨むこと。経済学は体系性が要の学
問であるので，修得するには知識や思考の積み上げが不可欠である。

５．教科書
　『市場競争のためのビジネス・エコノミクス』三上真寛著（学文社），
2022年。

６．参考書
　『ミクロ経済学：基礎へのアプローチ』三上真寛著（学文社），2020年。
　その他，「ミクロ経済学」，「ビジネス・エコノミクス」，「経営経済学」，

「産業組織論」に関する文献を渉猟するとよい。

７．課題に対するフィードバックの方法
　クラスウェブを活用して，適宜，ウェブ上の課題に関するフィードバッ
クを行う。

８．成績評価の方法
　毎回のウェブ上の課題（20％），期末のオンライン試験（８0％）により
評価する。
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　履修予定者はOh-o!Meijiシステムの「授業検索」から本科目を検索の上，

「仮参加」登録をして，課題等を確認すること。
　三上演習の学生はこの授業科目を履修することを特に推奨する。

科目ナンバー：（BA）ECN316J

ビジネス・エコノミックスＢ〔Ｍ〕 三 上 真 寛

2 単位 3 年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業は，営利・非営利を問わず経営実践に携わることになる経営学
部生を対象として，現実の経済動向の理解や経営意思決定に資する経済学
の知識を提供する。
　Ｂは「マクロ編」であり，マクロ経済学の知識を応用して，現実の日本
経済の動向を理解することを目標とする。授業では，マクロ経済の全体像
を捉えるための理論的枠組みを確認した上で，日本経済の諸側面をさまざ
まな経済指標によって可視化しながら学んでいく。

〈到達目標〉
　（1）　�マクロ経済状況の把握のために必要な，マクロ経済学の概念と理

論を正確に理解する。
　（2）　�マクロ経済学のモデルに基づいて，現在の日本のマクロ経済状況

およびマクロ経済政策を理解する。
　（3）　�政府等が提供している経済統計を用いて，自らの力でマクロ経済

状況を説明できるようになる。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 2 回　経済活動の測定　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 3 回　景気循環と景気動向　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ４ 回　消費と貯蓄の動向　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ５ 回　生産と投資の動向　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ６ 回　労働と雇用の動向　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ７ 回　中間まとめ　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ８ 回　日本政府と財政政策の行方　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回　日本銀行と金融政策の行方　〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第10回　�インフレ・デフレと物価の動向　〔メディア授業（オンデマン

ド型）〕
　第11回　�バブル経済と資産価格の動向　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第12回　�国際収支と為替相場の動向　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第13回　�経済成長と成長戦略の行方　〔メディア授業（オンデマンド

型）〕
　第1４回　まとめ　〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　この講義はメディア授業科目として開講され，授業はすべて，授業動画
をOh-o!Meijiシステムを通じて配信するオンデマンド型で行う。授業動画
は授業実施日（火曜日とする）の前日までに公開し，当該学期中の視聴を
可能とする。なお，授業動画についてウェブ上での課題提出を求め，受講
および理解度の確認を行う。また，クラスウェブを活用して履修者からの
質問や意見を共有し，意見交換を促す。教員への質問・相談窓口のリンク
をクラスウェブに掲載する。
　本科目の内容はマクロ経済学の応用であるため，学部必修科目「近代経
済学Ｂ」の修得を前提とするが，必要な基礎知識についても適宜確認しな
がら進行する。
　日本経済の最新の状況について知る術を身につけたい者，マクロ経済学
の体系的な理解を深めたい者に履修を推奨する。科目の性質上，日本経済
の個別具体的な事象の詳細に踏み込むものではないので注意されたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習としてOh-o!Meijiシステム上の課題に取り組み，授業後は教科書や
講義資料を十分に復習して次の授業に臨むこと。経済学は体系性が要の学
問であるので，修得するには知識や思考の積み上げが不可欠である。

５．教科書
　『景気把握のためのビジネス・エコノミクス』三上真寛著（学文社），
2022年。

６．参考書
　『マクロ経済学：基礎へのアプローチ』三上真寛著（学文社），2020年。
　その他，「マクロ経済学」，「日本経済論」，「経済政策論」，「経済指標」
に関する文献を渉猟するとよい。

７．課題に対するフィードバックの方法
　クラスウェブを活用して，適宜，ウェブ上の課題に関するフィードバッ
クを行う。

８．成績評価の方法
　毎回のウェブ上の課題（20％），期末のオンライン試験（８0％）により
評価する。
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　履修予定者はOh-o!Meijiシステムの「授業検索」から本科目を検索の上，

「仮参加」登録をして，課題等を確認すること。
　三上演習の学生はこの授業科目を履修することを特に推奨する。
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科目ナンバー：（BA）ECN291E

Japanese Economy NAGANO HIROSHI

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
�〈Outline〉
�This�course�is�aimed�at�providing�opportunities�to�understand�the�characteristics�
of� Japanese�economy�both� in� the�short-�and� long-run.�Based�on�publications�
issued�by�public�organizations,�a�variety�of�topics�will�be�discussed.�Also,�it�will�be�
hypothesized�where�Japanese�economy�goes�from�here.
Historically,�Japan�has�experienced�various�changes�to�affect�the�maturity�of� its�
socio-economic�system�such�as�Rapid�Economic�Growth,�Bubble�Economy,�Lost�
Decades,�and�so�on.�Such�changes�would�reveal�relevant�factors�to�create�the�real�
world�both�on�demand�and�supply�sides.
Recently,� new� industries� have� emerged� to� revitalize� Japanese� economy;�
particularly,� the�development�of� Information�and�Communication�Technology�
would�open�up�a�new�frontier�of�the�economy�such�as�"Digital�Economy".�ICT�also�
guided� existing� industries� into� a� new� direction� with� structural� changes� to�
overcome�inefficiencies.
Learning�from�the�history�of�socio-economic�system�in�Japan,�and�taking� into�
account�of�newly�emerged�factors,� this�course�will�be�approaching�toward�the�
future�of�Japanese�economy�from�different�perspectives.

〈Objectives〉
There�are�three�objectives�being�accomplished�in�this�course,�as�below:

（1）�Understanding�the�framework�of�Japanese�economy,
（2）�Finding�the�factual�causation�behind�actual�economic�events,�and
（3）�Hypothesizing�the�future�of�Japanese�economy.

2. Course Content
　（1）�A�Gentle�Course�Introduction:�Current�Situation�of�Japanese�Economy
　（2）�Overview�I:�Macroeconomic�Profile
　（3）�Overview�II:�Historical�Economic�Phenomenon
　（４）�Wrap-up�I
　（５）�Macroeconomic�Profile�I:�Demand�Side
　（６）�Macroeconomic�Profile�II:�Supply�Side
　（７）�Wrap-up�II
　（８）��Historical�Economic�Phenomenon�A:�Rapid�Economic�Growth�（1９５0s� -�

1９７0s）
　（９）�Historical�Economic�Phenomenon�B:�Bubble�Economy�（1９８0s�-�1９９0s）
　（10）�Historical�Economic�Phenomenon�C:�Lost�Decades�（1９９0s�-�Today）
　（11）�Wrap-up�III
　（12）��Outlook� I:� Industrial� Change� by� Information� and� Communication�

Technology
　（13）�Outlook�II:�Emergence�of�New�Industry
　（1４）�Wrap-up�IV

3. Registration Requirements
　The�TOEIC�level�necessary�for�registering�for�this�course�is�around�６00.

4. Course Preparations
Check�the�scope�of�the�next�class�and�list�up�discussion� issues.�Look�back�and�
summarize� important�topics� in�previous�class�sessions,� in�order�to�prepare�for�
assigned�essays.
Students�will�need�to�actively�brush�up�English�capability�for�reading,�speaking,�
and�writing�about�Japanese�economy�and�other�related�topics.
Students�will�prepare�a�short�essay�named�"TIDBIT"�for�each�of�the�class�sessions.�
TIDBITS�are�quite�helpful�references� for� the�assigned�essays� to�complete� the�
course.�Therefore,�it�is�highly�recommended�to�write�even�a�few�sentences�every�
single�day� to�get�prepared� for�TIDBIT.�When�a�student� feels�confident�about�
writing�TIDBIT,�he/she�will�consequently�be�able�to�start�working�for�midterm�and�
final�essays.
Students�will�have�to�give�a�presentation�about�TIDBITS�and�essays.

5. Textbook (s)
None�specified.

6. Reference Book (s)
Reading�materials�such�as�white�papers,�research�papers,�statistical�databooks,�
and�others,�will�be�read,� in�accordance�with�the�discussion�in�each�of�the�class�
sessions.

7. How to provide Feedback to assignments
Basically,�general�comments�on�reaction�papers�will�be�published�weekly�on�Oh-o!�
Meiji�system.

8. Assessment
Contribution� to� the�Class�（10%）�;�Assignments�（20%）�;�Midterm�Essay�（30%）�;�
Final�Essay�（４0%）

9. Others
Plagiarism�will�never�be�accepted�in�any�cases.
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科目ナンバー：（BA）ECN281J

経 済 史 Ａ 新 川 徳 彦

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代の資本主義社会はどのように形成されてきたのでしょうか。
世界経済は商業や流通を通じてどのように結びついてきたのでしょ
うか。なぜ世界には豊かな国と貧しい国があるのでしょうか。この
講義では，現代経済の仕組みがどのように作り上げられてきたの
か，またその原形はどのようなものであったのかについて，1５世紀
から現代までの欧米の経済発展を手掛かりとして考えます。
　現代社会が抱える諸問題を，歴史的な視点から考えることが出来
るようになることが到達目標です。
　経済史Aでは，主にイギリス産業革命と先進工業国の歴史的展開
を扱います。

２．授業内容
　第 1 回：�イントロダクション―なぜ豊かな国と貧しい国があるの

か
　第 2 回：大いなる分岐―豊かな国と貧しい国のルーツを辿る
　第 3 回：西洋の勃興―最初のグローバル化
　第 ４ 回：ヨーロッパの海外進出
　第 ５ 回：産業革命―なぜイギリスで始まったのか
　第 ６ 回：イキリス綿業
　第 ７ 回：ヨーロッパにおける陶磁器
　第 ８ 回：蒸気機関と鉄道
　第 ９ 回：インフラストラクチャーの革新がもたらしたもの
　第10回：工業化の標準モテル
　第11回：イギリスと砂糖
　第12回：インドの工業化の挫折
　第13回：南北アメリカの格差―北米の植民地経済
　第1４回：�南北アメリカの格差―ラテンアメリカの植民地経済／ま

とめ

３．履修上の注意
　経済史Bを継続して受講することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義内容を振り返り，不明な用語，事項は講義で指示する参考書
や歴史用語辞典等で確認しておくこと。

５．教科書
　指定しない。レジメを配布する。

６．参考書
　ロバート・C・アレン『なぜ豊かな国と貧しい国が生まれたのか』
NTT出版，2012年。
　ロバート・C・アレン『世界史の中の産業革命』名古屋大学出版
会，201７年。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義に関する質問と回答は次の回の授業で共有する。

８．成績評価の方法
　小レポート：30％。
　期末試験：７0％。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ECN281J

経 済 史 Ｂ 新 川 徳 彦

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代の資本主義社会はどのように形成されてきたのでしょうか。
世界経済は商業や流通を通じてどのように結びついてきたのでしょ
うか。なぜ世界には豊かな国と貧しい国があるのでしょうか。この
講義では，現代経済の仕組みがどのように作り上げられてきたの
か，またその原形はどのようなものであったのかについて，1５世紀
から現代までの欧米の経済発展を手掛かりとして考えます。
　現代社会が抱える諸問題を，歴史的な視点から考えることが出来
るようになることが到達目標です。
　経済史Bでは，主に後発工業国の歴史的展開を扱います。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション／アメリカ合衆国の独立
　第 2 回：ラテンアメリカの独立
　第 3 回：アフリカ―なぜ貧しいままなのか
　第 ４ 回：歴史的視点から見た現代の貧困
　第 ５ 回：茶の世界史
　第 ６ 回：後発国と標準モデル―帝政ロシア
　第 ７ 回：近代日本の経済発展（1）
　第 ８ 回：近代日本の経済発展（2）
　第 ９ 回：大量生産システムの発展
　第10回：後発国と標準モデル―ラテンアメリカ
　第11回：ビッグプッシュ型工業化―ソウィエトの経済発展
　第12回：戦後日本の経済発展（1）
　第13回：戦後日本の経済発展（2）
　第1４回：エピローグ／まとめ

３．履修上の注意
　経済史Aを受講していることが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義内容を振り返り，不明な用語，事項は講義で指示する参考書
や歴史用語辞典等で確認しておくこと。

５．教科書
　指定しない。レジメを配布する。

６．参考書
　ロバート・C・アレン『なぜ豊かな国と貧しい国が生まれたのか』
NTT出版，2012年。
　ロバート・C・アレン『世界史の中の産業革命』名古屋大学出版
会，201７年。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義に関する質問と回答は次の回の授業で共有する。

８．成績評価の方法
　小レポート：30％。
　期末試験：７0％。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ECN281J

日 本 経 済 史 Ａ 大 島 久 幸

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現代社会を取り巻く環境は不確実である。だからこそ変化に対す
る長期的視点からの因果関係に基づく分析が不可欠であるといえよ
う。日本経済史Aでは，近代日本の経済の展開について歴史的に分
析していく。具体的には，幕末の開港から明治末期にかけての日本
資本主義経済システムの形成・確立過程を国際的な動向との関係も
考慮しながら検討する。

〈到達目標〉
　近代日本の経済の発展について，一応の見通しを得ることを目標
とする。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容で進められる。
　 1 �近代日本の経済発展（イントロダクション）
　 2 �幕末開港
　 3 �殖産興業政策
　 ４ �地租改正と秩禄処分
　 ５ �松方財政
　 ６ �産業革命 1
　 ７ �産業革命 2
　 ８ �産業発展とインフラストラクチャー
　 ９ �国際経済関係
　10�産業化の光と影
　11�財閥資本の形成
　12�企業統治
　13�専門経営者の登場
　1４�講義のまとめ

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で紹介する参考文献を基礎に準備学習を進めること。

５．教科書
　使用しない。配布レジュメを基礎に講義を行う。

６．参考書
　武田晴人『日本経済史』有斐閣，201９年
　中西聡編『日本経済の歴史』名古屋大学出版会，2013年
　沢井実・谷本雅之『日本経済史』有斐閣，201６年

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回の授業の小テスト（５0％）と期末のオンライン試験もしくは
定期試験（５0％）

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）ECN281J

日 本 経 済 史 Ｂ 大 島 久 幸

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現代社会を取り巻く環境は不確実である。だからこそ変化に対す
る長期的視点からの因果関係に基づく分析が不可欠であるといえよ
う。日本経済史Bでは，欧米へのキャッチアップを目指した近代社
会の形成の時期を終えて現代社会へと変容する時期を扱う。具体的
には，第一次大戦期から第二次大戦後の高度経済成長期までの日本
経済の推移を展望する。

〈到達目標〉
　近代日本の経済の発展について，一応の見通しを得ることを目標
とする。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容で進められる。
　 1 �現代日本の経済発展（イントロダクション）
　 2 �第一次大戦ブームと破綻
　 3 �第一次大戦後の経済と社会
　 ４ �労働市場の構造と教育体系の整備
　 ５ �金融恐慌
　 ６ �昭和恐慌
　 ７ �1９20年から30年代の対外関係
　 ８ �高橋財政
　 ９ �戦時経済
　10�戦後改革と占領政策
　11�労使関係の変化と日本型雇用システムの成立
　12�国際関係
　13�高度経済成長
　1４�講義のまとめ

３．履修上の注意
　日本経済史Aの内容を前提とすることが多いので注意すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で紹介する参考文献を基礎に準備学習を進めること。

５．教科書
　使用しない。配布レジュメを基礎に講義を行う。

６．参考書
　武田晴人『日本経済史』有斐閣，201９年
　中西聡編『日本経済の歴史』名古屋大学出版会，2013年
　沢井実・谷本雅之『日本経済史』有斐閣，201６年

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回の授業の小テスト（５0％）と期末のオンライン試験もしくは
定期試験（５0%）

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）ECN281J

経 営 史 Ａ 宮 田 憲 一

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営史の研究は，経済史や経営学に加えて，経済学，社会学や政治学など社会科学の諸分野との
関係を通じて学際的に発展しながら，企業者活動ないし企業の経営活動の変化，そして社会や経済
発展におけるそれら役割について様々な視点から展開されている。　そこでは，経営者や企業の主
体的側面をより重視しながら，近現代社会に影響を与えた経営事象，企業行動の生成プロセスやメ
カニズムの分析を通じて，経営的側面から，私たちのいる現代社会についてより深い理解を与えて
くれる。さらに，当時の生産技術と経済的可能性によって設定された経営環境において，企業家，
経営者あるいはミドルマネジャー等の人々が直面する挑戦と機会への個々人の反応や意思決定を考
えながら，「経営とは何か？」，「企業とは何か？」，「ビジネスとは何か？」を考える基礎を提供し
ている。　最近では，経済のグローバル化やITなどの技術革新による経営環境の大きな変化を背景
にして，大企業の変化やベンチャー企業の台頭と，その基盤にある制度との関係が大きなテーマの
一つとして注目されている。
　本講義では，「ビジネス・システムの経営史」と題して，日本を含め各国の企業に影響を与えて
きたアメリカ企業を中心に取り上げ，その1９世紀から現在に至る経営活動の変化を理解していく。
そして，ある時代の社会的・経済的な条件の下で，なぜその経営者はその意思決定を下したのかを
考えながら，ビジネス・システムの変化の方向と企業経営の今日的課題を考察していく。経営史A
では，1９世から20世紀中頃までの現代的な企業システムの形成期・発展期を対象として，大企業の
生み出した優位性だけでなく，それが社会や戦争に与えた影響を検討する。

〈到達目標〉
・�現代ビジネス・システムの中核を担っている大企業の形成と発展のメカニズムについて理解した

上で，社会における大企業の役割について自ら考察できるようになる。
・�経営学や経営管理論など他科目で学ぶ知識を活用して，特定の経営環境の中で企業家や経営者が

独自のビジネスや意思決定にいたる因果関係を総合的に考える力を身につける。
・専門科目である日本経営史，国際経営史，比較経営論（アメリカ）を履修する上での基礎知識を
身につける。

２．授業内容
【イントロダクション】
　第01回a：現代企業とは何か？：経営史Aで学ぶこと（授業の進め方，評価方法など）
【現代企業システムの基礎】
　第02回：1９世紀ベンチャービジネス：ブラウンの総合貿易ビジネス，捕鯨業
　第03回：企業家活動のスペシャル化：テューダーの氷貿易，コットン取引
　第0４回：1９世紀の”ハイテク”ビジネス：紡織のスレイターとローウェル，小銃のコルト
【現代企業の形成】
　第0５回：現代的経営の始まりと鉄道：最初のビッグビジネスとJ・E・トムソン
　第0６回：大企業のフィクサーと金融ビジネスの発展：J・P・モルガンという存在
　第0７回：大企業の経済性の源泉：カーネギーとロックフェラー
【現代企業の発展①：生産と組織】
　第0８回：大量生産という革命：フォードの工程革新
　第0９回：現代企業組織の完成：デュポンの経営管理イノベーション
　第10回：マーケティングと市場細分化の誕生：GMとスローンの企業改革
【現代企業の発展②：流通と組織】
　第11回：大量販売という革命：A&Pとシアーズ
　第12回：ブランド・マネジメントの創出：P&Gとマッケロイの組織再編
【現代企業と社会】
　第13回：非常事態と大企業のパワー：デュポンのネオプレン開発，クラウスレイ
【春学期の総括】
　第1４回ａ：モダン企業システムの成立と中小企業：チャンドラーモデルとスクラントン批判
　　　　ｂ：アメリカの経済発展と経済政策：「最小の政府」から「大きな政府」へ
※講義の進行具合に応じて一部講義内容や順番の変更がある。

３．履修上の注意
・初回の講義に出席し，詳しい授業内容や受講のルールについて確認すること。
・経営史Bを合わせて履修することを勧める。
・また，経済史Aや自然科学思想史Ｂを履修することで，歴史的な背景知識を得ることができる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
□予習（ 3 時間）
・�テキストの指定された部分，配布された資料を事前に読み，示された質問に対する自分なりの回

答を考えておく。
□復習（ 2 時間）
・授業で示された追加資料や議論をもとに，予習で理解が不十分だった点を復習すること。
・�各回の講義で中心に議論された企業や経営者の行動の因果関係やビジネス・システムを図式化し

てまとめる。

５．教科書
　『ケースブック　アメリカ経営史　新版』安部悦生ほか著（有斐閣）2020年。
　※テキスト第01-11章が学習範囲となる。

６．参考書
〈和文献〉
　『グラフィック経営史』佐々木聡編（新世社）2022年。
　『入門アメリカ経済Q&A100』坂出健ほか編（中央経済社）201９年。
　『経営史』鈴木良隆ほか著（有斐閣）1９８７年。
　『欲望を生み出す社会』スーザン・ストラッサー著（東洋経済新報社）2011年。

〈洋文献〉
　American Business since 1920,�McCraw,�Thomas�and�William�Childs著�（Wiley�Blackwell）,�201８.
　The Rise of Big Business: 1860-1920,�Poter,�Glenn著�（Wiley�Blackwell）,�200５.
　American Business History,�Walter,�Friedman著�（Oxford�University�Press）,�2020.
　その他参考書については適宜講義内で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の対面授業で各課題に対するフィードバックをおこなう。

８．成績評価の方法
　授業内課題（20%），期末試験（８0%）により評価する。

９．その他
　□質問等の面談希望者は，講義の終了後に直接相談するか，もしくは教員HPトップページにあ
る「Office�hour�reservation」からアポイントメントを取ることもできる。
　□本講義は，歴史的な内容を扱うが，大学受験での歴史科目のような暗記ではなく，企業経営の
変化を経済や社会との関係を踏まえながら時間的な経過の中で考えていく。この講義を通じて，必
修科目である「経営学A・B」あるいは「経営総論」「経営学」で学ぶ様々な知識は，どのような背
景の中で生み出されてきたのかを知ってもらうとともに，それら知識は，実際の企業活動のなかで
どのようにリンクしているのかを考えてもらう機会を提供していく。
　□また，講義の進行程度にもよるが，関連する他国のケースを取り上げるほか，雑誌や新聞記事
などから各回の内容に関連した最近の経営・経済関連のトピックを紹介しながら過去と現在の違い
や類似点をみていく予定である。
　□なお，3・４年次履修できる企業内教育論，生産管理論B，人事労務管理Aなどの講義と内容が
一部関連する。

科目ナンバー：（BA）ECN281J

経 営 史 Ｂ 宮 田 憲 一

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営史の研究は，経済史や経営学に加えて，経済学，社会学や政治学など社会科学の諸分野との
関係を通じて学際的に発展しながら，企業者活動ないし企業の経営活動の変化，そして社会や経済
発展におけるそれら役割について様々な視点から展開されている。そこでは，経営者や企業の主体
的側面をより重視しながら，近現代社会に影響を与えた経営事象，企業行動の生成プロセスやメカ
ニズムの分析を通じて，経営的側面から，私たちのいる現代社会についてより深い理解を与えてく
れる。さらに，当時の生産技術と経済的可能性によって設定された経営環境において，企業家，経
営者あるいはミドルマネジャー等の人々が直面する挑戦と機会への個々人の反応や意思決定を考え
ながら，「経営とは何か？」，「企業とは何か？」，「ビジネスとは何か？」を考える基礎を提供して
いる。最近では，経済のグローバル化やITなどの技術革新による経営環境の大きな変化を背景にし
て，大企業の変化やベンチャー企業の台頭と，その基盤にある制度との関係が大きなテーマの一つ
として注目されている。
　本講義では，「ビジネス・システムの経営史」と題して，日本を含め多くの国の企業に影響を与
えてきたアメリカ企業を中心に取り上げ，その1９世紀から現在に至る変化を理解していく。そして，
ある時代の社会的・経済的な条件の下で，なぜその経営者はその意思決定を下したのかを考えなが
ら，ビジネス・システムの変化の方向と企業経営の今日的課題を考察していく。経営史Bでは，第
二次世界大戦後から現在までの現代企業システムの変容期を対象とし，大企業の浸透や変化だけで
なく，技術や社会の変化とともに出現している企業経営の新たな展開を検討する。

〈到達目標〉
・�現代ビジネス・システムの中心的存在である産業企業の変容と新興企業の発展プロセスを理解し

た上で，今後の企業経営の動向を展望する洞察力を養うことを目標とする。
・�経営学や企業論など他科目で学ぶ知識を活用して，社会が求める企業の役割に対して企業家や経

営者がとった行動や変化を，長期的な視点で位置付けながら考える力を身につける。
・�専門科目である日本経営史，国際経営史，比較経営論（アメリカ）を履修する上での基礎知識を

身につける。

２．授業内容
【イントロダクション】
　第01回a：現代企業の新たな展開とは？：経営史Bで学ぶこと（授業の進め方，評価方法など）
【現代企業システムの発展と普及】
　第02回：反トラスト政策と産業コングロマリットの興隆：LTVとWH
　第03回：フランチャイズ・システムの発展：コークとマック
　第0４回：量販店の成長と競争：ウォルマート
【既存産業での新たなビジネス・システム】
　第0５回：投資銀行の変貌：「ウォール街の帝王」と「ジャンク・ボンド王」
　第0６回：事業の「選択と集中」と本社の改革：GE
【新興産業での新たなビジネス・システム】
　第0７回：シリコンバレーの発展とVC：アーサー・ロック
　第0８回：水平分業とIT企業：IBMとウィンテル
【グローバル経済下での新たなビジネス機会】
　第0９回：グローバルなアウトソーシング：シティバンクとDell
　第10回：規制緩和とメディア・コングロマリットの誕生：ニューズ・コーポレーション
【二つのバブルと新しいビッグ・ビジネスの形成】
　第11回：インターネット・ビジネスの成長：アマゾンとGoogle
　第12回：金融の肥大化と金融危機：リーマンブラザーズ
　第13回：プラットフォームビジネスの台頭と反トラスト政策：アップル
【秋学期の総括】
　第1４回ａ：「モダン」から「ネオモダン」への変容と新たなビジネスの息吹：テラサイクル
　　　　ｂ：政府の役割の変化：「大きな政府」から「小さな政府」へ？
※講義の進行具合に応じて一部講義内容や順番の変更がある。

３．履修上の注意
・経営史Aの知識を前提に講義は進行するため，経営史Aを合わせて履修することを勧める。
・初回の講義に出席し，授業内容や受講のルールについて確認すること。
・また，経済史Bを並行して履修することで，歴史的な背景知識を得ることができる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
□予習（ 3 時間）
・�テキストの指定された部分，配布された資料を事前に読み，示された質問に対する自分なりの回

答を考えておく。
□復習（ 2 時間）
・授業で示された追加資料や議論をもとに，予習で理解が不十分だった点を復習すること。
・�各回の講義で中心に議論された企業や経営者の行動の因果関係やビジネス・システムを図式化し

てまとめる。

５．教科書
　『ケースブック　アメリカ経営史　新版』安部悦生ほか著（有斐閣）2020年。
　※テキスト第10章および第12-1６章が学習範囲となる。

６．参考書
〈和文献〉
　『グラフィック経営史』佐々木聡編（新世社）2022年。
　『プラットフォームビジネス』M・A・クスマノ他著（有斐閣）2020年。
　『現代アメリカ政治経済入門』川崎信樹ほか著（ミネルヴァ書房）2021年。
　『ビジネスモデル全史』三谷宏治著（ディスカヴァー・トゥエンティワン）201４年。

〈洋文献〉
　American Business since 1920,�McCraw,�Thomas�and�William�Childs著�（Wiley�Blackwell）,�201８.
　Changing Fortunes,�Nohria,�Nitin�et�al.著�（John�Wiley�&�Sons）,�2002.
　Opening Strategy,�Whittington,�Richard著�（Oxford�University�Press）,�201９.
　その他参考書については適宜講義内で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の対面授業で各課題に対するフィードバックをおこなう。

８．成績評価の方法
　授業内課題（20%），期末試験（８0%）により評価する。

９．その他
　□質問等の面談希望者は，講義の終了後に直接相談するか，もしくは教員HPトップページにあ
る「Office�hour�reservation」からアポイントメントを取ることもできる。
　□本講義は，歴史的な内容を扱うが，大学受験での歴史科目のような暗記ではなく，企業経営の
変化を経済や社会との関係を踏まえながら時間的な経過の中で考えていく。この講義を通じて，必
修科目である「経営学A・B」あるいは「経営総論」「経営学」などで学ぶ様々な知識は，実際の企
業活動のなかでどのように関連し合っているのかを考えてもらう機会を提供していく。
　□講義の進行程度にもよるが，関連する他国のケースを取り上げるほか，新聞雑誌記事やテレビ
番組などから各回の内容に関連した最近の経営・経済関連のトピックを紹介する予定である。
　□なお，3・４年次に履修できる技術戦略論，経営文化論B，現代コーポレートファイナンス論な
どの講義と内容が一部関連する。
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科目ナンバー：（BA）MAN351J

経 営 統 計 学 Ａ 藤 江 昌 嗣

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，表計算ソフト�Excel�を用いて，経営統計・情報（デ
ータ）の収集方法とその基本的処理手法を演習形式で説明する。記
述統計におけるものの見方・考え方を経営統計・データ・情報を対
象に修得することを目標とする。企業活動や行政事業に関わる経営
統計・情報のありようとアクセス方法，数の分類と尺度構造，デー
タのまとめ方（度数分布表やグラフの作成方法），データの位置の
測度（最頻値，中央値，平均概念；算術平均，調和平均，幾何平均，
分位数），散布度（分散，変異係数等），変化率，指数等，分類（企
業分類，産業分類，職業分類等）について説明を行う。

〈到達目標〉
　経営データを用いた専門的分析を行う科目であり，自ら課題を設
定し，データ分析できる力の形成を目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　講義計画の説明
　第 2 回　社会科学における実証方法について
　第 3 回　数の分類とデータの尺度構造
　第 ４ 回　データのまとめ方（度数分布表やグラフの作成方法）
　第 ５ 回　データの位置の測度（1）最頻値，中央値，算術平均
　第 ６ 回　データの位置の測度（2）調和平均，幾何平均，分位数等
　第 ７ 回　散布度（範囲，分散，変異係数等）
　第 ８ 回　レポート・プレゼンテーション
　第 ９ 回　標準化変量�z�と�3σのルール
　第10回　変化率，指数，比率，寄与度・寄与率
　第11回　関連係数�Q
　第12回　相関係数�r
　第13回　順位相関係数Rho
　第1４回　総括

３．履修上の注意
　毎回，演算を行う。また，テーマに即して適宜報告を行ってもら
う。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマに即して適宜，テキストの該当部分を予習すること。演習
で学んだ内容を十分に復習すること。

５．教科書
　藤江『ビッグデータ時代の統計学入門―Excl,�SPSS利用のための
基本』，学文社，2020年。

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回の講義における提出課題・レポート（原則100％）を基に総
合的に評価する。

９．その他
　特になし

科目ナンバー：（BA）MAN351J

経 営 統 計 学 Ｂ 藤 江 昌 嗣

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，表計算ソフト�Excel�を用いて，経営統計・情報（デ
ータ）の応用的処理手法を演習形式で説明する。経営統計学�A�に
おいて修得した記述統計分野の考え方・技法を踏まえ，実際の経営
統計・情報（データ）を用いて，データの整理の仕方，加工データ
の表現手法を身につけてもらうとともに，推測統計的なものの見
方・考え方，手順を経営統計・データ・情報を対象に修得すること
を目標とする。企業活動に関わる経営統計・情報，経済情報のアク
セス方法にも触れる予定である。

〈到達目標〉
　経営データを用いた専門的分析を行う科目であり，自ら課題を設
定し，データ分析できる応用力の形成を目標とする。
　授業内容本講義は，統計学の基礎について学ぶとともに，経営統
計・経営情報を用いた統計的方法の応用についても検討する。統計
学は，データの分類からデータのまとめ方，デー�タ間の関連・関
係の分析などを含む，いわゆる「記述統計」�と，確率論を踏まえ，
母集団・標本理論を前提とした統計�的推定と統計的検定からなる

「統計的推論」から構成される。しかし，現実の課題への強い関心
をもつ研究者にとって，理論仮説をデータにより検証する統計的検
定は唯一の�方法でもなく，経営史研究者の用いるインタビューや
日記�・史料などによる実証に勝るものでも必ずしもない。こう�し
た実証科学のスタイルや限界にも目を配りながら，事実�をつかみ
取る方法（道具）について，学び，その適切な利用について考える
科目である。

２．授業内容
　第 1 回　講義計画の説明
　第 2 回　確率論と確率的見方，確率の公理（1）
　第 3 回　確率論と確率的見方，確率の公理（2）
　第 ４ 回　条件付確率とベイズの定理（1）
　第 ５ 回　条件付確率とベイズの定理（2）
　第 ６ 回　分布と確率分布，二項分布，ポアソン分布，超幾何分布
　第 ７ 回　正規分布（1）
　第 ８ 回　正規分布（2）
　第 ９ 回　t分布
　第10回　χ2（カイジジョウ）分布
　第11回　区間推定と点推定
　第12回　統計的検定（1）
　第13回　統計的検定（2）
　第1４回　総括

３．履修上の注意
　毎回，演算を行う。また，テーマに即して適宜報告を行ってもら
う。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマに即して適宜，テキストの該当部分を予習すること。演習
した内容を，十分に復習すること。

５．教科書
　藤江『ビッグデータ時代の統計学入門』，学文社，2020年。

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回の講義における提出課題・レポート（原則100％）を基に総
合的に評価する。

９．その他
　資料
　政府統計資料等
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科目ナンバー：（BA）MAN251J

経営基礎数学Ａ 高 澤　陽太朗

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
<概要>�経営上の意思決定問題を数理モデルとして扱うオペレーシ
ョンズリサーチの基礎をケーススタディを通して学ぶ。経営数学B
と比較して，経営数学Aでは数理最適化のモデリング部分を集中し
て学ぶ。
<到達目標>�さまざまな意思決定問題を最適化問題としてモデリン
グする力を習得することを目標とする。

２．授業内容
1 .�イントロダクション
2 .�シグマ記号と繰り返し処理
3 .�関数とデータの読み込み
４ .�数理最適化入門
５ .�学校のクラス編成①
６ .�学校のクラス編成②
７ .�割引クーポンキャンペーン①
８ .�割引クーポンキャンペーン②
９ .�施設配置問題
10.�グラフ最適化
11.�巡回路問題
12.�スケジューリング問題
13.�発表準備
1４.�発表会

３．履修上の注意
数学A・Bを受講していることが望ましい。
プログラミングを用いた解説を行うため，可能であればノートPC
を講義室に持参していただきたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習の必要はないが，復習として各回の演習課題に取り組むこと。
また，最終発表時にはグループ同士の学生で議論して発表をまとめ
ること。

５．教科書
『Pythonではじめる数理最適化�―ケーススタディでモデリングのス
キルを身につけよう―』岩永二郎・石原響太・西村直樹・田中一樹

（オーム社）�

６．参考書
なし

７．課題に対するフィードバックの方法
各課題の解答解説は次の回に行う。また，最終回に発表会を実施し，
教員からフィードバックを直接行う。

８．成績評価の方法
小レポート７0%，最終発表30%

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN251J

経営基礎数学Ｂ 高 澤　陽太朗

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
<概要>�経営上の意思決定問題を数理モデルとして扱うオペレーシ
ョンズリサーチの基礎をケーススタディを通して学ぶ。経営数学A
と比較して，経営数学Bでは様々な数理モデルを学ぶ。
<到達目標>�さまざまな意思決定問題を数理モデルとしてモデリン
グする力を習得することを目標とする。

２．授業内容
1 .�イントロダクション
2 .�シグマ記号と繰り返し処理
3 .�関数とデータの読み込み
４ .�数理モデル入門
５ .�ケーススタディ：在庫管理
６ .�ケーススタディ：発注問題
７ .�ケーススタディ：生産
８ .�ケーススタディ：線形計画
９ .�ケーススタディ：配送計画
10.�ケーススタディ：配送計画
11.�ケーススタディ：データの予測
12.�ケーススタディ：データの予測
13.�発表準備
1４.�発表会

３．履修上の注意
数学A・Bを受講していることが望ましい。
プログラミングを用いた解説を行うため，可能であればノートPC
を講義室に持参していただきたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習の必要はないが，復習として各回の演習課題に取り組むこと。
また，最終発表時にはグループ同士の学生で議論して発表をまとめ
ること。

５．教科書
『Pythonではじめる数理最適化�―ケーススタディでモデリングのス
キルを身につけよう―』岩永二郎・石原響太・西村直樹・田中一樹

（オーム社）�

６．参考書
なし

７．課題に対するフィードバックの方法
各課題の解答解説は次の回に行う。また，最終回に発表会を実施し，
教員からフィードバックを直接行う。

８．成績評価の方法
小レポート７0%，最終発表30%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）SOC291J

社 会 調 査 法 下 村 恭 広

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業では，社会調査の初歩について，特に社会学における知
見に基づいて学びます。学校に通うとか食事をとるといった日々の
ふるまいから，就職するとか子どもを育てるといった人生の選択に
至るまで，私たちの普段の生活は様々な意思決定と行為によってで
きあがっています。これらは，一見すると個人的で些細なことに思
えます。しかし自覚していないだけで，それらの行為は，その人が
所属する集団や，その人をとりまく社会関係や制度のありかたに大
きな影響を受けています。社会学はこのような人々の行為の社会的
要因について明らかにしようと，社会の現実を成り立たせている因
果関係を説明するための様々な手法を開発してきました。
　まずは現代社会を理解するための問題の捉え方・論じ方の基本的
な手順を踏まえたうえで，そこで求められる社会調査の技法につい
て，具体的な研究事例を通じて学びます。最初に取り上げるのは現
代日本社会における進学や中退です。こうした場面で，人々がどの
ように自分の道を選んでいくのか。これに関する研究や社会調査の
結果を見てゆきながら，様々な調査手法やデータが存在し，研究目
的に応じてそれらを使い分けていくことについて理解を深めます。
同時に，社会調査が直面する固有の倫理的問題があることについて
も考えます。

〈到達目標〉
　（1）�社会科学の一般的な研究手順において，社会調査がどのよう

な役割を果たしているか説明できるようになる。
　（2）�社会調査の方法について整理し，それぞれの特徴について述

べることができる。
　（3）�社会調査を進める時に出会う固有の倫理的問題について説明

できるようになる。

２．授業内容
　第 1 回　コースガイダンス：講義の進め方，取り扱うトピックの
概要，成績評価の方法
　第 2 回　社会問題とそこでの調査の実例：社会階層と教育（1）
　第 3 回　社会問題とそこでの調査の実例：社会階層と教育（2）
　第 ４ 回　社会問題とそこでの調査の実例：社会階層と教育（3）
　第 ５ 回　社会科学における説明（1）：相関関係と因果関係
　第 ６ 回　社会科学における説明（2）：自然科学との違い
　第 ７ 回　社会調査の技法とその種類：量的調査と質的調査
　第 ８ 回　中間試験
　第 ９ 回　アンケートの手法（1）：その質問は何を測っているか
　第10回　アンケートの手法（2）：標本抽出
　第11回　アンケートの手法（3）：データ分析
　第12回　インタビューの手法（1）：問題の構造化としての調査
　第13回　インタビューの手法（2）：調査対象との関係づくり
　第1４回　何のために社会の現実を知るのか：社会調査の倫理

３．履修上の注意
〈準備学習〉
　授業期間内に複数回，予習のための課題を課します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　指定した文献に関する論述問題を出します。

５．教科書
　使用しません。

６．参考書
　岸政彦・石岡丈昇・丸山里美�201６『質的社会調査の方法』有斐
閣�高根正昭　1９７９『創造の方法学』講談社
　森岡清志　200７『ガイドブック社会調査』第2版　日本評論社

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業内課題20%,�中間試験４0%,�期末試験４0％で評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経 営 社 会 学 山 下　 充

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　この授業は現代社会における企業組織と働くことについて社会学の観点から考
察します。学生時代に，将来の就職に全く不安を感じない人はあまりいないでし
ょう。大学に入学して間もなくインターンシップの機会があり， 3 年生になると
本格的な就職活動がはじまります。アルバイトに多くの時間を費やす人も少なく
ありませんし，就職すれば人生の大半の時間が仕事で埋められてしまいます。
　みなさんがアルバイトや就職後に経験することや悩みの多くは，純粋に個人的
なものというよりも，資本主義のタイプ，雇用システムの構造，職場の相互行為
のパターンなどに深く関わっています。この授業では，現代社会の労働場面につ
いて「社会学的想像力」を使って，みなさんが将来感じる職場の様々な問題を解
き明かし，みなさん自身が職業生活を生きていく上で有用な指針を持てるように
なることを目指します。

【到達目標】
この授業では，大きなテーマに即して，①基礎的なデータを通して概況を理解で
きること，②概念を理解し現象を的確に捉える事，③問題の所在を多面的に理解
し，④エビデンスに依拠しながら自分の意見を構築できることを目指します。
　本授業の大きなテーマは以下の通りです。【日本的雇用システム】（ 2 ～ ５ 回），【職
探しと社会的ネットワーク】（ ６ ～ ７ 回），【産業の変化と雇用多様化】（ ８ ～ ９ 回），【働
き方とジェンダー・家族】（10～12回），【社会の変化と働き方の未来】（13～1４回）

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
──日本的雇用システム──
　第 2 回　産業社会を考察する社会学のアプローチとは？　働くことの意味とは？
　第 3 回　昇進とトーナメントモデル
　第 ４ 回　昇進と賃金。年功賃金は日本だけの特徴か？
　第 ５ 回　資本主義の多様性と昇進・賃金制度の変化
──職探しと社会的ネットワーク──
　第 ６ 回　離職と失業の基本構造
　第 ７ 回　失業者の意識，良い転職と社会的ネットワーク　※メディア授業で実施
──産業の変化と雇用多様化──
　第 ８ 回　なぜ雇用多様化が拡大したか？�産業社会の変化と対人サービスの特殊性。
　第 ９ 回　雇用多様化と家族の関係
──働き方とジェンダー・家族──
　第10回　ジェンダーと性別職域分離
　第11回　性別役割分業の理論
　第12回　女性の職業選択と男女平等の可能性
──社会の変化と働き方の未来】──
　第13回　人口減少と家族意識
　第1４回　これからの働き方　※メディア授業で実施

３．履修上の注意
　経営社会学は，「対面授業」と「メディア授業」では，学ぶテーマは同じですが，
学び方，事例，評価の方法などが異なりますので，対面授業を履修予定の方は，
対面授業の初回に参加するようにお願い致します。対面授業では，メディア授業
形式でおこなう第 ７ 回，第1４回以外では動画の配信はありません。 ４ 月以降に
Oh!-Meiji�で対面授業とメディア授業の違いについて詳しく案内致します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh!-Meijiで配付予定の授業ノート・資料で必要な復習をおこなってください。

５．教科書
　小川慎一・金野美奈子・山下充・山田信行著『「働くこと」を社会学する産業・
労働社会学』有斐閣（201５）。大学で購入できない場合には，オンライン書店で各
自 購 入 す る か， 丸 善 の 電 子 ブ ッ ク サ ー ビ ス を 利 用 し て 下 さ い（https://elib.
maruzen.co.jp/elib/html/GuestLogin?1）のリンクをクリックして，明治大学の自
分のIDでログインするとパソコンなどからオンラインで閲覧できます。詳細は第1
回の授業ノートをご覧下さい。

６．参考書
　なお各テーマに応じた資料を随時紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回 2 題程度出題する理解度確認テスト（ 1 問 2 点で半期合計４８点）と，毎回
の授業内容に関する記述式課題（13回分を５2点換算）としますので，この授業は
定期試験はおこないません。【なお，Oh-o!�Meijiのテスト機能などを通して，テス
ト・記述課題の方式を授業開始までに変更することがあります。Oh-o!�Meijiの初
回授業を確認してください。定期試験をおこなわないことについては，変更はあ
りません。】

９．その他
　課題に対する履修者の回答を，匿名で翌回の授業ノートに掲載することで，授
業内容をさらに深めていきます。課題は毎回ありますが，取り組みやすさを重視
し，内容理解を促進できるものとします。

科目ナンバー：（BA）MAN396J

経営社会学〔Ｍ〕 山 下　 充

2 単位 3 年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　この授業は現代社会における企業組織と働くことについて社会学の観点から考
察します。学生時代に，将来の就職に全く不安を感じない人はあまりいないでし
ょう。大学に入学して間もなくインターンシップの機会があり， 3 年生になると
本格的な就職活動がはじまります。アルバイトに多くの時間を費やす人も少なく
ありませんし，就職すれば人生の大半の時間が仕事で埋められてしまいます。
　みなさんがアルバイトや就職後に経験することや悩みの多くは，純粋に個人的
なものというよりも，資本主義のタイプ，雇用システムの構造，職場の相互行為
のパターンなどに深く関わっています。この授業では，現代社会の労働場面につ
いて「社会学的想像力」を使って，みなさんが将来感じる職場の様々な問題を解
き明かし，みなさん自身が職業生活を生きていく上で有用な指針を持てるように
なることを目指します。

【到達目標】
この授業では，大きなテーマに即して，①基礎的なデータを通して概況を理解で
きること，②概念を理解し現象を的確に捉える事，③問題の所在を多面的に理解
し，④エビデンスに依拠しながら自分の意見を構築できることを目指します。
　本授業の大きなテーマは以下の通りです。【日本的雇用システム】（ 2 ～ ５ 回），【職
探しと社会的ネットワーク】（ ６ ～ ７ 回），【産業の変化と雇用多様化】（ ８ ～ ９ 回），

【働き方とジェンダー・家族】（10～12回），【社会の変化と働き方の未来】（13～1４回）

２．授業内容
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施
　第 1 回　イントロダクション
　──日本的雇用システム──
　第 2 回　産業社会を考察する社会学のアプローチとは？�働くことの意味とは？
　第 3 回　昇進とトーナメントモデル
　第 ４ 回　昇進と賃金。年功賃金は日本だけの特徴か？
　第 ５ 回　資本主義の多様性と昇進・賃金制度の変化
　──職探しと社会的ネットワーク──
　第 ６ 回　離職と失業の基本構造
　第 ７ 回　失業者の意識，良い転職と社会的ネットワーク
　──産業の変化と雇用多様化──
　第 ８ 回　�なぜ雇用多様化が拡大したか？�産業社会の変化と対人サービスの特殊

性。
　第 ９ 回　雇用多様化と家族の関係
　──働き方とジェンダー・家族──
　第10回　ジェンダーと性別職域分離
　第11回　性別役割分業の理論
　第12回　女性の職業選択と男女平等の可能性
　──社会の変化と働き方の未来】──
　第13回　人口減少と家族意識
　第1４回　これからの働き方

３．履修上の注意
　経営社会学の対面授業（春学期）とメディア授業（秋学期）では，学ぶ中味は
同じですが，学び方も評価の方法も異なります。授業動画配信は原則として，「対
面授業」の授業日に合わせて，水曜日の午前９：00までに行う予定です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習・復習も皆さんの好みや都合に合わせて自由に組み合わせることができま
す。この授業は，①授業ノート，②動画，③資料（毎回ではない），の 3 つが提供
されます。基本的にこの全てを活用することで学習が完結することになっていま
す。最初に授業ノートを読んでから，動画を見ても良いですし，動画を見た後で，
授業ノートと資料を読んでもOKです。授業を数回受ければ，自分のやり方が分か
ると思いますので，自分の方法で準備学習をおこなってください。

５．教科書
　小川慎一・金野美奈子・山下充・山田信行著『「働くこと」を社会学する産業・
労働社会学』有斐閣（201５）。大学で購入できない場合には，オンライン書店で各
自購入するか，丸善の電子ブックサービスを利用して下さい（https://elib.maruzen.
co.jp/elib/html/GuestLogin?1）のリンクをクリックして，明治大学の自分のIDで
ログインするとパソコンなどからオンラインで閲覧できます。詳細は第 1 回の授
業ノートをご覧下さい。

６．参考書
　なお各テーマに応じた資料を随時紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　毎回 2 題程度出題する理解度確認テスト（ 1 問 2 点で半期合計４８点）と，毎回
の授業内容に関する記述式課題（13回分を５2点換算）としますので，この授業は
定期試験はおこないません。【なお，Oh-o!�Meijiのテスト機能などを通して，テス
ト・記述課題の方式を授業開始までに変更することがあります。シラバスの補足，
授業ノートを確認して下さい。定期試験をおこなわないことについては，変更は
ありません。】

９．その他
　課題に対する履修者の回答を，匿名で翌回の授業ノートに掲載することで，授
業内容をさらに深めていきます。課題は毎回ありますが，取り組みやすさを重視
し，内容理解を促進できるものとします。
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科目ナンバー：（BA）MAN236J

経営心理学〔Ｍ〕 中 西　 晶

2 単位 2 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営心理学は，経営学と心理学の学際的な結合により，『経営に
おける人間心理』をテーマに理解を深めるものである。経営と関連
する分野としては，経営管理論，経営組織論，組織行動論，人的資
源管理論，マーケティング論,消費者行動論など多岐にわたる。本
講義は,経営学部生として幅広い専門知識を身につけるとともに，
企業とは何か，経営とは何かについてのアウトラインを理解するこ
とを目的とした講義とする。できるだけ身近な事例なども交えなが
ら授業を進める。

〈到達目標〉
　従業員や管理者，消費者など経営に関連する人間心理のメカニズ
ムや諸現象についての知識を獲得するとともに，学生生活における
身近な活動とのつながりを認識し，獲得した知識を活用していくこ
とを目的とする。

２．授業内容
　以下のような内容を予定している。
　授業の進行状況や時事的な話題の提供等で若干前後することがあ
る。
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施する。
　第 1 回：産業社会と人間心理
　第 2 回：働く人のモチベーション
　第 3 回：リーダーシップ
　第 ４ 回：チームマネジメント
　第 ５ 回：ストレスとメンタルヘルス
　第 ６ 回：安全とセキュリティ
　第 ７ 回：意思決定とその問題
　第 ８ 回：組織文化と組織社会化
　第 ９ 回：学習と人材育成
　第10回：キャリア開発と人事管理
　第11回：コンフリクトと交渉
　第12回：流行と消費者行動
　第13回：ステークホルダーとの信頼形成
　第1４回：まとめ

３．履修上の注意
　フルオンデマンドで実施する予定なので，十分な情報通信環境を
準備すること。
　授業資料・課題は毎週金曜日にOh-o!Meijiにアップする。
　Oh-o!Meijiに提出された毎回のワークの結果は，個人情報を削除
して，次回以降の授業で提示する場合がある。
　心理学や社会学，経営社会学等もあわせて学ぶとより理解が深ま
るだろう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　特に必要としないが，日常生活において常に問題意識を持ち，情
報を探索・収集して，自分なりの考えをまとめていく姿勢が求めら
れる。

５．教科書
　中西晶著，『マネジメントの心理学【第 2 版】』，日科技連出版社，
201４年

６．参考書
　授業内で適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!Meijiに提出された毎回のワークの結果は，個人情報を削除し
てとりまとめ，次回以降の授業で総合的なコメントする。
個別の質問・相談にはアンケート機能を利用する。
最終の全体を通した理解度確認テストにおいては，小テスト機能に
おいて解答や解説を行う。

８．成績評価の方法
　毎回の授業に応じたワークの成果（Oh-O!Meijiのアンケート機能
を使用予定）各回 ５ 点×13回＝６５点
　最終回での全体の理解度確認テスト（Oh-O!Meijiの小テスト機能
を使用予定）3５点
合計100点満点で評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN331J

産 業 生 理 学 Ａ 一之瀬　真　志

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現代社会では，産業と個人の生活・健康は密接に関係しています。自分
の体についての知識を身につけるとともに，労働環境や各種の作業による
身体的・精神的ストレスが体の機能にどのような影響を及ぼすかを知るこ
とは健康で充実した人生をおくるために非常に重要です。産業生理学Aで
は，労働者の健康と深く関係する，循環器の生理と疾患，たばこの害，ア
ルコールの功罪，体温調節のしくみと熱中症予防について解説します。さ
らに，国や企業が各種の問題に対してどのような取り組みを行っているか
を紹介します。

〈到達目標〉
　本講座の目的は，健康の維持・増進に必要な生理学的基礎知識を身につ
けること，また，産業に関連した環境要因・身体活動・精神ストレスなど
が生理機能に及ぼす影響を理解することです。

２．授業内容
　第 1 回　aのみ：イントロダクション
　第 2 回　循環器の生理と疾患1（血圧の調節，高血圧）
　第 3 回　�循環器の生理と疾患2（高血圧の原因，高血圧の予防・改善）
　第 ４ 回　循環器の生理と疾患3（血管の働き，動脈硬化）
　第 ５ 回　循環器の生理と疾患４（心臓の構造と機能）
　第 ６ 回　循環器の生理と疾患５（虚血性心疾患とその予防）
　第 ７ 回　�循環器の生理と疾患６（脳卒中とその後遺症，脳卒中の予防）
　第 ８ 回　循環器の生理と疾患７（腎臓の働き，慢性腎臓病の予防）
　第 ９ 回　たばこの害1（喫煙の状況，喫煙の害，受動喫煙の害）
　第10回　たばこの害2（禁煙の必要性，ニコチンの依存性と禁煙）
　第11回　�アルコールと健康（飲酒と健康，アルコールの代謝，二日酔い）
　第12回　�体温調節のしくみ（代謝性熱産生，身体と環境間の熱移動）
　第13回　�職場での熱中症予防と対策1（熱中症発生の現状，熱中症のし

くみ）
　第1４回　�職場での熱中症予防と対策2（熱中症予防，暑熱順化，応急処置）

３．履修上の注意
　内容については基本的な事項から説明しますが，解剖学や化学などの専
門用語も含まれます。
　産業生理学AとBは独立した内容で構成していますが，産業生理学Aを履
修した後にBを履修することでより理解が深まります。A，Bの順番で履修
することを推奨します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回イントロダクションにおいて授業予定が示されるので，各授業の
前に参考図書や配布資料などを用いて予習してください。授業後には配布
資料などの該当箇所を振り返り復習をし，不明な点があれば授業で質問し
てください。

５．教科書
　教科書は特に定めません。授業中に資料を配布します。

６．参考書
　シンプル生理学（貴邑冨久子�他，南江堂），
　新訂　目でみるからだのメカニズム（境　章，医学書院）
　標準生理学（本郷利憲�他，医学書院）
　カラー図解人体の正常構造と機能［全10巻縮刷版］（坂井建雄・河原克
雅，日本医事新報社）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中に小テストやレポート等を課す場合には，課題提出締め切り後
にOh!-Meijiを通じて解説を配信します。

８．成績評価の方法
　平常点（20％）と期末試験（８0％）により評価します。

９．その他
　本講義では，ストレス社会に生きる現代人に必要な健康管理に関する基
礎知識を分かりやすく解説します。この講義を通して，現代社会における
産業と健康の関連性を理解し，健やかに生きるための知識を獲得してもら
いたいと思います。

科目ナンバー：（BA）MAN331J

産 業 生 理 学 Ｂ 一之瀬　真　志

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現代社会では，産業と個人の生活・健康は密接に関係しています。自分
の体についての知識を身につけるとともに，労働環境や各種の作業による
身体的・精神的ストレスが体の機能にどのような影響を及ぼすかを知るこ
とは健康で充実した人生をおくるために非常に重要です。産業生理学Bで
は，労働者の健康と深く関係する，代謝の生理，肥満と肥満症，糖尿病，
メタボリックシンドローム，生活習慣病予防のための身体活動，精神疾患
について解説します。さらに，国や企業が各種の問題に対してどのような
取り組みを行っているかを紹介します。

〈到達目標〉
　本講座の目的は，健康の維持・増進に必要な生理学的基礎知識を身につ
けること，また，産業に関連した環境要因・身体活動・精神ストレスなど
が生理機能に及ぼす影響を理解することです。

２．授業内容
　第 1 回　aのみ：イントロダクション
　第 2 回　�代謝の生理と疾患1（食物のエネルギー，エネルギー供給系）
　第 3 回　代謝の生理と疾患2（基礎代謝，推定エネルギー必要量）
　第 ４ 回　�肥満・肥満症1（肥満の現状，肥満の判定，BMI，隠れ肥満）
　第 ５ 回　�肥満・肥満症2（肥満症の定義，内臓脂肪型肥満，食事療法）
　第 ６ 回　肥満・肥満症3（肥満症の運動療法，運動処方）
　第 ７ 回　�肥満・肥満症４（肥満症の行動療法，食行動質問表，グラフ化

体重日記）
　第 ８ 回　�糖尿病1（インスリン，糖尿病の現状，合併症，2型糖尿病）
　第 ９ 回　糖尿病2（2型糖尿病の環境要因）
　第10回　�糖尿病3（2型糖尿病の遺伝要因，糖尿病の検査法，妊娠糖尿病）
　第11回　メタボリックシンドローム（診断基準，現状，予防法）
　第12回　�生活習慣病予防のための身体活動（健康と身体活動，身体活動

量の目標値，健康維持に必要な体力）
　第13回　�こころの健康1（こころの健康の現状，過労自殺，職場のメン

タルヘルス）
　第1４回　�こころの健康2（うつ病の基礎知識，ストレスマネージメント）

３．履修上の注意
　内容については基本的な事項から説明しますが，解剖学や化学などの専
門用語も含まれます。
　産業生理学AとBは独立した内容で構成していますが，産業生理学Aを履
修した後にBを履修することでより理解が深まります。A，Bの順番で履修
することを推奨します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第 1 回イントロダクションにおいて授業予定が示されるので，各授業の
前に参考図書や配布資料などを用いて予習してください。授業後には配布
資料などの該当箇所を振り返り復習をし，不明な点があれば授業で質問し
てください。

５．教科書
　教科書は特に定めません。授業中に資料を配布します。

６．参考書
　シンプル生理学（貴邑冨久子�他，南江堂），
　新訂�目でみるからだのメカニズム（境　章，医学書院）
　標準生理学（本郷利憲�他，医学書院）
　カラー図解人体の正常構造と機能［全10巻縮刷版］（坂井建雄・河原克
雅，日本医事新報社）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中に小テストやレポート等を課す場合には，課題提出締め切り後
にOh!-Meijiを通じて解説を配信します。

８．成績評価の方法
　平常点（20％）と期末試験（８0％）により評価します。

９．その他
　本講義では，ストレス社会に生きる現代人に必要な健康管理に関する基
礎知識を分かりやすく解説します。この講義を通して，現代社会における
産業と健康の関連性を理解し，健やかに生きるための知識を獲得してもら
いたいと思います。
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経 営 と 環 境 Ａ 松 野　 裕

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
・�環境問題と経済社会・企業活動の関係を水俣病，大気汚染問題，

気候変動問題，廃棄物問題などの具体的な問題に即して検討する。
〈到達目標〉
・�環境問題と経済との関係に関する基本的な知識と考え方の獲得を

目標とする。

２．授業内容
　第 1 講　環境と経済社会・企業活動の基本的な関係
　第 2 講　環境問題の歴史（日本，世界）
　第 3 ～ ４ 講　水俣病
　第 ５ ～ ６ 講　大気汚染問題
　第 ７ ～ ８ 講　廃棄物問題・循環型社会
　第 ９ ～11講　気候変動問題
　第12～13講　エネルギー問題
　第1４講　まとめ

３．履修上の注意
・経営と環境�B�と共に履修することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・�環境問題に関する書籍や新聞・雑誌の記事を積極的に読むことが

望ましい。

５．教科書
・特定の教科書は用いず，プリントを配布して授業を行う。

６．参考書
　『環境経済・政策学の基礎知識』，有斐閣，環境経済・政策学会編
　『環境経済学』，岩波書店，植田和弘著
　『環境社会学』，岩波書店，飯島伸子編

７．課題に対するフィードバックの方法
・授業でコメントする。

８．成績評価の方法
・�3 年生は出席点（1４点），レポート点（４2点），期末試験点（４４点）

の合計により評価する。
・ ４ 年生はレポート点と期末試験点の合計により評価する。
・レポートは，手書きで作成すること。
・�レポートは，授業の内容のまとめを300字以上，それに対する感

想・意見・考察を300字以上，書くこと。
・�レポートの各部分の字数を学生本人が数え，レポートに記入する

こと。
・�レポートは，写真に撮り，ファイルをクラスウェブに提出するこ

と。

９．その他
・不明な点は，
　yu.matsuno@gmail.com
　に問い合わせられたい。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経 営 と 環 境 Ｂ 松 野　 裕

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
・企業・経済活動が直面する環境政策をその目標と手段という枠組
みでとらえ，その理論と現実を検討する。経営と環境�A�と比較す
ると，こちらの�B�の方が，理論面に重点をおいた授業である。

〈到達目標〉
・企業・経済活動が直面する環境政策に関する基本的知識と考え方
の獲得を目標とする。

２．授業内容
　第 1 講　環境問題と経済社会の関係
　第 2 ～ 3 講　環境政策の目標の理論　最適汚染
　第 ４ 講　環境政策の目標の現実1　人の健康に直接関わる目標
　第 ５ 講　環境政策の目標の現実2　人の健康に直接関わらない目標
　第 ６ 講　環境の貨幣評価
　第 ７ 講　環境政策手段　導入
　第 ８ 講　環境政策手段　直接規制
　第 ９ ～10講　�環境政策手段　経済的手段（税，排出権取引，補助

的措置）
　第11～12講　環境政策手段　情報提供手段，自発的アプローチ
　第13～1４講　環境規制と企業活動の相互依存関係

３．履修上の注意
・経営と環境�A�と共に履修することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・�環境問題に関する書籍や新聞・雑誌の記事を積極的に読むことが

望ましい。

５．教科書
　特定の教科書は用いず，プリントを配布して授業を行う。

６．参考書
　『環境経済・政策学の基礎知識』，有斐閣，環境経済・政策学会編
　『環境経済学』，岩波書店，植田和弘著
　『環境社会学』，岩波書店，飯島伸子編

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
・�3 年生は出席点（1４点），レポート点（４2点），期末試験点（４４点）

の合計により評価する。
・ ４ 年生はレポート点と期末試験点の合計により評価する。
・レポートは，手書きで作成すること。
・�レポートは，授業の内容のまとめを300字以上，それに対する感

想・意見・考察を300字以上，書くこと。
・�レポートの各部分の字数を学生本人が数え，レポートに記入する

こと。
・�レポートは，写真に撮り，ファイルをクラスウェブに提出するこ

と。

９．その他
・不明な点は，
　yu.matsuno@gmail.com
　に問い合わせられたい。
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科目ナンバー：（BA）GEO311J

経 済 地 理 学 Ａ 中 澤 高 志

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経済地理学の基礎的な体系である立地論の基礎を学びます。立地論では，地形
条件や交通条件の違いを考慮しない均質な空間において，主体が合理的な行動を
とることを想定して，演繹的に理論の構築が試みられます。その結果として，私
たちが生きているような不均等な空間を前提としていなくても，移動にかかる「距
離の摩擦」のみによって，空間が差異化されることが導かれます。
　立地論といえば，経済地理学の基礎理論というのが通り相場であり，立地論を
学ぶ意義は，現実の経済地理の説明に役立つからと考えられてきました。しかし，
この講義では，立地論の原典の丹念な読み込みを踏まえ，それとは全く異なる立
場から，立地論について考えていきます。その結果として，「経済地理学とは何か」
という根源的な問いに対する答えに一歩でも近づくことを目指したいです。
もちろん，農業立地論，工業立地論，中心地理論，空間的相互作用などに関する
基本的な内容についても身に着けることができます。

〈到達目標〉
　私は，大学で学習する「地理学」が，中学・高校における「地理」とは別物で
あることを，受講する皆さんに実感してもらうことを目標として，経済地理学の
講義を行うつもりです。中学・高校における「地理」は，依然として「暗記モノ」
の側面が強いです。しかし，地理学者の多くは，地理学とは，なぜ，それが，そ
こに，そのような形で存在するのか，すなわち立地や分布を説明する学問である
と考えています。とりわけ，日本で使われている家電やパソコンの多くが中国な
どの工場で組み立てられているのに，ビールや缶コーヒーのほとんどが国内の工
場で生産されているのはなぜかといった疑問や，コンビニエンスストアの分布は
どのような条件によっているのかといった疑問のように，経済活動の立地や分布
を説明するのが，経済地理学であると考えられてきました。
　問題は，その説明をどのような方法によってするのかです。日本の経済地理学
では，立地や分布の説明は，限られた時代の限られた場所にだけ当てはまるもの
ではなく，一般性をもった法則を追求すべきだと考えられてきました。そのため，
現実の分析から取りかかるのではなく，いくつかの前提から得られる仮想的なモ
デルである立地論が重視されてきました。この講義では，そのことについて，批
判的に検討します。

２．授業内容
　テキスト『経済地理学とは何か：批判的立地論入門』に基づいて展開する。
　第 1 回　第1章　経済地理学の自分探し①
　第 2 回　第1章　経済地理学の自分探し②
　第 3 回　第2章　立地論の導入：演繹的に考えるということ
　第 ４ 回　第3章　チューネンの農業立地論：A＝√apへの歩み①
　第 ５ 回　第3章　チューネンの農業立地論：A＝√apへの歩み②
　第 ６ 回　第４章　ウェーバーの工業立地論：ある挫折の記録①
　第 ７ 回　第４章　ウェーバーの工業立地論：ある挫折の記録②
　第 ８ 回　第５章　クリスタラーの中心地理論：逸脱の軌跡①
　第 ９ 回　第５章　クリスタラーの中心地理論：逸脱の軌跡②
　第10回　第６章　空間的相互作用と人口移動①
　第11回　第６章　空間的相互作用と人口移動②
　第12回　第７章　立地論を超えて①
　第13回　第７章　立地論を超えて②
　第1４回　ポスト資本主義の経済地理学①
　第1５回　ポスト資本主義の経済地理学②

３．履修上の注意
　教科書に加え。パワーポイント，板書と配布資料に基づいて，講義を進めます。
この講義は，理論的な内容の比率が高いですが，なるべく現実の空間とのつなが
りが見出せるように工夫します。理論といっても単純なものがほとんどですので，
数学的な知識は必要ありませんし，高校で地理A・Bを受講した経験があるかない
かは，理解度にはほとんど関係しないでしょう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　参考書を並行して独習すれば，理解が深まります。また，この講義を履修した
後に，後期に開講する経済地理学Bを履修すると，理解が深まります。

５．教科書
　中澤高志（2021）：『経済地理学とは何か―批判的立地論入門』旬報社。

６．参考書
　『現代の立地論』，古今書院，松原宏編著。　『改訂版　立地ウォーズ―企業・地
域の成長戦略と「場所のチカラ」，』新評論，川端基夫著。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義の中で行います。

８．成績評価の方法
　レポート 3 回（４00～８00字程度）×20点＋定期試験もしくは最終レポート４0点。

９．その他
　2011年度以前入学者は「教養科目」として履修します。

科目ナンバー：（BA）GEO311J

経 済 地 理 学 Ｂ 中 澤 高 志

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経済地理学とは，さまざまな経済活動が，なぜ，そこで，そのよ
うな形で行われているのかを説明する学問であり，立地論を基礎的
な体系として発展してきました。立地論の根幹を支えているのは，

「距離の摩擦」です。「距離の摩擦」とは，遠くに物を運ぼうとすれ
ばするほど，あるいは遠くまで移動しようとすればするほど，より
時間や労力がかかることを意味し，それをお金に換算したものが

「輸送費」です。
　インターネットに代表されるように，情報通信技術が発達する
と，情報のやりとりについては「距離の摩擦」が無くなり，音楽や
ゲーム，動画といった商品については，輸送費がかからない状態が
生まれます。情報のやりとり（コミュニケーション）や商品として
の情報の生産，流通，消費は，「距離の摩擦」に依拠した従来の経
済地理学の枠組みでは扱えないのです。この講義では，広い意味で
の情報を扱うことのできる，新しい経済地理学の枠組みについて論
じます。

〈到達目標〉
　「情報の経済地理学」とでもいうべき，新しい経済地理学に触れ
ることで，情報通信技術の発達が私たちの生活をどう変えていくか
を考える力を身につけることを目標とします。

２．授業内容
　第 1 講　イントロダクション：情報の経済地理学にむけて
　第 2 講　電話の地理学1
　第 3 講　電話の地理学2
　第 ４ 講　電話の地理学3
　第 ５ 講　新聞の地理学
　第 ６ 講　雑誌の地域記述
　第 ７ 講　地図：地理情報のメディア1
　第 ８ 講　地図：地理情報のメディア2
　第 ９ 講　�インターネットの地理学と地域格差としてのデジタル・

デバイド
　第10講　テレワークは働き方を変えるか
　第11講　情報通信産業の立地
　第12講　�コンテンツ産業：日本のアニメーション産業とビデオゲ

ーム産業
　第13講　情報通信技術と監視
　第1４講　a：試験，b：解説

３．履修上の注意
　パワーポイント，板書と配布資料に基づいて，講義を進めます。
高校で地理A・Bを受講した経験があるかないかは，この講義の理
解度にはほとんど関係しません。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日常の経験をこの広義で学んだことと結びつけて考えることによ
り，より深い理解を得られるでしょう。特別な知識は必要ありませ
んが，前期に開講する経済地理学Aを履修していた方が，明らかに
理解は深まります。また，この講義に先立って，私が開講している
地理学A,�Bを履修することをお勧めします。余力があれば，他学部
で開講されている地理学関連科目も受講してみてください。

５．教科書
　特に指定しません。

６．参考書
　特に指定しません。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義の中で行います。

８．成績評価の方法
　レポート 3 回（８00字程度）×20点＋最終レポート４0点。

９．その他
　2011年度以前入学者は「教養科目」として履修します。
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科目ナンバー：（BA）CMM212J

マーケティング基礎論 原 田　 将

2 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　なぜ，我々はマーケティングを学ばなければならないのか。それ
はマーケティングの考え方が社会の様々な場面に浸透してきている
からである。そもそもマーケティングは，営利企業の対市場活動の
ことであった。しかしながら，現在，マーケティング活動は，営利
企業だけでなく官公庁や病院，学校などこれまでマーケティングと
は無縁と思われていた組織においても実施されている。
そこで，本授業では，初学者を対象としたマーケティングのテキス
トを用いてマーケティングの基本を学ぶ。

〈到達目標〉
　本授業の目標は，マーケティングに関する基本的な用語や考え方
を理解し，マーケティング志向（マーケティング・マインド）の重
要性を認識できるようになることである。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　マーケティングとは：経営とマーケティング
　第 3 回　マーケティング概念の変遷：M1.0からM４.0へ
　第 ４ 回　誰に売るのか：市場調査とSTP
　第 ５ 回　誰に売るのか：消費者行動
　第 ６ 回　何を売るのか：製品政策
　第 ７ 回　何を売るのか：価格政策
　第 ８ 回　どのように売るのか：流通政策
　第 ９ 回　どのように売るのか：販売促進政策
　第10回　異なる財のマーケティング1：サービス・マーケティング
　第11回　異なる財のマーケティング2：スポーツマーケティング
　第12回　異なる財のマーケティング3：産業財マーケティング
　第13回　�異なる市場のマーケティング４：グローバル・マーケティ

ング
　第1４回　総括

３．履修上の注意
　遅刻は厳禁である。授業中，私語は認めない。
　本授業は対面授業科目であるが，オンライン（オンデマンド）に
切り替わる可能性がある。オンラインに切り替わるときは，事前に
連絡する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日ごろから日本経済新聞や日経ビジネスなどを読むこと。

５．教科書
　毎回配布資料あり。

６．参考書
　適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内でフィードバックする。

８．成績評価の方法
　複数回のリアクションペーパーで評価。

９．その他
　受講に際して最低限のマナーは厳守すること。特に，講義中のス
マートフォンの使用，私語は認めない。また，10分以上の遅刻も認
めない。やむを得ない事情によって欠席する場合，事前連絡があっ
たのみ考慮する。
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

企業の社会的責任論 高 　 巖

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
経営者は，事業運営にあたり，かつてとは比較にならないほど多く
の事項や利害関係者のことを考慮しなければならなくなっている。
効率的な経営のみならず，新規事業の立ち上げも，2020年代に入り，
強く要請されている。社会責任，環境責任，説明責任（会計関連，
開示関連）を果たすことも事業経営の大前提だ。これらに加え，企
業は，地球温暖化，人権，腐敗防止などのグローバル課題に対処す
ることも求められている。そうした課題を理解するとともに，企業
がこれらの課題にどのように対応しようとしているかを見ていく。

〈到達目標〉
「企業には社会的責任がある」とする理由を理解した上で，現代の
企業には，ESGに関しどのような実践が求められるのかを学ぶ。
CSRやサステナビリティに関する一般的な知識の習得だけではな
く，様々な業界の具体的なケースを取り上げ，そこにおける本質的
な課題を読み解いていく。履修者は，これらの学習を通して「事業
経営の将来を読む力」を身に付けていく。

２．授業内容
第 1 講　イントロダクション
第 2 講　なぜ企業は社会的責任を求められるのか
第 3 講　取締役の信認義務
第 ４ 講　企業不祥事とコーポレートガバナンス
第 ５ 講　監査役会設置会社（買収防衛策）
第 ６ 講　事例�Ia（日本航空）
第 ７ 講　事例�Ib（日本航空）
第 ８ 講　指名委員会等設置会社（物流センター投資）
第 ９ 講　事例�II（日興コーディアルグループ）
第10講　環境・企業セクターを巡る動き
第11講　環境・金融セクターを巡る動き
第12講　環境・開示セクターを巡る動き
第13講　人権・労働を巡る動き
第1４講　腐敗防止を巡る動き

３．履修上の注意
　積極的に質問することが期待される
　会社法，ファイナンス，会計などの知識があれば，望ましい

４．準備学習（予習・復習等）の内容
配付する資料を事前に読んでおくこと
講義内容に関し復習を行うこと

５．教科書
講義に先立って資料を配布する。

６．参考書
　授業時に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回，学生は授業に関して毎回短いレポートを提出する。そのレ
ポートに学生が質問を記載すれば，翌回の授業でフィードバックを
行う。

８．成績評価の方法
　学期末試験�（５0点）と平常点�（５0点）の合計で評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371E

Corporate Social Responsibility TAKA IWAO

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Course�Outline〉
Corporate�directors�and�officers�have�to�consider�broader�matters�
and�stakeholders�than�ever�in�their�management.�Not�only�efficient�
business� management� but� also� launch� of� new� businesses� is�
strongly�expected� in� the�2020s.�Fulfilling�social� responsibility,�
environmental�responsibility,�and�corporate�accountability�is�also�a�
premise�of�business�management.� In�addition,�corporations�are�
also�required�to�address�global�challenges�such�as�global�warming,�
human�rights�and�corruption.� In� this�class,�we�will�understand�
those�issues�and�learn�how�corporations�are�dealing�with�them.

〈Objectives〉
After� understanding� why� a� corporation� has� to� fulfill� social�
responsibilities,�we�will� learn�what�kinds�of�ESG�practices�are�
required� for�business.�While�studying�CSR�and�sustainability� in�
general,� we� will� take� up� cases� from� various� industries,� and�
understand�issues�in�those�cases.�Students�are�expected�to�acquire�
"the�ability�to�read�the�future�of�business�management."

2. Course Content
Lecture�1��Introduction
Lecture�2���W h y � a r e � C o m p a n i e s � r e q u i r e d � t o � t a k e � S o c i a l�

Responsibility?
Lecture�3��Fiduciary�Duties�of�Directors
Lecture�４��Corporate�Scandals�and�Corporate�Governance
Lecture�５���Traditional� Type� Governance�（Takeover� Defense�

Measure）
Lecture�６��Case�Ia�（Japan�Airlines）
Lecture�７��Case�Ib�（Japan�Airlines）�
Lecture�８���American�Type�Governance�（Investment�in�a�Distribution�

Center）
Lecture�９��Case�II�（Nikko�Cordial�Group）�Disclosure-related
Lecture�10��CSR�Movement�（1a）�Environment
Lecture�11��CSR�Movement�（1b）�Environment
Lecture�12��CSR�Movement�（1c）�Environment
Lecture�13���CSR�Movement�（2a）�Society�（Human�Rights�and�Labor）
Lecture�1４��CSR�Movement�（2b）�Society�（Corruption）

3. Registration Requirements
Students�are�expected�to�raise�questions�actively.
It�is�desirable�to�have�knowledge�of�Corporation�Law,�Finance,�and�
Accounting.

4. Course Preparations
　Read�the�materials�to�be�distributed�in�advance
　Review�the�content�of�the�lecture

5. Textbook (s)
　None.�Materials�are�distributed.

6. Reference Book (s)
　None

7. How to provide Feedback to assignments
Students�will�submit�a�short�report�on�each�lecture.
In�their�reports,�students�may�raise�questions.
Feedback�on�those�questions�will�be�given�in�the�following�class.

8. Assessment
　The�evaluation�is�made�by�summing�up�the�following�two�scores.
　Final�exam�（５0�points）�and�commitment�to�this�class�（５0�points）.

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN291J

情報化社会論Ａ 鈴 木　みゆき

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　インターネットなどの普及により，高度に情報化された社会にお
いては，従来考えられなかった様々な状況がが発生している。情報
化の進展に伴い，どのように社会が移り変わっているのかを理解す
ることは重要である。

〈到達目標〉
　あふれる情報を役立てる方法を身につけ，情報の本質を考察する
ことを通じて，人間相互のコミュニケーションあるいは，機械とマ
ンマシンインターフェースの現状を分析しつつ現代社会を考える。

２．授業内容
　第 1 講―第 2 講　家庭・個人における情報化の現状
　第 3 講―第 ４ 講　企業における情報化の現状
　第 ５ 講　情報の本質
　第 ６ 講　情報の質と量
　第 ７ 講　経済と情報
　第 ８ 講　情報伝達の科学
　第 ９ 講　マーケティングと情報化
　第10講　情報化社会の問題
　第11講　製造業と情報化
　第12講　サービスと情報化
　第13講　統計でみる情報化
　第1４講　人間と情報，情報化社会の未来

３．履修上の注意
　欠席をしないこと

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業に関連する事柄をインターネットで検索する。

５．教科書
　なし

６．参考書
　必要に応じて提示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（出席，授業時提出物），試験をそれぞれ５0％，５0％の割
合で総合的に評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN291J

情報化社会論Ｂ 鈴 木　みゆき

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　データ通信とコンピュータテクノロジーの結合による情報通信技
術の現状を分析することにより，ネットワーク社会について論究す
る。個人のプライバシー，コンピュータウィルスなどのネットワー
ク社会における諸問題について考察する。

〈到達目標〉
　現代の利便性が内包する非合理性がどのように存在し，如何に解
決すべきかについて考察する。高度情報化社会の現状とその未来に
ついて論ずる。

２．授業内容
　第 1 講―第 2 講　インターネットの技術
　第 3 講　インターネットの実際
　第 ４ 講　広告とインターネット
　第 ５ 講　個人情報とインターネット
　第 ６ 講―第 ７ 講　情報通信技術の発展
　第 ８ 講　ネットワーク社会の技術的側面
　第 ９ 講　ソフトウェアとしてのネットワーク社会
　第10講　コンピュータウィルスの科学
　第11講　プライバシーとネットワーク
　第12講　メディアと情報化
　第13講　現代情報化社会と人間
　第1４講　未来社会と情報

３．履修上の注意
　欠席をしないこと

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業に関連する事柄をインターネットで検索する。

５．教科書
　なし

６．参考書
　必要に応じて提示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（出席，授業時提出物），試験をそれぞれ５0％，５0％の割
合で総合的に評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Internet Business A TAKAHASHI TORU

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　With�the�emergence�of�advanced�digital�technology�and�big�data,�our�
society�has�undergone�a�big�transformation.　Today�it�is�an�indispensable�
requirement�for�all�businessperson�to�understand�the�structure�of�internet�
business.　In�this�course,�an�instructor�with�extensive�work�experience�in�
the�global�media�division�of�an�advertising�company�will�provide�an�
overview�of�the�business�conducted�on�the�internet.　The�course�will�give�
students�a�better�understanding�of� the�history�and�developments�of�
internet�business,�with�discussions�covering�cutting-edge�topics�and�case�
studies.　The�students�will�have� the�opportunity� to�understand�and�
discuss�businesses�which�leverage�the�internet,�as�well�as�develop�English�
communication�skills.
https://commonsi.muc.meiji.jp/em/６3c７４3f02c200

〈Objectives〉
　Students�will�gain�a�basic�understanding�of�internet�business�in�general,�
as�well�as�knowledge�of�how�new�business�models�work.　Students�will�
also� be� accustomed� to� a� practical� English-speaking� environment� to�
develop� the�communication� skills�needed� for� future�global�business�
leaders.

2. Course Content
　 1 .�Introduction�-�War�for�Talent�in�the�Global�Market
　 2 .�History�of�Internet�Business
　 3 .�Business�Model�by�Internet
　 ４ .�Internet�and�Traditional�Media
　 ５ .�Web�2.0�-�Long�Tail�Principle
　 ６ .�Internet�Advertising�-�Evolution�of�Ad�Technology
　 ７ .�Internet�Advertising�-�Attribution�Analysis
　 ８ .�Big�Data�and�Marketing
　 ９ .�Internet�Business�and�M&A�–�Web�3.0
　10.�Evolution�of�Social�Media
　11.�Evolution�of�Video�Streaming
　12.�Mobile�Centric�-�Evolution�of�Internet�Device
　13.�Latest�Trend�of�Internet�Business
　1４.��Course� Review-� How� to� Transform� Yourself� for� Your� Career�

Development

3. Registration Requirements
　 ※The�TOEIC�level�necessary�for�registering�for�this�course�is�around�
７00,�but�welcome�students�who�strongly�want�to� improve�their�English�
skills�even�if�they�do�not�exceed�７00.

4. Course Preparations
　Students�are�required�to�download�the�handout�from�"Oh-o!�Meiji"�and�
to� check� the� contents� before� the� lecture,� and� to� answer� to� the�
questionnaire�on�the�cloud�survey�site�after�the�lecture�every�week.

5. Textbook (s)
�The�lecture�slide�PDF�files�will�be�able�to�be�downloaded�for�each�topic.

6. Reference Book (s)
�To�be�notified�in�class.

7. How to provide Feedback to assignments
� In�addition�to�distribution�through�"Oh-o!�Meiji",�one�on�one�meeting�

（online�/�offline）�will�be�held�for�those�who�wish.

8. Assessment
�Contribution� to�class�（including�questionnaire� responses�after�each�
class）�６0%
�Final�report�４0%

9. Others
　*�Prerequisite�Course
　-��No�programming�or�advanced�Excel�skills�are�required�to�take�this�

course.　This�course�is�for�those�who�are�interested�in�the�potentials�
and�risks�of�internet�technology�for�future�businesses.

　*To�make�the�most�out�of�this�course:
　-�Attend�all�classes�and�arrive�on�time
　-�Participate�in�group�discussions�and�presentations
　-�Proactively�read/search�current�issues�in�this�class
※ DX�（digital � transformation）,� which� represents� a� corporate�
transformation�using�big�data�and�digital� technology,� is�accelerating�as�
the�COVID-1９�pandemic�spreads�around�the�world.�On�the�other�hand,�in�
Japan,� human� resource� development� to� promote� DX� has� become� a�
management� issue.� In�this�course,�you�can�learn�the�basic�concepts�for�
understanding�DX�and�insights�to�survive�the�DX�era�based�on�abundant�
case�studies�that�are�occurring�in�the�global�market.

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Internet Business B TAKAHASHI TORU

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　Continuing� from�the�previous�semester,� this�course� introduces� the�
latest� issues� related� to� the� internet� business� by� an� instructor� with�
extensive� work� experience� in� the� global� media� department� of� an�
advertising�company.　The�instructor�will�explain�case�studies�of�internet�
business�companies�that�are�driving�the�global�economy�in�recent�years,�
their�business�models,�and�the�challenges�for�the�future.　Students�will�
have� the� opportunity� to� discuss� the� management� and� marketing� of�
internet�businesses�and�develop�their�practical�English�skills�as�a�business�
person.
https://commonsi.muc.meiji.jp/em/６3c７４3f02c200

〈Objectives〉
　Students�will�gain�a�basic�understanding�of�internet�business�in�general,�
as�well�as�knowledge�of�how�new�business�models�work.　Students�will�
also� be� accustomed� to� a� practical� English-speaking� environment� to�
develop� the�communication� skills�needed� for� future�global�business�
leaders.

2. Course Content
　 1 .�Introduction�–�Analytical�Method�of�Case�Studies
　 2 .�Omni-Channel�Marketing
　 3 .�Electronic�Commerce
　 ４ .�Electronic�Payment�/�Virtual�Currency
　 ５ .�Artificial�Intelligence
　 ６ .�[Case�Study]�Google
　 ７ .�[Case�Study]�Apple
　 ８ .�[Case�Study]�Facebook�（Meta）
　 ９ .�[Case�Study]�Amazon
　10.�[Case�Study]�Next�GAFA�-�Baidu,�Alibaba,�Tencent,�Huawei
　11.�Cyber�Security
　12.�Ethics�&�Law�of�Internet�Business
　13.�Future�of�Internet�Business�/�Metaverse
　1４.��Course� Review� -� How� to� Transform� Yourself� for� Your� Career�

Development

3. Registration Requirements
　 ※The�TOEIC�level�necessary�for�registering�for�this�course�is�around�
７00,�but�welcome�students�who�strongly�want�to� improve�their�English�
skills�even�if�they�do�not�exceed�７00.
　※�Students�who�have�not� taken�"Internet�Business�A"� in� the�spring�
semester�can�also�take�this�course.

4. Course Preparations
　Students�are�required�to�download�the�handout�from�"Oh-o!�Meiji"�and�
to� check� the� contents� before� the� lecture,� and� to� answer� to� the�
questionnaire”�on�the�cloud�survey�site�after�the�lecture�every�week.

5. Textbook (s)
�The�lecture�slide�PDF�files�will�be�able�to�be�downloaded�for�each�topic.

6. Reference Book (s)
�To�be�notified�in�class.

7. How to provide Feedback to assignments
� In�addition�to�distribution�through�"Oh-o!�Meiji",�one�on�one�meeting�

（online�/�offline）�will�be�held�for�those�who�wish.

8. Assessment
　Contribution�to�class�（including�questionnaire�responses�after�each�
class）�６0%
　Final�report�４0%

9. Others
　*�Prerequisite�Course
　-��No�programming�or�advanced�Excel�skills�are�required�to�take�this�

course.　This�course�is�for�those�who�are�interested�in�the�potential�
and�risk�of�internet�technology�for�future�business.

　-�"Internet�Business�A"�（Spring�Semester）�is�not�a�requirement.
　*To�make�the�most�out�of�this�course:
　-�Attend�all�classes�and�arrive�on�time
　-�Participate�in�group�discussions�and�presentations
　-�Proactively�read/search�current�issues�in�this�class
※ DX�（digital � transformation）,� which� represents� a� corporate�
transformation�using�big�data�and�digital� technology,� is�accelerating�as�
the�COVID-1９�pandemic�spreads�around�the�world.�On�the�other�hand,�in�
Japan,� human� resource� development� to� promote� DX� has� become� a�
management�issue.
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科目ナンバー：（BA）MAN391E

Contents Business A NAKATANI YASUO

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉The� aim� of� this� course� help� students� to� learn� the�
features�of� the�content� industry,�and�discuss�how�representative�
companies�utilize�the�content�to�improve�their�brand�and�expand�
their� customer� base.� The� class� also� examines� how� content�
businesses�have�developed�since�early�days�to�obtain�implications�
for�exploring�future�business�model.�By�discussing�business�case�
studies� in�small�groups,�students�can�understand�how�different�
parts�of�the�content�business�should�connect�to� improve�current�
business�contexts.

〈Objectives〉Students� can�have�a�broad�understanding�of� the�
content�industry,�with�a�perspective�on�how�individual�content�can�
be� connected� in� digital� platforms.� They� can� improve� their�
negotiation�skills�in�English.

2. Course Content
　 1 �Introduction
　 2 �Development�of�content:�History�repeats
　 3 �Creating�business�icons�for�content
　 ４ �Technology�driven�content
　 ５ �The�power�of�Anime:�Case�study�in�Vietnam
　 ６ �Adopting�content�in�different�counties:�K-pop�and�J-pop
　 ７ �Implicit�or�Explicit�（1）�Japanese�culture�or�Western�Culture
　 ８ �Implicit�or�Explicit�（2）�Negotiating�with�global�clients
　 ９ �Creating�content�for�joint-marketing:�Case�of�Dentsu
　10�Adoptive�Content�Theory:�Utilizing�multiple�media
　11�Copyright�and�content�business
　12�Digital�platformer:�iTunes
　13�Digital�platformer:�YouTube
　1４�Review:�Content�business�and�digital�technologies

3. Registration Requirements
　English�capabilities�required.
　Classes�will�be�fully�conducted�in�English,�and�students�will�be�
required�to�present�ideas�in�English.
　English�requirement�:�TOEIC�７00～

4. Course Preparations
　Students�are�expected�to�read�news�on�a�daily�basis�to�keep�up�
with　new�technologies�and�trends�in�the�content�industry.

5. Textbook (s)
　・�Global�Leadership:�Case�Studies�of�Business�Leaders�in�Japan.�

by�Nakatani.Y�and�Smithers.�R.
　　Kinseido.
・Using�web-based�materials�and�handouts

6. Reference Book (s)
　Content�Machine:�Use�Content�Marketing� to�Build�a�７-figure�
Business�With�Zero�Advertising
　Dan�Norris.�CreateSpace�Independent�Publishing�Platform.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Class�contribution� for�discussion�and�assignments:�６0%.�Final�
report:４0%

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Contents Business B NAKATANI YASUO

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉In�this�course�students�clearly�understand�the�features�
of�the�content�industry�and�present�how�representative�companies�
should�utilize� the�content� to� improve� their�brand�and�expand�
customer�base.�Through�case�study�methods,�students�discuss�how�
different�parts�of�the�content�business�should�connect�to�explore�
the�future�business�model.

〈Objectives〉Students� can� have� a� clear� understanding�of� the�
content�industry,�with�a�perspective�on�how�individual�content�can�
be�connected� in�digital�platforms.�They�can� improve�negotiation�
skills�in�upper-level�English.

2. Course Content
　 1 �Introduction
　 2 �Digital�platformers:�FaceBook�and�Instagram
　 3 �Digital�platformer:�Twitter
　 ４ �Cutting-edge�content�and�technology�from�U.S.
　 ５ �Content�for�sports�marketing:�Morinaga�case
　 ６ �Adaptive�content�theory�1:�Coca-Cola�case
　 ７ �Adaptive�content�theory�2:�MIJI�case
　 ８ �Adaptive�content�theory�3:�Shiseido
　 ９ �Customer-oriented�content
　10�Japanese�traditional�culture�for�new�content
　11�Content�for�Counter�Innovator’s�Dilemma
　12�CSR�and�content�business
　13�Future�content�with�SDGs
　1４�Review:�Developing�your�content�business

3. Registration Requirements
　English�capabilities�required.
　Classes�will�be�fully�conducted�in�English,�and�students�will�be�
required�to�present�ideas�in�English.
　English�requirement�:�TOEIC�７00～

4. Course Preparations
　Students�are�expected�to�read�news�on�a�daily�basis�to�keep�up�
with　new�technologies�and�trends�in�the�content�industry.

5. Textbook (s)
　Business�Case�Studies�of�Global�Leaders�成美堂　Nakatani,�Y.
　&�Smithers,�R.　Seibido.
・Using�web-based�materials�and�handouts

6. Reference Book (s)
　Content�Machine:�Use�Content�Marketing� to�Build�a�７-figure�
Business�With�Zero�Advertising
　Dan�Norris.�CreateSpace�Independent�Publishing�Platform.

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Class�contribution� for�discussion�and�assignments:�６0%.�Final�
report:４0%

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN351J

戦略経営情報システム論 中 西　 晶

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　DX（デジタルトランスフォーメーションの時代）と言われ，　情報通信
技術（ICT）は，今日の経営や生活に大きな影響を与えている。ビッグデ
ータやIoT（Internet�of�Things：モノのインターネット），ロボット，人工
知能などに見られるように，現代のICTは目覚しい発展を続けているが，
これらの技術は単独ではなく，経営情報「（システム」として構築されて
はじめて意味を持つ。こうしたシステムを活かすためには，戦略的，経営
的視点が不可欠である。本講義は，経営戦略論・経営組織論・マーケティ
ング論・システム論・情報管理論など文理をまたがる学問分野にまたがる，
学際的な科目である。授業では，現在注目されている事例や関連する資格
試験なども紹介しながら進めていく。
受講生は，これから生きていくDX時代において，まず利用者（ユーザ）
として必要な基本的知識を獲得することを目的とする。

【到達目標】
DX社会における人材として活躍できるために，以下を目標とする。
知識学修レベルとしては：経営情報システムに関する歴史，概念，諸理論，
実践について理解し，他者に説明することができる。
実践的なレベルとしては：情報処理推進機構（IPA）の情報処理技術者試
験［url=https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/index.html］「ITパスポート
試験」における「ストラテジ系」「マネジメント系」関連の問題が理解で
きる。

２．授業内容
　以下のような内容を予定している。
　授業の進行状況や時事的な話題の提供等で若干前後することがある。
　第 1 回　現代社会と戦略経営情報システム
　第 2 回　関連理論：戦略論，組織論，システム論
　第 3 回　戦略経営情報システムの歴史的展開
　第 ４ 回　戦略経営情報システムにおけるテクノロジー
　第 ５ 回　戦略経営情報システムの設計と開発
　第 ６ 回　戦略経営情報システムのマネジメント
　第 ７ 回　ガバナンスとシステム監査
　第 ８ 回　サイバーセキュリティ
　第 ９ 回　ビジネスイノベーションとxTech
　第10回　データサイエンスとビッグデータ
　第11回　組織における戦略経営情報システムの利活用
　第12回　Society５.0とデジタルエコノミー
　第13回　これからの戦略経営情報システムの理論と実践
　第1４回　まとめ
授業では，各回テーマについての講義を行うだけでなく，企業等の事例研
究，ITパスポート試験その他の情報処理技術者試験の分析と解説を行う

（ただし，資格試験対策ではなく，経営学関連の理論との関係などを中心
に説明する）。
また，状況が許せば，教室内でグループワークを行うことがある。

３．履修上の注意
　経営学はもちろん，経営戦略論，経営組織論，ナレッジ・マネジメント
論，経営技術論などと関連させて学ぶとより理解が深まるであろう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
ITパスポートやデータサイエンティスト検定等，情報関連の資格の受験を
推奨するが必須ではない。
全学の「数理・データサイエンス・人工知能リテラシープログラム」の科
目を受講することが望ましい。

５．教科書
　『現代経営情報論』遠山曉・村田潔・古賀広志著（有斐閣）2021年

６．参考書
　授業中に適宜，文献・サイトを紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回のワークについて授業内でフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　毎回の授業に応じたワークの成果（Oh-O!Meijiのアンケート機能を使
用）各回 ５ 点×13回＝６５点
　最終回での全体レポート　3５点
合計100点満点で評価する。
また，授業中の質問や発言などについては，加点する場合がある。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAW271J

ビ ジ ネ ス 法 柿 崎　 環

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　学問としての法律学の初学者が多いことから，法とは何か・法体
系等から学び始め，近代社会・現代社会における企業取引法（ビジ
ネス法）の意義を理解したうえで，この現代経済社会を支える企業

（会社）の経済活動の根拠となり，かつそれを規制する法律として
の民法・商法の基礎を学ぶ。

〈到達目標〉
　法律全体におけるビジネス法の意義および企業取引に関わる民
法・商法・会社法等の基礎を理解することを目指す。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　私法体系における取引法の位置づけ
　第 3 回　取引法としての民法と商法
　第 ４ 回　市場経済社会における「法律行為」とは？
　第 ５ 回　商法が適用される世界の鳥瞰図
　第 ６ 回　商人となるには？
　第 ７ 回　商人の名前「商号」
　第 ８ 回　軌道に乗った商売を広げるには？―商行為の代理と委任
　第 ９ 回　他人の労力を利用する―商業使用人制度・補助商
　第10回　商業登記・商業帳簿制度―公示制度の意味
　第11回　営業の切り離しは何のため？―営業譲渡
　第12回　商行為法の特色とは？
　第13回　商事契約の特則
　第1４回　具体的な商事売買にみる民法との違い

３．履修上の注意
　法律の授業は段階的に進められる。途中で欠席すると自学自習で
補うことが難しくなるため，授業は休みなく出席することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，授業の内容となるテキストの該当箇所を読んでおくこと。

５．教科書
　中村信男・和田宗久『ビジネス法入門（第 3 版）』中央経済社

６．参考書
　近藤光男『商法総則・商行為法（最新版）』有斐閣
　北居功・高田晴仁編『民法とつながる商法総則・商行為法』商事
法務

７．課題に対するフィードバックの方法
定期試験の総評を「授業のお知らせ」機能を使って配信する。

８．成績評価の方法
　定期試験（またはレポート課題）によって評価する。

９．その他
　ビジネス法の基礎を学ぶことを目的とするが，ビジネス法の中心
である「株式会社法」の全体については，ここでは学ばない。その
ため，この授業では，一部，会社法についても取り上げるが，企業
社会を規律する法に興味のある者は，あわせて「株式会社法」を学
ぶ科目を履修することが望ましい。
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科目ナンバー：（BA）LAW361J

会 社 法 Ａ 根 本 伸 一

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講義では，会社法について講義する。会社法とは，株式会社や
合同会社などの会社の組織・運営に関するルールである。現代社会
において，会社は経済活動のインフラとして重要な役割を果たして
いる。例えば，われわれは日々会社から様々な商品・サービスの提
供を受け，また会社に従業員として雇われ，給料を受け取っている。
さらに，起業をする際に自分で会社を作ってそれを使って事業を行
うこともできる。会社法とは，このような会社が，社会において活
動するための基本的なルールである。それゆえ，会社法を学ぶとい
うことは，最終的には一国の経済社会のあり方としてどのようなも
のが望ましいかというテーマにアプローチすることでもある。そこ
で本講義では，会社法の基本的な仕組みを説き起こすことを通し
て，経済活動のインフラとしての会社の仕組みを明らかにしたい。
　本講義の到達目標は，受講生が会社法の基本的な仕組みとその使
われ方について理解できるようになることである。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：企業と会社
　第 3 回：会社の法的性質
　第 ４ 回：会社の設立1
　第 ５ 回：会社の設立2
　第 ６ 回：株式1
　第 ７ 回：株式2
　第 ８ 回：機関総論，株主総会1
　第 ９ 回：株主総会2
　第10回：取締役，取締役会，代表取締役
　第11回：監査役，会計監査人，会計参与
　第12回：指名委員会等設置会社，監査等委員会設置会社
　第13回：業務執行の適性確保
　第1４回：総括
　＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　特に他の法律科目を履修しておくべきということはない。
　むしろ企業活動に関する関心や会計学や経営学の知識があった方
が，理解が進むと思われる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，授業の終了時に，次回の範囲，参照文献および注意事項等
を告知する。

５．教科書
　三枝一雄ほか『最新�基本会社法（第 2 版）』（中央経済社，2021年）
　また，オンラインでレジュメ等を配布する。

６．参考書
　田中亘『会社法[第 3 版]』（東京大学出版会，2021年）
　伊藤靖史ほか『会社法[第 ５ 版]（LEGAL�QUEST）』（有斐閣，2021年）
　神作裕之ほか編『会社法判例百選〔第 ４ 版〕』（有斐閣，2021年）

７．課題に対するフィードバックの方法
レポートや試験の実施後にOh-o!�Meiji上で解答例を掲載するととも
に，Oh-o!�Meijiのアンケート機能を使って質問を受け付ける。

８．成績評価の方法
　成績評価は期末試験の結果だけで決める。

９．その他

科目ナンバー：（BA）LAW361J

会 社 法 Ｂ 根 本 伸 一

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講義では，会社法について講義する。会社法とは，株式会社や
合同会社などの会社の組織・運営に関するルールである。現代社会
において，会社は経済活動のインフラとして重要な役割を果たして
いる。例えば，われわれは日々会社から様々な商品・サービスの提
供を受け，また会社に従業員として雇われ，給料を受け取っている。
さらに，起業をする際に自分で会社を作ってそれを使って事業を行
うこともできる。会社法とは，このような会社が，社会において活
動するための基本的なルールである。それゆえ，会社法を学ぶとい
うことは，最終的には一国の経済社会のあり方としてどのようなも
のが望ましいかというテーマにアプローチすることでもある。そこ
で本講義では，会社法の基本的な仕組みを説き起こすことを通し
て，経済活動のインフラとしての会社の仕組みを明らかにしたい。
　本講義の到達目標は，受講生が会社法の基本的な仕組みとその使
われ方について理解できるようになることである。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：役員等の損害賠償責任1
　第 3 回：役員等の損害賠償責任2
　第 ４ 回：株主代表訴訟
　第 ５ 回：会社の計算1
　第 ６ 回：会社の計算2
　第 ７ 回：企業の資金調達，募集株式の発行等1
　第 ８ 回：募集株式の発行等2
　第 ９ 回：新株予約権
　第10回：社債
　第11回：事業譲渡，合併
　第12回：株式交換，株式移転
　第13回：会社分割
　第1４回：総括
＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　特に他の法律科目を履修しておくべきということはない。
　むしろ企業活動に関する関心や会計学や経営学の知識があった方
が，理解が進むと思われる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，授業の終了時に，次回の範囲，参照文献および注意事項等
を告知する。

５．教科書
　三枝一雄ほか『最新�基本会社法（第 2 版）』（中央経済社，2021年）
　また，オンラインでレジュメ等を配布する。

６．参考書
　田中亘『会社法[第 3 版]』（東京大学出版会，2021年）
　伊藤靖史ほか『会社法[第 ５ 版]（LEGAL�QUEST）』（有斐閣，2021年）
　神作裕之ほか編『会社法判例百選〔第 ４ 版〕』（有斐閣，2021年）

７．課題に対するフィードバックの方法
レポートや試験の実施後にOh-o!�Meiji上で解答例を掲載するととも
に，Oh-o!�Meijiのアンケート機能を使って質問を受け付ける。

８．成績評価の方法
　成績評価は期末試験の結果だけで決める。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）LAW341J

手形法・小切手法 高 木 正 則

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　手形・小切手は，商取引において支払の用具，信用の用具，送金・取立の用具
として大きな役割を担ってきたが，近時においては電子決済システム（具体的に
は電子記録債権）への移行の動きなどから利用が減少している。しかし，手形・
小切手法を学ぶことは新しい学問分野としての支払決済システムに関する法を学
ぶ上で極めて重要である（落合誠一・神田秀樹編『手形小切手判例百選〔第 ６ 版〕』

（有斐閣，200４年）2-3頁）。とりわけ，電子記録債権法を理解するためには手形法
の理解が前提となる。そこで，本講義では手形・小切手の意義とその役割を概観
した後，振出から支払に至る一連の流れについて説明する。なお，現在使われて
いる手形の多くが約束手形であることに鑑み，本講義では約束手形についての基
本的な法律関係を明らかにし，為替手形および小切手については約束手形と異な
る部分について触れるにとどめる。また，講義の中で手形に代わる新しい支払決
済システムである電子記録債権について触れる予定である。その際，適宜，いわ
ゆる「でんさいネット」のWeb上の資料等をプロジェクターで示しながら解説す
るつもりである。

〈授業の到達目標〉
　一般的に法学部の授業の場合は，法律科目については判例・学説の詳細な検討
に立ち入るのが常であろうが，この授業の受講生は法学部の学生ではないので，
そこまでは立ち入らずあくまでも手形法・小切手法に関する基本的な理解を得て
もらうことを目標にする。

２．授業内容
　概ね，下記の順序で講義を進める予定である。
　第 1 回　aのみ：イントロダクション
　第 2 回　手形・小切手の意義と機能，電子記録債権
　第 3 回　手形行為の意義
　第 ４ 回　手形の振出（1）　手形要件，電子記録債権の発生要件
　第 ５ 回　手形の振出（2）　手形上の意思表示，電子記録債権にかかる意思表示
　第 ６ 回　他人による手形行為
　第 ７ 回　手形の偽造，変造
　第 ８ 回　手形の裏書（1）　譲渡裏書，電子記録債権の譲渡
　第 ９ 回　手形の裏書（2）　特殊の裏書
　第10回　手形の善意取得，電子記録債権の善意取得
　第11回　手形抗弁，電子記録債権における抗弁事由
　第12回　白地手形
　第13回　支払，電子記録債権の支払
　第1４回　その他
　※講義内容は必要に応じて変更することがある。

３．履修上の注意
　本科目ではその性質上民法の財産法（総則・物権・債権）との比較を行うこと
が多いので，受講生は民法の概論のような授業があれば履修済みであるかまたは
履修中であることが大変望ましい。なお，小型のものでよいので必ず令和５年版の
六法を入手して授業時に持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習に関しては，手形・小切手法に関する概説書にざっと目を通しておくこと
をすすめる。復習に関しては，授業で説明したことを配布したプリントと照らし
合わせて確認しながら，手形・小切手に関する基本的な概念や法律上の制度のあ
らましを説明できるようにまとめておくとよいと思う。

５．教科書
　特に指定しないが，自分で最も読みやすいと思う手形・小切手法の概説書を入
手して読むことを勧める。比較的に新しい概説書としては，手形法・小切手法以
外の分野も含む支払決済に関する法分野を扱うものとして，小塚荘一郎・森田果
共著『支払決済法（第 3 版）』（商事法務，201８年）があるほか，法学部以外の学
生にとっては少し難しく感じられるかもしれないが，弥永真生著『リーガルマイ
ンド手形法・小切手法〔第 3 版〕』（有斐閣，201８年）が挙げられる（ただし同書
は品薄との情報がある）。なお，授業で適宜プリントを配布する予定である。

６．参考書
　神田秀樹・神作裕之編『手形小切手判例百選〔第 ７ 版〕』（有斐閣，201４年）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中に適宜，知識確認のための簡単なアンケートをOh-o!�Meijiを使って実
施し，その結果について授業内で簡潔に講評を含めてコメントすることを考えて
いる。

８．成績評価の方法
　定期試験によって評価する予定である。

９．その他
　手形や小切手は日常生活においては馴染みのないものであるが，これらに関す
る基本的な法的知識を得ておくことは将来皆さんが社会に出て仕事をする上で決
して損ではないと思われる。すなわち，近い将来に電子記録債権が手形に代わる
ツールとしてより普及していくことが想定されるが，電子記録債権の仕組みを理
解するには手形に関する知識が前提とされることから，手形法小切手法を勉強し
ておく意味は十分にある。
　とくに，銀行など民間企業に就職することを志す人には，手形や小切手に関す
る法的知識はかなり役立つであろう。

科目ナンバー：（BA）LAW361J

財　　産　　法 神 田 英 明

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
≪授業の概要≫
　民法は，日常の生活関係を規律する法律であり，私法全体の最も基本的
な法律です。�物の売買や不動産の賃貸借，借金，契約違反，交通事故など，
私たち市民を取り巻く日�常生活に関するルールを民法は定めています。
　本講義は，民法財産法，すなわち，民法総則，物権法，及び，債権法と
呼ばれる法領域（民法典第 1 ～ 3 編）をその考察対象とします。民法の基
礎理論および解釈論上問題となっている各種の重要論点について，民法の
基本原理を明らかにしながら，問題点の所在とその要点を整理し，法的考
察を加えていきます。
≪授業の到達目標≫
　民法財産法法が定める各種の制度の存在意義を一つずつ解明し，民法に
おける「ものの見方・考え方」を修得することを目標とします。民法全体
の体系的な理解，及び，法的問題に対処できる法的思考力を身に付けるこ
とが，本講義の到達目標です。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション－「民法財産法」を学ぶにあたって
　第 2 回：民法の仕組み－私法の四大原則・法人格
　第 3 回：民法総則の諸制度（1）制限能力者の保護
　第 ４ 回：民法総則の諸制度（2）意思表示と法律行為
　第 ５ 回：民法総則の諸制度（3）代理・時効
　第 ６ 回：物権法の諸制度（1）物権の意義
　第 ７ 回：物権法の諸制度（2）登記制度（物権変動と公示）
　第 ８ 回：物権法の諸制度（3）即時取得制度
　第 ９ 回：担保物権法の諸制度（1）担保の意義
　第10回：担保物権法の諸制度（2）抵当権・その他の担保物権
　第11回：債権法の諸制度（1）債権の効力
　第12回：債権法の諸制度（2）契約総論（解除）
　第13回：債権法の諸制度（3）契約各論（売買・賃貸借）
　第1４回：債権法の諸制度（４）不法行為・まとめ
＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　意見・質問・感想などを求める受講カード（出席カードとしての機能は
ありません）を提出してもらい，講義に対話性を持たせることを予定して
います。強い問題意識と知的好奇心を持って，積極的に授業に参加するこ
とを求めます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　準備学習の内容
　事前に教科書および資料等に目を通して，最低限の知識を得て授業に臨
むことが強く望まれます。
　復習すべき内容
　学習したテーマについて，正確に理解し，しっかりとその成果をまとめ
ておいて下さい。

５．教科書
　田中嗣久ほか『民法がわかった　改訂第 ５ 版』（法学書院）。
　なお，必要に応じてレジュメを配布します。

６．参考書
　各人が使用しているもので結構です。特に参考書その他文献について指
示する必要があるときは，授業の際に改めて指示します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　各自が予め検討していた当該課題に対する解説，さらには課題に対する
質問や感想に対するコメント返しを，翌週の講義にて毎回行う。

８．成績評価の方法
　①学期末試験（７0％），及び，②授業時間中に不定期に複数回実施する
簡単な小テスト（30％）にて評価します。定期試験の答案作成にあたって
は，基本的な理解が出来ているかどうか，説得力ある論理を自分の考えと
して展開しているかどうかを基準に判断します。

９．その他
　講義では，具体例を多用しながら，分かりやすく解説していきます。民
法は私たちの実生活に直結しているため知的好奇心を大いに満たしてくれ
ます。法律学は単に知識の詰め込みや，教科書や条文の暗記ではないこと
を一早く知り，法律学の本当の面白さ，すなわち，法律における「考える
楽しみ」を是非この講義にて堪能して下さい。
　参考のため，過去の授業アンケートを紹介します。「気がつけば�1�番好
きな授業になっていました」，「学習することがこんなにも面白いものだと
実感できる授業です」，「先生の授業は本当に分かり易くて，毎回とても楽
しみにしていました！！」「大学でこんなに熱心に教えて頂けたことが凄
く嬉しかった」「神田先生ほど学生のことを考えて授業をしてくれる先生
はいないのではないかと感じました。」「司法試験第1位の合格者を送り出
した神田先生の講義を受けられるなんて嬉しく思います」。
知的好奇心を満たす満足度の高い授業を行いたいと思っています。
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科目ナンバー：（BA）LAW361J

税　　　　　法 加 藤 友 佳

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この講義では，日常生活に深く関わりのある税金について定めて
いる租税法について学び，私たちが納付している税金がどのような
法律に基づいて課税されているのかを学びます。課税する側の視点
としては不正な課税逃れを見逃さないこと，納付する側からの視点
としては余分な税金を納めないこと，この双方の観点を学び，賢い
納税者になりましょう。
　法律を学んだことない学生を対象として，受講生の理解度を確認
しながら講義を進めていきます。

〈到達目標〉
　所得税法や租税争訟法を実践的に理解し，その知識を普段の生活
に役立てるようになることを目標とします。

（1）租税法と憲法・私法との関係を理解できるようになる。
（2）納税者の義務と共に権利を理解できるようになる。
（3）�所得税法と租税手続きの概観を把握し，納税申告書を作成でき

るようになる。

２．授業内容
　第 1 回：国民の生活と租税法
　第 2 回：租税の意義と基本原則
　第 3 回：租税法と私法
　第 ４ 回：脱税・租税回避・節税
　第 ５ 回：納税義務と課税単位
　第 ６ 回：所得概念
　第 ７ 回：事業所得と給与所得
　第 ８ 回：譲渡所得
　第 ９ 回：一時所得と雑所得
　第10回：必要経費
　第11回：所得控除と税額控除
　第12回：相続税法（1）
　第13回：相続税法（2）
　第1４回：a�講義全体のふりかえり
　　　　　b�試験

３．履修上の注意
私語厳禁

４．準備学習（予習・復習等）の内容
水野忠恒編『テキストブック租税法〔第 3 版〕』（中央経済社，2022
年）の該当箇所を予め一読しておき，前回までの授業内容との関連
性を把握しておく。

５．教科書
水野忠恒編『テキストブック租税法〔第 3 版〕』（中央経済社，2022
年）

６．参考書
中里実他編「租税判例百選〔第 ７ 版〕」（有斐閣，2021年）

７．課題に対するフィードバックの方法
中間テストの結果については次回授業の中でコメントする。

８．成績評価の方法
原則として試験の成績により評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ARS321J

イギリス文化論 宇 野　 毅

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
どういう訳か旧植民地のアメリカと比べると，比較的情報量が少な
いように思えるイギリス社会や文化を理解することが，この授業の
唯一の目的である。講義の対象は，イギリス社会・イギリス人・イ
ギリスの言語である。
イギリスでは，2022年 ９ 月 ８ 日に在位７0年を迎えたエリザベス女王
が崩御して時代が変わったが，そのような現代イギリス社会を中心
に解説して行きたい。

〈到達目標〉
英語ができても，その背後にある広義の意味に於ける文化や社会の
包括的な理解なくしては，英語を習得したとは言い難いであろう。
時間の許す限り，The�Times（インターネット版）や�BBC�NEWS�
を用いて，イギリスを取り巻く最新の時事問題等も取り扱う予定で
ある。

２．授業内容
前半では，基本的な内容の講義・解説を行ない，後半では，個々の
文化事例を取り上げて考察してみることにする。
第 1 回　イギリス概論（1）
第 2 回　イギリス概論（2）
第 3 回　イギリス概論（3）
第 ４ 回　イギリス概論（４）
第 ５ 回　イギリス概論（５）
第 ６ 回　治安・犯罪問題
第 ７ 回　車と環境問題
第 ８ 回　道路・交通事情
第 ９ 回　景観と環境・自然保護問題
第10回　世界遺産
第11回　動物権（Animal�Rights）
第12回　教育制度
第13回　自己申告の社会
第1４回　まとめ�定期試験
上記予定は，状況によっては変更されることがあり得る。

３．履修上の注意
イギリスに強い関心や興味があることが必要である。一般的に，興
味がある事柄は自ら没頭して調べ，熱中できるものである。
授業には教科書を必ず持参して，きちんと毎回出席することが最低
限の条件である。
授業開講時までに，指定教科書を準備しておくように。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
次回の範囲を予習のこと。

５．教科書
『【増補版】� 現代イギリスの社会と文化　ゆとりと思いやりの国』　
（彩流社�201５；【増補版】）に限る。増補版の紙媒体を用意すること。

６．参考書
先ず始めは，プリント等を配布して講義を始める。授業開始時まで
に，教科書を用意しておくこと。
以下の書籍は参考になるであろう：

『食文化からイギリスを知るための５５章』�（明石書店�2023）
・https://www.akashi.co.jp/book/b６1９1６４.html
『田園のイングランド�歴史と文学でめぐる四八景』�（彩流社�201８）
・https://www.sairyusha.co.jp/book/b1001５311.html
『イギリス文学を旅する６0章』�（明石書店�201８）
・https://www.akashi.co.jp/book/b3７3６９2.html
『ロンドンを旅する６0章』�（明石書店�2012）
・https://www.akashi.co.jp/book/b102４12.html

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
試験やリポート（７0％）と平常点（30％）・等による総合評価がな
される予定である。きちんと出席するように。

９．その他



― 2７５ ―

科目ナンバー：（BA）ARS311J

中 国 文 化 論 野 田 寛 達

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
本講義は中国や中華圏のことば，習慣，文化，社会構造など複数の
テーマに関して基礎的な知識を日本語で解説する（中国語を理解す
る能力は不要）。内容は初学者にも理解しやすいように平易に構成
しており，特に日本と関連の深いテーマを選んで講義する。講義を
通して，履修生が様々な視点から異文化及び自国文化を見つめ直
し，自身の身の回りの現象に置き換えて思考する能力を養うことを
目標とする。

２．授業内容
本講義は，まず，中国や中華圏のことば，習慣，文化，社会構造な
どに関して講義を行う。講義資料は教員が準備するため，教科書な
どの購入は不要。それから，学生個人にテーマを与え，それに関し
て自身で調べたものを発表してもらう（zoomにより動画を作成し
てもらい，授業中に履修生で視聴する予定。方法は指示する）。最
終講義では講義の理解度を図るため選択問題と小レポートを中心と
した期末テストを行う。参考のため，以下現時点で予定している講
義テーマを示すが，進度や状況に応じて変更する可能性はある。
W1：導入（授業概要，成績評価など）
W2：ことばについて1（日本語と中国語の比較）
W3：ことばについて2（日中英の構造比較）
W４：中国の習慣について
W５：チャイナタウンについて1
w６：チャイナタウンについて2
W７：中国の社会について1
W８：中国の社会について2
W９：台湾の社会について1
W10：台湾の社会について2
W11：中国の環境問題について（外部講師予定）
W12：学生発表1
W13：学生発表2
W1４：期末テスト

３．履修上の注意
特になし。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
日頃から中国関連のニュースを読む。講義で学んだ知識の復習。

５．教科書
特になし。

６．参考書
家近亮子など201６『新版５分野から読み解く現代中国』晃洋書房
季増民201８『中国地理概論』ナカニシヤ出版

７．課題に対するフィードバックの方法
提出されたものにコメントなどの方法で教員からフィードバックを
行う。

８．成績評価の方法
平常点（20％），発表（５0％），期末テスト（30％）

９．その他

科目ナンバー：（BA）ARS311J

日 本 文 化 論 森 田 直 美

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
主に日本の著名な美術品や工芸品などを通して，「日本文化の特色」
について学び考えることが本授業の目標です。

「学生時代にもっと日本の文化を知っておきたい」と思うものの，
「何から手を付ければいいのか分からない」「独学では挫折してしま
う」と感じている方々にこそ，積極的に受講してほしいと思います。
日本の美術工芸や文化の特色について知見を広げることは，大人ら
しい感性や審美眼を育成することはもちろん，日本固有の魅力を見
出す基盤にもなり得ます。他国では替えがきかない固有の魅力は，
国際社会における強みとなります。これから社会に出ていく学生の
方々にとって，その「魅力（強み）」を深く考える機会にしたいと
考えています。

【達成目標】
（1）日本の著名な美術品や工芸品について知見を広げる
（2）日本文化固有の特色や魅力について自分の言葉で説明できる

２．授業内容
概ね以下の内容で進めますが，各回のテーマを入れ替える可能性が
あります。
また，受講人数によりますが，適宜グループディスカッションやワ
ークショップを取り入れる予定です。
第 1 回　今後の授業の進め方について
第 2 回　外国文化の受容と変容（仮名文字の成り立ち）
第 3 回　文字を愛でる（和様の書）
第 ４ 回　日本らしい色彩とは（色彩嗜好）
第 ５ 回　自然とともに生きる（十二単・かさねの色目）
第 ６ 回　形を変えて引き継ぐ（佐竹本三十六歌仙図）
第 ７ 回　異形へのまなざし（鳥獣戯画・付喪神縁起絵巻）
第 ８ 回　形無きものに形を与える（百鬼夜行から妖怪へ）
第 ９ 回　土地のイメージを定型化する（歌枕）
第10回　そぎ落とす・抽象化する（燕子花図屏風）
第11回　『源氏物語』のデザイン
第12回　『百人一首』のデザイン
第13回　連想して遊ぶ（和菓子）
第1４回　半期のまとめ

３．履修上の注意
講義形式の科目ですが，「授業内容」に記した通り，適宜グループ
ディスカッションやワークショップを取り入れます。
よって，主体的に授業に関与し，他の受講生と協力する姿勢が必須
です。
また，回によっては授業終了1５～20分を使ってワークシート（小課
題）を執筆していただきます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
事前学習：次回扱うテーマ（作品）について，入門書やインターネ
ットで下調べしておく。
事後学習：ノートやプリントを整理し，授業時に理解できなかった
点について補充調査する。

５．教科書
特に指定しません。適宜プリントを配布します。

６．参考書
長谷川櫂『和の思想―日本人の創造力―』（岩波現代文庫，2022年）
吉岡幸雄『日本の色辞典』（紫紅社，2000年）
上記の他，授業時に適宜紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
グループディスカッションやワークショップ，および提出されたワー
クシートに対して，授業時に適宜コメントやアドバイスを伝えます。

８．成績評価の方法
授業への参加態度（グループディスカッションやワークショップへ
の貢献度，ワークシートの内容を含む）５0%，期末レポート５0%で
総合的に判断します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN261J

海外経営事情Ａ 伊 藤 信 悟

2 単位 1 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業では，日本と深い歴史的，経済的つながりを持つ台湾の事例を取
り上げながら，アジアの経済・産業発展についての理解を深める。授業の
前半（2-５回）では，教科書を用いて，アジアの産業・企業を理解するう
えで鍵となる概念や分析枠組みについても解説する。続いて，世界のハイ
テク産業のなかでユニークな地位を占め，日本の産業・企業のよき協業・
競争相手としても注目を集める台湾に焦点をあて，その歴史，政治動向，
産業発展過程の特徴を考察する（６-10回）。また日本と台湾の産業・企業
連携の可能性を探り，日本企業のグローバル化の課題，国際情勢がグロー
バル経営に与える影響について考える。最後に，受講者による研究発表

（11-13回）を交えて，アジアの産業・企業のグローバル化とその日本企業
へのインパクトを考察する。

〈到達目標〉
　アジアにおける経済グローバル化の実態，産業・企業発展の特徴につい
ての理解を深める。台湾の事例分析を通じて，東アジアの政治経済発展に
ついての多面的な知識を深める。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション：アジアの経済・経営を学ぶことの意義
　第 2 回：アジアの経済発展1：変貌するアジア
　第 3 回：アジアの経済発展2：中国が変えるアジア
　第 ４ 回：アジアの経済発展3：産業内分業の発展ダイナミズム
　第 ５ 回：アジアの経済発展４：アジアのイノベーション
　第 ６ 回：台湾の政治と経済1：国民党による権威主義体制下の経済発展
　第 ７ 回：台湾の政治と経済2：民主化，本土化と対中関係の展開
　第 ８ 回：台湾の産業発展と日本1：パソコン産業
　第 ９ 回：台湾の産業発展と日本2：フラットパネルディスプレイ産業
　第10回：台湾の産業発展と日本3：日本企業の「台湾活用型対中投資」
　第11回：受講生による研究報告
　第12回：受講生による研究報告
　第13回：受講生による研究報告
　第1４回：ａまとめ　ｂ試験

３．履修上の注意
　授業には必ず出席すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　新聞を読み，台湾についての記事，日本と東アジア企業の競争・提携関
係，アジアの国際情勢についての記事を注意深く読むこと。また，適宜，
授業内容に関する資料を案内するので，授業の予習・復習に活用すること。

５．教科書
・�遠藤環・伊藤亜聖・大泉啓一郎・後藤健太編『現代アジア経済論――「ア

ジアの世紀」を学ぶ』（有斐閣）201８年。

６．参考書
・�薛化元編，永山英樹訳『詳説台湾の歴史　台湾高校歴史教科書』（雄山

閣），2020年。
・�川島真・清水麗・松田康博・楊永明『日台関係史　1９４５-2020増補版』（東

京大学出版会），2020年。
・�赤松美和子・若松大祐編著『台湾を知るための７2章【第 2 版】』（明石書

店），2022年。

７．課題に対するフィードバックの方法
リアクションペーパーについては次回授業までにコメントを各人に送付す
る。授業中の研究報告については，報告後に講評する。定期試験について
は，試験終了後に要点を解説する。

８．成績評価の方法
　定期試験４0％，授業中の研究報告20％，平常点４0％（授業中のリアクシ
ョンペーパー）。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN261J

海外経営事情Ｂ 藤 田 麻 衣

2 単位 1 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は，近年，急速な経済成長と経済構造の転換を遂げ，日本との間
にも多面的かつ緊密な経済関係が形成されているベトナムを取り上げ，同
国の経済，産業・企業についての理解を深めることを目的とする。
　まず，ベトナムの歴史・社会，政治・経済体制，国際関係を概観する（第
2 回～第 ４ 回）。次いで，ベトナムがドイモイと呼ばれる改革路線を採択
した1９８0年代後半以降，企業をめぐる法制度がどのように整備され，企業
セクター全体の構造がどのように変化してきたかを，個別企業の事例を交
えつつ考察する（第 ５ 回～第 ６ 回）。また，いくつかの産業の事例を取り
上げ，産業全体の構造，および主要企業の戦略や発展プロセスを考察する

（第 ７ 回～第13回）。
〈到達目標〉
　ベトナムの経済，産業・企業の特徴や発展過程について，多面的な理解
を深める。ベトナムの事例を学ぶことを通じて国際経済への関心を高め，
現地事情を理解する視野を養う。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：歴史と社会のなりたち〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 3 回：ドイモイ下の政治・経済体制
　第 ４ 回：対外開放から国際経済参入へ
　第 ５ 回：国有企業，民間企業〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ６ 回：外資企業
　第 ７ 回：輸出産業
　第 ８ 回：�内需産業：輸送機械産業（1）〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 ９ 回：内需産業：輸送機械産業（2）
　第10回：サービス業
　第11回：デジタル経済
　第12回：エネルギー〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第13回：農業・農産物加工〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第1４回：まとめ
注：第 ９ 回-第11回に履修生による授業内発表を予定している。

３．履修上の注意
　この授業は，対面授業とメディア授業を組み合わせる形式で開講される。
　メディア授業はすべて，講義動画を�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信
するオンデマンド型で行う。メディア授業の講義動画は，原則毎週木曜日
に�Oh-o!�Meiji�システムを通じて配信し，授業動画は当該学期中の視聴を
可能とする。毎回の講義動画視聴後，アンケート機能を用いて設問（記述
式）への回答を求める。これによって出席と理解度の確認を行うとともに，
講師から総括および個別のフィードバックを行う。
　対面授業のうち第 ９ ～11回では，履修生による授業内発表（プレゼンテ
ーション）を予定している。
　対面授業およびメディア授業に関する質問やコメント，意見などは，
Oh-o!�Meijiクラスウェブのディスカッション機能を通じて随時受け付け，
議論の場として活用する。また，教員への質問・相談窓口として，専用メ
ールアドレスを履修者に通知する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日頃から新聞や雑誌を読み，ベトナムに関する記事に目を通しておくこと。
　各回の授業に関連する資料を紹介するので，それらを活用しつつ復習を
行うことが望ましい。

５．教科書
　教科書は特に用いない。

６．参考書
　今井昭夫・岩井美佐紀編著『現代ベトナムを知るための６0章』明石書店，
2012年。
　トラン・ヴァン・トゥ『ベトナム経済発展論』勁草書房，2010年。
��藤田麻衣編『ベトナム�「発展と幸福」への模索－第13回党大会にみる発
展の方向性と課題－』アジア経済研究所，2022年。
その他の資料は授業中に紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　レポートはOh-o!�Meiji�システムを通じて，プレゼンテーションは当該
授業において，講評を行う。

８．成績評価の方法
　平常点（授業に対するコメント）30%，レポート30%，授業内の発表
４0%で評価する。
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）MAN261J

海外経営事情Ｃ 齋 藤　 純

2 単位 1 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中東地域に対する一般的なイメージは，石油，テロ，イスラーム，
砂漠といったものだろう。実際，日本で報道される中東に関するニ
ュースの多くは，テロやイスラーム主義についてのものである。一
方で，中東地域の経済は2000年代に高成長を記録し，新興経済圏の
一つとして捉えられるようになった。ビジネスの場としての中東地
域への関心が高まった。
　現在の中東諸国は地域情勢の不安定化や石油価格の低迷に直面し
ているが，その経済とビジネスはどのような状況にあり，どのよう
な展望を描けるだろうか。この授業では，中東諸国の経済と現地で
活動する企業について，国およびトピック別に取り上げ，その状況
と特性を検討する。

〈到達目標〉
　中東諸国の経済と現地での企業活動について，曖昧なイメージで
はなく，事実に基づいて具体的に理解することを目指す。

２．授業内容
　第 1 回　a：イントロダクション
　　　　　b：新興経済圏としての中東地域
　第 2 回　中東地域概観
　第 3 回　中東諸国の経済1：石油輸出国
　第 ４ 回　中東諸国の経済2：石油輸入国
　第 ５ 回　人口と労働：出稼ぎ労働と若年層の失業
　第 ６ 回　石油産業：原油・天然ガスの生産と輸出
　第 ７ 回　金融部門の発展：中東諸国の金融システム
　第 ８ 回　イスラーム経済：イスラームと経済活動
　第 ９ 回　消費市場としての中東諸国
　第10回　中東地域での企業活動1：現地企業の発展
　第11回　中東地域での企業活動2：日系企業の進出
　第12回　中東地域での企業活動3：外資系企業の展開
　第13回　中東経済の将来展望
　第1４回　a：まとめ
　　　　　b：期末試験

３．履修上の注意
・�レポートと課題のテーマと提出期限，および成績評価の詳細につ

いては，第 1 回授業時に説明します（必ず出席してください）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・�各回の授業内容に関連する参考文献・資料は事前に案内しますの

で，各自で読んで授業に臨んでください。
・�授業で使用するレジュメは事前にOh-Meiji!クラスウェブに掲示し

ますので目を通しておいてください。

５．教科書
・特に指定しない。

６．参考書
・酒井啓子『〈中東〉の考え方』講談社現代新書　2010年
・池内恵『シーア派とスンニ派』新潮選書　201８年
・末近浩太『中東政治入門』ちくま新書　2020年
・土屋一樹編『中東アラブ企業の海外進出』岩波書店　2013年
・�松尾昌樹『湾岸産油国：レンティア国家のゆくえ』講談社　2010年

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
・�定期試験４0％，課題レポート30％，平常点（授業中の出欠および

リアクションペーパー）30％で評価する。

９．その他
・�授業内容に関する質問は授業中に受け付けます。その他の質問は，

授業後に受け付けます。

科目ナンバー：（BA）MAN261J

海外経営事情Ｄ 濱 田 美 紀

2 単位 1 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　近年，日本企業の有望な投資先として注目されるインドネシアの
経済について解説する。投資先としてのインドネシアの魅力や課題
を理解するために，インドネシア経済の構造や現状を知ることを目
的とする。まず，新興国市場としてのインドネシアの全体像を把握
し，経済発展の軌跡を確認した上で，インドネシア経済の特徴およ
び産業について知識を深める。

〈到達目標〉
　インドネシアを理解することを通じて，海外の経済への関心を高
める。日本経済や日本企業を取り巻く国際経済の動きを理解するた
めには，対象国を様々な視点から理解することが重要であることを
学び，広い視野で世界経済を観察することを身につける。

２．授業内容
　第 1 回　�ガイダンスおよびアジア新興国市場としてのインドネシア
　第 2 回　インドネシア経済概要
　第 3 回　インドネシアの競争力-日系企業の投資
　第 ４ 回　インドネシアの政治・社会
　第 ５ 回　インドネシアの社会・文化
　第 ６ 回　インドネシア経済の特徴（人口大国）
　第 ７ 回　インドネシア経済の特徴（資源大国）
　第 ８ 回　インドネシアの金融部門
　第 ９ 回　イスラム経済とイスラム金融
　第10回　インドネシアの産業・政策
　第11回　インドネシアの企業グループ
　第12回　デジタル化するインドネシア経済
　第13回　2023年のインドネシア経済
　第1４回　まとめ

３．履修上の注意
　授業には必ず出席すること。
　就職活動や公的行事により出席できない場合は事前にメールで連
絡すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　普段から新聞やニュースに目を通して，インドネシアに関する記
事（インドネシアの政治経済や日系企業の動きなど），ASEANに関
するニュースに留意しながら，インドネシアを含めたアジアが現在
どのように動いているかを把握しておく。

５．教科書
　教科書はとくに用いない。

６．参考書
　講義中で使用するものではないが，参考資料として。
　『経済大国インドネシア』佐藤百合（中公新書），2011年
　『現代インドネシアを知るための６0章』村井吉敬他（明石書店），
2013年
　“Indonesia�Economic�Quarterly”,�World�Bankウェブサイトよりダ
ウンロード可。
　http://www.worldbank.org/en/country/indonesia/publication/
indonesia-economic-quarterly-reports

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験４0％，課題レポート30％，平常点（授業参加度，受講態
度等）30％の割合で評価する。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ａ 早 川　佐知子

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：経営学とWell-Being

【講義の概要】
　・�「人間にとっての幸せな生とは何か？」「経営学は，人間の幸福

にどのように貢献できるのか？」一見，大きく，答えが見えな
いこのような問いについて議論し，共に考える演習とする。

　・�前半は，「死生学」をもとに，人はどのように希望を作り出し
てゆけばよいのかを考える。そして，そのために経営がなしう
ることとは何かを追究する。

　・�後半では，「レジリエンス」をキーワードに，さまざまな角度
から考える。病気，失業，大切な人との別離など，人生にはさ
まざまな困難が起こりうる。これらを乗り越えるために経営学
が貢献できることとは何か，文献資料を読み，ディスカッショ
ンする。

【到達目標】
　自分なりの「Well-Being」の答えを見つける。
　そのために経営学が貢献できることを探し出し，実践の方法を考
える。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション：人間とWell-Being
　第 2 回：レジリエンス1：仕事とレジリエンス
　第 3 回：レジリエンス2：幸せの要素とは？（グループワーク）
　第 ４ 回：レジリエンス3：幸せの要素とは？（グループワーク）
　第 ５ 回：�レジリエンス４：幸せの要素とは？（プレゼンテーション）
　第 ６ 回：レジリエンス５：レジリエンスに関するこれまでの議論
　第 ７ 回：�レジリエンス６：テキスト（楽観主義であること，恐怖

と向き合う）
　第 ８ 回：�レジリエンス７：テキスト（道徳的な指針を持つ，信仰

とスピリチュアリティ）
　第 ９ 回：�レジリエンス８：テキスト（社会的サポートを求める，

ロールモデルを手本にする）
　第10回：�レジリエンス９：テキスト（トレーニング，認知と感情

を柔軟にする，意味・目的を知る）
　第11回：グループワーク：死刑囚の人生から考える
　第12回：グループワーク：パーソナリティとレジリエンス
　第13回：自殺とレジリエンス
　第1４回：レジリエンスのロールプレイング

３．履修上の注意
　グループワークを実施するため，協働作業に積極的な学生の履修
を希望する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，感想文の提出を求める。その上で次週までの1週間，学ん
だテーマについて自分なりに考え，より深い思考ができるように前
進すること。

５．教科書
　『レジリエンス:人生の危機を乗り越えるための科学と10の処方
箋』（スティーブン・M・サウスウイックほか著・岩崎学術出版社）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　感想文（５0％）：毎回，授業の最後に書く時間を設ける
　ディスカッション，プレゼンテーションへの貢献度（５0％）

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ａ 古 川 裕 康

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：新商品開発

〈概要〉
　新しい商品はどのように創られていくのだろうか。本演習では「デ
ザイン志向（Design�Thinking）」という考え方を使いながら，実際
に新商品開発のプロセスを体験してもらう。新商品開発には必ずし
も新しい技術や特許を必要としない。文系でなければできない新し
さの生み方が存在し，その要諦はデザイン志向の考え方の中にある。
　新しさは過去に存在する要素の掛け合わせで生まれる。スマート
フォン，家電製品や自動車，そして音楽をはじめとした芸術作品も
そうやって発展してきた。また商品だけでなく，新事業やビジネス
モデルといったレベルでも同様である。
掛け合わせのためには，どのような要素を，どのようなプロセスで
結びつけることが必要なのか。そして出来上がったアイデアの卵を
どのように磨いていくのか。本演習ではこのような点を取り扱う。
新しさを生み出すことで，社会を一歩前へ発展させることができる。

〈到達目標〉
　本演習を通して下記の能力を養成することを目標とする。
・�新しいアイデアの創出・構築法を理解し自らの生活にも還元する

ことができる。
・�商品開発の考え方を踏まえ，マーケティングの重要性について説

明することができる。
・�他の受講生と協働しながら，各自のアイデアや個人の能力を発展

させることができる。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　デザイン志向とは
　第 3 回　Empathize
　第 ４ 回　定義1
　第 ５ 回　定義2
　第 ６ 回　アイデア創出1
　第 ７ 回　アイデア創出2
　第 ８ 回　プロトタイプの作成1
　第 ９ 回　アイデアの共有
　第10回　World�cafe�1
　第11回　World�cafe�2
　第12回　アイデア創出3
　第13回　プロトタイプの作成2
　第1４回　最終プレゼンテーション

３．履修上の注意
　無断遅刻，無断欠席は認めない。なお演習ではグループワークを
基本とするため，積極的に協働すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回において，アイデア出しや必要な情報収集を実施してもら
う。授業は事前準備の内容を持ち寄って議論する場とする。

５．教科書
　なし。

６．参考書
　Brown,�T.�（201９）,�Change�by�Design,�Revised�and�Updated:�How�
Design� Thinking� Transforms� Organizations� and� Inspires�
Innovation,�Harper�Business.

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiシステムや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュ
ニケーション＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr５vS1Kxjf2６５６

８．成績評価の方法
　平常点30％，授業への貢献度30％，プレゼンテーション４0％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ｂ 古 川 裕 康

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：消費者行動

〈概要〉
　本演習では，なぜ我々が商品を買うのか（買ってしまうのか）と
いう消費者行動の基本的なメカニズムについて議論する。消費者に
対する深い理解は経営活動において不可欠である。消費者行動を理
解することで，人々の将来の動きをある程度予測できるようになる
だけでなく，自身の日常的な行動を理解することにも繋がる。我々
は合理的ではない行動を取ることがある。なぜそのような行動が発
生するのか，そしてその行動に至るまでには，どのような心理的プ
ロセスが存在するのだろうか。また消費者行動と経営活動はどのよ
うに関係するのか。本演習ではこのような点を取り扱う。

〈到達目標〉
　本演習を通して下記の能力を養成することを目標とする。
・�消費者の購買プロセスや購買モチベーションについて体系的に説

明することができる。
・�マーケティングならびにブランディングと消費者行動の関係を説

明することができる。
・�企業-消費者の関係だけでなく，行政-ユーザーとの関係について

も消費者行動の観点から考察することができる。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　消費者行動論とは
　第 3 回　サイコグラフィックス
　第 ４ 回　自分を投影する消費
　第 ５ 回　関与
　第 ６ 回　問題解決とニーズ・ウォンツ
　第 ７ 回　動機づけ
　第 ８ 回　カスタマージャーニー
　第 ９ 回　学習
　第10回　情報の選択と解釈
　第11回　態度
　第12回　グループの影響
　第13回　衝動買い
　第1４回　購買後行動

３．履修上の注意
　無断遅刻，無断欠席は認めない。なお演習は輪読形式とし，学生
間での議論を基本とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，内容の要約，疑問点，批判点をまとめた資料を作成してき
てもらう。

５．教科書
　平久保仲人�（200５），『消費者行動論：なぜ消費者はAではなくBを
選ぶのか？』，ダイヤモンド社。

６．参考書
　Solomon,�M.R.�（201９）,�Consumer�Behavior:�Buying,�Having,�and�
Being,�eBook,�Global�Edition,�13th,�Pearson�Education�Limited.
　Samli,�C.A.�（1９９５）,�International�Consumer�Behavior:� Its�Impact�
on�Marketing�Strategy�Development，阿部真也・山本久義監訳『国
際的消費者行動論』九州大学出版会，2010年。
　田中洋�（201５），『消費者行動論』，中央経済社。
　阿部周造�（2013），『消費者行動研究と方法』，千倉書房。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiシステムや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュ
ニケーション＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr５vS1Kxjf2６５６

８．成績評価の方法
　平常点30％，授業への貢献度４0％，プレゼンテーション30％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ａ 三 上 真 寛

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：ミクロ経済学

〈概要〉
　ミクロ経済学は，市場価格を参照する消費者と生産者の行動から，市場
において需要と供給が均衡し，希少資源が効率的に配分されるメカニズム
を分析する学問分野であり，国内外を問わず経済・経営分野において必要
不可欠な知識体系，グローバルスタンダードと見做されている。この演習
では，その基礎知識をグローバル社会において応用可能な形で修得するた
め，英語文献を用いてミクロ経済学を学んでいく。

〈到達目標〉
　英語文献の講読を通じて，ミクロ経済学の基本的な視座と概念を修得
し，市場経済の仕組みを英語で理解・説明できるようになることを目標と
する。

２．授業内容
　第 1 回　ミクロ経済学とは／What�and�why�of�microeconomics
　第 2 回　消費者／Consumers�（1）
　第 3 回　消費者／Consumers�（2）
　第 ４ 回　生産者／Producers�（1）
　第 ５ 回　生産者／Producers�（2）
　第 ６ 回　市場／Markets�（1）
　第 ７ 回　市場／Markets�（2）
　第 ８ 回　市場／Markets�（3）
　第 ９ 回　市場の失敗と政策の失敗／Market�and�policy�failures�（1）
　第10回　市場の失敗と政策の失敗／Market�and�policy�failures�（2）
　第11回　市場の失敗と政策の失敗／Market�and�policy�failures�（3）
　第12回　制度と組織／Institutions�and�organizations�（1）
　第13回　制度と組織／Institutions�and�organizations�（2）
　第1４回　まとめ／What�works?

３．履修上の注意
　この演習はいわゆる「外国書講読」の形式をとるが，その目的は英文読
解や英文和訳そのものではない。専門書の理解には英語力だけでなく，抽
象度の高い文章を読み解く論理的思考力，専門分野に固有のものの見方・
考え方が求められる。教科書は英語で書かれたミクロ経済学の入門書のう
ち最もコンパクトな部類に入るが，1・2年次の学生にとっては決して簡単
ではない。明確な目的をもって履修すること。
　この演習が扱う内容は，学部必修科目「近代経済学Ａ」と補完的関係に
ある。 1 年次に履修すれば近代経済学Ａの理解が促されるし， 2 年次に履
修すれば近代経済学Ａの内容を別な角度・言語で学ぶことができるため，
相乗効果が期待される。
　特に次の者に履修を推奨する。（1）海外留学を予定しており，留学先で
の発展的な学習に備えて，英語でミクロ経済学の基礎知識を修得したい者。

（2）経済・経営分野における専門科目の発展的な学習に備えて，グローバ
ルスタンダードとなっているミクロ経済学の基礎知識を修得したい者。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，学習予定の範囲�（ 1 回分10～20ページ）を通読した上で参加する
ことが前提となる。テキストを全訳してくる必要はないが，受講者は概要
の発表を求められる。予習により理解できた点と理解できなかった点を確
認し，議論に参加できるようにしてくること。

５．教科書
　Microeconomics: A Very Short Introduction,� Avinash� Dixit�（Oxford�
University�Press）,�201４.

６．参考書
　『ミクロ経済学：基礎へのアプローチ』三上真寛著（学文社），2020年。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内において，随時，発表・課題に対するフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　議論への積極的な参加・発言（６0％）と発表・課題への取り組み（４0％）
によって評価する。

９．その他
　※履修希望者は，第 1 回目授業に必ず出席すること。
　本授業は，受講人数制限があるため，履修に際しては，WEBによる事
前受付を実施する。詳細は，「経営学部履修の手引」を参照すること。

科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ａ 森 田 広 大

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：簿記の理論と実務

〈授業の概要〉
　簿記の学習というと，検定試験や国家試験などの受験勉強のイメ
ージが強いものと思われる。このような学習上の簿記が実務に直結
するケースもあるが，実務では学習上の簿記において想定していな
かったような場面で問題に直面することもある。そのため，どのよ
うな点が実務で問題となるかを把握しておく必要がある。また，そ
のような問題点に直面した場合，簿記理論に立ち返って解決策を考
えることも重要である。
　そこで，本授業は，簿記論I・II（日本商工会議所主催簿記検定試
験 3 級レベル）での学習内容を踏まえたうえで，簿記の諸問題につ
いて実務的視点および理論的視点から検討を行うこととする。具体
的には，履修者が各論点の概要を報告し，その後，担当教員が当該
論点について実務上および簿記理論で問題となる点を説明する。そ
して，当該問題について，グループに分かれて議論を行う。

〈到達目標〉
　簿記に関する基本的な論点の検討を通して，専門的なものの見
方・考え方を養うとともに，具体的な事例への対応を提案できるよ
うになる。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　簿記システム（単式簿記・複式簿記）に関する検討
　第 3 回　帳簿組織に関する検討
　第 ４ 回　個人事業者・中小法人の簿記に関する検討
　第 ５ 回　簿記一巡の手続きに関する検討
　第 ６ 回　現金の簿記処理に関する検討
　第 ７ 回　預金の簿記処理に関する検討
　第 ８ 回　商品売買の簿記処理に関する検討（1）－期中取引－
　第 ９ 回　商品売買の簿記処理に関する検討（2）－決算－
　第10回　債権・債務の簿記処理に関する検討
　第11回　固定資産の簿記処理に関する検討
　第12回　収益・費用の簿記処理に関する検討
　第13回　税金に関する簿記処理の検討
　第1４回　期末まとめ

３．履修上の注意
　簿記論I・IIの内容（または日本商工会議所主催簿記検定試験3級
レベルの内容）を理解しておくこと。また，授業では計算する機会
があるので，電卓を持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：授業前に簿記のテキスト等で論点の概要を調べてまとめ
る。
　復習：授業で扱った内容について専門的な文献等で調べたことを
まとめる。

５．教科書
　教科書は特に指定しない。授業内容をまとめたレジュメを配布す
る。

６．参考書
　『簿記テキスト〈第 ５ 版〉』大藪俊哉編著（中央経済社）
　『簿記の考え方・学び方〔五訂版〕』中村忠著（税務経理協会）
　『体系複式簿記（改定版）』百瀬房徳著（森山書店）

７．課題に対するフィードバックの方法
　報告時に提出された資料について，授業内でコメントする。

８．成績評価の方法
　課題６0％，授業内での報告・発言４0％により，総合的に評価する。

９．その他
　履修者は第 1 回の授業に必ず出席し，受講のルールについて確認
すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ｂ 大 方　潤一郎

2 単位 1 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：都市開発シミュレーターを通じて都市経営の基本を理解
する

〈概要〉
　本授業は，MITの都市計画学科での演習でも用いられたこともあ
る都市開発シミュレータである「SimCity」の現代的後継版である，

「Cities:�Skylines」�（PC/Mac/Linux�--Steam版，またはソニー・プレ
ーステーション版，任天堂switch版）を実際に使用して都市開発・
都市経営を仮想体験することを通じて，欧米的な都市空間の変容過
程と都市計画の働きを体感し，都市経営や都市計画の実践に関する
センスを養うことを目的としています。

〈到達目標〉
　シミュレーション空間において，都市的土地利用の立地や盛衰を
左右する諸要因と都市の土地利用・交通構造との関係を理解し，都
市施設整備や土地利用規制改変による都市開発誘導が効果的に行え
るようになること。

２．授業内容
　第 1 回：�イントロダクション：「Cities:�Skylines」概説＋各自の

アプリ環境作成
　第 2 回：練習：いろいろいじってみる
　第 3 回～第 ６ 回：1st�Trial
　第 ７ 回～第12回：2nd�Trial
　第13回：レポート発表
　第1４回：振り返りとディスカッション

３．履修上の注意
・�履修者は各自，パソコン（PCあるいはMac），プレステ，または

任天堂switchにアプリを（自費で）購入し，インストールして用
いることになります。したがって，本授業の履修には，当該アプ
リをスムーズに稼働できるハードを持っていることと，アプリを
購入する費用を負担できることが必要となります。

・�パソコンやゲーム機を大学に持ち込んで演習室で使うのは，運搬
や設置が大変なので，授業は，原則としてzoomを用いて，在宅
でのリアルタイム・オンライン会議で行う予定ですが，状況によ
っては，各自，ゲームの進行状況をスクリーンショットなどを編
集したプレゼン用パワーポイントスライドを作成し，それを大学
に持ち寄って，対面型授業で発表することを行うこともありえま
す。また，パソコン版（Steam版）は，ネットにつながったパソ
コンでSteamが稼働していれば，自分のアカウントでログインし
て自分のゲームを再開することができるので，大学でゲームの進
行状況を皆に見せる際には，共用のPCを用いてプレゼンすること
もありえます。

・�アプリの購入・インストールについては，第 1 回の授業で説明し
ますが，簡単に言えば，SteamのサイトでSteamアプリをダウン
ロードしてインストールし，Steamのアカウントを作ってから，
Steam内でアプリ「Cities:�Skylines」（標準版）を購入（3000円弱）
し，インストールすることになります。プレステ版または任天堂
switch版についても，それぞれのアプリ販売サイトやAmazon等
でアプリを購入することになります。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者は，授業時間中にプレイするだけでなく，次回の授業まで
の 1 週間の間に，自宅等において 2 時間以上のプレイを行うこと。

５．教科書

６．参考書
　ネット上の情報を参考にして下さい。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献７５%，レポート発表2５%

９．その他



― 2８2 ―

科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ｃ 歌 代　 豊

2 単位 1 年次 春学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
本基礎専門演習は「マーケティング施策検討のためのデータ分析」をテー
マとした，データ・エビデンスに基づく課題解決型学習（PBL）である。
まず，データ分析ツールとして用いるRまたはSPSSの演習によりデータ分
析スキルを履修者個々人が習得する。
次にそれを基礎として，マーケティング施策検討の応用演習を行う。具体
的には，特定の商品企画チームに加わった状況を想定し，現状分析，施策
仮説検討，調査設計，実査，基本集計，データ分析，施策提案という一連
のプロセスをグループ演習として実施する。その中で，因子分析，クラス
ター分析を用いた市場セグメンテーション，クロス集計，平均値差分析に
よるセグメント特徴分析等を試みる。

〈到達目標〉
下記の知識獲得と応用実践力開発を目標とする。
・マーケティング施策仮説創出
・調査設計
・データ分析
・分析結果の解釈に基づく施策立案

２．授業内容
01.�イントロダクション
02.�分析手法と分析ツールの学習
03.�統計分析個人演習（1）
0４.�統計分析個人演習（2）
0５.�グループ演習課題提示と現状分析
0６.�グループ演習（1）
0７.�施策仮説検討と調査設計
0８.�グループ演習（2）

（アンケート調査実施）
0９.�基本集計とデータ分析
10.�グループ演習（3）
11.�データ分析と施策提案
12.�グループ演習（４）
13.�分析提案プレゼンテーション
1４.�総括

３．履修上の注意
（1）以下の学習経験を前提とする。
・高校数学の「確率・統計」の知識
・Excel�の基本操作
（2）個人演習，グループ演習では分析ツールとしてRまたはSPSSを用いる。
（3）集中講義として実施する（日程はクラスwebで別途掲示）
（４）積上型の順次学習のため，またグループ演習を行うため，上記日程に
全ての回に出席する必要がある。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
教科書の事前学習，二次情報の事前調査をした上で，授業で個人演習，グ
ループ演習を行う。

５．教科書
クラスwebで別途掲示

６．参考書
伊藤公一朗（201７）『データ分析の力�因果関係に迫る思考法』光文社新書.
中室牧子・津川友介（201７）『「原因と結果」の経済学―――データから真
実を見抜く思考法』ダイヤモンド社.
中野崇（201８）『マーケティングリサーチとデータ分析の基本�』すばる舎.
恩藏直人・冨田健司（2022）『 1 からのマーケティング分析（第 2 版）』碩
学舎.

７．課題に対するフィードバックの方法
おもに授業の演習時間の中で対応し，Oh-o!Meijiクラスウェブを併用する。

８．成績評価の方法
授業取組（30％），個人演習レポート（４0％），グループ演習レポート（30
％）により総合的に評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN292J

基礎専門演習Ｄ 歌 代　 豊

2 単位 1 年次 秋学期集中 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
本基礎専門演習は「マーケティング施策検討のためのデータ分析」をテー
マとした，データ・エビデンスに基づく課題解決型学習（PBL）である。
まず，データ分析ツールとして用いるRまたはSPSSの演習によりデータ分
析スキルを履修者個々人が習得する。
次にそれを基礎として，マーケティング施策検討の応用演習を行う。具体
的には，特定の商品企画チームに加わった状況を想定し，現状分析，施策
仮説検討，調査設計，実査，基本集計，データ分析，施策提案という一連
のプロセスをグループ演習として実施する。その中で，因子分析，クラス
ター分析を用いた市場セグメンテーション，クロス集計，平均値差分析に
よるセグメント特徴分析等を試みる。

〈到達目標〉
下記の知識獲得と応用実践力開発を目標とする。
・マーケティング施策仮説創出
・調査設計
・データ分析
・分析結果の解釈に基づく施策立案

２．授業内容
01.�イントロダクション
02.�分析手法と分析ツールの学習
03.�統計分析個人演習（1）
0４.�統計分析個人演習（2）
0５.�グループ演習課題提示と現状分析
0６.�グループ演習（1）
0７.�施策仮説検討と調査設計
0８.�グループ演習（2）

（アンケート調査実施）
0９.�基本集計とデータ分析
10.�グループ演習（3）
11.�データ分析と施策提案
12.�グループ演習（４）
13.�分析提案プレゼンテーション
1４.�総括

３．履修上の注意
（1）以下の学習経験を前提とする。
・高校数学の「確率・統計」の知識
・Excel�の基本操作
（2）個人演習，グループ演習では分析ツールとしてRまたはSPSSを用いる。
（3）集中講義として実施する（日程はクラスwebで別途掲示）
（４）積上型の順次学習のため，またグループ演習を行うため，上記日程に
全ての回に出席する必要がある。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
教科書の事前学習，二次情報の事前調査をした上で，授業で個人演習，グ
ループ演習を行う。

５．教科書
クラスwebで別途掲示

６．参考書
伊藤公一朗（201７）『データ分析の力�因果関係に迫る思考法』光文社新書.
中室牧子・津川友介（201７）『「原因と結果」の経済学―――データから真
実を見抜く思考法』ダイヤモンド社.
中野崇（201８）『マーケティングリサーチとデータ分析の基本�』すばる舎.
恩藏直人・冨田健司（2022）『 1 からのマーケティング分析（第 2 版）』碩
学舎.

７．課題に対するフィードバックの方法
おもに授業の演習時間の中で対応し，Oh-o!Meijiクラスウェブを併用する。

８．成績評価の方法
授業取組（30％），個人演習レポート（４0％），グループ演習レポート（30
％）により総合的に評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN292E

Core Subjects Seminar C NAGAI HIROHISA

Credits:�2 Year:�1
Spring�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
THEME：Introduction�to�Research�Methods
This�course�will�provide�the�basic�knowledge�and�equip�the�tools�to�solve�
managerial� issues.�PPDAC�(Problem-Plan-Data-Analysis-Conclusion)�cycle�
is�used�as�a� framework�to�solve�real-world�problems�for� the�course.� It�
composed�of�the�following�five�steps.
Step�1:�Define�the�“Problem”�(What�is�the�key�issue�should�be�investigated?)
Step�2:�“Plan”�the�project�(How�should�the�research�be�conducted?)
Step�3:�Collect�“Data”�(Who�is�the�target�and�how�to�gather�the�information?)
Step�４:�“Analyze”�the�data�(Which�statistics�should�be�used�to�find�out�the�
evidence?)�
Step�５:�Draw�out�“Conclusions”�(Summarize�the�research�findings.)
Self-managed�team�will�conduct�a�mini�survey�of�which�research�topic�is�
based�on�the�members’�research�interest.�This�action�learning�allows�to�
experience�the�research�project�using�the�PPDAC�cycle.
Objectives�of�the�Course
The�underlying�goal�of�this�course�is�to�develop�the�learners�how�to�use�
data�to�solve�real-world�problems.�After�studying�this�course,�students�
should�be�able�to:�1.�Use�PPDAC�to�undertake�research�project�to�solve�a�
problem�using�numerical�evidence.�2.�Use�SPSS�statistical�tool�to�analyze�
the�data�with�scientific�method.�3.�Propose�the�sound�solution�plans�to�the�
problem.

2. Course Content
Session�1�Introduction:�What�is�research?�(PPDAC)
Session�2�<Problem>�Identify�the�research�topic.
Session�3��<Plan>�Design�a�blueprint� to�proceed�the�research�(Grouping�

members�into�teams)
Session�４�Writing�“Research�Proposal”�to�sell�plan�effectively.
Session�５�“Literature�Review”�to�back�up�the�plan.
Session�５�“Research�Model”�to�integrate�key�components.
Session�６�<Data>�Methods�to�collect�data�scientifically.
Session�７�How�to�use�SPSS�for�statistical�data�analysis.
Session�８�Interim�presentation�for�team�project
Session�９��Quantitative�Analysis�1:�Descriptive�statistics,�Compare�means�

(t-test,�ANOVA)
Session�10�Quantitative�Analysis�2:�Correlation,�Regression
Session�11��Qualitative�Analysis:�Text�Mining� to�analyze�sentences�and�

interview�data.
Session�12�<Conclusion>�Summarize�the�result�and�communicate.
Session�13�Consultation
Session�1４�Final�Team�Presentation

3. Registration Requirements
Language�of�instruction�for�this�course�is�English.�TOEFLiBT�score�６0�or�
above�is�required�to�successfully�complete�the�course.

4. Course Preparations
Reading�and�other�assignments�will�be�announced�in�class.�Assignments�
should�be�submitted�to�the�designated�sections�on�Oh-o!�Meiji.

5. Textbook (s)
There�is�no�textbook.�Lecture�materials�will�be�uploaded�on�Oh-o!�Meiji�or�
handed�out�in�class.

6. Reference Book (s)
Creswell�J.W.�(201８)�Research�Design:�Qualitative,�Quantitative,�and�Mixed�
Methods�Approaches,�Sage�Publishing,�pp.1-2７５.

7. How to provide Feedback to assignments
�Activities�and�exercises�will�be�reviewed�and�returned�either�handed�out�
in�class�or�on�Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
Active�participation� in�class�discussions�and�activities� (including�peer�
evaluation):�５0%
Interim�Team�Presentation�(team):�20%
Final�Team�Presentation�(team):�30%

9. Others
Research� methods� is� the� process� through� which� the� organizational�
performance�is� improved�by�gathering�and�analyzing�relevant�data.�This�
course� is� ideal� for� those� who� are� aiming� managerial� position� in�
organization� in� the� future� to�make�decisions� regarding� the�business�
activities.

科目ナンバー：（BA）MAN292E

Core Subjects Seminar D NAGAI HIROHISA

Credits:�2 Year:�1
Fall�

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
THEME：Global�Business�Case�Study
Course�Description
Business�case�study�is�a�learning�method�for�managers�to�make�strategic�decisions�in�relation�with�business�
operations�developed�at�Harvard�Business�School.�It�requires�multiple�skills�such�as,�finding�the�key�issues,�
analyzing� the�causes,�developing�solution�plans,�and�decide� the�best�choice� to� the�situation� through�
interactive�discussion.�This�course�applies�essentials�of�case�method�to�undergraduate�business�students�to�
develop�advanced�business�knowledge�as�well�as�decision�making�skills.�10�short�cases�(3-５�pages�long)�
related�to�the�global�business�will�be�studied�in�the�following�three�steps:�1.�Individual�Preparation�(read�
and�analyze�the�case�BEFORE�class�starts),�2.�Small�Group�Discussion�(In-Class)�and�3.�Class�Discussion�(In-
Class).�Two�team�presentations,�one�for�comparisons�of�two�team�on�the�same�case�and,� the�other�for�
independent�case�is�scheduled.�Film�cases�will�be�also�used�to�analyze�the�case�visually.�Reflection�papers�
will�be�assigned�every�week�to�summarize�the�outputs�of�leaning�through�the�class�discussions.
Team�Presentation�(Case�Analysis)
Class�will�be�divided� into�teams�and�analyze�a�short�case�using�theories�and�contents�studies� in� the�
lectures.�Case�analysis�is�composed�of�four�steps,�a.�Identify�key�issue,�b.�analyze�the�causes�of�the�issue,�
c.�Propose�solution�plans,�d.�Make�a�decision�as�a�manager.�
Objectives�of�the�Course
Understand�the�global�business�issues�around�the�world.
Develop�professional�skills�for�analyzing,�planning�and�decision�making�in�business.
Improve�organizational�communication�skills�through�class�discussion,�team�presentation�and�managing�
Q&A.

2. Course Content
Session�1:�Introduction:�What�is�case�method�and�how�to�learn�with�cases?
Session�2:�Experience�case�method�with�a�sample�case.
Session�3:�"Play�Its�Safe�at�Home,�or�Take�A�Risk�Abroad?"�(2.５pages)
Summary�of�the�case:�A�U.S.�lease-to-own�chain�considers�whether�to�test�its�business�in�Mexico.
Discussion�Question:�Should�CEO’s,�the�lease-to-own�store�chain�expand�to�Mexico?
Session�４:�“The�Unmanageable�Star�Performer”�(2.５pages)
Summary�of�the�case:�The�regional�head�of�business�contemplates�the�best�way�to�handle�the�hotheaded�
but�highly�effective�leader�of�the�India�office.
Discussion�Question:�How�to�control�Star�Performer�who�is�never�satisfied?
Session�５:"�Pull�the�Plug�on�a�Project�with�an�Uncertain�Future?"�(3pages)
Summary�of�the�case:�How�to�deal�with�a�new�project�development�in�overseas�under�the�global�pandemic�
lockdown�situation?
Discussion�Question:�Should�Alex�push�the�project�forward�or�take�the�deal?
Session�６:�Movie�Day
The�true�story�film�“Pursuit�of�Happyness”� (not�“Happiness”)�was� inspired�by�events� in�the� life�of�Mr.�
Christopher�Gardner,�who�was�once�homeless�and�became�a�wealthy�stockbroker�in�the�U.S.,�as�well�as�a�
proud�father.
Discussion�Question:�What�influenced�Mr.�Chris’s�attitude�toward�work�and�family?
Read�“The�Stories�We�Tell:�films�like�‘Pursuit�of�Happyness’.
���������https://is.gd/fg６Yyc
Session�７:�Team�Presentation�I� (Two�teams�analyze�the�same�case� independently,�give�presentations�
separately�and�discuss�the�solution�plans�together�in�class.)
"From�Regional�Star�to�Global�Leader"�(3.５pages)
Summary�of�the�case:�Yang�Jianguo�was�promoted�from�country�manager�for�China�to�global�head�of�
product�development�at�a�staid�French�perfume�maker.�How�to�shed�some�biases�and�win�over�his�
Western,�tradition-bound�colleagues-while�still�breathing�new�life�into�an�aging�product�line?
Discussion�Question:�Can�Jianguo�make�the�tradition?
Session�８:�Team�Presentation�II� (Two�teams�analyze�the�same�case,�give�presentations�separately�and�
discuss�the�solution�plans�in�class.)
"Can�Knockoffs�Knock�Out�Your�Business?"�(3.５pages)
Summary�of�the�case:�Counterfeiting�of�Ruffin�product� is�one�the�rise,�The�company’s�CEO�is�obsessed�
with�putting�a�stop�to�it.�How�far�should�go?
Discussion�Question:�How�far�should�Bill�take�his�campaign�against�counterfeiting?
Session�９:�"The�Coach�Who�Got�Poached"�(3.５pages)
Summary�of�the�case:�Jared�Gordon,�the�president�of�the�Industrial�Division�of�Compunext�Corporation�
developed�excellent�people�one�by�one-then�watched�in�frustration�as�other�division�stole�them�away.
Discussion�Question:�What’s�causing�Jered’s�problem,�and�how�can�he�solve�it?
Session�10:�"Can�Knockoffs�Knock�Out�Your�Business?"�(3.５pages)
Summary�of�the�case:�Counterfeiting�of�Ruffin�product� is�one�the�rise,�The�company’s�CEO�is�obsessed�
with�putting�a�stop�to�it.�How�far�should�go?
Discussion�Question:�How�far�should�Bill�take�his�campaign�against�counterfeiting?
Session�11:�"It’s�My�Turn"�(3pages)
Summary�of�the�case:�Husband-and-wife�entrepreneurs�fight�over�who�should�stay�home�with�the�kids.
Discussion�Question:�Should�wife�and�husband�trade�roles�of�housework?
Session�12:�Should�a�Female�Director�“Tone�It�Down”?�(2pages)
Summary:�How�Sarah,�a�newly�appointed�board�behave�among�male�dominated�board�members?
Discussion�Question:�How�could�Sarah�change�the�mindset�of�CEO�to�better�the�situation?
Session�13�Team�Presentation�III
"Eliminate�the�Middle�Man?�(４.５pages)
Summary�of�the�case:�Consumer�electronics�giant�USTech�outsources�to�a�Taiwanese�manufacture,�which�
in�turn�farms�out�much�of�the�work�to�its�factory�in�China.�If�USTech�removed�the�middleman,�would�it�
cut�cost-or�cut�its�own�throat?
Discussion�Question:�What�should�USTech’s�sourcing�strategy�be?
Session�1４�Team�Presentation�IV
"The�Very�Model�of�a�Modern�Senior�Manager"�(４.５pages)
Summary�of�the�case:�Should�all�executives�be�cut�from�the�same�cloth?�The�head�of�HR�thinks�so-she’s�
already�creating�a�competency�model�for�the

3. Registration Requirements
It�is�mandatory�to�use�oral�and�written�English�the�whole�class�through.�TOEFLiBT�score�７0�or�above�is�
required�to�take�this�course.

4. Course Preparations
Reading�and�other�assignments�will�be�announced� in�class.�Assignments�should�be�submitted�to� the�
designated�sections�on�Oh-o!�Meiji.�

5. Textbook (s)
There�is�no�textbook.�Lecture�materials�will�be�uploaded�on�Oh-o!�Meiji�or�handed�out�in�class.

6. Reference Book (s)
Ellet�W.�(201８)�The�Case�Study�Handbook,�Revised�Edition:�A�Student’s�Guide,�Harvard�Business�Review�
Press.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedbacks�of�the�other�activities�and�exercises�will�be�either�handed�out�or�returned�by�Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
Active�participation�in�class�discussions�and�activities:�５0%
Team�presentation�(30%�x�2�times):�６0%

9. Others
Individual�preparation�for�classes�by�reading�and�analyzing�the�cases�is�essential.
Outside�of�class�team�activities�to�prepare�for�a�team�presentation�is�required.



― 2８４ ―

科目ナンバー：（BA）MAN991J

基礎専門特別講義Ａ 吉 野 有 助

2 単位 1 年次
春学期 ・
秋学期

和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：グループワークを通じた企業活動の実体験および実際の企業，第一線のビジネスパーソン
が提示する重要課題の問題解決
講義（講師による必要な情報提供とグループワークへのファシリテーション）と学生による自主的
なグループワークの両輪からなる授業科目であり，実際の企業の第一線で活躍するゲストスピー�
カーを招き，そこで発生しているリアルな課題を実体験してもらう。�また，内外の事例・ファク
トをベースに，企業が直面する問題解決を行うために必要な理論的・�実践的枠組みを検討し，グル
ープワークを通してコミュ�ニケーション能力，情報収集能力，論理的な分析能力，プレゼンテー
ション能力を学習・強化する。
　企業の問題解決における方法的枠組みは，マーケティング論，経営組織論，組織行動論，経営戦
略論，管理会計論等多岐にわたるが，状況に応じていくつかの切り口を使い分け，実践的かつ有効
性の高い高度な問題解決を目指す。また，企業に対する最終報告においては，論拠に対するエビデ
ンスが厳しく求められるので，エビデンスづくりのための何らかのリサーチが必須となるが，その
ために必要な指導は授業中に行う。本講義の具体的な到達目標は，以下の４点である。

（1）�グループワークや協力企業とのやり取りを通じて，企業の問題解決のために必要な基本枠組み
を習得する。

（2）現実の企業活動を実体験することによって，社会に対する知識・関与を深める。
（3）�問題解決の内容を効果的に伝える実践的スキルを身につけ，プレゼン，ディスカッション等で

それを活用する経験を重ねる。
（４）グループで物事をやり遂げ成果を出したという成功体験をメンバー間で共有する。

２．授業内容
　第 1 回　�授業オリエンテーション（講座の目的，内容・進め方，マインドセット）と大学生とし

ての学び方（この授業で身につけたい考え方，グループワークの進め方）の説明，グル
ープ分けと模擬グループワークの実施

　第 2 回　情報提供とグループワーク（企業テーマへの取り組み方と問題解決の枠組みの検討等）
　第 3 回　情報提供とグループワーク（対象企業の現状把握と業界動向，問題点課題の整理等）
　第 ４ 回　企業のゲストスピーカーによる企業紹介と課題提示のプレゼンテーションおよび質疑応答
　第 ５ 回　�情報提供とグループワーク（前回プレゼンテーションの整理，問題解決の方向性の検討

やテーマの設定）
　第 ６ 回　グループワークの展開（中間報告案の策定）
　第 ７ 回　グループワークの展開（次回中間報告の準備，発表スライドの作成）
　第 ８ 回　中間報告とゲストスピーカーからの評価・コメント
　第 ９ 回　グループワークの展開（中間報告に対する評価をふまえての改善の方向性の打ち出し）
　第10回　グループワークの展開（最終報告案の検討，必要情報の収集，調査分析の実施）
　第11回　グループワークの展開（最終報告案の策定）
　第12回　グループワークの展開（最終報告の準備，発表スライドの作成）
　第13回　最終報告とゲストスピーカーからの評価・コメント，順位発表
　第1４回　授業全体の振り返り（反省点の洗い出しと今後に向けての改善策の検討）
　※基本的に以上の内容・スケジュールで授業を進めるが，テーマの内容や範囲，アプローチの方
法論，グループワークの進展状況，協力企業の意向等から授業内容，スケジュールを若干変更する
場合がある。第４回，第８回，第13回は協力企業が参加する予定。

３．履修上の注意
　経営学，マーケティング一般および企業・業界（特に対象となる企業・業界）の動向に対し，常
日頃から旺盛な好奇心を持ち，必要な情報収集，仮設構築，問題提起等を積極的・主体的に行う必
要がある。
　毎週連続性のあるテーマをグループで扱うので，前回までの授業内容の理解・共有が不可欠であ
り，受け身ではなく自発的に授業に参加するスタンスが求められる。また，グループワークは一人
でも人数が欠けると大きくパフォーマンスが低下する場合があるので，欠席・遅刻は原則として許
可しない。
　協力企業や講師，メンバーとのメール等を通じたコミュニケーションが不可欠なので，あらかじ
めネット環境の整備をしておくと共に，情報提供やコミュニケーションが求められた場合，適格か
つ迅速な対応を心がけてもらいたい。特に，協力企業から得られる情報は問題解決にとって極めて
重要である場合が多いので，積極的な質問や意見表明が必要である。
　メンバー間の情報レベルの格差を最小化するために，授業以外でも可能な限り密度の高いコミュ
ニケーションを取ってもらいたい。重要な情報は必ず共有すること。
　受講者は，協力企業の一員であり，企業担当者は受講者の直属の上司と思い，ビジネス上不可欠
な，納期（締切り），報告・連絡・相談，挨拶，返礼などのマナーを遵守する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　必要に応じて協力企業・講師から提供される情報の内容で，特にグループワークに資すると思わ
れる部分には必ず目を通しておくこと。また，グループワークに必要と思われる知識・情報は，可
能な限り多面的に収集，整理しておくこと。企業のゲストスピーカーとのコミュニケーション手段
を提供するので，積極的に情報の取得を図ること。

５．教科書
　教科書は使用しない。必要に応じて文献・資料の指示や情報提供を行うが，学生の主体的・自発
的な情報収集を重視する。

６．参考書
　必要に応じ，授業中に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　最終報告の内容・評価に対するフィードバックは，第一義的には最終報告時に協力企業の担当者
が行うが，それをふまえて，最終報告時および最終授業で講師がフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　試験は実施しない。成績評価のウェイトは，授業への参加度30％，授業への貢献度20％，最終報
告内容５0％である。

９．その他
　この科目は 1 年次生及び 2 年次生のみ履修を認める。企業訪問やフィールドワーク，Webを利
用したアンケート調査やインタビュー調査等，簡易な定量・定性調査を実施するので，調査に必要
な基本的な知識・スキルを迅速に習得してもらう。調査の実施や中間報告・最終報告の資料作成に
あたっては，グループとして授業時間以外の作業時間が不可欠であり，企業担当者や講師とのメー
ルでのコミュニケーションが求められる。
　協力企業に関しては現在調整中であるが，決定次第すみやかに通告する。

科目ナンバー：（BA）MAN991J

基礎専門特別講義Ａ 中 村 昭 裕

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【テーマ：グローバリゼーションを考える】
　国際的なモノ・マネー・人の流れが拡大するグローバリゼーションの急速な進
展は，経済社会に大きな恩恵をもたらしてきた。他方で，グローバリゼーション
は富の格差をもたらし，国際的にも国内的にも社会の分断をもたらしているとの
懸念が高まっている。こうした中，ウクライナでの戦争や米中対立など，国際的
な協調体制の揺らぎも明らかになっている。こうした状況を踏まえ，本授業では，
グローバリゼーションが経済や国際政治に及ぼしている影響，最近の反グローバ
リゼーション的志向の高まりの背景，現在解決が求められている課題などについ
て学び，グローバリゼーションの本質についての理解を深めることとする。その
際，担当教員の国家公務員としての行政経験も活かし，現実の政策動向も踏まえ
た考察を行う。
　なお，この授業は，「履修生が自ら問を設定→それについてグループでディスカ
ッション→プレゼンテーション」という流れが中心となる。このため，履修生は
原則全ての回に出席することを前提とする。
　この授業を通じ，今起きているグローバルな課題の現状と問題の本質を理解し，
将来グローバル社会で活躍していく上で不可欠な知見を得ることを目標とする。

２．授業内容
第 1 回：イントロダクション
第 2 回：グローバルなサプライチェーン（1）討議
第 3 回：グローバルなサプライチェーン（2）プレゼン
第 ４ 回：グローバリゼーションの経済的影響（1）討議
第 ５ 回：グローバリゼーションの経済的影響（2）プレゼン
第 ６ 回：国際政治と国際紛争（1）討議
第 ７ 回：国際政治と国際紛争（2）プレゼン
第 ８ 回：グローバルガバナンス（1）討議
第 ９ 回：グローバルガバナンス（2）プレゼン
第10回：地球環境問題（1）討議
第11回：地球環境問題（2）プレゼン
第12回：世界の分断（1）：討議
第13回：世界の分断（2）プレゼン
第1４回：a.　総復習
　　　　b.　期末テスト

（注）上記内容は状況に応じて変更がありうる。

３．履修上の注意
1．�本授業は，履修生によるグループディスカッションとプレゼンが中心となるの

で，原則全ての回に出席できることを条件とします。それが難しい場合，グル
ープワークに支障が生じ，他のメンバーに迷惑をかけることになるので，履修
はご遠慮下さい。やむを得ず欠席する場合は，他のグループメンバーに連絡し，
グループワークに支障が生じないようにして下さい。

2．�単位認定は以下の条件を全て満たすことを前提としますので，ご注意下さい。
・プレゼンの無断欠席がないこと。
・出席回数が全体の2/3以上であること。
・期末試験を受験すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習：�指示に従い，指示される事項について事前に調べ，提出する。
復習：原則毎回，リアクションペーパーを提出する。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
『グローバル・バリュー・チェーン　新・南北問題へのまなざし』　猪俣哲史　（日
本経済新聞出版社）201９年

『大不平等　エレファントカーブが予測する未来』　ブランコ・ミラノビッチ　（み
すず書房）201７年

『世界経済の大いなる収斂　ITがもたらす新次元のグローバリゼーション』　リチ
ャード・ボールドウィン　（日本経済新聞社）201８年

『国際政治学をつかむ（新版）』　村田晃嗣・君塚直隆・石川卓・栗栖薫子・秋山信
将　（有斐閣）201７年

『環境白書』環境省　令和４年
その他必要に応じて指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
次回の授業の中で必要に応じてフィードバックする。

８．成績評価の方法
授業への参加度及びプレゼン内容：30%
課題（予習課題，リアクションペーパー等）：30%
期末テスト：４0%
ただし，単位認定は以下の条件を全て満たすことを前提とする。
・プレゼンの無断欠席がないこと。
・出席回数が全体の2/3以上であること。
・期末試験を受験すること。

９．その他
専攻分野や予備知識に関わらず，グローバルな課題に関心のある全ての方の受講
を歓迎します。
履修生の皆さんが自ら問を設定し，調べ，プレゼンすることが中心の授業です。
全て出席し，グループワークに責任をもって積極的に参加できる方，その意欲の
ある方の参加を歓迎します。それが難しい方はご遠慮下さい。
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科目ナンバー：（BA）MAN996J

基礎専門特別講義Ｂ〔Ｍ〕 鳥 居 陽 介

2 単位 1 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
　テーマ　「金融リテラシーとライフデザイン」

〈概要〉
　この授業では，金融に関する基礎的な知識や実際的な知識を学びます。一生涯の収入はど
の程度か，「人生の 3 大費用」とは何か（いくらかかるのか），社会人になったら「資産形成」
にすぐ着手した方がよい理由は何か，そしてその方法とはどのようなものか。こうしたこと
を学ぶとともに，経済や金融の基本的な仕組みについても学ぶことができます。今や，就職
先によっては，社会人 1 日目から自分の企業年金の拠出金をどう分散して運用するのか（預
金や株式，投資信託，海外資産など），会社側から選択を迫られる時代です。経済や金融の
流れ，今後の人生設計におけるお金の活かし方などを広く知ってもらい，社会人となってか
らの金融面のノウハウを身に着けてもらいます。皆さんの「生きる力」を高めるお手伝いを
するのが，この講義の最大の狙いです。
　テーマごとに，日本銀行はじめ銀行，証券，保険，フィナンシャルプランナーなど様々な
専門分野の実務者や官庁の方々にご登壇頂き，それぞれの実務経験を活かしたお話を頂戴い
たします。

〈到達目標〉
　この講義では，生活設計におけるお金の活かし方，国民一人ひとりに求められる資産形成
に関する認識，金融におけるリスクとリターン，これらに関連する金融や経済の基礎知識を
身に着けてもらうことを目標としています。これらの知識をもとに，常にコストとメリット
を意識しつつ経済合理的な判断を行う姿勢を身につけてもらうことも，目標としています。

２．授業内容
　この授業は，1４回全てをメディア授業（オンデマンド型）で実施いたします。
　第 1 回　�金融経済教育の重要性（イントロダクション）　経営学部専任講師　鳥居�陽介，

金融庁　塚本俊太郎
　第 2 回　人生とお金　金融広報中央委員会　河合真児
　第 3 回　お金を稼ぐ　金融広報中央委員会　河合真児
　第 ４ 回　お金と経済　金融広報中央委員会　河合真児
　第 ５ 回　ライフプランを描く①　日本ファイナンシャル・プランナーズ協会　中島典子
　第 ６ 回　お金を借りる①　全国銀行協会　窪田敦子
　第 ７ 回　お金を借りる②　全国銀行協会　窪田敦子
　第 ８ 回　お金をふやす①　日本証券協会　高木典子
　第 ９ 回　お金をふやす②　投資信託協会　上野尚美
　第10回　リスクに備える①　生命保険文化センター　中川政毅
　第11回　リスクに備える②　日本損害保険協会　山本真史
　第12回　トラブルに強くなる　東京都金融広報中央委員会　奥原早苗
　第13回　ライフプランを描く②　日本ファイナンシャル・プランナーズ協会　中島典子
　第1４回　全体総括　経営学部専任講師　鳥居陽介，金融広報中央委員会　河合真児
　＊講演者は変更の場合があります。
　＊本講義はメディア授業ですが，毎週水曜日2限に資料を更新いたします。

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講されます。授業は全て，講義動画をOh-o!Meijiシ
ステムを通じて配信するオンデマンド型で行います。「授業内容」欄に記載の通り，講義動
画は原則毎週水曜日2限にOh-o!Meijiシステムを通じて配信し，授業動画は当該学期中のみの
視聴が可能です。ただし，成績評価の前提として，各回のアンケート（感想・要望・質問に
関するアンケート）に答えることを求めますので，講義動画は毎週必ず確認してください。
教員への質問・相談は，この毎回のアンケ―トに記入してください。
　また，補足資料として，eラーニング講座『マネビタ』を活用します。別途受講登録が必
要です。Oh-Meijiにマニュアルが掲載されていますので，ご参照ください。
　本授業を受けるうえで，特段の前提条件や前提知識などはありません。皆さんのこれから
の人生に直結する実学的な知識が次々と出てきます。初めて聞く概念や用語も多数あるはず
ですが，多くの概念が講義前半（概念・概要説明）と後半（より踏み込んだ個別説明）で2
回程度触れられますので，焦らずに，じっくりと吸収して取り組んでください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　金融リテラシーは幅広い概念であり，多分野にまたがる知識もありますので，配布される
講義資料を使って毎回の復習をできるだけ心掛けてください。中間レポートと期末試験に対
応するうえでも，復習は重要です。また，「マネビタ」の動画再生時間は10～1５分程度なので，
講義内容の予習・復習にも役立ててください。

５．教科書
　参考となるパンフレット等が配られる場合もありますが，基本となるのは毎回の講義資
料・解説動画です。適宜，「マネビタ」の関連動画で補足して下さい。

６．参考書
　参考となるパンフレット等が配られる場合もありますが，基本となるのは毎回の講義資料
です。適宜，「マネビタ」の関連動画で補足して下さい。

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の課題としてアンケートを実施いたしますが，感想を求めるものであるため，特段の
フィードバックは行いません。
　質問に対しては，アンケート締切から1～2週間後を目途に，「ディスカッション」欄にて
回答いたします。

８．成績評価の方法
　学期末試験（択一式試験・８0%）と中間レポート（20%）をもとに総合評価します。
　ただし，学期末試験を受験するための前提条件として，毎回感想の提出を求めます。全1４
回中10回以上のアンケート回答がない場合は成績評価の対象外とします。学期末試験は，対
面ではなくオンラインで，定期試験実施期間中に実施します。試験日時は， ７ 月上旬を目途
にOh-o!Meiji経由でのお知らせ配信を実施するとともに，シラバスの補足に記載いたします
ので，忘れずに確認してください。

９．その他
　特にありません。

科目ナンバー：（BA）MAN991J

基礎専門特別講義Ｂ 宮 田 憲 一

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
□大同生命保険株式会社寄付講座
□講義テーマ：「起業のメカニズムを体験する」
＜概要＞
　今，活力ある「新しい企業」が求められている。21世紀に入り20年あまりが経過する中で，地球環境，
日常生活，そして人々の意識が大きく変化し，持続可能な新たな社会の形や経済のあり方が模索さている。
その実現や課題解決には，様々なイノベーションや新しいビジネスモデルが必要であり，それを牽引する
存在として新たな価値観や考え方をもったアントレプレナー（起業家）によって創業される「新しい企業」
に再び大きな注目が集まっている。それでは，どうすれば「自分のアイデア」を事業化して「新しい企業」
をスタートップ（起業）することができるのだろうか。
　本講義は，学術コーディネーターである担当講師（宮田憲一）に加えて，実務コーディネーターとして
川野正雄氏（東京コンテンツインキュベーションセンター／TCIC）のご協力を仰ぎ，現役の起業家，投資
家，アクセラレーター等の方々を迎えながら，「起業」プロセスをより実践的に学んでいく。例えば，起
業支援の現場で様々な起業家と出会った経験からみる「起業」の魅力，アイデアのビジネスモデルへの落
とし込み方，生み出したビジネスモデルを実際に事業化する考え方，資金調達するためのプレゼン方法，
企業を作るために必要な登記登録等の手順など，起業からみた「実際のビジネス」をアクティブラーニン
グで学んでいく。現場でスタートアップに関わる様々なプロフェッショナルの方々に，起業の大変さと面
白さ，一度就職した後の起業というキャリアプランなどのお話も頂きながら，学生諸君に「起業する」プ
ロセスを疑似体験してもらう。
　大学にいながら，本格的なスタートアップの考え方や実践を学べる貴重な講義内容となっている。在学
中に起業を考えている学生や明治ビジネスチャレンジに参加希望する学生に加えて，卒業後一度就職した
あとの選択肢を増やしたい学生，またビジネスのスキルやプレゼン能力を学びたい学生にも絶好の機会と
して活用してもらいたい。
＜到達目標＞
・起業に必要な基本的手順や考え方を理解する。
・ビジネスモデル，事業計画，マーケットとの関係に関する分析力・洞察力を養う。
・アイデアの出し方，プレゼンの仕方，資料の作り方などビジネススキルを身につける。
・明治ビジネスチャレンジへの応募に向けた事業アイデアを打ち出す。

２．授業内容
【マインドセット】
第01回：「スタートアップとは？：Programオリエンテーション」
　□ゲスト：大同生命保険株式会社代表者の方
第02回：「起業を知る：STARTUPとは？」
　□ゲスト講師：株式会社ツクリエ　代表取締役　鈴木英樹氏
第03回：「起業家を知る：起業家の話を聞く」
　□ゲスト講師：創業手帳株式会社　代表取締役社長　大久保幸世氏
第0４回：「起業家を知る：公的創業支援施設訪問」
　□創業支援施設サービスの体験
【ビジネスプランニング】
第0５回：「ビジネスアイデアを考える：ブリーフィング」
第0６回：「ビジネスアイデアを考える：アイデア出し」
　□ゲスト講師：株式会社ティーエスアイ　代表取締役�熊谷孝幸氏
第0７回：「ビジネスアイデアを考える：ビジネスアイデア発表」
　□ゲスト講師：株式会社ツクリエ　取締役　大藤允彦氏
第0８回：「ビジネスモデルを構築する：市場/ターゲットを考える」
第0９回：「ビジネスモデルを構築する：ビジネスモデル発表」
　□ゲスト講師：松竹ベンチャーズ株式会社　取締役常務執行役員　森川朋彦氏
【起業のメカニズム】
第10回：「起業シミュレーション：会社登記を作る」
　□ゲスト講師：合同事務所ジュリスター・インターナショナル　司法書士　山北悠介氏
第11回：「起業シミュレーション：企業の会計を知る」
　□ゲスト講師：アクタス税理士法人　税理士　鈴木佑介氏
第12回：「起業シミュレーション：資金調達を考える」
　□ゲスト講師：マネックスベンチャーズ株式会社　代表取締役　和田誠一郎氏
第13回：「起業シミュレーション：事業計画作成を考える」
　□ゲスト講師：株式会社FUNDINNO　代表取締役COO�大浦学氏
第1４回：「事業計画発表と提出：Programまとめ」
　□ゲスト：大同生命保険株式会社代表者の方
※毎回の授業は，実務コーディネーターや学術コーディネーターによって進行していきます。

３．履修上の注意
・本講義は，「経営学」の単位を取得し，起業に興味関心がある2年次以上の学生の履修を推奨する。
・�他学部の学生が履修する場合は，①他学部での「経営学」またはそれに相当する科目の単位を取得して

いる，あるいは②「経営学」などの科目がない学部学生は初回授業で別途課題を提出することのいずれ
かを履修の条件とする。

・�履修希望者が多数に上った場合は，「経営学」の単位取得の有無，ビジネスチャレンジの参加経験，起
業への熱意などの基準から，履修者数を制限する。

・�本講義は，その性格から，履修者の積極的かつ主体的な授業への取り組みが求められるため，その点を
理解して履修すること。

・初回の講義に出席し，詳しい授業内容や受講のルールについて確認すること。
・ゲスト講演や課外授業など頻繁に実施するため，遅刻は特別な事情がない限り認めない。
・課外授業実施時には，都内での公共交通機関を利用する予定である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
□予習（ 3 時間）
・�ビジネスモデルや事業計画に関する課題がある際は，授業での配布資料だけでなく，参考書などを読み，

また自分のビジネスアイデアに関連する情報をできるだけ調査し，受講の準備をすること。
□復習（ 2 時間）
・�ゲスト講師や施設訪問の際には，授業で学んだことと，実際の話がどのようにつながるのかについて，

ノートを作成しながら再確認してもらいたい。

５．教科書
教科書は特に指定せず，適宜資料を配布する。

６．参考書
・『スタートアップの経済学』加藤雅俊著（有斐閣），2022年。
・『アントレプレナーシップ』清水洋著（有斐閣），2022年。
・『アントレプレナーシップ入門�新版』忽那憲治ほか著（有斐閣），2022年。
・『起業の科学：スタートアップサイエンス』田所雅之著（日経BP），201７年。
・『13歳からの経営の教科書』岩尾俊兵著（KADOKAWA），2022年。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内でのコメントや講評を通じてフィードバックをおこなう。

８．成績評価の方法
授業への貢献度30%，各発表（プレゼン）30%，成果物（事業計画書）４0%により評価する。

９．その他
□ 2 ～ ４ 年生まで起業に興味がある学生，明治ビジネスチャレンジに応募を考えている明大生の履修を歓
迎する。
□社会的状況により対面授業の実施が困難になった場合は，対面授業をリアルタイム配信に変更しての実
施を予定している。その際は，Oh-o!�Meijiのお知らせ機能から連絡するため，確認を忘れないように注意
すること（転送設定を推奨）。
□なお，1・2年次から履修できるマーケティング基礎論，経営心理学，ビジネス法，原価計算論I・II，管
理会計総論A・Bの講義は，起業する上での基礎的な知識を学ぶことができる。また，3・４年次履修でき
るベンチャービジネス論，中小企業論，経営戦略論A・B，イノベーション・マネジメントA・B，会社法A・
B，経営分析論A・Bなどの講義は，起業に向けた様々な専門的知識を学習できる。
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科目ナンバー：（BA）MAN991E

Core Subjects Special Lectures B TAKAGI TOSHIO

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　Theme："Project�Based�Learning:�Industry-Academia�Collaboration�
Class�（English）"

〈Summary〉
　The�purpose�of� this�class� is�（1）to�develop�students�who�can�
work� globally,�（2）to� use� the� knowledge� of� the� business�
management�that�learned�in�the�basic�classes�in�the�university,�and�

（3）to�understand�what�is�required�in�the�real�business.�This�class�
is�conducted�by�practitioners�and�a�professor�to�achieve�the�above�
three�points.�The�task�that�students�will�struggle�with�are�the�real�
issues�that�the�companies�need�to�solve�today.
　The�practitioners　in�charge�of� this�class� lecture�students�on�
their�own�company�management� in�English,�and�also�students�
make�presentations�and�discussions�in�English.�This�class�is�based�
on�the�group�work.�You�will�develop�communication�skills�through�
the�group�work.

〈Goal〉
　（1）to�develop�students�who�can�work�globally,�（2）to�use�the�
knowledge�of�the�business�management�that� learned�in�the�basic�
classes�in�the�university,�and�（3）to�understand�what�is�required�in�
the�real�business

2. Course Content
　1:�Introduction�（Purpose�of�the�course）�and�mindset�（Professor）
　2:�Company�1:�Lecture�on�the�company�and�task�（Practitioner）
　3:�Company�1:�Group�work�（Professor）
　４:�Company�1:�Group�work�（Professor）
　５:�Company�1:�Interim�Presentation�and�Feedback�（Practitioner）
　６:�Company�1:�Group�work�（Professor）
　７:�Company�1:�Final�Presentation�（Practitioner）
　８:�Company�2:�Lecture�on�the�company�and�task�（Practitioner）
　９:�Company�2:�Group�work�（Professor）
　10:�Company�2:�Group�work�（Professor）
　11:�Company�2:�Interim�Presentation�and�Feedback�（Practitioner）
　12:�Company�2:�Group�work�（Professor）
　13:�Company�2:�Final�Presentation�（Practitioner）
　1４:�Final�Report

3. Registration Requirements
　Students�are�required�to�commit�actively�to�their�groups�and�to�
participate�in�the�meeting�outside�of�the�class�hours.

4. Course Preparations
　Preparation�and�group�work�are�required.

5. Textbook (s)
　Textbooks�are�not� specified.�Practitioner�and�Professor�will�
prepare�materials�as�needed.

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　Since�this�class�mainly�consists�of�group�work�and�presentations,�
grade�evaluation� is�based�on�（1）�participation� in�group�work�

（４0%）,�（2）�presentation�（30%）,�and�（3）�final�report�（30%）.

9. Others
　The�capacity�of�this�class�is�about�30�people.�The�class�consists�
of�６�groups�of�５�students.
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各科目のシラバスは，Oh-o! Meijiシステムクラスウェブを参照してください。

科目名

企業論Ａ／Ｂ〔Ｍ〕

経営管理論Ａ／Ｂ〔Ｍ〕
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科目ナンバー：（BA）MAN211J

企 業 論 Ｂ 鳥 居 陽 介

2 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期に引き続き，経営学の対象となる「企業」とは何かを検討
する。秋学期では，中小企業やベンチャー企業，NPOまで範囲を広
げ，これら企業や組織における課題やその解決策等について議論す
る。

〈到達目標〉
　中小企業・ベンチャー企業の特徴や違い，企業の様々なステーク
ホルダーとの関わり方についての変化や，現在の企業，特に中小企
業の在り方を理解することを目標とする。

２．授業内容
　 1 回　イントロダクション
　 2 回　企業間関係・企業間ネットワーク
　 3 回　企業の社会的責任／企業と環境問題
　 4 回　NPOからソーシャルビジネスへ
　 5 回　ベンチャー企業のビジネスプラン
　 6 回　株主価値経営から共通価値経営へ
　 7 回　中間試験
　 8 回　企業と地域経済・中小企業の再考
　 9 回　中小企業のイノベーション／第二・第三創業
　10回　中小企業の経営戦略・海外展開
　11回　中小企業の新たな地域内の産学官連携
　12回　中小企業に対する地域金融機関の今後の役割
　13回　撤退戦略としてのM&Aを活用した中小企業
　14回　まとめ
＊進捗状況や校務等により，変更の可能性あり

３．履修上の注意
　テキストを毎回持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当箇所を中心に予習をした上で授業に臨むこと。た
だ講義を聞くだけでなく，事前学習によって得た知識や自身の意見
と講義内容を照らし合わせることで，内容の深い本質的な理解を実
現させる。

５．教科書
　林幸治編，日本中小企業・ベンチャー ビジネスコンソーシアム
著『新中小企業論』，同文舘，2021年。
　坂本恒夫・大坂良宏・鳥居陽介編，現代財務管理論研究会著『テ
キスト現代企業論（第 4 版）』，同文舘，2015年。

６．参考書
　鳥居陽介『株式所有構造の変遷と経営財務』，中央経済社，2017年。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内に出題する課題に対してのフィードバックは，授業中に実
施する。

８．成績評価の方法
　授業内課題30%，中間試験20%，期末試験50%の割合で総合的に
評価する。

９．その他
　中間試験・期末試験ともに持ち込み可とする予定である（変更の
可能性あり）。

科目ナンバー：（BA）MAN211J

企 業 論 Ａ 鳥 居 陽 介

2 単位 2 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営学の対象となる「企業」とは何かを検討する。春学期では，
企業にはどのような形態があるのか，企業はどのように発展してい
くのか，企業はどのような仕組みとなっているのか，企業の中でも
特に株式会社の所有構造の変遷について解説する。

〈到達目標〉
　企業の形態や仕組み，成長のためにどのような手法が取られるの
かといった，基本的概念と理論を修得することを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　企業形態―合名会社，合資会社，合同会社，株式会社
　第 3 回　株主総会の役割／取締役と委員会
　第 4 回　会社の所有と支配
　第 5 回　英米のコーポレート・ガバナンス
　第 6 回　日本のコーポレート・ガバナンス
　第 7 回　中間試験
　第 8 回　経営者報酬／ファミリービジネス
　第 9 回　企業と労働力市場，商品・サービス市場
　第10回　企業と資本市場
　第11回　独占・寡占価格，系列
　第12回　M&A
　第13回　業務提携・資本提携／経営統合と持株会社
　第14回　まとめ

３．履修上の注意
　テキストを毎回持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当箇所を中心に予習をした上で授業に臨むこと。た
だ講義を聞くだけでなく，事前学習によって得た知識や自身の意見
と講義内容を照らし合わせることで，内容の深い本質的な理解を実
現させる。

５．教科書
　坂本恒夫・大坂良宏・鳥居陽介編，現代財務管理論研究会著『テ
キスト現代企業論（第 4 版）』，同文舘，2015年。

６．参考書
　鳥居陽介『株式所有構造の変遷と経営財務』，中央経済社，2017年。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内に出題する課題に対してのフィードバックは，授業中に実
施する。

８．成績評価の方法
　授業内課題30%，中間試験20%，期末試験50%の割合で総合的に
評価する。

９．その他
　中間試験・期末試験ともに持ち込み可とする予定である（変更の
可能性あり）。
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科目ナンバー：（BA）MAN211J

企 業 論 Ｂ 徐　 玉 琴

2 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
ビジネスを取り巻く環境はめまぐるしく変化しており，企業経営に
大きな影響を及ぼしている。企業論Bではそうした企業を取り巻く
環境変化を確認しながら，企業の課題や持続的な成長に必要な取り
組みについて解説する

〈到達目標〉
企業を取り巻く環境の変化，企業のパーパス（存在意義）を理解す
ることを目標とする

２．授業内容
第 1 回　イントロダクション
第 2 回　提携
第 3 回　企業間関係と企業間ネットワーク
第 4 回　グローバル化と日本企業
第 5 回　中小企業と第二創業
第 6 回　ベンチャービジネス
第 7 回　中間試験
第 8 回　中間試験返却と解説
第 9 回　企業の社会的責任/企業と環境問題
第10回　企業と従業員ヘルスケア/人的資本経営
第11回　NPOからソーシャルビジネス/公益会社
第12回　株主価値経営から共通価値経営
第13回　企業と地域経済
第14回　まとめ

３．履修上の注意
テキストを毎回持参すること

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・教科書を事前に読んでおくこと。
・キーワードを調べておくこと。

５．教科書
坂本恒夫・大坂良宏・鳥居陽介編，現代財務管理論研究会著『テキ
スト現代企業論（第 4 版）』，同文舘，2015年。

６．参考書
適宜紹介

７．課題に対するフィードバックの方法
授業時間内に解説する

８．成績評価の方法
リアクションペーパー30%，中間試験30％，期末試験40％

９．その他
中間試験は持ち込み可，期末試験は持ち込み不可とする

科目ナンバー：（BA）MAN211J

企 業 論 Ａ 徐　 玉 琴

2 単位 2 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
企業論Aでは企業とは何か，企業にはどのような形態と仕組みがあ
るのか，どのように活動しているのかについて解説する

〈到達目標〉
企業の形態，仕組み，役割についての基本的概念を修得し，企業活
動を理解できることを目標としている。

２．授業内容
第 1 回　イントロダクション
第 2 回　企業形態
第 3 回　株式会社
第 4 回　所有と経営
第 5 回　英米のコーポレートガバナンス
第 6 回　日本のコーポレートガバナンス
第 7 回　中間試験
第 8 回　中間試験返却と解説
第 9 回　株主総会の役割と取締役会
第10回　経営者報酬
第11回　企業と労働力市場/人的資本
第12回　独占・寡占価格，系列
第13回　M＆A
第14回　まとめ

３．履修上の注意
テキストを毎回持参すること

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・教科書を事前に読んでおくこと。
・キーワードを調べておくこと。

５．教科書
坂本恒夫・大坂良宏・鳥居陽介編，現代財務管理論研究会著『テキ
スト現代企業論（第 4 版）』，同文舘，2015年。

６．参考書
適宜紹介

７．課題に対するフィードバックの方法
授業時間内に解説する

８．成績評価の方法
リアクションペーパー30%，中間試験30％，期末試験40％

９．その他
中間試験は持ち込み可，期末試験は持ち込み不可とする
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科目ナンバー：（BA）MAN221J

経 営 管 理 論 Ｂ 青 木 克 生

2 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義の狙いは経営管理の基礎となる組織行動や組織構造につい
ての諸理論を紹介することにある。リーダーシップやモチベーショ
ンなどの組織行動，事業部制やマトリックス組織などの組織構造に
ついて現代企業の実践という観点から理解を促いことを目的として
いる。
　講義では，具体的な事例を多く用いて，現代的な視点から経営管
理の理論を見ていく。そのため講義において，まずは特定事例を用
いて現代企業において生じている問題をリアルに体感してもらう。
それに引き続き，経営管理についての理論を紹介していく
　また経営管理と組織についての理論を説明するのみならず，トヨ
タ生産方式，日本的経営といった経営管理・組織の日本的特徴につ
いても紹介していく。

〈到達目標〉
　経営管理論の基礎をマスターし，企業実践の理解へと応用できる
ようになること。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　モチベーション:欲求 5 段階説; 内発的動機づけ
　第 3 回　リーダーシップ1: 行動科学的アプローチ
　第 4 回　リーダーシップ2: シンボリックリーダーと変革
　第 5 回　組織化1: 職能部制と事業部制組織
　第 6 回　組織化2: ポスト事業部制組織
　第 7 回　環境変化と経営組織
　第 8 回　組織と環境1: コンティンジェンシー理論
　第 9 回　組織と環境2: 情報処理モデル
　第10回　経営と文化: 組織文化論; 国際比較
　第11回　日本的経営1: トヨタはなぜ強いか?
　第12回　日本的経営2: 日本的人的資源管理
　第13回　日本的経営3: 今後の日本的経営
　第14回　総まとめ

３．履修上の注意
　授業はプリントをベースに行う。プリントの配布は行わない。
Oh-Meijiから印刷して各自持参すること　http://oh-o.meiji.ac.jp/
index.htm
　授業最初で行うビデオを用いたケース紹介の後にアンケートを実
施する
　アンケートはOho Meijiを通して行うので，授業にはパソコン， 
i pad，スマートフォンなどの端末の持参が必要となる
　またアンケート結果は成績にも反映するので，毎回遅刻なく出席
することが受講生には求められる

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で配布したプリントに紹介してある参考書を読み，しっかり
と復習すること
　試験は持ちなしで実施するので授業で紹介した重要な用語や理論
は何も見ずにしっかりと説明できるようにならなければ試験をパス
するのは厳しいと考えてください

５．教科書
　プリントをベースに講義を行う。

６．参考書
　講義プリントを通して適宜紹介する

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験の結果で成績を評価する。持ち込みなしで，用語説明と
論述問題を出題する
　アンケートの結果や小テストあるいはレポートなども成績に反映
させる

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN221J

経 営 管 理 論 Ａ 青 木 克 生

2 単位 2 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義の狙いはテーラー，メイヨー，バーナードといった経営管
理についての諸理論を紹介することのみにあるのではない。むしろ
それら理論家たちがわれわれに示唆してくれることを現代的な経営
管理の実践とのかかわりから検討し，概説することにある。
　経営管理は企業活動や諸組織に不可欠な活動であり，これを「ヒ
ト，モノ，カネ，情報」という観点から理解することが大切である
講義では，具体的な事例を多く用いて，現代的な視点から経営管理
の理論を見ていく。そのため講義において，まずは特定事例を用い
て現代企業において生じている問題をリアルに体感してもらう。そ
れに引き続き，経営管理についての理論を紹介していく
　理論とは古典を意味するわけではない。物事を理解するうえでの
指針となる考え方を意味する。また管理についてのアメリカの理論
のみならず，管理方式の日本的特徴についても紹介していく。

〈到達目標〉
　経営管理論の基礎をマスターし，企業実践の理解へと応用できる
ようになること。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　管理論の歴史1: 成り行き管理と科学的管理
　第 3 回　管理論の歴史2: 人間関係論
　第 4 回　 トップマネジメントの役割: バーナードの組織と個人　

その1
　第 5 回　経営管理のプロセスと意思決定
　第 6 回　経営管理と知識・学習: 計画と実践のギッャプ
　第 7 回　環境変化と経営戦略
　第 8 回　経営戦略1: 戦略的意思決定と多角化
　第 9 回　経営戦略2: PPMと競争戦略
　第10回　 情報化と経営管理: デファクトスタンダードとアウトソ

ーシング
　第11回　日本企業の戦略1: コアコンピタンス
　第12回　日本企業の戦略2: 企業集団
　第13回　日本企業の戦略3: 企業系列
　第14回　総まとめ

３．履修上の注意
　授業はプリントをベースに行う。プリントの配布は行わない。
Oh-Meijiから印刷して各自持参すること　http://oh-o.meiji.ac.jp/
index.htm
　授業最初で行うビデオを用いたケース紹介の後にアンケートを実
施する
　アンケートはOho Meijiを通して行うので，授業にはパソコン， 
i pad，スマートフォンなどの端末の持参が必要となる
　またアンケート結果は成績にも反映するので，毎回遅刻なく出席
することが受講生には求められる

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で配布したプリントに紹介してある参考書を読み，しっかり
と復習すること
　試験は持ちなしで実施するので授業で紹介した重要な用語や理論
は何も見ずにしっかりと説明できるようにならなければ試験をパス
するのは厳しいと考えてください

５．教科書
　特に使用しない。プリントをベースに授業を進める

６．参考書
　プリントを通して適宜紹介する

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験の結果で成績を評価する。持ち込みなしで，用語説明と
論述問題を出題する
　アンケートの結果や小テストあるいはレポートなども成績に反映
させる

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN221J

経 営 管 理 論 Ｂ 高 木 俊 雄

2 単位 2 年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義は，経営学の中心的役割を果たしてきている経営管理につ
いて学ぶことを目的としています。
　特に，企業が大規模化・複雑化したがゆえに発生・発展してきた
経営管理について，本講義では主に管理プロセス，モチベーション，
リーダーシップを中心に講義していきます。また，経営管理の現状
について主に日本企業を用いて経営管理の現状について説明してい
く予定です。なお受講者の理解を促進するため，適時，映像や資料
を視聴，提示する予定です。

〈到達目標〉
　以下の「授業内容」について学生が十分に理解するとともに，そ
れを用いて，今日の企業活動において，企業はどのように管理を行
っているかを学生自身が理解できる目を持つことを達成目標として
いる。

２．授業内容
　第 1 回：オリエンテーション
　第 2 回：意思決定（1）：意思決定とは，組織の意思決定
　第 3 回： 意思決定（2）：意思決定のパターン，グループシンク，

グループシフト
　第 4 回： 統制（controlling）（1）：マネジメント・コントロール，

バランス・スコア・カード
　第 5 回：統制（controlling）（2）：マネジャーの役割
　第 6 回：文化と制度（1）：文化に影響される企業
　第 7 回：文化と制度（2）：強い企業文化
　第 8 回：文化と制度（3）：制度をきっかけとした戦略
　第 9 回：日本的経営（1）：日本的経営の特徴
　第10回：日本的経営（2）：ブラック企業問題
　第11回：日本的経営（3）：国際化と日本企業
　第12回：環境マネジメント
　第13回：まとめ
　第14回：期末試験

３．履修上の注意
　講義資料は，前日17時までにoh-o Meijiにアップするので各自で
印刷（当日配布はありません）。
　http://oh-o.meiji.ac.jp/

４．準備学習（予習・復習等）の内容
【事前学習】60分（テキストの理解）

５．教科書
高橋正泰他（2012）『マネジメント』文眞堂
高橋正泰編著（2022）『経営組織論のフロンティア』文眞堂

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　リアクションペーパー：20点
　期末レポート：40点
　期末試験：40点

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN221J

経 営 管 理 論 Ａ 高 木 俊 雄

2 単位 2 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義は，経営学の中心的役割を果たしてきている経営管理につ
いて学ぶことを目的としています。
　特に，企業が大規模化・複雑化したがゆえに発生・発展してきた
経営管理について，本講義では主に管理プロセス，モチベーション，
リーダーシップを中心に講義していきます。また，経営管理の現状
について主に日本企業を用いて経営管理の現状について説明してい
く予定です。なお受講者の理解を促進するため，適時，映像や資料
を視聴，提示する予定です。

〈到達目標〉
　以下の「授業内容」について学生が十分に理解するとともに，そ
れを用いて，今日の企業活動において，企業はどのように管理を行
っているかを学生自身が理解できる目を持つことを達成目標として
いる。

２．授業内容
　第 1 回：オリエンテーション
　第 2 回： 産業発展と経営管理論の展開（1）：アメリカの経済発展

と移民流入の観点
　第 3 回： 産業発展と経営管理論の展開（2）：経営管理論が必要と

なった理由
　第 4 回： ファヨールおよび管理プロセス：ファヨールが示した管

理=計画化，組織化，命令，調整，統制からなる一連の
プロセス

　第 5 回：計画化（planning）（1）
　第 6 回： 計画化（planning）（2）：経営計画の基本的職能観点の

理解
　第 7 回：組織化（organizing）（1）：組織の概念と組織原則
　第 8 回：組織化（organizing）（2）：組織構造
　第 9 回：組織と環境：組織を取り巻く環境の理解
　第10回：組織デザイン（1）：組織の環境適応
　第11回：組織デザイン（2）：組織の形態とデザイン戦略
　第12回： 経営戦略（1）：どのように環境（競合他社や顧客）に対

応するか
　第13回：経営戦略（2）
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
　講義資料は，前日17時までにoh-o Meijiにアップするので各自で
印刷（当日配布はありません）。
　http://oh-o.meiji.ac.jp/

４．準備学習（予習・復習等）の内容
【事前学習】60分（テキストの理解）

５．教科書
高橋正泰他（2012）『マネジメント』文眞堂
高橋正泰編著（2022）『経営組織論のフロンティア』文眞堂

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　リアクションペーパー：20点
　期末レポート：40点
　期末試験：40点

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経 営 哲 学 Ｂ 木 全　 晃

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講は春学期に実施した経営哲学Aを基礎とするものであり，その受講を前提とする。地
球環境の劣化や科学技術の高度化，経営活動のグローバル化・拡大化等に伴い，経営を「哲
学する」ことは，こんにち極めて重要な行為となっている。そこで本講は，主体を経営体と
して取り扱う経営哲学の諸研究を中心に据えながらも，主体を組織として取り扱う組織論，
主体を企業として扱う経済学領域の諸研究をも踏まえながら，問題の所在が複雑化，複合化
しつつある現代の経営について学際的検討をめざすものである。本講の出発点として経営哲
学Aで履修した内容（ 3 つの科学化（作業の科学化，管理の科学化，組織の科学化）の歴史，
経営者哲学，方法論，社会的責任論）を手掛かりとしつつ，現代の経営体の倫理的，価値的，
道徳的側面について，地球環境問題を考察の対象とし，環境思想，環境経営，環境経営の具
現化の方法等について事例を踏まえながら受講者とともに考える。このため本講は，「経営
という実践（および存在）」を「哲学する」ことに比重をおく。

〈到達目標〉
　そもそも哲学とは，論理的な思考に基づき，物事や事象を「疑ってみること」と「本質を
問うこと」といえる。その対象として本講では，主に「学理としての経営学」と「経営とい
う実践（および存在）」を取り扱う。そこでは，経営体は協働「生活」体であり，「生きてい
る」協働システムであるという前提のもと，あくまで倫理性は自律的，内生的に立ち上がる
べきものとして捉える。これら 2 つの視点を受講者各位が「腑に落ちる」ものとして身に着
けることを本講の到達目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション：経営哲学とは
　第 2 回　 学理と実践・環境思想①：哲学，歴史学，文化人類学，社会学等の幅広い分野で

の自然と人間に関する所説をもとに現代の地球環境問題の本質を考える。
　第 3 回　 学理と実践・環境思想②：哲学，歴史学，文化人類学，社会学等の幅広い分野で

の自然と人間に関する所説をもとに現代の地球環境問題の本質を考える。
　第 4 回　 社会における実践・環境法令：「規制産業」と言われる環境経営の基礎としての

国内法令について概説する。
　第 5 回　 学理と実践・環境経営論①：経営学，経済学，社会学等で議論されるようになっ

た環境経営について理論と企業の実践としての方向性を示す。
　第 6 回　 学理と実践・環境経営論②：経営学，経済学，社会学等で議論されるようになっ

た環境経営について理論と企業の実践としての方向性を示す。
　第 7 回　 環境経営の実践・事業レベル①：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱から企業

の実践としての環境経営を事業レベルで事例を踏まえながら考える。[メディア
授業（リアルタイム配信型）]

　第 8 回　 環境経営の実践・事業レベル②：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱から企業
の実践としての環境経営を事業レベルで事例を踏まえながら考える。[メディア
授業（リアルタイム配信型）]

　第 9 回　 環境経営の実践・製品レベル①：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱から企業
の実践としての環境経営を製品レベルで事例を踏まえながら考える。[メディア
授業（リアルタイム配信型）]

　第10回　 環境経営の実践・製品レベル②：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱から企業
の実践としての環境経営を製品レベルで事例を踏まえながら考える。[メディア
授業（リアルタイム配信型）]

　第11回　 環境経営の実践・拠点レベル①：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱から企業
の実践としての環境経営を拠点レベルで事例を踏まえながら考える。[メディア
授業（リアルタイム配信型）]

　第12回　 環境経営の実践・拠点レベル②：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱から企業
の実践としての環境経営を拠点レベルで事例を踏まえながら考える。[メディア
授業（リアルタイム配信型）]

　第13回　 地域社会と環境①：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱をもとに，地域社会に
おける実践としての環境保全活動について事例を踏まえながら考える。

　第14回　 地域社会と環境②：地球温暖化対策，資源循環の 2 つの柱をもとに，地域社会に
おける実践としての環境保全活動について事例を踏まえながら考える。

３．履修上の注意
　この講義は，対面型授業（第 1 ～ 6 回，第13～14回）とメディア授業（リアルタイム配信
型，第 7 ～12回）を組み合わせて開講する。メディア授業は開講日の前週金曜に配布される
講義資料を用いた事前学習，開講時Q&Aの際に広く求める受講者とのディスカッションによ
って主に構成されるので，受講者のプロアクティブな関わりを期待する（メディア授業時に
外部講師を招く場合もあり得る）。また本講は抽象概念を扱うため，現象面にのみ興味のあ
る向きには退屈かもしれない。同時に受動的にレクチャーを受けようという考えにも馴染ま
ない。なお，資料配布は各回の講義時のみである。事後配布はいかなる理由があろうとも行
わないので注意されたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日頃からメディア等を通じて，また実体験を通じて，現代の経営に関する課題を抽出する
努力をされたい。事前に配布する講義資料をもとに事前に学習を必要とする。下記の参考書
等を入手し，吟味されたい。

５．教科書
　特定の教科書は用いない。随時，配布資料等により講義を進める。

６．参考書
　三戸公（1973）『官僚制』未来社，村田晴夫（1984）『管理の哲学』文眞堂，小笠原英司（2004）

『経営哲学研究序説：経営学的経営哲学の構想』文眞堂，ほか適宜，講義時に示す。

７．課題に対するフィードバックの方法
 提出された課題については，随時，講義中のコメント等をもって受講者へのフィードバック
とする計画である。

８．成績評価の方法
　不定期（対面授業時）あるいは定期（メディア授業時）に実施する小レポート，および平
常時の授業への参加（40％），期末レポート（60％）の合計点により総合的に評価する。「平
常時の授業への参加」とは，対面講義あるいはメディア講義時に出席者に問いを発すること
があるので，その際に自己の考えを説得的に述べた場合，随時，加点されることを意味する。
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　感染症の蔓延など不測の状況にあっては，対面講義をシラバスで計画している講義回であ
っても，オンライン形式に切り替えることがある。これについては事前にアナウンスするの
で注意されたい（問い合わせ：akimata2023@gmail.com）。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経 営 哲 学 Ａ 木 全　 晃

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　地球環境の劣化や科学技術の高度化，経営活動のグローバル化・拡大化等に伴い，経営を

「哲学する」ことは，こんにち極めて重要な行為となっている。そこで本講は，主体を経営体
として取り扱う経営哲学の諸研究を中心に据えながらも，主体を組織として取り扱う組織論，
主体を企業として扱う経済学領域の諸研究をも踏まえながら，問題の所在が複雑化，複合化
しつつある現代の経営について学際的検討をめざすものである。本講の出発点として経営学
のもつ二側面と経営哲学の意義を検討したのち，「学理としての経営学」の根源を古典的理論
に求め，3つの科学化（作業の科学化，管理の科学化，組織の科学化）の歴史とし，経営哲学
の諸研究を下敷きに批判的に検討する。さらに「経営という実践（および存在）」を「哲学する」
にあたり，経営者哲学，社会的責任論を手掛かりとしつつ，現代の経営体の倫理的，価値的，
道徳的側面について事例を踏まえながら受講者とともに考えることとしたい。

〈到達目標〉
　そもそも哲学とは，論理的な思考に基づき，物事や事象を「疑ってみること」と「本質を
問うこと」といえる。その対象として本講では，主に「学理としての経営学」と「経営とい
う実践（および存在）」を取り扱う。そこでは，経営体は協働「生活」体であり，「生きてい
る」協働システムであるという前提のもと，あくまで倫理性は自律的，内生的に立ち上がる
べきものとして捉える。これら 2 つの視点を受講者各位が「腑に落ちる」ものとして身に着
けることを本講の到達目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：プロローグ，経営哲学とは
　第 2 回：  経営学を哲学する①古典的系譜と課題：科学的管理法と作業の科学化，意思決定

と管理の科学化，官僚制と組織の科学化，個と全体の融和等について解説する。
　第 3 回： 経営学を哲学する②古典的系譜：科学的管理法と作業の科学化，意思決定と管理

の科学化，官僚制と組織の科学化，個と全体の融和等について解説する。
　第 4 回： 経営学を哲学する③古典的系譜：科学的管理法と作業の科学化，意思決定と管理

の科学化，官僚制と組織の科学化，個と全体の融和等について解説する。
　第 5 回： 経営者哲学①事業経営の理念：松下幸之助，盛田昭夫，稲盛和夫，小倉昌男など

20世紀を代表する経営者や現代のベンチャー経営者の事業に対する理念・思想を
考える。[メディア授業（リアルタイム配信型）]

　第 6 回： 経営者哲学②事業経営の理念： 松下幸之助，盛田昭夫，稲盛和夫，小倉昌男など
20世紀を代表する経営者や現代のベンチャー経営者の事業に対する理念・思想を
考える。[メディア授業（リアルタイム配信型）]

　第 7 回： 経営者哲学③事業経営の理念： 松下幸之助，盛田昭夫，稲盛和夫，小倉昌男など
20世紀を代表する経営者や現代のベンチャー経営者の事業に対する理念・思想を
考える。[メディア授業（リアルタイム配信型）]

　第 8 回： 経営者哲学④事業経営の理念： 松下幸之助，盛田昭夫，稲盛和夫，小倉昌男など
20世紀を代表する経営者や現代のベンチャー経営者の事業に対する理念・思想を
考える。[メディア授業（リアルタイム配信型）]

　第 9 回： 経営者哲学⑤事業経営の理念： 松下幸之助，盛田昭夫，稲盛和夫，小倉昌男など
20世紀を代表する経営者や現代のベンチャー経営者の事業に対する理念・思想を
考える。[メディア授業（リアルタイム配信型）]

　第10回： 経営哲学の方法①科学哲学におけるパラダイムの議論，経営哲学の方法論につい
て概説する。

　第11回： 経営哲学の方法②科学哲学におけるパラダイムの議論，経営哲学の方法論につい
て概説する。

　第12回： 経営哲学の方法③科学哲学におけるパラダイムの議論，経営哲学の方法論につい
て概説する。

　第13回： 学理と実践：CSR論①企業の社会的責任論，フィランソロフィー論などを踏まえ
て検討する。

　第14回： 学理と実践：CSR論②企業の社会的責任論，フィランソロフィー論などを踏まえ
て検討する。

３．履修上の注意
　この講義は，対面型授業（第 1 ～ 4 回，第10～14回）とメディア授業（リアルタイム配信
型，第 5 ～ 9 回）を組み合わせて開講する。メディア授業は開講日の前週金曜に配布される
講義資料を用いた事前学習，開講時Q&Aの際に広く求める受講者とのディスカッションによ
って主に構成されるので，受講者のプロアクティブな関わりを期待する（メディア授業時に
外部講師を招く場合もあり得る）。また本講は抽象概念を扱うため，現象面にのみ興味のあ
る向きには退屈かもしれない。同時に受動的にレクチャーを受けようという考えにも馴染ま
ない。なお，資料配布は各回の講義時のみである。事後配布はいかなる理由があろうとも行
わないので注意されたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日頃からメディア等を通じて，また実体験を通じて，現代の経営に関する課題を抽出する
努力をされたい。事前に配布する講義資料をもとに事前に学習を必要とする。下記の参考書
等を入手し，吟味されたい。

５．教科書
　特定の教科書は用いない。随時，配布資料等により講義を進める。

６．参考書
　三戸公（1973）『官僚制』未来社，村田晴夫（1984）『管理の哲学』文眞堂，小笠原英司（2004）

『経営哲学研究序説：経営学的経営哲学の構想』文眞堂，ほか適宜，講義時に示す。

７．課題に対するフィードバックの方法
　提出された課題については，随時，講義中のコメント等をもって受講者へのフィードバッ
クとする計画である。

８．成績評価の方法
　不定期（対面授業時）あるいは定期（メディア授業時）に実施する小レポート，および平
常時の授業への参加（40％），期末レポート（60％）の合計点により総合的に評価する。「平
常時の授業への参加」とは，対面講義あるいはメディア講義時に出席者に問いを発すること
があるので，その際に自己の考えを説得的に述べた場合，随時，加点されることを意味する。
　※対面形式での試験は行わない。

９．その他
　感染症の蔓延など不測の状況にあっては，対面講義をシラバスで計画している講義回であ
っても，オンライン形式に切り替えることがある。これについては事前にアナウンスするの
で注意されたい（問い合わせ：akimata2023@gmail.com）。
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

経 営 戦 略 論 Ｂ
【経営学科・会計学科共同設置】

歌 代　 豊

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営戦略論Bは，「戦略の策定とマネジメントの実践」をサブテ
ーマに経営戦略の実践・応用面に焦点をあてる。まず，戦略と組織・
プロセスとの関係を議論する。加えて，戦略を適切に創造・管理す
るためのシステムとして着目されているバランススコアカードの概
要と可能性を検討する。

〈到達目標〉
　経営戦略論Aで学んだフレームワーク/手法を事例・演習等をと
おして理解を深め，環境分析と戦略思考の能力育成を図る。

２．授業内容
　＃ 1 ．イントロダクション
　　　戦略の策定とマネジメントの概要
　＃ 2 ～ 5 ．戦略策定プロセスの実践的側面
　　　ロジカルシンキング
　　　外部環境分析
　　　内部資源分析
　　　SWOT分析
　＃ 6 ～10．戦略マネジメントとバランススコアカード
　　　戦略のセオリーと体系化
　　　マネジメントシステムの課題とバランススコアカード（BSC）
　　　戦略マップ
　　　戦略の組織展開とカスケード
　　　BSCの運用（モニタリングと戦略学習ループ）と発展段階，等
　＃11～14．戦略と組織の関係，および新たな戦略論
　　　プロセス型戦略論：創発戦略，等
　　　リソースベーストビュー：見えざる資産/
　　　VRIO分析/コアコンピタンス，等
　　　ゲームアプローチ：コミットメント/オプション，等

３．履修上の注意
　経営戦略論Aを履修していることが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，次回テーマに関して予習をすること。

５．教科書

６．参考書
・ 小原重信・浅田孝幸・鈴木研一編，『プロジェクト・バランス・

スコアカード』，生産性出版，2004年。
・ バランススコアカードフォーラム編『バランス・スコアカード経

営実践マニュアル―効果が上がるBSCプロジェクトの進め方』中
央経済社，2004年。

・ M・トレーシー＆ F・ウィアセーマ，『ナンバーワン企業の法則』，
日経ビジネス人文庫，2003年。

・ ゲイリー・ハメル＆ C・K・プラハラード，『コアコンピダンス経
営』，日経ビジネス文庫，2001年。

・ジェイ・バーニー『企業戦略論（上・中・下）』ダイヤモンド

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験（60％），レポート（30％），小テスト・ミニ演習・授業
貢献等（10％）を総合的に評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN321J

経 営 戦 略 論 Ａ
【経営学科・会計学科共同設置】

歌 代　 豊

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営戦略論Aは，「戦略論の系譜と戦略策定の基礎理論」をサブ
テーマに経営戦略の基本概念や主要な理論を把握する。

〈到達目標〉
　経営戦略の定義，企業戦略策定，ポジショニングアプローチに基
づく事業戦略策定，事業システム，水平戦略等に係わる基本概念・
理論を理解することを目的とする。

２．授業内容
　＃ 1 ～ 2 ．経営戦略とは
　　　イントロダクション
　　　戦略の定義/戦略の階層と構成要素/
　　　戦略策定のプロセス，等
　＃ 3 ～ 5 ．企業戦略の策定
　　　ミッション/ドメイン
　　　成長と多角化の戦略/PPM，等
　＃ 6 ～10．事業戦略の策定
　　　事業戦略の基礎理論：規模の経済/経験曲線，
　　　PLC/セグメンテーション/ターゲティング/
　　　ポジショニング，等
　　　基本戦略：コストリーダーシップ/差別化/集中
　　　外部環境分析：SCPモデル，業界構造分析（ 5 つの力），等
　　　内部資源分析：価値連鎖分析，等
　＃11～13．企業戦略と事業戦略の境界領域
　　　事業システム，等
　　　水平戦略，等
　　　補完製品戦略，アーキテクチャ戦略，等
　＃14．演習とまとめ

３．履修上の注意
　経営戦略論Bとあわせて履修することが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，次回テーマに関して予習をすること。

５．教科書
　吉村孝司編著『経営戦略』学文社，2006年。

６．参考書
・ グロービス・マネジメント・インスティティート編『MBA経営戦

略』ダイヤモンド社，1999年。
・マイケル・ポーター『競争優位の戦略』ダイヤモンド社，1985年。
・ ヘンリー・ミンツバーグ『戦略サファリ』東洋経済新報社，1999

年。
・ ジェイ・バーニー『企業戦略論（上・中・下）』ダイヤモンド社，

2003年。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験（60％），レポート（30％），小テスト・ミニ演習・授業
貢献等（10％）により総合的に評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN321E

Innovation Strategy in Japan B KONDO HIKARU

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Course Summary〉
In Innovation Strategy in Japan A, we studied the innovation activities of 
entrepreneurs historically from the past to the present. In Innovation 
Strategy in Japan B, we will focus on contemporary Japanese companies 
and learn about innovation mechanisms using corporate innovation and 
product/service development cases.
Although the innovation activities of Japanese companies have stagnated 
in recent years, some Japanese companies are leading innovative 
activities in various industries. In this class, students will understand the 
basic concepts of innovation and acquire practical thinking through case 
studies of such Japanese companies.

〈Objectives〉
The objectives of this class are as follows
1.  To understand innovation activities by Japanese companies in recent 

years.
2.  To understand the theory of innovation and to be able to explain it in 

one's own words.
3.  To understand the challenges faced by modern Japanese companies 

and to be able to consider solutions to these challenges.

2. Course Content
Part 1: Introduction / Theory of Innovation
Part 2: Innovation in the Electronics Industry 1: Organizational Change
Part 3: Innovation in the Electronics Industry 2: Organizational Change
Part 4: Innovation in the Beauty Industry1: New Market Development
Part 5: Innovation in the Beauty Industry2: New Market Development
Part 6: Innovation in the Construction Equipment Industry1: Global Strategy
Part 7: Innovation in the Construction Equipment Industry2: Global Strategy
Part 8: Innovation in the Retail Industry1: Creating an E-Commerce Business
Part 9: Innovation in the Retail Industry2: Globalization and Culture
Part 10:  Innovation in the Creative Industry 1: The Case of the Animation 

Business
Part 11:  Innovation in the Creative Industry 2: The Case of the Animation 

Business
Part 12:  Innovation in the Creative Industry 3: The Case of the Video Game 

Business
Part 13:  Innovation in the Creative Industry 4: The Case of the Video Game 

Business
Part 14: Summary （Innovation Activities of Japanese Firms）
*The content of the study may be changed according to the student's level 
of understanding and other factors.

3. Registration Requirements
Entry time limit 15 minutes after opening lecture.
Each class will have assignments related to the course content.

4. Course Preparations
Students must download the study material from "Class Web" on "Oh-o! 
Meiji" and check the contents before the lecture.
Review the handouts for each session to deepen your understanding and 
organize what you have learned.

5. Textbook (s)
Handout data is delivered from "Oh-o! Meiji" website.

6. Reference Book (s)
References will be introduced in each class according to the content.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback will be provided at the next class.

8. Assessment
The evaluation will be based on the assignments conducted each time 

（50%） and the confirmation test conducted at the end of the term （50%）.

9. Others
All the lessons are in English.
Students are required to bring Note-PC, smartphone, or tablet with 
telecommunication capability. 
This class will use "Oh-o! Meiji" for attendance registration.

科目ナンバー：（BA）MAN321E

Innovation Strategy in Japan A KONDO HIKARU

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Course Summary〉
In this course, students will learn about the historical development of 
management and economic development in Japan from the Edo period to 
the present. The class will cover many aspects, including the environment 
surrounding each company, entrepreneurs, personnel, and connections 
with the government and business organizations. The focus of the 
analysis will be on entrepreneurship and innovation.
This course aims to deepen students' understanding of Japanese 
companies by studying the chronological development of Japanese 
management centered on the innovative activities of entrepreneurs.
By examining the activities of corporations and entrepreneurs in detail, 
students will acquire the ability to think based on basic knowledge of 
business administration and the thinking skills required of business 
people.

〈Objectives〉
The objectives of this class are as follows
1. To understand the history of the development of Japanese companies.
2.  To understand and be able to explain the innovative activities of 

entrepreneurs.
3. To be able to consider issues faced by modern Japanese companies.

2. Course Content
Part 1: Introduction
Part 2: Entrepreneurs in the Edo Period
Part 3: Management Innovation by Mitsui Takatoshi and Nakai Genzaemon
Part 4:  Entrepreneurs from the end of the Edo period to the Russo-

Japanese War
Part 5: Innovative Actions by Professional Managers and Investors
Part 6: Overview from World War I to the 1980s
Part 7: Creation of New Industries by Ichizo Kobayashi
Part 8: Management innovation by Yasuzaemon Matsunaga
Part 9: Sazo Idemitsu and Yataro Nishiyama
Part 10: Kiichiro Toyoda and Soichiro Honda
Part 11: Innovation in the Home Appliance Industry
Part 12: Entrepreneurial activities after the War
Part 13: Convenience Store Innovation by Toshifumi Suzuki
Part 14:  Representative Entrepreneurs of Today and Future Japanese 

Companies
*The content of the study may be changed according to the student's level 
of understanding and other factors.

3. Registration Requirements
Entry time limit 15 minutes after opening lecture.
Each class will have assignments related to the course content.

4. Course Preparations
Students must download the study material from "Class Web" on "Oh-o! 
Meiji" and check the contents before the lecture.
Review the handouts for each session to deepen your understanding and 
organize what you have learned.

5. Textbook (s)
Handout data is delivered from "Oh-o! Meiji" website.

6. Reference Book (s)
Kikkawa, T.（2019）Inobeshon no Rekishi [History of Innovation] Tokyo: 
Yuhikaku.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback will be provided at the next class.

8. Assessment
The evaluation will be based on the assignments conducted each time 

（50%） and the confirmation test conducted at the end of the term （50%）.

9. Others
All the lessons are in English.
Students are required to bring Note-PC, smartphone, or tablet with 
telecommunication capability. 
This class will use "Oh-o! Meiji" for attendance registration.
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

イノベーション・マネジメントＢ 新 宅　純二郎

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
今日，イノベーションをいかに先導するのか，イノベーションの進
行に対していかに対応するのかが問われている。その際，イノベー
ションを遂行するために，どのように戦略と組織をマネジメントす
るか，また，外部の企業とどのような連携をとっていくか，どのよ
うなエコシステムを構築していくかなど，多様な経営問題が問われ
ている。本講義では，このような新たな企業経営の課題に応えるイ
ノベーション・マネジメントに関して，重要なトピックとそれに対
応する事例を取り上げながら，プロアクティブな学習を進めていく。

〈到達目標〉
イノベーション・マネジメントの諸理論を具体的な問題に応用し
て，自ら分析してマネジメントとして有益な提案ができるようにな
ることを到達目標とする。

２．授業内容
第 1 回　脱成熟の経営戦略【理論】
第 2 回　脱成熟の経営戦略【事例分析　時計のクオーツ化他】
第 3 回　新興国市場戦略【理論】
第 4 回　新興国市場戦略【事例分析　オートバイ】
第 5 回　新興国市場戦略【事例分析　家電製品】
第 6 回　グローバル競争【理論】
第 7 回　グローバル競争【事例分析　液晶ディスプレイ他】
第 8 回　知財戦略（オープン＆クローズ戦略）【理論】
第 9 回　知財戦略【事例分析　光ディスク他】
第10回　破壊的イノベーション【理論】
第11回　破壊的イノベーション【事例分析　自動車電動化他】
第12回　アイデア創出【理論】
第13回　アイデア創出【事例分析　ゲーム，アパレル等】
第14回　総括

３．履修上の注意
本講義に関連する背景的知識・基礎的知識を有すること。特に，イ
ノベーション・マネジメントＡの講義を履修済みであることが強く
望まれる。また，授業で取り上げる事例に関連して課題を出すので，
その課題について，自分で調べて課題提出と授業中に発表をするこ
とが求められる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業中の課題について，自分で調べて分析し，課題を提出し，授業
中に発表する。

５．教科書
特に指定しない。

６．参考書
天野倫文・新宅純二郎・中川功一・大木清弘（2015）『新興国市場
戦略論』有斐閣．
新宅 純二郎（1994）『日本企業の競争戦略－成熟産業の技術転換と
企業行動－』有斐閣．
小川紘一（2015）『オープン & クローズ戦略』 翔泳社.
Christensen, C. M. （2012）『イノベーションのジレンマ』翔泳社.
新宅純二郎・田中辰雄・柳川範之（2003）『ゲーム産業の経済分析』
東洋経済新報社.
その他，授業中に各種の文献や論文などを紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題については，授業中に解説を行う。

８．成績評価の方法
成績は，授業中の課題提出と発表で評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

イノベーション・マネジメントＡ 新 宅　純二郎

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
今日，ITや通信技術の進歩，半導体，AIなどの技術革新の進展を背
景にして，様々な産業でイノベーションが進行しつつある。企業経
営としてそうしたイノベーションをいかに先導するのか，イノベー
ションの進行に対していかに対応するのかが問われている。その
際，イノベーションを遂行するために，どのように戦略と組織をマ
ネジメントするか，また，外部の企業とどのような連携をとってい
くか，どのようなエコシステムを構築していくかなど，多様な経営
問題がある。本講義では，このような新たな企業経営の課題に応え
るイノベーション・マネジメントに関して，事例研究と理論研究の
両視点から総合的に論じる。

〈到達目標〉
イノベーション・マネジメントに関わる諸理論の意義と限界を理解
すること，および，企業の具体的現場の問題をイノベーション・マ
ネジメントの諸理論を応用して自ら分析できるようにすることを到
達目標とする。

２．授業内容
テキストに即しながら，以下のような構成で進めます。
第 1 回　イノベーション・マネジメントとは（ 1 章）
第 2 回　イノベーションの歴史（ 2 章）
第 3 回　イノベーションと企業の栄枯盛衰（ 3 章）
第 4 回　産業とイノベーション（ 4 章）
第 5 回　イノベーションの測定（ 5 章）
第 6 回　イノベーションとアントレプレナーシップ（ 6 章）
第 7 回　イノベーションを実現する資源動員と知識創造（ 7 章）
第 8 回　新製品開発のマネジメント（ 8 章）
第 9 回　イノベーションと企業戦略（ 9 章）
第10回　イノベーションと企業間システム（10章）
第11回　イノベーションと政策・制度（11，12章）
第12回　 イノベーション創出のための知的財産権マネジメント

（13，14章）
第13回　イノベーションと規制･制度
第14回　a：試験　b：まとめと試験問題の解説

３．履修上の注意
本授業に関連する背景的知識・基礎的知識を有すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
各回でとりあげるテキストの該当章を事前に読み，基本的な内容に
ついての理解をしたうえで授業に出席すること。テキストで不明な
点について，教室で質問するように，質問をいくつか用意してきて
ください。授業中に質疑の時間を設けて，対応します。

５．教科書
『イノベーションマネジメント入門　新装版』一橋大学イノベーシ
ョン研究センター（日本経済新聞社）

６．参考書
授業中に各種の文献や論文などを紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストについては，授業中にテスト問題の解説を行う。また，最
終テストについても，実施後に解説する

８．成績評価の方法
成績評価は，授業中の小テスト（50％）と課題レポート（50％）で
行います。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）CMM311J

マーケティング・マネジメントＢ 原 田　 将

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　マーケティング・マネジメントにおける現代的課題として，ブラ
ンド構築がある。ブランドが構築されれば，企業は価格競争を回避
でき，安定した収益を確保することができる。しかしながら，ブラ
ンド構築は容易ではない。ブランド構築のためには，適切な戦略だ
けでなく適正な組織づくりも必要になる。そこで，本授業では，ブ
ランド構築における戦略から組織に関わる問題まで，幅広い視点で
ブランド管理の現代的特徴について講義する。
　本授業は， 3 つのパートからなっている。第 1 パートは「ブラン
ド・エクイティ」，「ブランド・アイデンティティ」といったブラン
ド管理の基本概念，第 2 パートはブランド管理の組織問題（管理内
容および組織形態），第 3 パートはグローバル・ブランドの戦略・
組織問題，である。毎回，先駆的な事例を交えながら説明する。

〈到達目標〉
　ブランド管理の基礎概念を理解すると同時に，ブランド管理の現
代的問題についても理解するようになること。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション（講義の進め方，ブランドの重要性）
　第 2 回　ブランド・エクイティ概念
　第 3 回　ブランド・アイデンティティ概念
　第 4 回　ブランド要素
　第 5 回　ブランド体系
　第 6 回　ブランド価値の構成要素とその効果
　第 7 回　ブランド管理の歴史的展開
　第 8 回　ブランド管理の現代的特徴
　第 9 回　ブランド志向組織とインターナル・ブランディング
　第10回　グローバル企業のブランド管理
　第11回　 ブランド管理の現代的問題：ブランド管理における慣性

の問題
　第12回　 ブランド管理の現代的問題：グローバル・ブランド管理

における優先市場の問題
　第13回　 ブランド管理の現代的問題：ブランド価値経営の特徴と

課題
　第14回　総括

３．履修上の注意
　遅刻は厳禁である。授業中，私語は認めない。
　本授業は対面授業科目であるが，オンライン（オンデマンド）に
切り替わる可能性がある。オンラインに切り替わるときは，事前に
連絡する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日ごろから日本経済新聞や日経ビジネスなどを読むこと。

５．教科書
　毎回，資料を配布する。

６．参考書
　ケビン・レーン・ケラー（2010）『戦略的ブランド・マネジメン
ト（第 3 版）』東急エージェンシー。
　デービッドA・アーカー/エーリッヒ・ヨアヒムスターラー（2000）

『ブランド・リーダーシップ』ダイヤモンド社。
　原田将（2010）『ブランド管理論』白桃書房。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内でフィードバックする。

８．成績評価の方法
　複数回のリアクションペーパーで評価。

９．その他
　受講に際して最低限のマナーは厳守すること。特に，講義中のス
マートフォンの使用，私語は認めない。また，10分以上の遅刻も認
めない。やむを得ない事情によって欠席する場合，事前連絡があっ
たのみ考慮する。

科目ナンバー：（BA）CMM311J

マーケティング・マネジメントＡ 原 田　 将

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　日本企業は高い技術力を持っているのにも関わらず欧米企業より
利益率が低いことが指摘されている。その原因の一つとしてマーケ
ティングの問題がある。優れた製品開発力などのものづくりにおけ
る優位性だけでなく，それらをいかに収益に結びつけていくのかと
いったマーケティングにおける優位性が重要である。近年のMOT

（Management of Technology：技術経営）に対する関心の高まりに
はこうした背景がある。
　そこで本講義では，マーケティング・マネジメントの基本概念と
現代的問題について講義する。マーケティング・マネジメントに関
する問題は幅広いため，講義内容は多岐にわたる。各回，マーケテ
ィング・マネジメントの基本的概念や現代的問題について事例を交
えながら説明する。

〈到達目標〉
　マーケティング・マネジメントの基礎概念を習得すると同時に，
マーケティングの現代的問題についても理解するようになる。さら
には，個人がマーケティング志向（マーケティング・マインド）の
重要性をしっかり認識することも本講義の目標である。

２．授業内容
　マーケティング基礎論をベースに，本授業ではマーケティングの
現代的問題や新しい概念を中心に説明する。
　第 1 回　 イントロダクション（講義の進め方，マーケティングを

学ぶ意義）
　第 2 回　マーケティングの現代的課題
　第 3 回　競争対応とマーケティング
　第 4 回　近年の消費行動とマーケティング
　第 5 回　資源配分とマーケティング
　第 6 回　市場調査・STPの現代的問題
　第 7 回　製品政策の現代的問題
　第 8 回　価格政策の現代的問題
　第 9 回　流通政策の現代的問題
　第10回　販売促進政策の現代的問題
　第11回　企業の社会的責任とマーケティング
　第12回　DXとマーケティング
　第13回　マーケティング研究における新しいコンセプト
　第14回　総括

３．履修上の注意
　遅刻は厳禁である。授業中，私語は認めない。
　本授業は対面授業科目であるが，オンライン（オンデマンド）に
切り替わる可能性がある。オンラインに切り替わるときは，事前に
連絡する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日ごろから日本経済新聞や日経ビジネスなどを読むこと。

５．教科書
　毎回，資料を配布する。

６．参考書
　適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業中にフィードバックする。

８．成績評価の方法
　複数回のリアクションペーパーで評価。

９．その他
　受講に際して最低限のマナーは厳守すること。特に，講義中のス
マートフォンの使用，私語は認めない。また，10分以上の遅刻も認
めない。やむを得ない事情によって欠席する場合，事前連絡があっ
たのみ考慮する。
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科目ナンバー：（BA）CMM311J

グローバル・マーケティング論Ｂ 古 川 裕 康

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義は，グローバル・マーケティングの専門的な知識を養成することを目的とする。本講義では特にグロー
バル・マーケティングと市場環境の関係性に焦点を当てる。展開する国が異なれば，当然のことながら文化的背
景・制度・気候・経済状況が大きく異なり，各国の市場間をマネジメントするのは容易ではない。本講義では
・何が各国・各地域の差異を決定づけているのか
・なぜ海外市場への適応だけでは成果が得られないのか
というテーマを基に関連する事例やフレームワークを用いて解説する。
本講義ではまずMade in ○○といった原産国情報や，カントリー・バイアス，世界に遍在する文化の傾向といっ
た点から，各国・各地域の差異について検討するフレームワークを学習する。その後，これらの差異を考慮しグ
ローバル・マーケティングを展開するための考え方について議論していく。またケーススタディを通して実際に
企業が抱えるグローバル・マーケティング上の課題に触れながら，最終的に各人なりの解決策が提示できるよう
になることを目標とする。

〈到達目標〉
　この学びを通して，経営学部のディプロマ・ポリシーに掲げられている「歴史的・地理的・文化的背景から多
様な人間の特性を理解して協働する能力」，「経営に関する理論・知識を理解し，実践する能力」，「多様な環境に
おいて課題を発見し，解決する能力」の養成を目指す。
　更に本講義では以下の具体的な能力を身に着けることを目指す。
　 1. 身近な企業の事例をグローバル・マーケティングの視点から説明することができる。
　 2.  原産国情報やカントリー・バイアスがグローバル・マーケティングに与える影響について説明することがで

きる。
　 3. 文化の枠組みとグローバル・マーケティングを関係づけることができる。
　 4. 市場環境とグローバル・マーケティングの相互作用について説明することができる。
　 5. グローバル・マーケティングにおけるチャネルの重要性を自らの言葉で表現することができる。

２．授業内容
　第 1 回
　（a）イントロダクション：
　本講義の特徴ならびにルールについて説明する。
　（b）グローバル・マーケティングとは：
　グローバル・マーケティングの定義，歴史，発展形態について解説する。
　第 2 回
　カントリー・オブ・オリジン：
　手掛かり情報としての原産国（カントリー・オブ・オリジン）がグローバル・マーケティングのプログラム策
定にどう影響をもたらすのかについて解説する。
　第 3 回
　カントリー・バイアス：
　自国で作られた商品を好む消費者と，特定の国で作られた商品を嫌悪する消費者の存在，そして外国製品に対
する肯定的な態度について解説する。
　第 4 回
　グローバル・マーケティング・リサーチ：
　グローバル・マーケティングにおけるリサーチの考え方やプロセスについて解説し，各市場の特徴をどのよう
に測定し市場間の差異と共通性を管理するかについて解説する。
　第 5 回
　CAGEフレームワーク：
　文化，制度，地理，経済の観点から母国市場と展開先市場の差を考えるCAGEについて解説し，各要素の持つグ
ローバル・マーケティングへの影響を明らかにする。
　第 6 回
　【Case】世界標準化プロモーション：
　某化粧品メーカーの世界的プロモーションをケースとして，標準化プロモーションの是非について議論する。
　第 7 回
　グローバル・プロモーション：
　国際的な広告の標準化ー適合化について解説し，ポスト・マスメディア時代のグローバル・プロモーションに
ついて説明する。
　第 8 回
　文化研究の歴史：
　グローバル・マーケティングに関連する既存の文化研究がこれまでどのように発展してきたのかについて解説
する。
　第 9 回
　グローバル・チャネル展開：
　延期 ‐ 投機理論について解説し，ブランド・コンセプトに応じて国際的に構築する流通チャネルの形態が異な
ることを明らかにする。
　第10回
　グローバル・サプライチェーン・マネジメント：
　世界最古のクロスボーダー戦略である裁定戦略について解説し，世界的なバリューチェーンを構築することの
意義と課題について解説する。
　第11回
　コンテンツを用いたグローバル・マーケティング：
　アニメ，映画，音楽等といったコンテンツは，日本の強みであると共に，製造業主体のグローバル・マーケテ
ィングとは様相が異なる。形の無いコンテンツ展開についてグローバル・マーケティングの観点から解説する。
　第12回
　【Case】キャラクターを用いた製品の海外展開：
　キャラクターを展開する某企業の事例をケースに，ライセンス管理とグローバル・マーケティングの関係性に
ついて議論する。
　第13回
　サービスの国際化：
　サービス業においては製造業とは異なるグローバル・マーケティングの考え方が必要となる。サービス業や小
売業の国際化を事例としながら，国際的な知識移転とサービス・マーケティングの課題について解説する。
　第14回
　グローバル・マーケティング：
　本講義の内容を総括しながら，グローバル・マーケティングの役割と現代的な意義・課題について解説する。

３．履修上の注意
　受講学生は単に講義の内容を頭の中に入れるだけでなく，グローバル・マーケティングの論理・フレームワー
クや企業の抱える諸問題を踏まえ，「自分ならどうするのか」について常に考えながら参加すること。
　またケーススタディの際には，事前に配布した資料を熟読し，自らの考えや意見を持った状態でなければ参加
できない。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で取り扱った事例について，関連する新聞記事や日経ビジネス等の雑誌記事を各自で調べておくこと。

５．教科書
　古川裕康 （2021），『グローバル・マーケティング論』，文眞堂。

６．参考書
大石芳裕編著 （2017），『グローバル・マーケティング零』，白桃書房。
井上真里編著 （2020），『グラフィック　グローバル・ビジネス』，新世社。
古川裕康 （2016），『グローバル・ブランド・イメージ戦略：異なる文化圏ごとにマーケティングの最適化を探る』，
白桃書房。
Ghemawat, P.（2009），『コークの味は国ごとに違うべきか』，文藝春秋。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiシステムや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュニケーション＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr5vS1Kxjf2656

８．成績評価の方法
　平常点20％，小テスト30％，最終試験50％

９．その他
　本講義を履修するにあたっては，マーケティング分野の基礎的な知識を有していることが望ましい。そのため
マーケティング基礎論，スポーツマーケティング論，マーケティング・マネジメント，Strategic Marketingとい
った講義を併せて受講することを薦める。

科目ナンバー：（BA）CMM311J

グローバル・マーケティング論Ａ 古 川 裕 康

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義は，グローバル・マーケティングの専門的な知識を養成することを目的とする。本講義では特にグロー
バル・マーケティングの基礎，そして展開プロセスに焦点を当てる。現在，ヒト・モノ・カネ・情報といった経
営資源を国内市場のみから調達することは難しく，海外の消費者と触れ合う機会も多いのが現状である。この点
を踏まえ本講義では
・なぜ企業経営にグローバル・マーケティングの考え方が必要なのか
・いつ，どのように企業はグローバル・マーケティングへと足を踏み入れるのか
・どのようなプロセスを経てグローバル・マーケティングは展開されていくのか
というテーマを基に関連する事例やフレームワークを用いて解説する。
本講義ではまず，グローバル・マーケティングとは何か，それはマーケティング・マネジメントとどのように繋
がっているのか，日本企業の多くに共通するグローバル・マーケティング上の課題は何かといった点を学習する。
その後，海外市場参入のパターンや参入プロセスについての考え方について学ぶ。またケーススタディを通して
実際に企業が抱えるグローバル・マーケティング上の課題に触れながら，最終的に各人なりの解決策が提示でき
るようになることを目標とする。

〈到達目標〉
　この学びを通して，経営学部のディプロマ・ポリシーに掲げられている「歴史的・地理的・文化的背景から多
様な人間の特性を理解して協働する能力」，「経営に関する理論・知識を理解し，実践する能力」，「多様な環境に
おいて課題を発見し，解決する能力」の養成を目指す。
　更に本講義では以下の具体的な能力を身に着けることを目指す。
　 1. 身近な企業の事例をグローバル・マーケティングの視点から説明することができる。
　 2. 日本企業の実施しているグローバル・マーケティングの傾向と課題を説明することができる。
　 3. グローバル・マーケティングとブランド構築の関係性を説明することができる。
　 4. グローバル・マーケティングの一般的な発展プロセスを説明することができる。
　 5. グローバル・マーケティングの観点から市場参入のパターンについて説明することができる。

２．授業内容
　第 1 回
　（a）イントロダクション：
　本講義の特徴ならびにルールについて説明する。
　（b）グローバル・マーケティングとは：
　グローバル・マーケティングの定義，歴史，発展形態について解説する。
　第 2 回
　グローバル・マーケティングの分析枠組み：
　グローバル・マーケティングの発展段階について解説し，なぜ，そしてどのように企業が国際化するのかにつ
いて解説する。
　第 3 回
　日本企業の抱える課題：
　過剰品質問題の観点から日本企業が抱えるグローバル・マーケティング上の課題について明らかにし，それを
克服するための考え方について解説する。
　第 4 回
　【Case】最新技術とニーズ，どちらを重視すべきか：
　技術を愛する技術者と市場環境を重視するマーケターの対立をケースとして，第 3 回で取り扱った内容につい
て議論する。
　第 5 回
　EPRGプロファイル：
　経営者の意思決定についてのモデルを解説し，グローバル・マーケティングの意思決定プロセスについて明ら
かにする。
　第 6 回
　標準化－適合化フレームワーク：
　標準化－適合化フレームワークについて解説し，経営者の意思と本フレームワークの関係性について明らかに
する。
　第 7 回
　ブランド・コンセプトとグローバル・マーケティング構築：
　コア・コンセプト，サブ・コンセプトから構成されるブランド・コンセプトを基に，どのようにグローバル・
マーケティングを構築するかについての考え方を解説する。
　第 8 回
　グローバル製品展開：
　モジュラー型・インテグラル型のアーキテクチャー別製品開発をグローバル・マーケティングの観点から展開
する際の課題について解説する。
　第 9 回
　グローバル価格展開：
　グローバルの観点から価格マネジメントにおいて考慮しなければならない要素について解説し，シェアリング
やダイナミックプライシングの登場による新しいグローバル価格展開の考え方について解説する。
　第10回
　【Case】セカンドブランドの開発：
　商品を各国市場に浸透させるために「低価格なセカンドブランド」を構築すべきか否かについて第8回，第9回
の内容を踏まえて議論する。
　第11回
　新興市場でのイノベーション：
　消費市場としては未成熟であっても，イノベーション創出の場として機能する新興市場について解説し，コス
ト／グッドイナフ／フルーガル／リバース・イノベーションについて説明する。
　第12回
　国際市場細分化：
　海外市場をどのようなパターンで細分化できるのかについて解説し，市場細分化とブルーオーシャン戦略との
関係性について検討する。
　第13回
　市場参入フレームワーク：
　第11回と第12回の内容を踏まえ，新市場へ参入を検討する際の企業のモチベーションと市場参入のプロセスに
ついて解説する。
　第14回
グローバル・マーケティングの策定プロセス：
これまで解説してきた各概念が，どのように関連し合い，最終的にグローバル・マーケティング策定プロセスに
影響をもたらすのかについて解説し，本講義の内容を総括する。

３．履修上の注意
　受講学生は単に講義の内容を頭の中に入れるだけでなく，グローバル・マーケティングの論理・フレームワーク
や企業の抱える諸問題を踏まえ，「自分ならどうするのか」について常に考えながら参加すること。
　またケーススタディの際には，事前に配布した資料を熟読し，自らの考えや意見を持った状態でなければ参加
できない。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で取り扱った事例について，関連する新聞記事や日経ビジネス等の雑誌記事を各自で調べておくこと。

５．教科書
　古川裕康（2021），『グローバル・マーケティング論』，文眞堂。

６．参考書
大石芳裕編著 （2017），『グローバル・マーケティング零』，白桃書房。
井上真里編著 （2020），『グラフィック　グローバル・ビジネス』，新世社。
古川裕康 （2016），『グローバル・ブランド・イメージ戦略：異なる文化圏ごとにマーケティングの最適化を探る』，
白桃書房。
Ghemawat, P. （2009），『コークの味は国ごとに違うべきか』，文藝春秋。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiシステムや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュニケーション＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr5vS1Kxjf2656

８．成績評価の方法
　平常点20％，小テスト30％，最終試験50％

９．その他
　本講義を履修するにあたっては，マーケティング分野の基礎的な知識を有していることが望ましい。そのため
マーケティング基礎論，スポーツマーケティング論，マーケティング・マネジメント，Strategic Marketingとい
った講義を併せて受講することを薦める。
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科目ナンバー：（BA）CMM311E

Strategic Marketing B MATSUURA YOSHITAKA

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Course Outline〉
　The heart of every successful business lies in marketing. Most aspects 
of any business depends on successful marketing. Welcome to Strategic 
Marketing B! This interactive class is taught by a marketing executive 
who is engaged in real business, and aim to give you a good 
understanding of basic marketing concepts in English.
　本授業では，戦略マーケティングに関する講義・ディスカッションを英
語で行います。日本にいながら，欧米の授業スタイルを取り入れ，多くの
留学生とともに海外留学の疑似体験をしながら，マーケティングについて
学ぶことができます。講師は，20年以上広告会社でマーケティング職とし
て勤務している実務者です。

〈Objectives〉
　The goal for students is to acquire basic and practical knowledge of 
market ing,  including trends and issues related to market ing 
communications, promotion, PR, advertising, digital, etc.　Students can 
also improve English presentation skills through individual presentations 
and group discussions.
　本授業の目的は，基本的かつ実践的な戦略マーケティングの知識や最新
の潮流を学ぶことです。
　学生は，個人プレゼンやグループディスカッションを通じて，英語のプ
レゼンスキルなどを向上させることができます。

2. Course Content
　Each class would be designed to have two major sections: lecture （a） 
and group discussion （b）.　First half of the class provide the basic 
knowledge of marketing. Based on the knowledge, students will discuss 
and share certain topics in the second half of the class.　We would have 
1-2 guest lecture to broaden your view towards marketing.
　Week 1 Course Introduction
　Week 2  Understanding about Marketing Communications （a） Group 

Discussion （b）
　Week 3 Identifying consumer insights （a） Group Discussion （b）
　Week 4 Individual Presentation （a） Group Discussion （b）
　Week 5 Creating a communication brief （a） Group Discussion （b）
　Week 6 Communication brief casestudy （a） Group Discussion （b）
　Week 7  Designing and Managing Integrated Marketing Communications 

（a） Group Discussion （b）
　Week 8 Managing Mass Media （a） Group Discussion （b）
　Week 9 Individual Presentation （a） Group Discussion （b）
　Week 10 Individual Presentation （a） Group Discussion （b）
　Week 11 Tapping into Global Markets （a） Group Discussion （b）
　Week 12 Marketing Contributing to Society （a） Group Discussion （b）
　Week 13 Case Study: Students Presentation
　Week 14 Case Study: Students Presentation

3. Registration Requirements
　Course preparations: This course will be interactive, so active 
participation is required.

4. Course Preparations
　本科目の履修に必要な英語力の目安はTOEIC 700点程度であるが，
　たとえ未達であっても積極的に英語に取り組みたい学生の履修は歓迎する。
　The TOEIC level necessary for registering for this course is around 700,
but even if you are not above 700, I welcome students who strongly want 
to improve their English skills.

5. Textbook (s)
　None. Handouts are given every time.

6. Reference Book (s)
　Kotler, P. and Keller, K.L. （） Marketing Management, Pearson 
International Edition
　「マーケティング英語の教科書」，松浦良高，宣伝会議（For Japanese, 
non-native English speakers）

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　30% group discussion, 30% case study presentation, 40% individual 
report

9. Others

科目ナンバー：（BA）CMM311E

Strategic Marketing A MATSUURA YOSHITAKA

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Course Outline〉
　The heart of every successful business lies in marketing. Most aspects 
of any business depends on successful marketing. Welcome to Strategic 
Marketing A! This interactive class is taught by a marketing executive 
who is engaged in real business, and aim to give you a good 
understanding of basic marketing concepts in English.
　本授業では，戦略マーケティングに関する講義・ディスカッションを英
語で行います。日本にいながら，欧米の授業スタイルを取り入れ，多くの
留学生とともに海外留学の疑似体験をしながら，マーケティングについて
学ぶことができます。講師は，20年以上広告会社でマーケティング職とし
て勤務している実務者です。

〈Objectives〉
　The goal for students is to acquire basic and practical knowledge of 
strategic marketing, including trends and issues related to marketing.　
Students can also improve English presentation skills through individual 
presentations and group discussions.
　本授業の目的は，基本的かつ実践的な戦略マーケティングの知識や最新
の潮流を学ぶことです。
　学生は，個人プレゼンやグループディスカッションを通じて，英語のプ
レゼンスキルなどを向上させることができます。

2. Course Content
　Each class would be designed to have two major sections: lecture （a） 
and group discussion （b）.　First half of the class provide the basic 
knowledge of marketing. Based on the knowledge, students will discuss 
and share certain topics in the second half of the class.　We would have 
2-3 guest lectures to broaden your view towards marketing.
　Week 1 Course Introduction
　Week 2 Definition of Marketing （a） Group Discussion （b）
　Week 3  Developing Marketing Strategies and Plans （a） Group 

Discussion （b）
　Week 4  Gathering Information and Scanning the Environment （a）

Group Discussion （b）
　Week 5 Conducting Marketing Research （a） Group Discussion （b）
　Week 6 Individual Presentation: Town Watching （a） Group Discussion （b）
　Week 7 Individual Presentation: Town Watching （a） Group Discussion （b）
　Week 8 Analyzing Consumer Markets （a） Group Discussion （b）
　Week 9  Identifying Market Segments and Targets （a） Group Discussion 

（b）
　Week 10 Creating powerful ideas （a） Group Discussion （b）
　Week 11 Digital Marketing （a） Group Discussion （b）
　Week 12 Dealing with Competition （a） Group Discussion （b）
　Week 13 Case Study: Students Presentation
　Week 14 Case Study: Students Presentation

3. Registration Requirements
　Course preparations: This course will be interactive, so active 
participation is required.

4. Course Preparations
　本科目の履修に必要な英語力の目安はTOEIC 700点程度であるが，
　たとえ未達であっても積極的に英語に取り組みたい学生の履修は歓迎する。
　The TOEIC level necessary for registering for this course is around 700,
but even if you are not above 700, I welcome students who strongly want 
to improve their English skills.

5. Textbook (s)
　None. Handouts are given every time.

6. Reference Book (s)
　Kotler, P. and Keller, K.L. （） Marketing Management, Pearson 
International Edition
　「マーケティング英語の教科書」，松浦良高，宣伝会議（For Japanese, 
non-native English speakers）

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　30% group discussion, 30% case study presentation, 40% individual 
report

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN331J

労 使 関 係 論 石 塚 史 樹

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　従来の「労使関係」論の講義において支配的であった，マクロレベルでの集団的労
使関係における当事者（使用者・被用者の利益代表）の交渉過程に関わる歴史的現実
の展開に関するエピソードの紹介・一部労組の活動状況の報告・「日本的労使関係」あ
るいは「日本的雇用関係」あるいは「日本的雇用システム」の特殊性の強調，それぞ
れを自己目的とする講義の構築方針を，今年度に関しては試験的に放棄する。
そのうえで，前学期における「雇用関係論」の方針を継承し，ミクロレベルでの雇用
関係を支える様々な構成要素（例えば労働契約，個人業績評価システム，上司による
部下のマネジメント，モチベーション管理，被用者の組織への統合，雇用関係の編成
原理に関する国別の差異を決める要素etc.）を支える理論的な枠組みを中心に講義を進
めたい。
この際，雇用関係を取り扱った社会科学における定量的・定性的な実証研究の作業仮
設を組み立てる際に依拠される頻度が多い，世界的に標準的な学説・理論・概念を中
心に解説する。
これにより，卒業論文などで雇用・労働に関わる何らかの実証研究を計画している参
加者が，本講義内で習った知見に基づいたアイデアに基づき，理論モデルを踏まえた，
学術論文としての体裁を持った研究成果をまとめられる可能性を少しでも高めること
につなげたい。
労使関係は雇用関係という全体の一側面であるとの認識から，「集団的労使関係」に拘
らず雇用関係，および雇用システム全体に注目し，これがいかなる複合的な関係によ
って構成され，機能しているのかを理論的に追及する。
この上で（つまり，現実を分析する上で不可欠な理論的な枠組みを習得したうえで），
企業組織で個々人が働く際の条件を，具体的に考えられるようにする。
そして，勤務生活を送るうえでの，雇用関係の意味と重要性を理解する。将来的には，
ここで学んだことを基礎として，雇用社会全体を改善する方策を考えられるようにする。

２．授業内容
　第一回：講義概要：従来の「労使関係論」研究の問題点を踏まえつつ
　第二回：不完備契約としての雇用契約とその含意
　第三回：マネージャーはなぜ雇われるのか―知識マネジメントの観点からの説明－
　第四回：組織とモチベーションの理論①
　第五回：組織とモチベーションの理論②
　第六回：組織とモチベーションの理論③
　第七回：組織と従業員のコミットメント
　第八回：高好業績サイクルモデルと人的資源管理?　
　第九回：「組織人」モデル以外のキャリアの可能性
　第十回：雇用システムの国際比較の理論①
　第十一回：雇用システムの国際比較の理論②
　第十二回：雇用システムの国際比較の理論③
　第十三回：現代企業の雇用システムの変化：日独比較
　第十四回：Work Life Balance （WLB） の現状 ―ドイツから見えるもの―

３．履修上の注意
　経営学に関する基礎科目を履修していることが望ましい。また，この講義をよりよ
く理解するための理論的前提を説明することになる，春学期に開講される雇用関係論
を併せて受講することを勧める。さらに，人事労務管理論を並行的に履修または履修
済みであると，講義への理解がより進むと考えられる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，授業の終了前に予告する次回の授業内容に関するキーワードについて，
参考書やその他の紹介された文献を通じて調べ，授業の内容をできるだけ把握し得た
知識を構図化して簡潔なノート（様式は任意）にまとめて授業に臨むこと。復習として，
授業で説明された内容を踏まえ，上記のノートに加筆しつつ理解を深めること。

５．教科書
　特定の教科書を特に定めず，主には下記の参考書に依拠しつつ（つまり，下記以外
も含めて），講義内容に関係する文献を指示する。

６．参考書
　石塚史樹 （2008）『現代ドイツ企業の管理層職員の形成と変容』明石書店。
　今野浩一郎・佐藤博樹（2009）『人事管理入門（第二版）』日本経済新聞出版社。
　佐藤博樹・佐藤厚編（2012）『仕事の社会学（改訂版）』有斐閣ブックス。
　首藤若菜（2017）『グローバル化の中の労使関係―自動車産業の国際的再編への戦略
―』ミネルヴァ書房。
　仁田道夫・中村圭介・野川忍（2021）『労働組合の基礎：働く人の未来をつくる』日
本評論社。
　久本憲夫（2015）『日本の社会政策（改訂版）』ナカニシヤ出版。
　ゴードン，アンドリュー（著），二村一夫（翻訳）（2012）『日本労使関係史1853-
2010』岩波書店。
　ジャコビイ，サンフォード・M.著，荒又重雄・木下順・平尾武久・森杲訳（1989）『雇
用官僚制』北海道大学図書刊行会）。
　Dunlop, J.T. （1958） Industrial Relations Systems, Southern Illinois University Press, 
London and Amsterdam.

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験100％。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）MAN331J

雇 用 関 係 論 石 塚 史 樹

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　企業の競争力を決める経営資源のうち最も重要なものは，「ヒト」，つまり従業
員である。そのため，企業は一人一人の従業員をよりよくマネジメントし，働く
意欲と満足を高める努力をしている。このような活動は具体的な労務管理手法を
通じて行われるが，その前提として，実際の雇用の場となる組織における雇用関
係を成立させるための労使間の・非公式の合意が必要となる。このような合意は
どのような前提条件で支えられているのかを理論的に正確に理解し，そのうえで
いかにして具体的な雇用関係を構築すればよいのかを考えるための基礎を習得す
ることが，本授業の課題である。この授業内では組織論や内部労働市場論に始ま
る理論的な説明を基礎として，具体的な事例を踏まえつつ，現実に沿った議論を
展開することに努める。この上で，持続性のある雇用社会のありかたを参加者と
ともに考える。

〈到達目標〉
　1． 雇用関係という側面から，組織がいかなる関係によって構成され，機能して

いるのかを理論的に理解する。
　2．この上で，企業組織で人が働く際の条件を，具体的に考えられるようにする
　3．勤務生活を送るうえでの，雇用関係の意味と重要性を理解する。

２．授業内容
　第一回：講義概要：雇用の場としての組織を成立させる条件
　第二回：雇用関係の歴史①：科学的管理法
　第三回：雇用関係の歴史②：人間関係論
　第四回：雇用関係の歴史③：管理過程論
　第五回：生産管理と雇用関係：リーン生産方式①
　第六回： 生産管理と雇用関係：リーン生産方式と雇用関係で求められる「効率

的な働き方」
　第七回：企業の競争力と雇用関係
　第八回：雇用の場としての組織と個人の関係：組織論に基づき①
　第九回： 雇用の場としての組織と個人の関係：組織論に基づき②（公式組織の

定義）
　第十回： 雇用の場としての組織と個人の関係：組織論に基づき③（意思決定理

論）
　第十一回：雇用組織の存続条件①：組織論に基づき（対内的均衡）
　第十二回： 雇用組織の存続条件②：組織論に基づき（対外的均衡，あるいは企

業組織と外部環境との関係）
　第十三回：雇用組織の形成①：新制度派経済学に基づき
　第十四回：雇用組織の形成②：階層組織か外部市場か

３．履修上の注意
　経営学に関する基礎科目を履修していることが望ましい。また，この講義で学
んだ理論的基礎を用いると，秋学期に開講される，労使関係論をよりよく理解で
きるため，履修を強く勧める。さらに，人事労務管理論を並行的に履修または履
修済みであると，講義への理解がより進むと考えられる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，授業の終了前に予告する次回の授業内容に関するキーワードにつ
いて，参考書やその他の紹介された文献を通じて調べ，授業の内容をできるだけ
把握し得た知識を構図化して簡潔なノート（様式は任意）にまとめて授業に臨む
こと。復習として，授業で説明された内容を踏まえ，上記のノートに加筆しつつ
理解を深めること。

５．教科書
　特定の教科書を特に定めず，主には下記の参考書に依拠しつつ（つまり，下記
以外も含めて），講義内容に関係する文献を指示する。

６．参考書
　今野浩一郎・佐藤博樹（2009）『人事管理入門（第二版）』日本経済新聞出版社。
　上林憲雄，逗子直之，森田雅也（2013）『経験から学ぶ人的資源管理』有斐閣。
　桑田耕太郎・田尾雅夫著（2010）『組織論（補訂版）』有斐閣アルマ。
　久本憲夫（2015）『日本の社会政策（改訂版）』ナカニシヤ出版。
　ラジアー, エドワード ・゙P., 樋口美雄・清家篤訳（1998）『人事と組織の経済学』
日本経済新聞社。
　マースデン，D., 宮本光晴・久保克行訳（2007年）『雇用システムの理論』NTT
出版。
　他，授業内で必要に応じ，その都度言及する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験100％。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN331J

能 力 開 発 論 島 内 高 太

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この講義では，日本における職業能力開発の制度，実態そして課
題について多角的に学ぶ。目まぐるしい社会の変化のなかで，私た
ちは常に学習していかなければならない。企業も，意欲的に学ぶ者
を採用して自社の中核人材として育成し競争力を構築しなければな
らない。また，そうした職業能力開発のあり方は国によって，時代
によって異なっている。私たちの社会を支える職業能力開発を学ぶ
ことで，日本の産業社会のあるべき姿を考える。

〈到達目標〉
　日本の職業能力開発の制度，実態，課題について説明できるよう
になること，そして，今日の社会情勢を踏まえた能力開発のあり方
について自らの見解を述べられるようになること，の 2 点を目標と
する。

２．授業内容
　第 1 回　職業能力開発の意義
　第 2 回　日本と世界の労働市場・職業能力開発のあり方
　第 3 回　 日本の職業能力開発の全体像（企業内教育と公共職業訓

練）
　第 4 回　企業の能力開発①（OJTの制度と実態）
　第 5 回　企業の能力開発②（OJTを支える経験学習論）
　第 6 回　企業の能力開発③（Off-JTの制度と実践）
　第 7 回　企業の能力開発④（Off-JTを支える研修理論）
　第 8 回　企業の能力開発⑤（越境学習への取り組み）
　第 9 回　企業の能力開発⑥（グローバル人材育成）
　第10回　職業能力開発と雇用形態の多様化
　第11回　職業能力開発と人材の多様化①（女性の活躍）
　第12回　職業能力開発と人材の多様化②（高齢者の活躍）
　第13回　公共職業訓練の制度・実態・課題
　第14回　総まとめ

３．履修上の注意
・ 経営学の基本的科目を学んだ者が，人事労務管理論や労使関係論

と合わせて履修すると学習効果が高まる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ シラバスや講義資料を参考に，次回の授業のキーワードを下調べ

して理解しておくこと。
・ 講義後は，講義資料とメモを整理し，疑問点を明らかにしておく

こと。
・ また，経営学部生が日常的にチェックしている企業・経済にかか

わる報道に加えて，学校教育や生涯学習等に関する情報にも関心
をもって欲しい。

５．教科書
・ 教科書は使用しません。適宜，講義資料（概要や資料を掲載した

もの）を配布します。

６．参考書
①田中萬年・大木栄一編著『働く人の「学習」論―生涯職業能力開
発論』学文社，2005年。
②平沼高・新井吾朗編著『大学だけじゃないもうひとつのキャリア
形成―日本と世界の職業教育』職業訓練教材研究会，2008年。
③中原淳著『職場学習論―仕事の学びを科学する』東京大学出版会，
2010年。
④中原淳編著『企業内人材育成入門』ダイヤモンド社，2006年。
⑤佐藤厚著『組織のなかで人を育てる』有斐閣，2016年。

７．課題に対するフィードバックの方法
・ 講義内で課す感想文等の内容の一部を紹介するなどして，講義内

容を理解するためのポイントを提示するとともに受講生の多様な
考え方に触れてもらう機会をつくる。

８．成績評価の方法
・期末試験（80％），平常点（20％）
・ なお，本講義において平常点とは，講義内で課す感想文等の提出

による。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN331J

企 業 内 教 育 論 島 内 高 太

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この講義では，企業経営において教育訓練が果たしている役割とその課題につ
いて解説する。講義は2つのパートに分かれている。
　第 1 のパートは，日米熟練工養成制度の学習である。熟練工養成は，企業の競
争力の重要な要素であると同時に，一国の産業基盤を支えるものである。企業が
熟練工養成を内部化していく過程を学び，企業内教育の役割や課題を検討する。
　第 2 のパートは，現代日本企業における企業内教育制度の学習である。日本的
雇用慣行と一体化して展開されてきた企業内教育のあり方や近年におけるその変
化を学び，日本企業の教育訓練の特徴と課題を検討する。

〈到達目標〉
　企業が自ら人材育成に取り組むことの意義と課題を日米企業の歴史と現状に即
して理解し説明できるようになること，これからの企業内教育訓練のあり方につ
いて自らの見解を述べられるようになること，の2点を目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　企業経営と企業内教育訓練のかかわり
　第 2 回　アメリカにおける企業内教育の成立①（互換性生産と内部請負制）
　第 3 回　 アメリカにおける企業内教育の成立②（科学的管理法とフォード・シ

ステム）
　第 4 回　 アメリカにおける企業内教育の成立③（工場徒弟制の確立と労使共同

運営への転換）
　第 5 回　日本における企業内教育の成立①（明治期の万能工と親方請負制）
　第 6 回　日本における企業内教育の成立②（重化学工業の発達と養成工制度）
　第 7 回　 日本における企業内教育の成立③（戦後量産体制の確立と監督者訓練

制度）
　第 8 回　日本における企業内教育の成立④（トヨタ生産方式と「多能工」育成）
　第 9 回　現代日本企業の教育訓練①（OJT，Off-JT，自己啓発支援の現状）
　第10回　現代日本企業の教育訓練②（長期雇用と高度人材育成）
　第11回　現代日本企業の教育訓練③（新入社員教育に見る精神教育）
　第12回　現代日本企業の教育訓練④（キャリア自律とエンプロイヤビリティ）
　第13回　現代日本企業の教育訓練⑤（多様な人材の協働にむけて）
　第14回　総まとめ

３．履修上の注意
・ 経営学の基本的科目を学んだ者が，人事労務管理論，労使関係論，あるいは生

産管理論と合わせて履修すると学習効果が高まる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ シラバスや講義資料を参考に，次回の授業のキーワードを下調べして理解して

おくこと。
・講義後は，講義資料とメモを整理し，疑問点を明らかにしておくこと。
・ また，企業・経済にかかわる報道をチェックする場合，製造業の動向や技術革

新のあり方についても関心をもって欲しい。

５．教科書
・ 教科書は使用しません。適宜，講義資料（概要や資料を掲載したもの）を配布

します。

６．参考書
①平沼高・佐々木英一・田中萬年編著『熟練工養成の国際比較―先進工業国にお
ける現代の徒弟制度』ミネルヴァ書房，2007年。
②榎一江・小野塚知二編著『労務管理の生成と終焉』日本経済評論社，2014年。
③明治大学企業内教育研究会編『人材活用と企業内教育』日本経済評論社，2000年。
④労務理論学会編『経営労務事典』晃洋書房，2001年。
⑤島内高太著『企業内訓練校の教育システム―連携と共育による中核技能者育成』
晃洋書房，2022年。
⑥海老原嗣生・荻野進介『人事の成り立ち―「誰もが階段を上れる社会」の希望
と葛藤』白桃書房，2018年。

７．課題に対するフィードバックの方法
・ 講義内で課す感想文等の内容の一部を紹介するなどして，講義内容を理解する

ためのポイントを提示するとともに受講生の多様な考え方に触れてもらう機会
をつくる。

８．成績評価の方法
・期末試験（80％），平常点（20％）
・なお，本講義において平常点とは，講義内で課す感想文等の提出による。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN311J

ベンチャービジネス論
【経営学科・公共経営学科共同設置】

岡 田 浩 一

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中小企業経営が，厳しい現実にさらされている一方，経済活性化に向け
て中小企業への期待は高まるっている。そうした期待を実現しようと様々
な動きが見られるが，その一つとして新規創業の活性化支援や，ベンチャ
ービジネス支援など，中小企業の新しい側面が，注目されてきているよう
である。
　とりわけベンチャービジネスという言葉がよく使われるようになり，あ
たかもベンチャービジネスが，日本経済の景気回復における救世主である
かのように見られることもあるようだが，果たしてそうであろうか。
　これまでの中小企業研究の立場から，ベンチャービジネスというブーム
をあらためて見直していくとともに，中小企業が日本経済に果たしてき
た，あるいは，果たしている役割について検証していこうと思う。
　「ベンチャービジネスとは何か」という問いかけを常に意識しながら講
義を進めていきます。

〈到達目標〉
　将来の起業などに際しての最低限の経営学的知識を身につけていくこと
を目指します。

２．授業内容
　以下の項目で授業を進めていきます。
　第 1 回　導入（近年のベンチャービジネスの動向について）
　第 2 回　ベンチャービジネスの定義
　第 3 回　開業問題とベンチャービジネス
　第 4 回　中堅企業論登場との関係1
　第 5 回　中堅企業論登場との関係2
　第 6 回　ベンチャービジネス論登場とその経済的背景1
　第 7 回　ベンチャービジネス論登場とその経済的背景2
　第 8 回　ベンチャービジネス・ブーム
　第 9 回　起業家や支援者の事例1
　第10回　 ベンチャービジネスを巡る金融環境（ベンチャーキャピタル，

証券市場など）
　第11回　起業家や支援者の事例2
　第12回　ベンチャービジネスを巡る政策
　第13回　ベンチャービジネスの経営課題
　第14回　まとめとテスト
　原則的には上記進行予定に基づいて講義を進めていきますが，重要なト
ピックスがあった場合などは，そちらを優先することもあり，予定を変更
することもあります。
　出来るだけ多くの事例も紹介しながら講義を進めていこうと思います。
  また，第 6 回から第11回のあいだで，少なくとも 2 回は実際の起業家（経
営者），ベンチャーキャピタル事業者，支援者などから，現場の実態につ
いてお話しいただく予定です。

３．履修上の注意
　春学期，中小企業論との同時履修をお勧めします。
　秋学期，火曜 4 限の経営学特別講義Bで，中小企業診断士による実践的
講義をあわせて履修することをお勧めします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　新聞，経済雑誌から必要な情報を日常的に収集しておくこと。
　身近に存在する成長企業について，成長要因がどこにあるのかを探求
し，ケーススタディを積み重ねていくこと。

５．教科書
　特に指定しません。

６．参考書
　山田敏夫『ものがたりのあるものづくり』日経BP社
　松田修一『ベンチャー企業』日経文庫
　浜田康行『新版　日本のベンチャーキャピタル』日本経済新聞社
　関智宏編集『よくわかる中小企業』ミネルヴァ書房

７．課題に対するフィードバックの方法
課題に対しての解説などは，主にOh-Meijiを使って通知する。

８．成績評価の方法
　期末に実施する論述形式での試験のみで評価します（試験100％）。

９．その他
　特になし

科目ナンバー：（BA）MAN311J

中 小 企 業 論
【経営学科・公共経営学科共同設置】

岡 田 浩 一

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「中小企業とは何か？」
　この問いに答えることは難しい。この問いこそが，中小企業論の出発点
であり，到達点であるともいわれている。さらに，この問いは，なぜ中小
企業を定義しなければならないのかということへもつながっている。
　これまで中小企業といえば，経済的に弱い存在であり，何事につけても
大企業のほうが有利であるという見方をする人が多かったと思う。たしか
に，下請中小企業の多くは，大企業の厳しい要求に耐え続け，常に厳しい
経営を余儀なくされてきていたように思われる。そして，特にバブル崩壊
後の長期的景気低迷のなかで，中小企業経営は厳しさを増してきている。
　ところが，その厳しい現実とは裏腹に，中小企業への期待は高まる一方
である。そうした期待を実現しようと様々な動きが見られるが，その一つ
として，新規創業の活性化支援や，ベンチャービジネス支援など中小企業
の新しい側面が注目されてきているようである。
　しかし，中小企業の経営を考えるとき，大企業のそれとは大きな違いを
感じる人が多いと思われる。なにが大企業と異なるのか，その理由は何な
のか。単に企業規模の差が経営の差として現れるのかといった疑問も出て
くるであろうし，中小企業を研究対象とすることによって様々な疑問が生
じるはずである。
　それらの疑問と向き合うことによって，日常的な経営経済の動向につい
て，その根底にある問題点などが明らかになってくることもあろう。そし
て一つのことが明らかになると，また次の疑問へと興味が移っていくはず
である。そしてこのことは，経営経済への興味関心をいっそう高めるもの
であると思われる。

〈到達目標〉
　当授業では，中小企業という研究対象を通じて広く経営経済への興味関
心を高めることを目的としており，その関心から生まれる実践力を発揮で
きるようにしていきます。

２．授業内容
　以下の進行予定に従って，広く中小企業に関心を持ってもらうように講
義を進めていこうと思います。
　第 1 回　導入（最近の中小企業の動向）
　第 2 回　中小企業の定義1
　第 3 回　中小企業の定義2
　第 4 回　中小企業の存立形態
　第 5 回　中小企業と地域経済の関係1
　第 6 回　中小企業と地域経済の関係2
　第 7 回　中小企業問題の登場とその研究1
　第 8 回　中小企業問題の登場とその研究2
　第 9 回　下請け・系列問題1
　第10回　下請け・系列問題2
　第11回　中小小売業と商店街の活性化1
　第12回　中小小売業と商店街の活性化2
　第13回　国際化・情報化と中小企業1
　第14回　まとめとテスト
　原則的には上記進行予定に基づいて講義を進めていきますが，重要なト
ピックスがあった場合などは，そちらを優先することもあり，予定を変更
することもあります。
　出来るだけ多くの事例も紹介しながら講義を進めていこうと思います。
また，実際の中小企業経営者や支援者，関係者から，中小企業の実態につ
いてお話しいただく回もあります。

３．履修上の注意
　春学期，ベンチャービジネス論との同時履修をお勧めします。
　秋学期，火曜4限の経営学特別講義Bで，中小企業診断士による実践的
講義をあわせて履修することをお勧めします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　新聞や経済雑誌などに掲載される中小企業関係の情報をしっかりとつか
み，情報整理をしておくこと。

５．教科書
　特に指定しません。

６．参考書
　岡田編著『中小企業のIT経営論』同友館
　岡田・石川編著『ケースで学ぶまちづくり』創成社
　関智宏編集『よくわかる中小企業』ミネルヴァ書房

７．課題に対するフィードバックの方法
課題に対しての解説などは，主にOh-Meijiを使って通知する。

８．成績評価の方法
　期末に実施する論述形式での試験のみで評価します（試験100％）。

９．その他
　特になし
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経 営 学 史 Ｂ 磯 山　 優

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営学史は，経営学の歴史を学ぶための科目です。経営学の歴史
を築いてきた先人がどのような学説を唱えてきたのか，そして，そ
の学説はどのような背景を持って生まれてきたのか，などを中心に
講義していきます。経営学史Bでは，1940年代から1980年代に至る
まで，主にアメリカでの経営学説について講義します。

〈到達目標〉
　経営学の各学説がどのように生成されてきたのか，そして，それ
はどのような社会的背景の中で生成されてきたのかを理解すること
を目的とします。

２．授業内容
　第 1 回　a： イントロダクション　この授業の特徴および成績の

つけ方等についてお話します。
　　　　　b：1960年代までの経営学史について振り返ります。
　第 2 回　H.A.Simonの意思決定論を中心に講義します。
　第 3 回　 J. WoodwardおよびAston Groupなどイギリスのコンテ

ィンジェンシー理論を中心に講義します。
　第 4 回　 P. Lawrence and J. Lorschのコンティンジェンシー理論

を中心に講義します。
　第 5 回　 C.Perrow，L.Greinerらの組織デザイン論を中心に講義

します。
　第 6 回　H. Ansoffの経営戦略論を中心に講義します。（その1）
　第 7 回　H. Ansoffの経営戦略論を中心に講義します。（その2）
　第 8 回　 a:中間試験を行います。b:中間試験の解説および学期前

半部分を復習します。
　第 9 回　J. Pfefferらの資源依存理論を中心に講義します。
　第10回　O. Williamsonの取引コスト論を中心に講義します。
　第11回　M. Porterの競争戦略論を中心に講義します。（その1）
　第12回　M. Porterの競争戦略論を中心に講義します。（その2）
　第13回　 1980年代までの経営学史を総括し，経営学に対する経営

学者の貢献と課題について講義します。
　第14回　期末試験を行います。

３．履修上の注意
　出席したら，厳に私語を慎んでください。他人に迷惑をかける学
生は退席させます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈予習〉
　各回の最後に次の回の授業のキーワードを発表しますので，それ
について自分で調べてみてください。

〈復習〉
　毎回配布するプリントを再度読んでください。

５．教科書
　磯山優（2009）『現代組織の構造と戦略』，創成社を使用します。
また，毎回プリントを配布します。

６．参考書
　上で挙げた研究者の各著書。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　1. 毎回小テストを行います。（10点×10回＝100点）
　2. 中間試験（40点）および期末試験（60点）を行います。
　3. 合計200点で所定の点数を超えた場合，合格とします。
　4. なお，出席点は加点扱いとします。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経 営 学 史 Ａ 磯 山　 優

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営学史は，経営学の歴史を学ぶための科目です。経営学の歴史
を築いてきた先人がどのような学説を唱えてきたのか，そして，そ
の学説はどのような背景を持って生まれてきたのか，などを中心に
講義していきます。経営学史Aでは，経営学の誕生から1950年代ま
で，主にアメリカでの経営学説について講義します。

〈到達目標〉
　経営学の各学説がどのように生成されてきたのか，そして，それ
はどのような社会的背景の中で生成されてきたのかを理解すること
を目的とします。

２．授業内容
　第 1 回　a： イントロダクション　この授業の特徴および成績の

つけ方等についてお話します。
　　　　　b：本講義で考える経営学の特徴について講義します。
　第 2 回　経営学史の特徴について講義します。
　第 3 回　アメリカでの経営学誕生前について講義します。
　第 4 回　F. Taylorの科学的管理法を中心に講義します。
　第 5 回　M. Weberの官僚制に関する議論を中心に講義します。
　第 6 回　H. Fordの「管理無用論」を中心に講義します。
　第 7 回　a：中間試験を行います。
　　　　　b：中間試験の解説および学期前半部分を復習します。
　第 8 回　E. Mayoらの人間関係論を中心に講義します。
　第 9 回　 A. Berle and G. Meansの経営者支配説を中心に講義しま

す。
　第10回　C. I. Barnardの組織理論を中心に講義します。
　第11回　 H. Fayolの管理過程論及び管理過程学派について講義し

ます。
　第12回　 A. Maslow，F. Herzbergら経営心理学の理論を中心に講

義します。
　第13回　まとめとして，春学期全体を振り返ります。
　第14回　期末試験を行います。

３．履修上の注意
　出席したら，厳に私語を慎んでください。他人に迷惑をかける学
生は退席させます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈予習〉
　各回の最後に次の回の授業のキーワードを発表しますので，それ
について自分で調べてみてください。

〈復習〉
　毎回配布するプリントを再度読んでください。

５．教科書
　磯山優（2009）『現代組織の構造と戦略』，創成社，を使用します。
また，毎回プリントを配布します。

６．参考書
　上で挙げた研究者の各著書。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　1. 毎回授業後にオンラインで小テストを行います。（10点×10回）
　2. 中間試験（40点）と期末試験（60点）を行います。
　3.  合計して200点になるので，所定の点数を超えていれば合格と

します。
　4. なお，出席は加点の対象とします。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN361E
International Management B

【Joint course by the depts. of Business 
Administration and Accounting】

DASSANAYAKE, MUDIYANSELAGE

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　Globalization has become a buzzword in the world today even during the times of it passing through a 
pandemic the end of which is believed to be in sight. From a broader perspective, this globalization can 
be seen as a vital and critical force that shapes managing multinational enterprises （MNEs） operating in 
various host countries. MNEs are known to be taking unique approaches to manage their business and 
operations whilst taking well into consideration social, cultural, environmental, legal, political, and 
geopolitical factors in these host countries.
　The major foci of this course are on the nature and scope of international management, the strategy 
and structure of international business, and functional areas of international management such as global 
production （operations） and supply chain management, global marketing management, and global 
human resource management. At the end of this course, learning partners （students） will be able to:
　a） explain why MNEs need to be unique and sensitive in managing their business in various host 

countries
　b）understand basic concepts, principles, and theories of managing business in international context
　c） apply these concepts, principles, and theories to analyze various routine and non-routine issues of 

managing international business
　d） identify some key considerations of planning to pursue a managerial career in MNEs or 

entrepreneurial career in international context.
　Learning and teaching methods of this course include largely lectures and interactive discussions.
　Learning partners from other schools as well as foreign exchange students （inbound） are also cordially 
welcome to take this course.
　The course facilitator （lecturer） envisages employing face-to-face （in-person） interactions as the 
instruction type for delivering this course. Nevertheless, there is a high possibility of using Zoom Video-
conferencing technology for holding the Guest Speaking Session by a practicing manager from the industry.

2. Course Content
　第 1 回：Multinational enterprises （MNEs）, international management （IM）, and international managers
　第 2 回：Globalization: Lens for understanding the rationale and significance of IM
　第 3 回：Environmental context of MNEs
　第 4 回：Differences in culture and their implications for international management
　第 5 回： Ethics, corporate social responsibility, and sustainability （with environmental, social, and 

governance [ESG] framework）
　第 6 回：The strategy of international business （only selected topics will be covered）
　第 7 回：The organization of international business （only selected topics will be covered）
　第 8 回： Global production （operations） and supply chain management 1 （only selected topics will be 

covered）
　第 9 回： Global production （operations） and supply chain management 2 （only selected topics will be 

covered）
　第10回：Global marketing and business analytics 1 （only selected topics will be covered）
　第11回：Global marketing and business analytics 2 （only selected topics will be covered）
　第12回： Guest speaking （most likely online） by a practicing manager from the industry （tentative） or 

lecture （alternative）
　第13回：Global human resource management （only selected topics will be covered）
　第14回：Reflections and course wrap up

3. Registration Requirements
　There is no pre-requisite course/s for International Management B. Nevertheless, learning partners are 
advised to be knowledgeable of what is covered in International Management A as its scope entails 
fundamentals of the subject.
　This course will be delivered in English. It offers learning partners opportunities for improving 
continuously and confidently their communication skills （speaking, reading, listening, and writing） in 
English.
　The Test of English for International Communication （TOEIC） level necessary for registering for this 
course is around 680 points.

4. Course Preparations
　A survey on learning needs of potential learning partners of this course will be conducted using Google 
Forms, one week prior to starting classroom meetings. The link to join this will be posted on the Class 
Web of Oh-o! Meiji System, so they can respond freely to survey questions within two weeks.
　Active participation and engagement in classroom meetings are vital for learning partners to derive 
maximum benefits from taking this course.
　They are also motivated to read at leisure the relevant chapter/s of the course textbook prior to 
attending classroom meetings. More details of these chapters will be communicated as delivering of this 
course progresses through.

5. Textbook (s)
　Hill, C. W. L. （2021）. International business: Competing in the global marketplace （13th ed.）. McGraw-
Hill Education.
　Learning partners can access online this textbook on ProQuest Ebook Central platform of the library of 
Meiji University. For doing so, they are required to use their Meiji University ID number and Password.

6. Reference Book (s)
　Adekola, A., & Sergi, B. S. （2016）. Global business management: A cross-cultural perspective. Routledge.
　American Psychological Association. （2020）. Publication manual of the American Psychological 
Association （7th ed.）. https://doi.org/10.1037/0000165-000
　Buckley, P. J. （2014）. The multinational enterprise and the emergence of the global factory. PALGRAVE 
MACMILLAN.
　Luthans, F., & Doh, J. P. （2018）. International management: Culture, strategy, and behavior （10th ed.）. 
McGraw-Hill Education.
　Learning partners are also encouraged to associate themselves with the following business magazines 
as they disseminate the latest information and knowledge of, among others, developments in global 
business and management:
　Business magazines: Fortune, Forbes, The Economist

7. How to provide Feedback to assignments
　In general, learning partners will be provided with post quiz constructive feedback during the 
classroom meetings. This is in addition to viewing correct answers by themselves after the submission 
period for each quiz.
　As the take-home written assignment concerns, each learning partner will be provided with similar 
kind of feedback through the Class Web after marking the assignment.
　Furthermore, all learning partners are welcome to contact the course facilitator by using either 
"Discussions" platform on the Class Web or email for raising their concerns of learning international 
management. 

8. Assessment
　Course assessment comprises three components:
　a）Six quizzes - 60%
　b） Take-home written assignment - 30% （the word limit will be 400-500 words that excludes the list of 

references. The referencing-system recommended for preparing this assignment is APA-style 
（guidelines provided in the Seventh Edition of the Publication Manual of the American 
Psychological Association [APA]）.

　c） Participation and engagement in classroom meetings - 10% （all learning partners are inspired to 
maintain an excellent record of class attendance, so they can interact in person with the course 
facilitator for benefiting fully from classroom meetings）.

　No final written examination at the end of the semester.

9. Others
　Let us study together International Management in a joyous learning environment whilst engaging 
with social networking with learning partners from various countries across the globe.
　You are also always inspired to share openly ideas and insights during classroom meetings as well as 
ask freely any number of questions for understanding better the contents covered in this course.
　This course facilitator is reachable at　　　　msamand62@meiji.ac.jp

科目ナンバー：（BA）MAN361E
International Management A

【Joint course by the depts. of Business 
Administration and Accounting】

DASSANAYAKE, MUDIYANSELAGE

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　Globalization has become a buzzword in the world today even during the times of it passing through a 
pandemic the end of which is believed to be in sight. From a broader perspective, this globalization can 
be seen as a vital and critical force that shapes managing multinational enterprises （MNEs） operating in 
various host countries. MNEs are known to be taking unique approaches to manage their business and 
operations whilst taking well into consideration historical, social, cultural, environmental, legal, political, 
and geopolitical factors in these host countries.
　This course is designed in such a way to provide learning partners （students） with a platform to be 
knowledgeable of fundamentals （basics） of international management with special reference to national 
differences and the broader environment of international business. At the end of this course, learning 
partners will be able to:
　a） know the uniqueness of managing MNEs when it is compared with the case of home-grown 

companies （operating in a single country）
　b）understand basic concepts, principles, and theories of managing business in international context
　c） apply these concepts, principles, and theories to analyze various routine and non-routine issues of 

managing international business.
Learning and teaching methods of this course include largely lectures and interactive discussions.
Learning partners from other schools as well as foreign exchange students （inbound） are also cordially 
welcome to take this course.
The course facilitator （lecturer） envisages employing face-to-face （in-person） interactions as the 
instruction type for delivering this course. Nevertheless, there is a high possibility of using Zoom Video-
conferencing technology in the case of holding the Guest Speaking Session by a practicing manager from 
the industry.

2. Course Content
　第 1 回： Multinational enterprises （MNEs）, international management （IM）, and international managers
　第 2 回：Globalization: Lens for understanding the rationale and significance of IM
　第 3 回：Environmental context of MNEs 1
　第 4 回：Environmental context of MNEs 2
　第 5 回：Culture, differences in culture, and managing across cultures 1
　第 6 回：Culture, differences in culture, and managing across cultures 2
　第 7 回： Ethics, corporate social responsibility, and sustainability （with environmental, social, and 

governance [ESG] framework） 1
　第 8 回： Ethics, corporate social responsibility, and sustainability （with environmental, social, and 

governance [ESG] framework） 2
　第 9 回：Foreign direct investment （FDI） 1
　第10回：Foreign direct investment （FDI） 2
　第11回： Guest speaking （most likely online） by a practicing manager from the industry （tentative） or 

lecture （alternative）
　第12回：Regional economic integration 1
　第13回：Regional economic integration 2
　第14回：Reflections and course wrap up

3. Registration Requirements
　There is no pre-requisite course/s for International Management A.
　This course will be delivered in English. It offers learning partners opportunities for improving 
continuously and confidently their communication skills （speaking, reading, listening, and writing） in 
English.
　The Test of English for International Communication （TOEIC） level necessary for registering for this 
course is around 680 points.

4. Course Preparations
　A survey on learning needs of potential learning partners of this course will be conducted using Google 
Forms, one week prior to starting classroom meetings. The link to join this will be posted on the Class 
Web of Oh-o! Meiji system, so they can respond freely to survey questions within two weeks.
　Active participation and engagement in classroom meetings are vital for learning partners to derive 
maximum benefits from taking this course.
　They are also motivated to read at leisure the relevant chapter/s of the course textbook prior to 
attending classroom meetings. More details of these chapters will be communicated as delivering of this 
course progresses through.

5. Textbook (s)
　Hill, C. W. L. （2021）. International business: Competing in the global marketplace （13th ed.）. McGraw-
Hill Education.
　Learning partners can access online this textbook on ProQuest Ebook Central platform of the library of 
Meiji University. For doing so, they are required to use their Meiji University ID number and Password.

6. Reference Book (s)
　Adekola, A., & Sergi, B. S. （2016）. Global business management: A cross-cultural perspective. Routledge.
　American Psychological Association. （2020）. Publication manual of the American Psychological 
Association （7th ed.）. https://doi.org/10.1037/0000165-000
　Luthans, F., & Doh, J. P. （2018）. International management: Culture, strategy, and behavior （10th ed.）. 
McGraw-Hill Education.
　Learning partners are also encouraged to associate themselves with the following business magazines 
as they disseminate the latest information and knowledge of, among others, developments in global 
business and management:
　Business magazines: Fortune, Forbes, The Economist

7. How to provide Feedback to assignments
　In general, learning partners will be provided with post quiz constructive feedback during the 
classroom meetings. This is in addition to viewing correct answers by themselves after the submission 
period for each quiz.
　As the take-home written assignment concerns, each learning partner will be provided with similar 
kind of feedback through the Class Web after marking the assignment.
　Furthermore, all learning partners are welcome to contact the course facilitator by using either 
"Discussions" platform on the Class Web or email for raising their concerns of learning international 
management. 

8. Assessment
　Course assessment comprises three components:
　a） Seven quizzes - 70%
　b） Take-home written assignment - 20% （the word limit will be 300-400 words that excludes the list of 

references. The referencing-system recommended for preparing this assignment is APA-style 
（guidelines provided in the Seventh Edition of the Publication Manual of the American 
Psychological Association [APA]）.

　c） Participation and engagement in classroom meetings - 10% （all learning partners are inspired to 
maintain an excellent record of class attendance, so they can interact in person with the course 
facilitator for benefiting significantly from classroom meetings）.

　No final written examination at the end of the semester.

9. Others
　　Let us study together International Management in a joyous learning environment whilst engaging 
with social networking with learning partners from various countries across the globe.
　You are also always inspired to share openly ideas and insights during classroom meetings as well as 
ask freely any number of questions for understanding better the contents covered in this course.
　This course facilitator is reachable at　　　　msamand62@meiji.ac.jp
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

組 織 行 動 論 谷 口　 諒

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　組織のパフォーマンスは，その中で活動する個人や集団の行動，
あるいは組織全体としての振る舞いに左右される。ゆえに，組織の
効果的な運営を考える上では，それら各レベルの行動やその特性を
理解する必要がある。例えば，どのように個人はモチベートされる
かあったり，どのような要因に集団は突き動かされるのかであった
りを理解することは，組織の目標達成に向けて個人や集団をどのよ
うに方向付ければいいかを考える際の土台となる。本講義では，個
人，集団・チーム，組織のレベルに分けて，組織行動に係る概念や
理論を学んでいく。経営学のみならず，心理学など領域横断的な知
識を取り上げることになる。

〈到達目標〉
　基本的な概念や理論を理解し，組織行動に係る現象を読み解く力
を身に着けることが目標である。

２．授業内容
〈イントロダクション〉
　第 1 回　イントロダクション

〈組織の中の個人〉
　第 2 回　個人の行動の基礎
　第 3 回　パーソナリティ
　第 4 回　動機づけ
　第 5 回　動機づけの応用
　第 6 回　個人の意思決定（1）
　第 7 回　個人の意思決定（2）

〈組織の中の集団と組織のシステム〉
　第 8 回　集団行動の基礎
　第 9 回　チームワーク
　第10回　コミュニケーション
　第11回　リーダーシップ
　第12回　コンフリクト
　第13回　人材管理
　第14回　a：まとめと振り返り
　進捗に応じて一部内容を変更する可能性がある。

３．履修上の注意
 講義では主にパワーポイントを用いる。講義前にクラスウェブに
アップロードする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
 予習としては，事前に講義資料に目を通し，自分なりに理解をし
たうえで講義に臨むこと。復習は，授業内容を振り返りながら，扱
った概念や理論を使って身の回りの現象を分析してみること。

５．教科書
特に指定しない。各トピックに関しては適宜講義内で紹介する。

６．参考書
『組織行動のマネジメント―入門から実践へ』スティーブン・P.・
ロビンス（高木晴夫訳），ダイヤモンド社，2009。

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テストを複数回実施し，講義終了後に簡単な解説を加えた解答
をクラスウェブにアップロードする。リアクションペーパーについ
ては，優れた内容のものがあれば，講義内で紹介する。

８．成績評価の方法
小テスト（複数回実施）20%，リアクションペーパー10%，期末試
験70%を原則として評価する。
小テストならびにリアクションペーパーは事前予告なしで実施する。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（BA）MAN321J

経 営 組 織 論 谷 口　 諒

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　社会の中で組織は活動しており，その組織の中では集団・チームが，
集団・チームの中では個人が活動している。組織の活動は，社会に
インパクトを与える一方で，周りの環境（社会）から少なからず影響
を受ける。そうした相互関係は，組織と集団あるいは集団と個人の関
係性にも当てはまる。それゆえ，現実に観察される組織現象は，そう
した複雑な相互関係から生じていると想定するのが妥当である。言い
換えれば，組織の効果的なマネジメントを考える上では，多層的な視
点と各々のレベルに対応した知識が必要になるということである。そ
こで本講義では，個人，集団・チーム，組織，社会のレベルに分けて，
組織現象に関わる概念や理論を取り上げていく。

〈到達目標〉
　組織の中の個人というミクロな視点から，社会の中の組織という
マクロな視点に至るまで，組織に関する基本的な概念や理論を理解
し，それらに基づいて組織現象を読み解く力を身につけることが目
標である。

２．授業内容
〈イントロダクション〉
　第 1 回　イントロダクション

〈組織の中の個人と集団〉
　第 2 回　個人と他者，集団（1）
　第 3 回　個人と他者，集団（2）
　第 4 回　フレーミング
　第 5 回　意思決定
　第 6 回　パワー
　第 7 回　集団のパフォーマンス

〈組織の構造とダイナミクス〉
　第 8 回　組織形態の基本
　第 9 回　組織デザイン
　第10回　組織学習
　第11回　組織文化

〈組織を取り巻く環境〉
　第12回　コンティンジェンシー理論
　第13回　組織と制度：どのような影響を制度は組織に与えるか
　第14回　a：まとめと振り返り
　進捗に応じて一部内容を変更する可能性がある。

３．履修上の注意
　講義では主にパワーポイントを用いる。講義前にクラスウェブに
アップロードする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習としては，事前に講義資料に目を通し，自分なりに理解をし
たうえで講義に臨むこと。復習は，授業内容を振り返りながら，扱
った概念や理論を使って身の回りの現象を分析してみること。

５．教科書
　特に指定しない。各トピックに関しては適宜講義内で紹介する。

６．参考書
　『経営組織』金井壽宏，日本経済新聞出版社，1999。
　『組織デザイン』沼上幹，日本経済新聞出版社，2004。

７．課題に対するフィードバックの方法
小テストを複数回実施し，講義終了後に簡単な解説を加えた解答を
クラスウェブにアップロードする。リアクションペーパーについて
は，優れた内容のものがあれば，講義内で紹介する。

８．成績評価の方法
小テスト（複数回実施）20%，リアクションペーパー10%，期末試
験70%を原則として評価する。
小テストならびにリアクションペーパーは事前予告なしで実施する。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）MAN341J

現代コーポレートファイナンス論
【経営学科・会計学科共同設置】

鳥 居 陽 介

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期に実施する財務管理論の応用編として位置づけられるの
が，本講義である。財務管理論で言及したように，株式市場の変化，
株式所有構造の変化，産業構造の変化といった，今日の企業を取り
巻く環境が変化し，企業財務の在り方も変革を余儀なくされてい
る。例えばフィンテックは「お金は銀行や証券会社を通じて行われ
る」という概念自体が覆される可能性を秘めており，クラウドファ
ンディングは個人が世界から資金を調達することを可能にしてい
る。一方で，上場企業の利益剰余金（内部留保）は2021年には516
兆円と過去最高を記録し，銀行を必要としない企業が増加してい
る。このような変化が経営財務や銀行経営にどのような影響を及ぼ
すのかを理解するのが本講義の目的である。

〈到達目標〉
　より深い議論を行い，財務管理の応用的な内容，最新の動向を理
解できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション：企業を取り巻く環境変化と財務管理
　第 2 回　株式市場の歴史と企業の資金調達
　第 3 回　株式発行市場・流通市場の役割
　第 4 回　バブル崩壊はなぜ起こったのか
　第 5 回　リーマンショックはなぜ起こったのか
　第 6 回　コロナ禍の金融緩和と金融市場
　第 7 回　中間試験
　第 8 回　 金融機関に依存しない中小企業経営―少人数私募債とは

何か
　第 9 回　クラウドファンディングはどのように活用されているのか
　第10回　上場企業の株主名簿に記載されている「信託口」とは何か
　第11回　 公的機関投資家の台頭が株式市場にどのような影響を与

えるのか
　第12回　日銀のETF保有が日本企業や株式市場に与える影響
　第13回　サステナブルファイナンスの推進と株式所有構造
　第14回　これからの財務管理に求められるもの

３．履修上の注意
　春学期の「財務管理論」を履修していることが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当箇所を中心に予習をした上で授業に臨むこと。た
だ講義を聞くだけでなく，事前学習によって得た知識や自身の意見
と講義内容を照らし合わせることで，内容の深い本質的な理解を実
現させる。

５．教科書
　坂本恒夫・鳥居陽介編著，『企業財務と証券市場の研究』，中央経
済社，2018年。
　鳥居陽介編，現代財務管理論研究会著『テキスト財務管理論（第
6 版）』，中央経済社，2022年。（＊春学期からの継続）

６．参考書
　鳥居陽介『株式所有構造の変遷と経営財務』，中央経済社，2017年。
　リチャード・ブリーリー，スチュワート・マイヤーズ，フランク
リン・アレン著，藤井眞理子，國枝繁樹監訳『コーポレート・ファ
イナンス（第10版）上・下』，日経BP社，2014年。
　マッキンゼー・アンド・カンパニー著『企業価値経営』，ダイヤ
モンド社，2012年。
　若杉敬明著『【新版】入門ファイナンス』，中央経済社，2011年。
　榊原茂樹・岡田克彦著『 1 からのファイナンス』，碩学舎，2012年。
　小松章著『経営分析・企業評価』，中央経済社，2009年。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内に出題する課題については，当該授業中に解説を行う。

８．成績評価の方法
　授業内課題30%，中間試験20%，期末試験50%の割合で総合的に
評価する。

９．その他
　中間試験・期末試験ともに持ち込み可とする予定である（変更の
可能性あり）。

科目ナンバー：（BA）MAN341J

財 務 管 理 論
【経営学科・会計学科共同設置】

鳥 居 陽 介

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　なぜ財務管理論を学ぶのか。その背景には，主に以下の要因が挙げられる。
①今日の株式市場を取り巻く環境の変化
　株式会社は資金調達のために株式を発行する。投資家は選択肢の 1 つと
して，株式市場を介して株式を購入し，企業の経営に関与する「議決権」
を取得する。このように，株式市場は投資家と企業を結びつける場であり，
企業の資金調達の場として認識されているが，企業にとっての株式市場は，

「資金調達の場」から，「機関投資家から評価される場」へと変化している。
②株式所有構造の変化，機関投資家の台頭
　株式会社においては，議決権を多数保有する株主が企業に多大な影響を
与える。日本企業がどのような経営を行っているか，なぜそのような経営
が行われているのかを知るためには，日本企業の主要株主が誰か，それら
株主がどのような方針で企業と関わっているのかを知る必要がある。
③情報革命による産業構造の変化
　ITの発展やDXの進展により，金融機関や証券会社を通じて行われると
いう概念自体が覆されようとしている。人工知能やロボット等によって代
替可能とされる金融や経理といった職業・業界はもちろん，企業はこの急
激な変化にどのように対応していくべきか。
　これらの変化に伴い，現代の企業経営はどこを向いているのか，どこに向
かっていくのかを「財務」の観点から考察するのが，本講義の目的である。

〈到達目標〉
　企業経営に必要な資金調達方法の変化を知ること（上記①），企業に影
響を与える主要株主を知ること（上記②），産業構造の変化が与える影響
を考察すること（上記③）によって企業経営・企業財務の理解を深めてい
き，財務管理の基本的知識を身につけていくことを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　なぜ財務管理論を学ぶのか
　第 2 回　株式所有構造の変遷と主要株主
　第 3 回　株式持ち合いの財務的役割の変化
　第 4 回　なぜROEの向上が求められるのか，ROE向上策の検討
　第 5 回　資本コストとはどのような概念か
　第 6 回　会計数字から会社の将来性を読み解く
　第 7 回　中間試験
　第 8 回　借入金，社債による資金調達
　第 9 回　現金収支を把握する資金繰り表
　第10回　 直接原価計算による損益計算書の作成／運転資本・設備資本管

理／ディスクロージャー
　第11回　財務管理で求められるキャッシュ・フローとは何か
　第12回　資金を有効に活用するための投資の意思決定
　第13回　M&Aの成功と失敗
　第14回　 フィンテックは金融業界をどう変えるのか（秋学期「現代コー

ポレートファイナンス論」の導入）

３．履修上の注意
　テキストを毎回持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当箇所を中心に予習をした上で授業に臨むこと。ただ講義
を聞くだけでなく，事前学習によって得た知識や自身の意見と講義内容を
照らし合わせることで，内容の深い本質的な理解を実現させる。

５．教科書
　鳥居陽介編，現代財務管理論研究会著『テキスト財務管理論（第 6 版）』，
中央経済社，2022年。

６．参考書
　坂本恒夫・鳥居陽介編著，『企業財務と証券市場の研究』，中央経済社，
2018年。（＊秋学期の授業の教科書。通年履修を検討される場合，上記教
科書とともに春学期から参照することを推奨）
　鳥居陽介『株式所有構造の変遷と経営財務』，中央経済社，2017年。
　若杉敬明著『【新版】入門ファイナンス』，中央経済社，2011年。
　榊原茂樹・岡田克彦著『1からのファイナンス』，碩学舎，2012年。
　小松章著『経営分析・企業評価』，中央経済社，2009年。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内に出題する課題については，当該授業中に解説を行う。

８．成績評価の方法
　授業内課題30%，中間試験20%，期末試験50%の割合で総合的に評価する。

９．その他
　中間試験・期末試験ともに持ち込み可とする予定である（変更の可能性
あり）。
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

生 産 管 理 論 Ｂ 藤 原 篤 志

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では生産管理論Aの学習をさらに進めて，主として20世紀
以降企業において導入・展開されてきた各種生産システム（生産方
式）について解説する。具体的には，20世紀初頭アメリカで生まれ
たテイラー・システム（科学的管理法），同時代に自動車産業で生
まれ大量生産方式として確立したフォード・システム，戦後日本の
自動車産業で生まれ効率的な多品種生産を実現したトヨタ生産シス
テムを中心に講義を行う。

〈到達目標〉
　経営環境の変化とともに発展してきた生産システムの到達点の考
察を通じて，日本の製造業（特に自動車メーカー）の競争優位の要
因を把握することを目標としている。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション（講義の対象とスケジュール）（aのみ）
　第 2 回　テイラー・システム（生成の背景）
　第 3 回　テイラー・システム（課業管理）
　第 4 回　テイラー・システム（科学的成果と問題点）
　第 5 回　フォード・システム（その概要とフォーディズム）
　第 6 回　フォード・システム（移動組立法）
　第 7 回　フォード・システム（生産の標準化）
　第 8 回　フォード・システム（問題点）
　第 9 回　トヨタ生産システム（基本思想）
　第10回　トヨタ生産システム（ジャスト・イン・タイム）
　第11回　トヨタ生産システム（自働化）
　第12回　トヨタ生産システム（少人化）
　第13回　トヨタ生産システム（創意工夫）
　第14回　トヨタ生産システム（問題点）

３．履修上の注意
　講義はレジメと板書を中心に進められる。これのら与えらた情報
だけでなく，キーワードやフレーズ，要点を極力メモして自分の理
解に基づいたノートづくりを行うことが望まれる。さらに講義中の
私語は厳禁である。講義中の私語は他の受講生への教育サービスの
提供の妨害になる。場合によってはその時点で減点もしくは単位取
得不可になることもあるので注意すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　受講者は生産管理論Aを履修しておくことが望ましい。履修して
いない者は生産に関する基本的用語・概念を事前に学習しておくこ
と。また授業内容は主に自動車産業をベースとして展開されるた
め，日常的に『日本経済新聞』のような経済専門紙で当該産業に関
する記事を読んでおくこと。

５．教科書
　特に指定しない。レジメと資料で対応する。

６．参考書
　『経営学を学ぼう』百田義治編著（中央経済社）2013年
　『トヨタプロダクションシステム』門田安弘（ダイヤモンド社）
2006年

７．課題に対するフィードバックの方法
　期末試験の全体的な総評は，Oh-o! Meiji にて，試験終了後，掲
載を予定している。

８．成績評価の方法
　期末試験で評価する（100％）。

９．その他
　本講義は自動車産業を中心とした生産システム論となるので，自
動車産業の生産・経営を理解するために，当該産業に関連した新聞
記事の紹介・解説を並行的に行いたい。
　ところで，本講義で扱う生産システム論は作業管理の側面を多く
含んでいる。そこで管理や技法の側面だけではなく，その受け手で
あり生産の担い手である労働者やその労働の側面も同時に考察して
いくことにしたい。

科目ナンバー：（BA）MAN321J

生 産 管 理 論 Ａ 藤 原 篤 志

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では経営管理の一部門管理であり，製造企業において基幹
的な位置づけにある生産管理について体系的に解説する。生産管理
は製造企業における生産活動の管理であり，財の生産に投入する生
産諸要素（資材，設備，労働力）を総合的に調整することにより，
目標品質の製品を所定の数量と期日に最も経済的に生産することを
狙って展開されている。このような管理・活動の特徴や役割を，生
産管理全体との関連や位置づけを鑑みながら解説していきたい。

〈到達目標〉
　生産活動の管理上の課題やそれへの対応を学習し，日本の製造業
の競争優位の要因を把握することを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション（講義の対象とスケジュール）（aのみ）
　第 2 回　生産に関する基本的用語・概念（生産管理とは）
　第 3 回　生産に関する基本的用語・概念（生産方式の分類）
　第 4 回　生産計画（操業度の理論）
　第 5 回　生産計画（生産計画の決定要因）
　第 6 回　生産統制
　第 7 回　品質管理（統計的品質管理）
　第 8 回　品質管理（日本的品質管理）
　第 9 回　原価管理
　第10回　設備管理
　第11回　資材管理（資材管理の対象と特質）
　第12回　資材管理（ABC分析と発注方法）
　第13回　作業管理（動作研究）
　第14回　作業管理（時間研究）

３．履修上の注意
　講義はレジメと板書を中心に進められる。これのら与えらた情報
だけでなく，キーワードやフレーズ，要点を極力メモして自分の理
解に基づいたノートづくりを行うことが望まれる。さらに講義中の
私語は厳禁である。講義中の私語は他の受講生への教育サービスの
提供の妨害になる。場合によってはその時点で減点もしくは単位取
得不可になることもあるので注意すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　生産に関する基本的用語・概念を学習した後は，日常的に『日本
経済新聞』のような経済専門紙で，ものづくりに関わる取り組みや
事例を読んで，講義で学習した理論の事例の理解や生産問題への喚
起を心がけてもらいたい。

５．教科書
　教科書は指定しない。レジメと資料で対応する。

６．参考書
　『経営学を学ぼう』百田義治編著（中央経済社）2013年
　『生産管理』小川英次編著（中央経済社）1985年
　『現代生産管理論』甲斐章人（白桃書房）1986年

７．課題に対するフィードバックの方法
　期末試験の全体的な総評は，Oh-o! Meiji にて，試験終了後，掲
載を予定している。

８．成績評価の方法
　期末試験で評価する（100％）。

９．その他
　本講義はいわば理論の解説であり，内容的に硬いものばかりであ
る。講義の性格上仕方のないことだが，受講生の講義に対する意欲
の維持や理解を助けるために，並行的に，生産に関する最新の新聞
記事を紹介・解説する。内容は生産の「管理」に限らず，広く生産
全般に関するもので，製造業で現在問題になっていることや新たな
取り組みなどを取り上げる。また解説した生産管理の理論の具体的
な実践事例の記事を取り上げ，講義内容の理解の一助としたい。
　また生産管理の対象とする領域は，学問的に経営学と経営科学が
交わる領域である。それゆえ理論や技法の部分で数理的な内容を多
く含む。しかしながら本講義はいわゆる「文系のための生産管理論」
として，極力，数理的な内容を避けており，数学的な素養のない受
講者でも問題なく理解できることを目指している。よってさらに数
理的な理論・技法に興味のある者は経営数学や経営統計学などの講
義を受講することを勧める。
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科目ナンバー：（BA）MAN331J

人事労務管理論Ｂ 山 崎　 憲

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　将来，企業や行政機関，NPOなどで働いたり，誰かを雇ったり管
理する立場に立つことを考えたときに，いま日本企業の人事労務管
理にはどのような課題があるのか，そのなかでどのように生きがい
を見つけていけばよいのか。日本企業の人事労務管理は，産業構造
の転換，経済のグローバル化とAI，IoTといった新しい科学技術の
進展のなかで変化の途上にある。
　経営資源の一つである「ヒト」において日本企業が競争力を高め
るうえでどのようなことを行ってきたのかということに焦点をあて
たうえで，日本企業が国際市場競争力を高めてきた背後で抱えてき
たさまざまな課題を考察する。

〈到達目標〉
　本講義の到達目標は，働かせる側，働く側双方の視点で働くこと
にまつまる課題を考察するための基盤をつくることである。

２．授業内容
　第 1 講　 イントロダクション：一人ひとりの視点で「働く」を考

えてみる
　第 2 講　 日本企業の競争力①（日本的経営と人事労務管理，労働

組合）
　第 3 講　日本企業の競争力②（デミングと生産性運動）
　第 4 講　労働市場・採用
　第 5 講　報酬と年功賃金
　第 6 講　能力育成，評価，処遇
　第 7 講　福利厚生と社会保障
　第 8 講　 日本企業の人事労務管理の課題①（非正規労働と長時間

労働，ハラスメント）
　第 9 講　 日本企業の人事労務管理の課題②（女性と高齢者，ワー

クファミリーバランス）
　第10講　日本企業の人事労務管理の課題③（中小企業）
　第11講　 日本企業の人事労務管理の変化①（企業の海外進出と

『新時代の日本的経営』）
　第12講　 日本企業の人事労務管理の変化②（技術革新「AI，IoT」）
　第13講　労働行政と人事労務管理（労働基準，安全衛生，紛争解決）
　第14講　 これからの人事労務管理に求められること（持続可能な

経済成長）

３．履修上の注意
　人事労務管理論Aを受講していることが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　リアクションペーパーに感想，質問を書けるように毎回の講義後
に復習をしておくこと。

５．教科書
・特に定めない

６．参考書
・山崎憲『「働くこと」を問い直す』岩波書店　2014年
・黒田兼一・山崎憲『フレキシブル人事の失敗』旬報社　2012年
・山崎憲『デトロイトウェイの破綻』旬報社　2010年
・ サンフォード・M. ジャコービィ『日本の人事部・アメリカの人

事部』東洋経済新報社　2005年

７．課題に対するフィードバックの方法
成績評価に加えて，講義内で課題に求められている内容について説
明するほか，疑問点等があれば個別に対応する。

８．成績評価の方法
　レポート40％，期末試験60％。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN331J

人事労務管理論Ａ 山 崎　 憲

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経営において必要な資源である「ヒト」「モノ」「カネ」のうち，

「ヒト」に注目したものが人事労務管理や人的資源管理である。企
業や行政機関，NPOなどの組織は，ほかの組織との競争に勝つこと
や，さまざまな環境の変化に対応しながら長期的に存在し続けるた
めに「ヒト」を最大限に活用するということが大きな目的の一つで
ある。働く側にたってみれば，仕事を通じて生きがいを感じ，家族
を養うための糧を得るということになる。
　人事労務管理論Aはアメリカで発展した人事労務管理の生成と発
展，変化，そして現状について学ぶなかで必要な用語や人事労務管
理の構造といった基礎的な理解を深める。

〈到達目標〉
　到達目標は，人事労務管理論Bを受講するための基礎固めととも
に，人事労務管理論に登場する基本的な概念や用語を理解すること
にある。

２．授業内容
　第 1 講　イントロダクション：人事労務管理概観
　第 2 講　産業革命とテーラーシステム①
　第 3 講　産業革命とテーラーシステム②
　第 4 講　ウェルフェアマネジメント
　第 5 講　人間関係管理
　第 6 講　フォード生産システム
　第 7 講　フォード生産システムと労務管理
　第 8 講　ニューディール体制と人事労務管理①
　第 9 講　ニューディール体制と人事労務管理②
　第10講　経営環境と人事労務管理の変化①
　第11講　経営環境と人事労務管理の変化②
　第12講　人事労務管理と人的資源管理
　第13講　企業の国際化の進展と人事労務管理
　第14講　企業経営と人事労務管理の社会的役割

３．履修上の注意
　人事労務管理論Bを併せて受講することが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　リアクションペーパーに感想，質問を書けるように毎回の講義後
に復習をしておくこと。

５．教科書
・特に定めない

６．参考書
・ 岡田行正『アメリカ人事管理，人的資源管理史』同文館出版　

2008年
・黒田兼一・山崎憲『フレキシブル人事の失敗』旬報社　2012年
・山崎憲『デトロイトウェイの破綻』旬報社　2010年

７．課題に対するフィードバックの方法
成績評価に加えて，講義内で課題に求められている内容について説
明するほか，疑問点等があれば個別に対応する。

８．成績評価の方法
　レポート40％，期末試験60％。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN326J

ナレッジ・マネジメント論〔Ｍ〕 中 西　 晶

2 単位 3 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現代は，知識社会・情報社会と呼ばれる。だからこそ，現代の経
営の基盤をなすものとして，知識すなわちナレッジが注目されてい
る。ナレッジ・マネジメントには，人間的側面と技術的側面がある。
本講義では，主として，ナレッジ・マネジメントに関するアップ・
トゥ・デイトな話題を中心に紹介する。きるだけ現実の企業事例を
交えながら授業を進めていく。授業では，プレゼンテーションソフ
トやインターネットを活用する。本学のナレッジ・マネジメントシ
ステムともいえる『Oh-o! Meiji』を活用する予定である。

〈到達目標〉
　「ナレッジ」の視点から見たときに，現在ビジネスにおいてどの
ような現象が起きているかを理解することが目標であるが，あわせ
て 3 ・ 4 年生として社会に出ていく際に持っておかなければならな
い基礎知識を獲得することも狙いである。

２．授業内容
　以下のような内容を予定している。
　授業の進行状況や時事的な話題の提供等で若干前後することがあ
る。
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施する。
　 1 　ナレッジマネジメントの成立
　 2 　ナレッジ・マネジメントの基本(1)　知識社会論
　 3 　ナレッジ・マネジメントの基本(2)　組織的知識創造理論
　 4 　ナレッジ・マネジメントの基本(3)　情報通信技術
　 5 　ナレッジ・マネジメントの2つの側面：事例を見る視点
　 6 　ナレッジ・マネジメントの企業事例(1)
　 7 　ナレッジ・マネジメントの企業事例(2)
　 8 　ナレッジ・マネジメントの企業事例(3)
　 9 　ナレッジ・マネジメントの企業事例(4)
　10　 ナレッジ・マネジメントと組織学習(1)ストーリーテリング

とコミュニティ・オブ・プラクティス
　11　ナレッジ・マネジメントと組織学習(2)学習する組織
　12　ナレッジ・マネジメントの新たな課題(1)技術的側面
　13　ナレッジ・マネジメントの新たな課題(2)人間的側面
　14　ナレッジ・マネジメントの将来展望

３．履修上の注意
　フルオンデマンドで実施するので，十分な情報通信環境を準備す
ること。
　授業資料・課題は毎週金曜日にOh-o!Meijiにアップする。
　Oh-o!Meijiに提出された毎回のワークの結果は，個人情報を削除
して，次回以降の授業で提示する場合がある。
　経営戦略論や技術戦略論，戦略経営情報システム論なども合わせ
て学ぶとより理解が深まるだろう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　 1 ， 2 年で学ぶ経営学に関する基礎概念を理解しておくこと。
　日頃から，問題意識を持って，ニュースやネットを調べておくこと。

５．教科書
　特に指定しない。

６．参考書
　関連する文献・サイトを授業内で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!Meijiに提出された毎回のワークの結果は，個人情報を削除し
てとりまとめ，次回以降の授業で総合的なコメントする。
個別の質問・相談にはアンケート機能を利用する。
最終の全体を通した理解度確認テストにおいては，小テスト機能に
おいて解答や解説を行う。

８．成績評価の方法
　毎回の授業に応じたワークの成果（Oh-O!Meijiのアンケート機能
を使用予定）各回 5 点×13回＝65点
　最終回での全体の理解度確認テスト（Oh-O!Meijiの小テスト機能
を使用予定）35点
合計100点満点で評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

経 営 技 術 論 佐 野 正 博

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　技術の発達は，企業におけるビジネスのやり方や業務形態に劇的変動をも
たらします。そのため企業の持続的成長のための経営戦略策定にあたっては
科学・技術の歴史的発展構造に関する理解が必要不可欠です。そのため技術
のわかる経営者が必要とされています。こうした観点から本講義では，現代
的技術体系の歴史的形成過程，および，技術発展に対応した企業の生産シス
テムの歴史的展開を取り扱います。

〈到達目標〉
　企業の競争優位の獲得における技術的要因の機能と役割について学び，自
分の頭で考察できるようになることを目的とする。

２．授業内容
　第 1 回　 企業経営における技術の意義と役割―Technologyによる相対的競

争優位の追求（新機能実現・高性能化によるdifferentiation vs 低コ
スト化）

　第 2 回　 発 見（Discovery） vs発 明（Invention） vsイ ノ ベ ー シ ョ ン
（Innovation）―科学活動，技術活動，ビジネス活動の区別と連関

　第 3 回　 イノベーションに関するNeeds＝Seeds視点からの分析―Demand
形成の構造に関するNecessity/Usefulness-Wants-Demand図式

　第 4 回　 Needs＝Wantsの存在構造の歴史的変化，および，歴史的変化を引
き起こす一つの要因としての技術革新―Technology-driven vs 
Market--driven

　第 5 回　 Productに 関 す るTechnology-Function-Performance論， お よ び，
Cost-Benefit論からの考察―Function・Product・Needs・Necessity
の階層性と多様性，Necessity/Usefulness-Wantsスペクトル

　第 6 回　 Seeds-ProductとNeeds-Wants-Demandという二つのシステムの相
互連関―シーズ（要素技術）と製品，ニーズ（客観的必要性）と
ウォンツ（欲求）と需要

　第 7 回　 製品のシステム性とイノベーション（1）―ビデオの製品イノベー
ションの歴史的展開構造

　第 8 回　 製品のシステム性とイノベーション（2）―ネットワーク外部性に
関わるロルフスのバンドワゴン効果論

　第 9 回　 製品のシステム性とイノベーション（3）―相互補完性に関わるロ
ルフスのバンドワゴン効果論

　第10回　 イノベーションの普及プロセス―ロジャーズのイノベーション論，
技術革新のS字カーブ的現象

　第11回　 イノベーションに関するアッターバックのドミナント・デザイン
論（ そ の1） ― 市 場 形 成 初 期 に お け る 多 様 な 製 品 デ ザ イ ン

（differentiationによる相対的競争優位の追求）
　第12回　 イノベーションに関するアッターバックのドミナント・デザイン

論（その2）―市場における支配的な製品デザイン（dominant 
design）の形成と変化（製品イノベーションによる便益増大 vs ス
イッチングコスト）

　第13回　 イノベーションに関するアッターバックのドミナント・デザイン
論（その3）―製品イノベーションの階層的=循環的構造（製品競
争の焦点の歴史的変化と製品セグメントの歴史的変化）

　第14回　授業のまとめ

３．履修上の注意
　本授業に関連する基礎的知識を有すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前回の講義内容の復習とともに次回の授業範囲の予習し，授業内容の理解
に必要なキーワードに関しては，自分でインターネットや図書館などを利用
して十分に調べておくこと。そうした自主的学習活動内容の確認のため，任
意ですが，確認レポートの提出を適宜求めます。

５．教科書
　なし

６．参考書
　橋本和美ほか（2005），『テクノ・グローカリゼーション』梓出版社。その他，
授業内容の理解を深めるための参考書は，授業中に適宜紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テスト課題に対する講評を授業中に行います。

８．成績評価の方法
　成績評価は，「Oh-o! Meiji経由で提出する課題レポート」80%，「授業におけ
る貢献」20%です。課題レポートをきちんと提出するとともに，授業内での小
テストをきちんと受験するように注意してください。

９．その他
　授業に必要な資料はプリントして授業中に配布します。また，http://www.
sanosemi.com/biztech/biztech.htmで授業関連情報が入手できるようになって
います。

科目ナンバー：（BA）MAN321J

技 術 戦 略 論 佐 野 正 博

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　技術革新が激しく進んでいる現代においては，技術開発力などイノベーシ
ョンへの対応力が企業競争力を大きく左右するようになっています。そうし
た認識のもと，本講義では，「企業がどのような技術戦略を取ってきたのか，
また，今後どのような技術戦略を取るべきなのか？」，「企業の技術戦略がど
のようなことを考慮しながらどのような過程で決定されていくのか？」，「企
業の技術戦略の成功と失敗がどのような要因によるものなのか？」，「企業の
生産システムの歴史的展開はどのようなものであったのか？」，「新技術の開
発と社会的展開過程はどうあるべきなのか？」といったような問題を様々な
具体的事例をもとに取り扱います。

〈到達目標〉
　企業の競争優位の獲得を目的とした技術戦略について学び，自分の頭で考
察できるようになることを目的とする。

２．授業内容
　第 1 回　企業戦略，事業戦略，製品戦略，技術戦略の差異と連関
　第 2 回　 技術的 leadership 戦略 vs 技術的 followership 戦略 -技術戦略論的

視点から見たイノベーションに関する先駆者戦略 vs 後発者戦略
　第 3 回　 プラットフォームリーダーシップ論 - プラットフォームリーダー

としてのIntel
　第 4 回　 技術戦略に関するケーススタディ（1） - ゲーム・ニーズに対応した

製品のセグメンテーションに関する競争戦略論的視点からの分析
　第 5 回　 技術戦略に関するケーススタディ（2） - CPU視点から見たゲーム専

用機に関する技術戦略記録メディア視点から見たゲーム専用機に
関する技術戦略

　第 6 回　 技術戦略に関するケーススタディ（3） - 「互換性／性能向上」視点
から見たゲーム専用機の技術戦略論的ポジショニング

　第 7 回　 技術戦略に関するケーススタディ（4） - 任天堂Wii, Wii U vs ソニ
ーPS3, PS4

　第 8 回　 技術戦略に関するケーススタディ（5） - 任天堂DS vs ソニーPSP
　第 9 回　 イノベーションに関するクリステンセンのValue Network論（その

1）- radical innovationに関する伝統的理解への批判
　第10回　 イノベーションに関するクリステンセンのValue Network論（その

2）- 破滅的イノベーション（disruptive innovation） vs 存続的イノ
ベーション（sustaining innovation）

　第11回　 イノベーションに関するクリステンセンのValue Network論（その
3）-企業のケイパビリティ（Capability）を規定している 3 要因と
しての，価値基準（Value），プロセス（Process），資源（Resource）

　第12回　 製品アーキテクチャ論（1） - インテグラル型製品アーキテクチャ 
vs モジュラー型製品アーキテクチャ

　第13回　 製品アーキテクチャ論（2） - クローズド型製品アーキテクチャ vs 
オープン型製品アーキテクチャ

　第14回　授業のまとめ

３．履修上の注意
　本講義では技術の歴史的発展構造の基本理解を前提に授業を進めます。そ
のため経営技術論を先に履修しておくことが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前回の講義内容の復習とともに次回の授業範囲の予習し，授業内容の理解
に必要なキーワードに関しては，自分でインターネットや図書館などを利用
して十分に調べておくこと。そうした自主的学習活動内容の確認のため，任
意ですが，確認レポートの提出を適宜求めます。

５．教科書
　なし

６．参考書
　橋本和美ほか（2005）『テクノ・グローカリゼーション』梓出版社。その他，
授業内容の理解を深めるための参考書は，授業中に適宜紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テスト課題に対する講評を授業中に行います。

８．成績評価の方法
　成績評価は，「Oh-o! Meiji経由で提出する課題レポート」80%，「授業におけ
る貢献」20%です。課題レポートをきちんと提出するとともに，授業内小テス
トをきちんと受験するように注意してください。

９．その他
　授業に必要な資料はプリントして授業中に配布します。また，http://www.
sanosemi.com経由でより詳しい授業関連情報が入手できるようになっていま
す。
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科目ナンバー：MAN391J

経 営 文 化 論 Ａ 中 畑 充 弘

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　人間が営む組織の経営的側面をひろく文化的価値観に照らして理解する
視座を養う。諸外国の様々な経営組織の通文化性や文化的多様性を認識
し，それらの比較をつうじて，そこに通底するイデオロギーを抽出し，当
該経営社会の行動様式や価値体系の考察を深めることにある。ここでいう
文化とは人間が後天的に獲得した知識・信仰・技芸・道徳・法律・慣習そ
の他あらゆる能力の複合的総体である。
経営文化論Ａでは，「経営文化」について理論的に検討を加え，諸学説を
紹介しながら理解を深める。

〈到達目標〉
　大別して①経営文化の研究（宗教・神話等も含まれる）②組織行動・組
織文化の研究③人間関係の研究に関する知識・理論・方法・技術を習得し，
社風・企業風土，CI（コーポレート・アイデンティティ）について理解す
る。企業は「利益共同体」であるとともに「生活共同体」であることを理
解する。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション：経営文化とは何か？
　第 2 回： 「経営」とは何か？「文化」とは何か― 社会学・史学・文化人

類学・宗教学の援用
　第 3 回： 経営文化に関する知識・理論・方法・技術　― 比較の視点と

解釈学，「経営人類学」
　第 4 回： 文化論（言語論的転回・論理哲学論考・構造機能主義・ポスト

モダニズム他）
　第 5 回：合理性モデル　― 利益追求・資本運用・合理効率性
　第 6 回：企業目的・企業目標・企業組織
　第 7 回：官僚制モデル（bureaucracy, corpocracy）
　第 8 回：組織文化（新制度派組織論）
　第 9 回：組織における非合理性 ―倫理・良心・真実・正義
　第10回：宗教とビジネス倫理（キリスト教・イスラム教・儒教・仏教）
　第11回：企業の組織類型　― チャンドラー，安部の論考を中心に
　第12回： 「会社神話」（創業者神話・ブランド神話・英雄伝説）と「会社

儀礼」（社葬・「洗礼」）
　第13回： 「信用」「信頼」と「リスク」「クライシス」 ―「非条理」の条理，

ビジネス・エシックス
　第14回：まとめ（「価値」とは何か，「交換」とは何か，を視点に）

３．履修上の注意
　経営文化論は，学際的・総合的・横断的な学問領域であるので，社会学・
文化人類学・宗教学・心理学・歴史学ほか，複眼的視点をもって臨むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ 予習する必要はないが授業の内容をしっかりと復習すること。随時，経

営文化に関する身近な事例のコメントや意見，建設的かつ双方向的な議
論を求めることもある（全くもって難解なものではない）。日頃からあ
らゆる社会事象，経営事象に対して自問自答し‘思考を連続’させること。

・ 配布したレジュメプリントをベースとして適宜，板書・パワーポイント
と視聴覚資料を図示，併用しながら授業を進めていく。

・ 日頃から，新聞（一般紙）の経済面の記事を読み，社風・商慣習・ＣＩ
などの諸問題について考えを巡らせておくとよい。

５．教科書
　『文化と営利 ―比較経営文化論』安部 悦生（有斐閣），2019

６．参考書
　『経済史 ―いまを知り，未来を生きるために』小野塚 知二（有斐閣）
　『制度と文化 ―組織を動かす見えない力』佐藤郁哉・山田真茂留（日本
経済新聞出版社）2014
　『多文化世界』第3版，ホフステード（有斐閣）2013
　『Confianza ―Trust』（西語）フランシス・フクヤマ（Atlantida）1996
　『テキスト経営人類学』中牧 弘允・日置 弘一郎・竹内惠行（東方出版）
2019

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内容に関して感想・コメント・意見などを求める場合，
oh-o meijiの「クラスウェブ」の「アンケート」に提出すること。
これを受けて「フィードバックコメント」を返信する。

８．成績評価の方法
　定期試験60％，レポート20％，授業への意欲的参加・貢献度20％

９．その他
　キーワード：合理性／非合理性，制度，組織，慣習，価値

科目ナンバー：MAN391J

経 営 文 化 論 Ｂ 中 畑 充 弘

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　人間が営む組織の経営的側面をひろく文化的価値観に照らして理解する
視座を養う。諸外国の様々な経営組織の通文化性や文化的多様性を認識
し，それらの比較をつうじて，そこに通底するイデオロギーを抽出し，当
該経営社会の行動様式や価値体系の考察を深めることにある。ここでいう
文化とは人間が後天的に獲得した知識・信仰・技芸・道徳・法律・慣習そ
の他あらゆる能力の複合的総体である。
経営文化論Ｂでは，マクロの視点で経営文化について検討し，特に諸外国
の事例を挙げながら国際比較の観点から講義する。

〈到達目標〉
　本講義を通して，経営文化の国際的相違と類似性，および企業文化や企
業風土を形成する組織内部の文化的特性と，それを取り巻き外在する環
境，制度ないしシステムとの関係について理解する。具体的には，英・米・
中・伊・独・日の経営文化の構造的特質を捉え比較考察する。企業は，全
て経済的合理性や利潤のみに動機づけられているわけではないことが「文
化」の多様性から判読できる。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション：経営文化とは何か？
　第 2 回：経営文化の構造
　第 3 回：イギリスの経営文化
　第 4 回：アメリカの経営文化①
　第 5 回：アメリカの経営文化②
　第 6 回：中国の経営文化
　第 7 回：イタリアの経営文化
　第 8 回：ドイツの経営文化
　第 9 回：日本の経営文化①
　第10回：日本の経営文化②
　第11回：経営文化の国際比較
　第12回：文化衝突・グローバル化・「文化と営利」の共進化
　第13回：経営人類学の系譜と宗教のもつ意味
　第14回：まとめ ―経営文化論の展望

３．履修上の注意
　経営文化論は，学際的・総合的・横断的な学問領域であるので，社会学・
文化人類学・宗教学・心理学・歴史学ほか，複眼的視点をもって臨むこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ 予習する必要はないが授業の内容をしっかりと復習すること。随時，経

営文化に関する身近な事例のコメントや意見，建設的かつ双方向的な議
論を求めることもある（全くもって難解なものではない）。日頃からあ
らゆる社会事象，経営事象に対して自問自答し‘思考を連続’させること。

・ 配布したレジュメプリントをベースとして適宜，板書・パワーポイント
と視聴覚資料を図示，併用しながら授業を進めていく。

・ 自身の生活を設計していこうとする「生活経営」（life management）を
念頭に置いて思索する。世界史をさらっておくと理解が深まる。

・ 日頃から，新聞（一般紙）の経済面の記事を読み，社風・商慣習・ＣＩ
などの諸問題について考えを巡らせておくとよい。

５．教科書
　『文化と営利 ―比較経営文化論』安部 悦生（有斐閣），2019

６．参考書
　『経済史 ―いまを知り，未来を生きるために』小野塚 知二（有斐閣）
　『制度と文化 ―組織を動かす見えない力』佐藤郁哉・山田真茂留（日本
経済新聞出版社）2014
　『多文化世界』第3版，ホフステード（有斐閣）2013
　『Confianza ―Trust』（西語）フランシス・フクヤマ（Atlantida）1996
　『テキスト経営人類学』中牧 弘允・日置 弘一郎・竹内惠行（東方出版）
2019

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　定期試験60％，レポート20％，授業への意欲的参加・貢献度20％

９．その他
　キーワード：合理性／非合理性，制度，組織，慣習，価値



― 313 ―

科目ナンバー：（BA）MAN381J

国 際 経 営 史 Ａ 近 藤　 光

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，過去 2 世紀の間に，どのようにしてグローバル資本主義が進
展してきたのかを，多国籍企業活動に焦点をあてて検討する。資本主義は世
界経済を支える主柱としてグローバル化を果たした。その資本主義が各国で
確立する過程において，多国籍企業は重要な役割を担った。グローバリゼー
ションの本質を理解するためには，多国籍企業の歴史的進化過程への理解を
深めることが必要である。
　国際経営史Aでは，グローバル資本主義のなかで多国籍企業の果たす役割と
歴史的文脈を確認する。そして，主に天然資源産業と製造業において，各企
業がいかに国境を越えて投資を展開し，市場機会を見出し，価値創造を行っ
てきたのかを検討する。

〈到達目標〉
　多国籍企業の歴史的進化過程に対する理解を深めることを通じて，グロー
バリゼーションの本質と動態を見定める視点を養い，今後の世界経済の動向
を自ら考察できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：aのみ：イントロダクション

（講義の概要／グローバリゼーションに関する議論の整理）
　第 2 回：多国籍企業の概念と理論
　第 3 回： 多国籍企業とグローバリゼーション（1）グローバル経済の形成と

発展
　第 4 回： 多国籍企業とグローバリゼーション（2）第 1 次グローバル経済期

の多国籍企業
　第 5 回： 多国籍企業とグローバリゼーション（3）第 1 次グローバル経済の

終焉
　第 6 回：グローバル経済への復興過程と新グローバル経済
　第 7 回：天然資源と多国籍企業（1）起源と成長
　第 8 回：天然資源と多国籍企業（2）国際的共謀
　第 9 回：天然資源と多国籍企業（3）統合の成長と衰退
　第10回：製造業と多国籍企業（1）起源と成長
　第11回：製造業と多国籍企業（2）カルテルと成長要因
　第12回：製造業と多国籍企業（3）再生と成長
　第13回：製造業と多国籍企業（4）グローバルネットワーク
　第14回：多国籍企業活動の要点整理
　※講義の進行具合に応じて一部講義内容や順番を変更する場合がある。

３．履修上の注意
　初回の講義に出席し，授業内容や受講のルールについて確認すること。日
頃から，世界の経済や企業活動，社会情勢に関するニュースや新聞記事など
に目を通すことが重要である。
　本講義ではOh-o! Meijiシステムを頻繁に利用するので，Oh-o! Meijiのお知
らせ転送機能を設定しておくこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：毎回，次回の講義で扱う内容について説明しますので，各自関連す
る項目を調べるなど予習を行ってください。必要に応じて文献を紹介します。

（目安：60分以上）
　復習：知識定着のため，配布資料を見直すなど，復習を重視してください。
疑問点，分からなかった点はそのままにせず，積極的に質問してください。

（目安：60分以上）

５．教科書
　講義の教科書は特に指定しないが，参考図書にあるジェフリー・ジョーン
ズによる『国際経営講義』は本授業の理解を深める上で重要なので，可能な
限り目を通しておくこと。

６．参考書
　ジェフリー・ジョーンズ著，安室憲一・梅野巨利訳（2007）『国際経営講義』
有斐閣。
　ジェフリー・ジョーンズ著，坂本恒夫・鳥居陽介・正田繁監訳（2018）『多
国籍企業の歴史』中央経済社。
　ロバート・フィッツジェラルド著，川邊信雄・小林啓志・竹之内玲子・竹
内竜介訳（2020）『多国籍企業の世界史』早稲田大学出版部。
　奥村皓一・夏目啓二・上田慧（2006）『テキスト多国籍企業論』ミネルヴァ
書房。
　経営史学会編（2005）『外国経営史の基礎知識』有斐閣。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題については次回の授業で解説を行います。

８．成績評価の方法
　平常点および理解度確認テスト（25%），課題図書レポート（25％），定期試
験（50%）を合算し成績を評価する。

９．その他
　授業の進行程度にもよるが，時間に余裕がある場合には，内容に関連する
企業のケースを取り上げるほか，雑誌や新聞記事などから経営・経済関連の
トピックを紹介する予定である。

科目ナンバー：（BA）MAN381J

国 際 経 営 史 Ｂ 近 藤　 光

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義のねらいは，グローバリゼーションの核心をなす多国籍企業の歴史
的進化過程への理解を深めることにある。国際経営史Aでは，グローバル資
本主義のなかで多国籍企業の果たす役割と歴史的文脈を確認し，天然資源
産業と製造業において，多国籍企業がいかに国境を越えて投資を展開し，市
場機会を見出し，価値創造を行ってきたのか，そのやり方を検討した。
　国際経営史Bでは，国際経営史Aでは取り扱わなかった産業における取
り組みを詳細に検討する。さらに，多国籍企業の組織特性や政府との関わ
りについて学び，多国籍企業の経済的・社会的・政治的な影響力はどれほ
どのものであったのかといった点についても検討を行う。

〈到達目標〉
　長期的視点から多国籍企業の活動について学ぶことで，グローバリゼー
ションの歴史過程への理解を深め，激動の時代といえる今日を，自ら見定
める視座を得ることを目標とする。

２．授業内容
　第 1 回：aのみ：イントロダクション

（講義の概要／グローバリゼーションに関する議論の整理）
　第 2 回：多国籍企業とサービス産業：起源と成長
　第 3 回：政府介入のインパクト：規制環境下の所有・非所有戦略
　第 4 回：サービス産業と第 2 次グローバル経済
　第 5 回：新たなサービス産業：多国籍銀行業と多国籍小売業
　第 6 回：組織の構築（1）：市場参入と退出
　第 7 回：組織の構築（2）：提携と企業集団化
　第 8 回：多国籍企業の経営（1）：第1次グローバル経済における階層
　第 9 回：多国籍企業の経営（2）：第2次グローバル経済の進展と組織
　第10回：多国籍企業の経営（3）：知識の創造と活用
　第11回：政府との関わり（1）：受入れ国政府と本国政府
　第12回：政府との関わり（2）：多国間規制とロビー活動
　第13回：多国籍企業の影響力
　第14回：まとめ：多国籍企業は成長のエンジンか？
　※講義の進行具合に応じて一部講義内容や順番を変更する場合がある。

３．履修上の注意
　初回の講義に出席し，授業内容や受講のルールについて確認すること。
日頃から，世界の経済や企業活動，社会情勢に関するニュースや新聞記事
などに目を通すことが重要である。
　本講義ではOh-o! Meijiシステムを頻繁に利用するので，Oh-o! Meijiのお
知らせ転送機能を設定しておくこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：毎回，次回の講義で扱う内容について説明しますので，各自関連
する項目を調べるなど予習を行ってください。必要に応じて文献を紹介し
ます。（目安：60分以上）
　復習：知識定着のため，配布資料を見直すなど，復習を重視してくださ
い。疑問点，分からなかった点はそのままにせず，積極的に質問してくだ
さい。（目安：60分以上）

５．教科書
　講義の教科書は特に指定しないが，参考図書にあるジェフリー・ジョー
ンズによる『国際経営講義』は本授業の理解を深める上で重要なので，可
能な限り目を通しておくこと。

６．参考書
　ジェフリー・ジョーンズ著，安室憲一・梅野巨利訳（2007）『国際経営
講義』有斐閣。
　ジェフリー・ジョーンズ著，坂本恒夫・鳥居陽介・正田繁監訳（2018）『多
国籍企業の歴史』中央経済社。
　ロバート・フィッツジェラルド著，川邊信雄・小林啓志・竹之内玲子・
竹内竜介訳（2020）『多国籍企業の世界史』早稲田大学出版部。
　奥村皓一・夏目啓二・上田慧（2006）『テキスト多国籍企業論』ミネル
ヴァ書房。
　経営史学会編（2005）『外国経営史の基礎知識』有斐閣。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題については次回の授業で解説を行います。

８．成績評価の方法
　平常点および理解度確認テスト（25%），課題図書レポート（25％），定
期試験（50%）を合算し成績を評価する。

９．その他
　授業の進行程度にもよるが，時間に余裕がある場合には，内容に関連す
る企業のケースを取り上げるほか，雑誌や新聞記事などから経営・経済関
連のトピックを紹介する予定である。
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科目ナンバー：（BA）MAN326J

日本経営論Ａ〔Ｍ〕 東 條　由紀彦

2 単位 3 年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　日本企業における昇進や給料は「年功序列」に基づき，西欧諸外
国や米国では「能力主義」に基づく，と長らくいわれてきた。けれ
ども日本企業の実在のシステムをリアルに見ていくと，日本企業
が，「能力」や「地位」（差別や秩序）に対しての，驚くほどの緊張
関係＝攻撃性を内に「包み込んで」いることがわかる。日本の企業
社会の攻撃性と，それを包括的に代償する「柔らかさ」との関係，
といったことを，諸君とともに考えてみたい。

〈到達目標〉
　春学期は，「職場レベルの組織構造」と，そこで「陰に陽にうご
めいている力」に視点をすえて，これを試みる。

２．授業内容
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施する。
　第 1 講～第 5 講
　　Ⅰ．賃金
　　　a.　対人給と仕事給
　　　b.　新規学卒一括採用とキャリア形成
　　　c.　査定と競争
　第 6 講～第 7 講
　　Ⅱ．労使関係
　第 8 講
　　Ⅲ．取引
　第 9 講
　　Ⅳ．生産
　第10講～第11講
　　Ⅴ．コーポレートガバナンス
　第12講～第14講
　　Ⅵ．「日本的経営」を成立させているもの

３．履修上の注意
この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，講
義動画をOh-o! Meiji システムを通じて配信するオンデマンド型で
行う。
講義動画は原則毎週月曜日にOh-o! Meijiシステムを通じて配信し，
授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。
話は，基本的に「日米比較」「日欧比較」の形ですすめる。
授業内容は，場合により変更することもあるため，初回の授業に出
席すること。
質問については，公開する授業用メールアドレスで随時受け付ける。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　あらかじめ指定された文献は予読しておくこと。
　授業の内容は，各自きちんとノートにまとめておくこと。

５．教科書
　特に指定しない。必要があれば授業で指示する。

６．参考書
　特に指定しない。必要があれば授業中に示す。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中の課題，レポートはない。質疑応答のため，学期末にオ
ンラインミーティングをおこなう。

８．成績評価の方法
　学期末のレポート。対面試験は行わない。

９．その他
　特にない。授業では，世間の常識に反する内容にも言及されるの
で，話を聞きに来ることをおすすめする。

科目ナンバー：（BA）MAN326J

日本経営論Ｂ〔Ｍ〕 東 條　由紀彦

2 単位 3 年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　日本企業における昇進や給料は「年功序列」に基づき，西欧諸外
国や米国では「能力主義」に基づく，と長らくいわれてきた。けれ
ども日本企業の実在のシステムをリアルに見ていくと，日本企業
が，「能力」や「地位」（差別や秩序）に対しての，驚くほどの緊張
関係＝攻撃性を内に「包み込んで」いることがわかる。日本の企業
社会の攻撃性と，それを包括的に代償する「柔らかさ」との関係，
といったことを，諸君とともに考えてみたい。

〈到達目標〉
　秋学期は，こちらから諸君に語りかける「講義」の時間と，諸君
が自ら考え語る時間とを設けて，これを試みる。日本企業における
近日の具体的な動きを把握し，その意味を一歩踏み込んで読み解く。

２．授業内容
　全回メディア授業（オンデマンド型）で実施する。
　第 1 講～第 5 講
　　Ⅰ．「日本的経営」といわれるものの現在
　　　a.　勤勉さ
　　　b.　忠誠と恭順
　　　c.　共同性（共同体・共同態）
　第 6 講～第10講
　　Ⅱ．「日本的経営」を読み解く
　　　a.　支配
　　　b.　合理性
　　　c.　風土
　　　d.　贈与論（市場・再分配・互酬）
　第11講～第14講
　　Ⅲ．「日本的経営」の諸問題と可能性

３．履修上の注意
この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて，講
義動画をOh-o! Meiji システムを通じて配信するオンデマンド型で
行う。
講義動画は原則毎週月曜日にOh-o! Meijiシステムを通じて配信し，
授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。
日本経営論Aを履修していることが望ましい。
授業内容は，場合により変更することもあるため，初回の授業に出
席すること。
質問については，公開する授業用メールアドレスで随時受け付ける。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　グループ・ディスカッションも一部取り入れる予定のため，諸君
の積極的な「参加」を求める。
　あらかじめ指定された文献は予読しておくこと。
　授業の内容は，各自きちんとノートにまとめておくこと。

５．教科書
　特に指定しない。必要があれば授業で指示する。

６．参考書
　特に指定しない。必要があれば授業中に示す。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業期間中に行う課題，レポートはない。質疑応答のために，学期
末にオンラインミーティングを行う。

８．成績評価の方法
　学期末のレポート。対面試験は行わない。

９．その他
　特にない。授業では，世間の常識に反する内容にも言及されるの
で，話を聞きに来ることをおすすめする。
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科目ナンバー：（BA）MAN381J

日 本 経 営 史 佐々木　　　聡

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　江戸時代から現在にいたる日本の企業経営の展開を，企業間結合の変遷，経営
構想と戦略の策定，戦略と組織，財務・生産・販売・購買のシステム，人事・労務，
研究開発，政府と財界団体の機能などの諸側面に分けて，多面的に検討すること
にしたい。また国際比較史・国際関係史的な検証も進めたい。

〈到達目標〉
　日本の経営発展の諸側面を学ぶことによって，現代日本の企業システムの生成
過程についての理解を深めるとともに，その近未来のあり方を展望する洞察力を
培うことを目的とする。

２．授業内容
　Ⅰ　江戸期の商家経営（ 9 ～10月）
　　①a：行商から「定住商」へ，b：商家の所有と経営（三井の事例）
　　②a：呉服商にみる経営革新，b：両替商の業務と内国為替
　　③a：奉公人制度，b：江戸時代に創業した企業
　Ⅱ　会社制度の普及と近代企業の生成（10～11月）
　　④a：会社知識の導入と普及，b：会社制度の制定と企業の対応
　　⑤a：国立銀行の設立と普及，b：工業化のスタートと技術導入
　　⑥a：政府の役割と機能，b「近代産業の形成」（幕藩体制～1913）〔映像教材〕
　Ⅲ　大企業体制の生成と展開（11～12月）
　　⑦a：「財閥」の定義とその形成，b：コンツェルン体制への展開
　　⑧a：新興事業と新興コンツェルンの発展，b：財界団体の形成
　　⑨a： 金解禁と金輸出再禁止，b：大戦景気から統制経済へ（1914～1937）〔映

像教材〕
　Ⅳ　戦後の企業発展と今日的課題（12～1月）
　　⑩a：財閥の転向と改組，b：戦時中の財閥
　　⑪a：財閥解体，b：集中排除
　　⑫a：戦後復興と企業グループの再編，b：戦時経済から復興経済
　　　　（1937～1954）〔映像教材〕
　　⑬a：高度成長と「戦後型」企業，b：3大メガ・バンク体制
　　⑭a： 高度成長の時代（1955～1973）〔映像教材〕，b：試験の予定（定期試験

期間中の可能性もあり）

３．履修上の注意
　教室の事情によっては，履修者数制限を実施する。履修者選抜方法と成績評価
の方法については，第1回の授業時に説明するので，受講希望者は初回授業に必ず
出席すること。小テストや課題レポートなどの重要な通知は，授業中に行うので
注意すること。これを知らなかったというのは，理由として受け付けない。課題
レポートを所定の書式と内容で指示通りに提出しなかった場合は，理由のいかん
にかかわらず，単位取得は不可とする。必要と認めた場合，出欠状況を確認する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業予定の内容を事前の配布資料（クラスウェッブにアップの予定です）と『グ
ラフィック経営史』と『マテリアル日本経営史』で十分に予習しておくこと。

５．教科書
　佐々木聡編『グラフィック経営史』（新世社，2022年），宇田川勝・中村青志編『マ
テリアル日本経営史』（有斐閣，1999年）
　※授業時の説明で，毎回，使用するので，受講者は必ず購入してください。
　佐々木聡『産業経営史シリーズ10　石鹸・洗剤産業』（日本経営史研究所，2016
年）※課題レポート＋小テストで使用します。必ず授業に出席して，テキストと
課題レポート＋小テストの実施要領を確認すること。欠席していて知らなかった
ために受けられなかったといういいわけは受け付けない。

６．参考書
　佐々木聡編『日本の企業家群像』（丸善，2001年），佐々木聡編『日本の企業家
群像Ⅱ』（丸善，2003年），佐々木聡編『日本の戦後企業家史』（有斐閣，2001年），
宮本又郎他『日本経営史〔新版〕』（有斐閣，2007年），森川英正『トップマネジメ
ントの経営史』（有斐閣，1996年），佐々木聡・藤井信幸編『情報と経営革新』（同
文舘，1997年），宇田川勝・佐々木聡・四宮正親編『失敗と再生の経営史』（有斐閣，
2005年），佐々木聡『科学的管理法の日本的展開』（有斐閣，1998年），佐々木聡『日
本的流通の経営史』（有斐閣，2007年），佐々木聡『日本の企業家9　丸田芳郎』（PHP
研究所，2017年），橘川武郎『ゼロからわかる日本経営史』（日経文庫，2018年），
粕谷誠『コア・テキスト経営史』（新世社，2019年）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　小テスト＋課題レポート（50％：いずれか1つを実施の場合も双方実施の場合も
全体の50％，すなわち双方実施の場合はそれぞれで25％（計50％），期末試験（50
％）とする。なお，小テスト＋課題レポートは必要条件とするので，小テストを
受けなかった場合あるいは課題レポートを期限までに提出しない場合は，前記の
評価基準にかかわらず，自動的に単位取得は不可とする。

９．その他
　自習による補足が必要とされるので，意欲的かつ自主的な学習姿勢が求められ
よう。

科目ナンバー：（BA）MAN381J

日 本 企 業 者 史 佐々木　　　聡

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　日本企業者史では，日本の経営革新の担い手となった企業家に焦点をあてて，
企業家としての資質形成，人的ネットワークの形成，「革新」を生み出すにいたる
プロセスとその波及効果を検証する。その際，企業家の資質形成などの主体的側
面はもとより，経営環境（当時の教育制度，国内外の政治・経済の動きなど）す
なわち客体的条件も併せて考察することによって，評価の客観性・歴史性に配慮
することにしたい。また必要に応じて，海外の企業家の事例も比較史的に紹介す
ることにしたい。

〈到達目標〉
　日本の経営風土のなかで生まれた企業家の特徴を理解できる能力を身につける
ことを目標とする。

２．授業内容
　Ⅰ　企業者史学の方法と課題（ 4 月）
　　①a：経営史学の生成　b：企業者史学の生成
　　②a：企業者の客体的条件と主体的条件　b：企業家を観る見方
　Ⅱ　幕末・維新期の企業者機会（ 4 月）
　　③安田善次郎・浅野総一郎・大倉喜八郎
　　④渋沢栄一と岩崎弥太郎・弥之助（三菱）
　Ⅲ　明治～昭和戦前期の新規事業（ 5 ～ 6 月）
　　⑤初代長瀬富郎（花王）と 2 代鈴木三郎助（味の素）
　　⑥福原有信（資生堂）
　　⑦鮎川義介（日産）と豊田喜一郎（トヨタ）
　　⑧小林一三（阪急・東宝）と堤康次郎（西武）
　Ⅳ　戦後の企業家群像（ 6 ～ 7 月）
　　⑨本田宗一郎と藤沢武夫（ホンダ）
　　⑩盛田昭夫と井深大（ソニー）
　　⑪飯田亮（セコム）
　　⑫小林宏治（NEC）と丸田芳郎（花王）
　　⑬中内功（ダイエー）と鈴木敏文（セブン・イレブン）
　　⑭a：まとめ，b：試験の予定（定期試験期間中の可能性もあり）

３．履修上の注意
　教室の事情によっては，履修者数制限を実施する。履修者選抜方法と成績評価
の方法について，第 1 回の授業時に説明するので受講希望者は必ず初回の授業に
出席すること。秋学期の「日本経営史」とあわせて受講することが望ましい。重
要な通知は，授業中に行うので注意すること。これを知らなかったことは，理由
として受け付けない。

（各回の授業の基本構成）
　事例を検討する③～⑬回の各授業では，aモジュール（前半）が講義，ｂモジュ
ール（後半）が映像教材による学習と議論，という構成となる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業予定の内容を指定テキストで予習することが望ましい。

５．教科書
　佐々木聡編『日本の企業家群像』（丸善，2001年），佐々木聡編『日本の企業家
群像Ⅱ』（丸善，2003年），佐々木聡編『日本の戦後企業家史』（有斐閣，2001年），
佐々木聡『暮らしを変えた美容と衛生―福原有信（資生堂）・小林富次郎（ライオ
ン）・長瀬富郎（花王）』（芙蓉書房，2009年），佐々木聡編『日本の企業家群像Ⅲ』

（丸善，2011年），佐々木聡『日本の企業家9　丸田芳郎』（PHP研究所，2017年）

６．参考書
　宮本又郎他編『日本経営史〔新版〕』（有斐閣，2007年），森川英正『トップマネ
ジメントの経営史』（有斐閣，1996年），佐々木聡・藤井信幸編『情報と経営革新』

（同文舘，1997年），宇田川勝・中村青志編『マテリアル日本経営史』（有斐閣，
1999年），佐々木聡『科学的管理法の日本的展開』（有斐閣，1998年），月刊「ABC」
編集部編『彼の人に学ぶ』（冨山房インターナショナル，2005年），佐々木聡『日
本的流通の経営史』（有斐閣，2007年），佐々木聡『地域卸売企業ダイカの展開』（ミ
ネルヴァ書房，2015年），佐々木聡『産業経営史シリーズ10　石鹸・洗剤産業』（日
本経営史研究所，2016年），橘川武郎『イノベーションの歴史』（有斐閣，2019年），
佐々木聡監修『すごい実業家のアカン話』（ナツメ社，2022年）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　小テスト＋課題レポート（50％），期末試験（50％）とする。なお，小テストの
受験と課題レポートの提出は必要条件とするので，小テストを受けなかった場合
や課題レポートを期限までに提出しなかった場合は，前記の評価基準や理由のい
かんにかかわらず，自動的に不可とする。

９．その他
　自習による補足が必要とされるので，意欲的かつ自主的な学習姿勢が求められ
よう。
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科目ナンバー：（BA）MAN321E

Comparative Business Management A KIM SOYEON

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　As the world economy is globalized and integrated, working in the 
globalized context is becoming common. Working in a globalized 
environment means not only opportunities but also challenges due to the 
differences in cultures and cultural values that people pertain to. The 
course is designed to learn management issues from a cross-cultural 
perspective with a particular focus on international human resource 
management. Students will learn various topical management issues 
related to managing the global workforce, leadership, diversity from both 
theoretical and practical perspectives.
　The learning objectives of the course are as follows:
　1） To understand the influence of culture on cross-cultural management
　2） To be aware of multi-cultural issues and embrace diversity
　3）  To explore various issues related to the topics covered in the course 

and understand them comprehensively by incorporating the 
knowledge learned in classes

　4） To develop skills to work in teams effectively
　5） To improve capabilities and skills required to be a global leader

2. Course Content
　Class 1. Course Introduction
　Class 2.  Management and Culture1: The Challenging Role of the Global 

Manager
　Class 3.  Management and Culture2: Comparing Cultures: Systematically 

Describing Cultural Differences
　Class 4.  Management and Culture3: How Culture Works: Fundamentals 

of Cross-Cultural Interaction
　Class 5. Global Manager1: Cross-Cultural Dimensions of Decision-Making
　Class 6. Global Manager2: Communicating Across Cultures
　Class 7. Global Manager3: Negotiating Across Cultures
　Class 8. Global Manager4: Motivation and Leadership theory
　Class 9. Global Manager5: Motivation and Leadership across Cultures
　Class 10. Global Manager6: The Development of Global Manager
　Class 11.  Cross-Cultural Management Challenges1: The Challenge of 

Multicultural Work Groups and Teams
　Class 12.  Cross-Cultural Management Challenges2: The Challenge of 

International Organizations: Structure and Culture
　Class 13.  Cross-Cultural Management Challenges3: The Challenge of 

International Assignments
　Class 14. Final Presentation/Course Wrap-up
　The specified course schedule may be modified due to the 
circumstances of class conditions including size and the progress in 
COVID19. If some modifications in the schedule are necessary, students 
are notified of them in advance.

3. Registration Requirements
　A certain level of English capability is required to enhance the learning 
of this course and meet the course objectives.
　English proficiency: over 600 on TOEIC score or equivalent to it

4. Course Preparations
　Students are recommended to read the chapter and reading materials 
assigned before class and also summarize what they learned after class.

5. Textbook (s)
　Thomas, D.C., and Peterson, M. F. （2017） Cross-Cultural Management: 
Essential Concepts （4th ed）, Sage. ISBN:1506387527

6. Reference Book (s)
　Erin Meyer （2016） The Culture Map: Decoding How People Think, Lead, 
and Get Things Done Across Cultures, Public Affairs.
　ISBN: 9781610392761

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback will be provided in class for all the assignments and in-class 
activities. 

8. Assessment
　Attendance, participation, and in-class activities: 40 %
　Report: 20 %
　Final presentation: 40%

9. Others
　The instructor reserves the right to make changes to the syllabus 
during the course. If any changes are made, they will be announced in 
advance.

科目ナンバー：（BA）MAN321E

Comparative Business Management B KIM SOYEON

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
　This course is designed to gain deeper and practical knowledge 
on comparative management with a particular focus on the topics, 
global leadership and diversity management. The real business 
cases regarding the successful and challenging stories of various 
global companies over the topics will be discussed in class.
　The specific learning objectives of the course are as follows:
　1）  To be aware of and understand current global management 

issues
　2） To obtain, connect, and integrate knowledge
　3） To express and share ideas and thoughts
　4） To develop communication skills and teamwork
　5） To be ready for working in a global world

2. Course Content
　Class 1. Course Introduction/Overview
　Class 2. Leadership in a global context: theory and practice
　Class 3. Leadership in Japan: Japan Airline case
　Class 4. Leadership in South Korea: Samsung Electronics case
　Class 5. Leadership in China: Huawei case
　Class 6. Leadership in India Tata Group case
　Class 7. Group presentation regarding study topic and plan
　Class 8.  Diversity and Inclusion （D&I） Management: theory and 

practice
　Class 9. D&I Management: Google case
　Class 10. D&I Management: Gap case
　Class 11. D&I Management: Amazon case
　Class 12. D&I Management: L'Oreal case
　Class 13. Final presentation Ⅰ
　Class 14. Final presentation Ⅱ

3. Registration Requirements
　A certain level of English capability is required to enhance the 
learning of this course and meet the course objectives.
　English proficiency: over 600 on TOEIC score or equivalent to it
　Because Comparative Business Management A & B are one 
module ,  s tudents  who consider taking this  course are 
recommended to take Comparative Business Management A.

4. Course Preparations
　Students are recommended to read the reading materials 
assigned before class and should be ready to join the class 
discussion.

5. Textbook (s)
　Reading materials will be distributed in class. 

6. Reference Book (s)
　Thomas, D.C., and Peterson, M. F. （2017） Cross-Cultural 
Management: Essential Concepts （4th ed）, Sage. ISBN:1506387527

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback will be provided in class for all the assignments and in-
class activities. 

8. Assessment
　Attendance and participation: 50 %
　Final-term project: 50%

9. Others
　The instructor reserves the right to make changes to the syllabus 
during the course. If any changes are made, they will be announced 
in advance.
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（アメリカ）Ａ
【経営学科・会計学科共同設置】

宮 田 憲 一

2 単位 3 年次 春前期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　アメリカ企業は，日本企業とともに，様々なマネジメント手法を生み出しながら，全体として成
長を続け，経営学領域に対しても様々な知見をもたらしている。特に1990年代以降，日本企業がバ
ブル崩壊後に停滞を続けている一方で，アメリカ企業は，ITバブル崩壊や世界金融危機を引き起こ
しながらも，プラットフォーム企業に代表されるような新たな高成長企業を生み出している。こう
した日米企業の違いの要因は何なのであろうか。アメリカ企業の優位性の源泉はどこからくるのだ
ろうか。そして，アメリカ企業の経営から何を学ぶことができるのだろうか。
　本講義では，アメリカ企業を，経営管理と企業制度の両面から理解しつつ，日本企業との類似点
や相違点の検討を通じて，企業経営の今日的課題を考察していく。比較経営論（アメリカ）Aでは，
アメリカ企業の経営管理にみられる特徴や行動様式を対象として，成長を続けるアメリカ企業を支
える経営資源やマネジメントの在り方を中心に検討する。

〈到達目標〉
・ 現代ビジネスの中心的存在であるアメリカ企業の経営活動について，その特徴や行動様式を理解

した上で，日本企業との類似点や相違点について自ら考察できるようになることを目標とする。
・ 1-2年生で学習した知識を踏まえて，アメリカ企業という特定の企業組織の中でどのようにそう

した知識が確認されるのかを考察できる力を身につける。
・アメリカ企業との比較から，これからの日本の企業経営を展望する洞察力を養う。

２．授業内容
【イントロダクション：日米企業の経営パフォーマンス】
〈Week 1〉　動画50分，対面100分
　第 1 回：イントロダクション
　メディア授業①　経営管理の基礎知識レビュー（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 1 　企業業績の日米比較
【経営資源のマネジメント】
〈Week 2〉　動画100分，対面100分
　第 2 － 3 回：アメリカ企業の「モノ」のマネジメント
　メディア授業②　生産管理（フルオンデマンド型）
　メディア授業③　マーケティング（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 2 　モノのマネジメントの日米比較

〈Week 3〉　動画100分，対面100分
　第 4 － 5 回：アメリカ企業の「ヒト」のマネジメント
　メディア授業④　人事管理（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑤　経営教育（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 3 　ヒトのマネジメントの日米比較

〈Week 4〉　動画150分，対面100分
　第 6 － 7 回：アメリカ企業の「カネ」のマネジメント
　メディア授業⑥　資金調達（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑦　企業統治（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 4 　カネのマネジメントの日米比較
　第 8 回：アメリカ企業の「経営資源」のマネジメント
　メディア授業⑧　ヒト・モノ・カネの変化（フルオンデマンド型）
【戦略と組織のマネジメント】
〈Week 5〉　動画100分，対面100分
　第 9 －10回：アメリカ企業の「戦略」のマネジメント
　メディア授業⑨　企業戦略（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑩　技術戦略（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 5 　戦略のマネジメントの日米比較

〈Week 6〉　動画150分，対面100分
　第11－12回：アメリカ企業の「組織」のマネジメント
　メディア授業⑪　組織構造（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑫　経営文化（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 6 　組織のマネジメントの日米比較
　第13回：アメリカ企業の「戦略と組織」のマネジメント
　メディア授業⑬　戦略と組織の変化（フルオンデマンド型）
【アメリカの経営，日本の経営】
〈Week 7〉　メディア授業なし，対面100分
　第14回：総括と期末試験
　　　対面授業 7 a: 授業内試験
　　　　　　　　b: 比較経営論（アメリカ）Aの総括
※講義の進行具合に応じて一部講義内容や順番の変更があります。

３．履修上の注意
・ 本講義は，メディア授業と対面授業を組み合わせたクオーター科目（S1）として実施される。通

常のセメスター科目よりも，毎週の学習時間が多く求められる点に注意すること。
・ メディア授業の講義動画は，原則毎週金曜日に Oh-o Meijiシステム通じて配信し，授業動画は当

該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回の講義動画に対して，課題の提出を求め，出席確認お
よび理解度確認を行なう。

・初回の講義に出席し，授業内容や受講ルールについて必ず確認すること。
・本講義ではOh-o! Meijiシステムを頻繁に利用するので，都度クラスウェブを確認すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
□予習（ 7 時間）
・授業動画を視聴し，課題を提出したうえで，毎回の対面授業に参加すること。
・授業前に講義資料や補足資料が配信される場合は，必ず資料を読んで授業に臨むこと。
□復習（ 3 時間）
・対面授業の議論を踏まえて，理解が不十分だった点を授業動画で復習すること。
・授業で示された参考文献を読み，各トピックの理解を深めること。

５．教科書
　教科書は特に指定せず，適宜資料を配布する。

６．参考書
　『日米企業の利益率格差』伊丹敬之著（有斐）2006年。
　『アメリカの経営・日本の経営』伊藤健市ほか編（ミネルヴァ書房）2010年。
　『ジェネラル・パーパス・テクノロジーのイノベーション』清水洋著（有斐閣）2016年。
　『よくわかるアメリカ文化史』巽孝之ほか編（ミネルヴァ書房）2020年。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の対面授業で各課題に対するフィードバックをおこなう。

８．成績評価の方法
　毎回の課題と発言などの平常点（40%），期末試験（60%）により評価する。

９．その他
・ 質問等の面談希望者は，講義の終了後に直接相談するか，もしくは教員の個人HPトップページ

にある「Office hour reservation」からアポイントメントを取ることもできる。
・ 社会的状況により対面授業の実施が困難になった場合は，対面授業をリアルタイム配信に変更し

ての実施を予定している。その際は，Oh-o! Meijiのお知らせ機能から連絡するため，確認を忘れ
ない（転送設定しておく）ように注意すること。

・比較経営論（アメリカ）Bを合わせて履修することを勧める。
・また，アメリカ文化論/American cultureを並行して履修することで，背景知識を得ることができる。

科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（アメリカ）Ｂ
【経営学科・会計学科共同設置】

宮 田 憲 一

2 単位 3 年次 春後期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　アメリカ企業は，日本企業とともに，様々なマネジメント手法を生み出しながら，全体として成
長を続け，経営学領域に対しても様々な知見をもたらしている。特に1990年代以降，日本企業がバ
ブル崩壊後に停滞を続けている一方で，アメリカ企業は，ITバブル崩壊や世界金融危機を引き起こ
しながらも，プラットフォーム企業に代表されるような新たな高成長企業を生み出している。こう
した日米企業の違いの要因は何なのであろうか。アメリカ企業の優位性の源泉はどこからくるのだ
ろうか。そして，アメリカ企業の経営から何を学ぶことができるのだろうか。
　本講義では，アメリカ企業を，経営管理と企業制度の両面から理解しつつ，日本企業との類似点
や相違点の検討を通じて，企業経営の今日的課題を考察していく。比較経営論（アメリカ）Bでは，
アメリカの企業制度にみられる独自の優位性や限界，特殊性を対象として，新たな高成長企業を生
み出すアメリカの仕組みや考え方を中心に検討する。

〈到達目標〉
・ 現代ビジネスの中心的存在であるアメリカの企業について，その優位性や限界，また特殊性を理

解した上で，日本企業との類似点や相違点について自ら考察できるようになることを目標とする。
・ 1-2年生で学習した知識を踏まえて，アメリカ企業という特定の企業組織の中でどのようにそう

した知識が確認されるのかを考察できる力を身につける。
・アメリカ企業との比較から，これからの日本の企業経営を展望する洞察力を養う。

２．授業内容
【イントロダクション：日米企業の強い産業】
〈Week 1〉　動画50分，対面100分
　第 1 回：イントロダクション
　メディア授業①　企業論の基礎知識レビュー（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 1 　産業構造の日米比較
【アメリカの企業家と中小企業】
〈Week 2〉　動画100分，対面100分
　第 2 － 3 回：アメリカの企業家とスタートアップ企業
　メディア授業②　企業家と産業集積（フルオンデマンド型）
　メディア授業③　ベンチャー・キャピタル（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 2 　スタートアップ企業の日米比較

〈Week 3〉　動画150分，対面100分
　第 4 － 5 回：アメリカの中小企業
　メディア授業④　三重構造（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑤　中小企業政策（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 3 　中小企業の日米比較
　第 6 回：アメリカの企業家と中小企業
　メディア授業⑥　企業家と中小企業の進化（フルオンデマンド型）
【アメリカの大企業と多国籍企業】
〈Week 4〉　動画100分，対面100分
　第 7 － 8 回：アメリカの大企業
　メディア授業⑦　成長企業の変化（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑧　大企業システムの変容（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 4 　大企業の日米比較

〈Week 5〉　動画150分，対面100分
　第 9 －10回：アメリカの多国籍企業
　メディア授業⑨　国際戦略と組織（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑩　アメリカ企業の制約（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 5 　多国籍企業の日米比較
　第11回：アメリカの大企業と多国籍企業
　メディア授業⑪　大企業と多国籍企業の進化（フルオンデマンド型）
【アメリカの企業倫理，経営倫理】
〈Week 6〉　動画100分，対面100分
　第12－13回：アメリカの企業倫理
　メディア授業⑫　企業倫理（フルオンデマンド型）
　メディア授業⑬　CSR活動（フルオンデマンド型）
　　　対面授業 6 　企業倫理の日米比較
【アメリカの企業，日本の企業】
〈Week 7〉　メディア授業なし，対面100分
　第14回：総括と期末試験
　　　対面授業 7 a: 授業内試験
　　　　　　　　b: 比較経営論（アメリカ）Bの総括
※講義の進行具合に応じて一部講義内容や順番の変更があります。

３．履修上の注意
・ 本講義は，メディア授業と対面授業を組み合わせたクオーター科目（S2）として実施される。通

常のセメスター科目よりも，毎週の学習時間が多く求められる点に注意すること。
・ メディア授業の講義動画は，原則毎週金曜日に Oh-o Meijiシステム通じて配信し，授業動画は当

該学期中の視聴を可能とする。なお，毎回の講義動画に対して，課題の提出を求め，出席確認お
よび理解度確認を行なう。

・初回の講義に出席し，授業内容や受講ルールについて必ず確認すること。
・本講義ではOh-o! Meijiシステムを頻繁に利用するので，都度クラスウェブを確認すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
□予習（ 7 時間）
・授業動画を視聴し，課題を提出したうえで，毎回の対面授業に参加すること。
・授業前に講義資料や補足資料が配信される場合は，必ず資料を読んで授業に臨むこと。
□復習（ 3 時間）
・対面授業の議論を踏まえて，理解が不十分だった点を授業動画で復習すること。
・授業で示された参考文献を読み，各トピックの理解を深めること。

５．教科書
　教科書は特に指定せず，適宜資料を配布する。

６．参考書
　『日米企業の利益率格差』伊丹敬之著（有斐閣）2006年。
　『日米企業のグローバル競争戦略』塩見治人ほか編（名古屋大学出版会）2008年。
　『現代アメリカ経済史』谷口明丈ほか編（有斐閣）2017年。
　『よくわかるアメリカ文化史』巽孝之ほか編（ミネルヴァ書房）2020年。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の対面授業で各課題に対するフィードバックをおこなう。

８．成績評価の方法
　毎回の課題と発言などの平常点（40%），期末試験（60%）により評価する。

９．その他
・ 可能であれば，外部講師をお招きした特別講義の実施を検討している。実施する場合は，授業内

でアナウンスする。
・ 質問等の面談希望者は，講義の終了後に直接相談するか，もしくは教員の個人HPトップページ

にある「Office hour reservation」からアポイントメントを取ることもできる。
・ 社会的状況により対面授業の実施が困難になった場合は，対面授業をリアルタイム配信に変更し

ての実施を予定している。その際は，Oh-o! Meijiのお知らせ機能から連絡するため，確認を忘れ
ない（転送設定しておく）ように注意すること。

・比較経営論（アメリカ）Aを合わせて履修することを勧める。
・また，アメリカ文化論/American cultureを並行して履修することで，背景知識を得ることができる。
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（西欧）Ａ 清 水 一 之

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　●講義のテーマ；「日本とEU企業のコーポレート・ガバナンス比較―持続的CSRの探求―」
　●講義概要；新興国経済が勃興する中で，先進国は次なる革新を求め産業構造，またその
国の形を変化させてきています。その際，ICTのめまぐるしい展開は，各国の経済に情報通
信革命として多大な影響を与えています。このように世界経済の環境がICTを通じて一瞬で
変化する中，日本経済が進むべき道は何なのかが問われ，特に経営に関しては，日本の国家
戦略と関わって日本企業の「コーポレート・ガバナンス（Corporate Governance―企業統治
―）」，つまりコントロールの議論が注目されています。
　コーポレート・ガバナンスの目的は，「競争力強化（アクセル）」と「不祥事防止（ブレー
キ）」というコントロールの議論に集約されます。「企業と社会」の問題を考える場合，持続
的な企業経営のためにコーポレート・ガバナンスをコア概念としながら社会政策に援用する
には，「企業の社会的責任（CSR）」の理解が必要となります。CSRは「ステイクホルダー（利
害関係者）」の考え方から成り立っており，このようにコア概念から外縁への影響をどのよ
うにコントロールするのかが問われています。経済がグローバル化し，地球環境問題が深刻
化する中で「持続可能性（Sustainable）」を第一義とすることが求められれば，CSRの経営
学への援用がますます重要になります。この点で，EU（European Union―欧州連合―）は，
各構成国と構成国全体としての利害の多様性と統一性を求める模索の中にいます。このよう
なCSRヨーロッパを基本的な概念として発展するEUは，我々の行く末に多くの示唆を与えて
くれます。

〈到達目標〉
　本講義は，日本企業と欧州企業の経営を比較研究し，それをグローバルな視点から理解す
ることを目標とする。その為，講義は14回の内，半分は講義内で終わる英語のShort Paper・
プレゼン資料を参考に進められる。

２．授業内容
　本講義は，日本企業と欧州企業の経営を比較研究し，それをグローバルな視点から理解す
ることを目標とする。その為，講義は14回の内，半分は講義内で終わる英語のShort Paper・
プレゼン資料を参考に進められる。（授業内容は進捗状況により若干の変更もあります）。

〈授業内容〉
　1. オリエンテーション
　2.  Technological Development in Automotive Industry and Transformation in Corporate 

Governance System
　3. ヨーロッパ経営学の発展
　4. EUの歴史・経済
　5. Smart Factory or Smart Car?; The concept of IoT usability
　6. EUの経済・通貨統合
　7. A Cybernetic Approach to Corporate and Stakeholder Governance
　8. EUの経済モデルとEU企業ヨーロッパ企業論
　9. EU企業と同族企業
　10.  Governing "invisible hand" by cybernetics approach: Understanding Adam Smith's 

legacy; How "Google" Create a New Way of Thinking by The Influence of Privacy.
　11. Social Responsibility of Online Charge-Free Services Providers
　12.  “Strategic Governance in the United States of Europe （USE）: A Case Study of 

Volkswagen”
　13.  The socio-cybernetic approach into the triumvirate: stakeholder governance between 

management, shareholders and employees
　14. まとめ
　（講義では，ビデオ等の視覚教材も使用します。）
Covid19によって影響を受けます。https://www.meiji.ac.jp/koho/natural-disaster/gaiyo.html

３．履修上の注意
　履修学生は，時間厳守の出席，並びに，西欧企業について特別な好奇心を持って，受講し
てもらいたい。このことから新しい発想を得ようという創造的な態度が生まれ，西欧におけ
る企業経営のエッセンスを日本の経営に適応し，皆さんが社会人となったときに一助になる
ことを願いたい。加えて，適宜出席確認ならびに講義感想レポートを取るので，出席をする
ことが履修の前提となる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　EUに関する新聞記事やニュース等には各自目を通すようにして下さい。

５．教科書

６．参考書
　1.  ホースト・シュタインマン，ゲオルク・シュライエク，ヨッヘン・コッホ著，清水一之

訳　『ドイツのマネジメント学　概念－機能－事例研究』，SBIアクセス，2019年
　2. 風間 信隆，松田 健著『実践に学ぶ経営学』，文眞堂，2018年
　3. 風間信隆編著『よくわかるコーポレート・ガバナンス』，ミネルヴァ書房，2019年
　4.  久保広正，海道ノブチカ著『EU 経済の進展と企業・経営』（シリーズ激動期の EU 第 2

巻），勁草書房，2013年。
　5. 高橋俊夫監修『EU 企業論―体制・戦略・社会性―』中央経済社，2008年

７．課題に対するフィードバックの方法
各講義内で議論する課題が提示される。この課題を講義内で編成するグループで議論（30分
程度）して，議論後に発表者（グループリーダー，議論点報告資料用のＷｏｒｄファイル作
成者等の担当割）が全員に報告・共有する。この内容は，Ｗｏｒｄ資料でＬｉｎｅの比較経
営論グループで共有・報告され，議論点の資料となる。

８．成績評価の方法
講義への出席 3 点，講義でのディスカッション 4 点，14回× 7 点＝98点，講義内のディスカ
ッションで採点，期末テストなし。

９．その他
　講義は，特定のテキストに沿う形で行われるわけではないので，講義に出席することなし
には単位の修得は期待できません。講義をきちんと聴き，そこで得られた問題関心を学習し，
講義内での発言等で考えを深めるなかで，はじめて正確な知識と論理的思考能力を身に付け
ることができると考える。

科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（西欧）Ｂ 清 水 一 之

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　●講義のテーマ：『EU 経済の進展と企業経営』
　●講義概要；本講義は，春学期「比較経営論（西欧）」の応用版としての位置付
けでご理解ください。春学期は基礎編，秋学期は応用，とはいっても欧州から発
信される最新の企業ニュースを織り交ぜながらわかり易く EU 事情を説明します。

〈到達目標〉
　本講義は，日本企業と欧州企業の経営を比較研究し，それをグローバルな視点
から理解することを目標とする。その為，講義は14回の内，半分は講義内で終わ
る英語のShort Paper・プレゼン資料を参考に進められる。

２．授業内容
　本講義は，日本企業と欧州企業の経営を比較研究し，それをグローバルな視点
から理解することを目標とする。その為，講義は14回の内，半分以上は講義内で
終わる英語のShort Paper・プレゼン資料を参考に英語で進められる。

〈秋学期〉
　1．オリエンテーション：本講義の概要
　2．Value and Blockchain
　3．EUと企業の社会性-化学産業を中心に-
　4．BULLSHIT BLOCKCHAIN MINING?
　5． Heterogeneity of Institutional Investors, Longevity and Corporate 

Governance: The Case of Merck KGaA and Merck & Co.
　6．ドイツのコーポレート・ガバナンスと共同決定
　7． Technological Development in Automotive Industry and Transformation in 

Corporate Governance System
　8．Industrie4.0 
　9． Digital transformation of work and ESG: Perspectives on monopoly and fair 

trade,
　10．DAO by AI
　11．Pricing Game（12/16→cancellation）
　12． Blockchain and Biometrics authorization; what we actually count truly 

counts? 
　13． Blockchain technology for sustainable corporate governance（1/13; next 

semester）
　14．まとめ
　（講義では，ビデオ等の視覚教材も使用します。）
Covid19の影響で講義内容変更の可能性があります。https://www.meiji.ac.jp/koho/
natural-disaster/gaiyo.html

３．履修上の注意
　履修学生は，時間厳守の出席，並びに，西欧企業について特別な好奇心を持っ
て，受講してもらいたい。このことから新しい発想を得ようという創造的な態度
が生まれ，西欧における企業経営のエッセンスを日本の経営に適応し，皆さんが
社会人となったときに一助になることを願いたい。加えて，適時出席カードなら
びに講義感想レポートを取るので，出席をすることが履修の前提となる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　期末試験範囲は全14回の講義が対象になるので講義前後の予習・復習は60％を
占める筆記試験評価を左右する。

〈準備学習〉
　EU に関する新聞記事を毎講義前に読んでもらいたい。

５．教科書

６．参考書
　1.  ホースト・シュタインマン，ゲオルク・シュライエク，ヨッヘン・コッホ著，

清水一之訳　『ドイツのマネジメント学　概念－機能－事例研究』，SBIアクセ
ス，2019年

　2. 風間 信隆，松田 健著『実践に学ぶ経営学』，文眞堂，2018年
　3.  風間信隆編著『よくわかるコーポレート・ガバナンス』，ミネルヴァ書房，

2019年
　4.  久保広正，海道ノブチカ著『EU 経済の進展と企業・経営』（シリーズ激動期

の EU 第 2 巻），勁草書房，2013年。
　5. 高橋俊夫監修『EU 企業論―体制・戦略・社会性―』中央経済社，2008年

７．課題に対するフィードバックの方法
まず，各講義で扱うテーマを提示します。 このテーマについて講義内に編成され
たグループで討論（約30分）し，討論後，発表者（グループリーダー，論点報告
資料のWordファイル作成者等）が講義出席者全員に論点を共有します。 この内
容は，LINE「比較経営管理班」でWord文書として共有・報告され，討議評価の資
料となります。

８．成績評価の方法
講義への出席 3 点，講義でのディスカッション 4 点，14回× 7 点＝98点，講義内
のディスカッションで採点，期末テストなし。

９．その他
　講義は，特定のテキストに沿う形で行われるわけではないので，講義に出席す
ることなしには単位の修得は期待できません。講義をきちんと聴き，そこで得ら
れた問題関心を自ら学習し深めるなかで，はじめて正確な知識と論理的思考能力
を身に付けることができると考えられます。
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（ロシア・東欧）Ａ 加 藤　志津子

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　ロシア・東欧の企業経営について比較経営論の観点から考える。
とくにロシアを中心として考察する。

〈到達目標〉
　①比較経営の方法について理解する。
　②ロシアの企業経営の特徴を理解する。
　③ ロシアの企業経営の特徴を環境・文化・制度・歴史から理解す

る。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　比較経営の方法
　第 3 回　世界の中でのロシア
　第 4 回　ロシア企業概観
　第 5 回　ロシアの歴史
　第 6 回　ソ連社会主義企業システム
　第 7 回　ソ連企業システムのパフォーマンス
　第 8 回　ゴルバチョフ時代のソ連企業
　第 9 回　エリツィン時代のソ連企業
　第10回　第1次プーチン時代のロシア企業
　第11回　メドヴェージェフ時代のロシア企業
　第12回　第 2 次プーチン時代のロシア企業
　第13回　ロシア企業のいま
　第14回　ロシアの企業経営から学ぶもの

３．履修上の注意
　ロシアは日本人にとってやや縁遠い感じのする国なので，異質な
ものから学ぼうとする姿勢を持つことが重要。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　新聞，テレビ等でロシア関係の報道に注目しておくこと。

５．教科書
　なし。

６．参考書
　加藤志津子『市場経済移行期のロシア企業』文眞堂，2006年。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題は主として授業内アンケ―ト等になる予定であり，フィードバ
ックは授業内で行われる。

８．成績評価の方法
　平常点：授業内でのアンケート等（50点）。1回のみ自由レポート
を提出できる（10点）。
　定期試験：持ち込みすべて可（50点）。

９．その他
　授業に関する質問は講義中に受け付ける。個人的に質問したい場
合は，講義後の時間か，あるいは研究室（TEL/FAX 03-3296-2048）
宛てに連絡すること。

科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（ロシア・東欧）Ｂ 加 藤　志津子

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　ロシア・東欧の企業経営について比較経営論の観点から考える。
とくにロシア，カザフスタン，リトアニア，ポーランドを中心とし
て考察する。

〈到達目標〉
　①比較経営の方法について理解する。
　②ロシア等 4 か国の企業経営の特徴を理解する。
　③ ロシア等 4 か国の企業経営の特徴を環境・文化・制度・歴史か

ら理解する。
　④ 4 か国の企業経営の異同，その背景にある諸要因について理解

する。

２．授業内容
　第 1 回　イントロダクション
　第 2 回　比較経営論とロシア・東欧諸国の企業
　第 3 回　ロシア・東欧諸国の企業概観
　第 4 回　ロシアの企業（1）
　第 5 回　ロシアの企業（2）
　第 6 回　ポーランドの企業（1）
　第 7 回　ポーランドの企業（2）
　第 8 回　リトアニアの企業（1）
　第 9 回　リトアニアの企業（2）
　第10回　カザフスタンの企業（1）
　第11回　カザフスタンの企業（2）
　第12回　ロシア・東欧諸国の労働・組織の文化
　第13回　ロシア・東欧諸国の企業に，いま注目する
　第14回　ロシア・東欧諸国の企業経営から学ぶもの

３．履修上の注意
　ロシア・東欧諸国は日本人にとってやや縁遠い感じのする国なの
で，異質なものから学ぼうとする姿勢を持つことが重要。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　新聞，テレビ等でロシア・東欧関係の報道に注目しておくこと。

５．教科書
　なし

６．参考書
　加藤志津子『市場経済移行期のロシア企業』文眞堂，2006年。
　その他，講義中に紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題は主として授業内アンケ―ト等になる予定であり，フィードバ
ックは授業内で行われる。

８．成績評価の方法
　平常点：授業内でのアンケート等（50点）。1回のみ自由レポート
を提出できる（10点）。
　定期試験：持ち込みすべて可（50点）。

９．その他
　授業に関する質問は講義中に受け付ける。個人的に質問したい場
合は，講義後の時間か，あるいは研究室（TEL/FAX 03-3296-2048）
宛てに連絡すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（中国）Ａ カ ク 燕 書

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　中国経済と企業は，多くの懸念材料を抱えながらも近年成長している。中国は
かつて社会主義計画経済体制をとっており徐々に市場経済に移行しつつある。こ
の点は典型的な資本主義や市場経済とは異なる。本講義は，中国の独自の歴史や
特徴を踏まえて，成長する中国を対象に，様々な経済と経営活動を歴史的に考察
すると同時に，現在と今後の中国経済と企業に投げかける諸問題を検討し，中国
経済と企業の諸特質を理解することを目的としている。

〈到達目標〉
　中国経済と企業は急ピッチで成長し，かつ絶えざる構造変化をつづけている。
中国の経済は今後も持続するのか。超大国に向かって歩む中で，中国の経済は国
内にどのような軋みを抱え，国内外にいかなるインパクトを及ぼしているか。中
国経済と企業の構造的諸特質に関する様々な見方を検討し，事例研究を通して中
国経済に特有の不確実性とダイナムズムに注目し分析する。それによって，諸君
の歴史の視野と国際感覚を培うことを目標とする。

２．授業内容
　（1）　講義概要の説明　中国経済・企業・経営に関する諸視点
　（2）　 中国の政治と経済　中国の政治システムは経済にどう影響するのか，他の

共産主義国の失敗から何を学んだか。
　（3）　 農業と土地と地方経済　人民公社の解体が1980年代の中国の成長につなが

ったのはなぜか。1980年代と1990年代前半に，郷鎮企業は中国の経済発展
でどんな役割を果したか。

　（4）　 工業と輸出経済の興隆　なぜ中国が巨大な工業国・輸出国になったのか。
中国の産業開発戦略はどのようなものか。鄧小平の産業政策はどのような
ものだったか。

　（5）　 都市化とインフラ　どのくらいの速度で中国は都市化してきたか。都市化
は経済成長とどう関係しているか。なぜ中国人は都市化が「部分的だ」と
言うのか。

　（6）　 企業制度　国有企業と民間企業ではどちらがより重要か。国有企業改革で
は何を目指し，はどのような形で運営されているか。国有企業集団はどの
ような構造になっているか。

　（7）　 財政システムと中央・地方政府の関係　地方政府は，どのくらいの力を持
ち，分権化された政府は経済発展にどのような影響を及ぼし，今日の財政
システムの最大の問題は何か。

　（8）　 金融システム　銀行の役割はどう変わってきたか。中国が金融危機に陥る
リスクはあるのか。「影の銀行」をどれほど警戒すべきか。中国はどのよ
うにして金利を自由化したのか。

　（9）　 エネルギーと環境　中国はどのくらいエネルギーを使っているのか。中国
はどのようなエネルギーを使い，その構成はどう変化しているか。

　（10）　 人工構成と労働市場　「人口ボーナス」とは。どんな影響を及ぼし，中国
の「人口転換」はどう進むのか。国民の高齢化は労働力と経済成長にど
んな影響を与えるか。

　（11）　 興隆する消費者経済　中国の成長は「不均衡」か，中国経済の個人消費
の割合がそれほど低いのはなぜか。中国の「セーフティネット」はどの
くらい整備されているか。

　（12）　 格差と腐敗　中国の格差はどの程度ひどいのか。格差の拡大が社会の混
乱につながっていないのはなぜか。所得格差が縮む可能性はあるか。中
国の汚職問題はどのくらいひどいのか。

　（13）　 成長モデルを変える　なぜ「中国は成長モデルを変えなければならない」
と言われるのか。なぜ資本からのリターンが減少しているのか。経済改
革の目標とはどのようなものか。

　（14）　 中国と世界　中国経済が世界最大になったら何が起こるか。中国の経済
面での強みは，政治的な影響力にどう結びつくか。アジア諸国はどう対
応すべきか。

３．履修上の注意
　積極的な発表と発言を求め，双方向で授業を進め活発の議論を行い問題の理解
を深める。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書の該当箇所を読み，次回の授業内容に関する専門用語について
辞典などで調べること。復習として教科書および参考書の該当箇所を読むこと。

５．教科書
　　Arthur・R・Kroeber著　東方雅美［訳］　吉崎達彦［解説］
　『チャイナ・エコノミー（China’s Economy）』白桃書房，2018年 2 月

６．参考書
　授業中に適宜指示する

７．課題に対するフィードバックの方法
中間レポートの解説については，Oh-o!Meijiを通じて配信するため，確認すること。

８．成績評価の方法
　授業参加（30％），ミニレポート（20％），最終テスト（50％）の配分で評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN321J

比較経営論（中国）Ｂ カ ク 燕 書

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　世界の工場から世界の市場への変化の中に，中国に進出する日本
企業の経営管理は，進化しつつけてきた。本講義では中国に進出す
る日本企業の経営管理に焦点を当て，事例研究を中心に，日系企業
の中国での経営管理理論と実践を分析・把握することを目的とする。

〈到達目標〉
　多国籍企業論，経営資源移転論，経営管理論，人材育成論等を勉
強しながら，実際に中国に進出するに日系企業の事例を取り上げ，
日系企業の中国での経営管理現場の実態を考察し，経営管理におけ
る競争優位の形成，組織の作り方，人材マネジメント等の事実の検
討を通じて，多角的視点から日本企業の中国での事業展開について
の見識を深め，その特質を理解しようする。

２．授業内容
　（1）　中国に進出する外資系企業の分析諸視点
　（2）　ハイブリッド型人材マネジメントシステム
　（3）　中国労働市場の特徴と離職問題
　（4）　余剰人員の整理と対策　雇用管理の諸システム
　（5）　 企業内教育訓練　新入社員教育　職能別教育　OJT　自己

啓発
　（6）　多能工の育成と課題　日中多能工の比較と異同点
　（7）　日本的の現場力と改善活動の日系企業への移転
　（8）　内部昇進制度　社内公募制度　中核社員の育成と人材形成
　（9）　評価制度　業績評価　態度評価　補足評価　意義と目的
　（10）　 技術集約的職場の労務管理―自動車メーカーの製造現場の

事例―
　（11）　 女子労働者の雇用システム―大手電機メーカの製造職場の

事例―
　（12）　中小企業の技能形成―中小電機メーカーの日中比較―
　（13）　 女子従業員の人事管理―大手電機メーカのホワイトカラー

職場の事例―
　（14）　「複線型人事労務管理」の課題と展望

３．履修上の注意
　積極的な発表と発言を求め，双方向で授業を進め活発の議論を行
い問題の理解を深める。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書の該当箇所を読み，次回の授業内容に関する専門
用語について辞典などで調べること。復習として教科書および参考
書の該当箇所を読むこと。

５．教科書
　李捷生等『日系企業の人事・労務管理―人材マネジメントの事例
を中心に』白桃書房　2015年11月 6 日発行

６．参考書
　授業中に適宜指示する

７．課題に対するフィードバックの方法
中間レポートの解説については，Oh-o!Meijiを通じて配信するため，
確認すること。

８．成績評価の方法
　授業参加（30％），ミニレポート（20％），最終テスト（50％）の
配分で評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN321E

Transcultural Management A NAGAI HIROHISA

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course Description
This course is designed to learn the basic theories of “Transcultural 
Management” and how to apply those theories in the real business 
activities beyond the cultural borders.  Students will also practice making 
the managerial decisions in the global business issues.  A team case study 
and an individual career planning projects will be conducted to integrate 
the contents of the course. Active learning （ex. interactive discussion, in-
class activities, simulation, group presentations, etc.） is the key learning 
methods to develop students’ practical management skills.
Team Presentation （Case Analysis）
Class will be divided into teams and analyze a short case using theories 
and contents studies in the lectures. Case analysis is composed of four 
steps, a. Identify key issue, b. analyze the causes of the issue, c. Propose 
solution plans, d. Make a decision as a manager.
Individual Presentation （Speech）
Each student will make an individual presentation to introduce the 
personal career planning to become the future global manager based on 
the course contents.
Objectives of the Course
1． Learn how to apply basic Transcultural Management theories into 

practice. 
2． Develop interactive discussion, oral presentation and team building 

skills. 
3． Acquire managerial decision-making competency in global business 

issues.

2. Course Content
Session 1　Introduction: Global Business and Transcultural Management
Session 2　Role of the Global Managers 
Session 3   What It Is Culture and Where It Comes From? 

（Grouping members into teams）
Session 4　Cultural Context （Edward T. Hall）
Session 5　Cultural Dimensions （Greet Hofstede）
Session 6　Business Cultures in the Western World
Session 7   Business Cultures in Asia, Africa and the Middle East
Session 8   Feedback session to review the progress
Session 9   Team presentation （Case Analysis）  
Session 10 The Global Manager as Decision Maker
Session 11 The Global Manager as Negotiator
Session 12 The Global Manager as Leader
Session 13 Expatriate Management: So, You’re Going to Abroad
Session 14 Individual presentation: My Career Plan to be a Global Manager
*Guest Speaker: Dr. Yi Zhu, Instructor, Lancaster University, U.K
Dr. Zhu is a Business anthropologist study the cross-cultural issues from 
qualitative approach. （Date TBA）

3. Registration Requirements
It is required to use oral and written English the whole class through. 
TOEFLiBT score 65 or above is requested to take this course.

4. Course Preparations
Reading and other assignments will be announced in class. Assignments 
should be submitted to the designated sections on Oh-o! Meiji. 

5. Textbook (s)
There is no textbook. Lecture materials will be uploaded on Oh-o! Meiji or 
handed out in class.

6. Reference Book (s)
oways, M-J, Price R. （2019） understanding Cross-Cultural Management, 
Pearson pp. 1-513.

7. How to provide Feedback to assignments
First half of the academic progress will be reviewed at the feedback 
session at the 8th session. Feedbacks of the other activities and exercises 
will be either handed out or returned by Oh-o! Meiji.

8. Assessment
Active participation in class discussions and activities: 50%
Team presentation: 30%
Individual presentation: 20%

9. Others
Practice makes perfect.
Enjoy your time of trial and error in classroom.

科目ナンバー：（BA）MAN321E

Transcultural Management B NAGAI HIROHISA

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course Description
This course aims to study comprehensive savvy and practical skills in 
transcultural management for next generation of the global leaders. It 
focuses on the current issues as well as the future challenges from global 
manager’s perspectives. Based on the basic theories and knowledge 
studied in Transcultural Management （A）, this course is intended to 
develop the student’s personal management skills through activities and 
exercises. A team project will be conducted to study the mindset and 
competencies are required for the global managers thorough interview 
survey.
Class will be divided into teams to conduct an interview at least one 
international businessperson who has working experience in Japan, or 
one Japanese businessperson who has working experience in at least one 
foreign county （the target person has to be arranged by the team.） 
Project will be conducted based on the following 3 steps. 
a.  Interview and find out the cross-cultural issue（s） was experienced by 

the interviewee.
b.  Analyze the causes of the main issue based on the theory studied in the 

lecture.
c. Propose the team’s solution plans to the issue.
Two presentations are scheduled.
Week 9: Interim presentation to report the preparations for the project.
Week14: Final presentation followed by Q&A.
Objectives of the Course
1. Understand practical managerial skills required for global managers.
2. Learn how to conduct interview survey.
3. Experience a process of team building through the team project.

2. Course Content
Session 1 Introduction: Abilities Required for Global Managers
Session 2  Global Mindset: Understand the differences and complexities 

among various cultures
Session 3  Global Competency: Ability to achieve goals effectively 

（Grouping members into teams）
Session 4  Single-loop learning vs. Double-loop learning for solving cross-

cultural issues
Session 5 Global Leadership Simulation
Session 6 Interview Method: How to conduct a successful interview survey
Session 7  Active Listening: Key techniques to receive complete message 

from speaker.
Session 8 Feedback session to review the progress
Session 9 Interim Presentation for Team Project
Session 10 Building Trust and Rapport with International Coworkers
Session 11 Managing Group Dynamics of Transcultural Team
Session 12 Coaching to Grow People in Diversified Team
Session 13 Global Leadership Assessment （Case Simulation）
Session 14 Final Presentation for Team Project

3. Registration Requirements
Taking Transcultural Management （A） prior to （B） is the recommended 
sequence. 
It is required to use oral and written English entire class period. TOEFLiBT 
score 65 or above is requested to take this course.

4. Course Preparations
Reading and other assignments will be announced in class. Assignments 
should be submitted to the designated sections on Oh-o! Meiji.

5. Textbook (s)
There is no textbook. Lecture materials will be uploaded on Oh-o! Meiji or 
handed out in class.

6. Reference Book (s)
Thomas D.C. and Inkson J.H. （2022） Cross-Cultural Management: An 
Introduction, Sage Publications, Inc. pp. 1-288.

7. How to provide Feedback to assignments
First half of the academic progress will be reviewed at the feedback 
session at the 8th session. Feedbacks of the other activities and exercises 
will be either handed out or returned by Oh-o! Meiji.

8. Assessment
Active Participation in Class Discussion: 60%
Interim Presentation: 10%
Final Presentation:30%

9. Others
Practice makes perfect.
Enjoy your time of trial and error in classroom.
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

石 塚 史 樹

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　企業の競争力を決める経営資源のうち最も重要なものは，「ヒ
ト」，つまり従業員である。そのため，企業は一人一人の従業員を
よりよくマネジメントし，働く意欲と満足を高める努力をしてい
る。このような活動は具体的な労務管理手法を通じて行われるが，
その前提として，雇用関係を成立させるための労使間の公式・非公
式の合意が必要となる。このような合意がどのような形で行われて
いるのか，そして，これを，時代の要請や社会の価値観の変化に合
わせて最適化するには，どうするべきかを考えるのが，本授業の課
題である。合意の基礎となるのは，第一に，組織内部での職務配分
に関する考え方である。このため，本講義では，職務配分の理論を
展開したMarsdenの原著を取り上げ，履修者の精読と基づく時間を
かけた輪読と履修者による和訳を中心とする報告を通じ当該テーマ
についての学習を深める

〈到達目標〉
　１．�英語の原著より，企業組織で人が働く際の条件を，理論・現

実の両側面に着目し，労使間の合意という観点から理解でき
るようにする

　2．�そのうえで，より良い勤務生活を送るうえで，何を意識して
働くべきかを考えられるようにする。

２．授業内容
　第 １ 講　イントロダクション
　第 2 講　The�Employment�Relationship①
　第 3 講　The�Employment�Relationship②
　第 4 講　The�Limits�of�Managerial�Authority①
　第 5 講　The�Limits�of�Managerial�Authority②
　第 6 講　Diffusion�and�Predominance�of�Employment�Rules①
　第 7 講　Diffusion�and�Predominance�of�Employment�Rules②
　第 8 講　�Classification�Rules�and�the�Consolidation�of�Employment�

Systems①
　第 9 講　�Classification�Rules�and�the�Consolidation�of�Employment�

Systems②
　第１0講　�Societal�Diversity�of�Employment�Systems:�Comparative�

Evidence①
　第１１講　�Societal�Diversity�of�Employment�Systems:�Comparative�

Evidence②
　第１2講　Performance�Management①
　第１3講　Performance�Management②
　第１4講　Pay�Incentives

３．履修上の注意
　外国書講読（B）を履修することが望まれる。
　講義回数の三分の一以上欠席してはならない。また，無断欠席を
三回繰り返した場合，単位認定は行わない。
　本講義は，１ クラス当たりの受講人数制限があります。そのため，
履修に際しては，Webによる事前登録が必要です。詳細は，「経営
学部履修の手引き」を参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者は，配布した資料の指示した範囲をあらかじめ精読し，そ
の概要を把握しておくこと。そのうえで，不明な個所をリストアッ
プし，把握した内容とともに授業内で報告すること。

５．教科書
　Marsden,�D.�（１999）�A�Theory�of�Employment�Systems:�Micro-
Foundations�of�Societal�Diversity,�New�York:�Oxford�University�
Press,�Inc.
　必要な個所は，履修者に配布予定。

６．参考書
　必要に従い，授業時にその都度指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度（50％），報告内容（50％）。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

石 塚 史 樹

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　企業の競争力を決める経営資源のうち最も重要なものは，「ヒ
ト」，つまり従業員である。そのため，企業は一人一人の従業員を
よりよくマネジメントし，働く意欲と満足を高める努力をしてい
る。このような活動は具体的な労務管理手法を通じて行われるが，
その前提として，雇用関係を成立させるための労使間の公式・非公
式の合意が必要となる。このような合意がどのような形で行われて
いるのか，そして，これを，時代の要請や社会の価値観の変化に合
わせて最適化するには，どうするべきかを考えるのが，本授業の課
題である。合意の基礎となるのは第一に，外国書講読（A）でも学
んできた，組織内部での職務配分に関する考え方である。外国所講
読（B）では，この基礎の上で，採用と昇進に関する公式・非公式
のルールを，具体的な企業の事例研究に基づき学んでいく。このた
め，本講義では，職務配分の理論を展開したMarsdenの原著を引き
続き取り上げるとともに，採用・昇進に関わるキャリアシステムの
存在を見出したRosenbaumの原著を取り上げ，参加者の精読と和
訳に基づく輪読を通じ両テーマについての学習を深める

〈到達目標〉
　１．�英語の原著より，企業組織で人が働く際の条件を，理論・現

実の両側面に着目し，労使間の合意という観点から理解でき
るようにする

　2．�そのうえで，より良い勤務生活を送るうえで，何を意識して
働くべきかを考えられるようにする。

２．授業内容
　第 １ 講　イントロダクション
　第 2 講　Skills�and�Labor�Market�Structure①
　第 3 講　Skills�and�Labor�Market�Structure②
　第 4 講　Employment�Systems�and�the�Theory�of�the�Firm①
　第 5 講　Employment�Systems�and�the�Theory�of�the�Firm①
　第 6 講　The�Study�of�Career�Stratification�in�Organizations
　第 7 講　Tournament�Mobility
　第 8 講　Changing�Patterns�of�Promotion�Chances
　第 9 講　�The�Attributes�of�Jobs�and�Their�Changing�Effects�on�

Earning�and�Promotions
　第１0講　�The�structural�Differentiation�of�Employees�and� its�

amplifying�Effects
　第１１講　The�Enduring�Effects�of�Early�Jobs�and�Earnings
　第１2講　�Continuity�and�Change�in�the�career�Attainment�Process�

in�a�Corporation
　第１3講　Organization�Careers�and�Life-Cycle�Stages
　第１4講　Conceptualizing�Organization�Career�Systems

３．履修上の注意
　外国書講読（A）を履修済みであることが望まれる。
　講義回数の三分の一以上欠席してはならない。また，無断欠席を
3回以上繰り返した場合，単位認定を行わない。
　本講義は，１ クラス当たりの受講人数制限があります。そのため，
履修に際しては，Webによる事前登録が必要です。詳細は，「経営
学部履修の手引き」を参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者は，配布した資料の指示した範囲をあらかじめ精読し，そ
の概要を把握しておくこと。そのうえで，不明な個所をリストアッ
プし，把握した内容とともに授業内で報告すること。

５．教科書
　Marsden,�D.�（１999）�A�Theory�of�Employment�Systems:�Micro-
Foundations�of�Societal�Diversity,�New�York:�Oxford�University�
Press,�Inc.
　Rosenbaum,� J.E.�（１984）� Career� Mobility� in� a� Corporate�
Hierarchy,�Academic�Press,�Inc:�Orland,�Florida.
　必要な個所は，履修者に配布予定。

６．参考書
　必要に従い，授業時にその都度指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度（50％），報告内容（50％）。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

佐 野 正 博

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
理論的概念をきちんと理解するためには，日本語の翻訳書を読むだけでなく，原論文や原著書を精
読することが重要である。本授業では，ドミナント・デザイン（dominant�design），イノベーショ
ン・ライフサイクル（innovation�life�cycle），破滅的イノベーション（disruptive�innovation），存
続的イノベーション（sustaining�innovation）など経営技術論分野における基本的概念に関わるア
ッターバック（James�M.�Utterback）やクリステンセン（Clayton�M.�Christensen）の英語論文を
１ 週間に一つ精読し，プレゼンテーション発表をおこなう。

〈到達目標〉
英語論文を精読することを通じて，経営技術論分野におけるアッターバックやクリステンセンの基
本的理論についての理解を深めることを到達目標とする。�
Course�Summary
In�order� to�properly�understand�the�theoretical�concepts,� it� is� important�not�only� to�read�the�
Japanese�translations,�but�also�to�carefully�read�the�original�texts�and�give�presentations�on�their�
contents.�In�this�class,�the�original�texts�on�basic�theoretical�concepts�such�as�the�dominant�design,�
the�innovation�life�cycle,�the�disruptive�innovation�and�the�sustaining�innovation�will�be�used�as�
the�text,�and�one�text�will�be�taken�up�per�week.
Goal�to�be�achieved
The�goal� is�to�deepen�the�understanding�of�Utterback’s�theoretical�assertions�and�Christensen’s�
theoretical�assertions�in�the�field�of�technology�management.

２．授業内容
第 １ 回�アッターバックのイノベーション論の基本的構図の再確認
イノベーションのライフサイクルに関するAbernathy＝Utterbackモデル，productivity�dilemma問
題，自動車など組立型製品（assembled�products）におけるdominant�design問題，ガラスなど素
材型製品（non-assembled�products）におけるenabling�technology問題など，イノベーション現象
に関わるアッターバック理論の基本的構図について，いくつかの事例で説明した経営技術論・技術
戦略論の授業内容を再確認する。
第 2 回��Utterback,�J.�M.�（１974）�“Innovation�in�Industry�and�the�Diffusion�of�Technology,”�Science,�

New�Series,�Vol.�１83,�No.�4１25,�pp.�620-626
第 3 回��Utterback,� J.�M.,�Abernathy,�W.� J.�（１975）�“A�Dynamic�Model�of�Product�and�Process�

Innovation,”�Omega,�vol.�3,�no.�6,�pp.�639-656
第 4 回��Abernathy,�W.�J.,�Utterback,�J.�M.�（１978）�“Patterns�of� Industrial� Innovation,”�Technology�

Review,�vol.�80,�no.�7�,�pp.�40-47.
第 5 回��Utterback,� J.M.,�Suárez,�F.F.�（１993）�“Innovation,�Competition,�and� Industry�Structure,”�

Research�Policy,�vol.�22,�no.�１,�pp.�１-2１
第 6 回��Suárez,�F.F.,�Utterback,�J.M.�（１995）�“Dominant�Designs�and�the�Survival�of�Firms,”�Strategic�

Management�Journal,�Vol.�１6,�No.�6,�pp.�4１5-430
第 7 回��Utterback,�J.M.,�Nolet,�T.C.�（１978）�"Product�and�Process�Change�in�Non-Assembled�Product�

Industries,"�（Cambridge,�Mass.:�MIT�Center�for�Policy�Alternatives�working�paper�78-１2.
第 8 回�クリステンセンのイノベーション論の基本的構図の再確認�
既存有力企業を破滅に導くdisruptive�innovation，既存有力企業が先導するsustaining�innovation
というクリステンセンの基本的構図に関して，Giovanni�Dosiの技術パラダイム（Technological�
paradigms）論などの先行理論と関連させながら，いくつかの事例で説明した経営技術論・技術戦
略論の授業内容を再確認する。
第 9 回��Christensen,�C.�M.�（１993）�“The�Rigid�Disk�Drive�Industry:�A�History�of�Commercial�and�

Technological�Turbulence,”�Business�History�Review�（67）,�pp.53１-588
第１0回��Christensen,�C.�M.,�Suárez,�F.F.,�Utterback,�J.M.�（１998）�“Strategies� for�Survival� in�Fast-

Changing�Industries”�Management�Science,�Vol.�44,�No.�１2,�Part�2�of�2�,�pp.�S207-S220
第１１回��Dosi,�G.�（１982）�“Technological�paradigms�and� technological� trajectories:�A�suggested�

interpretation�of� the�determinants�and�directions�of� technical�change,”�Research�Policy,�
Volume�１１,�Issue�3,�pp.１47-１62

第１2回��Rosenbloom,�R.�S.,�Christensen,�C.�M.�（１994）�“Technological�Discontinuities,�Organizational�
Capabilities,�and�Strategic�Commitments,”� Industrial�and�Corporate�Change,�Volume�3,�
Issue�3,�pp.655–685

第１3回��Christensen,� C.� M.,� Rosenbloom,� R.� S.�（１995）� “Explaining� the� attacker's� advantage:�
Technological�paradigms,�organizational�dynamics,�and� the�value�network,”�Research�
Policy,�Volume�24,�Issue�2,�March�１995,�pp.233-257

第１4回��Christensen,� C.� M.�（１992）� “Exploring� the� Limits� of� the� Technology� S-Curve.� Part� I:�
Component�Technologies,”�Production�and�Operations�Management,�Volume１,� Issue4,�
December�１992,�pp.334-357

３．履修上の注意
各人が一つの英語論文の報告を担当することになるため，経営技術論または経営技術論に関する十
分な知識が必要とされる。そのため，本授業の履修に際しては，経営技術論または技術戦略論の単
位を既に修得しているか，経営技術論の講義（または授業担当教員の演習）を現に履修しているこ
とが必要である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
準備学習時間の目安：3時間。
アッターバックのイノベーション論に関わる発表・レポート作成に際しては，必ず事前にアッター
バック,�J.�M.（大津正和，小川進監訳，１998）『イノベーション・ダイナミクス―事例から学ぶ技術
戦略』有斐閣を読んでおくこと。
クリステンセンのイノベーション論に関わる発表・レポート作成に際しては，必ず事前にクリステ
ンセン,�C.�M.�（伊豆原弓訳,200１）『イノベーションのジレンマ』翔泳社を読んでおくこと。
なお各授業回において，疑問点や質問事項を事前に提出することが必要です。

５．教科書
授業内容に記載された英語論文が教科書となる。（英語論文テキストは，明治大学図書館が提供し
ている電子ジャーナル・サービス（JSTOR，Project�MUSE，ScienceDirectなど）を利用して当該論
文のPDFをダウンロードすることができるようになっている。）

６．参考書
アッターバック,�J.�M.（大津正和，小川進監訳，１998）『イノベーション・ダイナミクス―事例から
学ぶ技術戦略』有斐閣
クリステンセン,�C.�M.�（伊豆原弓訳,200１）『イノベーションのジレンマ』翔泳社

７．課題に対するフィードバックの方法
課題発表に関するコメント，および，小テスト課題に関する講評を授業中におこないます。

８．成績評価の方法
授業中の発表・ディスカッション　50%，小テスト　50%

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

佐 野 正 博

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
理論的概念をきちんと理解するためには，日本語の翻訳書を読むだけでなく，原著書
を精読し，その内容をプレゼンテーション発表することが重要である。本授業では，
Rohlfs,�Jeffrey�H.�（2003）�Bandwagon�Effects�in�High-Technology�Industries,�MIT�Press
をテキストとして， １ 週間に １ つの章を取り上げ，各章の精読およびプレゼンテーシ
ョン発表をおこなう。

〈到達目標〉
Rohlfs,�Jeffrey�H.�（2003）�Bandwagon�Effects�in�High-Technology�Industries,�MIT�Pressの
講読を通じて，「ネットワーク外部性に関わるバンドワゴン効果」（network�externalities�
bandwagon�effect） お よ び「 補 完 財 に 関 わ る バ ンド ワゴ ン 効 果 」（complementary�
bandwagon�effect）など技術戦略論分野における基本的概念の理解を深めることを目標と
する。
Course�Summary
In�order�to�properly�understand�the�theoretical�concepts,� it� is� important�not�only�to�
read�the�Japanese�translations,�but�also�to�carefully�read�the�original�texts�and�give�
presentations�on�their�contents.� In� this�class,�Rohlfs,�Jeffrey�H.�（2003）�Bandwagon�
Effects� in�High-Technology� Industries,�MIT�Press�will�be�used�as� the�text,�and�one�
chapter�will�be�taken�up�per�week.
Goal�to�be�achieved
The�goal� is�to�deepen�the�understanding�of�basic�theoretical�concepts� in�the�field�of�
technology�strategy,�such�as�"the�network�externalities�bandwagon�effect"�and�"the�
complementary�bandwagon�effect".

２．授業内容
第 １ 回�J.H.ロルフスのイノベーション論の基本的構図の再確認
伝統的経済学における「規模の経済」効果を「供給サイドにおけるスケールメリット」

（supply-side�scale�economics）と位置づけた上で，「需要サイドにおけるスケールメリ
ット」（external�demand-side�scale�economics）として「ネットワーク外部性に関わる
バンドワゴン効果」および「補完財に関わるバンドワゴン効果」の重要性を論じた�
J.H.ロルフスの理論を，いくつかの事例で説明した経営技術論・技術戦略論の授業内容
を再確認する。
第 2 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�１.�The�High-Technology�Bandwagon
第 3 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�2.�A�Bandwagon�Tour
第 4 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�3.��Bandwagon�Demand
第 5 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�4.�Bandwagon�Supply
第 6 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�5.�Summary�of�the�Results�of�Bandwagon�Theory
第 7 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�6.�FAX�
第 8 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�7.�Early�Telephone
第 9 回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�8.�Picturephone
第１0回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�9.�Compact-Disc�Player
第１１回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�１0.�VCRs
第１2回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�１１.�Personal�Computers�
第１3回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�１2.��Television
第１4回��Rohlfs（2003）�Bandwagon�Effects� in�High-Technology�Industries,�MIT�Press,�

Chapter�１3.��The�Internet

３．履修上の注意
授業におけるプレゼンテーション発表においては，経営技術論または経営技術論に関
する十分な知識が必要とされる。そのため，本授業の履修に際しては，経営技術論ま
たは技術戦略論の単位を既に修得しているか，経営技術論の講義（または授業担当教
員の演習）を現に履修していることが必要である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
準備学習時間の目安：3時間。各回の授業出席に際しては，ロルフス，J.H.（佐々木勉
訳,2005）『バンドワゴンに乗る：ハイテク産業成功の理論』NTT出版の該当の章を読み，
疑問点や質問事項を事前に提出することが必要です。誤訳や不適切な訳と思われる箇
所があれば，その箇所を指摘するとともに，適切な日本語訳文を事前または事後に提
出してください。

５．教科書
Rohlfs,�Jeffrey�H.�（2003）�Bandwagon�Effects�in�High-Technology�Industries,�MIT�Press.

６．参考書
ロルフス，J.H.（佐々木勉訳,2005）『バンドワゴンに乗る：ハイテク産業成功の理論』
NTT出版。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題発表に関するコメント，および，小テスト課題に関する講評を授業中におこない
ます。

８．成績評価の方法
授業中の発表・ディスカッション　50%，小テスト　50%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

谷 口　 諒

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　技術の複雑化や専門性の細分化を背景として，組織の中では集団

（チーム）でタスクにあたることが重要さを増している。集団は，
個人では解決できないような問題を解決できる一方で，個人では生
じないような問題を引き起こすこともある。したがって，組織のマ
ネジメントを考える上では，よりミクロな「個人」あるいはよりマ
クロな「組織」という視点だけでなく，その中間にあたる「集団」
に対する理解が求められる。そこで本講義では，「集団力学（グル
ープ・ダイナミクス）」に関するテキストを講読していく。

〈到達目標〉
　集団に関する諸理論を理解することで，集団とは何か，集団ゆえ
に生じる問題は何か，何が集団の成果を高めるかなど，集団をめぐ
る現象を読み解く力を身につけることが目標である。

２．授業内容
　講義は，テキストの指定箇所の訳出とその内容報告をベースに進
める。毎回の講読範囲は，履修者のレベルに応じて決定する予定で
ある。したがって，下記はあくまで暫定的なものである。
　第 １ 回　イントロダクション（英語のレベル確認と進め方の決定）
　第 2 回　Introduction�to�Group�Dynamics（１）
　第 3 回　Introduction�to�Group�Dynamics（2）
　第 4 回　Studying�Groups（１）
　第 5 回　Studying�Groups（2）
　第 6 回　Inclusion�and�Identity（１）
　第 7 回　中間試験
　第 8 回　Inclusion�and�Identity（2）
　第 9 回　Formation（１）
　第１0回　Formation（2）
　第１１回　Cohesion�and�Development（１）
　第１2回　Cohesion�and�Development（2）
　第１3回　Structure（１）
　第１4回　a：期末試験　b：解説

３．履修上の注意
　初回にチームを作り，チームごとに持ち回りで内容のプレゼンを
行う。「成績評価の方法」に記載している通り，準備学習と授業へ
の貢献度を成績評価において重視する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，各回指定の範囲の翻訳ならびに学習メモを作成し，
クラスウェブに提出してから授業に臨むこと。成績評価において大
きな比重を占める。復習として，各回の範囲を再度読み，内容理解
に努めること。

５．教科書
“Group�dynamics�7th�edition”�Forsyth,�D.�R.,�CENGAGE,�20１8．
※高額なため購入する必要はない。毎回教員が共有する。

６．参考書
各トピックに関連する文献については講義の中で適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
中間試験ならびに期末試験の実施日に解説の時間を設ける。

８．成績評価の方法
授業への貢献度（出席や発言など）20%，課題（翻訳と学習メモ）
30%，プレゼン１0%，中間試験20%，期末試験20%を原則として評価
する。

９．その他
特になし。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

谷 口　 諒

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　春学期に引き続き，下記「教科書」記載の書籍を講読していく。
　技術の複雑化や専門性の細分化を背景として，組織の中では集団

（チーム）でタスクにあたることが重要さを増している。集団は，
個人では解決できないような問題を解決できる一方で，個人では生
じないような問題を引き起こすこともある。したがって，組織のマ
ネジメントを考える上では，よりミクロな「個人」あるいはよりマ
クロな「組織」という視点だけでなく，その中間にあたる「集団」
に対する理解が求められる。そこで本講義では，「集団力学（グル
ープ・ダイナミクス）」に関するテキストを講読していく。

〈到達目標〉
　集団に関する諸理論を理解することで，集団とは何か，集団ゆえ
に生じる問題は何か，何が集団の成果を高めるかなど，集団をめぐ
る現象を読み解く力を身につけることが目標である。

２．授業内容
　講義は，テキストの指定箇所の訳出とその内容報告をベースに進
める。毎回の講読範囲は，履修者のレベルに応じて決定する予定で
ある。したがって，下記はあくまで暫定的なものである。
　第 １ 回　イントロダクション
　第 2 回　Structure（2）
　第 3 回　Influence（１）
　第 4 回　Influence（2）
　第 5 回　Power（１）
　第 6 回　Power（2）
　第 7 回　中間試験
　第 8 回　Leadership（１）
　第 9 回　Leadership（2）
　第１0回　Performance（１）
　第１１回　Performance（2）
　第１2回　Intergroup�Relations（１）
　第１3回　Intergroup�Relations（2）
　第１4回　a：期末試験　b：解説

３．履修上の注意
　必要があれば，春学期に作ったチームを再度作り直す。「成績評
価の方法」に記載している通り，準備学習と授業への貢献度を成績
評価において重視する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，各回指定の範囲の翻訳ならびに学習メモを作成し，
クラスウェブに提出してから授業に臨むこと。成績評価において大
きな比重を占める。復習として，各回の範囲を再度読み，内容理解
に努めること。

５．教科書
“Group�dynamics�7th�edition”�Forsyth,�D.�R.,�CENGAGE,�20１8．
※高額なため購入する必要はない。毎回教員が共有する。

６．参考書
各トピックに関連する文献については講義の中で適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
中間試験ならびに期末試験の実施日に解説の時間を設ける。

８．成績評価の方法
授業への貢献度（出席や発言など）20%，課題（翻訳と学習メモ）
30%，プレゼン１0%，中間試験20%，期末試験20%を原則として評価
する。

９．その他
特になし。
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

古 川 裕 康

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
※履修条件（Requirement）について，初めに必ず「履修上の注意」を確
認してください。

〈概要〉
　本講義では，ブランド研究に関わる英語の論文・著書を取り扱う。ここ
では代表的なAaker，David�A.�のブランド研究を取り挙げる。
　私たちが一般的に想定している「ブランド」と，学術的な「ブランド」
の考え方は実は少し異なる。私たちの多くはブランドを，ラグジュアリー
であり高級なステータス性を象徴する存在だと認識している。それでは学
術的に捉えられているブランドの定義とは一体何であるのか。またなぜ現
代の企業経営においてブランドの管理が重要になってきているのか。それ
はマーケティングとどのように関係しているのか。このような点をブラン
ド研究の原典にあたりながら理解を進める。
　講義は基本的に，文献の読解（翻訳），そしてそれに対応する企業事例
の説明を絡めながら進める。そして各トピックに対応した他の企業の事例
について適宜考えてもらう。このような流れでAaker，David�A.�の著書か
らブランド研究を深く理解してもらう。

〈到達目標〉
　学術的なブランドの概念や，その構築・管理に関する基本的なポイント
を英語の文献（原典）から理解すること。そして具体的な企業の事例から
それを説明できるようになること。

２．授業内容
第 １ 回　イントロダクション
第 2 回　Recognize�that�brands�are�assets
第 3 回　Brand�assets�have�real�value
第 4 回　A�brand�identity�（vision）
第 5 回　A�brand�personality
第 6 回　Beyond�functional�benefits
第 7 回　Experiential�and�symbolic�benefits
第 8 回　“Must�Haves”�rendering�competitors�irrelevant
第 9 回　From�positioning�the�brand�to�framing�the�subcategory
第１0回　Brand-Building�ideas
第１１回　Focus�on�customer’s�sweet�spots
第１2回　Internal�branding
第１3回　Brand�portfolio�strategy
第１4回　a：まとめ
第１4回　b：試験

３．履修上の注意
・�本講義の履修には担当教員の開講する基礎専門演習AならびにBの単位を
既に修得しているか，もしくは担当教員の演習を現在履修していること
が必要である。

・本授業で取り扱う英文内容のレベルはTOEIC換算で600点以上が目安です。
・すべての回において出欠を取ります。講義を�１/3�以上欠席しないこと。
・�本講義は １ クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に

際してはWebによる事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手
引」を参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・�配布された資料（指示した範囲）を予め読んで概要を理解し，翻訳を作

成しておくこと。そのうえで，不明な単語を調べておくこと。
・それぞれに当てはまる事例について調べておくこと。

５．教科書
　進行状況に従ってコピーを配布します。

６．参考書
　Aaker,�David�A.�（１99１）,�Managing�Brand�Equity:�Capitalizing�on�the�
Value�of�a�Brand�Name,�Free�Press.
　Aaker,�David�A.�（１995）,�Building�Strong�Brands,�Free�Press.
　Aaker,�David�A.�（2004）,�Brand�Portfolio�Strategy,�Free�Press.

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiシステムや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュニケー
ション＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr5vS１Kxjf2656

８．成績評価の方法
平常点（40％），翻訳等の発表（30％），期末試験の結果（30％）を総合的
に判断する。

９．その他
　ブランドはマーケティングによって構築されるものです。そのため履修
の際は，マーケティング分野の基礎的な知識を有していることが望まし
い。マーケティング分野の講義を併せて受講することを薦める。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

古 川 裕 康

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
※履修条件（Requirement）について，初めに必ず「履修上の注意」を確
認してください。

〈概要〉
　外国書講読Aに引き続き，本講義ではブランド研究に関わる英語の論
文・著書を読解する。ここでは春学期で取りあげたAaker,�David�A.�と並
ぶ代表的なブランド研究者であるKeller,�Kevin�L.�の文献を基本的に取り挙
げる。本講義では毎回，具体的なブランドの事例を取り上げながら，どの
ようにブランドが構築されてきたのかについて考える。
　具体的な事例と，ブランドの学術的な研究の繋がりを英語で理解するこ
とが本講義の目的である。そのため秋学期では毎週いくつかの事例を取り
扱 う。 取 り 扱 う 事 例 は，Coca�Cola，Harley-Davidson，Apple，Disney，
Starbucks，Marriott�hotels，Rolex，Burberry等を予定している（変更に
なることもあり）。
　講義の方法は前半に事例の背景となる概念の説明を教員がおこない，そ
れを踏まえて与えられた文献を速読する形で進める。いかに迅速に必要な
情報を文献内から発見できるかを重要視する。

〈到達目標〉
　前期で学習した概念と事例の繋がりを英語で理解することができるよう
になること。ブランドを構築するために必要な要素や，その管理・維持の
基本的な考え方を英語の文献（原典）から理解すること。そして具体的な
企業の事例からそれを説明できるようになること。

２．授業内容
第 １ 回　イントロダクション
第 2 回　Global�branding�dynamics
第 3 回　Standardized�branding
第 4 回　Building�brand�community
第 5 回　Emotional�branding
第 6 回　Internal�branding
第 7 回　Mixing�external�and�internal�branding�strategy
第 8 回　Status�branding
第 9 回　Veblen,�snob,�and�bandwagon�effect
第１0回　Brand�portfolio�strategy
第１１回　Service�management
第１2回　Basics�of�brand�Image�Strategy
第１3回　Global�brand�image�management
第１4回　a：Customer-based�brand�equity（まとめ）
第１4回　b：試験

３．履修上の注意
・�本講義の履修には担当教員の開講する基礎専門演習AならびにBの単位を
既に修得しているか，もしくは担当教員の演習を現在履修していること
が必要である。

・�本授業で取り扱う英文内容のレベルはTOEIC換算で600点以上が目安です。
・すべての回において出欠を取ります。講義を�１/3�以上欠席しないこと。
・�本講義は １ クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に

際してはWebによる事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手
引」を参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・�配布された資料（指示した範囲）を予め読んで概要を理解しておくこと。

そのうえで，不明な単語を調べておくこと。
・それぞれに当てはまる事例について調べておくこと。

５．教科書
　進行状況に従ってコピーを配布します。

６．参考書
　Aaker,�David�A.�（20１4）,�Aaker�on�Branding,�Morgan�James�Publishing.
　Keller,�Kevin�L.�（１993）,� “Conceptualizing,�Measuring,�and�Managing�
Customer-Based�Brand�Equity”,�Journal�of�Marketing,�Vol.�57,�No.�１,�pp.１-22.

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiシステムや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュニケー
ション＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr5vS１Kxjf2656

８．成績評価の方法
平常点（40％），翻訳等の発表（30％），レポート（30％）を総合的に判断
する。

９．その他
　ブランドはマーケティングによって構築されるものです。そのため履修
の際は，マーケティング分野の基礎的な知識を有していることが望まし
い。マーケティング分野の講義を併せて受講することを薦める。
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

徐　 玉 琴

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
昨今，大手企業が大型M&Aに乗り出す動きが相次いている。例え
ば，20１9年 １ 月 8 日に報道された武田薬品工業が 6 兆8000億円でシ
ャイアーを買収する案件があった。なぜ企業が大きな金額を払って
までM＆Aを行うのか。大型M&Aに踏み切った理由の一つとして，
グローバル競争に勝つための研究開発能力を獲得することが挙げら
れる。一方，企業が必ずしもM&Aで獲得した研究開発能力を有効
にできていないことが指摘されている。多くの企業は，研究開発力
を向上することによって，競争優位を築き利益を上げていく。本講
義では，研究開発能力を高めるために，企業はケイパビリティをど
のように構築しているのかを学ぶ。

〈到達目標〉
・英語文献の読解力を養い，著者の本意を理解すること。
・ダイナミックケイパビリティの重要性を理解すること。

２．授業内容
講義は，指定教科書の講読・訳出，そしてトピックに対応した事例
の紹介と絡めながら進める。具体的には，履修者の学籍番号に割当，
指定範囲（ １ ～ 2 センテンス）を音読し，訳出してもらう。発表後，
その訳や内容について説明を加える。
　第 １ 回：イントロダクション
　第 2 ～ 6 回：講読と訳出
　第 7 回：中間試験
　第 8 ～１3回：講読と訳出
　第１4回　a：まとめ
　　　　　b：試験

３．履修上の注意
・講義を１/3以上欠席しないこと。
・�本授業は １ クラスあたりの受講人数制限があるため，履修に際し

ては事前登録が必要となる。詳細は，「経営学部履修の手引」を
参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・�配布された資料を事前に読んでおくこと。また，不明な単語は事

前に必ず調べておくこと。専門用語などについても確認しておく
こと。

・�事前に指定した範囲を和訳し，授業開始前にOh-o ！ Meijiから提
出しておくこと。

５．教科書
Teece,�D.�J.�（2007）�"Explicating�Dynamic�Capabilities:�The�Nature�
and�Microfoundations�of�（Sustainable）�Enterprise�Performance",�
Strategic�Management�Journal,�28（１3）:�１3１9-１350.（授業資料を
Oh-o ！ Meijiにアップロードする）

６．参考書
適宜紹介する

７．課題に対するフィードバックの方法
授業時間内に解説する

８．成績評価の方法
発表30％，中間試験30％，期末試験40%

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

徐　 玉 琴

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業概要〉
　M&Aでグローバル化・多角化を図る企業が多い。M&Aのシナジ
ーとしては事業の統合，マーケットシェアやブランドの獲得によっ
て，売上高の増加や競争優位の向上が挙げられる。しかし組織統合
の結果によって，M&Aのシナジー効果が変わってくる。したがっ
て，買収側企業にとって，買収後の組織はいかに統合していくかが
重要な課題となる。
　「外国書講読B」では，M&A後の統合問題についての英語論文を
講読していきながら，経営学の知見を学習する。

〈到達目標〉
・英語文献の読解力を養い，著者の本意を理解する。
・�ビジネススクール，コンサルタントおよびメディアの特徴と関係

を理解する。

２．授業内容
講義では，履修者の学籍番号に割当，指定範囲（ １ ～ 2 センテンス）
を音読し，訳出してもらう。発表後，その訳や内容について説明を
加える。
　第 １ 回：イントロダクション
　第 2 ～ 6 回：講読と訳出
　第 7 回：中間試験
　第 8 ～１3回：講読と訳出
　第１4回　a：まとめ
　　　　　b：試験

３．履修上の注意
・講義を１/3以上欠席しないこと。
・�本授業は １ クラスあたりの受講人数制限があるため，履修に際し

ては事前登録が必要となる。詳細は，「経営学部履修の手引」を
参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・�配布された資料を事前に読んでおくこと。また，不明な単語は事

前に必ず調べておくこと。専門用語などについても確認しておく
こと。

・�事前に指定した範囲を和訳し，授業開始前にOh-o!Meijiから提出
しておくこと。

５．教科書
Teece,�D.�J.�（2007）�"Explicating�Dynamic�Capabilities:�The�Nature�
and�Microfoundations�of�（Sustainable）�Enterprise�Performance",�
Strategic�Management�Journal,�28（１3）:�１3１9-１350.（授業資料を
Oh-o!Meijiにアップロードする）

６．参考書
適宜紹介する

７．課題に対するフィードバックの方法
授業時間内に解説する

８．成績評価の方法
発表30％，中間試験30％，期末試験40%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

多 田　 稔

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　 本 年 度 よ り�Aravind�Yelery氏 に よ る『between�state�capitalism�and�
economic�statecraft�China�INC』を使用します。本書は国家資本主義体制
としての中国において，国有企業の果たすその役割および内部の矛盾を解
き明かす内容となっています。本講義においては，その中でも国家資本主
義体制としての中国および国有企業の系譜を扱った章を講読していきます。
　アジアにおける移行国は中国およびベトナムがその代表国ということに
なりますが，いずれも旧体制となりつつある社会主義体制下での様々なシ
ステムをある意味“スターター”として活用することで目覚ましい経済発展
を実現し，世界経済にあって米国に対峙する大国としての地位を獲得する
に至っています。
　本講義では，アジア移行国の代表たる中国について，その移行過程たる
“改革・開放”政策，とりわけ株式制を中心とする国有企業改革を経てもな
お，同国の経済発展において主要な役割を担い続ける同企業の存在意義を
主たる課題として考えていきます。

〈到達目標〉
　上記テキストの講読を通して語学力の向上を図ると同時に，アジア移行
国の代表としての中国に対する見識を深め，経営学の研究能力向上に資す
ることをその目的とします。

２．授業内容
　講義は予め担当箇所および実施日程を決定の上，毎回 3 名～ 4 名の配分
で音読，翻訳をして頂きます（下記カリキュラム参照）。その際，担当箇
所から専門用語あるいは関連事項についての質問をします。その後，翻訳
の修正，担当箇所の内容および関連事項についての解説，という流れで進
めていきます。
　第 １ 回：イントロダクション（講義の進め方等）
　第 2 回～第１3回：The�Rise�of�State�Capitalism�in�China（p.7-29）
　　　　　　　　　Why�Did�China�Not�Collapse（p.30-50）
　第１4回：a）期間前試験　b）講義のまとめと試験解説
　なお，音読および翻訳については，受講生指名機会に偏りが発生しない
よう配慮します。

３．履修上の注意
　広く「アジア」，少なくとも「中国」に何かしらの関心を持っている方
の受講が望ましい。
��補助的に参考資料を翻訳する場合があります。

〈準備学習〉
　中国経済に関する入門書ないしは概説書を一読しておくことが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義時に示した全訳および用語解説に関するPPTを振り返り，疑問点等
あれば翌週講義時に質問してください。また，講義時はランダムに指名し
ていきますので，翌週範囲については，必ず日本語訳等，予習を行った上
で講義に参加してください。

５．教科書
　Aravind�Yelery『between�state�capitalism�and�economic�statecraft�
China�INC』Pentagon�Press�LLP，202１年の原書はわが国でも入手可能で
すが，必要箇所のコピーを準備する予定でいます。

６．参考書
　『現代中国の経済改革』，呉敬璉�著，青木昌彦，日野正子�訳，NTT�出版
　『中国の経済発展と制度変化』，厳成男�著，京都大学出版会
　『中国経済学入門』，加藤弘之�著，名古屋大学出版会

７．課題に対するフィードバックの方法
　講義受講者全員，次週講義範囲について日本語訳の予習を行った上で講
義に参加してください。講義時に予習範囲に関する日本語訳等の解説を進
める形でフィードバックを行います。

８．成績評価の方法
　春学期末に実施する試験，授業時の翻訳点，平常点を加算して１00点満
点とし評価します。それぞれの点数配分は以下の通りです。
　①春学期末試験：50点
　②翻訳点：30点（質問に対する回答点＋翻訳点）
　③平常点：20点（受講態度，出席状況等）
　なお，出席率が70％未満の場合は，春学期末試験の受験資格を喪失する
ものとします。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

多 田　 稔

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　 本 年 度 よ り�Aravind�Yelery氏 に よ る『between�state�capitalism�and�
economic�statecraft�China�INC』を使用します。本書は国家資本主義体制
としての中国において，国有企業の果たすその役割および内部の矛盾を解
き明かす内容となっています。本講義においては，その中でも国家資本主
義体制としての中国および国有企業の系譜を扱った章を講読していきます。
　アジアにおける移行国は中国およびベトナムがその代表国ということに
なりますが，いずれも旧体制となりつつある社会主義体制下での様々なシ
ステムをある意味“スターター”として活用することで目覚ましい経済発展
を実現し，世界経済にあって米国に対峙する大国としての地位を獲得する
に至っています。
　本講義では，アジア移行国の代表たる中国について，その移行過程たる
“改革・開放”政策，とりわけ株式制を中心とする国有企業改革を経てもな
お，同国の経済発展において主要な役割を担い続ける同企業の存在意義を
主たる課題として考えていきます。

〈到達目標〉
　上記テキストの講読を通して語学力の向上を図ると同時に，アジア移行
国の代表としての中国に対する見識を深め，経営学の研究能力向上に資す
ることをその目的とします。

２．授業内容
　講義は予め担当箇所および実施日程を決定の上，毎回 3 名～ 4 名の配分
で音読，翻訳をして頂きます（下記カリキュラム参照）。その際，担当箇
所から専門用語あるいは関連事項についての質問をします。その後，翻訳
の修正，担当箇所の内容および関連事項についての解説，という流れで進
めていきます。
　第 １ 回：イントロダクション（講義の進め方等）　
　第 2 回～第１3回：Why�Did�China�Not�Collapse（p.30-50）
　　　　　　　　　Almanac�of�China's�State-owned�Enterprises（p.5１-84）
　第１4回：a）期間前試験　b）講義のまとめと試験解説
　なお，音読および翻訳については，受講生指名機会に偏りが発生しない
よう配慮します。

３．履修上の注意
　広く「アジア」，少なくとも「中国」に何かしらの関心を持っている方
の受講が望ましい。
��補助的に参考資料を翻訳する場合があります。
　〈準備学習〉
　中国経済に関する入門書ないしは概説書を一読しておくことが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義時に示した全訳および用語解説に関するPPTを振り返り，疑問点等
あれば翌週講義時に質問してください。また，講義時はランダムに指名し
ていきますので，翌週範囲については，必ず日本語訳等，予習を行った上
で講義に参加してください。

５．教科書
　Aravind�Yelery『between�state�capitalism�and�economic�statecraft�
China�INC』Pentagon�Press�LLP，202１年の原書はわが国でも入手可能で
すが，必要箇所のコピーを準備する予定でいます。

６．参考書
　『現代中国の経済改革』，呉敬璉�著，青木昌彦，日野正子�訳，NTT�出版
　『中国の経済発展と制度変化』，厳成男�著，京都大学出版会
　『中国経済学入門』，加藤弘之�著，名古屋大学出版会

７．課題に対するフィードバックの方法
　講義受講者全員，次週講義範囲について日本語訳の予習を行った上で講
義に参加してください。講義時に予習範囲に関する日本語訳等の解説を進
める形でフィードバックを行います。

８．成績評価の方法
　秋学期末に実施する試験，授業時の翻訳点，平常点を加算して１00点満
点とし評価します。それぞれの点数配分は以下の通りです。
　①秋学期末試験：50点
　②翻訳点：30点（質問に対する回答点＋翻訳点）
　③平常点：20点（受講態度，出席状況等）
　なお，出席率が70％未満の場合は，秋学期末試験の受験資格を喪失する
ものとします。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

チョウ　トウ基

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
＜概要＞
昨今，イノベーションという言葉は様々な場面で使われている。企
業は競争力を高めるために，イノベーションの創造に積極的に取り
組んでいる。実際に，企業はどのようにイノベーションを創造する
のか。また，イノベーション創造はどのように企業の競争力向上と
収益向上につながるのか。なぜ，グローバル市場において競争力が
ある先発企業は後発企業に追い抜かれたのか。本授業では，これら
の点をイノベーション研究に関わる英語の論文を購読しながら理解
を進める。
＜到達目標＞
英語文献の読解力を高めると同時に，企業のイノベーションマネジ
メントに関する理解を深めることを目標とする。

２．授業内容
第 １ 回　イントロダクション
第 2 ～ 6 回　購読と訳出
第 7 回　中間試験
第 8 ～１3回　購読と訳出
第１4回　a：授業のまとめ，b：期末試験
授業では，毎回学籍番号順に担当者を割り当て，指定範囲（ １ ～ 2
文）の英語音読と翻訳を行う。発表後，その翻訳と内容について解
説を加える。

３．履修上の注意
授業を 4 回以上欠席しないこと。
本授業は １ クラスあたりの受講人数制限があるため，履修に際して
は事前登録が必要となる。詳細は「経営学部履修の手引」を参照す
ること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業前に配布された文献を読むこと（ １ 時間程度）。
授業終了後は専門用語等について確認すること（30分間程度）。

５．教科書
教科書は指定しない。進行状況に応じて資料を配布する。

６．参考書
必要に応じて授業内容に関連する書籍などを紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
中間試験と期末試験を実施した後，解説の時間を設ける。

８．成績評価の方法
平常点30%，中間試験30%，期末試験40%の割合で総合的に評価す
る。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

チョウ　トウ基

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
＜概要＞
昨今，イノベーションという言葉は様々な場面で使われている。企
業は競争力を高めるために，イノベーションの創造に積極的に取り
組んでいる。実際に，企業はどのようにイノベーションを創造する
のか。また，イノベーション創造はどのように企業の競争力向上と
収益向上につながるのか。なぜ，グローバル市場において競争力が
ある先発企業は後発企業に追い抜かれたのか。本授業では，これら
の点をイノベーション研究に関わる英語の論文を購読しながら理解
を進める。
＜到達目標＞
英語文献の読解力を高めると同時に，企業のイノベーションマネジ
メントに関する理解を深めることを目標とする。

２．授業内容
第 １ 回　イントロダクション
第 2 ～ 6 回　購読と訳出
第 7 回　中間試験
第 8 ～１3回　購読と訳出
第１4回　a：授業のまとめ，b：期末試験
授業では，毎回学籍番号順に担当者を割り当て，指定範囲（ １ ～ 2
文）の英語音読と翻訳を行う。発表後，その翻訳と内容について解
説を加える。

３．履修上の注意
授業を 4 回以上欠席しないこと。
本授業は １ クラスあたりの受講人数制限があるため，履修に際して
は事前登録が必要となる。詳細は「経営学部履修の手引」�を参照す
ること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業前に配布された文献を読むこと（ １ 時間程度）。
授業終了後は専門用語等について確認すること（30分間程度）。

５．教科書
教科書は指定しない。進行状況に応じて資料を配布する。

６．参考書
必要に応じて授業内容に関連する書籍等を紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
中間試験と期末試験を実施した後，解説の時間を設ける。

８．成績評価の方法
平常点30%，中間試験30%，期末試験40%の割合で総合的に評価す
る。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

原 木 英 一

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，グローバル・マーケティングに関わる英語の論文・著書を
取り扱う。Kotabe,�M�and�Helsen,�K.�(2020)を中心としつつ，トピックごと
に指定する論文・著書（一部）を読み解き，グローバル・マーケティング
への理解を深めることを目的とする。本講義は，生産販売拠点を複数国に
配置し規模の経済と現地適応のバランスをはかる多国籍企業で行われてい
るグローバル・マーケティングを対象とする。社会文化・所得水準の異な
る各地域の顧客が求める真のニーズを探索し，合致した製品と価値を創造
し，なおかつ受け入れられる価格で提供することによりグローバル市場で
競争優位を確立するマーケティングの考え方や戦略の展開について教授
し，さらに競争優位の持続化に向けて取り組まなければならない課題につ
いて考察する。
　本講義では，グローバル・マーケティングの基礎について事例を通して
学ぶ。近年，企業のグローバル化は一層進展しているものの，海外市場の
開拓については多くの課題がある。国内市場の開拓以上に困難である海外
市場の開拓には，経済発展段階の違いを背景とした所得の違いや，文化が
異なることによる消費行動の違い等，差異を踏まえて展開するグローバ
ル・マーケティングの知識が不可欠である。本講義では，グローバル・マ
ーケティングの基本的な概念や理論，現状を学修する。

〈到達目標〉
　グローバル・マーケティングの基本的な概念や理論を英語の文献（原典）
から理解すること。そして具体的な企業の事例からそれを説明することが
できること。

２．授業内容
第 １ 回：イントロダクション
第 2 - 3 回：Globalization�and�National�Differences�(Economy)
第 4 - 5 回：Globalization�and�National�Differences�(Culture�and�Norm)
第 6 - 7 回：Global�STP
第 8 - 9 回：International�Market�Entry�Strategy
第１0-１１回：Standardization�versus�Adaptation�of�International�Marketing
第１2-１3回：Global�Brand�Strategy
第１4回　a：試験
第１4回　b：解説
※受講生の習熟度により内容や進度は変更になる場合がある。

３．履修上の注意
・受講生の報告・発表及びディスカッションを中心として進める（受講生
の人数によって方法は変更となる場合がある）。
・講義を１/3以上欠席しないこと。
・外国書購読Bとセットで履修することが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　受講生は配布した資料の指示した範囲を予め精読し，概要を理解するこ
と。また，不明な点を明確にしておき，学生同士のディスカッションの準
備をすること。発表担当者は要点をまとめ，口頭発表の準備を行うこと。
※まとめる形式はレジュメ，PowerPointを用いたスライドのいずれも可。

５．教科書
必要な箇所は履修者に配布予定。

６．参考書
・Kotabe,�M.�and�Helsen,�K.� (2020),�Global�Marketing�Management�8th�
edition,�Wiley.
・Leonidou,�L.C.,�Katsikeas,�C.S.,�Samiee,�S.,�and�Aykol,�B.� (Eds.)� (20１7),�
Advances�in�Global�Marketing:�Research�Anthology,�Springer.
・Hill,�C.�W.�L.�(2022),�ISE�International�Business:�Competing�in�the�Global�
Marketplace�１4th�edition,�McGraw-Hill�Education.

７．課題に対するフィードバックの方法
　平常時のディスカッションに関しては時間内にフィードバックを行い，
期末試験については最終授業日に実施し，答案回収後に解説の時間を設け
る。

８．成績評価の方法
ディスカッションへの貢献度（30%），翻訳等の発表（30%），期末試験

（40%）を総合的に判断する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

原 木 英 一

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　春学期に引き続き，本講義ではグローバル・マーケティングに関
わる英語の論文・著書を取り扱う。Kotabe,�M�and�Helsen,�K.�(2020)
を中心としつつ，トピックごとに指定する論文・著書（一部）を読
み解き，グローバル・マーケティングへの理解を深めることを目的
とする。本講義は，生産販売拠点を複数国に配置し規模の経済と現
地適応のバランスをはかる多国籍企業で行われているグローバル・
マーケティングを対象とする。社会文化・所得水準の異なる各地域
の顧客が求める真のニーズを探索し，合致した製品と価値を創造
し，なおかつ受け入れられる価格で提供することによりグローバル
市場で競争優位を確立するマーケティングの考え方や戦略の展開に
ついて教授し，さらに競争優位の持続化に向けて取り組まなければ
ならない課題について考察する。
　本講義では，グローバル・マーケティングの基礎について事例を
通して学ぶ。近年，企業のグローバル化は一層進展しているものの，
海外市場の開拓については多くの課題がある。国内市場の開拓以上
に困難である海外市場の開拓には，経済発展段階の違いを背景とし
た所得の違いや，文化が異なることによる消費行動の違い等，差異
を踏まえて展開するグローバル・マーケティングの知識が不可欠で
ある。本講義では，グローバル・マーケティングの基本的な概念や
理論，現状を学修する。

２．授業内容
第 １ 回：イントロダクション
第 2 - 3 回：Global�Marketing�and�Organization
第 4 - 5 回：Global�Marketing�and�Knowledge�Transfer�/�Creation
第 6 - 7 回：Global�Marketing�and�Innovation
第 8 - 9 回：Marketing�in�Emerging�Countries
第１0-１１回：Marketing�in�Base�of�the�Pyramid�market
第１2-１3回：Global�Marketing�and�Information�Technology
第１4回　a：試験
第１4回　b：解説
※受講生の習熟度により内容や進度は変更になる場合があります。

３．履修上の注意
・受講生の報告・発表及びディスカッションを中心として進める
（受講生の人数によって方法は変更となる場合がある）。
・講義を１/3以上欠席しないこと。
・「外国書購読A」で学習した内容を前提とするため，セットで履修
することが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　受講生は配布した資料の指示した範囲を予め精読し，概要を理解
すること。また，不明な点を明確にしておき，学生同士のディスカ
ッションの準備をすること。発表担当者は要点をまとめ，口頭発表
の準備を行うこと。
※まとめる形式はレジュメ，PowerPointを用いたスライドのいず
れも可。

５．教科書
必要な箇所は履修者に配布予定。

６．参考書
・Kotabe,�M.�and�Helsen,�K.�(2020),�Global�Marketing�Management�
8th�edition,�Wiley.
・Leonidou,�L.C.,�Katsikeas,�C.S.,�Samiee,�S.,�and�Aykol,�B.� (Eds.)�
(20１7),� Advances� in� Global� Marketing:� Research� Anthology,�
Springer.
・Hill,�C.�W.�L.�(2022),�ISE�International�Business:�Competing�in�the�
Global�Marketplace�１4th�edition,�McGraw-Hill�Education.

７．課題に対するフィードバックの方法
　平常時のディスカッションに関しては時間内にフィードバックを
行い，期末試験については最終授業日に実施し，答案回収後に解説
の時間を設ける。

８．成績評価の方法
ディスカッションへの貢献度（30%），翻訳等の発表（30%），期末
試験（40%）を総合的に判断する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

山 下 智 佳

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　高齢化などの社会構造の変化によって，近年より困難の度合いを
増している社会保障の問題の中から，医療を取り上げます。医療機
関は医療費の抑制のため効率的な経営を求められるとともに，とも
すると効率性と両立が難しい医療資源の公平な分配や，患者満足度
を高めるよう，より手厚いサービス提供の努力が求められていて，
大変苦しい立場にあるといえます。本授業では医療産業での経営戦
略をテーマとした文献を取り上げ，どのような戦略が必要であるか
を考えます。医療機関の経営は医療政策と関わりが深いため，国，
政策が異なるとその経営への理解の仕方も異なることになります。
そのため，背景となる医療政策を組み立てる基本的な考え方も同時
に学習していきます。

〈到達目標〉
　テキストの講読を通じて，語学としての英語文献の読解力を身に
つけます。目標は卒業論文等に英語の文献を活用できる程度です。
同時に，内容の理解を通じて，社会政策と企業経営の関係といった，
規制産業の経営を考える際に必要な視点を身につけます。

２．授業内容
　進捗状況や受講生の発言時間などによって調整しますが，以下を
基本にテキストの講読とまとめを繰り返しながら進めます。
　第 １ 回　a�イントロダクション　b�担当者の決定と背景知識の解説
　第 2 回～第 4 回　テキストの講読（和訳の発表）と解説
　第 5 回　a�テキストの講読（和訳の発表）と解説　b�まとめ
　第 6 回～第 8 回　テキストの講読（和訳の発表）と解説
　第 9 回　a�テキストの講読（和訳の発表）と解説　b�まとめ
　第１0回～第１2回　テキストの講読（和訳の発表）と解説
　第１3回　a�テキストの講読（和訳の発表）と解説　b�まとめ
　第１4回　a�試験　b�試験の解説

３．履修上の注意
　遅刻，欠席が所定回数以上になると期末試験を受験できないこと
を確認した上で履修して下さい。
　医療制度についての基礎知識があるとテキストの理解が格段に深
まります。普段から医療等の社会保障に関心を持って臨むようにし
てください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，担当者でなくとも次回以降のテキストの音読，和訳
を行ってください。段落ごとに内容を要約すること，疑問点をメモ
することを具体的な目標としてください。
　復習は，予習でわからなかった部分や誤訳した部分の確認を行っ
てください。

５．教科書
　授業開始時に配布します。

６．参考書
　特にありません。授業中に受講生の関心に合わせて紹介していき
ます。

７．課題に対するフィードバックの方法
テキストの報告担当者には，事前に報告準備レポートを課題として
提出していただきます。授業の報告ではそのレポートをもとに質疑
応答を交えたフィードバックを行いながら，テキストを講読してい
きます。

８．成績評価の方法
　期末試験40％，平常点（受講態度，授業への参加度等）30％，課
題，発表30％の割合で総合的に評価します。なお，期末試験の受験
には3分の2以上の出席が前提となります。

９．その他
　慣れるまでは発表は緊張を伴います。学習，発表しやすい環境を
保てるよう，学生同士で尊重，協力しあうことを望みます。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

山 下 智 佳

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　高齢化などの社会構造の変化によって，近年より困難の度合いを
増している社会保障の問題の中から，医療を取り上げます。医療機
関は医療費の抑制のため効率的な経営と，同時に医療資源の公平な
分配が求められています。そのために，医療機関は単体ではなく，
地域内でネットワークを形成することで難しい課題に取り組むこと
が求められるようになっています。本授業ではアメリカでの医療ネ
ットワーク形成の経験について学習し，日本への示唆を考えます。
医療機関の経営は医療政策と関わりが深いため，国，政策が異なる
とその経営への理解の仕方も異なることになります。そのため，背
景となる医療政策を組み立てる基本的な考え方も同時に学習してい
きます。

〈到達目標〉
　テキストの講読を通じて，語学としての英語文献の読解力を身に
つけます。目標は卒業論文等に英語の文献を活用できる程度です。
同時に，内容の理解を通じて，社会政策と企業経営の関係といった，
規制産業の経営を考える際に必要な視点を身につけます。

２．授業内容
　進捗状況や受講生の発言時間などによって調整しますが，以下を
基本にテキストの講読とまとめを繰り返しながら進めます。
　第 １ 回　a�イントロダクション　b�担当者の決定と背景知識の解説
　第 2 回～第 4 回　テキストの講読（和訳の発表）と解説
　第 5 回　a�テキストの講読（和訳の発表）と解説　b�まとめ
　第 6 回～第 8 回　テキストの講読（和訳の発表）と解説
　第 9 回　a�テキストの講読（和訳の発表）と解説　b�まとめ
　第１0回～第１2回　テキストの講読（和訳の発表）と解説
　第１3回　a�テキストの講読（和訳の発表）と解説　b�まとめ
　第１4回　a�試験　b�試験の解説

３．履修上の注意
　遅刻，欠席が所定回数以上になると期末試験を受験できないこと
を確認した上で履修して下さい。
　医療制度についての基礎知識があるとテキストの理解が格段に深
まります。普段から医療等の社会保障に関心を持って臨むようにし
てください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，担当者でなくとも次回以降のテキストの音読，和訳
を行ってください。段落ごとに内容を要約すること，疑問点をメモ
することを具体的な目標としてください。
　復習は，予習でわからなかった部分や誤訳した部分の確認を行っ
てください。

５．教科書
　授業開始時に配布します。

６．参考書
　特にありません。授業中に受講生の関心に合わせて紹介していき
ます。

７．課題に対するフィードバックの方法
テキストの報告担当者には，事前に報告準備レポートを課題として
提出していただきます。授業の報告ではそのレポートをもとに質疑
応答を交えたフィードバックを行いながら，テキストを講読してい
きます。

８．成績評価の方法
　期末試験40％，平常点（受講態度，授業への参加度等）30％，課
題，発表30％の割合で総合的に評価します。なお，期末試験の受験
には 3 分の 2 以上の出席が前提となります。

９．その他
　慣れるまでは発表は緊張を伴います。学習，発表しやすい環境を
保てるよう，学生同士で尊重，協力しあうことを望みます。



― 33１ ―

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

李　 熙 明

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　Bain�&�Companyの調査によると，１996年～20１9年までのラグジ
ュアリー産業の年間平均成長率は6％に達している。リーマンショ
ックやコロナ禍の影響による一時的な市場規模の減少が見られるも
のの，その後は急速に回復を果たしている。同社によると，2022年
にはコロナ前と同じ水準に回復すると予測されている。
　一方，原材料価格の高騰で，ラグジュアリー産業においても値上
げが相次いでいる。HermesやChanelなどは続々と価格改定されて
おり，多くのブランドの値上率は１0％～25％に達している。ところ
が強気な値上げでも人気に陰りが見えない。若年層（ミレニアル世
代，Z世代）の支持と購買により，今後のラグジュアリー産業はさ
らなる成長が見込まれる。
　製品の価格が上がり続けているのに，なぜ人気は衰えないのか。
本講義ではラグジュアリー・ブランドに関する文献の講読を通じ
て，「高くても売れる仕組み」を解明していく。

「到達目標」
　英語の読解力の向上を目指すと同時に，ラグジュアリー・ブラン
ドのブランド戦略に対する理解を深めていくことが望ましい。

２．授業内容
第 １ 回：イントロダクション（受講希望者は必ず出席すること）
第 2 ～ 3 回：ラグジュアリーの概念
第 4 ～ 5 回：ラグジュアリー産業の特徴
第 6 ～ 7 回：�主なラグジュアリーセクター（既製服，香水，コスメ，

レザーグッズ）
第 8 ～ 9 回：�主なラグジュアリーセクター（ワイン，ジュエリー，

時計，ホテル）
第１0～１１回：ラグジュアリー・ブランドのブランドパワー
第１2～１3回：ラグジュアリー消費者
第１4回：定期試験

３．履修上の注意
欠席回数上限などのルールが設けられている。詳細は初回のガイダ
ンスで説明する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
ラグジュアリーブランドやファッションブランドに関心も持ってい
る方の受講が望ましい。

５．教科書
こちらでプリントを用意する。

６．参考書
必要に応じて授業中に紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回発表した内容に対するフィードバックを行い，関連知識につい
ての解説を行う。

８．成績評価の方法
定期試験50％，授業への貢献度50％

９．その他
特になし。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

李　 熙 明

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　Bain�&�Companyの調査によると，１996年～20１9年までのラグジ
ュアリー産業の年間平均成長率は6％に達している。リーマンショ
ックやコロナ禍の影響による一時的な市場規模の減少が見られるも
のの，その後は急速に回復を果たしている。同社によると，2022年
にはコロナ前と同じ水準に回復すると予測されている。
　一方，原材料価格の高騰で，ラグジュアリー産業においても値上
げが相次いでいる。HermesやChanelなどは続々と価格改定されて
おり，多くのブランドの値上率は１0％～25％に達している。ところ
が強気な値上げでも人気に陰りが見えない。若年層（ミレニアル世
代，Z世代）の支持と購買により，今後のラグジュアリー産業はさ
らなる成長が見込まれる。
　製品の価格が上がり続けているのに，なぜ人気は衰えないのか。
本講義ではラグジュアリー・ブランドに関する文献の講読を通じ
て，「高くても売れる仕組み」を解明していく。

「到達目標」
　英語の読解力の向上を目指すと同時に，ラグジュアリー・ブラン
ドのブランド戦略に対する理解を深めていくことが望ましい。

２．授業内容
第 １ 回：イントロダクション
第 2 ～ 3 回：ラグジュアリー・ブランドのアイデンティティ
第 4 ～ 5 回：ラグジュアリー産業の分析
第 6 ～ 7 回：クリエーションとマーチャンダイジング
第 8 ～ 9 回：コミュニケーション方法とデジタル時代への対応
第１0～１１回：ラグジュアリーブランドのグローバル展開
第１2～１3回：リテールのマネジメント
第１4回：定期試験

３．履修上の注意
欠席回数上限などのルールが設けられている。詳細は初回のガイダ
ンスで説明する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
ラグジュアリーブランドやファッションブランドに関心も持ってい
る方の受講が望ましい。

５．教科書
こちらでプリントを用意する。

６．参考書
必要に応じて授業中に紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回発表した内容に対するフィードバックを行い，関連知識につい
ての解説を行う。

８．成績評価の方法
定期試験50％，授業への貢献度50％

９．その他
特になし。
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：ドイツ語】

清 水 一 之

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　●講義のテーマ；�ドイツのマネジメント学
　●講義概要；�日本ではドイツ高級車メーカー等，ドイツ関連のモノやコト
が散見されます。すでに第二外国語でドイツ語を勉強してきた方々，もちろ
んドイツ語に興味をもっている受講生もマネジメントの視点で，ドイツのマ
ネジメント力って何なのか？一緒にビジネス・ドイツ語の文献から勉強して
みましょう。
　テキストは，清水が翻訳した『ドイツのマネジメント学』を使用します。
つまり翻訳をお渡ししますので，初心者の方もこれを利用しつつ，予習・復
習が可能になります。
　経済的にもドイツは，欧州連合（EU）の産業大国として影響力を持ってい
ます。皆さんもこれから社会人になり英語によるコミュニケーションは，問
題ないかと考えられますが，皆さんが今後相手に活躍する諸外国は，英語圏
とは限りません。そこで，第二外国語をビジネスで利用するコツを今の時期
に習得しましょう。また，ドイツ語という2か国語は，すでに述べたように経
済的に優位なEU（欧州連合）で使われています。もしかするとビジネス相手
としてドイツ人と顔を合わせることは，今後増えると思います。少しドイツ
語を話す，理解することで英語だけでなく第2外国語からの他の人とは違う印
象を相手に与えてみてはいかがでしょうか。

〈到達目標〉
　「外国書講読（ドイツ語）」に必要なことは，文化の異なるドイツ語圏で活
動する企業活動を理解することです。そのためドイツ語圏の文化や慣習等の
理解を必要とすることがあります。授業時間中に教科書の利用に留まらず，
他の教材を用いて理解を深め，第二外国の学習で得られる文化・言語等々の

「多様性」を習得します。
加えて，半期１4回の講義の中で１/3程度はコロナ感染対策また研究時間確保の
ためオンライン又はオンディマンドとする。

２．授業内容
　第一回目の講義に置いて，訳の分担を決定します。そのため， 2 回目から
は分担した部分をレジュメ形式にて発表することが求められます。翻訳箇所
は，文法解説が加えられつつ内容が理解されます。（受講生に魅力的な講義に
するため，テキストの変更もあります。）

〈秋学期〉
　第 １ 回：イントロダクション
　第 2 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１番目）
　第 3 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者2番目）
　第 4 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者3番目）
　第 5 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者4番目）
　第 6 回：『ドイツのマネジメント学』献の輪読（分担者5番目）
　第 7 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者6番目）
　第 8 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者7番目）
　第 9 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者8番目）
　第１0回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者9番目）
　第１１回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１0番目）
　第１2回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１１番目）
　第１3回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１2番目）
　第１4回：期末テスト（aそしてbモジュール共に試験を行う。）

３．履修上の注意
　平常点に出席状況を加味します。
　本授業は １ クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際
しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引」を参照してくだ
さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　履修学生は，輪読する際の予習が必要になる。また，自分の担当でない部
分も試験の範囲は講義で行ったすべての範囲から出題されるため他の人が担
当している場合でも予習と復習が必要となる。

５．教科書
　ホースト・シュタインマン，ゲオルク・シュライエク，ヨッヘン・コッホ著，
清水一之訳　『ドイツのマネジメント学　概念－機能－事例研究』，SBIアクセ
ス，20１9年を講義内で販売（著者割あり）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　春学期試験（60％），平常点（30％），レポート・発言等（１0％：適時指示
する。）によって総合的に評価する。

９．その他
　清水ゼミのゼミ生そしてフィールドスタディ（清水）の履修者は，本講義
を履修すること。
　履修者数が，WEB履修登録システムによる一次登録時点で 4 名未満であっ
た場合は未開講とする。ただし，春学期または秋学期が4名以上の場合，いず
れの学期も開講とする。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：ドイツ語】

清 水 一 之

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　●講義のテーマ；�ドイツのマネジメント学
　●講義概要；�日本ではドイツ高級車メーカー等，ドイツ関連のモノやコト
が散見されます。すでに第二外国語でドイツ語を勉強してきた方々，もちろ
んドイツ語に興味をもっている受講生もマネジメントの視点で，ドイツのマ
ネジメント力って何なのか？一緒にビジネス・ドイツ語の文献から勉強して
みましょう。
　テキストは，清水が翻訳した『ドイツのマネジメント学』を使用します。
つまり翻訳をお渡ししますので，初心者の方もこれを利用しつつ，予習・復
習が可能になります。
　経済的にもドイツは，欧州連合（EU）の産業大国として影響力を持ってい
ます。皆さんもこれから社会人になり英語によるコミュニケーションは，問
題ないかと考えられますが，皆さんが今後相手に活躍する諸外国は，英語圏
とは限りません。そこで，第二外国語をビジネスで利用するコツを今の時期
に習得しましょう。また，ドイツ語という2か国語は，すでに述べたように経
済的に優位なEU（欧州連合）で使われています。もしかするとビジネス相手
としてドイツ人と顔を合わせることは，今後増えると思います。少しドイツ
語を話す，理解することで英語だけでなく第2外国語からの他の人とは違う印
象を相手に与えてみてはいかがでしょうか。

〈到達目標〉
　「外国書講読（ドイツ語）」に必要なことは，文化の異なるドイツ語圏で活
動する企業活動を理解することです。そのためドイツ語圏の文化や慣習等の
理解を必要とすることがあります。授業時間中に教科書の利用に留まらず，
他の教材を用いて理解を深め，第二外国の学習で得られる文化・言語等々の

「多様性」を習得します。
加えて，半期１4回の講義の中で１/3程度はコロナ感染対策また研究時間確保の
ためオンライン又はオンディマンドとする。

２．授業内容
　第一回目の講義に置いて，訳の分担を決定します。そのため， 2 回目から
は分担した部分をレジュメ形式にて発表することが求められます。翻訳箇所
は，文法解説が加えられつつ内容が理解されます。（受講生に魅力的な講義に
するため，テキストの変更もあります。）

〈秋学期〉
　第 １ 回：イントロダクション
　第 2 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１番目）
　第 3 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者2番目）
　第 4 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者3番目）
　第 5 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者4番目）
　第 6 回：『ドイツのマネジメント学』献の輪読（分担者5番目）
　第 7 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者6番目）
　第 8 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者7番目）
　第 9 回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者8番目）
　第１0回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者9番目）
　第１１回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１0番目）
　第１2回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１１番目）
　第１3回：『ドイツのマネジメント学』の輪読（分担者１2番目）
　第１4回：期末テスト（aそしてbモジュール共に試験を行う。）

３．履修上の注意
　平常点に出席状況を加味します。
　本授業は １ クラスあたりの受講人数制限があります。そのため，履修に際
しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引」を参照してくだ
さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　履修学生は，輪読する際の予習が必要になる。また，自分の担当でない部
分も試験の範囲は講義で行ったすべての範囲から出題されるため他の人が担
当している場合でも予習と復習が必要となる。

５．教科書
　ホースト・シュタインマン，ゲオルク・シュライエク，ヨッヘン・コッホ著，
清水一之訳　『ドイツのマネジメント学　概念－機能－事例研究』，SBIアクセ
ス，20１9年を講義内で販売（著者割あり）

６．参考書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　春学期試験（60％），平常点（30％），レポート・発言等（１0％：適時指示
する。）によって総合的に評価する。

９．その他
　清水ゼミのゼミ生そしてフィールドスタディ（清水）の履修者は，本講義
を履修すること。
　履修者数が，WEB履修登録システムによる一次登録時点で 4 名未満であっ
た場合は未開講とする。ただし，春学期または秋学期が4名以上の場合，いず
れの学期も開講とする。
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：フランス語】

関 家　ちさと

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
＜概要＞
　本授業では，フランスと日本の働き方について学びます。フラン
ス人，日本人はどんな働き方やキャリア形成の仕方をしているので
しょうか？講師自身がフランス企業と日本企業に行ったインタビュ
ー調査によると，フランスは働き方やキャリア形成の方法におい
て，日本企業と異なる点が多いです。
　したがって両国を比較することで，多様な働き方を知るととも
に，国際比較の視点を得ることが期待されます。様々な働き方の方
法を知ることで，受講生の皆さんが自分自身のキャリアプランを描
くためのアイディアを得られるのではないかと考えています。
　さらに情報が溢れる現代において，イメージで語られることの多
い国の違いを，正しい情報に基づいて知る力は，今後ますます重要
となってきます。したがってフランス語テキストの輪読とディスカ
ッションによって，少しでもそうした視点を習得してもらいたいと
考えています。
　なお，輪読は正確な訳を求めているわけではありませんので，心
配はありません。サポートしますので，フランス語を一度でも学ん
だことがある方なら，どなたでも歓迎します。
＜到達目標＞
・フランスと日本の比較を通して，国際比較の視点をもつこと。
・両国の働き方の特徴について理解を深めること。

２．授業内容
　フランスの働き方やキャリアに関する最新記事やデータを輪読し
たのち，ディスカッションを行います。その後，講師から国際比較
データの紹介や解説を行います。
　なお，各回のテキスト範囲等は，受講生のフランス語のレベルに
応じて決定しますので，安心して履修してください。
　第 １ 回　イントロダクション
　第 2 回　国際比較の面白さと意義
　第 3 回～１4回
　テキストの購読（担当範囲の翻訳）とディスカッション。
　テキストに関連した国際比較データの紹介や解説。

３．履修上の注意
　なし。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず翌週のテキストを予習してから参加してください。

５．教科書
　なし。授業内で配布します。

６．参考書
関家ちさと（202１）『日本型人材育成の有効性を評価する:�企業内養
成訓練の日仏比較』中央経済社（該当ページを授業内で配布予定）

７．課題に対するフィードバックの方法
課題レポート等へのフィードバックは，Oh-o!Meijiを通して行いま
す。

８．成績評価の方法
・平常点20%
・�授業への貢献度（担当箇所の翻訳発表やディスカッションへの参

加度合い）�40%
・課題レポート40%

９．その他
なし。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：フランス語】

関 家　ちさと

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
＜概要＞
　本授業では，フランスと日本の働き方について学びます。フラン
ス人，日本人はどんな働き方やキャリア形成の仕方をしているので
しょうか？講師自身がフランス企業と日本企業に行ったインタビュ
ー調査によると，フランスは働き方やキャリア形成の方法におい
て，日本企業と異なる点が多いです。
　したがって両国を比較することで，多様な働き方を知るととも
に，国際比較の視点を得ることが期待されます。様々な働き方の方
法を知ることで，受講生の皆さんが自分自身のキャリアプランを描
くためのアイディアを得られるのではないかと考えています。
　さらに情報が溢れる現代において，イメージで語られることの多
い国の違いを，正しい情報に基づいて知る力は，今後ますます重要
となってきます。したがってフランス語テキストの輪読とディスカ
ッションによって，少しでもそうした視点を習得してもらいたいと
考えています。
　なお，輪読は正確な訳を求めているわけではありませんので，心
配はありません。サポートしますので，フランス語を一度でも学ん
だことがある方なら，どなたでも歓迎します。
＜到達目標＞
・フランスと日本の比較を通して，国際比較の視点をもつこと。
・両国の働き方の特徴について理解を深めること。

２．授業内容
　フランスの働き方やキャリアに関する最新記事やデータを輪読し
たのち，ディスカッションを行います。その後，講師から国際比較
データの紹介や解説を行います。
　なお，各回のテキスト範囲等は，受講生のフランス語のレベルに
応じて決定しますので，安心して履修してください。
　第 １ 回　イントロダクション
　第 2 回～１4回
　テキストの購読（担当範囲の翻訳）とディスカッション。
　テキストに関連した国際比較データの紹介や解説。

３．履修上の注意
　なし。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず翌週のテキストを予習してから参加してください。

５．教科書
　なし。授業内で配布します。

６．参考書
　関家ちさと（202１）『日本型人材育成の有効性を評価する:�企業内
養成訓練の日仏比較』中央経済社（該当ページを授業内で配布予定）

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題レポート等へのフィードバックは，Oh-o!Meijiを通して行い
ます。

８．成績評価の方法
・平常点20%
・授業への貢献度（担当箇所の翻訳発表やディスカッションへの参
加度合い）　40%
・課題レポート40%

９．その他
　なし。
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：中国語】

カ ク 燕 書

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　日本と中国の経済関係がますます強まっている時代に応じて，今
現在の中国に関するビジネス事情――政治，経済，経営，文化，中
国人の生活と考え方などを中国語で理解していただきたい。また，
就職活動に役に立つだけでなく，社会人になってからも仕事で使え
る中国語を身につけることを目的にする。

〈到達目標〉
　読解と作文の力をしっかりと身につけながら，現代中国の社会・
文化，中国人の考え方・人情など中国のビジネス文化を理解しても
らいたい。また，実用的な中国語も覚え，流暢かつ自然に中国語で
内容のある会話ができることを目標とする。

２．授業内容
　第 １ 回　概要説明　中国人　中国文化　商务中国語
　第 2 回　中国文化的特点（１）凝聚性
　第 3 回　中国文化的特点（2）包容性
　第 4 回　中国文化的特点（3）多样性
　第 5 回　中国人的特点体现（１）中国人的谦虚
　第 6 回　中国人的特点体现（2）注重和谐和中庸
　第 7 回　中国人的特点体现（3）集体主义
　第 8 回　商务会谈（１）时间／姓名／称谓
　第 9 回　商务会谈（2）介绍／名片／握手
　第１0回　商务会谈（3）着装／寒暄
　第１１回　建立业务关系　（１）宴请／饮酒
　第１2回　建立业务关系　（2）筷子／吸烟／送礼
　第１3回　跨文化交流（１）　书信／电话
　第１4回　跨文化交流（2）　体态语言
　第１5回　总结和考试

３．履修上の注意
　 １ ， 2 年次の中国語の履修経験者を限定とし，中国語の基礎知識
が必要である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・予習復習必須，課毎に重点的な所を指定し暗唱を課する
・中国語検定試験，漢語水平考試（HSK）が望ましい。

５．教科書
　授業の時に指示する

６．参考書
　授業の時に指定する

７．課題に対するフィードバックの方法
中間レポートと作文の解説については，Oh-o!Meijiを通じて配信す
るため，確認すること。

８．成績評価の方法
　小テスト：40％　　　筆記試験：40％　　　授業参加：20％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：中国語】

カ ク 燕 書

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　日本と中国の経済関係がますます強まっている時代に応じて，今
現在の中国に関するビジネス事情――政治，経済，経営，文化，中
国人の生活と考え方などを中国語で理解していただきたい。また，
就職活動に役に立つだけでなく，社会人になってからも仕事で使え
る中国語を身につけることを目的にする。

〈到達目標〉
　読解と作文の力をしっかりと身につけながら，現代中国の社会・
文化，中国人の考え方・人情など中国のビジネス文化を理解しても
らいたい。また，実用的な中国語も覚え，流暢かつ自然に中国語で
内容のある会話ができることを目標とする。

２．授業内容
　第 １ 回　人际关系（１）人情
　第 2 回　人际关系（2）面子
　第 3 回　人际关系（3）上下级关系
　第 4 回　人际关系（4）同事关系
　第 5 回　人际关系（5）商务关系
　第 6 回　人际关系（6）与政府的关系
　第 7 回　期中考试　中国电影欣赏
　第 8 回　谈判（１）人选
　第 9 回　谈判（2）价格
　第１0回　谈判（3）合同
　第１１回　管理（１）部门的权利和地位
　第１2回　管理（2）职员管理
　第１3回　管理（3）激励
　第１4回　管理（4）年龄
　第１5回　中国商务文化�发表　期末考试

３．履修上の注意
　 １ ， 2 年次の中国語の履修経験者を限定とし，中国語の基礎知識
が必要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・予習復習必須，課毎に重点的な所を指定し暗唱を課する
・中国語検定試験，漢語水平考試（HSK）が望ましい。

５．教科書
　授業の時に指示する

６．参考書
　授業の時に指定する

７．課題に対するフィードバックの方法
中間レポートのと作文の解説については，Oh-o!Meijiを通じて配信
するため，確認すること。

８．成績評価の方法
　小テスト：40％　　　筆記試験：40％　　　授業参加：20％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ａ
【使用言語：ロシア語】

加 藤　志津子

2 単位 3 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　ロシア語を使ってリアルなロシア経営を多面的に理解する。

〈到達目標〉
　①ロシア語をある程度，使えるようにする。
　②ロシア語を使って，リアルなロシア経営を多面的に理解する。
　③�外国の経営を理解しようとする際，日本語，英語でもある程度

可能であるが，現地語を用いることによってさらに深く理解で
きることを知ってもらう。

２．授業内容
　履修者の関心・語学能力に応じて選択されたロシア語テキストを
読みつつ，ロシアの企業経営について考察する。
　第 １ 回　イントロダクション
　第 2 ― 5 回　ロシアの文化，社会
ロシア語テキストを読みつつ，ロシアの文化，社会について理解す
る。
　第 6 ―１0講　ロシアの経済
ロシア語テキストを読みつつ，ロシアの経済について理解する。
　第１１―１4講　ロシアの企業経営
ロシア語テキストを読みつつ，ロシアの企業経営について理解す
る。

３．履修上の注意
　本授業は １ クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修
に際しては事前登録が必要である。詳細は『経営学部履修の手引』
を参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ロシア語を学習しておくことが望ましいが，未修でも可。
　予習は必要。

５．教科書
　未定。開講後，履修者の関心・語学力に応じて選択する。

６．参考書
　加藤志津子『市場経済移行期のロシア企業』文眞堂，2006年。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題は多くの場合，テキストの予習なので，授業内で発表してもら
い，フィードバックする。

８．成績評価の方法
　平常点：授業時の発表で評価する（50点）。 １ 回のみ自由レポー
トを提出できる（１0点）。
　定期試験：持ち込みすべて可（50点）。

９．その他
　授業に関する質問は講義中に受け付ける。個人的に質問したい場
合は，講義後の時間か，あるいは研究室（TEL/FAX�03-3296-2048）
宛てに連絡すること。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：ロシア語】

加 藤　志津子

2 単位 3 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　ロシア語を使ってリアルなロシア経営を多面的に理解する。

〈到達目標〉
　①ロシア語をある程度，使えるようにする。
　②ロシア語を使って，リアルなロシア経営を多面的に理解する。
　③�外国の経営を理解しようとする際，日本語，英語でもある程度

可能であるが，現地語を用いることによってさらに深く理解で
きることを知ってもらう。

２．授業内容
　履修者の関心・語学能力に応じて選択されたロシア語テキストを
読みつつ，ロシアの企業経営について考察する。
　第 １ 回　イントロダクション
　第 2 ― 5 回　ロシアの文化，社会
ロシア語テキストを読みつつ，ロシアの文化，社会について理解す
る。
　第 6 ―１0講　ロシアの経済
ロシア語テキストを読みつつ，ロシアの経済について理解する。
　第１１―１4講　ロシアの企業経営
ロシア語テキストを読みつつ，ロシアの企業経営について理解す
る。

３．履修上の注意
　本授業は １ クラスあたりの受講人数制限がある。そのため，履修
に際しては事前登録が必要である。詳細は『経営学部履修の手引』
を参照すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ロシア語を学習しておくことが望ましいが，未修でも可。
　予習は必要。

５．教科書
　未定。開講後，履修者の関心・語学力に応じて選択する。

６．参考書
　加藤志津子『市場経済移行期のロシア企業』文眞堂，2006年。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題は多くの場合，テキストの予習なので，授業内で発表してもら
い，フィードバックする。

８．成績評価の方法
　平常点：授業時の発表で評価する（50点）。 １ 回のみ自由レポー
トを提出できる（１0点）。
　定期試験：持ち込みすべて可（50点）。

９．その他
　授業に関する質問は講義中に受け付ける。個人的に質問したい場
合は，講義後の時間か，あるいは研究室（TEL/FAX�03-3296-2048）
宛てに連絡すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN991J

経営学特別講義Ａ 古 川 裕 康

2 単位 １ 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：「学生のための社長学」
＜概要＞
企業価値は社長の意思と創意工夫で大きく変わる。
限られた経営資源をどのように使い，どのように市場を獲り，どのように利益分
配し，自社の価値を高めるか。その秘訣は，社長から直接聞くことで知ることが
できる。
本講義では，日本経営合理化協会のご協力により，各回，現役社長をゲストスピ
ーカーとして迎える。上場企業へと躍進の成長企業，地域の雇用と産業を支える
地方中小，斬新な発想で業界の常識を覆すベンチャーなど，様々な規模・業種・
業態の社長に，経営に対する姿勢，具体的な戦略や戦術をお話し頂き，学生との
ディスカッションを行う。
普段は会えない現役社長ならではの熱気とエネルギーを感じながら，企業価値の
磨き方を学べる絶好の機会として活用して欲しい。大学にいながら，ビジネスの
最前線を垣間見られる貴重な時間である。
※なお登壇者は変更になることがある。
＜到達目標＞
ゲストスピーカーの話を通して，経営や仕事に対する高い視座・視点を身に付け
る。規模や著名性だけにとらわれない企業の魅力を発見し，様々な企業に対する
興味関心の拡張を目指す。将来「経営者」になることを想定した高度な人材育成
が目標である。

２．授業内容
第 １ 回　イントロダクション　　経営学部准教授　古川�裕康
第 2 回　フィットネス業界の異端児《カーブス》に学ぶ
　　　　「新しい顧客を創造するビジネスモデル」
　　　　株式会社カーブスホールディングス　　代表取締役社長　増本�岳
第 3 回　１00年企業《江口組》が挑む「地域共創経営」
　　　　株式会社江口組　　代表取締役社長　江口�充
第 4 回　旧態依然の老舗メーカーを北陸屈指の成長企業に変えた社内改革
　　　　サクラパックス株式会社　　代表取締役社長　橋本�淳
第 5 回　 9 年で売上300億円《アンカー》急成長を支える組織づくり
　　　　アンカー・ジャパン株式会社　　代表取締役CEO　猿渡�歩
第 6 回　上場企業をゼロから創業した社長に学ぶ「売上最小化，利益最大化の経営」
　　　　株式会社北の達人コーポレーション　　代表取締役社長　木下�勝寿
第 7 回　１3万社の社長が学びを求める教育機関の「強く必要とされる経営」
　　　　日本経営合理化協会　　理事長　牟田�太陽
第 8 回　《SHIRO》のものづくり～200年続くブランドを目指して
　　　　株式会社シロ　　代表取締役社長　福永�敬弘
第 9 回　倒産⼨前の町工場を蘇らせた《センベイブラザーズ》のリブランド経営
　　　　有限会社笠原製菓　　代表　笠原�健徳
第１0回　シャネル，ヴィトンも惚れ込んだ「大田区ガラス工場の経営」
　　　　株式会社西尾硝子鏡工業所　　代表取締役�西尾�智之
第１１回　老舗旅館からシステムベンダーへ《陣屋》が実践するDX経営
　　　　鶴巻温泉元湯陣屋　　代表取締役女将�宮﨑�知子
第１2回　タイ料理とタイ文化の普及に命を懸ける飲食店経営
　　　　株式会社SUU・SUU・CHAIYOO　　代表取締役　川口�洋
第１3回　業界の新星《ALL�YOURS》の循環型アパレルビジネス
　　　　株式会社オールユアーズ　　代表取締役　原�康人
第１4回　まとめ講義　　経営学部准教授　古川�裕康

３．履修上の注意
　本授業では，毎回ゲストスピーカーの講義後，質疑応答の時間を設ける。限ら
れた時間を有意義にするため，学生の積極的な質問を期待する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ゲストスピーカーの著書があるときは，事前に目を通しておくとより理解が深
まる。
　各企業のウェブサイトを見たり，企業名で検索したりして事前知識を得ておい
てもらいたい。

５．教科書
　使用しない。各回，資料を配布する予定であるが登壇者によって異なる。

６．参考書
　中小企業庁（2022）『2022年版・中小企業白書』ウェブサイト。
　ブルネロ・クチネリ（202１）『人間主義的経営』クロスメディア・パブリッシング。
　柳井正（20１5）『経営者になるためのノート』PHP研究所。
　中小企業庁・日経BP総研・中小企業経営センター（20１9）『儲かる中小企業：人
手不足に負けない１１１のポイント』日経BP社。
　ゲストスピーカーの著書。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!�Meijiシステムや下記URL（専用のフォーム）を用いてコミュニケーション
＆フィードバックを行う。
https://forms.gle/PQgpr5vS１Kxjf2656

８．成績評価の方法
　各回における授業時間内に書くレポートで評価（１00％）。

９．その他
　ゲストスピーカーとの名刺交換が可能。希望者は，名刺を用意しておくこと。

科目ナンバー：（BA）MAN991J

経営学特別講義Ａ 金 野 索 一

2 単位 １ 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：デジタルトランスフォーメーション（DX）��/�Web3.0時代の起
業戦略

〈概要〉
　今やビジネスにおけるIT革命とは，IT産業だけではなく，全ての産業・
業種に及ぶ「××業種とIT」＝「デジタルトランスフォーメーション（DX）
革命」のことである。パーソナルコンピュターが登場して40年以上，イン
ターネットが普及を始めて30年以上，ITというツールを的確に使いこなさ
ずして，ビジネスの隆盛は成し得ず，クラウドやビッグデータ等のキーワ
ードを知っていても，起業や経営にどのように活かすかの知見なくして，
企業のイノベーションや自身のビジネス・キャリアの深化は困難である。
そして今，世界はWeb3.0時代を迎えている。本科目は，現代のビジネス
に不可欠な，業種，職種の枠を超えて，ビジネスセクター全体の“最新の
ITビジネス原理と先端戦略の視点・ノウハウ＝”デジタルトランスフォー
メーション（DX）とWeb3.0”を俯瞰し，体系化したものを学ぶ。そして，
自身の目前の就活やキャリア，仕事の創造や戦略の明確化を図り，ITを駆
使した事業イノベーションを実現できる理論と実践の知見を獲得する。

〈到達目標〉
　新規事業創出で拓く自己キャリアの新たな地平～IT/AIを活用したビジ
ネスの新規事業をプランニングし，最終的にその事業計画の提案を行い，
その結果によっては，実際の起業に繋げる。まさに，日本のDX革命と
Web3.0における最先端の理論と実践を往来し，自分自身のイノベーショ
ンを推進することを到達目標とする。なお，先端ビジネス分野は，既知の
ものがすぐに陳腐化してしまう高速変化が常であるので，最先端の学びの
ために，このシラバスの内容を一部変更して，実際の講義を行うことがあ
るので，了承いただきたい。

２．授業内容
　第 １ 回：AI革命後の社会とビジネス原理とは何か
　第 2 回：�新規事業，デジタルトランスフォーメーション，アントレプレ

ナーシップ,�Web3.0　その本質
　第 3 回：IT/AIを活用した新規ビジネス事業計画をつくる
　第 4 回：インターネットソリューション基本類型・原理
　第 5 回：Web3.0とは何か
　第 6 回：先端技術学習I�人工知能，ブロックチェーン技術
　第 7 回：先端技術学習II　ドローン，ロボティックス，メタバース
　第 8 回：X-Tech�Timemachine（クロステック・タイムマシン）�I
　第 9 回：X-Tech�Timemachine（クロステック・タイムマシン）　II
　第１0回：事業計画案中間指導　第１回
　第１１回：事業計画案中間指導　第2回
　第１2回：�破壊的な世界・日本の最先端スタートアップ企業のケーススタ

ディ
　第１3回：新規事業計画　最終プレゼンテーション　第１回
　第１4回：新規事業計画　最終プレゼンテーション　第2回

３．履修上の注意
　ノートＰＣを持参してください。（※お持ちでない方は，同グループの
方と共有するか，タブレット，スマホを持参してください。）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　自分自身が実現したい新規ビジネスを構想し，その市場や競合をリサー
チすること

５．教科書
　『普通の君でも起業できる』大前研一とアタッカーズビジネススクール

（編著：金野索一）
（ダイヤモンド社）

６．参考書
①『課題解決の新技術』炭谷俊樹（PHP）
②�WEB「Forbes�Japan」連載『テックで資本主義をアップデートする』（金

野索一著）
　https://forbesjapan.com/author/detail/１8１0
③�WEB日経ITプロ連載『出でよ！ Peace�Techイノベーター』（金野索一著/

日経BP社）
　https://tech.nikkeibp.co.jp/it/atcl/column/１7/030200062/
④�WEB日経ビジネス・カンパネラ連載『トライセクター・リーダーの時代』
（金野索一著/日経BP社）

　http://business.nikkeibp.co.jp/atclcmp/１5/07１70000１/

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　最後に提出する新規事業計画50％，各自１回担当する講義テーマリサー
チ25％，授業への参加度25％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN991J

経営学特別講義Ｂ 岡 田 浩 一

2 単位 １ 年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：中小企業支援と実践

〈概要〉
　本講座は，中小企業診断士の資格をもつ明治大学卒業生によって組織さ
れる「中小企業診断士紫紺会」の協力によって実施する講座です。
　日常的に中小企業に接し，中小企業の経営支援を実践している中小企業
診断士によるオムニバス形式で，特にポイントとなるテーマをピックアッ
プして事例を交えた実践的講義をおこなっていきます。

〈到達目標〉
　中小企業診断士制度の概要や，中小企業診断士の活動を知ることによっ
て，変化する経営環境のもとで常に厳しい経営を迫られている中小企業に
たいする支援の在り方を学んでいきます。そのうえで，中小企業診断士の
資格に関心をもった学生にたいして資格取得に向けてアドバイスもしてい
きます。

２．授業内容
　以下の順で，それぞれのテーマを特に専門として活躍している中小企業
診断士の先生による授業をおこないます。
　第 １ 回　�イントロダクション　本講義全体の説明　経営学部教授　岡田�

浩一
　第 2 回　�中小企業診断士の意義について　KCGコンサルティング（株）　

代表取締役　柳�義久
　第 3 回　中小企業の経営戦略　三美印刷（株）企画室部長　中郡久雄
　第 4 回　�中小企業のマーケティング�東京商工会議所文京支部　創業相

談員　小暮�美喜
　第 5 回　�中小企業の経営分析・資金調達　中小企業診断士　ITコーディ

ネータ　土田�哲
　第 6 回　製造業の運営管理�創発研究所代表　加藤�茂
　第 7 回　�流通業の運営管理�（株）トーハン・コンサルティング　人材サ

ービス事業部長　三上�友美恵
　第 8 回　�サービス業の運営管理　（株）アミュゼクスアライアンス　代

表取締役　田守�順
　第 9 回　�中小企業のIT活用　（株）アイコンテンツ　代表取締役　吉野�

太佳子
　第１0回　中小企業の海外進出　結いコンサルティング代表　渡辺�裕美子
　第１１回　創業と事業承継�中小企業診断士　経営士　事業承継士　関口�恒
　第１2回　�中小企業の組織・人事　中小企業診断士，社会保険労務士事務

所　代表　星�昌宏
　第１3回　中小企業施策について　中小企業診断士　鵜頭�誠
　第１4回　本講義全体のまとめ　経営学部教授　岡田�浩一

３．履修上の注意
　日常的に中小企業経営や中小企業支援に興味関心を持ち，新聞や経済雑
誌はもとより，経済産業省，中小企業庁，各種行政機関から提供される中
小企業支援施策の情報を自ら収集しておくようにすること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　『中小企業白書』に目を通しておくこと。経済産業省，中小企業庁など
行政機関の中小企業政策の情報を常に注意してみておくようにしてもらい
たい。

５．教科書
　指定教科書はありません。

６．参考書
　当該年版の『中小企業白書』
　そのほか，各講師が随時紹介します

７．課題に対するフィードバックの方法
課題に対しての解説などは，主にOh-Meijiを使って通知する。

８．成績評価の方法
　試験は行わず，授業への参加度とレポート評価での評価とします。
　授業参加度60％
　レポート評価40％

９．その他
　特になし
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科目ナンバー：（BA）MAN991E

Special Lectures on Business Management C NAGAI HIROHISA

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
THEME���Organizational�Behavior�to�Manage�People
Organizational�Behavior�(OB)�is�a�field�of�study�that�investigate�the�
dynamics�of�interactions�among�individuals,�groups,�and�structure�
within�the�organization.�The�purpose�of�this�course�is�to�learn�the�
essential�knowledge� in�OB�to�bring�about� the�benefits� for�both�
individual� (e.g.,� job�satisfaction,�performance)�and�organization�
(e.g.,�efficiency,�productivity)�as�the�future�global�leader.
In-class�short�essay�(weekly�basis)�related�to�the�topic�of�day�will�
be�assigned�at�the�beginning�of�the�class.�Purpose�of�it�is�to�bring�
about�the�personal�memories�to�be�used�as�the�resources�for�the�
discussion.�
Other�active� learning�methods�such�as�self-assessment�activities,�
group�simulation�and�the�other�media�analysis�will�be�implemented�
to�foster�the�action-based�learning.
Objectives�of�the�Course
１．Learn�the�essential�theories�in�organizational�behavior.�
2．�Develop�practical�knowledge�and�skills�to�be�used�as�the�future�

managers.
3．Improve�interpersonal�and�communication�skills�in�organization.

2. Course Content
Session�１�Introduction:�What�is�Organizational�Behavior ？
Session�2�Basics�of�Individual�Behavior
Session�3��Attitude�and�Job�Satisfaction� (Grouping�members� into�

teams)
Session�4�Emotion�and�Mood
Session�5�Personality�and�Values
Session�6�Individual�Decision�Making
Session�7�Motivation
Session�8�Group�Behavior
Session�9�Work�Teams
Session�１0�Communication
Session�１１�Stress�Management
Session�１2�Leadership
Session�１3�Power�and�Politics
Session�１4�Organizational�Culture�and�Change

3. Registration Requirements
It� is�necessary� to�use�oral�and�written�English� the�whole�class�
through.�TOEFLiBT�score�65�or�above�is�required�to�take�this�course.

4. Course Preparations
Reading� and� other� assignments� will� be� announced� in� class.�
Assignments�should�be�submitted�to� the�designated�sections�on�
Oh-o!�Meiji.�

5. Textbook (s)
There�is�no�textbook.�Lecture�materials�will�be�uploaded�on�Oh-o!�
Meiji�or�handed�out�in�class.

6. Reference Book (s)
Robbins,� S.,� Judge� T.� A.� (202１)� Essentials� of� Organizational�
Behaviour,�Global�Edition,�Pearson�Education�Limited,�pp.�１-440.

7. How to provide Feedback to assignments
The�submitted�short�essays�to�Oh-o!�Meiji�will�be�evaluated�on�the�
same�site�of�screen.�Feedbacks�of�the�other�activities�and�exercises�
will�be�either�handed�out�or�returned�by�Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
In-class�short�essay�(weekly�basis):�40%
Active�participation�in�class�discussions:�60%�

9. Others
“Instead�of�waiting�for�a�leader�you�can�believe�in,�try�this:�Become�
a�leader�you�can�believe�in.”
―�Stan�Slap

科目ナンバー：（BA）MAN991E

Special Lectures on Business Management D NAGAI HIROHISA

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
THEME���Professional�Manager:�Strategic�Career�Self-Management
Course�Description
This�course�is�designed�provide�the�essential�knowledge�and�skills�
necessary�to�manage�team�and�people�as�the�future�professional�
manager.� Individuals� will� discover� one’s� strength� as� well� as�
challenges� to�be�a�competent�manager� through�various�active�
learning�activities�including�a�skit�project.
Team�Presentation�(Skit�Project)
Drama�method�is�one�of�the�popular�active-learning�tools�employed�
to�enhance�student’�communication�skills�in�business�education�in�
the�U.S.�In�this�course,�student�teams�will�create�own�scenario�about�
the�HR�issue�and�its�solution�plans�and�perform�it�in�the�class.
Individual�Presentation�(Career�Planning)
Each�student�will�make�an�individual�presentation�to�introduce�the�
personal�career�plan�as�a� future�global�manager�based�on� the�
course�contents.
Objectives�of�the�Course
Develop� practical� knowledge� and� skills� for� solving� problems�
required�for�professional�managers.�It�also�aims�to�develop�the�self-
confidence� in�working�with� the�people�coming� from�different�
backgrounds.� The� overall� objective� of� this� course� is� to� help�
students� to� improve� the� employability� whatever� the� area� of�
industry�and�type�of�job.�

2. Course Content
Session�１��Introduction:�My�vision�as�a�professional�manager
Session�2��RIASEC�(personality)�type�to�plan�your�future�career
Session�3��Career�Anchor�to�identify�your�ability,�talents,�motives
Session�4��Leadership�style
Session�5��Moving�motivators
Session�6��“Wheel�of�Life”�to�plan�your�career�and�life�balance
Session�7��Build�good�working�relationship
Session�8��Interim�Feedback�Session
Session�9��Skit�Project�Presentation
Session�１0��Communication�Tools�for�Managers
Session�１１��Active�listening
Session�１2��Career�Coaching
Session�１3��Business�Model�You
Session�１4��Individual�Presentation:�Design�your�Business�Model

3. Registration Requirements
It� is�necessary� to�use�oral�and�written�English� the�whole�class�
through.�TOEFLiBT�score�65�or�above�is�required�to�take�this�course.

4. Course Preparations
Reading� and� other� assignments� will� be� announced� in� class.�
Assignments�should�be�submitted�to� the�designated�sections�on�
Oh-o!�Meiji.

5. Textbook (s)
There�is�no�textbook.�Lecture�materials�will�be�uploaded�on�Oh-o!�
Meiji�or�handed�out�in�class.

6. Reference Book (s)
Harvard� Business� Review� Manager’s� Handbook:� The� １7� Skills�
Leaders�Need�to�Stand�Out,�HBR�Handbooks�(20１7).

7. How to provide Feedback to assignments
First�half�of�the�academic�progress�will�be�reviewed�at�the�feedback�
session�at� the�8th�session.�Feedbacks�of� the�other�activities�and�
exercises�will�be�either�handed�out�or�returned�by�Oh-o!�Meiji.

8. Assessment
Active�participation�in�class�discussions�and�activities:�50%
Skit�Project:�30%
Individual�presentation:�20%

9. Others
“There�is�no�greater�thing�you�can�do�with�your�life�and�your�work�
than�follow�your�passions�–� in�a�way�that�serves� the�world�and�
you.”�–�Richard�Branson



― 339 ―

科目ナンバー：（BA）MAN556E

Information Ethics A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

ADAMS, ANDREW

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
Information�ethics� is�the�study�of�the�social� impact�of� information�flow�
enabled�by�technological�computer�and�communication�devices.�A�brief�
overview�of�ethical�approaches�will�be�given,� together�with�studies�of�
some�of�the�key�thinkers�on�these�issues:�Zittrain,�Lessig,�Castells,�Bynum�
and�Rogerson,�Wiener.�This� is�one�of� two�modules�on�this� issue�which�
together�provide�a�broad�and�deep�examination�of�the�subject.

２．授業内容
This�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course� (Real-time�
Delivery�Type).�Lectures�will�be�delivered� in�Real-Time�on� the�Zoom�
platform.
１：Introduction:�Information�Ethics
2：Ethical�Theory�for�Information�Ethics
3：Copyfights
4：Information�Wants�to�be�Free,�People�Want�to�be�Paid
5：Data�Formats
6：Digital�Education
7：Freedom�of�Expression
8：Freedom�to�Tinker
9：Freedom�of�Information
１0：Unwanted�Electronic�Attentions�I:�Spam
１１：Unwanted�Electronic�Attentions�II:�Harassment
１2：Unwanted�Electronic�Attentions�III:�Fraud�in�the�Digital�World
１3：�Science�Fiction�and� Information�Ethics�From�１984� to�Ghost� in� the�

Shell
１4：Conclusions

３．履修上の注意
The�course�will�be�given�in�English.
Assessment�will�be�via�verbal�presentation�and�written�essay�submission�
also�in�English.�Advice�on�preparing�presentations�and�writing�essays�is�
provided�in�written�form�at�the�beginning�of�the�module.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
An�extensive�handout� including�pointers�to�expected�reading�(one�book�
chapter,�one�academic�article�or�up�to� three�short�online�articles;�and�
pointers�to�additional�reading)�for�each�week's�topic� is�provided�on�the�
Oh-o!� Meiji� system� at� the� beginning� of� the� semester.� Students� are�
expected�to�have�read�the�handout�and�the�expected�reading�material�
before�the�session.
Some�sessions�will�include�one�or�more�5-１0�minute�student�presentations�
at�the�beginning.
The�lecturer�will�then�present�details�on�the�issue�of�the�week.
The�final�ten�minutes�of�the�session�will�be�an�open�discussion�on�a�topic�
set� in� advance.� Students�are� expected� to� be� prepared� to� contribute�
individually� to� these�discussions.�The� list�of� topics� is�available�at� the�
beginning�of�the�module.
These�discussion�topics�are�also�the�subject�of�the�student�presentations�
and�of�follow-up�essays�on�the�same�topic.

５．教科書
Pandora's�Box:�Social�and�professional� Issues�of� the� Information�Age.�
Andrew�A.�Adams�and�Rachel�J.�McCrindle.

６．参考書
See�the�module�handout�for�a�list�of�reference�materials�for�each�session.

７．課題に対するフィードバックの方法
Verbal� feedback�on�presentations�will�be�given� in� lectures� immediately�
following�the�presentation.�More�detailed�written�feedback�will� then�be�
provided�by�email.
Written�feedback�on�essays�will�be�provided�by�email.

８．成績評価の方法
90％ :�S　80％ :�A　70％ :�B　60％ :�C　Below�59％ :�Fail
Presentations:�50％
Post-Presentation�Essays:�50％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN556E

Information Ethics B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

ADAMS, ANDREW

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
Information�ethics� is�the�study�of�the�social� impact�of� information�flow�
enabled�by�technological�computer�and�communication�devices.�A�brief�
overview�of�ethical�approaches�will�be�given,� together�with�studies�of�
some�of�the�key�thinkers�on�these�issues:�Zittrain,�Lessig,�Castells,�Bynum�
and�Rogerson,�Wiener.�This� is�one�of� two�modules�on�this� issue�which�
together�provide�a�broad�and�deep�examination�of�the�subject.�

２．授業内容
This�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course� (Real-time�
Delivery�Type).�Lectures�will�be�delivered� in�Real-Time�on� the�Zoom�
platform.
１：Introduction:�Information�Ethics
2：Ethical�Theory�for�Information�Ethics
3：Privacy�and�Data�Protection
4：DNA
5：Digital�Health
6：Information,�Sex�and�Technology
7：Online�Crime
8：Cyber-Warfare
9：Artificial�Intelligence
１0：(Anti-)�Social�Media
１１：Digital�Entertainment
１2：Working�in�the�Wired�World
１3：Living�in�a�Networked�World
１4：Conclusions

３．履修上の注意
The�course�will�be�given�in�English.
Assessment�will�be�via�verbal�presentation�and�written�essay�submission�
also�in�English.�Advice�on�preparing�presentations�and�writing�essays�is�
provided�in�written�form�at�the�beginning�of�the�module.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
An�extensive�handout� including�pointers�to�expected�reading�(one�book�
chapter,�one�academic�article�or�up�to� three�short�online�articles;�and�
pointers�to�additional�reading)�for�each�week's�topic� is�provided�on�the�
Oh-o!� Meiji� system� at� the� beginning� of� the� semester.� Students� are�
expected�to�have�read�the�handout�and�the�expected�reading�material�
before�the�session.
Some�sessions�will�include�one�or�more�5-１0�minute�student�presentations�
at�the�beginning.
The�lecturer�will�then�present�details�on�the�issue�of�the�week.
The�final�ten�minutes�of�the�session�will�be�an�open�discussion�on�a�topic�
set� in� advance.� Students�are� expected� to� be� prepared� to� contribute�
individually� to� these�discussions.�The� list�of� topics� is�available�at� the�
beginning�of�the�module.
These�discussion�topics�are�also�the�subject�of�the�student�presentations�
and�of�follow-up�essays�on�the�same�topic.

５．教科書
Pandora's�Box:�Social�and�Professional� Issues�of� the� Information�Age.�
Andrew�A.�Adams�and�Rachel�J.�McCrindle.

６．参考書
See�the�module�handout�for�a�list�of�reference�materials�for�each�session.

７．課題に対するフィードバックの方法
Verbal� feedback�on�presentations�will�be�given� in� lectures� immediately�
following�the�presentation.�More�detailed�written�feedback�will� then�be�
provided�by�email.
Written�feedback�on�essays�will�be�provided�by�email.

８．成績評価の方法
90％ :�S　80％ :�A　70％ :�B　60％ :�C　Below�59％ :�Fail
Presentations:�50％
Post-Presentation�Reports:�50％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN556E

Information Science A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

ADAMS, ANDREW

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
The� Knowledge� Economy� is� a� key� element� of� modern� business.�
Information�processing� is� the�core� technology�which�underpins� the�
knowledge�economy.�Key�concepts�of�information�processing�as�part�of�a�
modern�business�will�be�presented�in�this�course,�together�with�links�to�
the�work�of�key� thinkers� in� the�role�of� information�and�knowledge� in�
modern�businesses.� This� is�one�of� two�courses� which�may�be� taken�
independently,�but�which�together�will�add�up�to�a�broad�understanding�
of�the�role�of�information�and�information�technology�in�business.�In�this�
course�the�focus�is�on�information�within�the�organisation�and�the�links�
between�information�technology,�organisational�structures�and�internal�
business� processes.� The� lectures� are� arranged� into� three� themes:�
Technology,�Security,�People.

２．授業内容
This�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course� (Real-time�
Delivery�Type).�Lectures�will�be�delivered� in�Real-Time�on� the�Zoom�
platform.
１：Introduction:�Information,�Technology�and�Business�Organisation
2：Key�Ideas:�Place,�Network,�Interaction,�Leverage
3：Technology�１:�Database�Theory
4：Technology�2:�Information,�Data,�Knowledge
5：Technology�3:�Knowledge�Management�Theory
6：Security�１:�Information�Security�Concepts
7：Security�2:�Internal�Information�Security�Policies
8：People�１:�Data�Protection
9：People�2:�The�Individual�and�the�Role
１0：Security�3:�Communication�Technology�and�Strategy
１１：Technology�4:�Communication�Tools
１2：People�3:�International�Team-Working
１3：Principles�of�HCI�Design
１4：�Conclusions:� The� Information� Revolution� and� the� Knowledge�

Economy

３．履修上の注意
The�course�will�be�given�in�English.
Assessment�will�be�via�verbal�presentation�and�written�essay�submission�
also�in�English.�Advice�on�preparing�presentations�and�writing�essays�is�
provided�in�written�form�at�the�beginning�of�the�module.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
An�extensive�handout� including�pointers�to�expected�reading�(one�book�
chapter,�one�academic�article�or�up�to� three�short�online�articles;�and�
pointers�to�additional�reading)�for�each�week's�topic� is�provided�on�the�
Oh-o!� Meiji� system� at� the� beginning� of� the� semester.� Students� are�
expected�to�have�read�the�handout�and�the�expected�reading�material�
before�the�session.
Some�sessions�will�include�one�or�more�5-１0�minute�student�presentations�
at�the�beginning.
The�lecturer�will�then�present�details�on�the�issue�of�the�week.
The�final�ten�minutes�of�the�session�will�be�an�open�discussion�on�a�topic�
set� in� advance.� Students�are� expected� to� be� prepared� to� contribute�
individually� to� these�discussions.�The� list�of� topics� is�available�at� the�
beginning�of�the�module.
These�discussion�topics�are�also�the�subject�of�the�student�presentations�
and�of�follow-up�essays�on�the�same�topic.

５．教科書
　See� the�module�handout� for�a� list�of� reference�materials� for�each�
session.

６．参考書
　See� the�module�handout� for�a� list�of� reference�materials� for�each�
session.

７．課題に対するフィードバックの方法
Verbal� feedback�on�presentations�will�be�given� in� lectures� immediately�
following�the�presentation.�More�detailed�written�feedback�will� then�be�
provided�by�email.
Written�feedback�on�essays�will�be�provided�by�email.

８．成績評価の方法
90％ :�S　80％ :�A　70％ :�B　60％ :�C　Below�59％ :�Fail
Presentations:�50％
Post-Presentation�Essays:�50％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN556E

Information Science B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

ADAMS, ANDREW

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
The� Knowledge� Economy� is� a� key� element� of� modern� business.�
Information�processing� is� the�core� technology�which�underpins� the�
knowledge�economy.�Key�concepts�of�information�processing�as�part�of�a�
modern�business�will�be�presented�in�this�course,�together�with�links�to�
the�work�of�key� thinkers� in� the�role�of� information�and�knowledge� in�
modern�businesses.� This� is�one�of� two�courses� which�may�be� taken�
independently,�but�which�together�will�add�up�to�a�broad�understanding�
of�the�role�of�information�and�information�technology�in�business.�In�this�
course�the�focus�is�on�information�flows�into�and�out�of�the�organisation,�
including� legal� requirements� to� provide� information� to� regulators,�
customer�and�public�relations,�and�inter-organisational�information�flow.�
The�lectures�are�arranged�into�three�themes:�Technology,�Security,�People.

２．授業内容
This�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course� (Real-time�
Delivery�Type).�Lectures�will�be�delivered� in�Real-Time�on� the�Zoom�
platform.
１：Introduction:�Information,�Technology�and�Business�Organisation
2：Key�Ideas:�Place,�Network,�Interaction,�Leverage
3：�Technology�１:�External�Communications:�From�the�Letter�to�the�Web�

Order
4：Technology�2:�The�Internet�and�the�Web
5：Technology�3:�Interfaces
6：Security�１:�Information�Security�Concepts
7：Security�2:�External�Information�Security�Policies
8：People�１:�Game�Theory
9：People�2:�Competition
１0：People�3:�Cooperation
１１：Security�3:�Mashup�Corporations
１2：Security�4:�Legal�Requirements�on�Information
１3：Security�5:�Social�Engineering�Tricks�and�Counter-Measures
１4：People�5:�Mobile�HCI�Design

３．履修上の注意
The�course�will�be�given�in�English.
Assessment�will�be�via�verbal�presentation�and�written�essay�submission�
also�in�English.�Advice�on�preparing�presentations�and�writing�essays�is�
provided�in�written�form�at�the�beginning�of�the�module.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
An�extensive�handout� including�pointers�to�expected�reading�(one�book�
chapter,�one�academic�article�or�up�to� three�short�online�articles;�and�
pointers�to�additional�reading)�for�each�week's�topic� is�provided�on�the�
Oh-o!� Meiji� system� at� the� beginning� of� the� semester.� Students� are�
expected�to�have�read�the�handout�and�the�expected�reading�material�
before�the�session.
Some�sessions�will�include�one�or�more�5-１0�minute�student�presentations�
at�the�beginning.
The�lecturer�will�then�present�details�on�the�issue�of�the�week.
The�final�ten�minutes�of�the�session�will�be�an�open�discussion�on�a�topic�
set� in� advance.� Students�are� expected� to� be� prepared� to� contribute�
individually� to� these�discussions.�The� list�of� topics� is�available�at� the�
beginning�of�the�module.
These�discussion�topics�are�also�the�subject�of�the�student�presentations�
and�of�follow-up�essays�on�the�same�topic.

５．教科書
　See� the�module�handout� for�a� list�of� reference�materials� for�each�
session.

６．参考書
　See� the�module�handout� for�a� list�of� reference�materials� for�each�
session.

７．課題に対するフィードバックの方法
Verbal� feedback�on�presentations�will�be�given� in� lectures� immediately�
following�the�presentation.�More�detailed�written�feedback�will� then�be�
provided�by�email.
Written�feedback�on�essays�will�be�provided�by�email.

８．成績評価の方法
90％ :�S　80％ :�A　70％ :�B　60％ :�C　Below�59％ :�Fail
Presentations:�50％
Post-Presentation�Reports:�50％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN556E

E Commerce A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

ADAMS, ANDREW

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
ECommerce� is� often� represented� as� a� new� way� of� doing� business.�
Commerce�has�been�conducted�electronically�since�the� introduction�of�
the�telegraph�system�in�the�mid-１9th�century,�however.�Legal�issues�such�
as�contracts,�regulatory� issues�such�as�advertising�control,�and�a�broad�
range�of�other�concepts�have�all�gradually�evolved�as�more�and�different�
modes�of�electronic�commerce�have�become�available.�In�this�module,�the�
development� and� implications� of� ecommerce� involving� general�
customers/consumers� is�presented,�covering�both�business�to�customer�
(B2C)�and�customer�to�customer�(C2C)�ecommerce�issues.

２．授業内容
This�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course� (Real-time�
Delivery�Type).�Lectures�will�be�delivered� in�Real-Time�on� the�Zoom�
platform.
１：Introduction�to�ECommerce
2：Theories�of�ECommerce
3：B2C�Basics
4：Infrastructure�１:�Front�Ends
5：Infrastructure�2:�Payment�Systems
6：Infrastructure�3:�Fulfilment
7：B2C�Etail
8：B2C�Services
9：Social�Platforms�and�ECommerce
１0：C2C�Basics
１１：Infrastructure�4:�Reputation
１2：Case�Study:�Amazon
１3：Case�Study:�Rakuten
１4：Conclusions

３．履修上の注意
The�course�will�be�given�in�English.
Assessment�will�be�via�verbal�presentation�and�written�essay�submission�
also�in�English.�Advice�on�preparing�presentations�and�writing�essays�is�
provided�in�written�form�at�the�beginning�of�the�module.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
An�extensive�handout� including�pointers�to�expected�reading�(one�book�
chapter,�one�academic�article�or�up�to� three�short�online�articles;�and�
pointers�to�additional�reading)�for�each�week's�topic� is�provided�on�the�
Oh-o!� Meiji� system� at� the� beginning� of� the� semester.� Students� are�
expected�to�have�read�the�handout�and�the�expected�reading�material�
before�the�session.
Some�sessions�will�include�one�or�more�5-１0�minute�student�presentations�
at�the�beginning.
The�lecturer�will�then�present�details�on�the�issue�of�the�week.
The�final�ten�minutes�of�the�session�will�be�an�open�discussion�on�a�topic�
set� in� advance.� Students�are� expected� to� be� prepared� to� contribute�
individually� to� these�discussions.�The� list�of� topics� is�available�at� the�
beginning�of�the�module.
These�discussion�topics�are�also�the�subject�of�the�student�presentations�
and�of�follow-up�essays�on�the�same�topic.

５．教科書
E-commerce:�Business�Technology,�Society�(１7th�Edition).�Laudon�Traver.�
Pearson.�202１

６．参考書
See�the�module�handout�for�a�list�of�reference�materials�for�each�session.

７．課題に対するフィードバックの方法
Verbal� feedback�on�presentations�will�be�given� in� lectures� immediately�
following�the�presentation.�More�detailed�written�feedback�will� then�be�
provided�by�email.
Written�feedback�on�essays�will�be�provided�by�email.

８．成績評価の方法
90％ :�S　80％ :�A　70％ :�B　60％ :�C　Below�59％ :�Fail
Presentations:�50％
Post-Presentation�Reports:�50％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN556E

E Commerce B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

ADAMS, ANDREW

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
ECommerce� is� often� represented� as� a� new� way� of� doing� business.�
Commerce�has�been�conducted�electronically�since�the� introduction�of�
the�telegraph�system�in�the�mid-１9th�century,�however.�Legal�issues�such�
as�contracts,�regulatory� issues�such�as�advertising�control,�and�a�broad�
range�of�other�concepts�have�all�gradually�evolved�as�more�and�different�
modes�of�electronic�commerce�have�become�available.�In�this�module,�the�
development�and� implications�of�ecommerce� involving�businesses�and�
government� is�presented,�covering�both�business�to�business�(B2B)�and�
business� to� government� (B2G)� and� government� to� business� (G2B)�
ecommerce�issues.

２．授業内容
This�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course� (Real-time�
Delivery�Type).�Lectures�will�be�delivered� in�Real-Time�on� the�Zoom�
platform.
１：Introduction�to�ECommerce
2：Theories�of�ECommerce
3：B2B�Basics
4：B2B�Infrastructure
5：B2B�Fulfilment
6：B2G�Services
7：B2B�Case�Study:�Go2Paper
8：B2B�Case�Study:�Toyota�Production�System:�Just�in�Time
9：B2B�Case�Study:�Shutterstock
１0：B2G�Basics
１１：B2G�Case�Study:�e-procurement�and�anti-corruption
１2：G2B�Basics
１3：G2B�Case�Study:�NIC�Inc.
１4：Conclusions

３．履修上の注意
The�course�will�be�given�in�English.
Assessment�will�be�via�verbal�presentation�and�written�essay�submission�
also�in�English.�Advice�on�preparing�presentations�and�writing�essays�is�
provided�in�written�form�at�the�beginning�of�the�module.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
An�extensive�handout� including�pointers�to�expected�reading�(one�book�
chapter,�one�academic�article�or�up�to� three�short�online�articles;�and�
pointers�to�additional�reading)�for�each�week's�topic� is�provided�on�the�
Oh-o!� Meiji� system� at� the� beginning� of� the� semester.� Students� are�
expected�to�have�read�the�handout�and�the�expected�reading�material�
before�the�session.
Some�sessions�will�include�one�or�more�5-１0�minute�student�presentations�
at�the�beginning.
The�lecturer�will�then�present�details�on�the�issue�of�the�week.
The�final�ten�minutes�of�the�session�will�be�an�open�discussion�on�a�topic�
set� in� advance.� Students�are� expected� to� be� prepared� to� contribute�
individually� to� these�discussions.�The� list�of� topics� is�available�at� the�
beginning�of�the�module.
These�discussion�topics�are�also�the�subject�of�the�student�presentations�
and�of�follow-up�essays�on�the�same�topic.

５．教科書
E-commerce:�Business�Technology,�Society� (１7th�Edition).�Laudon�&�
Traver.�Pearson.�202１.

６．参考書
See�the�module�handout�for�a�list�of�reference�materials�for�each�session.

７．課題に対するフィードバックの方法
Verbal� feedback�on�presentations�will�be�given� in� lectures� immediately�
following�the�presentation.�More�detailed�written�feedback�will� then�be�
provided�by�email.
Written�feedback�on�essays�will�be�provided�by�email.

８．成績評価の方法
90％ :�S　80％ :�A　70％ :�B　60％ :�C　Below�59％ :�Fail
Presentations:�50％
Post-Presentation�Reports:�50％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN526E

Organizational Behavior A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

DASSANAYAKE, MUDIYANSELAGE

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　Human�behavior�in�an�organization�is�a�critical�determinant�of�a)�its�profitability,�growth,�
and�survival�as�well�as�b)�performance�and�holistic�well-being�of�its�employees.�This�micro�
Organizational�Behavior� course�aims� to�provide� learning�partners� (students)�with�an�
opportunity�to�undertake�an�in-depth�examination�of�individual�and�group/team�behavior�in�
organizations�with�related�concepts,�principles,� theories,�and�practices.�Furthermore,� it�
builds�a�platform�for�these�learning�partners�to�appreciate�an�interdisciplinary�behavioral�
science�approach�to�understanding,�predicting,�and�managing�individual�and�group�behavior�
in�organizational�settings.�Consequently,�this�appreciation�would�enable�them�to�view�micro�
Organizational�Behavior�as�the�foundation�for�managing�human�resource�(human�resource�
management)�in�an�organization.
　At�the�end�of�this�course,�learning�partners�will�be�able�to:
a)　define�broadly�concepts�of�individual�and�group�behavior�in�organizations
b)　�understand�theories�related�to�explaining�individual�and�group�behavior�in�organizations
c)　�apply�conceptual�and�theoretical�knowledge�to�describe�a�wide�array�of�behavioral�

phenomena�occurring�in�real�world�organizations.
The� learning�environment� this� course�will� create�may� require�and�motivate� learning�
partners� to� improve�persistently� their� reading,� listening,�speaking,�and�writing�skills� in�
English�by�interacting�with�all�others�in�the�class�with�ambition�and�passion.

２．授業内容
　This�course�is�delivered�as�an�online�media�class�(Real-time�Delivery�Type)�by�using�Zoom�
Video-conferencing�Technology.
Session�１　�The�nature�of�human�beings�and�human�behavior� in�organizations:�A�cursory�

glance�through�fundamentals�１
Session�2　�The�nature�of�human�beings�and�human�behavior� in�organizations:�A�cursory�

glance�through�fundamentals�2
Session�3　Individual�behavior,�personality,�and�values
Session�4　Perceiving�ourselves�and�others�in�organizations
Session�5　Workplace�emotions,�attitudes,�and�stress
Session�6　Case�study�analysis�１:�Oral�presentations
Session�7　Foundations�of�employee�motivation
Session�8　Case�study�analysis�2:�Oral�presentations
Session�9　Team�dynamics
Session�１0　Communicating�in�teams�and�organizations
Session�１１　�Guest�speaking�by�a�practicing�manager�from�the�industry�(tentative)�or�lecture�

by�the�course�facilitator�(alternative)
Session�１2　Case�study�analysis�3:�Oral�presentations
Session�１3　Leadership�in�organizational�settings
Session�１4　�Case� study� analysis� 4:� Written� assignment� and� oral� presentations� (and�

reflections�and�course�wrap�up)

３．履修上の注意
　There�is�no�pre-requisite�course/s.
　Learning�partners�could�select�freely�this�course,�depending�on�their�learning�needs�and�
interests.� They� are� welcome� to� contributing� considerably� to� offering� this� course� by�
participating�and�engaging�actively�in�classroom�meetings.
　Learning�and�teaching�methods:�Short� lectures,� interactive�conversations,�chapter-based�
presentations�by�learning�partners,�and�case�study�analysis�and�presentations�by�learning�
partners
　Note:� Chapter-based� presentations� and� case� study� analysis� and� presentations� in�
combination�offers�learning�partners�considerable�opportunities�for�improving�continuously�
their�oral�communication�and�public�speaking�skills�with�ambition�and�passion.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Each� learning� partner� is� required� to� read� relevant� chapters� in� the� textbook� as� a�
preparatory�exercise�prior� to�attending�each�classroom�meeting.�Similarly,� they�are�also�
encouraged�to�associate� themselves�with�reputable� journals� (indexed� in�Social�Sciences�
Citation�Index�[SSCI])�on�Organizational�Behavior/Organization�Studies�for�understanding�
current�issues�of�topics�covered�in�this�course.�

５．教科書
　McShane,�S.�L.,�&�Von�Glinow,�M.�A.�(202１).�Organizational behavior: Emerging knowledge. 
Global reality�(9th�ed.).�McGraw-Hill�Education.

６．参考書
　Learning�partners�are�motivated� to�read�other�relevant�books� too� (the� latest�edition�
available)�and� journals�on�Organizational�Behavior� for�broadening�and�deepening�their�
knowledge�and�understanding�of�micro�Organizational�Behavior.
　Journals� (suggestive):� Journal�of�Organizational�Behavior,�Organizational�Dynamics,�
Academy�of�Management�Perspectives

７．課題に対するフィードバックの方法
� � � �Learning�partners�will�be�provided�with�a�constructive� feedback�on� their�multiple�
presentations�(oral�and�written)�made�in�the�class�during�the�particular�class�meeting�itself.�
This�response�intends�to�positively�reinforce�their�reflective�learning�whilst�maintaining�a�
Kaizen-oriented�mindset.
����They�are�also�motivated�to�communicate�frequently�with�the�course�facilitator�and�about�
their�concerns�on�this�constructive�feedback�by�using�"Discussions"�platform�on�the�Class�
Web�or�email.

８．成績評価の方法
　a)　Active�participation�and�engagement�in�classroom�meetings―70％
　b)　Case�study�analysis,�i.e.�written�assignment�and�oral�presentations―30％
　No�final�written�examination�at�the�end�of�the�semester

９．その他
　Let�us�learn�together�about�human�beings�and�their�behavior�in�organizations.
　Your�suggestions�and�insights�are�always�welcome�for�improving�continuously�the�quality�
and�the�relevance�of�this�course�as�we�progress�through.
　This�faculty�member�is�reachable�at����������������msamand62＠meiji.ac.jp

科目ナンバー：（BA）MAN526E

Organizational Behavior B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

DASSANAYAKE, MUDIYANSELAGE

Credits:�2 Year:�3 Fall�Semester�
Intensive�Classes Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This�course�is�ideally�a�continuation�of�Organizational�Behavior�A�and�will�be�delivered�as�
an� intensive�course�on� two�consecutive�Saturdays�and�Sundays� (four�days� in� total).� It�
provides� learning�partners� (students)�with�a� learning�environment� for�broadening�and�
deepening� their� knowledge� and� understanding� of� individual� and� group� behavior� in�
organizational�settings.�Predominantly,�the�emphasis�is�placed�on;�a)�analyzing�case�studies�
and�b)�reviewing�research-based� literature,� i.e.� journal�articles.�This�b)�will�help� learning�
partners�develop�an� in-depth�understanding�of� the�ongoing�debates�on� topics�of�micro�
Organizational�Behavior�and�how�they�can�be�connected�with�realities�of�human�behavior�in�
present�day�organizations.�In�general,�both�a)�and�b)�in�combination�creates�a�platform�for�
learning�partners�to�reflect�on�and�share�their�work-related�knowledge�and�experience� in�
various�organizations�with�other� learning�partners�and�the�course�facilitator�(lecturer).� In�
addition,� these� learning�partners�could�gather�many� tools� that�may�be�beneficial� for�
managing�human�resource�(human�resource�management)�whilst�aligning�constructively�it�
with�the�nature�of�business�of�the�organization.
　At�the�end�of�this�course,�learning�partners�will�be�able�to:
a)　�know�deeply�practical� issues/phenomena/scenarios�of�understanding,�predicting,�and�

managing�human�behavior�in�organizations
b)　�identify�whether�theories�already�in�existence�explain�sufficiently�micro�Organizational�

Behavior-related�phenomena�occurring�in�real�world�organizations
c)　�recognize�the�relationship�between�micro�Organizational�Behavior�and�Human�Resource�

Management�as�the�former�is�regarded�as�the�foundation�for�the�latter.

２．授業内容
　This�course�is�delivered�as�an�online�media�class�(Real-time�Delivery�Type)�by�using�Zoom�
Video-conferencing�Technology.
Session�１　�What�micro�Organizational�Behavior� is�all�about:�A�cursory�glance� through�

fundamentals
Session�2　Short�lectures�(and�chapter-based�presentations)�on�selected�topics:�Round�１
Session�3　Short�lectures�(and�chapter-based�presentations)�on�selected�topics:�Round�2
Session�4　Case�study�analysis�１:�Oral�presentations
Session�5　Short�lectures�(and�chapter-based�presentations)�on�selected�topics:�Round�3
Session�6　Case�study�analysis�2:�Oral�presentations
Session�7　Reading�and�discussing�journal�articles:�Round�１
Session�8　Reading�and�discussing�journal�articles:�Round�2
Session�9　Reading�and�discussing�journal�articles:�Round�3
Session�１0　Case�study�analysis�3:�Oral�presentations
Session�１１　Guest�speaking�by�a�practicing�manager�from�the�industry�(tentative)
Session�１2　Case�study�analysis�4:�Oral�presentations
Session�１3　Case�study�analysis�5:�Written�assignment�and�oral�presentations
Session�１4　Reflections�and�course�wrap�up

３．履修上の注意
　There�is�no�pre-requisite�course/s.
　Learning�partners�could�select�freely�this�course,�depending�on�their�learning�needs�and�
interests.�All�prospective�learning�partners�are�advised�to�be�aware�of�what� is�covered�in�
Organizational�Behavior�A�course�offered� in� the�spring�semester.�They�are�welcome�to�
contributing�considerably�to�offering�this�course�by�participating�and�engaging�actively�in�
classroom�meetings�as�well�as� two�online�meetings� to�be�held�prior� to�commencing�on�
delivering�it.
　Learning�and� teaching�methods:�Short� lectures� (and�chapter-based�presentations�by�
learning�partners),� interactive�conversations,�case�study�analysis�and�presentations�by�
learning�partners,� analysis�of�video-based�behavioral� scenarios� in�organizations,� and�
presentations�by�learning�partners�based�on�reading�and�discussing�journal�articles
　Note:� Chapter-based� presentations,� case� study� analysis� and� presentations,� and�
presentations�based�on�reading�and�discussing� � journal�articles� in�combination�offers�
learning� partners� considerable� opportunities� for� improving� continuously� their� oral�
communication�and�public�speaking�skills�in�a�friendly�environment.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Course�facilitator�will�arrange�two�online�meetings�at�two�different�times�well�in�advance�
of�commencing�on�delivering� this�course.�Of� them,� the�preparatory meeting�purports� to�
discuss�in�depth�the�modus operandi�of�running�this�intensive�course�whilst�inviting�potential�
learning�partners�to�share�their�insights�and�thoughts�for�making�this�course�delivery�a�value�
creating/enhancing�learning�experience�for�them.�The�second�meeting�will�take�the�form�of�a�
follow-up meeting�where�prospective� learning�partners�can�show� their�knowledge�and�
understanding�of�this�modus operandi�of�running�the�course�and�raise�further�concerns�they�
may�have�for�doing�proactively�preparations�required�for�taking�the�course.

５．教科書
　McShane,�S.�L.,�&�Von�Glinow,�M.�A.�(202１).�Organizational behavior: Emerging knowledge. 
Global reality�(9th�ed.).�McGraw-Hill�Education.

６．参考書
　Luthans,�F.,�Luthans,�B.�C.,�&�Luthans,�K.�W.�(20１5).�Organizational behavior: An evidence-
based approach�(１3th�ed.).�Information�Age�Publishing,�Inc.
　Note:�Other�books�(the�latest�edition�available)�on�micro�Organizational�Behavior�are�also�
recommended
　Journals� (suggestive):� Journal�of�Organizational�Behavior,�Organizational�Dynamics,�
Academy�of�Management�Perspectives,�Academy�of�Management�Review,�Academy�of�
Management�Journal

７．課題に対するフィードバックの方法
� � � �Learning�partners�will�be�provided�with�a�constructive� feedback�on� their�multiple�
presentations�(oral�and�written)�made�in�the�class�during�the�particular�class�meeting�itself.�
This�response�intends�to�positively�reinforce�their�reflective�learning�whilst�maintaining�a�
Kaizen-oriented�mindset.
����They�are�also�motivated�to�communicate�frequently�with�the�course�facilitator�and�about�
their�concerns�on�this�constructive�feedback�by�using�"Discussions"�platform�on�the�Class�
Web�or�email.

８．成績評価の方法
　a)　Active�participation�and�engagement�in�classroom�meetings―70％
　b)　Case�study�analysis,�i.e.�written�assignment�and�oral�presentations―30％
　No�final�written�examination�at�the�end�of�the�semester

９．その他
　Let�us�learn�together�about�human�beings�and�their�behavior�in�organizations.
　Your�suggestions�and�insights�are�always�welcome�for�improving�continuously�the�quality�
and�the�relevance�of�this�course�as�we�progress�through.
　This�faculty�member�is�reachable�at����������������msamand62＠meiji.ac.jp
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科目ナンバー：（BA）MAN526E

Strategic Management A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

DASSANAYAKE, MUDIYANSELAGE

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This�course,� in� the�broadest�sense,� is�about�analyzing�external�and� internal�environments,�
strategy�making,�and�strategy�implementing�in�organizations�operating� in�a�complex,�dynamic,�
and�competitive�business�environment.� It�aims�to�provide� learning�partners�(students)�with�an�
overview�of�basic�concepts,�principles,�tools,�and�related�theories�needed�for�understanding�the�
process�of�analyzing�environments�for�making�business�strategies�and�putting�them�into�action.
　Furthermore,� "new�normal",�a�notion� that�was�born�during�COVID-１9�Pandemic� times�has�
compelled�business�organizations�and�their�strategic�leaders�to�reflect�broadly�and�deeply�on�what�
implications� it�extends�for�short-,�medium-,�and�long-term�profitability,�growth,�and�survival�of�
their�organizations.�The�nature�and�scale�of�these�implications�vary�across�business�organizations,�
so�their�resilience�depends�on,�among�others,�choices�these�strategic� leaders�make� in�strategy�
formulation�and�execution.�Thus,� this�course�also�purports� to�build�a�platform�for� learning�
partners�to�discuss�and�understand�issues�of�managing�strategy�in�business�organizations�in�the�
context�of�implications�of�this�"new�normal".
　At�the�end�of�this�course,�learning�partners�will�be�able�to:
a)　�understand� the�overall�process�of�how�business�organizations� formulate� strategies�and�

executive�them
b)　�identify� practical� issues� of� strategy� formulation� and� strategy� execution� in� business�

organizations
c)　�analyze�various�business�situations�and�visualize�appropriate�strategies�for�dealing�with�them.
The�learning�environment�this�course�will�create�may�require�and�motivate�learning�partners�to�
improve�persistently�their�reading,�listening,�speaking,�and�writing�skills�in�English�by�interacting�
with�all�others�in�the�class�with�a�friendly�and�relaxing�ambience.

２．授業内容
　This�course�is�delivered�as�an�online�media�class�(Real-time�Delivery�Type)�by�using�Zoom�Video-
conferencing�Technology.
Session�１　�What�strategic�management�and�the�role�of�strategic� leadership�are�all�about:�The�

nature�and�scope�１
Session�2　�What�strategic�management�and�the�role�of�strategic� leadership�are�all�about:�The�

nature�and�scope�2
Session�3　External�analysis:�Industry�structure,�competitive�forces,�and�strategic�groups
Session�4　Internal�analysis:�Resources,�capabilities,�and�core�competencies
Session�5　�Business�strategy:�Differentiation,�cost� leadership,� innovation,�entrepreneurship,�and�

platforms
Session�6　Corporate�strategy:�Vertical�integration�and�diversification�１
Session�7　Corporate�strategy:�Mergers�and�acquisitions�2
Session�8　Analysis�of�strategic�focus�and�mini-case�study�１
Session�9　Global�strategy:�Competing�around�the�world
Session�１0　Analysis�of�strategic�focus�and�mini-case�study�2
Session�１１　�Guest�speaking�by�a�practicing�manager�from�the�industry�(tentative)�or�Blue�ocean�

strategy�(alternative)
Session�１2　Corporate�governance�and�business�ethics
Session�１3　Case�study�analysis:�Written�assignment�and�oral�presentations
Session�１4　Reflections�and�course�wrap�up

３．履修上の注意
　There�is�no�pre-requisite�course/s.
　Learning�partners�could�select� freely� this�course,�depending�on� their� learning�needs�and�
interests.�They�are�always�welcome� to�contributing�significantly� to�offering� this�course�by�
participating�and�engaging�actively�in�classroom�meetings.
　Learning�and� teaching�methods:�Short� lectures,� interactive�conversations,� chapter-based�
presentations�by� learning�partners,� �analysis�and�presentations�of�strategic�foci�and�mini-case�
studies�by� learning�partners,�and�guest�speaking�by�a�practicing�manager� from�the� industry�
(tentative)
　Note:�Chapter-based�presentations�and�analysis�and�presentation�of�strategic�foci�and�mini-case�
studies� in� combination� offers� learning� partners� considerable� opportunities� for� improving�
continuously�their�oral�communication�and�public�speaking�skills�with�ambition�and�passion.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Each�learning�partner�is�required�to�read�relevant�chapters�in�the�major�course�textbook�as�a�
preparatory�exercise�prior�to�attending�each�classroom�meeting.�

５．教科書
Major�course�textbook:　
���Rothaermel,�F.�T.�(202１).�Strategic management�(5th�ed.).�McGraw-Hill�Education.
Supplementary�course�textbook:
� � �Hitt,�M.�A.,� Ireland,�R.�D.,�&�Hoskisson,�R.�E.� (20１7).�Strategic management: Competitiveness & 
globalization: Concepts and cases�(１2th�ed.).�Cengage�Learning.

６．参考書
　Learning�partners�are�motivated�to�read�and�associate�with�other�relevant�books�(the�latest�edition�
available),�journals�on�Strategic�Management,�business�magazines,�and�web�sites,�to�name�a�few,�for�
broadening�and�deepening�their�knowledge�and�understanding.�These�journals�need�to�be�reputable�
ones�which�are�indexed�in�Social�Sciences�Citation�Index�(SSCI).
　Journals�(suggestive):�Strategic�Management�Journal,�Harvard�Business�Review,�Management�
Decision,� MIT� Sloan� Management� Review,� California� Management� Review,� Academy� of�
Management�Perspectives
　Business�magazines�(suggestive):�NIKKEI�Asia,�The�Economist,�Forbes
　Web�sites�(suggestive):�THE�ASAN�FORUM,�EAST�ASIA�FORUM

７．課題に対するフィードバックの方法
����Learning�partners�will�be�provided�with�a�constructive�feedback�on�their�multiple�presentations�
(oral�and�written)�made� in� the�class�during� the�particular�class�meeting� itself.�This� response�
intends� to�positively� reinforce� their� reflective� learning�whilst�maintaining�a�Kaizen-oriented�
mindset.
����They�are�also�motivated�to�communicate�frequently�with�the�course�facilitator�and�about�their�
concerns�on�this�constructive�feedback�by�using�"Discussions"�platform�on�the�Class�Web�or�email.

８．成績評価の方法
　a)　Active�participation�and�engagement�in�classroom�meetings―70％
　b)　Case�study�analysis,�i.e.�written�assignment�and�oral�presentations―30％
　No�final�written�examination�at�the�end�of�the�semester

９．その他
　Let�us� learn� together�Strategic�Management� for�developing�a�bird's-eye�view�of�a�business�
organization.
　Your�suggestions�and�insights�are�always�welcome�for�improving�continuously�the�quality�and�
the�relevance�of�this�course�as�we�progress�through.
　This�faculty�member�is�reachable�at����������������msamand62＠meiji.ac.jp

科目ナンバー：（BA）MAN526E

Strategic Management B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

DASSANAYAKE, MUDIYANSELAGE

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This�is�a�continuation�of�Strategic�Management�A.�The�aim�of�this�course�is�to�provide�learning�
partners�(students)�with�a�learning�environment�for�broadening�and�deepening�their�knowledge�
and�understanding�of�strategy� formulation�and�strategy�execution� in�business�organizations�
functioning�in�a�complex,�dynamic,�and�competitive�environment.�Predominantly,�the�emphasis�is�
given�to�discussing�research-based�literature,�i.e.�journal�articles,�so�learning�partners�can�develop�
an� in-depth�understanding�of� the�ongoing�debates�on� topics�of�Strategic�Management.�The�
analysis�of�strategic�foci�and�mini-case�studies�will�complement�this.
　"New�Normal"�and�associated�VUCA�(Volatility,�Uncertainty,�Complexity,�and�Ambiguity)� in�
combination�has�changed�the�competitive�landscape�of�business�organizations�and�the�role�carried�
out�by�their�strategic� leaders.� Its� implications�for�short-,�medium-,�and� long-term�profitability,�
growth,�and�survival�of�these�organizations�are�worth�studying�in�depth.�Thus,� this�course�also�
purports�to�build�a�platform�for�learning�partners�to�discuss�and�understand�issues�of�managing�
strategy�in�organizations�in�a�world�that�is�characterized�by�VUCA..
　At�the�end�of�this�course,�learning�partners�will�be�able�to:
a)　�know�deeply�practical�issues/phenomena/scenarios�of�the�process�of�strategy�formulation�and�

execution�in�business�organizations
b)　�identify�major�influences�on�and�challenges�of�strategy�formulation�and�execution�in�present�

day�business�organizations
c)　�recognize�the�significance�of�strategic�management�as�a�discipline�and�practice�that�draws�

upon�all�functional�areas�of�management�whilst� integrating�them�for�developing�a�bird's-eye�
view�of�a�business�organization.

The�learning�environment�this�course�will�create�may�require�and�motivate�learning�partners�to�
improve�persistently�their�reading,�listening,�speaking,�and�writing�skills�in�English�by�interacting�
with�all�others�in�the�class�with�a�friendly�and�relaxing�ambience.

２．授業内容
　This�course�is�delivered�as�an�online�media�class�(Real-time�Delivery�Type)�by�using�Zoom�Video-
conferencing�Technology.
Session�１　�What�strategic�management�and�the�role�of�strategic�leaders�are�all�about:�A�cursory�

glance�through�fundamentals�１
Session�2　�What�strategic�management�and�the�role�of�strategic�leaders�are�all�about:�A�cursory�

glance�through�fundamentals�2
Session�3　Chapter-based�discussion�on�a�selected�topic�１
Session�4　Chapter-based�discussion�on�a�selected�topic�2
Session�5　Chapter-based�discussion�on�a�selected�topic�3
Session�6　Analysis�of�strategic�focus�and�mini-case�study�１
Session�7　Reading�and�discussing�a�journal�article�１
Session�8　Reading�and�discussing�a�journal�article�2
Session�9　Chapter-based�discussion�on�a�selected�topic�4
Session�１0　Reading�and�discussing�a�journal�article�3
Session�１１　�Guest�speaking�by�a�practicing�manager�from�the�industry�(tentative)�or�Blue�ocean�

strategy�(alternative)
Session�１2　Analysis�of�strategic�focus�and�mini-case�study�2
Session�１3　Case�study�analysis:�Written�assignment�and�oral�presentations
Session�１4　Reflections�and�course�wrap�up

３．履修上の注意
　There�is�no�pre-requisite�course/s.
　Learning�partners�could�select� freely� this�course,�depending�on� their� learning�needs�and�
interests.�All�prospective�learning�partners�are�advised�to�be�aware�of�what�is�covered�in�Strategic�
Management� A� course� offered� in� the� spring� semester.� They� are� welcome� to� contributing�
significantly�to�offering�this�course�by�participating�and�engaging�actively�in�classroom�meetings.
　Learning�and� teaching�methods:�Short� lectures,� interactive�conversations,� chapter-based�
discussions�by� learning�partners,� journal�article-based�presentations�by� learning�partners,�and�
analysis�and�presentation�of�strategic�foci�and�mini-case�studies�by�learning�partners
　Note:� Chapter-based� discussions,� journal� article-based� presentations,� and� analysis� and�
presentation�of� strategic� foci�and�mini-case�studies� in�combination�offers� learning�partners�
considerable�opportunities� for� improving�continuously� their�oral�communication�and�public�
speaking�skills�with�ambition�and�passion.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Course�facilitator�(lecturer)�will�communicate�to� learning�partners�during�the�first�classroom�
meeting�itself�about�strategic�foci,�mini-case�studies,�and�journal�articles�chosen,�so�they�will�be�
able�to�prepare�themselves�well�for�respective�discussions�and�presentations.

５．教科書
Major�course�textbook:
���Rothaermel,�F.�T.�(202１).�Strategic management�(5th�ed.).�McGraw-Hill�Education.
Supplementary�course�textbook:
� � �Hitt,�M.�A.,� Ireland,�R.�D.,�&�Hoskisson,�R.�E.� (20１7).�Strategic management: Competitiveness & 
globalization: Concepts and cases�(１2th�ed.).�Cengage�Learning.

６．参考書
　Learning�partners�are�motivated�to�read�and�associate�with�other�relevant�books�(the� latest�
edition�available),�journals�on�Strategic�Management,�business�magazines,�and�web�sites,�to�name�
a�few,�for�broadening�and�deepening�their�knowledge�and�understanding.�These�journals�need�to�
be�reputable�ones�which�are�indexed�in�Social�Sciences�Citation�Index�(SSCI).
　Journals�(suggestive):�Strategic�Management�Journal,�Harvard�Business�Review,�Management�
Decision,�Long�Range�Planning,� International�Business�Review,�Journal�of�Management�Studies,�
Academy�of�Management�Perspectives,�MIT�Sloan�Management�Review,�California�Management�
Review
　Business�magazines�(suggestive):�NIKKEI�Asia,�The�Economist,�Forbes
　Web�sites�(suggestive):�THE�ASAN�FORUM,�EAST�ASIA�FORUM

７．課題に対するフィードバックの方法
����Learning�partners�will�be�provided�with�a�constructive�feedback�on�their�multiple�presentations�
(oral�and�written)�made� in� the�class�during� the�particular�class�meeting� itself.�This� response�
intends� to�positively� reinforce� their� reflective� learning�whilst�maintaining�a�Kaizen-oriented�
mindset.
����They�are�also�motivated�to�communicate�frequently�with�the�course�facilitator�and�about�their�
concerns�on�this�constructive�feedback�by�using�"Discussions"�platform�on�the�Class�Web�or�email.

８．成績評価の方法
a)　Active�participation�and�engagement�in�classroom�meetings―70％
b)　Case�study�analysis,�i.e.�written�assignment�and�oral�presentations―30％
　No�final�written�examination�at�the�end�of�the�semester

９．その他
　Let�us� learn� together�Strategic�Management� for�developing�a�bird's-eye�view�of�a�business�
organization.
　Your�suggestions�and�insights�are�always�welcome�for�improving�continuously�the�quality�and�
the�relevance�of�this�course�as�we�progress�through.
　This�faculty�member�is�reachable�at����������������msamand62＠meiji.ac.jp
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科目ナンバー：（GB）MAN566E

Human Resource Management B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

HSU YU-HSU

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester

１．授業の概要・到達目標
International�Human�Resource�Management�is�a�module�which�provides�students�
with�insights�into�how�an�economic�organisation's�competitive�advantages�can�be�
yielded� from�and�maintained�by� the�effective�management�of�a� firm's�human�
resources� in�the� international�context.�Key� issues�and�contemporary�problems�
associated�with�international�HRM�will�be�explored�and�discussed�by�using�case�
studies�since�this�postgraduate�module�targets�students�who�have�had�several�
years�of�working�experience�or�who�have�had�a�position� in�management.�Case�
studies�are�deemed�to�be�an�effective�method�to�employ�as�they�not�only�serve�as�
a�platform�for�mutual� learning�amongst�students� in�an�educational�setting,�but�
they�also�enable�students�to�apply�theories/models� learnt�from�the�module�and�
equip�them�with�sound�analytical�skills�which�will�have�a�significant� impact�on�
their�future�career.
Course�ILOs：
１．Understand�the�basic�concept�and�theories�in�the�field�of�international�HRM.
2．�Demonstrate�the�challenges�associated�with� international�HRM�encountered�

by�MNEs�and�offer�sound�advice.
3．�Critically�evaluate� the�advantages�and�disadvantages�of�HRM�practices� in�

different�nations.

２．授業内容
１�&�2
Introduction�to�the�module
HRM�in�the�global�context:a�brief�review
3�&�4
The�cultural�context�of�IHRM
The�development�of�culture;�the�impact�of�culture�on�HRM;�standardization�and�
localization�of�HRM�practices;�the�path�to�global�status;�control�mechanisms.
5�&�6
Sourcing�human�resources� for�global�markets:� staffing,� recruitment�and�
selection�
Approaches�to�staffing;�transferring�staff�for�international�business�activities;�the�
roles�of�an�expatriate;
the�roles�of� in-patriates;� recruitment�and�selection�of� international�managers;�
expatriate�failure�and�success.
7�&�8
Group�Presentation
9�&�１0
International�training,�development�and�careers
Pre-departure� training� programs;� trends� in� international� training� and�
development;
re-entry�and�career�issues;�the�repatriation�process.
１１�&�１2
International�compensation/International� industrial�relations�and�the�global�
institutional�context�
Approaches�to�international�compensation�of�expatriates;�key�issues�in�international�
industrial�relations;�trade�unions�and�international�industrial�relations;�the�response�
of�trade�unions�to�MNEs;�regional�integration�such�as�the�EU.
１3�&�１4
International�HRM�and�business�ethics
How�does�business�ethics�affect�the�practice�of�IHRM?
１5
Final�Presentation

３．履修上の注意
Participating�in�class�discussions�is�crucial.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students�should�read�the�material�and�cases�assigned.

５．教科書
Dowling,�P.�J.,�Festing,�M.�and�Engle,�A.�D.�（20１3）�International�Human�Resource�
Management,�6th�edition.�Hampshire:�Cengage�Learning�EMEA.

６．参考書
Bailey,� C.,� Mankin,� D.,� Kelliher,� C.� and� Garavan,� T.�（20１8）� Strategic� Human�
Resource�Management,�2nd�edition.�Oxford:�Oxford�University�Press.
Triana,�M.�（20１7）�Managing�Diversity�in�Organizations:�A�Global�Perspective.�New�
York:�Routledge.
Further�readings�will�also�be�announced�in-class.

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback�will�be�offered�either�verbally�or� in�a�written�form�depending�on�the�
style�of�assignments.

８．成績評価の方法
In�class�participation:�30％
Group�project�presentation:�20％
Final�presentation:�１0％
Final�report:�40％

９．その他

科目ナンバー：（GB）MAN566E

Family Business A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

HSU YU-HSU

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester

１．授業の概要・到達目標
Family� Businesses� have� been� perceived� as� one� of� the� vital� players� in� the�
contemporary�global�market.� �These�businesses�are�not�restricted�to�small�and�
medium-sized�enterprises�as�the�majority�tends�to�assume.��Today,�approximately�
40�percent�of�the�large�publicly�traded�businesses�in�the�world�are�categorised�as�
family-controlled� firms.� �Moreover,�many�of� them�are�renowned�multinational�
companies.� � In�this�module,�the�focus�is�upon�certain�essential� issues� including�
the�definition�of�the�family�business,�the�models�of�the�family�business,�the�major�
characteristics�of�the�family�business,� family�firms�and�CSR,�and�the�challenges�
family�firms�may�encounter.��Multiple�cases�will�be�used.
Course�ILOs：
１．Understand�the�essential�concepts�and�theories�of�family�firms.
2．Critically�evaluate�the�challenges�faced�by�owners�of�family�firms.
3．�Identify�the�problems�associated�with�family�firms�and�offer�sound�advice.

２．授業内容
１
Introduction
2�&�3
Defining�the�family�business
The�distinction�between�family�and�non-family�firms;�family�control;�circle�models�
of�family�influence;
advantages�of�circle�models;�disadvantages�of�circle�models;�family�firm�identity.
4�&�5
Prevalence� and� economic� contribution� of� family� firms/Strengths� and�
weaknesses�of�family�firms
Economic�contribution�of�family�firms.�Institutional�setting�and�the�prevalence�of�
family�firms;
typical�strengths�and�weaknesses�of�family�firms.
6�&�7
Governance�in�the�family�business
Traditional� governance� mechanisms� in� family� firms;� typical� governance�
constellations�in�family�firms.
8�&�9
Group�project��presentation
１0�&�１１
Key�theory:�a�brief�review
Socioemotional�wealth�（SEW）;� the�agency�perspective;� the� resource-based�
perspective.
１2�&�１3
Succession�in�the�family�business
Succession� options.� Intra-family� succession;� planning� the� transition� of�
responsibilities.
１4�&�１5
Relationship�and�conflict�in�the�family�business/�Final�Presentation
The�social�structure�of�the�family;�types�of�conflict;�conflict�management�styles.

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
Students�should�read�the�material�and�cases�assigned.

５．教科書
Zellweger,�T.�（20１7）�Managing�the�Family�Business:�Theory�and�Practice.�Edward�
Elgar�Publishing�（e-book）

６．参考書
Colli,�A.�（2003）�The�History�of�Family�Business,�１850-2000.�Cambridge:�Cambridge�
University�Press.
Poza,�E.J.�（2009）�Family�Business,� 3rd�edition.�Ohio:�South-Western�College�
Publisher.Kenyon-Rouvinez,�D.�and�Ward,�J.�（2005）�Family�Business�Key�Issues.�
Hampshire/New�York:�Palgrave�MacMillan.
Further�reading�will�be�announced�in-class.

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback�will�be�offered�either�verbally�or�in�a�written�form�depending�upon�the�
style�of�assignments.

８．成績評価の方法
In-class�participation:�40％
Presentation:�１0％
Group�project�presentation:�１0％
Final�report:�40％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN566E

International Marketing A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

CHANG CHIAO-YUN

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This�course� is�designed� to�explore�key� issues�and�current�debates� in� the� field�of� International�
Marketing.�The�main�purpose�of� the�module� is� to�reflect�both�the� theory�and�the�application�of� the�
subject�studied�through�the�use�of�textbooks,�case�studies�and�journal�articles.�The�module�is�structured�
as�follows:
(i)　Theoretical�concepts�in�the�discipline�of�international�marketing�and�the�importance�of�how�to�think�
globally�in�business�will�be�discussed.
(ii)　The�impact�of�political,�legal,�economic�and�cultural�factors�on�marketing�activities�across�countries�
will�be�investigated.
(iii)　Students�will�learn�to�analyze�marketing�plans�and�consumer�product�strategy�at�the�global�level�via�
case�studies.
　To�complete�the�module�successfully,�attendance�at�all�classes�is�advised.�Students�are�also�expected�to�
work� independently,�undertake�any�required�background�reading�or�practice�exercises,�and�actively�
participate�in�discussions�or�small�group�work.
　Upon�completion�of�this�International�Marketing�module,�students�will�be�able�to:
・Understand�how�the�basic�principles�of�marketing�are�applied�in�a�variety�of�diverse�cultural,�political,�
legal�and�economic�environments.
・Be�able�to�analyze�foreign�markets�to�determine�their�overall�export�potential.
・Be�able�to�explain�the�various�methods�of�entering�foreign�markets,�the�degree�of�commitment�required�
and�the�associated�levels�of�risk.
・Understand�the�concepts�of�product�life�cycle�and�the�classification�of�goods�and�their�importance�for�
foreign�market�acceptance,�product�adaptation�and�overall�marketing�strategy�decision�making.
・Apply�basic�and�advanced�marketing�concepts�to�develop�integrated�marketing�plans�in�global�markets.

２．授業内容
***Please�note� that� this�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course.�All� the�courses�will�be�
delivered�via�Zoom�and�students�are�required�to�attend�the�class�every�week.***
Session�１�Introduction�of�the�module�
　　　　�Preview:�syllabus�
Session�2�Globalization�
　　　　�Preview:�Chapter�１.�pp.�１-１6.�
　　　　�Review:�Chapter�１.�pp.�１7-１5.�
Session�3�Economic�Environment
　　　　�Preview:�Chapter�2.�pp.�37-56.
　　　　�Review:�Chapter�2.�pp.�57-63.
Session�4�Financial�Environment�
　　　　�Preview:�Chapter�3.�pp.69-83.
　　　　�Review:�Chapter�3.�pp.�83-１00.�
Session�5�Global�Cultural�Environment�and�Buying�Behavior�I�
　　　　�Preview:�Chapter�4.�pp.�１06-１27.
　　　　�Review:�Preparing�for�Individual�Presentation�
Session�6�Global�Cultural�Environment�and�Buying�Behavior�II
　　　　�Preview:�Chapter�4.�pp.�１28-１36.
　　　　�Review:�Prepare�for�Individual�Presentation�
Session�7�Political�and�Legal�Environment�
　　　　�Preview:�Chapter�5.�pp.１42-１70.
　　　　�Review:�Chapter�5�pp.�１7１-１9１.
Session�8�Global�Marketing�Research�
　　　　�Preview:�Chapter�6.�pp.�200-2１5.�
　　　　�Review:�Assignment�
Session�9�Global�Segmentation�and�Positioning�
　　　　�Preview:�Chapter�7.�pp.�23１-240.
　　　　�Review:�Chapter�7.�pp.�24１-255.
Session�１0�Global�Marketing�Strategies�
　　　　���Preview:�Chapter�8.�pp.�262-278.
Session�１１�Global�Market�Entry�Strategies�
　　　　���Preview:�Chapter�9.�pp.�303-323.
　　　　���Review:�Chapter�9.�pp.�324-335.
Session�１2�Case�Study
　　　　���Preview:�Case�
　　　　���Review:�Assignment�
Session�１3�Case�Study
　　　　���Preview:�Case�
　　　　���Review:�Assignment�
Session�１4�Individual�Presentation�

３．履修上の注意
　English� is� the� language�used� in� this�module.�All�activities,� including� lectures,� seminars,� tutorials,�
presentations,�essays�and�examinations,�are�carried�out�in�the�medium�of�English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Passive� learning� is� to�be�avoided� in� the�module.�Students�are�encouraged� to�preview�and�review�
material�before�and�after�each�lecture�in�order�to�prepare�themselves�for�class�discussions.�The�aim�is�not�
only�to�equip�students�with�a�good�degree�of�understanding�of� the�subject,�but�also�to�help�them�to�
establish�certain�skills�that�can�be�applied�to�their�future�careers.

５．教科書
　Kotabe,�Masaaki�and�Helsen,�Kristiaan�(2020),�Global�Marketing�Management,�8th�Edition,�New�York:�
John�Wiley�and�Sons.�
*Students�are�able�to�download�the�ebook�from�our�library.�

６．参考書
１.　Jagdish,�Bhagwati�(2005),�``The�Globalization�Guru,''�Finance�&�Development,�42,�September�2005:�4-7�
(Available�at�http://www.imf.org/external/pubs/ft/fandd/2005/09/people.htm)
2.　Gwynne,�Peter�(2003),�``The�Myth�of�Globalization?''�Sloan�Management�Review,�44:�１１�(Available�at�
https://sloanreview.mit.edu/article/global-business-the-myth-of-globalization/
3.　van�Ittersum,�Koert,�and�Wong,�Nancy�(20１0),�``The�Lexus�or�the�Olive�Tree?�Trading�off�between�Global�
Convergence�and�Local�Divergence,''�International�Journal�of�Research�in�Marketing,�27(2),�pp.�１07-１１8.
4.　Hofstede,�Geert�(20１１),�``Dimensionalizing�Cultures:�The�Hofstede�Model�in�Context,''�Online�Readings�
in�Psychology�and�Culture,�2(１).�https://doi.org/１0.9707/2307-09１9.１0１4
5.　Hofstede,�Geert,�Hofstede,�Gert� Jan�and�Minkov,�Michael� (20１0),�Cultures�and�Organizations:�
Intercultural�Cooperation�and�Its�Importance�for�Survival,�New�York,�McGraw-Hill,� � (Available�at�http://
testrain.info/download/Software％ 20of％ 20mind.pdf)
6.　V.�Kumar�(20１4),�``Understanding�Cultural�Differences�in�Innovation:�A�Conceptual�Framework�and�
Future�Research�Directions,''�Journal�of�International�Marketing,�22(3),�pp.�１-29.
7.　Schwartz,�Shalom�H.�(20１2),�``An�Overview�of�the�Schwartz�Theory�of�Basic�Values,''�Online�Readings�
in�Psychology�and�Culture,�2(１).�https://doi.org/１0.9707/2307-09１9.１１１6
8.　Dentsu�Conducts�Sustainable�Lifestyle�Receptivity�Survey� in�１4�Countries,�Finds�``Sustainablists''�
-People�Inclined�to�Sustainable�Lifestyles-�Emerging�in�Growing�Markets�(Available�at�http://www.dentsu.
com/news/release/pdf-cms/20１１064-0607.pdf)
9.　Laurent,�Andr?�(１990),�``A�Cultural�View�of�Organizational�Change,''� In.�Evans�P.,�Doz�Y.,�Laurent�A.�
(Eds),�Human�Resource�Management� in� International�Firms.�Palgrave�Macmillan,�London.�https://doi.
org/１0.１007/978-１-349-１１255-5_5

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback�will�be�provided�via�a�verbal�or�written�form.�Students�may�be�expected�to�have�a�face-to-face�
meeting�after�class.�

８．成績評価の方法
　Class�Discussion�(30%)
　Presentation�(30%)
　Case�Study�X2�(40%)

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN566E

International Marketing B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

CHANG CHIAO-YUN

Credits:�2 Year:�3
Fall�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This�course� is�designed� to�explore�key� issues�and�current�debates� in� the� field�of� International�
Marketing.�The�main�purpose�of� the�module� is� to�reflect�both�the� theory�and�the�application�of� the�
subject�studied�through�the�use�of�textbooks,�case�studies�and�journal�articles.�The�module�is�structured�
as�follows:
(i)　Theoretical�concepts�in�the�discipline�of�international�marketing�and�the�importance�of�how�to�think�
globally�in�business�will�be�discussed.
(ii)　The�impact�of�political,�legal,�economic�and�cultural�factors�on�marketing�activities�across�countries�
will�be�investigated.
(iii)　Students�will�learn�to�analyze�marketing�plans�and�consumer�product�strategy�at�the�global�level�via�
case�studies.
　To�complete�the�module�successfully,�attendance�at�all�classes�is�advised.�Students�are�also�expected�to�
work� independently,�undertake�any�required�background�reading�or�practice�exercises,�and�actively�
participate�in�discussions�or�small�group�work.
　Upon�completion�of�this�International�Marketing�module,�students�will�be�able�to:
・Understand�how�the�basic�principles�of�marketing�are�applied�in�a�variety�of�diverse�cultural,�political,�
legal�and�economic�environments.
・Be�able�to�analyze�foreign�markets�to�determine�their�overall�export�potential.
・Be�able�to�explain�the�various�methods�of�entering�foreign�markets,�the�degree�of�commitment�required�
and�the�associated�levels�of�risk.
・Understand�the�concepts�of�product�life�cycle�and�the�classification�of�goods�and�their�importance�for�
foreign�market�acceptance,�product�adaptation�and�overall�marketing�strategy�decision�making.
・Apply�basic�and�advanced�marketing�concepts�to�develop�integrated�marketing�plans�in�global�markets.

２．授業内容
***Please�note� that� this�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course.�All� the�courses�will�be�
delivered�via�Zoom�and�students�are�required�to�attend�the�class�every�week.***
Session�１�Global�Marketing�Strategy��
　　　　���Preview:�Mini�case����
Session�2�Global�Market�Entry�Strategies��
　　　　���Preview:�Chapter�9.�pp.�324-335.�
Session�3�Case�Study�
　　　　���Preview:�Case
　　　　���Review:�Assignment�
Session�4�Global�Product�Policy�Decisions��
　　　　���Preview:�Chapter�１0.�pp.�344-353.
　　　　���Review:�Chapter�１0.�pp.�353-363.�
Session�5�Global�Pricing�
　　　　���Preview:�Chapter�１2.�pp.�407-422.
　　　　���Review:�Chapter�１2.�pp.�423-43１.
Session�6�Case�Study
　　　　���Preview:�Case
　　　　���Review:�Assignment��
Session�7�Communicating�with�the�World�Consumer�
　　　　���Preview:�Chapter�１3.�pp.435-44１.
　　　　���Review:�Preparing�for�Individual�Presentation�
Session�8�Sales�Management�
　　　　���Preview:�Chapter�１4.�pp.�473-490.�
　　　　���Review:�Chapter�１4.�pp.�490-50１.��
Session�9�Global�Logistics�and�Distribution��
　　　　���Preview:�Data�collection:�Ever�Given�
　　　　���Review:�Chapter�１5.�pp.�506-530.
Session�１0�Individual�Presentation�
Session�１１�Export/Import�Management�
　　　　�����Preview:�Incoterms�20１0
　　　　�����Review:�Chapter�１6.�pp.�549-564.
Session�１2�Planning�Organization,�and�Control�of�Global�Marketing�Operations
　　　　�����Preview:�Chapter�１7.�pp.�582-593.�
　　　　�����Review:�Chapter�１7.�pp.�594-599.
Session�１3�Marketing�in�Emerging�Markets�
　　　　�����Preview:�Chapter�１8.�pp.�604-622.
　　　��　���Review:�Chapter�１8.�pp.�623-628.
Session�１4�Global�Marketing�and�the�Internet�
　　　　�����Preview:�Chapter�１9.�pp.�633-643.
　　　　�����Review:�Chapter�１9.�pp.�644-656.

３．履修上の注意
　English� is� the� language�used� in� this�module.�All�activities,� including� lectures,� seminars,� tutorials,�
presentations,�essays�and�examinations,�are�carried�out�in�the�medium�of�English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Passive� learning� is� to�be�avoided� in� the�module.�Students�are�encouraged� to�preview�and�review�
material�before�and�after�each�lecture�in�order�to�prepare�themselves�for�class�discussions.�The�aim�is�not�
only�to�equip�students�with�a�good�degree�of�understanding�of� the�subject,�but�also�to�help�them�to�
establish�certain�skills�that�can�be�applied�to�their�future�careers.

５．教科書
　Kotabe,�Masaaki�and�Helsen,�Kristiaan�(2020),�Global�Marketing�Management,�8th�Edition,�New�York:�
John�Wiley�and�Sons.

６．参考書
１.　Craig,�C.�Samuel�and�Douglas,�Susan�P.� (2005),� International�Marketing�Research,�3rd�Edition,�
Chichester,�John�Wiley�and�Sons.�(Available�at�https://eclass.aueb.gr/modules/document/file.php/ME23１/
Books/C. ％ 20Samuel ％ 20Craig, ％ 20Susan ％ 20P. ％ 20Douglas ％ 20International ％ 20Marketing ％
20Research.pdf)
2.　Hassant,�Salan�and�Katsanis,�Lea�Prevel� (１99１),� ``Identification�of�Global�Consumer�Segments:�A�
Behavioral�Framework,''� Journal�of� International�Consumer�Marketing,�3(2),�pp.�１１-28.� (Available�at�
https://www.researchgate.net/publication/29283１9１１_Identification_of_Global_Consumer_Segments_A_
Behavioral_Framework_Journal_of_International_Consumer_Marketing_Vol_3_No_2_１99１_pp_１１-28_
with_L_Katsanis)
3.　Kale,�Sudhir�H.�(１995),�``Grouping�Euroconsumers:�A�Culture-Based�Clustering�Approach,''�Journal�of�
International�Marketing,�3(3),�pp.�35-48
4.　Oburai,� Prathap� and� Baker,� Michael� (2005),� ``International� Marketing� Strategies� in� India:� An�
Application�of�Mixed�Method�Investigation,''�Vikalpa�The�Journal�for�Decision�Makers,�30(4),�pp.�１１-23.
5.　The�Global�Marketing�Handbook� (Available�at�http://read.prclt.com/percolate-global-marketing-
strategy-handbook.pdf)
6.　Lasserre,�Philippe�(１995),�``Corporate�Strategies�for�the�Asia�Pacific�Region,''�Long�Range�Planning,�
28(１),�pp.�１8-30.
7.　Schutte,�Hellmut�(１995),�``Henkel's�Strategy�for�Asia�Pacific,''�Long�Range�Planning,�28(１),�pp.�95-１03.
8.　Tihanyi,�Laszlo,�Griffith,�David�A.�and�Russell,�Craig�J.�(2005),�``The�Effect�of�Cultural�Distance�on�Entry�
Mode� Choice,� International� Diversification� and� MNE� Performance:� A� Meta-Analysis,''� Journal� of�
International�Business�Studies,�36(3),�pp.�270-283.

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback�will�be�provide�in�either�a�verbal�or�written�form.

８．成績評価の方法
　Class�Discussion�(30%)
　Presentation�(30%)
　Case�Study�X2�(40%)

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN566E

Service Marketing A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

CHANG CHIAO-YUN

Credits:�2 Year:�3
Spring�

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　The�rapid�growth�of�the�service�industry�has�generated�a�significant�number�of� job�opportunities.�As�
many�graduates�may�seek�jobs�in�the�service�industry,�it�is�vital�for�students�to�acquire�knowledge�of�this�
new�field�in�addition�to�the�traditional�product-based�models�of�marketing.�Indeed,�services�marketing,�
which�was�once�a�small�academic�field,�has�become�a�thriving�area�of�activity�with�equally�flourishing�
research�effort�in�both�academia�and�business.
　This�module�aims,�via�attendance�at�lectures�and�case�analysis�seminars,�to�enable�students�to�examine�
theoretical�concepts�surrounding�service�marketing�and�to�be�able�to�apply�those�concepts�to�a�variety�of�
service�marketing�situations.�The�unique�nature�of�service�marketing�will�be�investigated�with�particular�
emphasis�given�to�the�service�industry�where�customers�are�present�at�the�site�of�production.
　To�complete�the�module�successfully,�attendance�at�all�classes�is�advised.�Students�are�also�expect�to�
work� independently,�undertaken�any�required�background�reading�or�practice�exercises,�and�actively�
participate�in�discussions�or�small�group�work.
Learning�Goals
　Upon�completion�of�this�Services�Marketing�module,�students�will�be�able�to:
・how�customer�behavior�and�expectations�play�a�role�in�the�service�environment
・key�considerations�in�selling�and�marketing�services
・branding,�promoting�and�positioning�of�services
・the�complexities�of�managing�demand�and�capacity�in�service�organizations
・distribution�and�pricing�considerations
・how�to�build�customer�loyalty�and�assess�customer�lifetime�value
・the�importance�of�workforce�development�and�organizational�culture�in�delivering�quality
・customer�research�and�survey�design�methods

２．授業内容
***Please�note� that� this�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course.�All� the�courses�will�be�
delivered�via�Zoom�and�students�are�required�to�attend�the�class�every�week.***
Session�１�Introduction�of�the�module
　　　　�Preview:�syllabus�
Session�2�Introduction�to�Services��
　　　　�Preview:�Chapter�１.�pp.�3-１4.�
　　　　�Review:�Chapter�１.�pp.�１5-28.�
Session�3�The�Gap�Model�of�Service�Quality�I�
　　　　�Preview:�Chapter�2.�pp.�35-38.
　　　　�Review:�Chapter�2.�pp.�38-43.
Session�4�The�Gap�Model�of�Service�Quality�II
　　　　�Preview:�Chapter�2.�pp.44-47.
Session�5�Customer�Expectations�of�Service
　　　　�Preview:�Chapter�3.�pp.�52-65.
　　　　�Review:�Chapter�3.�pp.�66-7１.
Session�6�Case�Study
　　　　�Preview:�Case
　　　　�Review:�Assignment�
Session�7�Customer�Perception�of�Service
　　　　�Preview:�Chapter�4.�pp.78-92.
　　　　�Review:�Chapter�4�pp.�93-１04.
Session�8�Listening�to�Customers�through�Research�
　　　　�Preview:�Chapter�5.�pp.�１１5-１32.
　　　　�Review:�Field�work��
Session�9�Individual�Presentation��
Session�１0�Build�Customer�Relationships�
　　　　���Preview:�Chapter�6.�pp.�１47-１60.
　　　　���Review:�Chapter�6.�pp.�１60-１7１.
Session�１１�Case�Study
　　　　���Preview:�Case�
　　　　���Review:�Assignment�
Session�１2�Service�Recovery
　　　　���Preview:�Chapter�7.�pp.�１80-１98.�
　　　　���Review:�Chapter�7.�pp.�１98-207.
Session�１3�Case�Study
　　　　���Preview:�Case�
　　　　���Review:�Assignment�
Session�１4�Wrap�up�and�Quiz

３．履修上の注意
　English� is� the� language�used� in� this�module.�All�activities,� including� lectures,� seminars,� tutorials,�
presentations,�essays�and�examinations,�are�carried�out�in�the�medium�of�English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Passive� learning� is� to�be�avoided� in� the�module.�Students�are�encouraged� to�preview�and�review�
material�before�and�after�each�lecture�in�order�to�prepare�themselves�for�class�discussions.�The�aim�is�not�
only�to�equip�students�with�a�good�degree�of�understanding�of� the�subject,�but�also�to�help�them�to�
establish�certain�skills�that�can�be�applied�to�their�future�careers.

５．教科書
　Zeithaml,�Valarie�A.,�Bitner�Mary�Jo�and�Gremler,�Dwayne�D.� (20１7),�Services�Marketing:� Integrating�
Customer�Focus�Across�the�Firm,�7th�Edition,�McGraw-Hill.�ISBN:�978-0078-１１2１-0-2

６．参考書
１.　Levitt,�T.,�(１98１),�``Marketing�Intangible�Products�and�Product�Intangibles'',�Harvard�Business�Review,�
MayJune,�pp.�94-１02.
2.　Lovelock,�C.H.,� (１983),� ``Classifying�Services� to�Gain�Strategic�Marketing� Insights'',� Journal�of�
Marketing,�Vol.�47,�Summer,�pp.�9-20.
3.　Shostack,�L.G.,�(１977),�``Breaking�Free�from�Product�Marketing'',�Journal�of�Marketing,�Vol.�4１,�April,�
pp.�73-80.
4.　Zeithaml,� V.A.,� Parasuraman,� A.� and� Berry,� L.,� (１985),� ``Problems� and� Strategies� in� Services�
Marketing'',�Journal�of�Marketing,�Vol.�49,�Spring,�pp.�33-46.
5.　Evert�Gummesson,� `Lip�Service� -�A�Neglected�Area� in�Services�Marketing',� Journal�of�Services�
Marketing,�No.�１,�１987,�p.�22
6.　Javier�Reynoso,�`The�Evolution�of�Services�Management�in�Developing�Countries:Insights�from�Latin�
America',� in�Tony�Meenaghan�(ed.),�New�and�Evolving�Paradigms:�The�Emerging�Future�of�Marketing,�
Dublin:�American�Marketing�Association�and�University�College�Dublin,�１997,�pp.�１１2-2１�(published�on�
CD-ROM).
7.　Light� in�the�Shadows:�So�Nothing�is�Uncertain�except�Death�and�Taxes?�Look�at�the�Growth�of�the�
Underground�Economy�and�Think�Again�about�Taxes',�The�Economist,�3�May�１997.
8.　Regis�McKenna,�Real�Time,�Boston:�Harvard�Business�School�Press,�１997.

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback�will�be�provide�in�either�a�verbal�or�written�form.

８．成績評価の方法
　Class�Discussion�(20%)
　Presentation�(20%)
　Case�Study�X3�(60%)

９．その他
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１．授業の概要・到達目標
　The�rapid�growth�of�the�service�industry�has�generated�a�significant�number�of� job�opportunities.�As�
many�graduates�may�seek�jobs�in�the�service�industry,�it�is�vital�for�students�to�acquire�knowledge�of�this�
new�field�in�addition�to�the�traditional�product-based�models�of�marketing.�Indeed,�services�marketing,�
which�was�once�a�small�academic�field,�has�become�a�thriving�area�of�activity�with�equally�flourishing�
research�effort�in�both�academia�and�business.
　This�module�aims,�via�attendance�at�lectures�and�case�analysis�seminars,�to�enable�students�to�examine�
theoretical�concepts�surrounding�service�marketing�and�to�be�able�to�apply�those�concepts�to�a�variety�of�
service�marketing�situations.�The�unique�nature�of�service�marketing�will�be�investigated�with�particular�
emphasis�given�to�the�service�industry�where�customers�are�present�at�the�site�of�production.
　To�complete�the�module�successfully,�attendance�at�all�classes�is�advised.�Students�are�also�expect�to�
work� independently,�undertaken�any�required�background�reading�or�practice�exercises,�and�actively�
participate�in�discussions�or�small�group�work.
Learning�Goals
　Upon�completion�of�this�Services�Marketing�module,�students�will�be�able�to:
・how�customer�behavior�and�expectations�play�a�role�in�the�service�environment
・key�considerations�in�selling�and�marketing�services
・branding,�promoting�and�positioning�of�services
・the�complexities�of�managing�demand�and�capacity�in�service�organizations
・distribution�and�pricing�considerations
・how�to�build�customer�loyalty�and�assess�customer�lifetime�value
・the�importance�of�workforce�development�and�organizational�culture�in�delivering�quality
・customer�research�and�survey�design�methods

２．授業内容
***Please�note� that� this�course� is�provided�as�an�online�Media-based�course.�All� the�courses�will�be�
delivered�via�Zoom�and�students�are�required�to�attend�the�class�every�week.***
Session�１�Introduction�of�the�module�
　　　　�Preview:�syllabus�
Session�2�Case�Study
　　　　�Preview:�Case�
　　　　�Review:�Assignment�
Session�3�Service�Innovation�and�Design�
　　　　�Preview:�Chapter�8.�pp.�2１8-225.
　　　　�Review:�Chapter�8.�pp.�226-243.
Session�4�Customer-Defined�Service�Standards
　　　　�Preview:�Chapter�9.�pp.�252-258.
　　　　�Review:�Chapter�9.�pp.�259-272.
Session�5�Physical�Evidence�and�the�Servicescape
　　　　�Preview:�Chapter�１0.�pp.�278-288.
　　　　�Review:�Chapter�１0.�pp.�289-302.
Session�6�Employees’�Role�in�Service�Delivery
　　　　�Preview:�Chapter�１１.�pp.�3１2-324.
　　　　�Review:�Chapter�１１.�pp.�324-337.
Session�7�Customers’�Role�in�Service�Delivery
　　　　�Preview:�Chapter�１2.�pp.347-357.
　　　　�Review:�Chapter�１2.�pp.�358-369.
Session�8�Delivering�Service�Through�Intermediaries�and�Electronic�Channels
　　　　�Preview:�Handouts
Session�9�Managing�Demand�and�Capacity
　　　　�Preview:�Chapter�１3.�pp.�377-396.
　　　　�Review:�Chapter�１3.�Pp.�397-403.��
Session�１0�Integrated�Services�Marketing�Communications�
　　　　���Preview:�Chapter�１4.�pp.�4１3-4１7.
　　　　���Review:�Chapter�１4.�pp.�4１8-436.
Session�１１�Pricing�of�Services�
　　　　���Preview:�Chapter�１5.�pp.�442-454.�
　　　　���Review:�Chapter�１5.�pp.�454-455.
Session�１2�The�Financial�and�Economic�Impact�of�Service
　　　　���Preview:�Chapter�１6.�pp.�472-478.�
　　　　���Review:�Chapter�１6.�pp.�478-490.
Session�１3�Case�Study
　　　　���Preview:�Case�
　　　　���Review:�Assignment�
Session�１4�Wrap�up�and�Final�Evaluation

３．履修上の注意
　English� is� the� language�used� in� this�module.�All�activities,� including� lectures,� seminars,� tutorials,�
presentations,�essays�and�examinations,�are�carried�out�in�the�medium�of�English.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Passive� learning� is� to�be�avoided� in� the�module.�Students�are�encouraged� to�preview�and�review�
material�before�and�after�each�lecture�in�order�to�prepare�themselves�for�class�discussions.�The�aim�is�not�
only�to�equip�students�with�a�good�degree�of�understanding�of� the�subject,�but�also�to�help�them�to�
establish�certain�skills�that�can�be�applied�to�their�future�careers.

５．教科書
　Zeithaml,�Valarie�A.,�Bitner�Mary�Jo�and�Gremler,�Dwayne�D.� (20１7),�Services�Marketing:� Integrating�
Customer�Focus�Across�the�Firm,�7th�Edition,�McGraw-Hill.�ISBN:�978-0078-１１2１-0-2

６．参考書
１.　Leonard�L.�Berry,�`Services�Marketing�is�Different',�Business,�May-June�１980.
2.　W.�Earl�Sasser,�R.�Paul�Olsen�and�D.�Daryl�Wyckoff,�Management�of�Service�Operations:�Text,�Cases,�
and�Readings,�Boston:�Allyn�&�Bacon,�１978.
3.　G.�Lynn�Shostack,�`Breaking�Free�from�Product�Marketing',�Journal�of�Marketing,�April�１977.
4.　Bonnie�Farber�Canziani,�`Leveraging�Customer�Competency�in�Service�Firms,'�International�Journal�of�
Service�Industry�Management,�Vol.�8,�No.�１,�１997,�pp.�5-25.
5.　Curtis�P.�McLaughlin,� `Why�Variation�Reduction� is�Not�Everything:�A�New�Paradigm�for�Service�
Operations',�International�Journal�of�Service�Industry�Management,�Vol.�7,�No.�3,�１996,�pp.�１7-3１.
6.　This�section�is�based�on�Valarie�A.�Zeithaml,�`How�Consumer�Evaluation�Processes�Differ�between�
Goods�and�Services',� in� J.A.�Donnelly�and�W.R.�George,�Marketing�of�Services,�Chicago:�American�
Marketing�Association,�１98１,�pp.�１86-90.
7.　Christian�Gronroos,�`From�scientific�management�to�service�management',� International�Journal�of�
Service�Industry�Management,�Vol.�5,�pp5-90.
8.　The�4Ps�classification�of�marketing�decision�variables�was�created�by�E.�Jerome�McCarthy,�Basic�
Marketing:�A�Managerial�Approach,�Homewood,�IL:�Richard�D.�Irwin,�Inc.,�１960.

７．課題に対するフィードバックの方法
Feedback�will�be�provided�in�either�a�verbal�or�written�form.�

８．成績評価の方法
　Class�Discussion�(30%)
　Final�Evaluation�(Presentation)�(30%)
　Case�Study�X2�(40%)

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACC536E
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【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

OMURA AKIHIRO

Credits:�2 Year:�3 Spring�Semester�
Intensive�Classes Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　Corporate�finance�is�one�of�the�most�critical�functions�of�modern�
firms.�Financial�managers�face�a�vast�array�of�financing�alternatives�
and�opportunities�that,� if�used�correctly,�can� increase�firm�value�
and� decrease� the� risk� exposure� of� firms� for� the� benefit� of�
shareholders.�This�course�examines�corporate� finance�with�an�
emphasis�on�the�tools�for�practical�application�and�the�setting�of�
strategy.�The�topics�concerns�the�risk�and�return�relationship�and�
the�methods�to�evaluate�investment�projects.

２．授業内容
Session�１　�Introduction/Recapping� Mathematics� for� Finance�

(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�2　�What�are�CSR�and�ESG?�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�

Zoom)�
Session�3　�How�do�We�Measure�CSR�and�ESG?� (Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)
Session�4　�How�do�we�Read�Financial�Statements?�(Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)
Session�5　�Risk�and�Return� for�Finance�１� (Delivery�Mode:�Real-

Time�via�Zoom)
Session�6　�Risk�and�Return� for�Finance�2� (Delivery�Mode:�Real-

Time�via�Zoom)
Session�7　Cost�of�Capital�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�8　�How�should�Managers�Make�Investment�Decisions?�１�

(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�9　�How�should�Managers�Make�Investment�Decisions?�2�

(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�１0　�Student�Presentation�１�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�

Zoom)
Session�１１　�Student�Presentation�2�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�

Zoom)
Session�１2　�Should�Manager�Borrow�Money�or� Issue�Shares?�１�

(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�１3　�Should�Manager�Borrow�Money�or� Issue�Shares?�2�

(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�１4　Course�Review�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)

３．履修上の注意
　Analyzing�financial�statements�is�one�of�the�crucial�components�
of� this�course.�The�students�will�need�to� familiarize� themselves�
with�the�principles�of�accounting�before�the�semester�commences.�

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　The�students�will�be�asked�to�present�and�solve�questions�during�
the�class.�To�digest�the�contents�covered�in�the�class,�the�students�
are�required�to�spend�at�least�5�hours�a�week�for�the�preparation.

５．教科書
　Ross,� S.,� Westerfield,� R.,� Jordan,� B.� (20１5)� Fundamentals� of�
Corporate�Finance.�McGraw-Hill�Education.

６．参考書
　Damodaran,�A.�(20１5)�Applied�Corporate�Finance.�Wiley.
　Clayman,�M.,�Fridson,�M.�(20１2)�Corporate�Finance�Workbook:�A�
Practical�Approach.�Wiley.
　Hull,�J.�(20１5)�Options,�Futures,�and�Other�Derivatives.�Pearson.

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
In�class�assessments� -�presentation�and�participation�50%�and�
written�assignment�such�as�quizzes�50%

９．その他
　NA
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Corporate Finance B〔M〕
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OMURA AKIHIRO
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１．授業の概要・到達目標
　Corporate�finance�is�one�of�the�most�critical�functions�of�modern�
firms.�Financial�managers�face�a�vast�array�of�financing�alternatives�
and�opportunities�that,� if�used�correctly,�can� increase�firm�value�
and� decrease� the� risk� exposure� of� firms� for� the� benefit� of�
shareholders.�This�course�explores�how�the�value�of�firms�should�
be�evaluated.�

２．授業内容
Session�１　�Course� Introduction/Recapping� Fundamentals� of�

Finance�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�2　�Recapping�Fundamentals�of�Finance�１�(Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)
Session�3　�Recapping�Fundamentals�of�Finance�2�(Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)
Session�4　�Recapping�Fundamentals�of�Finance�3�(Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)
Session�5　�Recapping�Time-Value�of�Money�(Delivery�Mode:�Real-

Time�via�Zoom)
Session�6　�Recapping�Financial�Statement�Analysis�(Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)
Session�7　�Cost�of�Equity�and�Debt�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�

Zoom)
Session�8　�Finance�of�Multinational�Corporations�(Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)
Session�9　Foreign�Exchange�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�１0　Country�Risk�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�１１　�Capital� Budgeting� (Delivery� Mode:� Real-Time� via�

Zoom)
Session�１2　Valuing�Firms�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�Zoom)
Session�１3　�Student�Presentation�１�(Delivery�Mode:�Real-Time�via�

Zoom)
Session�１4　�Student�Presentation�2/Course�Review�(Delivery�Mode:�

Real-Time�via�Zoom)

３．履修上の注意
　Analyzing�financial�statements�is�one�of�the�crucial�components�
of� this�course.�The�students�will�need�to� familiarize� themselves�
with�the�principles�of�accounting�before�the�semester�commences.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　The�students�will�be�asked�to�present�and�solve�questions�during�
the�class.�To�digest�the�contents�covered�in�the�class,�the�students�
are�required�to�spend�at�least�5�hours�a�week�for�the�preparation.

５．教科書
　Ross,� S.,� Westerfield,� R.,� Jordan,� B.� (20１5)� Fundamentals� of�
Corporate�Finance.�McGraw-Hill�Education.
　Damodaran,�A.�(20１5)�Applied�Corporate�Finance.�Wiley.

６．参考書
　Clayman,�M.,�Fridson,�M.�(20１2)�Corporate�Finance�Workbook:�A�
Practical�Approach.�Wiley.
　Hull,�J.�(20１5)�Options,�Futures,�and�Other�Derivatives.�Pearson.

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
In�class�assessments� -�presentation�and�participation�50%�and�
written�assignment�such�as�quizzes�50%

９．その他
　NA
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（2020年度以前入学者対象）
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科目名

財務会計総論Ａ／Ｂ〔Ｍ〕

管理会計総論Ａ／Ｂ〔Ｍ〕
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科目ナンバー：（BA）ACC231J

財務会計総論Ａ 依 田 俊 伸

2 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　授業形態は対面です。
＜概要＞
　会計専門職を目指す人にはもちろんのこと，企業人になろうとす
るすべての人にとって，財務会計のスキルを身に付けることは不可
欠です。本授業では，財務会計の基礎的概念を学習するとともに，
貸借対照表，損益計算書等を中心とした財務諸表の基本的内容と役
割について学びます。
＜到達目標＞
　本授業では，後年次で学習する財務諸表論，国際会計論，会計基
準論，会計監査論，税務会計論などの財務会計科目の基礎を習得す
ることを目的とします。

２．授業内容
第 1回　授業概要の紹介，企業会計の基本原理
第 2回　企業会計制度
第 3回　損益計算の原理と損益計算書の意義・本質・構造
第 4回　貸借対照表の意義・本質・構造と貸借対照表原則
第 5回　流動資産①（当座資産）
第 6回　流動資産②（その他の流動資産）
第 7回　有形固定資産①（意義・種類）
第 8回　有形固定資産②（減価償却）
第 9回　無形固定資産および投資その他の資産
第10回　繰延資産，負債および引当金①（負債）
第11回　負債および引当金②（引当金）
第12回　純資産①（株主資本）
第13回　純資産②（株主資本，その他）
第14回　財務諸表の作成と分析

３．履修上の注意
履修者は，日商簿記検定 3級程度を理解しておくことが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
日商簿記検定 3級レベルの内容をマスターしてほしい。
授業はおおむね下記テキストに沿って行う。
講義スケジュールの各回の授業範囲に該当するテキストの範囲を授
業前に読んでおくこと。
授業後には，該当範囲の重要概念の理解を深める等の復習を行うこと。

５．教科書
『財務会計論の基礎と応用（第 2版）』菊谷正人・依田俊伸（中央経
済社）2020年。

６．参考書
『会計法規集』（中央経済社）最新版。
財務会計は，上記の書籍等を利用して，絶えず会計のルールを確認
しながら学習する必要がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業課題レポートに対しては，締め切り後，採点の上，全体に対す
る講評を公表する。
中間レポートに対しては，締め切り後，採点の上，全体に対する講
評を公表する。
期末レポートに対しては，締め切り後，採点の上，全体に対する講
評を公表する。

８．成績評価の方法
授業課題レポート　50％，中間レポート　20％，期末レポート　30
％，定期試験は実施しません。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC231J

財務会計総論Ｂ 依 田 俊 伸

2 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　授業形態は対面です。
＜概要＞
　会計専門職を目指す人にはもちろんのこと，企業人になろうとす
るすべてのっ人にとって，財務会計のスキルを身に付けることは不
可欠です。本授業では，財務会計総論Aで学んだ内容を踏まえ，会
計がどのような仕組みと考え方で出来上がっているかについて，企
業会計基準に即して学びます。
＜到達目標＞
　本授業では，後年次で学習する財務諸表論，国際会計論，会計基
準論，会計監査論，税務会計論などの財務会計科目の基礎を習得す
ることを目標とします。

２．授業内容
第 1回　授業概要の紹介，現代会計の特徴
第 2回　資産に関する個別会計基準①－棚卸資産，金融資産－
第 3 回　資産に関する個別会計基準②－賃貸等不動産，リース資産－
第 4 回　資産に関する個別会計基準③－固定資産の減損－
第 5回　負債に関する個別会計基準①－金融負債，資産除去債務－
第 6回　負債に関する個別会計基準②－退職給付－
第 7回　純資産に関する個別会計基準①－自己株式，準備金－
第 8回　 純資産に関する個別会計基準②－ストック・オプション，

純資産の部の表示－
第 9回　 損益計算に関する個別会計基準①－収益認識，研究開発

費，役員賞与－
第10回　損益計算に関する個別会計基準②－包括利益，法人税等－
第11回　税効果会計，外貨換算会計
第12回　企業結合
第13回　連結財務諸表①
第14回　連結財務諸表②

３．履修上の注意
履修者は，日商簿記検定3級程度を理解していることが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
日商簿記検定 3級レベルの内容をマスターしてほしい。
授業はおおむね下記テキストに沿って行う。
講義スケジュールの各回の授業範囲に該当するテキストの範囲を授
業前に読んでおくこと。
授業後には，該当範囲の重要概念の理解を深める等の復習を行うこと。

５．教科書
『財務会計論の基礎と応用（第 2版）』菊谷正人・依田俊伸（中央経
済社）2020年。

６．参考書
『会計法規集』（中央経済社）最新版。
財務会計は，上記の書籍等を利用して，絶えず会計のルールを確認
しながら学習する必要がある。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業課題レポートに対しては，締め切り後，採点の上，全体に対す
る講評を公表する。
中間レポートに対しては，締め切り後，採点の上，全体に対する講
評を公表する。
期末レポートに対しては，締め切り後，採点の上，全体に対する講
評を公表する。

８．成績評価の方法
授業課題レポート　50％，中間レポート　20％，期末レポート　30
％，定期試験は実施しません。

９．その他
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１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講は専門課程で学習する財務諸表論，国際会計論，現代会計基準論，
会計監査論，税務会計論などの財務会計科目の基礎を習得することを目的
とします。
　財務会計総論Ａでは，企業会計の基礎的な概念や原則，貸借対照表・損
益計算書・キャッシュフロー計算書の基本的な構造について考察し，それ
らを用いて，実際の財務報告書の基本的な見方や簡単な財務分析について
学習します。

〈到達目標〉
　企業が実際に行っている会計手続きの概略をマスターすることを通じ
て，財務会計の全体像を把握するとともに，簿記論その他の会計科目で学
習する事柄が，どのように結びついているのかを，理解することを目標と
します。

２．授業内容
　第 1回　 イントロダクション－会計とは何か【オンデマンド型メディア

授業】
　第 2回　企業会計の枠組み【オンデマンド型メディア授業】
　第 3回　会計公準【オンデマンド型メディア授業】
　第 4回　企業会計原則：一般原則【オンデマンド型メディア授業】
　第 5回　企業会計の原理と構造【オンデマンド型メディア授業】
　第 6回　制度会計（1）：会社法会計【オンデマンド型メディア授業】
　第 7回　 制度会計（2）：金融商品取引法会計【オンデマンド型メディア

授業】
　第 8回　制度会計（3）：税法会計【オンデマンド型メディア授業】
　第 9回　貸借対照表の構造【オンデマンド型メディア授業】
　第10回　損益計算書の構造【オンデマンド型メディア授業】
　第11回　 キャッシュフロー計算書の構造【オンデマンド型メディア授

業】
　第12回　 財務諸表を用いた分析（1）：収益性分析【オンデマンド型メデ

ィア授業】
　第13回　 財務諸表を用いた分析（2）：安全性分析【オンデマンド型メデ

ィア授業】
　第14回　 財務諸表を用いた分析（3）：成長性分析【オンデマンド型メデ

ィア授業】

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講されます。
　授業はすべて，講義動画を Oh-o! Meiji システムを通じて配信するオン
デマンド型で行うことになります。
　講義動画は，原則毎週金曜日に Oh-o! Meiji システムを通じて配信し，
授業動画は当該学期中は視聴できるようにします。
　なお，毎回の講義動画に対して，小テストやアンケート機能を用いたコ
メントシートの提出を求め，これによって出席確認及び理解度確認を行い
ます。
　また，Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を用いて意見
交換できるようにするとともに，教員への質問・相談窓口として，授業専
用のメールアドレスを履修者に通知します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日商簿記検定 3級レベルは，この授業に限らず，マスターしておくこと
が望まれます。
　会計の基礎を身に付けるためには，基本的な概念や用語等について十分
慣れ親しんでおくことも必要になるので，講義録画を視聴するだけでな
く，自分のノートを作成することもお奨めします。

５．教科書
　入門レベルの財務会計関連の書籍は数多く出版されていますので，この
授業では特に指定はしません。各自の持っているテキスト等を活用してく
ださい。なお，授業中に参照する資料等については，オンライン上で配布
します。

６．参考書
　財務会計の基礎に関するテキストは数多く出版されており，容易に入手
できるので，図書館や書店で自分の学習に適したものを選んでください。

７．課題に対するフィードバックの方法
　この授業はメディア授業科目として開講されますので，毎回の講義動画
に対して，小テスト機能やアンケート機能を用いた課題に取り組んでもら
うことになります。その回答状況に応じて前回授業の復習を行い，模範解
答や注意点等について解説します。

８．成績評価の方法
　講義録画の視聴があることを前提として，オンライン上で実施する小テ
スト・課題レポート等で評価（100％）します。定期試験は実施しません。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC236J

財務会計総論Ａ〔Ｍ〕
【特設】

千 葉 貴 律

2 単位 2年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講は後年次で学習する財務諸表論，国際会計論，現代会計基準論，会
計監査論，税務会計論などの財務会計科目の基礎を習得することを目的と
します。
　財務会計総論Ａで学習した貸借対照表や損益計算書，キャッシュフロー
計算書の構造を踏まえて，その具体的な内容について掘り下げていくとと
もに，連結会計制度や税効果会計などの会計制度についても取り上げてい
きます。

〈到達目標〉
　企業が実際に行っている会計手続きの概略をマスターすることを通じ
て，財務会計の全体像を把握するとともに，簿記論その他の会計科目で学
習する事柄が，どのように結びついているのかを，理解することを目標と
します。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション【オンデマンド型メディア授業】
　第 2回　資産の会計（1）：金融商品【オンデマンド型メディア授業】
　第 3回　 資産の会計（2）：有形固定資産と無形固定資産【オンデマンド

型メディア授業】
　第 4回　 資産の会計（3）：繰延資産，減損，資産除去債務【オンデマン

ド型メディア授業】
　第 5回　負債の会計（1）：資金調達【オンデマンド型メディア授業】
　第 6回　負債の会計（2）：引当金【オンデマンド型メディア授業】
　第 7回　純資産の会計【オンデマンド型メディア授業】
　第 8回　株主資本変動計算書【オンデマンド型メディア授業】
　第 9回　収益費用の会計基準【オンデマンド型メディア授業】
　第10回　連結財務諸表：基本原則【オンデマンド型メディア授業】
　第11回　連結財務諸表：ケーススタディ【オンデマンド型メディア授業】
　第12回　税効果会計【オンデマンド型メディア授業】
　第13回　 国際財務報告基準（IFRS）の概要【オンデマンド型メディア授

業】
　第14回　全体のまとめ【オンデマンド型メディア授業】

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業科目として開講されます。
　授業はすべて，講義動画を Oh-o! Meiji システムを通じて配信するオン
デマンド型で行うことになります。
　講義動画は，原則毎週金曜日に Oh-o! Meiji システムを通じて配信し，
授業動画は当該学期中は視聴できるようにします。
　なお，毎回の講義動画に対して，小テストやアンケート機能を用いたコ
メントシートの提出を求め，これによって出席確認及び理解度確認を行い
ます。
　また，Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を用いて意見
交換できるようにするとともに，教員への質問・相談窓口として，授業専
用のメールアドレスを履修者に通知します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　日商簿記検定 3級レベルは，この授業に限らず，マスターしておくこと
が望まれます。
　会計の基礎を身に付けるためには，基本的な概念や用語等について十分
慣れ親しんでおくことも必要になるので，講義録画を視聴するだけでな
く，自分のノートを作成することもお奨めします。

５．教科書
　入門レベルの財務会計関連の書籍は数多く出版されていますので，この
授業では特に指定はしません。各自の持っているテキスト等を活用してく
ださい。なお，授業中に参照する資料等については，オンライン上で配布
します。

６．参考書
　財務会計の基礎に関するテキストは数多く出版されており，容易に入手
できるので，図書館や書店で自分の学習に適したものを選んでください。

７．課題に対するフィードバックの方法
　この授業はメディア授業科目として開講されますので，毎回の講義動画
に対して，小テスト機能やアンケート機能を用いた課題に取り組んでもら
うことになります。その回答状況に応じて前回授業の復習を行い，模範解
答や注意点等について解説します。

８．成績評価の方法
　講義録画の視聴があることを前提として，オンライン上で実施する小テ
スト・課題レポート等で評価（100％）します。定期試験は実施しません。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC236J

財務会計総論Ｂ〔Ｍ〕
【特設】

千 葉 貴 律

2 単位 2年次 春学期
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１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業では，管理会計の基礎的な概念や仕組みなどを学びます。
　管理会計は，企業（またはその他の組織体）を経営・管理する経営管理者が，意思
決定や業績管理，業務管理などを行う際に役立つ財務的・非財務的情報を提供するこ
とを目的とする会計です。
　現代では，いかなる組織のメンバーにも，組織内部で用いられる言語としての管理会計
情報を理解でき，それにより業務上の様々な問題を特定でき，その問題を解決でき，そし
て関係者同士でコミュニケーションできる能力が求められています。
　将来，企業人として活躍するにせよ，会計専門職（公認会計士や税理士など）やコ
ンサルタントとして活躍するにせよ，あるいは非営利組織（学校，病院，行政機関，
NPOやNGOなど）の職員として活躍するにせよ，組織体の運営に携わる者またはその
一員にとって，管理会計に関する知識やその実践能力を身につけることは，いまや必
須とされてきています。
　この授業では，管理会計の中でも，組織体（主として企業）において日々繰り返さ
れる業務の管理とその業績の把握にかかわる「業績管理会計」（期間計画と統制のため
の会計）についての理解を深めていきます。
〈到達目標〉
　次のような管理会計に関する基礎的な知識や基本的な考え方の修得が目標です。
・ 利益計画，予算管理，原価管理について学び，そこで用いられる「業績管理会計」情
報を組織内部の言語として理解し利用できる。

・必要とあれば自らそのような管理会計情報を適切な技法により作成し活用できる。
・将来の管理会計の発展・変化にも柔軟に対応できる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション/管理会計の特徴
　第 2回：管理会計の体系
　第 3回：利益管理
　第 4回：経営分析のグループワーク
　第 5回：短期利益計画（1）：CVP分析
　第 6回：短期利益計画（2）：直接原価計算
　第 7回：短期利益計画のグループワーク
　第 8回：予算管理（1）：予算編成
　第 9回：予算管理（2）：予算統制
　第10回：予算管理のグループワーク
　第11回：原価管理（1）：原価標準の設定
　第12回：原価管理（2）：原価差異分析
　第13回：原価管理のグループワーク
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
・経営学や原価計算，簿記に関する基礎知識を必要とします。
・ クラスウェブにお知らせ，授業資料，アンケート，レポートなどを掲載しますので，
必ず確認してください。

・ 授業資料はクラスウェッブから入手し，必要に応じて各自プリントアウトして授業に
持参してください。

・ テキストや参考書は授業の予習および復習に使用してください（授業ではレジュメを
使用します）。

・ グループワークへの出席が必要です（グループワーク成果発表用動画の制作・提出が
あります）。

・ グループワークでは，場合により，授業時間外にグループで課題等に取り組む必要が
生じます。

・授業にノートPCを持参できることが望ましいです。
・履修者の人数や基礎学力に応じて授業内容を変更することがあります。

※ 詳細は第 1回のイントロダクションで説明しますので必ず出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ 授業前にテキストや参考書を読んで，自らの知識・スキルおよび疑問点を明確にして
おいてください。

・ 授業後に「振り返りシート」の作成を通して，授業内容の理解度を確認してください。

５．教科書
　『原価・管理会計の基礎』山田庫平・吉村聡・飯島康道・大槻晴海編著（中央経済社）

６．参考書
・ 『管理会計（マネジメント・アカウンティング）―業績管理会計と意思決定会計』﨑 
章浩編著（学文社）

・『会計による経営管理』村田直樹・相川奈美編著（税務経理協会）
・『基本原価計算用語辞典』山田庫平編著（白桃書房）
・ 『経営管理会計ハンドブック』山田庫平・﨑 章浩・吉村 聡編著（東京経済情報出版）
※図書館に所蔵
その他必要に応じて授業の中で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業中またはクラスウェブでフィードバックします。

８．成績評価の方法
　定期試験（60％）と平常点（40％）により，総合的に評価します。
　平常点は，振り返りシート，アンケート，課題・レポートの提出状況と内容（質）
によって評価します。

９．その他
　管理会計は企業などの組織体の経営活動と密接に関連しています。理論を具体的に
理解できるように，日頃から経営・経済関連のTV番組，ニュース，新聞記事，雑誌記事，
書籍などに目を通すよう心掛けてください。
　また，日常生活に潜む“管理会計的なもの”を見つけ出す癖をつけてください。

科目ナンバー：（BA）ACC241J

管理会計総論Ａ 大 槻 晴 海

2 単位 1 年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この授業では，管理会計の基礎的な概念や仕組みなどを学びます。
　管理会計は，企業（またはその他の組織体）を経営・管理する経営管理者が，意思
決定や業績管理，業務管理などを行う際に役立つ財務的・非財務的情報 を提供するこ
とを目的とする会計です。
　現代では，いかなる組織のメンバーにも，組織内部で用いられる言語としての管理
会計情報を理解でき，それにより業務上の様々な問題を特定でき，その問題を解決で
き，そして関係者同士でコミュニケーションできる能力が求められています。
　将来，企業人として活躍するにせよ，会計専門職（公認会計士や税理士など）やコ
ンサルタントとして活躍するにせよ，あるいは非営利組織（学校，病院，行政機関，
NPOやNGOなど）の職員として活躍するにせよ，組織体の運営に携わる者またはその
一員にとって，管理会計に関する知識やその実践能力を身につけることは，いまや必
須とされてきています。
　この授業では，組織体（主として企業）にとっての重要な局面でその都度行われる
判断や決断にかかわる「意思決定会計」（個別問題に対して将来とるべき行動を選択・
決定するための会計）および経営戦略の形成・実現にかかわる「戦略管理会計」（戦略
経営のための会計）についての理解を深めていきます。

〈到達目標〉
　次のような管理会計に関する基礎的な知識と基本的な考え方の修得が目標です。
・ 意思決定会計について学び，そこで用いられる「意思決定会計」情報を組織内部の言
語として理解し利用できる。

・戦略管理会計について学び，そこで用いられる各種手法を理解し適用できる。
・必要とあれば自ら管理会計情報を適切な技法により作成し活用できる。
・将来の管理会計の発展・変化にも柔軟に対応できる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション／経営管理の機能と管理会計
　第 2回：業務執行的意思決定と管理会計
　第 3回：戦略的意思決定と管理会計
　第 4回：企業環境の変化と管理会計
　第 5回：事業環境分析（1）：3C分析
　第 6回：事業環境分析（2）：ABC/ABM
　第 7回：事業環境分析のグループワーク：競合他社分析
　第 8回：BSC
　第 9回：BSCのグループワーク（1）：ビジョンの設定と戦略の策定（SWOT分析）
　第10回：BSCのグループワーク（2）：戦略マップとスコアカードの作成
　第11回：原価企画
　第12回：原価企画のグループワーク（1）：商品コンセプトの作成と機能定義
　第13回：原価企画のグループワーク（2）：価値の評価
　第14回：まとめ

３．履修上の注意
・経営学や原価計算，簿記に関する基礎知識を必要とします。
・ クラスウェブにお知らせ，授業資料，アンケート，課題・レポートなどを掲載します
ので，必ず確認してください。

・ 授業資料はクラスウェッブから入手し，必要に応じて各自プリントアウトして授業に
持参してください。

・ テキストや参考書は授業の予習および復習に使用してください（授業ではレジュメを
使用します）。

・ グループワークへの出席が必要です（グループワーク成果発表用動画の制作・提出が
あります）。

・ グループワークでは，場合により，授業時間外にグループで課題等に取り組む必要が
生じます。

・授業にノートPCを持参できることが望ましいです。
・履修者の人数や基礎学力に応じて授業内容を変更することがあります。

※ 詳細は第 1回のイントロダクションで説明しますので必ず出席してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ 授業前にテキストや参考書を読んで，自らの知識・スキルおよび疑問点を明確にして
おいてください。

・授業後に「振り返りシート」の作成を通して，授業内容の理解度を確認してください。

５．教科書
　『原価・管理会計の基礎』山田庫平・吉村聡・飯島康道・大槻晴海編著（中央経済社）

６．参考書
・ 『管理会計（マネジメント・アカウンティング）―業績管理会計と意思決定会計』﨑 
章浩編著（学文社）

・『会計による経営管理』村田直樹・相川奈美編著（税務経理協会）
・『基本原価計算用語辞典』山田庫平編著（白桃書房）
・ 『経営管理会計ハンドブック』山田庫平・﨑 章浩・吉村 聡編著（東京経済情報出版）
※図書館に所蔵
その他必要に応じて授業の中で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業中またはクラスウェブでフィードバックします。

８．成績評価の方法
　定期試験（60％）と平常点（40％）により，総合的に評価します。
　平常点は，振り返りシート，アンケート，課題・レポートの提出状況と内容（質）
によって評価します。

９．その他
　管理会計は企業などの組織体の経営活動と密接に関連しています。理論を具体的に
理解できるように，日頃から経営・経済関連のTV番組，ニュース，新聞記事，雑誌記事，
書籍などに目を通すよう心掛けてください。
　また，日常生活に潜む“管理会計的なもの”を見つけ出す癖をつけてください。

科目ナンバー：（BA）ACC241J

管理会計総論Ｂ 大 槻 晴 海

2 単位 1 年次 秋学期 和泉キャンパス
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１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　管理会計とは，企業の経営管理者に対して，経営管理すなわち意思決定および
業績管理のために有用な情報を提供する会計である。本講義ではまず，管理会計
の意義と目的について概説したうえで，経営管理上の諸問題を発見するための財
務諸表分析を取り上げ，経営管理のための活用法について説明する。その後，業
績管理のための手法である予算管理や標準原価計算，CVP分析などの伝統的な諸
技法について講述する。
〈到達目標〉
　実際に財務諸表を分析して企業の問題点を把握する方法を習得し，さらにCVP
分析や予算管理，標準原価計算により利益計画や原価管理の方法が理解できるよ
うになる。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容で進められる。
　第 1回　企業会計，財務会計と管理会計，管理会計の体系
　第 2回　財務諸表分析の意味と財務安全性分析
　第 3回　収益性分析〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 4回　生産性分析〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 5回　原価と原価計算
　第 6回　個別原価計算〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 7回　総合原価計算の意義と種類，単純総合原価計算，月末仕掛品の評価
　第 8回　 工程別総合原価，等級別総合原価計算，組別総合原価計算〔メディア

授業（オンデマンド型）〕
　第 9回　CVP分析
　第10回　 安全余裕率，損益分岐点比率，CVP感度分析〔メディア授業（オンデ

マンド型）〕
　第11回　予算管理〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回　標準原価計算の意義と目的，直接費の差異分析
　第13回　間接費の差異分析〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第14回　ａ：授業の総括　ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業として開講されます。ただし，メディア授業はオンデ
マンド型であり，全体のうちの 7回です。それ以外は対面形式の授業になります。
　メディア授業のときには，その授業の前の週の土曜日にOh-o! Meijiシステムを通
じて資料を配信します。配信する資料は基本的に 4種類あります。一つは，パワー
ポイントで作成した資料であり，スライド下部の「ノート」で各スライドの内容を
説明をしています。二つ目は，パワーポイントの「ノート」の説明文をワードで作
成した資料です。パワーポイントのスライドショーを見ながら，このワードの説明
文を読んで，内容を理解してください。三つ目は，ワードで作成したノートティキ
ング用の資料です。パワーポイントのスライドショーを見ながら，ノートティキン
グしてください。四つ目は，一つ目のパワーポイントで作成した資料のPDF版です。
　また講義の理解度を計るために，メディア授業および対面授業のすべてにおい
て，小テストを実施するか，または課題の提出を求め，翌週の授業でフィードバ
ックします。小テストないし課題については，時間を設定して実施します。
　さらに，メディア授業のときは，Oh-o! Meijiシステムの「出欠管理」，対面形式
の授業のときは，出席表で出席を確認する。遅刻は厳禁です。
　対面授業のときには，計算問題を解いてもらうことがあるので，電卓を必ず持
参すること。
　対面授業でないときは，Oh-o! Meijiクラスウェブのアンケート機能を活用し，
授業終了時に質疑を受け，メールアドレスを公開し，学生からの質疑・相談に対
応する。メールアドレスはsaki@meiji.ac.jpです。
　また，Oh-o! Meijiクラスウェブのディスカッション機能を活用し，学生同士の
意見交換の場を設ける。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　最初の講義において授業予定が示されるので， 2 回目以降は事前に参考書の該
当する章に目を通しておくこと。

５．教科書
　毎回，レジュメを配布して，授業を進めるので，教科書は指定しません。

６．参考書
　『管理会計　業績管理会計と意思決定会計』﨑章浩編著（学文社）
　『ケース　管理会計』櫻井通晴・伊藤和憲編著（中央経済社）
　『異論・正論　管理会計』伊藤嘉博・目時壮浩共著（中央経済社）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　期末試験（100点満点），小テストないし課題（各回10点満点）および平常点（出
席状況や計算問題への取り組みなど）により総合評価します。そのさい，定期試
験60％，小テストないし課題20％，平常点20％に換算して評価します。

９．その他
　履修者が将来において実際に活用できるように，管理会計の諸技法を理論的に
説明するだけでなく，具体的な計算例を用いて実践的に解説します。

科目ナンバー：（BA）ACC246J

管理会計総論Ａ〔Ｍ〕
【特設】

崎　 章 浩

2 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　管理会計とは，企業の経営管理者に対して，経営管理すなわち意思決定および
業績管理に有用な情報を提供する会計である。本講義ではまず，意思決定のため
の伝統的な管理会計手法である差額原価収益分析や設備投資の経済性計算につい
て，具体的な数値例を用いて説明する。ついで，主として1980年代以降に開発さ
れてきた戦略管理会計の諸手法であるBSC（バランスト・スコアカード）やABC/
ABM/ABB，品質原価計算，原価企画などについて，その意義や活用法等について
講述する。
〈到達目標〉
　原価企画を除いて，諸実態調査によると，わが国ではそれほど普及が進んでい
ないといわれている戦略管理会計の諸手法について，実践の場でどのように活用
できるのかといったことが理解できるようになる。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容で進められる。
　第 1回　業務執行的意思決定の意義
　第 2回　業務執行的意思決定の典型例〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 3回　戦略的意思決定の意義〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 4回　設備投資の経済性計算
　第 5回　戦略管理会計の意義
　第 6回　BSCの意義と目的〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 7回　原価企画の意義と目的
　第 8回　原価企画の進め方－VE〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 9回　ABC/ABM/ABB
　第10回　ABCの実際〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第11回　ライフサイクル・コスティング〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第12回　品質原価計算
　第13回　アメーバ経営〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第14回　ａ：授業の総括　ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　この授業はメディア授業として開講されます。ただし，メディア授業はオンデ
マンド型であり，全体のうちの 7回です。それ以外は対面形式の授業になります。
　メディア授業のときには，その授業の前の週の土曜日にOh-o! Meijiシステムを通
じて資料を配信します。配信する資料は基本的に 4種類あります。一つは，パワー
ポイントで作成した資料であり，スライド下部の「ノート」で各スライドの内容を
説明をしています。二つ目は，パワーポイントの「ノート」の説明文をワードで作
成した資料です。パワーポイントのスライドショーを見ながら，このワードの説明
文を読んで，内容を理解してください。三つ目は，ワードで作成したノートティキ
ング用の資料です。パワーポイントのスライドショーを見ながら，ノートティキン
グしてください。四つ目は，一つ目のパワーポイントで作成した資料のPDF版です。
　また講義の理解度を計るために，メディア授業および対面授業のすべてにおい
て，小テストを実施するか，または課題の提出を求め，翌週の授業でフィードバ
ックします。小テストないし課題については，時間を設定して実施します。
　さらに，メディア授業のときは，Oh-o! Meijiシステムの「出欠管理」，対面形式
の授業のときは，出席表で出席を確認する。遅刻は厳禁です。
　対面授業のときには，計算問題を解いてもらうことがあるので，電卓を必ず持
参すること。
　対面授業でないときは，Oh-o! Meijiクラスウェブのアンケート機能を活用し，
授業終了時に質疑を受け，メールアドレスを公開し，学生からの質疑・相談に対
応する。メールアドレスはsaki@meiji.ac.jpです。
　また，Oh-o! Meijiクラスウェブのディスカッション機能を活用し，学生同士の
意見交換の場を設ける。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　最初の講義において授業予定が示されるので，事前に参考書の該当する章につ
いて目を通しておくこと。

５．教科書
　毎回，レジュメを配付し，それにもとづいて授業を進めるので，教科書は指定
しません。

６．参考書
　『管理会計　業績管理会計と意思決定会計』﨑章浩編著（学文社）
　『ケース　管理会計』櫻井通晴・伊藤和憲編著（中央経済社）
　『異論・正論　管理会計』伊藤嘉博・目時壮浩共著（中央経済社）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　期末試験（100点満点），小テストないし課題（各回10点満点）および平常点（出
席状況や計算問題への取り組みなど）により総合評価します。そのさい，定期試
験60％，小テストないし課題20％，平常点20％に換算して評価します。

９．その他
　履修者が将来において実際に活用できるように，管理会計の諸手法を理論的に
説明するだけでなく，具体的な計算例を用いて実践的に解説します。

科目ナンバー：（BA）ACC246J

管理会計総論Ｂ〔Ｍ〕
【特設】

崎　 章 浩

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス
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科目ナンバー：（BA）ACC211J

中 級 簿 記 論 大 塚 浩 記

2 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　企業は様々な経済活動を行っている。その経済活動を記録し，報
告することが簿記の役割である。本講義では，初級簿記論で学んだ
企業の経済活動についての記録と報告を基礎として，いわゆる日本
商工会議所簿記検定　商業簿記2級の範囲の一部を講義する。
＜到達目標＞
　初級簿記論で学んだ範囲よりさらに多くの取引を理解し，記帳で
きるようになることを目標とする。また，授業内容は，取引の理解
と仕訳が中心になるが，その結果として作成される財務諸表につい
ても理解が深まるようになることも大切である。

２．授業内容
第 1回　決算整理，貸借対照表と損益計算書の作成に関する確認
第 2回　銀行勘定調整表
第 3回　手形・電子記録債権
第 4回　有価証券（基礎・端数利息）
第 5回　有価証券（期末評価）
第 6回　商品売買（売上原価対立法・履行義務）
第 7回　商品売買（期末評価）
第 8回　有形固定資産（割賦購入・買替等）
第 9回　有形固定資産（減価償却）
第10回　引当金
第11回　純資産（株式の発行）
第12回　純資産（剰余金の処分）
第13回　決算
第14回　総復習
※　上記は目安であり，多少前後することがある。

３．履修上の注意
　上記の授業内はテキストに沿って網羅的に示したが，時間的な制
約などから論点を制限して取り扱うことがあることに留意された
い。
　また，簿記は繰り返し学習することが大切であるため，復習する
姿勢を大切にしてほしい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で予定している内容について，初級簿記で学んだ範囲（日商
簿記検定 3級の範囲）を復習してくること。
　授業後には，新たに学んだ内容について，テキスト（やワークブ
ック）の練習問題を解答するなどの演習を行うこと。

５．教科書
　渡部裕亘他『検定簿記講義 2 級商業簿記』中央経済社。
　なお，毎年改訂されるので，講義開始時点での最新版を用意する
こと。

６．参考書
　必要に応じて紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　下記の「成績評価の方法」に示した課題を複数回課すので，Oh-
o! Meiji　を通じて解答を示し，課題提出者には返信を行う。

８．成績評価の方法
　定められた出席回数を満たしていることを前提に，おおむね定期
試験（70％）と課題（30%）を目安として評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC311J

上 級 簿 記 論 大 塚 浩 記

2 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　企業は様々な経済活動を行っている。その経済活動を記録し，報
告することが簿記の役割である。本講義では，初級簿記論で学んだ
企業の経済活動についての記録と報告を基礎として，いわゆる日本
商工会議所簿記検定　商業簿記 2級の範囲の一部を講義する。
＜到達目標＞
　初級簿記論・中級簿記論で学んだ範囲よりさらに多くの取引を理
解し，記帳できるようになることを目標とする。また，決算整理に
ついても，連結財務諸表を含む財務諸表について理解し，作成でき
るようになることを目標とする。

２．授業内容
　第 1回　リース会計
　第 2回　外貨換算会計（取引の理解）
　第 3回　外貨換算会計（為替予約）
　第 4回　税効果会計
　第 5回　決算整理
　第 6回　精算表
　第 7回　区分式損益計算書
　第 8回　区分式貸借対照表
　第 9回　株主資本等変動計算書
　第10回　本支店会計
　第11回　連結会計（資本連結）
　第12回　連結会計（未実現利益の消去）
　第13回　連結会計（連結財務諸表）
　第14回　まとめ
　※なお，上記は目安であり，内容が前後したり，変更したりする
ことがある。

３．履修上の注意
　上記の授業内容はテキストに沿って網羅的に示したが，時間的な
制約などから論点を限定して取り扱う予定であることに留意された
い。なお，初級簿記論Ⅰ・Ⅱおよび中級簿記論を習得していること。
　簿記は繰り返し学習することが大切であるため，復習する姿勢を
大切にしてほしい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で予定している内容について，あらかじめテキストを一読し
てくること。
　授業後には，新たに学んだ内容について，テキスト（やワークブ
ック）の練習問題を解答するなどの演習を行うこと。

５．教科書
　渡部裕亘他『検定簿記講義 2級商業簿記』中央経済社。
　なお，毎年改訂されるので，講義開始時点での最新版を用意する
こと。

６．参考書
　必要に応じて紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　下記の「成績評価の方法」に示した課題を複数回課すので，Oh-
o! Meiji　を通じて解答を示し，課題提出者には返信を行う。

８．成績評価の方法
　既定の出席回数を満たしていることを前提に，定期試験（70％）
と課題（30％）を目安として評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACC331J

財 務 諸 表 論 Ａ 大 倉　 学

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概　　要〉
　財務諸表は，企業の経営活動の内容および結果やそれに係る様々
な事象を会計的表現（勘定科目と金額）をもって企業外部の利害関
係者に報告する書類であり，財務会計制度を支えるルールに基づい
て作成されたうえで一定の様式に従って公表される。
　財務諸表論Aは，情報開示（ディスクロージャー）の意義，会計
情報開示の意義，制度における財務諸表の位置づけ等の解説をとお
して，財務諸表が制度会計においてどのような役割を果たしている
のかを学習する。

〈到達目標〉
　わが国の財務諸表に係る制度的・体系的知識を習得すること。

２．授業内容
　第 1回　会計学にみる諸アプローチ
　第 2回　 情報開示（ディスクロージャー）：情報の非対称性と，

それに起因する諸問題
　第 3回　 情報開示（ディスクロージャー）：上記諸問題に対する

対応策
　第 4回　 会計情報開示の諸類型：会社法および金融商品取引法に

おける情報作成・開示要請
　第 5回　 会計情報開示の諸類型：証券取引所規程，IR等における

情報作成・開示要請
　第 6回　ケース・スタディ，ディスカッション（1）
　第 7回　財務諸表の体系と構造（1）：ストック情報
　第 8回　財務諸表の体系と構造（2）：フロー情報
　第 9回　会計行為：認識・測定・記録・表示
　第10回　会計主体論・会計公準論
　第11回　会計基準：基準作成における諸アプローチ
　第12回　会計基準：「企業会計原則」と各種「会計基準」
　第13回　ケース・スタディ，ディスカッション（2）
　第14回　春学期のまとめ

３．履修上の注意
　講義では具体的事例を用いた説明をおこなうので，簿記の復習を
されたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各講義において次回のポイントを指摘するので関連事項・専門用
語の整理・確認をしておくこと。
　また，各講義において前回の要点整理をするので継続的な復習を
必要とする。

５．教科書
　特に定めない。レジュメ・資料を配布する。

６．参考書
　『財務会計講義（最新版）』桜井久勝著（中央経済社）

７．課題に対するフィードバックの方法
リアクション・ペーパー，課題レポートについては，Oh-o ！ Meiji
システムで全体講評および個別コメントにて対応する。

８．成績評価の方法
　平常点（20％），レポート 1回（10％），定期試験（70％）
　講義内容に即した数回に 1回のリアクション・ペーパー提出およ
びディスカッションにおける積極的姿勢を平常点の評価対象とする。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC331J

財 務 諸 表 論 Ｂ 大 倉　 学

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概　　要〉
　財務諸表は，企業の経営活動の内容および結果やそれに係る様々
な事象を会計的表現（勘定科目と金額）をもって企業外部の利害関
係者に報告する書類であり，財務会計制度を支えるルールに基づい
て作成されたうえで一定の様式に従って公表される。
　財務諸表論Bは，財務諸表作成・開示に係る基礎概念，会計基準，
財務諸表項目に焦点をあてて解説する。ここでは，財務諸表の具体
的な仕組と内容を理解することが求められる。
〈到達目標〉
　わが国の財務諸表に係る具体的な仕組と内容を理解・習得するこ
と。

２．授業内容
　第 1回　会計の 5要素と会計行為の関係
　第 2回　資産の会計（1）：認識論
　第 3回　資産の会計（2）：測定論
　第 4回　負債の会計 　：認識論・測定論
　第 5回　純資産の会計 ：認識論・測定論
　第 6回　貸借対照表の表示
　第 7回　収益・費用の会計：認識論・測定論
　第 8回　損益計算書の表示
　第 9回　キャッシュ・フロー計算書：表示形式と内容
　第10回　財務諸表を読む：A社の事例（ディスカッションを含む）
　第11回　財務諸表を読む：B社の事例（ディスカッションを含む）
　第12回　財務諸表を読む：C社の事例（ディスカッションを含む）
　第13回　財務諸表の限界と情報開示の展望（統合報告書）
　第14回　秋学期のまとめ

３．履修上の注意
　講義では具体的事例を用いた説明をおこなうので，簿記の復習を
されたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各講義において次回のポイントを指摘するので関連事項・専門用
語の整理・確認をしておくこと。
　また，各講義において前回の要点整理をするので継続的な復習を
必要とする。

５．教科書
　特に定めない。レジュメ・資料を配布する。

６．参考書
　『財務会計講義（最新版）』桜井久勝著（中央経済社）

７．課題に対するフィードバックの方法
リアクション・ペーパー，課題レポートについては，Oh-o ！ Meiji
システムで全体講評および個別コメントにて対応する。

８．成績評価の方法
　平常点（20％），レポート 1回（10％），定期試験（70％）
　講義内容に即した数回に 1回のリアクション・ペーパー提出およ
びディスカッションにおける積極的姿勢を平常点の評価対象とする。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACC331J

現代会計基準論Ａ 浅 野 千 鶴

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，会計制度や，これまでに設定・公表されてきた会計
基準の根底にある基礎概念に焦点をあてて学習する。

〈到達目標〉
　会計基準の基礎概念を学習することにより，会計基準そのものや
基準の改訂・新設が行われた理由をより深く理解するための基礎的
な知識を得ることを目標としている。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション
　第 2回　財務会計の機能と目的
　第 3回　会計制度と会計基準
　第 4回　会計公準と会計主体
　第 5回　利益の役割と損益計算
　第 6回　利益観と業績観
　第 7回　資産評価の基本原則
　第 8回　企業のディスクロージャー（1）
　第 9回　企業のディスクロージャー（2）
　第10回　概念フレームワーク（1）財務報告の目的
　第11回　概念フレームワーク（2）会計情報の質的特性
　第12回　概念フレームワーク（3）財務諸表の構成要素
　第13回　概念フレームワーク（4）財務諸表における認識と測定
　第14回　まとめ

３．履修上の注意
　簿記・会計学の基礎的な知識を要する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　財務諸表論の入門書を用意し，その内容を把握しておくこと。

５．教科書
　毎回レジュメを配布するため，教科書は使用しない。

６．参考書
　初回の講義で指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回行う小テストについてはその次の回の講義内で解説する。

８．成績評価の方法
　定期試験および小テストの成績，授業中の態度等を総合的に判断
して評価する。
　目安としては，平常点30％，定期テスト70％。
　小テスト用紙は授業開始時に配布するので，遅刻しないように注
意すること。

９．その他
　レジュメと小テスト問題をOh-o! meijiで公開するので，やむをえ
ない理由で授業を欠席した場合には，その次の回に事情説明文・欠
席した理由を証明できる文書とともに小テストの解答を提出するこ
と。提出がない場合にはいかなる理由であってもその回の平常点は
ゼロとなるので注意すること。

科目ナンバー：（BA）ACC331J

現代会計基準論Ｂ 浅 野 千 鶴

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，近年に改訂・新設された基準およびASBJ等で審議
中の論点を題材に，「なぜそのような改訂がなされたのか」「なぜ新
しい基準が必要となったのか」という視点から，社会的な背景や具
体的な事象を交えて学習する。
〈到達目標〉
　基準の改訂・新設にあたり，その内容をより深く理解し，現行基
準の問題点を抽出できるようになることを目標としている。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション
　第 2回　産業構造の変化と会計理論の変遷
　第 3回　公正価値会計
　第 4回　金融商品会計
　第 5回　デリバティブとヘッジ会計
　第 6回　退職給付会計
　第 7回　リース会計
　第 8回　連結会計
　第 9回　企業結合会計
　第10回　事業分離会計
　第11回～第13回　 業種別会計や，ASBJ等で公表された論点整理・

公開草案等を題材に最新のテーマについて改正
点や論点などを学習する。

　第14回　まとめ

３．履修上の注意
　簿記・会計学の基礎的な知識を要する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　財務諸表論の入門書を用意し，その内容を把握しておくこと。

５．教科書
　毎回レジュメを配布するため，教科書は使用しない。

６．参考書
　初回の講義で指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回行う小テストについてはその次の回の講義内で解説する。

８．成績評価の方法
　定期試験および毎回実施する小テストの成績，授業中の態度等を
総合的に判断して評価する。
　目安としては，平常点30％，定期テスト70％。
　小テスト用紙は授業開始時に配布するので，遅刻しないように注
意すること。

９．その他
　レジュメと小テスト問題をOh-o! meijiで公開するので，やむをえ
ない理由で授業を欠席した場合には，その次の回に事情説明文・欠
席した理由を証明できる文書とともに小テストの解答を提出するこ
と。提出がない場合には，いかなる理由であってもその回の平常点
はゼロとなるので注意すること。
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科目ナンバー：（BA）ACC361J

監 査 論 Ａ 小 俣 光 文

2017年度以前入学者

会 計 監 査 論 Ａ 駿河台キャンパス
2単位 3年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現代の経済社会の中心的な担い手となっているのは，広く一般の
投資家から資金を調達する株式会社である。株式会社は，資金を提
供する投資家等に対して，資金が適切に利用されていることを示す
ために，財務報告を行う必要がある。しかしながら，会社の経営者
が行った財務報告は，会社に都合の良い情報しか示されていない可
能性があり，そのままでは信用されないため，会社が示した情報が
適切なものであるかどうかを判断できるようにするのが監査の役割
である。そこで，本講義では，なぜ監査という行為が行われるのか，
どのように監査が行われるのかについて学び，株式会社が財務報告
に利用する財務諸表の監査についての基礎を学ぶ。そのため，監査
に関する基本テキストの該当箇所を予習するとともに，常日頃から
会計・監査に関する新聞記事やテレビニュースを関心を持って見る
ことも必要である。

〈到達目標〉
　監査が現代の経済社会に，監査に対する社会的期待が非常に高ま
るとともに，各種の情報公開が進むにつれて監査に対するニーズも
非常に大きくなっている。監査に対するニーズが高まるとともに，
新聞やテレビのニュースで監査が扱われる事例が増えている。ま
ず，監査についての基本的な理論を習得することによって，こうし
た監査に対するニーズが高まっている理由を理解できる能力を身に
つける。そして，監査に関する基礎知識を習得することによって，
こうした新聞記事やニュースの内容を理解できる能力を身につける
ことを目標とする。

２．授業内容
　第 1回：監査論の考え方
　第 2回：ディスクロージャー制度と株式会社
　第 3回：コーポレートガバナンス
　第 4回：日本企業のガバナンス
　第 5回：貸借対照表の見方
　第 6回：損益計算書の見方
　第 7回：監査の経済的機能
　第 8回：監査のフレームワーク
　第 9回：監査規範と監査人の適格性
　第10回：監査人の独立性
　第11回：金融商品取引法監査
　第12回：公認会計士の責任
　第13回：不正・違法行為
　第14回aのみ：まとめ

３．履修上の注意
　直接仕訳等をするわけではないが，会計に関する知識があること
を前提に講義をするので会計関連科目を履修しておくこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，該当する監査基準・実務指針等を読んでおくこと。

５．教科書
　毎回レジュメを配布する

６．参考書
　適宜指示する
　・監査基準
　・監査基準委員会報告書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　次の 2 つの要素を基礎に成績を決定する。（配点割合は概ね次の
とおり）
　①期末試験の成績（70％）②適宜行うミニテスト（30％）

９．その他
　監査は経済社会にとって必要不可欠な機能であるといわれます。
監査を取り巻く様々な背景を学ぶことは，企業人としても投資家と
しても将来きっと役に立ってくれるでしょう。

科目ナンバー：（BA）ACC361J

監 査 論 Ｂ 小 俣 光 文

2017年度以前入学者

会 計 監 査 論 Ｂ 駿河台キャンパス
2単位 3年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　監査は，一つの社会的なコントロールシステムとして古代エジプト
やメソポタミアでも行われていた。監査の中心である，財務諸表監査
は，いまや，企業の健全な社会的発展を図るために必要不可欠な要
具となっている。しかしながらエンロン事件のように経営破綻した企
業が，それまで経営の不振を隠蔽するために不正な財務報告を行っ
ていたことが明らかになることがある。このような事態が生じると監
査に対する批判が高まり，その批判に答える形で，監査の実施方法も
大きく変わることがある。そこで，本講義では，監査に対する批判が
高まる原因となる不正な財務報告の事例等を概観しながら，財務諸
表監査の基本となる監査基準がどのように監査を規定しているかを
中心にして，企業の財務諸表監査が具体的にどのように行われている
のかについて学ぶ。そのため，監査に関する基本テキストの該当箇所
を予習するとともに，常日頃から会計・監査に関する新聞記事やテレ
ビニュースを関心を持って見ることも必要である。
〈到達目標〉
　現代は監査に対するニーズが高まっており，公認会計士にならず
とも多くの人が監査に関わる機会が増えている。こうした状況のな
かで，監査がどのように行われているのか，また監査の結果がどの
ように利用者に伝達されるのかについて学び，自らが監査に関わる
立場になったときに必要な知識を習得することを目標とする。
　さらに，公認会計士になった場合はもちろんのこと，実際に内部
監査部門に配属されたり，監査を受ける立場になったり，監査報告
書を読む場合に必要な知識も身につけることを目標とする。

２．授業内容
　第 1回：監査実施プロセスの全体像
　第 2回：リスクアプローチ
　第 3回：監査計画と監査要点
　第 4回：監査リスクと重要性
　第 5回：リスク評価
　第 6回：リスク対応手続と内部統制
　第 7回：内部統制 1
　第 8回：内部統制 2
　第 9回：試査
　第10回：監査証拠
　第11回：監査報告
　第12回：監査報告書
　第13回：ＧＣ問題と追記情報
　第14回aのみ：まとめ

３．履修上の注意
　直接仕訳等をするわけではないが，会計に関する知識があること
を前提に講義をするので会計関連科目を履修しておくこと。また，
監査論Aを履修しておくことが望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に参考書の該当箇所，該当する監査基準・実務指針等を読ん
でおくこと。

５．教科書
　毎回レジュメを配布する

６．参考書
　適宜指示する
　・監査基準
　・監査基準員会報告書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　次の 2 つの要素を基礎に成績を決定する。（配点割合は概ね次の
とおり）
　①期末試験の成績（70％）②適宜行うミニテスト（30％）

９．その他
　公認会計士になって監査業務を行わなくとも，監査に関わる可能性
が高くなっています。また，投資情報としての有価証券報告書を読む
際に監査報告書は非常に有用です。企業人としても投資家としても
監査論を勉強しておくことは将来きっと役に立ってくれるでしょう
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科目ナンバー：（BA）ACC371J

国際財務報告論Ａ 平 屋 伸 洋

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　国際財務報告基準（IFRS）とは，国際会計基準審議会（IASB）および
IASBの前身である国際会計基準委員会（IASC）により設定された会計基
準およびその他解釈指針の総称である。本授業では，国際財務報告基準と
わが国の会計基準の違いを中心に取り上げながら，国際的な財務報告のあ
り方について修得することを目的とする。

〈到達目標〉
　本授業の到達目標は，国際財務報告の基礎知識を習得したうえで，国際
的な財務報告のありかたや諸論点について各自が所見を提示できるように
なることである。またアクティブラーニングを通じて，所見をプレゼンテ
ーションしたり，ディスカッションできるようになることである。

２．授業内容
　本授業の具体的な講義展開は下記のとおりである。
　第 1回　イントロダクション〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 2回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法①〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第 3回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング①
　第 4回　プレゼンテーションおよびディスカッション①
　第 5回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法②〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第 6回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング②
　第 7回　プレゼンテーションおよびディスカッション②
　第 8回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法③〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第 9回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング③
　第10回　プレゼンテーションおよびディスカッション③
　第11回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法④〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第12回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング④
　第13回　プレゼンテーションおよびディスカッション④
　第14回　総 括〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　日商簿記検定 3級レベルが必須である。また，事前にあるいは同時に財
務諸表論や現代会計基準論を履修することが望ましい。加えて，本授業は
アクティブラーニングを取り入れる。履修者同士のチームを複数編成し，
各チームごとにグループワークやディスカッション，プレゼンテーショ
ン，相互評価を行う予定である。そのため，履修者には積極的な授業参加
と，所属するチームへの貢献が強く求められる。詳細については初回のイ
ントロダクションにて説明する。なお，使用する教室は備付のPCがない
ため，グループワークのさいにはノートPCやタブレット端末などがある
と望ましい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　グループワークの前に，レクチャーのオンデマンド動画を必ず視聴し予
習すること。また，プレゼンテーションおよびディスカッションの後には，
レクチャーで取り上げた箇所の復習を1時間程度，丁寧に行うこと。

５．教科書
　教科書の指定はない。パワーポイントによりレクチャーを行う。なお，
レクチャーで使用したパワーポイント資料についてはOh-o! Meijiにアップ
ロードする。

６．参考書
　International Financial Reporting Standards （IFRS） 2020,（International 
Accounting Standards Board）
　Intermediate Accounting, 15th Edition, Donald E. Kieso, Jerry J. 
Weygandt, Terry D. Warfield

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　成績については以下の基準に従って評価する。
　① 　平常点（グループワークの参加状況・相対評価，プレゼンテーショ

ンおよびディスカッションの内容など）：80％
　②　期末試験：20％
　※ 3分の 2以上の出席が確認できない履修者については評価の対象とな
らない。

９．その他
　とくになし。

科目ナンバー：（BA）ACC371J

国際財務報告論Ｂ 平 屋 伸 洋

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　国際財務報告基準（IFRS）とは，国際会計基準審議会（IASB）および
IASBの前身である国際会計基準委員会（IASC）により設定された会計基
準およびその他解釈指針の総称である。本授業では，国際財務報告基準と
わが国の会計基準の違いを中心に取り上げながら，国際的な財務報告のあ
り方について修得することを目的とする。

〈到達目標〉
　本授業の到達目標は，国際財務報告の基礎知識を習得したうえで，国際
的な財務報告のありかたや諸論点について各自が所見を提示できるように
なることである。またアクティブラーニングを通じて，所見をプレゼンテ
ーションしたり，ディスカッションできるようになることである。

２．授業内容
　本授業の具体的な講義展開は下記のとおりである。
　第 1回　イントロダクション〔メディア授業（オンデマンド型）〕
　第 2回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法①〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第 3回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング①
　第 4回　プレゼンテーションおよびディスカッション①
　第 5回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法②〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第 6回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング②
　第 7回　プレゼンテーションおよびディスカッション②
　第 8回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法③〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第 9回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング③
　第10回　プレゼンテーションおよびディスカッション③
　第11回　 IFRSに基づいて作成された決算書類の分析方法④〔メディア授

業（オンデマンド型）〕
　第12回　IFRS決算書類を用いたアクティブラーニング④
　第13回　プレゼンテーションおよびディスカッション④
　第14回　総 括〔メディア授業（オンデマンド型）〕

３．履修上の注意
　日商簿記検定 3級レベルが必須である。また，事前にあるいは同時に財
務諸表論や現代会計基準論を履修することが望ましい。加えて，本授業は
アクティブラーニングを取り入れる。履修者同士のチームを複数編成し，
各チームごとにグループワークやディスカッション，プレゼンテーショ
ン，相互評価を行う予定である。そのため，履修者には積極的な授業参加
と，所属するチームへの貢献が強く求められる。詳細については初回のイ
ントロダクションにて説明する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　グループワークの前に，レクチャーのオンデマンド動画を必ず視聴し予
習すること。また，プレゼンテーションおよびディスカッションの後には，
レクチャーで取り上げた箇所の復習を1時間程度，丁寧に行うこと。

５．教科書
　教科書の指定はない。パワーポイントによりレクチャーを行う。なお，
レクチャーで使用したパワーポイント資料についてはOh-o! Meijiにアップ
ロードする。

６．参考書
　International Financial Reporting Standards （IFRS） 2020,（International 
Accounting Standards Board）
　Intermediate Accounting, 15th Edition, Donald E. Kieso, Jerry J. 
Weygandt, Terry D. Warfield

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　成績については以下の基準に従って評価する。
　① 　平常点（グループワークの参加状況・相対評価，プレゼンテーショ

ンおよびディスカッションの内容など）：80％
　②　期末試験：20％
　※ 3分の 2以上の出席が確認できない履修者については評価の対象とな
らない。

９．その他
　とくになし。
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科目ナンバー：（BA）ACC291E

Basic Accounting A NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 1
Spring 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　This course provides an introduction to the concepts and 
principles underlining financial accounting and reporting in 
English. The course covers fundamental financial accounting such 
as accounting cycles, adjusting entries, inventories, asset valuation, 
current liabilities, long-term liabilities, and the preparation and an 
analysis of financial statements.

〈Objectives〉
　Students can develop: the knowledge of the principles of 
accounting, an understanding the procedures and terminology of 
accounting, and the applying the techniques to accounting 
problems in English.

2. Course Content
　 1.  Introduction: Accounting in Action　（Real-time Delivery Type 

（synchronous interactive type））
　 2. The Recording Process
　 3. Adjusting the Accounts
　 4. Completing the Accounting Cycle
　 5.  Database Learning （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　 6. Accounting for Merchandising Operations
　 7.  Mid-Term Exam （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　 8. Inventories
　 9. Accounting for Information Systems
　10. Fraud, Internal Controls, and Cash
　11. Accounting for Receivables
　12. Plant Assets, Natural Resources, and Intangible Assets
　13.  Review （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））
　14.  Final Exam （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））

3. Registration Requirements
　N/A

4. Course Preparations
　The students should read each of the assigned chapter prior to 
class.

5. Textbook (s)
　Jerry J. Weygandt, Paul D. Kimmel, Donald E. Kieso　Accounting 
Principles 13edition, International Student Version Wiley 2018
　eBook is available through library website（Maruzen eBook 
Library）

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

8. Assessment
　Class Contribution 15%
　Assignments 15%
　Midterm Exam 30%
　Final Exam 40%

9. Others
　Accounting is referred as the language of business. Therefore, 
the students who want to pursue a career in business should obtain 
the knowledge of accounting and develop a skill and techniques 
for basic accounting. But, it is very important to enjoy the study of 
accounting always through the process. Let’s enjoy BASIC 
ACCOUNTING together!

科目ナンバー：（BA）ACC291E

Basic Accounting B NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 1
Fall 

Semester
Izumi

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　This course provides an introduction to the concepts and 
principles underlining financial accounting and reporting in 
English. The course covers fundamental financial accounting such 
as Stockholder's Equity, Earnings Per Share and Share-Based 
Payment, Investments, Revenue Recognition and the analysis of 
financial statements.
〈Objectives〉
　Students can develop: the knowledge of the principles of 
accounting, an understanding the procedures and terminology of 
accounting, and the applying the techniques to accounting 
problems in English.

2. Course Content
　1.  Introduction （Real-t ime Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　2. Current Liabilities and Payroll Accounting
　3. Corporations: Organization and Capital Stock Transactions
　4.  Corporations: Dividends, Retained Earnings, and Income 

Reporting
　5.  Data Learning （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type）） 
　6. Long-Term Liabilities
　7.  Mid-Term Exam （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　8. Investments
　9. Statement of Cash Flows
　10. Managerial Accounting
　11. Financial Statement Analysis 1
　12. Financial Statement Analysis 2
　13.  Review （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））
　14.  Final Exam （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））

3. Registration Requirements
　N/A

4. Course Preparations
　The students should read each of the assigned chapter prior to 
class.

5. Textbook (s)
　Jerry J. Weygandt, Paul D. Kimmel, Donald E. Kieso　Accounting 
Principles 13th ed, International Student Version Wiley 2018
　eBook is available through library website（Maruzen eBook 
Library）

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

8. Assessment
　Class Contribution 15%
　Assignments 15%
　Midterm Exam 30%
　Final Exam 40%

9. Others
　Accounting is referred as the language of business. Therefore, 
the students who want to pursue a career in business should obtain 
the knowledge of accounting and develop a skill and techniques 
for basic accounting. But, it is very important to enjoy the study of 
accounting always through the process. Let’s enjoy BASIC 
ACCOUNTING together!
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科目ナンバー：（BA）ACC331E

Financial Accounting A NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　This course provides a comprehensive knowledge of financial 
accounting and reporting. For each topic covered, the theory and 
technical details of the U.S. Generally Accepted Accounting 
Principles （GAAP） are presented and after that, we discuss the 
differences between the U.S. GAAP and the International Financial 
reporting （IFRS）. This course also provides the knowledges for 
analyzing a firm’s financial performance by the financial statements 
information.

〈Objectives〉
　The objectives are to enable students to develop: to acquire an 
in-depth understanding of financial accounting and reporting as 
accounting profession, and to obtain the knowledge for evaluating 
a firm’s performance.

2. Course Content
　 1.  Introduction: Financial Accounting and Accounting Standards 

（Real-time Delivery Type （synchronous interactive type））
　 2. Conceptual Framework for Financial Reporting
　 3. The Accounting Information System
　 4. Income Statement and Related Information
　 5.  Database Learning （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　 6. Balance Sheet and Statement of Cash Flows
　 7.  Mid-Term Exam （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　 8. Cash and Receivables
　 9. Valuation of Inventories: A Cost-Basis Approach
　10. Inventories: Additional Valuation Issues
　11. Acquisition and Disposition of Property, Plant, and Equipment
　12. Depreciation, Impairments, and Depletion
　13.  Review （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））
　14.  Final Exam （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目
の履修はできません。
　Students who do not meet the English requirement for this 
course （at least TOEIC 550） cannot take this course.

4. Course Preparations
　Please read the chapter before each class.

5. Textbook (s)
　Donald E. Kieso, Jerry J. Weygandt, Terry D. Warfield. 
Intermediate Accounting, 17th Edition, eBook is available through 
library website（Maruzen eBook Library）

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

8. Assessment
　Class Contribution 15%
　Assignments 15%
　Mid-term Exam 30%
　Final Exam 40%

9. Others

科目ナンバー：（BA）ACC331E

Financial Accounting B NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　This course extends a comprehensive knowledge of financial 
accounting to intermediate topics. For each topic covered, the 
differences in the theory and concepts of the U.S.GAAP and IFRS 
should be discussed. This course also provides the theory of 
accounting fraud and the basic knowledge of forensic accounting.
This course also provides a comprehensive framework for business 
analysis and valuation by using financial statement information. 
Students can learn not only the concepts and principles for 
evaluating a firm’s financial performance and predicting its future 
economic condition but also tools for the financial statements 
analysis. Topics are covered: Strategy Analysis, Accounting 
Analysis, Financial Analysis, and Prospective Analysis.
〈Objectives〉
　The objectives are to enable students to develop: to acquire 
intermediate level of knowledges in financial accounting and 
reporting, to obtain the skills for interpreting financial information, 
and to understand the basic principles of fundamental analysis and 
to obtain skills and techniques to analyze the financial statements 
and determine the fundamental value.

2. Course Content
　 1.  Intangible Assets （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　 2. Current Liabilities and Contingencies
　 3. Long-Term Liabilities
　 4. Stockholders' Equity
　 5.  Data Learning （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　 6. Revenue Recognition
　 7.  Mid-Term Exam （Real-time Delivery Type （synchronous 

interactive type））
　 8. Accounting for Income Taxes
　 9. Accounting for Pensions and Postretirement Benefits
　10. Accounting for Leases
　11. Statement of Cash Flows
　12. Full Disclosure in Financial Reporting
　13.  Review （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））
　14.  Final exam （Real-time Delivery Type （synchronous interactive 

type））

3. Registration Requirements
　※「履修のための英語要件」の基準点を満たさない場合，本科目
の履修はできません。
　Students who do not meet the English requirement for this 
course （at least TOEIC 550） cannot take this course.

4. Course Preparations
　The students should read each of the assigned chapter prior to 
class.

5. Textbook (s)
　Donald E. Kieso, Jerry J. Weygandt, Terry D. Warfield. 
Intermediate Accounting, 17th Edition. ISBN: 978-1-119-50368-2 
February 2019. eBook is available through library website（Maruzen 
eBook Library）

6. Reference Book (s)

7. How to provide Feedback to assignments
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

8. Assessment
　Class Contribution 15%
　Assignments 15%
　Midterm Exam 30%
　Final Exam 40%

9. Others
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科目ナンバー：（BA）ACC321J

原 価 計 算 論 Ⅰ 長 野 史 麻

2 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　原価計算とは，企業活動から発生する原価，利益などの財務的デ
ータを，企業給付とのかかわりから認識・測定・分類し，要約・解
説する理論と技術です。これは，経営管理者にたいして企業活動の
計画と統制および意思決定に必要な経済的情報を提供するためにな
されます。授業では，単に技術の解説にとどまるのではなく，その
ような技術が生まれた背景から原価計算方法を考察していきます。
さらに，実際原価計算が企業経営において果たしうる役割や限界に
ついても考えていきます。

〈到達目標〉
　この授業では，原価計算の基礎知識を整理したうえで，原価計算
方法の要である実際原価計算を取り上げます。具体的な方法とし
て，費目別原価計算，部門別原価計算，個別原価計算，総合原価計
算を説明し，履修者が実際原価の計算を理解するだけではなく，自
ら計算できるようになることを目標としています。

２．授業内容
　第 1回　a. ガイダンス
　　　　　b. 原価計算の基礎
　第 2回　工業経営と工業簿記
　第 3回　材料費の計算
　第 4回　労務費の計算
　第 5回　経費の計算
　第 6回　製造間接費の計算
　第 7回　製造間接費の配賦差異の分析
　第 8回　a. 中間試験
　　　　　b. 部門別原価計算（1）
　第 9回　部門別原価計算（2）
　第10回　個別原価計算（1）
　第11回　個別原価計算（2）
　第12回　単純総合原価計算（1）
　第13回　単純総合原価計算（2）
　第14回　a. まとめ
　　　　　b. 期末試験

３．履修上の注意
　原価計算論 I と II をセットで履修することが望ましいです。計
算練習を行うので，電卓を持参してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業は，講義と計算から構成されます。授業のなかで履修者自ら
が計算し，確認する作業を繰り返すことは，単に原価計算方法を修
得するだけではなく，原価計算により提供される情報の経営管理上
の意義や限界を理解するのに役立つと期待されます。

５．教科書
　上埜 進 （編著）『工業簿記・原価計算の基礎－理論と計算－〔第
4版〕』税務経理協会，2017年

６．参考書
　廣本敏郎・挽　文子『原価計算論〔第 3版〕』中央経済社，2015年
　櫻井 通晴『原価計算』同文館出版，2014年

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（30％），中間試験（35％），期末試験（35％）により総合
的に評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC321J

原 価 計 算 論 Ⅱ 長 野 史 麻

2 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　原価計算の基本的な枠組みを理解したうえで，経営管理のための
原価計算を主に扱っていきます。経営管理のための原価計算は，企
業環境の変化とともに発展してきたものです。原価管理や利益管
理，意思決定のための原価計算として，標準原価計算や原価予測，
損益分岐点分析，営業費計算，直接原価計算，差額原価収益分析を
取り上げます。また，原価計算における新しい流れについても考え
ていきます。
〈到達目標〉
　原価計算の基本的な枠組みを理解するとともに，経営管理のため
の原価計算として，標準原価計算や直接原価計算，CVP分析を理解
し，自ら計算できるようになることを目標としています。

２．授業内容
　第 1回　a. ガイダンス
　　　　　b. 原価計算の基礎の確認
　第 2回　工程別総合原価計算
　第 3回　組別総合原価計算
　第 4回　等級別総合原価計算
　第 5回　工業経営における財務諸表
　第 6回　本社・工場会計
　第 7回　a. 中間試験
　　　　　b. 標準原価計算（1）
　第 8回　標準原価計算（2）
　第 9回　標準原価計算（3）
　第10回　直接原価計算（1）
　第11回　直接原価計算（2）
　第12回　CVP分析（1）
　第13回　CVP分析（2）
　第14回　a. まとめ
　　　　　b. 期末試験

３．履修上の注意
　原価計算論 I と II をセットで履修することが望ましいです。計
算練習を行うので，電卓を持参してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業は，講義と計算から構成されます。授業のなかで履修者自ら
が計算し，確認する作業を繰り返すことは，単に原価計算方法を修
得するだけではなく，原価計算により提供される情報の経営管理上
の意義や限界を理解するのに役立つと期待されます。

５．教科書
　上埜 進 （編著）『工業簿記・原価計算の基礎－理論と計算－〔第
4版〕』税務経理協会，2017年

６．参考書
　廣本敏郎・挽　文子『原価計算論〔第 3版〕』中央経済社，2015年
　櫻井 通晴『原価計算』同文館出版，2014年

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（30％），中間試験（35％），期末試験（35％）により総合
的に評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACC326J

原価計算論Ⅰ〔Ｍ〕
【CAP既習者クラス】

長 野 史 麻

2 単位 1年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　原価計算とは，企業活動から発生する原価，利益などの財務的データを，
企業給付とのかかわりから認識・測定・分類し，要約・解説する理論と技
術です。これは，経営管理者にたいして企業活動の計画，コントロールお
よび意思決定に必要な経済的情報を提供するためになされます。単に技術
の解説にとどまるのではなく，そのような技術が生まれた背景から原価計
算方法を考察するとともに，実際原価計算が企業経営において果たしうる
役割や限界についても考えていきます。

〈到達目標〉
　この授業では，原価計算の基礎知識を整理したうえで，原価計算方法の
要である実際原価計算を取り上げます。具体的な方法として，費目別原価
計算，部門別原価計算，個別原価計算，総合原価計算を説明し，履修者が
実際原価の計算方法を理解するだけではなく，実際に計算できるようにな
ることを目標としています。

２．授業内容
　この授業は全回メディア授業（オンデマンド型）となります。毎回，講
義動画を視聴し，小テストを受け，課題を提出してください。
　第 1回　a. ガイダンス
　　　　　b. 原価計算の意義と目的
　第 2回　制度としての原価計算，工業簿記の勘定体系と勘定連絡図
　第 3回　材料費・労務費・経費の計算（1）
　第 4回　材料費・労務費・経費の計算（2）
　第 5回　製造間接費の計算
　第 6回　製造間接費の配賦差異の分析
　第 7回　部門別原価計算（1）
　第 8回　部門別原価計算（2）
　第 9回　個別原価計算（1）
　第10回　個別原価計算（2）
　第11回　単純総合原価計算
　第12回　等級別総合原価計算・組別総合原価計算
　第13回　工程別総合原価計算
　第14回　a. まとめ
　　　　　b. 期末試験（対面試験の予定）

３．履修上の注意
　この授業はすべてメディア授業（オンデマンド型）です。授業動画は毎
週水曜日の午前9：00に配信されます。毎回，講義動画を視聴後に小テス
トを受け，課題を提出するようにしてください。履修生は各自，オンライ
ン授業を受講するための環境を整えてください。メディア授業ですが，期
末試験は全員が受験できる日時に対面で行います。
　授業に関する質問・問合せ・ トラブルなどは，授業用のメールアドレス

（「シラバスの補足」で開示します）に連絡をしてください。
　詳細については，初回の授業ならびに「シラバスの補足」で説明します。
　この儒号は，原価計算論ⅠとⅡをセットで履修することが望ましいで
す。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業は，講義と計算から構成されます。授業のなかで履修者自らが計算
し，確認する作業を繰り返すことは，単に原価計算方法を修得するだけで
はなく，原価計算により提供される情報の経営管理上の意義や限界を理解
するのに役立つと期待されます。

５．教科書
　上埜 進（編著）『工業簿記・原価計算演習－理論と計算－〔第 4 版〕』
税務経理協会，2015

６．参考書
　櫻井 通晴『原価計算』同文館出版，2014年
　廣本敏郎・挽　文子『原価計算論〔第 3版〕』中央経済社，2015年

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiを使ってフィードバックします。

８．成績評価の方法
　小テスト（30％），課題（35％），期末試験（35％）により総合的に評価
する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC326J

原価計算論Ⅱ〔Ｍ〕
【CAP既習者クラス】

長 野 史 麻

2 単位 1年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　原価計算の基本的な枠組みを理解したうえで，経営管理のための
原価計算を扱っていきます。経営管理のための原価計算は，企業環
境の変化とともに発展してきたものです。原価管理や利益管理，意
思決定のための原価計算として，標準原価計算や原価予測，CVP分
析，直接原価計算，営業費計算，意思決定会計を取り上げます。ま
た，原価計算における新しい流れについても考察していきます。
〈到達目標〉
　経営管理のための原価計算として，標準原価計算や原価予測，
CVP分析，直接原価計算，営業費計算，意思決定会計を理解できる
ようになることを目標としています。

２．授業内容
　この授業は全回メディア授業（オンデマンド型）となります。毎
回，講義動画を視聴し，小テストを受け，課題を提出してください。
　第 1回　a. ガイダンス
　　　　　b. 原価計算の基礎の確認
　第 2回　標準原価計算
　第 3回　標準原価差異の分析
　第 4回　標準原価の勘定記入の方法
　第 5回　製造業の会計
　第 6回　工場会計の独立
　第 7回　原価予測の方法
　第 8回　CVP分析（1）
　第 9回　CVP分析（2）
　第10回　直接原価計算
　第11回　直接標準原価計算
　第12回　営業費計算
　第13回　意思決定会計
　第14回　a. まとめ
　　　　　b. 期末試験（対面試験の予定）

３．履修上の注意
　この授業はすべてメディア授業（オンデマンド型）です。授業動
画は毎週水曜日の午前9：00に配信されます。毎回，講義動画を視
聴後に小テストを受け，課題を提出するようにしてください。履修
生は各自，オンライン授業を受講するための環境を整えてくださ
い。メディア授業ですが，期末試験は全員が受験できる日時に対面
で行います。
　授業に関する質問・問合せ・ トラブルなどは，授業用のメールア
ドレス（「シラバスの補足」で開示します）に連絡をしてください。
　詳細については，初回の授業ならびに「シラバスの補足」で説明
します。
　この儒号は，原価計算論ⅠとⅡをセットで履修することが望まし
いです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業は，講義と計算から構成されます。授業のなかで履修者自ら
が計算し，確認する作業を繰り返すことは，単に原価計算方法を修
得するだけではなく，原価計算により提供される情報の経営管理上
の意義や限界を理解するのに役立つと期待されます。

５．教科書
　上埜 進（編著）『工業簿記・原価計算演習－理論と計算－〔第 4
版〕』税務経理協会，2015年

６．参考書
　廣本敏郎・挽　文子『原価計算論〔第 3版〕』中央経済社，2015年
　櫻井 通晴『原価計算』同文館出版，2014年

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiを使ってフィードバックします。

８．成績評価の方法
　小テスト（30％），課題（35％），期末試験（35％）により総合的
に評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACC341J

原 価 管 理 論 Ａ 崎　 章 浩

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　企業は利益の獲得をその目的の 1 つとしている。利益は収益から
費用を差し引いて求める。したがって，利益を増加させるには，一
つには費用を削減すること，すなわち原価管理が必要である。本授
業では，原価管理の伝統的な諸技法について講述する。そこでまず，
原価管理の 2つの意味を説明したうえで，問題発見のための会計技
法である財務諸表分析を概説し，ついで標準原価計算やCVP分析な
どの伝統的な原価管理技法，利益管理手法が原価管理のためにどの
ように活用されるかを具体的な数値例を用いて明らかにする。

〈到達目標〉
　財務諸表分析により企業の強み弱みを知り，原価管理，利益管理
を効果的に推進するために標準原価計算やCVP分析などの伝統的な
原価管理技法，利益管理技法をどのように活用することができるか
を理解できるようになる。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容で進められる。
　第 1回　原価管理の意味
　第 2回　財務諸表分析とは
　第 3回　財務安全性分析
　第 4回　収益性分析および生産性分析
　第 5回　短期利益計画とＣＶＰ分析
　第 6回　ＣＶＰ分析の実践
　第 7回　予算管理の意味と予算編成
　第 8回　予算統制
　第 9回　標準原価計算の意味
　第10回　直接費の差異分析
　第11回　間接費の差異分析
　第12回　経済的発注量・発注点分析
　第13回　原価管理のその他の方法
　第14回　ａ：授業の総括　ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　計算問題を解いてもらうことがあるので，電卓を必ず持参するこ
と。講義の理解度を計るために，毎回，小テストないし課題を実施
します。遅刻は厳禁です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　最初の講義において授業予定が示されるので， 2回目以降は事前
に参考文献の該当する箇所に目を通しておくこと。

５．教科書
　毎回，レジュメを配付し，それにもとづいて授業を進めるので，
教科書は指定しません。

６．参考書
　『管理会計　業績管理会計と意思決定会計』﨑章浩編著（学文社）
　『管理会計　第 2 版』岡本清，廣本敏郎，尾畑裕，挽文子著（中
央経済社）
　『管理会計　第六版』櫻井通晴著（同文館出版）
　『ケース　管理会計』櫻井通晴・伊藤和憲編著（中央経済社）

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テスト，課題については，解答を含めて授業終了後にoh!meijiに
アップしますので，確認してください。欠席して提出していない学生
は，プリントアウトして，解答し，授業開始前に提出してください。

８．成績評価の方法
　定期試験（100点満点），小テスト・課題（各10点満点）および平
常点により総合評価します。そのさい，定期試験60％，小テスト・
課題20％，平常点20％に換算して評価します。

９．その他
　履修者が将来において実際に活用できるように，原価管理，利益
管理の諸技法を理論的に説明するだけではなく，具体的な計算例を
用いて実践的に解説します。また，原価管理，利益管理に関する記
事は日本経済新聞などに毎日掲載されているので，新聞をよく読む
こと。

科目ナンバー：（BA）ACC341J

原 価 管 理 論 Ｂ 崎　 章 浩

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　企業は利益の獲得をその目的の一つとしている。利益は収益から
費用を差し引いて求める。したがって，利益を増加させるには費用
を削減するだけでなく，収益を増加させること，すなわち広義の原
価管理が必要である。本授業では，費用の削減だけでなく，費用を
増加させてもそれ以上に収益を増加させる戦略的な原価管理，利益
管理の諸技法を紹介する。そこでまず，伝統的な原価管理の手法で
ある設備投資の経済性計算を説明し，ついで経営環境の急激な変化
に対応するために展開されてきた戦略的原価管理技法について概観
したあとで，原価企画とそこで活用される原価改善手法としての
VE，および品質原価計算などの戦略的原価管理の諸技法が経営戦
略の策定と実行のためにどのように活用されるかを明らかにする。
〈到達目標〉
　伝統的な原価管理技法である設備投資の経済性計算や，原価企
画，品質原価計算などの戦略的原価管理の諸技法がどのように活用
できるかを理解できるようになる。

２．授業内容
　この授業は以下のような内容で進められる。
　第 1回　設備投資の経済性計算：設備投資の経済性計算の基礎
　第 2回　 設備投資の経済性計算：原価比較法，投資利益率法，回

収期間法
　第 3回　設備投資の経済性計算：内部利益率法，現在価値法
　第 4回　戦略的原価管理
　第 5回　原価企画の意義・目的と体系
　第 6回　 原価企画における原価概念，目標原価の算定および目標

原価の設定
　第 7回　ＶＥの意義
　第 8回　ＶＥの方法
　第 9回　ゲスト講座
　第10回　品質原価計算
　第11回　ABC/ABM/ABB
　第12回　BSC
　第13回　アメーバ経営
　第14回　ａ：講義の総括　ｂ：期末試験

３．履修上の注意
　計算問題を解いてもらうことがあるので，必要なときには電卓を
持参してください。講義の理解度を計るために，毎回，小テストな
いし課題を実施します。遅刻は厳禁です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　最初の講義において授業予定が示されるので， 2回目からは事前
に参考書の該当する箇所に目を通しておくこと。

５．教科書
　毎回，レジュメを配付し，それにもとづいて授業を進めるので，
教科書は指定しません。

６．参考書
　『管理会計　業績管理会計と意思決定会計』﨑章浩編著（学文社）
　『管理会計　第 2 版』岡本清，廣本敏郎，尾畑裕，挽文子著（中
央経済社）
　『原価企画の理論と実践』田中雅康著（中央経済社）
　『管理会計　第六版』櫻井通晴著（同文館出版）
　『ケース　管理会計』櫻井通晴・伊藤和憲編著（中央経済社）
　『異論・正論　管理会計』伊藤嘉博・目時壮浩共著（中央経済社）

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テスト，課題については，解答を含めて授業終了後にoh!meijiに
アップしますので，確認してください。欠席して提出していない学生
は，プリントアウトして，解答し，授業開始前に提出してください。

８．成績評価の方法
　定期試験（100点満点），小テスト・課題（各10点満点）および平
常点により総合評価します。そのさい，定期試験60％，小テスト・
課題20％，平常点20％に換算して評価します。

９．その他
　履修者が将来において実際に活用できるように，原価管理，利益
管理の諸技法を理論的に説明するだけではなく，具体的な計算例を
用いて実践的に解説します。また，原価管理，利益管理に関する記
事は日本経済新聞などに毎日掲載されているので，新聞をよく読む
こと。
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科目ナンバー：（BA）ACC346J

マネジメント・コントロールＡ〔Ｍ〕 鈴 木 研 一

2017年度以前入学者

予 算 管 理 論 Ａ
2 単位 3年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
＜概要＞
マネジメントコントロールは，組織戦略を実行するための計画とコ
ントロールです。
本講義では，戦略を実行するための中長期的なマネジメントコント
ロールにかかわる基礎理論や今日的課題を解説し，考察します。
＜到達目標＞
中長期的マネジメントコントロールの基本的な考え方を理解しまし
ょう。

２．授業内容
全回メディア授業（オンデマンド型）で実施
1. 講義構成・経営戦略とマネジメント・コントロール（1）
2. 経営戦略とマネジメント・コントロール（2）
3. 経営戦略と企業価値
4. 経営戦略と管理会計技法（1）
5. 経営戦略と管理会計技法（2）
6. 事業戦略と戦略マップ，BSC（1）
7. 事業戦略と戦略マップ，BSC（2）
8. 経営計画の策定（1）
9. 経営計画の策定（2）
10. マーケティング戦略と管理会計技法（1）
11. マーケティング戦略と管理会計技法（1）
12. トピック紹介（1）
13. トピック紹介（2）
14. a まとめ

３．履修上の注意
フルオンディマンドで実施します。
講義動画は原則毎週水曜日に Oh-o! Meiji システムを通じて配信
し，授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，初回と最終
回を除く講義動画に対して，原則として小レポートの提出を求め，
出席確認及び理解度確認を行う。
また，Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を活用し，
意見交換の場や教員への質問・相談窓口として，活用する。
なお，小レポートの内容をみて，授業内容を修正することがありま
す。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
理解ができないところがあったら，動画を何度も見返して復習して
ください。

５．教科書
浅田孝幸・頼誠・鈴木研一・中川優・佐々木郁子『管理会計・入門：
第 4版―戦略経営のためのマネジリアル・アカウンティング』有斐閣。

６．参考書
都度，紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!Meijiを用いた質問を遠慮なくしてください。

８．成績評価の方法
200字程度の小レポート（100％）。
回数は，10-12回の範囲で行います。

９．その他
動画を見られる環境を準備してください。
動画視聴がうまくできない場合の大半は，インターネット環境の問
題です。そのときは，大学でPCを借りて視聴してください。

科目ナンバー：（BA）ACC346J

マネジメント・コントロールＢ〔Ｍ〕 鈴 木 研 一

2017年度以前入学者

予 算 管 理 論 Ｂ
2 単位 3年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
＜概要＞
マネジメントコントロールは，組織戦略を実行するための計画とコ
ントロールです。
本講義では，主に，戦略を実行するための短期的マネジメントコン
トロールにかかわる基礎理論や今日的課題を解説し，考察します。
＜到達目標＞
主に，短期的マネジメントコントロールの基本的な考え方を理解し
ましょう。

２．授業内容
全回メディア授業（オンデマンド型）で実施
1. 講義構成・CVP分析のおさらい
2. 総合予算の編成（1）
3. 総合予算の編成（2）
4. 感度分析
5. 差異分析・変動予算
6. 責任会計（1）
7. 責任会計（2）
8. 事業部会計（1）
9. 事業部会計（2）
10. 新規事業計画（1）
11. 新規事業計画（2）
12. トピック紹介（1）
13. トピック紹介（2）
14. a まとめ

３．履修上の注意
フルオンディマンドで実施します。
講義動画は原則毎週水曜日に Oh-o! Meiji システムを通じて配信
し，授業動画は当該学期中の視聴を可能とする。なお，初回と最終
回を除く講義動画に対して，原則として小レポートの提出を求め，
出席確認及び理解度確認を行う。
また，Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を活用し，
意見交換の場や教員への質問・相談窓口として，活用する。
なお，小レポートの内容をみて，授業内容を修正することがありま
す。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
理解ができないところがあったら，動画を何度も見返してくださ
い。

５．教科書
浅田孝幸・頼誠・鈴木研一・中川優・佐々木郁子『管理会計・入門：
第 4版―戦略経営のためのマネジリアル・アカウンティング』有斐閣。

６．参考書
都度，紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o!Meijiを用いた質問を遠慮なくしてください。

８．成績評価の方法
200字程度の小レポート（100％）。
回数は，10-12回の範囲で行います。

９．その他
動画を見られる環境を準備してください。
動画視聴がうまくできない場合の大半は，インターネット環境の問
題です。そのときは，大学でPCを借りて視聴してください。
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科目ナンバー：（BA）ACC346E

Management Accounting A〔M〕 OMURA AKIHIRO

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Managerial accounting provides information to managers for use within the 
organization. It helps managers perform three vital activities – planning, 
controlling and decision making. Planning involves establishing goals and 
specifying how to achieve them. Controlling involves gathering feedback to 
ensure that the plan is being properly executed or modified as circumstances 
change. Decision making involves selecting a course of action from competing 
alternatives.
Management Accounting A and B introduce the building blocks of 
management accounting. This includes managerial applications of technical 
and behavioral aspects of managerial accounting for budget planning, 
sensitivity analysis, performance management. Taking this course offers 
students an opportunity to develop their analytical skills and to learn 
essential management tools for the above-mentioned activities. Management 
Accounting A focuses on understanding the basic difference between financial 
and management accounting and the cost.

2. Course Content
Session 1  Course Introduction and Overview of Management Accounting A1.1  
（On-demand; Pre-recorded lecture and in-class assessments）
Session 2  Overview of Management Accounting A1.2 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 3  Overview of Management Accounting A1.3 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 4  Overview of Management Accounting A1.4 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 5  Cost Term and Concept A2.1 （On-demand; Pre-recorded lecture and 
in-class assessments）
Session 6  Cost Term and Concept A2.2 （On-demand; Pre-recorded lecture and 
in-class assessments）
Session 7  Cost Term and Concept A2.3 （On-demand; Pre-recorded lecture and 
in-class assessments）
Session 8  Cost Term and Concept A2.4 （On-demand; Pre-recorded lecture and 
in-class assessments）
Session 9  Cost Behavior, cost drivers and cost estimation A3.1 （On-demand; 
Pre-recorded lecture and in-class assessments）
Session 10  Cost Behavior, cost drivers and cost estimation A3.2 （On-demand; 
Pre-recorded lecture and in-class assessments）
Session 11  Cost Behavior, cost drivers and cost estimation A3.3 （On-demand; 
Pre-recorded lecture and in-class assessments）
Session 12  Cost Behavior, cost drivers and cost estimation A3.4 （On-demand; 
Pre-recorded lecture and in-class assessments）
Session 13  Cost Behavior, cost drivers and cost estimation A3.5 （On-demand; 
Pre-recorded lecture and in-class assessments）
Session 14  Revision （On-demand; Pre-recorded lecture）

3. Registration Requirements
Registration Requirement: Students are required to have completed 
foundation level Financial Accounting courses. The pre-recorded lecture 
videos will become available before Friday of the relevant week.

4. Course Preparations
Pre-recorded lectures and the lecture slides are available for this course. They 
will become available via the course website. Students are expected to go 
through those materials during the relevant week. The sample solutions for 
the workshop questions will also become available so students are strongly 
encouraged to attempt those questions. In addition, students are welcome to 
make queries to the lecturer via email （akihiro_omura@meiji.ac.jp）. 

5. Textbook (s)
　NA.

6. Reference Book (s)
　Journal articles, Management Accounting: Information for Creating and 
Managing Value （ISBN: 0070997608）

7. How to provide Feedback to assignments
By email and other online tools. 

8. Assessment
Weekly assessment piece/s （50%） and exam/s （50%）. Detailed information on 
the assessment pieces and the exam will be provided by the lecturer on the 
first week of the semester. 

9. Others
　NA

科目ナンバー：（BA）ACC346E

Management Accounting B〔M〕 OMURA AKIHIRO

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Managerial accounting provides information to managers for use within the 
organization. It helps managers perform three vital activities – planning, 
controlling and decision making. Planning involves establishing goals and 
specifying how to achieve them. Controlling involves gathering feedback to 
ensure that the plan is being properly executed or modified as circumstances 
change. Decision making involves selecting a course of action from competing 
alternatives.
Management Accounting A and B introduce the building blocks of 
management accounting. This includes managerial applications of technical 
and behavioral aspects of managerial accounting for budget planning, 
sensitivity analysis, performance management. Taking this course offers 
students an opportunity to develop their analytical skills and to learn 
essential management tools for the above-mentioned activities. Management 
Accounting B introduces budgeting to students. 

2. Course Content
Session 1  Course Introduction and Reviewing Management Accounting A
Session 2  Job Order Costing and Process Costing B1.1 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 3  Job Order Costing and Process Costing B1.1 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 4  Job Order Costing and Process Costing B1.1 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 5  Job Order Costing and Process Costing B1.1 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 6  Operating Budget B2.1 （On-demand; Pre-recorded lecture and in-
class assessments）
Session 7  Operating Budget B2.2 （On-demand; Pre-recorded lecture and in-
class assessments）
Session 8  Operating Budget B2.3 （On-demand; Pre-recorded lecture and in-
class assessments）
Session 9  Operating Budget B2.4 （On-demand; Pre-recorded lecture and in-
class assessments）
Session 10  Flexible Budget and Variance Analysis B3.1 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 11  Flexible Budget and Variance Analysis B3.2 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 12  Flexible Budget and Variance Analysis B3.3 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 13  Flexible Budget and Variance Analysis B3.4 （On-demand; Pre-
recorded lecture and in-class assessments）
Session 14  Revision （On-demand; Pre-recorded lecture）

3. Registration Requirements
Registration Requirement: Students are required to have completed 
foundation courses for Financial Accounting and knowledge that has been 
acquired in Management Accounting A.  The pre-recorded lecture videos will 
become available before Friday of the relevant week.

4. Course Preparations
Pre-recorded lectures and the lecture slides are available for this course. They 
will become available via the course website. Students are expected to go 
through those materials during the relevant week. The sample solutions for 
the workshop questions will also become available so students are strongly 
encouraged to attempt those questions. In addition, students are welcome to 
make queries to the lecturer via email （akihiro_omura@meiji.ac.jp）. 

5. Textbook (s)
　NA.

6. Reference Book (s)
　Journal articles, Management Accounting: Information for Creating and 
Managing Value （ISBN: 0070997608）

7. How to provide Feedback to assignments
By email and other online tools. 

8. Assessment
Weekly assessment piece/s （50%） and exam/s （50%）. Detailed information on 
the assessment pieces and the exam will be provided by the lecturer on the 
first week of the semester. 

9. Others
　NA
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科目ナンバー：（BA）ACC391J

会計情報システム論Ａ 本 橋 正 美

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　会計情報システム（AIS）は，データベースやネットワーク・シ
ステムなどの情報技術を基礎として，財務会計と管理会計を中心と
した企業の全社的な経営管理システムの構成要素（モジュール）で
ある。AISは，現実の企業でいくつかの役割ないし機能を果たすた
めに利用されている。授業では，AISの基礎的な内容に焦点を合わ
せて，理論と実践（企業の事例）を取り上げる。

〈到達目標〉
　会計情報システムの理論と実践に関する基礎知識が身に付けられ
るようにする。

２．授業内容
　（1）　会計情報システムの概念と機能（1）
　（2）　会計情報システムの概念と機能（2）
　（3）　会計情報システムの一般的具備要件（1）
　（4）　会計情報システムの一般的具備要件（2）
　（5）　（1）～（4）回までの小テストとまとめ
　（6）　電子帳簿/財務報告とXBRL（1）
　（7）　電子帳簿/財務報告とXBRL（2）
　（8）　会計情報基準（1）
　（9）　会計情報基準（2）
　（10）　（6）～（9）回までの小テストとまとめ
　（11）　企業の戦略・組織とMCS（1）
　（12）　企業の戦略・組織とMCS（2）
　（13）　会計情報システムの内部統制（1）
　（14）　会計情報システムの内部統制（2）

３．履修上の注意
　財務会計，管理会計，および情報システムに関する基礎知識を事
前に習得しておくこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配付するレジュメやプリントの該当箇所について必ず復
習を行うこと。

５．教科書
　レジュメとプリントを配付する。

６．参考書
　本橋正美，他編著『要説　管理会計事典』清文社，2016年。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　小テスト 2回（各25％），定期試験（50％）の配分で評価する。

９．その他
　止むを得ない理由で授業を欠席する場合は，欠席を証明する書類
を提出すること。

科目ナンバー：（BA）ACC391J

会計情報システム論Ｂ 本 橋 正 美

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　会計情報システム（AIS）は，データベースやネットワーク・シ
ステムなどの情報技術を基礎として，財務会計と管理会計を中心と
した企業の全社的な経営管理システムの構成要素（モジュール）で
ある。AISは，現実の企業でいくつかの役割ないし機能を果たすた
めに利用されている。授業では，AISの各論的な内容に焦点を合わ
せて，理論と実践（企業の事例）を取り上げる。
〈到達目標〉
　会計情報システムの理論と実践に関する基礎知識が身に付けられ
るようにする。

２．授業内容
　（1）　IT管理とERP（1）
　（2）　IT管理とERP（2）
　（3）　ERPと会計情報システム（1）
　（4）　ERPと会計情報システム（2）
　（5）　（1）～（4）回までの小テストとまとめ
　（6）　財務会計システムの概要（1）
　（7）　財務会計システムの概要（2）
　（8）　多次元情報分析（1）
　（9）　多次元情報分析（2）
　（10）　（6）～（9）回までの小テストとまとめ
　（11）　管理会計システムの概要（1）
　（12）　管理会計システムの概要（2）
　（13）　会計情報システムの評価（1）
　（14）　会計情報システムの評価（2）

３．履修上の注意
　財務会計，管理会計，および情報システムに関する基礎知識を事
前に習得しておくこと。「会計情報システム論A」を履修している
こと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配付するレジュメやプリントの該当箇所について必ず復
習を行うこと。

５．教科書
　レジュメとプリントを配付する。

６．参考書
　本橋正美，他編著『要説　管理会計事典』清文社，2016年。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　小テスト 2回（各25％），定期試験（50％）の配分で評価する。

９．その他
　止むを得ない理由で授業を欠席する場合は，欠席を証明する書類
を提出すること。



― 369 ―

科目ナンバー：（BA）ACC391J

環 境 会 計 論 Ａ 千 葉 貴 律

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　環境会計は企業等が行う環境保全活動に関する会計情報を，認識・測
定・伝達するもので，その機能は，大きく内部機能と外部機能に分けられ
ます。この授業では，環境会計の外部機能に焦点を当てて，関連する会計
技法について講義することとします。具体的には，環境省『環境会計ガイ
ドライン』にもとづいて，環境会計の概念，環境保全コスト，環境保全効
果，環境保全対策に伴う経済効果などのトピックスについて取り上げてい
きます。また，新しい実務上の動向を反映させるケーススタディを用いな
がら，理論と実践の両面から検討を進めていきたいと思います。

〈到達目標〉
　環境会計の基本的仕組み・機能，企業の実践に関する基礎知識の修得を
目標とします。

２．授業内容
　第 1回　序論―環境会計とは何か：環境と会計の接点
　第 2回　環境報告の実践：環境報告ガイドライン
　第 3回　 環境報告の原理と基本要素（1）：コミットメントとエンゲージ

メント
　第 4回　 環境報告の原理と基本要素（2）：環境マネジメントと戦略的方

向性
　第 5回　環境会計の展開：環境会計ガイドラインの概要
　第 6回　日本の環境会計（1）：環境保全コスト
　第 7回　日本の環境会計（2）：環境保全効果と経済効果
　第 8回　環境会計の実践：ケーススタディ
　第 9回　環境報告に対する保証業務：第三者保証の実践
　第10回　統合報告の原理
　第11回　Carbon Pricing（1）：排出量取引
　第12回　Carbon Pricing（2）：環境税
　第13回　環境ファイナンス
　第14回　資産除去債務

３．履修上の注意
　環境問題に対しては，会計によるアプローチよりも，科学技術開発や社
会イノベーション，経済理論・経済政策，社会制度や国内外の法規制・国
際的スキームなどが先行して取り組まれています。
　会計は，それらの後追い的な側面もあるので，まずは環境問題への取り
組みについて関心を持ってください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業だけで環境問題のすべての内容を紹介・解説することは困難ですの
で，事前・事後に文献等で調べてください。
　特に，気候変動枠組み条約等を巡る国際的な動向は，しばしばニュース
報道されていますから，それらについてもチェックをしてください。
　参考となりそうなニュース記事や資料等についてはOh-o! Meijiを通じて
紹介もします。

５．教科書
　特に指定しません。
　授業で参照する資料については，その都度配布します。

６．参考書
①　環境省『環境報告ガイドライン2018年版』2018年。
②　環境省『環境会計ガイドライン2005年版』2005年。
③　 河野正男他編著『サステナビリティ社会のための生態会計入門』（森

山書店，2013年）。
④　 國部克彦編著『環境経営・会計（第 2版）』（有斐閣アルマ，2012年），

他。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業中に行う小テストについては，次回授業で答え合わせやコメントを行
います。
期末課題等については，授業終了後となるので，Oh-o! meiji 等を通じた
講評となります

８．成績評価の方法
対面式授業であるので，全講義時間の80％以上の出席があることを単位認
定の前提とします。
その上で，定期試験（50％）に，授業中に行う課題等の成果（50％）を加
算して評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC391J

環 境 会 計 論 Ｂ 千 葉 貴 律

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　環境会計論の発展形態として，企業内部に導入されている環境管理会計
の手法について，わが国のみならず諸外国の動向も踏まえながら授業を進
めていきます。具体的には，伝統的企業会計と環境会計の体系の相違を確
認したうえで，循環型社会と環境経営との関連性，さらに環境管理会計と
して提案されている主な管理方法について，実践的な観点から検討してい
きます。

〈到達目標〉
　環境管理会計の基礎となる概念と具体的な手法を修得することを目標と
します。

２．授業内容
　第 1回　序論：環境管理会計入門
　第 2回　環境会計の歩み（Part1）：社会責任会計の展開
　第 3回　環境会計の歩み（Part2）：環境マネジメントシステム
　第 4回　環境マネジメントシステムの国際標準化
　第 5回　環境効率指標の構造と展開（1）：WBCSDの提案
　第 6回　環境効率指標の構造と展開（2）：ファクター指標の応用
　第 7回　環境会計の歩み（Part3）：USEPAのアプローチ
　第 8回　ライフサイクルコスティング
　第 9回　LCAの基礎
　第10回　カーボンフットプリントとScope排出量の測定
　第11回　マテリアルフローコスト会計（1）：原理と基本要素
　第12回　マテリアルフローコスト会計（2）：ケーススタディ
　第13回　環境品質原価計算（1）：PAF法の基本原理
　第14回　環境品質原価計算（2）：環境予算マトリックス

３．履修上の注意
　環境問題に対しては，会計によるアプローチよりも，科学技術開発や社
会イノベーション，経済理論・経済政策，社会制度や国内外の法規制・国
際的スキームなどが先行して取り組まれています。
　会計は，それらの後追い的な側面もあるので，まずは環境問題への取り
組みについて関心を持ってください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業だけで環境問題のすべての内容を紹介・解説することは困難ですの
で，事前・事後に文献等で調べてください。
　特に，気候変動枠組み条約等を巡る国際的な動向は，しばしばニュース
報道されていますから，それらについてもチェックをしてください。
　参考となりそうなニュース記事や資料等についてはOh-o! Meijiを通じて
紹介もします。

５．教科書
　特に指定しません。
　授業で参照する資料については，その都度配布します。

６．参考書
① 　USEPA（1995）, An Introduction to Environmental Accounting- As A 
Business Management Tool: An Introduction to Environmental 
Accounting As A Business Management Tool: Key Concepts And Terms

②　ISO14051：2011　Material flow cost accounting ― General framework
③ 　ISO14052：2017　Material flow cost accounting ― Guidance for 
practical implementation in a supply chain

④ 　國部克彦編著『環境経営意思決定を支援する会計システム』（中央経
済社，2011年）。

⑤ 　河野正男他編著『サステナビリティ社会のための生態会計入門』（森
山書店，2013年），　など

７．課題に対するフィードバックの方法
授業中に行う小テストについては，次回授業で答え合わせやコメントを行
います。
期末課題等については，授業終了後となるので，Oh-o! meiji 等を通じた
講評となります

８．成績評価の方法
対面式授業であるので，全講義時間の80％以上の出席があることを単位認
定の前提とします。
その上で，定期試験（50％）に，授業中に行う課題等の成果（50％）を加
算して評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACC381J

税 務 会 計 論 Ａ 金 子 友 裕

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　法人税法における課税所得計算は，確定決算主義に基づき企業会
計の利益計算に基づくことから税務会計と呼ぶことがある。税務会
計論基礎及び税務会計論応用を通じて，法人税法における課税所得
計算の各項目を学習し，基本的な申告書の作成練習を行うことで，
税務会計の理論的内容の理解及び実践的技術の習得を目的とする。
　税務会計論基礎では，日本の税法を概観し，法人税における課税
所得計算の基礎的な内容を学習する。
なお，法人税法に従った処理は，経理業務において必須のスキルと
なると考えられるので，金融業界や経理職等への進路を考えている
学生はしっかりと学習してもらいたい。

〈到達目標〉
　1．税務会計の概要について理解し，説明できる。
　2．日本の税法の種類と特徴を理解し，説明できる。
　3． 法人税法における税務調整項目を理解し，正しく処理するこ

とができる。

２．授業内容
　第 1回　税務会計の概要及びイントロダクション
　第 2回　日本の税法とこれを取り巻く環境
　第 3回　所得税法の概要
　第 4回　法人税法の概要
　第 5回　相続税法の概要
　第 6回　消費税法の概要
　第 7回　法人税法における課税所得計算の概要
　第 8回　確定決算主義
　第 9回　交際費等
　第10回　寄附金
　第11回　役員給与
　第12回　租税公課
　第13回　受取配当等
　第14回　別表四の作成・期末試験
※学生の要望や進捗等により変更する場合がある。

３．履修上の注意
　内容の理解には，初歩的な簿記の知識（簡単な仕訳程度）が必要
である。また，計算処理もあるため電卓を持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当部分を予め読んでおくことを推奨するが，基本的
に事後学習により講義内容を再確認してもらいたい。
　事前学習及び事後学習の取組時間の目安は合わせて60分程度であ
る。

５．教科書
　金子友裕『法人税法入門講義』第 7版，中央経済社（2023年 3 月
頃に出版予定，2,700円程度）

６．参考書
　全国経理教育協会『法人税法能力検定試験 2 級　最新過去問題
集』（例年 7月頃発刊予定，1,300円程度）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（リアクションペーパー・小テスト・レポート等）：30%
程度
　期末試験：70%程度

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC381J

税 務 会 計 論 Ｂ 金 子 友 裕

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　法人税法における課税所得計算は，確定決算主義に基づき企業会
計の利益計算を基礎とすることから税務会計と呼ぶことがある。法
人税法における課税所得計算の各項目を学習し，基本的な申告書の
作成練習を行うことで，税務会計の理論的内容の理解及び実践的技
術の習得を目的とする。
　税務会計論Bでは，法人税における課税所得計算のプロセスを学
習し，基本的な内容の申告書の作成を行う。
〈到達目標〉
　 1. 税務会計の概要について理解し，説明できる。
　 2. 法人税法における税務調整項目を理解し，正しく処理できる。
　 3.  法人税法における課税所得算定のプロセスを理解し，基本的

な内容の申告書が作成できる。

２．授業内容
　第 1回　税務会計の概要及びイントロダクション
　第 2回　別表四の作成方法の確認
　第 3回　棚卸資産の基礎的な取扱い
　第 4回　棚卸資産の税務調整
　第 5回　減価償却資産の基礎的な取扱い
　第 6回　減価償却資産の税務調整
　第 7回　繰延資産
　第 8回　引当金
　第 9回　圧縮記帳
　第10回　繰越欠損金
　第11回　その他の税務調整
　第12回　グループ法人税制等
　第13回　別表四の作成
　第14回　別表一の作成・期末試験
※学生の要望や進捗等により変更する場合がある。

３．履修上の注意
　内容の理解には，初歩的な簿記の知識が必要である。また，税務
会計論Aから引き続く内容である。本講義は，基本的に講義形式で
行う。最終的に試験を行う予定であるが，進捗によっては中間にレ
ポートまたは小テストを行い理解度の確認を行う可能性がある。本
講義では，理論的学習のみならず，法人税法の申告書の作成に関す
る内容も含め，計算処理も含まれるため電卓を持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当部分を予め読んでおくことを推奨するが，基本的
に事後学習により講義内容を再確認してもらいたい。
　事前学習及び事後学習の取組時間の目安は合わせて60分程度であ
る。

５．教科書
　金子友裕『法人税法入門講義』第 7版，中央経済社（2023年 3 月
頃に出版予定，2,700円程度）

６．参考書
　全国経理教育協会『法人税法能力検定試験 2 級　最新過去問題
集』（例年 7月頃発刊予定，1,300円程度）

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　平常点（リアクションペーパー・小テスト・レポート等）：30%
程度
　期末試験：70%程度

９．その他
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科目ナンバー：（BA）ACC391J

公 会 計 論
【会計学科・公共経営学科共同設置】

東　 信 男

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
（概要）
　公会計とは，公的部門の会計のことである。本授業では，我が国におけ
る公会計の全体像を把握できるように，国及び地方公共団体に加え，国の
政策実施機関である独立行政法人と，地方公共団体が経営する地方公営企
業を取り上げる。国及び地方公共団体の公会計制度は，現金主義・単式簿
記を採用しているが，説明責任の履行，財政活動の効率化等を図るうえで
課題があることから，近年，公会計改革が行われ，発生主義等の企業会計
の手法が導入された。一方，独立行政法人及び地方公営企業の公会計制度
は，発生主義・複式簿記を採用しているが，企業会計とは異なる会計処理
が行われている。
　本授業では，国及び地方公共団体について，公会計の現行制度について
解説するとともに，公会計改革の背景にある現行制度の課題を論じる。そ
して，国及び地方公共団体で行われた公会計改革を取り上げ，新たに作成
されるようになった財務書類について解説するとともに，発生主義会計情
報の活用事例を紹介する。また，独立行政法人及び地方公営企業について，
制度設計とともに，それを反映させた公会計の現行制度について解説する。
〈到達目標〉
　我が国の公会計制度，国及び地方公共団体の公会計改革について専門的
知識を体系的に習得すること。また，発生主義会計情報を用いた財政分析
を行い，実践的な問題発見・解決能力を習得すること。

２．授業内容
　第 1回　a：イントロダクション
　　　　　b：国の財政状況
　第 2回　公会計の枠組み
　第 3回　国の予算・決算制度
　第 4回　国の財産管理制度
　第 5回　国の政策評価制度
　第 6回　国の公会計改革（1）
　第 7回　国の公会計改革（2）
　第 8回　独立行政法人の公会計制度
　第 9回　地方公共団体の予算・決算制度
　第10回　地方公共団体の公会計改革（1）
　第11回　地方公共団体の公会計改革（2）
　第12回　地方公営企業の公会計制度
　第13回　課題（財政分析）の発表と討論
　第14回　a：期末試験
　　　　　b：正答解説

３．履修上の注意
本授業は，対話型及び問題発見・解決型教育の手法を採用するので，受講
生への質問，発表及び討論を実施する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
第2回以降の授業は，テキストに沿って行うので，授業中の質疑応答に参
加できるように，予習として該当章を読了するとともに，当該章末にある
演習の解答を作成すること。授業では，各章の内容を具体的に説明したり，
演習の解答を解説したりするので，ノートをとり，復習として演習とノー
トを照らし合わせながら試験対策を行うこと。

５．教科書
担当教員が作成したテキスト「公会計の理論と制度－公会計制度と国際公
会計基準（IPSAS）－」を使用する。Oh-o! Meijiのクラスウェブにテキス
トをアップロードするので，ダウンロードして授業に持参すること。テキ
スト以外の資料も全てクラスウェブにアップロードするので，ダウンロー
ドして授業に持参すること。

６．参考書
テキストの参考文献を参照すること。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題については，授業中に受講生の発表に対して講評を行うので，講評内
容を反映させた最終報告を提出すること。期末試験については，第14回の
bモジュールで正答解説と講評を行う。

８．成績評価の方法
授業への貢献度（20％），課題（20％）及び期末試験（60％）により評価
する。

９．その他
この授業は，担当教員の実務経験を活かした実践的な内容になっている。
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科目ナンバー：（BA）ACC391J

会 計 史 Ａ 森 田 広 大

2 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　簿記（複式簿記）は，概ね13世紀～14世紀頃，中世イタリア社会に
おいて商人たちによって生み出されたといわれている。中世イタリア
社会を起源とする簿記システムは，商業の発展とともに世界各地へと
伝播し，その地域の社会的特徴（産業，法制度など）を反映しながら
発達してきた。各地で発達した簿記システムは，英米型（イギリスお
よびアメリカで発達したもの）と大陸型（ヨーロッパ大陸で発達した
もの）の 2つに大別することができる。
　会計史Ａの授業では，主として英米型簿記システムの展開について，
中世イタリアを出発点として，ネーデルラント，イギリスおよびアメ
リカを経て，我が国へ簿記システムがもたらされ，定着していく過程
を講義する。

〈到達目標〉
　中世イタリアにおいて誕生した簿記システムが，ネーデルラント，
イギリスおよびアメリカを経て，我が国へもたらされるまでの過程に
ついて説明することができる。

２．授業内容
　第 1回　イントロダクション，重要用語の解説，英米ルートの概説
　第 2回　複式簿記の成立要件
　第 3回　中世イタリアにおける簿記
　第 4回　16世紀～17世紀のネーデルラントにおける簿記の展開
　第 5回　 イギリスにおける簿記の摂取　－16世紀および17世紀前半

のイギリス簿記書－
　第 6回　 イギリスにおける簿記の展開（1）－17世紀後半のイギリ

ス簿記書－
　第 7回　イギリスにおける荘園会計の展開
　第 8回　 イギリスにおける簿記の展開（2）－18世紀イギリス簿記

書－
　第 9回　 イギリスにおける簿記の展開（3）－18世紀における単式

簿記の展開－
　第10回　アメリカにおける簿記の展開（1）－19世紀前半の簿記書－
　第11回　アメリカにおける簿記の展開（2）－19世紀後半の簿記書－
　第12回　我が国における英米型簿記システムの摂取
　第13回　 我が国における英米型簿記システムの展開（1）－19世紀

後半～20世紀前半の簿記書－
　第14回　 我が国における英米型簿記システムの展開（2）－20世紀

後半の簿記書－

３．履修上の注意
　簿記，財務会計および管理会計に関する基礎知識を身につけたうえ
で履修すること。また，授業内では計算する機会があるので，電卓を
持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：事前に各回の授業内容のポイント（前提となる簿記，財務会
計および管理会計の基礎知識ならびに歴史的背景）を説明するので，
その内容を確認する。
　復習：各回で配布されるレジュメを読み直し，内容をまとめる。

５．教科書
　教科書は特に指定しない。授業内容をまとめたレジュメを配布する。

６．参考書
　『アメリカ簿記史－アメリカ会計史序説－』久野光朗（同文舘出版）
　『近代会計史入門［第 2版］』中野常男・清水泰洋編著（同文舘出版）
　『イギリス簿記史論　－17世紀イングランド簿記書の研究－』森田
広大（森山書店）

７．課題に対するフィードバックの方法
リアクションペーパーのコメントに関する総括を次の授業の冒頭で行
う。

８．成績評価の方法
　期末試験80％，リアクション・ペーパーの内容20％により，総合的
に評価する。

９．その他
　受講に際して，商業史や経済史の知識があると授業内容の理解が深
まる。

科目ナンバー：（BA）ACC391J

会 計 史 Ｂ 森 田 広 大

2 単位 1年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　簿記（複式簿記）は，概ね13世紀～14世紀頃，中世イタリア社会に
おいて商人たちによって生み出されたといわれている。中世イタリア
社会を起源とする簿記システムは，商業の発展とともに世界各地へと
伝播し，その地域の社会的特徴（産業，法制度など）を反映しながら
発達してきた。各地で発達した簿記システムは，英米型（イギリスお
よびアメリカで発達したもの）と大陸型（ヨーロッパ大陸で発達した
もの）の 2つに大別することができる。
　会計史Ｂの授業では，主として大陸型簿記システムの展開について，
中世イタリアを出発点として，ネーデルラント，フランスおよびドイ
ツを経て，我が国へ簿記システムおよび商法がもたらされ，定着して
いく過程を講義する。

〈到達目標〉
　中世イタリアにおいて誕生した簿記システムが，ネーデルラント，
フランスおよびドイツを経て，我が国へもたらされるまでの過程につ
いて説明することができる。

２．授業内容
　第 1回　オリエンテーション，重要用語の解説，大陸ルートの概説
　第 2回　16世紀～17世紀のフランスにおける簿記の展開
　第 3回　フランス商事王令とサヴァリーによる解説書
　第 4回　プロイセン一般国法成立前のドイツにおける簿記の展開（1）
　　　　　－マーゲルセンによる簿記書－
　第 5回　プロイセン一般国法成立前のドイツにおける簿記の展開（2）
　　　　　－ブッシュによる簿記書－
　第 6回　プロイセン一般国法の形成過程
　第 7回　プロイセン一般国法「商人の法」における会計規定
　第 8回　 プロイセン一般国法成立後のドイツにおける簿記（単式簿

記）の展開（1）
　　　　　－ストリッカーによる単式簿記－
　第 9回　 プロイセン一般国法成立後のドイツにおける簿記（単式簿

記）の展開（2）
　　　　　 －ジョーンズのイギリス式簿記に対する批判とその後の展

開－
　第10回　 プロイセン一般国法成立後のドイツにおける簿記（複式簿

記）の展開（1）
　　　　　 －ゲアハルト，ヒングステッドおよびブーゼによる簿記書

を中心に－
　第11回　 プロイセン一般国法成立後のドイツにおける簿記（複式簿

記）の展開（2）
　　　　　－ロイヒスによる簿記書－
　第12回　ドイツ商法と我が国における商法の導入
　第13回　我が国における大陸型簿記システムの摂取
　第14回　第二次世界大戦後の我が国における会計制度の展開

３．履修上の注意
　簿記，財務会計および管理会計に関する基礎知識を身につけたうえ
で履修すること。また， 授業内では計算する機会があるので，電卓を
持参すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：事前に各回の授業内容のポイント（前提となる簿記，財務会
計および管理会計の基礎知識ならびに歴史的背景）を説明するので，
その内容を確認する。
　復習：各回で配布されるレジュメを読み直し，内容をまとめる。

５．教科書
　教科書は特に指定しない。授業内容をまとめたレジュメを配布する。

６．参考書
　岸悦三（1975）『会計生成史－フランス商事王令会計規定研究－』
同文舘出版
　百瀬房徳（1998）『貸借対照表法の生成史』森山書店

７．課題に対するフィードバックの方法
リアクションペーパーのコメントに関する総括を次の授業の冒頭で行
う。

８．成績評価の方法
　期末試験80％，リアクション・ペーパーの内容20％により，総合的
に評価する。

９．その他
　受講に際して，商業史や経済史の知識があると授業内容の理解が深
まる。
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科目ナンバー：（BA）ACC381J

法 人 税 法 Ａ 加 藤 友 佳

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　租税は日常生活に深くかかわっていることから，その根拠法とな
る租税法は会計士や税理士等の専門職を目指す学生だけでなく，す
べての納税者に必要な知識である。この講義では，法人税法につい
て時事問題と関連する具体的事例を交えながら，法人税の基礎的概
念を多角的に学習する。

〈到達目標〉
　本講義は，法人税法を企業側と課税庁側の双方の視点から学び，
課税の法的理論を修得することを目標とする。

２．授業内容
　第 1回：国民の生活と租税
　第 2回：法人税と所得税
　第 3回：法人税の納税義務者
　第 4回：法人税法と企業会計
　第 5回：益金（1）有償譲渡と無償譲渡
　第 6回：益金（2）低額譲渡と別段の定め
　第 7回：損金（1）交際費
　第 8回：損金（2）役員給与
　第 9回：法人税額の計算
　第10回：企業組織再編
　第11回：同族会社と租税回避
　第12回：グループ法人税制
　第13回：事業体課税と信託
　第14回：a　講義全体のふりかえり
　　　　　b　試験

３．履修上の注意
　私語厳禁。法律の前提知識がなくてもわかりやすいように，日常
生活に結び付けながら法人税法を学習していきますが，法的思考を
学ぶ姿勢を求めます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
水野忠恒編『テキストブック租税法〔第 3版〕』（中央経済社，2022
年）の該当箇所を予め一読しておき，前回までの授業内容との関連
性を把握しておく。

５．教科書
水野忠恒編『テキストブック租税法〔第 3版〕』（中央経済社，2022
年）

６．参考書
　中里実他編「租税判例百選〔第 7版〕」（有斐閣，2021年）

７．課題に対するフィードバックの方法
中間テストの結果については次回授業中にコメントする。

８．成績評価の方法
原則として試験の成績により評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）ACC381J

法 人 税 法 Ｂ 加 藤 友 佳

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　経済のグローバル化やデジタル化に伴い，法人税法は最新の国際
的取引への対応を求められており，有名企業に対する課税処分が新
聞等で報道されることも少なくない。本講義では，租税法の花形と
いわれる法人の国際課税について，最新の話題を交えながら学習す
る。
〈到達目標〉
　国際的な経済取引について法人税法の観点から理解し，時事問題
と法人税の関係を考察できるようになることを目標とする。

２．授業内容
　第 1回：国際的な租税競争
　第 2回：租税の基本原則
　第 3回：納税手続き
　第 4回：「法人」概念
　第 5回：租税条約ー国内ルールだけじゃ足りない？
　第 6回：国内源泉所得
　第 7回：投資所得と源泉徴収ー特許権に対する課税
　第 8回：国外事業所得ー知らないうちに海外へネット注文！？
　第 9回：移転価格税制
　第10回：タックスヘイブン対策税制
　第11回：課税権の確保
　第12回：国際的企業再編
　第13回：二重課税の排除から二重非課税の排除へ
　第14回：a　講義全体のふりかえり
　　　　　b　試験

３．履修上の注意
私語厳禁。法律の前提知識がなくてもわかりやすいように，日常生
活に結び付けながら法人税法を学習していきますが，法人税法Aを
履修しておくと，より理解しやすいでしょう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
水野忠恒編『テキストブック租税法〔第 3版〕』（中央経済社，2022
年）の該当箇所を予め一読しておき，前回までの授業内容との関連
性を把握しておく。

５．教科書
水野忠恒編『テキストブック租税法〔第 3版〕』（中央経済社，2022
年）

６．参考書
中里実他編「租税判例百選〔第 7版〕」（有斐閣，2021年）

７．課題に対するフィードバックの方法
中間テストの結果については次回授業中にコメントする。

８．成績評価の方法
原則として試験の成績により評価します。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

加 藤 友 佳

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　租税を中心とした外国法政策について，英語文献を翻訳したうえ
でその内容についてパワーポイントを用いて報告する。報告は日本
語で行う。
　なぜ納税しなくてはならないのか，家族と税の関係や，企業の租
税倫理，才能に対する課税等，受講者の興味関心に応じてグループ
ごとに翻訳図書を選択する。
　なお，テキストや議論内容については，参加者の希望によって変
更する可能性がある。

〈到達目標〉
（1）英文による法的議論を理解できるようになる。
（2）国際的な知識の習得ができるようになる。
（3） 公平性や倫理について，様々な価値観を受け入れることができ

るようになる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション（グループ分け）
　第 2回：資料収集の方法
　第 3回：アメリカの家族制度と租税法
　第 4回： グループ報告1（例　結婚と税金の関係海外の家族制度

と財政）
　第 5回：グループ報告2（例　税の公平性）
　第 6回：グループ報告3（例　租税政策と経済）
　第 7回：グループ報告4（例　税と再分配機能）
　第 8回：グループ報告5（例　税と多国籍企業）
　第 9回：グループ報告6（例　相続に対して課税するべきか）
　第10回：グループ報告7（例　GAFAと税制）
　第11回：グループ報告8（例　税と人権）
　第12回：グループ報告9（例　税と社会保障）
　第13回：グループ報告10（例　宗教と税）
　第14回：グループ報告11（例　OECDと税）

３．履修上の注意
グループごとの議論や翻訳作業が中心になるため，積極性をもって
チームメイトと協力する姿勢が求められます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習：授業時に指定する報告内容について，グループで議論するた
めの準備を行う。
復習：報告担当者以外の出席者は，自分の理解とグループ報告が一
致しているか確認する。

５．教科書
未定。第 1回目（イントロダクション）にて，履修者の関心・語学
力に応じて決定する。

６．参考書
なし

７．課題に対するフィードバックの方法
報告について，授業の最後にコメントする。

８．成績評価の方法
翻訳および報告の内容60％，授業への参加度40％として評価する。
※なお， 3分の 2以上の出席が確認できない履修者については評価
の対象とならない。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

加 藤 友 佳

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　租税を中心とした外国法政策について，英語文献を翻訳したうえ
でその内容についてパワーポイントを用いて報告する。報告は日本
語で行う。
　なぜ納税しなくてはならないのか，投資と税の関係や，企業の租
税倫理，国際的な租税回避等，受講者の興味関心に応じてグループ
ごとに翻訳図書を選択する。
　なお，テキストや議論内容については，参加者の希望によって変
更する可能性がある。
〈到達目標〉
（1）英文による法的議論を理解できるようになる。
（2）国際的な知識の習得ができるようになる。
（3） 公平性や倫理について，様々な価値観を受け入れることができ

るようになる。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション（グループ分け）
　第 2回：情報収集の仕方
　第 3回：法律の世界とジェンダー
　第 4回：グループ報告1（例　租税と倫理）
　第 5回：グループ報告2（例　脱税と制裁）
　第 6回：グループ報告3（例　租税制裁の国際動向）
　第 7回：グループ報告4（例　投資と課税）
　第 8回：グループ報告5（例　投資税制とSDGｓ）
　第 9回：グループ報告6（例　高齢化社会と増税）
　第10回：グループ報告7（例　独身税）
　第11回：グループ報告8（例　子どもと税）
　第12回：グループ報告9（例　環境問題と税）
　第13回：グループ報告10（例　医療問題と税）
　第14回：グループ報告11（例　税は必要か）

３．履修上の注意
グループごとの議論や翻訳作業が中心になるため，積極性をもって
チームメイトと協力する姿勢が求められます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習：授業時に指定する報告内容について，履修者全員で議論する
ための準備を行う。
復習：報告担当者以外の出席者は，自分の理解とグループ報告が一
致しているか確認する。報告担当者以外の出席者は，自分の理解と
一致しているか確認したうえで，報告内容について履修者全員で議
論する。

５．教科書
未定。第 1回目（イントロダクション）にて，履修者の関心・語学
力に応じて決定する。

６．参考書
なし

７．課題に対するフィードバックの方法
報告に対して授業の最後にコメントする。

８．成績評価の方法
翻訳および報告の内容60％，授業への参加度40％として評価する。
※なお， 3分の 2以上の出席が確認できない履修者については評価
の対象とならない。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

崎　 章 浩

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　会計には大別して財務会計と管理会計があります。本講義では管
理会計の英語の文献を購読します。管理会計とは，企業の経営管理
者が意思決定し，業績評価をするために必要な情報を提供する会計
であります。そのために，19世紀末以来，経営環境の変化に応じて
さまざまな管理会計手法が主としてアメリカにおいて開発され，利
用されてきています。本講義では，1980年代に業績評価システムと
して開発され，現在では経営戦略の策定と実行に有用であるといわ
れているBSC（バランスト・スコアカード）について，アメリカの
テキストを中心に購読します。

〈到達目標〉
　BSCを中心に，原価計算および管理会計に関する英米の文献を辞
書なしに読解し，理解できるようになります。

２．授業内容
　最初の授業で，資料を配布して，講義の進め方を説明し，履修者
に翻訳の担当箇所（ 2回ないし 3 回）を指定します。第 2 回は，資
料に関わる専門用語の解説と資料全体の内容を概説します。第 3回
以降は，原則，﨑が和訳して，内容を説明し，あらかじめ指定した
履修者の該当箇所になったときは，履修者が音読し，和訳します。
その後で，﨑が適訳をして，内容を解説します。会計とくに管理会
計について，それほど知識がない履修者にも内容が理解できるよう
に，解説に重点を置いて授業を進めます。
　授業は以下の内容で進めます。
　第 1回　 授業の進め方の説明，資料の配布，履修者に翻訳の担当

箇所の指定
　第 2回　専門用語，および資料全体の説明
　第 3回　課題の翻訳と内容の解説
　第 4回　課題の翻訳と内容の解説
　第 5回　課題の翻訳と内容の解説
　第 6回　課題の翻訳と内容の解説
　第 7回　課題の翻訳と内容の解説
　第 8回　課題の翻訳と内容の解説
　第 9回　課題の翻訳と内容の解説
　第10回　課題の翻訳と内容の解説
　第11回　課題の翻訳と内容の解説
　第12回　課題の翻訳と内容の解説
　第13回　課題の翻訳と内容の解説
　第14回　a：まとめ，b：期末試験

３．履修上の注意
　本授業は， 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため
履修に際しては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引」
を参照してください。
　理解度を把握するために，毎回，小テストを実施します。遅刻は
厳禁です。
　また， 2回程度英文和訳の課題を出しますので，必ず提出してく
ださい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　資料は事前に配付されていますので，あらかじめ次週の範囲の専
門用語の意味等を調べてください。

５．教科書
　事前に資料を配付します。

６．参考書
　『経営管理会計ハンドブック』山田庫平編著（東京経済情報出版）

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テストについては，授業終了後にoh!meijiにアップしますので，
確認してください。

８．成績評価の方法
　期末試験（100点満点），小テスト（各回10点満点），平常点（該当
箇所の訳出および授業への貢献度）で総合評価します。そのさい，
定期試験を50％，小テスト20％，平常点を30％に換算して評価します。

９．その他
　和文の管理会計の文献で基本的な知識を事前に修得しておいてく
ださい。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

崎　 章 浩

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　会計には大別して財務会計と管理会計があります。本講義では管
理会計の英語の文献を購読します。管理会計とは，企業の経営管理
者が意思決定し，業績評価をするために必要な情報を提供する会計
であります。そのために，19世紀末以来，経営環境の変化に応じて
さまざまな管理会計手法が主としてアメリカにおいて開発され，利
用されてきています。本講義では，1980年代に業績評価システムと
して開発され，現在では経営戦略の策定と実行に有用であるといわ
れているBSC（バランスト・スコアカード）について，アメリカの
テキストを中心に購読します。
〈到達目標〉
　BSCを中心に，原価計算および管理会計に関する英米の文献を辞
書なしに読解し，理解できるようになります

２．授業内容
　最初の授業で，資料を配布して，講義の進め方を説明し，履修者
に翻訳の担当箇所（ 2回ないし 3回）を指定します。第 2回は，資
料に関わる専門用語の解説と資料全体の内容を概説します。第 3回
以降は，原則，﨑が和訳して，内容を説明し，あらかじめ指定した
履修者の該当箇所になったときは，履修者が音読し，和訳します。
その後で，﨑が適訳をして，内容を解説します。会計とくに管理会
計について，それほど知識がない履修者にも内容が理解できるよう
に，解説に重点を置いて授業を進めます。
　授業は以下の内容で進めます。
　第 1回　 授業の進め方の説明，資料の配布，履修者に翻訳の担当

箇所の指定
　第 2回　専門用語，および資料全体の説明
　第 3回　課題の翻訳と内容の解説
　第 4回　課題の翻訳と内容の解説
　第 5回　課題の翻訳と内容の解説
　第 6回　課題の翻訳と内容の解説
　第 7回　課題の翻訳と内容の解説
　第 8回　課題の翻訳と内容の解説
　第 9回　課題の翻訳と内容の解説
　第10回　課題の翻訳と内容の解説
　第11回　課題の翻訳と内容の解説
　第12回　課題の翻訳と内容の解説
　第13回　課題の翻訳と内容の解説
　第14回　a：まとめ，b：期末試験

３．履修上の注意
　本授業は， 1クラスあたりの受講人数制限があります。そのため
履修に際しては事前登録が必要です。詳細は「経営学部履修の手引」
を参照してください。
　理解度を把握するために，毎回，小テストを実施します。遅刻は
厳禁です。
　また，2回程度訳出課題がありますので，必ず提出してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　資料は事前に配付されていますので，あらかじめ次週の範囲の専
門用語の意味等を調べてください。

５．教科書
　事前に資料を配付します。

６．参考書
　『経営管理会計ハンドブック』山田庫平編著（東京経済情報出版）

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テストについては，授業終了後にoh!meijiにアップしますので，
確認してください。
欠席して提出していない学生は，プリントアウトして，訳出し，翌
週の授業開始前に提出してください。

８．成績評価の方法
　期末試験（100点満点），小テスト（各回10点満点），平常点（該当
箇所の訳出および授業への貢献度）で総合評価します。そのさい，
定期試験を50％，小テスト20％，平常点を30％に換算して評価します。

９．その他
　和文の管理会計の文献で基本的な知識を事前に修得しておいてく
ださい。
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

千 葉 貴 律

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　国際標準化機構（ISO）において国際規格（International Standard）と
して開発された「マテリアルフローコスト会計（MFCA）規格」（ISO14050s）
を題材に，MFCAの手法の概要について習得するとともに，会計手法が国際
規格化されるということがどのようなことなのかについて，考察します。
〈到達目標〉
　MFCAの概要についてマスターすることと，国際規格化を進めるプロセ
スについて理解することを目標とします。

２．授業内容
第 1 回　環境マネジメント国際規格の体系と経緯
第 2 回　MFCAの基本構造
第 3 回　Quick Reference to MFCA
第 4 回　MFCA規格：Scope, Terms and Definitions
第 5 回　MFCA規格：Objective and Principles
第 6 回　MFCA規格：Fundamental Elements
第 7 回　MFCA規格：Implementation Steps
第 8 回　 Phased implementation in organizations （1） calculation phases
第 9 回　 Phased implementation in organizations （2） MFCA summary sheet
第10回　 Phased implementation in organizations （3） MFCA analiysis
第11回　Case Examples [1]: SME Food company
第12回　Case Examples [2]: SME agri-food sectoer 
第13回　Case Examples [3]: NPO cost
第14回　まとめ

３．履修上の注意
　MFCAについての事例紹介や実務解説は既に数多く公表されていますか
ら，それらと国際規格との異同に留意してもらうと，国際規格を開発・策
定する際のポイントに気づくことができます。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があるので，履修に際しては事
前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ISO規格の多くは，日本の国内規格（JIS）に採用され，国内規格として
も適用されています。それゆえ，用語の訳語や使い方も統一されている点
に留意してください。通常とは異なる定義や意味合いで用いられている場
合もあります。

５．教科書
①  ISO14051：2011 Environmental Management - Material flow cost

accounting ― General framework
②  ISO14052：2017 Environmental Management - Material flow cost

accounting ― Guidance for practical implementation in a supply chain
③  ISO14053：2021 Environmental Management - Material flow cost

accounting ― Guidance for phased implementation in organizations

６．参考書
　MFCAに関する日本語文献はたくさん出版されており，事例紹介も少なく
ないので，特に指定はしませんが，規格原文だけでわからないところは，そ
れらを参照するのも学習の手助けになると思います。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の授業で行う小テストについては，次回授業で答え合わせやコメント
を行います。

８．成績評価の方法
対面式授業であるので，全講義時間の80％以上の出席があることを単位認
定の前提とします。
正味授業参加時間が80％に満たない場合は，単位認定時間数を満たしてい
ないので不可とします。
そのうえで，毎回の授業で行う小テスト・課題・発表をもって成績評価

（100％）を行います。
定期試験は実施しないので，毎回の授業を大切にしてください。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

千 葉 貴 律

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　国際標準化機構（ISO）において国際規格（International Standard）とし
て開発された「マテリアルフローコスト会計（MFCA）規格」（ISO14051:2011）
を題材に，MFCAのケーススタディを検討するとともに，それらの手法を運
用するための環境マネジメント規格群（ISO14000s）の国際的動向について，
考察します。
〈到達目標〉
　MFCAに関するケーススタディを掘り下げて理解することと，環境マネ
ジメントの国際的な動向について，その方向性と手法について理解するこ
とを目標とします。

２．授業内容
第 1 回　MFCAの事例研究
第 2 回　MFCA規格：MCA and Conventional Cost Accounting
第 3 回　MFCA規格：Cost calculation and allocation
第 4 回　MFCA規格：Material and efficiency in supply chain
第 5 回　MFCA規格：Information-sharing on MFCA analysis
第 6 回　 MFCA規格：Steps for implementation of MFCA in a supply chain 

（1）
第 7 回　 MFCA規格：Steps for implementation of MFCA in a supply chain 

（2）
第 8 回　Case Examples [1]: lens manufacturing factory 
第 9 回　Case Examples [2]: furniture manufacturing factory
第10回　Case Examples [3]: coffee bean manufacturing factory
第11回　Case Examples [4]: pharmaceutical industry
第12回　Case Examples [5]: peanut snack producer
第13回　EU環境戦略
第14回　まとめ

３．履修上の注意
　MFCAやEMSについての事例紹介や実務解説は既に数多く公表されてい
ますから，それらと国際規格との異同や，運用事例相互の違いに留意して
もらうと，より深い理解につながると考えます。
　本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があるので，履修に際しては事
前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引」を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　ISO規格の多くは，日本の国内規格（JIS）に採用され，国内規格として
も適用されています。それゆえ，用語の訳語や使い方も統一されている点
に留意してください。通常とは異なる定義や意味合いで用いられている場
合もあります。

５．教科書
①  ISO14051：2011 Environmental Management - Material flow cost

accounting ― General framework
②  ISO14052：2017 Environmental Management - Material flow cost

accounting ― Guidance for practical implementation in a supply chain
③  ISO14053：2021 Environmental Management - Material flow cost

accounting ― Guidance for phased implementation in organizations

６．参考書
　MFCAに関する日本語文献はたくさん出版されており，事例紹介も少な
くないので，特に指定はしませんが，規格原文だけでわからないところは，
それらを参照するのも学習の手助けになると思います。

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の授業で行う小テストについては，次回授業で答え合わせやコメント
を行います。

８．成績評価の方法
対面式授業であるので，全講義時間の80％以上の出席があることを単位認
定の前提とします。
正味授業参加時間が80％に満たない場合は，単位認定時間数を満たしてい
ないので不可とします。
そのうえで，毎回の授業で行う小テスト・課題・発表をもって成績評価

（100％）を行います。
定期試験は実施しないので，毎回の授業を大切にしてください。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

森 田 広 大

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　複式簿記は，中世イタリア社会で考案され，世界各地へと伝播し
た。複式簿記は，誕生から現代に至るまで，「取引の複式記録」と
いう基本的な原理を貫いているものの，帳簿組織や記帳手続きにつ
いては改良が加えられている。
　我が国は，明治期に西洋より簿記システムを導入した。当時の西
洋における簿記教科書で解説された帳簿組織や記帳手続きについて
も現代日本における簿記教科書の記述とは異なる点が多数存在す
る。そこで，外国書講読Aでは，我が国における複式簿記の導入に
関係する英語文献のうち，『帳合之法』の原文である“Bryant And 
Stratton's　Common School Book-keeping Embracing Single And 
Double Entry”を精読し，現代簿記との比較を行う。また，明治期
より約150年の間で，我が国（現代）で展開される複式簿記に加え
られた改良点についても言及する。

〈到達目標〉
　外国文献を翻訳し，その内容を理解したうえで，帳簿組織や記帳
手続きについて，過去と現代の異同を説明できる。

２．授業内容
　第 1回　 イントロダクション，講読対象となる文献が出版された

時代背景の説明
　第 2回　複式簿記の用語
　第 3回　複式簿記の解説
　第 4回　記帳事例（SET I）の訳出
　第 5回　記帳事例（SET I）の考察
　第 6回　記帳事例（SET II）の訳出
　第 7回　記帳事例（SET II）の考察
　第 8回　記帳事例（SET III）の訳出
　第 9回　 記帳事例（SET III）の考察　－帳簿組織の考察を中心と

して－
　第10回　 記帳事例（SET III）の考察　－簿記処理および諸表の考

察を中心として－
　第11回　記帳事例（SET IV）の訳出
　第12回　記帳事例（SET IV）の考察
　第13回　現代簿記との比較
　第14回　a：試験
　　　　　b：総まとめ

３．履修上の注意
（1） 授業は履修者による文献の翻訳と，担当教員による解説と質疑

応答によって進める。
（2） 本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があるので，履修に際

しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引」
を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：指定された英文を和訳する。
　復習：授業で扱った内容について現代日本の簿記テキストと比較
し，その内容をまとめる。

５．教科書
　“Bryant And Stratton's　Common School Book-keeping 
Embracing Single And Double Entry” by H.B.Bryant, H.D.Stratton 
and S.S.Packard（Ivison,Blakeman,Taylor & Company）
　※授業で取り上げる箇所のコピーを配布する。

６．参考書
　『アメリカ簿記史－アメリカ会計史序説－』久野光朗（同文舘出
版）

７．課題に対するフィードバックの方法
提出された和訳について，授業内でコメントする。

８．成績評価の方法
　試験50％，課題（翻訳）の取り組み50％により，総合的に評価す
る。

９．その他
　履修者は第 1回の授業に必ず出席し，受講のルールについて確認
すること。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

会計学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

森 田 広 大

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　単式簿記から複式簿記へ展開したと認識されている傾向にある
が，歴史的には複式簿記が先行して生み出され，その簡略版として
単式簿記が考案された。したがって，単式簿記は，簡便簿記（簡略
化された複式簿記）として位置づけられる。現代の会計実務では，
複式簿記による取引記録が主流であるものの，「簡易帳簿による記
帳」として，単式簿記を採用している事業者もみられる。単式簿記
による取引記録は様々な方法が想定されるため，この記録システム
の基本的な考え方を理解しておくことが必要となる。また，単式簿
記が複式簿記から派生したものであるため，単式簿記の仕組みを理
解することは複式簿記の仕組みを理解するうえでも重要である。
　そこで，我が国においては，明治期に西洋から複式簿記と同時に
単式簿記の導入を試みている。この授業では，我が国における単式
簿記の導入に関係する英語文献のうち，『帳合之法』の原文である
“Bryant And Stratton's　Common School Book-keeping Embracing 
Single And Double Entry”を精読し，複式簿記と比較しつつ，単式
簿記について検討を行うこととする。
〈到達目標〉
　外国文献を翻訳し，その内容を理解したうえで，単式簿記の意義
およびその記帳体系の多様性について説明することができる。

２．授業内容
　第 1回　 イントロダクション，講読対象となる文献が出版された

時代背景の説明
　第 2回　序文の訳出
　第 3回　序文の解説
　第 4回　記帳事例（SET I）の訳出
　第 5回　記帳事例（SET I）の考察
　第 6回　記帳事例（SET II）の訳出
　第 7回　記帳事例（SET II）の考察
　第 8回　記帳事例（SET III）の訳出
　第 9回　記帳事例（SET III）の考察
　第10回　記帳事例（SET IV）の訳出
　第11回　記帳事例（SET IV）の考察
　第12回　単式簿記の多様性
　第13回　単式簿記と複式簿記の比較
　第14回　a：試験
　　　　　b：総まとめ

３．履修上の注意
（1） 授業は履修者による文献の翻訳と，担当教員による解説と質疑

応答によって進める。
（2） 本授業は 1クラスあたりの受講人数制限があるので，履修に際

しては事前登録が必要です。詳細は，「経営学部履修の手引」
を参照してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：指定された英文を和訳する。
　復習：授業で扱った内容を踏まえて，単式簿記と複式簿記の相違
点をまとめる。

５．教科書
　“Bryant And Stratton's　Common School Book-keeping 
Embracing Single And Double Entry”by H.B.Bryant,H.D.Stratton and 
S.S.Packard（Ivison,Blakeman,Taylor & Company）
　※授業で取り上げる箇所のコピーを配布する。

６．参考書
　『アメリカ簿記史－アメリカ会計史序説－』久野光朗（同文舘出
版）

７．課題に対するフィードバックの方法
提出された和訳について，授業内でコメントする。

８．成績評価の方法
　試験50％，課題（翻訳）の取り組み50％により，総合的に評価す
る。

９．その他
　履修者は第 1回の授業に必ず出席し，受講のルールについて確認
すること。
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科目ナンバー：（BA）ACC991J

会計プロセミナーＡ 浅 見　 透

2 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：職業会計人のための法人税法の基礎の基礎

〈授業の概要〉
　本授業は，税理士や公認会計士などの職業会計人を目指す者のた
めの，法人税法の基礎を学ぶ入門的な講義である。職業会計人は，
会計，税務，経営，経済，人事，法務その他あらゆる分野において
高度な知識を常に身につけ，これを深く理解し，クライアントに対
し最高のコンサルティングを提供することを使命とする。その中で
も税務は，複雑難解であり，また，常に最新の税法改正に対応しな
ければならないため，職業会計人にとって研究に多くの時間を必要
とする分野である。そして，税務の中でも法人税法は，企業にとっ
て最も重要な税法であり，職業会計人にとって法人税法の理解は不
可欠である。本授業は，職業会計人に必要な法人税法の知識を基礎
の基礎から理解させる。講師が作成するレジュメにより，最新の法
人税法の基礎知識を条文中心に解説する。講師は現職の開業税理士
であるため，実務現場で法人税法の条文がどのように適用されるか
を，現在進行形の実例により具体的に解説する。また，各条文の立
法趣旨をその成立の時代背景や経済情勢などを含めて示し，さら
に，設例問題を解くことによって，理論と実務の両面から法人税法
が何を求めているのかを理解させる。

〈到達目標〉
　本授業の到達目標は，職業会計人にとって必要な法人税法の基礎
知識を習得すること及び実務的な税務判断の基礎を理解することで
ある。

２．授業内容
　第 1回　租税と税務行政。公認会計士，税理士の仕事とは。
　第 2回　法人所得に課税される租税
　第 3回　法人税の法体系と条文の読み方
　第 4回　法人税法　第一編　総則
　第 5回　法人税の課税標準，法人税申告書と申告調整
　第 6回　収益認識の新基準と法人税の改正
　第 7回　a：中間テスト・正答解説
　　　　　b：手続規定と青色申告制度
　第 8回　受取配当等の益金不算入の税務
　第 9回　役員給与の税務
　第10回　租税公課の税務
　第11回　寄附金の税務
　第12回　交際費の税務
　第13回　税額控除と税額計算
　第14回　a：定期試験
　　　　　b：講義全体のふりかえりと定期試験の解答解説

３．履修上の注意
　税法をはじめて学習する履修者向けに解説を行う。簿記及び会計
学のある程度の知識（日商簿記 3級程度）を必要とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
『はじめての法人税』　浅見透　（日本法令）
適宜，講師作成のレジュメを講義の前週に配布する。
講義前に，教科書またはレジュメにひととおり目をとおすこと。ま
た，講義後に教科書またはレジュメを再度読み直して復習すること。

５．教科書
『はじめての法人税』　浅見透　（日本法令）
講師作成のレジュメ

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の授業について，oh-o!Meijiを通じて課題を配信する。
　第 7回のaモジュールで，中間テストの正答解説を行う。
　第14回のｂモジュールで，定期試験の正答解説と講評を行う。

８．成績評価の方法
　出席を前提に，毎回課題（20%），中間テスト（40％），定期試験

（40%）にて評価

９．その他
　なし

科目ナンバー：（BA）ACC991J

会計プロセミナーＣ 小 俣 光 文

2 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：監査制度
〈授業の概要〉
　本講は，わが国における公認会計士による監査制度について正し
く理解することを目的とする。そのために，監査基準や実務指針に
関する概説書の講読だけでなく，株式会社が財務報告に利用する財
務諸表の監査についての基礎についても学ぶ。さらに，公認会計士
監査制度に関する国家試験の問題を用いた演習も行う。
〈到達目標〉
　わが国の金融商品取引法の下における監査制度について正しく理
解し，公認会計士試験の短答式問題を解答できる知識を習得する。

２．授業内容
　第 1回：監査基準
　第 2回：監査人の適格性
　第 3回：監査人の責任
　第 4回：重要な虚偽の表示
　第 5回：監査リスク
　第 6回：監査計画
　第 7回：不正リスク対応基準
　第 8回：内部統制
　第 9回：監査手続
　第10回：監査要点
　第11回：意見表明の基礎
　第12回：四半期レビュー
　第13回：内部統制監査
　第14回aのみ：まとめ

３．履修上の注意
　直接仕訳等をするわけではないが，会計に関する知識があること
を前提に講義をするので会計関連科目を履修しておくこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
〈事前学習〉
　事前に各単元の範囲の監査基準・実務指針に目を通して概要を把
握しておくこと。
〈事後学習〉
　今回受講した内容をまとめて復習し，関連する問題を解くこと。

５．教科書
　レジュメを配布する

６．参考書
・監査基準
・内部統制基準
・監査基準委員会報告書

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への貢献度と毎回のミニテスト，まとめ回の確認テストを実
施して，総合的に評価する。期中ミニテスト（50%），まとめ時の
テスト（50%）

９．その他
　監査基準の改訂等の状況に応じて各回のテーマを変更する場合が
ある。



― 379 ―

科目ナンバー：（BA）ACC996J

会計学特別講義Ａ〔Ｍ〕 加 藤 友 佳

2 単位 1年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
テーマ：「会計」を理解して将来の選択肢を広げよう！
〈授業の概要〉
本授業では，各界の第一線で活躍される実務家や専門家を講師としてお招きし，学問
として取り上げる「会計」が企業や組織のなかでどのように活かされ，社会にどのよ
うに役立っているのかについて理解を深める。「会計」は様々な領域やレベルで活用さ
れるものである。そのため，学生が大学で「会計」を学ぶことは大きな意義がある。
講師の豊富な経験や考え方，最新の実務のケースを伺いながら，「会計」に関する知見
を深め，職業選択やキャリア形成の一助になることを目的とする。

２．授業内容
第 1回　イントロダクション　明治大学経営学部　加藤友佳
第 2回　公認会計士の視点　1
　　　　　 公認会計士，アカウンティングワークス株式会社　代表取締役　花房幸範氏
第 3回　公認会計士の視点　2
　　　　　 公認会計士，アカウンティングワークス株式会社　代表取締役　花房幸範氏
第 4回　公認会計士の視点　3
　　　　　 公認会計士，アカウンティングワークス株式会社　代表取締役　花房幸範氏
第 5回　米国公認会計士・コンサルタントの視点
　　　　　 米国公認会計士，株式会社オオツ・インターナショナル　代表取締役社長　

大津広一氏
第 6回　企業財務担当者の視点
　　　　　株式会社日立製作所　財務統括本部長　今給黎真一氏
第 7回　企業経営者の視点
　　　　　ハマナス株式会社　代表取締役CEO　本城直季氏
第 8回　プロジェクトマネジャーの視点
　　　　　株式会社M&Aセンターマネジャー　大澤卓也氏
第 9回　公認会計士の視点
　　　　　公認会計士　瀧澤裕也氏
第10回　金融機関の視点
　　　　　みずほ信託銀行個人営業課長　高見澤章氏
第11回　国家公務員の視点
　　　　　総務省行政評価局元局長　讃岐建氏
第12回　公認会計士の視点
　　　　　公認会計士， 税理士法人オフィス921　村田俊祐氏
第13回　税理士の視点
　　　　　 税理士，税理士法人山田＆パートナーズパートナー・アドバイザリー本部

長　宇田川隆氏
第14回　起業家の視点
　　　　　 ビジョナル・インキュベーション株式会社BizReach SUCCEEDプロデューサー　

青山弘幸氏

３．履修上の注意
本授業では，メディア授業科目として開講される。授業はオンデマンド配信型で実施
され，授業動画はOh-o! Meijiにアップロードされる。授業動画は原則，毎週火曜日ま
でに公開し，そこから1週間の視聴が可能である。また，毎回の講義動画に対して，リ
アクションペーパーの提出を求め，出席確認及び理解度確認を行う。
なお，リアクションペーパーについては，必ず提示されたひな形を用いて提出すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
予習はとくに必要ないが，授業で取り上げた箇所の復習を1時間程度，丁寧に行うこと。

５．教科書
教科書の指定はない。各講師から指示がある。

６．参考書
本授業では，以下の書籍を参考書として指定する。
　『ビジネススクールで身につける会計×戦略思考』，大津広一，（日本経済新聞出版）
　『英語の決算書を読むスキル』，大津広一，（ダイヤモンド社）
　『ビジネスモデル分析術　数字とストーリーでわかるあの会社のビジョンと戦略1・
2』，望月実・花房幸範・三木孝則，（CCCメディアハウス）
　『内定をもらえる人の会社研究術 : エントリーシートで目にとまる・面接で「でき
る！」と思わせる人の会社研究術』，望月実・花房幸範，（CCCメディアハウス）
　『就活の新常識!学生のうちに知っておきたい会計』，望月実・花房幸範，（CCCメディ
アハウス）
　『だから，会計業界はおもしろい！税理士・会計士・コンサルの未来』，山田淳一郎
編著，（中央経済社）

７．課題に対するフィードバックの方法
最終レポート提出後にコメントを公表する。

８．成績評価の方法
成績については以下の基準に従って評価する。
平常点（参加状況，リアクションペーパー，最終レポート）：100％
※対面形式での試験は行わない。
※なお，3分の2以上の出席が確認できない履修者については評価の対象とならない。

９．その他
　本授業は原則としてオムニバス形式で開講される。ご担当いただく講師は，各界の
第一線で活躍されている方々であり，公認会計士，税理士，米国公認会計士，コンサ
ルタント，国税専門官，プロジェクトマネージャー，金融機関担当者，財務担当責任者，
国家公務員，企業経営者，大学教員などバラエティに富んでいる。

科目ナンバー：（BA）ACC991J

会計学特別講義Ａ 浅 見　 透

2 単位 1年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：職業会計人になりたい人の税務基礎知識
〈授業の概要〉
　本授業は，公認会計士や税理士などの職業会計人を目指そうとし
ている者のための，税法の基礎の基礎を学ぶ入門的な講義である。
職業会計人は，会計，税法，経営，経済，人事，法務その他あらゆる
分野において高度な知識を常に身につけ，これを深く理解し，クライ
アントに対し最高のコンサルティングを提供することを使命とする。
その中でも税法は複雑難解であり，また，常に最新の税法改正に対
応しなければならないため，職業会計人にとって，研究に多くの時間
を必要とする分野である。そして，税法の中でも所得税法，法人税法，
相続税法及び消費税法の理解は不可欠である。本授業は，初学者を
対象に，これらの税法の基礎的な知識を身につけることを目的とす
る。講師の著書及び講師が作成するレジュメにより，最新の税法の基
礎知識を解説していく。講師は現職の開業税理士であるため，実務
現場において税務がどのように運用されているかを，現在進行形の実
例により具体的に解説する。また，各税法の立法趣旨をその成立の
時代背景や経済情勢などを含めて示し，さらに，設例問題を解くこと
によって，理論と実務の両面から各税法の役割を理解させる。
〈到達目標〉
　本授業の到達目標は，職業会計人にとって必要な税法の基礎知識
を習得すること及び実務的な税務判断の基礎を理解することである。

２．授業内容
　第 1回　税理士，会計士とは　日本の税法の種類とその概要
　第 2回　各税法の課税標準と税額計算の概要
　第 3回　消費税法1　消費税法の基本用語と基本構造
　第 4回　消費税法2　消費税法の納税義務者と課税標準等
　第 5回　消費税法3　消費税法の課税方式と計算方法
　第 6回　相続税法1　民法相続税編の概要（中間課題1）
　第 7回　相続税法2　相続税の税額計算の概要
　第 8回　相続税法3　贈与税の税額計算の概要
　第 9回　所得税法1　所得税法の概要
　第10回　所得税法2　所得税法の各種所得金額の計算
　第11回　所得税法3　所得税法の所得控除と税額計算
　第12回　 法人税法1　法人税法の概要と課税標準の計算（中間課

題2）
　第13回　法人税法2　法人税法の課税所得と税額計算
　第14回　法人税法3　申告調整の個別論点

３．履修上の注意
　税法をはじめて学習する履修者向けに解説を行う。簿記及び会計
学の知識がなくても理解はできるが，ある程度の知識があるとさら
に理解が深まる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
講義前に，教科書またはレジュメにひととおり目をとおすこと。ま
た，講義後に教科書またはレジュメを再度読み直して復習すること。
レジュメは，講義の前に配布する。

５．教科書
『はじめての法人税』　浅見透　（日本法令）
講師作成のレジュメ

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の授業について，oh-o!Meijiを通じて課題を配信する。
　第6回と第12回に，中間課題を出す。解答解説は，提出締切後，
oh-o!Meiji上を通じて配信する。

８．成績評価の方法
　出席を前提に，毎回課題（20%），中間課題（40％），定期試験
（40%）にて評価

９．その他
　なし
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科目ナンバー：（BA）ACC991J

会計学特別講義Ｂ 鈴 木 研 一

2 単位 1年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：プロジェクトのマネジメントコントロール入門
＜概要＞
不確実性の高い時代において，リスクを最小化しながら，組織は存続をかけ様々な変革を成
し遂げようとし，プロジェクトを編成して具体的な課題に取り組む必要があります。そのた
め，プロジェクト・マネジメントに高い関心が寄せられ，その活用が模索されている。プロ
ジェクト・マネジメントの適応範囲は，社会基盤整備や資源開発，新製品開発，エンジニア
リング，IT・情報通信システム構築，国際協力事業，経営革新など幅広いのです。
しかし，プロジェクト・マネジメント関連の講座を持つ大学は，日本では限定的なのです。
そこで，このギャップを埋めるために企画された。実務家が先行するテーマであるので，日
本のプロジェクト・マネジメントをリードする実務家としての長年の経験を持ち,同分野の研
究を行っている，香川大学・中村正伸教授に講義設計をお願いしました。プロジェクト・マ
ネジメントの構成要素は，管理会計におけるマネジメント・コントロール・システムのそれ
らと類似しています。本講は管理会計を深く理解するためにも有益です。
＜到達目標＞
プロジェクト・マネジメントの構成要素について，全体像と相互関係を理解しましょう。

２．授業内容
第 1 回　プロジェクトと管理会計
　　　　　講義，リアルタイムオンライン方式
　　　　　経営学部　教授　鈴木研一
第 2 回　プロジェクト・マネジメント概論
　　　　　講義，対面方式
　　　　　香川大学大学院　地域マネジメント研究科　教授　中村正伸
第 3 回　プロジェクト・マネジメント手法：スコープ
　　　　　講義，グループ・ディスカッション，対面方式
　　　　　対面方式
　　　　　香川大学大学院地域マネジメント研究科　教授　中村正伸
第 4 回　プロジェクト・マネジメント手法：スケジュール
　　　　　講義，グループ・ディスカッション
　　　　　対面方式
　　　　　香川大学大学院地域マネジメント研究科　教授　中村正伸
第 5 回　プロジェクト・マネジメント手法：コスト
　　　　　講義，グループ・ディスカッション
　　　　　対面方式
　　　　　香川大学大学院地域マネジメント研究科　教授　中村正伸
第 6 回　〈特別講演〉「グローバル人材とは？グローバル人材になるためには？」
　　　　　 四国電力（株）　事業企画部　海外事業推進室　コンサルティンググループ　副

リーダー藤澤慶哲
　　　　　リアルタイムオンライン方式（予定）
　　　　　パレクセル・インターナショナル株式会社　開発企画部　ディレクター　末松裕之
第 7回　〈特別講演〉「グローバル人材とは？グローバル人材になるためには？」
　　　　　対面方式（予定）
　　　　　パレクセル・インターナショナル株式会社　開発企画部　ディレクター　末松裕之
第 8回　プロジェクト・マネジメント手法についての振り返り
　　　　　講義，対面方式
　　　　　香川大学大学院　地域マネジメント研究科　教授　中村正伸義
第 9回　プロジェクト・リスク・マネジメント概論
　　　　　講義，対面方式
　　　　　香川大学大学院地域マネジメント研究科　教授　中村正伸
第10回　プロジェクト・リスク・マネジメント：計画策定時の対応
　　　　　講義，グループ・ディスカッション，対面方式
　　　　　香川大学大学院地域マネジメント研究科　教授　中村正伸
第11回　プロジェクト・リスク・マネジメント：プロジェクト開始後の対応
　　　　　講義，グループ・ディスカッション，対面方式
　　　　　香川大学大学院地域マネジメント研究科　教授　中村正伸
第12回　〈特別講演〉「プロジェクトによる技術開発マネジメント」
　　　　　講義，対面方式（予定）
　　　　　イノベーションマネジメント株式会社　マネージングコンサルタント 佐藤裕也
第13回　〈特別講演〉「グローバル企業においてプロジェクト組織で働くということ」
　　　　　講義，リアルタイムオンライン方式（予定）
　　　　　Figma Japan株式会社 Community Support Specialist 徳永康彦
第14回　まとめ・期末レポート課題の提示
　　　　　リアルタイムオンライン方式
　　　　　経営学部　教授　鈴木研一

３．履修上の注意
50名以内（グループを固定して，ディスカッションを行うため）。
遅刻は出席としてカウントしない場合があります（ディスカッション等に支障をきたすため）。
出席が 3分の 2に満たない場合は失格とします（ディスカッション等に支障をきたすため）。
ゲストスピーカーを招待しての講演を予定しており，失礼のないように明治大学の学生とし
ての品位と自覚を持つこと。
私語，飲食，内職等は，発見次第退席を命じます（次回以降の出席を認めません）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
プロジェクト・マネジメントについての専門的な用語や手法が講義内で数多く説明される。
配布される資料を用いて復習を必ず行うこと。

５．教科書
配布レジュメ。

６．参考書
PMI［2022］『プロジェクトマネジメント知識体系ガイド第 7 版（PMBOK ガイド）』Project 
Management Institute Inc..

７．課題に対するフィードバックの方法
授業中に行います。

８．成績評価の方法
最終レポート50点，ゲスト講師の話を受けての小レポート20点（ 5 点× 4 人），授業内での
ディスカッションへの取り組み20点, 平常点10点。

９．その他
特にありません。

科目ナンバー：（BA）ACC991J

会計学特別講義Ｄ 大 倉　 学

2 単位 1年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：会計ルールを「読む」
〈概　　要〉
　本講義は，制度会計としての「財務会計」を支える我が国の各種
の「ルール」について，その構造的特質の理解を通して各種資格試
験における理論問題に備えた基礎知識を学ぶものである。
〈到達目標〉
　ルールの単なる「暗記」で各種資格試験勉強とするのではなく，
そのルールの背景と基礎とする理論に基づいた知識をもって規定の
解釈ができることを目標とする。

２．授業内容
　第 1回：イントロダクション
　第 2回：法と基準：強制力と準強制力
　第 3回：ルール設定主体の性質とルールのあり方
　第 4回：ルールに関する基礎知識（1）：演繹法と帰納法等
　第 5回：ルールに関する基礎知識（2）：原則主義と細則主義等
　第 6回：現行会計基準の構成と特徴
　第 7回：会社法についての基礎知識
　第 8回：金融商品取引法についての基礎知識
　第 9回：企業会計原則についての基礎知識
　第10回：現行会計基準についての基礎知識
　第11回：具体的検討（1）（ディスカッションを含む）
　第12回：具体的検討（2）（ディスカッションを含む）
　第13回：具体的検討（3）（ディスカッションを含む）
　第14回：ルール変更の功罪

３．履修上の注意
　第11回から第13回のテーマは　履修生の皆さんと検討する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各講義において次回のポイントを指摘するので関連事項・専門用
語の整理・確認をしておくこと。
　また，各講義において前回の要点整理をするので継続的な復習を
必要とする。

５．教科書
　特に定めない。レジュメを配布する。

６．参考書
　『会計基準の読み方Ｑ&Ａ』秋葉賢一著（中央経済社）
　その他適宜提示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
リアクション・ペーパー，課題レポートについては，Oh-o ！ Meiji
システムで全体講評および個別コメントにて対応する。

８．成績評価の方法
　平常点（20％），レポート（10％），定期試験（70％）
　平常点は数回に1度のリアクション・ペーパー提出およびディス
カッションにおける積極的姿勢を対象とする。

９．その他
　特に無し。
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科目ナンバー：（BA）ACC536E

Advanced Financial Accounting A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This course provides a comprehensive knowledge of financial 
accounting and reporting. For each topic covered, the theory and 
technical details of the U.S. Generally Accepted Accounting 
Principles (GAAP) are presented and after that, we discuss the 
differences between the U.S. GAAP and the International Financial 
Reporting (IFRS). The goal is to acquire an in-depth understanding 
of financial accounting and reporting as accounting profession.

２．授業内容
 1.　 Introduction: Financial Accounting and Accounting Standards 

（Media Class Realtime Live)
 2.　Database Learning （Media Class Realtime Live)
 3.　 Conceptual Framework for Financial Reporting （Media Class 

Realtime Live)
 4.　 The Accounting Information System （Media Class Realtime 

Live)
 5.　 Income Statement and Related Information （Media Class 

Realtime Live)
 6.　 Balance Sheet and Statement of Cash Flows （Media Class 

Realtime Live)
 7.　Mid-Term Exam （Media Class Realtime Live)
 8.　Cash and Receivables （Media Class Realtime Live)
 9.　 Valuation of Inventories: A Cost-Basis Approach （Media Class 

Realtime Live)
10.　 Inventories: Additional Valuation Issues （Media Class Realtime 

Live)
11.　 Acquisition and Disposition of Property, Plant, and Equipment 

（Media Class Realtime Live)
12.　 Depreciation, Impairments, and Depletion （Media Class 

Realtime Live)
13.　Review （Media Class Realtime Live)
14.　Final Exam （Media Class Realtime Live)

３．履修上の注意
　Since every class proceeds using Power Point Slides. Please bring 
a laptop computer to each class.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Please read the content of each chapter before the class 
following the syllabus. After lecture, please work on the 
assingments for each chapter as the review.

５．教科書
　Donald E. Kieso, Jerry J. Weygandt, Terry D. Warfield. 
Intermediate Accounting, 17th Edition. ISBN: 978-1-119-50368-2 
February 2019

６．参考書
　N/A

７．課題に対するフィードバックの方法
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

８．成績評価の方法
　Class Contribution 15%
　Assignments 15%
　Midterm Exam 30%
　Final Exam 40%
　No face-to-face testing is conducted.

９．その他
　This course is offered as a media class course. All classes are 
conducted live in real time, and the ZOOM LINK and PW are 
delivered from Oh-o! Meiji. Class materials and assignments are 
uploaded from Oh-o! Meiji.

科目ナンバー：（BA）ACC536E

Advanced Financial Accounting B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This course extends a comprehensive knowledge of financial 
accounting to advanced topics. The goal is to obtain an in-depth 
knowledge of current topics in financial accounting area and to 
acquire the skills for interpreting financial information.

２．授業内容
 1.　Intangible Assets　（Media Class Realtime Live)
 2.　Data Learning （Media Class Realtime Live)　
 3.　 Current Liabilities and Contingencies　（Media Class Realtime 

Live)
 4.　Long-Term Liabilities　（Media Class Realtime Live)
 5.　Stockholders' Equity　（Media Class Realtime Live)
 6.　Revenue Recognition　（Media Class Realtime Live)
 7.　Mid-Term Exam　（Media Class Realtime Live)
 8.　Accounting for Income Taxes　（Media Class Realtime Live)
 9.　 Accounting for Pensions and Postretirement Benefits　（Media 

Class Realtime Live)
10.　Accounting for Leases　（Media Class Realtime Live)
11.　Statement of Cash Flows　（Media Class Realtime Live)
12.　 Full Disclosure in Financial Reporting　（Media Class Realtime 

Live)
13.　Review　（Media Class Realtime Live)
14.　Final Exam　（Media Class Realtime Live)

３．履修上の注意
　Since every class proceeds using Power Point Slides. Please bring 
a laptop computer to each class.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Please read the content of each chapter following the syllabus. 
After class please work on the assingment for each chapter as a 
review.

５．教科書
　Donald E. Kieso, Jerry J. Weygandt, Terry D. Warfield. 2019. 
Intermediate Accounting, 17th Edition. Wiley. Intermediate 
Accounting, 17th Edition.ISBN: 978-1-119-50368-2 February 2019.

６．参考書
　N/A

７．課題に対するフィードバックの方法
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

８．成績評価の方法
　Class Contribution 15%
　Assignments 15%
　Midterm Exam 30%
　Final Exam 40%
　No face-to-face testing is conducted.

９．その他
　This course is offered as a media class course. All classes are 
conducted live in real time, and the ZOOM LINK and PW are 
delivered from Oh-o! Meiji. Class materials and assignments are 
uploaded from Oh-o! Meiji.
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科目ナンバー：（BA）ACC536E

Financial Statement Analysis A〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This course provides a comprehensive framework for business 
analysis and valuation by using financial statement information. 
Students can learn not only the concepts and principles for 
evaluating a firm's financial performance and predicting its future 
economic condition but also tools for the financial statements 
analysis. Topics are covered: Strategy Analysis, Accounting 
Analysis, Financial Analysis, and Prospective Analysis. The goal is 
to understand the basic principles of fundamental analysis and to 
obtain skills and techniques to analyze the financial statements and 
determine the fundamental value.

２．授業内容
Class 1： Introduction: Framework for Business Analysis and 

Valuation　（Media Class Realtime Live)
Class 2：Strategic Analysis　（Media Class Realtime Live)
Class 3：Database Learning (1)　（Media Class Realtime Live)
Class 4：Database Learning (2)　（Media Class Realtime Live)
Class 5：Accounting Analysis (1)　（Media Class Realtime Live)
Class 6：Accounting Analysis (2)　（Media Class Realtime Live)
Class 7： Financial Analysis: Ratio Analysis　（Media Class Realtime 

Live)
Class 8： Financial Analysis: Cash Flow Analysis　（Media Class 

Realtime Live)
Class 9： Prospective Analysis: Forecasting　（Media Class Realtime 

Live)
Class 10： Prospective Analysis: Valuation Theory and Concepts　

（Media Class Realtime Live)
Class 11： Earnings quality: Accruals Management　（Media Class 

Realtime Live)
Class 12： Earnings quality: Real Management　（Media Class 

Realtime Live)
Class 13：Paper Presentation (1)　（Media Class Realtime Live)
Class 14：Paper Presentation (2)　（Media Class Realtime Live)

３．履修上の注意
　Since every class proceeds using Power Point Slides. Please bring 
a laptop computer to each class.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Please read the content of each chapter following the syllabus. 
After class, please work on the assingments for each chapter as a 
review.

５．教科書
　Business Analysis Valuation: Using Financial Statements, Krishna 
G. Palepu and Paul M. Healy 5th edition, 2013. South-Western 
College Publishing (ISBN-10: 1111972303|ISBN-13: 978-1111972302).
　Earnings Management and Earnings Quality: Evidence from 
Japan, Masumi Nakashima, 2015, Hakuto Shobo Publishing (ISBN: 
9784561362104)

６．参考書
　N/A

７．課題に対するフィードバックの方法
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

８．成績評価の方法
　Contribution to class: 15％ , Assignment: 15％ , Presentation: 20
％ , and Paper: 50％ . No face-to-face testing is conducted.

９．その他
　This course is offered as a media class course. All classes are 
conducted live in real time, and the ZOOM LINK and PW are 
delivered from Oh-o! Meiji. Class materials and assignments are 
uploaded from Oh-o! Meiji.

科目ナンバー：（BA）ACC536E

Financial Statement Analysis B〔M〕
【大学院経営学研究科共同設置科目（GSBA）】

NAKASHIMA MASUMI

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

１．授業の概要・到達目標
　This course provides a comprehensive framework for business 
analysis and valuation by using financial statement information. 
Students can learn not only the concepts and principles for 
evaluating a firm's financial performance and predicting its future 
economic condition but also tools for the financial statements 
analysis. Topics are covered: Strategy Analysis, Accounting 
Analysis, Financial Analysis, and Prospective Analysis. The goal is 
to understand the basic principles of fundamental analysis and to 
obtain skills and techniques to analyze the financial statements and 
determine the fundamental value.

２．授業内容
Class 1： Prospective analysis: Valuation Implementation （Media 

Class Realtime Live)
Class 2：Database Learning (1) （Media Class Realtime Live)
Class 3：Database Learning (2) （Media Class Realtime Live)
Class 4：Equity Security Analysis （Media Class Realtime Live)
Class 5： Credit Analysis and Distress Prediction (1)（Media Class 

Realtime Live)
Class 6： Credit Analysis and Distress Prediction (2)（Media Class 

Realtime Live)
Class 7：Merger and Acquisitions (1)（Media Class Realtime Live)
Class 8：Merger and Acquisitions (2)（Media Class Realtime Live)
Class 9： Communication and Governance (1)（Media Class 

Realtime Live)
Class 10： Communication and Governance (2)（Media Class 

Realtime Live)
Class 11：Case Study (1)（Media Class Realtime Live)
Class 12：Case Study (2)（Media Class Realtime Live)
Class 13：Paper Presentation (1)（Media Class Realtime Live)
Class 14：Paper Presentation (2)（Media Class Realtime Live)

３．履修上の注意
　Since every class proceeds using Power Point Slides. Please bring 
a laptop computer to each class.

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Please read the content of each chapter following the syllabus. 
After class, please work on the assingment for each chapter as a 
review.

５．教科書
　Business Analysis Valuation: Using Financial Statements, Krishna 
G. Palepu and Paul M. Healy 5th edition, 2013. South-Western 
College Publishing (ISBN-10: 1111972303|ISBN-13: 978-1111972301).
　Earnings Management and Earnings Quality: Evidence from 
Japan, Masumi Nakashima, 2015, Hakuto Shobo Publishing (ISBN: 
9784561362104)

６．参考書
　N/A

７．課題に対するフィードバックの方法
Assignments are conducted in class as part of active learning, so 
feedback are given in class or via email at a later date.

８．成績評価の方法
　Contribution to class: 15％ , Assignment: 15％ , Presentation: 20
％ , and Paper: 50％ . No face-to-face testing is conducted.

９．その他
　This course is offered as a media class course. All classes are 
conducted live in real time, and the ZOOM LINK and PW are 
delivered from Oh-o! Meiji. Class materials and assignments are 
uploaded from Oh-o! Meiji.
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科目ナンバー：（BA）MAN271J

行 政 経 営 論
【2021年度以降入学者対象】

菊 地 端 夫

2 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　かつて，行政の活動とは民間企業の経営とは異なる原理で行われ
るものであるとし，行政の管理と民間の経営管理は厳密に区別をさ
れ運用されてきました。しかし20世紀後半から，行政も積極的に民
間の経営手法を摂取していこうという考え方が登場し，また「公共
的なるもの」がこれまでの政府や行政の独占物ではなく，民間企業
やNPO，そして市民個々人による参加と協働によって形成されるも
のであるという理念が広まるようになりました。今日，行政経営と
民間企業経営の手法の垣根は，相対化しつつあります。
　この授業では，まずは学習の対象となる行政がどういった構造や
制度で運営されているかを把握した後に，行政経営の歴史的発展経
緯やその原理を把握し，行政経営論の考え方がどのように具現化さ
れているのかを考察していきます。

〈到達目標〉
　行政の制度を理解したうえで，行政経営の原理と考え方，実践例
を把握することを到達目標とします。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション
　第 2回： 行政経営の基礎理論：何を経営するのか・民間企業・非

営利組織の経営との相違とは
　第 3回： 行政経営の基礎理論：行政の守備範囲（行政の発達と概

念）
　第 ４回：行政経営の基礎理論：政治と行政の接点領域
　第 ５ 回： 行政経営の基礎理論：行政と市場の関係，New Public 

Management他
　第 6回： 行政の構造・制度：国際行政組織，中央省庁，独立行政

法人，国営・国有企業他
　第 ７回：行政の構造・制度：地方自治の制度・運営
　第 8回：行政の構造・制度：地方分権の歴史①分権改革
　第 ９回：行政の構造・制度：地方分権の歴史②市町村合併
　第１0回：行政の構造・制度：財政・税制の仕組み
　第１１回：行政の構造・制度：公務員制度とHR
　第１2回：行政の構造・制度：公共政策の仕組み
　第１3回：行政の構造・制度：市民参加の理論と実践
　第１４回：講義全体の振り返り

３．履修上の注意
　特になし。公共経営学科の学生のみならず，経営学科，会計学科
の学生で行政や幅広い公共のマネジメントに興味のある学生の履修
をお勧めします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回講義で配布する資料や新聞記事等を精読し，復習を行うこ
と。不明な点があれば講義前後に質問をすること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　特に定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
 中間レポートは学期中に講評を行う。

８．成績評価の方法
　講義への貢献度30％，レポート課題30％，期末試験４0％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN271J

行政経営戦略論 菊 地 端 夫

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　かつて，行政の活動とは民間企業の経営とは異なる原理で行われ
るものであるとし，行政の管理と民間の経営管理は厳密に区別をさ
れ運用されてきました。しかし20世紀後半から，行政も積極的に民
間の経営手法を摂取していこうという考え方が登場し，また「公共
的なるもの」がこれまでの政府や行政の独占物ではなく，民間企業
やNPO，そして市民個々人による参加と協働によって形成されるも
のであるという理念が広まるようになりました。今日，行政経営と
民間企業経営の手法の垣根は，相対化しつつあります。
　この授業では，こういった行政経営の歴史的発展経緯やその原理
を把握した後，個々の実践例をみていくことにより，行政経営論の考
え方がどのように具現化されているのかを考察していきます。なお，
実際に行政経営改革に取り組んでいる方をゲストとしてお呼びし，行
政経営の醍醐味と難しさなどについてもお話いただく予定です。
〈到達目標〉
　行政経営の各原理を理解し，具体的な実践例を把握・分析する能
力を身に付けることを到達目標とする。

２．授業内容
　第 １講：イントロダクション
　第 2講：行政経営の理論とは何か
　第 3講：行政経営：マーケティングの理論
　第 ４講：行政経営：マーケティングの実践
　第 ５講：行政経営：行政における経営品質，戦略とは①
　第 6講：行政経営：行政における経営品質，戦略とは②
　第 ７講：行政経営：法務マネジメント①
　第 8講：行政経営：法務マネジメント②（都市計画，景観）
　第 ９講：行政経営：サービス戦略（民営化）①
　第１0講： 行政経営：サービス戦略（PFI，指定管理者制度，アウ

トソーシング）②
　第１１講：行政経営に携わる民間組織：その市場規模と将来
　第１2講： 行政経営：業績マネジメント，行政におけるパフォーマ

ンスとは
　第１3講：行政経営：ゲスト講義（予定）
　第１４講：まとめ講義

３．履修上の注意
本講義は「行政経営論」の応用科目の位置づけですが，「行政経営
論」の履修の有無に関係なく，どなたでも履修することができます。
公共経営学科の学生のみならず，経営学科，会計学科の学生で行政
や幅広い公共のマネジメントに興味のある学生の履修をお勧めしま
す。また，「行政経営論」，「行政経営戦略論」の内容を英語で学ぶ
「Introduction to Public Management」（秋学期水曜 3時限目）の履
修もお勧めします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回講義で配布する資料や新聞記事等を精読し，復習を行うこ
と。不明な点があれば講義前後に質問をすること。「公務員」がテ
ーマや主人公である小説，映画は意外に身近です。どういったもの
があるか，探してみてください。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　特に定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　中間レポートは学期中に講評を行う。

８．成績評価の方法
　講義への貢献度30％，レポート課題30％，期末試験４0％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN271E

Introduction to Public Management KIKUCHI MASAO

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Outline〉
　This course introduces students to the basic principles, issues 
and practices involved in the management of public organizations. 
The course is structured roughly into two modules. In the first 
module, the course focuses on topics related to the basics of public 
management and governance issues. In the second module, 
students are required to have group work on the comparative 
study of public management issues across countries, considering 
diversified students background. The course therefore draws 
heavily on student participation, toward the goal of building 
student capacity to prevent, diagnose, and remedy managerial 
challenges in complex organizational, social, economic, and 
political environments.

〈Objectives〉
　By the end of this course, students should be able to have deep 
understanding of basic principles, issues, and practical knowledge 
involved in the management of public organizations.

〈Message for International Exchange Students〉
　Your active participation in the class, and interaction with Meiji 
students are highly appreciated.

2. Course Content
　Week １ : Course Introduction
　Week 2 : Understanding Public Management and Governance
　Week 3 : Models of Public Administration and Management
　Week ４ : Models of Central Local Relations
　Week ５ : Public Participation and Involvement
　Week 6 : Financial Management in Public Sector Organizations
　Week ７ : Marketing and Quality Management in Public Sector
　Week 8 : Group Work: Team Building
　Week ９ : Group Work and Mentoring
　Week １0 : Group Work and Mentoring
　Week １１ : Group Work and Mentoring
　Week １2 : Group Work and Mentoring
　Week １3 : Group Work Presentation
　Week １４ : Group Work Presentation and Overview of the Course
*Course contents and class order may change.

3. Registration Requirements
　※本科目の履修に必要な英語力の目安は，TOEIC 500程度である。
　The TOEIC level necessary for registering for this course is 
around 500.

4. Course Preparations
　Students are required to make group presentations out of the 
classes. Active participation both in and out of classes is highly 
encouraged.

5. Textbook (s)
　There is no required text book.

6. Reference Book (s)
　List of books and papers for references for further learning will 
be provided in the classes.

7. How to provide Feedback to assignments
Feedback from the instructor is given in the group working 
motoring sessions, and in the presentation QA session.

8. Assessment
　Active Class Participation: 30%, Group Work Presentation:30%, 
Term Paper: ４0%

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN391E

Social Impact Investment TSUKAMOTO ICHIRO

Credits: 2 Year: 3
Spring 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
〈Course Purpose〉
　This course focuses on social impact investments as one form of sustainable investments. 
Through this course students will learn about theories, cases and business models regarding 
social impact investments which have been developing worldwide.　Understanding impact 
investing will help students to design and propose alternative solutions for addressing social 
problems with using private capital and public-private partnership.

〈Learning Objectives〉
　The goals of this course are for students to be able to （１） understand socioeconomic and 
environmental backgrounds and current social impact of social impact investing, （2） 
understand typical framework, key concepts and theories of social impact investing 
including social impact bonds （SIBs）, （3）analyze potential and challenges of social impact 
investing as means of resolving social problems, （４） talk about alternative solutions for 
social problems with using social impact investing and partnership framework.

2. Course Content
〈Schedule〉
　〔１〕Orientation/ Outline of the course
　〔2〕Overview of sustainable and impact investing
　〔3〕Overview of social impact investments　and　understanding key concepts and theories
　〔４〕Overview of international movement of social impact investments
　〔５〕Introduction to Green Bonds and case studies
　〔6〕Introduction to Social Bonds and case studies
　〔７〕Introduction to Social Impact Bonds
　〔8〕Social Impact Bonds and outcome-based commissioning
　〔９〕Case studies on social impact bonds in the field of children and the youth support
　〔１0〕Case studies on social impact bonds in the field of criminal justice
　〔１１〕Case studies on social impact bonds in the field of homelessness
　〔１2〕Case studies on social impact bonds in the field of healthcare.
　〔１3〕 Case studies on development impact bonds（DIBs） in the field of international 

Development
　〔１４〕Impact evaluation and social impact investments

3. Registration Requirements

4. Course Preparations
　Through this course, except an introduction, summary of content of an each lecture is 
uploaded at Oh-o! Meiji in advance. Students are all expected to look through it as a 
preparation for the lecture.
　After an each lecture, students are all expected to review the essence and key concepts 
which were taught in　the lecture.

5. Textbook (s)

6. Reference Book (s)
　GSIA（20１９） Sustainable Investor Poll on TCFD Implementation
　http://www.gsi-alliance.org/wp-content/uploads/20１９/１2/Global-Sustainable-Investment-
Alliance-TCFD-Poll.pdf
　GIIN（2020） THE STATE OF IMPACT MEASUREMENT AND MANAGEMENT PRACTICE, 2nd 
ed.
　https://thegiin.org/assets/GIIN_State%20of%20Impact%20Measurement%20and%20
Management%20Practice_Second%20Edition.pdf
　Morgan Stanley（20１９） Investing with Impact -Creating Economic, Social and 
Environmental Value
　https://www.morganstanley.com/auth/content/dam/msdotcom/en/assets/pdfs/articles/
investing-with-impact-brochure.pdf
　Tsukamoto., I and C.H. Sin. （20１９） Political contexts and inter-organizational relations in 
SIBs ― Comparative study on SIBs in Japan and the UK. Presented at IRSPM Annual 
Conference 20１９, Victoria University of Wellington
　http://inpms.jp/wp-content/uploads/20１９/0７/SIBsTsukamotoSin-full-paper-IRSPM-20１９-
conference-final-version１60４20１９.pdf
　Wooldridge,R., N. Stanworth, and J. Ronicle. （20１９） A study into the challenges and 
benefits of the Social Impact Bond commissioning process in the UK - Final Report
　https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/
attachment_data/file/8４４１９0/A_study_into_the_challenges_and_benefits_of_the_SIB_
commissioning_process._Final_Report.pdf

7. How to provide Feedback to assignments

8. Assessment
　This course will be composed of four topics -impact investing （02-0４）, overview of social 
impact bonds（0５-0７）, case studies（08-１１）, impact evaluation and improvement of SIBs 

（１2-１４）.
　In the end of each topic lecture, topic report should be uploaded to Oh-o! Meiji within a 
week after the scheduled lesson date.
　- four topic reports （more than １20 words per report）, weighted 20% each - 80%
　- １0 answers to specific questions posed at each lesson（１0 lessons）.
　\u00002７a１Brief answer （around 30 to ５0 words will be okay.）, weighted 2% each-20%

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

公 共 思 想 論 枝 村 祥 平

2 単位 2年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　公共の場における個人にあるべき行動規範や，どのような公共の場を設
定・提供していけばいいのかについて，さまざまな思索がこらされていま
す。本講義では，過去の偉大な思想家たちの議論を参考にし，また現代の
具体的な問題にも触れながら，行動規範などについて考えていきます。

〈到達目標〉
　１． 増税・死刑・治療中止など現代の重要な問題について，具体的な事

件や問題となる概念枠組みを理解した上で，自分の意見を形成する。
　2． プラトン，アリストテレス，カント，ミルなど重要な思想家が書い

た古典で，倫理にまつわるどのような議論が示されているのか，そ
れらがなぜ現代に生きる私たちと関係があるのかを理解する。

２．授業内容
　第 １回　ガイダンス
　第 2回　 功利主義　I　快楽主義の祖であるエピクロスの思想，功利主

義の祖であるベンサムの思想を学ぶ。
　第 3回　 功利主義　II　功利主義を折衷的に発展させたジョン・スチュ

アート・ミルの思想を，彼の表現の自由の基礎づけとともに学ぶ。
　第 ４回　 カントと義務論　I　結果を重視して行為を正当化する考え方

と動機を重視して行為を正当化する考え方を対比して学び，そ
して後者の考え方を示した代表的な哲学者であるカントの思想
も学ぶ。

　第 ５回　 カントと義務論　II　人格の尊厳，そしてルールの普遍的妥当
性という観点から公共社会のあり方を考えたカントの思想を学
ぶ。

　第 6回　 リバタリアニズム　義務論のなかでもカント倫理学よりも広範
な個人の「自由」を認めたリバタリアニズムを学ぶ。

　第 ７回　 アリストテレスと徳の倫理学　徳の倫理学をバーナード・ウィ
リアムズやアラスデア・マッキンタイヤーなどに言及しつつ学
び，その思想的な縁源であるアリストテレスの哲学をも学ぶ。

　第 8回　 平等と公平　アリストテレスやロールズを手がかりにあるべき
平等な社会，公平な社会を模索する。

　第 ９回　 消費税　前回の平等や公平に関する議論を踏まえて日本におけ
る税制をどう評価するかを具体的に考える。

　第１0回　 死刑の是非　I　西洋において過去に多数説であった死刑存置
論を様々な思想的背景に基づいて学ぶとともに，日本の死刑存
置論はどのような観点で主張されているかも学ぶ。

　第１１回　 死刑の是非　II　現代においてヨーロッパの多数説である死刑
廃止論をその思想的背景に基づいて学び，さらに日本ではどの
ような観点から主張されているのかをも学ぶ。

　第１2回　 同性婚　同性婚の法律での認可に関して，婚姻の定義や個人の
尊厳や自由，また宗教的伝統において同性愛がどうとらえられ
ていたかなどを視野に入れて考察する。

　第１3回　 治療中止　医療倫理が抱えるジレンマを踏まえて，治療中止の
問題を学ぶ。

　第１４回　 積極的安楽死　治療中止とは区別される積極的安楽死の問題を
学ぶ 。

３．履修上の注意
　リアクションペーパーが講義各回にあるので，出席は重要です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　電子媒体なりで配布した資料に，速読でいいので目を通しておいてくだ
さい。

５．教科書
　使用しません。資料は必要に応じ電子データを配布します。

６．参考書
　講義中に適宜紹介していきます。

７．課題に対するフィードバックの方法
　リアクションペーパーを読んだ結果得た知見を，講義でお話します。

８．成績評価の方法
・リアクションペーパー　3 x １４ = ４2％
・期末テスト　５8％
・ボーナスポイント課題あり

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

公 共 歴 史 論 薩 摩 秀 登

2 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　公共性という概念について，歴史的観点から考察する。
　公共というと漠然と「皆に共通のもの」といったイメージが思い浮
かぶかもしれない。しかし「いかにして共通点を求めるか」は単純な
問題ではない。「すべての人々の利益や意見の集約点」をいかにして
作り出すかについて，人間はさまざまな試みを繰り返してきた。
　人間は，いつ頃から公共性の概念を持って生活するようになった
のか。個人を離れた「公共の領域」があるとするならば，それは誰
が管理し，誰がそれについて責任を負うのか。「全体の意思」はど
のように決定されるのか。国家の権力はそれとどのようにかかわる
のか。国家はいつ頃から，どのようにして公共性の概念をとりこん
でいったのか。こうした問題点を，歴史のなかに現れた公共性とい
う概念をたどりながら検証していく。
〈到達目標〉
　現代の公共性の概念の成り立ちを，歴史にさかのぼって理解する。

２．授業内容
　公共性という概念に関する問題は歴史のなかに広く散在してお
り，体系的な議論として扱うことは非常に難しい。授業では，歴史
のなかから公共性にかかわる問題を適宜とりあげながら，人間は公
共性という概念をどのように考えつつ歴史をたどってきたのかを考
えていくことになる。なるべく広範囲の歴史を考察の対象としたい
が，論点を明確にするために，日本とヨーロッパに限定して議論を
進める。
　第 １回　公共という概念について
　第 2回　日本の古代国家形成と，「おおやけ」の概念
　第 3回　律令国家の変遷と「おおやけ」の概念
　第 ４回　中世社会の変遷と自治的世界の登場
　第 ５回　中世社会の変遷と自治的世界の変化
　第 6回　江戸幕府の成立と「公儀」などの概念
　第 ７回　江戸時代における「公共」についての議論
　第 8回　明治維新と「公共」についての議論
　第 ９回　明治期から昭和初期にかけての「公共」についての議論
　第１0回　古代地中海世界におけるpublicという概念の形成
　第１１回　ヨーロッパ中世における自治的世界
　第１2回　宗教紛争期における「公共」の概念
　第１3回　絶対王政期の公共性概念　―イギリス―
　第１４回　絶対王政期の公共性概念　―フランス―
　受講者は，こうした考察を通して，現代における公共性とは何か
という問題を考えるヒントをつかんでほしい。

３．履修上の注意
　現代における公共性の問題に留意しつつ，歴史から学び取ろうと
する態度が重要である。
　また，高校で履修する日本史あるいはそれと同程度のレベルの知
識は必要である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　特に日本史について，基礎知識を得るためには，下記の参考文献
などを参照しておくこと。

５．教科書
　指定しない。

６．参考書
　宮地正人編『日本史』山川出版社，2008年
　五味文彦，鳥海靖編『もういちど読む山川日本史』山川出版社，
200９年

７．課題に対するフィードバックの方法
　次の回の授業において行う。

８．成績評価の方法
　授業で出される課題：７0％
　期末試験あるいは期末レポート：30％

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

公共表現行為論 畑 中 基 紀

2 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　「公共」とは，どういう意味でしょう。たとえば公共事業といえば，政府や自治
体が行うことのように思えます。でも，公共マナーというと，すべての私人ひと
りひとりの行為に関わることですね。比較的耳慣れたことばであるのに，いざそ
の意味を説明しようとすると難しい。少なくとも，個人や一定の集団を包み込む
世界での，私または私たちと他者との関係の取り方をめぐる何かであるようです。
　本講ではこの「公共（性）」とはいったいどういう意味なのかという問題を，具
体的な表現の分析を通して考えていきます。なぜなら，「表現」というコミュニケ
ーション行為のなかでは，私たち自身が，私と他者との関係をどうにか定めてい
るはずだからです。表現されたものの中にそれを探ることで，私たちが，「公共
（性）」をどう意味づけているかも見えてくるでしょう。
　「表現」を私から他者に対する呼びかけとするなら，表現行為には私と他者とが
いる世界が前提となっていることになりますが，この私と他者とで構成される世
界とはまさに，「公共」が成立する場ですね。では，その「私」とは何者でしょう
か。これを明らかにするには，けっきょく「私とは～である」という形の言葉で
他者に向けて「表現」するしかありません。ということは，そもそも「私」自身
が存在することや，あるいは，「私」がふだん，「私」というものをどうとらえて
いるかという問題のなかにも，「公共（性）」が潜んでいそうです。こうしたことが，
この授業を進めていく上での，基本的な問題意識となります。
　テレビＣＭが視聴者に何かを買わせることを目的とし，実際にそれが達成され
ているなら，ＣＭはその表現のなかに「私」を提示し，他のみんなも買っている
その商品を生活のなかに取り入れることで，いまの「世界」から取り残されない
ようにしなさいと，観ている「私」にうったえていると思われます。つまり，成
功したＣＭは，「私」にとっての，「私」と「世界」をうまく映しだす鏡として機
能するのです。この鏡に映された「私」を探ることで，「公共（性）」の問題を考
えていきます。
〈到達目標〉
　自分自身が普段，話し，聞き，読み，書いている表現を通して，公共性につい
て考えることができること。

２．授業内容
　身近な分析対象の一例としてテレビCMを分析し，グループ・ワークも含んだ精
しい考察や討論を行いながら，私たちが日常生活のなかでふれている表現におい
て，「公共性」がどのように意味づけられているかを考えていきます。そのことを
通じて，コミュニケーション論の基本や，私たちをとりかこむ「世間」とは何か
といった問題にも目を配りながら，「公共性」とはいったい何なのか，さまざまな
場面でそれを実現するには何が必要なのかを考えていきます。キーワードは「み
んな」です。私たちが日常使う「みんな」という語は，いったい誰を指し，また
同時に，誰を排除しているのでしょう。
　予定されるトピック
　第 １回　イントロダクション
　第 2回　放送の公共性
　第 3回　公共と個人をめぐる問題
　第 ４回　家（イエ・ウチ）の外と内
　第 ５回　公の倫理的強制力
　第 6回　世間を生きる私
　第 ７回　世間の表象
　第 8回　〈みんな〉のイメージ
　第 ９回　〈みんな〉はどこにいるのか
　第１0回　広告としてのテレビCM
　第１１回　テレビCMの表現形式
　第１2回　テレビCMの意味表出機構
　第１3回　コミュニケーション・メディアとしてのCM
　第１４回　公共性を問い続けること
　（状況により変更，入れ替えを行うこともあります）

３．履修上の注意
　きわめて具体的，日常的な事例と，その背後にある，世界を構成する抽象的で
見えない関係性との間を往還しながら考察を重ねていきます。したがって，ねば
り強く考えることの出来ない，または苦手な人にとっては，受講をしても時間の
無駄にしかならないでしょう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　教室で指示する参考文献などを積極的に読み込み，また課題に真剣にとりくむ
こと。

５．教科書
　なし。

６．参考書
　阿部謹也『「教養」とは何か』講談社現代新書。
　その他，教室で随時紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
教室で，またはOh-o! Meijiを利用して。

８．成績評価の方法
　平常点（30％。授業中に課す小レポート，グループ・ワークや討論への参加度）
＋期末レポート（７0％）

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

生 活 文 化 論 森 田 直 美

2 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
「伝統文化・伝統産業と地域振興・まちづくり」を大題目とし，各
回に個別のテーマを設けて講義します。具体的には，文化庁の日本
遺産や，農林水産省の歴史的風致維持向上計画に認定されている都
市を中心に取り上げ，各地域の歴史的・文化的特性をいかしたまち
づくりの在り方について，特に担当教員の専門である染織文化・和
菓子文化を中心として学んでいきます。
〈到達目標〉
・　 日本各地の歴史的・文化的特性をいかしたまちづくり・地域振

興の方策について知見を広げる。
・　 地域文化・伝統文化が現代においてどう活用できるのか自分な

りの意見や考えを述べられる。

２．授業内容
概ね以下の内容で進めますが，各回のテーマを入れ替える可能性が
あります。
　第 １回：「文化財」とは何か
　第 2回：草木染による地域振興① 大分県竹田市の紫草
　第 3回：草木染による地域振興② 山形県の紅花
　第 ４回：草木染による地域振興③ 徳島県の藍
　第 ５回：徳島の藍×倉敷デニム
　第 6回：愛知県名古屋市の有松絞り①
　第 ７回：有松絞りの伝統と革新
　第 8回：和菓子の歴史，和菓子企業の地域貢献
　第 ９回：老舗が地域に与える影響とは　和歌山県
　第１0回：菓子文化とまちづくり①　埼玉県
　第１１回：菓子文化とまちづくり②　京都府
　第１2回：菓子文化とまちづくり③　富山県
　第１3回：伝統文化を現代社会の中でどういかすのか
　第１４回：半期のまとめ

３．履修上の注意
毎回授業終了時に，小課題を執筆し提出していただきます。小課題
の内容は成績評価に反映されます。
そのことを念頭に置いて受講すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の予習：次回扱う内容について，WEBや書籍で下調べして
おく。
　各回の復習：ノートやプリントを整理し直し，不明な箇所は教員
に質問するなどして明らかにする。

５．教科書
　特定のテキストは使用しません。授業時に適宜プリントを配布し
ます。

６．参考書
　冨本真理子『固有価値の地域観光論』（水曜社，20１１年）
　上記の他，適宜授業の中で紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業冒頭で，前回の小課題に対する総評を伝える。

８．成績評価の方法
授業への参加態度（毎回提出する小課題の内容を含む）５0％，期末
レポート ５0％を目安として総合的に評価します。

９．その他
授業中の私語・居眠り・遅刻・途中退出・携帯電話やスマートフォ
ン等の使用は厳に慎むこと。
迷惑行為が目に余る場合は退室していただき，その回は欠席扱いと
します。
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

地 域 公 共 論 飯 塚 智 規

2 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　この講義では地域の様々な課題（例えば地方の衰退と創生，防災，サードプレ
イス，観光，NIMBY（迷惑施設））をテーマとし，座学及びワークショップ形式で
受講者と考えていく。
　社会に出て活躍するためには，大学生活４年間で，「学ぶ」→「気づく」→「調
べる」→「実践する」の ４ つの力を養う必要がある（研究者を目指す者は，さら
に「探求する」能力が求められる）。この講義では，最初のステップである「学ぶ」
力と，第 2のステップである「気づく」力を身につけることを目的とする。
　受講者は座学とワークショップ（グループディスカッションやグループワー
ク），及び成果発表を通じて，コミュニケーションスキルや論理的思考力を身につ
けることができる。また，ワークショップを通じて，チームワークやリーダーシ
ップを磨いていく。その結果，経営学部のカリキュラム・ポリシーである，多様
なビジネス環境に対応できる人材や豊かな人間性が育くまれる。
〈到達目標〉
　本講義を通じて，地域の問題に対して，受講者が自ら積極的に学ぶ意識や姿勢
を持ち，自分を取り巻く社会問題に気づく力を養うことを目標とする。

２．授業内容
以下の内容を座学とグループワークで進めていく。
４月
第 １回： イントロダクション（講義の進め方），公共と政策・ガバナンス
第 2回： 女性の社会進出と家族のあり方の変化
第 3回： 人口減少社会と衰退する地方
５月
第 ４回： 地方創生と地域活性化
第 ５回： 観光と観光公害（オーバーツーリズム）
第 6回： 都市計画とまちづくり
第 ７回： 地域の中の居場所としてのサードプレイス
6月
第 8回： 地域防災
第 ９回： 地域保健（公衆衛生）
第１0回： 閉じられるコミュニティとNIMBY（迷惑施設）
第１１回： 空き家とゴミ屋敷
７月
第１2回： ワークショップ：ブレインストーミングとKJ法１
第１3回： ワークショップ：ブレインストーミングとKJ法2
第１４回： ワークショップの成果発表

３．履修上の注意
　履修を希望する学生は，必ず初回のイントロダクションで説明を受けてから履
修の判断をすること。講義スケジュールについては，順番が前後したり，グルー
プワークの進捗状況により内容が一部変更になったりする可能性がある。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義の際に次回のテーマに関する準備学習を指示する。例えば，防災がテーマ
の回であれば，自分の住まいの市町村のハザードマップや防災パンフレットを入
手し，目を通すことが指示される。またワークショップを行うにあたり，課題と
して資料収集・作成の事前準備を課すこともあるし，自分達で次回のワークショ
ップまでに必要な作業を検討・準備してもらうこともある。

５．教科書
　特に指定しない。

６．参考書
　特に指定しない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　第 2 回から第１１回までは授業時間中に課題に取り組んでもらう（詳しくは「8．
成績評価の方法を参照」）。課題については班でディスカッションを行い（相互評
価），その結果を発表してもらう。発表に対してコメントをすることでフィードバ
ックとするが，課題に対して個別のフィードバックが欲しい学生には，個別対応
を行うので申し出ること。

８．成績評価の方法
　第１１回までは講義形式の座学を５0分，その後にグループディスカッションを５0
分行い，成果物を提出してもらう。その内容を評価する（各回１0点（１0％）×１0
回）。第１１回からのグループワークでは，第１４回のプレゼン内容と提出されたワー
クショップの成果物の内容を評価すし，第１１回まで積み上げた点数に加点（ワー
クショップへの参加が見られない場合には，減点することもある）する。試験は
行わない。

９．その他
　重要事項は全て初回の講義で指示する。必ず初回の講義に出て受講するかどう
かを決めること。

科目ナンバー：（BA）MAN371J

情 報 公 共 論 佐 野 正 博

2 単位 2年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　産業の高度成熟化および社会全体の高度情報化を迎えた2１世紀社会におけ
るビジネス・インフラの担い手として，最近は情報NPOやまちづくりNPOな
どの新しいタイプのNPOが注目されています。
　例えば，情報産業のビジネス・インフラを構成するOSとして最近話題になっ
ているLinuxは，サーバー用OSとしてマイクロソフト社のWindowsをしのぐ高
い評価を受け，インテル社などの支援もあり現在急速にそのシェアを伸ばして
いますが，これはNPO組織によって開発され，維持・管理されているソフトで
す。またアメリカの情報産業の中心地である米シリコンバレーが９0年代に急成
長を遂げた要因の一つには，「ジョイントベンチャー・シリコンバレー・ネット
ワーク」（JVSVN）というNPOが教育・医療・行政サービス・ビジネスなど幅
広い分野の情報化を「民間主導」かつ「非営利」の立場で市や郡といった行政
区画の境界を越えて一挙に実現したことがあると言われています。
　このように本講義では，NPOによって構築＝管理されている新しい公共財
としてのソフトや情報インフラに関する公共経営学的考察，および，情報セ
クターにおける公共性の思想や文化などの諸問題を取り扱います。
〈到達目標〉
　情報公共財の社会的な意味や機能について学び，自分の頭で考察できるよ
うになることを目的とする。

２．授業内容
　第 １回　 情報公共論の対象領域および問題領域（１）―公共財と情報財の共

通集合としての公共的情報財
　第 2回　 情報公共論の対象領域および問題領域（2）―公共財の公共経済学

的定義（消費における非-競合性とフリーライダーの非-排除性）
　第 3回　 情報公共論の対象領域および問題領域（3）―放送事業における

private vs public―民放 vs NHK
　第 ４回　ケーススタディ（１）―民間放送事業に関する公共性と営利性
　第 ５回　 ケーススタディ（2）―イノベーション視点から見たNHK放送事業

の公共性
　第 6回　 ケーススタディ（3）―情報公共論的視点から見たネット時代にお

けるテレビ事業
　第 ７回　 ケーススタディ（４）―「From copy to creation」問題（創造プロ

セスにおけるcopyの意義）
　第 8回　 ケーススタディ（５）―Originality（独創性）vs Creativity（創造性）
　第 ９回　 ケーススタディ（6）―イノベーション・創造的活動の基礎として

の公共財―creative commonsほか
　第１0回　 ケーススタディ（７）―コンテンツ系情報財 vsプログラム系情報財
　第１１回　 ケーススタディ（8）―著作物としてのソフトウェア－copyright 

vs copyleft
　第１2回　 ケーススタディ（９）―民間セクターおよび公共セクターにおける

OSSの普及問題
　第１3回　ケーススタディ（１0）―行政の電子化とオープン化
　第１４回　授業のまとめ

３．履修上の注意
　本授業に関連する基礎的知識を有すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　前回の講義内容の復習とともに次回の授業範囲の予習し，授業内容の理解
に必要なキーワードに関しては，自分でインターネットや図書館などを利用
して十分に調べておくこと。そうした自主的学習活動内容の確認のため，任
意ですが，確認レポートの提出を適宜求めます。

５．教科書
　教科書の指定はありません。

６．参考書
　参考書に関しては授業中に紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　小テスト課題に対する講評を授業中に行います。

８．成績評価の方法
　成績評価は，「Oh-o! Meiji経由で提出する課題レポート」80%，「授業におけ
る貢献」20%です。課題レポートをきちんと提出するとともに，授業内での小
テストをきちんと受験するように注意してください。

９．その他
　http://www.sanosemi.com/infopub/に授業内容に関する詳しい紹介があり
ます。
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

現 代 健 康 論 鈴 井 正 敏

2 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代社会における健康をはやっている病気の理解をとおして考え
ていきます。わたしたちのライフスタイルがどのように疾病に結び
ついているのか解説します。
　がん，心臓病，脳血管障害をはじめ，晩婚化にともなう妊娠・出
産障害ほか，糖尿病，高血圧症，動脈硬化症，うつ病，認知症，性
感染症（HIV/エイズ）などについて解説します。また，新型コロ
ナウイルスについても説明します。病気はなにを起源としているの
か，現代社会における病気を理解することで，リスクとなる要素や
要素間の関係，加齢による作用，ライフスタイルにおけるリスク及
びライフスタイルによる予防法などについて考えていきます。各疾
病について基本的に１時限ずつ解説します。また，学期末には，授
業で扱わなかった病気について各自一つ選んでプレゼンテーション
を行います。毎回，授業の最後か，宿題として小レポートを作成し
ます。
　ライフスタイルに潜む病気のリスクを理解し，対処法について考
えられるようになることを目標とします。

２．授業内容
第 １回：イントロダクションと新型コロナウイルス感染について
第 2回：病気と健康（総論）
第 3回：がん
第 ４回：動脈硬化症
第 ５回：心臓病
第 6回：脳血管障害
第 ７回：妊娠・出産障害
第 8回：糖尿病
第 ９回：高血圧症
第１0回：うつ病
第１１回：認知症
第１2回：性感染症
第１3回：プレゼンテーション
第１４回：まとめ，期末試験

３．履修上の注意
　授業毎に簡単なレポートを作成します。
　第１3回に実施するプレゼンテーションはパワーポイントを使用し
ます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh-o! Meijiに資料をアップしますので，授業前にダウンロードし
てください。
　ニュースや新聞で取り上げられた健康関連の話題に注意を払って
下さい。専門用語は重要ですので，分からないところは質問したり，
調べたりして理解するようにしてください。

５．教科書
　なし。資料はOh-o! Meijiにアップします。授業中に配布する場合
もあります。

６．参考書
　とくに定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　前の授業の課題について授業のはじめにコメントします。

８．成績評価の方法
　レポート（60％）と期末試験（４0％）により評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

住まいと仕事の地理学 中 澤 高 志

2 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　公共経営を深く学ぶためには，人々の生活の実態について知り，どうし
たらよりよい生活が可能になるかについて考える姿勢が必要です。この講
義では，生活の基盤である住まいと仕事に焦点を当て，日本における人々
の暮らしの変化と地域構造・都市構造の変容の関連性について，過去から
現在までの時間軸に沿って説明していきます。

〈到達目標〉
　資本主義の下では，私たちの住まいと仕事は，住宅や労働力として商品
化され，住宅市場や労働市場で取引されています。しかし，住宅を建てる
には自然の一部である土地が必要であり，労働力は人間の肉体的・精神的
能力にほかならないというように，住宅や労働力は非常に特殊な商品で
す。その特殊性から，住宅や労働力が商品化されると，様々な社会問題が
発生します。
　発生する社会問題に対処するため，人間は社会政策を発展させてきまし
た。この講義では社会政策の歴史についてもお話しますが，政策や制度を
事細かに覚えることよりも，社会問題を人々の生活の経験として理解し，
政策や制度の結果として，人々の生活がどのように変化したかを理解する
ことに力点を置きます。人々の経験の側から，社会問題や社会政策を見て
いくということです。
　この講義の最大の目標は，住まい・仕事と地理との密接な結びつきを理
解することです。資本主義を特徴づける社会的分業は，必ず空間的分業の
形態をとります。都市の内部では，作り出すことも動かすこともできない
土地の利用をめぐってさまざまな主体が競合し，複雑な都市構造が作り出
されます。歴史とともに変化する地理（歴史―地理）の中でとらえること
によって，はじめて住まいと仕事を十分に理解することができ，よりよい
生活への展望も開けてくるのではないでしょうか。
　今後皆さんは，住まいや仕事に関する個人的な問題について，いやでも
考えさせられることになるでしょう。しかしそれを歴史―地理と関連づけ
て，大局的にとらえてみる機会はあまり無いと思います。この講義が，広
い視野を持って住まいや仕事について考えるきっかけになれば幸いです。

２．授業内容
　第 １講　すまいと仕事の地理学へ
　第 2講　住所の歴史学
　第 3講　都市から都市圏へ
　第 ４講　新中間層と理想のすまい
　第 ５講　住宅政策の始まり
　第 6講　戦後住宅政策の 3本柱
　第 ７講　集団就職の時代
　第 8講　多産少死世代のライフコースと郊外化
　第 ９講　農村工業化とその帰結
　第１0講　戦後住宅政策の変質
　第１１講　間接雇用がもたらすリスク
　第１2講　変わりゆく都市社会地理
　第１3講　地方創生の政治経済学
　第１４講　若者は海外を目指す

３．履修上の注意
　テキストと補足資料に基づいて，講義を進めます。高校で地理A・Bを
受講した経験があるかないかは，この講義の理解度にはほとんど関係しな
いでしょう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　必須ではないですが，地理学A，Bを受講しておくとよいでしょう。地
理学に興味を持った方は，経済地理学A，Bも受講してみてください。余
力があれば，他学部で開講されている地理学関連科目も受講してみてくだ
さい。

５．教科書
　中澤高志20１９『住まいと仕事の地理学』旬報社。

６．参考書
　適宜指定します。

７．課題に対するフィードバックの方法
講義の中で行います。

８．成績評価の方法
　レポート 3回（800字程度）×20点＋最終レポート４0点。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

公共セクター経済論 松 野　 裕

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
・ 市場経済における政府の必要性およびその役割の理論と現実を検

討する。
〈到達目標〉
・ 上記概要に関連する経済学の諸概念の分析的および直感的な理解

の両方を獲得することを目標とする。

２．授業内容
　第 １講：イントロダクション。
　第 2講：市場経済の効率性，理論と実際。
　第 3講：外部性。理論。
　第 ４講：外部性。実際。
　第 ５講：公共財。理論。
　第 6講：公共財。実際
　第 ７講：独占。理論・実際。
　第 8講：情報の非対称性。理論・実際。
　第 ９講：情報の非対称性。理論・実際。
　第１0講：再分配。理論。
　第１１講：再分配。実際。
　第１2講：集合的意思決定。理論・実際。
　第１3講：政府の失敗。理論。
　第１４講：政府の失敗。実際。

３．履修上の注意
・特になし。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ 授業と関連した事柄について書籍や新聞・雑誌の記事を積極的に

読むことが望ましい。
・必修科目の「近代経済学」をよく復習することが望ましい。

５．教科書
　特定の教科書は用いず，プリントを配布して授業を行う。

６．参考書
・授業において随時言及する。

７．課題に対するフィードバックの方法
・授業でコメントする。

８．成績評価の方法
・ 3 年生は出席点（１４点），レポート点（４2点），期末試験点（４４点）

の合計により評価する。
・ ４年生はレポート点と期末試験点の合計により評価する。
・レポートは，手書きで作成すること。
・ レポートは，授業の内容のまとめを300字以上，それに対する感

想・意見・考察を300字以上，書くこと。
・ レポートの各部分の字数を学生本人が数え，レポートに記入する

こと。
・ レポートは，写真に撮り，ファイルをクラスウェブに提出するこ

と。

９．その他
・不明な点は，
　yu.matsuno@gmail.com
　に問い合わせられたい。

科目ナンバー：（BA）MAN371J

公共マーケティング論 小 関 隆 志

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
授業の概要：公共マーケティングとは，営利企業が行っているマー
ケティングの手法を公共のために活用することを意味します。たと
えば，環境保護や貧困撲滅をテーマとした公共広告は，商品宣伝広
告の手法を取り入れながら，公共目的の宣伝を行っています。また，
自治体が住民へのサービスを改善して満足度を高めることも，公共
マーケティングのひとつと言えます。
　本講義は，公共マーケティングの基本的な特徴を整理したうえ
で，自治体や博物館，図書館，医療機関，教育機関，企業などで行
われている多様な公共マーケティングの具体的な方法論を幅広く取
り上げます。
到達目標：公共マーケティングの基礎を理解するとともに，自らの
意見を述べることができる。 

２．授業内容
第 １回　イントロダクション，公共マーケティングの基礎
第 2・ 3回　マーケティング計画
第 ４回　マーケティング・ミックス
第 ５・ 6回　ソーシャル・マーケティング
第 ７回　博物館のマーケティング
第 8・ ９回　公共機関のマーケティング
第１0回　大学のマーケティング
第１１回　マーケティング倫理
第１2回　環境マーケティング
第１3回　コーズ・リレイティッド・マーケティング
第１４回　地域マーケティング，まとめ

３．履修上の注意
授業中は教員の話を聞くだけでなく，グループ・ディスカッション
やプレゼンテーションを行い，授業後はフィードバックやミニレポ
ートに取り組むなど，積極的に授業に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
次回の授業資料や参考書に目を通しておいてください。授業後は授
業資料を再読し，質問・感想を書いて提出してください。 

５．教科書
　講義の際に資料を配布します。

６．参考書
フィリップ・コトラー，ナンシー・リー著／スカイライトコンサル
ティング訳『社会が変わるマーケティング：民間企業の知恵を公共
サービスに活かす』英治出版，2020年
フィリップ・コトラー，ダグ・マッケンジー＝モーア，ナンシー・
R.リー，P.ウェスリー・シュルツ著／松野弘監訳『コトラーのソー
シャル・マーケティング：地球環境を守るために』ミネルヴァ書房

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiシステムを利用してフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　定期試験（32％），レポート（32％），グループ・ディスカッショ
ン（36％）の合計で成績評価します。定期試験を受験することが単
位認定の前提となります。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

社 会 会 計 論 櫻 本　 健

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
国民経済計算を中心にマクロの会計フレームを演習形式で学び，デ
ータの特性に応じた分析能力を身に着ける。

２．授業内容
第 １回：公的統計制度と統計の種類
第 2回：生産統計の概念
第 3回：経済統計における分類
第 ４回：企業の財務比率の比較
第 ５回：国内総生産（GDP）の概念と利用方法
第 6回：OECDデータベースに見る国内総生産の分布
第 ７回：物価統計とデフレーター
第 8回：国民経済計算に見るマクロの主要指標の調べ方
第 ９回：公的統計・ビッグデータの利活用
第１0回：移動平均法，季節調整
第１１回：成長会計
第１2回：国際収支・付加価値貿易統計
第１3回：経済波及効果分析
第１４回：a試験，b試験の正答解説

３．履修上の注意
９ 回目授業では可能であれば，e-Statへのアカウント登録をします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
授業では演習形式で課題が多く出ます。授業 １ 回に付き，１-2時間
の勉強が求められます。

５．教科書
必要な情報は教員が配布します。

６．参考書
『入門GDP 統計と経済波及効果分析』李潔（大学教育出版），20１8年，
第 2版

７．課題に対するフィードバックの方法
授業には定期的に課題が課されます。課題は正答率が低いため，解
く努力を試みていることを評価していきます。多くの課題では解答
がありますので，解答を示し，分かりにくいポイントがあれば授業
で取り上げます。

８．成績評価の方法
平常点60％，試験４0％で評価する。平常点は授業内提出物（Word
やExcelでの課題）に基づく。

９．その他
この授業は演習で授業を進めます。もし質問があれば，授業前後で
聞いていただくか，メールでお寄せいただければと思います。アド
レスは新年度に各自に案内いたします。
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

社 会 的 企 業 論 中 島 智 人

2014年度以前入学者

公共経営学基礎Ｂ 駿河台キャンパス
2単位 3年次 秋学期

１．授業の概要・到達目標
　ますます多様化，複雑化する現代における社会課題に対して，営
利と非営利との両者の性質を併せ持つ社会的企業は，従来にはない
課題解決の主体として期待されている。しかしながら，社会的目的
を達成するという本来的な特徴から，経済性と社会性との両立の困
難に直面する社会的企業が，持続性を獲得することは容易ではな
い。この授業では，社会的企業の理解を通じて，事例を交えながら
持続可能なビジネスモデルについて考察する。また，社会的企業を
支える制度や政策を国際比較の点から考える。
　社会的企業の特徴を，営利組織・非営利組織との関係から理解す
ること，社会的企業の持続可能性についてビジネスモデルの観点か
ら考察できること，社会的企業を支える政策や制度のあり方につい
て理解することを到達目標とする。

２．授業内容
　第 １回：社会的企業の理解
　第 2回：社会的企業と営利組織・非営利組織
　第 3回：ハイブリッド組織としての社会的企業
　第 ４回：日本の社会的企業制度・政策
　第 ５回：イギリスの社会的企業政策
　第 6回：イギリスの社会的企業制度
　第 ７回：アメリカの社会的企業と制度
　第 8回：韓国の社会的企業と制度
　第 ９回：社会的企業のビジネスモデル
　第１0回：サービス提供型社会的企業
　第１１回：労働統合型社会的企業
　第１2回：「まちづくり」と社会的企業
　第１3回：社会的企業とインパクト評価
　第１４回：社会的企業の発展に向けて

３．履修上の注意
　講義に加えて，受講同士のディスカッションを行う。また，授業
後のフィードバックにもとづいた受講生と教員との質疑応答の時間
も設けるため，受講生の授業への積極的な参加を期待する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配布するレジュメの該当箇所を振り返り，不明な点があ
れば質問をすること。また，提供される次回の資料や参考図書を事
前に確認し，授業に備えること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　『社会的企業：雇用・福祉のEUサードセクター』C. ボルザガ，J. 
ドゥフルニ編 内山哲郎，石塚秀雄，柳沢敏勝訳（日本経済評論社）
　『社会的企業の主流化』OECD編 連合総合生活研究所訳（明石書
店）
　『闘う社会的企業』藤井敦史，原田晃樹，大高研道編（勁草書房）

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の授業に対する受講生からのコメントや質問に対するフィー
ドバックを次の授業で行う。また，レポートに対する解説を授業内
で行う。

８．成績評価の方法
　定期試験５0％，レポート20％，授業への貢献度30％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

非 営 利 組 織 論 塚 本 一 郎

2014年度以前入学者

公共経営学基礎Ａ 駿河台キャンパス
2単位 3年次 春学期

１．授業の概要・到達目標
　非営利組織は株式会社と対照的に，営利を目的とせず，公益目的
の事業とする組織である。株主のような所有者は存在せず，利益分
配も禁止されている。しかしながら，非営利組織のなかで完全なボ
ランタリーベースで経営されている組織は必ずしも主流ではなく，
営利企業同様，持続的に事業を行い，政府や営利企業とも協働する
組織も多い。本講義では，営利企業や政府と異なる特徴を有しつつ，
共通点も多い非営利組織について，グループディスカッションも交
えつつ講義を行う。
　非営利組織と営利企業・政府との相違・共通点，非営利組織の社
会的インパクトと課題について明確に論じることができることを到
達目標とする。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション　非営利組織（NPO）とは何か
　第 2回：サード・セクターとしてのNPO
　第 3回：NPOと営利企業：営利と非営利の境界の曖昧化
　第 ４回：NPO の法制・税制
　第 ５回：NPOと政府
　第 6回：NPOと政府の協働をめぐる課題：NPMからNPGへ
　第 ７回：NPOと企業との協働
　第 8回：NPOと企業との協働をめぐる課題
　第 ９回：NPOと地域再生
　第１0回：NPOと就労支援
　第１１回：NPOと子供支援
　第１2回：NPOと保健医療
　第１3回：NPOと国際協力
　第１４回：NPOとインパクト評価

３．履修上の注意
　講義だけでなく，グループディスカッションも導入する。反転学
習的に実施するので，前回の授業の復習にこころがけること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に講義資料をOh-o! Meijiにアップするので，事前学習をする
こと。前回の講義を復習し，グループディスカッションに備える。

５．教科書
　教科書は使用しない。講義資料をOh-o! Meijiに事前にアップす
る。

６．参考書
　特に使用しない。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiを通じて提出された課題，レポート等については，コメ
ント機能を通じてフィードバックする。必要に応じて全体講評を
Oh-o! Meijiの「お知らせ」を通じて，該当履修者に配信する。

８．成績評価の方法
　定期試験とグループディスカッションの内容で評価する。定期試
験（80点），グループディスカッション（20点）の予定である。

９．その他
　特に無し
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

ＮＰＯ経営戦略論 小 関 隆 志

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
授業の概要：本講義は，非営利組織（Non-profit Organization; 
NPO）の経営課題を考察します。NPOは自らの社会的使命（ミッ
ション）を達成するために，限られた資源を有効に活用することが
求められます。NPOは営利企業と異なり，社会課題の解決を主目的
としていること，有給職員だけでなくボランティアの協力に依存し
ていること，事業収入だけでなく寄付金や補助金などの収入源を組
み合わせていることなどから，独自の経営課題を抱えています。本
講義では，NPOの経営に関する多様なテーマを取り上げ，事例をも
とに検討します。
到達目標：NPO経営の特質を理解するとともに，自らの意見を述べ
ることができる。

２．授業内容
第 １回　イントロダクション，NPO経営の基礎
第 2回　NPOの経営戦略
第 3回　組織運営
第 ４回　人材育成
第 ５・ 6回　資金調達
第 ７回　アドヴォカシー
第 8回　行政との協働
第 ９回　企業との協働
第１0回　広報戦略
第１１回　ブランド戦略
第１2回　事業評価　
第１3回　情報公開と社会責任
第１４回　中間支援組織の役割，まとめ

３．履修上の注意
　授業中は教員の話を聞くだけでなく，グループ・ディスカッショ
ンやプレゼンテーションを行い，授業後はフィードバックやミニレ
ポートに取り組むなど，積極的に授業に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
次回の授業資料や参考書に目を通しておいてください。授業後は授
業資料を再読し，質問・感想を書いて提出してください。

５．教科書
　講義の際に資料を配布します。

６．参考書
リチャード・P.チェイト，ウィリアム・P.ライアン，バーバラ・
E.テイラー著／山本美生，一般社団法人WIT訳『非営利組織のガバ
ナンス： 3つのモードを使いこなす理事会』英治出版，2020年
長浜洋二『NPOのためのマーケティング講座』学芸出版社，20１７年

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiシステムを利用してフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　定期試験（32％），レポート（32％），グループ・ディスカッショ
ン（36％）の合計で成績評価します。定期試験を受験することが単
位認定の前提となります。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

ソーシャル・ファイナンス論 小 関 隆 志

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
授業の概要：ソーシャル・ファイナンス（社会的金融）とは，「金
銭的収益と同様に社会的収益もしくは社会的配当を追求する機関に
よって提供される金融活動」のことで，社会・環境問題の解決を目
的とした投融資などの金融活動を意味します。欧米諸国では１９80年
代以降ソーシャル・ファイナンスの活動が活発化し，途上国でもマ
イクロファイナンスが急速に広がってきました。日本でも１９９0年代
以降，次第に注目を集めるようになり，金融包摂事業やインパクト
投資などが広がってきています。本講義では，ソーシャル・ファイ
ナンスの基礎を学ぶとともに，日本，アメリカ，ヨーロッパ諸国，
途上国におけるソーシャル・ファイナンスの現状と，それに関連す
る政策を概観します。
到達目標：ソーシャル・ファイナンスの基礎を理解するとともに，
自らの意見を述べることができる。

２．授業内容
第 １回　イントロダクション，ソーシャル・ファイナンスの基礎
第 2回　日本のソーシャル・ファイナンス（１）歴史
第 3 回　 日本のソーシャル・ファイナンス（2）クラウドファンデ

ィング
第 ４回　日本のソーシャル・ファイナンス（3）消費者の金融包摂
第 ５回　日本のソーシャル・ファイナンス（４）事業者の金融包摂
第 6 回　 日本のソーシャル・ファイナンス（５）価値を大切にする

金融
第 ７回　ヨーロッパのソーシャル・ファイナンス（１）歴史
第 8回　ヨーロッパのソーシャル・ファイナンス（2）金融包摂
第 ９回　 ヨーロッパのソーシャル・ファイナンス（3）ソーシャル・

バンク
第１0回　 ヨーロッパのソーシャル・ファイナンス（４）インパクト

投資
第１１・１2回　アメリカのソーシャル・ファイナンス
第１3回　途上国のソーシャル・ファイナンス（１）
第１４回　途上国のソーシャル・ファイナンス（2），まとめ

３．履修上の注意
　授業中は教員の話を聞くだけでなく，グループ・ディスカッショ
ンやプレゼンテーションを行い，授業後はフィードバックやミニレ
ポートに取り組むなど，積極的に授業に参加してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
次回の授業資料や参考書に目を通しておいてください。授業後は授
業資料を再読し，質問・感想を書いて提出してください。

５．教科書
講義の際に資料を配布します。

６．参考書
小関隆志『金融によるコミュニティ・エンパワーメント』（ミネル
ヴァ書房）
新田信行・江上広行『誇りある金融：バリュー・ベース・バンキン
グの核心』近代セールス社
林公則『新・贈与論：お金との付き合い方で社会が変わる』コモン
ズ，20１７年

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiシステムを利用してフィードバックを行う。

８．成績評価の方法
　定期試験（32％），レポート（32％），グループ・ディスカッショ
ン（36％）の合計で成績評価します。定期試験を受験することが単
位認定の前提となります。

９．その他
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科目ナンバー：（PE）ECN391J

協 同 組 合 学 大 高 研 道

４ 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　今日，世界的な金融・財政危機，環境問題，少子高齢化，不安定雇用，地域紛争など，私
たちの経済・社会生活はその根幹をゆるがすさまざまな課題に直面している。いまこそ，地
域における協同と連帯によってこれらの問題を解決することが求められている。１９世紀前半に
英国において誕生した協同組合の取り組みは，その後，日本を含む世界中の国々に広がって
いった。近年では，国連による国際協同組合年宣言（20１2年），ユネスコ無形文化遺産登録

（20１6年）など，その存在意義と果たす役割への期待は高まっている。また、2020年のコロナ
禍において４2年ぶりの協同組合関連法である「労働者協同組合法」が成立し、2022年１0月に
施行された。本講義では，社会的な事業体としての協同組合の歴史・現状・課題の考察を通
して，新たな社会経済システム構築に果たす協同組合の役割と可能性について共に考えたい。
《到達目標》
　商業的世界が日常生活の隅々を支配している今日，私たちは「消費者」として他者と接す
る場面が多い。身近な地域の暮らしの現実の中で生成するさまざまな問題（現代的課題）に
対応している協同組合は，商品・サービスを媒介としながらも，単なる「消費者」を超えた
「生活当事者」としての視点に立った事業・運動に取り組んできた。本講義では，地域社会
を基盤とした協同組合の位置と役割について理解することを第一義的な目的とするが，その
学びの先には，「閉じられた関係性」のなかに生きる現代人の生活（暮らし）や労働のあり
方を含めた自らの生き方そのものについて，一定程度のビジョンを提示できるようになるこ
とをも目指している。

２．授業内容
　本講義は「協同組合とは何か（基礎編）」（第 １ 回～１0回），「協同組合実践論」（第１１回～
１8回），「現代社会経済システムと非営利･協同論」（第１９～28回）の三部構成からなる。
第 １回目　協同組合とは何か
第 2 回目　現代協同組合論の射程
第 3 回目　協同組合の歴史と思想（１）
第 ４回目　協同組合の歴史と思想（2）
第 ５回目　協同組合の国際的展開（１）
第 6 回目　協同組合の国際的展開（2）
第 ７回目　世界の協同組合の新潮流（１）
第 8 回目　世界の協同組合の新潮流（2）
第 ９回目　わが国の協同組合の歴史（１）
第１0回目　わが国の協同組合の歴史（2）
第１１回目　生産者協同組合の実践（１）
第１2回目　生産者協同組合の実践（2）
第１3回目　利用者協同組合の実践（１）
第１４回目　利用者協同組合の実践（2）
第１５回目　労働者協同組合の実践（１）
第１6回目　労働者協同組合の実践（2）
第１７回目　協同労働と協同組合（１）
第１8回目　協同労働と協同組合（2）
第１９回目　経済のグローバル化と非営利･協同経済
第20回目　福祉国家再編下における非営利･協同組織
第2１回目　NPOの歴史と制度
第22回目　NPOから社会的企業へ
第23回目　社会的排除問題と社会的企業（１）
第2４回目　社会的排除問題と社会的企業（2）
第2５回目　変容するコミュニティと社会的企業（１）
第26回目　変容するコミュニティと社会的企業（2）
第2７回目　社会的経済･連帯経済論と協同組合
第28回目　まとめ

３．履修上の注意
・本講義ではグループ討論･報告を実施する。討論への参加姿勢も成績評価に含まれる。
・必要性が認められたケース以外では、講義中のウェアラブル端末（スマートフォン等）の
使用は禁ずる。漢字・用語等を調べたい場合は電子辞書等を使用すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
《予習》
・毎回の講義の最後に，次回講義のテーマおよびキーワードについて触れるので，最低限の
言葉の意味と背景について調べておくこと。

《復習》
・毎回の講義終了後，①「学んだこと」，②「疑問に思ったこと・さらに学びたいこと」の 2
点を整理しておくこと。これらについては， 3 部構成の各部の終わりに質疑応答・意見交換
の時間を設ける。

５．教科書
特になし。

６．参考書
・中川雄一郎（20１8）『協同組合のコモン・センス』日本経済評論社
・中川雄一郎・杉本貴志編著/全労済協会監修（20１2）『協同組合を学ぶ』日本経済評論社
・藤井敦史・原田晃樹・大高研道編著（20１3）『闘う社会的企業』勁草書房

７．課題に対するフィードバックの方法
毎回の講義冒頭に、前週講義に対する質問・疑問点等について解説および意見交換を行う。

８．成績評価の方法
試験80％，平常点20％（毎回の出席が前提となる。それゆえ，出席したからといって加点さ
れることはない。ただし，欠席は減点の対象となる）。

９．その他
対話型の講義を重視する。グループ討議や質問・発言などを通して積極的に参加してほしい。

科目ナンバー：（BA）MAN371J

公 益 事 業 論 大 野 泰 資

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，電力・ガス・電気通信・交通等のサービス提供について，公
共経済学的な観点から，なぜ一定の政府規制の下での事業展開や料金政策
が必要とされるのか，という点について理解を深める。次に，これらの公益
事業が，公共性を担保しつつ効率的な事業経営を行うために必要な事業環
境や，公益事業を評価する際の視点を学ぶ。また，公益事業をめぐる近年
の規制改革や競争自由化，民営化は，どのような根拠に基づいて実施されて
きたのか，また，その成果をどのような評価軸で評価すべきなのかを把握す
る。さらに，新型コロナウィルス感染症の蔓延中・終息後における公益事業
の在り方を，特にその影響を大きく受けた公共交通を例に考察する。
　担当講師は実務家であるため，講義の中では伝統的な経済理論の解説に
留まらず，現実の公益事業の現場で生じているトピックスを積極的に取り
上げる予定である。

〈到達目標〉
　日常的に利用している公益事業について，サービスの量・質と料金水準
の関係や，事業運営の効率性を評価するための判断基準を養えるようにす
ることを目標とする。

２．授業内容
〈概論〉
　第 １回：ａのみ－イントロダクション（公益事業の特性と政策的対応）
　第 2回：公益事業の費用構造
　第 3回：公益事業の価格決定
　第 ４回：公益事業の料金政策とインセンティブ

〈事業別各論〉
　第 ５回：電力（その１）―自由化とエネルギー政策―
　第 6回：電力（その2）―自由化とエネルギー政策―
　第 ７回：交通（その１）―航空，鉄道，バス，タクシーなど―
　第 8回：交通（その2）―航空，鉄道，バス，タクシーなど―
　第 ９回：交通（その3）―withコロナ，afterコロナ時代における公共交通
　第１0回：水道
　第１１回：情報通信―固定電話，移動体通信―

〈公益事業の改革〉
　第１2回：公営企業の民営化－国鉄，郵政，道路公団－
　第１3回：民が担う新しい公共－社会的起業，NPO－
　第１４回：総復習とまとめ

３．履修上の注意
　初級レベルのミクロ経済学の知識を持っていることが望ましい。知識が
無くても理解できるように説明するが，受講生は，初級のミクロ経済学の
テキストを参照できる状態にはしておくこと。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の授業では，冒頭で前回の復習，続いて本論，終了前に当日の復習
を行う。毎回このサイクルを繰り返すので，授業の中だけでも復習ができ
るようにする。なお，適宜，参考文献も紹介するので，予復習に活用して
もらいたい。

５．教科書
　特に定めない

６．参考書
　塩見英治編『現代公益事業』有斐閣ブックス，20１１年
　木船久雄，西村陽，野村宗訓『エネルギー政策の新展開』晃洋書房，
20１７年
　橘川武郎『電力改革』講談社現代新書，20１2年
　竹内健蔵『交通経済学入門』有斐閣ブックス，2008年　など

７．課題に対するフィードバックの方法
各回授業の冒頭で，前の回の授業で出題した「小テスト」および「ディス
カッション」に対する，担当講師からの解説および講評を行う。

８．成績評価の方法
　定期試験７0％，平常点として①授業へのディスカッションへの参加の程
度１５％，②各回の小テスト１５％の割合で評価する。

９．その他
　われわれは光熱水道や交通網を日常的に利用しているので，提供される
サービスに対して「便利になった，不便になった」「高すぎる，安すぎる」
等の感覚をフツーに持ち合わせている。その感覚を取っ掛かりとして，こ
れらのサービスと料金が提供される背後にある産業組織の構造を関連づけ
て考えてみよう。
　【e-mail】taishi@murc.jp
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

公共ガバナンス論Ａ 大 方　潤一郎

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　都市や地域の人間生活空間の形成と維持管理は，従来，地方政府および
中央政府が計画に即して公共事業を実施し，また様々な事業者による開発を
規制・誘導することを通じて行われてきた。しかしながら，近年は，公共と
民間事業者の協働による「官民パートナーシップ」主体による計画・事業の
領域が拡がり，また，計画や事業の運営に近隣住民や市民（NPO他の市民
団体や専門職能団体等を含む）が異議申し立てをしたり，計画策定段階から
参加したり，さらには，第三の事業主体として積極的に参画したりするケー
スが拡がっている。つまり，都市や地域の人間生活空間の形成と維持管理を，
政府（公共）・市場（事業者）・市民社会（コミュニティ）の 3者の協働によ
ってガバナンス（統治）する体制が姿を現しつつある。本講義では，こうし
た3者の協働によるガバナンスを「公共ガバナンス」と呼ぶ。
　公共ガバナンス論Aでは，都市や地域の人間生活空間の「公共ガバナン
ス」に関する概論的講義として，「公共ガバナンス」の概念形成過程，都
市空間のガバナンスに関する計画・事業の事例・制度・手法の歴史的展開
を追いながら，時代時代の社会的課題や都市問題の変遷に応じた様々な新
しい都市空間の構想や都市空間モデルの展開過程，土地利用規制手法の展
開，都市地域空間の計画策定過程への住民参画手法の展開，都市空間変容
の官民協働的ガバナンス手法などについて概説する。

〈到達目標〉
　都市地域空間の形成と変容のガバナンス体制の歴史的展開過程，基本構
造，および国による体制の違いを理解した上で，現実の都市地域空間の現
状を把握し，その課題や改善の方策に関し意見を提示できることを到達目
標とする。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション：「公共ガバナンス」の概念
　第 2回：都市地域の生活空間のガバナンスの歴史的展開
　第 3回：都市地域空間ガバナンスの体制（１）：ドイツ・イギリス
　第 ４回：都市地域空間ガバナンスの体制（2）：アメリカ
　第 ５回：都市地域空間ガバナンスの体制（3）：日本
　第 6回：日本の都市地域空間ガバナンス体制の限界
　第 ７回： 都市地域空間の構成手法：近隣住区論から現代的日常生活圏の

空間構成論へ
　第 8回：都市更新戦略：再開発事業から改善・保全のまちづくりへ
　第 ９回： 都市空間変容のコントロール（１）：アーバンフリンジの開発コ

ントロール
　第１0回： 都市空間変容のコントロール（2）：協働のまちづくりを通じた

既成市街地の改善
　第１１回：市民主導の計画策定手法
　第１2回：持続可能な生活空間形成のために
　第１3回：持続可能な開発目標（SDGs）と生活空間形成
　第１４回a：振り返りとまとめ

３．履修上の注意
　特別な予備知識は必要ないが，授業で話題になった場所をGoogle Map
で確認するなど，旺盛な好奇心を持って授業に臨んで欲しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義のハンドアウトを予習・復習し，不明な部分があれば授業で質問す
ること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　『入門 公共政策学』秋吉貴雄（中公新書2４3９）20１７，『公共経営入門』ト
ニー・ボベール，エルク・ラフラー（公人の友社）2008，『都市デザイン―
野望と誤算（ＳＤ選書）』ジョナサン・バーネット（鹿島出版会）2000，『日
本近現代都市計画の展開』石田頼房（自治体研究社）200４，『世界の
SSD１00―都市持続再生のツボ』東京大学cSUR-SSD研究会（彰国社）200７，

『都市計画根底から見なおし新たな挑戦へ』蓑原敬・他（学芸出版社）20１１

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度５0%，期末レポート５0%

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

公共ガバナンス論Ｂ 大 方　潤一郎

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　公共ガバナンス論Bでは，都市や地域の人間生活空間の「公共ガバナンス」に関する，よ
り実践的な講義として，今日の日本の社会において緊急かつ切実に対応が求められている，
地域社会の社会的・空間的生活環境のリモデリングを推進するための体制と手法について，
具体的な事例に即して論ずる。
　緊急に対応が求められている課題とは，日本においては，大きく3つ，すなわち，地球環
境問題への対応，自然災害リスクへの対応，社会の超高齢化への対応であり，この3つの課
題と関連して，社会保障の仕組の抜本的改革，居住地の空洞化対策，公共施設の老朽化対策，
地域経済の再生施策などへの対応が迫られている。
　特に，社会の超高齢化は日本だけでなく，長寿化に向かう世界共通の課題となっているが，
日本では，長寿化と同時に，少子化と人口減少が進んでいることから，問題は特に深刻である。
超高齢社会のもたらす負の側面を克服し，活力ある超高齢社会を実現するためには，健康自立
寿命を最大化し，心身が弱っても最期まで地域社会で自立的な生活が継続でき，生涯に渡って
社会的活動・生産的活動に従事できるような，地域社会（コミュニティ）の物的・社会的生活
環境を整備することが必須となるが，こうした生活環境の整備は，市場（企業）と政府（公共）
の力だけでは達成できず，市民社会・地域住民の力を組み込んだ，ローカルな地域社会レベル
の公共ガバナンスの体制を構築する必要がある。こうした「共創的まちづくりの体制」を通じて，
超高齢社会に対応するだけでなく，低炭素化に対応し，公共施設等の維持管理コストを節減し，
都市周縁部の農緑地を再生することにも通ずる，「コンパクト」な日常生活圏の形成や，災害リ
スクの低減も，地域社会レベルにおいて，初めて具体化されることになる。
　本講義では，現代的な諸課題に対応するため，ローカルな地域社会の生活環境を，市場（企
業）・政府（公共）・市民社会（住民）の協働によって共創し，リモデリングする体制を構築
するために必要な，様々な概念・手法・制度について，具体的な事例に即して講ずる。

〈到達目標〉
　高齢社会の問題をはじめ，現代的な諸課題に対応した地域社会の生活環境の改善の方法に
ついて，様々な先行事例を通じて，その概要を理解した上で，現実の地域社会の課題を自分
の力でとらえ，その課題を住民・公共・事業者の連携協働によって共創的に解決する方法を
提案できるようになること。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション： 今日的「まちづくり」の状況
　第 2回： コミュニティの住環境改善政策の系譜：不衛生住宅地の改善～支援的住環境形成

まで
　第 3回：バリアフリー住環境とユニバーサルデザイン
　第 ４回：超高齢社会の問題と地域生活環境形成
　第 ５回：健康都市づくり論の系譜とWHOの「エイジフレンドリーシティ」プロジェクト
　第 6回：介護保険制度と介護サービス・介護施設・高齢者向け住宅
　第 ７回：高齢者を支える公共的空間：触れあい・交流・活動の場
　第 8回：移動支援環境と公共交通：歩きやすい環境と歩けなくても暮らせる環境
　第 ９回：まちづくり条例：行政・住民・事業者の協議を通じた地域空間のガバナンス
　第１0回：「エリアマネジメント政策」から「コミュニティ戦略」へ
　第１１回：地方消滅論と地方移住論，日本版CCRCの課題
　第１2回：空洞化する郊外住宅地における「共創的まちづくり」活動の諸事例
　第１3回：地方中小都市の歴史・文化を活かしたまちづくり活動と地域経済の再生
　第１４回a：振り返りとまとめ

３．履修上の注意
　公共ガバナンスＡを履修していることが望ましいが，していなくても公共ガバナンスＢの
履修は可能である。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義のハンドアウトおよび関係する参考書を予習・復習し，不明な部分があれば授業で質
問すること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　『公共ガバナンス』大山耕輔（ミネルヴァ書房）20１0，『NPOと公共サービス』L.M.サラモ
ン（ミネルヴァ書房）200７，『人口減少時代の都市』諸富徹（中公新書2４７3）20１8，『共生保
障』宮本太郎（岩波新書（新赤版）１63９）20１７，『地元経済を創りなおす』枝廣淳子（岩波
新書（新赤版）１７0４）20１8，『東大がつくった高齢社会の教科書』東京大学高齢社会総合研
究機構・編（東京大学出版会）20１７，『まちづくりとしての地域包括ケアシステム』辻哲夫・
他（東京大学出版会）20１７，『改正介護保険における「新しい地域支援事業」の生活支援コ
ーディネーター（地域支え合い推進員）と協議体』 吉田昌司・他（全国コミュニティライフ
サポートセンター）20１５，『生活支援コーディネーター養成テキスト』吉田昌司・他（全国
コミュニティライフサポートセンター）20１6，『次世代郊外まちづくり』東京急行電鉄・宣
伝会議（宣伝会議）20１8，『小さな拠点を軸とする共生型地域づくり』田中きよむ・編著（晃
洋書房）20１8，『自治と協働からみた現代コミュニティ論-世田谷区まちづくり活動の軌跡』
小山弘美（晃洋書房）20１8，『超高齢社会のまちづくり--健康・社会参加・交通をキーワード
に―／所有者不明の土地・空き家への対応策』都市の未来を語る市長の会（20１７年度）（日
本都市センター）20１8，『交通まちづくり: 地方都市からの挑戦』 原田昇・他（鹿島出版会）
20１５，『都市交通のモビリティ・デザイン』中村文彦（サン・ネット）20１７，『コミュニティ
デザイン学』小泉秀樹・編（東京大学出版会）20１6

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度５0%，期末レポート５0%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

行 政 評 価 論 藤 江 昌 嗣

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義では，行政評価について，その歴史，対象・基準・手法，
財政評価とパフォーマンス評価の関係について解説するとともに，
実際に評価の実践も行うことにする。
　受講生自ら行政評価の対象自治体を選択し，行政評価の構造・枠
組み，判断基準（効率性，有用性，生産性，公平性等），評価手法
について検討していく。

〈到達目標〉
　行政事業の評価の目的は，評価それ自体にあるのではなく，より
良いコミュニティ・まちづくりにあり，そのための評価手法を着想
する力の獲得を到達目標とする。

２．授業内容
　第 １回　講義計画の説明
　第 2回　行政評価の歴史（１） 欧米
　第 3回　行政評価の歴史（2） 日本
　第 ４回　行政評価の構造・枠組みについて
　第 ５回　 選択した自治体のデータの行政評価システム・構造の分

析（１）
　第 6回　 選択した自治体のデータの行政評価システム・構造の分

析（2）
　第 ７回　 選択した自治体のデータの行政評価システム・構造の報

告
　第 8回　事業評価について（１）
　第 ９回　事業評価について（2）
　第１0回　選択した自治体の事業評価の分析（１）
　第１１回　選択した自治体の事業評価の分析（2）
　第１2回　選択した自治体の事業評価の分析（3）
　第１3回　選択した自治体のデータの事業評価の報告
　第１４回　総括

３．履修上の注意
　毎回，作業テーマに即して報告を行ってもらう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマに即して適宜，各自治体の行政評価の該当部分を予習する
こと。
　また，演習した内容を十分に分析し，報告の形でまとめること。

５．教科書
　藤江『新ビジネス・スタティスティクス』冨山房インターナショ
ナル，20１6．

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席を前提として，授業中の発表や課題レポートを評価。（レポ
ート80％，平常点20％）

９．その他
　資料
　自治体資料等

科目ナンバー：（BA）MAN371J

自治体財政分析論 藤 江 昌 嗣

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本講義は，まず政策評価，業績評価，プログラム評価などのうち
財政パフォーマンスについて，3E；経済性（Economy），効率性
（Efficiency），有効性（Effectiveness）をキー概念にその把握と評
価の方法について解説を行う。その後，具体的に各自治体の「決算
カード」を用いて財政分析を行う。
〈到達目標〉
　身近な自治体について財政分析関係資料を収集し，各自で分析を
行う力の形成を目標とする。

２．授業内容
　第 １回　講義計画の説明
　第 2回　自治体財政分析の歴史（１） 欧米
　第 3回　自治体財政分析の歴史（2） 日本
　第 ４回　自治体財政分析の手法について（１）　理論篇
　第 ５回　自治体財政分析の手法について（2）　資料篇
　第 6回　 選択した自治体の自治体財政分析（１）　決算カードの概

要
　第 ７回　選択した自治体の自治体財政分析（2）　収支分析
　第 8回　選択した自治体の自治体財政分析（3）　財政力指数
　第 ９回　選択した自治体の自治体財政分析（４）　公債費比率他
　第１0回　選択した自治体の自治体財政分析（５）　実質収支比率
　第１１回　選択した自治体の自治体財政分析（6）　借金貯金比率
　第１2回　 選択した自治体の自治体財政分析（７）　レーダーチャー

ト作成
　第１3回　選択した自治体の財政分析の報告
　第１４回　総括

３．履修上の注意
　毎回，作業テーマに即して報告を行ってもらう。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマに即して適宜，テキスト・資料等の該当部分を予習するこ
と。
　財政分析の指標や手法について毎回十分に復習すること。

５．教科書
　千波主税『今日から始める市町村財政分析（改訂版）』

６．参考書
　特になし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　出席を前提として，授業中の発表や課題レポートを評価。（レポ
ート80％，平常点20％）

９．その他
　資料
　自治体資料等
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

地域活性化論（講義）Ａ 岩 瀧 敏 昭

2 単位 2年次 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
授業の概要
　地域の衰退は我が国の大きな社会課題となっており，地域社会が
機能不全に陥っている状況や自足性の低下による地域活力の
喪失は極めて深刻な問題である。
　このため，その解決策としての期待から様々な地域活性化策が各
地で推進されている。
　この授業では「地域活性化とは何か」という命題をもとに，地域
活性化の現状と課題を踏まえて，様々な地域で行われてきた活性化
策の変遷などを踏まえつつ，地方自治体等が展開してきた活性化施
策や地域の人々のボランタリーな活性化に向けた活動事例等を確認
し，さらに新たな地域デザインの考え方や地域プロモーションなど
についての概論を学び，今後の地域活性化の在り方や新たな地域資
源の活用，地域リーダーの在り方等を考察してみたい。
到達目標
　日本における地域活性化に関する基礎知識を得るとともに，色々
な地域事例等を参考にしつつ，地域活性化策に関連して自分の意見
を述べることができることを目標とする。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション（本講義の概要，地域活性化とは）
　第 2回：地域の現状と活性化への課題 （１）（地域の抱える課題）
　第 3回： 地域の現状と活性化への課題（2）（地域活性化施策等の

変遷）
　第 ４回： 地域の現状と活性化への課題（3）（関係地方自治体，関

係組織等の現状）
　第 ５回： 地域の現状と活性化への課題（４）（地域の企業と金融機

関の役割等）
　第 6回： 地域の現状と活性化への課題（５）（中心市街地，商店街，

その他）
　第 ７回： 地域活性化策の事例（１）（地域ブランド，デザイン，プ

ロモーション等）
　第 8回： 地域活性化策の事例（2）（観光資源等の活用，景観マネ

ジメント等）
　第 ９回：地域活性化策の事例（3）（地域商社，環境ビジネス等）
　第１0回： 地域活性化策の事例（４）（新たな地域ビジネス，地域資

源開発等）
　第１１回： 地域活性化策の事例（５）（災害復興，ソーシャルファイ

ナンス等）
　第１2回： 地域イノベーションの方向性（１）（地域振興ビジネス，

地域リーダーとの関係性）
　第１3回： 地域イノベーションの方向性（2）（新たな地域デザイン，

ブランド戦略）
　第１４回： 地域イノベーションの方向性（3）（講義の振返り，今後

の変革の方向性）

３．履修上の注意
　地域活性化論Ａ（実習）とセットで履修すること。この地域活性
化論Ａ（実習）の定員を１0名とする。履修登録方法は，履修の手引
きを確認すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配付するレジュメなどで紹介する参考書などを読んで復
習すること。

５．教科書
　特に定めない。必要に応じて授業中に紹介する。

６．参考書
　特に定めない。必要に応じて授業中に紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業時間内に解説等の時間を設ける。

８．成績評価の方法
　レポー トの点数 ５0％，プレゼンテーション20％，授業への参加
度 30％，で評価する。

９．その他
　講義の中で地域活性化事例等に関連して可能であれば地域の方や
専門家をゲストスピーカーとしてお願いし，ご報告等をいただく機
会を設けることも予定している。

科目ナンバー：（BA）MAN371J

地域活性化論（実習）Ａ 岩 瀧 敏 昭

2 単位 2年次 春学期集中

１．授業の概要・到達目標
授業の概要
　地域活性化の具体策を考える上では，文献情報だけではなく当該地域の現場を
訪問し，その実践を通して考えていくことが必要となってくる。
　そこで本授業では地域活性化論A（講義）で得た基礎知識をもとに，活性化策に
取り組んでいる地域へ訪問して実習を行うこととする。
　具体的には，学期中に事前学習を経て活性化に取り組んでいる東京近郊の地域
や組織への訪問実習を行い，次に長期休暇中に遠方の地域を訪問し実習を行い，
最後に学んだ成果の報告を取り纏める。
　長期休暇中の訪問先としては奈良県，京都府，大阪府等の近畿圏内の幾つかの
市町村を予定している。
　同地域には，歴史的景観や建造物が多数あり，これらの地域資源等を活用した
観光振興・施策が盛んに行われてきたところである。
　一方で，当該地域の居住者の多くは，必ずしも観光業等に関りをもっているわ
けではない。
　このため地域の在り方への考え方についても，観光事業者や観光客等のニーズ
と居住者が期待するものとの間には，相当のギャップが生じているのではないだ
ろうか。
　この点について自治体や関係する組織等はどのように調整しているのだろうか。
また，地域活性化を考える上で大きなの課題となるのではないだろうか。
　このような観点から，この実習を通じて，改めて地域ビジネスや歴史的建造物
等を中心とした景観マネジメント，地域デザイン等の在り方などを中心とした活
性化策について考察する。
到達目標
　地域活性化論A（講義）で得た基礎知識をもとに，地域に訪問して実習を行うこ
とにより，具体的な地域活性化の課題設定や関連資料の収集ができること。また，
これらを踏まえて地域活性化策を考案することができることを目標とする。

２．授業内容
　この授業は事前学習，現地訪問（実習），事後学習（報告）の構成により進める。
　学期中に事前学習を経て 2 か所程度，東京近辺の自治体，商店街，地域活性化
ビジネスに関連する組織などを訪問し，特に地域活性化策を進める各地域と首都
圏の関連性などについて理解を深める。
　さらに長期休暇中に，奈良県，京都府，大阪府等の近畿圏内の幾つかの市町村実
習の事前準備作業を行い，それを受けて近畿地域に ５日間（予定）滞在し，関係自
治体，関連組織や企業，地元住民の方々からのヒヤリングや意見交換などを行う。
更に，それらを踏まえて，これからの地域の活性化策を進めるうえで「どのよう
な方向性を求めていくべきか」などを考察する。
【事前・事後学習の予定】
　第 １回　実習調査の概要　進め方について
　第 2回～ 3回　訪問先の現状と地域の現状分析
　第 ４回　東京近郊の事前学習と奈良，京都，大阪等の近畿地域実習の準備
　第 ５回　事後学習と報告のまとめ　
【実習日程等】
実習日程： 8月下旬から ９月上中旬（訪問先の都合等を考慮して決定する）
募集人員：１0名以内
参加費用： 大学からの交通費，宿泊費等の補助がある。併せて自己負担の必要が

ある。
　　　　　地域活性化論A（講義）の第１回目講義で説明する予定
履修登録方法：履修の手引きを確認すること。

３．履修上の注意
　地域活性化論Ａ（講義）とセットで履修すること。　
　現地実習への参加は必須とする。
　この地域活性化論Ａ（実習）は受入組織等のキャパシティ上の都合により定員
を１0名とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　実習のための事前準備として文献等を通して予備知識をもつこと。
　また，それを受けて特に実習において何を学びたいかを考えておくこと。
　さらに，実習後の振り返りや学んだことの記録などを踏まえた地域活性化への
考えを発表する準備などが必要となる。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　特に定めない。必要に応じて紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
事後学習，報告のまとめ等の時間内で解説する。

８．成績評価の方法
　現地実習の参加及び実習の準備・担当役割等　５0％，実習後の提出レポート，
報告等　５0％　で評価する。

９．その他
　実習は訪問先のご厚意によって成り立っていることから，それを念頭に入れた
明治大学の学生としての礼儀正しい行動や規律を守った対応をお願いしたい。
　特に地域関係者の皆さんにご協力をいただくものであることから，遠隔地にい
る自分たちとして何ができるか，どのような活性化策が考えられるかなど，真剣
な取組みを期待したい。
　尚，コロナ感染拡大など，諸般の事情により訪問先の大幅な変更等の可能性が
ある。
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

地域活性化論（講義）Ｂ 志 波 早 苗

2 単位 2年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
≪授業の概要≫
　敗戦後の日本が経済復興する過程で大都市圏と地方の格差が拡大しました。そ
して現在，双方共により深刻な諸問題が表出しています。少子・超高齢化による
人口減少社会の進展，地方および地域経済の衰退・貧困化等 20 年後 30 年後消滅
都市が発生するという報告もあり，政府も地方公共団体も地方創生，地域活性化
の政策を掲げています。
　住民（市民）によるまちづくり活動も行われていますが，一般になかなか有効
な手立てがありません。
　しかし，その中でも大消費地の経済力を活かした地域連携，地域資源の徹底的
な発掘とネットワーク化，共感型経済圏の構築，近未来　を見越したコミュニテ
ィ・ビジネスで成果を上げている地域も散見されます。
　成否を分けるのは何か，実例を基に考えていきます。
≪到達目標≫
現代日本社会の諸問題はどんな変遷を経て（地域）社会へ表出しているのか。身
近な問題から接近して多角的な知見を得て，自分なりの問を立て，思考し，意見
交換し，また自分の考えを深めていきます。
その繰り返しが主体的な学びの姿勢へ変化し，やがて実践へ通じ，知らず知らず
に力をつけていくことを期待し，目標とします。

２．授業内容
第 １回：イントロダクション
第 2回：基礎知識として「敗戦後の日本人のくらしと社会の変遷」
第 3回：基礎知識として「現代の社会問題とその背景が意味するもの」
第 ４回：今を考える「グローバリゼーションと世界的課題」
第 ５回：今を考える「社会的連帯経済と SDGs」
第 6回：市民自治とコミュニティ① コミュニティ・ビジネスとローカルパーティ
第 ７回：市民自治とコミュニティ② 超高齢社会で育む地域の底力
第 8回：過疎地に生きる① 自分の生き方に仕事を合わせる若者の挑戦
第 ９回： 過疎地に生きる② 人と資源を掘り起こして地域を越えたネットワークを

創る
第１0回： 地方経済の活性化① 東日本大震災の復興支援と信用金庫 　地域と共に・

地域で生きる
第１１回： 地方経済の活性化② 都市と農村をつなぐ生協 　共感型経済を創り・広げ

る
第１2回： 大地と共に心を耕せ① 無茶々園の歴史～生き残りをかけた地域協同組合

への挑戦～
第１3回： 大地と共に心を耕せ② 無茶々園の地域づくり～過疎地発多文化共生 未来

を描く～
第１４回： 全体の振り返りとレポート課題 ～私の考えるこれからの地域社会で求め

られるもの～

３．履修上の注意
※地域活性化論（実習）Bとセットで履修します。実習の受入団体のキャパシティ
から定員は 8名で，WEB登録の先着順になります。
※各回，前半を講義，後半をワークショップにします。自分の問題意識と実習が
つながるように設定していますので，積極的に参加してください。
※コロナ禍で実習先である無茶々園に行けない場合は，実習編として都内近郊の
実践事例を見学・体験することになるので，その際には講義編の授業内容に変更
が生じます。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業時に参考論文の配布や参考文献を紹介します。積極的に読んでもらいたい
と考えます。

５．教科書
愛媛大学社会共創学部研究チーム『大地と共に心を耕せ』農山漁村文化協会
（20１8）
木下斉『地方創生大全』東洋経済新報社（20１6）

６．参考書
「なぜ人口減少社会において，協同組合モデルが有効であるか」木下斉（協同組合
研究誌『にじ』No.6５１）（JC総研）
斎藤幸平『人新世の「資本論」』（2020）
『社会的連帯経済』藤井敦史編著（2022／彩流社）

７．課題に対するフィードバックの方法
O!　meiji ！のシステムを使います。お知らせなどを適宜みるようにして下さい。

８．成績評価の方法
　レポート（５0％），授業への参加度・リアクションペーパーの提出（５0％）。
　レポートは，実習につながる課題を自ら見つけ，授業内容から論理的にまとめ
たものとします。
　履修生自身が何よりも主体的に考え，自分なりの答えを見つけ出すことを重視
します。

９．その他
　ワークショップや意見交換に際しては，相手の言うことを批判・否定せず，よ
く聴き議論してください。

科目ナンバー：（BA）MAN371J

地域活性化論（実習）Ｂ 藤 木 千 草

2 単位 2年次 秋学期集中

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　地域活性化といっても，それぞれの地域によって歴史も気候風土も文化も異な
り，時代によっても状況が変化します。具体的な方策を考える上では，画一的な
手法を当てはめるのではなく，それぞれの地域や時代状況を踏まえるとともに，
文献情報だけでなく自らその地域に赴いて実践を通して考えることが有効です。
　この授業では，地域活性化論（講義）Bと並行して，自分の身近にある課題につ
いて検討し，テーマを一つ選んで，どのようにその課題を解決するか，事業プラ
ンを考案します。できるだけ具体的なプランにするために，実際に地域のニーズ
に応える事業を行っている現場を訪問し，実践の方法やプランニングについて学
びます。
また，メインの実習は春季休業中に実施する ４ 泊 ５ 日の実習です。この実習地で
も，地域にある課題解決に向けた事業プランを考えます。
2種類の事業プランは，すべての実習が終了後の 2月に行う報告会で発表します。
　体験・実習を通して，それぞれが考えてきた身近な課題の解決プランをより具
体的なものにしていきます。
《到達目標》
　実習を通して，主体的に行動し，地域活性化の具体策を考案する。

２．授業内容
　実習は以下の 3つに大別されます。
１）東京都内の実習 3か所
実習①ワーカーズ・コレクティブなど訪問（西東京市）
　高齢者の介護・保育・グループホーム・カフェ・食事サービスの分野で起業し
て事業を展開している人たちのお話を伺う。
実習②ワーカーズコープ及び「東京DEW」（新宿区）
　ワーカーズコープ関連の様々な事業所が入居している，民主的な学びと働きを
融合させた施設をたずね，現状と今後の構想などをお聞きする。
実習③新宿ごはんぷらす（新宿区）
　都庁の下で毎週土曜日に住まいを失ったり，収入が減ったりした人たちを支援
する相談会と食事の提供を行っている現場を訪問し手伝いを行う。
訪問先については，訪問前の授業で概要を予習し，訪問後の授業で意見交換を行
います。
それぞれが選んだテーマの事業プランづくりも同時に進めていきます。
2）無茶々園（愛媛県）での実習
　春季休業中の訪問先は，愛媛県西予市明浜町で約４0年前から，ミカンなど柑橘
類の有機栽培に取り組んでいる株式会社地域法人無茶々園です。無茶々園は，農
業だけでなく環境に配慮した真珠やちりめんなど海産物の生産，高齢者福祉，外
国人実習生の人材育成，子どもの教育なども幅広く手がけ，地域の団体や住民と
ともに地域活性化に取り組んでいます。
　無茶々園の概要や歴史を知り，農業の現場での柑橘類の摘果や選果作業，漁業
との連携による海産物等の加工作業，高齢者の福祉施設，廃校になった小学校を
拠点とするコミュニティの活性化事業を見学・体験することを通して，生産者や
地域住民への聞き取り，意見交換などを行い，地域の活性化策に必要なことや手
法について考察します。
3）報告会
　無茶々園での実習終了後，大学キャンパス内で実習報告会（ 2 月）を行い，活
動内容及び学んだことを整理して報告するとともに，それぞれが取り上げた地域
課題の対策に向けた具体的な事業プランを発表します。

３．履修上の注意
　地域活性化論（講義）Bとセットで履修すること。実習の受入団体のキャパシテ
ィから定員 8名。WEB先着とします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　実習に行く前に，それぞれの団体について基本的なことを調べます。実習後は
振り返りを行い，実習で学んだことを記録し，意見を出しあいます。また，授業
を通して考案する身近な課題を解決する事業プランに生かすことをふまえて，取
り組んでください。

５．教科書
　　『小さな起業で楽しく生きる』
　ワーカーズコレクティブネットワークジャパン著　（ほんの木　20１４年）

６．参考書
　『協同で仕事をおこす -社会を変える生き方・働き方-』
　広井良典 編著／日本労働者協同組合連合 監修　（コモンズ　20１１年）

７．課題に対するフィードバックの方法
　実習後のレポートや身近な課題を解決する事業プラン作成に関するワークシー
トなどの提出は，Oh-o! Meiji を通じて配信します。常に確認してください。

８．成績評価の方法
　授業や実習の参加姿勢とレポートの提出（５0%）と事業プランの内容と発表

（５0%）で成績評価します。

９．その他
　実習は受け入れ先のご協力により実施できるものです。前向きに取り組むこと
が，その厚意に応えることになります。積極的に参加してください。
　実習にかかる費用は，交通費約 ４ 万円，宿泊費等約 3 万円がかかる見込みです
が，学生旅費補助で 3万円（上限）まで申請することができます。
　質問等はメールで連絡してください。chigusaf@gmail.com
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

公共交通と地域社会 大 塚 良 治

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　人口減少やモータリゼーションの進展に伴い，国内の多くの公共
交通事業者の経営環境は厳しさを増しています。さらに，2020年に
は新型コロナウィルスの感染が拡大し，公共交通機関の利用が大き
く落ち込みました。公共交通の持続的運営方策の立案・実行が急務
といえます。本講義では，国内の地域公共交通の運営と活性化のあ
り方について，総論を学ぶとともに，特色ある事例を概観すること
を通して，公共交通事業者と地域社会がともに発展する公共交通の
ありかたについて理解を深めます。

２．授業内容
〈 １〉公共交通総論・地域住民による公共交通の運営①（川崎市麻
生区他）

〈 2〉地域住民による公共交通の運営②（千葉ニュータウン地域）
〈 3〉国鉄改革とJRグループの現状
〈 ４〉国鉄・JRの地方交通線問題
〈 ５〉JR三島会社問題
〈 6〉整備新幹線の並行在来線問題①（総論・青い森鉄道）
〈 ７〉整備新幹線の並行在来線問題②（九州新幹線長崎ルート他）
〈 8〉大手私鉄の沿線開発と地域社会①（総論・阪急・東急）
〈 ９〉 大手私鉄の沿線開発と地域社会②（西武鉄道の不採算路線問題）
〈１0〉地域鉄道の存続問題①（えちぜん鉄道他）
〈１１〉地域鉄道の存続問題②（四日市あすなろう鉄道他）
〈１2〉観光まちづくりと公共交通①（桐生市・富岡市）
〈１3〉観光まちづくりと公共交通②（広島市・廿日市市・安芸灘諸島）
〈１４〉持続可能な地域づくりに向けた公共交通活性化の課題
※受講生の理解や社会経済情勢の変化等によって内容を一部変更す
ることがあります。

３．履修上の注意
　特段の予備知識は不要です。ただし，一部の授業で交通事業者の
財務諸表を利用することがあるため，会計学に関する基礎知識があ
ると一層理解が深まります（会計学の知識は必須ではありません）。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：授業前の１週間に報道された公共交通に関するニュースに
目を通す。
　復習：授業で配布された資料に目を通す。

５．教科書
　クラスウェブに毎回，授業資料（レジュメ）をアップします。

６．参考書
　特に定めません。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業内小テスト80%，期末レポート20%

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

観 光 事 業 論 Ａ 中 島　 恵

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　2003年に小泉政権は日本の主要産業を製造業から観光業へシフト
させる方針を固め，ビジット・ジャパン・キャンペーンを開始し，
訪日外国人観光客年間１000万人を目指すと発表した。2020年の東京
オリンピック時に訪日外国人４000万人を目指していた。しかし新型
コロナウィルス流行で計画が大幅に変更された。観光事業は世界的
な問題の影響を強く受ける脆弱性がある。観光事業は地域経済を活
性化させ，地域雇用を生むため地域振興につながる。第3セクター
形式も多い。本講義では各事業の概要を中心に，観光事業論Bでは
より詳細に学習する。

〈到達目標〉
　本授業では，ものづくり立国から観光立国への転換がどのように
行われていくか，どのような問題があるのか，今後どう進むのかな
どを学習し，理解する。また各種観光事業はどのように経営されて
いるのか，経営学的に学習し，理解する。観光事業による地域振興，
地域活性化を学習し，理解する。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション：観光事業とは何か
　第 2回：インバウンド観光とアウトバウンド観光とは何か
　第 3回： カ ジ ノ 法 案 とMICE（Meeting, Incentive, Convention, 

Exhibition）とは何か
　第 ４回：宿泊業１：国際チェーンホテル
　第 ５回：宿泊業2：国内老舗ホテル
　第 6回：エアライン事業１：ナショナルフラッグキャリア
　第 ７回：エアライン事業2：LCC（Low Cost Carrier）
　第 8回：空港事業
　第 ９回：鉄道事業
　第１0回：テーマパーク事業１
　第１１回：テーマパーク事業2
　第１2回：動物園・水族館事業
　第１3回：美術館・博物館事業
　第１４回：a：試験，b：講義全体のまとめと試験の正答解説

３．履修上の注意
経営学の基礎科目を履修済みであることが望ましい。履修していな
くても可能。
教室のキャパシティに受講生が収まった場合，教室で対面授業を行
い，１４回目に期末試験を行う。
教室のキャパシティを超える受講生がいる時は教室での対面授業を
オンデマンドで配信し，期末試験ではなく期末レポートとする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，観光事業や地域振興に関するニュース，ビジネス雑
誌，新聞を見る。復習として，本日の部分の教科書を読み直す。

５．教科書
中島 恵（20１７）『なぜ日本だけディズニーランドとUSJが大成功し
たのか？』三恵社
中島 恵（2023）『テーマパーク産業論　改訂版　中国編』三恵社

６．参考書
中島 恵（2022）『テーマパーク産業論　改訂版　日本編』三恵社
中島 恵（2022）『テーマパーク産業論　改訂版　アジア編』三恵社

７．課題に対するフィードバックの方法
質問を受けたら，次回の授業の最初に全体に向けて説明する。
個別相談ならメールか授業後などに時間を作って解説する。

８．成績評価の方法
授業への貢献度１0％，期末試験９0％。
試験は教科書と手書きノートのみ持ち込み可。コピー教科書，コピ
ーノートは持ち込み不可。
もし教室のキャパシティを超える受講生がいる場合，期末レポート
に変更する。
期末レポートの内容で１00%。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

観 光 事 業 論 Ｂ 中 島　 恵

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　2003年に小泉政権は日本の主要産業を製造業から観光業へシフト
させる方針を固め，ビジット・ジャパン・キャンペーンを開始し，
訪日外国人観光客年間１000万人を目指すと発表した。2020年の東京
オリンピック時に訪日外国人４000万人を目指していた。しかし新型
コロナウィルス流行で計画が大幅に変更された。観光事業は世界的
な問題の影響を強く受ける脆弱性がある。観光事業は地域経済を活
性化させ，地域雇用を生むため地域振興につながる。第3セクター
形式も多い。本講義では観光事業論Aを受け，各事業についてより
詳細に学習する。観光事業論Aを受講していなくても理解できるよ
うに説明する。
〈到達目標〉
　本授業では，ものづくり立国から観光立国への転換がどのように
行われていくか，どのような問題があるのか，今後どう進むのかな
どを学習し，理解する。また各種観光事業はどのように経営されて
いるのか，経営学的に学習し，理解する。観光事業による地域振興，
地域活性化を学習し，理解する。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション：観光事業とは何か
　第 2回：日本のインバウンド観光の成長と観光立国
　第 3回：第二次安倍内閣の地方創生と観光事業
　第 ４回：地方テーマパークと地域振興
　第 ５回：別府市の「湯～園地」
　第 6回：新横浜の地域振興と新横浜ラーメン博物館
　第 ７回：ホンダの鈴鹿サーキットと地域振興
　第 8回：ユニバーサル・スタジオ・ジャパンと大阪湾岸の地域再生
　第 ９回：佐世保市の工業団地の活性化とハウステンボス
　第１0回：愛知県蒲郡市の地域振興とトヨタ自動車のラグナシア
　第１１回：三鷹の森ジブリ美術館と指定管理者制度
　第１2回：藤子・F・不二雄ミュージアムと川崎市
　第１3回：カジノ法案と地域振興
　第１４回：a：試験，b：講義全体のまとめと試験の正答解説

３．履修上の注意
　経営学の基礎科目を履修済みであることが望ましい。観光事業論
Aを履修済みであることが望ましいが，履修していなくても理解で
きるように説明する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，観光事業や地域振興に関するニュース，ビジネス雑
誌，新聞を見る。復習として，本日の部分の教科書を読み直す。

５．教科書
　中島 恵（2023）『テーマパーク産業論 改訂版　ヨーロッパ編』三
恵社

６．参考書
中島 恵（2022）『テーマパーク産業論　改訂版　日本編』三恵社
中島 恵（2022）『テーマパーク産業論　改訂版　アジア編』三恵社
中島 恵（2023）『テーマパーク産業論　改訂版　中国編』三恵社

７．課題に対するフィードバックの方法
次回の授業の最初に全体に向けて説明する。
個別指導が適しているなら，授業後などに時間をとって説明する。

８．成績評価の方法
　授業への貢献度１0％，試験９0％。
　試験は教科書と手書きノートのみ持ち込み可。コピー教科書，コ
ピーノートは持ち込み不可。
教室のキャパシティに収まる受講者なら対面授業し，１４回目に期末
試験を行う。
もし教室のキャパシティを超える受講者が来たら，教室での対面授
業をオンデマンド配信し，期末レポートとする。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

ツーリズム・マネジメントＡ 佐 藤　 郁

2 単位 2年次 春学期 中野キャンパス

１．授業の概要・到達目標
観光は多くの人々にとって身近な活動であるとともに，様々な利害
関係者が関わる複合的な分野であり，その国や地域の文化や社会の
システムを理解し，国や文化の違いを超えて交流・相互理解を推進
する最も身近なツールのひとつです。本科目は，まず前半で，世界
や日本の観光史，観光政策，観光資源を中心に基本的なツーリズム
の知識を学びます。後半では，ツーリズムをマネジメントするとは
どういうことかについて，ツーリズム・マネジメントを理解する際
に重要な，「ツーリズムの役割とジレンマ」というテーマを通じて
考え，グローバルレベル，ローカルレベルのツーリズム・マネジメ
ントの課題について広く理解することを目的とします。

２．授業内容
第 １回　イントロダクション
第 2回　世界の観光史
第 3回　日本の観光史
第 ４回　 世界の観光事情 （１） グローバルツーリズムの潮流と

UNWTO（国連世界観光機関）
第 ５回　世界の観光事情 （2） 世界遺産とツーリズム
第 6回　日本の観光事情 （１） 日本の観光政策と課題
第 ７回　日本の観光事情 （2） 日本の観光資源-１
第 8 回　日本の観光事情 （3） 日本の観光資源-2
第 ９ 回　日本の観光事情 （４） 日本の観光資源-3
第１0回　ツーリズムの役割とジレンマ （１） 経済的課題
第１１回　ツーリズムの役割とジレンマ （2） 環境的課題
第１2回　ツーリズムの役割とジレンマ （3） 社会的課題
第１3回　ツーリズムの役割とジレンマ （４） 文化的課題
第１４回　まとめ

３．履修上の注意
・AとBは対になっているので，連続して履修することが望ましい。
第 １回で授業の進め方や注意点について説明するので，履修を希望
する学生は必ず出席すること。
・授業は日本語で行うが，内容を説明した上で，英語の動画やDVD
を使用することがある。
・ 3回遅刻した場合は欠席 １回とみなします。
・ ４ 回以上欠席した場合は以降の授業の履修及び課題の提出（試験
受験を含む）を一切認めない。特別な事情（病気・忌引等）がある
場合は，事前に連絡をした上で証明書類を提出すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
対象が広範囲に及ぶので，授業内で指示した参考資料は各自で目を
通して，理解を深めるよう努力してください。

５．教科書
特に指定しない。必要に応じてその都度プリントを配布する。

６．参考書
適宜授業内で提示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業の冒頭で，前回のリアクションペーパーのコメントを共有しな
がら，全体へのフィードバックと振り返りを行う。

８．成績評価の方法
平常点 （授業への参加度及びリアクションペーパー） （４0％），試験 

（60％）

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

ツーリズム・マネジメントＢ 佐 藤　 郁

2 単位 2年次 秋学期 中野キャンパス

１．授業の概要・到達目標
ツーリズム・マネジメントBでは，観光事業経営 （ツーリズムビジ
ネスマネジメント），観光地域経営 （ツーリズムデスティネーショ
ンマネジメント） の視点から，広く日本や世界各地におけるツーリ
ズム・マネジメントについて学びます。
観光事業経営 （ツーリズムビジネスマネジメント） では，世界と日
本の旅行業，航空業，宿泊業について学びながら，世界や日本のツ
ーリズムビジネスの現状と課題を理解することを目的とします。ま
た，日本のツーリズムビジネスの独自性や共通性についても議論し
ていきます。
観光地域経営 （ツーリズムデスティネーションマネジメント） で
は，主に観光受け入れ地域側での，競争力を高めるためのマネジメ
ントと，持続可能性を高めるためのマネジメントの 2つに分けて学
びます。観光受け入れ地域で，ツーリズムがもたらす利益や弊害を
マネジメントするための仕組みや主体について理解することを目的
とします。
最後に，これまでの視点を統合しながら，持続可能なツーリズムの
ために，観光に関わる様々な利害を調整する適切なマネジメントと
主体の必要性を総合的に理解することを目指します。

２．授業内容
第 １回　イントロダクション
第 2回　ツーリズムビジネスマネジメント （１） 世界の旅行業
第 3回　ツーリズムビジネスマネジメント （2） 日本の旅行業
第 ４回　ツーリズムビジネスマネジメント （3） 世界の航空業
第 ５回　ツーリズムビジネスマネジメント （４） 日本の航空業
第 6回　ツーリズムビジネスマネジメント （５） 世界の宿泊業
第 ７回　ツーリズムビジネスマネジメント （6） 日本の宿泊業
第 8回　 ツーリズムデスティネーションマネジメント （１） イント

ロダクション：競争力を高めるためのマネジメント
第 ９回　 ツーリズムデスティネーションマネジメント （2） 世界の

観光地の取り組み
第１0回　 ツーリズムデスティネーションマネジメント （3） 日本の

観光地の取り組み
第１１回　 ツーリズムデスティネーションマネジメント （４） イント

ロダクション：持続可能性を高めるためのマネジメント
第１2回　 ツーリズムデスティネーションマネジメント （５） 世界の

観光地の取り組み
第１3回　 ツーリズムデスティネーションマネジメント （6） 日本の

観光地の取り組み
第１４回　まとめ

３．履修上の注意
・AとBは対になっているので，連続して履修することが望ましい。
第 １回で授業の進め方や注意点について説明するので，履修を希望
する学生は必ず出席すること。
・授業は日本語で行うが，内容を説明した上で，英語の動画やDVD
を使用することがある。
・ 3回遅刻した場合は欠席 １回とみなします。
・ ４ 回以上欠席した場合は以降の授業の履修及び課題の提出（試験
受験を含む）を一切認めない。特別な事情（病気・忌引等）がある
場合は，事前に連絡をした上で証明書類を提出すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
対象が広範囲に及ぶので，授業内で指示した参考資料は各自で目を
通して，理解を深めるよう努力してください。

５．教科書
特に指定しない。必要に応じてその都度プリントを配布する。

６．参考書
適宜授業内で指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業の冒頭で，前回のリアクションペーパーのコメントを共有しな
がら，全体へのフィードバックと振り返りを行う。

８．成績評価の方法
平常点 （授業への参加度及びリアクションペーパー） （４0％），試験 
（60％）

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN371E

Tourism Management A SATO IKU

Credits: 2 Year: 2
Spring 

Semester
Nakano

1. Course Outline and Objectives
Tourism is a sizable global industry and complex activity which involves 
various actors and stakeholders. Also, Tourism is one of the most familiar 
tools to understand diverse culture and social system of a country and to 
foster global cross-cultural communications between different countries 
and regions.
In the first half of the course, I will provide you an overview of tourism in 
the world and in Japan. It includes basic concepts, policies, history and 
key trends etc. The latter half focuses on the issues of tourism 
management at global, regional and local levels and examines a subject 
“the role of tourism and dilemma caused by tourism”. By the end of this 
course, students will have broadly understood the critical issues in 
tourism management today at various scales.

2. Course Content
Week １ : Introduction
Week 2：History of tourism in the world
Week 3：History of tourism in Japan
Week ４： Understanding tourism in the world （１）：The role of UNWTO 

and global tourism today
Week ５： Understanding tourism in the world （2）：UNESCO World 

Heritage and Tourism
Week 6： Understanding tourism in Japan （１）：Tourism policies and 

issues
Week ７：Understanding tourism in Japan （2）：Tourism resources -１
Week 8：Understanding tourism in Japan （3）：Tourism resources -2
Week ９：Understanding tourism in Japan （４）：Tourism resources -3
Week １0：The role of tourism and dilemma （１）：Economic issues
Week １１：The role of tourism and dilemma （2）：Environmental issues
Week １2：The role of tourism and dilemma （3）：Social issues
Week １3：The role of tourism and dilemma （４）：Cultural issues
Week １４：Course review & summary

3. Registration Requirements
As Tourism Management A & B are closely related, it is highly 
recommended to take both courses as possible. Basic information of the 
course requirements will be explained in the first class.
＊If you are late 3 times, it will be counted as １ absence.
＊If you absent ４ times or more, you receive a FAIL grade except for 
documented emergencies.
＊“Reaction paper” (on which you are required to write short comments) 
is required in every lecture (except for week１, introduction)
＊No required TOEFL scores but students are required to study tourism-
related vocabularies and technical terms in prior or after class by 
themselves.
＊This course is basically instructed by lecturing. 
＊This course is conducted in English. Occasionally, short video clips / 
DVDs in Japanese will be used after explaining the outline.
＊If you absent due to documented emergencies, contact in advance to 
the class and then submit the document.

4. Course Preparations
This course covers a wide range of topics. Students are required to read 
reference books individually to foster better understanding.

5. Textbook (s)
No required textbook. （Hand-outs will be distributed as needed.）

6. Reference Book (s)
To be introduced in the classes

7. How to provide Feedback to assignments
At the beginning of the class, some students’ comments will be shared to 
summarize the previous lecture and give feedback. 

8. Assessment
Participation and Reaction paper （４0％）, Final test （60％）
＊If you absent ４ times or more, you are not allowed to take the final test.
(If you are late 3 times, it will be counted as １ absence.)

9. Others

科目ナンバー：（BA）MAN371E

Tourism Management B SATO IKU

Credits: 2 Year: 2
Fall 

Semester
Nakano

1. Course Outline and Objectives
This course looks tourism management from two main perspectives; 
Tourism business management and Tourism destination management. By 
the end of this course, students will have understood the various 
mechanisms and actors in tourism business and destination management 
and how destinations can maximize benefits and minimize negative 
impacts by managing tourism appropriately in cooperation with tourism 
stakeholders. Each lecture will provide various concrete examples in 
Japan and in the world as well. Distinctiveness and common features in 
Japanese tourism management systems are occasionally discussed in 
comparison with other countries or regions.

2. Course Content
Week １：Introduction
Week 2：Tourism business management （１）：Travel industry in the world
Week 3：Tourism business management （2）：Travel industry in Japan
Week ４：Tourism business management （3）：Airline industry in the world
Week ５：Tourism business management （４）：Airline industry in Japan
Week 6：Tourism business management （５）：Hotel industry in the world
Week ７：Tourism business management （6）：Hotel industry in Japan
Week 8： Tourism destination management （１）：Management to improve 

destination competitiveness
Week ９：Tourism destination management （2）：Cases in the World
Week １0：Tourism destination management （3）：Cases in Japan
Week １１： Tourism destination management （４）：Management to improve 

destination sustainability
Week １2：Tourism destination management （５）：Cases in the world
Week １3：Tourism destination management （6）：Cases in Japan
Week １４：Course summary & review

3. Registration Requirements
As Tourism Management A & B are closely related, it is highly 
recommended to take both courses as possible. Basic information of the 
course requirements will be explained in the first class. 
＊If you are late 3 times, it will be counted as １ absence.
＊If you absent ４ times or more, you receive a FAIL grade except for 
documented emergencies.
＊“Reaction paper” (on which you are required to write short comments) 
is required in every lecture (except for week１, introduction).
＊No required TOEFL scores but students are required to study tourism-
related vocabularies and technical terms in prior or after class by 
themselves.
＊This course is basically instructed by lecturing. 
＊This course is conducted in English. Occasionally, Short video clips / 
DVDs in Japanese will be used after explaining the outline.
＊If you absent due to documented emergencies, contact in advance to 
the class and then submit the document.

4. Course Preparations
This course covers a wide range of topics. Students are required to read 
reference books individually to foster better understanding.

5. Textbook (s)
No required textbook. （Hand-outs will be distributed as needed.）

6. Reference Book (s)
To be introduced in the classes

7. How to provide Feedback to assignments
At the beginning of the class, some students’ comments will be shared to 
summarize the previous lecture and give feedback. 

8. Assessment
Participation and Reaction paper （４0％）, Final test （60％）
＊If you absent ４ times or more, you are not allowed to take the final test.
(If you are late 3 times, it will be counted as １ absence.)

9. Others
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

国 際 開 発 論 高 柳 彰 夫

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
授業の概要
　20１５年に国連総会で採択された2030年までの世界の経済・社会・
環境に関する目標であるSDGs（持続可能な開発目標）は，2023年
は実施 8 年目となりちょうど中間地点です。この科目ではSDGs時
代の国際開発の諸問題とSDGs達成のための国際開発協力のあり方
について検討します。
　まず，国際開発が歴史的にどう考えられてきたのか，次いで
SDGsを踏まえながら国際開発の課題を考え，最後の政府や市民社
会による国際開発協力のあり方を検討します。
到達目標
・SDGsについての理解を深める。
・ SDGsを踏まえながら，現代の国際開発の諸課題（貧困・教育・保

健・ジェンダー・気候変動など）を理解する。
・ 多様なアクター（主体）による国際開発協力について，アクター間
の相互関係も含めて理解しつつ，自分の意見を持てるようにする。

２．授業内容
第 １回　イントロダクション
第 2回　SDGsとは何か？（テキスト　序章）
第 3回　国際開発に関する考え方の変遷
第 ４回　開発と貧困・飢餓（テキスト１章）
第 ５回　開発と教育（テキスト3章）
第 6回　開発と健康・保健（テキスト2章）
第 ７回　開発とジェンダー（テキスト４章）
第 8回　開発と都市化（テキスト6章）
第 ９回　開発と気候変動（テキスト７章）
第１0回　開発と平和・ガバナンス（テキスト９章）
第１１回　 ODA（政府開発援助）：世界の動向と日本の特徴（テキス

ト１0章）
第１2回　NGO/CSO（市民社会組織）の国際協力活動
第１3回　ODA機関とNGO/CSOのパートナーシップ
第１４回　SDGsと国際開発協力の将来（テキスト　終章）

３．履修上の注意
・ テキストは20１8年出版ですが，当然その後の動向（Covid-１９パン

デミック，ウクライナ危機など）や新しいデータがありますので，
授業ではテキストで各テーマの基本的な問題を学びつつ，最新の
動向・データをしめします。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
・ 授業内容の各セッションのテキストの該当の章を記載しているの

で当該の章を読んできてください。
・ できるだけ参考書に記載してあるSustainable Development Goals 

Reportの該当箇所も，英語ですが，目を通してきてください。
・ 国連の諸機関をはじめ関連するさまざまな組織のホームページを

積極的に閲覧しましょう。

５．教科書
『SDGsを学ぶ』高柳彰夫・大橋正明編（法律文化社，20１8年）

６．参考書
Sustainable Development Goals Report 2023, （United Nations，
2023年 ７ 月出版予定）

７．課題に対するフィードバックの方法
期末試験を行う場合には，試験後に関節の時間を設けます。
レポートの場合には，１2月に１0分程度，レポートの構成などについ
ての時間を設けます。
担当者が非常勤講師のため，大学に出るのは授業日だけですが，連
絡方法は初回の授業でお知らせします。

８．成績評価の方法
受講者数５0名以上の場合：期末試験，５0名未満の場合：レポ―ト：
80％
授業の出欠やリアクションペーパー：20％

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371E

International Development TAKAYANAGI AKIO

Credits: 2 Year: 3
Fall 

Semester
Surugadai

1. Course Outline and Objectives
Course Summary
This course focuses on issues around international development and 
development cooperation with the Sustainable Development Goals （SDGs） 
in mind. First, we will quickly overview the history of international 
development theories. Then, we will examine various issues in 
international development with the SDGs in mind. Finally, we will look 
into international development cooperation by different actors, 
governments, NGOs/civil society organizations, and partnership between 
different actors.
As the number of students taking this course is not expected to be large 
compared to the parallel course taught in Japanese, this course will 
emphasize in-class discussion, IN ENGLISH.
Goals
- To deepen understandings on SDGs.
- To understand the current challenges in different international 
development agenda and international development cooperation
- To enhance students' capacity to discuss global issues, especially those 
related to SDGs, in English

2. Course Content
Session １: Introduction
Session 2:  A quick overview of international development theories since 

the end of the WW II
Session 3: What are SDGs?
Session ４: Poverty and Hunger
Session ５: Quality Education
Session 6: Health
Session ７: Gender and Development
Session 8: Urbanization in the Global South
Session ９: Climate crisis and international development
Session １0: Development, peace and governance
Session １１:  Official Development Assistance （ODA）: Global trends and 

Japan's aid policy
Session １2: Roles of NGOs/CSOs in international development
Session １3:  "Partnership" between governments and CSOs in international 

development cooperation 
Session １４: Students' presentation on the final essay

3. Registration Requirements
- Students are required to actively participate in discussions. 
- 日本人学生が受講者の2/3以上だった場合は，英語と日本語の概念の違い
などを日本語で説明する時間を設けることもあります。

4. Course Preparations
- To read the relevant chapters of the Sustainable Development Goals 
Report 2023 （listed as a reference below） and other resources.
- To access websites of UN agencies, OECD-DAC and other organizations 
working on international development 

5. Textbook (s)
No textbook

6. Reference Book (s)
Sustainable Development Goals Report 2023, To be published by the UN in 
luly 2023.
Introduction to International Development, P. Haslm et al. eds. （Oxford 
Univ. Press, 202１）

7. How to provide Feedback to assignments
- In the final session, students are required to do oral presentation on 
outline of the final essay.

8. Assessment
- Final Essay ７５%, In-class participation: 2５%

9. Others
期末レポートは英語・日本語どちらで提出してもよいが，最終回での期末
レポートのプレゼンは必ず英語で行ってください。
Students can write their final essay either in English or Japanese, but the 
presentation on the essay in the final report must be in English.
As I am not a faculty-member, I will inform the students how I can be 
reached in the first session.
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科目ナンバー：（BA）MAN371J

国際協力ＮＧＯ論 重 田 康 博

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本授業では，グローバル市民社会の中でも重要な担い手である国
際NGOについて学びます。国際協力NGOの意義・役割，定義，特徴，
起源と歴史，発展の流れ，開発協力，参加型開発，緊急人道支援と
平和構築，開発教育，キャンペーン，政策提言，NGOへのキャリア・
パスについて論じ，国際NGOの基礎知識を学びます。本授業の到
達目標は，国際協力NGOとは何か，なぜ必要なのか，どのような
役割を果たしていているのか，その基礎・実践・キャリア形成を学
ぶことによってその全体像を把握し，グローバル・イシューとの相
関関係，NGOの市民社会スペースについて考えます。

２．授業内容
　第 １回　イントロダクションー国際協力NGOとは何か？
　第 2回　国際協力NGOの定義・意義・役割・チャリティ
　第 3回　 欧米のNGOの変遷①１９世紀から第 １ 次世界大戦までの

国際NGO活動
　第 ４回　 欧米のNGOの変遷②第 2 次世界大戦前後における救援・

復興活動
　第 ５回　欧米のNGOの変遷③途上国への開発協力の開始
　第 6回　 発展途上国（アジア）のNGOの変遷①貧困者への救済

活動
　第 ７回　 発展途上国（アジア）のNGOの変遷②戦争・内戦など

による被災民・難民への救援活動
　第 8回　日本のNGOの変遷①第 2次世界大戦前までのNGOの活動
　第 ９回　日本のNGOの変遷②第 2次世界大戦後から１９９0年代まで
　第１0回　国際協力NGOのネットワーク
　第１１回　NGOの開発協力・参加型開発
　第１2回　NGOの緊急人道支援・平和構築
　第１3回　NGOの政策提言・開発教育・キャンペーン
　第１４回　NGOへのキャリア・パス

３．履修上の注意
　教科書，ビデオ，DVD鑑賞，Youtubeなど参加型学習の手法を取
り入れて授業を行います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書重田康博『激動するグローバル市民社会－慈善か
ら公正へ』を読み，授業中に出された宿題にコメントすること。レ
ポートの課題が出された場合提出すること。

５．教科書
　重田康博（20１７）『激動するグローバル市民社会ー「「慈善」から

「公正」への発展と展開』明石書店

６．参考書
　西あい・湯本浩之編著（20１７）『グローバル時代の「開発」を考
える』明石書店
　重田康博・真崎克彦・阪本公美子編著（20１９）『SDGs時代のグロ
ーバル開発協力論』明石書店

７．課題に対するフィードバックの方法
授業のコメントは，毎回コメントシートに書いて授業終了後提出す
ること。課題レポート提出については，授業中に指示する。

８．成績評価の方法
　出席・コメントシート提出１0％，レポートの提出30％，定期試験
60％

９．その他
　今後世界や日本において，国際協力NGOの役割が大きくなって
いきます。是非国際協力NGOについて学習して下さい。

科目ナンバー：（BA）MAN371J

コミュニティ・ビジネス事情 中 島 智 人

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　この授業では，コミュニティ・ビジネスと呼ばれる活動・組織の
今日的な意義と，事業体としての持続可能性を維持するために必要
なマネジメント上の課題，およびコミュニティ・ビジネスを支える
制度的環境について，事例を通して考察する。
　授業を通じて，コミュニティ・ビジネスが必要とされる政治的，
経済的，社会的背景を理解し，コミュニティ・ビジネスの理解を通
してその持続可能性についてビジネスモデルの観点から考察し，ま
たその課題および課題に対する方策について考えることができるこ
とを到達目標とする。

２．授業内容
　第 １回：コミュニティ・ビジネスの理解
　第 2回：コミュニティの変化とコミュニティ・ビジネス（社会編）
　第 3回：コミュニティの変化とコミュニティ・ビジネス（政治編）
　第 ４回：コミュニティの変化とコミュニティ・ビジネス（経済編）
　第 ５回：コミュニティ・ビジネスの「ビジネス・モデル」
　第 6回：コミュニティ・ビジネスの事例（地域の居場所）
　第 ７回：コミュニティ・ビジネスの事例（コミュニティ・カフェ）
　第 8回：コミュニティ・ビジネスの事例（地域振興）
　第 ９回：コミュニティ・ビジネスの事例（仕事づくり）
　第１0回：コミュニティ・ビジネスの事例（海外の事例）
　第１１回：コミュニティ・ビジネスを支える制度
　第１2回：コミュニティ・ビジネスと公民連携
　第１3回：コミュニティ・ビジネスと民間連携
　第１４回：コミュニティ・ビジネスの発展に向けて

３．履修上の注意
　講義に加えて，受講同士のディスカッションを行う。また，授業
後のフィードバックにもとづいた受講生と教員との質疑応答の時間
も設けるため，受講生の授業への積極的な参加を期待する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配布するレジュメの該当箇所を振り返り，不明な点があ
れば質問をすること。また，提供される次回の資料や参考図書を事
前に確認し，ディスカッションに備えること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　『フクシを変える地域を変える 社会的企業ガイドブック』関内イノ
ベーションイニシアティブ編（関内イノベーションイニシアティブ）
　https://kii-net.jp/wp-content/uploads/202１/02/social_enterprise.
pdf
　『コミュニティカフェ: まちの居場所のつくり方，続け方』齋藤保
（学芸出版社）
　『ここがあることで地域が豊かになる　住民主体の居場所ガイド
ブック』全国食支援活動協力会編（全国食支援活動協力会）
　https://mow.jp/pdf/2020guidebook.pdf
　『事例でわかる 地域アセット活用ガイドブック 生活支援コーデ
ィネーターの居場所づくり・つながりづくりを応援』全国食支援活
動協力会編（全国食支援活動協力会）
　https://mow.jp/_userdata/pdf/202１_rouken_guidebook.pdf

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の授業に対する受講生からのコメントや質問に対するフィー
ドバックを次の授業で行う。また，レポートに対する解説を授業内
で行う。

８．成績評価の方法
　定期試験５0％，レポート20％，授業への貢献度30％

９．その他



― ４0７ ―

科目ナンバー：（BA）MAN371J

ライフスタイル・マネジメント論 鈴 井 正 敏

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　現代社会では生活習慣病やストレスが増加し，個人に対する自己
責任や危機管理能力が要求されています。つまり，自分自身のライ
フスタイルをマネジメントできることが社会人としての基本的な資
質になることになります。それぞれのテーマに応じた測定や実際の
データ作成を行い，評価方法を学習します。
　運動，栄養，休養とストレス，悪習慣などのライフスタイルの要
素について，解説とディスカッションを行います。運動と栄養につ
いては簡単な測定実習を行います。また，血圧測定の実習を行い，
そのデータを利用して調査報告の方法を学びます。授業の後半には
各自テーマを選択し，資料を集め，尺度化，評価について検討しま
す。その調査結果をプレゼンテーションし，討議します。
　健康に関する知識は実行が伴わなければ意味がないことを理解
し，自分のライフスタイルの評価と改善方法について考えられるよ
うになることを到達目標とします。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション
　第 2回：運動（健康のための運動について）
　第 3回：運動（運動強度と消費カロリーの計算）
　第 ４回：運動の実習（心拍数の測定とカロリー換算）
　第 ５回：栄養（健康のための栄養について）
　第 6回：栄養の実習（摂取カロリーと栄養素バランス）
　第 ７回：休養とストレス（ストレス マネジメント）
　第 8回：悪習慣（飲酒，喫煙と依存の理解）
　第 ９回：調査テーマの選択と方法の決定
　第１0回：ライフステージ
　第１１回：測定実習（血圧の測定）
　第１2回：測定結果のまとめ方
　第１3回：調査のプレゼンテーション
　第１４回：まとめ，期末試験

３．履修上の注意
　授業毎に簡単なレポートを作成します。
　授業ではエクセルを使ったデータ処理があります。自分のPCを
持っていることが前提になります。
第１3回に実施するプレゼンテーションはパワーポイントを使用しま
す。
　測定やプレゼンテーションは最初からグループワークとなりま
す。遅刻すると参加できなくなりますので，注意してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　Oh-o! Meijiに資料をアップしますので，授業前にダウンロードし
てください。
　ニュースや新聞で取り上げられた健康関連の話題に注意を払って
下さい。専門用語や計算方法は重要ですので，分からないところは
質問したり，調べたりして理解するようにして下さい。

５．教科書
　なし。資料はOh-o! Meijiにアップします。授業中に配布する場合
もあります。

６．参考書
　とくに定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　前の授業の課題について授業のはじめにコメントします。

８．成績評価の方法
　レポート（60％）と期末試験（４0％）により評価します。

９．その他



― ４08 ―

科目ナンバー：（BA）MAN371J

福祉マネジメント論 早 川　佐知子

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【講義の概要】
・医療・年金・介護・福祉・労働の ５ つからなる社会保障制度のうち，最
も早く誕生したのが福祉制度である。授業のイントロダクションとして，
なぜ社会は他者を援助するための制度を作る必要があったのかということ
について考えてもらう。・講義の前半では，福祉に関わる諸制度と体系に
ついて学習する。
・これに続いて講義の中盤では，児童福祉，障害者福祉，老人福祉，生活
保護の４大分野について各論を学ぶ。応用として，これらの福祉制度とそ
の他の社会保障制度との関わりについても視野に入れられるようにする。
・これらを踏まえて後半では，福祉施設の内部のマネジメントについて，
経営学をベースとして学習してゆく。
・最後に，福祉マネジメントの現場から講師をお招きし，特別講義を実施
する。多くの学生は，これまで福祉と深く関わった経験がなく，自分には
縁のないものと考えているであろう。しかし，現場の話を聴くことで，福
祉の意義を実感することができ，現実的な課題や矛盾について自らが実践
できることは何かを考えるきっかけになるという狙いである。

【到達目標】
　福祉制度，福祉施設の経営についての知識を習得する。
　社会の中で福祉はどうあるべきかという自らの価値観を育てる。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション：なぜ他者を援助する必要があるのか
　第 2回： 社会福祉の意義と役割，制度と体系①：社会福祉の理念と概要，

歴史的変遷
　第 3回： 社会福祉の意義と役割，制度と体系②：社会福祉の法体系と制

度，人権との関わり
　第 ４回： 社会福祉の意義と役割，制度と体系③：社会福祉行政，社会福

祉の実施機関と専門職，社会福祉における相談援助と評価制度
　第 ５回：社会福祉各論１： 貧困と社会的排除，及びそのマネジメント
　第 6回：社会福祉各論１：高齢者福祉，及びそのマネジメント
　第 ７回：社会福祉各論3：児童福祉，及びそのマネジメント
　第 8回：社会福祉各論４：障害者福祉，及びそのマネジメント
　第 ９回：福祉と経営１：社会福祉経営の要件と基礎理論，質の管理
　第１0回：福祉と経営2：人材の育成とチームマネジメント，労務管理
　第１１回： ケーススタディとグループワーク：ケーススタディ１　アクテ

ィブ・ラーニング
　第１2回： ケーススタディとグループワーク：ケーススタディ2　アクテ

ィブ・ラーニング
　第１3回： ケーススタディとグループワーク：グループごとのプレゼンテ

ーションとディスカッション
　第１４回：特別講義：外部有識者による特別講義

３．履修上の注意
　グループワークを実施するため，協働作業に積極的な学生の履修を希望
する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内で課した小レポートは次回にフィードバックし，さらなるディス
カッションを行う。議論を深めるために，必ずテキスト及び配布資料を中
心とした復習をしてくること。

５．教科書
　『社会福祉概論（新・はじめて学ぶ社会福祉 ４）』（立花直樹・波田埜英
治編著，ミネルヴァ書房），『よくわかる社会福祉の「経営」』（小松理佐子
編著，ミネルヴァ書房）

６．参考書
　なし

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　小レポート（５0％）：ほぼ毎回，始めの１５分間で前回の内容を問う小テ
ストを行う。
　学期末試験（５0％）：代替レポートを課す。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

医療マネジメント論 早 川　佐知子

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
【講義の概要】
・医療機関は，人が生まれ死んでゆくという，唯一無二の場所である。そ
のため，長い歴史の中で，「人間の生死」に対する価値観が映し出されて
きた場所であると言える。授業のイントロダクションとして，これまで人
間や社会が医療をどのように捉えてきたのかを振り返り，自らと医療との
関わりについて考えてもらう。
・医療機関の経営には，民間企業の経営にはないさまざまな法規制が存在す
る。また，ひとつの病院の中で完結することはなく，介護施設や福祉施設，
行政など，広く地域社会とも連携が必要である。このような意味で，病院の
経営を学ぶには，前提としてさまざまな社会制度を理解する必要があると考
える。そのため，講義の前半では，医療に関わる諸制度を学習する。
・これらを踏まえた上で，講義の後半では，医療機関の内部のマネジメン
トについて，経営学をベースとして学習してゆく。
・最後に，医療マネジメントの現場から講師をお招きし，特別講義を実施
する。大学生の年齢では，医療と深く関わった経験のある学生は少数派で
あると思う。しかし，現場の話を聴くことで，医療をわがこととして捉え
ることができ，課題が山積した日本の医療について自らが実践できること
は何かを考えるきっかけになるという狙いである。特に，医療とは誰かに
与えられるもの，変えようのないものという姿勢に，疑問を持って欲しい
と考えている。

【到達目標】
　医療制度，医療機関の経営についての知識を習得する。
　社会の中で医療はどうあるべきかという自らの価値観を育てる。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション：人間と医療のかかわり
　第 2回：医療と社会保障制度１：国民医療費と医療保険制度
　第 3回： 医療と社会保障制度2：医療制度の概要，医療規制，医療提供

体制
　第 ４回： 医療と社会保障制度3：医療制度の国際比較，その他の社会保

障制度と医療
　第 ５回：医療と経営１：医療経営の非営利性
　第 6回：医療と経営2：医療機関の人事管理と組織
　第 ７回：医療と経営3：医療機関の財務管理と病院会計
　第 8回： 医療と経営４：医療機関の物品管理と施設管理，リスクマネジ

メント，医療機関の情報管理
　第 ９回：医療と経営５：医療機関の経営戦略とマーケティング
　第１0回：ケーススタディとグループワーク：ケーススタディ１
　第１１回： ケーススタディとグループワーク：ケーススタディ2　アクテ

ィブ・ラーニング
　第１2回： ケーススタディとグループワーク：グループごとのプレゼンテ

ーションとディスカッション１
　第１3回： ケーススタディとグループワーク：グループごとのプレゼンテ

ーションとディスカッション2
　第１４回：特別講義：外部有識者による特別講義

３．履修上の注意
　グループワークを実施するため，協働作業に積極的な学生の履修を希望
する。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，授業のはじめの１５分間で前回の内容を問う小テストを実施する。
必ず配布資料を中心とした復習をしてくること。

５．教科書
　テキストは特に指定しない。授業の際に配布する資料を使ってよく復習
すること。

６．参考書
　『はじめての社会保障　第１５版』（椋野美智子・田中耕太郎著，有斐閣ア
ルマ），『病院の教科書』（今中雄一著，医学書院）を挙げる。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　小レポート（５0％）：ほぼ毎回，始めの１５分間で前回の内容を問う小テ
ストを行う。
　学期末試験（５0％）： 代替レポートを課す。

９．その他



― ４0９ ―

科目ナンバー：（BA）MAN371J

自治体マネジメント論 大 方　潤一郎

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　近年は民間事業者だけでなく公共団体や公益法人による都市開発（たとえば高層マ
ンションや幹線道路）や施設立地（たとえばゴミ処理場，保育所，老人ホーム）に対
する近隣住民や市民団体による反対運動が常態化し，「まちづくり条例」等を通じ，事
業の企画段階からの近隣住民や市民一般の関与プロセスが制度化される一方，「官民パ
ートナーシップ」事業だけでなく，第三の事業主体として市民が積極的に事業に参画
するケースも拡がりつつある。「地域包括ケア」の体制構築にあたっても，地域住民や
（店舗や宅配便等の）地域型事業者の力を組み込み，コミュニティベースの見まもりや
生活支援の体制や，地域の交流・活動を通じた健康増進・介護予防活動の構築が課題
となっている。地域の元気な高齢者等の力を活かした「子育て支援」活動やコミュニ
ティ・ビジネスの展開なども重要な今日的課題である。
　「自治体マネジメント」とは，その出自においては，地方行政組織の運営に企業マネ
ジメントの手法を導入し，その効率化と透明化・公正化を図ろうとする理論であった
が，本講義においては，「自治体マネジメント」を「自治体＝地方政府＝行政組織の経
営技術」として狭くとらえるのではなく，基礎自治体レベルの地理的拡がりの中で，
地域住民（市民社会）・事業者（市場）・行政（政府）の 3 極の活動の相互作用として
生ずる地域社会全体の動態を望ましいものにすべくマネジメントする方法論ととらえ
る。その意味では「自治体ガバナンス論」の概念に近いものである。
　現代においては，こうした市民・事業者・行政の 3 極の相互参照と連携協調（パー
トナーシップ）を通じた都市地域生活空間の共創的プロセスを通じない限り，市民に
とって意味のある「まちづくり」や「地域活性化」は実現しない。本講義では，その
ような 3 極の相互参照と連携協調の関係性を自治体独自の仕組みとして構築すること
を目標に，そのために理解しておくべき諸事項を，様々な具体的な事例を通じて検討
することにしたい。
〈到達目標〉
　本講義では，現代日本における自治体マネジメントの体制をつくる有効な手法の一
つである「まちづくり条例」を，自治体の抱える課題に応じたオリジナルなものとし
て自ら起草できるようになることを到達目標とする。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション：「自治体マネジメント」をめぐる諸問題と理念
　第 2回：自治体自主条例による土地利用規制に関する訴訟の諸事例
　第 3回： 国立景観訴訟をめぐって：建築基準法に適合していても実害があれば不法

行為／景観利益は法的保護に値すること
　第 ４回：「まちづくり条例」概説：
　第 ５回：地区まちづくり型条例と密集地域の改善事業：世田谷区・神戸市
　第 6回：土地利用調整型条例：穂高町・安曇野市，京都市
　第 ７回：開発調整型条例： 秦野市，狛江市，世田谷区（III）
　第 8回：景観条例と景観法
　第 ９回： 都市計画の地方分権化： 国の規制緩和政策と自治体独自のまちづくり施策

の展開
　第１0回：都市計画・建築規制における市民参加
　第１１回：都市計画事業・まちづくり関連事業における市民参加
　第１2回：地域包括ケアと総合支援事業：共助のまちづくり
　第１3回：様々な地域活動，活動の場づくり，コミュニティ・ビジネス
　第１４回a：振り返りとまとめ

３．履修上の注意
　公共ガバナンス論ABを履修していることが望ましい

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義のスライドや配付資料を振り返り，不明な部分があれば授業で質問すること（授
業の最初あるいは最後の１５分程度を質疑・討論の時間とする）。レポート作成のための
調査分析作業を計画的に進めること。

５．教科書
　特に定めない。

６．参考書
　『持続可能な地域実現と協働型ガバナンス』斎藤文彦・他（日本評論社）20１１，『地
方分権時代のまちづくり条例』小林重敬・他（学芸出版社）１９９９，『まちづくり条例制
定の法的視点』山代義雄（大阪経済法科大学出版部）200４，『景観法と景観まちづくり』
日本建築学会・編（学芸出版社）200５，『景観まちづくり最前線』自治体景観政策研究会・
編（学芸出版社）200９，『まちづくり条例の実態と理論』内海麻利（第一法規）20１0，『市
民のためのまちづくり条例のデザイン』野口和雄（UNIBOOK）20１2，『地域協働のマ
ネジメント』佐々木利廣・編著（中央経済社）20１8，『市民参加と合意形成』原科幸彦・
他（学芸出版社）200５，『市民参加のまちづくり（戦略編／事例編／コミュニティ・ビ
ジネス編／グローカル編）』西川芳昭・松尾匡・伊佐淳・編（創成社）200５,2006,20１3，『自
治基本条例のつくり方』松下啓一（ぎょうせい）200７，『現代に生きる〈6〉市民参加』 
松下圭一・編（東洋経済新報社）１９７１，『生活支援コーディネーター養成テキスト』吉
田昌司・他（全国コミュニティライフサポートセンター）20１6，『国立景観訴訟』五十
嵐敬喜・他（公人の友社）20１2。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業への参加度５0%，期末レポート５0%

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN371J

スポーツ・マネジメント論 田 中 充 洋

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　現在，わが国のスポーツ環境は大きな転換期を迎えている。スポ
ーツ導入の担い手であった学校体育は，施設の維持・人材の確保・
少子化・受験戦争の激化などの問題を抱え，思うような活動ができ
なくなっている。また，社員の士気高揚や広告・宣伝を主目的にし
ながら，長く日本のスポーツ界を支えてきた企業スポーツは，財政
的問題に直面し，その多くが撤退の道を余儀なくされた。
　しかし，これらの逆風は，むしろ既存のスポーツ環境や関連産業
の再構築を促す機会を与え，住民とスポーツ組織が連携する地域貢
献型の在り方を生み出した。
　そこで本講では，わが国のスポーツの歴史・成長過程を振り返り
ながら，こうした社会的変化の中で成立する新しいスポーツ組織の
効果的運営について考える。
〈到達目標〉
　社会変動の中で必要とされるスポーツ組織の管理・運営法につい
て習得する。

２．授業内容
　第 １回　a：イントロダクション（スポーツ・マネジメントとは）
　　　　　b：スポーツ・マネジメントの歴史
　第 2回～ ７回：スポーツ組織の歴史
　　　　　　　　・学校：正課体育，部活動，少子化， 指導者問題,
　　　　　　　　・ 企業：士気高揚，社会貢献，福利厚生，選手雇

用，複数企業支援
　　　　　　　　・ 地域：スポーツ愛好者組織，地域活性化プログ

ラム，NPO，
　　　　　　　　・ プロスポーツ：スポンサーシップ，ネットワー

ク，競技力向上
　第 8回： スポーツ組織の人材育成（コーチング, リーダーシップ, 

フォロワーシップ）
　第 ９回：スポーツのリスクマネジメント
　第１0回：スポーツの制度（資格関連，行政，保険制度）
　第１１回： 諸外国のスポーツ施策（競技力開発，ネットワーク，普

及振興システム，スポーツセンター）
　第１2回： メガ・スポーツのマネジメント（オリンピック・W杯を

中心に）
　第１3回：スポーツ・マネジメントの将来展望
　第１４回：a：試験　b：講義全体の振り返り

３．履修上の注意
　授業には必ず出席し意見交換の際には積極的に発言すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　第１回aで授業予定を指示するが，授業前に新聞やスポーツ関係誌
で現状を把握しておくことが望ましい。
　また，各回で配布する資料を振り返り，不明な部分があれば授業
で質問すること。

５．教科書
　特定のテキストは使用しない。毎回資料を配布する。

６．参考書
　実践スポーツビジネスマネジメント（日本経済新聞出版社）
　スポーツ・マネジメント入門　（東洋経済新報社）

７．課題に対するフィードバックの方法
　次回の授業で，課題の中の特徴的な見解や誤解についての解説や
学生のよくできた答案・レポート等を紹介する。

８．成績評価の方法
　期末試験（80％）を実施します。また，授業への貢献度（１0%）
に加え，その時々に話題となるスポーツ問題に関する
　ミニレポート（１0％）を加え総合的に評価します。

９．その他
　スポーツ・健康関連分野に興味を持つ学生であること。



― ４１0 ―

科目ナンバー：（BA）MAN371J

スポーツマーケティング論 大 野 貴 司

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
＜概要＞
　本講義では，スポーツ領域におけるマーケティング活動であるス
ポーツマーケティングについて講義する。「スポーツ領域における
マーケティング活動」と一口に言ってもプロスポーツクラブやスポ
ーツ用品メーカー，フィットネスクラブ，スポーツイベント等多岐
に渡る。本講義では，できるだけ多くのスポーツ組織の事例を取り
上げながらスポーツならではのマーケティング活動についてその特
徴，留意点，課題などを明らかにしていきたい。
＜到達目標＞
・スポーツを取り巻く現状や課題についてマーケティングの視点か
ら分析できるようになること。
・スポーツ組織を分析するための理論的なフレームワークを習得す
ること。

２．授業内容
第 １回：スポーツマーケティングとは
第 2回：スポーツマーケティングの基本原理
第 3回：スポーツ製品開発・スポーツ価格戦略
第 ４回：スポーツプロモーション・スポーツ流通戦略
第 ５回：スポーツ組織におけるブランド戦略
第 6回：スポーツ消費者行動
第 ７回：スポーツスポンサーシップ
第 8回：メディアリレーションズ
第 ９回：日本プロ野球（NPB）のマーケティング
第１0回：Jリーグのマーケティング
第１１回：スポーツイベントのマーケティング
第１2回：フィットネスクラブのマーケティング
第１3回：スポーツツーリズム
第１４回：試験，試験の正答解説

３．履修上の注意
・ 授業開始から20分以降に入室した場合は，入室を認めない（遅延

証明書がある場合を除く）。
・ スマホいじり，内職等講義と関係のない作業をしている学生は注

意の上，改まらない場合は退室を求める。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）
事前に提示した資料（本，論文）を読み，その内容についてワード
１枚程度（１,200字程度）で要点と自分の意見をまとめておくこと。

（復習）
講義内容を生かし，自分自身のスポーツマーケティングプランを作
成すること。

５．教科書
使用しない。

６．参考書
購入の強制はしないが，以下の 2冊が手元にあると本講義の理解が
深まるので，できれば購入し，講義の前後に読んでほしい。

『スポーツビジネス論―理論と実態―』大野貴司・齋藤れい編著（三
恵社）

『スポーツ経営学入門――理論とケース―（第４版）』大野貴司（三
恵社）

７．課題に対するフィードバックの方法
最終授業日に期末試験を実施し，同日に解説の時間を設ける。

８．成績評価の方法
定期試験７５％，レポート2５％

９．その他
　講師は本学経営学部の卒業生で皆さんの先輩になりますのでお手
柔らかにお願いします（体育会の某部のOBです）。スポーツに興味
があり，少しでも多くのスポーツマーケティングの知識を得たい
人，スポーツ領域の仕事に興味がある人，スポーツビジネス関係の
大学院の進学を考えている人などは前列で受講し，できるだけ多く
の知識や考え方を吸収してください。

科目ナンバー：（BA）MAN371J

アウトドア組織マネジメント論 吉 松　 梓

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は，まず自然体験活動・野外教育などの基本的な概念，アウトド
アフィールドでの具体的なアクティビティについて学習する。その上で，
学校教育や青少年教育施設等の社会教育，およびNPO団体等の組織におい
て，社会的なニーズや課題といった背景を踏まえて，どのようなアウトド
ア事業が実施されているのか，その指導法やリスクマネジメントの方法と
併せて理解する。最終的に，数人のグループで野外活動の企画（活動名，
活動目的，対象，場所，プログラム，安全対策，指導者，予算，食料・装
備・運輸計画，など）を作成し，プレゼンテーションを実施する。これに
よって，将来アウトドア関連組織で活躍するための実践的な知識を身に付
ける。

〈到達目標〉
　１． 自然体験活動・野外活動・野外教育の概念と具体的なアクティビテ

ィを説明できる。
　2． 野外活動の組織や対象，指導およびリスクマネジメントの方法を理

解できる。
　3． 社会的なニーズや課題に則した実践的な野外活動の企画を作成する

ことができる。

２．授業内容
　第 １回　aのみ：イントロダクション
　第 2回　自然体験活動・野外活動・野外教育とは？
　第 3回　野外活動の組織と対象
　第 ４回　 アウトドアのフィールドとアクティビティ １（組織キャンプと

野外生活スキル）
　第 ５回　 アウトドアのフィールドとアクティビティ 2（冒険教育とアド

ベンチャープログラム）
　第 6回　 アウトドアのフィールドとアクティビティ 3（環境教育と自然

を感じるプログラム）
　第 ７回　野外活動のリスクマネジメント
　第 8回　アウトドアの事例紹介
　第 ９回　野外活動の企画と運営１（理論）
　第１0回　野外活動の企画と運営2（演習：ビジョン・目的・対象）
　第１１回　野外活動の企画と運営3（演習：日程・フィールド・プログラム）
　第１2回　 野外活動の企画と運営４（演習：予算・交通・リスクマネジメ

ント）
　第１3回　野外活動の企画と運営５（演習：プレゼンテーション資料作成）
　第１４回　企画プレゼンテーション・全体のまとめ

３．履修上の注意
　グループワークを用いたインタラクティブな手法を中心として授業を展
開する。最終的にはグループで野外活動の企画およびプレゼンテーション
を実施するため，主体的・協働的な姿勢で参加すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で配付する資料の予習・復習をすること。野外活動の企画作成およ
びプレゼンテーションにあたって，実際のフィールドやプログラム等につ
いて具体的に情報収集すること。

５．教科書
　特定の教科書は使用しない。毎回の授業で資料を配付する。

６．参考書
　『野外教育入門シリーズ第 １ 巻～第 ５ 巻』星野敏男・金子和正監修（杏
林書院）20１１～20１４.
　『野外教育入門』星野敏男・川嶋直・平野吉直・佐藤初雄編著（小学館）
200１.

７．課題に対するフィードバックの方法
　毎回の授業の冒頭に，リアクションシートの講評を行う。プレゼンテー
ションをコンテスト形式で実施し，学生相互審査の結果を集計してフィー
ドバックする。

８．成績評価の方法
　毎回の授業のリアクションシート（30％），プレゼンテーション（４0％），
レポート（30％）を総合的に評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

公共経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

大 方　潤一郎

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は，学生が将来，海外諸都市の都市づくり・まちづくりに
関する最新の取り組み状況を，自力で理解し，その知見を，各自の
活躍する地域や職域での仕事や活動に活かせるような力を身につけ
ていただくことを目的としています。
　授業では，アメリカ，イギリス，カナダ，オーストラリア等，英
語圏の国の各都市がネット上で公開している都市計画の市民向けガ
イドブックや都市計画文書を皆で読み進めていきます。
　毎回の授業では，履修者が適宜順番に数パラグラフずつ，英文を
読み上げながら，逐次日本語に翻訳する方式で，文書を読み進めて
行きます。当日読む箇所については，全員が下調べをしてくること
が前提となります。もちろん難解な箇所やキーワード的な専門用語
については教員が解説します。最後に，その日に読んだ部分につい
ての解説と質疑応答を行います。

〈到達目標〉
　都市計画の分野に特有の用語や概念，言い回しなどの英語表現
と，その適切な日本語への翻訳の方法，およびアメリカやイギリス
等の都市計画制度と日本の都市計画制度の相違を理解することを到
達目標とします。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション
　第 2回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 3回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ４回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ５回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 6回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ７回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 8回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ９回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１0回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１１回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１2回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１3回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１４回a: 期末試験
　　　　b: まとめ

３．履修上の注意
　全日程の2/3以上出席すること。30分以上の遅刻は欠席として扱
う。授業で読むことになる箇所（ページ）については，あらかじめ
指定するので，履修者は当該箇所について必ず予習してくること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業で読むことになる箇所に目を通し，わからない単語等
を調べておくこと。

５．教科書
　講読する都市計画文書は海外の各都市のウェブサイト等からダウ
ンロードして用いる。

６．参考書
　J. Barry Cullingworth, Roger Caves, Planning in the USA: Policies, 
Issues, and Processes, Routledge, 20１3.
　Peter Hall, Mark Tewdwr-Jones, Urban and Regional Planning, 
Routledge, 20１９.

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業中のパフォーマンスによって評価する。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN391J

公共経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

大 方　潤一郎

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　本授業は，学生が将来，海外諸都市の都市づくり・まちづくりに
関する最新の取り組み状況を，自力で理解し，その知見を，各自の
活躍する地域や職域での仕事や活動に活かせるような力を身につけ
ていただくことを目的としています。
　授業では，アメリカ，イギリス，カナダ，オーストラリア等，英
語圏の国の各都市がネット上で公開している都市計画の市民向けガ
イドブックや都市計画文書を皆で読み進めていきます。
　毎回の授業では，履修者が適宜順番に数パラグラフずつ，英文を
読み上げながら，逐次日本語に翻訳する方式で，文書を読み進めて
行きます。当日読む箇所については，全員が下調べをしてくること
が前提となります。もちろん難解な箇所やキーワード的な専門用語
については教員が解説します。最後に，その日に読んだ部分につい
ての解説と質疑応答を行います。
〈到達目標〉
　都市計画の分野に特有の用語や概念，言い回しなどの英語表現
と，その適切な日本語への翻訳の方法，およびアメリカやイギリス
等の都市計画制度と日本の都市計画制度の相違を理解することを到
達目標とします。

２．授業内容
　第 １回：イントロダクション
　第 2回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 3回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ４回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ５回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 6回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ７回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 8回：文書の講読と解説・質疑応答
　第 ９回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１0回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１１回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１2回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１3回：文書の講読と解説・質疑応答
　第１４回a: 期末試験
　　　　b: まとめ

３．履修上の注意
　全日程の2/3以上出席すること。30分以上の遅刻は欠席として扱
う。授業で読むことになる箇所（ページ）については，あらかじめ
指定するので，履修者は当該箇所について必ず予習してくること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業で読むことになる箇所に目を通し，わからない単語等
を調べておくこと。

５．教科書
　講読する都市計画文書は海外の各都市のウェブサイト等からダウ
ンロードして用いる。

６．参考書
　J. Barry Cullingworth, Roger Caves, Planning in the USA: Policies, 
Issues, and Processes, Routledge, 20１3.
　Peter Hall, Mark Tewdwr-Jones, Urban and Regional Planning, 
Routledge, 20１９.

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　授業中のパフォーマンスによって評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（BA）MAN391J

公共経営学外国書講読Ａ
【使用言語：英語】

高 　 巖

2 単位 3年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　Learning Inamori Philosophyの前半を読み，稲盛和夫氏の哲学を
学ぶ。氏は，京セラを創業し，KDDIのビジネスを軌道に乗せ，破
綻した日本航空を再生させた日本を代表する経営者である。社会哲
学という広い視点より，稲盛氏の経営哲学と人生哲学を学ぶ。

〈到達目標〉
　前半では，自由，正義，豊かさに関わる主な「社会哲学」（功利
主義，自由至上主義，社会自由主義，共同体主義など）を理解し，
それらとの比較を通じて，稲盛哲学の特徴がどこにあるかを見てい
く。英文を機械的に翻訳するだけでなく，社会，経済，経営の問題
なども併せて学ぶ。

２．授業内容
　第 １講　イントロダクション
　第 2講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 3講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ４講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ５講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 6講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ７講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 8講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ９講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１0講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１１講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１2講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１3講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１４講　学生による英文和訳・解説と講義

３．履修上の注意
　外国書講読Bを受講することが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業参加者は報告該当箇所を精読しておくこと。

５．教科書
　Iwao Taka, Learning Inamori Philosophy: Japan’s most influential 
social philosophy
　次のタイトルでネット上よりダウンロード可（無料）
Learning Inamori Philosophy

６．参考書
　授業時に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
   各学生が行う翻訳に対し，授業中にコメントする。

８．成績評価の方法
  授業へのコミットメント５0%，発表内容５0%。

９．その他
　履修希望者は，第 １回目授業に必ず出席すること。

科目ナンバー：（BA）MAN391J

公共経営学外国書講読Ｂ
【使用言語：英語】

高 　 巖

2 単位 3年次 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
〈概要〉
　Learning Inamori Philosophyの後半を読み，稲盛和夫氏の哲学を
学ぶ。氏は，京セラを創業し，KDDIのビジネスを軌道に乗せ，破
綻した日本航空を再生させた日本を代表する経営者である。社会哲
学という広い視点より，稲盛氏の経営哲学と人生哲学を学ぶ。
〈到達目標〉
　後半では，稲盛哲学の特徴を細かく読み込む。社会哲学的な内容
に加え，氏の経営哲学，人生哲学にも触れる。英文を機械的に翻訳
するだけでなく，経営者の視点や姿勢も併せて学ぶ。

２．授業内容
　第 １講　イントロダクション
　第 2講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 3講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ４講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ５講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 6講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ７講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 8講　学生による英文和訳・解説と講義
　第 ９講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１0講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１１講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１2講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１3講　学生による英文和訳・解説と講義
　第１４講　学生による英文和訳・解説と講義

３．履修上の注意
　外国書講読Aを受講することが望まれる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
  授業参加者は報告該当箇所を精読しておくこと。

５．教科書
　Iwao Taka, Learning Inamori Philosophy: Japan’s most influential 
social philosophy
　次のタイトルでネット上よりダウンロード可（無料）
Learning Inamori Philosophy

６．参考書
　授業時に指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法
  各学生が行う翻訳に対し，授業中にコメントする。

８．成績評価の方法
  授業へのコミットメント５0%，発表内容５0%。

９．その他
　履修希望者は，第 １回目授業に必ず出席すること。
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科目ナンバー：（BA）MAN971J

公共経営学特別講義Ａ 鈴 井 正 敏

2 単位 １ 年次 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
テーマ：犯罪の背景　～誰にでも起こりうる現代社会の実態～
＜概要＞
　人生では良いこと，悪いこと，さまざまな出来事に遭遇する。犯
罪は特別なことでもない限り，関わることはないと考えている人が
多いだろう。しかし，実際には思わぬことから事件に巻き込まれて
しまったり，良いと思ってしたことから事故が起きてしまうことも
ある。罪として認められれば刑期を務めることになる。それはその
後の人生に大きな重荷として背負うことになる。
　本講義では，里子（理由があって自分で子どもを育てられない場
合に，他人に育ててもらうこと）を引き受けて育てていたところ，
子どもが死んでしまい，虐待の罪に問われた元声優をはじめ，さま
ざまな犯罪に関わった方にお話を伺う。実際になにが起こって，ど
のような過程を経て犯罪となるのか。警察・検察・裁判所の実態，
社会福祉の役割，またそれらに関わるメディアの対応について，お
話をしていただく。
＜到達目標＞
　犯罪はどのように確定していくのか，人権とは何か，正しいこと
は何かについて考えていく。

２．授業内容
第 １回　４/１2　「イントロダクション」経営学部教授　鈴井正敏
第 2回　４/１９　「誰にでも起こりうること？」元声優　鈴池静
第 3回　４/26　 「科学者として犯罪を考える」福井医療大学教授　

塩見格一
第 ４回　５/１0　「作られる犯罪」冤罪被害者　二本松進
第 ５回　５/１７　「医療事故」医師佐藤一樹
第 6回　５/2４　「犯罪とメディア」都立高校教諭　片寄裕樹
第 ７回　５/3１　「累犯」匿名者
第 8回　6/７ 　「里親」保護司　横溝一枝
第 ９回　6/１４　「刑事事件」弁護士　前田裕司
第１0回　6/2１　「民事事件」 劇団主催　田原アルノ
第１１回　6/28　「少年事件」匿名者
第１2回　７/５ 　「人権と報道」映画監督　山際永三
第１3回　７/１2　「犯罪者になってしまうこと」元声優　鈴池静
第１４回　７/１９　「まとめ」経営学部教授　鈴井正敏

３．履修上の注意
授業毎にレポートを作成します。グループワークを実施します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
ニュースで取り上げられる関連する話題に注意を払って下さい。

５．教科書
なし。資料がある場合には授業中もしくはOh-o! Meijiで配付しま
す。

６．参考書
とくに定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
毎回の授業で作成するレポート（１00％）により評価します。

９．その他

科目ナンバー：（BA）MAN971J

公共経営学特別講義Ｂ 藤 江 昌 嗣

2 単位 １年次 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　テーマ：場，建物，空間から「公共性」を考える
＜概要＞
　近年，地震，水害等の「自然災害」が大きな被害をもたらしてきていた。これ
に加え，2020年から202１年はCOVID-１９によるグローバルなパンデミックが起こり，
大きな人命を失った。この間，私たちは，「自助」の弱さを感じる一方で，他方で
は，病院・医療センターや医療従事者の不足等「公衆衛生インフラ」の不十分性
や「公助の不足」を感じた。
　また，大学や高校での対面式の講義や様座生活動の場不在は，私達に大きな影
響を与えてきた。
　こうした災害は，日常において，従来，前提としていた災害が，これらの「素因」
のみでなく，「一次被害」（場，建物，空間，地域における危険性，脆弱性，シス
テムの不備等）や「二次被害」（密集した家屋やコミュニケーションの場，不十分
なインフラなど）の人的・社会的要因に起因するものも少なくないことを改めて
感じさせている。すなわち，「温暖化」や「未知のウィルス」の発生という「素因」
にのみ帰せられるものではなく，被害の必須要因や拡大要因，原状回復のための
条件の整備等にも目を向けることの大切さを強く感じさせてきた。
　その意味では，「場」や建物・施設，空間等は，こうした災害時の公共性を改め
て考えるヒントになっているはずである。
　本講義では，公共性について考える，幅広い視点を養ってもらうことを目的と
しているが，こうした日常や災害時における自助，公助，共助なども意識しなが
ら，「場」（エリア）や建物・施設，空間等に注目しながら，「公共性」を考えてい
くことにする。
＜到達目標＞
場・建物・空間から公共性について考える幅広い視点の獲得。

２．授業内容
第 １回　 ９月2５日　オリエンテーション　専任教授　藤江昌嗣
第 2回　１0月 2 日　 震災・津波と原発（福島～宮城～岩手）と「場」の公共性　

新潟県立大学国際経済学部教授　山中知彦
第 3回　１0月 ９ 日　 原発事故（チェルノブイリ～福島）と地域　新潟県立大学国

際経済学部教授　山中知彦
第 ４回　１0月１6日　 地域公共交通の役割から公共性を考える　（株）野村総合研究

所　衣松　佳孝
第 ５回　１0月23日　 図書館から公共性を考える（１）情報・コミュニケーション空

間としての可能性　
　　　　　　　　　　飯澤文夫（帝京大学非常勤講師，元明治大学図書館）
第 6回　１0月30日　 図書館から公共性を考える （2）ケーススタディ―明治大学和

泉図書館
　　　　　　　　　　飯澤文夫（帝京大学非常勤講師，元明治大学図書館）
第 ７回　１１月１3日　 府中市の市民活動デンタープラッツから公共性を考える－プ

ラッツ訪問
　　　　　　　　　　府中市市民協働推進部協働推進課係長　小塚栄志
第 8回　１１月20日　 自然災害・COVID-１９等における，地方都市の頑健性と脆弱性　

青森中央学院大学経営法学部教授　竹内紀人
第 ９回　１１月2７日　 白石市の病院・医療施設等から公共性を考える　元白石市総

務部長　八島定敏
第１0回　１2月 ４ 日　 フィールドスタディ（ワテラス他）　エリアマネジメントと公

共性
　　　　　　　　　　 安田不動産株式会社　一般社団法人淡路ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事務局

長　堂前　武
第１１回　１2月１１日　情報から公共性を考える―いかに天気予報を活かすか。
　　　　　　　　　　 …公助と共に，市民の参加（自助・共助）で，減災・救助，

環境負荷軽減，問題解決を…
　　　　　　　　　　（株）ウェザーニューズ　監査役　戸村　孝
第１2回　１2月１8日　 人口減少と地域の伝え方・たたみ方　新潟県立大学国際経済

学部教授　山中知彦
第１3回　 １月１５日　 場・建物・空間からポストコロナの公共性を考える　新潟県

立大学国際経済学部教授　山中知彦
第１４回　 １月22日　レポート・プレゼンテーション　まとめ　専任教授　藤江昌嗣

３．履修上の注意
　 １ 年生から ４ 年生まで履修できるが，公共性を考える幅広い視点を養い，公共
経営学の理解と関心を高める姿勢をもって臨むこと。学科選択の参考としても役
立つ内容となっている。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　講義のテーマにあわせ，各自関連する文献や資料に目を通しておくこと。

５．教科書
　各回の講義で資料を配布する。

６．参考書
　各回の講義で適宜指示する。

７．課題に対するフィードバックの方法

８．成績評価の方法
　講義への参加状況（５0点）と，小レポート（30点），レポート（20点）の成績を
総合的に評価する。やむを得ない事情での欠席を除き，出席が講義回数の3分の2
以下の場合は不可となる。

９．その他
　特になし
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科目ナンバー：（CC）HIS111J

日 本 史 概 論 長 沼 秀 明

2 単位 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　教職課程「教科に関する科目」（「共通講座」）として，日本史を
教えるために必要な基礎的知識を実践的に学びます。

《授業の到達目標およびテーマ》
　高等学校で「日本史Ａ」の授業を担当することを想定し，ある学
校の授業例を参考にしつつ，日本の歴史に関する基礎的な知識を学
びます。「歴史総合」「日本史探究」および中学「社会」の授業を担
当する際にも大いに役立つ内容です。

２．授業内容
　第 1 回　ガイダンス，「日本史Ａ」の目標および内容
　第 2 回　動揺する江戸幕府―内憂外患への対応―
　第 ３ 回　開国
　第 4 回　明治維新
　第 ５ 回　自由民権運動，大日本帝国憲法（その 1 ）
　第 6 回　自由民権運動，大日本帝国憲法（その 2 ）
　第 ７ 回　条約改正，日清戦争（その 1 ）
　第 ８ 回　条約改正，日清戦争（その 2 ）
　第 ９ 回　日露戦争
　第10回　第一次世界大戦
　第11回　大正・昭和初期の経済と対外関係
　第12回　昭和恐慌から二・二六事件へ，戦争の時代
　第1３回　敗戦と占領・戦後改革，講和から高度経済成長時代へ
　第14回　ａ．まとめ
　　　　　ｂ．試験
＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　1）教職課程認定科目であることを十分に認識してください。
　2）いわゆる出席点はありません。
　３）授業時間は最大限に使います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，事前に指示した課題に真剣に取り組み，積極的に参加して
ください。

５．教科書
　つぎの二冊が教科書です。二冊ともに毎回の授業で使用します。
　（1）文部科学省『高等学校学習指導要領（平成３0年告示）解説　
地理歴史編』
　（2）『日本史Ａ―現代からの歴史―』（高等学校地理歴史科用文部
科学省検定済教科書　 2 ―東書―日A３0８）（東京書籍，201７年）（本
体価格610円）
　※ 詳細は初回の授業で指示します。

６．参考書
　毎回の授業のなかで紹介します。

７．課題に対するフィードバックの方法
　授業内に授業の一環として伝えます。

８．成績評価の方法
　定期試験の得点および毎回の授業で提出してもらう「解答票」を
総合的に判定し，厳正に行ないます。具体的な割合は，試験の得点
５５％，毎回の授業の成果4５％を原則とします。

９．その他
　「Oh-o! Meijiシステム」の積極的な活用をはかります。

科目ナンバー：（CC）HIS111J

日 本 史 概 論 綱 川 歩 美

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
分からない言葉や物事に出会ったとき，皆さんはどのように解決し
ますか？瞬時に答えを返してくれるインターネットでしょうか。現
代においては，それも一つの解決策ですが，今ほど便利でなかった
時代から，百科事典を引くという手段があると思います。P.バーク
は「百科事典とその諸カテゴリーは，ある知識観を，さらにはある
世界観を，表現あるいは具象化したものだと」（『知識の社会史』
2004年）言います。百科事典は，人々を取り巻くあらゆる物事を解
説すると同時に，そこに集められた知識のカテゴリーそのものが，
時代や社会の知の諸相を表しているといえるのです。
　日本の近世には，『和漢三才図会』をはじめとするいくつかの百
科事典が編纂されています。現代の「科学的」な視点からすれば，
荒唐無稽な内容も含んでいますが，その時代の人々の感性や認識の
枠組みを伝える格好の素材でもあります。なぜならば，私たちがそ
こに感じる違和感の正体を紐解いていくことで，当時の文化事象や
社会のあり方を知ることができるからです。
　授業では，事典に取り上げられている具体的な項目が持つ歴史的
な意味を，背景となる政治や社会制度と関連させながら考えていき
たいと思います。

《到達目標》
日本近世の歴史的特質を理解するとともに，政治や社会制度と人々
の生活実態を重ね合わせてみることで，多彩かつ具体的な近世史像
を結べるようになることを目標とします。

２．授業内容
第 1 回　オリエンテーション
第 2 回　百科事典の歴史
第 ３ 回　『和漢三才図会』の時代
第 4 回　空間と時間―この世界のとらえ方－
第 ５ 回　人倫の秩序
第 6 回　身体と医術
第 ７ 回　人々と動物
第 ８ 回　人々と食①－「豊かな」食生活
第 ９ 回　人々と食②－食べられない現実
第10回　人々と衣類①－木綿の近世－
第11回　人々と衣類②－産業と文化－
第12回　人々と自然との関わり
第1３回　国と日本そして異国
第14回　全体のまとめ

３．履修上の注意
授業内での資料読解やそれを踏まえたリアクションペーパーの作成
を求めることがあります。一方的に聴くのではなく積極的な姿勢で
のぞむことを期待します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
復習中心となる。毎回配布するレジュメをしっかりと読み返し，必
要であればノート等にまとめ，知識の定着につとめるようにしてく
ださい。

５．教科書
特に指定しない。毎回レジュメを配布し，それにしたがって授業を
進めます。

６．参考書
『大学の日本史』３（近世），山川出版社，2016年。
苅部直，片岡龍編『日本思想史ハンドブック』新書館，200８年。
そのほか，適宜，授業中に提示します

７．課題に対するフィードバックの方法
授業へのコメントは次回授業で紹介し解説を補足します。また授業
前後の時間に質問にも応じます。

８．成績評価の方法
リアクションペーパー（40％）と記述式の期末試験（60％）を実施
します。

９．その他
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科目ナンバー：（CC）HIS111J

日 本 史 概 論 伊 勢 弘 志

2 単位 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《概要》
　現在の日本社会の前提になっている近現代の国際環境・社会環境
を講義する。
　私たちの社会が世界の潮流と密接であることを理解するために，
歴史学と国際政治学の両分野の視角から，近代～現代とはどのよう
な時代であったのかを学習する。
　現在の日本社会における社会問題・教育問題や価値観を自ら分析
できるように日本近現代史を学習する。

《到達目標》
1. 近現代とはどのような時代であるのかを知り，その理解の上に現
在の日本社会や東アジア情勢の前提が理解できる。
2. 現在の教育問題・歴史認識問題などについて多面的な分析ができ
る。
３. 「道具としての知識」を実社会や教育の現場で活用するために，

「考える力」を訓練する。その上で，「なぜ勉強をするのか？」につ
いて自身の応えをもてる。
4. 2022年度より全国の高校で開始された「歴史総合」の課題と意
義・留意点を理解できる。

２．授業内容
第 1 回：なぜ歴史を学ぶのか？ ‐ 黒船来航から考える
第 2 回： 近代を迎える日本とアジア ‐ 岩倉使節団は何を見たの

か？
第 ３ 回： 日清戦争とアジア情勢 ‐ 日清戦争が世界に与えた影響と

は何か？
第 4 回：世界史の中の日露戦争 ‐ 日本が変えた世界史とは何か？
第 ５ 回： 第一次世界大戦と国際連盟 ‐「総力戦」から世界は何を学

んだか？
第 6 回：「ワシントン体制」とは何か？ ‐「戦争違法化」の世界
第 ７ 回：満州事変と連盟脱退 世界秩序への挑戦
第 ８ 回：日本はなぜ侵略国になったのか？
第 ９ 回：なぜ原爆は 2 発落とされたのか？ ‐ 敗戦と聖断
第10回：東京裁判は何を裁いたか？ ‐ 日本社会の戦争観
第11回： 「戦後帝国主義」の登場 ‐「５５年体制」と「日米安保」と

は何か？
第12回： 「近代化論」とは何か？ ‐ 歴史小説で勉強してはダメなの

か？
第1３回：新自由主義の世界 ‐ 自己責任論とは何か？
第14回：日本の社会と教育

３．履修上の注意
知識（内容知）を獲得するだけでなく，知るための調べ方・自身の
関心や疑問を自ら解決するための知識（方法知）を獲得し，さらに

「考える力」を訓練できるよう留意すること。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
＊　教科書を必ず用意すること。
　なぜ勉強をするのか？必死に考えること。

５．教科書
伊勢弘志『明日のための近代史 ‐ 世界史と日本史が織りなす史実』

〔増補新版〕（芙蓉書房出版，202３年）。

６．参考書
伊勢弘志『明日のための現代史』〔上・下巻〕（芙蓉書房出版，2021
～2022年）。

７．課題に対するフィードバックの方法
授業時間の前後に教室で対応する。

８．成績評価の方法
レポート100％（およびプラスアルファとしてのリアクションペー
パーによる平常点）

９．その他
　初回の授業時に成績評定や単位認定についての詳細を説明しま
す。必ずその内容を把握の上で履修すること。

科目ナンバー：（CC）HIS121J

東 洋 史 概 論 石 野 智 大

2 単位 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本授業では，時間的・空間的な広がりをもつ中国の政治と社会に
ついて，周辺地域との関係も視野に入れながら概観する。また，そ
れらを通して，受講生各自が中国史に関する基本的な知識を習得す
ることを目的とする。
　長きにわたる中国の歴史を理解する際には，その大きな流れを捉
えることが重要な意味を持つ。そのため，教職課程科目である本授
業においても，その部分に力点をおいて講義を進める。ただし，時
間の関係で中国史の全時代を取り上げることはできず，本授業では
中国文明の誕生から唐宋変革期までの歴史的推移を追う。また授業
の後半では，中国史の時代区分の問題などについても考えてみたい。

２．授業内容
　第 1 回：イントロダクション
　第 2 回：中国文明の誕生
　第 ３ 回：初期王朝の形成
　第 4 回：春秋戦国時代の政治と文化
　第 ５ 回：秦漢統一帝国の成立と崩壊（その 1 ）　秦～前漢前半
　第 6 回：秦漢統一帝国の成立と崩壊（その 2 ）　前漢後半～後漢
　第 ７ 回：魏晋南北朝時代の政治と諸民族の動向
　第 ８ 回：隋唐王朝の形成と変容（その 1 ）　隋
　第 ９ 回：隋唐王朝の形成と変容（その 2 ）　唐
　第10回：五代・北宋の展開
　第11回：南宋時代の政治と文化
　第12回：唐宋変革論と中国史の時代区分
　第1３回：中高の歴史（世界史）授業とその変化
　第14回ａ：期末試験
　　　　ｂ：試験問題の解説
　　※授業内容は必要に応じて一部変更することがあります。

３．履修上の注意
高校で「世界史」（とくに前近代部分）を履修しなかった方も歓迎
します。
授業では歴史用語や年代の暗記よりも，中国史の大きな流れを理解
するように心がけてください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
履修前の事前学習としては，高校世界史教科書の中国史関連部分を
一読しておくのがよいと思います。
授業開始後は，下記の「参考書」を積極的に読まれることを希望し
ます。

５．教科書
特に指定しません。
授業時に適宜プリントを配布します。

６．参考書
『教養の中国史』津田資久・井ノ口哲也編，（ミネルヴァ書房，201８
年）

『概説中国史』上・下，冨谷至・森田憲司編，（昭和堂，2016年）
より専門的な理解を深めるには，以下の概説書をおすすめします。

『世界歴史大系　中国史』1～５（山川出版社，1９９７年～200３年）
『中国の歴史』全12巻（講談社，2004年～200５年　※講談社学術文
庫版あり）

７．課題に対するフィードバックの方法
必要に応じて，授業時間内に解説や講評などのフィードバックを行
います。

８．成績評価の方法
平常点（リアクションペーパー，授業への取り組みなど）３0％，期
末試験７0％

９．その他
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科目ナンバー：（CC）HIS121J

東 洋 史 概 論 鈴 木 直 美

2 単位 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業内容》
　新石器時代から20世紀までの中国史の流れを概観し，東アジア・
北アジア・をはじめとする世界史のかかわりから中国の政治・経
済・社会の動向をとらえる。

《到達目標》
　1．中学・高校での授業を行うに十分な知識と教養を習得する。
　2．中国社会のあり方を歴史的背景から理解する。
　３． 歴史学の思考方法を身につけ，様々な歴史的事象について多

角的な視点から考察できる。

２．授業内容
各回の授業予定は以下の通り。
　 1 ．ガイダンス　／　｢中国」とは何か
　 2 ．新石器時代～初期王朝（二里頭文化・殷・西周）
　 ３ ．春秋・戦国～統一秦
　 4 ．漢
　 ５ ．魏晋南北朝
　 6 ．隋～唐　／　小テスト
　 ７ ．五代～南宋
　 ８ ．元～明
　 ９ ．清の建国～乾隆帝の時代
　10．アヘン戦争～日清戦争
　11．日清戦争後～辛亥革命
　12．五四運動～国共合作
　1３．抗日戦争～中華人民共和国成立
　14．a.社会主義体制建設期／b.試験
授業の進行状況によって内容を変更する場合がある。

３．履修上の注意
　高校時代の世界史の内容を復習しておくこと。
　世界史を履修していない，もしくは現代史など学習していない範
囲がある場合は下記書籍を読んでおくのが望ましい。
　「世界の歴史」編集委員会『もういちど読む山川世界史』（山川出
版社，200９年）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
クラスウェブから資料を配布するので，内容を予習・復習すること。

５．教科書
クラスウェブから資料（PDF）を配布する。

６．参考書
岸本美緒『中国の歴史』（ちくま学芸文庫，筑摩書房，201５年）
愛宕元・冨谷至編『新版　中国の歴史』上・下（昭和堂，200９年）

７．課題に対するフィードバックの方法
必要時応じてクラスウェブのコメント機能を使用する。

８．成績評価の方法
1．小テスト（３0％）・期末試験（７0％）による。
　（1）第 6 回授業で選択式の小テストを行う。
　（2） 期末試験は記述式で行う。単語の羅列や意味の不明な文章は

解答とみなさず，単位を認定しない。
2．出席回数が７割未満の場合，単位を認定しない。

９．その他
1． クラスウェブの出欠確認機能と小テスト機能を使用するので，
スマートフォン・パソコンなどを持参のこと。

2． 授業で使用する資料は事前にクラスウェブからPDFで配付する。
感染防止のため授業時に紙媒体での配布をしないので，授業前
に自分でダウンロードや印刷をしておくこと。

３． 著しい遅刻や私語がある場合にはその回の受講を認めないこと
がある。

科目ナンバー：（CC）HIS121J

東 洋 史 概 論 鈴 木 直 美

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業内容》
　新石器時代から20世紀までの中国史の流れを概観し，東アジア・
北アジア・をはじめとする世界史のかかわりから中国の政治・経
済・社会の動向をとらえる。

《到達目標》
　1．中学・高校での授業を行うに十分な知識と教養を習得する。
　2．中国社会のあり方を歴史的背景から理解する。
　３． 歴史学の思考方法を身につけ，様々な歴史的事象について多

角的な視点から考察できる。

２．授業内容
各回の授業予定は以下の通り。
　 1 ．ガイダンス　／　｢中国」とは何か
　 2 ．新石器時代～初期王朝（二里頭文化・殷・西周）
　 ３ ．春秋・戦国～統一秦
　 4 ．漢
　 ５ ．魏晋南北朝
　 6 ．隋～唐　／　小テスト
　 ７ ．五代～南宋
　 ８ ．元～明
　 ９ ．清の建国～乾隆帝の時代
　10．アヘン戦争～日清戦争
　11．日清戦争後～辛亥革命
　12．五四運動～国共合作
　1３．抗日戦争～中華人民共和国成立
　14．a.社会主義体制建設期／b.試験
授業の進行状況によって内容を変更する場合がある。

３．履修上の注意
　高校時代の世界史の内容を復習しておくこと。
　世界史を履修していない，もしくは現代史など学習していない範
囲がある場合は下記書籍を読んでおくのが望ましい。
　「世界の歴史」編集委員会『もういちど読む山川世界史』（山川出
版社，200９年）

４．準備学習（予習・復習等）の内容
クラスウェブから資料を配布するので，内容を予習・復習すること。

５．教科書
クラスウェブから資料（PDF）を配布する。

６．参考書
岸本美緒『中国の歴史』（ちくま学芸文庫，筑摩書房，201５年）
愛宕元・冨谷至編『新版　中国の歴史』上・下（昭和堂，200９年）

７．課題に対するフィードバックの方法
必要時応じてクラスウェブのコメント機能を使用する。

８．成績評価の方法
1．小テスト（３0％）・期末試験（７0％）による。
　（1）第 6 回授業で選択式の小テストを行う。
　（2） 期末試験は記述式で行う。単語の羅列や意味の不明な文章は

解答とみなさず，単位を認定しない。
2．出席回数が７割未満の場合，単位を認定しない。

９．その他
1． クラスウェブの出欠確認機能と小テスト機能を使用するので，
スマートフォン・パソコンなどを持参のこと。

2． 授業で使用する資料は事前にクラスウェブからPDFで配付する。
感染防止のため授業時に紙媒体での配布をしないので，授業前
に自分でダウンロードや印刷をしておくこと。

３． 著しい遅刻や私語がある場合にはその回の受講を認めないこと
がある。
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科目ナンバー：（CC）HIS131J

西 洋 史 概 論 小野寺　利　行

2 単位 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　ヨーロッパの中世・近世の歴史を概観する。前近代ヨーロッパ史の
流れや基本的な事項を，経済史の視点を通して学ぶことを目的とす
る。農業・手工業・商業がどのように展開していったのか，そしてそ
れによってヨーロッパ内外のさまざまな地域の結びつきがどのように
変化していったのかをみていくことで，工業化や世界の一体化を実現
する以前のヨーロッパの姿を理解したり，ヨーロッパ世界の歴史的な
変化を考えたりするための手がかりつかむことを目指したい。

２．授業内容
　以下のように授業を進めていく予定だが，状況に応じて変更する
こともある。
1 ．イントロダクション
2 ．中世の社会と国家
３ ．中世の農業
4 ．中世の手工業
５ ．中世の商業 
6 ．中世から近世へ
７ ．近世の社会と国家
８ ．近世の農業
９ ．近世の手工業
10．近世の商業
11．近世のヨーロッパ経済
12．近世の世界経済（1）ポルトガルとスペイン
1３．近世の世界経済（2）オランダとイギリス
14．（a）まとめ／（b）テスト

３．履修上の注意
　高校世界史の教科書や参考書，後掲の参考書などに目を通して，
ヨーロッパの中世・近世の大まかな流れをおさえておくことが望ま
しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習では，参考文献に目を通して次回授業の内容を大まかにつか
み，自分なりの疑問点・課題をもって授業に臨むこと。復習では，
授業で配付した資料や参考文献を利用してノートのまとめ・整理・
補足などを行ない，授業内容をまとめる課題や質問などを作成する
こと。

５．教科書
　特定の教科書は使用せず，資料をOh-o! Meijiで配付する。

６．参考書
　授業中に随時紹介するが，さしあたり基本的な文献を挙げておく。
・『もういちど読む山川世界史　PLUS　ヨーロッパ・アメリカ編』
木村靖二ほか（山川出版社）
・『大学で学ぶ西洋史［古代・中世］』服部良久ほか（ミネルヴァ書
房）
・『大学で学ぶ西洋史［近現代］』小山哲ほか（ミネルヴァ書房）

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題に対するフィードバックは後日授業中に行なう。

８．成績評価の方法
・学期末試験（７0％）
・課題（３0％）

９．その他

科目ナンバー：（CC）HIS131J

西 洋 史 概 論 小野寺　利　行

2 単位 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　ヨーロッパの中世・近世の歴史を概観する。前近代ヨーロッパ史
の流れや基本的な事項を，商業を中心とする経済史の視点を通して
学ぶことを目的とする。商業によってヨーロッパ内外の地域がどの
ように結びついていたのかをみていくことで，工業化や世界の一体
化を実現する以前のヨーロッパの姿を理解したり，ヨーロッパ世界
の歴史的な変化を考えたりするための手がかりつかむことを目指し
たい。

２．授業内容
　以下のように授業を進めていく予定だが，状況に応じて変更する
こともある。
1 ．イントロダクション
2 ．中世社会の成立
３ ．中世前期の都市と商業
4 ．中世社会の発達
５ ．中世中期の都市
6 ．中世中期の商業
７ ．中世社会の変容
８ ．近世社会
９ ．近世の国家と商業
10．近世のヨーロッパ貿易
11．近世の植民地貿易（1）ヨーロッパとアメリカ
12．近世の植民地貿易（2）ヨーロッパとアジア
1３．産業革命
14．（a） まとめ／（b） テスト

３．履修上の注意
　高校世界史の教科書や参考書，後掲の参考書などに目を通して，
ヨーロッパの中世・近世の大まかな流れをおさえておくことが望ま
しい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　予習では，参考文献に目を通して次回授業の内容を大まかにつか
み，自分なりの疑問点・課題をもって授業に臨むこと。復習では，
授業で配付した資料や参考文献を利用してノートのまとめ・整理・
補足などを行ない，授業内容をまとめる課題や質問などを作成する
こと。

５．教科書
　特定の教科書は使用せず，資料をOh-o! Meijiで配付する。

６．参考書
　授業中に随時紹介するが，さしあたり基本的な文献を挙げておく。
・『もういちど読む山川世界史　PLUS　ヨーロッパ・アメリカ編』
木村靖二ほか（山川出版社）
・『大学で学ぶ西洋史［古代・中世］』服部良久ほか（ミネルヴァ書
房）
・『大学で学ぶ西洋史［近現代］』小山哲ほか（ミネルヴァ書房）

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題に対するフィードバックは後日授業中に行なう。

８．成績評価の方法
・学期末試験（７0%）
・課題（３0%）

９．その他
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科目ナンバー：（CC）HIS131J

西 洋 史 概 論 渡 辺　 知

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　1５世紀のポルトガル，スペインのヨーロッパ外への進出に始まる
世界の一体化の過程を世界システム論の観点から概観し，ヨーロッ
パ近代の歩みが世界の諸地域に与えた影響について考えてみたいと
思います。ただ，過去の事実の確認にとどまらず，それがなぜ起き
たのか，また，過去の出来事が現在の社会といかに関係するのか，
あるいは，一地域の動向が世界のその他の地域の動向といかに密接
に結びついているのかといった点に力点を置きつつ，歴史学におけ
る多様なものの捉え方をあわせて提示できればと希望します。

２．授業内容
　以下の通り授業を進める予定ですが，進行具合によって若干の変
更を加えることもあります。
第 1 回　世界の一体化 　この講義のテーマについて説明します。
第 2 回　 大航海時代以前のヨーロッパ　1　11～1３世紀のヨーロッ

パの経済，社会について説明します。
第 ３ 回　 大航海時代以前のヨーロッパ　2　14世紀以降ヨーロッパ

で危機的状況が深まっていく過程を説明します。
第 4 回　 ポルトガルとアジア  ポルトガルがアフリカ，アジアに進

出していく過程とその影響について説明します。
第 ５ 回　 スペインとアメリカ　1　スペインのアメリカ進出の過程

とアメリカに与えた影響について説明します。
第 6 回　 スペインとアメリカ　2　スペインのアメリカ進出がスペ

インと世界の一体化に与えた影響について説明します。
第 ７ 回　 1７世紀のヨーロッパ　「1７世紀の危機」論争を紹介しつつ，

西ヨーロッパ諸国の台頭を説明します。
第 ８ 回　 第一次イギリス帝国の形成　イギリスがオランダ，フラン

スと対立しながらその帝国を形成する過程を説明します。
第 ９ 回　 イギリス商業革命　イギリスの帝国形成がイギリスの経

済，社会に与えた影響について説明します。
第10回　 西インド諸島と砂糖　イギリスの植民地支配が西インド諸

島に与えた影響について説明します。
第11回　 アフリカと大西洋奴隷貿易　イギリスをはじめとするヨー

ロッパ諸国による大西洋奴隷貿易の展開とその影響につい
て説明します。

第12回　 フランス革命と環大西洋革命　1　フランス革命の展開に
ついて説明します。

第1３回　 フランス革命と環大西洋革命　2　フランス革命をその時
期大西洋の両岸で起きた出来事と関連付けながらその意義
を説明します。

第14回　a　まとめ
　　　　b　試験

３．履修上の注意
　西洋の歴史に興味のある方はもちろん，これまで歴史になじみが
なかった方の受講も歓迎します。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で紹介した問題について参考文献等で調べてください。授業
前に前回の授業ノート，参考文献を見返し，まとめておいてくださ
い。

５．教科書
　特に定めません。

６．参考書
　参考文献として以下の文献を紹介しておきます。授業で随時，紹
介してきます。
　川北稔『世界システム論講義：ヨーロッパと近代世界』（ちくま
学芸文庫，2016年）

７．課題に対するフィードバックの方法
授業でコメントします。

８．成績評価の方法
　授業の区切りに授業内容のまとめや感想を書いて頂き，これを平
常点とします。学期末には試験を行い，成績はこれらの総合評価と
します（学期末試験８0％，平常点20％）。

９．その他
オフィスアワーは最初の授業でお知らせします。
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科目ナンバー：（CC）GEO131J

地 誌 学 概 論 内 藤 芳 宏

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　教職課程におかれている「地誌学概論」であることを考慮し，中学・高等学校の
教員に求められる地誌学の基礎・基本から専門領域に加えて，既存の概念から応用
する授業事例も触れていきたい。地理は知らない土地の知らない人たちや自然に対
する好奇心から成り立っている。とくに地誌学は特定地域における自然と人文の諸
事象とその関係を考察し，地域的な特徴を究明すること，すなわち地域を知ること
が目的とされる。地誌学の楽しみを得ることで，将来のあなたの教え子たちに還元
するための糸口になることを目指したい。なお2022年度より高等学校で必修化され
る「地理総合」では地誌を扱わないが地図学習は入るため，それを意識した内容と
した。また続く科目の「地理探究」で地誌的内容を扱うことを意識したい。

２．授業内容
　第 1 回：オリエンテーション　地誌学を学ぶということ
　第 2 回：地誌学の基礎①学校教育の地誌とは
　第 ３ 回：地誌学の基礎②日本を扱う（都市近郊）
　第 4 回：地誌学の基礎③日本を扱う（農山村部）
　第 ５ 回：地誌学の展開①専門性を活かした地誌　地形図の活用（段彩図）
　第 6 回：地誌学の展開②専門性を活かした地誌　地形図の活用（谷と尾根）
　第 ７ 回：地誌学の展開③専門性を活かした地誌　地形図の活用（土地利用図）
　第 ８ 回：地誌学の展開④専門性を活かした地誌　統計地図の活用
　第 ９ 回：地誌学の展開⑤専門性を活かした地誌　フィールドワーク・校外学習
　第10回：地誌の授業実践①旅をつくる
　第11回：地誌の授業実践②ヒマラヤ山脈の暮らし
　第12回：地誌の授業実践③アルプス山脈の暮らし
　第1３回：地誌の授業実践④小さな国の環境大国
　第14回：学期末試験
※第 ５ 回～第 ７ 回は地形図を利用するため，原則として対面授業時に行うことを
前提とした授業構成を組んでいる。したがって新型コロナ感染症の状況によって，
順番を入れ替わる場合がことを予め承知しておかれたい。

３．履修上の注意
　授業にきちんと出席し，学ぶ姿勢を示すこと。また毎回授業に関する「感想」
の提出を求める。対面授業が出来ない場合は，Oh-o!Meijiによるオンデマンド型（配
信型）になる。その際は下記の成績に関する指示に従うこと。対面授業時のマナ
ーは誠実であること。受講者は教員を目指すからには，揺るぎない自らに負けな
い真剣な姿勢を求めたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　復習を大切にすること。とくに地誌は地理的位置関係および付随する情報が講
義で扱われる。今日の授業で何を学んだのか，確実に理解すること。そのために
はノートの整理が肝要である。

５．教科書
　教科書はとくに指定しない。映像資料やプリントを教科書代わりに使用する。
ただし地理は地名や位置をその都度確認するためにも，高校時代に地理の授業で
使用した地図帳を用意しておくこと（高校時代に地理の授業を受けていない者は
同等のものを用意しておくこと）。また ５ 回目の講義から国土地理院発行の地形図

（国土地理院発行1/2５000地形図「赤穂」を各自で購入）を用いた作業も行う。作
業の際は12色の色鉛筆（小中高時代に買ったもので十分）を一緒に用意すること。
※コロナ禍であるが地形図は予め各自で購入しておくこと。授業内容の部分で説
明しているように，コロナ禍で授業の順番を変えざるを得ない場合も想定して，
第 ３ 回の授業までに用意することが望ましい。なお各自で国土地理院サイトから
最寄りの国土地理院発行地形図の販売書店を探し，時間的ゆとりをもって購入し
ておくこと。すぐに入手できるとは限らない。買い求めた地形図は折らずに，筒
状にして輪ゴムなどで留めて持参するように。

６．参考書
地理・地誌に関わる入門書として以下を紹介する。
大野新・竹内裕一編『世界をつなぐ地理総合の授業』
地理教育研究会編『知るほど面白くなる日本地理』日本実業出版社
地理教育研究会編『授業のための世界地理・第５版』古今書院
今尾恵介『地図帳深読み』帝国書院
富田啓介『はじめての地理学』ベレ出版

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内に指示する簡単な課題（例えば，自身の出身地を中高生の地理の授業で扱
う場合のキーワード等）をその後の授業で紹介し，受講している学生諸君同士の
参考にすべくフィードバックする。また地形図作業は終了後提出したものを評価
し返却する。

８．成績評価の方法
　毎回出席をとる。 ３ 分の 1 を休んだ者には単位は与えられない。成績評価は学
期末試験60％，平常点（提出物および授業への貢献度）40％等を総合的に判断する。
※コロナ禍におけるオンライン授業の場合，Oh-o!Meijiのクラスウェブ上のアンケ
ート機能を使って，毎回の課題を答えることで出席扱いとし，またその内容を平
常点とする。

９．その他

科目ナンバー：（CC）GEO131J

地 誌 学 概 論 内 藤 芳 宏

2 単位 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　教職課程におかれている「地誌学概論」であることを考慮し，中学・高等学校の
教員に求められる地誌学の基礎・基本から専門領域に加えて，既存の概念から応用
する授業事例も触れていきたい。地理は知らない土地の知らない人たちや自然に対
する好奇心から成り立っている。とくに地誌学は特定地域における自然と人文の諸
事象とその関係を考察し，地域的な特徴を究明すること，すなわち地域を知ること
が目的とされる。地誌学の楽しみを得ることで，将来のあなたの教え子たちに還元
するための糸口になることを目指したい。なお2022年度より高等学校で必修化され
る「地理総合」では地誌を扱わないが地図学習は入るため，それを意識した内容と
した。また続く科目の「地理探究」で地誌的内容を扱うことを意識したい。

２．授業内容
　第 1 回：オリエンテーション　地誌学を学ぶということ
　第 2 回：地誌学の基礎①学校教育の地誌とは
　第 ３ 回：地誌学の基礎②日本を扱う（都市近郊）
　第 4 回：地誌学の基礎③日本を扱う（農山村部）
　第 ５ 回：地誌学の展開①専門性を活かした地誌　地形図の活用（段彩図）
　第 6 回：地誌学の展開②専門性を活かした地誌　地形図の活用（谷と尾根）
　第 ７ 回：地誌学の展開③専門性を活かした地誌　地形図の活用（土地利用図）
　第 ８ 回：地誌学の展開④専門性を活かした地誌　統計地図の活用
　第 ９ 回：地誌学の展開⑤専門性を活かした地誌　フィールドワーク・校外学習
　第10回：地誌の授業実践①旅をつくる
　第11回：地誌の授業実践②ヒマラヤ山脈の暮らし
　第12回：地誌の授業実践③アルプス山脈の暮らし
　第1３回：地誌の授業実践④小さな国の環境大国
　第14回：学期末試験
※第 ５ 回～第 ７ 回は地形図を利用するため，原則として対面授業時に行うことを
前提とした授業構成を組んでいる。したがって新型コロナ感染症の状況によって，
順番を入れ替わる場合がことを予め承知しておかれたい。

３．履修上の注意
　授業にきちんと出席し，学ぶ姿勢を示すこと。また毎回授業に関する「感想」
の提出を求める。対面授業が出来ない場合は，Oh-o!Meijiによるオンデマンド型（配
信型）になる。その際は下記の成績に関する指示に従うこと。対面授業時のマナ
ーは誠実であること。受講者は教員を目指すからには，揺るぎない自らに負けな
い真剣な姿勢を求めたい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　復習を大切にすること。とくに地誌は地理的位置関係および付随する情報が講
義で扱われる。今日の授業で何を学んだのか，確実に理解すること。そのために
はノートの整理が肝要である。

５．教科書
　教科書はとくに指定しない。映像資料やプリントを教科書代わりに使用する。
ただし地理は地名や位置をその都度確認するためにも，高校時代に地理の授業で
使用した地図帳を用意しておくこと（高校時代に地理の授業を受けていない者は
同等のものを用意しておくこと）。また ５ 回目の講義から国土地理院発行の地形図

（国土地理院発行1/2５000地形図「赤穂」を各自で購入）を用いた作業も行う。作
業の際は12色の色鉛筆（小中高時代に買ったもので十分）を一緒に用意すること。
※コロナ禍であるが地形図は予め各自で購入しておくこと。授業内容の部分で説
明しているように，コロナ禍で授業の順番を変えざるを得ない場合も想定して，
第 ３ 回の授業までに用意することが望ましい。なお各自で国土地理院サイトから
最寄りの国土地理院発行地形図の販売書店を探し，時間的ゆとりをもって購入し
ておくこと。すぐに入手できるとは限らない。買い求めた地形図は折らずに，筒
状にして輪ゴムなどで留めて持参するように。

６．参考書
地理・地誌に関わる入門書として以下を紹介する。
大野新・竹内裕一編『世界をつなぐ地理総合の授業』
地理教育研究会編『知るほど面白くなる日本地理』日本実業出版社
地理教育研究会編『授業のための世界地理・第５版』古今書院
今尾恵介『地図帳深読み』帝国書院
富田啓介『はじめての地理学』ベレ出版

７．課題に対するフィードバックの方法
授業内に指示する簡単な課題（例えば，自身の出身地を中高生の地理の授業で扱
う場合のキーワード等）をその後の授業で紹介し，受講している学生諸君同士の
参考にすべくフィードバックする。また地形図作業は終了後提出したものを評価
し返却する。

８．成績評価の方法
　毎回出席をとる。 ３ 分の 1 を休んだ者には単位は与えられない。成績評価は学
期末試験60％，平常点（提出物および授業への貢献度）40％等を総合的に判断する。
※コロナ禍におけるオンライン授業の場合，Oh-o!Meijiのクラスウェブ上のアンケ
ート機能を使って，毎回の課題を答えることで出席扱いとし，またその内容を平
常点とする。

９．その他
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科目ナンバー：（CC）GEO111J

人文地理学概論 谷 川 尚 哉

2 単位 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　教職課程におかれている「人文地理学概論」であることをふまえ
て，人文地理学の基礎・基本を述べるとともに，地理教育論にも適
宜ふれていきたい。
　高等学校で「地理ＡまたはＢ」を選択しなかった人にとっては，
中学校の「社会科地理的分野」以来の地理となろうが，地理あるい
は人文地理学の楽しさ，面白さを理解してもらえればありがたい。
　ただし，半期の講義であるため，文字どおり「概論」とならざる
をえない面がある。毎回の講義は，あくまでも「窓を開ける」こと
であり，その窓から何を見るかは受講生に委ねられている。

２．授業内容
　（ 1 ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の構成から考える

（a）。
　（ 2 ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の構成から考える

（b）。
　（ ３ ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の手法から考える

（c）。
　（ 4 ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の手法から考える

（d）。
　（ ５ ） 地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（a）。海

の向こうに何がある？　山の向こうに何がある？
　（ 6 ） 地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（b）。地

球の形は，どんな形？
　（ ７ ） 地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（c）。大

航海時代は地理的発見の時代
　（ ８ ）社会科・地理教育を考える（a）。「地理総合」と「歴史総合」
　（ ９ ）社会科・地理教育を考える（b）。「世界国尽」
　（10）社会科・地理教育を考える（c）。「どうころんでも社会科」
　（11） 景観の変貌から地域の再編成を考える（a）。高度1000フィ

ートから見た日本
　（12） 景観の変貌から地域の再編成を考える（b）。山が地図から

消えた？　地形図を読む
　（1３） 景観の変貌から地域の再編成を考える（c）。島が島でなく

なった？
　（14） 景観の変貌から地域の再編成を考える（d）。瀬戸内海の島

の変貌

３．履修上の注意
　1．受講生は，教室内でのマナーを守る事。
　2．毎回，「感想」を書いてもらう。
　３．第 1 回目から本論に入るので，そのつもりで受講するように。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　1．復習が最重要である。
　2．毎回の講義で何を学んだのかを確実に理解すること。
　３．ノートの整理が肝要である。
　4．事前に配布した資料等は，必ず熟読して講義に臨むこと。

５．教科書
　使用しない。映像資料やプリントを教科書代わりに使用する。

６．参考書
　随時，紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiを使用。

８．成績評価の方法
　1． 原則として，出席は絶対条件。講義の ３ 分の 1 を休んだ者に

は単位は与えられない。
　2． 学期末の試験で100％評価する。レポート提出で代替すること

はできない。

９．その他

科目ナンバー：（CC）GEO111J

人文地理学概論 谷 川 尚 哉

2 単位 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　教職課程におかれている「人文地理学概論」であることをふまえ
て，人文地理学の基礎・基本を述べるとともに，地理教育論にも適
宜ふれていきたい。
　高等学校で「地理ＡまたはＢ」を選択しなかった人にとっては，
中学校の「社会科地理的分野」以来の地理となろうが，地理あるい
は人文地理学の楽しさ，面白さを理解してもらえればありがたい。
　ただし，半期の講義であるため，文字どおり「概論」とならざる
をえない面がある。毎回の講義は，あくまでも「窓を開ける」こと
であり，その窓から何を見るかは受講生に委ねられている。

２．授業内容
　（ 1 ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の構成から考える

（a）。
　（ 2 ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の構成から考える

（b）。
　（ ３ ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の手法から考える

（c）。
　（ 4 ） 人文地理学とはどういう学問か。地理学の手法から考える

（d）。
　（ ５ ） 地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（a）。海

の向こうに何がある？　山の向こうに何がある？
　（ 6 ） 地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（b）。地

球の形は，どんな形？
　（ ７ ） 地理学とはどういう学問か。地理学史から考える（c）。大

航海時代は地理的発見の時代
　（ ８ ）社会科・地理教育を考える（a）。「地理総合」と「歴史総合」
　（ ９ ）社会科・地理教育を考える（b）。「世界国尽」
　（10）社会科・地理教育を考える（c）。「どうころんでも社会科」
　（11） 景観の変貌から地域の再編成を考える（a）。高度1000フィ

ートから見た日本
　（12） 景観の変貌から地域の再編成を考える（b）。山が地図から

消えた？　地形図を読む
　（1３） 景観の変貌から地域の再編成を考える（c）。島が島でなく

なった？
　（14） 景観の変貌から地域の再編成を考える（d）。瀬戸内海の島

の変貌

３．履修上の注意
　1．受講生は，教室内でのマナーを守る事。
　2．毎回，「感想」を書いてもらう。
　３．第 1 回目から本論に入るので，そのつもりで受講するように。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　1．復習が最重要である。
　2．毎回の講義で何を学んだのかを確実に理解すること。
　３．ノートの整理が肝要である。
　4．事前に配布した資料等は，必ず熟読して講義に臨むこと。

５．教科書
　使用しない。映像資料やプリントを教科書代わりに使用する。

６．参考書
　随時，紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
Oh-o! Meijiを使用。

８．成績評価の方法
　1． 原則として，出席は絶対条件。講義の ３ 分の 1 を休んだ者に

は単位は与えられない。
　2． 学期末の試験で100％評価する。レポート提出で代替すること

はできない。

９．その他
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科目ナンバー：（CC）GEO121J

自然地理学概論 若 松 伸 彦

2 単位 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　自然地理学はその地域の気候，地形，水文，植生等の自然環境を
総合的に捉える学問分野である。地理というと，社会科の一科目で
あり，事象の暗記科目と思われがちである。しかし自然地理学は，
実際には私たちの身のまわりにある自然環境がどのようなものかを
理解し，その仕組みや因果関係を学ぶことが非常に大切である。本
講義は，自然環境に関する基礎的な知識を身に着け，総合的に自然
環境を捉える能力を身に着けることが目標である。このような能力
を身に着けることで，自然災害や地球環境問題に対しての正しい対
処が可能にもなる。

２．授業内容
　第 1 回ａ：自然地理学の見方・考え方（ガイダンス）
　　　　ｂ：自然地理学の基本
　第 2 回：惑星としての地球
　第 ３ 回：大地形と火山
　第 4 回：岩石と日本列島のでき方
　第 ５ 回：世界と日本の大地形
　第 6 回：平野の地形
　第 ７ 回：山地の地形
　第 ８ 回：河川の地形
　第 ９ 回：海岸の地形
　第10回：地球のエネルギー収支と大気大循環
　第11回：世界の気候と植生
　第12回：日本の気候と植生
　第1３回：様々な環境問題
　第14回ａ：講義のまとめ
　　　　ｂ：試験

３．履修上の注意
積極的な授業の参加を望む。授業内容はいわゆる理系の地学の領域
を含むが，文系学生でも理解できる内容である。
自然地理の基本的な知識から最新の環境問題まで，講義では幅広く
扱う。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にwebシステムによってプリントを配布するので，必ず印刷
をして持参すること。
　プリントは図表及び板書を補助するためのプリントであり，復習
や授業後の整理を行うことが望ましい。

５．教科書
　『新詳高等地図』（帝国書院）201９年
　高校時代に地図帳を購入している者は代用しても良い。
　他に教科書は定めないが，参考書があると授業の理解が進む。

６．参考書
『みわたす・つなげる自然地理学』　小野映介・吉田圭一郎 編（古
今書院）2021年

『自然地理学概論』高橋日出男・小泉武栄編著（朝倉書店）200８年
『上高地の自然誌』上高地自然史研究会編（東海大学出版会）2016
年

７．課題に対するフィードバックの方法
最終授業日に期末試験を実施し，同日に解説の時間を設ける

８．成績評価の方法
　講義態度10％，期末試験９0％で評価する。

９．その他

科目ナンバー：（CC）GEO121J

自然地理学概論 若 松 伸 彦

2 単位 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　自然地理学はその地域の気候，地形，水文，植生等の自然環境を
総合的に捉える学問分野である。地理というと，社会科の一科目で
あり，事象の暗記科目と思われがちである。しかし自然地理学は，
実際には私たちの身のまわりにある自然環境がどのようなものかを
理解し，その仕組みや因果関係を学ぶことが非常に大切である。本
講義は，自然環境に関する基礎的な知識を身に着け，総合的に自然
環境を捉える能力を身に着けることが目標である。このような能力
を身に着けることで，自然災害や地球環境問題に対しての正しい対
処が可能にもなる。

２．授業内容
　第 1 回ａ：自然地理学の見方・考え方（ガイダンス）
　　　　ｂ：自然地理学の基本
　第 2 回：惑星としての地球
　第 ３ 回：大地形と火山
　第 4 回：岩石と日本列島のでき方
　第 ５ 回：世界と日本の大地形
　第 6 回：平野の地形
　第 ７ 回：山地の地形
　第 ８ 回：河川の地形
　第 ９ 回：海岸の地形
　第10回：地球のエネルギー収支と大気大循環
　第11回：世界の気候と植生
　第12回：日本の気候と植生
　第1３回：様々な環境問題
　第14回ａ：講義のまとめ
　　　　ｂ：試験

３．履修上の注意
積極的な授業の参加を望む。授業内容はいわゆる理系の地学の領域
を含むが，文系学生でも理解できる内容である。
自然地理の基本的な知識から最新の環境問題まで，講義では幅広く
扱う。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にwebシステムによってプリントを配布するので，必ず印刷
をして持参すること。
　プリントは図表及び板書を補助するためのプリントであり，復習
や授業後の整理を行うことが望ましい。

５．教科書
　『新詳高等地図』（帝国書院）201９年
　高校時代に地図帳を購入している者は代用しても良い。
　他に教科書は定めないが，参考書があると授業の理解が進む。

６．参考書
『みわたす・つなげる自然地理学』　小野映介・吉田圭一郎 編（古
今書院）2021年

『自然地理学概論』高橋日出男・小泉武栄編著（朝倉書店）200８年
『上高地の自然誌』上高地自然史研究会編（東海大学出版会）2016
年

７．課題に対するフィードバックの方法
最終授業日に期末試験を実施し，同日に解説の時間を設ける

８．成績評価の方法
　講義態度10％，期末試験９0％で評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（CC）LAW111J

法 律 学 概 論 市 川 直 子

2 単位 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の到達目標及びテーマ》
　日本で現在効力をもっている法律はかるく1,000を超えますが，
それらは一定の秩序にしたがって体系化されています。
　この授業では，日本のそうした法体系を検証するとともに，日本
の国内法体系と国際法との関係についても理解することを目指しま
す。

《授業の概要》
　この授業では，各種法律の基本部分を説明しながら，それと国家
の最高法である憲法との関係を確認していきます。ついで，国際関
係を維持するための条約や国際慣習法に言及します。

２．授業内容
　第 1 回：法とは
　第 2 回：憲法と市民法（1）自然人
　第 ３ 回：憲法と市民法（2）法人
　第 4 回：憲法と市民法（３）法律行為
　第 ５ 回：憲法と市民法（4）契約自由の原則
　第 6 回：憲法と賠償法（1）契約不履行の賠償責任
　第 ７ 回：憲法と賠償法（2）不法行為の賠償責任
　第 ８ 回：憲法と賠償法（３）国家行為の賠償責任
　第 ９ 回：憲法と社会法（1）個別的労働関係法
　第10回：憲法と社会法（2）集団的労働関係法
　第11回：憲法と刑事法（1）刑法総論
　第12回：憲法と刑事法（2）刑事訴訟法
　第1３回：憲法と国際法（1）国際機構論
　第14回：憲法と国際法（2）／試験
＊講義内容・順序は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　各種法律を日本国憲法と関連づけて説明していきますので，この
授業を受ける前に，「日本国憲法」を受講済みであることが望まし
いです。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書の該当箇所または配布プリントを読み，次回の授
業内容に関する専門用語について辞典等で調べておいて下さい。ま
た，復習として，教科書及び参考書の該当箇所を読むようにして下
さい。

５．教科書
　穐山守夫・市川直子『新現代社会と法』和広出版

６．参考書
　六法全書

７．課題に対するフィードバックの方法
課題についてのフィードバックは，授業時もしくはOh-o!Meijiを通
じて行います。

８．成績評価の方法
　レポート（３0％）および期末試験（７0％）によります。

９．その他
　明治大学の各種施設，特に博物館（刑事部門），平和教育登戸研
究所資料館などを（感染症との関係上，無理しない程度で）訪ねて
みて下さい。

科目ナンバー：（CC）LAW111J

法 律 学 概 論 松 井 千 秋

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講は，現代社会には欠くことのできないさまざまな法規範に関
して，その意義，特質を理解し，かつそのおのおのと現実の社会と
の関連を修得するために開講するものである。
　実生活のなかで何気なく機能している（？）さまざまな法令が，
どれほどの意義，目的を持っているか，また，それらがどのように
関わり合っているのかを理解して，自分たちの身の回りの出来事が
どういった法令と関わっているものかを味わって欲しいものであ
る。

２．授業内容
　［第 1 回］　法の意義
　［第 2 回］　法規範の構造
　［第 ３ 回］　法の分類
　［第 4 回］　法の解釈・解釈法
　［第 ５ 回］　法の適用
　［第 6 回］　裁判と法◯ 1 民事裁判
　［第 ７ 回］　裁判と法◯ 2 刑事裁判
　［第 ８ 回］　犯罪と法
　［第 ９ 回］　財産と法◯ 1 総則
　［第10回］　財産と法◯ 2 物権と債権
　［第11回］　家族（子ども）と法
　［第12回］　医療と法
　［第1３回］　社会と法
　［第14回］　国際関係と法

３．履修上の注意
　本講ではテーマ毎に講義レジュメを配布して，それにしたがって
講義を進める。そして，一定程度進んだところで，それまでの中心
的テーマについてレポートにして提出してもらう。なお，レポート
は原則として 2 回で，平常点評価の資料とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　原則としてあらかじめ教科書を購読して基礎知識を身につけ講義
によってその理解を深めるのが理想であるが，専門知識を要する分
野でもあり，受講後に講義レジュメと講義ノートの内容を教科書と
対照する方法でもよい。

５．教科書
　齊藤信宰編著「現代社会における法学入門（第 ３ 版）」（成文堂）　

［在庫僅少の場合変更することがあります］

６．参考書
　必要に応じて適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題については，余ほどの事が無ければ個別にフィードバックす
ることはありません。なお，日常の出席評価の素材としても用いま
すから，回答に当たっては真摯な態度で取り組むように！

８．成績評価の方法
　小レポート及び各期末試験の成績により総合的に判定する。
　おおむね３0％，７0％の割合で評価する。

９．その他
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科目ナンバー：（CC）LAW111J

法 律 学 概 論 石 居　 圭

2 単位 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講義ではまず，憲法・民法・刑法を中心として，法の基本的な事項を
知ってもらいます。しかし，法律学は「条文の丸暗記でよい」というよう
な単純なものではありません。法律の文言は多くの事案に対応できるよ
う，意味に幅をもたせる形で表現されています。それゆえ，実際の事案で
は，異なる利害関係や価値観をもった者たちが条文の「解釈」をめぐって
争うことになります。そこで，実際の判例をみながら，法律の運用のされ
方やその解釈も学びます。
法律学を学ぶ意義は，多様な考え方や価値観が対立する社会において，ど
のように秩序を与えるかを考えられるようになるという点にあり，本講義
もそれを到達目標に掲げます。
具体的には，
・公平なものの考え方（特定の者だけを優遇したり，不当な差別をするこ
となく，一定の基準に従って公平にものごとを処理する能力）
・論理的思考力（自分の考えを整理し，納得のいく根拠をもって，わかり
やすく自身の見解を主張する能力）
・多面的な利益への視点（事件当事者だけでなく，将来の被害者や社会へ
の影響など，様々な利益を考慮した上で自身の見解を形成する能力）
といったものを得ることを到達目標とします。

２．授業内容
第 1 回：法とは何か，法の学び方
第 2 回：法の仕組
第 ３ 回：憲法の基本原理
第 4 回：国の統治機構
第 ５ 回：平等権
第 6 回：精神的自由と経済的自由
第 ７ 回：人身の自由
第 ８ 回：社会権
第 ９ 回：裁判の仕組
第10回：財産と法
第11回：経済取引と法
第12回：家族と法
第1３回： 犯罪と法（1）──犯罪の「成立」について（不作為犯・未遂犯・

共犯を含む）
第14回： 犯罪と法（2）──犯罪の「不成立」について（違法性阻却事由，

責任阻却事由）

３．履修上の注意
毎回レジュメを配布します。授業には毎回出席し，教科書とレジュメを必
ず持参してください。質問は授業中でも授業後でも受け付けます。
なお，講義中はマスクを常時着用するようお願いします。マスク着用が困
難な事情がある場合には，事前に相談してください。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
法学の学習は，ある程度暗記の形で用語をインプットする必要がありま
す。そこで予習においては，教科書を読みつつ，参考書や六法を用いて，
専門用語の意味内容を条文と学説を参照しながら確認しましょう。
　そして復習の際には，講義で示された設例を通して，得た知識を文章で
表現する練習をしましょう。とくに条文や制度，概念の内容・目的・異同
については，入念に復習し，定期試験の論述問題に備えましょう。

５．教科書
大谷實編著『エッセンシャル法学［第７版］』（成文堂，201９年）

６．参考書
本講義では多くの法領域を取り扱うため，ここで一括して参考文献を示す
ことはしませんが，各回の広義の前に配布されるレジュメの中で，予習の
際に有用な参考文献を示します。
　なお，法学学習において有用なものとしては，
横田明美『カフェパウゼで法学を──対話で見つける〈学び方〉』）（弘文
堂，201８年）
田高寛貴ほか『リーガル・リサーチ＆リポート　第 2 版』（有斐閣，201９年）
弥永真生『法律学習マニュアル　第4版』（有斐閣，2016年）
等があります。

７．課題に対するフィードバックの方法
業内だけでなく，授業外でも随時質問を受け付けます。Teamsが理想的で
すが，受講生にとって不便であれば，メールで受け付けます。また，毎回
の授業で示す練習問題の答案の添削も随時受け付けております。論述問題
は「書く」ことに慣れるというのも非常に重要です。遠慮なく添削依頼を
出してください。

８．成績評価の方法
期末試験７0％，平常点３0％（授業態度や質問・発言などを総合評価）

９．その他
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科目ナンバー：（CC）PHL111J

哲 学 概 論 宇田川　尚　人

2 単位 春学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　「私」「他者」「心」「現実」。多くの場合，日常生活を支えているこれら最も重要
な概念は，その意味の妥当性・正当性・根拠等があえて問われることはない。だが，
哲学という学問は，この通常「当たり前」と思っている事柄，「当然のこと」とし
てあまり深く考えずにすましている事柄に対して，徹底的に「なぜ」と問いかけ，
それらの問いや自分自身についての理解を深めてゆく学問である。「常識」の中で
手垢がつき鮮度が失われた「日常性」を越えて，「思考」を研ぎ澄まし「論理」を
積み上げてゆくことで開かれてくる哲学の世界を示したい。

《到達目標》
　最終目標は，1）受講者一人一人が，氾濫する情報と多様化する価値観の中で，

（単なるトレンドに終わることのない）真の時代の要請や社会のニーズをみずから
読み解く能力を獲得すること，および2）いかなる状況においても，自己と世界と
の関係を冷徹に分析する論理能力を習得することにある。ただし，半期という時
間の制約があるので，実質的な目標は，講義で紹介される思想の論理構造の解明
やその有効射程距離の検証を各自が追体験・追思考すること，またそうした思考
訓練を通して，具体的な状況の中で「自己」と「社会」との関係を論理的に分析
し考察する，いわば思索の〈コツ〉を身につけることとしたい。

２．授業内容
第 1 回目　哲学とは何か?　---　現代思想の問題提起
　Heideggerの自我論
第 2 回目　 交換可能な私？（私なんて，いてもいなくても世界は変わらない？）
第 ３ 回目　私　―その非本来的自己と本来的自己―
第 4 回目　私の「唯一性」を保障するのは時間性か？
　Binswangerと精神分析
第 ５ 回目　時間性と心の病
第 6 回目　 「自明性」の喪失（当たり前ってどういうこと，なぜ当たり前なの？）
　Levinasの他者論
第 ７ 回目　 「同」の暴力（皆と同じ，皆に合わせなくっちゃ！って，息ができな

い！）
第 ８ 回目　感情移入と同型性に基づく他者理解の限界
第 ９ 回目　自―他の「非対称性」と真の他者への責任
　Lacanの欲望論
第10回目　 欲望とは他者の欲望である？（私はみんなが欲しいものが欲しい！）
第11回目　 言葉は「もの」の殺害者である。「もの」の喪失と欲望における「対象

a」の発生
第12回目　 心の在処を求めて…（すべては脳から始まるが，心は脳に還元できな

い？）
第1３回目　 無意識の欲望，欲望の「プロトタイプ」と文化（まだ足りない，もっと，

もっと，もっと！）
第14回目　 まとめ　論理の限界が世界の限界？　それでも「私」と「世界」は・・

３．履修上の注意
　毎回出席し，集中して聴いていないとついてゆけなくなる可能性があるので，
その旨注意すること。
その他の注意点は初回に述べる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目を
通し，
　1）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
　2）理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。また，
　３） 配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明された「概

念」や「キーワード」は必ずメモを取り，
　4） それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際に読

み込むこと。

５．教科書
　プリントを必要に応じて配布またはWeb（Oh-o! Meiji）上にUPする。

６．参考書
　竹田青嗣　著「ハイデガー入門」講談社選書メチエ
　熊野純彦　著「レヴィナス入門」ちくま新書
　斎藤環　著「生き延びるためのラカン」ちくま文庫
　新宮一成　書「ラカンの精神分析」講談社現代新書　等
　その他の参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題に対するフィードバック（質問への回答，間違いの指摘，優秀な考察例の紹
介等）は，原則として翌週の授業内で行う。

８．成績評価の方法
　人数が多い場合は，毎回の質疑応答（またはMS Formsでの課題）（40％）と期
末レポート（60％）で成績を評価する。
　但し，駿河台校舎での授業は少人数を前提としている為，学生との話し合いに
よって平常点のみで評価する可能性が高い。
　和泉校舎での授業も，人数が少ない場合は，上記に準ずる。
詳細は初回の授業で報告する。

９．その他
　特になし。

科目ナンバー：（CC）PHL111J

哲 学 概 論 宇田川　尚　人

2 単位 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　「私」「他者」「心」「現実」。多くの場合，日常生活を支えているこれら最も重要
な概念は，その意味の妥当性・正当性・根拠等があえて問われることはない。だが，
哲学という学問は，この通常「当たり前」と思っている事柄，「当然のこと」とし
てあまり深く考えずにすましている事柄に対して，徹底的に「なぜ」と問いかけ，
それらの問いや自分自身についての理解を深めてゆく学問である。「常識」の中で
手垢がつき鮮度が失われた「日常性」を越えて，「思考」を研ぎ澄まし「論理」を
積み上げてゆくことで開かれてくる哲学の世界を示したい。

《到達目標》
　最終目標は，1）受講者一人一人が，氾濫する情報と多様化する価値観の中で，

（単なるトレンドに終わることのない）真の時代の要請や社会のニーズをみずから
読み解く能力を獲得すること，および2）いかなる状況においても，自己と世界と
の関係を冷徹に分析する論理能力を習得することにある。ただし，半期という時
間の制約があるので，実質的な目標は，講義で紹介される思想の論理構造の解明
やその有効射程距離の検証を各自が追体験・追思考すること，またそうした思考
訓練を通して，具体的な状況の中で「自己」と「社会」との関係を論理的に分析
し考察する，いわば思索の〈コツ〉を身につけることとしたい。

２．授業内容
第 1 回目　哲学とは何か?　---　現代思想の問題提起
　Heideggerの自我論
第 2 回目　 交換可能な私？（私なんて，いてもいなくても世界は変わらない？）
第 ３ 回目　私　―その非本来的自己と本来的自己―
第 4 回目　私の「唯一性」を保障するのは時間性か？
　Binswangerと精神分析
第 ５ 回目　時間性と心の病
第 6 回目　 「自明性」の喪失（当たり前ってどういうこと，なぜ当たり前なの？）
　Levinasの他者論
第 ７ 回目　 「同」の暴力（皆と同じ，皆に合わせなくっちゃ！って，息ができな

い！）
第 ８ 回目　感情移入と同型性に基づく他者理解の限界
第 ９ 回目　自―他の「非対称性」と真の他者への責任
　Lacanの欲望論
第10回目　 欲望とは他者の欲望である？（私はみんなが欲しいものが欲しい！）
第11回目　 言葉は「もの」の殺害者である。「もの」の喪失と欲望における「対象

a」の発生
第12回目　 心の在処を求めて…（すべては脳から始まるが，心は脳に還元できな

い？）
第1３回目　 無意識の欲望，欲望の「プロトタイプ」と文化（まだ足りない，もっと，

もっと，もっと！）
第14回目　 まとめ　論理の限界が世界の限界？　それでも「私」と「世界」は・・

３．履修上の注意
　毎回出席し，集中して聴いていないとついてゆけなくなる可能性があるので，
その旨注意すること。
その他の注意点は初回に述べる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目を
通し，
　1）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
　2）理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。また，
　３） 配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明された「概

念」や「キーワード」は必ずメモを取り，
　4） それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際に読

み込むこと。

５．教科書
　プリントを必要に応じて配布またはWeb（Oh-o! Meiji）上にUPする。

６．参考書
　竹田青嗣　著「ハイデガー入門」講談社選書メチエ
　熊野純彦　著「レヴィナス入門」ちくま新書
　斎藤環　著「生き延びるためのラカン」ちくま文庫
　新宮一成　書「ラカンの精神分析」講談社現代新書　等
　その他の参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題に対するフィードバック（質問への回答，間違いの指摘，優秀な考察例の紹
介等）は，原則として翌週の授業内で行う。

８．成績評価の方法
　人数が多い場合は，毎回の質疑応答（またはMS Formsでの課題）（40％）と期
末レポート（60％）で成績を評価する。
　但し，駿河台校舎での授業は少人数を前提としている為，学生との話し合いに
よって平常点のみで評価する可能性が高い。
　和泉校舎での授業も，人数が少ない場合は，上記に準ずる。
詳細は初回の授業で報告する。

９．その他
　特になし。
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科目ナンバー：（CC）PHL121J

倫 理 学 概 論 宇田川　尚　人

2 単位 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　この授業では，主に基礎倫理学の立場から，
　1）まず「道徳」と「倫理」との違いを明らかにした上で「悪」と「ナルシシズ
ム」との関係を考察する。
　2）そこから，人と人が社会の中で生きてゆく際の重要な基本概念（例えば，共
感可能性・他者の自由の尊重・責任等）が「何故，今，旧来の形ではもはや機能
しなくなりつつあるのか？」という問題を提起し，
　３）「登校拒否」「引きこもり」等に見られる傷つきやすい現代の若者のナルシス
ト的側面と，「いじめ」「ストーカー」から「ナチスのホロコースト」「ユニラテラ
リズム」に至る「同型性に基づかない他者」への過激な「排除の論理」を分析し，
それらに共通する「時代の病巣的特性」を明らかにする。
　4）その上で，（悪へと開かれていながらも）善を選び取る人間の良心とその尊
厳とは何か？　という問いと，他者への真の責任とは何か？　という問いに，（カ
ント，レヴィナス等の倫理思想を参照にしつつ）答えてゆこうと考えている。

《到達目標》
　この授業で学習した倫理的視点に基づき，今日の社会で起こっている様々な問
題のいずれに対しても，自分なりの見解を持てるようになること。また授業での
思考訓練を通して，具体的な状況の中で「自己」と「社会」との関係を倫理的に
分析し考察する能力を身につけること。

２．授業内容
　 1 ） 問題提起 ---〈道徳〉はあるが〈倫理〉のない日本？　倫理的〈対話〉の12

原則
　 2 ）「やさしさ」vs 真のやさしさ？
　 ３ ）社会に蔓延する「思いやり」という名の「思考停止」システムについて
　 4 ）「いじめ」と排除の論理
　 ５ ）自分は関係ない・中立だと思っている「傍観者」に潜む「悪」について
　 6 ）情報化社会が突きつける諸問題
　 ７ ）同型性に基づく他者理解とその限界---あるいは「同調圧力」と「承認欲求」
　 ８ ）「いいね」（評価）を必死で求めて，本当の自己を失ってゆく人々
　 ９ ） ネットの中で，SNSで，増殖する「バーチャルな私」と欲望によって「侵

食される自己」
　10）新たな教育論の現場から
　11）理解像の外に位置する「他者そのもの」と私の「内部性＝心」 
　12）ネット社会におけるCritical thinkingの崩壊とCritical emotion
　1３）同情とSympathyとMitleid（共苦）の差異 
　14）SNS時代における新しい「倫理」の役割と教育

３．履修上の注意
　毎回出席し，集中して聴いていないとついてゆけなくなる可能性があるので，
その旨注意すること。
その他の注意点は初回に述べる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目を
通し，
　1）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
　2） 理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。　また，
　３） 配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明された「概

念」や「キーワード」は必ずメモを取り，
　4） それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際に読

み込むこと。

５．教科書
　プリントを必要に応じて，配布またはWeb（Oh-o! Meiji）上にUPする。

６．参考書
　PHP新書　中島義道「対話のない社会」
　勁草書房　中島義道「悪への自由―カント倫理学の深層文法」
　勁草書房　佐藤義之「レヴィナスの倫理」等
　その他の参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題に対するフィードバック（質問への回答，間違いの指摘，優秀な考察例の紹
介等）は，原則として翌週の授業内で行う。学期末レポートの返却は希望者に対
してのみ行う。

８．成績評価の方法
　毎回の質疑応答（またはMS Formsでの課題）（40%）と学期末のレポート（60%）
で成績を評価する。
　また最低三分の二以上の出席をレポート提出の条件とする。
　（但し，駿河台校舎での授業は少人数を前提としている為，学生との話し合いに
よって平常点のみで評価する可能性が高い）
詳細は初回の授業で報告する。

９．その他
　特になし

科目ナンバー：（CC）PHL121J

倫 理 学 概 論 宇田川　尚　人

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　この授業では，主に基礎倫理学の立場から，
　1）まず「道徳」と「倫理」との違いを明らかにした上で「悪」と「ナルシシズ
ム」との関係を考察する。
　2）そこから，人と人が社会の中で生きてゆく際の重要な基本概念（例えば，共
感可能性・他者の自由の尊重・責任等）が「何故，今，旧来の形ではもはや機能
しなくなりつつあるのか？」という問題を提起し，
　３）「登校拒否」「引きこもり」等に見られる傷つきやすい現代の若者のナルシス
ト的側面と，「いじめ」「ストーカー」から「ナチスのホロコースト」「ユニラテラ
リズム」に至る「同型性に基づかない他者」への過激な「排除の論理」を分析し，
それらに共通する「時代の病巣的特性」を明らかにする。
　4）その上で，（悪へと開かれていながらも）善を選び取る人間の良心とその尊
厳とは何か？　という問いと，他者への真の責任とは何か？　という問いに，（カ
ント，レヴィナス等の倫理思想を参照にしつつ）答えてゆこうと考えている。

《到達目標》
　この授業で学習した倫理的視点に基づき，今日の社会で起こっている様々な問
題のいずれに対しても，自分なりの見解を持てるようになること。また授業での
思考訓練を通して，具体的な状況の中で「自己」と「社会」との関係を倫理的に
分析し考察する能力を身につけること。

２．授業内容
　 1 ） 問題提起 ---〈道徳〉はあるが〈倫理〉のない日本？　倫理的〈対話〉の12

原則
　 2 ）「やさしさ」vs 真のやさしさ？
　 ３ ）社会に蔓延する「思いやり」という名の「思考停止」システムについて
　 4 ）「いじめ」と排除の論理
　 ５ ）自分は関係ない・中立だと思っている「傍観者」に潜む「悪」について
　 6 ）情報化社会が突きつける諸問題
　 ７ ）同型性に基づく他者理解とその限界---あるいは「同調圧力」と「承認欲求」
　 ８ ）「いいね」（評価）を必死で求めて，本当の自己を失ってゆく人々
　 ９ ） ネットの中で，SNSで，増殖する「バーチャルな私」と欲望によって「侵

食される自己」
　10）新たな教育論の現場から
　11）理解像の外に位置する「他者そのもの」と私の「内部性＝心」 
　12）ネット社会におけるCritical thinkingの崩壊とCritical emotion
　1３）同情とSympathyとMitleid（共苦）の差異 
　14）SNS時代における新しい「倫理」の役割と教育

３．履修上の注意
　毎回出席し，集中して聴いていないとついてゆけなくなる可能性があるので，
その旨注意すること。
その他の注意点は初回に述べる。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　配付資料はざっと読んだだけではわからないかもしれない。それでも必ず目を
通し，
　1）自分の理解が正しいか自信のない箇所や，
　2） 理解できていないと思われる箇所をあらかじめチェクしておくこと。　また，
　３） 配付資料には書かれていないが授業内で理解の為に「重要」と説明された「概

念」や「キーワード」は必ずメモを取り，
　4） それらの「論理関係」を手掛かりとして，もう一度配布資料を復習の際に読

み込むこと。

５．教科書
　プリントを必要に応じて，配布またはWeb（Oh-o! Meiji）上にUPする。

６．参考書
　PHP新書　中島義道「対話のない社会」
　勁草書房　中島義道「悪への自由―カント倫理学の深層文法」
　勁草書房　佐藤義之「レヴィナスの倫理」等
　その他の参考文献は授業の中で紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
課題に対するフィードバック（質問への回答，間違いの指摘，優秀な考察例の紹
介等）は，原則として翌週の授業内で行う。学期末レポートの返却は希望者に対
してのみ行う。

８．成績評価の方法
　毎回の質疑応答（またはMS Formsでの課題）（40%）と学期末のレポート（60%）
で成績を評価する。
　また最低三分の二以上の出席をレポート提出の条件とする。
　（但し，駿河台校舎での授業は少人数を前提としている為，学生との話し合いに
よって平常点のみで評価する可能性が高い）
詳細は初回の授業で報告する。

９．その他
　特になし
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科目ナンバー：（CC）CST111J

職 業 指 導 阿 部　英之助

2 単位 秋学期 駿河台キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講義では，現代社会における職業教育の意義と課題を学ぶとともに職業教育
の現状について理解を深めます。具体的には，①青年期における進路選択問題，
②高等学校における職業指導および職業教育の実際，③職業指導および職業選択
の課題，以上の ３ 点を通じて，青年期における職業教育を理解します。
　この講義の到達目標は，①現代社会における職業の役割と労働構造の変化につ
いて把握する。②学校教育における職業教育の意義と歴史について理解する。③
青年期における職業指導および職業選択について理解し，進路指導の方法を修得
することです。具体的な事例を通じて現代社会および学校教育の現状と，様々な
視点から職業指導および職業教育の在り様を理解していきます。また同時に，受
講生のキャリア意識やキャリアガイダンスも併せながら授業を展開していきます。

２．授業内容
　第 1 回：ａ：イントロダクション（講義のねらい，職業指導の意義）
　　　　　ｂ：現代社会における職業（1）～現代社会の現状とその理解～
　第 2 回：現代社会における職業（2）～働くことの意義を考える～
　第 ３ 回：現代社会における職業（３）～労働構造問題と格差社会～
　第 4 回：現代社会における職業（4）～労働基準法と労働環境問題～
　第 ５ 回：青年期の進路と進路指導（1）～高校生の進路動向と進路保障～
　第 6 回：青年期の進路と進路指導（2）～高校生の就職状況と就職問題～
　第 ７ 回：高等学校における職業指導（1）～普通教育と専門教育～
　第 ８ 回：高等学校における職業指導（2）～専門高校の現状と高度専門化の対応～
　第 ９ 回：高等学校における職業指導（３）～高等教育における職業教育～
　第10回：高等学校における職業指導（4）～職業指導の実際とその対応～
　第11回：新たな職業指導の問題と課題～障がい者雇用の現状と実際～
　第12回：諸外国の職業指導の実態（1）～諸外国の職業教育の現状～
　第1３回：諸外国の職業指導の実態（2）～ドイツ・イギリスの事例から～
　第14回：ａ：講義全体ふりかえり
　　　　　ｂ：試験

３．履修上の注意
この講義は，基本的には教員免許取得を目指している学生及び教職志望向きの資
格科目である。それ以外でも，授業内容に興味・関心があれば，履修は妨げません。
最初に新聞・雑誌や調査データなどの具体的な事例の紹介を通して，現代社会に
おける職業世界の姿を知り，その背景にある理論的位置づけなどを学んでいきま
す。また，授業毎に簡単な「コメント」や「ワークシート」を通して，自分の見解・
意見をまとめる作業を行い，授業内容の定着を図りたいと思います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に次の講義に使用する資料または内容によってはワークシートを配布しま
すので，事前に読み込んでおくか，関連事項のキーワード検索を行い，講義内容
の理解を深めてください（必要時間としては３0～ 1 時間程度）。また，授業回数が
半分を過ぎたら，中間まとめと中間チェック・テストを行いますので，配布した
講義資料及びノートはしっかり復習しておいてください。

５．教科書
　教科書は使用しませんが，教員が作成した講義資料を使用します。

６．参考書
『新時代のキャリア教育と職業指導』佐藤史人編（法律文化社）201８年
『職業教育・産業教育ハンドブック』日本産業教育学会編（大学教育出版）201３年
『日本と世界の職業教育』堀内達夫編（法律文化社）201３年
『キャリア教育のウソ』児美川孝一郎（筑摩書房）201３年
『夢があふれる社会に希望はあるのか』児美川孝一郎（ベストセラーズ）2016年

７．課題に対するフィードバックの方法
中間まとめと中間チェック・テストの解説については，Oh-o! Meijiを通じて配信
するため，確認すること。

８．成績評価の方法
　成績評価は，平常点（授業への参加度・貢献度，発言など）1５％，授業小レポ
ート課題1５％，学期末試験７0％の合計100％によって総合的に評価をします。また，
皆さんの積極的な関わりを期待しますが，授業に直接関係のない私語は厳禁とし
ます。場合によっては，退席と評価対象外として処理させていただきます。

９．その他

科目ナンバー：（CC）CST111J

職 業 指 導 阿 部　英之助

2 単位 春学期 生田キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講義では，現代社会における職業教育の意義と課題を学ぶとともに職業教育
の現状について理解を深めます。具体的には，①青年期における進路選択問題，
②高等学校における職業指導および職業教育の実際，③職業指導および職業選択
の課題，以上の ３ 点を通じて，青年期における職業教育を理解します。
　この講義の到達目標は，①現代社会における職業の役割と労働構造の変化につ
いて把握する。②学校教育における職業教育の意義と歴史について理解する。③
青年期における職業指導および職業選択について理解し，進路指導の方法を修得
することです。具体的な事例を通じて現代社会および学校教育の現状と，様々な
視点から職業指導および職業教育の在り様を理解していきます。また同時に，受
講生のキャリア意識やキャリアガイダンスも併せながら授業を展開していきます。

２．授業内容
　第 1 回：ａ：イントロダクション（講義のねらい，職業指導の意義）
　　　　　ｂ：現代社会における職業（1）～現代社会の現状とその理解～
　第 2 回：現代社会における職業（2）～働くことの意義を考える～
　第 ３ 回：現代社会における職業（３）～労働構造問題と格差社会～
　第 4 回：現代社会における職業（4）～労働基準法と労働環境問題～
　第 ５ 回：青年期の進路と進路指導（1）～高校生の進路動向と進路保障～
　第 6 回：青年期の進路と進路指導（2）～高校生の就職状況と就職問題～
　第 ７ 回：高等学校における職業指導（1）～普通教育と専門教育～
　第 ８ 回：高等学校における職業指導（2）～専門高校の現状と高度専門化の対応～
　第 ９ 回：高等学校における職業指導（３）～高等教育における職業教育～
　第10回：高等学校における職業指導（4）～職業指導の実際とその対応～
　第11回：新たな職業指導の問題と課題～障がい者雇用の現状と実際～
　第12回：諸外国の職業指導の実態（1）～諸外国の職業教育の現状～
　第1３回：諸外国の職業指導の実態（2）～ドイツ・イギリスの事例から～
　第14回：ａ：講義全体ふりかえり
　　　　　ｂ：試験

３．履修上の注意
この講義は，基本的には教員免許取得を目指している学生及び教職志望向きの資
格科目である。それ以外でも，授業内容に興味・関心があれば，履修は妨げません。
最初に新聞・雑誌や調査データなどの具体的な事例の紹介を通して，現代社会に
おける職業世界の姿を知り，その背景にある理論的位置づけなどを学んでいきま
す。また，授業毎に簡単な「コメント」や「ワークシート」を通して，自分の見解・
意見をまとめる作業を行い，授業内容の定着を図りたいと思います。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に次の講義に使用する資料または内容によってはワークシートを配布しま
すので，事前に読み込んでおくか，関連事項のキーワード検索を行い，講義内容
の理解を深めてください（必要時間としては３0～ 1 時間程度）。また，授業回数が
半分を過ぎたら，中間まとめと中間チェック・テストを行いますので，配布した
講義資料及びノートはしっかり復習しておいてください。

５．教科書
　教科書は使用しませんが，教員が作成した講義資料を使用します。

６．参考書
『新時代のキャリア教育と職業指導』佐藤史人編（法律文化社）201８年
『職業教育・産業教育ハンドブック』日本産業教育学会編（大学教育出版）201３年
『日本と世界の職業教育』堀内達夫編（法律文化社）201３年
『キャリア教育のウソ』児美川孝一郎（筑摩書房）201３年
『夢があふれる社会に希望はあるのか』児美川孝一郎（ベストセラーズ）2016年

７．課題に対するフィードバックの方法
中間まとめと中間チェック・テストの解説については，Oh-o! Meijiを通じて配信
するため，確認すること。

８．成績評価の方法
　成績評価は，平常点（授業への参加度・貢献度，発言など）1５％，授業小レポ
ート課題1５％，学期末試験７0％の合計100％によって総合的に評価をします。また，
皆さんの積極的な関わりを期待しますが，授業に直接関係のない私語は厳禁とし
ます。場合によっては，退席と評価対象外として処理させていただきます。

９．その他
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科目ナンバー：（CC）CST111J

日 本 国 憲 法 市 川 直 子

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の到達目標及びテーマ》
　国家の最高法である憲法は，個人の権利の保障を究極的目標とし
ています。
　この授業では，日本国憲法が担っている権利保障の意味を明らか
にするとともに，教育にまつわる人権の理解を深めることを目指し
ます。

《授業の概要》
　この授業では，まず近代憲法とは何かに触れ，日本国憲法が近代
憲法の諸原理を土台にしていることを確認します。その上で，各種
人権の保障のあり方を検討していきます。

２．授業内容
　第 1 回：立憲主義
　第 2 回：国民主権
　第 ３ 回：平和主義
　第 4 回：個人の尊重
　第 ５ 回：法の下の平等
　第 6 回：人身の自由
　第 ７ 回：思想良心の自由
　第 ８ 回：信教の自由
　第 ９ 回：表現の自由
　第10回：経済的自由
　第11回：学問の自由・教育を受ける権利
　第12回：社会権
　第1３回：統治機構
　第14回：まとめ／試験
＊講義内容・順序は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　ただ授業に出席するのみではなく，積極的に憲法関係の講演会や
展示会等に（感染症との関係上、無理しない程度で）行ってみて下
さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書の該当箇所または配布プリントを読み，次回の授
業内容に関する専門用語について辞典等で調べておいて下さい。ま
た、復習として，教科書及び参考書の該当箇所を読むようにして下
さい。

５．教科書
　穐山守夫・市川直子『新現代社会と法』和広出版

６．参考書
　柏﨑敏義・加藤一彦編『新憲法判例特選』敬文堂
　六法全書

７．課題に対するフィードバックの方法
課題についてのフィードバックは，授業時もしくはOh-o!Meijiを通
じて行います。

８．成績評価の方法
　レポート（３0％）および期末試験（７0％）によります。

９．その他
　私語は慎んで下さい。

科目ナンバー：（CC）CST111J

日 本 国 憲 法 三 枝 昌 幸

2 単位 春学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　この授業では最初に憲法がどのような法であるかを解説し、次に
日本国憲法の定める統治の仕組みについて解説する。これらの知識
を前提として、憲法が保障する基本的人権の意義や内容、限界につ
いて学習していく。授業では裁判所の判決も積極的に取り上げ、具
体的な憲法問題を分析していく。この他、教育現場で生じる憲法問
題についても積極的に取り上げる。

《授業の到達目標》
　日本国憲法の定める統治機構および基本的人権の基礎知識を身に
付けること、それらの知識を活用して身の回りで生じる憲法問題に
ついて主体的に考える力を身に付けることを目標とする。

２．授業内容
第 1 回：憲法とは何か
第 2 回：国会
第 ３ 回：内閣
第 4 回：裁判所
第 ５ 回：人権総論、新しい人権
第 6 回：法の下の平等
第 ７ 回：思想・良心の自由
第 ８ 回：信教の自由
第 ９ 回：表現の自由
第10回：職業選択の自由
第11回：刑事手続上の権利
第12回：社会権
第1３回：参政権
第14回：a まとめ
　　　　b 試験

３．履修上の注意

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に教科書の該当箇所を読み、疑問点
などを整理しておくこと。授業後は教科書やレジュメを見返し、分
からない部分があれば次の授業で質問すること。

５．教科書
『一歩先への憲法入門〔第 2 版〕』片桐直人、井上武史、大林啓吾（有
斐閣）
Oh-o! Meijiでレジュメを配信する（授業前日までに配信する。なお、
一部の資料は授業内で配布する）。

６．参考書
使用しない。

７．課題に対するフィードバックの方法
　最終授業日に試験を実施し、後日試験結果の講評をOh-o! Meiji 
で公開する。

８．成績評価の方法
試験（９0％）、授業への貢献度（10％）

９．その他
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科目ナンバー：（CC）CST111J

日 本 国 憲 法 藤 井　 剛

2 単位 春学期 生田キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の概要》
　日本国民として，さらに教員を目指すものにとって，日本国憲法
の概要と思想を理解しておくことは必要不可欠である。本講義で
は，人権規定が少数者の人権保障を目指していること及び教育基本
法をはじめとする教育関係法規が，最高法規である憲法の下に制定
されていることを理解することを目標とする。その上で特に人権規
定の内容と代表的な判例を学び，説明が出来るようになることをめ
ざす。

《授業の到達目標およびテーマ》
・日本国憲法，教育基本法，その他の教育法規などとの関係を理解
する。
・個人の尊厳，包括的権利，自由権，社会権等について条文と代表
的な判例を理解し説明できるようになる。

２．授業内容
　第 1 回　憲法規範の特質・法の支配と法治主義・立憲主義
　第 2 回　基本的人権の概念・内容・主体
　第 ３ 回　基本的人権の限界（公共の福祉）
　第 4 回　幸福追求権（プライバシーの権利他）
　第 ５ 回　 法の下の平等（ノーマライゼーションとの関係，優先処

遇等を含む）
　第 6 回　思想良心の自由・信教の自由
　第 ７ 回　集会・結社・表現の自由，学問の自由
　第 ８ 回　経済的自由
　第 ９ 回　生存権（朝日訴訟・堀木訴訟他）
　第10回　労働基本権・教育を受ける権利
　第11回　国会・内閣
　第12回　裁判所
　第1３回　憲法保障
　第14回ａのみ　まとめと授業の振り返り

３．履修上の注意
・講義内容に関連する時事問題の解説や判例・事例の考察，意見交
換を行うので，日常的にニュースや新聞などで日本国憲法に関する
情報を手に入れ，自分なりの考えを持っておくこと。
・教職を目指す以上，遅刻，早退，欠席などは論外です。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，指定された日本国憲法の内容を調べてくること。復習と
して，授業の内容と日本国憲法の条文を対照させておくこと。

５．教科書
　日本国憲法の全文が記載されている六法などを用意しておくこ
と。
　また，適宜プリント等を配付する。

６．参考書
特に定めない。

７．課題に対するフィードバックの方法
ミニレポートは，次の授業でコメントをつけて返却する。
小テストは返却時に解説を行なう。

８．成績評価の方法
　毎回の授業で課すミニレポートや作業プリント（60％），小テス
ト（40％）で評価する。

９．その他
　なし

科目ナンバー：（CC）CST111J

日 本 国 憲 法 市 川 直 子

2 単位 春学期 中野キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の到達目標及びテーマ》
　国家の最高法である憲法は，個人の権利の保障を究極的目標とし
ています。
　この授業では，日本国憲法が担っている権利保障の意味を明らか
にするとともに，教育にまつわる人権の理解を深めることを目指し
ます。

《授業の概要》
　この授業では，まず近代憲法とは何かに触れ，日本国憲法が近代
憲法の諸原理を土台にしていることを確認します。その上で，各種
人権の保障のあり方を検討していきます。

２．授業内容
　第 1 回：立憲主義
　第 2 回：国民主権
　第 ３ 回：平和主義
　第 4 回：個人の尊重
　第 ５ 回：法の下の平等
　第 6 回：人身の自由
　第 ７ 回：思想良心の自由
　第 ８ 回：信教の自由
　第 ９ 回：表現の自由
　第10回：経済的自由
　第11回：学問の自由・教育を受ける権利
　第12回：社会権
　第1３回：統治機構
　第14回：まとめ／試験
＊講義内容・順序は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　ただ授業に出席するのみではなく，積極的に憲法関係の講演会や
展示会等に（感染症との関係上、無理しない程度で）行ってみて下
さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書の該当箇所または配布プリントを読み，次回の授
業内容に関する専門用語について辞典等で調べておいて下さい。ま
た、復習として，教科書及び参考書の該当箇所を読むようにして下
さい。

５．教科書
　穐山守夫・市川直子『新現代社会と法』和広出版

６．参考書
　柏﨑敏義・加藤一彦編『新憲法判例特選』敬文堂
　六法全書

７．課題に対するフィードバックの方法
課題についてのフィードバックは，授業時もしくはOh-o!Meijiを通
じて行います。

８．成績評価の方法
　レポート（３0％）および期末試験（７0％）によります。

９．その他
　私語は慎んで下さい。
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科目ナンバー：（CC）CST111J

日 本 国 憲 法 市 川 直 子

2 単位 秋学期 和泉キャンパス

１．授業の概要・到達目標
《授業の到達目標及びテーマ》
　国家の最高法である憲法は，個人の権利の保障を究極的目標とし
ています。
　この授業では，日本国憲法が担っている権利保障の意味を明らか
にするとともに，教育にまつわる人権の理解を深めることを目指し
ます。

《授業の概要》
　この授業では，まず近代憲法とは何かに触れ，日本国憲法が近代
憲法の諸原理を土台にしていることを確認します。その上で，各種
人権の保障のあり方を検討していきます。

２．授業内容
　第 1 回：立憲主義
　第 2 回：国民主権
　第 ３ 回：平和主義
　第 4 回：個人の尊重
　第 ５ 回：法の下の平等
　第 6 回：人身の自由
　第 ７ 回：思想良心の自由
　第 ８ 回：信教の自由
　第 ９ 回：表現の自由
　第10回：経済的自由
　第11回：学問の自由・教育を受ける権利
　第12回：社会権
　第1３回：統治機構
　第14回：まとめ／試験
＊講義内容・順序は必要に応じて変更することがあります。

３．履修上の注意
　ただ授業に出席するのみではなく，積極的に憲法関係の講演会や
展示会等に（感染症との関係上、無理しない程度で）行ってみて下
さい。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，教科書の該当箇所または配布プリントを読み，次回の授
業内容に関する専門用語について辞典等で調べておいて下さい。ま
た、復習として，教科書及び参考書の該当箇所を読むようにして下
さい。

５．教科書
　穐山守夫・市川直子『新現代社会と法』和広出版

６．参考書
　柏﨑敏義・加藤一彦編『新憲法判例特選』敬文堂
　六法全書

７．課題に対するフィードバックの方法
課題についてのフィードバックは，授業時もしくはOh-o!Meijiを通
じて行います。

８．成績評価の方法
　レポート（３0％）および期末試験（７0％）によります。

９．その他
　私語は慎んで下さい。

科目ナンバー：（CC）CST111J

日 本 国 憲 法 松 井 千 秋

2 単位 秋学期 生田キャンパス

１．授業の概要・到達目標
　本講は，わが国の法の支配の根幹をなす近代憲法の意義及び個人
の尊厳，基本的人権保障などの基本原理の意義を理解するととも
に，こうしたことを前提としかつ継承しつつ制定されたわが国の憲
法の基本的構造やその特色を理解することを目的とするものである。
　高等学校までに学んだ内容を深めるとともに，日本国憲法が「個
人の尊厳」や「基本的人権保障」をいかに重視しているか，またそ
うした基本理念が何ゆえに不可欠なものであるかをしっかり理解し
てもらいたい。
　現代社会において，人が人としてあることがいかに重要であり，
また困難なことであるかを各自でじっくり考えながら講義に参加し
てもらいたい。

２．授業内容
［第 1 回］　近代市民憲法の意義
［第 2 回］　近代市民憲法の基本原理
［第 ３ 回］　近代市民憲法の構造
［第 4 回］　包括的自由権①個人の尊厳・幸福追求権
［第 ５ 回］　包括的自由権②法の下の平等
［第 6 回］　思想良心の自由
［第 ７ 回］　信教の自由・学問の自由
［第 ８ 回］　表現の自由
［第 ９ 回］　経済的自由権・社会権総論
［第10回］　生存権
［第11回］　労働基本権・教育を受ける権利
［第12回］　国会
［第1３回］　国政調査権・内閣
［第14回］　裁判所

３．履修上の注意
　本講ではテーマ毎に講義レジュメを配布して，それにしたがって
講義を進める。一定程度に進んだところで中心的テーマについてレ
ポートにして提出してもらう。なお，レポートは原則として2回で，
平常点評価の資料とする。

４．準備学習（予習・復習等）の内容
　原則としてあらかじめ教科書を購読して基礎知識を身につけ講義
によってその理解を深めるのが理想であるが，専門知識を要する分
野でもあり，受講後に講義レジュメと講義ノートの内容を教科書と
対照する方法でもよい。

５．教科書
　緒方章宏編著「憲法入門」（文化書房博文社）在庫未確認なので
変更が有るときは急ぎ確認の上連絡します！

６．参考書
　必要に応じて適宜紹介する。

７．課題に対するフィードバックの方法
　課題については、余ほどの事が無ければ個別にフィードバックす
ることはありません。なお、日常の出席評価の素材としても用いま
すから、回答に当たっては真摯な態度で取り組むように！

８．成績評価の方法
　小レポート及び各期末試験の成績により総合的に判定する。
　おおむね３0％，７0％の割合で評価する。

９．その他
　最高法規である憲法を深く理解するため，法の意義，目的，理念
から現代における法的諸問題を取り扱う「法学Ｂ」を併せて選択す
ることが望ましい。
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カリキュラムの変更について
　入学年度によって、設置科目や科目名称が異なる場合があります。記載には十分注意してください。

１　読替・名称変更

科目区分 ２０1７年度以前入学者対象科目名 ２０18年度以降入学者対象科目名 備　考
会計学科専門科目 会計監査論A・B 監査論A・B
会計学科専門科目 予算管理論A・B マネジメント・コントロールA・B

科目区分 ２０18年度以前入学者対象科目名 ２０1９年度以降入学者対象科目名 備　考
各学科基礎専門科目 Introduction to Management A・B Fundamentals of Management A・B
全学共通総合講座 学部間共通総合講座A・B・C・D 全学共通総合講座A・B・C・D

科目区分 ２０1９年度以前入学者対象科目名 ２０２０年度以降入学者対象科目名 備　考
会計学科専門科目 Financial Accounting A・B（GSBA） Advanced Financial Accounting A・B（GSBA）

科目区分 ２０２1年度以前入学者対象科目名 ２０２２年度以降入学者対象科目名 備　考
教養科目 心理学A・B 心理学 ※1
各学科基礎専門科目 経営心理学A・B 経営心理学 ※1

※1　２０２1年度以前入学者においては、A・Bの両方を修得済でない場合は「心理学」「経営心理学」の履修が可能。

２　２０２３年度新規設置・廃止科目
科目区分 科目名 備　　考

国際教育プログラム科目
（異文化理解）Ⅰ・Ⅱ、（文化・歴史）Ⅰ・Ⅱ、
（法律・政治）Ⅰ・Ⅱ、（経済）Ⅰ・Ⅱ

国際教育プログラム科目区分科目の廃止

各学科基礎専門科目 Core Subjects Seminar A・B・C・D 講義内容は基礎専門演習A・B・C・Dと同様
公共経営学科専門科目 Business for Social Impact
公共経営学科専門科目 公共経営学特別講義C・D

３　学科間共同設置科目
　（１）経営学科・会計学科

科目名 科目区分
経営戦略論A・B
国際経営論A・B
International Management A・B
財務管理論
現代コーポレートファイナンス論
Strategic Analysis of Japanese Companies A・B
比較経営論（アメリカ）A・B

経営学科専門科目または会計学科専門科目

　（２）経営学科・公共経営学科

科目名 科目区分
中小企業論
ベンチャービジネス論 経営学科専門科目または公共経営学科専門科目

　（３）会計学科・公共経営学科

科目名 科目区分
公会計論
ＮＰＯ会計論 会計学科専門科目または公共経営学科専門科目
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